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はしがき 

 

 20 世紀日本を代表する思想家として、また国際的な知識人として広く知られる丸山眞男

が逝去した後、1998 年 9 月、東京女子大学は丸山眞男の遺族より、旧蔵書約 18,000 冊・雑

誌約 18,000 冊、ノート・草稿類約 6,200 件の寄贈を受けた。以後、東京女子大学は、それ

らの貴重な書籍・資料を「丸山眞男文庫」として保存・管理し、丸山眞男記念比較思想研究

センターを設け、その調査・公開・研究に当たった。その調査が進む中で、丸山眞男文庫資

料が、社会科学、人文科学の広汎な世界に、重大な貢献を為し得るものであることが深く認

識されるようになった。 

 丸山眞男文庫所蔵資料は、丸山眞男自身の思想形成過程を示す膨大なノート・草稿・メモ

等を含んでおり、20 世紀の混沌とした社会状況の中で丸山眞男がどのような過程を経て思

索を深めたかを跡付けることができるものである。また、その思想の背景に広がる社会科

学・人文科学を中心とした教養の内実、新渡戸稲造・南原繁らに連なる思想的な系譜、さら

には国際的な知的交流の実態を示すものでもある。東京女子大学としては、これらの資料の

公開と、それを利用した研究を進めるために、プロジェクトを組織することとした。それは

また、丸山眞男の知的遺産に対する社会的関心にこたえるものでもあった。 

本プロジェクトは、こうした学内外の認識と関心を受けて、デジタルアーカイブの構築に

より、丸山文庫資料の基本的部分を全面公開することを目標とした。また、20 世紀知識人

の国際的交流の調査、新渡戸稲造から丸山眞男にまで連なる知的系譜とその周縁の探求、20

世紀を中心とした教養のあり方の研究を進めることを目標とした。 

本プロジェクトの成果は、何よりもまず、デジタルアーカイブの構築を実現したことによ

って明らかである。バーチャル書庫を立ち上げ、丸山の関心のあり方を視覚的にも把握でき

るようにし、デジタルアーカイブと連携できるものとしたことも大きな成果だった。 

また多くの研究会、公開研究会、講演会、シンポジウムを積み重ね、丸山文庫資料を踏ま

えて、20 世紀知識人の国際的交流の調査、丸山眞男の知的系譜の探求、20 世紀を中心とし

た教養観の研究等を進めた。その間、貴重な新発見資料を毎年『丸山眞男記念比較思想研究

センター報告』誌上に、翻刻、発表してきた。資料の性格を判断し、より広範な読者のニー

ズにこたえるために、学外の出版機関から刊行したものもある。さらに、丸山文庫の資料を

踏まえた学外の研究も多数発表されている。 

こうした作業・研究の積み重ねにより、丸山眞男研究自体を新しく展開してきただけでな

く、日本政治思想史、国際的な知の交流史等の議論の場を形成している。 

 本報告書は、以上の 5 年間の本プロジェクトの事業内容とその成果の概要をまとめたも

のである。本プロジェクトの活動を支えて頂いた研究者、特任研究員、研究協力者各位に、

深い感謝を申し上げる。 

                      平成 29 年 5 月 研究代表者 

 安藤 信廣 
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平成 24 年度～平成 28 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」 

研究成果報告書概要 
 

１ 学校法人名  学校法人東京女子大学     ２ 大学名  東京女子大学            

 

３ 研究組織名  丸山眞男記念比較思想研究センター             

 

４ プロジェクト所在地  〒167-8585 東京都杉並区善福寺２－６－１                 

 

５ 研究プロジェクト名  ２０世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカ 

イブの構築と活用―  

 

６ 研究観点   研究拠点を形成する研究                          

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

安藤 信廣 現代教養学部 教授・図書館長 
 

８ プロジェクト参加研究者数  19 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

  （テーマ 1）  

安藤信廣 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授・図書館長 幕末期知識人の相互交流と国際認識 ２０世紀の教養の原点の究明 

雨田英一 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 

戦後日本における民主化と教養・文化・教育
をめぐる論議―丸山眞男を中心として― 近代日本の教養観と教育観の解明 

小檜山ルイ 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 近代日本の知識人の系譜とキリスト教 近代知識人の知的系譜の解明 

茂木敏夫 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 東アジア論と丸山眞男 東アジアにおける丸山受容史の究明 

湯浅成大 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 丸山眞男のアメリカ観 日米知識人の交流関係の解明 

油井大三郎 
東京大学,一橋大学・
名誉教授 第二次世界大戦後の日米関係と丸山眞男 国際政治における丸山の役割の解明 

區 建英 
新潟国際情報大学・
教授 丸山思想史学と現代中国思想の比較省察 

20 世紀知識人の知的国際交流の解
明 

苅部直 
東 京 大 学 大 学 院 法 学 
政治学研究科・教授 丸山眞男における精神的貴族主義の系譜 丸山における教養観の解明 

孫歌 
中 国 社 会 科 学 院    
文学研究所・教授 

国際的視野から読む丸山政治学の政治性 東アジアにおける丸山受容史の究明 

アンドリュー・バーシェ

イ 
カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学   
バークレイ校・教授 

丸山とアメリカ知識人との知的交流史の研究 日米知識人の交流関係の解明 

渡辺浩 
法 政 大 学 法 学 部 ・ 
教授 丸山眞男の日本政治思想史研究とその影響 

丸山の日本思想史論と知的影響の
究明 

眞壁仁 
北海道大学大学院公共政
策学連携研究部・教授 日本の教養教育と思想史学の展開 近代日本の教養観と教育観の解明 
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  （テーマ 2）  

黒沢文貴 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 

文庫所蔵一次資料の網羅的な調査研究 
丸山文庫所蔵の未公刊資料の翻刻
とデジタル化の推進 

土合文夫 
現 代 教 養 学 部 ・   
教授 

文庫所蔵楽譜類とそれへの書きこみの調査
研究 

丸山と音楽との関わりの解明及び丸
山の教養・芸術観の検討 

松沢弘陽 
北 海 道 大 学 ・    
名誉教授 

丸山眞男への国内・国外からの来簡の調査 日本内外での丸山の影響をさぐる研
究の基礎作業 

中田喜万 
学習院大学法学部・
教授 

「正統と異端」関係草稿の校訂と補注 
重要一次資料の翻刻及びデジタル化
の基礎作業 

平石直昭 
東 京 大 学 ・ 
名誉教授 

50 年代後半の日本政治思想史講義の復元
（1956、59 年度を担当） 

重要一次資料の翻刻公刊の基礎作
業 

宮村治雄 
成蹊大学アジア太平
洋研究センター・ 
客員研究員 

50 年代後半の日本政治思想史講義の復元
（1957、58 年度を担当） 

重要一次資料の翻刻公刊の基礎作
業 

河野有理 
首都大学東京都市 
教養学部・教授 

「正統と異端」研究会についての調査と資料
整理 

重要一次資料の翻刻及びデジタル化
の基礎作業 

（共同研究機関等）    

該当なし    

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

該当なし    

（変更の時期：平成  年 月 日） 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 
【本事業の研究目的】 

 新しい世界認識を開く基礎となる教養の重要性が注目されている今日、20 世紀において様々な知的分

野で巨大な足跡を残し、教養についても独自の認識を展開した丸山眞男の業績の再評価が強く求められ

ている。また、その業績の再評価を通じて、教養及び教養教育の現在的意義の解明が期待される。その

状況下、本事業では、以下３点の研究目的を設定した。 

・20 世紀知識人たちの教養形成過程及び教養観を解明する（研究テーマ１）。 

・丸山眞男文庫所蔵資料をデジタルアーカイブ化し、広く日本及び世界に向けて公開する（研究テーマ

２）。 

・新渡戸稲造、南原繁、丸山らが知識人の国際的コミュニティ形成に果たした役割を明らかにし、21 世紀

における新たな知的コミュニティ形成の方向性を探求する（研究テーマ１、２）。 

 

【本事業の計画概要】 

テーマ１ 「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」 

平成 24 年度 丸山の既刊著書・論文の網羅的調査。 

平成 25 年度 丸山の研究の主題に沿って、これまでの諸研究を探索。 
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平成 26 年度 初年度以来の業績をふまえ、中間シンポジウムを開催し成果をまとめる。自己点検・評価

を実施。中間報告を作成・提出（テーマ２と共通）。 

平成 27 年度 丸山を中心とする近代日本の教養の思想的系譜に関する研究を進める。 

平成 28 年度 5 年間の成果をまとめ、各自が研究テーマに即して論文を作成・発表。20 世紀日本におけ

る教養についての国際シンポジウムを開催、5 年間の成果をまとめ、研究成果を刊行、プ

ロジェクト全体に対する自己点検・評価及び外部評価を実施（テーマ２と共通）。 

 

テーマ２ 「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」 

平成 24 年度 未公刊草稿資料の全面的調査と翻刻開始。 

平成 25 年度 丸山に関連する欧米の文献調査。未公刊草稿資料の調査をもとにデジタル化を開始。 

平成 26 年度 未公刊草稿資料類の調査をもとに翻刻を進め、デジタルアーカイブ・システム構築に向け

た準備開始。 

平成27年度 未公刊草稿資料の調査のデジタル化を進め、アーカイブ・システムを構築し、部分公開を開

始。 

平成 28 年度 未公刊草稿資料類のデジタルアーカイブを完成させ、資料を公開。未公刊草稿資料類をま

とめた資料集を刊行。 

 

（２）研究組織 
本事業は、本学丸山眞男記念比較思想研究センターを中心とし、同センター運営委員会と図書館が連

携して研究支援体制を敷いている。研究者は政治学・政治思想史・国際関係史・歴史学・教育学・文学等

の研究に携る東京女子大学教員 8 名と、丸山眞男研究及び日本政治思想史・政治学等の研究を行って

いる学外研究者9 名、さらにそれらに近接した領域で活動している海外研究者2 名によって構成されてい

る。各研究者の交流を図り、また研究テーマ１と研究テーマ２の認識の共有をめざし、隔月開催の研究会

において、研究者間、テーマ１とテーマ２の間の連携を取っている。全体の統轄は、安藤信廣が当たってい

る。テーマ１については、安藤信廣を研究代表者とし、各研究者から研究状況につき報告を受け、研究会

及び運営会議において統一的な進行ができるよう連絡・調整をしている。テーマ２は、黒沢文貴を研究責

任者とし、その下に、翻刻関係（平石直昭、宮村治雄、中田喜万、河野有理）、楽譜関係（土合文夫）、書簡

関係（松沢弘陽）、編集関係（黒沢文貴）の責任体制をとっている。両テーマの連絡・調整は、安藤と黒沢

両名が打ち合わせを行い、連携して研究を進めると共に、学外との交渉に係る事案は、丸山眞男文庫顧

問（平石直昭）と適宜協議をもち、学内の運営方針に係る事案は、丸山眞男文庫を所管する丸山眞男記

念比較思想研究センター運営委員会に諮ることによって事業を進めてきた。 

また、特任研究員・研究補助員として日本政治思想史を専門とする若手研究者 6 名を採用すると共に、

補助作業に本学大学院生・学部学生を雇用している。若手研究員・研究補助員は、丸山眞男文庫所蔵資

料の整理・調査及びデジタル化、デジタルアーカイブ構築等の実務に携わると共に、参加研究者の研究・

事業の推進のため、研究支援体制を担っている。なお、安藤・黒沢両名は、特任研究員・研究補助員を統

督し、他の参加研究者とも協同して若手研究者の育成を図りつつ、実務上の運営に当たった。 

 

（３）研究施設・設備等 
本学図書館内丸山文庫室 74 ㎡及び丸山眞男記念比較思想研究センター26 ㎡において 7 名が同文庫

資料の整理と調査研究等を行っている。また、丸山文庫草稿類デジタルアーカイブ構築のため、丸山文庫

室に高速かつ高解像度（400dpi）でのデジタル化が可能なオーバーヘッド型ブックスキャナ BookShot3600

を平成 25 年度に設置し、平成 26 年 7 月末日現在で 725 時間、草稿類資料のデジタル化を行った。その

後も書込みのある資料等のデジタル化を継続し、平成 29 年 3 月末日現在で 2325.5 時間、総枚数 48,076

枚のデジタル化を行った。 

 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 
 本事業では、テーマ１とテーマ２との双方の参加研究者が協同して研究状況の共有並びに対外的公開を

行い、全体的統一を図っているが、テーマ毎に独自性の強い課題をもって研究を進めた。テーマ１では、

個々の研究者の研究を基礎とし、テーマ２では、デジタルアーカイブの構築等のための共同作業を中心と

している。 

 

テーマ１「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」 
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 年度ごとの研究成果の概要は以下の通り。 

 

 【平成 24 年度】 丸山眞男の日本政治思想史研究の全体像の把握につとめ、各研究者が既刊の講義録

等を網羅的に読み、丸山眞男文庫所蔵の未公刊草稿資料類の内容を把握するようにした。その中で、以

下の研究を進めた。(a)前近代日本における宗教と政治の問題を扱った丸山著作の調査。(b)戦後日本の

民主化と教養・文化・教育をめぐる思索内容を、丸山が師とした長谷川如是閑との比較による分析。(c)近

代日本におけるリベラル・アーツ、教養の系譜、丸山の学問とアメリカの学問・社会・政治との関係、近代

中国思想との関係などの検討。なお、定例研究会を開始し、本年度は 安藤＊171が報告を行った。本年度

の主な研究業績として、雨田＊1、安藤＊4、苅部＊128＊129、孫歌＊130、油井＊131がある。 

 

 【平成 25 年度】 丸山眞男が研究した主題に関連するその後の諸研究を、各研究者が探索しつつ、各自

の課題を追究した。具体的には、主に次のような研究を進めた。(a)丸山の学問に関連する欧米及び中国

の文献の研究。(b)長谷川如是閑と丸山の比較分析及び関連文献と資料の調査と整理。(c)1950 年代の世

界情勢、国際環境と政治思想の動向についての調査。(d) 近代日本におけるリベラル・アーツ、教養の系

譜として、新渡戸稲造と矢内原忠雄の理念・実態に関する研究。(e)20 世紀の知的コミュニティの実態につ

いての調査と考察。なお、定例研究会にて、小檜山＊173、苅部＊174、雨田＊175が報告を行った。本年

度の主な研究業績として、區＊132、苅部＊133、小檜山＊8＊9、茂木＊11＊12、湯浅＊13、油井＊14＊

134がある。 

 

 【平成 26 年度】 各研究者が、これまでの研究成果の中間的なとりまとめを試み、シンポジウム＊159等

において意見交流を行い、研究を深めた。具体的な研究内容は、主に次の通りである。(a)新渡戸稲造に

関する研究及び戦後日本の教養教育の実態についての検討。(b)丸山が精神的貴族主義を構想するにあ

たり念頭においた諸思想の検討。(c)丸山の「執拗低音」の視点に基づく中国の伝統思想の構造の分析。 

 (d)「現代世界の中で丸山眞男をどう読むか」を統一テーマとした中間シンポジウム＊159の開催。苅部直

「政治のための教養―丸山眞男百歳」＊160は、現代において市民が政治にかかわっていくための教養と

して、ルールを共有した上で競いあう「遊び」の修練を重ねることをリベラル・デモクラシーが存立する条件

と考えた丸山に学ぶべきものがあると論じた。油井大三郎「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」＊161は、「自

立した市民」の育成に生涯をかけた丸山から学ぶことが現在切実な課題となっているという問題意識から

出発している。區建英「丸山と中国の近代的思考の模索―私の世代の体験を中心に―」＊162は、日本の

精神構造の深層に潜む執拗低音を捉えようとした丸山の思想史方法論が、今なお儒教の伝統が深層で

持続している中国において、アクチュアルな問題関心のもとに受容されていることを明らかにした。趙星銀

（招聘）「韓国における丸山眞男」は、個人の自立と政治との緊張を「自由」の問題として考える経験が乏し

い韓国では、丸山が探究した「反・反共」の自由というものを理解することが必要であると論じた。以上の報

告に対する聶莉莉（招聘）によるコメントをうけて 議論＊163を深めた。 

なお、定例研究会にて 眞壁＊177が報告を行った。今年度の主な研究業績として、雨田＊15、區＊18＊

135、苅部＊19＊23、小檜山＊25＊26＊28、孫＊136、バーシェイ＊137、茂木＊30＊31＊33＊34＊138＊

188、湯浅＊36、油井＊37、油井・區＊38、油井・小檜山＊139、渡辺＊39がある。また、丸山生誕 100 周

年に当たる年であったため、苅部＊184＊185のような成果を生んだ。 

 

 【平成 27 年度】 前年度より公刊を開始した未公刊資料（後述）や新たに公開した バーチャル書庫＊

182・草稿類デジタルアーカイブ＊183等により、各研究者が丸山文庫所蔵資料を活用し、最終年度発表予

定の成果に向けて、丸山を中心とする近代日本の教養の思想的系譜に関する研究を進めた。具体的な内

容は次の通りである。(a)戦後日本の民主化と教養・文化・教育をめぐる思索内容を、丸山と丸山が師とし

た南原繁との比較による分析・整理。(b)ロバート・ベラーの学問方法論に対する丸山の評価、宗教と社会

科学との関係についての考え等、丸山とベラーとの知的交流の内容についての検討。(c)中国思想史にお

ける丸山『日本の思想』の方法論の適用、丸山の孫文「三民主義」論についての検討。(d)丸山の儒教解釈

及び、「教養」教育において思想史学のはたす役割、近現代日本の思想史研究における「儒教」の位置づ

けについての検討。(e)マルクス主義批判と政治学の原理の再構成を並行した 1950 年代の丸山の論文と

1960 年度の政治学講義との関連性の検討。 

 

なお、定例研究会にて 茂木＊178が報告を行った。今年度の主な研究業績として、苅部＊43＊53＊

140、小檜山＊57、バーシェイ＊58、眞壁＊59＊191、茂木＊62＊63、渡辺＊66がある。 
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 【平成 28 年度】 各研究者がこれまでに進めてきた研究を総括すると共に、現在の国内外の政治・社会・

文化の状況を見据え、成果を論文としてまとめた。またその中で、成果を集約的に示す国際シンポジウム

を開催し、意見交流を行い、研究を深めた。具体的な研究内容は、主に次の通りである。(a)改定前の教育

基本法と南原繁の教育論議との関連性に対する分析。(b)戦後日本の社会科教育に対する尾崎行雄、清

水幾太郎、丸山眞男それぞれの関わりについての調査・分析。 (c)高校教育における丸山の文章の用い

られ方、丸山の「政治と教育」に対する考えついての調査・検討。 (d)国連中心主義の思想について、丸山

と中村哲・横田喜三郎との比較による検討。 (e)日本の「占領改革」の研究史の総合的な検討。 (f)丸山が

戦時期に読み込んだドストエフスキー、波多野精一、その他の宗教関連著作に対する丸山の理解、及び

それとロバート・ベラーとの思想的関係についての検討。(g)丸山の「執拗低音」の視点に基づき、孫文の思

想の特質についての検討。(h)丸山のアメリカ観を探るうえで基礎資料となる英文草稿の調査、資料の解

析と翻訳。 

 (i)「新しい丸山眞男像の発見 その世界大の視圏と交流のなかで」を統一テーマとした国際シンポジウム

＊164の開催。平石直昭「丸山眞男文庫の意義と可能性について」＊165は、丸山文庫の設立背景、設立

後の運営と資料調査の過程を詳しく紹介し、多くの人々の尽力と多様な試みとによって、丸山文庫がこれ

からの丸山研究はもとより、人文・社会科学研究とその教育、アーカイブ研究とその実践へ寄与する意義

と可能性を明らかにした。ヴォルフガング・ザイフェルト（招聘）「丸山眞男とドイツの思想・学問―戦前、戦

中、そして戦後―」は、ヘーゲルとマルクス、マンハイム、ヴェーバー、シュミット、ノイマンなど丸山の思想・

学問を理解する上で不可欠のその読書経験について論じ、丸山の思想・学問の歴史的意義を考える上

で、フランクフルト学派との比較の必要を示唆した。孫歌「丸山眞男の「三民主義」論」＊166は、孫文の「三

民主義」とそれに対する丸山の解釈との差異に着目し、そこから丸山の「三民主義」解釈の普遍的意義を

論じ、丸山の政治思想史における視座が常に「政治教育」の展望を伴っていたことを示した。アンドリュー・

バーシェイ「プロテスタント的想像力―丸山眞男、ロバート･ベラー、そして日本思想研究に関する覚書―」

＊167（紙上参加）は、丸山の学問とそれを規定し続けた実存的動機を取り上げ、それをロバート・ベラーに

おける学問及びその実存的動機と比較することによって、両思想家の普遍的意義を論じた。金錫根（招

聘）「韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方」は、韓国社会における丸山と日本思想史へ

の理解のあり方・受容について紹介し、韓国社会で丸山を読むことが近代性への理解、伝統に対する態

度、自己を相対化し他者と対話する素地などを育てていくことに意義をもっていること、翻ってそのことは日

本でも同様であることを論じた。以上の報告に対する 黒沢文貴によるコメント＊168をうけて 議論＊169を

深めた。 

 (j)「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」をテーマとした論文集＊141の発行。安

藤信廣「幕末期知識人の対外認識」＊142は、丸山「1947 年度・1945 年度「東洋政治思想史」講義原稿」＊

99を活用し、吉田松陰の教養のうえに確立された対外認識の前近代性と近代性の交錯を論じた。雨田英

一「戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議」＊143は、丸山「政治嫌悪・無関心と独裁政

治」（『丸山眞男集 別集 第 1 巻』＊153 所収）などを活用し、戦後の丸山の公民教育への寄与とその意義

を論じた。小檜山ルイ「「人格」という概念」＊144は、丸山文庫所蔵の日本思想史文献を活用し、キリスト

教信仰をもった中村正直、新渡戸稲造、吉野作造らにおける「品行」「人格」の概念の意味、それの思想

的・社会的背景との関連を論じた。油井大三郎「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」＊145は、丸山文庫所蔵

の草稿類資料（会議録等）を活用し、知米派知識人、米国政治学が丸山に与えた影響と同時に、丸山が

米国知識人（近代化論）に及ぼした影響・寄与を論じた。區建英「孫文「民権主義」の時空転換と創造」＊

146は、丸山「孫文と政治教育」（『丸山眞男集 別集 第 1 巻』＊153 所収）に示唆を得、丸山の思想史方法

論を中国思想史に適用して、孫文が近現代中国思想史においてもつ意義を論じた。苅部直「村岡典嗣と

丸山眞男」＊147は、丸山文庫所蔵の草稿類資料（受講ノート等）、東北大学村岡典嗣文書所蔵資料（講

義ノート）を活用して、丸山の思想史学の形成において村岡の学問がもった意味を論じた。渡辺浩「丸山眞

男における「原理」・「主体」・「秩序」」＊148は、デジタルアーカイブ＊183で閲覧できる資料（講演記録等）

を活用して、時期の異なる丸山の日本思想史研究を体系的に論じ、そこに見られる丸山の思想に対する

批判が部分的な認識にとどまっていることに言及した。眞壁仁「神の憑依するところ」＊149は、デジタルア

ーカイブ＊183で閲覧できる資料（講演記録、メモ等）を活用して、丸山の「儒教の日本的変容」という考え

方に示唆を得つつ、彼が論じなかった儒教の「宗教」的側面における「日本的変容」を論じた。 

 

なお、定例研究会にて 湯浅＊180が報告を行った。上記論文集以外の本年度の主な研究業績として、

雨田＊67、安藤＊69、區＊70＊71＊150＊192、苅部＊72＊76、小檜山＊79＊80＊151、茂木＊82、湯浅

＊83＊84がある。 
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テーマ２「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」 

 研究課題ごとの成果の概要は以下の通り。 

 

【丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査・翻刻公刊】 

 (1)計画通り、丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査を進め、毎年度『丸山眞男記念比較思想研

究センター報告』（以下『センター報告』）で 進捗・達成状況＊6＊98＊16＊41＊69＊141を示した。この調査

にもとづく資料の細分化、及び関係者による資料の寄贈等により、資料件数が増加した（公開資料約 5000

点）。 

 (2)上の調査等をふまえ、これまでに公刊した出版物、今後刊行予定の出版物は以下の通り。(a)『センタ

ー報告』誌上に 学術的に重要な未公刊草稿等＊94＊97＊99＊109＊116＊120＊125を翻刻した。(b)丸山

文庫所蔵資料による新たな校訂を本文に反映した『丸山眞男集』全 16 巻（岩波書店）の第 4 刷を 2014 年

3 月～2015 年 3 月に公刊。(c)丸山文庫所蔵資料による新たな情報を反映した 新訂増補『丸山眞男集』別

巻＊156を2015年7月に公刊。(d)東京女子大学丸山眞男文庫編『丸山眞男集 別集』（全5巻、岩波書店）

＊153＊154＊155が 2014 年 12 月より刊行開始（現在第 3 巻まで刊行）。第 4 巻・第 5 巻は、丸山文庫所

蔵の「正統と異端」研究会の録音記録（80 時間分）を中心とした資料が収録される予定で、現在、文字起こ

し作業、本文校訂、関連資料の調査を進めている。なお、予備調査の内容は 公開研究会＊181および 論

文＊092＊100で発表するとともに、特定できた 関連資料の翻刻＊109＊120を行った。(e)丸山が東京大学

法学部で行った「東洋政治思想史」講義録の 1956 年度分より 1959 年度分を、『丸山眞男講義録』続巻とし

て、東京大学出版会より刊行する。現在ほぼ講義の復元作業を終え、2017 年 3 月入稿、同年 9 月刊行の

予定。なお定例研究会で、平石が編集作業の過程を定例研究会で 報告＊170＊179した。 

 

【丸山眞男文庫所蔵書簡類の調査・翻刻公刊】 

 丸山文庫所蔵の書簡類（丸山眞男宛来簡類）の調査とリスト作成を作成した。発信者数は約 3,400 件に

のぼるため、今回は、発信者個人を特定することに努め、発信者名のみのリストを作成した。丸山および

関係者のプライバシーの保護に配慮し、リストは関係者のみに配付した。竹田行之氏（元岩波書店編集

者）の助力を得て、吉野源三郎が丸山に宛てた書簡 36 点を翻刻した。2017 年 3 月には、新たに発見され

た吉野源三郎書簡 4 通のほか、鷲巣力氏（元平凡社編集者、立命館大学加藤周一現代思想研究センター

長）の助力を得て、加藤周一が丸山に宛てた書簡 26 通を翻刻した。 

 

【丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類のデジタル化とデジタルアーカイブ構築】 

 (1)丸山文庫所蔵の草稿資料類を対象とした デジタルアーカイブ＊183を、2015 年 6 月、構築・公開した。

当該システムによって、所蔵資料の詳しい検索を可能にすると共に、資料の画像をインターネット上で閲覧

することを可能にした。2015 年 12 月には、丸山眞男作成資料のほぼすべてを含む資料はデジタルアーカ

イブ上に画像公開している。 

 (2)丸山文庫所蔵の草稿類資料に登録されている岡義武作成資料を、2016 年 7 月、著作権継承者の許

諾を得てデジタルアーカイブ上に公開した。著作権継承者の意向により資料の一部は、本学図書館内で

の限定公開としている。 

 (3)ブックスキャナを用いた当該資料のデジタル化作業が 2013 年度より進行。対象となる資料約 5,000 点

のうち、約 2,700 点のデジタル化が終了した（デジタル化対象資料の 54％に相当）。 

 

【丸山眞男文庫バーチャル書庫の構築】 

 丸山文庫所蔵の図書資料類を対象とした バーチャル書庫＊182を、2015 年 3 月に構築・公開した。当該

システムによって、丸山文庫所蔵図書資料類が丸山宅に所蔵されていた時の状態をインターネット上で閲

覧可能とした。当該システムでは、個々の書誌が東京女子大学図書館 OPAC の詳細情報とリンクしてお

り、丸山の書込みの有無やその程度まで把握できる。蔵書状況から丸山の思想・学問の内容へのアプロ

ーチを可能とする研究リソースである。 

 

 

【丸山眞男文庫所蔵楽譜類の調査・デジタル化】 

 (1)丸山眞男文庫所蔵の楽譜類、とくに丸山自身の書込みが為されているものを中心とする調査と研究を

進めた。進捗状況は 研究会＊172で共有した。楽譜への書込みの意味を、丸山の他の知識人との交流か

ら理解していくための試論を研究会で 報告＊176するとともに、論文＊113にまとめた。 

 (2)ブックスキャナを用いて丸山眞男文庫所蔵楽譜類の丸山による書込みのあるページのデジタル化作
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業を進めた。2015 年 3 月、全 434 冊のデジタル化が完了、公開し閲覧可能となった。 

 

【若手研究者による研究業績】 

 本事業の実務に携わっている若手研究者たちは、以上の事業全体及びその成果について大きく寄与し

たとともに、参加研究者の研究指導のもと、数々の成果を発表した。その多くは、丸山文庫所蔵未公刊草

稿資料類の翻刻や各地のアーカイブ等における資料調査に基づくものである。主な成果は下記の通り（本

事業参加研究者と共同のものは割愛）。これらの成果は、他の研究者・丸山文庫利用者等によってすでに

活用されつつある。 

・山辺春彦 ほか『戦没学生たちの軌跡：資料集 2012 年企画展』わだつみのこえ記念館、2012 年、総 39

頁。 

・山辺春彦「佐々木八郎とアダム・スミス」『わだつみのこえ』第 137 号、29～33 頁、2012 年、査読無。 

・山辺春彦 ほか『不戦へつなぐ―戦没学生遺稿遺品展：「学徒出陣」70 年記念』わだつみのこえ記念館、

2013 年、総 37 頁。 

・山辺春彦「丸山眞男文庫の事業」丸山眞男生誕百年記念講演会、東京・西荻図書館、2014 年、講演。 

・川口雄一「南原繁の「世界秩序」構想――戦前・戦中・戦後――」南原繁研究会主催・第11 回南原繁シン

ポジウム「南原繁と平和：現代へのメッセージ」、東京・学士会館、2014 年、学会発表。 

・山辺春彦 ほか『不戦へつなぐ―戦没学生遺稿遺品展：「学徒出陣」70 年記念』わだつみのこえ記念館、

2013 年、総 37 頁。 

・竹田行之・山辺春彦 ・金子元 ・川口雄一 「吉野源三郎書簡 丸山眞男宛 36 点」（翻刻・校注）『丸山眞男

記念比較思想研究センター報告』第 9 号、151～178 頁、2014 年、査読無。 

・山辺春彦 ・金子元 ・播磨崇晃 （解題・翻刻）「丸山眞男「“Some Aspects of Moral Consciousness in 

Japan”（倫理意識の「古層」）原稿」」『丸山眞男記念比較思想研究センター報告』第 10 号、148-122 頁、

2015 年、査読無。 

・山辺春彦「佐々木八郎「“生産力”と“経済倫理”その歴史的研究」について」佐々木八郎さんの想い出を

語る会、東京・東京大学、2015 年、学会発表。 

・千葉眞・川口雄一 ほか『南原繁と平和――現代へのメッセージ――』EDITEX、2015 年、総 189 頁。 

・堀内健司 「国威宣布の宸翰における「世界」像と日本像―船中八策・大政奉還の上表などを踏まえて」

社会理論学会第 109 回月例研究会、東京・渋谷区笹塚区民会館、2015 年、学会発表。 

・川口雄一 ・金子元 ・佐藤美奈子 ・播磨崇晃 ・堀内健司 ・山辺春彦 「丸山眞男文庫バーチャル書庫・草稿

類デジタルアーカイブの構築と公開――丸山眞男研究プロジェクト テーマ 2 成果報告――」『丸山眞男

記念比較思想研究センター報告』第 11 号、7～17 頁、2016 年、査読無。 

・川口雄一「南原繁の政治哲学における「非合理性」と「合理性」――1930 年代後半の「政治上の合理主

義」論を中心として――」『政治思想研究』第 16 号、85～116 頁、2016 年、査読無。 

・川口雄一「庶民大学三島教室と丸山眞男――「学問の民主主義化」の運動と思想――」三島市立図書館

主催・2016 年度第 1 回図書館講座、静岡・三島市民生涯学習センター、2016 年、講演。 

・鷲巣力・川口雄一 ・金子元 ・山辺春彦 （翻刻・校注）「加藤周一書簡 丸山眞男宛 26 点」『丸山眞男記念

比較思想研究センター報告』第 12 号、31～58 頁、2017 年、査読無。 

・川口雄一「庶民大学三島教室関連資料調査報告――その「現在」と第一次史料――」『丸山眞男記念比

較思想研究センター報告』第 12 号、63～74 頁、2017 年、査読無。 

 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 
 前項に述べた研究成果の概要のうち、テーマ別、また両テーマに共通する優れた成果は以下の通り。 

 

(1)テーマ１ 「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」 

 研究者各自が個別に研究を進め、研究会等で交流をはかり、丸山文庫所蔵資料を活用した論文（最終

年度シンポジウムの記録を含む）を最終年度に刊行した。当該論文集に集約される本事業の成果は、以

下の３つの学術的意義をもつ。 

・丸山眞男研究、または日本政治思想史を専門としていない研究者は、丸山著作・丸山文庫を活用するこ

とによって、各分野（日本文学、教育学、中国思想史、アメリカ政治学、政治外交史等）の研究に大きく

寄与できた。そのことによって、丸山著作・丸山文庫には、「教養」の研究・教育に資する深さと広がり、

学際的な性格があることを実証した。 

・とくに丸山研究の面では、丸山文庫所蔵資料を活用することにより、既刊の丸山著作の新しく深い読解、
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彼の思想・学問を体系的に把握できること、思想・学問形成過程をたどる上でこれまで以上に内在的に

把握できることを実証した。日本における政治思想史の分野では、アーカイブを活用して研究を進めるこ

とがまだ一般的でない現状において、先駆的な業績であることを示している。 

・丸山はもとより、新渡戸稲造、孫文、ロバート・ベラーらの思想を掘り下げていくことにより、彼らが内面に

抱いていた教養の世界にアプローチするとともに、彼らの間の思想的系譜または交流といった関係性を

明らかにしていくことができた。 

 

(2)テーマ２ 「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」 

 バーチャル書庫とデジタルアーカイブの構築・公開、資料調査にもとづく資料の公開・翻刻を行った。これ

らの成果は、以下のような学術的・社会的意義をもつ。 

・バーチャル書庫および草稿類デジタルアーカイブは、インターネットを通じた資料の情報・画像の公開に

より、世界中の幅広い利用者が活用できる環境を整備した。さらに、これらのウェブサイトには、各々英

語・中国語の説明文を掲載したことにより、海外からのアクセス数が増加した。丸山文庫を国際的な研

究拠点とする基盤が形成できた。 

・デジタルアーカイブ公開後、丸山と交流をもった人物や土地のアーカイブで資料調査を進めることにより、

さらに丸山文庫所蔵資料の詳しい情報や両アーカイブの資料の関連性を明らかにできることがわかっ

た。またその際、現地の研究員・学芸員と交流をもち、アーカイブ間のネットワークを強化することができ

た。 

・丸山の未公表原稿の主要なものは活字化したことによって、丸山の筆跡に慣れていない利用者にも資料

を活用できる機会を提供した。上記ウェブサイトと合わせて、これら資料の活用の環境づくりに成功した

ことは、上記テーマ１で実証された。 

・丸山を軸とする知識人の交流について、概要を書簡リストによって、具体的な内容を書簡の翻刻・公開に

よって示すことができた。 

・楽譜の調査・デジタル化によって、教養として内容豊かな楽譜への書込みを公開するとともに、その学術

的意義を確定していくための研究を進めることができた。この成果が他の研究者によって活用され始め

ていることも確認している。 

 

(3)両テーマに共通する成果 

 両テーマ間の連携によって以下の成果を生むことができた。 

・本事業の進展に伴い、研究拠点としての丸山眞男記念比較思想研究センター及び丸山眞男文庫の意義

を一層明らかにできた。そのことによって、学外からの反響も大きく、丸山研究及び日本思想史研究の

世界的な活性化が起きている。後述（副次的効果）のように、国内だけでも幾つもの多様な社会的反響

がその意義を実証している。 

・研究者、教育者、その他一般の社会人など幅広い参加者とともに、中間シンポジウム、国際シンポジウ

ムを中心とした公開の場で議論を深めることができた。とくに、海外の研究者を招いて丸山文庫の意義

を議論した国際シンポジウムによって、丸山および日本思想史の国際的な研究拠点の基盤が確実に構

築されたことを確認できた。 

・参加研究者の研究指導等を受けた若手研究者が個人の研究成果を多数生み出すことができた。丸山文

庫所蔵未発表原稿の翻刻に寄与したこと等から、今後、丸山文庫を研究基盤として発展、維持してゆく

担い手になりゆくことが期待される。 

 

 

＜課題となった点＞ 
 本事業期間中に完了せず残った課題は以下の通りである。 

・丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブの完成 

具体的には、5,000 点にのぼる草稿資料類のうち、メタデータの入力は約 2,600 点にとどまり、本事業期

間中に入力作業を完了できなかった。その理由は、原稿・メモや研究会・集会での配布資料など資料が

膨大であり、且つ多様なそれぞれの資料が組み合わさっているなど複雑な内容をもっていることによ

る。丸山と交流をもった人物や土地など関連する他のアーカイブでの資料調査も進め、今後これらの方

法によりメタデータを更に充実させ、研究基盤として発展してゆくことが求められる。 

・本事業期間中に刊行予定であった『丸山眞男集 別集』第 4 巻・第 5 巻の刊行 

丸山文庫所蔵資料の調査の進展によって、丸山の自筆草稿・メモ、音声資料、編集者によるテープ起し

資料、関連図書への書込みなど、予想をはるかにこえた多様且つ広範な資料を確認したためである。



 

10 
 

事業終了後も刊行に向けた作業を継続してゆく。なお上述のように、第 4 巻・第 5 巻に収録予定の諸資

料は、すでにデジタルアーカイブまたは本学図書館内で資料を公開するとともに、関連資料の主なもの

は『センター報告』で翻刻を行った。 

・本事業期間中に刊行予定であった『丸山眞男講義録』続巻の完成 

本文を確定する上でもっとも重要な講義原稿が他年度の講義や論文で再使用されたため散在等してお

り、原稿や引用史料などの推定や資料の特定に困難をきわめたためである。但し、今秋には刊行予定

である。 

・書簡（来簡類）リストの作成が発信者名のみの情報にとどまったこと 

その要因は、発信者の数が膨大であり、調査の過程でまず個人を特定することを重視したためである。

今後、このリストをもとにして、更に調査・整理を進め、発信者別の通数や書簡ごとの日付などを特定

し、より詳しい書簡リストへと発展させてゆくことが可能である。また将来的には、必要な手続きを経て、

一般公開してゆくことも今後求められる。 

 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 
 本学は本事業の意義を積極的に捉え直し、課題を明確にすることで、研究事業の進展と研究基盤の形

成・強化、並びに本学のリベラル・アーツ教育の一層の展開に役立てるため、補助事業期間の中間年であ

る平成 26 年度及び最終年度である平成 28 年度に本事業の自己点検・評価を行った。 

  実施体制として、本事業の研究支援体制を大学として支えている丸山眞男記念比較思想研究センター

委員会を自己点検・評価委員会の専門委員会と位置づけ、①本事業の目的の達成度及び研究拠点形成

の可否、②研究目的を達成するための組織体制の適切性、③研究テーマごとに定めた年度別研究計画

の進捗状況と成果の適切性、④補助対象経費の配分と活用の適切性について点検した。その結果を自己

点検・評価委員会にて検討、確認し、報告書を本学公式サイトにて公開している。 

  平成 26 年度自己点検・評価では、既に研究拠点として形成されつつあるが、テーマ間、研究者間の連

携強化及び若手研究者の育成に留意することを課題と認識し、残余の事業期間において、両テーマ責任

者が連絡を密にして連携強化を図り、新任のＰＤ、研究補助員を統督して実務運営により育成を図った。 

 平成 28 年度自己点検・評価では、本事業により形成された研究拠点の今後の安定的運営と充実、それ

を支える体制に関し検討していくことを確認した。 

 なお、補助事業経費については、バーチャル書庫及びデジタルアーカイブ構築を課題とするテーマ 2 の

経費配分割合が高いことについて点検し、テーマ 2 の研究目的の達成には、設備の整備、人的資源の投

入、システムの構築が必要であることから、適正且つ不可欠の措置であると評価した。また、求める条件よ

り更に性能の優れた新機種のスキャナを申請時の 1/3 の価額で購入したこと、パッケージではなく本事業

に適合したシステムのバーチャル書庫及びデジタルアーカイブを申請時より抑えた費用で構築したこと、同

システムに関する日英・日中翻訳サイトを制作・公開できたことが、本事業全体の研究成果の充実、海外

の研究者を含む利用者の利便性増進、広範且つ多様な研究リソースの提供に資することとなり、費用対

効果の面で適切であると評価した。 

 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 実施体制として、本事業の領域を専門分野とする有識者 3 名に外部評価委員を委嘱し、外部評価委員

会を設置した。外部評価委員は立教大学名誉教授 栗原彬氏、東京大学名誉教授 佐藤愼一氏、東京大

学大学院教授 吉見俊哉氏に依頼した。同委員会委員は、本学自己点検・評価報告書及び資料による書

面審査、本学での面談調査及び丸山眞男文庫の見学を経て外部評価を行った。 

 委員からは、「本事業によって、丸山文庫所蔵資料（貴重資料）の安全管理とインターネットによる同文庫

の「開かれた体制」という両立困難な 2 つの課題を高い水準で達成しており、図書類・草稿類・書簡類等を

収蔵する総合的且つ世界的な近代日本思想研究の拠点の基盤が形成された。そして、21 世紀の教養と

知のあり方に大きく貢献した」との評価を受けた。具体的には、優れた点として以下が挙げられた。①デジ

タルアーカイブによって、世界中の人々が丸山の思考の過程をたどり、丸山の出した結論をその過程に即

して一層内在的に理解することを可能にしたこと。丸山の「思想空間」に身を置く「場所」が構築され、政治

思想、比較思想、教養、芸術・文化研究等の広範な知的世界への探求の道を拓いたこと。②多様な分野

にまたがる優れた研究者たちの綿密な連携に基づく共同研究が、新しい丸山解釈の可能性を生み出した

こと。③世界的な視野の中で、丸山に至る近代日本の知識人の系譜とともに、丸山の思想と世界の同時
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代の思想との共時性、交信性、相応性、相克性を明らかにしたこと。そうした本事業の成果が、思想史とア

ーカイブ技術が結ばれる先駆的な例となり得ること。 

 以上の成果をふまえた上で、国際的な研究拠点を更に充実・発展させていくため、次の段階に向けた努

力課題が提示された。①丸山文庫所蔵の図書類（丸山の書込み）、草稿類、書簡類をデジタル形式で統合

的に関連づけ、横断的に検索・可視化可能な仕組みを構築すること。②国際的な近代日本思想研究の拠

点として情報を発信していくため、詳細なデータも英語化すること。③資料収集の迅速化（高齢化していく

関係者への配慮）と多角化。④本事業の成果を継承し発展させてゆく若い研究者のネットワークの拡大。

⑤研究者のみならず若い世代の育成のためのコンテンツの充実（丸山論の目録等）。⑥以上の課題に取

り組んでいくための国・民間の助成金の確保。 

 これらの課題に対し、研究・事業計画を検討の上、積極的に外部資金獲得のための申請を予定してい

る。 

 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
 本事業により研究拠点が形成された今、補助事業期間終了後も、丸山眞男記念比較思想研究センター

を中心として、研究を継続する。研究方針及び活動計画は以下の通りである。①丸山眞男文庫所蔵の丸

山を中心とする知識人の書簡類の調査・整理を進め、リストの公開、重要度の高い書簡の翻刻・公刊を行

い、20 世紀知識人の教養観の解明を継続する。②新たな資料の整理・調査・デジタル化・公開により、デ

ジタルアーカイブの充実を図る。③草稿類の翻刻を継続し、『丸山眞男集 別集』第 4 巻・第 5 巻を公刊す

る。④『丸山眞男講義録』続巻を公刊する。⑤本事業の成果を発信するため、講演会・公開研究会・公開

授業の実施、丸山眞男記念比較思想研究センター報告を年 1 回公刊する。 

 また、上記の外部評価の際の努力課題とされた点に関して、本事業の成果とその学術的意義を検証し、

広く社会的に共有していくために、今後も研究や議論を継続していく。テーマ１の代表的成果である論文集

については、2017 年度の公開研究会において合評会を開催し、他の研究者や一般の社会人と議論を行っ

ていく予定である。テーマ２のデジタルアーカイブを中心とした研究拠点としての丸山文庫の拡充について

は、丸山眞男記念比較思想研究センター委員会にて取り組み内容をさらに検討すると共に、積極的に外

部資金獲得を図る。 

 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
 以上の事業と成果に対する評価は、丸山文庫所蔵資料（事業期間中の出版物を含む）を用いた諸研究

の公刊、多数のメディアによる紹介記事等によって知ることができる。 

 

【丸山文庫所蔵資料を活用した諸研究】 

 本事業が順次行っている丸山文庫所蔵資料のデジタル化、また草稿資料類のデジタルアーカイブ上の

画像公開、バーチャル書庫の公開、未公刊資料の翻刻・公刊等により、丸山文庫所蔵資料へのアクセス

が容易且つ多様なものになった。その副次的効果として、当該資料類を活用した研究成果が、本事業参

加研究者の外からも現われている。その主なものとして、以下のものが挙げられる。 

・橋本春美「東京女子大学図書館における学習支援の取組と丸山眞男文庫」『人文会 news』第 116 号、

2013 年 10 月 

・西村稔「知識人と「教養」（1）～(6)―丸山眞男の教養思想―」『岡山大学法学会雑誌』第 64 巻第 1 号～第

66 巻第 2 号、2014 年 9 月～2016 年 12 月 

・権左武志「日本ナショナリズムの呪縛とその克服」『現代思想』2014 年 8 月号 

・奧波一秀「〈知性の愚者〉であること」同前 

・大久保健晴「丸山眞男における明治思想史研究の展開」The Asan Institute for Policy Studies 主催シン

ポジウム"Maruyama Masao and the East Asian Thoughts : Modernity, Democracy and Confucianism"、

韓国・牙山市、2014 年 7 月 

・松本礼二（編）『政治の世界 他十篇』岩波文庫、2014 年 

・古矢旬（編）『超国家主義の論理と心理 他八篇』岩波文庫、2015 年 

・奥波一秀「丸山眞男における音楽と啓蒙の問題」『図書』2015 年 1 月号 

・阪本尚文「丸山眞男と八月革命(1) 東京女子大学丸山眞男文庫所蔵資料を活用して」『行政社会論集』

第 28 巻第 1 号、2015 年 

・田中久文ほか「丸山眞男の再評価（日本倫理学会第 65 回大会 主題別討議報告）」『倫理学年報』第 64 



 

12 
 

集、2015 年 3 月 

・高山大毅『近世日本の「礼楽」と「修辞」――荻生徂徠以後の「接人」の制度構想』東京大学出版会、2016 

年 

・黒川みどり「丸山眞男における「開かれた社会」――竹内好との対話をとおして」『思想』2017 年 3 月号 

 

 なお、草稿類デジタルアーカイブ、バーチャル書庫には、公開後、国内外からアクセスがある。これらの

利用者によって、今後も国内外より様々の研究成果が発表されていくことが期待される。以下は両ウェブ

サイトへの国別アクセス件数である。 

・草稿類デジタルアーカイブ（集計：2015 年 7 月 25 日～2017 年 3 月 31 日） 

 日本 4,823 件、英国 113 件、米国 85 件、韓国 38 件、中国 27 件、台湾 27 件、ドイツ 22 件（以下略） 

・バーチャル書庫（集計：2015 年 3 月 9 日～2017 年 3 月 31 日） 

 日本 8,771 件、米国 1,600 件、英国 352 件、ロシア 263 件、中国 236 件、韓国 142 件、ドイツ 138 件（以

下略） 

 

【本事業の成果をふまえたその他の事業・企画等】 

 さらに、上記の成果等を受け、以下のように丸山文庫所蔵資料を用いた新たな企画を通じて、研究成果

を一般の人びとや学生に還元した。 

(1)丸山眞男生誕百年記念企画の開催（2014 年 10 月～12 月） 

 杉並区立西荻図書館と共同で、「丸山眞男生誕百年」企画を開催した。西荻図書館に資料（複製）を提供

し展示を行った。また開催期間中、西荻図書館で 関連の講演＊187を行った。 

(2)「丸山眞男没後 20 周年記念 東女生が挑む 丸山眞男展」の開催（2016 年 7 月～10 月） 

 本学図書館と共同で、「東女生が挑む 丸山眞男展」を開催した。本学大学院生・学部学生を対象とした

教養教育を目的とする企画で、図書館内で丸山眞男の生涯や著作を学生に広く紹介すると共に、丸山著

作・関連著作を読む機会をつくった。3 か月程度の短期間であったが、関連のセミナーには約 30 名の学生

が集まり、6 点の書評が集まった。学外の来訪者からも好評を博した。 

(3)「東京女子大学「丸山眞男研究プロジェクト」完結記念 丸山眞男ブックフェア」の開催（2017 年 1 月） 

 紀伊國屋書店新宿本店が「東京女子大学「丸山眞男研究プロジェクト」完結記念 丸山眞男ブックフェア」

を開催した。開催期間中のトークイベント（同月 21 日）では、本事業の成果をふまえて、一般の人びとに丸

山著作と丸山文庫の魅力と意義を伝えた。 

 

【丸山著作の文庫化、テレビ番組等による一般的普及】 

 (1)本事業期間中、既刊の丸山著作の文庫化が進められ、その中で丸山文庫所蔵資料が多く用いられ

た。以下の刊行物がそれである。松本礼二編『政治の世界 他十篇』（前掲書）、古矢旬編『超国家主義の

論理と心理 他八篇』（前掲書）、松沢弘陽・植手通有・平石直昭編『定本 丸山眞男回顧談』（上・下、岩波

現代文庫、2016 年）＊157＊158。これらによって、丸山著作が学生など一般の人びとに多く読まれ、丸山

文庫所蔵資料が活用されていくことが期待される。 

 (2)2014 年 7 月 19 日、NHK 教育（E テレ）にて 「2014 年度「知の巨人たち」第 3 回 民主主義を求めて―

政治学者 丸山眞男―」＊186が放映され、その中で、丸山文庫所蔵資料や本事業の概要も紹介された。

その他、本事業期間中、Academic Resource Guide（2015 年 3 月 10 日、同年 6 月 13 日）、Current 

Awareness Portal（2015 年 3 月 11 日、同年 6 月 10 日、2016 年 7 月 21 日）、IT Media NEWS（2015 年 3

月 11 日）、朝日新聞（2014 年 10 月 20 日、2015 年 1 月 18 日、2016 年 10 月 2 日、同年 11 月 2 日（夕））、

紀伊國屋書店ニュース（2015 年 10 月 13 日）、聖教新聞（2016 年 10 月 5 日）、東京大学新聞（2015 年 8

月 4 日）、毎日新聞（2015 年 1 月 25 日、2016 年 8 月 23 日（夕））、読売新聞（2015 年 2 月 15 日、2016 年

8月15 日）など 多数の新聞・ニュースレター等＊189＊190＊193＊194で事業の成果が紹介された。そのこ

とによって、講演会等への参加者が増す等、丸山眞男及び丸山文庫への関心を大きく喚起している。 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  教養             （２）  知識人            （３）  国際的コミュニティ 

（４）  学際的研究         （５）  丸山眞男          （６）  政治          

（７）  デジタル化         （８）  未公刊資料         

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 
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上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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26. 河野有理「秘密と情実 西周の政治思想をめぐって」 

島根県立大学西周研究会・同北東アジア研究会共催第 13 回西周シンポジウム「明六社と西周」、島

根・島根県立大学、2015 年 11 月 

27. 平石直昭「西周と徂徠学」 

島根県立大学・西周研究会主催、津和野町・同教育委員会後援「第 14 回西周シンポジウム」、 

島根・津和野町民センター、2016 年 11 月 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 
●シンポジウム 2 回 

1(*159). 中間シンポジウム、「現代世界の中で丸山眞男をどう読むか」、2014 年 6 月 27 日、東京女子大学

24 号館 2 階 24202 教室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/symposium1/ 

    (*160)苅部直「政治のための教養――丸山眞男百歳」 

    (*161)油井大三郎「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」 

    (*162)區建英「丸山と中国の近代的思考の模索―私の世代の体験を中心に―」  

    趙星銀「韓国における丸山眞男」 

    聶莉莉「油井報告・區報告・趙報告へのコメント」 
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    (*163)油井大三郎・區建英・趙星銀「コメントへの応答」 

2(*164). 国際シンポジウム、「新しい丸山眞男像の発見 その世界大の視圏と交流のなかで」、2016 年 10

月 14 日、東京女子大学 23 号館 1 階 23101 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/symposium2/ 

(*165)平石直昭「丸山眞男文庫の意義と可能性について」 

ヴォルフガング・ザイフェルト「丸山眞男とドイツの思想・学問―戦前、戦中、そして戦後―」 

(*166)孫歌「丸山眞男の「三民主義」観」 

(*167)アンドリュー・バーシェイ「プロテスタント的想像力―丸山眞男、ロバート･ベラー、そして日本思

想研究に関する覚書―」 

金錫根「韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方」 

(*168)黒沢文貴「コメント」 

(*169)平石直昭・ヴォルフガング・ザイフェルト・孫歌・金錫根・ジャック・ジョリ・黒沢文貴・中田喜万

「討論・質疑応答」 

 

●研究会 13 回 

1. 第 1 回研究会、2012 年 10 月 12 日、東京女子大学 23 号館 2 階 23300 室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar1/ 

(*170)平石直昭「丸山文庫所蔵の自筆講義ノート（50 年代後半）について」 

(*171)安藤信廣「幕末の『イソップ物語』の読まれ方―中国との比較にも触れて―」 

2. 第 2 回研究会、2012 年 12 月 14 日、東京女子大学本館 1 階 021 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar2/ 

(*172)土合文夫「丸山眞男の楽譜蔵書をめぐって」 

清水靖久「丸山眞男と米国」 

3(*173). 第 3 回研究会、2013 年 4 月 26 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar3/ 

小檜山ルイ「「知識人」と「家庭」問題―文化生活運動をヒントとして」 

4(*174). 第 4 回研究会、2013 年 6 月 28 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室 

苅部直「村岡典嗣と丸山眞男・研究スケッチ」 

5. 第 5 回研究会、2013 年 11 月 29 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar5/ 

中田喜万「天皇概念の歴史的展開――その称号・系図・史論」 

6(*175). 第 6 回研究会、2014 年 2 月 12 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar6/ 

雨田英一「長谷川如是閑「伝統と教育～教育者としての自覚～」（『改造』1952 年 7 月）」 

7. 第 7 回研究会、2014 年 4 月 22 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室 

近藤邦康「1989 年 3 月 20 日丸山眞男・李沢厚対談」 

 

8(*176). 第 8 回研究会、2014 年 11 月 28 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar8/ 

土合文夫「丸山眞男と文人たちとの交流」 

9(*177). 第 9 回研究会、2015 年 2 月 13 日、東京女子大学本館 1 階 021 会議室、 

眞壁仁「神の憑依するところ：昌平黌釈奠改革と徳川日本の儒礼受容」 

10(*178). 第 10 回研究会、2015 年 5 月 29 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar10/ 

茂木敏夫「丸山眞男の論説と中国、東アジア――考察事始め」 

11. 第 11 回研究会、2015 年 7 月 24 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar11/ 

奥波一秀「丸山眞男と音楽にまつわるいくつかの謎」 

12(*179). 第 12 回研究会、2015 年 10 月 2 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar12/ 

平石直昭「丸山眞男・1956 年度講義の概要」 
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13(*180). 第 13 回研究会、2016 年 5 月 25 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar13/ 

湯浅成大「丸山先生の英文翻訳にあたって」 

 

●公開研究会 5 回 

1(*181). 第 1 回公開研究会、2013 年 3 月 5 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/openseminar1/ 

河野有理「「正統と異端」研究会をめぐって」 

2. 第 2 回公開研究会、東京女子大学 24 号館 2 階 24201 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/openseminar2/ 

黒沢文貴「再考・戦後の日本近代史認識――昭和戦前期の「戦争の構造」と「歴史の構造」をめぐっ

て」 

茂木敏夫「黒沢文貴「再考・戦後の日本近代史認識――昭和戦前期の「戦争の構造」と「歴史の構

造」をめぐって」へのコメント」 

3. 第 3 回公開研究会、2014 年 9 月 22 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/openseminar3/ 

渡辺浩「どんな「男」になるべきか：江戸と明治の男性理想像とその変化」 

4. 第 4 回公開研究会、2016 年 2 月 19 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/openseminar4/ 

宮村治雄「中江兆民『三酔人経綸問答』再読―「理学」と「経綸」の間で―」 

5. 第 5 回公開研究会、2016 年 6 月 17 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24201 教室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/openseminar5/ 

小檜山ルイ「近代日本の「知識人」における「ホーム」論の系譜」 

 

●講演会 3 回 

1. 2012 年度講演会、2012 年 7 月 5 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture14/ 

アンドルー・ゴードン「世界に向けて東日本大震災を記録する――危機アーカイブの効用と構築のた

めの課題」 

2. 2013 年度講演会、2013 年 12 月 6 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture15/ 

加藤節「丸山眞男の思想世界――デモクラシー論との関連において」 

3. 2015 年度講演会、2015 年 11 月 27 日、東京女子大学 23 号館 2 階 23201 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture16/ 

古矢旬「丸山眞男と「アメリカ問題」」 

●インターネットでの公開 

1. プロジェクト紹介 HP 

「文部科学省・私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞

男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/ 

2(*182). 丸山眞男文庫バーチャル書庫 

http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/shoko/ 

3(*183). 丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ 

http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/archives/ 

4. 『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―』（全事業報

告書） 

 http://office.twcu.ac.jp/univ/research/institute/maruyama-center/publication/achievement/ 

5. 「自己点検・評価報告書」および「外部評価報告書」 
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 http://office.twcu.ac.jp/univ/about/gp/valutaion/index.html 

 

＜これから実施する予定のもの＞ 

●公開研究会 

1. 第 6 回公開研究会、2017 年 7 月 22 日、東京女子大学 23 号館 1 階 23101 教室 

『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―』合評会 

 

●講演会 

1. 2017 年度講演会、2017 年 10 月 7 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室 

渡辺浩「「個人」とは何か、「個性」とは何か 清朝中国と徳川日本で考える」 

 

１４ その他の研究成果等 

1(*184). 苅部直 ・黒川創：対談「丸山眞男生誕百年」『週刊読書人』第 3033 号、1～2 面、2014 年 3 月 

2(*185). 川本隆史・苅部直 ：対談「丸山眞男を問い直す」『現代思想』第 42 巻第 11 号（2014 年 8 月増刊

号）、32～48 頁、2014 年 8 月 

3. 苅部直 ・半藤一利・外岡秀俊：討論「徹底討論 朝日新聞はもっと危機意識を深めて公正な報道と調査

報道に取り組み言論の自由を掘り崩すものと対峙せよ（特集 朝日新聞問題を徹底検証する）」

『Journalism』第 298 号、6～32 頁、2015 年 3 月 

4(*186). 平石直昭ほか：インタビュー「2014 年度「知の巨人たち」第 3 回 民主主義を求めて―政治学者 

丸山眞男―」NHK 教育（E テレ）、2014 年 7 月 

5(*187). 平石直昭：講演「丸山眞男の今日的意義について」丸山眞男生誕百年記念講演会、東京・西荻

図書館、2014 年 11 月 

6. 宮村治雄 ・井田進也：ワークショップ「アジアの思想を読む―中江兆民を中心に―」、東京・成蹊大学（ア

ジア太平洋研究センター）、2015 年 2 月 

7(*188). 茂木敏夫：公開講座「（杉並区内大学公開講座 2014 年度前期）近代中国のアジア論を読む――

日本とのかかわりを通じて」全 6 回、東京女子大学、2014 年 

8(*189). 安藤信廣 ・川口雄一：インタビュー「東京女子大学丸山眞男文庫 草稿類デジタルアーカイブ、バ

ーチャル書庫公開」『紀伊國屋書店ニュース』第 17 巻第 10 号、5～7 頁、2015 年 10 月 

9. 苅部直 ・植村和秀・昆野伸幸ほか：討論「平成 26 年度藝林会学術大会 相互討論（特集 藝林会第八回

学術研究大会）」『藝林』第 64 巻第 1 号、93～121 頁、2015 年 4 月 

10. 孫歌：インタビュー「インタビュー記録（2）」、宇野重昭・江口伸吾・李暁東編『中国式発展の独自性と普

遍性 「中国模式」の提起をめぐって』国際書院、2016 年 3 月、347～372 頁 

11(*190). 平石直昭：インタビュー「他者と対話できる思想へ――「優れて現代的な思想家」丸山眞男に迫

る」『東京大学新聞』第 2727 号（2015 年 8 月 4 日号）、2 面、2015 年 8 月 

12(*191). 眞壁仁：ワークショップ「徳川日本における東アジアの学術受容」、「明清交替後の江戸儒学界： 

校勘・輯佚・考拠学とその精神」、北海道・北海道大学、2015 年 8 月 

13(*192). 區建英：シリーズ講座（北京大学１学期）「丸山眞男の思想史学」、中国・北京大学、2016 年 

14. 苅部直 ・山崎正和：インタビュー「鋭く感じ、柔らかく考えてきた 30 年」『アステイオン』第 84 号、236～

243 頁、2016 年 5 月 

15(*193). 平石直昭：インタビュー「没後 20 年 色あせぬ丸山思想」『読売新聞』第 50493 号（2016 年 8 月

15 日号）、15 面、2016 年 8 月 

16(*194). 平石直昭 ・川口雄一：インタビュー「没後 20 年 丸山眞男――思索の軌跡を知る――」『聖教新

聞』第 19197 号（2016 年 10 月 5 日号）、7 面、2016 年 10 月 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 
 「なぜ今丸山真男なのかについて明らかにされたい。また経費の見積もりを合理的に行っていただきた

い。」 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 
 (1)「選定時」に付された上記の留意事項「なぜ今丸山真男か」に応えるため、21 世紀における教養のあ

り方にとって丸山眞男の思想がもつ意味を持続的に探求してきた。中間時におけるその成果が、現代世

界において丸山がどう読まれ、またそれがどのような意味をもっているかをテーマとした中間シンポジウム

（平成 26 年 6 月開催）での諸報告である。ここでの議論から、現代の日本・中国・韓国及びアメリカを含む

国際社会において、丸山の思想・学問ならびにその方法が重要な意義をもつものとして受けとめられ、新

たな教養としての可能性をもつことを確認した。 

 次いで、『丸山眞男集 別集』刊行開始、デジタルアーカイブ公開を経た後に開催した国際シンポジウム

（平成 28 年 10 月開催）において、丸山の世界大の読書経験、人格的交流、政治認識を内在的に検討し、

議論を深めた。そこで提起した「新しい丸山眞男像」は、人間への洞察によって、世界の知性・思想家と切

り結ぶ思想であり、その思想が教養として広く共有されてゆく意義を明らかにすることができた。 

 最後に、多様な分野にまたがる参加研究者が最終成果として執筆した論文において、丸山の思想・学問

が学際的に研究を深めてゆく意義と可能性をもつこと、丸山の思想・学問への理解は丸山文庫所蔵資料

によって更に深めてゆけることを明らかにできた。以上の点については前記項目 11(4)「研究成果の概要」

のテーマ１（平成 26 年度・28 年度）および＜優れた成果が上がった点＞を参照。 
(2)「経費の見積もりを合理的に行うこと」については、次のように対応した。本事業では、デジタルアーカ

イブ構築に向けた丸山眞男文庫資料のデジタル化のため、画像データ撮影機器を研究設備として申請し

た。機種選定にあたり①読み取り解像度 400dpi 以上、②高速スキャニング（1 秒）を条件としたが、平成 24

年 2 月申請時には、条件を満たす機種は事業計画額 6,000 千円となる一機種以外は見当たらなかった。

しかし、平成 24 年 8 月に上記の条件を満たし、さらに性能に優れた新機種が安価（1,984 千円）で販売され

たため、文部科学省に相談のうえ当該新機種へ選定機種を変更し、申請要件を満たさなくなった私立大

学等研究設備等整備費については申請を行わなかった。平成 25 年度に当該新機種を法人負担で購入

し、滞りなく事業遂行に資することができている。さらに、バーチャル書庫及びデジタルアーカイブ構築にあ

たり、両者のシステム上の連携が必要であるため、一括して構築可能な業者への業務委託を検討してき

た。本事業申請時には対象となる業者は非常に限られ、またシステムはパッケージであったが、平成26 年

の業者選定時には数社より見積を取得することができ、申請時の見積額より構築費が約 60 万円、平成 28

年度以降の運用費が年間約 40 万円低い金額で、本事業に合わせたシステムの構築が可能となり、事業

全体の研究成果の充実に資することができた。その他の補助対象経費も、合理的に見積もり、執行した。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 
分野の特性かもしれないが査読論文が少ないのが気になる。また、成果の概要で「新しい認識が開か

れている」（ｐ１）や優れた研究成果の「教養の在り方を取り出した」（ｐ７）、今後期待される研究成果で「今

後の方向性を提示できる」（ｐ８）などと抽象的に記載されている部分について、主たるファインディングスを

例示するなど、より具体的なイメージがわくように記載すべきではないか。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
 参加研究者の執筆論文は、査読を受けているものもあるが、査読無の論文であっても本事業全体にお

ける意義の重要性は査読有のものと変わらない。出版社や雑誌編集者、学会等からの強い要請にもとづ

き執筆・発表しているものが数多く含まれているからである。 

 テーマ１では、上述の各研究者の論文業績の蓄積の上に、最終年度に論文集を作成、発行した。前掲

「研究成果の概要」の「優れた成果が上がった点」でも記したように、丸山著作・丸山文庫の活用が、日本

政治思想史をはじめとして文学、歴史学、教育学、中国研究、アメリカ研究等の諸分野を横断する研究・

教育の発展に寄与すること、丸山の思想・学問の体系的・内在的理解を可能にすることを実証し、同時
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に、丸山をはじめとする近現代の日本および海外の知識人の思想に内在する教養と、彼らが形成した思

想的系譜または交流（コミュニティ）の内容を明らかにした本論文集の学術的意義は大きい。他方、テーマ

２は、2014 年度末以降、バーチャル書庫・草稿類デジタルアーカイブの構築・公開をはじめ、『丸山眞男集 

別集』の公刊等を進めてきた。ここにも査読の有無に関わらない資料翻刻等の諸成果が生かされている。

国内外でこれらの成果が活用され、本事業の内外で新たな研究成果を生んでいることは上述の通りであ

る。 

 以上のような各研究者の論文や共同の事業など重要な意義をもつ多数の研究成果が評価され、文庫版

丸山著作の刊行等の副次的な事業に結びつき、国内外より大きな反響と今後の期待とが示されるにいた

った。テーマ１およびテーマ２の 5 年間にわたる研究成果とその水準は、第三者による厳正な外部評価の

際にも優れた点として評価された。 
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Ⅱ. 平成 24 年度～平成 28 年度全事業一覧 

 
 

 2012 年度に開始した研究プロジェクト「20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男

文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」（略称・丸山眞男研究プロジェクト）は、2016

年度末をもって完結した。 

本プロジェクトは、「新しい世界認識を開く基礎となる教養の重要性が注目されている

今日、20 世紀において様々な知的分野で巨大な足跡を残し、教養についても独自の認識を

展開した丸山眞男の業績の再評価が強く求められている」（「平成 24 年度私立大学戦略的

研究基盤形成支援事業構想調書」（以下「構想調書」）より）という認識を前提に、次のよ

うな目標を掲げて発足した。 

１ 丸山をはじめとする 20 世紀の知識人たちの教養形成過程及び教養観を解明する。 

２ 新渡戸稲造・南原繁・丸山らが知識人の国際的コミュニティ形成に果した役割を明

らかにし、21 世紀における新たな知的コミュニティ形成の方向性を探究する。 

３ 丸山文庫所蔵資料をデジタルアーカイブ化し、広く日本及び世界に向かって公開す

る。 

 このような研究目的のもとに、「21 世紀の教養と知のあり方を究明する上で重要な貢献

をすること」（「構想調書」概要１「研究目的・意義」より）が、本プロジェクトの最終目

標といえる。 

 本プロジェクトでは、右の１～３の研究目標を追究するために、二つの研究テーマを設

定した。 

〈テーマ１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

〈テーマ２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 

二つのテーマのうち、〈１〉は、右の研究目的の１・２に対応し、〈２〉は同じく３に対

応している。もとより、両者は深く関わりあっており、両テーマの追究は孤立して行われ

るものでなく、協働し補いあって進めていくことを前提としている。 

そこで、われわれは右の二つのテーマに配慮しつつ協働して、定期的な運営会議の開催、

研究会・公開研究会、及び講演会・シンポジウムの企画と開催を行ってきた。以下は、そ

うした本事業の 5 年間にわたる過程と成果を一覧にしたものである。 

 一覧の編集にあたっては、以下の点に配慮した。 

 ・便宜上、「テーマ別研究・事業の過程と成果」、「研究会・公開研究会」、「講演会・シン

ポジウム」の三つの事業に区分し、その中で年度別に構成した。 

 ・以下に掲げている事業の概要は、本プロジェクト期間中に発行した『丸山眞男記念比

較思想研究センター報告』（以下、『センター報告』と略記）に掲載されたものをもと

にしている（第 8 号～第 12 号、2013 年 3 月から 17 年 3 月）。この度の一覧作成にあ
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たっては、各事業を全体の中に位置づけるため、若干の整理を試みたほか、誤記等に

ついても修正を施した。 

 ・研究会・公開研究会及び講演会・シンポジウムに掲げられた概要は、原則として各講

師・報告者が作成したものに基づいている（一部を除く）。この度の一覧にあたっては、

内容に関わらない範囲で表記等を一部改めた。 

 ・本プロジェクトでは、参加研究者以外の関係者の方々からも大きな助力を賜った。こ

こに掲載している関係者の方々の所属・役職は当時のものである。 

 

 

1. テーマ別研究・事業の過程と成果 

 

 丸山眞男研究プロジェクトでは、前記の二つのテーマに即しつつ相互に協働し、研究を

進めてきた。その概要は以下の通りである。なお、本プロジェクトの研究・事業は、数名

の研究者が協働で進めたもの、一人の研究者が二つ以上に関与しているものなどがあるた

め、各々の研究・事業の担当者名は割愛した（参加研究者ごとの研究テーマは、本報告書

2～3 頁を参照）。 

 

    2012 年度活動状況 

 
 〈１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

 

一 教養の思想的系譜に関する研究 

①前近代日本における宗教と政治の検討 

 幕末期日本の政治思想と宗教との関係について、丸山の既刊著作物を中心に調査しつつ

検討を進めた。吉田松陰と漢訳イソップ物語の調査・研究、天皇制と天皇制に対する認識

の変化過程の調査、徳川後期の学問状況の検討、宋学と江戸漢学の関係についての考察な

ど、多岐にわたる内容を対象とした。その際、丸山眞男「戦中「東洋政治思想史」講義原

稿」＊90 を参照した。 

 

②戦後日本の民主化と教養・文化・教育をめぐる検討 

 丸山が師とした長谷川如是閑の教育観を中心に、長谷川及び丸山の既刊資料を対象とし

て調査･検討した。長谷川が「教育者として自覚」すべき第一義的なことがらとして、日本

の教育・教養・文化の伝統についての十分な理解を挙げていたこと（「伝統と教育」『改造』

1952 年 7 月）に着目し、その戦時下の発言等を調査した。 

 

③近代日本におけるリベラルアーツ、教養の系譜の研究 
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 丸山の教養観、及び南原繁の教養観につき検討した。大学におけるリベラルアーツにつ

いて、南原・丸山のいくつかの問題提起をとらえ、それぞれの発言に注目しつつ彼らの大

学教育論につき調査･検討した。北海道大学新渡戸稲造文庫所蔵資料を調査するとともに、

その結果を整理した。 

 

④「精神的貴族主義」の検討 

 丸山の思想の中心をなすとされる「精神的貴族主義」について、丸山の刊行著作物を参

照しつつ考察した。研究会・講演会においてもこの点に注意した発言を得、それらも参考

として検討した。 

 

二 国際的視野から捉えた丸山の学問・思想に関する研究 

①丸山政治学の認識論的な特徴の研究 

1960 年代の社会運動の国際比較の中で、米国・日本・西欧の社会運動における知識人の

位置について考察した。その際、丸山政治学の認識論的特徴についての検討にも及び、1960

年代の先進国における知識人と学生の関係の変容についても調査・検討した。 

 

②丸山とアメリカの学問・社会・政治との関係についての検討 

 丸山文庫所蔵の丸山の英文書簡の調査と検討を開始した。現時点で、同資料によって丸

山とアメリカとの関係についての立ち入った認識は可能となっていないが、同資料も含め

て、アプローチの仕方を再検討しつつ調査･研究を進めている。 

 

③近代中国思想の問題性の検討 

 基礎作業として丸山の既刊著作物を読み進め、丸山の日本政治思想史研究において東ア

ジアがどう位置づけられているか、丸山の議論を踏まえることによってどのような東アジ

ア論が構築できるか、東アジアからは丸山がどう受けとめられているかについて検討した。 

また、丸山思想史学の方法と視点を援用して近代中国思想の見直しを試みた。特に、国

民形成において個人の自由を模索した厳復の思想の位置づけを検討した。民衆一人一人を

社会の基本単位と見なし、個人の自由・自立・理性に立脚した社会を探り、国民の公共性

を考察・追究した厳復の思想構造を省察した。近代中国の主流ナショナリズムをはずれ、

かつ主流ナショナリズムの盲点をついた厳復の思想的価値を考察するとともに、他の思想

家・思想潮流についても調査を行った。 

 

 本年度の主な研究業績として、雨田＊1、安藤＊4、苅部＊128＊129、孫歌＊130、油井

＊131 がある。 

 

 〈２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 
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一 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査・翻刻公刊 

東京帝国大学法学部での「東洋政治思想史」講義に関連する丸山文庫所蔵草稿資料の調

査を行い、戦中の講義で用いられた原稿を特定し、「戦中「東洋政治思想史」講義原稿」＊

90 として翻刻した。 

 

二 1950 年代後半の日本政治思想史講義の復元 

(1)1950 年代後半に丸山が東京大学法学部で行った「東洋政治思想史」講義を復元する

ために、資料の発掘と収集活動を行った。近藤邦康氏（東京大学名誉教授）から、1956・

57両年度の受講ノートを拝借した。(2)文庫所蔵の1950年代後半の講義ノート（丸山自筆）

の調査を進めた。(3)丸山眞男研究プロジェクトの第 1 回研究会において、既刊論文で丸山

が日本思想史に対する接近法にふれた言及部分を検討し、その変化過程の跡づけを試みた。 

 

三 「正統と異端」研究会関係資料の調査と整理 

主として、(1)関係者のヒアリングと、(2)テープ起し原稿・ゲラ類の整理を進めた。(1)

の活動の副産物として、2012 年 9 月に石田雄氏（東京大学名誉教授）より研究会のレジ

ュメを含む関係資料一式が、2013 年 3 月に 1980 年代の研究会担当編集者（筑摩書房）で

あった勝股光政氏より録音テープが、寄託・寄贈された。その音源資料のデジタル化の作

業に着手した。 

 

四 丸山眞男宛の国内外来簡書簡の調査 

丸山文庫所蔵の丸山への来簡は、丸山家保管時に基礎的な整理がなされたうえで文庫に

移管されたものと、図書・雑誌、ノート・草稿類、寄贈抜刷などを整理するなかで発見さ

れたものとの 2 種が存在する。これらの整理のため、どのような作業が必要であり、どの

程度の時間を要するかに関する、予備調査を行った。なかでも発信者中、特に量が多い人

物の書簡を選び、すべてを読んで発信日付を特定した。 

 

五 丸山文庫デジタルアーカイブの構築 

丸山文庫所蔵草稿類デジタルアーカイブ構築＊166 のため、事前調査を行った。具体的

には、(1)所蔵資料の内容、(2)丸山文庫の資料に適したシステムの構築、(3)著作権者より

公開の許諾を得るための手続きについて、調査と検討を進めた。 

 

六 丸山文庫バーチャル書庫の構築 

バーチャル書庫に詳しい研谷紀夫氏（関西大学准教授）にヒアリングを行い、今後の見

通しを東京女子大学図書館職員と文庫スタッフで協議した。そのうえで業者にヒアリング

を行い、見積書の作成を依頼した。 
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七 楽譜類と楽譜への書き込みに関する調査・公開 

『センター報告』第 7 号掲載の調査報告「丸山文庫楽譜蔵書の調査をひとまず終えて」

（土合文夫）をもとに楽譜の書き込み状況を確認し、公開方法の検討を行った。 

 

八 音声資料のデジタル化と公開 

以下のカセットテープの寄託・寄贈を受け、順次これらのデジタル化を進めた。(1)石田

雄氏より 3 本、(2)勝股光政氏より 45 本、(3)増子信一氏より 2 本、(4)丸山眞男手帖の会よ

り 1 本（詳細は「2012 年度 丸山文庫所蔵資料の公開と利用状況」＊96 を参照）。また、

以前にデジタル化を行った音源資料については、公開のための準備を進めた。 

 

九 ホームページの公開 

2012 年 3 月 28 日に、丸山眞男研究プロジェクトの HP＊164 を公開した。 

 

    2013 年度活動状況 
 

〈１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

 

一 教養の思想的系譜に関する研究 

①長谷川如是閑と丸山の比較分析及び関連文献・資料の調査と整理 

 前年度にひきつづき、長谷川如是閑の発言に見られる教育･教養の伝統とは何かを明らか

にするために、長谷川が精力的に取り組んだ戦時下での議論及び戦後の議論をとりあげ、

時代の背景や思潮との関係で考察した。 

 

②近代日本におけるリベラルアーツ、新渡戸稲造と矢内原忠雄の理念・実態に関する研

究 

 丸山の思想史的系譜の理解、丸山以前の教養についての認識について調査・考察した。

近代日本の教養の位置づけをめぐって、矢内原忠雄を中心に考察し、その際丸山の観点を

参照した。 

 

二 国際的視野から捉えた丸山の学問・思想に関する研究 

①欧米 

欧米文献研究について、アメリカ政治学に関する書物の研究を重点的に行った。「丸山

眞男のアメリカ観」というテーマにつき、アメリカ政治学との接点を模索した。丸山とア

メリカ文化の交錯に関して、近代化論をめぐる論争を中心に検討した。 
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②中国・東アジア 

中国文献研究は、前近代から現代にいたるまで、幅広い書物を対象とした。前近代につ

いては丸山の儒教・朱子学の解釈について研究を進めた。丸山の福沢諭吉研究の視点を通

して、福沢の思想と中国近代知識人の思想とを比較し、中国思想の前近代から近代への継

起における問題点を検討した。その過程で、現代中国の文化大革命時代および今日の改革

開放時代の思想の深層に連続している思考様式をつかむことができた。また共産主義体制

についての丸山の認識についても考察した。 

 前年度にひきつづき、丸山の日本政治思想史研究において東アジアがどう位置づけられ

ているか、丸山の議論を踏まえることにより、どのような東アジア論が構築できるか、東

アジアからは丸山の議論がどう受けとめられているか、を検討した。 

 

 本年度の主な研究業績として、區＊132、苅部＊133、小檜山＊8＊9、茂木＊11＊12、

湯浅＊13、油井＊14＊134 がある。 

 

〈２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 

 

一 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査 

(1)英文草稿類も含めた丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査を進めた。(2)同資料や丸山

文庫所蔵図書等の調査の成果を基礎として、新たな本文校訂を行い、第四刷（実質的な改

訂版）『丸山眞男集』全 16 巻（岩波書店）の刊行を 2014 年 3 月より開始した。(3)『丸山

眞男集 別集』全 5 巻（岩波書店）刊行の企画が立ち上がり、『丸山眞男集』未収録作品、

未公表作品等の調査を開始した。 

 

二 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の翻刻公刊 

(1) 福沢諭吉に関する資料の翻刻。丸山の福沢諭吉に関する資料は、量が多くかつ錯雑し

ている。そのためこれまでは、大まかな整理にとどまっていた。そこで今回精密な調査

を行ったところ、丸山の講演速記、自筆講演原稿、公刊された講演の、これまでには知

られていなかった別バージョンが発見された。その概要を「丸山眞男文庫所蔵の福沢諭

吉に関する草稿・速記稿類の概況」＊98 で明らかにするとともに、「近代的ナショナリ

ストとしての福沢先生（1950 年講演・速記稿）」＊97 を翻刻した。 

(2)丸山が戦後初期に東京帝国大学法学部で行った「東洋政治思想史」講義で用いられた原

稿の調査を行い、「1947 年度・1945 年度「東洋政治思想史」講義原稿」＊99 として翻

刻した。 

(3)2015 年刊行予定の『丸山眞男集 別集』に収録する「正統と異端」研究会の記録につい

て、研究会の録音記録を調査し、文字起こし作業に着手した。 

(4)丸山が東京大学法学部で行った 1956～59 年度の「東洋政治思想史」講義の復元作業に
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着手した。 

 

三 丸山文庫所蔵書簡類の調査と翻刻公刊 

(1)調査とリスト作成を進めた。(2)竹田行之氏（元岩波書店編集者）のご協力を仰ぎつつ、

吉野源三郎が丸山に宛てた書簡 36 点（＊173）を翻刻した。 

 

四 丸山文庫所蔵草稿類のデジタル化とデジタルアーカイブ構築 

丸山文庫所蔵草稿類デジタルアーカイブ＊166 に登録する画像を作成するため、ブック

スキャナを用いた同資料のデジタル化作業を進めた。 

 

五 丸山文庫バーチャル書庫の構築 

丸山文庫所蔵図書が丸山宅に所蔵されていた時の状況をインターネット上に再現する、

丸山文庫バーチャル書庫＊165 の構築を進めた。 

 

六 丸山文庫所蔵楽譜類の調査とデジタル化 

丸山文庫所蔵の楽譜類、とくに丸山自身の書き込みが為されているものを中心とする調

査と研究を進めた。ブックスキャナを用いて丸山文庫所蔵楽譜類の丸山による書き込みの

あるページのデジタル化作業を開始した。 

 

    2014 年度活動状況 

 

〈１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

 

一 教養の思想的系譜に関する研究 

新渡戸稲造の札幌農学校以来の親友である内村鑑三の日本とアメリカ合衆国における

体験に根ざした「ホーム」論について考察した。 

 

二 国際的視野から捉えた丸山の学問・思想に関する研究 

丸山の「執拗低音」の視点に基づき、中国伝統の思想構造を分析した。また、ラスキや

スターリン批判に関する 1950 年代の丸山論文を中心に、丸山政治学の視野の特質を解明

し、さらに、1960 年の政治学講義の構成を検討することで、昭和史論争が発生した時代の

政治思想の課題を考え直した。 

 

三 丸山眞男生誕 100 周年記念中間シンポジウムの開催 

 2014年 6月 27日、東京女子大学にて丸山眞男生誕 100周年記念中間シンポジウム＊162

を開催した（一般参加者はのべ 450 名）。統一テーマは、「現代世界の中で丸山眞男をどう
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読むか」。本プロジェクトの中間的成果を集約した講演・報告がなされ、議論を深めた。本

シンポジウムの詳細は『センター報告』第 10 号に、概要は本報告書 59 頁以下に掲載。 

 

今年度の主な研究業績として、雨田＊15、區＊18＊135、苅部＊19＊23、小檜山＊25＊

26＊28、孫＊136、バーシェイ＊137、茂木＊30＊31＊33＊34＊138＊170、湯浅＊36、油

井＊37、油井・區＊38、油井・小檜山＊139、渡辺＊39 がある。また、丸山生誕 100 周年

に当たる年であったため、苅部＊167＊168 のような成果を生んだ。 

 

〈２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 

 

一 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査 

(1)英文草稿類も含めた丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査を進めた。(2)前年度にひき

つづき、『丸山眞男集』全 16 巻（岩波書店）第四刷の刊行を継続した。 

 

二 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の翻刻公刊 

(1)東京女子大学丸山眞男文庫編『丸山眞男集 別集』全 5 巻（岩波書店）の刊行を開始し

た。第 1 巻＊156 は 2014 年 12 月、第 2 巻＊157 は 2015 年 3 月刊行。 

(2)前年度にひきつづき、『丸山眞男集 別集』第 4 巻・第 5 巻に収録予定の「正統と異端」

研究会の記録について、文字起こし作業を進めた。 

(3)「”Some Aspects of Moral Consciousness in Japan”（倫理意識の「古層」）原稿」＊174

を翻刻した。 

(4)前年度にひきつづき、丸山が東京大学法学部で行った 1956～59 年度の「東洋政治思想

史」講義の復元作業を進めた。 

 

三 丸山文庫所蔵書簡類の調査 

前年度にひきつづき、調査とリスト作成を進めた。 

 

四 丸山文庫所蔵草稿類のデジタル化とデジタルアーカイブ構築 

丸山文庫所蔵草稿類デジタルアーカイブ＊166 に登録する画像を作成するため、ブック

スキャナを用いた同資料のデジタル化作業を進めた。対象となる資料約 4000 点のうち、

2014 年 12 月現在、約三分の一にあたる約 1400 点のデジタル化が終了した。 

 

五 丸山文庫バーチャル書庫の構築 

丸山文庫所蔵図書が丸山宅に所蔵されていた時の状況をインターネット上に再現する

「丸山眞男文庫バーチャル書庫」＊165 を 2015 年 3 月 9 日より公開した。 
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六 丸山文庫所蔵楽譜類の調査とデジタル化 

(1)丸山文庫所蔵の楽譜類、とくに丸山自身の書き込みが為されているものを中心とする調

査と研究を進めた。 

(2)ブックスキャナを用いて丸山文庫所蔵楽譜類の丸山による書き込みのあるページのデ

ジタル化作業を行った。2014 年 12 月現在、丸山による書き込みのある楽譜 434 冊のうち、

半分の 215 冊（作曲家名が B～L、W で始まるもの）のデジタル化を完了、公開し、東京

女子大学図書館において閲覧可能となった。その後 2015 年 3 月 31 日にデジタル化作業が

完了し、すべてを閲覧可能とした。 

 

七 その他の事業・成果 

(1)平石直昭編『丸山眞男座談セレクション』上・下（岩波現代文庫、2014 年）＊154、＊

155 が刊行された。同書は、「座談の名手」と呼ばれた丸山と同時代の知識人たちとの座

談に身近に接することを可能にした。 

(2)2014 年 10 月 3 日～12 月 3 日、「丸山眞男生誕百年」企画を杉並区立西荻図書館と共同

開催した。11 月 1 日には、記念講演として「丸山眞男の今日的意義について」（講師：

平石直昭）＊169、「丸山眞男文庫の事業」（講師：山辺春彦）＊178 が行われた。 

 

    2015 年度活動状況 
 

〈１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

 

一 教養の思想的系譜に関する研究 

①南原繁と丸山との比較分析及び関連文献・資料の調査と整理 

 戦後日本の民主化と教養・文化・教育をめぐる思索内容について、丸山と、その師・南

原繁とを比較しつつ分析を行った。南原については、委員長を務めた教育刷新委員会の詳

細な議事録をもとに、戦後教育改革における民主的道徳の形成に関わる論議を取り上げた。

丸山の見解については、丸山文庫所蔵の資料を用いて考察しつつ、関連する文献資料の調

査と整理を進めた。 

 

②新渡戸稲造ら札幌農学校に連なるキリスト者の「ホーム」論の検討 

北海道におけるキリスト教徒のコミュニティについて調査し、内村鑑三、新渡戸稲造、

宮部金吾（第一世代）、有島武郎、森本厚吉（第二世代）といった、札幌農学校に連なるキ

リスト教徒たちの「ホーム」論を検討した。とくに札幌キリスト教徒第二世代の有島、森

本は、吉野作造とも親しく、文化生活運動を展開したことが知られており、大正期までの

キリスト教系知識人たちが、「ホーム」の概念とどのように対峙し、変容させていったのか

を明らかにした。 
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二 国際的視野から捉えた丸山の学問・思想に関する研究 

①アメリカ 

 丸山とアメリカの知識人の知的交流について、とりわけ戦後のアメリカにおいて傑出し

た宗教社会学者であるロバート・ベラーとの関係について考察した。両者が共有していた

点や、ベラーの進化論的アプローチに対する丸山の評価について、また宗教が歴史的発展

に果たす役割についてどのように考えていたのか、宗教と社会科学の間に横たわる問題に

ついて分析を進めた。 

 

②東アジア 

丸山の『日本の思想』の方法論に基づいて、中国思想史にみられる異文化受容の様式を

検討した。また、溝口雄三の中国思想史研究を対象に、中国の郷里空間というユニークな

社会様式をどう認識すべきか、哲学、思想、社会史などの角度から構造的に考察した。加

えて、丸山による孫文の三民主義論を分析した。 

 

③儒教解釈 

丸山の儒教解釈について研究を進めた。日本の高等教育機関における「教養」教育と学

問の専門分科を超えて諸領域相互の連関のなかで成立する「思想史」学の関係、およびそ

の史的展開を解明した。その一端として、近現代日本の思想史研究における「儒教」の捉

え方の変遷を調査した。さらにマックス・ヴェーバー、パウル・ティリッヒ、ロバート・

ベラーら欧米における「宗教」学の研究と、その影響を受けた丸山らの日本「思想史」学

における宗教的伝統の解釈を、相互に関連づけながら分析した。丸山らの 20 世紀日本の

「思想史」研究が、一方的な学問の受容にとどまらず、海外の学界にどのような学問的発

信をしたのかを検証した。 

 

④1950 年代の世界情勢と政治思想の課題について 

マルクス主義のあり方を再検討しながら、政治学の基本的原理を提示し、かつそれを独

自の形で再構成しようとしている、ラスキやスターリン批判に関する 1950 年代の丸山論

文を中心に、丸山政治学の視野の特質を解明し、さらに、1960 年の政治学講義の構成を検

討することで、昭和史論争が発生した時代の政治思想の課題を考え直した。 

 

本年度の主な研究業績として、苅部＊43＊53＊140、小檜山＊57、バーシェイ＊58、眞

壁＊59＊171、茂木＊62＊63、渡辺＊66 がある。 

 

〈２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 
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一 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査 

(1)英文草稿類や音楽関係資料を含む丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査を進めた。(2)

前年度にひきつづき、『丸山眞男集』全 16 巻（岩波書店）第四刷の刊行を継続し完結した。

また、丸山ゆか里夫人が亡くなられた 2011 年から、さらに 2015 年にいたる丸山文庫を基

礎とする活動を記録するため、前の『丸山眞男集』別巻を大幅に組みなおした新訂増補『丸

山眞男集』別巻＊159 を刊行した。 

 

二 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の翻刻公刊 

(1)東京女子大学丸山眞男文庫編『丸山眞男集 別集』第 3 巻＊158 を刊行した。 

(2)前年度にひきつづき、『丸山眞男集 別集』第 4 巻・第 5 巻に収録予定の「正統と異端」

研究会の記録について、研究会の録音の文字起こし作業を進めるとともに、関連資料の

調査を行った。研究会に関連する自筆原稿の一部を「「正統と異端」研究会報告原稿」

＊109 として翻刻した。 

(3)丸山が東京大学法学部で行った 1956～59 年度の「東洋政治思想史」講義の復元作業を

進めた。 

(4)丸山が東京大学法学部で行った 1950 年度の「政治学史」講義の復元作業を進めた。 

(5)丸山が李沢厚との対談時に作成したメモを「丸山眞男・李沢厚対談メモ」＊116 として

翻刻した。なお対談の詳細は、近藤邦康「1989 年 3 月 20 日 丸山眞男・李沢厚対談」『セ

ンター報告』第 10 号を参照。 

 

三 丸山文庫所蔵書簡類の調査 

前年度にひきつづき、調査とリスト作成を進めた。 

 

四 丸山文庫所蔵草稿類のデジタル化とデジタルアーカイブ構築 

(1)丸山文庫所蔵の草稿類の画像をインターネット上で公開する「丸山眞男文庫草稿類デジ

タルアーカイブ」＊166 の部分公開を 2015 年 6 月 1 日より開始した。 

(2)デジタルアーカイブに登録する画像を作成するため、ブックスキャナを用いた同資料の

デジタル化作業を進めた。対象となる資料約 4800 点のうち、2015 年 12 月現在、約五

分の二にあたる約 2000 点のデジタル化が終了した。これによって丸山眞男作成の資料

の画像ほぼすべてがデジタルアーカイブ上で閲覧可能となった（但し丸山以外の人物の

著作権が関わる資料は本学図書館内の閲覧に限定している）。 

 

五 新渡戸稲造関連資料のアーカイブ調査 

 本プロジェクトでは、アーカイブとしての丸山文庫の整備・拡充と並行して、新渡戸稲

造関連の第一次資料をもつアーカイブの内容と相互の関連性との調査を研究計画に掲げて

いる（「構想調書」より）。その第一歩として、2015 年 12 月、北海道大学大学文書館・附
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属図書館（新渡戸稲造文庫）にて調査とヒアリングを行った。大学文書館には、学生時代

の新渡戸の聴講ノートや、新渡戸の講義を聴いた学生たちのノート、新渡戸への来簡類な

ど貴重な資料が多くある。また、附属図書館の新渡戸稲造文庫には、農学・経済学関連の

洋書を中心とした手沢本が所蔵されており、これらの書き込みの概要を調査した。また、

同図書館には、佐藤昌介文庫・内村鑑三文庫があり、新渡戸が熟読したトマス・カーライ

ルの Sartor resartus をそれぞれ所蔵している。そこで、佐藤文庫・内村文庫所蔵の同書

の書き込みを調査した。文書館・図書館それぞれの職員より、新渡戸稲造の第一次資料所

蔵機関、その調査の留意点等についてヒアリングを行った。 

 つぎに 2016 年 2 月、青森県十和田市の新渡戸記念館で調査を行った。同館は、新渡戸

稲造の父祖が推進した三本木原開拓関連資料を中心とする広範かつ多様な資料を所蔵して

いるが、わけても本プロジェクトの趣旨において、新渡戸稲造の手沢本（和書・約 7000

点）が重要である。所蔵資料の中には、『論語』の術語の英語訳を試みた跡、荻生徂徠・太

宰春台などの近世文献を熟読していたことを示す跡、台湾勤務時代のポケットノートなど、

北大所蔵資料と強い関連性をもつ資料も数多く認められる。また、新渡戸稲造関連の第一

次史料をもつアーカイブ間を横断するシステムや共同研究の可能性について、新渡戸常憲

館長をはじめとする同館職員と意見を交わすことができた。 

 

    2016 年度活動状況 
 

〈１〉20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

 

一 教養の思想的系譜に関する研究 

(1)2006 年改定で削除された、教育基本法（1947 年）前文における「この理想の実現は、

根本において教育の力にまつべきものである」という文言の意味を、教育刷新委員会等

で戦後教育改革の主導的役割を果たした南原繁の教育論議から考察を進めた（素材とし

ては同議事録や、1946 年「日本国憲法」等を収録した『人間と政治』（1953 年）など）。

それと並行して、丸山が影響を受けた尾崎行雄の敗戦直後の言論活動と社会教育活動に

着目して、資料の整理とその内容の整理を試みた。 

  また、1946 年 7 月の第 1 回公民科教科書編纂会議の列席者の一人として丸山の名が

記録されており、彼の執筆担当予定が「国家生活」「近代政治」であったことに注目し

て、その後の社会科や政治教育に関する論議をとりあげ、丸山の教育思想の内容と意味

を考察した。今後は、同会議にも出席していた清水幾太郎の教育論議について、例えば

市民文庫として刊行された『私の教育観』（河出書房、1951 年）収録の「教育の問題と

方法」（1946 年）などを手がかりに考察を進め、この間、発掘され刊行された丸山の教

育論議にかかわる資料を整理・分析して、本研究プロジェクトで掲げた課題をさらに探

究していきたい。 
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(2)現在、18 歳選挙権の導入とともに社会で課題となっている、シティズンシップ教育の

問題に関連して、「政治と教育」の問題について丸山がいかに考察したか、また、高校

教育において丸山の文章がいかに用いられたかについて調査し、その成果をまとめた。

また、丸山「三たび平和について」にも現れている国連中心主義の思想について、中村

哲や横田喜三郎の思想とも比較しつつ、その成果をまとめた。 

 

二 国際的視野から捉えた丸山の学問・思想に関する研究 

(1)丸山を評価する上で重要なテーマの一つとなる占領改革の評価を再考するため、近年の

占領研究の動向調査を行った（油井大三郎『未完の占領改革』（初版 1989 年刊）増補新

装版（2016 年 3 月）巻末の「占領期研究を再訪する」を参照）。初期の占領改革研究で

は占領改革を積極的に評価するものがほとんどであったのに対し、冷戦終結後の研究に

は、ジャーナリストの評論的著作を中心として、最近のネオナショナリズム台頭の影響

を受けて、占領期を「主権喪失期」として批判的に研究する動向が目立つようになって

きた。しかし、これらの近年の研究には現状から過去の解釈を一面化する欠陥があり、

学問的研究としては否定的な側面も含めて総合的な解釈が必要である。 

(2)丸山文庫での資料調査によって、ロバート・ベラーほかアメリカの知識人と丸山との交

流を示すものだけでなく、アメリカの右翼に対する丸山の深い関心を示す、かなり貴重

な資料に突き当たった。これらの資料を念頭に置きつつ、今後は、丸山が戦時期に読み

込んだドストエフスキー、波多野精一、その他宗教関連の著作を調査し、丸山とベラー

との関係性について更に掘り下げていく。 

(3)前年度にひきつづき、丸山の思想史学の方法に基づき、中国思想史にみられる異文化受

容の様式を検討するとともに、丸山の「執拗低音」の視点に基づき、中国伝統の思想構

造を分析した。具体的な対象としては、孫文を取り上げ、孫文の民族主義を「大アジア

主義」と関連して考察するとともに、孫文の民権主義の実践における創造に注目し、そ

の伝統思想に対する文脈転換と西洋思想に対する文脈転換を考察した。とくに孫文が民

権主義を唱えるときに直面していた苦境の中に「執拗低音」というものが見られる。丸

山思想史学の方法や視点を通じて、そうした「執拗低音」に対する孫文の悪戦苦闘があ

り、まさにその中から思想の創造が現れてきた、ということが見えてきた。 

(4) 丸山のアメリカ観を探るうえで基礎資料となる英文草稿の調査、資料の解析と翻訳を

進めた。 

 

三 丸山眞男没後 20 周年記念国際シンポジウムの開催 

 2016年 10月 14日、東京女子大学にて丸山眞男没後 20周年記念国際シンポジウム＊163

を開催した（一般参加者は約 300 名）。統一テーマは、「新しい丸山眞男像の発見 その世

界大の視圏と交流のなかで」。丸山眞男の学問・思想の世界、及びそれを形成し拡げた他の

思想家・知識人たちとの知の交流を、各国のすぐれた研究者がそれぞれの観点から掘り下
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げていくことで、現代の「教養」のあり方について議論を深めた。 

 本シンポジウムの詳細は『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルア

ーカイブの構築と活用―』＊141 に、概要は本報告書 64 頁以下に掲載。 

 

四 「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」をテーマとした論文集

の作成・公刊 

 テーマ１「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」参加研究者が各

自の研究テーマの成果を論文にまとめ、『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文

庫デジタルアーカイブの構築と活用―』＊141 に掲載した。 

 

本年度の主な研究業績として、雨田＊67＊143、安藤＊69＊142、區＊70＊71＊146＊150

＊172、苅部＊72＊76＊147、小檜山＊79＊80＊144＊151、孫歌＊150、バーシェイ＊151、

茂木＊82、湯浅＊83＊84、油井＊145 がある。 

 

〈２〉丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジカルアーカイブ構築 

 

一 丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査・翻刻公刊 

(1)前年度にひきつづき、『丸山眞男集 別集』第 4 巻・第 5 巻に収録予定の「正統と異端」

研究会の記録について、研究会の録音の文字起こし作業および関連資料の調査を進めた。

研究会に関連する自筆原稿の一部を「「正統と異端」研究会報告原稿（2）」＊120 として

翻刻した。なお、『丸山眞男集 別集』第 4 巻は 2017 年内に、第 5 巻はそれに続けて刊

行の予定。 

(2)1950 年代後半の「東洋政治思想史」講義の復元作業を進めた。強い関連性をもつ 1956

年度と 59 年度の講義、57 年度と 58 年度の講義の調査と編集を終え、出版社に入稿し

た。『丸山眞男講義録』の続刊として東京大学出版会より 2017 年 9 月に刊行予定。 

(3)2016 年 11 月、三島市郷土資料館（市立楽寿園内）にて庶民大学三島教室関連資料（高

橋省吾家文書）の調査を行った。当該資料の丸山文庫所蔵資料との関連性、庶民大学当

時の拠点の場所などを特定することができた。調査結果の詳細を、川口雄一「庶民大学

三島教室関連資料調査報告――その「現在」と第一次史料――」＊177 にまとめた。 

(4)2017 年 1 月～2 月、飯田市立中央図書館、県立長野図書館、信濃教育博物館にて、1946

年、48 年の当地における丸山の講演活動等の評伝的事実の調査を行った。『丸山眞男集 

別集』第 1 巻＊156 収録の講演記録「政治嫌悪・無関心と独裁政治」、「民主主義政治と

制度」（いずれも 1948 年）の背景事情等を特定することができた。また、臼井吉見文学

館（安曇野市）にて、未公表の丸山執筆原稿の調査・収集を行った。未公表原稿（コピ

ー）は、同館の許諾をえて、草稿類デジタルアーカイブ＊166 にて公開した（資料番号

1538）。調査結果の概要は、『丸山眞男集』別巻（新訂増補）＊159 の正誤表の中で示さ
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れる予定。 

 

二 丸山文庫所蔵書簡類の調査・公刊 

(1)丸山眞男宛の国内外からの来簡類の調査を進めたところ、発信者別で約 3400 名の書簡

に上ることがわかった。この調査に基づき、発信者名の書簡リストを作成した。今後、

この書簡リストに基づき、発信者別の通数や各書簡の発信日などの特定、それらの情報

のリスト化を進める予定。 

(2)鷲巣力氏（元平凡社編集者、立命館大学加藤周一現代思想研究センター長）のご協力を

仰ぎ、加藤周一が丸山に宛てた書簡 26 通を翻刻（＊176）した。 

(3)2013 年度に丸山眞男宛吉野源三郎書簡 36 点を翻刻（＊173）したが、その後新たに、

吉野書簡 4 点をご子息の丸山彰氏よりご寄贈いただいたため、追補として翻刻（＊125）

した。 

 

三 丸山文庫所蔵草稿類のデジタル化とデジタルアーカイブ上の公開 

(1)丸山文庫草稿類の保存と草稿類デジタルアーカイブ＊166 上の公開のため、ブックスキ

ャナを用いた同資料のデジタル化作業を進めた。対象となる資料約 5000 点のうち、2017

年 3 月末現在、半分を超える約 2700 点のデジタル化が終了した。これらのすべてを東

京女子大学図書館内で閲覧することが可能である。 

(2)著作権継承者より許諾を得て、岡義武氏作成資料の一部を草稿類デジタルアーカイブ＊

166 上で公開した。その他の岡氏作成資料は、東京女子大学図書館内で閲覧可能である。 

 

四 丸山眞男記念比較思想研究センター関連ウェブサイトの外国語訳文の公開 

 以下のウェブサイトの英語訳文・中国語訳文を作成・公開した。 

(1)「丸山眞男記念比較思想研究センター」ホームページ：「概要」 

(2)「丸山眞男文庫」ホームページ：「概要」「所蔵案内及び検索方法」 

(3)「丸山眞男研究プロジェクト」ホームページ＊164：「概要」「メンバー」 

(4)「丸山眞男文庫バーチャル書庫」＊165：トップページ 

(5)「丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ」＊166：「このアーカイブについて」 

 これらのうち、(1)～(3)は 2017 年 3 月に、(4)(5)は 2016 年 6 月に作業を完了し、公開し

た。 

 

五 その他の事業・成果 

 以上の調査・研究を踏まえて、さらに次のような事業と成果を示すことができた。 

(1)松沢弘陽・植手通有・平石直昭編『定本 丸山眞男回顧談』上・下（岩波現代文庫、2016

年）＊160、＊161 が刊行された。同書は、単行本として刊行された松沢・植手編『丸

山眞男回顧談』（上・下、2011 年）をもとに、平石氏が新たに編者に加わり、丸山文庫
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所蔵資料などもフルに活用した詳細にわたる補注を加えた上、解説（平石「人生への追

記」）を付し、『定本 丸山眞男回顧談』として岩波現代文庫に収めたものである。 

(2)立命館大学加藤周一文庫の公開にともない、同大学加藤周一現代思想研究センターとの

連携・協力を強化した。2016 年 10 月～12 月、加藤文庫での展示企画のため、丸山文庫

所蔵の丸山眞男宛加藤周一書簡を貸出しした。 

(3)2016年 7月 1日～10月 14日、「丸山眞男没後 20周年記念 東女生が挑む 丸山眞男展」

を東京女子大学図書館と共同開催した（会場は図書館 1 階）。またコラボ企画として図

書館が「丸山眞男を読んで書評を書こう！」を開催。学生より 6 点の書評が寄せられた。

概要は、川口雄一「丸山眞男が後世に託した知の「宝庫」への「挑戦」――丸山眞男没

後 20 周年記念 東女生が挑む 丸山眞男展――」＊175 にまとめた。 

(4)2017 年 1 月、紀伊國屋書店が「東京女子大学「丸山眞男研究プロジェクト」完結記念 

丸山眞男ブックフェア」を開催し、これに全面協力した（会場は新宿本店 3 階）。1 月

21 日、会場 8 階にて紹介トークイベント「東京女子大学丸山眞男文庫の「現在」」が開

催された。 

 

六 自己点検・評価及び外部評価の実施 

 以上の事業内容・成果を主な内容とする自己点検・評価報告書を作成し、これに対する

外部評価を実施した。報告書の内容と外部評価の結果は、東京女子大学公式サイトの中で

公開している（本報告書の付録に収録）。 

・自己点検・評価報告書 http://office.twcu.ac.jp/univ/about/gp/valutaion/16maruyama_ 

jikotenken.pdf 

・ 外 部 評 価 報 告 書  http://office.twcu.ac.jp/univ/about/gp/valutaion/16maruyama_ 

gaibuhyoukahoukokusho.pdf 

 

 

2. 研究会・公開研究会 

 

 丸山眞男研究プロジェクトでは、参加研究者による定例の研究会を開催し、各研究テー

マについて議論を重ねた。なお、テーマや時宜に応じて、外部より研究者を招き、本プロ

ジェクトの研究テーマに関わる報告をお願いした。また、年 1 回、一般公開の研究会を開

催し、参加研究者が深めてきた研究・事業を広く社会に発信し、議論を深めた。そのため、

公開研究会の報告者や論題は、本プロジェクトの研究・事業の進捗状況を踏まえ、参加研

究者が協議の上、決めた。以下、研究会・公開研究会の概要を一覧として掲げる。 

 

    2012 年度研究会・公開研究会 
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◇第 1 回研究会（１） 

 開催日 2012 年 10 月 12 日 

報告者 安藤信廣 

論 題 幕末の『イソップ物語』の読まれ方―中国との比較にも触れて― 

 概 要 1840 年、中国・広東で英人ロバート・トームにより『イソップ物語』が漢語に

訳され、『意拾喩言』と題して刊行された。この『意拾喩言』から出た一本『伊娑菩喩言』

が、幕末嘉永・安政年間に日本に伝わった。その最初の読者の一人が吉田松陰（1830―1859）

だった。 

 吉田松陰は、『伊娑菩喩言』を「自謀騙人」の物語として受けとめ、西欧人の論理を端的

に示すものと理解した。とくに西欧が日本の国内政治に介入し、侵略を行う際の論理・方

法を示すものとして、いわば西欧の（悪辣な）政治思想を示すものとして理解した。その

ような意味で『伊娑菩喩言』は松陰の攘夷論を助長したと考えられるが、しかし西欧の実

像を全体としてとらえようとする態度、ひるがえって日本を相対化して見る視点を育てる

一助にもなった。攘夷論形成の中で幕府批判を深めることになる松陰の思想的営為の、一

断面がここに見える。 

 一方、中国では、清朝末期の啓蒙的翻訳家林舒（1852―1924）が、1906 年に『イソッ

プ物語』を『伊索寓言』と題して訳出している。ここには数多くの林舒の見解・意見が記

されている。その見解の中には、『イソップ物語』の一般的な読み方を逆転させ、ことに西

欧の圧迫に対して主体性を守り独立を貫くことを強調して説くものが多い。 

 松陰と林舒。二人は『イソップ物語』の寓話を国際関係の中で、ともに士大夫的に読ん

だのだった。しかし松蔭は幕府批判という政治論の確立に向かい、林舒は抵抗主体の確立

という倫理観の形成に向かった。それがどのような問題を持つか、幕末の思想状況につい

ての丸山眞男の論点等を参照しながら、今後考えて行きたい。 

 

◇第 1 回研究会（２） 

 開催日 2012 年 10 月 12 日 

報告者 平石直昭 

論 題 丸山文庫所蔵の自筆講義ノート（50 年代後半）について 

概 要 このプロジェクトにおける私の担当は、丸山による 1956 年度と 59 年度の「東

洋政治思想史講義」（東大法学部）を復元・公刊することである。この作業を進める上で、

戦後の丸山における日本思想史方法論の変容の跡づけが問題になる。縦の歴史的発展段階

論に対して、横からの文化接触を重視する見方への変化である。「古層」論はこれと関係す

る。後に丸山は、59 年度講義ではじめて古代から論じ始め、欧米遊学後の 63 年度以後、

「原型」論を冒頭で講ずるようになったと書いている。『丸山眞男集』別巻（初版）の年譜

もそう記している。しかし死後発見された自筆ノートや学生聴講ノートの調査から、古代

から論じ始めたのは 56 年度であったことが分かっている（『丸山眞男講義録』第 6 冊の「解
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題・付」を参照）。本報告では、丸山の発言や諸資料を検討して、こうした齟齬が生じた所

以など、問題点の洗い出しと整理を試みた。 

 

◇第 2 回研究会（１） 

 開催日 2012 年 12 月 14 日 

報告者 土合文夫 

論 題 丸山眞男の楽譜蔵書をめぐって 

概 要 丸山が遺した楽譜類のうち、丸山文庫が所蔵する 600 点あまりについては、調

査結果を『センター報告』第 7 号掲載の「丸山文庫楽譜蔵書の調査をひとまず終えて」で

報告した。書き込みなどの具体的なデータは、いずれ東京女子大学図書館 OPAC 上で公開

されることになるだろう。 

ただし、これ以外にも、ピアノの演奏譜を中心にかなりの点数の楽譜が丸山家に残され

ていることが分かったので、数度にわたっておおまかな調査を行った。時間的な制約もあ

り、不完全な調査に留まらざるを得なかったが、丸山の遺した文章（ことに、歿後にまと

められた断章集『春曙帖』に所収のもの）からして、当然あるべきだが、丸山文庫には収

蔵されていない楽譜類（バッハの『平均律クラヴィーア曲集』、モーツァルト、ベートーヴ

ェン、シューベルトのピアノ・ソナタなど）の所在を確認できたことは収穫だった。 

だが、丸山の音楽生活の全貌を窺うためには、楽譜の調査だけでは全く不十分であり、

丸山家に残されていた膨大なレコードや CD・LD などのコレクション、それに FM 放送

を録音したテープ、さらには、演奏会のパンフレット類などの調査が不可欠である。幸い

篤志の方々によるこれらの資料の整理が継続中なので、その目途がつき、データを御提供

いただければ、丸山の音楽とのかかわりについて、より完全に近い基礎資料が得られるこ

とになるだろうと期待している。 

 

◇第 2 回研究会（２） 

 開催日 2012 年 10 月 12 日 

報告者 清水靖久（九州大学教授） 

論 題 丸山眞男と米国 

概 要 本報告の課題は、丸山眞男の米国観の分析を通じて、丸山の思想に新たな光を

あて、その推移を明らかにすることである。丸山に対する米国の影響が無視しえないこと

は、これまでもしばしば指摘されている。報告者は、この点に加えて、米国に関する丸山

の発言や態度は、日本における丸山の位置や自己認識、そして「日本観」を映し出す鏡と

しても把握できるという立場から、さまざまな時点における丸山の米国観と、その時期に

日本国内で丸山が置かれていた状況とを突きあわせるというアプローチを採用することに

よって、上述の課題に取り組んでいる。こうした方法自体に、本報告の大きな特色が見い

だされる。 
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第Ⅰ章「米国ビザ問題」、第Ⅲ章「海外亡命」および第Ⅳ章「その後」前半部分では、

実現しなかったものも含めて、数度の米国行に関する米国や丸山眞男文庫などでの調査の

結果判明した事実が、丸山の米国観を規定した要因として提示される。その間に挟まれた

第Ⅱ章「米国の不可解さ」と、第Ⅳ章の後半部分では、既刊のテキストから米国に関する

丸山の発言や米国での体験談が抜き出され、丸山の米国観の特徴と変遷がまとめられてい

る。 

さまざまな一次史料から丸山の行動の軌跡を解明することによって、丸山の思想理解に

新しい局面を切りひらこうとする報告者の試みは、丸山研究の進展にとって、一つの重要

な方向を指し示している。本報告に接した者（山辺）としては、以上のようにして明らか

にされた丸山の行動やそれへの意味付与と、丸山の思想とを橋渡しし、丸山が書きのこし

たテキストの内容理解に生かしていくことが、今後必要になるのではないかと感じた。（文

責：山辺春彦） 

 

◇第 1 回公開研究会 

 開催日 2013 年 3 月 5 日  一般参加者 約 110 名 

 報告者 河野有理 

論 題 「正統と異端」研究会をめぐって  

概 要 「正統と異端」研究会について、1980 年代後半の資料（未公刊）を主として取

り上げ、その意義について考察した。私見によれば、この資料を分析することで、従来支

配的であった見解に疑いを投げかけることができる。 

 この支配的見解とは、以下二つの図式から構成されている。一つは、丸山にとって〈夜

店としての政治学〉と、〈本店としての日本政治思想史〉が截然として区別されてあったと

いう図式である。この図式によれば、60 年安保以降の丸山の研究態度は、この〈夜店〉か

ら〈本店〉への回帰だということになる。二つに、この〈本店〉であるところの日本政治

思想史の研究方法論について、50 年代後半に、普遍的な発展段階論を前提にした「縦の歴

史」から、「横から」の急激な文化接触の問題（「開国」）へという変化が起きたという図式

である。 

政治学から、政治思想史へ。〈縦の歴史〉から〈横の歴史〉へ。80 年代の丸山自身によ

る「自己解題」（「原型・古層・執拗低音」1984 年）にも依拠した、こうした通説的見解と

は、必ずしも折り合いのつかないものが、今回扱った 80 年代後半の研究会資料には現わ

れている。例えば、研究会における関心の比重は、この時期、O 正統から L 正統へと移動

している。それにしたがって同一の対象に対するアプローチも変化した。60 年代の研究会

では、「疑似 O 正統」の問題として把握されていた明治日本の「國體」は、80 年代には日

本国憲法（戦後日本の「國體」）や、（独立宣言によって基礎づけられる）アメリカの「國

體」と比較可能な「L 正統」として捉え直されることになった。L 正統（legitimacy）に

注目して政治を考えるこうした態度は、しかも丸山によって明確に自身の『政治の世界』
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（1952 年）の延長線上に意識された。〈夜店〉としてすでにたたまれたはずの「丸山政治

学」（『政治の世界』はその代表作と見なされてきた）は、この時期、「正統と異端」研究会

において、実は新たな展開を見せ始めていたのではないだろうか。 

  ※本報告の詳細は、河野＊92 に掲載。 

 

    2013 年度研究会・公開研究会 
 

◇第 3 回研究会 

 開催日 2013 年 4 月 26 日 

報告者 小檜山ルイ 

 論 題 「知識人」と「家庭」問題――文化生活運動をヒントとして 

概 要 丸山眞男がジェンダーに関することを何も言っていない、という指摘を以前に

平石先生からいただいたことから、それはなぜか、と考えはじめた。 

というのは、明治初年以来、多くの「知識人」――それを今仮に、サルトルをベースにし

て、知識を持ち、かつ、公的な発言力・影響力を行使する人と理解すると――が、結婚や家

族／家庭といったジェンダー色の濃い、女性がからむ問題を正面から扱って来たからだ。

明六社の森有礼、中村正直、福沢諭吉、『女学雑誌』の巌本善治などがすぐに思い浮かぶ。

また、徳富蘇峰の民友社が『国民之友』と『家庭雑誌』、対抗する政教社が『日本及日本人』

と『女性日本人』を出していたように、女性に関係する問題群を扱う雑誌が、主要雑誌に

寄り添うように同一の出版社から発行されていた例は、戦前にはいくつもあった。 

明治以降の「知識人」は、西洋由来の「知」と対峙することが必須だったわけだから、

その中に含まれたジェンダー関連問題群は、彼らの「知」の重要な構成要素であった。特

にキリスト教を通じて西洋に接近した場合、そのキリスト教はほとんどの場合、アメリカ

発の女性化したキリスト教であり、主婦を疑似聖職者とする「小さな教会」としての「家

庭」とそのような「家庭」によって支えられる公（おおやけ）、国家 (nation) を唱道して

いたから、「女性」、「結婚」、「家庭」、「子供」といった問題は、到底無視できない政治的課

題となる。 

ジェンダー関連問題に対する「知識人」の関心は、丸山眞男の親の世代（1880 年前後生

まれ）において、頂点を極めた（のではなかろうか）。この世代に属する京都帝国大学教授

厨川白村（1880～1923）は、『近代の恋愛観』を書いて、一世を風靡した。私が現在関心

を抱いているのは、森本厚吉、吉野作造、有島武郎という同世代トリオが、ユニヴァーシ

ティ・エクステンション（高等教育機関が保有する知を広く大衆に開放しようという運動、

大学解放運動）として 1920 年以降展開した「文化生活運動」である。 

森本、吉野、有島は、キリスト教、社会主義へのシンパシー、恋愛感情と結婚の接合と

いう問題意識、物質的生活水準の向上と「家庭の和楽」あるいは「一家団欒」への欲望等

を共有し、「家庭」における日常生活の豊かさ（物質的かつ精神的／感情的）を多くの人が
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獲得することが、「平等」を促進し、デモクラシーの礎を築くと考えていたようだ。特に森

本は、「中流階級」は、下層労働者階級と上流階級の橋渡し役となりえ、その豊かさと拡充

は、階級対立の先鋭化を和らげると考えていた。森本にとって、そのような豊かさは、合

理的な消費によって支えられるもので、その消費の指標を具体的に示すべく、やがて「文

化アパートメント」の建設・経営、女子文化高等学院（現新渡戸文化学園）の設立へと邁

進していった。 

森本厚吉を中心とする「文化生活運動」以降、大正・昭和前期に「文化」の独特な用法

――文化住宅、文化村、文化鍋、文化包丁等々――が流行したことが示すように、森本的主

張は、大衆的浸透力を持ちながら、一般には俗物的と受け取られるようになっていったよ

うでもある。 

とまれ、太平洋戦争前までに、一定の「文化的」ライフスタイル――どういう家に住み、

どこに住み、どのような妻を持ち、どのような家庭を持つか――は、「中流」の模範たる「知

識人」の構成要素の一つになりかけていたのではないだろうか。森本厚吉と有島武郎の揺

籃の地、札幌には、「桑園博士町」、「医学部文化村」といった北海道帝大教授の大規模文化

住宅が集まる地区があったし（後者は森本の運動以降にできた）、吉野作造は、伊豆の畑毛

温泉で別荘地を開いて「韮山別荘団」を結成、一定のライフスタイルと思想を共有する人々

で共同体運営を行った。法政大学の教員の間で「法政大学村」と呼ばれる別荘地ができた

のも 1920 年代のことである。 

丸山眞男世代の「知識人」にとって、ジェンダーに関わる問題群が、その視野から排除

されたとするなら、それは、この世代の特徴なのではなかろうか（むろん例外もあるが）。

この世代の「知識人」、あるいは、少なくとも丸山にとって、「家庭」や「文化的」ライフ

スタイルはすでに既得のものであったからだろうか。あるいは、アメリカによる占領と女

性の地位の向上で、女の問題は戦後になってはじめて女たちに委譲された（男女の分業、

女性独自の言論空間の創世――アメリカでは一九世紀的構図）のかもしれない。さらには、

丸山世代の男性の多くは、軍隊経験をしているから、ホモソーシャルな友愛の強化によっ

て、女性を巡る問題を軽視する気風が養われたという推測もできる。 

 

◇第 4 回研究会 

 開催日 2013 年 6 月 28 日 

報告者 苅部 直 

論 題 村岡典嗣と丸山眞男・研究スケッチ 

 ※本報告の内容は、苅部＊147 として掲載。 

 

◇第 2 回公開研究会 

 開催日 2013 年 9 月 27 日  一般参加者 約 90 名 

報告者 黒沢文貴 
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論 題 再考・戦後の日本近代史認識――昭和戦前期の「戦争の構造」と「歴史の構造」

をめぐって 

概 要 本報告は、戦後史のなかで形成されてきた日本近代史認識、とりわけ太平洋戦

争への道もしくは昭和戦前期をめぐる歴史認識について検討した。それによって、戦後の

歴史研究者たちの昭和戦前期理解の一端を明らかにし得たと思っている。 

なお報告は、次の内容に沿って行った。 

一 歴史認識の分裂か、多様な歴史認識の共存か 

 二 政治性のまとわりついた歴史認識 

 三 「歴史」の「政治化」と実証研究、そして「歴史」の「政治化」の「国際化」 

 四 昭和期の戦争の複雑さ 

 五 昭和期の「戦争の構造」をどのように理解するのか 

 六 「歴史を忘れない」ことからくる対立と和解 

 七 「戦争の構造」と「歴史の構造」 

 

コメント 茂木敏夫  

コメント概要 歴史認識を成立させている枠組を検討する場合、その枠組がなぜ採られ

たのか、それがどのような価値観（あるいは政治性）に基づくものなのか、その背景を考

える必要がある。 

戦後日本の歴史認識の枠組の変遷を考えると、その背景には近代をどう受けとめるか、

という問題が存在していた。西洋近代モデルが確固としていた時代から、西洋近代モデル

の絶対性が崩壊したポスト・モダンの時代へ、と日本は大きく変化した。一方、この時期

の周辺諸国では 1970 年代以降の経済発展とそれにともなう民主化によって、ますます近

代主義的になっていった感がある。こうした近代をめぐる日本と周辺諸国とのズレは、戦

争や植民地支配をめぐる歴史認識のズレを呼び、結果として歴史は「国際化」した。 

朝鮮植民地支配についても最後に言及していたが、その視野を明治日本の内国植民地

（沖縄や北海道）にも拡大してみると、同時期の中国清朝の進めた台湾や新疆など辺境へ

の直接支配などが視野に入ってくる。すると近代における植民地主義という問題が、東ア

ジアの近代に共通する問題として浮上してくる。それによって丸山眞男や竹内好など戦中

戦後の日本の思索は、東アジアに共通する普遍的な知的遺産として開かれてくるに違いな

い。 

 ※本報告及びコメントの詳細は、黒沢＊100、茂木＊34 として掲載。 

 

◇第 5 回研究会 

 開催日 2013 年 11 月 29 日 

報告者 中田喜万 

論 題 天皇概念の歴史的展開――その称号・系図・史論 
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概 要 20 世紀の日本の知識人たちが否応なく直面した課題が天皇および天皇制であ

ったことは多言を要しない。実に天皇制こそが、ある時期の政治学の最重要の研究対象で

あった。丸山眞男が晩年に傾注した「正統と異端」の研究も、その発端には近代日本にお

ける「正統」としての天皇制が念頭にあったことは容易に推測される。 

したがって、その天皇および天皇制の問題にふれようとすれば、かつての日本の政治

学・政治思想史をまるごとふり返らなければならなくなるが、それはこの小考で扱うには

巨大に過ぎる。ここでは角度を変えて、次のように問題を設定してみた。すなわち、国民

国家は想像上の産物であるといわれるが、しかし日本の場合もその議論が説得力をもつか

どうか。というのも、「天皇は単なる表象どころか身体を有する全くの実在であって、戦前

はそれこそが「國體」そのものだったのではないか？」という疑問に対してきちんと反駁

できるか、ということである。 

このことについて考えるため、天皇と今日では呼ばれている歴史上の人物やその周辺を

詮索することを一旦保留し、「天皇」という称号、言葉そのものの来歴・変遷を確認するこ

とにした。まず古代における導入（むしろ中国の模倣）の経緯を、津田左右吉以来の研究

史を整理しながら確認し、中世における忘却（古代での導入の理由と表裏の関係にある）

までを論じた。意外なほど短い期間しか実際には使用されていないのであった。次に、こ

の称号の近世における復活について、光格天皇（という漢風諡号を周到に用意した人物）

の個性に注目する先行研究とは別に、江戸時代の史論の中から説明できないか、検討を試

みた。特に南北朝問題は大きく、とても「万世一系」などといえない複雑な事情があった。

江戸時代の史論は、そのことを如何に説明するかに腐心したわけである。 

幕末以来の国家統合の象徴としての「天皇」は、それまでの複雑な歴史的存在を単純化・

抽象化したものである。近代国家による公定の説明は、しかしながら明治初期に一挙にな

されたわけではなく、様々な出来事の都度、形作られていった。肝心の天皇系図も、（そも

そも古代から何度もの作為が加わってきたものであるが、）今日みるような形がほぼ確立す

るのには大正期までかかっている。20 世紀の大きな正統たる「天皇」のあり方が、実はそ

の直前まで紆余曲折を経た、できたてほやほやの神話であったことが見てとれる。 

研究会当日は、時間切れのため、後半部分はあまり踏みこんで論じることができなかっ

た。質疑応答で、関係する貴重な史料の紹介や中国史研究からの示唆を得た。御教示に感

謝しつつ、あらためて公表できるよう他日を期したい。 

 

◇第 6 回研究会 

 開催日 2014 年 2 月 12 日 

報告者 雨田英一 

 論 題 長谷川如是閑「伝統と教育～教育者としての自覚～」（『改造』1952 年 7 月） 

概 要 この評論は、戦時下で「伝統」継承の立場から積極的に国家教育論を展開して

いた長谷川如是閑（1895―1969）が、敗戦後の民主化過程においても引き続き同じ立場か



51 
 

ら国民教育論を論じていたことを示している。また彼の「伝統と教育」論が集約されてお

り、戦前・戦後を貫く長谷川の基本的な考え方を捉える上で、重要な評論だと考えられる。 

長谷川は、国体論的教育を伝統として復活させようとする政府と、それに抵抗する日本

教職員組合との対立状況を意識して書いたと思われるが、その基底には、日本国民を「感

化院（占領軍の支配下）に入れられた不良児」と見なさざるを得ないほどに、自主的な民

主化への深い懐疑を抱きながらも、民主化の途を模索していた長谷川の深い思索が流れて

いた。それを、他の、『改造』掲載の評論や『私の常識哲学』（1954）等をも手がかりに整

理しようと試みた。報告は論点が不明瞭であったが、いくつかの重要な論点を指摘され、

柳田國男や和辻哲郎との比較について教示を得ることができた。 

長谷川の考えは、理想的人物像を「職能人」とする「広義の教育」を日本の「伝統」と

みなし、民主化の方途として再生・創造することにあった。「広義の教育」とは、人々の日

常的な「生活」で営まれる「節度のある」「形」をとおした教育（「伝搬」）であり、学ぶ「意

欲」を育み、「感覚」を「涵養」し、自己制御のできた、自発的な「行動」的「人間」を育

てる得る有力な教育であり、民主化の「有力」で「確実」な方法だと位置づけられた。副

題の教育者も一「職能人」としての自覚に立つべしとされた。 

長谷川の「形」「型」の人間形成論は、丸山眞男も学んだと考えられているが、日常生

活の感覚や感情を重視した「広義の教育」の機能と意義の捉え方とともに、大衆社会にお

ける人間形成のあり方を考える上でも、多くの示唆を得られる評論と考える。 

 

    2014 年度研究会・公開研究会 

 

◇第 7 回研究会 

 開催日 2014 年 4 月 22 日 

 報告者 近藤邦康（東京大学名誉教授） 

 論 題 1989 年 3 月 20 日丸山眞男・李沢厚対談 

  ※本報告の詳細は、『センター報告』第 10 号に掲載。 

 

◇第 3 回公開研究会 

 開催日 2014 年 9 月 22 日  一般参加者 約 170 名 

報告者 渡辺 浩 

論 題 どんな「男」になるべきか：江戸と明治の男性理想像とその変化 

概 要 「女」とは、そして「男」とは何か。また、それぞれはいかにあるべきか。そ

の答は様々であり、変化する。しかも、その答が個々人の生き方を左右し、社会・政治の

構造や状況と関連している。この報告は、維新の前と後の日本における男性理想像を主題

とする。 

 徳川の世の初期において、武士は「男の中の男」だった（「花は桜木、人は武士」）。そう
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信じられることが、政治体制の安定と連関していた。しかし、様々な要因により、徐々に

武士はその耀きを失っていった。一方、町人たちによる別の理想像も生まれた（「分限者」

「大尽」「粋人」「通」「丹次郎」等）。誇りを失いつつあった武士たちのためには、中国の

思想・歴史・物語から学んだ「義士」「英雄」「豪傑」という理想も登場した。幕末の「志

士」はその延長にある。明治維新は、「志士」たちによる革命だった。その「成功」によっ

て（「維新の三傑」）、その後も、「志士」「壮士」「国士」、そして「英雄」「豪傑」の理想は

称揚され続けた（「富豪」「文豪」はその応用）。それは、一面で自由民権運動の活動家たち

をも支えた。しかし、この男性理想は徐々に陳腐化し（「東洋豪傑」）、公然と批判もされた。 

 一方で、「紳士」が登場した。バンカラな「書生」からハイカラな「紳士」へという出世

の理想も描かれた。また、「紳士」の応用として「紳商」「田舎紳士」等の語も造られた。

しかし、『紳士録』の刊行が象徴するように、「紳士」は単に社会の上層の男性を指す語に

速やかに希釈され、社会や政治への不満は「紳士閥」への反感ともなった。それは、一面

で、「紳士」と対置される「豪傑」「英雄」への憧れを持続させる土壌となり、他面で、男

性理想像を描けない「煩悶青年」たちの出現にもつながった。「煩悶青年」たちは「新しい

女」たちと同世代である。彼等には共通の世代的背景があった。しかし、（一見、「性」に

中立的な）「人格主義」「教養主義」も、「煩悶青年」たちには救いの手をさしのべたものの、

実は、「新しい女」にはさしのべていない。では、戦後の「近代的人格」「主体的人格」「強

い個人」の理想はどうか。その「性」の角度からする検討は、これからの課題であろう。 

 

◇第 8 回研究会 

 開催日 2014 年 11 月 28 日 

 報告者 土合文夫 

 論 題 丸山眞男と文人たちとの交流 

概 要 『丸山眞男集』や『丸山眞男座談』の目次、あるいは『丸山眞男書簡集』に収

められた書簡の宛名人を眺めて気づかされることの一つは、丸山眞男が多くの文学者たち

と深い交流を持っていたという事実である。丸山が政治学者であるとともに、人文の領域

に接すると言ってもよい「政治思想史家」であったことを考え合わせても、丸山の文人た

ちとの長期にわたる親密な関係には通例の「政治学者」からは想像しにくいものがあると

言ってよかろう。 

筆者は政治学にも政治思想史に対しても門外漢であり、丸山の仕事の本体を論評する資

格や能力を持つ者ではないが、丸山と文学者たちとの交流を見ることによって、少なくと

も、丸山の学問が生み出された人間関係の風土の一端を窺えるのではないかという思いが

あった。また、機会を得て丸山の残した膨大な楽譜群の調査を 1 年半余り担当したなかで、

丸山の音楽に寄せる尋常ではないほどの強い思いの基底にあるものは何なのか、という大

きな問いが残り、この二つがどこかで通底するのではないかと考えて今回の報告に至った。 

 ※本報告の詳細は、土合＊113 に掲載。 
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◇第 9 回研究会 

 開催日 2015 年 2 月 13 日 

 報告者 眞壁 仁 

論 題 神の憑依するところ――昌平黌釈奠改革と徳川日本の儒礼受容 

  ※本報告の内容は、眞壁＊149 として掲載。 

 

    2015 年度研究会・公開研究会 

 

◇第 10 回研究会 

 開催日 2015 年 5 月 29 日 

報告者 茂木敏夫 

 論 題 丸山眞男の論説と中国、東アジア――考察事始め 

概 要 本研究プロジェクトにおいて報告者が担当する課題は、「東アジア論と丸山眞

男」である。この課題については、(1)丸山の中国や東アジアに関する議論を通じて、彼の

中国（東アジア）認識を考えたり、その中国（東アジア）言説が、同時代の政治・社会・

文化状況においてどのような意味をもっていたのか、また同時代および後世においてどの

ような影響関係にあるのか、さらには丸山の議論全体において中国（東アジア）言説はど

のような役割をもっていたのかを考えたりする、つまり丸山の議論を通じて中国や東アジ

アを考えるという方向と、(2)中国や東アジアの側が丸山の議論をどう読むのか（読んだの

か）、今日の中国や東アジアの知的状況に丸山の議論はどう関与し得るのかなど、中国や東

アジアの知的状況から丸山の議論の可能性を考えるという方向と、二つの方向での考察が

あると思われる。 

そのような観点から、報告者は現在『丸山眞男集』や『別集』、『講義録』を年代順に読

み直している。その読み直し作業中の初歩的な考察（事始め！）として、本報告では、(1)

に関して、丸山の日本政治思想史研究の方法が中国思想史研究に与えた影響について、そ

の特徴を概観することで、丸山の日本政治思想史研究の広がりを考えるとともに、(2)に関

して、現在進行中の中国や東アジアの構造変動のなかで東アジア論を構築するに際して、

丸山の議論がこれにどう関与できるか、その可能性について、報告者の最近の研究とも関

係させながら簡単な展望を試みた。 

まず、(1)中国思想史研究における丸山の日本政治思想史研究のプレゼンスに関して、丸

山のパラダイムを継承して中国に適用した研究として、野村浩一「清末公羊学派の形成と

康有為学の歴史的意義」（『国家学会雑誌』71(7)・72(1)(3)、1957・58 年、後に『近代中国

の政治と思想』筑摩書房、1964 年に収録）を、また、丸山のパラダイムとは対照的なアプ

ローチとなった島田虔次『中国における近代思惟の挫折』（筑摩書房、1949 年、1970 年改

訂版）を取り上げ、その論理の特徴を丸山のパラダイムと比較しつつ、簡単に整理した。 
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 野村の研究は、西洋政治思想史の枠組みを利用して、伝統思想の展開の中から近代的思

惟を見出そうとする点に丸山のパラダイムの援用が見られ、丸山が荻生徂徠に見た「聖人

の作為」を康有為の「孔子改制」に見出している。一方、島田にとっても、「今は亡き丸山

眞男と論争したい」と彼自身述べていたといわれるように（「先学を語る――島田虔次先生」

『東方学』第 125 輯、2013 年、215 頁）、丸山は大きな存在だった。聖人の内面が自然や

社会の秩序に連続していくことで全体として完結するという朱子学的思惟の自己展開のな

かに、政治を内面から切り離して外在化させていった徂徠の道筋を見出し、そこに近代的

思惟を見ようとした丸山に対して、外在化の徹底とは逆に、内面化を徹底させていった王

学左派の、その究極にこそ近代思惟を見ようとしたのが島田だった。 

また、丸山的パラダイムで中国近代思想史の流れを抽出しようとする野村のアプローチ

とは異なる、小野川秀美『清末政治思想研究』（東洋史研究会、1960 年。増訂版、みすず

書房、1969 年）のアプローチもとりあげて、それぞれの中国近代思想史研究の特徴につい

ても若干の考察をおこなった。 

ついで、(2)に関して、中国や東アジアの構造変動について、その歴史的位置づけを試み

る拙論を紹介しながら、現在の東アジアの知的状況について整理したうえで、この地域を

構想する紐帯として何が考えられるかという問いを、最近中国での研究会において投げか

けられ、それに対して、非欧米の近代という「共通の歴史経験」を考えることができるの

ではないかと答えた、報告者の経験を紹介した。その問答を踏まえて、近代日本が経験し

た正負の経験は、非欧米の近代にとって大きな知的遺産になりうること、だとすれば、丸

山眞男たちが近代日本の直面した諸問題と格闘した経験のもつ意味は大きく、むしろこの

知的経験は、これからの東アジア、のみならず世界において普遍的な意味をもつのではな

いかとの指摘をおこなった。 

 

◇第 11 回研究会 

 開催日 2015 年 7 月 24 日 

報告者 奥波一秀（日本女子大学准教授） 

 論 題 丸山眞男と音楽にまつわるいくつかの謎 

概 要 丸山眞男にとっての音楽という問題を、丸山文庫の手沢本の調査、丸山の周辺

の音楽論の検討などを通して、研究している。本発表では、長谷川如是閑、佐々木幸徳、

宮澤俊義、内田義彦らの音楽論との対比を通して、丸山の音楽論の解明を試みるとともに、

いくつかの事実関係等、残された課題についても確認した。 

如是閑は、戦前・戦中、国民性と音楽との関係、日本の国民音楽の条件について論じて

いた。音楽をその背後の生活との関係から見る視線など、丸山とも通じる音楽論も目を引

くが、とくに時局との関係でいえば、日本の国民音楽にとって、出自が外来かどうかは重

要ではない、との指摘が興味深い。同時期、宮澤俊義は、西欧崇拝と排外主義の双方を批

判する一文を記しているが、力点はおそらく、当時強まりつつあった国粋主義的な動きを
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牽制することにあった。宮澤には、当時普及しつつあった「音感教育」について、一定の

留保はしながらも、期待を述べた一文もある。 

このように、音楽についての思考は、決して丸山だけに特異なことではなく、前後左右

にみられた。とくに佐々木幸徳の音感合唱・音感教育の影響が着目に値する。丸山は、す

でにふれた宮澤俊義、野田良之とともに YMCA 音感合唱教室に通い、佐々木の音感教育

実践・思想にふれている。 

佐々木の音感教育の思想的意味は、戦後の雑誌『未来』座談会での、内田義彦とのやり

とりにも反響している。内田も実は、佐々木音感合唱の（間接的な）弟子で、丸山ととも

に強調しているのは、「和音」の重要性である。明治以来、西欧的な音階と旋律とは、すで

に土着化したが、西欧近代音楽の核心としての「和音」はいまだ、日本人の耳には馴染ん

でいない。これを移入・定着させることが、戦後丸山の音楽啓蒙の課題だった。 

「和音」は、内田や丸山にとっては、高尚な音楽趣味の問題ではなく、和音を可能にす

る「合理化」の問題であって、西欧の普遍的合理性の代表として理解されていた。 

 

◇第 12 回研究会 

 開催日 2015 年 10 月 2 日 

 報告者 平石直昭 

 論 題 丸山眞男・1956 年度講義の概要 

概 要 東大法学部における丸山の日本政治思想史講義は、これまでに、敗戦前後の時

期と 1960 年代半ばの 4 年間分とが公刊されてきた。しかしその中間にあたる 50 年代の後

半部分は未公刊のままである。この報告では、まず 50 年代後半の丸山講義を復元する意

義について考察し、ついで私が担当している 56 年度講義のうち、第 2 章分までの概要を

紹介した。 

50 年代後半は、丸山の学問・思想の形成にとって重要な時期にあたる。58 年 11 月に出

た座談会「戦争と同時代」で丸山は、自分が知的格闘の対象としてきた天皇制とマルクス

主義の両方が近年実体性を失い、それに対応して自らもここ 1、2 年精神的なスランプだ

と発言している。しかし実際には当時の丸山は結核療養生活を終えたあと、旺盛な知的活

動を再開している。56 年から 57 年にかけて『現代政治の思想と行動』（上・下）を公刊し

て大きな反響をよび、その後も「反動の概念」（57 年 11 月）、「日本の思想」（57 年 12 月）、

「ベラー「徳川時代の宗教」について」（58 年 4 月）などの力作を矢継ぎ早に出している。

とすれば彼がいう「スランプ」は何を意味するのか、よく考えてみる必要があろう。 

この問題を考える上で、同時期の丸山の講義を検討することは重要な意味をもつ。60 年

代以後に理論化される「原型」論の祖型や、論文「開国」や「忠誠や反逆」等で示される

日本思想史に対する新しい分析視角が講義の中で萌芽的に示され、次第に分節化されてゆ

く様子がわかるからである。別言すれば、この時期の講義を復元して同期の既刊論考と併

読すれば、古代以来の日本思想史に接近する彼のモチーフや思索の深化過程が一層よく理
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解できるのである。こうした点に 50 年代後半の講義を復元する意味があると考える。 

56 年度講義の底本としたのは丸山の自筆ノート（東京大学出版会刊『丸山眞男講義録』

第 6 冊の「解題・付」参照）であるが、これは 59 年度にも使われており、両年度の仕分

けが難しい部分がある。またノート上の断片的なメモを、講義で敷衍しているような箇所

も多い。こうした部分については受講した学生二人（横溝正夫、近藤邦康両氏）の筆記ノ

ートを参照して編者の責任で文章化する方法をとった。 

 この年度の講義全体は 6 章からなるが、第 4 章以下は徳川時代の思想史を扱っており、

上記の自筆ノートには対応箇所がない。従来の講義原稿ないしノートを再利用したと思わ

れる。とくに第 5 章の石門心学論と第 6 章の国学論は 48 年度講義録と照合すると、ほぼ

後者と一致している。ただ第 4 章「徳川封建制と儒教思想」は、以前の原稿類の中に同定

できる資料を発見できていない（後に山辺春彦氏が、これに当たると思われる資料を文庫

所蔵原稿類から発見して教示してくれた）。復元作業は第 3 章「武士階級の意思（観念）

形態」までほぼ終わっているが、当日は時間の関係もあり、序文、第 1 章「神国思想の端

緒的形態」、第 2 章「鎮護国家と末法思想」までの概要を、主題や項目に即して紹介した。 

 議論のなかで、松沢弘陽、宮村治雄の両氏から有益な指摘があったことを付記しておき

たい。 

 

◇第 4 回公開研究会 

 開催日 2016 年 2 月 19 日  一般参加者 約 120 名 

 報告者 宮村治雄 

 論 題 中江兆民『三酔人経綸問答』再読――「理学」と「経綸」の間で―― 

 概 要 『三酔人経綸問答』は、中江兆民の「主著」とされ、論じられることも多い。

しかし、そのテクストが成り立つ主体的な文脈に沿って解読されることは、必ずしも十分

に果たされてきているとはいえないように思われる。 

兆民は、この作品に先だって、彼の「経綸」の基礎を形造るルソーの『社会契約論』や

『学問芸術論』の翻訳だけでなく、フランス革命史の叙述や、ルソー批判の紹介などをも

試みていたし、彼が「理学」と呼ぶ<philosophie>に関連する翻訳や著作を行っていた。そ

れらの著訳書、および彼が主宰した仏学塾での塾生たちと共同して刊行した『政理叢談』

雑誌その他の著訳書は、同時代日本での彼の特異な知的視野と位置とを示している。 

兆民の「主著」は、そうしたサブテクスト群の広がりと奥行きの中に置き直されるとき、

どのような姿を開示するのか。できるだけ、新たな諸側面に即して素描した。 

 

    2016 年度研究会・公開研究会 

 

◇第 13 回研究会 

 開催日 2016 年 5 月 25 日 
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報告者 湯浅成大 

論 題 丸山先生の英文翻訳にあたって 

 概 要 当初私の研究テーマは、「丸山眞男のアメリカ観」と設定されていたが、現在は

「丸山先生の英文原稿の翻訳作業」というように変更されている。 

 本研究会では、丸山先生の英文原稿翻訳の一般的問題点を報告し、かつ「”Recent Trends 

of Japanese Intellectuals” 自筆英文原稿、メモ」（資料番号 224）の一部分の翻訳を試み、

それを発表して参加の先生方の批評を仰ぐことにした。一般的な問題点については、英文

に関しては非常に几帳面な英文で難解なものではなく、手書きの字も日本語よりは読みや

すいので、その原稿そのものに関しては問題ないが、適切な訳語の選択、それから原稿が

書かれた（あるいは、多くは講演原稿であるためその講演会が開催された）背景や時代状

況については、私の知識が不十分であるため、専門の方の助言を仰ぎたいとお願いした。

英文原稿の試訳については、訳文を添えて検討していただいたが、訳語の問題など適切な

アドヴァイスを受けることができ有益であった。 

 研究会の後半で、プロジェクトとして、どの原稿を正式に翻訳するかということを協議

し、丸山先生がイギリスで行った「Marxism in pre-war and post-war Japan」（資料番号

365）を対象とすることに、後日決まった。 

 

◇第 5 回公開研究会 

 開催日 2016 年 6 月 17 日  一般参加者 約 80 名 

 報告者 小檜山ルイ 

 論 題 近代日本の「知識人」における「ホーム」論の系譜 

概 要 意外なことに、丸山眞男ほど広い視野を持った知識人に女性に関連する問題意

識はほとんどないという。なぜなのだろうか、という疑問から本報告は出発している。 

女性に関連する問題群は、1960 年代半ば以降の第二波フェミニズムの隆盛のなかで、重

要な知的探求の対象として浮上した。それは主に女性たちの自己主張に基盤を置いて発展

し、GLBTQ の研究や男性学といった展開も生まれ、ジェンダーは、今では特に人文社会

科学において不可欠の観点となりつつある（はずだ）、というのが、一般的にはもっとも

理解しやすい図式である。 

しかし、実は、明治維新以降の男性知識人の一部は、女性のあるべき生き方、男女交際、

結婚、家、家庭といった問題を盛んに論じていた。戦後の丸山眞男が研究上の情熱を傾け

た福沢諭吉は、その好例である。本報告では、ホーム（家庭）論を中心に据えて、彼らの

議論の系譜を整理することで、丸山眞男（の世代）の知的視野からなぜ女性をめぐる諸問

題が欠落したのかを考えた。 
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3. 講演会・シンポジウム 

 

 丸山眞男研究プロジェクトでは、講演会およびシンポジウムを年 1 回、企画・開催した。

講演会は、本プロジェクト以前から開催してきた丸山眞男文庫記念講演会を、本プロジェ

クトの研究・事業の趣旨に沿う形でテーマ選定・講師人選を行い、継続してきた。シンポ

ジウムは、五年間にわたる研究・事業の中間的成果を 2014 年度のシンポジウムで、最終

的成果を 2016 年度のシンポジウムで、集約的に発表した。なお、シンポジウムは講演を

含んでいたため、シンポジウム開催年は丸山文庫記念講演会を開催しなかった。 

 

    2012 年度講演会 

 

◇第 14 回丸山眞男文庫記念講演会 

 開催日 2012 年 7 月 5 日  一般参加者 約 150 名 

講 師 アンドルー・ゴードン（ハーバード大学教授） 

 演 題 世界に向けて東日本大震災を記録する――危機アーカイブの効用と構築のため

の課題 

概 要 2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、日本のみならず世界に衝撃を与

えた。この記録を後世に残すために、ハーバード大学では「2011 年東日本大震災デジタル

アーカイブ」の構築を進めている。一見、丸山眞男とはまったく関係のないプロジェクト

のようにも思えるが、このアーカイブを構築することで、市民が参加できる公共の場を作

り出せるのではないかと私達は考えている。この根底には、丸山がその必要性を説いてい

た市民社会的発想があると言えよう。 

本講演では、このアーカイブを構築することになった理由や、このアーカイブがどうい

ったものかを、「繋がり」「発見」「参加」という三つのキーワードを通して説明した。そし

て、今後の課題をあげながら市民が参加できる開かれた社会へのプロセスやその過程で生

じる問題を考えた。 

  ※本講演の内容は、『センター報告』第 9 号に掲載。 

 

    2013 年度講演会 

 

◇第 15 回丸山眞男文庫記念講演会 

 開催日 2013 年 12 月 6 日  一般参加者 約 120 名 

講 師 加藤 節（成蹊大学名誉教授） 

 演 題 丸山眞男の思想世界――デモクラシー論との関連において 

概 要 丸山眞男という人は、自分が何をしているかについて極めて自覚的な思想家で

あった。丸山が、自分の仕事の意図や目的が何であったかについて言及することが多い事



59 
 

実がそれを示している。そうした自身による言及を手がかりにして整理すると、丸山の仕

事は以下の三つの領域に大別することができると言ってよい。すなわち、日本の「良き」

思想的伝統を過去の歴史のなかから取り出してくる作業、日本人の精神構造や行動様式の

欠陥や病理を分析する作業、外来思想との文化接触の型を規定する日本人の思惟構造の原

型を探る作業がそれである。しかも、私が見る限り、丸山の仕事のこれら三つの領域はバ

ラバラのものではなく、全体として一つの円環構造をなしていた。この講演では、丸山の

仕事の三つの領域が織りなすその円環構造をデモクラシー論に関連させて解明することに

よって、丸山の思想世界に関する一つの全体的な見取り図を描くことを試みた。 

  ※本講演の内容は、『センター報告』第 10 号に掲載。 

 

    2014 年度シンポジウム 

 

◇丸山眞男生誕 100 周年記念中間シンポジウム 

 開催日 2014 年 6 月 27 日  一般参加者 約 450 名 

 テーマ 現代世界の中で丸山眞男をどう読むか 

 

①講 演 

講 師 苅部 直 

演 題 政治のための教養――丸山眞男百歳 

 概 要 政治に参加する市民はどんな考え方をすればよいか。そうした意味で「政治の

ための教養」を切り口として、丸山思想について紹介したい。丸山は戦前・戦中期から思

想史研究者として活躍していたが、言論人としての本格的活動は戦後からである。その出

発点としての庶民大学三島教室は、庶民に自分の思想を語り、対話の中で自分を見つめ直

す相互教育の場として、丸山のデモクラシーへの信念を支えた根源的経験であった。 

同時にリベラル・デモクラシーが、20 世紀の社会では基盤を掘り崩されているという問

題も彼の意識にあった。それは早く「政治化」現象として論じられたが、戦後には、大衆

社会でマスメディアが人々の感情を刺戟して熱狂的な政治参加へと動員し、あるいは娯楽

情報に関心を集中させて政治的無関心を招き、価値観が画一化する危惧が語られている。 

リベラル・デモクラシーを支える理性への信頼と、その存立を困難にする現代的条件の

認識とが葛藤するなかで、丸山は思考を続けた。彼が矛盾解決の糸口として考えた一つは

「遊び」としての知ではないか。ホイジンガの『ホモ・ルーデンス』をふまえて丸山が考

えたのは、実用性を意図しない「遊び」としての知的営為の役割だった。ルールを共有し

た上で競いあう「遊び」の修練を重ねることで、異質な者が共存する営みとしての政治に

関わるための判断力も培われる。丸山が大学教育、ひいて成人教育一般に期待したのはそ

れであった。 
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②パネルディスカッション 

 報告者 油井大三郎 

 論 題 丸山眞男とアメリカ文化の交錯 

 概 要 3 点について考察した。①丸山は『思想の科学』に集まった知米派知識人と交

際し、アメリカ思想になじんだ。②50 年代前半には、アメリカ政治学の行動主義を市民的

民主主義の変質に対応し、その攪乱要因の均衡条件を探求するものと評価した。他方米国

は「赤狩り」時代であり、友人の E・H・ノーマンが自殺した。この面で丸山はアメリカ

を批判した。③60 年代前半に、日本を途上国のモデルにしようとして「近代化論」が出さ

れた。米側は数値化できる近代化の指標を示し、日本に適用してプラスの結論を出した。

一方日本側は軍部独裁的な体制下で戦争に突入した要因を問題とした。丸山は精神の近代

化や価値体系の問題を強調した。この視点はやがてベトナム戦争をへて米側に受容された。

一方 50 年代半ばから日本は経済成長期に入り、大衆消費社会化が進んだ。その中で自立

した市民をどう確立するか。「永久革命としての民主主義」を深める作業と共にわれわれの

課題であろう。 

 

報告者 區 建英 

論 題 丸山と中国の近代的思考の模索――私の世代の体験を中心に 

概 要 丸山の『日本の思想』における課題設定と方法から学んで、文革の原因究明を

志した。また丸山の福澤研究にふれ、「独立自尊」が意味する個人の自立や、国民がただ統

治の客体になっているような体制を批判する議論に共鳴した。だが自分のめざした思想の

価値を問う研究は壁にぶつかった。留学し丸山の指導を受けることで道が開けた。 

中国では改革開放政策下で新思想が流入し、経済好転や福祉改善の中で希望がうまれた。

また特権階級の腐敗や不公平の中で民主化運動が発展した。丸山はこの運動を支持した。

だが「六四」以後、政治的無関心や拝金主義が広がる反面で権威主義的政治が出てきた。

今世紀にはいり権利意識が向上し、政権も「親民」政治や「民意政治」を唱えだした。し

かし「父母官」による仁政と教化という考えには、伝統儒教的要素の再現が見られる。秩

序形成に参与する人民の自主的精神も成長しがたい。丸山の思想史的方法を活用し、精神

構造の深層に潜む執拗低音を追跡する必要がある。 

 

 報告者 趙 星銀（東京大学大学院博士課程） 

 論 題 韓国における丸山眞男 

概 要 1945 年 8 月 15 日以降を日本では戦後とよび、「もはや戦後ではない」ともい

うが、韓国では「未だ戦後ではない」。朝鮮戦争の停戦協定は休戦の合意にすぎない。軍出

身者の独裁政治はこの状況と関連する。植民地、南北分断、独裁を経験して、より民主的

な政治とより豊かな経済をどんなバランスで推進するかが韓国知識人の問題である。 

この環境で丸山はどう受容されるか。韓国の近代化は植民地性の克服も課題とする。福
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澤は植民地支配を正当化したと解されており、彼を偉大視する丸山は批判される。だが思

想をその可能性において捉える丸山の方法は、親日か反日か、北か南かでは割りきれない

韓国史上のグレー・エリアの分析に有効だろう。 

 

 コメント 聶莉莉（東京女子大学教授） 

 コメント概要 専門分化が進んだ日本で、学問と自分の問題意識（政治に翻弄される草

の根の中国社会の分析）との衝突に悩んだ。「超学問的な動機」と「厳密な学問的操作」と

の結合という丸山の南原評に励まされた。文革の狂乱後「自分とは何か」を自問した。「個

の自立」という問題に通ずる。丸山が自分の経験（拘留、兵営生活等）を概念化し、普遍

的問題を出した点にも共感した。 

各報告への質問は以下の通り。 

・油井報告への質問：ドイツ思想から多くを学んだ丸山がアメリカ文化と交錯したことは、

丸山思想の自然延長線上にあるのかどうか。またアメリカ思想を中心に学んだ日本人学

者と比べて丸山の特徴はどこにあるか。 

・區報告への質問：中国内だけでなく、台湾や東アジアで丸山の思想史的研究はどう受容

されているか。 

・趙報告への質問：召集された丸山は朝鮮に滞在し、その経験を活かして植民地主義批判

を行った。彼の「国籍性」という際、それをどう評価するか。 

 

 各報告者の回答概要 

・油井氏：第 1 点の丸山眞男にとってのアメリカ思想の意味についてです。私は丸山思想

の専門家ではないので、お答えがしづらいのですが、この間、丸山さんがアメリカの近

代政治学をどのように読んできたかを調べる中で非常に興味深いと思ったのは、丸山さ

んがアメリカ流の近代政治学の本を読んで非常に分かりにくいという反応をしめした

ことの意味についてです。それは、丸山さんが親しんできたドイツ思想で語られるよう

な体系性や歴史的な展望がアメリカ思想には希薄であるためだろうと思います。それを

アメリカ思想の欠点とする受け止め方が日本では強かったと思いますが、この問題の背

景には、アメリカの政治学や思想一般の傾向としてプラグマティズムの影響が根強く存

在するという問題があると思います。つまり、アメリカでは、現実生活のなかで思想が

どのような効用をもつかとか、現実生活の改良にどう役立つのか、という実践的な関心

が強いので、体系性よりは実用性を重視する傾向が強いのだと思います。このような実

用主義的な傾向は戦前の日本の思想の中では弱かったので、丸山さんもだいぶ戸惑った

のではないかと推測しています。 

しかし、他方で、丸山さんは、日本の思想がドイツなどを中心としたヨーロッパの輸

入学問的だという点を批判し、日本の現実に根ざした思想に作り変える必要性を強調し

ていましたので、現実社会での思想の実用性を重視するアメリカ流の思想に興味をもっ
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たのではないでしょうか。また、丸山さんは、ジャーナリストであった父親やその友人

の長谷川如是閑の影響でアメリカの大衆文化やジャーナリズムにも関心をもっていた

関係で、現実社会の新しい動向に絶えず鋭い関心を持ち続けていた点にもプラグマティ

ズムとの接点があったと思います。戦後の早い時期に丸山さんが鶴見俊輔さんなどの誘

いを受けて、知米派知識人を中心とする思想の科学研究会に参加したのもそのせいだと

思っています。 

第 2 点のアメリカ思想を中心に学んだ日本の学者と丸山さんとの違いの問題ですが、

これは世代差の問題につながると思います。戦後に政治学などの研究を始めた世代の多

くは、アメリカに留学し、アメリカ流の近代政治学や近代経済学を摂取して帰国し、戦

後の日本でアメリカ流の近代諸科学を広める上で大きな役割を果たしました。しかし、

その近代諸科学は資本主義体制内の改良には強い関心を抱きましたが、体制自体を歴史

的に相対化する姿勢は弱かったと思います。それに対して、丸山さんは、戦前のヨーロ

ッパ思想の影響を受けて、戦後も歴史性や体系性を重視した学問を継続していましたの

で、その点に差異があると思います。 

この点に関連して興味深いのは、1960 年代に入り、アメリカでは人種問題やベトナム

戦争の影響をうけて、マルクス主義なども含めたラディカル諸科学の復興が起こった点

です。日本史研究の分野でも、マルクス主義の方法を取りいれて研究をしていた E・H・

ノーマンが 1950 年代の赤狩り時代には無視されていたのに、1960 年代に若手であった

ジョン・ダワーなどによって「発見」され、復権を遂げてゆきました。しかも、そのき

っかけは、自殺したノーマンに対する丸山さんの追悼文の英訳をアメリカの若手研究者

が発見し、それがアメリカの日本史研究学界におけるノーマン復権につながったという

ことです。 

・區氏：私は主に中国文化圏での丸山の受け入れ方を紹介しよう。翻訳書について、台湾

では、先に『日本政治思想史研究』（台湾商務印書館、1980 年）と『現代政治的思想与

行動』（台湾聯経出版、1984 年）があった。大陸では、私が翻訳した丸山の福沢論『福

沢諭吉与日本近代化』（学林出版社、1992 年）が最初で、この訳著は後に『日本近代思

想家福沢諭吉』に改題されて再出版された（世界知識出版社、1997 年）。後に王中江さ

んも『日本政治思想史研究』を訳して出版した（三聯書店、2000 年）。また私と劉岳兵

さんと共訳した『日本的思想』（三聯書店、2009 年）もある。これらの訳書によって丸

山眞男が人々の視野に入ったが、同時に丸山に関する紹介や論述も少数ながらあった。

中でも孫歌さんが言った丸山の「ジレンマ」（両難）説が広く伝わり、一つの丸山イメ

ージとなっている。 

しかし実は静かな中で、人々は丸山の福沢論をよく読んでいる。より多くの人に読ん

でもらうと期待した北京大学教授の努力があってこそ、『福沢諭吉与日本近代化』が再

出版された。大陸では非常に多くの人が読んだに違いない。台湾も同じで、2013 年秋私

が台湾を訪れた時、ある大学院生が『福沢諭吉与日本近代化』を手に持っており、台湾
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大学図書館から借りたと言う。その本は長い年月を経た古本のようで、手に触れられる

ところは濃い茶色になっている。今この訳著は売り切れたが、電子版があり、大陸と台

湾の大学教員は電子版をネットから利用して授業に使っていると言う。本の内容につい

ての反応は様々だが、大多数の読者は感銘を受けて高く評価する。ただし福沢に違和感

を持つ読者も少なくない。福沢の「脱亜論」などのアジア論への視線は厳しく、これは

福沢の「脱亜論」の背景を説明するだけで解消できることではないようだ。そういう説

明は無用で、福沢のアジア論に問題があると人々は思っているが、だからと言って、福

沢の全思想を否定することにはならない。むしろ丸山の福沢解釈を通じて価値ある思想

を受け入れている。福沢より丸山への関心が高いようだ。『日本的思想』は出版されて

数カ月、ベストセラーになった。 

これに対し、丸山の徂徠学研究は大陸と台湾の学界にとっても受け入れ難いところが

ある。それにもかかわらず、中国文化圏の研究者から見れば、それは必ず対面しなけれ

ばならない、避けて通ることができない重要な存在だ。今、研究者は伝統の欠陥の克服

を図りながら、伝統の優れた要素を救出しようとし、朱子学を思想的検討の重要な対象

としているが、その中で丸山の徂徠論が重要な参照としてたびたび取り上げられている。 

丸山に関する学術論文は韓国ほど多く出ておらず、本格的な論文が中国にまだ現れて

いないが、私見では、それは、丸山が人々の研究対象とされているのではなく、人々自

分自身の思考に導入され、問題意識を共有しあるいは交錯する存在となっているからだ

と思う。この意味で、丸山思想史学は、今の中国にとって一つの貴重な知的資源だと言

えよう。 

・趙氏：第一に、丸山において植民地朝鮮の経験が兵隊経験と重なっている点である。つ

まり、兵隊においてはエリート出身の二等兵であったため、上官から虐められる弱者の

位置にあるが、植民地の人々からは日本帝国の兵士として恐怖と憎悪の対象として見ら

れるという、被害者と加害者としての両面性をここで経験したと思われる。丸山の終戦

直後の論文「超国家主義の論理と心理」に登場する「抑圧移譲」、即ち上から加わった

抑圧を下のものに移譲して行く暴力的な秩序の分析の背後には、この経験からの実感が

あったと思われる。 

第二に、敵と味方の区分に政治的なるものの本質を規定するシュミットの政治観が丸

山の政治学に大きな影響を与えている点から考えると、朝鮮半島の分断状況は丸山政治

学のケース・スタディとして非常に興味深い問題である。休戦状態のまま成り立ってい

る二つの国家は、その国家の正当性が敵と味方の区分のみにあることになるからである。

さらにそのような政治的大状況が、社会、経済、分化などの領域の隅々まで滲透し、各

領域において本来は独立的であるべき価値の問題を決定する「政治化」が非常に顕著な

社会でもある。さらに丸山の分析枠を通して韓国と日本を比較することは、どこまでが

「日本的」なものか、或は「アジア的」なものかを考えるためにも有用であろうと思わ

れる。 



64 
 

第三に、「国籍性」の問題に関しては、丸山が膨張主義的な超国家主義ではなく、一

国に限定された健全なナショナリズムの価値を評価している点を想起してもらいたい。

個々の自律的な構成員たちが、一つのバウンダリーの中で共同体を形成し、維持するこ

との重要性を丸山は意識していたと思う。おそらく個々人の間の健全な関係の延長線上

で、国家と国家の間の理想的な関係を構想したと思われるが、このような健全なナショ

ナリズムの持つ政治的価値について、もう一度考える必要があると思われる。 

  ※本シンポジウムの詳細は、『センター報告』第 10 号に掲載。 

 

    2015 年度講演会 

 

◇第 16 回丸山眞男文庫記念講演会 

 開催日 2015 年 11 月 27 日  一般参加者 約 160 名 

 報告者 古矢 旬（北海道大学名誉教授・北海商科大学教授） 

 演 題 丸山眞男と「アメリカ問題」 

概 要 丸山眞男とアメリカとの関わりについては、すでにこれまで入江昭、清水靖久、

油井大三郎各氏をはじめとする方々が、当センターの企画にかかる講演会や研究会等にお

いて、報告をされている。これらの報告以外にも、丸山の直接、間接の、また個人的、学

術的な「アメリカ経験」に多少とも言及する丸山眞男研究は少なくない。そのことは、丸

山の学究生活が、アメリカ合衆国を最大の一方当事国とする太平洋戦争と冷戦という国際

政治の大枠の内で展開されてきたことを思うならば当然といえるかもしれない。政治学者

としての、また知識人としての丸山が、主たる学究対象、批判対象としてきた日本政治は、

その間（そして今日もなお）まさに合衆国によって翻弄されてきたからである。 

 しかし他方で、このアメリカの影の濃さと大きさに比するとき、これまでの丸山眞男研

究において論じられてきた丸山の「アメリカ問題」認識は、やや断片的、あるいはエピソ

ード的な印象を免れない。それは、あるいは「アメリカは分からない」「アメリカは不可解

である」という丸山自身のアメリカに対する学術的、文化的な違和感に由来するのかもし

れない。この点も含め、丸山は、その世界認識、歴史認識において、「アメリカ」をどのよ

うな枠組みの内にとらえ、その存在意義を自らの政治思想史研究の中にいかに位置づけて

いったのかを試論的に検討した。 

  ※本講演の内容は、『センター報告』第 11 号に掲載。 

 

    2016 年度シンポジウム 

 

◇丸山眞男没後 20 周年記念国際シンポジウム 

 開催日 2016 年 10 月 14 日  一般参加者 約 300 名 

 テーマ 新しい丸山眞男像の発見 その世界大の視圏と交流のなかで 



65 
 

 

①講 演 

 講 師 平石直昭 

 演 題 丸山眞男文庫の意義と可能性について 

概 要 本講演は、東京女子大学丸山眞男文庫の設置背景、所蔵資料の整理・調査から

公開にいたる経緯、そして意義と可能性を論じて、それらを生かした今後の展望を示した

ものである。 

 1996 年 8 月 15 日の丸山眞男逝去から約 2 年後の 98 年 9 月、東京女子大学で丸山家所

蔵資料の受贈式が行われ、船本弘毅学長（当時）と丸山ゆか里夫人との間に「覚書」がと

りかわされた。この間、資料の受入れ先をめぐって多くの人が奔走したが、生前の丸山の

意志を汲み、同大学が第一候補に上がった。生前の丸山は自身の資料を、ライブラリーの

充実に苦しんでいる大学や研究機関、自治体の図書館等に寄贈し活用してほしいと考えて

おり、最終的に同大学への寄贈を希望としてもらしていたという。この丸山の意志を汲ん

だ丸山夫人の意向をうけ、松沢弘陽氏（当時、国際基督教大学教授）が旧知の大隅和雄氏

（当時、東京女子大学図書館長）に打診。大隅氏の尽力もあり、東京女子大で受け入れる

ことを理事会が決定した。 

 こうした動きの中で、(1)同大学では、資料を受け入れる体制を整備した（図書館内の専

用スペースの設置、所蔵資料の管理・運営主体となる組織の発足など）。(2)資料搬送前の

丸山宅では、松沢望氏、牛田尚子氏が丸山宅内の図書の配架状況の記録をとるなど、予備

調査を行った。(3)丸山の指導をうけた研究者（松沢氏、植手通有氏、飯田泰三氏、平石直

昭氏、宮村治雄氏、渡辺浩氏）が資料の整理・調査に従事する体制として、丸山文庫協力

の会を発足した。のちに協力の会には若手研究者（苅部直氏、眞壁仁氏、中田喜万氏、河

野有理氏）が加わり、現在に至る。(4)丸山夫人より東京女子大への多額の寄付金として資

金的な援助がなされた。 

 資料の整理・調査から公開にいたる過程には、資料の性質によって二つに分けられる。

(1)図書・雑誌と(2)ノート・草稿類である。 

 (1)図書は、丸山宅の配列状況に基づいて登録。そして図書館員が精力的に整理を進め、

2000 年 12 月、その成果を『丸山眞男文庫寄贈図書資料目録』にまとめ、翌年 3 月に丸山

夫人に寄贈した。ただしその後も丸山家から資料の寄贈がつづけられており、より正確か

つ新しい情報を反映した冊子体目録の刊行は今後の課題である。なお、書誌の電子入力が

進められ、東京女子大学図書館 OPAC による所蔵図書の検索を可能としている。 

 資料の公開にあたり、丸山による手沢のない図書・雑誌は、丸山の意志に即して一般に

開放することが望ましいこと、手沢のある図書・雑誌は厳重に保管する必要があることを

確認し、手沢の有無の調査を開始。(a)そして、2005 年 4 月、手沢のない図書（約 12200

冊）を公開。(b)次いで、2006 年 1 月より、手沢のある図書（約 5800 冊）の該当箇所の調

査を開始。手沢のあるページを電子化（PDF 化）し、点検作業などを経て 2010 年 7 月、
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当該ページを PDFによって公開した。(c)さらに、2010年度より雑誌の手沢の調査を開始、

図書の公開方針を準用し 12 年 5 月に公開した。(d)最後に、楽譜類は土合文夫氏（東京女

子大学教授）による調査（2011 年春～12 年秋）をふまえ、13 年 5 月、手沢のないものを

公開。手沢のあるものは、2014 年 3 月より段階的に公開を開始し、現在すべて（434 冊）

が閲覧可能である。 

 (2)ノート・草稿類は、1999 年 1 月に、文庫協力の会メンバーが調査を開始した。当初

確認されたのは 1070 件だが、なかには段ボール 1 箱を 1 件と数えたものも含まれ、精査

が必要とされた。そこで、調査票の書式を決め、メンバーが分担し、各資料の内容を調査

票に書きとめていく作業を進め、2003 年秋にこの第一段階の調査を終えた。 

 つぎに、資料検索の便宜のため、分類項目を設け、各資料の分類作業を進めた。前述の

若手研究者の協力を得、分担して作業を進め、その後、メンバー1 名が全体の不統一や重

複を整備し、2006 年 8 月、この第二段階の作業を終えた。 

 第三段階として、資料を一般に提供するにあたり、以上の情報を電子目録として公開す

るため入力作業を開始。その際、資料タイトルと内容との対応性の確認、重要度の高い資

料を電子化（PDF 化）し公開するための選定と実務作業等を進めた。こうして、2009 年

7 月より部分公開を開始。2011 年 7 月、ほぼすべての資料を公開した。 

 なお、この間、東京女子大学では、2001 年 10 月、丸山眞男記念比較思想研究センター

（仮称）を発足し、体制を整備。2005 年 3 月には、機関誌『丸山眞男記念比較思想研究

センター報告』を創刊した。 

 以上のような背景と経緯をもつ丸山眞男の意義と可能性として以下のものがあげられる。

(1)20 世紀日本の知識人がいかに時代の課題と格闘しながら、自己の思想と学問を形成し

たかということを、丸山眞男を通して見るとき、丸山文庫所蔵資料によって追経験するこ

とができる。(2)丸山文庫には、吉野源三郎が整理した平和問題談話会資料（2003 年 2 月、

岩波書店より寄贈）や丸山に宛てた書簡類（2004 年 8 月、丸山家より追加寄贈）があり、

これらを通じて日本の知識人運動、知識人たちの知的交流の軌跡をたどっていくことがで

きる。(3)過去の知識の貯蔵庫である大学が、優れた学者のアーカイブズをもつことは、日

本社会全体に学問的思考を根付かせてゆくための有力な拠点となる。丸山文庫はその一つ

の範例としての意味をもつ。 

 

②パネルディスカッション 

 報告者 ヴォルフガング・ザイフェルト（ハイデルベルク大学名誉教授） 

 論 題 丸山眞男とドイツの思想・学問――戦前、戦中、そして戦後 

概 要 本報告は、丸山におけるドイツの思想・学問の受容、読書経験という観点から

論じられたものである。丸山みずから、自身の思想・学問の形成にとってドイツの学者の

存在が大きかったことを語り残している事実に基づく。ただし、重要なのは、ドイツ国籍

の学者をとりあげたことではなく、丸山が挙げたドイツ人学者における学問的方法論の内
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容である。そうして本報告では、丸山の旧制高校の時代から晩年までをたどっていく。わ

けても、戦前と敗戦直後（1946 年～50 年代の時期）とに焦点を当てる。 

 第一に、敗戦までの時期は、三つの読書経験に要約される。(1)ヘーゲルとマルクス、(2)

カール・マンハイム、(3)マックス・ヴェーバーである。 

 まず、ヘーゲルとマルクスを、丸山は、高校・大学の学生時代に、語学（ドイツ語）学

習と並行して読み進めていった。両著作から丸山は、とくにその歴史哲学に含まれた発展

段階論に共感した。しかし他方、丸山は、とくにマルクス（主義）の認識論に批判的な見

方をもち、それと立場を異にする新カント派にも満足せず、新しい方法を探究した。 

 次に、マンハイムから丸山は、思想史の方法を学んだ。「思想史の方法を模索して」（1978

年）の中に、この点に関する丸山の回想がある。それによれば丸山は、新カント派とマル

クス主義が共有していた認識論的前提とは異なったものを、マンハイムの中に見出した。

とくに「ペスルペクチビスムス(Perspektivismus)」という認識方法がそれである。それは

「思惟主体」の認識内容にその人物の社会的立場が深く関係しているという理解に立って、

より「プルーラルで、しかも動的な展望が現われ」るというものである。 

 最後に、ヴェーバーについて丸山は、たびたび言及している。前掲「思想史の方法を模

索して」にも見られるが、ここで丸山が取り上げたヴェーバー著作は『政治論集』である。

このことは、丸山自身が語り残しているように、日本の統治構造の分析に役立てられるこ

とはあっても、思想史の方法に関わるものではなかった。 

 第二に、敗戦直後（1946 年～50 年代）の丸山の読書経験で重視すべきは、カール・シ

ュミットとフランツ・ノイマンである。論文「超国家主義の論理と心理」（1946 年）にお

いて丸山は、「価値に対する中立性」を特徴とする西欧の近代国家と、天皇を最高価値とし

た日本の近代国家とを比較した中で、シュミットを参照している。そこで丸山は、為政者

の権力観を問題にした。 

 他方、ノイマン『ビヒモス』（原著 1944 年）は、丸山のファシズム論において大きな意

味をもった。「ファシズムの諸問題」（1952 年）の中で丸山は、E・レーデラーや P・ドラ

ッカーと異なる独自のファシズム論を展開した、ノイマンのこの書を高く評価している。

とくにノイマンは、フランクフルト学派の思想家と交流したことにも留意すべきである。 

 1960 年代以降、ドイツの思想・学問に対する丸山の言及はほとんど見られなくなった。

その理由として、(1)英米の学者との親交が深まっていったこと、(2)東西に分裂したドイツ

に見るべき思想的または政治的状況に乏しかったこと、(3)丸山が日本の思想的伝統の問題

に関心を集中していったことが挙げられる。 

 今日の視点から見直すとき、当時のドイツには、フランクフルト学派に代表される思想・

学問が台頭していた。彼らの思想・学問が戦後ドイツ社会に果たした役割と、丸山が日本

社会に果たした役割とには共通点がある。そして、人民に対する為政者の権力のあり方に

ついての知見など、今日の政治的・社会的状況において彼らを生んだ日独両国の人びとに

限らず、学ぶべきものがある。今後両者の比較などが研究課題となるだろう。 
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 報告者 孫 歌 

 論 題 丸山眞男の「三民主義」観 

 概 要 本報告は、丸山の講演記録「孫文と政治教育」（1946 年）に基づいて、孫文の

「三民主義」論に対する丸山独自の理解とその意義を論じたものである。また、両者の考

えのズレから、政治教育に対する丸山の考えと実践、その特質を論じている。 

 「民族主義」「民権主義」「民生主義」を内容とする「三民主義」は、非政治的な中国の

民を政治的国民（「国族」）に変え、革命勢力に育て、建国の主体としていくために、孫文

が行った講演の原稿を主なテクストとする（『三民主義十六講』1924 年）。 

 丸山は孫文の「三民主義」論の中でも、三民主義の課題、その課題における政治教育の

目標、それを実現する方法に問題を絞って、分析を行った。丸山は、「民衆の政治化」とい

う孫文の意図を的確に理解していた。「民衆の政治化」とは、(1)民衆一人ひとりが日常の

政治性を担う主体となること、(2)生活から遊離した「政治」を民衆の日常生活の中に引き

下ろすことを意味する。しかも丸山は、孫文がここで高等な理念を掲げて民衆の動員をは

かったのではなく、人びとの直接的な利害に訴えたことに着目していた。この孫文の主張

の背景には、1923 年の国民党改組にともなう革命方針の転換があったからである。このよ

うにして丸山は、孫文の「三民主義」を、その背景にある問題意識を通じて、内在的に理

解しようとし、的確に把握した。 

 しかし、丸山の理解した「三民主義」と孫文が主張したそれとの間には重要なズレがあ

った。それは中国または東洋の「伝統」に対する認識の中にある。近代西洋の政治思想の

概念を用いて「三民主義」を論じた孫文は、西洋民主主義を肯定すると同時に、他方では

模索中の政治体制であって、理想的なものではないと考えていた。そうして中国の伝統的

な観念の中に、新しい中国を築く可能性を見ていた。 

 具体的には、孫文は「修身」「斉家」という私的な「徳」を公的なものへ転換しようとし

た。このことは、孫文が非政治的自由と政治的自由とを区別しなかったことを示している。

孫文は、伝統的な個人や家族本位の考え（非政治的自由）を、郷族社会へ拡大し、そうし

て外国に対する国族の自由（政治的自由）として再構成しようとした。また、「忠誠」の観

念を用いて、その対象を皇帝から人民に転換しようとした。そのとき孫文は、『三国志』の

故事に基づき、人民を無能な君主（阿斗、のち劉禅）に、為政者を有能な丞相（諸葛孔明）

になぞらえた。こうして孫文は、「民衆の政治化」（国族）と中央集権体制の確立という課

題を同時に成り立たせ、西洋列強に対抗してゆくことを考えた。 

 孫文がこのように伝統的な観念を積極的に用いたことを、丸山はよく理解していたが、

丸山にとってそのことはどこまでも戦略的な判断にとどまるものであった。丸山によれば、

中国の伝統的観念には、戦略的な利用価値以上のものはない。そのような丸山の「伝統」

観は、孫文を福沢と関連づけて理解したという後年の回想からも首肯できる。儒教的「伝

統」に対する福沢の批判に丸山は学んでいた。 
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 社会変革のために要請される政治教育について、丸山自身は、伝統的観念の積極的利用

を中心的なテーマとしなかった。論文「福沢に於ける「実学」の展開」（1946 年）で丸山

は、福沢が西洋の物理学的思考を導入して認識論的転回をはかったことを論じている。対

象を客観的に把握する態度と、その要件としての主体的精神、両者を媒介する実験精神を

養成するためには、「伝統」との断絶が必要である。政治教育の内容を規定する政治学もま

た、概念が一人歩きしてきた「伝統」に対して、その概念を民衆の日常生活に引き下ろし

て再構成していく必要を丸山は考えた。 

 1960 年代初頭まで丸山はこの政治教育の仕事を「夜店」として展開し、60 年代以降は、

日本政治思想史の講義・研究という「本店」によって問いつづけた。「古層」論はそうした

問題意識の現われと見ることができるのではないか。 

 

 報告者 アンドリュー・E・バーシェイ〔紙上参加〕 

 論 題 プロテスタント的想像力――丸山眞男、ロバート・ベラー、そして日本思想研究

に関する覚書 

 概 要 本報告は、丸山に見出されるプロテスタンティズムに特徴的な思考様式の意味

を論じ、その内容を、丸山と親交をもった宗教社会学者、日本思想史研究者のロバート・

ベラーにおけるそれと比較したものである。 

 丸山が人間の根本悪に眼差しを向けていたことは、ドストエフスキーや親鸞について書

いた書簡やメモなどが暗示している。また、内村鑑三門下の南原繁をみずからの師とした

ことによって、無教会派の思想は丸山に一定の知的影響を与えた。丸山において、プロテ

スタント的想像力は、世俗的改革の面で、つまり、権力衝動の心理、伝統や社会的惰性、

画一化への圧力といったものに対する認識をもち、それによって目の前の状況を変えるた

めに行動する近代的人格の型の把握に導くものだった。このようなプロテスタント的想像

力は、見えざる権威を想定するが、これは近代天皇制の権威主義やマルクス主義の正統的

世界観と対立する。 

 他方ベラーも、違った方法ではあるが、丸山に似た、自己変革と持続的革新を可能にす

るような近代社会を構想した。しかし、日本社会の中で宗教的原理の果たした役割につい

て、両者の見解は異なるものだった。 

 『徳川宗教』（1957 年）においてベラーは、プロテスタントの世俗内禁欲倫理に対応す

るものを日本の宗教的伝統の中に発見した。とくにその重要な発見は、経済的合理化が政

体の合理化の過程で補助的な役割を果たしたということにある。それまでの伝統的な藩主

や藩、天皇に対する身分的な忠誠は、疑似普遍的に機能していくようになった。明治維新

以後のことをあまり論じていないが、全体としてここでのベラーは悲劇的な見方をとって

いない。 

 それに対して丸山は、ベラー『徳川宗教』から刺戟を受けたものの、天皇への崇拝は非

合理的な伝統主義を再生産するものと考えた。現世と緊張関係をもつはずの禁欲倫理は、
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日本社会の中には見られないものだった。 

 1960 年代初めに日本に旅したベラーは、現代日本に関心を向け、それによって書いた論

文の中で、丸山の批判を受け入れた。ベラーの関心は宗教改革のあり方に向けられ、ある

べき改革社会像は、当時のベラーの日本論を特徴づけた。社会の中に個人を埋め込み、社

会と個人を区別しないような価値範型を ground bass(basso ostinato)と呼び、日本の隠れ

た超越の伝統はこれと闘わなければならないと主張した。しかしベラーの日本に対する関

心は、60 年代後半には実質的に終息していた。米国の状況を通じてベラーは、近代化の現

実形態が奇形であると考えるようになった。 

 丸山とベラーはそれぞれ、対比されるべき代表的な作品をもっている。丸山「超国家主

義の論理と心理」（1946 年）とベラー「米国の市民宗教」（1966 年）である。丸山は、こ

の論文で帝国の病理を批判し、これ以降、新しい民主的意識のために書き行動した。その

活動は 60 年代には「夜店」と称して退き、「古層」論への探究に向った。 

 対照的にベラーは、公民権運動とベトナム反戦運動の中で、「米国の市民宗教」を書いた。

時代の潮流が新自由主義に向かうにつれ、「改革後」社会としての米国は、ベラーにとって、

米国のプロテスタント的規範の欠陥の現われだった。こうしてベラーの関心は、「枢軸的突

破」に向けられた。最後の大作「人間進化における宗教」（2011 年）で彼は、進化の所産

として「枢軸的突破」（古代イスラエル、ギリシア、中国、インド）を取り上げ、欲望が暴

走する世界で人間性が生き残る最善の希望をそこに見出した。 

 他方、丸山は、「正統と異端」というキリスト教的問題構成から日本の思想史的分析に立

ち向かった。しかし問題構成と対象との関係は適したものではなかった。対象が目の前で

変化していく過程で丸山は「精神的スランプ」に陥った。こうした経験を経て、丸山の弁

証法的思考は原初の「起源」に向ったとき、「否定」を伴う「古層」論として現われた。ベ

ラーが「枢軸的突破」に希望を見出すことが出来たのと対照的であった。 

 

 報告者 金 錫根（峨山政策研究院教授） 

 論 題 韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方 

 概 要 本報告は、過去の一時代を築いた丸山の思想・学問が、現代の韓国社会におい

てもつ意義を論じたものである。韓国における丸山の思想・学問への認知、受容、理解の

3 点について論じる。 

 丸山が明確に認知されたのは、1930 年代、40 年代に生まれた第一世代（朴忠錫氏、崔

相竜氏）の留学による。それより先、1910 年代生まれの学者（洪以燮氏、李用煕氏）が丸

山を「発見」していた。彼らは丸山の思想史研究の視座、またはナショナリズムに対する

分析に着目した。 

 丸山の思想・学問の受容は、著作の翻訳作業によって促進した。とくに 1990 年代以降、

報告者が丸山著作の翻訳を進めてきた。それまでは、日本語著作の翻訳自体が主流でなか

った。学界における欧米志向、反日感情、翻訳作業への軽視といった事情があった。 
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 しかし、『日本政治思想史研究』の韓国語訳（1995 年）をきっかけに丸山は着目される

ようになり、『現代政治の思想と行動』（1997 年）、『忠誠と反逆』（1998 年）、『日本の思想』

（1998、2012 年）、『「文明論之概略」を読む』（2007 年）、『戦中と戦後の間』（2012 年）

と訳書が刊行されつづけている。現在、『丸山眞男講義録』第 6 冊、第 7 冊の翻訳作業が

進んでいる。 

 これらの訳書を通じて、丸山の思想・学問は、理解を深めるべき研究・評価の対象とし

て認識されるに至った。近年では（2013、14 年）、丸山眞男を主題とした学術シンポジウ

ムを開催するに至っており、その様子は韓国の新聞でも大きく紹介された。 

 もっとも、丸山への評価は否定的なものもある（なかには日本での議論を紹介したもの）。

(1)朱子学的思惟の解体と近代的思惟の形成を中心とした丸山の思想史認識の問題。(2)丸山

における「近代主義」的ないし「国民主義」的思想の問題。(3)丸山の主張は西洋を理想化

し、日本（アジア）に足りないものを指摘した欠如理論という批判。(4)侵略主義的にも読

める福沢諭吉の思想を丸山は好意的に評価している（または誤って解釈している）という

批判。(5)「古層」論は丸山が自身の主観を歴史に投射させたもので、歴史的事実から乖離

しているとする批判。その他、丸山のファシズム論への批判なども出てきている。これら

の批判には問題もあるが、議論を通じて、今後ますます丸山への理解は深められるであろ

う。 

 いかなる批判によっても丸山の思想・学問の普遍的価値は変わらない。個人の「主体意

識」と「良心」、「責任」といった諸概念、「永久革命」としての「民主主義」という理念と

それに基づく多数の専制やポピュリズムへの批判などは、現代の韓国社会を分析する上で

不可欠のものである。また「古層」論も、戦略的に用いることによって、「韓国化」の現象

に対する批判的認識を可能にする。 

 ただし丸山の思想・学問の現代的意義は、韓国社会にだけ当てはまるものではない。1930

年代の帝国の時代を連想させる現代の日本政治に対して、丸山の遺産は一層顧みられるべ

きであろう。このとき、丸山の思想・学問は、自己反省と他者理解をうながす良き「鏡」

となってくれるにちがいない。 

 

 コメント 黒沢文貴 

 コメント概要 先行研究に照らしながら、「新しい丸山眞男像」は、丸山の思想（形成過

程）と人格（形成過程）との交互関係に配慮して追究することで「発見」されていくもの

という見通しを示した上で、各報告に対して、主に以下のような問題が示された。 

(1)ロバート・ベラーと丸山との人格的交流を背景にもつ思想的交流の内容を扱い、丸山

の内面に迫ったバーシェイ報告は、とても意義が深い。ここからさらに一歩進めて考えて

みたい。他の欧米知識人と丸山との交流はどのようなものであったのか、そうした交流を

通じて、丸山が彼らに与えた影響はどのようなものであったか、ベラー等との人格的交流

をこえた丸山における米国イメージはどのようなものであったか。 
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(2)ザイフェルト報告が指摘したように、丸山はドイツ学によって思想を形成したが、他

方、同時代のドイツ人学者と丸山との交流はどのようなものであったか。 

 (3)欧米に比べてアジアについて積極的に語らなかった丸山にとって、アジアがもった意

味（竹内好等との関係を含めて）はどのようなものであったか。また、中国や韓国が丸山

に与えた影響としてどのようなものが考えられるか。 

 (4)各国で、若い人びとは丸山をどのように読んでいるか（読んでいないか）。 

 (5)対象を日本に限定しながらも、つねに普遍的なものを追究してきた丸山にとって、「古

層」論もまた、普遍的なものへの意識が前提にされているのではないか。その場合、各国

の研究者よりみて、「古層」論の方法的意義としてどのようなことが考えられるか。 

 

 各報告者の回答概要 

・ザイフェルト氏：アカデミックに属する人びとの間では、英訳版『現代政治の思想と行

動』などが読まれ、丸山による一定の影響はあったと考える。ただし、思想史研究とし

てすぐれた作品の一つ、「忠誠と反逆」は、残念ながらあまり読まれていない。一般の

読者層は、日本への関心から、独訳版『日本の思想』を手にとって読んでいる。ただし、

とくに若い読者層が抱いている日本への関心は、「禅」や儒教、宗教的なものに対する

ものが主で、『日本の思想』はそうした人びとにとって極めて難解である。 

・孫氏：丸山が中国からうけた影響は、ドイツに比べれば比較にならないほど少ないだろ

う。しかし戦中・戦後、丸山は中国に目を向けつづけ、重要な時期に、短いが的確な分

析を行っている。また、竹内好の日記について述べた発言の中で、丸山は中国について

の鋭い洞察を示している（そこには多少、竹内からの影響があったかもしれないが、丸

山自身の認識といってよい）。丸山の「古層」論は、歴史に内在する動力、「ベクトル」

のようなものだと思う。丸山や孫文や他の思想家におけるそうした歴史の「ベクトル」

を追究していくことによって、歴史というものについての普遍的な視野が得られるので

はないか。 

・金氏：韓国ではいろいろな丸山批判があるが、その中には、何のための批判かハッキリ

しないものも多い。丸山批判によって自分を偉く見せようとする者もいるようだ。しか

し他方、若い人たちの中には、韓国語訳によって丸山著作を読むようになり、日本に対

する見方や考え方が変わったといった反応が見られる。「古層」論は、思想史研究の方

法として用いるためには、歴史的事実の確認が求められるので、そうした勉強などにと

って有効と思う。しかし、ともすれば、思想史研究のためではなく、自分の思想を語る

ための道具になってしまいやすいので、注意が必要だ。「古層」論を戦略的に用いると

先ほど述べたのは、この点に関連する。 

（文責：中田喜万・川口雄一） 

  ※本シンポジウムの詳細は、『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジ

タルアーカイブの構築と活用―』＊141 に掲載。 
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4. 研究成果とその発表状況 

 

※「＊付数字」は、本文「Ⅱ－1 テーマ別研究・事業の過程と成果」中の「＊付数字」

に対応している。 

※各項目内で、発表年度順に通し番号を付した。 

※共著の場合、「(1) 本事業参加研究者の研究発表の状況」および「(2) 本事業参加研究者

のその他の研究成果等」欄では、本事業参加研究者の名前に下線を引いた（(1)では当該

テーマ参加者のみ）。「(3) 若手研究者の研究発表の状況」欄では、若手研究者（川口雄

一（2015 年度―16 年度特任研究員）、山辺春彦（2012 年度―14 年度特任研究員）、金

子元、佐藤美奈子、播磨崇晃、堀内健司（以上、リサーチフェロー））の名前に下線を

引いた。 

※本事業参加研究者と若手研究者の共著は、「(1) 本事業参加研究者の研究発表の状況」お

よび「(2) 本事業参加研究者のその他の研究成果等」欄にのみ掲載した。 

 

(1) 本事業参加研究者の研究発表の状況 
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49. 米原謙・中田喜万・河野有理ほか『政治概念の歴史的展開 9 「天皇」から「民主主

義」まで』、晃洋書房、2016 年 9 月、総 300 頁。 

50(*160). 松沢弘陽・植手通有・平石直昭（編集・補注）『定本 丸山眞男回顧談 上』岩

波現代文庫、2016 年 7 月、総 404 頁。 

51(*161). 松沢弘陽・植手通有・平石直昭（編集・補注・解説）『定本 丸山眞男回顧談 下』

岩波現代文庫、2016 年 8 月、総 368 頁。 
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＜学会発表＞ 

テーマ１： 

1. 茂木敏夫「東アジアにおける朝貢秩序の実態とその語り方」 

東北亜歴史財団東アジア研究フォーラム国際学術会議、韓国・延世大学、2012 年 11 月 

2. 茂木敏夫「中華世界秩序論与其新階段」 

華東師範大学現代中国与世界聯合研究中心「中華民族的国族形成与認同」学術研討会、

中国・華東師範大学、2013 年 3 月 

3. 區建英「厳復における国民形成と＜中学＞価値の再構築」 

北京大学主催・厳復シンポジウム、中国・北京大学、2013 年 10 月 

4. 區建英「中日近代と西洋：厳復と福沢諭吉の異文化受容と思想構築」 

台湾大学主催・東亜思想交流史シンポジウム、台湾・台湾大学、2013 年 11 月 

5. 茂木敏夫「「境界」認識の変容と活用――国境把握をめぐる知識の現在形」に対するコ

メント 

東アジア近代史学会、東京・中央大学、2013 年 6 月 

6. 茂木敏夫「普遍と個別――近現代東アジアにおける秩序構想の語り方」 

近代日本政治外交史研究会、東京・大東文化大学、2013 年 12 月 

7. 茂木敏夫「戦後体制の東アジア的文脈――中国から考える」 

戦後体制研究会、東京・学士会館、2014 年 1 月 

8. 小檜山ルイ「明治期における『人格』と女性――中村正直と新渡戸稲造を通じて」 

  日本ピューリタニズム学会、東京・青山学院大学、2014 年 6 月 

9. Rui Kohiyama, “From the Indian Ocean to the Pacific: Missionary Hill Stations in 

India,” 

International Conference on “New Directions in Indian Ocean Studies,” on Feb. 28, 

2015 at Osmania University Centre for International Programs, Hyderabad in 

collaboration with Indian Council of World Affairs, New Delhi. 

10. 眞壁仁「日本政治思想史における（市）「民」：意味の変容と課題」 

「グローバル化時代のシティズンシップ」研究会、京都・京都大学、2015 年 2 月 

11. 茂木敏夫「前近代的中華秩序及其近現代的展開――從可能性及限界思考」 

東亜視域中的「中国／中華」意識国際学術研討論会、台湾・国立台湾大学、2014 年 7

月 

12. 渡辺浩「丸山眞男の儒教解釈について」 

The Asan Institute for Policy Studies 主催シンポジウム"Maruyama Masao and the 

East Asian Thoughts : Modernity, Democracy and Confucianism"、韓国・牙山市、2014

年 7 月 

13. 安藤信廣「庾信から趙王へ―「周趙王集」の全体像と価値―」 

中国文化学会研究例会、東京・大妻女子大学、2015 年 
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14. 安藤信廣「北周趙王「道会寺碑文」と仏教再興―聖武天皇宸幹『雑集』の価値―」、 

東アジア仏教研究会大会、2015 年 12 月 

15. 區建英「孫中山“民権主義”的時空転換与創造」 

国際シンポジウム「儒家道統与民主共和」、台湾・台湾師範大学、2015 年 9 月 

16. 區建英「孫中山“民権主義”的実践和創造」 

国際シンポジウム「近代文化与近代中国」、中国・北京師範大学、2015 年 10 月 

17. 區建英「孫中山的“民族主義”和“大亜洲主義”」 

国際シンポジウム「伝承と創新：紀念孫中山誕生 150 周年」、台湾・台湾国父紀念館、

2015 年 11 月 

18.  Rui Kohiyama, Organizer and Comments for “New Approaches to History of 

Diplomatic Practices,”  

22nd International congress of Historical Sciences on Aug. 26, 2015 in Jinan, China. 

19. Rui Kohiyama, “Women’s History at Cutting Edge in Japan,”  

22nd International congress of Historical Sciences on Aug. 26, 2015 in Jinan, China. 

20. 小檜山ルイ「プロテスタントの女性宣教師経営の学校」 

キリスト教史学会 2015 年度大会シンポジウム「近代日本のキリスト教「女子教育」再

考――その歴史に見る多様性をめぐって」、東京・東京女子大学、2015 年 9 月 

21. 茂木敏夫「「冊封・朝貢」の語られる場」 

東アジア近代史学会・2015 年度大会シンポジウム「「冊封・朝貢」体制再考――近代東

アジアの国際秩序をめぐる外交と言説」、東京・東京女子大学、2015 年 6 月 

22. 渡辺浩「フランス革命、明治革命、中国革命――トクヴィルで考える “The French, 

Meiji and Chinese Revolutions in the Conceptual Framework of Tocqueville”」 

現代政治思想研究部会（「東欧・中国の民主化とトクヴィルおよびシュンペーターの政

治理論」科研費・基盤研究（C）、研究代表者 : 松本礼二）、東京・早稲田大学、2015

年 9 月 

23. Rui Kohiyama, “The 1927 U.S.-Japan Doll Exchange: the Latter-Day Form of 

Women’s Foreign Mission Endeavor and its Reverberations in the Japanese Empire,”  

 2016 Annual Conference, Organization of American Historians on Apr. 8, 2016 in 

Providence, RI. 

24. 茂木敏夫「中国的秩序の理念――その特徴と近現代における問題化」 

人間文化研究機構「北東アジア地域研究推進事業」島根県立大学北東アジア地域研究セ

ンター拠点プロジェクト第 1 回国際シンポジウム「近代的空間の形成とその影響――北

東アジア 胚胎期の諸相」、島根・島根県立大学、2016 年 11 月 

 

テーマ２： 

25. 河野有理「「政体」論は何を終わらせたのか？：明治初期「政体」論の位相」 
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「日中両国における西欧立憲主義の継受主体にみる受容の態様」研究会（科研費・基盤

研究(B)、研究代表者 : 高見勝利）、2015 年 2 月 

26. 河野有理「秘密と情実 西周の政治思想をめぐって」 

島根県立大学西周研究会・同北東アジア研究会共催第 13 回西周シンポジウム「明六社

と西周」、島根・島根県立大学、2015 年 11 月 

27. 平石直昭「西周と徂徠学」 

島根県立大学・西周研究会主催、津和野町・同教育委員会後援「第 14 回西周シンポジ

ウム」、島根・津和野町民センター、2016 年 11 月 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況、インターネットでの公開状況等 

 

【既に実施しているもの】 

●シンポジウム 2 回 

1(*162). 中間シンポジウム、「現代世界の中で丸山眞男をどう読むか」、2014年 6 月 27日、

東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/ 

maruyama-project/meeting/symposium1/ 

  苅部直「政治のための教養――丸山眞男百歳」 

  油井大三郎「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」 

  區建英「丸山と中国の近代的思考の模索―私の世代の体験を中心に―」  

  趙星銀「韓国における丸山眞男」 

  聶莉莉「油井報告・區報告・趙報告へのコメント」 

  油井大三郎・區建英・趙星銀「コメントへの応答」 

2(*163). 国際シンポジウム、「新しい丸山眞男像の発見 その世界大の視圏と交流のなか

で 」、 2016 年 10 月 14 日 、 東 京 女 子 大 学 23 号 館 1 階 23101 教 室 、

http://office.twcu.ac.jp/univ/ 

research/project/maruyama-project/meeting/symposium2/ 

平石直昭「丸山眞男文庫の意義と可能性について」 

ヴォルフガング・ザイフェルト「丸山眞男とドイツの思想・学問―戦前、戦中、そし

て戦後―」 

孫歌「丸山眞男の「三民主義」観」 

アンドリュー・バーシェイ「プロテスタント的想像力―丸山眞男、ロバート･ベラー、

そして日本思想研究に関する覚書―」 

金錫根「韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方」 

黒沢文貴「コメント」 
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平石直昭・ヴォルフガング・ザイフェルト・孫歌・金錫根・ジャック・ジョリ・黒沢

文貴・中田喜万「討論・質疑応答」 

 

●研究会 13 回 

1. 第 1 回研究会、2012 年 10 月 12 日、東京女子大学 23 号館 2 階 23300 室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar1/ 

平石直昭「丸山文庫所蔵の自筆講義ノート（50 年代後半）について」 

安藤信廣「幕末の『イソップ物語』の読まれ方―中国との比較にも触れて―」 

2. 第 2 回研究会、2012 年 12 月 14 日、東京女子大学本館 1 階 021 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar2/ 

土合文夫「丸山眞男の楽譜蔵書をめぐって」 

清水靖久「丸山眞男と米国」 

3. 第 3 回研究会、2013 年 4 月 26 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar3/ 

小檜山ルイ「「知識人」と「家庭」問題―文化生活運動をヒントとして」 

4. 第 4 回研究会、2013 年 6 月 28 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室 

苅部直「村岡典嗣と丸山眞男・研究スケッチ」 

5. 第 5 回研究会、2013 年 11 月 29 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar5/ 

中田喜万「天皇概念の歴史的展開――その称号・系図・史論」 

6. 第 6 回研究会、2014 年 2 月 12 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar6/ 

雨田英一「長谷川如是閑「伝統と教育～教育者としての自覚～」（『改造』1952 年 7

月）」 

7. 第 7 回研究会、2014 年 4 月 22 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室 

近藤邦康「1989 年 3 月 20 日丸山眞男・李沢厚対談」 

8. 第 8 回研究会、2014 年 11 月 28 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar8/ 

土合文夫「丸山眞男と文人たちとの交流」 

9. 第 9 回研究会、2015 年 2 月 13 日、東京女子大学本館 1 階 021 会議室、 

眞壁仁「神の憑依するところ：昌平黌釈奠改革と徳川日本の儒礼受容」 

10. 第 10 回研究会、2015 年 5 月 29 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar10/ 

茂木敏夫「丸山眞男の論説と中国、東アジア――考察事始め」 

11. 第 11 回研究会、2015 年 7 月 24 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar11/ 
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奥波一秀「丸山眞男と音楽にまつわるいくつかの謎」 

12. 第 12 回研究会、2015 年 10 月 2 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar12/ 

平石直昭「丸山眞男・1956 年度講義の概要」 

13. 第 13 回研究会、2016 年 5 月 25 日、東京女子大学 1 号館 3 階 131 会議室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/seminar13/ 

湯浅成大「丸山先生の英文翻訳にあたって」 

 

●公開研究会 5 回 

1. 第 1 回公開研究会、2013 年 3 月 5 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/ 

openseminar1/ 

河野有理「「正統と異端」研究会をめぐって」 

2. 第 2 回公開研究会、東京女子大学 24 号館 2 階 24201 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/ 

openseminar2/ 

黒沢文貴「再考・戦後の日本近代史認識――昭和戦前期の「戦争の構造」と「歴史の

構造」をめぐって」 

茂木敏夫「黒沢文貴「再考・戦後の日本近代史認識――昭和戦前期の「戦争の構造」

と「歴史の構造」をめぐって」へのコメント」 

3. 第 3 回公開研究会、2014 年 9 月 22 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/ 

openseminar3/ 

渡辺浩「どんな「男」になるべきか：江戸と明治の男性理想像とその変化」 

4. 第 4 回公開研究会、2016 年 2 月 19 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/ 

openseminar4/ 

宮村治雄「中江兆民『三酔人経綸問答』再読―「理学」と「経綸」の間で―」 

5. 第 5 回公開研究会、2016 年 6 月 17 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24201 教室、

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/ 

openseminar5/ 

小檜山ルイ「近代日本の「知識人」における「ホーム」論の系譜」 

 

●講演会 3 回 

1. 2012 年度講演会、2012 年 7 月 5 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture14/ 
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アンドルー・ゴードン「世界に向けて東日本大震災を記録する――危機アーカイブの

効用と構築のための課題」 

2. 2013 年度講演会、2013 年 12 月 6 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture15/ 

加藤節「丸山眞男の思想世界――デモクラシー論との関連において」 

3. 2015 年度講演会、2015 年 11 月 27 日、東京女子大学 23 号館 2 階 23201 教室、 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/meeting/lecture16/ 

古矢旬「丸山眞男と「アメリカ問題」」 

 

●インターネットでの公開 

1(*164). プロジェクト紹介 HP 

「文部科学省・私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 20 世紀日本における知識人と教

養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/ 

2(*165). 丸山眞男文庫バーチャル書庫 

http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/shoko/ 

3(*166). 丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ 

http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/archives/ 

4.『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―』

（全事業報告書） 

http://office.twcu.ac.jp/univ/research/institute/maruyama-center/publication/ 

achievement/ 

5.「自己点検・評価報告書」および「外部評価報告書」 

 http://office.twcu.ac.jp/univ/about/gp/valutaion/index.html 

 

【これから実施する予定のもの】 

●公開研究会 

1. 第 6 回公開研究会、2017 年 7 月 22 日、東京女子大学 23 号館 1 階 23101 教室 

『20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―』

合評会 

 

●講演会 

1. 2017 年度講演会、2017 年 10 月 7 日、東京女子大学 24 号館 2 階 24202 教室 

渡辺浩「「個人」とは何か、「個性」とは何か 清朝中国と徳川日本で考える」 
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(2) 本事業参加研究者のその他の研究成果等 

 

1(*167). 苅部直・黒川創：対談「丸山眞男生誕百年」『週刊読書人』第 3033 号、1～2 面、

2014 年 3 月 

2(*168). 川本隆史・苅部直：対談「丸山眞男を問い直す」『現代思想』第 42 巻第 11 号（2014

年 8 月増刊号）、32～48 頁、2014 年 8 月 

3. 苅部直・半藤一利・外岡秀俊：討論「徹底討論 朝日新聞はもっと危機意識を深めて公

正な報道と調査報道に取り組み言論の自由を掘り崩すものと対峙せよ（特集 朝日新聞

問題を徹底検証する）」『Journalism』第 298 号、6～32 頁、2015 年 3 月 

4. 平石直昭ほか：インタビュー「2014 年度「知の巨人たち」第 3 回 民主主義を求めて

―政治学者 丸山眞男―」NHK 教育（E テレ）、2014 年 7 月 

5(*169). 平石直昭：講演「丸山眞男の今日的意義について」丸山眞男生誕百年記念講演会、

東京・西荻図書館、2014 年 11 月 

6. 宮村治雄・井田進也：ワークショップ「アジアの思想を読む―中江兆民を中心に―」、

東京・成蹊大学（アジア太平洋研究センター）、2015 年 2 月 

7(*170). 茂木敏夫：公開講座「（杉並区内大学公開講座 2014 年度前期）近代中国のアジア

論を読む――日本とのかかわりを通じて」全 6 回、東京女子大学、2014 年 

8. 安藤信廣・川口雄一：インタビュー「東京女子大学丸山眞男文庫 草稿類デジタルアー

カイブ、バーチャル書庫公開」『紀伊國屋書店ニュース』第 17 巻第 10 号、5～7 頁、2015

年 10 月 

9. 苅部直・植村和秀・昆野伸幸ほか：討論「平成 26 年度藝林会学術大会 相互討論（特集 

藝林会第八回学術研究大会）」『藝林』第 64 巻第 1 号、93～121 頁、2015 年 4 月 

10. 孫歌：インタビュー「インタビュー記録（2）」、宇野重昭・江口伸吾・李暁東編『中国

式発展の独自性と普遍性 「中国模式」の提起をめぐって』国際書院、2016 年 3 月、

347～372 頁 
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12(*171). 眞壁仁：ワークショップ「徳川日本における東アジアの学術受容」、「明清交替

後の江戸儒学界： 校勘・輯佚・考拠学とその精神」、北海道・北海道大学、2015 年 8
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ンター報告』第 10 号、148-122 頁、2015 年 3 月、査読無。 

6. 川口雄一・金子元・佐藤美奈子・播磨崇晃・堀内健司・山辺春彦「丸山眞男文庫バーチ
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――」『丸山眞男記念比較思想研究センター報告』第 12 号、63～74 頁、2017 年 3 月、
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2015 年 8 月、総 189 頁。 

5. 渡辺總子・山辺春彦ほか『開館 10 周年：所蔵資料特別企画展』わだつみのこえ記念館、

2016 年 11 月、総 105 頁。 
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1. 川口雄一「南原繁の「世界秩序」構想――戦前・戦中・戦後――」 

 南原繁研究会主催・第 11 回南原繁シンポジウム「南原繁と平和：現代へのメッセージ」、

東京・学士会館、2014 年 11 月 

2. 堀内健司「日本人にとっての「世界」――幕末維新期を軸に」 

くにたち政治学研究会、東京・国立市公民館、2014 年 4 月 
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などを踏まえて」 

社会理論学会第 109 回月例研究会、東京・渋谷区笹塚区民会館、2015 年 11 月 

5. 山辺春彦「佐々木八郎「“生産力”と“経済倫理”その歴史的研究」について」 

佐々木八郎さんの想い出を語る会、東京・東京大学、2015 年 6 月 
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 三島市立図書館主催・2016 年度第 1 回図書館講座、静岡・三島市民生涯学習センター、

2016 年 11 月 

5. 川口雄一：講演「東京女子大学丸山眞男文庫の「現在」」 

 紀伊國屋書店主催・東京女子大学「丸山眞男研究プロジェクト」完結記念丸山眞男ブッ
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付録 プロジェクト評価報告書・研究課題別の成果・広報資料 
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丸山眞男「近代的ナショナリストとしての福沢先生（1950 年講演・速記稿）」 

････････････････松沢 弘陽（翻刻・解説） 
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 第 1 回公開研究会 河野有理「「正統と異端」研究会をめぐって」2013 年 3 月 5 日 
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造」と「歴史の構造」をめぐって」2013 年 9 月 27 日 
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 第 4 回公開研究会 宮村治雄「中江兆民『三酔人経綸問答』再読―「理学」と「経綸」の
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 第 5 回公開研究会 小檜山ルイ「近代日本の「知識人」における「ホーム」論の系譜」

2016 年 6 月 17 日 

2012 年度講演会 アンドルー・ゴードン「世界に向けて東日本大震災を記録する――危

機アーカイブの効用と構築のための課題」2012 年 7 月 5 日 

2013 年度講演会 加藤節「丸山眞男の思想世界――デモクラシー論との関連において」

2013 年 12 月 6 日 

2015 年度講演会 古矢旬「丸山眞男と「アメリカ問題」」2015 年 11 月 27 日 

 

 

凡 例 
 

・本付録に収録したプロジェクトの研究成果は、『20 世紀日本における知識人と教養―丸山

眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―』（東京女子大学比較文化研究所附置丸山眞

男記念比較思想研究センター、2017 年）および『丸山眞男記念比較思想研究センター報

告』第 8～12 号（2013～2017 年）に掲載されたものの再録である。各論文の初出は本報

告書中の「Ⅱ－4 研究成果とその発表状況」を参照。 

・各論文のページ番号は初出時のものであり、本付録への再掲にあたって変更していない。 
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プ ロ ジ ェ ク ト 

評 価 報 告 書 



文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「20世紀日本における知識人と教養－丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用－」 

自己点検・評価及び外部評価を終えて 

 

本学では、大学全体で恒常的に PDCA サイクルを回すことを目的として、毎年テーマを

定め、自己点検・評価活動を行っております。2016 年度は、文部科学省私立大学戦略的研

究基盤形成支援事業採択プログラム「20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デ

ジタルアーカイブの構築と活用―」の事業期間終了に伴い、本学自己点検・評価委員会に

よる自己点検・評価を行いました。 

さらに、今回の自己点検・評価結果について、客観性・公平性を担保するため、外部評

価委員として栗原彬氏（立教大学名誉教授）、佐藤慎一氏（東京大学名誉教授）、吉見俊哉

氏（東京大学大学院教授）にご協力をいただき、外部評価を実施いたしました。 

自己点検・評価報告書及び資料による書面審査、本学での面談調査及び丸山眞男文庫の

見学を経て、外部評価委員 3 氏に外部評価結果をご執筆いただきました。自己点検・評価

報告書と共に本学公式サイトに掲載いたしましたので、ご高覧いただければ幸いです。 

本支援事業は 2016 年度で終了となりますが、プロジェクトは本学丸山眞男記念比較思想

研究センターを中心に、今後も継続してまいります。外部評価委員の先生方には、自己点

検・評価報告書に基づいた外部評価に留まらず、本プロジェクトの継続的な組織運営のた

めに多大なるアドバイスを頂きました。深く御礼申し上げます。今後の運営に向け、学内

で慎重に検討し、役立ててまいる所存です。 

 

2017 年 3 月                     

東京女子大学 学長 小野 祥子 

自己点検・評価委員長 下出 鉄男 

 

 



 

 

 

 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
 

「20世紀日本における知識人と教養 

－丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用－」 

自己点検・評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２０１７年 １月 

 

東京女子大学 自己点検・評価委員会 

 

 

  



 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「20世紀日本における知識人と教養－丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用－」 

自己点検・評価報告書 

  

 

目  次 

 

 

                                     頁 

はじめに ································································· １ 

 

 

第Ⅰ章 本事業の目的 

 １．本研究の研究目的が達成され、研究拠点を形成することができたか ······· ２ 

 

 

第Ⅱ章 本事業を担う組織体制 

 １．研究目的を達成するための研究体制が組まれているか ··················· ４ 

 

 

 

第Ⅲ章 研究計画の進捗状況とその成果 

 １．研究テーマ毎に定めた年度別の具体的な研究内容は計画通り進捗しているか･７ 

 

 

 

第Ⅳ章 研究費の配分と活用 

 １．補助対象経費は適正に配分され有効に活用されているか ··············· １６ 

 

 

 

資料一覧 （掲載略） 

資料１－１：「研究成果とその発表状況」（本事業参加研究者）一覧表 
資料１－２：「研究成果とその発表状況」（若手研究者）一覧表 

資料２  ：「研究費の支出状況」一覧表（年度別・テーマ別） 
 

 



 

1 

 

はじめに 

 

  丸山眞男の没後、ご遺族の意向により、1998年 9月、丸山の旧蔵書約 18,000冊と約 6,200

件のノート・草稿類が、本学へ寄贈された。本学は、本学図書館に丸山眞男文庫を設置し、

これらの資料を保管・調査することを決定した。2002年、これらの貴重な資料がひろく活

用されることを願って、比較文化研究所に丸山眞男記念比較思想研究センターを附置した。

センターでは、丸山眞男文庫の調査・整理を進めるとともに、講演会、読書会等を開催し、

出版物を刊行してきた。本学は、今後さらに、センターの活動を通して、丸山眞男研究の

拠点となることを目指し、且つそれだけでなく、比較思想研究の進展にも貢献することを

意図し、文部科学省 2012年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業＊に以下の通りのプロ

ジェクトを組織して応募申請し、採択された。 

 

 研究プロジェクト名：20世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアー

カイブの構築と活用― 

研究テーマ１．20世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として― 

研究テーマ２．丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築 

 研究観点：研究拠点を形成する研究 

研究期間：2012～2016年度 

  研究代表者：現代教養学部学部長 安藤 信廣 

  プロジェクト参加研究者数：19名 

 

 ＊私立大学戦略的研究基盤形成支援事業は、私立大学が、各大学の経営戦略に基づいて

行う研究基盤の形成を支援するため、研究プロジェクトに対して重点的かつ総合的に補

助を行う文部科学省の助成事業である。 

 

  本自己点検・評価報告書は、2016年度末までに及ぶ本プロジェクトの最終年度にあたり、

これまでの事業を総括し、今後の事業展開に生かすとともに、東京女子大学の教育・研究

の発展に資することをめざすものである。 
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第Ⅰ章 本事業の目的 

到達目標 

本事業の研究目的を達成し、研究拠点を形成する。 

 

１．本事業の研究目的が達成され、研究拠点を形成することができたか 

【現状の説明】 

(1)本事業の研究目的 

新しい世界認識を開く基礎となる教養の重要性が注目されている今日、20世紀において

様々な知的分野で巨大な足跡を残し、教養についても独自の認識を展開した丸山眞男の業

績の再評価が強く求められている。また、その業績の再評価を通じて、教養及び教養教育

の現在的意義の解明が期待される。 

その状況下、本事業では、以下３点の研究目的を設定している。 

・20世紀知識人たちの教養形成過程及び教養観を解明する（研究テーマ１）。 

・丸山眞男文庫所蔵資料をデジタルアーカイブ化し、広く日本及び世界に向けて公開す

る（研究テーマ２）。 

・新渡戸稲造、南原繁、丸山らが知識人の国際的コミュニティ形成に果たした役割を明

らかにし、21世紀における新たな知的コミュニティ形成の方向性を探求する（研究テ

ーマ１、２）。 

 

(2)期待される研究成果 

前記の目的を達成することで、人文・社会科学の様々な領域を総合し、新しい視点をも

たらす教養の重要性と今後の方向性を提示することができる（研究テーマ１）。且つ、20

世紀知識人のコミュニティの実態を把握し、今後の知的コミュニティ形成に資することが

できる（研究テーマ１、２）。 

また、第Ⅲ章で述べるように、丸山眞男文庫所蔵資料のデジタル化、草稿資料類のデジ

タルアーカイブ上の画像公開、未公刊資料の翻刻・公刊等により、丸山文庫所蔵資料への

アクセスが容易且つ多様なものになり、当該資料を活用した研究成果の発展が期待できる

（研究テーマ２）。 

これらの「期待される研究成果」については、丸山文庫所蔵資料を活用した諸種の論文、

広範且つ多様な資料の活用を可能にするウェブサイトや図書を、本事業参加研究者が既に

多数発表している。こうした成果の上に立って、丸山研究・日本研究・思想史研究の国際

的拠点を創出し、併せて本学の社会科学分野の研究・教育基盤を強化することができる。 

なお、本事業選定時に、「なぜ今丸山眞男か」との留意事項が付された。本事業は、その

点に注意しつつ、事業期間を通じて、21世紀における教養のあり方にとって丸山眞男の思

想がもつ意味を明らかにし、またその成果を教育的事業にも反映させていく。 

 

【点検・評価、長所・問題点】 

・教養及び教養教育の必要性は、社会の様々な場において近年特に強調されている。また、

創立以来リベラル・アーツ教育を理念としてきた本学にとっても、現代社会の要請をふま

えて教養及び教養教育について再検討することは必要な課題である。こうした社会的・学

内的要請に鑑みて、本事業の研究目的は時宜を得ている。 

・本事業の開始以前から丸山文庫所蔵資料を活用した研究が学内外で進んでいたが、本事

業によって実現されたデジタルアーカイブ等のウェブサイトや未公刊資料公刊等によって、

研究が更に広範且つ多様な拡がりを見せている。 

・また、教養教育に対する関心が高まっている現在、本事業の研究は高等教育のみでなく

社会全体に裨益する所が大きいと考えられる。 

・但し、20 世紀知識人の教養観の解明については、基礎となる多角的な研究成果は示し得
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たが、今後更なる継続的研究が必要である。 

・本事業の研究目的の設定及び期待される成果の見通しが時宜を得たものであったこと

は、次章以降の報告で示される。 

 以上のことから、本事業の研究目的は達成され、研究拠点を形成し得たといえる。 

 

【将来の改善に向けた方策】 

 本事業によって研究拠点が形成された今、これからの課題はその安定的な運営にあるこ

とはいうまでもない。この研究拠点としての丸山眞男記念比較思想研究センターから新た

な情報を発信し、多くの研究成果を生み出し、国内外の研究・教育に広く貢献していくこ

とが求められる。しかも本事業期間を通じて生み出されてきた高度な学術的内容を持った

情報を今後も発信しつづけていくことが望まれる。 

 そのためにも本事業の研究目的に含まれた理念を理解した研究者たちによる協働体制の

整備と維持、活動が必要である。 

 

引き続き外部資金を得て、以下の方策を達成していく。 

・20 世紀知識人の教養観の解明等の研究は継続的に行う。特に丸山文庫には丸山眞男を中

心とした知識人の書翰類が多数保存されているため、書翰類の調査・整理を進め、研究の

ための準備を整える。 

・デジタルアーカイブ等の公開を継続し、利用しやすいものとするため、目録の改善・公

開等を行い、新たな資料の調査・公開を実施する。 
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第Ⅱ章 本事業を担う組織体制 

到達目標 

研究目的の達成に向けた研究体制を整える。 

 

１．研究目的を達成するための研究体制が組まれているか 

【現状の説明】 

 本事業は、本学丸山眞男記念比較思想研究センターを中心とし、同センター運営委員会

と図書館が連携して研究支援体制を敷いている。研究者は政治学・政治思想史・国際関係

史・歴史学・教育学・文学等の研究に携る東京女子大学教員 8 名と、丸山眞男研究及び日

本政治思想史・政治学等の研究を行っている学外研究者 9 名、さらにそれらに近接した領

域で活動している海外研究者 2 名によって構成されている。 

 各研究者の交流を図り、また研究テーマ１と研究テーマ２の認識の共有をめざし、隔月

開催の研究会において、研究者間、テーマ１とテーマ２の間の連携を取っている。全体の

統轄は、安藤信廣が当たっている。テーマ１については、安藤信廣を研究代表者とし、各

研究者から研究状況につき報告を受け、研究会及び運営会議において統一的な進行ができ

るよう連絡・調整をしている。テーマ２は、黒沢文貴を研究責任者とし、その下に、翻刻

関係（平石直昭、宮村治雄、中田喜万、河野有理）、楽譜関係（土合文夫）、書簡関係（松

沢弘陽）、編集関係（黒沢文貴）の責任体制をとっている。 

 両テーマの連絡・調整は、安藤と黒沢両名が打ち合わせを行い、連携して研究を進める

と共に、学外との交渉に係る事案は、丸山眞男文庫顧問（平石直昭）と適宜協議をもち、

学内の運営方針に係る事案は、丸山眞男文庫を所管する丸山眞男記念比較思想研究センタ

ー運営委員会に諮ることによって事業を進めてきた。 

 また、特任研究員・研究補助員として日本政治思想史を専門とする若手研究者 6 名を採

用すると共に、補助作業に本学大学院生・学部学生を雇用している。若手研究員・研究補

助員は、丸山眞男文庫所蔵資料の整理・調査及びデジタル化、デジタルアーカイブ構築等

の実務に携わると共に、参加研究者の研究・事業の推進のため、研究支援体制を担ってい

る。なお、安藤・黒沢両名は、特任研究員・研究補助員を統督し、他の参加研究者とも協

同して若手研究者の育成を図りつつ、実務上の運営に当たった。 

  

本事業参加研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

（テーマ 1）    

安藤信廣 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授、図書館長 幕末期知識人の相互交流と国際認識 20世紀の教養の原点の究明 

雨田英一 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 

戦後日本における民主化と教養・文化・教育
をめぐる論議―丸山眞男を中心として― 近代日本の教養観と教育観の解明 

小檜山ルイ 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 近代日本の知識人の系譜とキリスト教 近代知識人の知的系譜の解明 

茂木敏夫 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 東アジア論と丸山眞男 東アジアにおける丸山受容史の究明 

湯浅成大 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 丸山眞男のアメリカ観 日米知識人の交流関係の解明 

油井大三郎 
東京大学、一橋大
学・名誉教授 第二次世界大戦後の日米関係と丸山眞男 国際政治における丸山の役割の解明 

區 建英 
新潟国際情報大学・ 
教授 丸山思想史学と現代中国思想の比較省察 20 世紀知識人の知的国際交流の解明 

苅部 直 
東京大学大学院法学 
政治学研究科・教授 丸山眞男における精神的貴族主義の系譜 丸山における教養観の解明 
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孫  歌 
中 国 社 会 科 学 院    
文学研究所・教授 

国際的視野から読む丸山政治学の政治性 東アジアにおける丸山受容史の究明 

アンドリュー・ 

バーシェイ 
カリフォルニア大学  
バークレー校・教授 

丸山とアメリカ知識人との知的交流史の研究 日米知識人の交流関係の解明 

渡辺 浩 
法政大学法学部・ 
教授 丸山眞男の日本政治思想史研究とその影響 丸山の日本思想史論と知的影響の究明 

眞壁 仁 
北海道大学大学院公共 
政策学連携研究部・教授 日本の教養教育と思想史学の展開 近代日本の教養観と教育観の解明 

（テーマ 2）    

黒沢文貴 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 

文庫所蔵一次資料の網羅的な調査研究 
丸山眞男文庫所蔵の未公刊資料の翻刻と
デジタル化の推進 

土合文夫 
現 代 教 養 学 部 ・  
教授 

文庫所蔵楽譜類とそれへの書きこみの調査 
研究 

丸山と音楽との関わりの解明及び丸山の
教養・芸術観の検討 

松沢弘陽 
北 海 道 大 学 ・   
名誉教授 

丸山眞男への国内・国外からの来簡の調査 
日本内外での丸山の影響をさぐる研究の
基礎作業 

中田喜万 
学 習 院 大 学 法 学
部・教授 

「正統と異端」関係草稿の校訂と補注 
重要一次資料の翻刻及びデジタル化の 
基礎作業 

平石直昭 東京大学・名誉教授 
50 年代後半の日本政治思想史講義の復元
（1956、59年度を担当） 

重要一次資料の翻刻公刊の基礎作業 

宮村治雄 
成蹊大学アジア太平洋研

究センター・客員研究員 
50 年代後半の日本政治思想史講義の復元
（1957、58年度を担当） 

重要一次資料の翻刻公刊の基礎作業 

河野有理 
首都大学東京都市 
教養学部・教授 

「正統と異端」研究会についての調査と資料
整理 

重要一次資料の翻刻及びデジタル化の 
基礎作業 

 

本事業に係る若手研究者（特任研究員・研究補助員） 

山辺春彦 特任研究員（2012年度～2014年度）・研究補助員（2015年度～2016年度） 

川口雄一 特任研究員（2015年度～2016年度）・研究補助員（2012年度～2014年度） 

金子 元 研究補助員（2012年度～2016年度） 

佐藤美奈子 研究補助員（2012年度～2016年度） 

播磨崇晃 研究補助員（2012年度～2016年度） 

堀内健司 研究補助員（2012年度～2016年度） 

 

 

【点検・評価、長所・問題点】 

 以下の点から、本事業の目的を達成するために、適切な研究体制が組織されたと評価で

きる。 

・丸山眞男記念比較思想研究センターは、これまでも長く、資料調査・整理・公開・『丸

山眞男記念比較思想研究センター報告』刊行等の事業を担ってきており、その経験と実

績を踏まえ、丸山眞男文庫のデジタルアーカイブ構築を実現する力量をもっていたが、

それを基礎とする研究体制を構築できた。 

・本プロジェクト参加研究者は、各々の分野の最先端で研究しつつ、丸山研究と現代の教

養の研究において共通の接点と認識をもち、横断的に課題に取り組むことができる人物

によって構成されているため、異分野の交流と協働を進めることができた。 

・学内外の研究者によって構成されているため、協議、決定およびその実施に困難はあっ

たが、構成員の努力により、総じて円満に運営されている。 

・参加研究者による連携の実績は、定期的な運営会議、研究会及びその他の事業への参加・

協力によって確認することができる。 
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・特任研究員を中心として、若手研究者・大学院学生の育成も推進され、研究業績及び研

究分野の知識を積み重ねることができた。 

 

【将来の改善に向けた方策】 

以上のように各研究者間、テーマ間、及び研究者・実務間が有機的に機能している研究

体制をふまえ、以下の点を将来の改善に向けた方策として提示する。 

・丸山眞男記念比較思想研究センター委員会が中心となり、東京女子大学教員と学外の研

究者（丸山眞男文庫顧問を含む）とが協力し、研究拠点として、ふさわしい体制を維持

する。 

・研究拠点としての運営体制の充実のため、東京女子大学内で教学上の視点、研究機関と

しての視点に立って検討を進めて行く。 
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第Ⅲ章 研究計画の進捗状況とその成果 

到達目標 

研究計画に従って、研究テーマ毎に研究を進捗させる。 

 

１．研究テーマ毎に定めた年度別の具体的な研究内容は計画通り進捗しているか 

【現状の説明】 

(1)年次計画 

本事業の年次計画概要は以下の通りである。 

 研究テーマ１ 研究テーマ２ 共通 

2012年度 丸山の既刊著書・論文の網羅的調査。 
未公刊草稿資料の全面的調査と翻刻開
始。  

2013年度 
丸山の研究の主題に沿って、これまで
の諸研究を探索。 

丸山に関連する欧米の文献調査。未公刊
草稿資料の調査をもとにデジタル化を
開始。 

 

2014年度 
初年度以来の業績をふまえ、中間シン
ポジウムを開催し成果をまとめる。 

未公刊草稿資料類の調査をもとに翻刻
を進め、デジタルアーカイブ・システム
構築に向けた準備開始。 

自己点検・評価を実施。中間報告を

作成・提出。 

2015年度 
丸山を中心とする近代日本の教養の
思想的系譜に関する研究を進める。 

未公刊草稿資料の調査のデジタル化を
進め、アーカイブ・システムを構築し、
部分公開を開始。 

 

2016年度 
5年間の成果をまとめ、各自が研究テ
ーマに即して論文を作成・発表。 

未公刊草稿資料類のデジタルアーカイ
ブを完成させ、資料を公開。未公刊草稿
資料類をまとめた資料集を刊行。 

・20 世紀日本における教養につい
ての国際シンポジウムを開催。 

・5年間の成果をまとめ、研究成果
を刊行。 

・プロジェクト全体に対する自己点
検・評価及び外部評価を実施。 

 

(2)研究計画の達成状況 

本事業の進捗過程及び達成度は、以下の通りである。 

本事業では、テーマ１とテーマ２との双方の参加研究者が協同して研究状況の共有並び

に対外的公開を行い、全体的統一を図っているが、テーマ毎に独自性の強い課題をもって

研究を進めている。テーマ１では、個々の研究者の研究を基礎とし、テーマ２では、デジ

タルアーカイブの構築等のための共同作業を中心としている。 

 本事業期間中の参加研究者の業績は、資料 1-1「研究成果とその発表状況(1)」に示した。

以下の［ ］内の「001～」と対応する。また、同資料の＜研究成果の公開状況＞欄に、以

下 a～eの各回の概要を記載した。 

a) 研究会（隔月開催）。 

b) 公開研究会（年 1 回開催）。 

c) 講演会（年 1 回開催）。 

d) 中間シンポジウム（2014 年 6 月開催） 

 e) 国際シンポジウム（2016 年 10 月開催） 

f) 『丸山眞男記念比較思想研究センター報告』（年 1 回刊行）。プロジェクトの研究成果の

報告。 

 

①テーマ１「20世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」 

年度ごとの進捗状況の概略は以下の通り。 

2012年度には、丸山眞男の日本政治思想史研究の全体像の把握につとめ、各研究者が既
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刊の講義録等を網羅的に読み、丸山眞男文庫所蔵の未公刊草稿資料類の内容を把握するよ

うにした。その中で、以下のような研究を進めた。 

a) 前近代日本における宗教と政治の問題を扱った丸山著作の調査。 

b) 戦後日本の民主化と教養・文化・教育をめぐる思索内容を、丸山が師とした長谷川如是

閑との比較による分析。 

c) 近代日本におけるリベラル・アーツ、教養の系譜、丸山の学問とアメリカの学問・社会・

政治との関係、近代中国思想との関係などの検討。 

 

2013年度には、丸山眞男が研究した主題に関連するその後の諸研究を、各研究者が探索

しつつ、各自の課題を追究した。具体的には、主に次のような研究を進めた。 

a) 丸山の学問に関連する欧米及び中国の文献の研究。 

b) 長谷川如是閑と丸山の比較分析及び関連文献と資料の調査と整理。 

c) 1950 年代の世界情勢、国際環境と政治思想の動向についての調査。 

d) 近代日本におけるリベラル・アーツ、教養の系譜として、新渡戸稲造と矢内原忠雄の理

念・実態に関する研究。 

e) 20 世紀の知的コミュニティの実態についての調査と考察。 

 

2014年度は各研究者が、これまでの研究成果の中間的なとりまとめを試み、研究会・シ

ンポジウム等において意見交流を行い、研究を深めた。具体的な研究内容は、主に次の通

りである。 

a) 新渡戸稲造に関する研究及び戦後日本の教養教育の実態についての検討。 

b) 丸山が精神的貴族主義を構想するにあたり念頭においた諸思想の検討。 

c) 丸山の「執拗低音」の視点に基づく中国の伝統思想の構造の分析。 

d) 「現代世界の中で丸山眞男をどう読むか」を統一テーマとした中間シンポジウムの開催。 

苅部直「政治のための教養―丸山眞男百歳―」は、現代において市民が政治にかかわっ

ていくための教養として、ルールを共有した上で競いあう「遊び」の修練を重ねることを

リベラル・デモクラシーが存立する条件と考えた丸山に学ぶべきものがあると論じた。油

井大三郎「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」は、「自立した市民」の育成に生涯をかけた丸

山から学ぶことが現在切実な課題となっているという問題意識から出発している。區建英

「丸山と中国の近代的思考の模索―私の世代の体験を中心に―」は、日本の精神構造の深

層に潜む執拗低音を捉えようとした丸山の思想史方法論が、今なお儒教の伝統が深層で持

続している中国において、アクチュアルな問題関心のもとに受容されていることを明らか

にした。趙星銀（招聘）「韓国における丸山眞男」は、個人の自立と政治との緊張を「自由」

の問題として考える経験が乏しい韓国では、丸山が探究した「反・反共」の自由というも

のを理解することが必要であると論じた。 

 

 2015 年度は、前年度以降に公刊を開始した未公刊資料や新たに公開したバーチャル書庫・

草稿類デジタルアーカイブ等（後述：テーマ２）により、各研究者が丸山文庫所蔵資料を

活用し、最終年度発表予定の成果に向けて研究を進めた。具体的な内容は次の通りである。 

a) 戦後日本の民主化と教養・文化・教育をめぐる思索内容を、丸山と丸山が師とした南原

繁との比較による分析・整理。 

 b) ロバート・ベラーの学問方法論に対する丸山の評価、宗教と社会科学との関係について

の考え等、丸山とベラーとの知的交流の内容についての検討。 

 c) 中国思想史における丸山『日本の思想』の方法論の適用、丸山の孫文「三民主義」論に

ついての検討。 

 d) 丸山の儒教解釈及び、「教養」教育において思想史学のはたす役割、近現代日本の思想

史研究における「儒教」の位置づけについての検討。 

 e) マルクス主義批判と政治学の原理の再構成を並行した 1950年代の丸山の論文と 1960年
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度の政治学講義との関連性の検討。 

 

 2016 年度は、各研究者がこれまでに進めてきた研究を総括すると共に、現在の国内外の政

治・社会・文化の状況を見据え、成果を論文としてまとめる。またその中で、成果を集約

的に示す国際シンポジウムを開催し、意見交流を行い、研究を深めた。具体的な研究内容

は、主に次の通りである。 

 a) 改定前の教育基本法と南原繁の教育論議との関連性に対する分析。 

 b) 戦後日本の社会科教育に対する尾崎行雄、清水幾太郎、丸山眞男それぞれの関わりにつ

いての調査・分析。 

 c) 高校教育における丸山の文章の用いられ方、丸山の「政治と教育」に対する考えついて

の調査・検討。 

 d) 国連中心主義の思想について、丸山と中村哲・横田喜三郎との比較による検討。 

 e) 日本の「占領改革」の研究史の総合的な検討。 

 f) 丸山が戦時期に読み込んだドストエフスキー、波多野精一、その他の宗教関連著作に対

する丸山の理解、及びそれとロバート・ベラーとの思想的関係についての検討。 

 g) 丸山の「執拗低音」の視点に基づき、孫文の思想の特質についての検討。 

 h) 「新しい丸山眞男像の発見 その世界大の視圏と交流のなかで」を統一テーマとした国

際シンポジウムの開催。 

 平石直昭「丸山眞男文庫の意義と可能性について」は、丸山文庫の設立背景、設立後の

運営と資料調査の過程を詳しく紹介し、多くの人々の尽力と多様な試みとによって、丸山

文庫がこれからの丸山研究はもとより、人文・社会科学研究とその教育、アーカイブ研究

とその実践へ寄与する意義と可能性を明らかにした。ヴォルフガング・ザイフェルト（招

聘）「丸山眞男とドイツの思想・学問―戦前、戦中、そして戦後―」は、ヘーゲルとマルク

ス、マンハイム、ウェーバー、シュミット、ノイマンなど丸山の思想・学問を理解する上

で不可欠のその読書経験について論じ、丸山の思想・学問の歴史的意義を考える上で、フ

ランクフルト学派との比較の必要を示唆した。孫歌「丸山眞男の「三民主義」論」は、孫

文の「三民主義」とそれに対する丸山の解釈との差異に着目し、そこから丸山の「三民主

義」解釈の普遍的意義を論じ、丸山の政治思想史における視座が常に「政治教育」の展望

を伴っていたことを示した。アンドリュー・バーシェイ「プロテスタント的想像力―丸山

眞男、ロバート･ベラー、そして日本思想研究に関する覚書―」（紙上参加）は、丸山の学

問とそれを規定し続けた実存的動機を取り上げ、それをロバート・ベラーにおける学問及

びその実存的動機と比較することによって、両思想家の普遍的意義を論じた。金錫根（招

聘）「韓国における丸山眞男の思想・学問の受けとめられ方」は、韓国社会における丸山と

日本思想史への理解のあり方・受容について紹介し、韓国社会で丸山を読むことが近代性

への理解、伝統に対する態度、自己を相対化し他者と対話する素地などを育てていくこと

に意義をもっていること、翻ってそのことは日本でも同様であることを論じた。 

 

研究者ごとの進捗状況の概略は以下の通り［各研究者の業績は資料 1-1 を参照］。 

・安藤信廣 2012・2013 年度は、主に幕末期日本の政治思想について調査・考察した。吉

田松陰の思想につき考察する過程で、水戸学に集約される問題意識―儒学の自己発展と

いう側面と対外認識の緊迫化という側面の葛藤―の再検討に力を注いだ［003, 019, 202-1］。

2014 年度は、水戸学全体の動向をふまえて幕末の知識人の思想について検討した。2015・

2016 年度は、これまでの研究、丸山眞男文庫所蔵資料を踏まえて、「幕末知識人の相互交

流と国際認識」というテーマの下、論文の作成を進めた［172, 184, 185］。 

・雨田英一 2012・2013 年度は、長谷川如是閑の発言に見られる教育･教養の伝統とは何か

を明らかにするために、長谷川が精力的に取り組んだ戦時下での議論及び戦後の議論を

とりあげ、時代の背景や思潮との関係で考察した［001, 002, 202-6］。2014 年度は、これ
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までの考察をふまえ、なお長谷川の思想で注目される「形」の思想について検討を加え

た［039］。2015・2016 年度は、南原繁の教育論議に比重を置き、丸山のそれと比較する

と共に、尾崎行雄・清水幾太郎など同時代の知識人の社会科教育との関わりについて調

査・研究を行った［038, 088, 089, 172］。 

・小檜山ルイ 2012・2013 年度は、北海道大学新渡戸稲造文庫所蔵資料の調査を行い、そ

れをふまえて、知識人の家庭認識等を考察した。また、主に丸山眞男の親世代にあたる

知識人たちが、1920 年代にその知の枠組みに女性や家庭の問題をどのように取り入れて

いたかについて考察し、第 3 回研究会で報告を行った［007, 008, 024, 202-3, 203-5］。2014

年度は、日本と米国での体験に根ざした内村鑑三の「ホーム」論について考察した［066, 

181, 191］。2015・2016 年度は、札幌農学校第一世代（新渡戸、内村、宮部金吾）、第二世

代（有島武郎、森本厚吉）の「ホーム」論について検討を重ね、第 5 回公開研究会で報

告を行った［067, 068, 103, 104, 105, 106, 121, 161, 168, 172, 192, 193, 194, 198］。 

・茂木敏夫 2012・2013 年度は、(1)丸山の日本政治思想史研究において東アジアがどう位

置づけられているか、(2)丸山の議論をふまえることにより、どのような東アジア論が構

築できるか、(3)東アジアからは丸山の議論がどう受けとめられているかを課題とした。

その成果については、２つの国際学会等で発表した［016, 176, 179, 180, 183, 203-2］。2014

年度については、上記３つの課題をひきつづき検討し、東京女子大学の講義（「中国研究

Ⅰ」・2014 年度前期）にも反映させた［033, 034, 035, 143］。2015・2016 年度は、以上の

課題と考察を中間的にまとめ第 10 回研究会で報告すると共に、丸山眞男文庫所蔵資料を

踏まえて、「東アジア論と丸山眞男」というテーマの下、論文の作成を進めた［076, 077, 078, 

079, 080, 114, 115, 116, 160, 172, 196, 200, 202-10］。 

・湯浅成大 2012 年度は、丸山文庫所蔵の丸山作成の英文草稿を調査した。2013 年度は、

「丸山眞男のアメリカ観」というテーマの下、アメリカ政治学との接点を模索した。2014

年度は、テーマ２の新資料の調査にも加わり、丸山政治学とアメリカ政治学の関係性に

ついて更に考察した［036］。2015・2016 年度は、研究の進展に伴い、丸山と欧米知識人

との関係を考える上で、丸山が海外で行った講演等の調査が重要という認識に至り、丸

山文庫所蔵の完成度の高い英文草稿の調査を更に進めると共に、その結果を第 13 回研究

会で報告、検討を重ねて重要度の高い資料の翻訳を行った［081, 126, 127, 172, 202-13］。 

・油井大三郎 2012 年度には、1960 年代の社会運動の国際比較に関する共同研究の成果を

刊行した［017, 130, 131］。これを足掛かりに、丸山眞男とアメリカ文化の接点について

調査を開始した。2013 年度は「丸山眞男とアメリカ文化の交錯」というテーマの下、近

代化論をめぐる論争を中心に検討した［140, 141］。2014 年度は前年度の考察を下に、「思

想の科学」グループなどとの関係を補充調査して、中間シンポジウムで報告した［082, 083, 

201-1］。2015・2016 年度は、1960 年代の社会運動と丸山との関係、「占領改革」を対象

とした日本の研究史を整理した。それらをふまえて、先のシンポジウムでの認識を発展

させ、論文の作成を進めた［084, 085, 161, 172］。 

・區 建英 2012 年度には、丸山思想史学の方法と視点を運用しつつ近代中国思想を省察す

る一つの試みとして、国民形成における個人の自由を模索した中国の厳復の思想につい

て考察した［138］。2013 年度には、主に丸山の福沢諭吉研究の視点を通して、福沢の思

想と中国近代知識人の思想とを比較し、中国の近代化について日本思想との共通点と相

違点を探り、とくに中国思想の前近代から近代への継起における問題点を見出そうと試

みた。その過程で、現代中国の文化大革命時代および今日の改革開放時代の思想の深層

に連続している思考様式をつかむことができた［177, 178］。また、丸山思想史学をめぐ

って、台湾大学などの研究者や大学院生と交流し、意見交換を行った。2014 年度には、

丸山の「執拗低音」という視点によって、中国の伝統的な思想構造を分析し、その成果

を中間シンポジウムで報告した［040, 150, 151, 201-1］。2015・2016 年度は、対象を孫文
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の「三民主義」に絞り込み、丸山の「執拗低音」の視点を応用した論文の作成を進めた

［090, 091, 162, 172, 173, 187, 188］。 

・苅部 直 2012 年度には、丸山の思想史的系譜の理解を深めることをめざし、近代日本の

教養観について検討した。それとの関連で、丸山の精神的貴族主義について考察した［005, 

129］。2013 年度は、前年度にひきつづき、丸山の思想史的系譜の理解、丸山以前の教養

認識について調査・考察した［020, 132, 133, 134, 202-4］。2014 年度は、戦後日本の教養・

教育をめぐる思索につき、丸山及び南原繁の発言に注目しつつ検討を進め、その成果を

中間シンポジウムで講演した［042, 043, 044, 045, 046, 047, 048, 049, 050, 051, 052, 053, 054, 

055, 056, 057, 058, 201-1, 205, 206］。2015・2016 年度は、高校教育における丸山の文章の

扱われ方、丸山の「政治と教育」に対する考えについて、また、中村哲・横田喜三郎と

の比較によって浮かび上がる丸山の国連中心主義の思想について検討し成果をまとめた

［092, 097］。以上の研究をふまえ、論文の作成を進めた［093, 094, 095, 096, 163, 164, 165, 

166, 172, 210 ,212, 217］。 

・孫 歌 2012・2013 年度は、丸山文庫で資料を調査し、未公刊の講演録「孫文と政治教育」

を発見して、丸山政治思想の重要な一面である近代中国認識について調査・検討した

［009］。また共産主義体制についての丸山の認識についても考察した。2014 年度は、中

国近代史における孫文の意味を考えるうえで、丸山のこのテクストを位置づけ、丸山政

治学から照射された中国の政治原理を考察する作業を行った［144］。2015・2016 年度は、

丸山『日本の思想』の方法論に基づいて中国思想史における異文化受容の問題を検討し、

次いで丸山の孫文「三民主義」論について考察をまとめ、その成果を国際シンポジウム

で報告した［069, 155, 172, 201-2, 218］。 

・アンドリュー・バーシェイ 2012・2013 年度は、近現代日本の社会科学の様相を、丸山

の仕事を中心に概観した。2014 年度は、丸山とアメリカ政治思想との接点を中心に両者

の特徴について考えた。2015 年度は、丸山文庫に直接赴き、ロバート・ベラー関連資料、

文庫所蔵の宗教関連著作について調査を行い、ベラーと丸山との知的交流について考察

を深めた［071, 149］。2016 年度は、これらの成果をまとめ、国際シンポジウムで報告し

た（紙上参加）［172, 201-2］。 

・渡辺 浩 2012 年度は、前近代日本における宗教と政治についての丸山の著作を読み、且

つ思想史的系譜につき考察した。2013 年度は、主に、丸山の儒教・朱子学の解釈につい

て研究を進めた。主な対象は、『日本政治思想史研究』「福沢諭吉の儒教批判」「忠誠と反

逆」「闇斎学と闇斎学派」である。2014 年度もその研究を継続して進め、その成果の一部

は、2014 年 7 月にソウルで開催された、丸山に関する国際会議において発表した［182］。

また、丸山の考える「人格」について、ジェンダーの観点から考察を加えることも試み

た［086, 203-3］。2015 年度は、丸山の「政治学史」講義の原稿を翻刻し、彼の政治思想

史研究の特質に関わる資料調査を行った［117］。2016 年度は、以上の調査・成果をとり

まとめ、論文の作成を進めた［118, 172, 197］。 

・眞壁 仁 2012 年度は、前近代日本の政治思想について考察し、それに関する丸山の著作・

関係資料等を調査した。2013 年度は、近代日本の教養の位置づけをめぐって、丸山の観

点を参照しつつ、矢内原忠雄を中心に考察した。2014 年度は、丸山の精神的貴族主義に

関連づけながら、前近代日本の思想家の再認識を行った。その成果を第 9 回研究会で報

告、内容を推敲した上、論文として発表した［074, 202-9］。2015・2016 年度は、これま

での研究、丸山眞男文庫所蔵資料を踏まえて、「日本の教養教育と思想史学の展開」とい

うテーマの下、論文の作成を進めた［112, 172, 195, 214］。 

②テーマ２「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」 

・丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査・翻刻公刊 

(1)計画通り、丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類の調査を進めた［012, 018, 025, 026, 031, 
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037, 073, 087, 111, 119, 123, 172］。この調査を反映した資料の細分化、及び関係者による

資料の寄贈等により、資料件数が増加した（2016 年 12 月 16 日現在、公開資料約 5000 点）。 

 (2)上の調査等をふまえ、これまでに公刊した出版物、今後刊行予定の出版物は以下の

通り。(a)学術的に重要な未公刊草稿を『センター報告』誌上に翻刻した［014, 030, 032, 110, 

117, 120, 124, 127］。(b)丸山文庫所蔵資料による新たな校訂を本文に反映した『丸山眞男

集』全 16 巻（岩波書店）の第 4 刷を 2014 年 3 月～2015 年 3 月に公刊。(c)丸山文庫所蔵

資料による新たな情報を反映した新訂増補『丸山眞男集』別巻を 2015 年 7 月に公刊［159］。

(d)東京女子大学丸山眞男文庫編『丸山眞男集 別集』（全 5 巻、岩波書店）が 2014 年 12

月より刊行開始（現在第 3 巻まで刊行）［147, 157, 158］。第 4 巻・第 5 巻は、丸山文庫所

蔵の「正統と異端」研究会の録音記録（80 時間分）を中心とした資料が収録される予定

で、現在、文字起こし作業、本文校訂、関連資料の調査を進めている［022, 023, 098, 120, 

203-1］。(e)丸山が東京大学法学部で行った「東洋政治思想史」講義録の 1956 年度分より

1959 年度分を、『丸山眞男講義録』続巻として、東京大学出版会より刊行する。現在ほぼ

講義の復元作業を終え、2017 年 3 月入稿、同年 9 月刊行の予定［011, 014, 032, 109, 117, 

202-1］。 

・丸山眞男文庫所蔵書簡類の調査・翻刻公刊 

丸山文庫所蔵の書簡類（丸山眞男宛来簡類）の調査とリスト作成が進行中。その中で、

吉野源三郎が丸山に宛てた書簡 36 点を翻刻した［資料 1-2: 228］。2017 年 3 月には、新

たに発見された吉野源三郎書簡 4 通のほか、加藤周一が丸山に宛てた書簡 26 通を翻刻・

公刊する［124 / 資料 1-2: 241］。 

・丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料類のデジタル化とデジタルアーカイブ構築 

(1)丸山文庫所蔵の草稿資料類を対象としたデジタルアーカイブを、2015 年 6 月、構築・

公開した。当該システムによって、所蔵資料の詳しい検索を可能にすると共に、資料の

画像をインターネット上で閲覧することを可能にした。2015 年 12 月には、丸山眞男作成

資料のほぼすべてを含む資料はデジタルアーカイブ上に画像公開している。 

 (2)丸山文庫所蔵の草稿類資料に登録されている岡義武作成資料を、2016 年 7 月、著作

権継承者の許諾を得てデジタルアーカイブ上に公開した。著作権継承者の意向により資

料の一部は、本学図書館内での限定公開としている。 

 (3)ブックスキャナを用いた当該資料のデジタル化作業が 2013 年度より進行。対象とな

る資料約 5,000 点のうち、2016 年 12 月 16 日現在、約 2,300 点のデジタル化が終了した（デ

ジタル化対象資料の 46％に相当）。 

・丸山眞男文庫バーチャル書庫の構築 

丸山文庫所蔵の図書資料類を対象としたバーチャル書庫を、2015 年 3 月に構築・公開

した。当該システムによって、丸山文庫所蔵図書資料類が丸山宅に所蔵されていた時の

状態をインターネット上で閲覧可能とした。当該システムでは、個々の書誌が東京女子

大学図書館 OPAC の詳細情報とリンクしており、丸山の書込みの有無やその程度まで把

握できる。蔵書状況から丸山の思想・学問の内容へのアプローチを可能とする研究リソ

ースである。 

・丸山眞男文庫所蔵楽譜類の調査・デジタル化 

(1)丸山眞男文庫所蔵の楽譜類、とくに丸山自身の書込みが為されているものを中心と

する調査と研究が進行中［025, 202-2, 202-11］。(2)ブックスキャナを用いて丸山眞男文庫

所蔵楽譜類の丸山による書込みのあるページのデジタル化作業を進めた。2015 年 3 月、

全 434 冊のデジタル化が完了、公開し閲覧可能となった。 

 

(3)その他の研究成果、事業・企画等 

①丸山文庫所蔵資料を用いたその他の研究成果 

 以上の事業の成果により本事業の内外から新しい研究成果が生まれている。以下はその
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主要なものである。 

・若手研究者による研究業績 

 本事業の実務に携わっている若手研究者たちは、以上の事業全体及びその成果について

大きく寄与しているが、同時に参加研究者の研究指導の下、研究成果を発表した。その多

くは、丸山文庫所蔵未公刊草稿資料類の翻刻公刊である［資料 1-2: 223, 226, 227, 228, 232, 234, 

235, 236, 240, 241, 242, 250, 252, 253］。これらの翻刻の成果はすでに活用されつつある［資

料 1-2: 225, 229, 233, 238, 243, 257, 260, 261, 262, 265, 266］。 

・丸山文庫所蔵資料を活用した諸研究 

 本事業が順次行っている丸山文庫所蔵資料のデジタル化、また草稿資料類のデジタルア

ーカイブ上の画像公開、バーチャル書庫の公開、未公刊資料の翻刻・公刊等により、丸山

文庫所蔵資料へのアクセスが容易且つ多様なものになった。その副次的効果として、当該

資料類を活用した研究成果が、本事業参加研究者の外からも現われている。その主なもの

として、以下のものが挙げられる。 

・橋本春美「東京女子大学図書館における学習支援の取組と丸山眞男文庫」『人文会 news』

第 116 号、2013 年 10 月 

・西村稔「知識人と「教養」（1）―丸山眞男の教養思想―」（『岡山大学法学会雑誌』第 64

巻第 1 号、2014 年 9 月。以後連載がつづき、現在第 5 回まで公刊） 

・権左武志「日本ナショナリズムの呪縛とその克服」（『現代思想』2014 年 8 月号） 

・奧波一秀「〈知性の愚者〉であること」（同前） 

・大久保健晴「丸山眞男における明治思想史研究の展開」（The Asan Institute for Policy  

 Studies 主催シンポジウム"Maruyama Masao and the East Asian Thoughts : Modernity, 

Democracy and Confucianism"、韓国・牙山市、2014 年 7 月） 

・松本礼二（編）『政治の世界 他十篇』（岩波文庫、2014 年） 

・古矢旬（編）『超国家主義の論理と心理 他八篇』（岩波文庫、2015 年） 

・奥波一秀「丸山眞男における音楽と啓蒙の問題」（『図書』2015 年 1 月号） 

・阪本尚文「丸山眞男と八月革命(1) 東京女子大学丸山眞男文庫所蔵資料を活用して」（『行

政社会論集』第 28 巻第 1 号、2015 年） 

・田中久文ほか「丸山眞男の再評価（日本倫理学会第 65 回大会 主題別討議報告）」（『倫

理学年報』第 64 集、2015 年 3 月） 

・高山大毅『近世日本の「礼楽」と「修辞」――荻生徂徠以後の「接人」の制度構想』東

京大学出版会、2016 年 

 

②本事業をふまえたその他の事業・企画等 

 さらに、上記の成果等を受け、以下のように新たな企画や出版等が展開され、波及的に

デジタルアーカイブ等の利用者が増加している。 

・丸山眞男生誕百年記念企画の開催 

 2014 年 10 月～12 月、杉並区立西荻図書館と共同で丸山眞男記念比較思想研究センター

は、「丸山眞男生誕百年」企画を開催した。西荻図書館に資料（複製）を提供し展示を行っ

た。また開催期間中、西荻図書館で関連の講演会を行った［209 / 資料 1-2: 261］。 

・「丸山眞男没後 20周年記念 東女生が挑む 丸山眞男展」の開催 

 2016 年 7 月～10 月、本学図書館と共同で丸山眞男記念比較思想研究センターは、「東女

生が挑む 丸山眞男展」を開催した。これは本学大学院生・学部学生を対象とした企画で、

図書館内で丸山眞男の生涯や著作を学生に広く紹介すると共に、コラボ企画として書評を

募集し、丸山著作・関連著作を読む機会をつくった。著作紹介にあたっては、若手研究者

が紹介文の作成やセミナーの開催を行った。展示と書評募集は夏季休暇を挟む 3か月程度

の短期間であったが、セミナーには約 30 名の学生が集まり、6 点の書評が集まった。学外

の来訪者からも好評を博した［資料 1-2: 239］。 



 

14 

 

・丸山著作の文庫化、テレビ番組等による一般的普及 

 (1)本事業期間中、既刊の丸山著作の文庫化が進められ、その中で丸山文庫所蔵資料が多

く用いられた。以下の刊行物がそれである。松本礼二編『政治の世界 他十篇』（前掲書）、

古矢旬編『超国家主義の論理と心理 他八篇』（前掲書）、松沢弘陽・植手通有・平石直昭

編『定本 丸山眞男回顧談』（上・下、岩波現代文庫、2016 年）。(2)2014 年 7 月 19 日、NHK

教育（Eテレ）にて「2014 年度「知の巨人たち」第 3 回 民主主義を求めて―政治学者 丸

山眞男―」が放映され、その中で、丸山文庫所蔵資料や本事業の概要も紹介された［208］。

その他、本プロジェクト期間中、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞をはじめとする多数の新

聞記事で事業の成果が紹介され、そのことによって、講演会等への参加者が増す等、丸山

眞男及び丸山文庫への関心を大きく喚起している［210, 211, 219, 220 / 資料 1-2: 263］。 

 

 なお、プロジェクトの活動及び成果は、随時同プロジェクトの公式ウェブサイトで公開

されている（http://office.twcu.ac.jp/univ/research/project/maruyama-project/）。 

 

【点検・評価、長所・問題点】 

・事業全体としては多大な成果を生み、計画通りに進捗している。(1)テーマ１に関しては、

個別の研究のほか、研究会、公開研究会、中間シンポジウム、国際シンポジウムを開催

した。また、最終年度における論文集の刊行が進んでいる。(2)テーマ２に関しては、と

くにバーチャル書庫、デジタルアーカイブの構築・公開をはじめとする、諸資料の調査・

整理・デジタル化を実現した。(3)各研究者の業績から、両テーマ間の連携が円滑に行わ

れ、個々の事業・研究が飛躍的に発展したことがわかる。 

・本事業の進展に伴い、研究拠点としての丸山眞男記念比較思想研究センター及び丸山眞

男文庫の意義が一層明らかになった。そのことによって、学外からの反響も大きく、丸

山研究及び日本思想史研究の全国的な活性化が起きている。このため各種刊行物や展示

等の企画が立ち上がり、本事業参加研究者もそうした出版事業や企画に協力した。こう

した状況は、それまでに蓄積してきた諸作業・研究やそれらに伴う成果があったために

可能となったものである。 

・最終年度に刊行する予定であった資料集（テーマ２）が、『丸山眞男集 別集』として 2014

年度に刊行開始となったのも、上の事情による。 

・『丸山眞男集 別集』全 5 巻の刊行計画のうち、第 4 巻・第 5 巻が未刊のままであるが、

丸山文庫所蔵資料の調査の進展によって、予想をはるかにこえた多様且つ広範な資料を

確認したためである。既に、複雑な諸資料の調査・研究にとりかかっており、残された

部分の刊行は短期間で達成できる所に至っている。なお、第 4 巻・第 5 巻に収録予定の

諸資料は、デジタルアーカイブまたは本学図書館内で資料を公開すると共に、その主要

なものは翻刻・公刊しており、従来の研究計画はすでに達成している。 

・『丸山眞男講義録』続巻も、本事業期間中の刊行に至っていないが、やはり丸山文庫所蔵

資料の内容が広範且つ多様で、翻刻等に困難をきわめたためである。但し、刊行の見通

しは前記の通り、明確になっている。 

・以上の事業と成果に対する評価は、多数のメディアによる紹介記事、丸山文庫所蔵資料

（事業期間中の出版物を含む）を用いた諸研究の公刊によって知ることができる。 

 

【将来の改善に向けた方策】 

・参加研究者の個々の研究・教育の中に、本事業から生み出された成果を生かしていく。

特に本学の教育へのさらなる還元の方策を検討する。 

・バーチャル書庫・デジタルアーカイブの運用、その更なる充実を進める。所蔵資料の更

なる整理・調査とデジタル化・公開を継続的に進める。 

・書簡資料類の調査と、それに基くリストの公開、重要度の高い書簡の翻刻・公刊など、
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本事業の中で進めてきたことを継続しつつ、新たな情報を発信する。・新渡戸稲造・南原

繁研究等、本学のキリスト教主義及び建学の理念に関する研究に関わるよう検討を進め

る。 

・研究成果を学内外に発信することにより本研究をさらに深め、今後も継続的に外部資金

を得るよう努力して研究を進めていく。 
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第Ⅳ章 研究費の配分と活用 

到達目標 

研究費を適正に配分し、研究実施のため有効に活用する。 

 

１．補助対象経費は適正に配分され有効に活用されているか 

【現状の説明】 

(1)研究施設・設備の整備と利用状況 

①研究施設 

本学図書館内丸山眞男文庫室 74㎡及び丸山眞男記念比較思想研究センター26㎡において、

安藤信廣・黒沢文貴の統督の下、本事業に係る若手研究者 6 名及び本学大学院生・学部

学生が同文庫資料の整理と調査研究、デジタル化等を行っている。 

②研究設備の整備と利用状況 

・画像データ撮影機器 

丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ構築のため、丸山眞男文庫室に高速かつ高解

像度（400dpi）でのデジタル化が可能なオーバーヘッド型ブックスキャナ BookShot3600

を 2013 年度 10 月に設置し、草稿類資料のデジタル化を行っている。2014 年 8 月末日現

在の累計稼働時間は725時間、2016年12月16日現在の累計稼働時間は2,095時間である。

第Ⅲ章で述べたように、2013 年度 10 月の設置後、2016 年 12 月 16 日現在、以下の資料

のデジタル化が終了している。 

a) 丸山眞男文庫所蔵未公刊草稿資料 約 2,300 点（約 5,000 点のうち 46％） 

b) 丸山眞男文庫所蔵楽譜類（書込みのあるページ）434 冊（100％） 

c) 新たに発見された書込みのある図書 66 点 

その内、楽譜類及び新たに発見された書込みのある図書の情報は、東京女子大学図書

館 OPACで公開され、デジタル化した書込み部分の画像を図書館内にて閲覧に供している。

他方、草稿資料は、デジタルアーカイブで情報を公開している。デジタル化した当該資

料の画像は、著作権処理を済んでいるものを中心に、デジタルアーカイブ及び図書館内

で公開している。 

・バーチャル書庫 

 「丸山眞男文庫バーチャル書庫」は、2014 年度に構築を開始し、2015 年 3 月 9 日に公

開した。2016 年 12 月までのアクセス総数は約 12,700 件となっている。米国・英国・ロシ

ア・中国・韓国など、世界各国からのアクセス数の増加には、本研究活動への着目度が

現われている。インターネットを通じて思想家ないし知識人個人の蔵書状況を一般に公

開したことは、例をみない試みであり、このようなアクセス状況は、今後ここから新た

な研究が生まれていくことが期待される。 

・デジタルアーカイブ 

「丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ」は、2015 年 6 月 1 日に公開した。デジタ

ル化を行った①の草稿資料の内、著作権処理を済ませた約 2,000 点をデジタルアーカイブ

にて公開している。2015 年 7 月 25 日＊から 2016 年 12 月までのアクセス総数は約 4,300

件である。デジタルアーカイブも、英国・米国などを中心に世界各国の研究者に利用さ

れている。デジタルアーカイブで公開している資料に基づく研究も数多く見られる（第

Ⅲ章１(3)その他の研究成果等を参照）。 

＊公開後、7 月 24 日までアクセスカウントが正常に機能しなかったため、その間のアクセ

ス数は不明となっている。 

  

(2)経費の見積もりの合理性 

 テーマ毎の補助対象経費の配分状況は、資料 2（研究進捗状況報告書 18「研究費の支

出状況」）のとおりである。当資料に基づき、テーマ別の補助事業経費執行状況を比率で
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見ると、2012 年度はテーマ１が 37.4％、テーマ２が 62.6％、2013 年度は 41.1％と 58.9％、

2014年度は28.9％と71.1％、2015年度は26.9％と73.1％、2016年度見込みは36.9％と63.1％

となっている。 

なお、当資料に記載された経費以外に、テーマ２に関し、ポスト・ドクターの経費が

ある。 

本事業に関する主たる経費の執行内容については、以下の通りである。 

①画像データ撮影機器 

本事業では、デジタルアーカイブ構築に向けた丸山眞男文庫資料のデジタル化のため、

画像データ撮影機器を私立大学等研究設備等整備費の研究設備として申請の予定を届け出

ていた。機種選定にあたり、読み取り解像度 400dpi以上、高速スキャニング（1秒）を

条件としたが、2012 年 2 月申請時には、条件を満たす機種は事業計画額 6,000 千円となる

一機種以外は見当たらなかった。しかし、2012 年 8 月に上記の条件を満たし、さらにリ

アルモニター機能による撮影画像を確認しながらの撮影が可能となる優れた性能の新機

種が申請時の 1/3 以下の価額（1,984 千円）で販売されたことが確認されたため、文部科

学省及び本学理事に相談のうえ当該新機種へ選定機種を変更した。そのため申請要件を

満たさなくなった私立大学等研究設備等整備費＊については申請を行わなかったが、大学

の負担額は申請時点の予定額とほぼ同額である。 

＊私立大学等研究設備等整備費：私立大学等の研究設備 1個又は 1組の価額が 500 万円(図

書にあっては 100万円)以上のものについて、購入に要する経費の 3 分の 2 以内の補助を

行う文部科学省の補助金。 

 ②バーチャル書庫及びデジタルアーカイブ構築 

本事業では前項で触れたデジタルアーカイブ構築の前段階として、2014 年度にバーチ

ャル書庫を構築した。バーチャル書庫及びデジタルアーカイブはシステム上の連携が必

要であるため、双方を構築可能な業者への一括業務委託を検討してきた。2012 年 2 月申

請時には、デジタルアーカイブの草分け的存在である A 社よりバーチャル書庫構築費用

として 1,500 千円の見積額を提示されていた。しかし、2014 年度業者選定の際、A 社並び

に、同分野で導入実績を上げてきた B 社から相見積を取得したところ、B 社の見積額の

方が低く、構築費で約 60 万円、2016 年度以降の年間運用費で約 40 万円の差があった。

また、B 社はパッケージではなく本事業に合わせたシステムを構築する提案であった。 

両者を比較検討した結果、構築費用及び 2016 年度以降の年間運用費をできる限り抑え、

本事業に合わせたシステムの構築を可能とする B 社に発注することとした。併せて、海

外の研究者の本サイトへのアクセスの利便性を増すため、バーチャル書庫及びデジタル

アーカイブ等に関する丸山文庫関連ホームページの日英・日中翻訳ページを公開するこ

とができた。 

 

【点検・評価、長所・問題点】 

前項で示したように、テーマ毎の補助対象経費の配分状況は大きく異なり、テーマ１よ

りテーマ２の方が、配分割合が高い。これは、各テーマの研究目的と研究方法が異なるこ

と、特にテーマ２の研究目的の達成には、研究の展開と成果の公開のために、設備の整備、

それを動かす人的資源の投入、及びシステムの構築が必要となるからである。 

たとえば、2012 年度にテーマ２で執行した経費の使途には、ノートパソコン及び周辺機

器費用、2013 年度以降は画像データ撮影機器導入に伴う作業費用、2014 年度にはバーチャ

ル書庫構築委託費用及びノートパソコン等機器費用、2015 年度にはデジタルアーカイブ構

築委託費用が含まれている。このように研究費を配分し、研究実施のため有効に活用して

きたことは、本事業を進捗させ成果を上げるうえで、適正且つ必要不可欠の措置であると

いえる。 

画像データ撮影機器については、大学の負担額を増加することなく条件を満たし、更に

高機能を備えた機種を選定できた。これにより丸山眞男文庫所未公刊草稿資料、楽譜をは
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じめとする書込みの図書の該当箇所のデジタル化をスムースに進めることができ、テーマ

２のスピーディーな進捗に資したことは評価できる。 

また、バーチャル書庫及びデジタルアーカイブ構築に関して、費用を抑えつつも本事業

に合わせたシステム構築が実現したことは、テーマ２における大きな成果を示したことは

もとより、テーマ１を含む本事業全体の研究成果の充実、さらに一般の研究者・利用者へ

広範且つ多様な研究リソースを資することができる研究拠点の基礎を築いたといえる。以

上のように補助対象経費は適正に使用され、有効に活用されているとして評価できる。 

 

【将来の改善に向けた方策】 

バーチャル書庫とデジタルアーカイブの年間維持費が抑えられることは、補助事業期間

終了後の研究拠点の持続的な運営と、研究成果の継続的な公開・充実に役立つと考えられ

る。全体として、補助事業期間後の研究拠点としての体制を十分整えられるよう外部資金

の獲得に努力していく。 

 

以上 

 



 

 

 

東京女子大学 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」

外部評価報告書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017 年 3 月 

「20 世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」外部評価委員会 

  



Ⅰ．外部評価委員名簿 

 

栗原
くりはら

 彬
あきら

 氏   

立教大学名誉教授 

佐藤
さ と う

 慎一
しんいち

氏   

東京大学名誉教授 

吉見
よ し み

 俊
しゅん

哉
や

氏   

東京大学大学院教授 
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                              2017 年 3 月 14 日 

 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「20世紀日本における知識人

と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」に対する評価結果 

  

 

外部評価委員  栗原 彬   

 

【総 評】  

 本プロジェクトは、世界的な知の危機の時代に、「教養と知」への深い志をもって、周到

な研究体制と綿密な事業計画の下に、精力的に調査研究活動を進めて、「20 世紀日本におけ

る知識人と教養」および「丸山眞男文庫資料の調査研究とデジタルアーカイブの構築」と

いう研究テーマを達成し、その成果を日本および世界に公開して、21 世紀の教養と知のあ

り方へ、大きな貢献をなされたことを、敬意をもって評価致します。 

 

（優れている点） 本プロジェクトの卓越した成果をポイントだけ。 

１．世界的な視野の中で、丸山に至る近代日本の知識人の系譜を時系列的に論証したこと。 

２．丸山の思想と、世界の同時代の思想との、共時性、交信性、相乗性、相剋性を明らか

にしたこと。 

３．丸山の思想像をアジアの知的世界の中に置いて、その相互関係の研究に道を拓き、ア

ジアの知を未来に拓く媒介となる丸山の思想の潜勢力を照射したこと。 

４．丸山文庫の諸資料の交差によって、丸山の思想形成過程に光を当てることができるよ

うになったこと。 

５．デジタルアーカイブの構築と共に、丸山の「思想空間」の中に身を置く「場所」の構

築が行われて、政治思想、比較思想、教養、芸術・文化研究など、広範な知的世界への探

求の道を拓いたこと。（デジタルとアナログの統合）。 

 

（努力課題）外部評価委員の希望として 

１．人類の存亡に関わる精神史を遠望しながら、教養と教養教育について調査研究を継続

して、教養（教育）をめぐる根源的な思考とアクチュアルな提案を世界に発信していくこ

と。 

２．「丸山の思想とフェミニズム」といった研究にすでに部分的に進められているように、

「戦後日本の持続する問題」と丸山の思想像とを交差させる研究を更に進めること。 

３．本学のこの「場所」を、内外の研究者のみならず、広く知の探究を志すひとびとにも

開いて頂きたい。 

４．加藤周一文庫と連携して、比較思想・比較文化の共同研究プロジェクトとして、何が

できるか。時間をかけて取り組んで頂きたい。 
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                              2017 年 2 月 24 日 

 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「20世紀日本における知識人

と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」に対する評価結果 

  

外部評価委員 佐藤 慎一   

【総 評】  

 丸山眞男の蔵書や草稿類は、「日本国民（もしくは人類）共有の知的資産」というべき公

共性の高いもので、受け入れた東京女子大学は、それらを安全に管理することに加え、広

く国民（もしくは人類）の利活用に供するという、大きな責任を負っている。丸山の蔵書

や草稿を生かすためには、丸山の学問に関心を持つ国内外の人々が接近できる「開かれた」

体制を構築する必要があるが、安全管理という課題と「開かれた体制」の構築という課題

を共に達成することは、決して容易なことではない。今回の外部評価において私は、東京

女子大学が丸山眞男文庫の運用において、ふたつの課題をどのようにしてどの程度達成し

ているのかという観点を中心にして、丸山眞男文庫の過去の活動実績および現在の活動状

況を点検した。結論から言えば、「優れている点」で述べるように、丸山眞男文庫が多くの

優れた実績をあげつつ、ふたつの課題を十分に達成していることを確認した。その達成水

準は、私の予想や期待をはるかに超えるものであった。 

他方で、「努力課題」で述べるように、今後達成すべき課題も少なからず存在する。ただ

し、それらの多くは、やり残した課題というよりは、丸山文庫が発展する中で新たに生ま

れてきた課題であり、むしろ丸山文庫の活性度を示すもののように私には思われる。 

 

（優れている点）  

以下の 3点が「優れている点」として特に強く印象に残った。 

 第一に、そして最も強く印象に残った成果が、丸山の草稿類のデジタルアーカイブ化で

ある。全世界の人々が、インターネットを使って、草稿の実物に触れることなく草稿類を

利用できるようになったわけで、これによって、貴重な資料の安全管理という課題と「開

かれた体制」の構築という課題は、ともに見事に達成された。 

これまでは、活字化された文章を通してしか丸山の思想を検討することができなかった

が、活字化以前の草稿類がデジタルアーカイブ化されたおかげで、今後は、活字化に至る

までの丸山の思考の道筋を辿り、彼の出した結論をその形成過程に即して一層内在的に理

解できるようになる。このことは、丸山理解に新たな可能性をもたらすはずである。 

 第二に、丸山眞男文庫を軸とする研究者ネットワークの構築も高く評価できる。丸山眞

男の著作が生きた古典として将来も読み継がれるためには、丸山眞男の再解釈が繰り返し

試みられ、新たな丸山眞男像が継続的に提示される必要があるが、研究プロジェクト「20

世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用」に集め

られた 19名の研究者（東京女子大学教員 8名、国内他大学教員 9名、海外研究者 2名）は、

多様な分野にまたがる優れた研究者であり、彼らが丸山眞男文庫の諸資料を駆使して研究
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を行えば、従来と異なる新たな丸山眞男解釈が生み出される可能性がある。 

 第三に、各種草稿類の中で完成度や資料的価値の高いものを選び、厳密な校訂を経て信

頼できるテキストを作成し活字化した『丸山眞男集 別集』の公刊も、きわめて重要な成果

である。全五巻のうちの未完の二巻には、丸山が最も力を入れ、未完に終わった「正統と

異端」の草稿が収録される予定と聞く。それが刊行された場合の価値は計り知れない。 

 

（努力課題） 

以下の 3点が「努力課題」として残されていると感じた。 

第一は、丸山眞男文庫を中核とした研究者ネットワークに、若い世代の研究者を巻き込

むことである。上で述べたように、研究者ネットワークの構築そのものは高く評価できる

が、参加者の年齢が概して高く、このネットワークがこれからの丸山眞男研究の中核的役

割を担い続けるためには、准教授クラスのより若い世代の研究者もプロジェクトに巻き込

む必要があると感じる。 

第二は、丸山眞男に関心を持つ若い世代の育成に貢献することである。現在のところ、

丸山眞男文庫はプロの研究者を主たる利用者として想定しているようだが、丸山について

関心はあるが十分な知識を持たない若い世代の人々にも目を向け、彼らを丸山眞男文庫の

利用者に招き入れて欲しい。若い世代の読者層の存在があってはじめて、丸山に関する書

物の出版など、将来に向けた丸山研究の持続的展開が可能となるからである。 

そのためには、インターネット世代の若者たちが丸山について知ろうとしたとき、まず

丸山眞男文庫のホームページから検索の旅をはじめるよう、丸山眞男文庫のホームページ

を情報量が豊かで魅力的なものにする必要がある。丸山眞男の著作目録や年譜などの基本

情報に加え、「丸山眞男論の目録」などの情報を提供すれば、多くの若者が丸山眞男文庫の

ホームページを閲覧するはずである。 

第三に、収集資料の多角化と収集活動の迅速化も重要な努力課題と思われる。収集資料

の多角化とは、丸山家から寄贈を受けた蔵書と草稿類以外の新たな資料の収集を、音声資

料や映像資料などにも対象を広げて行うことである。収集活動の迅速化とは、そうした資

料を所有していると思われる人々が高齢化しつつあることを踏まえ、収集活動を早急に開

始することである。 

丸山が東京大学で最後の学部ゼミと学部講義を行ったのは東大紛争の最中の 1968年度の

ことで、ゼミに参加した最も若い学生も既に 70歳を超えた。旧ゼミ生の中には、丸山眞男

からもらった手紙等の資料を大事に保管している者もいるだろうが、彼らの死後、資料の

価値を理解しない遺族はそれを廃棄する可能性が高い。いま呼びかければ、貴重な資料を

安全に永久保存してくれる丸山文庫に無償で寄贈して下さる方の数は、決して少なくない

だろう。 
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                              2017 年 3 月 15 日 

 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「20世紀日本における知識人

と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」に対する評価結果 

  

 

外部評価委員 吉見 俊哉 

 

【総 評】  

 膨大な丸山眞男蔵書と書き込みのある資料類、草稿、書簡を収蔵する総合的なアーカイ

ブとして、収蔵されている資料群全体が一つの宇宙を構成しており、これは世界で随一の

ものです。本事業は、そのような総合性と卓越性のある貴重な資料群のデジタルアーカイ

ブ化を着実に進めており、すでに大きな成果を生んでいます。今後は、このような成果を

基礎に、さらに資料の総合性を生かしたデジタルアーカイブ構築事業へと発展させていた

だきたいと存じます。すなわち、貴学が図書館に収蔵されている原資料と併せ、世界の近

代日本政治思想研究の聖地となっていってくことが望まれます。そのためには、図書館に

収蔵されている図書、資料群と、デジタルアーカイブ化された手書きの文書や図書への書

き込み、さらには書簡類までを、デジタル形式で統合的に関連付けていくことが不可欠で

す。活字資料については、OCR での高精度の機械解読が可能であり、膨大な予算を費やさ

なくても図書、書き込み、文書資料、書簡などのデジタル形式での一括的なデータ化が可

能になりつつあります。国・民間の助成金を積極的に確保しつつ、ぜひ、丸山の全資料が

横断的に検索・可視化可能な仕組みの構築に発展させていただきたいと思います。 

 

（優れている点）  

 膨大な蔵書と書き込みのある資料類、草稿、書簡を保持する総合アーカイブとして、収

蔵資料全体が一つの宇宙を構成しており、これは世界で随一のものです。本事業を、この

総合性を生かしたデジタルアーカイブ構築に発展させていくことにより、貴学は世界の近

代日本政治思想研究の聖地となっていくでしょう。特に、大量の書簡をアーカイブ化して

いくことで、丸山の思想の展開を知識人のコミュニケーション・ネットワークの中に実証

的に位置づけ直すことや、書き込みのある資料群の解析により、丸山の思考の結果ではな

く思考のプロセス自体を可視化していくことが可能になるなど、本プロジェクトは国際的

な思想史研究にデジタルアーカイブを活用する可能性は大きく広がっています。図書資料

も含めた横断的な検索機能の充実やデータの英語化など、いくつか重要な課題が残るもの

の、本事業は思想史とアーカイブ技術が結ばれる先駆的な例となり得るものです。 

 

（努力課題） 

現状のアーカイブは、活字資料も含め、PDF形式でのアーカイブ化に止まっています。ま

た、書簡や文書資料と丸山の著作をどのようにデジタル形式で結びつけていくのかという



5 

課題も残されているようです。活字のテクストに関しては、OCR技術がかなり発達してきて

おり、高い精度での機械的解読が可能です。手書きの文書の場合にはメタデータの充実化

が必要になってきますが、同時に世界の研究者に開かれたファーラム的な場を組織するこ

とで、研究者に書き込んでもらった情報をメタデータ的に活用していく方法が考えられま

す。デジタルアーカイブにとって横断的な検索機能の充実は決定的に重要なので、今後の

進化を期待しています。また、国際発信もきわめて重要な柱となってくるはずで、すべて

のメタデータや表示データの英語化を早急に進めていただきたく存じます。 

 



 

 

 

 

第 ２ 部 

 

20 世紀知識人の教養と学問 

—丸山眞男文庫を素材として— 

（テーマ 1） 

 

 

研究論文 
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こ
の
「
丸
山
眞
男
百
歳
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
昭
和
の
戦
前
期
か
ら
活
躍
し

た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
歴
史
学
者
で
あ
っ
た
服
部
之
総
が
、「
原
敬
百
歳
」
と
い
う

エ
ッ
セ
イ
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
、
こ
の
「
百

歳
」
に
は
単
に
丸
山
眞
男
が
生
ま
れ
て
百
年
め
と
い
う
だ
け
に
は
尽
き
な
い
意
味

を
も
た
せ
た
つ
も
り
で
す
。

　

今
年
、
二
〇
一
四
年
は
ま
た
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
て
か
ら
百
年
め
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
世
界
大
戦
は
さ
ら
に
世
界
の
先
進
国
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
賛
美

の
潮
流
を
巻
き
起
こ
し
、
日
本
に
お
い
て
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
実
現
し
よ
う
と
い

う
議
論
が
本
格
的
に
闘
わ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
よ
く
示
す
の
が
、
吉

野
作
造
が
『
中
央
公
論
』
一
九
一
六
年
一
月
号
に
載
せ
た
「
憲
政
の
本
義
を
説
い

て
其
有
終
の
美
を
済
す
の
途
を
論
ず
」
と
い
う
論
文
で
す
。
一
月
号
で
す
か
ら
、

実
際
に
発
売
さ
れ
た
の
は
一
九
一
五
年
の
末
。

　

し
た
が
っ
て
一
年
の
違
い
を
無
視
し
て
言
え
ば
、
今
年
は
日
本
に
お
け
る
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
百
周
年
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
年
に
丸
山
眞

男
が
生
ま
れ
た
の
は
偶
然
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
機
会
に
日
本
に
お
け
る

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
百
年
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
も
意
味
の
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　

つ
ま
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
い
か
に
確
立
し
、
い
か
に
健
全
に
運
営
す
る
か
と

い
う
こ
と
は
、
現
代
で
も
常
に
問
わ
れ
続
け
て
い
る
課
題
で
す
。
そ
の
時
に
重
要

な
問
題
の
一
つ
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
の
も
と
で
政
治
に
か
か
わ
る
一
人
一

人
の
市
民
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
の
考
え
方
を
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
。
も
っ
と
強
調
し
て
言
え
ば
、
政
治
に
参
加
し
て
ゆ
く
た
め
の
資
質
と
は

い
か
な
る
も
の
か
。
そ
の
意
味
で
の
「
政
治
の
た
め
の
教
養
」
と
い
う
問
題
を
切

り
口
と
し
な
が
ら
、丸
山
眞
男
の
思
想
を
読
み
解
い
て
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

一　

出
発
点
と
し
て
の
一
九
四
五
年

　

丸
山
眞
男
は
、
政
治
思
想
史
研
究
者
と
し
て
は
戦
前
・
戦
中
期
か
ら
仕
事
を
始

め
て
い
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
論
者
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た

の
は
、
一
九
四
五
年
の
日
本
の
終
戦
を
へ
た
あ
と
で
す
。
そ
の
出
発
点
に
大
き
な

丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

政
治
の
た
め
の
教
養―

丸
山
眞
男
百
歳

苅　

部　
　

直

009　政治のための教養.indd   9009　政治のための教養.indd   9 2015/03/02   15:50:412015/03/02   15:50:41
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影
響
を
与
え
た
出
来
事
と
し
て
、
一
九
四
六
年
二
月
か
ら
翌
年
ま
で
続
い
た
、
庶

民
大
学
三
島
教
室
で
の
経
験
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

詩
人
の
荒
川
洋
治
さ
ん
は
、「
心
理
」（『
現
代
史
手
帖
』
二
〇
〇
一
年
一
月
号

初
出
、『
心
理
』
み
す
ず
書
房
、
所
収
）
と
い
う
お
も
し
ろ
い
詩
で
、
こ
の
丸
山

と
庶
民
大
学
と
の
か
か
わ
り
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
学
生
、
商
店
主
、
農
民
、
主
婦
と
い
っ
た
、
名
前
の
と
お
り
の
庶
民
た
ち
か

ら
「
子
犬
」
ま
で
も
が
、
丸
山
眞
男
の
講
義
に
集
ま
り
、
熱
心
に
語
り
あ
っ
て
い

る
情
景
で
す
。

　

荒
川
さ
ん
の
詩
で
は
、
丸
山
の
講
義
の
中
心
は
「
な
ぜ
戦
争
は
起
き
た
の
か
。

ど
う
し
て
日
本
人
は
戦
争
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
っ
た

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
三
島
市
に
住
ん
で
い
る
ご
く
普
通
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
東
京
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
人
を
呼
ん
で
そ
の
講
義
を
き
き
、
勉
強

す
る
と
と
も
に
議
論
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
す
を
荒
川
さ
ん
は
よ
く
描
き
だ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
庶
民
大
学
は
、
木
部
達
二
と
い
う
丸
山
眞
男
と
同
年
輩
の
労
働
法
学
者
が

戦
時
中
か
ら
三
島
に
疎
開
し
て
住
ん
で
い
て
、
戦
後
に
な
っ
て
住
民
た
ち
と
も
に

始
め
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
木
部
が
仲
介
役
と
な
っ
て
、
丸
山
の
ほ
か
、
そ
の
兄

弟
子
に
あ
た
る
政
治
学
者
の
中
村
哲あ

き
ら、社
会
学
者
の
清
水
幾
太
郎
、そ
れ
か
ら
さ
っ

き
名
前
を
挙
げ
た
服
部
之
総
も
話
し
に
来
て
い
ま
す
。
芸
能
関
係
、
文
学
関
係
で

は
、
映
画
監
督
の
山
本
薩
夫
や
作
家
の
宮
本
百
合
子
が
呼
ば
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う

ど
こ
の
期
間
に
日
本
国
憲
法
の
草
案
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、
一
九
四
六
年
六

月
に
は
、
こ
の
庶
民
大
学
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
憲
法
改
正
草
案
市
民
検

討
会
と
い
う
催
し
が
三
島
で
開
か
れ
て
も
い
ま
す
。

　

丸
山
眞
男
は
、庶
民
大
学
の
発
足
の
前
に
講
演
に
呼
ば
れ
た
機
会
も
含
め
れ
ば
、

三
回
、
三
島
に
行
っ
て
い
ま
す
。
当
時
の
列
車
で
す
か
ら
、
超
満
員
で
窓
か
ら
入

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
苛
酷
な
状
態
の
東
海
道
線
で
、
東
京
か
ら
往
復
す

る
。
日
帰
り
は
で
き
ま
せ
ん
か
ら
一
泊
す
る
と
き
に
、
主
催
団
体
だ
っ
た
三
島
文

化
協
会
の
世
話
人
を
や
っ
て
い
た
米
屋
さ
ん
の
二
階
に
泊
ま
る
。
す
る
と
講
義
が

終
わ
っ
た
後
も
、
そ
の
二
階
に
米
屋
さ
ん
が
議
論
を
し
に
来
た
と
、『
丸
山
眞
男

回
顧
談
』
下
巻
（
岩
波
書
店
）
で
回
想
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、丸
山
が
話
し
て
い
る
と
米
屋
さ
ん
が
「
た
だ
い
ま
の
お
話
は
、

い
た
だ
き
ま
し
た
」と
答
え
た
。
い
か
に
も
米
屋
さ
ん
ら
し
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
。

丸
山
眞
男
に
と
っ
て
は
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
な
衝
撃
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す
ね
。「『
い
た

だ
き
ま
し
た
』
が
非
常
に
面
白
か
っ
た
。
単
に
頭
で
理
解
し
た
の
で
は
な
く
て
、

い
ま
の
言
葉
で
言
え
ば
、
体
で
わ
か
っ
た
と
。
そ
こ
が
本
当
に
庶
民
な
の
で
し
ょ

う
ね
、決
し
て
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
な
い
」
と
丸
山
は
回
顧
談
で
語
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
相
槌
を
う
っ
て
表
面
だ
け
わ
か
っ
た
ふ
り
を
す
る
の
で
は
な
く
、
本

当
に
わ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、「
い
た
だ
き
ま
し
た
」
と
実
感
の
あ
る
表
現
で

発
言
す
る
。
こ
れ
は
丸
山
眞
男
の
よ
う
な
知
識
人
に
と
っ
て
は
衝
撃
で
あ
っ
た
の

で
す
。
あ
る
い
は
、こ
う
い
う
ふ
う
に
も
丸
山
は
語
っ
て
い
ま
す
。「
ま
さ
に
『
学

問
の
す
ゝ
め
』
の
時
代
で
す
ね
。
す
ご
い
欲
求
で
す
。
今
か
ら
は
考
え
ら
れ
な
い

く
ら
い
で
す
。
自
己
弁
解
に
な
る
け
れ
ど
、
一
方
的
に
知
識
人
が
押
し
つ
け
た
と

い
う
の
は
、
ま
っ
た
く
実
感
と
違
う
な
。
む
こ
う
か
ら
沸
き
上
が
る
よ
う
に
や
っ

て
き
て
、
こ
っ
ち
が
や
や
タ
ジ
タ
ジ
と
い
う
の
が
実
感
で
す
」。
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こ
の
発
言
は
晩
年
に
な
っ
て
丸
山
の
記
憶
が
美
化
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
。
丸
山
眞
男
と
中
村
哲
と
が
加
わ
っ
た
、「
新
学
問
論
」
と
い
う

一
九
四
七
年
の
座
談
会
が
あ
り
ま
す
（『
丸
山
眞
男
座
談
』
第
一
冊
、
岩
波
書
店
、

所
収
）。
そ
の
な
か
で
中
村
哲
が
、
お
そ
ら
く
庶
民
大
学
で
の
経
験
を
念
頭
に
置

き
な
が
ら
「
そ
う
い
う
意
味
で
は
実
際
こ
っ
ち
か
ら
教
え
る
の
で
な
く
て
、
教
え

ら
れ
に
行
く
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
丸
山
眞
男
や
中
村
哲
が
教
育
を
受
け
た
戦
前
の
社
会
で
は
、
非
常
に

ご
く
少
数
の
人
だ
け
、
同
じ
学
年
の
男
性
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
数
の
人

が
高
等
教
育
を
受
け
る
と
い
う
時
代
で
す
の
で
、
終
戦
直
後
は
ま
だ
イ
ン
テ
リ
と

庶
民
と
の
間
の
距
離
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
の
と
き
に
、
そ
う
し
た
庶
民
た
ち
の

あ
い
だ
で
揉
ま
れ
、
彼
ら
の
言
葉
に
触
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
経
験
が
、
丸
山
眞
男

が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
確
信
を
深
め
て
い
く
、
大
き
な
基
盤
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

　

こ
の
当
時
す
で
に
丸
山
眞
男
は
戦
前
・
戦
中
か
ら
、
荻
生
徂
徠
や
本
居
宣
長
と

い
っ
た
徳
川
時
代
の
思
想
家
た
ち
、
あ
る
い
は
福
澤
諭
吉
の
思
想
に
関
す
る
論
文

を
発
表
し
て
、
若
い
政
治
思
想
史
研
究
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
戦
後
は

さ
ら
に
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
と
い
う
論
文
の
な
か
で
「
天
皇
制
」
を

頂
点
に
置
く
日
本
の
近
代
国
家
を
支
え
た
精
神
構
造
を
批
判
的
に
解
剖
し
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
学
問
上
の
知
見
を
庶
民
に
向
け
て
じ
か
に
話
す
、
そ
う
い

う
体
験
を
初
め
て
も
っ
た
こ
と
が
、
丸
山
眞
男
の
思
想
家
と
し
て
の
人
生
に
と
っ

て
重
要
だ
っ
た
。
講
義
に
参
加
し
た
三
島
の
庶
民
た
ち
の
側
も
、
新
し
い
時
代
の

な
か
で
ど
う
生
き
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
を
自
分
の
頭
で
考
え
、
そ
の
糧
と
な
る

よ
う
な
知
識
を
貪
欲
に
求
め
て
い
る
。
教
え
る
側
と
教
え
ら
れ
る
側
の
相
互
の
教

育
の
場
と
し
て
の
庶
民
大
学
が
、
そ
の
後
の
丸
山
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
信
念
を

支
え
た
根
源
的
な
経
験
を
作
り
あ
げ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
『
庶
民
大
学
通
信
』
と
い
う
庶
民
大
学
で
発
行
し
て
い
た
雑
誌
に
、丸
山
は
「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
て
い
ま
す
（
一
九
四
六
年
四
月
、

『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
六
巻
、
岩
波
書
店
、
所
収
）。
庶
民
大
学
の
受
講
生
が
投
げ

か
け
て
き
た
、
自
由
主
義
と
民
主
主
義
は
ど
う
違
う
の
か
、
と
い
う
質
問
に
対
す

る
答
と
し
て
書
い
た
文
章
で
す
。
丸
山
は
こ
こ
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
人
間
の
理

性
に
対
す
る
信
頼
を
前
提
と
す
る
、
そ
う
い
う
意
味
で
の
楽
観
主
義
に
立
つ
と
指

摘
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
決
し
て
、
人
間
は
み
ん
な
優
し
い
と
い
う
お
人
好
し

の
思
想
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ど
ん
な
に
意
見
や
利
害
が
ち
が
っ
て
い
て
も
よ
く

話
し
合
え
ば
お
互
い
の
立
場
が
了
解
さ
れ
、
円
滑
な
共
同
生
活
が
出
来
る
と
い
う

考
え
方
は
、
人
間
が
自
分
を
反
省
す
る
能
力
が
あ
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
の
建
前
に

な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
自
己
反
省
の
能
力
が
則
ち
わ
れ
わ
れ
の
理
性
で
あ

り
、
自
由
主
義
や
民
主
主
義
は
す
べ
て
こ
う
し
た
人
間
理
性
に
対
す
る
信
頼
を
基

礎
と
し
た
主
張
で
す
。
私
が
人
間
性
に
対
す
る
楽
観
主
義
と
い
っ
た
の
は
こ
の
意

味
で
す
。
従
っ
て
そ
れ
は
決
し
て
人
間
が
現
実
の
ま
ま
で
完
全
で
あ
る
と
か
、
人

間
の
性
質
の
な
か
に
は
『
悪
』
が
な
い
と
か
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。

　

つ
ま
り
、
社
会
に
は
当
然
、
悪
人
も
存
在
す
る
し
、
利
害
や
意
見
の
く
い
ち
が

い
が
生
じ
る
の
が
通
例
で
す
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
と
こ
と
ん
話
し
合
う
な
か
か

ら
自
己
反
省
を
繰
り
返
し
て
い
け
ば
、
ど
こ
か
で
共
通
了
解
を
見
い
だ
せ
る
は
ず
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だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
の
理
性
へ
の
信
頼
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
考
え
る
な
ら
ば
、
人
々
が
自
由
に
意
見
を
発
表
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
い
う

意
味
で
の
自
由
主
義
は
、
民
主
主
義
と
密
接
に
つ
な
が
る
も
の
だ
と
わ
か
る
で

し
ょ
う
。「
民
主
主
義
は
自
由
主
義
の
主
張
を
政
治
的
・
社
会
的
に
ひ
ろ
げ
て
い
っ

た
も
の
で
す
。
歴
史
的
に
言
っ
て
も
封
建
主
義
に
対
し
て
自
由
主
義
の
主
張
が
ま

ず
現
わ
れ
、
や
が
て
そ
の
な
か
か
ら
民
主
主
義
が
成
長
し
て
行
っ
た
の
で
す
」。

　

こ
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」
と
い
う
文
章
は
非
常
に
短
い
も
の
で
す
が
、

す
で
に
こ
こ
に
、
丸
山
眞
男
が
そ
の
後
も
課
題
と
し
続
け
た
問
題
に
関
す
る
見
解

が
登
場
し
て
い
ま
す
。
一
九
五
八
年
に
行
な
っ
た
座
談
会「
戦
争
と
同
時
代
」（『
丸

山
眞
男
座
談
』
第
二
集
所
収
）
の
な
か
で
、
自
分
は
戦
後
、
二
つ
の
問
題
と
格
闘

し
続
け
て
き
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
「
天
皇
制
」、
も
う
一
つ
は
「
マ
ル

ク
ス
主
義
」
で
す
。

　
「
天
皇
制
」
と
い
う
言
葉
を
丸
山
眞
男
が
使
う
場
合
、
そ
れ
は
大
日
本
帝
国
憲

法
や
日
本
国
憲
法
の
第
一
条
に
規
定
さ
れ
た
皇
室
の
制
度
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
世
襲
君
主
制
の
制
度
を
作
る
前
提
に
な
っ
て
い
る
「
精

神
構
造
」
の
問
題
と
し
て
「
天
皇
制
」
を
と
ら
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の

が
、
丸
山
眞
男
の
姿
勢
で
す
。
つ
ま
り
、
明
治
時
代
か
ら
、
近
代
日
本
の
国
家
・

社
会
に
浸
透
し
て
い
た
「
精
神
構
造
」
の
抱
え
て
い
た
病
理
に
つ
い
て
、
そ
れ
を

批
判
的
に
捉
え
克
服
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
説
い
て
い
た
の
で
し
た
。

　

先
ほ
ど
名
前
を
挙
げ
た「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」と
い
う
論
文
で
は
、「
抑

圧
移
譲
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
そ
う
し
た
近
代
日
本
の
国
家
・
社
会
に
浸
透

し
た
意
識
を
批
判
し
て
い
ま
す
。
官
僚
機
構
に
し
て
も
軍
隊
に
し
て
も
会
社
に
し

て
も
、
あ
る
い
は
大
学
や
学
校
で
も
、
そ
の
な
か
の
秩
序
が
、
上
下
に
多
く
の
階

層
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
な
か
の
ど
こ
か
の

段
階
に
自
分
が
い
て
、
上
の
人
間
に
は
こ
び
へ
つ
ら
い
、
下
の
人
間
に
は
威
張
り

散
ら
し
て
自
分
の
意
見
を
押
し
付
け
る
。
そ
う
い
う
意
識
を
、
上
か
ら
下
ま
で
す

べ
て
の
構
成
員
が
も
っ
て
い
て
、
抑
圧
が
次
々
と
よ
り
下
の
方
へ
転
化
さ
れ
て
ゆ

き
ま
す
。
こ
う
し
た
意
識
が
、
大
日
本
帝
国
に
お
い
て
は
、
一
般
人
か
ら
政
治
家
・

官
僚
・
軍
人
ま
で
、
ま
た
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
天
皇
自
身
に
ま
で
浸
み
わ
た
っ
て
い

た
。
こ
の
「
抑
圧
移
譲
」
の
精
神
構
造
を
批
判
的
に
と
り
あ
げ
た
の
が
、「
超
国

家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
で
す
。

　

あ
る
い
は
ま
た
「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
」
と
い
う
論
文
（
一
九
四
九
年
）

で
は
、
そ
う
し
た
精
神
構
造
を
前
提
と
し
て
、
政
治
家
や
軍
人
が
、
自
分
が
決
定

し
た
こ
と
は
上
か
ら
命
令
さ
れ
て
や
っ
た
の
だ
と
か
、
自
分
に
は
そ
の
内
容
を
変

え
る
権
限
は
な
か
っ
た
と
い
う
言
い
方
を
し
て
、
自
分
自
身
の
良
心
に
基
づ
い
た

責
任
の
と
り
方
を
し
な
い
、「
無
責
任
の
体
系
」
が
厳
然
と
存
在
し
て
い
た
と
指

摘
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
精
神
構
造
の
病
理
を
克
服
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
そ
の
た

め
に
は
、
個
人
個
人
が
内
面
に
お
い
て
自
立
性
を
確
立
し
、
積
極
的
に
社
会
に
対

し
て
声
を
あ
げ
、
政
治
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
う
い
う
順
序
で
丸

山
の
考
え
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、「
天
皇
制
」
の
精
神
構
造
に
対
す
る
批
判
と
、「
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」
の
説
明
が
、
問
い
と
そ
れ
に
対
す
る
一
種
の
解
決
策
と

い
う
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
の
問
題
で
す
。
丸
山
眞
男
は
自
分
自
身
の
主
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義
・
信
条
に
つ
い
て
は
、
哲
学
的
な
体
系
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に
対
し
て
否

定
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
と
歴
史
を
全
体
的
に
と
ら
え
る

視
座
を
提
供
す
る
点
に
つ
い
て
は
大
き
な
敬
意
を
払
う
。
そ
こ
で
、
マ
ル
ク
ス
主

義
の
ど
の
点
を
認
め
、
ど
う
い
う
方
向
へ
克
服
す
る
か
が
思
想
家
と
し
て
の
大
き

な
課
題
だ
っ
た
。

　

マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
に
お
い
て
は
、
経
済
構
造
が
人
間
の
精
神
の
あ
り
方
を

一
方
的
に
規
定
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
十
八
・
十
九
世
紀
に
確
立
し
た
自
由
主
義

の
思
想
や
議
会
制
度
な
ど
は
、
歴
史
的
条
件
に
規
定
さ
れ
た
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に

よ
る
支
配
の
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
や
が
て
そ
う
し
た
経
済
構
造
が
改
め
ら
れ
、
支

配
体
制
も
倒
さ
れ
て
共
産
主
義
社
会
が
実
現
す
れ
ば
、
発
展
的
に
解
消
さ
れ
る
も

の
だ
。
そ
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
考
え
方
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
丸
山
眞
男
は
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」
に
も
見
え
ま
す

よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
「
自
由
」
が
社
会
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
た

め
の
基
礎
に
な
る
と
説
き
ま
す
。
自
由
に
つ
い
て
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」

の
な
か
で
は
、「
消
極
的
な
自
由
」
と
「
積
極
的
な
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ

て
い
る
。「
消
極
的
な
自
由
」
と
は
、
個
人
へ
の
拘
束
を
と
り
除
く
こ
と
で
、
先

の
意
味
で
の
自
由
主
義
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
「
積
極
的
な

自
由
」
は
、
人
間
が
社
会
に
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
、
つ
ま
り
は
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
そ
の
も
の
と
解
釈
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

丸
山
は
積
極
的
な
「
自
由
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、
消
極
的
な
そ
れ
と
の
連

続
性
を
示
唆
し
ま
す
。
そ
う
い
う
形
で
、
自
由
の
追
求
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
基
礎

と
な
る
こ
と
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
も
そ
れ
は
、人
間
の
理
性
と
関
係
す
る
以
上
、

歴
史
的
条
件
を
超
え
た
普
遍
的
な
原
理
で
す
か
ら
、
時
代
が
変
わ
っ
た
か
ら
と

言
っ
て
、放
棄
し
て
よ
い
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、「
天
皇
制
」

「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
両
方
と
の
格
闘
と
い
う
課
題
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」

の
な
か
で
す
で
に
現
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
付
け
加
え
れ
ば
、
や
や
逆
説
的
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
そ
の
も
の
と
の
対
決
と
い
う
課
題
も
、
そ
こ
に
は
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
丸
山
が
若
い
こ
ろ
か
ら
著
作
を
よ
く
読
ん
で
い
た
、
ド
イ

ツ
の
公
法
学
者
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
、
自
由
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の

関
係
に
関
す
る
議
論
へ
の
応
答
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
シ
ュ
ミ
ッ

ト
は
、『
現
代
議
会
主
義
の
精
神
史
的
地
位
』（
一
九
二
三
年
）
と
い
う
著
書
の
な

か
で
、
そ
の
両
者
を
き
っ
ぱ
り
と
切
り
分
け
、
単
純
に
言
え
ば
二
十
世
紀
の
現
代

に
お
い
て
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
方
が
自
由
主
義
に
対
し
優
位
に
立
つ
と
論
じ
て

い
ま
す
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
自
由
主
義
が
原
理
と
す
る
の
は
、
永
遠
の
討
論
で
す
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
と
こ
と
ん
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
闘
わ
せ
る
と
い
う
こ
と

が
、
議
会
を
支
え
る
原
理
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
と
し
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
挙
げ
る
の
は
、「
同
一
性
」

（Identität

）
で
す
。
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
原
理
と
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
人
々

が
全
体
と
し
て
共
通
の
利
益
や
目
標
に
同
一
化
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
全
体
の
目
標

を
皆
で
決
め
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
自
由
主
義
と
が
衝
突
す
る
場
合
も
あ
り
う
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
闘
わ
せ
る
と
い
う
手
続
な
ど
に
こ
だ
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わ
ら
ず
、
カ
リ
ス
マ
的
な
指
導
者
が
登
場
し
、
全
体
の
利
益
や
目
標
を
実
現
す
る

よ
う
、
強
力
に
指
導
し
て
く
れ
た
方
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
原
理
に
と
っ
て
は
望

ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
要
求

す
る
統
治
形
態
と
し
て
は
、
独
裁
も
あ
り
う
る
と
説
き
ま
し
た
。
全
体
の
利
益
を

実
現
す
る
指
導
者
に
対
し
て
、
国
民
の
全
て
が
拍
手
喝
采
を
送
る
と
い
う
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
。
こ
れ
は
当
然
、
全
体
主
義
の
論
理
に
簡
単
に
転
化
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
意
味
で
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、つ
ま
り
単
に
多
数
決
と
し
て
理
解
さ
れ
、

し
か
も
場
合
に
よ
っ
て
は
全
体
の
利
害
を
実
現
す
る
指
導
者
の
存
在
を
歓
迎
す
る

よ
う
な
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
の
対
決
も
、
丸
山
の
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
人
間
性
」
の

議
論
に
は
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
確
立
す
る
こ

と
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
も
健
全
に
営
ま
れ
る
の
で
あ
り
、
両
者
は
不
可
分
だ
。
そ

う
し
た
形
で
、
こ
の
人
間
の
理
性
に
よ
る
反
省
と
自
己
変
革
の
能
力
に
対
す
る
信

頼
が
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
基
礎
と
す
る
丸
山
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
信
念
を
支
え

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
信
念
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
庶
民
大
学
で
の
体
験

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

二　
「
政
治
化
」
と
情
報
化
社
会

　

い
ま
述
べ
た
よ
う
に
、
理
性
に
よ
っ
て
自
己
反
省
し
、
自
己
変
革
し
う
る
存
在

と
し
の
人
間
像
が
、
丸
山
眞
男
の
考
え
る
リ
ベ
ラ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
丸
山
は
、理
性
的
な
人
間
そ
れ
自
体
の
存
在
が
、

こ
の
現
代
社
会
で
は
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
リ
ア
ル
に
認
め
る
立
場
も
、
早
い
時

期
か
ら
と
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
や
は
り
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
提
示
し

た
概
念
、「
政
治
化
」（Politisierung

）
に
か
か
わ
り
ま
す
。
丸
山
は
助
手
時
代
、

一
九
三
八
年
に
発
表
し
た
文
章
「
一
九
三
六―

三
七
年
の
英
米
及
び
独
逸
政
治
学

界
」
で
す
で
に
、
こ
の
言
葉
を
用
い
て
二
十
世
紀
の
国
家
と
社
会
の
あ
り
方
を
説

明
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
言
う
「
政
治
化
」
の
問
題
は
、
の
ち
の
大
衆
社
会
論
や
情
報
化
社
会
論

に
お
い
て
提
起
さ
れ
た
問
題
と
も
重
な
る
要
素
を
多
く
も
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
に

も
丸
山
は
こ
う
し
た
現
代
社
会
の
特
徴
を
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
政
治
的
無
関
心
の
問

題
と
関
わ
ら
せ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
ナ
チ
ズ
ム
の
例
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
国
家
の
宣
伝
活
動
が
人
々
を
感
情
面
で
刺
戟

し
て
熱
狂
的
な
政
治
参
加
に
向
か
わ
せ
、
全
体
主
義
的
な
支
配
を
可
能
に
す
る
。

あ
る
い
は
逆
に
、
メ
デ
ィ
ア
が
政
治
問
題
を
熱
心
に
報
じ
る
こ
と
を
せ
ず
、
娯
楽

に
ば
か
り
人
々
の
関
心
を
集
中
さ
せ
、脱
政
治
化
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

既
存
の
権
力
が
温
存
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

論
文「
人
間
と
政
治
」（
一
九
四
九
年
）の
な
か
で
丸
山
は
こ
う
言
っ
て
い
ま
す
。

「
政
治
の
働
き
か
け
は
、
理
性
で
あ
ろ
う
と
、
情
緒
で
あ
ろ
う
と
、
欲
望
で
あ
ろ

う
と
、
人
間
性
の
い
か
な
る
働
き
を
も
必
要
に
応
じ
て
動
員
す
る
」。
そ
し
て
そ

れ
は
「
宗
教
も
、
学
問
も
、
経
済
も
」
す
べ
て
の
物
事
を
、「
い
つ
で
も
自
己
の

目
的
の
た
め
に
使
用
す
る
」
も
の
だ
と
指
摘
し
ま
す
。
こ
う
い
う
状
況
で
は
「
近

代
国
家
に
よ
っ
て
一
旦
分
離
さ
れ
た
、
外
面
と
内
面
・
公
的
な
も
の
と
私
的
な
も

の
・
法
的
＝
政
治
的
な
も
の
と
文
化
的
な
も
の
と
が
再
び
区
別
が
で
き
な
く
な
っ

て
く
る
。
政
治
権
力
が
、
ラ
ジ
オ
と
か
映
画
と
い
う
よ
う
な
、
非
常
に
高
度
な
近
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代
的
技
術
を
駆
使
し
て
」
と
丸
山
は
指
摘
し
ま
す
が
、
ラ
ジ
オ
と
映
画
が
例
と
し

て
挙
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、
い
か
に
も
一
九
四
〇
年
代
ら
し
い
で
す
ね
。
い
ま

な
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
挙
げ
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
う
し
た
「
非
常
に
高
度
な
近

代
的
技
術
を
駆
使
し
て
、
自
分
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
朝
と
な
く
晩
と
な
く
人
民
に

注
ぎ
込
む
」
こ
と
が
、
政
治
権
力
を
維
持
す
る
た
め
の
不
可
欠
の
手
段
に
な
り
、

そ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
陣
営
の
側
も
、
同
じ
よ
う
な
宣
伝
合
戦
を
繰
り
広
げ

る
　

人
々
が
こ
う
し
た
情
報
の
渦
に
ま
き
こ
ま
れ
て
し
ま
う
現
代
社
会
で
は
、
人
々

が
自
分
自
身
の
頭
で
、
理
性
を
働
か
せ
な
が
ら
政
治
に
つ
い
て
判
断
を
下
す
と
い

う
営
み
が
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
丸
山
は
、「
現
代
に
お
け
る
人

間
と
政
治
」（
一
九
六
一
年
）
と
い
う
論
文
の
な
か
で
、「
イ
メ
ー
ジ
」
に
よ
る
精

神
の
支
配
を
問
題
に
し
て
い
ま
す
。
現
代
に
お
い
て
は
、
異
な
る
政
治
的
立
場
の

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
世
の
中
の
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
に
と
り
込
ま
れ
て
生
き
て

い
る
。「
内
側
の
住
人
と
外
側
の
世
界
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、『
世
の
中
』
の

イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
自
己
累
積
作
用
が
お
こ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
両
者
の
壁
が

ま
す
ま
す
厚
く
な
る
と
い
う
悪
循
環
」
が
起
き
て
い
る
と
丸
山
は
表
現
し
て
い
ま

す
。　

　

こ
の
時
代
で
は
も
は
や
、「
さ
ま
ざ
ま
の
『
虚
構
』、
さ
ま
ざ
ま
の
『
意
匠
』
の

な
か
に
し
か
住
め
な
い
の
が
、
私
達
の
宿
命
で
あ
る
」。
社
会
の
姿
を
リ
ア
ル
に

と
ら
え
、
理
性
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
、
政
治
に
参
加
す
る
個
人
が
、

成
り
立
つ
の
は
も
は
や
難
し
く
な
っ
た
。
そ
う
い
う
現
代
の
情
報
化
社
会
の
あ
り

方
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。
こ
の
文
章
が
発
表
さ
れ
た
六
〇
年
代
初
頭
よ
り
も
、
む

し
ろ
現
代
に
ぴ
っ
た
り
く
る
よ
う
な
指
摘
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
丸
山
の
警
告

は
早
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
現
代
社
会
の
病
理
に
対
し
て
、
そ
れ
に
対
す
る
対
応
策
と
し
て
丸
山

が
提
起
す
る
の
は
「
境
界
に
住
む
こ
と
の
意
味
」
で
す
。
つ
ま
り
、
何
ら
か
の
イ

メ
ー
ジ
の
内
側
に
い
る
こ
と
は
所
与
の
条
件
と
し
て
、
同
じ
く
内
側
に
い
る
住
人

た
ち
と
実
感
を
共
有
し
続
け
る
。
そ
し
て
同
時
に
ま
た
、
外
か
ら
の
声
に
も
耳
を

傾
け
、
外
と
の
交
通
を
不
断
に
保
っ
て
ゆ
く
こ
と
。
そ
う
し
た
姿
勢
を
、
こ
の
論

文
で
は
提
起
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
一
方
で
は
人
間
理
性
へ
の
信
頼
を
抱
き
、
他
方
で
は
情
報
化
社
会

の
よ
う
な
現
代
的
条
件
を
厳
し
く
認
識
す
る
、
そ
の
二
つ
の
あ
い
だ
の
葛
藤
を
正

面
か
ら
見
つ
め
な
が
ら
、
い
か
に
し
て
そ
の
困
難
を
の
り
こ
え
る
の
か
。
戦
後
の

丸
山
は
、
い
ま
紹
介
し
た
「
現
代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」
に
お
け
る
問
題
提
起

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
史
研
究
の
仕
事
、
あ
る
い
は
評
論
・
エ
ッ

セ
イ
の
な
か
で
、
こ
の
難
問
に
応
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
そ
う
し
た
仕
事
の
う
ち
、
一
点
だ
け
、「
教
養
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
す
。

三　
「
政
治
的
教
養
」
と
「
遊
び
」

　

丸
山
眞
男
の
師
で
あ
っ
た
政
治
哲
学
者
、
南
原
繁
は
戦
後
日
本
の
教
育
改
革
、

と
り
わ
け
現
在
の
大
学
制
度
の
発
足
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
人
物
で
も
あ
り

ま
し
た
。
旧
制
大
学
か
ら
新
制
大
学
へ
の
変
化
は
、
も
ち
ろ
ん
三
年
か
ら
四
年
に
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な
っ
た
と
か
、
男
女
共
学
に
な
っ
た
と
か
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
そ
の

な
か
で
重
要
な
の
は
、
専
門
教
育
あ
る
い
は
職
業
教
育
だ
け
で
は
な
く
て
、「
一

般
教
養
科
目
」
を
も
教
授
す
る
こ
と
を
大
学
の
重
要
な
役
割
と
し
て
規
定
し
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

実
は
こ
の
教
養
教
育
の
創
設
に
関
し
て
、
南
原
繁
が
非
常
に
大
き
な
働
き
を
し

た
こ
と
が
、
土
持
ゲ
ー
リ
ー
法
一
『
戦
後
日
本
の
高
等
教
育
改
革
政
策
』（
玉
川

大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
六
年
）
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
戦
後
の
日
本
の
教

育
改
革
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
っ
て
起
き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
実

際
に
は
日
本
側
が
か
な
り
の
程
度
、
具
体
案
を
作
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
等
教
育

に
関
し
て
は
ア
メ
リ
カ
側
は
日
本
の
高
等
教
育
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ

た
の
で
、
ほ
ぼ
日
本
側
か
ら
考
え
た
案
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

と
き
の
中
心
の
一
つ
が
教
養
教
育
の
新
設
で
す
。

　

こ
う
し
た
高
等
教
育
改
革
に
着
手
す
る
の
と
前
後
し
て
、
南
原
繁
は
、「
新
日

本
の
建
設
」
と
い
う
講
演
（
一
九
四
五
年
十
一
月
）
を
、
東
大
の
法
学
部
長
と
し

て
学
生
に
対
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育

に
は
「
政
治
的
教
養
」
が
大
事
だ
と
い
う
言
葉
が
見
え
ま
す
。「
政
治
的
教
養
」

に
つ
い
て
、
こ
の
講
演
で
は
「
人
は
国
民
た
る
と
同
時
に
、
あ
る
い
は
そ
の
以
前

に
、
各
自
そ
れ
ぞ
れ
一
個
の
『
人
間
』
と
し
て
自
己
の
理
性
と
良
心
と
に
従
っ
て

判
断
し
、
行
為
す
る
と
こ
ろ
の
自
主
自
律
的
な
人
格
個
性
た
る
こ
と
が
根
本
で
あ

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
原
繁
が
戦
後
の
大
学
に
一
般
教
養
科
目
を
導
入
し
た
と
き
の
「
教
養
教
育
」

の
モ
デ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
で
す
。
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
で
は
ち
ょ
う
ど
一
九
四
〇

年
代
に
教
育
改
革
が
行
な
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
担
当
委
員
会
が
ア
メ
リ
カ
の
大
学

に
お
け
るgeneral education

（
普
通
教
育
・
教
養
教
育
）
に
つ
い
て
の
プ
ラ

ン
を
書
い
た
長
い
本
、〝General Education in a Free Society

〞（1945

）

を
刊
行
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
南
原
も
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
書
は
、
大
学
の
学
士
課
程
教
育
を
含
むgeneral education

の
目

的
は
、
人
文
学
・
社
会
科
学
・
自
然
科
学
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
を
通
じ
て
、
学
生

が
「
よ
き
市
民
」
に
成
長
す
る
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
そ
う
し
た
意

味
で
、
大
学
で
の
教
養
教
育
は
そ
の
ま
ま
「
政
治
的
教
養
」
に
結
び
つ
く
。
こ
の

理
想
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
戦
後
日
本
の
大
学
に
お
け
る
教
養
教
育
は
出
発
し
た
の

で
し
た
。
現
実
に
そ
の
後
六
十
年
の
時
間
を
へ
て
、
大
学
の
学
士
課
程
教
育
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
日
は
割
愛
し
ま
す
。

　

丸
山
眞
男
の
方
は
、
大
学
教
育
に
関
す
る
ま
と
ま
っ
た
論
稿
は
残
し
て
い
ま
せ

ん
。
た
だ
、『
春
曙
帖
』
と
い
う
ノ
ー
ト
に
書
き
付
け
て
い
た
内
容
が
、没
後
に
『
自

己
内
対
話
』（
み
す
ず
書
房
）
と
い
う
本
に
収
録
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
な
か
に
お
そ
ら
く
一
九
六
八
年
、
大
学
紛
争
の
さ
な
か
に
書
い
た
東
大
改
革

案
が
載
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、そ
れ
と
関
連
し
て
「
大
学
は
何
を
学
ぶ
と
こ
ろ
か
」

と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
し
て
、
そ
れ
が
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
文
章
の
な
か
で
丸
山
は
「『
遊
び
』
と
し
て
の
学
問
、
遊
び
に
専
念
す
る

場
と
し
て
の
大
学
」
と
「
専
門
化
し
、
分
化
し
た
知
識
の
市
場
と
し
て
の
大
学
」、

そ
う
い
う
二
つ
の
側
面
が
大
学
に
は
あ
る
と
指
摘
し
ま
す
。
後
者
は
い
わ
ゆ
る
専

門
教
育
・
職
業
教
育
の
こ
と
で
、
丸
山
は
「
問
題
解
決
の
具
と
し
て
の
学
問
」
と

も
呼
ん
で
い
ま
す
。
丸
山
は
、
前
者
、「『
遊
び
』
と
し
て
の
学
問
」
の
意
義
が
現
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代
に
お
い
て
は
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
と
お
そ
ら
く
考
え
て
、
ノ
ー
ト
で
は
そ
ち
ら

の
方
に
つ
い
て
詳
し
く
持
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

丸
山
は
前
者
に
つ
い
て
「『
問
題
』
を
前
提
と
し
な
い
学
問
で
あ
る
。
最
悪
の

学
問
教
育
は
、
問
題
解
決
の
具
と
も
な
ら
な
い
知
識
の
つ
め
こ
み
教
育
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
ん
な
風
に
も
言
っ
て
い
る
。「
対
象
と
し
て
は
ど

ん
な
に
切
実
な
現
代
性
を
も
つ
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、『
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

な
』
研
究
に
は
あ
そ
び
の
精
神
が
必
要
で
あ
り
、
意
味
が
あ
る
。
問
題
解
決
の
具

と
し
て
で
は
な
い
学
問
、
た
だ
無
限
の
対
話
（
自
己
内
対
話
を
ふ
く
む
）、
な
い

し
だ
べ
り
と
し
て
の
学
問
が
、
ど
こ
か
分
か
ら
ぬ
時
と
場
所
で
『
生
き
て
』
来
る

も
の
な
の
だ
。
こ
う
い
う
『
遊
び
』
と
し
て
の
学
問
は
紙
一
重
で
デ
カ
ダ
ン
ス
に

な
る
。
し
か
し
デ
カ
ダ
ン
ス
を
賭
さ
な
い
で
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
学
問
的
業
績

は
生
ま
れ
な
い
」。

　
「
遊
び
」
の
強
調
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
歴
史
学
者
で
あ
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ホ
イ
ジ
ン

ガ
の
著
書
、『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』（
一
九
三
八
年
）
を
た
ぶ
ん
背
景
と
し
て
い

る
で
し
ょ
う
。
人
間
は
物
を
つ
く
る
動
物
（
ホ
モ
・
フ
ァ
ー
ベ
ル
）
だ
と
い
う
普

通
の
理
解
に
対
し
て
、「
遊
び
」
も
人
類
の
様
々
な
文
化
の
な
か
で
、
歴
史
上
大

き
な
要
素
を
占
め
て
き
た
と
指
摘
し
た
お
も
し
ろ
い
本
で
す
。
実
は
一
九
六
三
年

に
出
た
日
本
語
訳
（
高
橋
英
夫
訳
）
の
本
が
、丸
山
文
庫
に
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
れ
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
の
な
か
で
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
、「＜

日
常
生
活＞

と
は
別

の
あ
る
も
の
と
し
て
、
遊
戯
は
必
要
や
欲
望
の
直
接
的
満
足
と
い
う
過
程
の
外
に

あ
る
、い
や
、そ
れ
は
こ
の
欲
望
の
過
程
を
一
時
的
に
中
断
す
る
」（
高
橋
英
夫
訳
）

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
何
か
の
必
要
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
欲
望
を
満
た

す
た
め
に
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
遊
び
と
い
う
活
動
そ
れ
自
体
を
楽
し
む
こ
と

が
、
充
実
し
た
意
味
を
人
間
に
実
感
さ
せ
る
。
そ
の
こ
と
も
人
間
が
生
き
て
い
く

う
え
で
必
要
だ
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
同
時
に
、
遊
び
に
は
ル
ー
ル
が
大
事
だ
と
い
う
の
が
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
考

え
な
ん
で
す
ね
。
そ
の
議
論
は
政
治
の
問
題
と
密
接
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
の

『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
の
な
か
に
は
、
先
ほ
ど
ふ
れ
た
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト

を
批
判
し
た
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
一
九
三
〇
年
代
に
ド
イ
ツ
で
は
や
っ
た

「
非
常
時
」（Ernstfall

）
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
る
議
論
で
し
た
。
こ
のErnstfall

と
い
う
ド
イ
ツ
語
は
、
そ
の
ま
ま
訳
せ
ば
「
ま
じ
め
な
時
間
」
と
い
う
意
味
に
な

り
ま
す
か
ら
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
に
言
わ
せ
れ
ば
、
そ
の
性
質
は
ま
さ
し
く
「
遊
び
」

の
時
間
と
対
極
に
あ
る
。

　

そ
の
文
脈
で
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
代
表
作
で
あ
る
『
政

治
的
な
も
の
の
概
念
』（
一
九
三
三
年
改
訂
版
）に
対
す
る
批
判
を
述
べ
て
い
ま
す
。

『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』
の
な
か
で
は
、Ernstfall

と
い
う
言
葉
そ
れ
自
体
は

あ
ま
り
登
場
し
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
類
似
し
た
、
日
常
性
と
対
立
す
る

「
例
外
状
況
」
の
概
念
を
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
多
く
用
い
ま
す
。
そ
の
「
例
外
状
況
」

に
お
い
て
友
と
敵
を
区
別
し
、
敵
を
殲
滅
す
る
。
そ
う
し
た
行
動
が
「
政
治
的
な

も
の
」
の
原
理
を
な
す
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
説
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
ホ
イ
ジ
ン
ガ
は
『
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
』
の
な
か
で
批
判
を
加

え
て
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
十
六
・
十
七
世
紀
の
君
主
た
ち
ど
う
し
の
戦
争
は
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
兵
隊
た
ち
だ
け
が
戦
争
を
す
る
、
遊
び
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。
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外
交
も
ま
た
同
様
で
す
。「
い
っ
た
い
、
遊
戯
規
則
を
遵
守
す
る
と
い
う
こ
と
が
、

諸
民
族
、
諸
国
家
間
の
交
渉
の
場
合
の
よ
う
に
、
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は

な
い
。
一
た
び
そ
れ
が
破
ら
れ
れ
ば
、
社
会
は
野
蛮
と
混
沌
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

し
か
し
そ
の
反
面
わ
れ
わ
れ
は
、
戦
争
と
い
う
も
の
は
、
威
信
を
求
め
て
行
な
わ

れ
る
原
始
的
な
遊
戯
に
形
式
と
内
容
を
与
え
る
闘
技
的
精
神
へ
回
帰
し
て
ゆ
く
も

の
で
も
あ
る
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」。

　

戦
争
を
遊
び
だ
と
言
い
切
っ
て
し
ま
え
ば
、
不
謹
慎
に
も
聞
こ
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
他
面
、
相
手
を
す
べ
て
殲
滅
す
る
ま
で
終
わ
ら
な
い
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
戦
争
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
歴
史
上
ど
ん
な
悲
劇
を
生
ん
で
き
た
か
と

い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、「
遊
び
」
と
し
て
の
戦
争
の
方
が
ず
っ
と
ま
し
だ
と
わ

か
る
で
し
ょ
う
。
対
立
状
況
が
あ
っ
て
も
、
お
た
が
い
に
一
定
の
ル
ー
ル
の
範
囲

内
で
攻
撃
し
あ
い
、
適
当
な
と
こ
ろ
で
手
を
打
っ
て
ゲ
ー
ム
終
了
と
す
る
。
そ
う

い
う
戦
争
の
方
が
、
人
間
に
も
た
ら
す
被
害
は
は
る
か
に
小
さ
い
で
し
ょ
う
。
そ

れ
は
戦
争
だ
け
で
な
く
、
政
治
に
お
け
る
対
立
状
況
を
ど
う
克
服
し
、
共
存
に
導

く
か
と
い
う
過
程
に
つ
い
て
も
重
要
な
知
恵
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

丸
山
眞
男
に
よ
る
日
本
政
治
思
想
史
の
講
義
に
は
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
以
上
の
よ

う
な
議
論
を
頭
に
置
き
な
が
ら
語
っ
て
い
る
よ
う
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。

一
九
六
五
年
度
の
講
義
の
「
武
士
の
エ
ー
ト
ス
と
そ
の
展
開
」
と
い
う
章
（『
丸

山
眞
男
講
義
録
』
第
五
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
七
一
頁
）
で
は
、
鎌
倉
時
代
の

武
士
た
ち
が
お
互
い
に
騙
し
討
ち
を
せ
ず
、
正
々
堂
々
と
闘
っ
て
い
た
こ
と
に
つ

い
て
「
戦
闘
は
ま
さ
に
互
い
に
武
者
と
し
て
の
身
分
的
等
質
性
を
意
識
し
あ
っ
た

も
の
が
対
等
に
、
一
定
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
フ
ェ
ア
に
行
う
と
こ
ろ
の
ゲ
ー

ム―

し
か
し
、
生
命
を
か
け
た
厳
粛
な
遊
戯
で
あ
っ
た
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
学
問
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
ル
ー
ル
を
守
っ
た
「
遊
び
」
と
い
う
側
面

を
、
丸
山
眞
男
は
強
調
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

一
九
六
七
年
に
丸
山
が
鶴
見
俊
輔
さ
ん
と
行
な
っ
た
「
普
遍
的
原
理
の
立
場
」

と
い
う
対
談
が
あ
り
ま
す
（『
丸
山
眞
男
座
談
』
第
七
冊
所
収
）。
そ
の
な
か
で
、

徳
川
時
代
の
社
会
生
活
に
あ
っ
た
「
型
」
の
洗
練
を
丸
山
は
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

「
型
を
磨
き
洗
練
す
る
こ
と
で
、
全
体
の
文
化
体
系
を
あ
れ
ほ
ど
に
完
成
し
た
社

会
と
い
う
の
は
、
江
戸
時
代
以
外
に
は
な
い
」
と
い
っ
て
、
学
問
と
剣
道
、
さ
ら

に
遊
郭
で
の
遊
女
の
客
に
対
す
る
接
待
の
し
か
た
に
、「
型
」
が
生
き
て
い
た
例

を
見
て
い
ま
す
。
そ
し
て
丸
山
が
論
じ
る
の
は
、
現
代
に
も
通
じ
る
よ
う
な
学
問

に
お
け
る
「
型
」
の
重
要
性
な
ん
で
す
ね
。
つ
ま
り
、
一
定
の
方
法
と
か
、
論
理

的
読
解
力
と
か
、
表
現
力
の
「
型
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
初
め
て
独
創
性
の

あ
る
業
績
を
創
り
だ
し
、
人
々
に
説
得
的
に
提
示
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

大
学
に
お
け
る
「
遊
び
」
と
し
て
の
学
問
と
丸
山
が
言
っ
た
と
き
、
こ
う
し
た

「
型
」
を
ル
ー
ル
と
し
て
守
り
な
が
ら
行
な
う
「
遊
び
」
と
し
て
考
え
て
い
た
。

そ
う
読
ん
で
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
知
的
営
為
を
、
大
学

で
学
生
や
受
講
生
と
し
て
積
み
重
ね
る
こ
と
を
通
じ
て
、
政
治
に
お
け
る
対
話
に

向
け
た
思
考
能
力
と
感
覚
が
養
わ
れ
て
い
く
。
そ
れ
が「『
遊
び
』と
し
て
の
学
問
」

と
い
う
言
葉
で
、
丸
山
が
大
学
教
育
に
つ
い
て
考
え
た
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。こ
こ
で
は
大
学
の
学
士
課
程
教
育
を
念
頭
に
置
い
て
い
ま
す
が
、

現
代
で
は
生
涯
教
育
の
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
大
学
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な

学
び
の
場
面
に
も
応
用
可
能
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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一
九
二
四
年
六
月
、
東
京
女
子
大
学
の
二
代
目
の
学
長
に
な
っ
た
安
井
て
つ
が

語
っ
た
「
就
任
の
辞
」
と
い
う
文
章
が
あ
り
ま
す
（『
学
友
会
雑
誌
』
五
号
、

一
九
二
六
年
三
月
掲
載
）。
そ
こ
に
は
、
こ
の
大
学
が
旨
と
す
るliberal 

education

の
理
念
に
つ
い
て
語
っ
た
部
分
が
あ
り
ま
す
。「College

に
は

Professional

の
性
質
を
有
つ
も
の
とLiberal

の
性
質
を
有
つ
も
の
が
あ
り
ま

す
。﹇
中
略
﹈
或
種
の
教
育
は
直
接
生
活
に
必
要
な
る
も
の
を
授
く
る
の
で
な
く
、

人
間
生
活
を
理
解
す
る
に
足
る
べ
き
根
本
知
識
を
与
え
て
、
特
別
の
仕
事
に
従
事

す
る
基
礎
を
造
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
即
ち
職
業
教
育
の
基

礎
又
は
背
景
を
造
る
も
の
で
あ
っ
て
、
甲
は
直
に
教
育
の
結
果
を
予
想
し
、
乙
は

最
善
な
る
結
果
を
将
来
に
収
め
ん
が
た
め
に
其
の
基
礎
と
な
る
べ
き
も
の
を
重
大

視
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
甲
は
教
育
の
近
路
を
通
り
乙
は
迂
回
す
る
の
で
あ
り
ま

す
」。

　
「
近
路
」
を
ゆ
く
職
業
教
育
も
し
く
は
専
門
教
育
と
、「
迂
回
す
る
」
教
養
教
育
。

後
者
が
リ
ベ
ラ
ル
な
教
育
と
呼
ば
れ
る
の
は
、
特
定
の
職
業
や
目
的
の
た
め
に
行

な
う
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た
特
定
の
目
的
か
ら
一
歩
離
れ
た
態
度
で
や
っ
て
い

く
教
育
と
い
う
意
味
で
し
ょ
う
。
丸
山
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
遊
び
」
と
し
て
の

学
問
の
姿
に
通
じ
て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
「
遊
び
」
と
し
て
の
学
問
に
真
剣
に
触

れ
る
こ
と
が
、
自
由
な
人
間
と
し
て
政
治
の
事
柄
を
み
ず
か
ら
判
断
す
る
た
め
の

基
礎
訓
練
に
な
る
こ
と
。
そ
れ
が
、
丸
山
が
大
学
に
お
け
る
リ
ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ

の
教
育
に
期
待
し
た
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
區
建
英
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
報
告
す
る
機
会
を

与
え
て
い
た
だ
き
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

限
ら
れ
た
時
間
に
は
限
ら
れ
た
内
容
し
か
話
せ
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
私
は

主
に
私
自
身
の
具
体
的
な
体
験
に
基
づ
い
て
話
し
た
い
で
す
。
中
国
の
近
代
的
思

考
の
模
索
と
関
連
し
て
丸
山
眞
男
先
生
を
語
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
内
容
は
三
つ

の
テ
ー
マ
に
分
け
ま
す
。

第
一
点
は
、
丸
山
眞
男
先
生
と
問
題
意
識
を
共
有
し
た
こ
と
で
す
。

丸
山
先
生
の
思
想
史
学
に
関
心
を
寄
せ
た
背
景
に
は
私
自
身
の
時
代
的
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
主
に
私
の
少
年
少
女
時
代
か
ら
経
験
し
た
一
〇
年
間
の
文

化
大
革
命
（
一
九
六
六―

七
六
年
）
で
す
。
ま
ず
、
そ
の
時
代
の
問
題
を
簡
単
に

説
明
し
た
い
で
す
。
私
は
新
中
国
に
生
ま
れ
た
者
で
す
が
、
親
の
世
代
は
か
つ
て

帝
国
主
義
列
強
と
の
戦
い
、
お
よ
び
内
戦
の
苦
し
み
を
経
験
し
ま
し
た
の
で
、
彼

ら
は
中
華
人
民
共
和
国
の
誕
生
を
と
て
も
熱
烈
に
歓
迎
し
、
こ
の
新
中
国
は
か
つ

て
な
い
繁
栄
で
民
主
的
な
社
会
に
な
る
だ
ろ
う
と
非
常
に
楽
観
的
に
期
待
し
ま
し

た
。
し
か
し
目
の
前
に
展
開
さ
れ
た
現
実
は
人
々
の
希
望
を
次
第
に
崩
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
多
分
年
輩
の
方
は
お
分
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
反
右
派
闘
争

（
一
九
五
七―

五
八
年
）
に
続
い
て
文
化
大
革
命
が
起
こ
り
ま
し
た
。
文
化
大
革

命
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
、
私
は
小
学
生
で
、
自
分
の
親
類
や
学
校
の
先
生
を
含
め
て

多
く
の
良
い
人
が
打
倒
さ
れ
監
禁
さ
れ
、
ま
た
仏
教
の
寺
や
孔
子
廟
な
ど
が
破
壊

さ
れ
、
そ
の
有
様
を
目
の
当
た
り
に
し
て
と
て
も
悲
し
か
っ
た
で
す
。
な
に
よ
り

も
シ
ョ
ッ
ク
な
の
は
、
加
害
を
行
っ
た
人
も
普
通
の
良
い
人
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
文
化
大
革
命
は
一
〇
年
間
も
持
続
し
て
私
の
頭
に
蓄
積
し
た
も
っ
と
も
深

刻
な
記
憶
は
、
知
識
人
弾
圧
に
よ
っ
て
社
会
の
良
識
が
消
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
で

し
た
。

親
の
世
代
は
新
中
国
の
成
立
を
偉
大
な
革
命
と
し
て
、
そ
の
明
る
い
前
途
に
強

丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

丸
山
と
中
国
の
近
代
的
思
考
の
模
索

―

私
の
世
代
の
体
験
を
中
心
に―

區

建

英
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い
期
待
を
託
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
に
対
し
て
、
私
の
世
代
が
見
た
の
は
、

再
び
暗
愚
な
状
態
に
陥
っ
た
新
中
国
で
し
た
。
文
化
大
革
命
は
全
人
民
参
加
と
い

う
民
主
的
な
外
観
を
見
せ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
大
勢
の
大
衆
が
良
識
あ
る
人
へ
の

迫
害
に
参
与
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
民
主
的
だ
と
い
う
な
ら
、
あ
ま
り
に
も
皮
肉
で

す
。
ま
た
文
化
大
革
命
が
終
わ
る
こ
ろ
、
人
び
と
は
独
裁
政
治
を
批
判
す
る
文
章

を
多
く
発
表
し
ま
し
た
が
、
人
民
自
身
の
問
題
と
し
て
は
、
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
飾
ら
れ
た
権
威
へ
の
絶
対
信
仰
に
よ
っ
て
自
分
の
思
考
を
停
止
し
て
い
た

と
い
う
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
反
省
し
て
い
な
い
で
す
。
私
は
苦

悩
の
中
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
あ
の
「
偉
大
」
と
思

わ
れ
る
中
国
革
命
は
一
体
何
が
未
完
成
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
歴
史
研
究
に

よ
っ
て
そ
の
解
答
を
求
め
た
か
っ
た
の
で
す
。

後
に
中
国
は
改
革
開
放
時
代
を
迎
え
、
私
も
お
か
げ
さ
ま
で
大
学
に
入
れ
ま
し

た
が
、大
学
二
年
の
頃
、わ
が
大
学
に
来
て
い
た
日
本
人
教
員
が
丸
山
先
生
の
『
日

本
の
思
想
』
を
薦
め
ま
し
て
、
私
は
そ
れ
を
読
み
ま
し
た
。
こ
れ
が
丸
山
先
生
の

著
作
と
の
最
初
の
出
会
い
で
す
。
こ
の
著
作
は
、
日
本
の
思
想
を
全
体
的
に
捉
え

て
分
析
し
、
さ
ら
に
歴
史
へ
遡
っ
て
そ
の
中
で
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
思
想

継
起
の
パ
タ
ー
ン
を
え
ぐ
り
出
し
、日
本
の
精
神
構
造
の
欠
陥
や
病
理
を
診
断
し
、

そ
の
病
理
の
構
造
的
原
因
を
突
き
止
め
ま
し
た
。
こ
の
著
作
か
ら
私
は
と
て
も
新

鮮
な
衝
撃
を
与
え
ら
れ
、
と
く
に
二
つ
の
面
で
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

第
一
は
日
本
の
精
神
構
造
に
対
す
る
丸
山
先
生
の
分
析
と
解
剖
の
徹
底
さ
で

す
。
そ
れ
は
日
本
人
の
自
己
批
判
と
し
て
は
心
臓
部
に
迫
る
よ
う
な
手
術
で
す
。

そ
の
解
明
さ
れ
た
も
の
に
日
本
人
自
身
が
直
面
し
て
辛
く
感
じ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
自
国
民
を
賞
賛
ば
か
り
し
て
い
る
歴
史
学
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
優
れ

た
価
値
が
あ
る
と
私
は
感
じ
ま
し
た
。
丸
山
先
生
は
こ
の
仕
事
に
よ
っ
て
、「
こ

れ
ま
で
い
わ
ば
背
中
に
ズ
ル
ズ
ル
と
ひ
き
ず
っ
て
い
た
「
伝
統
」
を
前
に
引
き
据

え
て
、
将
来
に
向
っ
て
の
可
能
性
を
そ
の
中
か
ら
「
自
由
」
に
探
っ
て
い
け
る
地

点
に
立
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
」と
述
べ
て
い
ま
す（『
日
本
の
思
想
』岩
波
新
書
、

一
九
六
一
年
、
一
八
七
頁
）。
こ
こ
に
は
、
真
摯
な
改
革
者
の
非
凡
な
勇
気
が
現

れ
て
い
ま
す
。

第
二
は
方
法
と
し
て
、
現
在
に
接
続
す
る
過
去
の
思
想
史
を
構
造
的
に
捉
え
る

事
に
よ
っ
て
、
今
日
の
問
題
の
歴
史
的
由
来
と
深
層
な
原
因
を
つ
か
む
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
す
ご
く
魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。
中
国
の
歴
史
学
は
、
司
馬
遷
を
は
じ

め
歴
史
の
史
実
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
教
訓
を
残
す
と
い
う
伝
統
は

あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
主
に
歴
史
的
事
象
の
記
述
で
す
。
し
か
し
丸
山
先
生
の
方

法
を
通
じ
て
、
私
は
思
想
史
の
軌
跡
を
た
ど
っ
て
そ
れ
を
構
造
化
す
る
こ
と
の
重

大
な
意
味
を
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
文
化
大
革
命
の
独
裁
と
大
衆
運
動
が
結
び

付
け
ら
れ
た
構
造
の
背
後
に
も
思
想
史
の
深
い
構
造
的
原
因
が
あ
る
と
ひ
ら
め
い

た
の
で
す
。

『
日
本
の
思
想
』
と
い
う
著
作
に
述
べ
ら
れ
た
の
は
日
本
の
問
題
で
す
け
れ
ど

も
、
そ
こ
に
表
れ
て
い
る
叡
智
は
中
国
の
歴
史
的
省
察
に
と
っ
て
も
貴
重
な
価
値

が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私
は
自
分
も
一
般
の
歴
史
学
で
は
な
く
、
思

想
史
的
方
法
に
よ
っ
て
自
国
の
問
題
を
深
層
か
ら
解
明
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

後
に
大
学
院
に
進
学
し
て
明
治
維
新
史
を
専
攻
と
す
る
北
京
師
範
大
学
の
教
授
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の
門
下
に
入
っ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、『
戦
中
と
戦
後
の
間
』（
み
す
ず
書
房
、

一
九
七
六
年
）
と
い
う
本
を
読
ん
で
、
丸
山
先
生
の
福
沢
諭
吉
論
に
は
じ
め
て
接

触
し
ま
し
た
。
最
初
に
読
ん
だ
の
は
「
福
沢
諭
吉
の
儒
教
批
判
」
で
、
福
沢
が
一

生
を
通
じ
て
儒
教
と
戦
う
と
丸
山
先
生
が
論
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
点
に
少
し
と
ま

ど
い
を
感
じ
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
儒
学
を
激
し
く
批
判
す
る
文
化
大
革
命
を

私
は
経
験
し
た
ば
か
り
で
す
。
し
か
し
福
沢
が
敵
と
し
た
儒
学
を
直
ち
に
中
国
の

儒
学
と
同
一
視
し
な
い
で
、
こ
の
論
文
が
書
か
れ
た
背
景
と
し
て
の
戦
争
時
代
の

文
脈
を
理
解
し
ま
す
と
、
重
要
な
発
見
を
得
ま
し
た
。
日
本
全
国
民
が
天
皇
中
心

の
「
国
体
」
の
た
め
の
戦
争
に
動
員
さ
れ
た
体
制
の
も
と
で
、
丸
山
先
生
が
問
題

視
し
た
の
は
、
個
人
が
主
体
的
に
自
分
を
修
養
す
る
よ
う
な
儒
学
で
は
な
く
、
五

倫
五
常
の
儒
教
徳
目
が
日
本
社
会
に
染
み
つ
い
て
一
種
の
思
考
様
式
あ
る
い
は
行

動
様
式
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
精
神
構
造
で
す
。
こ
れ
が
独
立
自
尊
の
市
民
精
神

を
妨
げ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
論
文
を
読
ん
で
私
自
身
も
、
儒
教
の
こ
う
し
た

浸
透
の
仕
方
に
深
刻
な
問
題
が
あ
る
と
意
識
し
、
中
国
に
は
ど
の
よ
う
な
浸
透
の

仕
方
を
し
た
の
か
を
真
剣
に
考
え
は
じ
め
た
わ
け
で
す
。

こ
の
論
文
に
続
い
て
読
ん
だ
の
は
「
福
沢
に
於
け
る
秩
序
と
人
間
」
と
い
う
短

い
論
文
で
し
た
。
こ
こ
で
福
沢
の
思
想
の
精
髄
が
丸
山
先
生
の
「
音
楽
演
奏
家
」

と
し
て
の
力
量
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
、
私
に
強
い
共
鳴
を
呼
び
起
こ
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
丸
山
先
生
の
思
想
の
核
心
部
分
を
見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
特
に
共

感
を
覚
え
た
の
は
、「
国
民
の
大
多
数
が
政
治
的
統
制
の
単
な
る
客
体
と
し
て
所

与
の
秩
序
に
ひ
た
す
ら
「
由
ら
し
め
」
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
問
題
に
関
す
る
丸

山
先
生
の
指
摘
で
す
。
ま
た
福
沢
の
独
立
自
尊
の
意
味
は
、「
秩
序
を
単
に
外
的

所
与
と
し
て
受
取
る
人
間
か
ら
、
秩
序
に
能
動
的
に
参
与
す
る
人
間
へ
の
転
換
」

を
図
る
こ
と
、「
個
人
の
自
主
性
」「
自
主
的
人
格
の
精
神
」
を
樹
立
す
る
こ
と
に

あ
る
と
い
う
先
生
の
分
析
に
、
私
は
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
自
国
の
こ
と
を

考
え
ま
す
と
、中
国
の
文
化
大
革
命
は
熱
烈
な
大
衆
運
動
と
し
て
現
れ
ま
し
た
が
、

実
は
人
び
と
が
自
分
の
思
考
を
停
止
し
て
権
威
に
従
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、

そ
の
よ
う
な
愚
行
が
社
会
全
体
に
発
生
し
た
と
私
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
意
味
で
、「
独
立
自
尊
」
の
市
民
精
神
の
樹
立
が
中
国
に
と
っ
て
未
完
成
な

課
題
だ
と
私
は
意
識
し
、
こ
の
点
で
、
私
も
丸
山
、
福
沢
と
問
題
意
識
を
共
有
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

第
二
点
は
、
丸
山
思
想
史
学
と
私
の
方
法
的
転
換
で
す
。

中
国
が
改
革
開
放
に
入
っ
て
間
も
な
か
っ
た
こ
ろ
、
歴
史
学
は
依
然
と
し
て
マ

ル
ク
ス
主
義
史
学
の
方
法
論
に
堅
く
固
執
し
、
ほ
と
ん
ど
信
仰
的
あ
る
い
は
公
式

主
義
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
し
た
。
従
っ
て
、
私
の
研
究
は
自
分
が
希
望
す
る
思
想

史
の
よ
う
に
な
ら
ず
、
一
般
の
歴
史
学
、
し
か
も
唯
物
史
観
の
土
台
論
に
基
づ
く

よ
う
に
レ
ー
ル
を
敷
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
法
に
よ
る
と
、
歴
史
上
全
て
の

政
治
と
精
神
の
現
象
が
あ
ら
か
じ
め
生
産
様
式
と
生
産
関
係
の
発
展
に
よ
っ
て
規

定
さ
れ
、
い
か
な
る
思
想
も
結
局
、
物
質
的
基
盤
に
伴
う
必
然
的
な
結
果
に
過
ぎ

な
い
よ
う
に
解
釈
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
の
中
国
の
福
沢
論
に
は
一
つ
の

決
ま
っ
た
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
し
た
。
唯
物
史
観
に
基
づ
い
て
、
近
代
日
本
を
封

建
的
要
素
の
濃
い
資
本
主
義
、
さ
ら
に
帝
国
主
義
へ
と
発
展
し
た
社
会
と
し
て
捉

え
、
そ
の
中
で
福
沢
を
含
め
た
明
治
の
思
想
家
も
皆
、
不
徹
底
な
啓
蒙
思
想
か
ら
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記
附
録
』『
伊
娑
菩
喩
言
』

―
安

藤

信

廣

Ⅰ

本
稿
の
課
題

「
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
略
称
「
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）
は
、
多
く
の
成
果
を
生
み
出
し
て
き
た
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
一
九

四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
の
調
査
と
翻
刻
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

の
こ
と
に
あ
た
っ
た
の
は
、
山
辺
春
彦
を
チ
ー
フ
と
す
る
丸
山
文
庫
ス
タ
ッ
フ
、

川
口
雄
一
、
金
子
元
、
播
磨
崇
晃
で
あ
り
、
そ
の
成
果
の
全
体
は
『
丸
山
眞
男
記

念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
三
六
頁
以
下

に
、
掲
載
さ
れ
て
い
る(１

)。

「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
は
、
丸
山
眞
男
が
東
京
大
学

法
学
部
で
行
っ
た
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義

原
稿
で
あ
る
。
そ
の
内
容
を
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
幕
末
・
明
治
期
の
様
々
な
思

潮
の
交
錯
と
相
関
を
、
思
想
の
内
在
的
自
立
的
発
展
と
社
会
的
機
能
性
の
両
面
か

ら
考
察
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
稿
は
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
、
こ
と
に
右
の
「
一
九
四
七

年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
を
踏
ま
え
、
幕
末
知
識
人
、
特
に
吉
田
松

陰
（
一
八
三
〇
―
一
八
五
九
）
の
対
外
認
識
の
形
成
に
、
漢
語
文
献
が
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
幕
末
知
識
人
の
意
識
を

検
討
し
た
の
は
、
そ
れ
が
二
〇
世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
及
び
そ
の
教
養
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
た
め
の
視
点
を
開
示
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し
に
よ
る
。
主

に
漢
文
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
ア
ヘ
ン
戦
争
の
記
録
や
西
洋
に
つ
い
て
の
知
見
、
そ

れ
ら
の
膨
大
な
知
の
広
が
り
を
基
底
に
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
吉
田
松
陰
は
幕
末

の
政
治
思
想
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
内
実
の
一
端
を
、
検
討
し

た
い
。

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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Ⅱ

丸
山
眞
男
「
一
九
四
七
年
度
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
原
稿
」

の
指
摘

丸
山
眞
男
が
一
九
四
九
年
度
の
東
京
大
学
法
学
部
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
に

お
い
て
幕
末
の
諸
思
想
に
論
究
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
二
冊
「
日
本
政
治
思
想
史

一
九
四
九
」（
東
京
大

学
出
版
会
。
一
九
九
九
年
五
月
一
七
日
）
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
丸
山
は
、
吉
田
松

陰
ら
を
含
む
「
尊
王
攘
夷
論
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
前
期
的
国
民
主
義
の
最
終
段
階
。
一
口
に
尊
王
攘
夷
運
動
と
い
っ
て
も
、

そ
の
思
想
的
動
機
や
政
治
的
方
向
を
仔
細
に
分
析
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
極
め

て
複
雑
な
内
容
が
内
包
さ
れ
て
お
り
、
相
矛
盾
す
る
契
機
が
共
存
し
、
ま
た

錯
綜
し
て
、
到
底
単
純
な
図
式
化
を
許
さ
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
幕
末
の
国
民

主
義
の
「前
期
的
」性
格
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
例
え
ば
尊
王
攘
夷
論

は
、
し
ば
し
ば
佐
幕
開
国
論
と
対
立
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

「尊
王
」と
「攘
夷
」、
「佐
幕
」と
「開
国
」と
い
う
四
つ
の
契
機
は
、
縦
横
に
結

合
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
方
向
に
向
け
て
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
「佐
幕
攘
夷
」も
あ
れ
ば
「尊
王
開
国
」も
あ
り
え
た
の
で
あ
り
、

ま
た
「攘
夷
」と
い
う
言
葉
に
も
無
数
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
こ
に
は
、
単
純
な
打
払
的
攘
夷
か
ら
、
実
質
的
に
は
開
国
論
に
等
し

い
攘
夷
論
（
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
、
大
国
隆
正
ら
）
ま
で
含
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
後
者
は
、
外
国
か
ら
の
一
方
的
な
弾
圧
に
屈
し
た
幕
府
の
消
極

的
攘
夷
に
対
し
て
反
対
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
攘
夷
と
い

う
表
現
を
取
り
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
開
国
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る(２

)。」

こ
こ
で
丸
山
は
、
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
ら
の
論
を
「
実
質
的
に
は
開
国
論

に
等
し
い
攘
夷
論
」「
実
質
的
に
は
開
国
を
主
張
し
た
も
の
」
と
述
べ
、「
幕
府
の

消
極
的
攘
夷
論
」
が
事
実
上
「
当
面
を
糊
塗
す
る
弥
縫
策
に
す
ぎ
な
か
っ
た(３

)」
こ

と
に
対
置
し
て
い
る
。
吉
田
松
陰
ら
の
「
攘
夷
論
」
の
性
格
を
指
摘
し
た
も
の
と

し
て
、
現
在
で
も
首
肯
で
き
る
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
は
ま
た
こ
う
も
述
べ
て
い
る
。

「
の
み
な
ら
ず
、
尊
王
と
佐
幕
も
必
ず
し
も
最
初
か
ら
両
立
し
な
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
む
し
ろ
尊
王
論
が
倒
幕
論
に
ま
で
到
達
し
た
の
は
、
幕
末
の
最

終
段
階
で
あ
っ
た
。
倒
幕
的
意
味
を
も
っ
た
尊
攘
論
を
代
表
し
た
吉
田
松
陰

も
、
初
期
の
尊
攘
論
に
は
倒
幕
的
意
味
は
な
か
っ
た
。
「幕
府
へ
御
忠
節
は

別
天
朝
へ
の
御
忠
節
二
つ
無
之
候
」（
嘉
永
・
安
政
初
年
ま
で
）。
安
政
五
年
、

勅
許
を
ま
た
ず
し
て
幕
府
が
神
奈
川
条
約
を
調
印
し
た
頃
か
ら
急
進
化
し

た(４
)。」

丸
山
が
こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、「
幕
末
の
最
終
段
階
」
に
お
い
て
、
そ
し

て
吉
田
松
陰
に
お
い
て
、「
尊
王
論
が
倒
幕
論
に
ま
で
到
達
し
た
」
と
い
う
認
識
で

あ
る
。
た
だ
そ
の
際
、「
倒
幕
的
意
味
を
も
っ
た
尊
攘
論
」と
の
表
現
も
あ
り
、「
尊

王
論
」
と
「
尊
攘
論
」
と
い
う
二
つ
の
用
語
を
、
あ
ま
り
区
別
せ
ず
に
用
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
は
、
前
段
で
「
攘
夷
論
」
を
区
別
し
て
取
り
あ
げ
た
以

上
、「
尊
王
論
」
を
取
り
あ
げ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
吉
田
松

陰
は
「
攘
夷
論
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「（
実
質
的
）
開
国
論
」
を
唱
え
、

20世紀知識人の教養と学問
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「
尊
王
論
」
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
倒
幕
論
」
に
ま
で
達
し
た
と
、
丸
山

は
考
え
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
彼
は
、「
尊
王
攘
夷
を
単
純
に
国
民
的
統
一
と

国
民
的
独
立
と
い
う
近
代
的
国
民
主
義
と
直
接
に
連
続
す
る
も
の
と
は
な
し
え
な

い
所
以
も
そ
こ
か
ら
自
ず
と
理
解
さ
れ
る(５

)」
と
し
、「
尊
王
」
＝
国
民
的
統
一
、「
攘

夷
」＝
国
民
的
独
立
と
い
う
図
式
に
お
ち
い
る
こ
と
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。「
尊

王
」
も
「
攘
夷
」
も
、
近
代
的
国
民
主
義
に
そ
の
ま
ま
連
続
す
る
も
の
で
は
な
い

こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
・
翻
刻
に
よ
っ
て
示
さ
れ

た
一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
に
お
い
て
は
、（
全
体
と
し
て
一
九

四
九
年
度
と
同
様
に
慎
重
で
は
あ
る
が
）
次
の
よ
う
な
明
瞭
な
対
比
が
示
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

「
か
く
し
て
打
払
的
意
味
で
の
攘
夷
論
は
漸
次
対
外
的
自
由
独
立
の
主
張

（
松
陰
！
）
へ
と
移
行
し
、
こ
れ
は
明
治
以
後
の
条
約
改
正
論
へ
と
連
っ
て

行
く
の
で
あ
る
（「
独
立
不
羈
三
千
年
来
の
大
日
本
、
一
朝
人
の
羈
縛
を
受
く

る
こ
と
、
血
性
あ
る
者
視
る
に
忍
ぶ
べ
け
ん
や
。
那
波
列
翁
を
起
し
て
フ

レ
ー
ヘ
ー
ド
を
唱
え
ね
ば
腹
悶
医
し
難
し
」（
北
山
安
世
宛
書
簡
〔『
吉
田
松

陰
全
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
、
三
二
六
頁
〕））。
さ
う
し
て

攘
夷
論
の
か
う
し
た
い
は
ゞ
温
和
化
と
逆
比
例
し
て
、尊
王
論
は
急
進
化
し
、

い
は
ゆ
る
「政
令
ノ
帰
一
」と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
一
切
の
多
元
的
政
治

勢
力
の
集
中
化
へ
の
要
請
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
ま
す
〳
〵
表
面
に

う
か
び
上
ら
せ
て
来
た(６

)。」

こ
こ
で
は
、
吉
田
松
陰
に
お
い
て
、「
攘
夷
論
」
が
「
温
和
化
」
し
て
「
対
外
的

自
由
独
立
の
主
張
」
と
な
り
、
逆
に
「
尊
王
論
」
は
「
急
進
化
」
し
て
「
多
元
的

政
治
勢
力
の
集
中
化
へ
の
要
請
」
と
な
っ
て
行
っ
た
こ
と
が
、
鮮
明
に
示
さ
れ
て

い
る
。
吉
田
松
陰
の
「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
に
つ
い
て
の
、
丸
山
の
見
通
し

が
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
近
代
的
国
民
主
義
に
直
結
し
な
い
こ
と

を
、
丸
山
は
二
年
後
の
一
九
四
九
年
度
「
日
本
政
治
思
想
史
」
講
義
で
断
る
の
で

あ
る
が
、
逆
に
言
う
な
ら
ば
、（
吉
田
松
陰
の
）「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
の
中

に
、
近
代
的
国
民
主
義
が
胚
胎
さ
れ
て
い
た
、
少
な
く
と
も
近
代
的
国
民
主
義
に

連
な
る
要
素
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
、
暗
示
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ

ま
り
、「
尊
王
論
」「
攘
夷
論
」
の
展
開
の
方
向
性
を
明
瞭
に
示
そ
う
と
し
た
の
が

一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
で
あ
り
、
そ
れ
が
近
代
的
国
民

主
義
に
直
結
し
て
は
い
な
い
こ
と
に
注
意
を
向
け
た
の
が
一
九
四
九
年
度
「
日
本

政
治
思
想
史
」
講
義
だ
っ
た
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

Ⅲ

二
度
の
長
崎
行
と
二
つ
の
書
籍

吉
田
松
陰
の
「
尊
王
論
」
と
「
攘
夷
論
」
の
変
化
を
準
備
し
た
要
因
は
、
当
然

複
雑
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
い
ま
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、

彼
の
対
外
認
識
で
あ
り
、
そ
の
形
成
の
基
礎
に
な
っ
た
文
献
で
あ
る
。
松
陰
は
偉

大
な
読
書
家
だ
っ
た
。
従
っ
て
一
冊
や
二
冊
の
書
籍
か
ら
松
陰
の
思
想
を
解
明
す

る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
彼
の
対
外
認
識
に
と
っ
て
一
定
の

意
味
を
持
っ
た
文
献
と
そ
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

松
陰
は
、
そ
の
人
生
の
節
目
に
二
度
、
長
崎
に
旅
し
て
い
る
。
一
度
目
は
、
嘉

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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永
三
（
一
八
五
〇
）
年
、
松
陰
二
一
歳
の
と
き
、
藩
命
に
よ
る
兵
学
修
行
の
た
め

の
遊
学
で
あ
る
。
一
〇
ヶ
月
の
予
定
だ
っ
た
が
、
体
調
を
崩
す
な
ど
の
こ
と
が
あ

り
、
四
ヶ
月
ほ
ど
で
帰
郷
し
て
い
る
。
二
度
目
は
、
嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
、

二
四
歳
の
と
き
、
第
一
次
黒
船
来
航
（
同
年
六
月
）
に
危
機
感
を
持
っ
た
松
陰
が
、

海
外
の
実
情
を
調
べ
る
た
め
に
ロ
シ
ア
船
に
よ
っ
て
密
航
す
る
こ
と
を
企
て
、
江

戸
か
ら
単
身
で
長
崎
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
船
が
出
港
し
て
し
ま
っ
て

い
た
た
め
企
て
は
実
現
せ
ず
、
松
陰
は
江
戸
に
も
ど
る
。
三
ヶ
月
の
旅
だ
っ
た
。

一
度
目
の
長
崎
行
の
折
、
松
陰
は
猛
烈
な
勢
い
で
読
書
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

の
詳
細
な
読
書
記
録
を
、
旅
行
記
『
西
遊
日
記
』
の
中
に
残
し
て
い
る
。
そ
の
膨

大
な
記
録
の
中
で
、
い
ま
注
目
し
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
魏
源
著
『
聖
武
記

附
録
』
で
あ
る
。

二
度
目
の
長
崎
行
に
際
し
て
松
陰
は
、
格
別
な
読
書
を
し
て
い
な
い
。
た
だ
、

こ
の
と
き
長
崎
で
漢
訳
の
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
触
れ
、

後
年
そ
の
全
体
を
読
む
こ
と
に
な
る
。
そ
の
体
験
が
持
っ
た
意
味
を
、
検
討
し
た

い
。

Ⅳ

魏
源
『
聖
武
記
附
録
』
と
松
陰
『
西
遊
日
記
』

『
聖
武
記
附
録
』
は
、
清
朝
後
期
の
思
想
家
魏
源
（
一
七
九
四
―
一
八
五
六
）
の

著
書
。『
聖
武
記
附
録
』
と
い
う
書
物
が
単
独
で
書
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は

あ
く
ま
で
も
『
聖
武
記
』
の
附
録
だ
っ
た
。

『
聖
武
記
』
一
四
巻
は
、
清
朝
開
創
以
来
の
軍
事
・
軍
功
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
康
熙
・
乾
隆
の
盛
世
の
軍
歴
も
冷
静
な
分
析
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
、
嘉

慶
以
後
に
頻
発
し
て
来
た
内
乱
・
外
寇
の
分
析
な
ど
は
冷
徹
と
言
っ
て
良
い
厳
し

さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
緊
迫
し
た
状
況
の
中
で
、実
際
に
外
敵
・

内
乱
に
ど
う
対
処
す
る
か
と
い
う
問
題
意
識
に
貫
か
れ
て
記
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ

う(７
)。

こ
の
書
の
一
〇
巻
ま
で
は
、
歴
史
的
な
実
際
の
戦
争
に
即
し
て
記
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
第
一
一
巻
か
ら
第
一
四
巻
ま
で
の
四
巻
は
、「
武
事
余
記
」
と
の

総
称
の
も
と
に
、テ
ー
マ
ご
と
に
問
題
を
論
じ
た
部
分
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
四
巻
の
冒
頭
に
は
、「
附
録
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、『
聖
武
記
』
本
体
一
〇
巻

と
異
質
の
、
確
か
に
著
者
自
身
に
よ
っ
て
「
附
録
」
と
意
識
さ
れ
た
部
分
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
後
の
喫
緊
の
課

題
を
整
理
し
、
歴
史
的
教
訓
か
ら
現
在
の
必
要
事
を
明
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
八
月
二
五
日
、
萩
を
出
発
し
て
長
崎
に
向
か
っ
た
吉

田
松
陰
は
、
短
い
長
崎
滞
在
の
後
、
九
月
一
四
日
、
平
戸
に
至
り
、
平
戸
藩
家
老

葉
山
佐
内
に
会
い
、
翌
一
五
日
、
葉
山
佐
内
か
ら
『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
を
借
り

て
い
る
。
松
陰
の
『
西
遊
日
記
』
九
月
一
五
日
の
条
に
は
、

「
午
後
、
葉
山
に
至
る
。
野
元
弁
左
衛
門
亦
至
る
。
談
話
夜
に
入
る
。
聖
武

記
附
録
四
冊
を
借
り
て
帰
る(８

)。」

と
あ
る
。
松
陰
は
『
聖
武
記
』
一
四
巻
全
体
に
関
心
を
寄
せ
た
の
で
は
な
く
、『
聖

武
記
附
録
』
四
巻
に
関
心
を
寄
せ
た
の
だ
っ
た
。
迫
り
く
る
西
洋
の
圧
力
と
ど
う

対
峙
し
て
海
防
を
全
う
す
る
か
、
と
い
う
松
陰
の
喫
緊
の
テ
ー
マ
に
、
ま
さ
に
こ

の
『
聖
武
記
附
録
』
四
巻
が
応
え
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

20世紀知識人の教養と学問
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は
松
陰
が
最
初
か
ら
知
っ
て
い
た
こ
と
で
は
な
く
、
葉
山
佐
内
か
ら
教
示
さ
れ
た

も
の
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
一
五
日
以
後
、
松
陰
は
連
日
の
よ
う
に
葉
山
佐
内
宅
を
訪

れ
、『
聖
武
記
附
録
』
を
読
ん
で
い
る
。
一
七
日
の
条
に
は
、
こ
う
あ
る
。

「
十
七
日

晴
。
葉
山
に
至
り
聖
武
記
附
録
を
読
む
。
其
の
中
の
佳
語
、
〇

徒
知
侈
張
中
華
、
未
覩
寰
瀛
之
大
。（
徒
に
中
華
を
侈
張
す
る
を
知
り
、
未
だ

寰
瀛
の
大
を
覩
ず(９

)。）」

こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、既
に
指
摘
が
あ
る
。
桐
原
健
真『
吉
田
松
陰
―
―「
日

本
」
を
発
見
し
た
思
想
家(

)』
は
、
こ
の
箇
所
を
引
い
た
後
、

10

「（
か
つ
て
外
夷
の
巨
砲
大
艦
を
恐
れ
る
に
足
り
な
い
と
し
て
い
た
）
松
陰

は
、
ま
さ
に
魏
源
に
よ
っ
て
指
弾
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
「徒
に
中
華
を
侈

張
す
る
」人
間
で
あ
っ
た
。
彼
は
、魏
源
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
「寰
瀛
の
大
」

す
な
わ
ち
地
球
規
模
の
世
界
を
知
る
べ
き
こ
と
に
思
い
至
っ
た
の
で
あ
る(

)。」
11

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
は
重
要
な
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
に
つ
け
加
え
る
と

す
れ
ば
、
松
陰
が
こ
の
短
い
語
を
『
聖
武
記
附
録
』
の
当
該
箇
所
、
少
な
く
と
も

当
該
段
落
全
体
を
承
け
て
、「
佳
語
」と
し
て
抄
録
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

当
該
部
分
は
、『
聖
武
記
附
録
』
巻
十
二
「
武
事
余
記
・
掌
故
考
証
」
中
に
あ
る(

)。
12

当
該
段
落
は
、
冒
頭
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
儒
者
著
書
、
惟
知
九
州
以
内
。
至
塞
外
諸
藩
則
若
疑
若
昧
、
荒
外
諸
服
則

若
有
若
無
。」

（
儒
者
の
著
書
は
、
惟
だ
九
州
以
内
を
知
る
の
み
。
塞
外
諸
藩
に
至
り
て
は

則
ち
疑
わ
し
き
が
若
く
昧く

ら

き
が
若
し
。
荒
外
の
諸
服
は
則
ち
有
る
が
若
く
無

き
が
若
し
。）

儒
者
の
書
い
た
書
物
は
、
中
国
の
境
域
内
の
こ
と
し
か
知
ら
な
い
。
境
域
外
の

服
属
国
に
つ
い
て
は
曖
昧
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
外
の
異
域
に
つ
い
て
は
、
あ
る

の
か
無
い
の
か
さ
え
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
な
あ
り
さ
ま
だ
。
魏
源
は
そ
の
よ
う

に
「
儒
者
」
の
世
界
認
識
の
狭
さ
を
批
判
し
、
旧
来
の
書
物
の
地
理
記
述
の
荒
唐

無
稽
さ
を
執
拗
に
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、

「
故
欲
知
西
荒
厓
略
者
、
上
則
宜
拠
利
瑪
竇
・
南
懐
仁
地
図
、
近
則
宜
観
『
海

国
図
志
』。」

（
故
に
西
荒
の
厓が

い

略り
ゃ
く

を
知
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
、
上
は
則
ち
宜
し
く
利
瑪

竇
・
南
懐
仁
の
地
図
に
拠
る
べ
く
、
近
く
は
則
ち
宜
し
く
『
海
国
図
志
』
を

観
る
べ
し
。）

と
述
べ
る
。
西
方
僻
遠
の
地
の
お
お
よ
そ
の
状
況
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
古

い
も
の
で
は
イ
タ
リ
ア
人
利
瑪
竇
（
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ(

)）
ら
の
地
図
、
新
し
い
も

13

の
で
は
私
（
魏
源
）
の
『
海
国
図
志
』
を
見
る
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
文
脈
の
最
後
に
、
右
の
重
要
な
言
葉
、「
徒
に
中
華
を
侈
張
す
る
を
知
り
、

未
だ
寰
瀛
の
大
を
覩
ず
。」
と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
の
で
あ
る
。
吉
田
松
陰
は
、

こ
の
全
体
を
理
解
し
た
上
で
右
の
魏
源
の
言
葉
を
抄
録
し
た
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
つ
ま
り
、「
儒
者
」
の
世
界
認
識
、
対
外
認
識
の
誤
り
を
根
底
的
に
覆

す
必
要
性
、
依
拠
す
べ
き
知
見
は
西
洋
の
側
に
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
と
き
松
陰
は

見
て
い
た
の
で
あ
る
。

松
陰
は
、
右
の
語
を
「
佳
語
」
と
し
た
だ
け
で
は
な
い
。
す
ぐ
に
続
け
て
、
次

の
語
も
抄
録
し
て
い
る
。

「
夫
制
馭
外
夷
者
、
必
先
洞
夷
情
。
今
粤
東
番
舶
、
購
求
中
国
書
籍
、
転
訳

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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夷
字
。
故
能
尽
識
中
華
之
情
勢
。
若
内
地
亦
設
館
於
粤
東
、
専
訳
夷
書
・
夷

史
、
則
殊
俗
敵
情
、
虚
実
強
弱
、
恩
怨
攻
取
、
瞭
悉
曲
折
。
於
以
中
其
所
忌
、

投
其
所
慕
、
於
駕
馭
、
豈
少
補
哉
。」

（
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者
は
、
必
ず
先ま

ず
夷
情
を
洞し

る
。
今

粤え
っ

東と
う

の
番
舶

は
、
中
国
の
書
籍
を
購
求
し
、
夷
字
に
転
訳
す
。
故
に
能
く
尽
く
中
華
の
情

勢
を
識
る
。
若
し
内
地
も
亦
た
館
を
粤
東
に
設
け
、
専
ら
夷
書
・
夷
史
を
訳

せ
ば
、
則
ち
殊
俗
・
敵
情
、
虚
実
・
強
弱
、
恩
怨
・
攻
取
、
瞭
悉
曲
折
。
於よ

り
て
以
て
其
の
忌
む
所
に
中
り
、
其
の
慕
う
所
に
投
ず
れ
ば
、
駕
馭
に
お
い

て
、
豈
に
少
補
な
ら
ん
や
。）

外
夷
を
制
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
外
夷
の
実
情
に
洞
通
し
て
い
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
粤
東
（
広
東
）
に
来
る
「
番
舶
」（
南
蛮
船
。
西
洋
の
船
）
は
、
さ
か
ん
に

中
国
の
書
籍
を
購
入
し
、
そ
れ
を
自
国
語
に
翻
訳
し
て
い
る
。
だ
か
ら
中
国
の
情

勢
を
良
く
知
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
も
広
東
に
翻
訳
館
を
設
け
て
外
夷
の
書
籍
・

歴
史
な
ど
を
訳
せ
ば
外
夷
の
実
情
が
分
か
り
、
彼
ら
を
「
駕
馭
」
す
る
（
思
い
の

ま
ま
に
使
役
す
る
）
の
に
大
い
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
言
う
魏
源
の
言

葉
を
、
松
陰
は
抄
録
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、
中
央
の
礼
部
に
属
す
る
「
西

域
館
」「
百
夷
館
」
の
漢
訳
文
書
が
不
完
全
で
、「
厓
略
」（
概
略
）
し
か
分
か
ら
な

い
状
態
で
あ
る
の
に
対
し
、「
近
則
西
洋
英
吉
利
亦
能
以
漢
字
通
於
中
国
」（
近
く

は
則
ち
西
洋
・
英
吉
利
も
亦
た
能
く
漢
字
を
以
て
中
国
に
通
ず
）
と
い
う
状
態
な

の
だ
と
い
う
現
実
認
識
が
前
提
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。「
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者

は
、
必
ず
先
ず
夷
情
を
洞
る
。」
と
い
う
右
の
魏
源
の
言
葉
は
、
後
の
松
陰
の
下
田

密
航
事
件
（
及
び
そ
の
前
の
長
崎
ロ
シ
ア
船
密
航
未
遂
）
を
考
え
る
う
え
で
極
め

て
重
要
な
の
だ
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
自
国
の
外
国
語
翻
訳
能
力
の
劣
弱
、
翻
訳

体
制
の
不
備
、
そ
こ
か
ら
来
る
対
外
認
識
の
欠
落
全
体
に
、
魏
源
は
危
機
感
を
持

ち
、
松
陰
は
そ
の
認
識
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
陰
が
、
自
己
の
対
外
認

識
の
欠
落
を
痛
感
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
の
（
魏
源
に
と
っ
て
は
中
国
の
、

松
陰
に
と
っ
て
は
日
本
の
）
対
外
認
識
の
欠
落
を
痛
感
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

一
七
日
の
抄
録
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
省
略
す
る
。『
西
遊
日
記
』
翌
一
八
日
の

条
に
も
、「
晴
。
聖
附
録
の
議
武
を
読
む
。」
と
あ
る
の
で
、『
聖
武
記
附
録
』
巻
一

四
「
武
事
余
記
・
議
武
五
篇
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
一
八
日
は
巻
一
四
「
議

武
五
篇
」
を
読
ん
で
い
る
。

翌
一
九
日
か
ら
二
四
日
に
か
け
て
、
松
陰
は
『
聖
武
記
附
録
』
を
ふ
く
む
諸
書

を
読
ん
で
い
る
が
、
二
四
日
は
こ
と
に
集
中
的
に
読
書
し
抄
録
を
し
て
い
る
。
諸

書
か
ら
の
一
大
抄
録
で
あ
る
。『
聖
武
記
附
録
』
に
限
っ
て
言
え
ば
、
巻
一
四
「
議

武
五
篇
」
の
う
ち
「
軍
政
」
篇
、「
軍
儲
」
篇
か
ら
抄
録
し
て
い
る
。「
軍
政
」
篇

か
ら
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
み
え
る
。

「
嘉
慶
中
勦
海
盗
、
皆
先
雇
同
安
商
艘
、
継
造
米
艇
霆
船
、
未
有
即
用
水
師

之
船
者
。
今
即
実
估
実
造
、
而
停
泊
不
常
駕
馭
。」

（
嘉
慶
中

海
盗
を
勦
す
る
に
、
皆
先
ず
同
安
の
商
艘
を
雇
い
、
継つ

い
で
米

艇
霆
船
を
造
り
、
未
だ
即
ち
水
師
の
船
を
用
い
る
者
有
ら
ず
。
今
は
即
ち
実

に
估か

い
実
に
造
る
も
、
而
も
停
泊
し
て
常
に
駕
馭
せ
ず
。）

嘉
慶
年
間
に
は
「
海
盗
」
と
の
戦
い
に
同
安
の
商
船
を
雇
っ
て
使
っ
て
い
て
、

「
水
師
」（
海
軍
）
の
船
は
使
わ
な
か
っ
た
。
今
で
は
実
際
に
軍
船
を
買
っ
た
り

20世紀知識人の教養と学問
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作
っ
た
り
し
て
い
る
が
、
停
泊
し
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
使
用
し
な
い
。
魏

源
は
、
こ
れ
で
は
船
は
腐
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
運
搬
船
は
海
運
に
用
い
、
軍
船
は

そ
の
護
衛
に
任
じ
て
日
常
的
に
鍛
錬
す
べ
き
だ
と
続
け
て
い
る
。
松
陰
も
、
そ
の

部
分
ま
で
抄
録
し
て
い
る
。
た
だ
こ
れ
も
、
抄
録
の
前
の
部
分
を
見
る
と
、「
西
夷

之
海
艘
、
堅
駛
巧
習
」（
西
夷
の
海
艘
は
、
堅
駛
巧
習
す
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
中
国
之
師
船
、
苟
無
海
賊
之
警
、
即
終
年
停
泊
。」（
中
国
の
師
船
は
、
苟
も
海

賊
の
警
無
く
ん
ば
、
即
ち
終
年
停
泊
す
。）
と
い
う
状
態
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

「
故
」
に
「
嘉
慶
中
」
に
は
、「
海
盗
」
と
の
戦
い
に
同
安
の
商
船
を
雇
う
よ
う
な

あ
り
さ
ま
だ
っ
た
、
と
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
松
陰
は
、
そ
の
文
脈
全
体
を
踏

ま
え
て
抄
録
し
て
い
る
。

同
日
に
は
ま
た
同
じ
く
「
軍
政
」
篇
か
ら
、
次
の
部
分
を
抄
録
し
て
い
る
。

「
呉
淞
天
津
砲
台
、
不
近
扼
内
港
、
皆
遠
置
於
口
門
之
外
。
洋
面
之
衝
、
樹

鵠
以
招
敵
、
使
敵
得
以
活
砲
攻
呆
堞
。
而
我
反
以
呆
砲
撃
活
船
。
故
賊
百
攻

百
中
、
而
我
十
発
九
虚
。
何
如
移
諸
港
内
岸
狭
之
処
、
使
夷
船
不
得
如
外
洋

之
横
恣
、
而
我
得
以
呆
砲
撃
呆
船
乎
。」

（
呉
淞
天
津(

)の
砲
台
は
、
近
く
内
港
を
扼
せ
ず
、
皆

遠
く
口
門
の
外
に
置

14

く
。
洋
面
の
衝
は
、
鵠
を
樹
て
て
以
て
敵
を
招
き
、
敵
を
し
て
活
砲
を
以
て

呆
堞
を
攻
む
る
を
得
し
む
。
而
し
て
我
は
反
っ
て
呆
砲
を
以
て
活
船
を
撃

つ
。
故
に
賊
は
百
攻
百
中
し
、
而
し
て
我
は
十
発
九
虚
な
り
。
何
ぞ
諸
を
港

内
の
岸
狭
の
処
に
移
し
、夷
船
を
し
て
外
洋
の
横
恣
の
如
き
を
得
ざ
ら
し
め
、

而
し
て
我
を
し
て
呆
砲
を
以
て
呆
船
を
撃
つ
を
得
し
む
る
に
如
か
ん
や
。）

呉
淞
（
ウ
ー
ス
ン
）
の
砲
台
は
、
内
港
を
扼
せ
ず
、
港
口
の
外
に
置
か
れ
て
い

た
。
外
洋
に
面
し
た
要
衝
は
、
的
を
立
て
て
敵
を
招
い
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
、

敵
に
は
「
活
砲
」（
活
き
て
動
い
て
い
る
大
砲
。
艦
載
砲
を
い
う
）
で
我
が
「
呆
堞
」

（
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
砲
台
）を
攻
撃
す
る
こ
と
を
可
能
に
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
我
が
方
は
逆
に
、「
呆
砲
」（
じ
っ
と
し
て
動
か
な
い
大
砲
。
砲
台
砲
を
い

う
）
で
「
活
船
」（
活
き
て
動
い
て
い
る
船
。
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
を
い
う
）
を
攻
撃

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ
か
ら
賊
の
大
砲
は
百
発
百
中
で
、
味
方
の
大
砲
は
十
発

撃
っ
て
も
九
発
当
た
ら
な
い
と
い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
砲
台
を

港
湾
内
の
切
り
立
っ
て
狭
い
場
所
に
移
し
、
外
夷
（
直
接
に
は
イ
ギ
リ
ス
）
の
船

に
外
洋
の
よ
う
な
自
由
な
動
き
が
で
き
な
い
よ
う
に
さ
せ
、
我
が
方
は
動
か
ぬ
砲

台
砲
で
動
け
ぬ
敵
艦
を
砲
撃
す
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

右
の
よ
う
な
魏
源
の
や
や
長
い
文
章
を
、
松
陰
は
す
べ
て
書
き
写
し
て
い
る
。

彼
が
こ
の
箇
所
に
特
に
注
目
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
松
陰
が
な
ぜ
こ

こ
に
注
目
し
て
い
る
の
か
と
い
う
と
、桐
原
健
真
が
言
う
よ
う
に
、「
こ
の
こ
と
は
、

松
陰
が
信
頼
し
て
い
た
和
流
砲
術
や
伝
統
兵
学
に
対
し
て
、
完
全
な
敗
北
を
宣
告

す
る
も
の
で
も
あ
っ
た(

)」
か
ら
で
あ
る
。
松
陰
は
、
こ
の
部
分
を
、
恐
ら
く
艦
砲

15

の
優
位
性
を
示
す
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
魏
源
は
、
こ
の

直
前
の
部
分
に
「禦
海
寇
、
但
有
守
内
河
之
法
、
無
守
海
面
之
法
、
而
」（
海
寇
を

禦
す
る
に
は
、
但
だ
内
河
を
守
る
の
法
の
み
有
り
て
、
海
面
を
守
る
の
法
無
し
。

而
し
て
）
と
あ
る
通
り
、
砲
台
を
内
河
防
禦
に
向
け
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
主

張
の
中
心
だ
っ
た
。
松
陰
は
、
そ
の
部
分
は
筆
写
せ
ず
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

固
定
砲
台
よ
り
も
艦
砲
の
優
位
を
示
す
も
の
と
し
て
こ
の
部
分
を
筆
写
し
た
の
だ

ろ
う
。

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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こ
の
後
に
も
、
松
陰
は
『
聖
武
記
附
録
』
を
抄
録
し
て
い
る
が
、
省
略
す
る
。

ま
た
、
一
〇
月
一
二
日
に
は
、
「葉
山
に
て
聖
武
記
を
読
む
。」、
一
三
日
に
は
、
「葉

山
に
て
聖
武
記
。」と
あ
り
、『
聖
武
記
』本
体
を
読
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、

他
に
も
西
洋
事
情
を
伝
え
る
様
々
な
書
籍
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お

く
。と

も
か
く
、
右
に
見
た
『
聖
武
記
附
録
』
へ
の
松
陰
の
尋
常
で
な
い
注
目
は
、

若
き
松
陰
の
対
外
認
識
を
広
め
、
且
つ
深
め
た
に
違
い
な
い
。『
聖
武
記
附
録
』
を

ふ
く
む
『
聖
武
記
』
が
日
本
に
伝
わ
っ
た
の
は
、『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
』

「校
点
説
明
」に
は
「『
聖
武
記
』
自
道
光
三
十
年
（
日
本
嘉
永
三
年
）
伝
入
日
本
後(

)、
16

…
…
」と
あ
り
、
つ
ま
り
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
、
ま
さ
に
松
陰
が
長
崎
・
平
戸

を
訪
れ
た
そ
の
年
だ
っ
た
。
従
っ
て
葉
山
佐
内
と
吉
田
松
陰
は
、
日
本
で
最
初
に

『
聖
武
記
』
及
び
『
聖
武
記
附
録
』
を
読
ん
だ
日
本
人
だ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か

も
右
に
見
た
よ
う
に
、『
聖
武
記
附
録
』
が
松
陰
に
投
げ
か
け
た
問
題
は
、
多
様
で

重
層
的
だ
っ
た
。
松
陰
の
「攘
夷
論
」が
、
そ
の
当
初
か
ら
『
聖
武
記
附
録
』
等
に

よ
る
広
い
対
外
認
識
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
「攘
夷
論
」の
変
容
を
準

備
す
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

茂
木
敏
夫
は
、
「『
海
国
図
志
』
成
立
の
背
景
―
―
中
国
社
会
の
変
動
と
経
世
論
」

（
洋
学
史
学
会
編
『
洋
学
』
第
一
九
・
二
〇
合
併
号
。
二
〇
一
五
年
）
で
、
魏
源

が
『
海
国
図
志
』
と
『
聖
武
記
』
を
並
行
し
て
編
纂
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
、
「両

書
の
編
纂
は
、
内
陸
世
界
に
空
前
の
版
図
を
拡
大
し
た
聖
な
る
武
功
の
記
録
と
、

海
洋
世
界
や
そ
こ
へ
の
西
夷
の
進
出
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
い
う
、
内
陸
と
海

洋
と
に
関
す
る
、
一
対
の
作
業
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
…
…

内
陸
の
眼
差
し
と
海
洋
の
眼
差
し
と
の
接
続
と
を
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。」

と
い
う
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
続
け
る
。

「そ
の
際
、
こ
の
接
続
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、
序
に
述
べ
た
『
海
国
図
志
』
編

纂
の
意
図
、
「夷
の
長
技
を
師
と
し
て
夷
を
制
せ
ん
が
た
め
に
作
る
」は
重
要

な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
い
う
「夷
の
長
技
」が
何
を
、
ど
こ
ま
で
含

む
も
の
で
あ
る
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
論
理
を
拡
大

さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
「師
と
し
て
」受
容
す
る
内
容
を
、
西
洋
の
軍

事
技
術
か
ら
民
生
技
術
へ
、
さ
ら
に
思
想
や
政
治
制
度
へ
と
広
げ
て
い
く
こ

と
が
可
能
と
な
る
。
魏
源
の
こ
の
言
葉
は
、
そ
の
た
め
の
突
破
口
に
な
り
う

る
も
の
だ
っ
た
。
内
政
問
題
に
向
け
ら
れ
て
い
た
林
則
徐
や
魏
源
ら
の
形
成

改
革
論
の
眼
差
し
は
、
海
洋
世
界
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
で
、
西
洋
モ
デ
ル
受

容
の
可
能
性
ま
で
も
射
程
に
入
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る(

)。」
17

茂
木
の
こ
の
指
摘
を
本
稿
の
問
題
に
つ
な
げ
て
見
る
な
ら
ば
、
嘉
永
三
年
の
吉

田
松
陰
が
平
戸
で
『
聖
武
記
附
録
』
及
び
『
聖
武
記
』
に
触
れ
た
と
き
、「
西
洋
モ

デ
ル
受
容
の
可
能
性
」
に
ま
で
つ
な
が
る
視
点
そ
の
も
の
が
、
松
陰
の
中
に
根
差

し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
そ
れ
が
松
陰
の
「
攘
夷
論
」
を
変
容
さ
せ
て
い
く
根

源
的
な
力
の
一
つ
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

Ⅴ

松
陰
と
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』

松
陰
は『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』を
漢
文
で
読
ん
で
い
た
。『
伊
娑
菩
喩
言(

)』で
あ
る
。

18

『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
新
村
出
博
士
に
論
考
が
あ
る
。「『
伊
曽

20世紀知識人の教養と学問
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保
物
語
』
の
漢
訳
」（「
明
星
」
大
正
一
五
年
一
月(

)）
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
中

19

に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
と
も
か
く
も
此
の
漢
訳
本
『
意
拾
喩
言
』
の
系
統
本
は
、
幕
末
嘉
永
安
政

年
間
に
至
っ
て
、
日
本
に
伝
来
し
た
。
駿
河
田
中
藩
の
増
田
貢
そ
の
号
を
岳

陽
と
い
っ
た
人
の
写
し
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
と
題
す
る
写
本
を
岡
崎
桂
一
郎

博
士
の
蔵
本
に
よ
っ
て
大
正
初
年
に
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
長
州

の
宍
戸
璣
（
山
県
半
蔵
、
号
世
衡
）
が
安
政
三
年
丙
辰
陽
月
に
跋
を
加
へ
た

も
の
と
、
又
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
吉
田
松
陰
が
再
跋
を
施
こ
し
た
も
の

を
書
加
へ
て
あ
る
。
私
は
そ
れ
ら
の
跋
文
の
な
い
普
通
の
写
本
を
蔵
し
て
を

る
。」

こ
の
文
章
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
意
拾
喩
言
』
は
一
八
四
〇
年
に
広
東
で
出

版
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
系
統
本
で
あ
る
『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
安
政
元
（
一
八

五
四
）
年
頃
の
日
本
に
写
本
の
形
で
伝
来
し
た
の
だ
っ
た(

)。
ま
た
宍
戸
璣
の
跋
文

20

は
、
次
の
通
り
。（
原
漢
文
。
新
村
出
博
士
前
掲
書
の
訓
読
文
に
よ
る
。）

「
喩
言
七
十
三
条
、
蓋
し
英
人
の
訳
す
る
所
に
し
て
上
海
施
医
院
の
活
字
刷

板
に
係
る
、
其
の
地
名
を
挙
げ
時
世
を
説
く
や
皆
之
を
支
那
に
仮
る
、
是
れ

訳
者
の
苦
心
す
る
所
な
り
、
此
の
書
末
だ
清
舶
の
售
販
を
経
ず
、
某
氏
の
嘗

て
之
を
俄
艦
中
に
獲
た
る
所
と
云
ふ
。
亦
罕
覯
の
珍
籍
な
り
、
余
借
覧
数
日

乃
ち
謄
し
て
之
を
篋
す
。
宗
本
間ま

間ま

人
物
飛
走
を
図
す
、
今
謄
写
に
不
便
な

る
を
以
て
尽
く
之
を
削
る
。」

吉
田
松
陰
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
意
図
的
に
求
め
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
跋
文

（
再
跋
）
の
中
に
、「
吾
曽
て
そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を
遐
邇
貫
珍
の
中
に
見
」
た

と
い
う
。「
馬
鹿
同
遊
」
と
い
う
の
は
、『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
一
つ
。『
遐

邇
貫
珍
』
は
、
一
八
五
三
年
に
中
国
で
発
行
さ
れ
て
い
た
月
刊
紙
で
、
西
洋
事
情

等
を
紹
介
し
て
い
た
た
め
に
、長
崎
を
経
て
日
本
国
内
に
も
も
た
ら
さ
れ
て
い
た(

)。
21

そ
の
中
に
「
馬
鹿
同
遊
」
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
で
、
松
陰
は

そ
れ
を
読
み
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ
っ
た
。

で
は
松
陰
が
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
を
最
初
に
「『
遐
邇
貫
珍
』
の
中
に
見
」
た
の
は
い

つ
な
の
か
。
そ
れ
は
後
に
引
く
松
陰
自
身
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
長
崎
に
お
い
て

だ
っ
た
。
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
の
一
度
目
の
長
崎
・
平
戸
行
の
と
き
に
は
、

『
遐
邇
貫
珍
』
そ
の
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
い
う
ま
で
も
な
く
嘉
永

六
（
一
八
五
三
）
年
冬
の
、
二
度
目
の
長
崎
行
の
と
き
で
あ
る
。『
遐
邇
貫
珍
』
の

刊
行
が
一
八
五
三
年
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
松
陰
は
刊
行
直
後
の
同
紙
を
見
て
、

そ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
寓
話
を
最
初
に
見
た
日
本
人
だ
っ
た
と

い
え
る
。

吉
田
松
陰
が
『
遐
邇
貫
珍
』
の
中
で
見
て
関
心
を
も
っ
た
「
馬
鹿
同
遊
」
の
寓

話
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
寓
話
は
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
に
は

「
馬
思
報
鹿
仇
」（
馬

鹿
の
仇
を
報
ぜ
ん
と
思
ふ
）
と
の
題
で
載
っ
て
い
る
。

「
霊
台
上
、
馬
鹿
同
遊
。
其
馬
常
受
鹿
欺
。
積
怨
於
心
、
無
以
報
復
。
自
思

必
須
人
力
、
方
可
雪
恨
。
乃
求
一
武
夫
曰
、
馬
受
鹿
欺
久
矣
。
此
恨
難
消
。

求
壮
士
為
我
報
仇
。
馬
当
終
身
図
報
。
武
夫
曰
、
汝
欲
伸
冤
、
須
言
聴
計
従
、

任
我
駆
使
、
乃
可
。
馬
曰
、
得
君
相
帮
、
水
火
不
避
、
無
不
応
承
。
武
夫
遂

置
鞍
蹬
、
繋
其
身
上
、
又
以
鉄
環
啣
其
口
、
従
此
騎
而
鞭
之
。
報
仇
之
約
、

絶
不
提
及
。
馬
悔
曰
、
前
受
鹿
欺
、
尚
不
能
忍
。
今
受
人
騎
、
終
身
僕
僕
、

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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悔
無
及
矣
。
甚
矣
、
人
力
之
不
可
籍
也
。」

（
霊
台
の
上
、
馬ば

鹿ろ
く

同
に
遊
ぶ
。
其
の
馬

常
に
鹿
の
欺
り
を
受
く
。
恨

み
を
心
に
積
む
も
、
以
て
報
復
す
る
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
人
力
を
須ま

ち

て
、
方ま

さ

に
恨
み
を
雪
ぐ
べ
し
」
と
。
乃
ち
一
武
夫
に
求
め
て
曰
く
、「
馬

鹿

の
欺
り
を
受
く
る
こ
と
久
し
。
此
の
恨
み
消
え
難
し
。
壮
士
の
我
が
為
に
仇

を
報
ゆ
る
を
求
む
。
馬
当
に
終
身

報
い
ん
こ
と
を
図
る
べ
し
」
と
。
武
夫

曰
く
、「
汝

冤
を
伸
べ
ん
と
欲
せ
ば
、
須
く
言
聴
き
計
従
ひ
、
我
が
駆
使
に

任ま

か
す
べ
く
ん
ば
、
乃
ち
可
な
り
」
と
。
馬
曰
く
、「
君
が
相
ひ
帮た

す

く
る
を
得

ば
、
水
火
も
避
け
ず
、
応
承
せ
ざ
る
無
し
」
と
。
武
夫

遂
に
鞍
蹬
を
置
き
、

其
の
身
上
に
繋
ぎ
、
又

鉄
環
を
以
て
其
の
口
に
啣は

ま
し
め
、
此
れ
よ
り
騎

り
て
之
を
鞭
う
つ
。
仇
を
報
ず
る
の
約
は
、
絶
え
て
提
及
せ
ず
。
馬
悔
や
み

て
曰
く
、「
前
に
は
鹿
の
欺
り
を
受
け
、
尚
ほ
忍
ぶ
能
は
ず
。
今

人
の
騎
を

受
け
、
終
身
僕
僕
た
り
、
悔
ゆ
る
も
及
ぶ
無
し
」
と
。
甚
だ
し
い
か
な
、
人

力
の
籍か

る
べ
か
ら
ざ
る
や
。）

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
寓
話
の
最
後
に
は
、〝
教
訓
〞
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
こ
の
寓
話
の
〝
教
訓
〞
は
、「
甚
だ
し
い
か
な
、
人
力
の
籍
る
べ
か
ら
ざ
る

や
」
だ
っ
た
。
日
本
国
内
で
対
立
し
合
っ
て
い
る
勢
力
の
一
方
が
欧
米
列
強
に
妥

協
し
援
助
を
求
め
る
な
ら
、
列
強
に
侵
略
の
口
実
を
あ
た
え
、
彼
ら
に
支
配
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
、
だ
か
ら
列
強
の
介
入
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
―
―
と
い
う
〝
教

訓
〞
を
、
松
陰
は
こ
の
寓
話
か
ら
読
み
と
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

松
陰
が
『
伊
娑
菩
喩
言
』
写
本
に
記
し
た
跋
文
（
再
跋
）
の
全
文
は
、
次
の
通

り
だ
っ
た
。（
新
村
出
博
士
前
掲
書
に
よ
る
。
句
読
点
の
み
、引
用
者
が
改
め
た
。）

「
世
に
欧
学
を
修
む
る
者
僉み

な

曰
く
、
西
洋
人
は
仁
な
り
、
未
だ
曽
て
禍
心
あ

ら
ざ
る
也
と
。
若
し
此
書
を
観
せ
し
め
ば
豈
茫
然
自
失
せ
ざ
ら
ん
や
。
吾
曽

て
そ
の
馬
鹿
同
遊
の
一
則
を
遐
邇
貫
珍
の
中
に
見
て
、
之
を
長
崎
近
聞
の
後

に
書
せ
し
の
後
、
世
衡
（
宍
戸
璣
）
頃
日
そ
の
全
七
十
三
則
を
見
示
す
。
把

つ
て
之
を
閲
す
る
に
、
そ
の
斧
頭
求
柄
は
甚
だ
下
田
・
箱
館
の
事
に
似
仮
せ

ざ
る
や
。
猟
戸
逐
兎
は
甚
だ
手
を
米ア

メ

利リ
カ

に
借
り
て
羅

オ
ロ
シ
ア

を
援
け
以
て
諳

イ
ギ
リ
ス

・

払
フ
ラ
ン
ス

を
拒
ぐ
の
策
に
類
せ
ざ
る
や
。
其
の
他
、
鵶
狐
狼
犬
の
諸
則
、
自
謀
騙

人
、
一
に
し
て
足
ら
ず
。
因
つ
て
岡
部
生
（
富
太
郎
、
利
済
、
子
揖
）
を
し

て
写
さ
し
め
て
こ
れ
を
蔵
す
。
西
洋
人
は
仁
な
り
と
云
ふ
者
の
口
を
執
ら
へ

ん
と
欲
す
る
也
。
安
政
四
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
一
回
生
跋(

)。」
22

「
斧
頭
求
柄
」
の
寓
話
は
、
幕
府
が
下
田
と
箱
館
（
函
館
）
を
開
港
し
た
こ
と
に

似
て
い
る
し
、「
猟
戸
逐
兎
」
の
寓
話
は
、
ア
メ
リ
カ
の
力
を
借
り
て
ロ
シ
ア
と
組

み
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
や
り
方
に
似
て
い
る
。
そ
う
吉

田
松
陰
は
い
う
。

松
陰
が
跋
文
の
中
で
触
れ
て
い
た
も
う
一
つ
の
例
「
斧
頭
求
柄
」
を
見
て
み
よ

う
。

「
昔
有
斧
頭
、
雖
鋭
而
無
用
。
自
思
必
得
一
柄
、
方
可
見
用
於
世
。
乃
乞
其

樹
曰
、
先
生
賜
我
一
木
。
不
過
僅
為
一
柄
足
矣
。
他
日
自
当
図
報
。
其
樹
自

顧
枝
柯
繁
盛
、
何
惜
一
柄
。
慨
然
与
之
。
斧
得
其
柄
、
所
有
樹
林
尽
被
伐
去
。

何
其
樹
之
愚
哉
。
如
世
人
所
謂
助
虎
添
翼
、
又
云
、
逓
刀
乞
命
、
是
也
。
凡

人
必
須
各
守
其
分
、
切
勿
尺
寸
与
人
。
誠
恐
有
如
斧
柄
、
則
悔
之
晩
矣
。」

（
昔

斧
頭
有
り
、
鋭
し
と
雖
も
用
無
し
。
自
ら
思
ふ
「
必
ず
一
柄
を
得
ば
、
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方
に
世
に
用
ひ
ら
る
べ
し
」
と
。
乃
ち
そ
の
樹
に
乞
ひ
て
曰
く
、「
先
生

我

に
一
木
を
賜
へ
。
僅わ

ず
か

に
一
柄
を
為つ

く

る
に
過
ぎ
ず
し
て
足
ら
ん
。
他
日
自
ら

当
に
報
を
図
る
べ
し
」
と
。
其
の
樹
自
ら
顧
る
に
「
枝し

柯か

の
繁
盛
す
る
こ
と
、

何
ぞ
一
柄
を
惜
し
ま
ん
や
」
と
。
慨
然
と
し
て
こ
れ
に
与
ふ
。
斧

其
の
柄

を
得
る
や
、
有
る
所
の
樹
林

尽
く
伐
り
去
ら
る
。
何
ぞ
其
の
樹
の
愚
な
る

や
。
世
人
の
所
謂
「
虎
を
助
け
て
翼
を
添
ふ
、」
又
云
ふ
、「
刀
を
逓て

わ
た

し
て
命

を
乞
ふ
」
が
如
き
も
の
、
是
れ
な
り
。
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を

守
る
べ
し
、
切
に
尺
寸
も
人
に
与
ふ
る
勿
か
れ
。
誠
に
恐
る
斧
柄
の
如
き
有

ら
ば
、
則
ち
悔
ゆ
る
も
晩お

そ

し
。）

斧
の
頭
が
、
林
の
樹
に
む
か
っ
て
、
斧
の
柄
と
な
る
枝
を
い
た
だ
き
た
い
、
と

頼
む
。
そ
の
樹
が
一
枝
を
あ
た
え
る
と
、
斧
は
林
の
樹
木
す
べ
て
を
切
り
た
お
し

て
し
ま
っ
た
―
―
と
い
う
寓
話
だ
が
、
こ
の
寓
話
を
松
陰
は
、「
甚
だ
下
田
箱
館
の

事
に
似
仮
せ
ざ
る
や
」
と
読
ん
で
い
る
。
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
の
日
米
和
親

条
約
、
そ
れ
に
続
く
日
英
、
日
露
和
親
条
約
等
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
わ

ず
か
に
下
田
・
函
館
を
開
港
し
て
や
る
だ
け
の
こ
と
と
考
え
て
い
る
日
本
に
対
し

て
、
西
欧
列
強
は
そ
れ
を
テ
コ
に
し
て
日
本
全
体
を
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

と
い
う
松
陰
の
認
識
を
明
瞭
に
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
文
章
は
、〝
教
訓
〞
の
部
分
が
寓
話
の
本
文
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
長
さ
に
な
っ

て
い
る
。
渡
部
温
『
通
俗
伊
蘇
普
物
語
』（
明
治
六
年
刊
）
第
四
五
話
「
樹
と
斧
の

話
」
は
こ
れ
と
同
じ
寓
話
だ
が
、
そ
こ
で
は
、〝
教
訓
〞
は
、「
他
の
不ふ

為た
め

は
吾わ

が

不

為
と
い
ふ
事
を
知
れ
」
と
、
簡
単
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
伊
娑
菩
喩
言
』
の

方
で
は
、
二
つ
の
こ
と
わ
ざ
と
、
二
条
の
教
訓
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
。
最
初
の
教

訓
「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
と
い
う
の
は
、「
分
」
と
い

う
語
を
通
常
理
解
さ
れ
て
い
る
「
分
際
」「
分
限
」
と
い
う
意
味
で
理
解
す
る
と
、

「
自
分
の
分
際
を
守
れ
」「
出
過
ぎ
た
こ
と
は
す
る
な
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
し

か
し
そ
れ
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
。
す
ぐ
続
い
て
「
切
に
尺
寸
も
人
に
与
ふ
る
勿

か
れ
」
わ
ず
か
な
も
の
で
も
他
人
に
与
え
る
な
、
と
言
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
つ
な

が
る
文
脈
で
あ
れ
ば
、「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
と
い
う

の
は
、「
自
分
の
権
限
を
守
れ
」
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
分
」
は
「
権

限
」「
権
利
」
の
意
味
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
「
分
」
と
言
っ
て
い
る
の

は
、
個
人
・
国
家
の
「
権
利
」
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
も
う
一
度
丸
山
眞
男「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」

に
引
か
れ
た
、
松
陰
の
北
山
安
世
宛
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年
四
月
七
日
付
書

簡
を
見
直
し
た
い
。
そ
こ
に
は
「
幕
府
遂
に
人
な
し
」「
外
夷
控
馭
最
も
其
の
宜
し

き
を
失
ひ
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
語
ら
れ
、「
華
盛
頓

ワ
シ
ン
ト
ン

が
ど
こ
に
あ
る
や
ら
、
龍
動

ロ
ン
ド
ン

が
如
何
な
る
処
や
ら
、画
そ
ら
ご
と
に
て
何
の
控
馭
を
能
く
な
さ
ん
や
。」と
、『
聖

武
記
附
録
』
の
「
夫
れ
外
夷
を
制
す
る
者
は
、
必
ず
先
ず
夷
情
を
洞
る
」
と
い
う

言
葉
と
同
じ
思
考
を
記
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、「
徳
川
存
す
る
内
は
遂
に
墨

ア
メ
リ
カ

・

魯ロ
シ
ア

・
暗

イ
ギ
リ
ス

・
払

フ
ラ
ン
ス

に
制
せ
ら
る
る
こ
と
ど
れ
程
に
立
ち
行
く
べ
く
も
計
り
難
し
」

と
、
徳
川
幕
府
の
打
倒
を
明
瞭
に
見
据
え
て
い
る
。
こ
の
後
に
、
丸
山
が
引
い
た

「
独
立
不
羈
三
千
年
来
の
大
日
本
、
一
朝
人
の
羈
縛
を
受
く
る
こ
と
、
血
性
あ
る

者
視
る
に
忍
ぶ
べ
け
ん
や
。
那
波
列
翁

ナ
ポ
レ
オ
ン

を
起
し
て
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
を
唱
え
ね
ば
腹

悶
医
し
難
し
」と
い
う
言
葉
が
出
て
く
る
。
こ
こ
で
松
陰
は
明
瞭
に「
フ
レ
ー
ヘ
ー

ド
」
す
な
わ
ち
「
自
由
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
自
由
」
と
い
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う
訳
語
が
存
在
し
て
い
な
い
の
で
「
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
」
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
語
を
そ

の
ま
ま
使
っ
て
い
る
が
、「
人
の
羈
縛
を
受
く
る
こ
と
」を
は
ね
の
け
る
国
家
の「
自

由
」、
自
国
の
「
独
立
不
羈
」
の
基
礎
と
な
る
国
家
的
「
権
利
」
の
概
念
を
、
未
分

化
な
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
松
陰
が
把
握
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
松
陰
は
『
伊
娑
菩
喩
言
』
か
ら
、
西
洋
人
の
「
自
謀
騙
人
」

の
姿
だ
け
を
見
て
い
た
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
含
ま
れ
る
西
洋
の
思
想
の
一
部
を

理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。「
凡
そ
人

必
ず
須
く
各
々
其
の
分
を
守
る
べ
し
」
の

「
分
」
を
、
松
陰
は
「
権
利
」
の
概
念
を
表
す
語
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

Ⅵ

吉
田
松
陰
の
対
外
認
識

池
田
敬
正
は
、「
倒
幕
思
想
の
熟
成
」（
荒
木
繁
編
著
『
日
本
の
思
想
』
下
、
一

九
八
〇
年
一
二
月
一
五
日
、
新
日
本
出
版
社
）
の
中
で
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
そ
の
松
陰
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
幕
末
の
思
想
家
と
し
て
の
姿
を
現
わ
し
は
じ

め
た
の
は
、
一
八
五
〇
（
嘉
永
三
）
年
の
平
戸
遊
学
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
平

戸
遊
学
は
、
松
陰
が
封
建
的
な
家
学
の
継
承
者
と
し
て
の
研
鑽
を
つ
む
た
め

で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
海
外
に
開
か
れ
た
唯
一
の
窓
口
で
あ
っ
た
長
崎
を

訪
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
船
ま
で
見
学
す
る
と
い
う
体
験
を
し
て
い
る
。
つ
づ
い
て

翌
年
、
藩
主
に
従
っ
て
江
戸
に
留
学
し
、
佐
久
間
象
山
の
門
で
洋
学
を
学
ぶ

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
行
動
は
、
か
れ
自
身
の
対
外
問
題
へ
の
関
心
の

結
果
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
現
実
へ
の
開
眼
と
も
な
り
、
ア
ジ
ア
に
迫
っ
て

い
る
世
界
資
本
主
義
の
波
が
、
日
本
に
も
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
、
松
陰
は
理

解
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る(

)。」
23

そ
の
危
機
の
認
識
と
同
時
に
、
開
か
れ
た
対
外
認
識
、
西
洋
認
識
を
、
松
陰
が

早
く
か
ら
自
己
の
内
部
に
育
て
て
い
た
こ
と
を
、
本
論
で
は
述
べ
た
。
そ
し
て
そ

れ
が
、
彼
の
「
攘
夷
論
」
を
次
第
に
変
容
さ
せ
る
力
と
な
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

吉
田
松
陰
は
、〈
西
洋
〉
か
ら
の
外
圧
に
抗
す
る
た
め
に
「
攘
夷
」
の
思
想
を
強

め
る
一
方
、〈
西
洋
〉
に
つ
い
て
知
ら
ね
ば
〈
西
洋
〉
と
対
決
で
き
な
い
と
し
て
、

ア
メ
リ
カ
へ
の
密
航
を
企
て
た
。
そ
の
矛
盾
に
み
ち
た
行
動
の
中
に
、
松
陰
の
内

面
的
課
題
が
見
え
る
。

佐
久
間
象
山
と
い
う
「
開
国
」
主
義
者
に
師
事
し
た
松
陰
の
、
い
わ
ば
「
開
明

的
」
対
外
認
識
は
、
象
山
と
出
会
う
よ
り
も
前
、
嘉
永
三
年
の
第
一
次
長
崎
・
平

戸
行
に
お
い
て
培
わ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
そ
れ
は
、
嘉
永
六
年
の
第
二

次
長
崎
行
で
一
層
育
っ
て
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
全
体
を

吉
田
松
陰
が
読
む
の
は
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
か
ら
同
四
（
一
八
五
七
）
年

に
か
け
て
の
頃
で
あ
る
。
そ
の
読
解
の
方
向
は
、
主
に
彼
の
「
攘
夷
」
論
を
強
め

る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
実
は
そ
の
基
底
に
お
い
て
、「
攘
夷
」
論
か
ら
紙
一
重
の

所
に
、
開
か
れ
た
対
外
認
識
を
胚
胎
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

注

（
１
)
一
九
四
七
年
度
講
義
原
稿
の
本
文
は
、
四
六
頁
か
ら
一
三
六
頁
ま
で
。
そ
の
後
に
、「
一

九
四
五
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
原
稿
の

資
料
的
価
値
と
意
義
に
つ
い
て
は
、
同
報
告
三
七
頁
以
下
に
、
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
の

20世紀知識人の教養と学問
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詳
細
な
「
解
説
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
２
)『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
二
冊
、
七
九
-八
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
後
に
続
け
て
、「
こ
の
こ
と

を
裏
返
し
て
い
え
ば
、
井
伊
直
弼
に
代
表
さ
れ
る
幕
府
の
開
国
論
は
実
質
的
に
は
鎖
国

論
で
あ
り
、
思
想
的
に
は
保
守
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て

い
る
。

（
３
)
同
上
書
八
〇
頁
。

（
４
)
同
上
書
八
〇
頁
。

（
５
)
同
上
書
八
一
頁
。

（
６
)「
一
九
四
七
年
度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ

ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
、
五
二
頁
。「
那
波
列
翁
」
は
、「
ナ
ポ
レ
オ
ン
」
の
漢
語
音
訳
。

「
フ
レ
ー
ヘ
ー
ド
」
は
、「
自
由
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
。

（
７
)『
聖
武
記
』
に
道
光
二
六
（
一
八
四
六
）
年
魏
源
自
身
が
付
し
た
識
語
の
冒
頭
に
は
、「
是

記
当
海
疆
不
靖
時
、
索
観
者
衆
。
随
作
随
刊
、
未
遑
精
審
。」（
是
の
記
（『
聖
武
記
』）
は

海
疆
の
靖
か
ら
ざ
る
時
に
当
た
り
、
観
る
を
索
む
る
者
衆
し
。
随
い
て
作
り
随
い
て
刊

し
、
未
だ
精
審
す
る
に
遑
あ
ら
ず
）
と
あ
る
。
沿
海
地
域
の
不
安
か
ら
、
こ
の
書
を
見
た

い
と
期
待
す
る
人
々
が
多
数
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
８
)『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
三
五
頁
。
山
口
県
教
育
会
編
、
岩
波
書
店
、
昭
和
一
四
年

一
月
一
七
日
。
平
成
一
三
年
一
月
二
〇
日
復
刻
、
マ
ツ
ノ
書
店
。

（
９
)
前
掲
『
吉
田
松
陰
全
集
』
第
一
〇
巻
、
三
五
頁
。

（

)
桐
原
健
真
『
吉
田
松
陰
―
―
「
日
本
」
を
発
見
し
た
思
想
家
』、
四
三
頁
。
筑
摩
書
房
、
二

10

〇
一
四
年
一
二
月
一
〇
日
。

（

)
同
上
書
四
四
頁
。

11
（

)『
聖
武
記
』
は
、
岳
麓
書
社
刊
『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
に
よ
る
。
頁
数
は
同
書
の
頁
で
あ

12

る
。

（

)
利
瑪
竇
は
、
イ
タ
リ
ア
人
、
マ
テ
オ
・
リ
ッ
チ
（
M
atteo
Ricci
一
五
五
二
―
一
六
一

13

〇
）
の
中
国
名
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
、
明
の
万
暦
八
（
一
五
八
〇
）
年
中
国
に
入

り
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
西
洋
科
学
を
中
国
に
伝
え
た
。
南
懐
仁
は
、
ベ
ル
ギ
ー
人
、
フ
ェ

ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
フ
ェ
ル
ビ
ー
ス
ト
（
Ferdinand
V
erbiest一
六
二
三
-一
六
八
八
）

の
中
国
名
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
師
で
、
清
朝
初
期
に
活
動
し
、
主
に
天
文
・
地
理
学
に

よ
っ
て
重
視
さ
れ
た
。

（

)「
天
津
」
と
あ
る
が
、『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
附
録
』
五
六
二
頁
で
は
、「
東
西
」

14

と
な
っ
て
い
る
。

（

)
桐
原
前
掲
書
四
五
頁
。

15
（

)『
魏
源
全
集
』
第
三
冊
『
聖
武
記
』「
校
点
説
明
」
一
頁
。

16
（

)
茂
木
敏
夫
「『
海
国
図
志
』
成
立
の
背
景
―
―
中
国
社
会
の
変
動
と
経
世
論
」
一
五
八
頁
。

17

茂
木
は
、「
夷
の
長
技
を
師
と
し
て
夷
を
制
せ
ん
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
、
す
で
に
「
西
洋

が
日
常
化
し
て
い
た
広
東
社
会
」
に
と
っ
て
は
違
和
感
の
あ
る
言
葉
だ
っ
た
点
を
指
摘

し
て
い
る
。
そ
し
て
「
こ
う
し
た
広
東
の
眼
差
し
に
も
留
意
す
る
こ
と
」
の
重
要
性
を
も

指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
、
特
に
注
記
し
て
お
く
。

（

)『
伊
娑
菩
喩
言
』
は
、
清
の
道
光
二
十
（
一
八
四
〇
）
年
、
広
東
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た

18

『
意
拾
喩
言
』
か
ら
出
た
一
本
で
あ
る
。『
意
拾
喩
言
』
は
、「
蒙
昧
先
生
」、「
懶
惰
生
」

と
自
称
し
た
英
人
ロ
バ
ー
ト
・
ト
ー
ム
（
RobertT
hom
）
が
、
英
語
版
よ
り
訳
出
し
た
。

（

)『
新
村
出
全
集
』
第
七
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
六
月
）
に
収
載
。
本
文
は
、
そ
れ
に

19

よ
る
。

（

)
こ
の
書
の
刊
本
に
対
す
る
関
心
は
、
吉
田
松
陰
の
周
辺
で
強
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

20

そ
れ
が
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
、
幕
府
派
遣
の
千
歳
丸
に

乗
り
こ
み
上
海
を
訪
れ
た
高
杉
晋
作
に
よ
っ
て
で
あ
っ
た
。
松
陰
刑
死
か
ら
三
年
後
で
あ

る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
内
田
慶
一
「イ
ソ
ッ
プ
の
東
漸
」補
遺
―
―
「上
海
施
医
院
」

そ
の
他
」（『
関
西
大
学
中
国
文
学
会
紀
要
』
第
一
七
号
、
一
九
九
六
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

な
お
、
そ
れ
と
同
一
刊
本
の
上
海
施
医
院
蔵
板
『
伊
娑
菩
喩
言
』
を
オ
ラ
ン
ダ
、
ラ
イ
デ
ン

大
学
漢
学
研
究
所
図
書
館
で
見
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受

容
の
一
側
面
―
―
『
伊
娑
菩
喩
言
』
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
―
―
」（『
東
京
女

子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
七
二
号
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
で
述
べ
た
。

（

)
英
語
名
を
「
T
he
Chinese
Serial」
と
い
う
。
ロ
ン
ド
ン
伝
道
教
会
の
英
華
書
院
が
発

21

行
し
た
漢
字
月
刊
紙
で
、
中
国
と
西
欧
の
事
情
を
伝
え
た
も
の
。

（

)「
二
十
一
回
生
」
は
、
吉
田
松
陰
の
自
号
。

22
（

)
池
田
敬
正
「
倒
幕
思
想
の
熟
成
」
二
〇
四
頁
。

23

幕末知識人の対外認識（安藤信廣）
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〈
追
記
〉

本
稿
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
一
回
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
一
二
日
）

に
お
け
る
報
告
「
幕
末
の
『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
の
読
ま
れ
方
―
中
国
と
の
比
較
に

も
触
れ
て
―
」
に
基
き
、
そ
の
際
に
御
指
摘
い
た
だ
い
た
点
を
ふ
ま
え
て
制
作
し

た
も
の
で
あ
る
。
同
研
究
会
に
お
い
て
は
各
位
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
い

た
。
ま
た
魏
源
に
関
し
て
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
茂
木
敏
夫
氏
よ
り

御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
あ
わ
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

20世紀知識人の教養と学問
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戦
後
日
本
に
お
け
る
民
主
化
と

教
養
・
文
化
・
教
育
を
め
ぐ
る
論
議

―
丸
山
眞
男
を
中
心
と
し
て

―

雨

田

英

一

は
じ
め
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
発
掘
さ
れ
活
字
化
さ
れ
て
一
般
に
公
開
さ
れ
た
丸
山

眞
男
の
講
演
記
録
、
一
九
四
六
年
の
「
孫
文
と
政
治
教
育
」
や
、
信
州
で
の
一
九

四
八
年
の
二
つ
の
「
政
治
嫌
悪
・
無
関
心
と
独
裁
政
治
」（
仮
題
）
と
「
民
主
主
義

政
治
と
制
度
」
は(１

)、
た
だ
単
に
、
丸
山
の
政
治
学
や
思
想
形
成
の
足
跡
を
辿
る
上

で
注
目
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
い
。
即
ち
、
戦
後
日
本
に
お
い
て
民
主
化
の
た
め
の

政
治
的
教
養
や
公
民
教
育
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
、
教
育
学
や
教
育
を
専
門
と
す

る
も
の
だ
け
で
な
く
様
々
な
専
門
領
域
の
知
見
を
総
動
員
す
る
か
た
ち
で
模
索
さ

れ
論
議
さ
れ
て
い
た
な
か
で
、
丸
山
の
そ
れ
へ
の
関
わ
り
方
、
考
え
方
が
ど
の
よ

う
な
位
置
を
占
め
意
義
を
有
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
き
わ
め
て
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

戦
後
、
女
性
を
含
ん
だ
二
〇
歳
以
上
の
す
べ
て
の
日
本
国
民
が
参
政
権
を
獲
得

し
、
日
本
国
憲
法
の
下
で
、
日
本
の
民
主
化
の
担
い
手
と
し
て
の
権
利
と
責
任
を

も
つ
に
い
た
っ
た
。
教
育
基
本
法
に
は
そ
の
実
質
化
の
た
め
第
八
条
で
、「
良
識

あ
る
公
民
た
る
に
必
要
な
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
政
治
的
教
養
の
育
成
が
強
調
さ
れ
た
。
修
身
を
廃
止
し
、
社
会
科
が

新
設
さ
れ
た
の
は
こ
う
し
た
戦
後
の
動
き
を
象
徴
し
て
い
た
。
丸
山
は
そ
う
し
た

中
で
注
目
す
べ
き
発
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
本
稿
は
、
新
た
に
公
開
さ
れ
た
前

述
の
資
料
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
時
期
の
丸
山
の
政
治
的
教
養
や
公
民
教
育
に
つ

い
て
の
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅰ
先
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
一
九
四
六
年
一
一
月
四
日
つ
ま
り
日
本
国
憲
法
公
布

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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の
翌
日
、朝
日
新
聞
の
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
映
し
出
さ
れ
た
国
民
の
姿
と
、

そ
れ
と
隣
り
合
わ
せ
に
書
か
れ
て
い
る
「
世
界
的
な
日
本
人
へ

政
治
の
主
体
に

人
民
代
表
」
と
い
う
大
見
出
し
で
あ
る
。
映
し
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
布
祝
賀

会
を
埋
め
尽
く
し
天
皇
陛
下
万
歳
と
大
唱
和
す
る
国
民
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
と
並

ん
で
大
見
出
し
の
も
と
に
尾
崎
行
雄
の
論
説
「
新
憲
法
の
運
用
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
尾
崎
は
自
由
民
権
運
動
以
来
の
政
治
運
動
家
と
し
て
戦

後
の
独
立
ま
で
一
貫
し
て
日
本
に
立
憲
主
義
、
民
主
主
義
を
普
及
・
浸
透
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
活
動
し
続
け
た
「
戦
前
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
政
治
家
」（
森
英
樹
氏
）

で
あ
り
、「
憲
政
の
神
様
」「
議
会
政
治
の
父
」
と
評
さ
れ
た
議
員
で
も
あ
っ
た
。

丸
山
は
帝
大
生
の
と
き
尾
崎
の
講
演
を
聴
き
「
目
か
ら
う
ろ
こ
の
落
ち
る
思
い
が

し
た
」
と
回
想
し
て
い
る(２

)。
そ
の
尾
崎
が
論
説
「
新
憲
法
の
運
用
」
で
、「
一
一
月

三
日
を
期
し
て
新
憲
法
の
公
布
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
、
生
涯
議
会
政
治
の
た

め
に
捧
げ
て
き
た
私
に
と
っ
て
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、

次
の
よ
う
に
問
い
か
け
て
い
た
。「
だ
が
一
方
こ
の
憲
法
を
運
用
す
る
国
民
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。」と
。
そ
う
し
て「
今
日
ま
で
千
年
以
上
も
奴
隷
的
教
育
を
受
け
、

現
在
な
お
奴
隷
的
教
育
を
受
け
つ
つ
あ
る
国
民
は
、
こ
の
奴
隷
的
頭
を
す
っ
か
り

入
れ
か
へ
て
、
独
立
の
人
間
の
頭
に
作
り
か
へ
た
上
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
新
憲
法

の
運
用
は
と
て
も
で
き
な
い
」
と
断
じ
、
し
か
も
「
頭
を
作
り
か
へ
る
こ
と
は
な

か
な
か
難
し
い
問
題
で
、
本
気
に
な
っ
て
も
、
三
代
位
は
か
か
る
と
思
は
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
（
傍
線
は
雨
田
に
よ
る
。
以
下
明
記
し

な
い
限
り
こ
れ
と
同
じ
）。
こ
の
よ
う
に
国
民
が
新
憲
法
を
運
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
に
は
相
当
長
い
年
月
に
わ
た
る
努
力
を
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
国
民
が
固
い
決
意
を
も
っ
て
挑
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
遠
大
な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
同

紙
社
説
で
も
、「
民
主
化
と
平
和
主
義
遂
行
の
道
は
、
決
し
て
平
坦
で
は
な
い
。」

「
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
、
艱
苦
に
耐
え
て
、
民
主
主
義
革
命
遂
行
の
成
果
を

得
た
い
と
念
願
し
て
や
ま
な
い
」
と
、「
民
主
主
義
革
命
」
へ
の
決
意
と
誓
い
を
国

民
と
共
に
新
た
に
す
べ
き
だ
と
訴
え
て
い
た
。
共
和
演
説
事
件
で
、
民
衆
の
言
動

の
無
節
操
で
無
軌
道
な
変
質
ぶ
り
、
主
体
的
判
断
と
責
任
感
の
欠
如
を
身
近
に
感

じ
、
観
て
き
た
尾
崎
に
は
、
日
本
国
民
が
「
奴
隷
的
頭
」
か
ら
脱
却
し
、
独
立
自

尊
（
尾
崎
は
福
沢
諭
吉
の
門
下
生
で
あ
っ
た
）
の
精
神
を
も
っ
て
立
つ
こ
と
を
楽

観
的
に
は
期
待
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
よ
う
。
こ
と
天
皇
と
の
関
係
で

は
、
丸
山
に
お
い
て
も
そ
の
「
呪
力
か
ら
の
解
放
」
は
「
容
易
な
ら
ざ
る
課
題
で

あ
っ
た
。」
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
丸
山
は
「
敗
戦
後
、
半
年
も
思
い
悩
ん
だ
揚
句
、

私
は
天
皇
制
が
日
本
人
の
自
由
な
人
格
形
成
―
自
ら
の
良
心
に
従
っ
て
判
断
し
行

動
し
、
そ
の
結
果
に
た
い
し
て
自
ら
責
任
を
負
う
人
間
、
つ
ま
り
「
甘
え
」
に
依

存
す
る
の
と
反
対
の
行
動
様
式
を
も
っ
た
人
間
類
型
の
形
成
―
に
と
っ
て
致
命
的

な
障
害
を
な
し
て
い
る
、
と
い
う
帰
結
に
よ
う
や
く
到
達
し
た
の
で
あ
る
。」
と
回

想
し
て
い
る(３

)。
丸
山
自
身
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
丸
山
に

と
っ
て
、
民
主
主
義
精
神
の
根
幹
と
な
る
自
由
な
道
徳
的
判
断
に
立
つ
た
め
に
は

天
皇
制
の
呪
縛
と
の
対
決
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
途
で
あ
っ
た
。

右
の
一
九
八
九
年
の
丸
山
の
回
想
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
、
一
九
五
二
年
一
月
の
丸
山
宅
で
の
座
談
会
で
丸
山
自
身
か
ら

語
ら
れ
て
い
た
。
丸
山
の
天
皇
観
は
、
天
野
貞
祐
ら
の
「
恐
れ
畏
み
と
い
う
感
情
」

20世紀知識人の教養と学問
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に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
天
皇
制
が
な
い
と
民
族
的
統
一
（
国
民
の
「
情
緒
的

統
一
の
シ
ン
ボ
ル
」）
が
保
持
さ
れ
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
い
う
「
合
理
的
な
」

判
断
に
立
っ
て
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
「
や
っ
と
こ
の
二
、
三
年
〔
一
九

四
九
―
一
九
五
一
年
頃
か
：
雨
田
〕、
ぼ
く
の
心
の
な
か
で
、
そ
う
い
う
点
で
の
考

え
方
が
き
ま
っ
た
。」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
呪
縛
か
ら
の
解
放
に
は
長
い
期

間
を
要
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
は
「
天
皇
制
の
批
判
は
、
そ
れ

が
天
皇
を
含
め
て
日
本
人
の
人
間
解
放
を
執
拗
に
は
ば
む
一
番
非
人
間
的
な
制
度

だ
と
い
う
点
に
重
点
を
置
く
べ
き
だ
」
と
強
調
し
て
い
た(４

)。

民
主
主
義
な
い
し
民
主
化
の
主
体
と
な
る
に
は
、
精
神
的
価
値
の
支
配
を
天
皇

か
ら
国
民
ひ
と
り
一
人
に
取
り
戻
す
こ
と
を
徹
底
的
に
成
し
遂
げ
ね
ば
な
ら
な
い

と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
座
談
会
で
、
参
加

者
か
ら
、
そ
の
こ
と
は
「
簡
単
に
」
出
来
る
こ
と
で
あ
り
「
そ
ん
な
に
む
ず
か
し

い
こ
と
」
で
は
な
い
と
丸
山
が
言
わ
れ
た
と
き
の
丸
山
の
反
応
の
仕
方
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
「
君
が
切
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ほ
か
の
人
も
簡
単
に
切
れ
る
と
思
っ

た
ら
ま
ち
が
い
だ
ナ
。
君
は
む
し
ろ
例
外
と
す
べ
き
で
、そ
の
こ
と
を
忘
れ
る
と
、

お
れ
は
簡
単
に
そ
う
い
う
問
題
を
割
り
切
っ
た
か
ら
、
あ
な
た
が
た
も
わ
け
は
な

い
と
い
う
具
合
に
、
一
般
の
人
に
、
も
ち
か
け
る
と
、
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
思

う
。」
と
強
く
反
論
し
て
い
た
丸
山
の
姿
で
あ
る(５

)。
こ
こ
か
ら
、
人
間
の
心
や
考
え

方
は
容
易
に
変
え
が
た
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
問
題
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と
い
う
丸
山
の
ス
タ
ン
ス
を
読
み

取
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
合
理
的
知
的
な
教
育
の
効
用
に
対
す
る
慎
重
な
姿

勢
と
も
、
あ
る
い
は
ま
た
楽
観
的
な
精
神
的
革
命
論
へ
の
警
戒
と
も
読
み
取
れ
る

も
の
で
あ
り
、
民
主
化
へ
の
深
い
懐
疑
を
も
読
み
取
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
新
憲
法

公
布
祝
賀
会
で
の
国
民
の
天
皇
陛
下
万
歳
と
大
唱
和
す
る
姿
を
丸
山
は
ど
の
よ
う

に
観
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

尾
崎
の
「
三
代
か
か
っ
て
も
」
と
い
う
表
現
の
含
意
に
は
、
丸
山
と
同
様
に
民

主
主
義
を
「
永
久
革
命
」
と
捉
え
る
民
主
主
義
観
が
あ
っ
た
と
も
読
み
取
れ
る
。

丸
山
は
「
お
よ
そ
民
主
主
義
を
完
全
に
体
現
し
た
よ
う
な
制
度
と
い
う
も
の
は
嘗

て
も
将
来
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
ひ
と
は
た
か
だ
か
ヨ
リ
多
い
、
あ
る
い
は
ヨ
リ

少
な
い
民
主
主
義
を
語
り
う
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
永
久
革
命
」
と
は

ま
さ
に
民
主
主
義
に
こ
そ
ふ
さ
わ
し
い
名
辞
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
た
こ
と
は

ま
た
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
日
々
の
過
程
の
―
す
な
わ
ち
民
主
的

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
機
能
の
不
断
の
行
使
と
い
う
課
題
を
」
負
っ
て
い
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
た
こ
と
も
周
知
の
こ
と
で
あ
る(６

)。

Ⅱ
敗
戦
直
後
に
民
主
化
の
た
め
に
構
想
さ
れ
た
公
民
教
育
は
、
占
領
軍
の
指
導
に

よ
っ
て
で
は
な
く
日
本
人
自
身
の
手
に
よ
っ
て
自
発
的
に
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て

注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
文
部
省
事
務
官
と
し
て
占
領
軍
と
の
折

衝
に
も
当
た
っ
た
勝
田
守
一
の
蔵
書
に
左
記
の
資
料
が
発
見
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て

き
た
。
そ
れ
は
一
九
四
六
年
七
月
三
日
に
中
等
学
校
教
科
書
株
式
会
社
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
「
第
一
回
公
民
科
教
科
書
編
纂
会
議
」
に
関
わ
る
記
録
の
一
部
（
ガ

リ
版
刷
り
）
と
、
勝
田
の
手
書
き
メ
モ
「
中
等
公
民
執
筆
者
」
で
あ
る(７

)。
注
目
さ

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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れ
る
の
は
、
こ
の
会
議
の
列
席
者
の
一
人
と
し
て
丸
山
眞
男
の
名
前
が
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ガ
リ
版
刷
り
で
書
か
れ
た
「
執
筆
分
量
割
当
表
」

に
は
、人

と
社
会
：
清
水
幾
太
郎

原
稿
用
紙

三
〇
〇
枚

家
庭
生
活
：
自
由
学
園

一
〇
〇
枚

社
会
生
活
：
尾
高
邦
雄

一
〇
〇
枚

学
校
生
活
：
梅
根
悟

一
〇
〇
枚

国
家
生
活
：
丸
山
眞
男

一
〇
〇
枚

近
代
政
治
：
丸
山
眞
男

二
〇
〇
枚

近
代
経
済
：
大
塚
久
雄
？

二
〇
〇
枚

社
会
問
題
：
大
河
内
一
男

一
〇
〇
枚

国
際
生
活
・
社
会
理
想
：
木
村
健
康
？

五
〇
枚
、
五
〇
枚

と
あ
る
。

丸
山
が
「
国
家
生
活
」「
近
代
政
治
」
の
執
筆
、
つ
ま
り
民
主
主
義
政
治
を
主
体

的
に
担
う
た
め
の
政
治
的
教
養
の
部
分
の
担
当
者
と
し
て
い
た
こ
と
、
し
か
も
分

量
が
三
〇
〇
枚
で
、
全
体
の
一
三
〇
〇
枚
の
四
分
の
一
強
を
占
め
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
丸
山
は
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

丸
山
も
承
知
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
こ
の
会
議
が
開
か
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
簡

単
に
振
り
返
っ
て
お
く
。
そ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
民
主
化
論
議
の
一
端
だ
け
で
な

く
、
い
わ
ば
国
を
挙
げ
て
の
試
み
を
示
す
こ
と
で
も
あ
る
。

勝
田
に
よ
る
と(８

)、
文
部
省
内
外
の
自
由
な
意
見
交
流
（
岡
義
武
に
も
相
談
と
あ

る
）
の
な
か
か
ら
、
文
教
政
策
再
建
に
向
け
て
一
九
四
五
年
一
〇
月
、
公
民
教
育

刷
新
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
勝
田
は
、
こ
の
委
員
会
は
「
GH
Q
と
は
な
ん
ら
の

関
係
な
く
、
自
主
的
に
成
立
し
、
運
営
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、
と
く
に

強
調
し
て
お
き
た
い
。」
と
記
し
て
い
る
。
委
員
長
は
東
大
教
授
戸
田
貞
三
（
委
員

は
文
理
大
教
授
稲
田
正
次
、
東
大
教
授
大
河
内
一
男
、
同
田
中
二
郎
、
同
和
辻
哲

郎
ら
で
、
の
ち
に
宗
像
誠
也
が
加
わ
る
）
で
、
戦
後
の
民
主
化
の
課
題
に
即
応
す

る
公
民
教
育
の
刷
新
の
た
め
に
、「
政
治
教
育
殊
ニ
代
議
政
治
、
国
際
平
和
、
個
性

ノ
完
成
、
正
シ
イ
世
界
情
勢
ノ
認
識
等
ノ
諸
問
題
」
を
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
教

育
課
程
に
導
入
し
構
成
す
る
か
と
い
う
課
題
を
掲
げ
て
い
た
。

同
年
一
二
月
二
二
日
に
文
部
大
臣
に
答
申
（
一
号
と
二
号
）
し
た
内
容
に
よ
れ

ば
、
公
民
教
育
で
は
、
そ
れ
ま
で
支
配
的
だ
っ
た
「
官
尊
民
卑
」
や
「
封
建
的
傾

向
」
の
も
と
で
、「
上
カ
ラ
ノ
命
令
ニ
ヨ
リ
テ
動
ク
コ
ト
ニ
慣
レ
、「
公
民
」
ト
シ

テ
ノ
自
発
的
積
極
的
活
動
ハ
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
ニ
永
ク
阻
止
サ
レ
テ
ヰ

タ
」
国
民
の
過
去
の
実
態
を
顧
み
て
、「
自
主
的
、
自
発
的
協
力
ニ
ヨ
ツ
テ
共
同
生

活
ノ
向
上
発
展
ニ
努
ム
ベ
キ
デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
、
具
体
的
実
践
ヲ
通
シ
テ
確
信
ス
ル

ニ
至
ラ
シ
メ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
。」
と
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
よ
う
な
課
題
を
担
う

公
民
教
育
は
「
国
民
教
育
ノ
根
幹
タ
ル
ノ
位
地
ヲ
占
メ
ル
モ
ノ
」
だ
と
さ
れ
た
。

勝
田
は
、
こ
の
答
申
の
意
義
と
し
て
、
敗
戦
後
わ
ず
か
四
カ
月
以
内
の
時
期
に
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
無
関
係
に
日
本
の
学
者
・
教
育
者
が
「
自
主
的
に
」
過
去
の
道
徳
教
育

を
批
判
し
克
服
し
よ
う
と
し
た
点
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
刷
新

委
員
会
は
、
た
し
か
に
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
原
則
を
貫
徹
す
れ
ば
実
質
的
に
は
超

え
る
こ
と
に
は
な
る
だ
ろ
う
が
、「
教
育
勅
語
」
の
呪
縛
か
ら
は
完
全
に
抜
け
切
れ

て
い
な
か
っ
た
。

20世紀知識人の教養と学問
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答
申
で
は
、
続
い
て
、
教
科
書
を
作
成
し
て
「
何
よ
り
も
先
ず
普
遍
的
人
間
性

の
自
覚
に
基
く
国
際
協
調
の
精
神
に
徹
底
す
る
と
共
に
世
界
の
進
運
に
心
を
啓

き
、
封
建
的
遺
制
を
克
服
し
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
立
つ
て
社
会
態
勢
を
民
主

主
義
化
し
、国
民
生
活
を
合
理
化
し
て
そ
の
安
定
と
向
上
と
を
図
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
さ
れ
、
そ
の
「
教
科
書
ハ
多
ク
ノ
権
威
ア
ル
学
識
経
験
重
力
ナ
ル
者
ノ
執
筆
或

ハ
参
画
ニ
ヨ
ツ
テ
編
纂
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
丸
山
は
、

こ
の
「
権
威
ア
ル
学
識
経
験
重
力
ナ
ル
者
」
と
し
て
執
筆
す
る
こ
と
を
勝
田
に
依

頼
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

丸
山
担
当
の
「
国
家
生
活
」
は
「
国
家
の
発
展

人
権
と
民
主
主
義
」
を
、「
近

代
政
治
」
は
「
近
代
国
家
の
政
治
形
態

我
が
国
の
憲
法
（
国
憲
・
国
法
）」
を
内

容
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
前
述
し
た
一
九
四
六
年
七
月
三
日
「
第
一
回
公
民
科
教
科
書
編
纂

会
議
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
こ
に
丸
山
眞
男
が
列
席
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

右
の
よ
う
な
動
き
と
併
行
し
て
、
答
申
直
後
に
、
勝
田
は
Ｃ
Ｉ
Ｅ
（
民
間
情
報

教
育
局
）
と
折
衝
し
て
『
公
民
教
育
教
師
用
書
』
作
成
計
画
の
諒
承
を
得
る
よ
う

精
力
を
傾
け
て
い
た
が
（
一
九
四
六
年
二
月
頃
か
：
雨
田
）、
こ
の
時
、
折
衝
相
手

が
「
日
本
側
委
員
会
の
委
員
長
、
長
谷
川
如
是
閑
と
し
ば
し
ば
会
談
し
、
意
気
投

合
し
て
い
た
様
子
で
あ
る
」
と
付
言
し
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
丸
山
が
師
と
し

た
長
谷
川
も
こ
の
時
の
事
情
は
知
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば

二
人
の
間
に
公
民
教
育
の
構
想
を
め
ぐ
っ
て
意
見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
と
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
こ
の
点
に
関
す
る
情
報
は
得
る
こ
と
が

出
来
て
い
な
い
。

こ
う
し
て
、「
国
民
学
校
」
と
「
中
等
学
校
・
青
年
学
校
」
の
二
種
類
の
『
公
民

教
師
用
書
』
の
編
集
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
後
者
は
勝
田
が
編
集
す
る

こ
と
に
な
り
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
に
発
行
さ
れ
た
。
新
年
度
の
四
月
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
た
め
に
、
通
達
「
公
民
教
育
実
施
に
関
す
る
件
」
が
出
さ
れ
、
答
申

の
内
容
を
要
約
し
て
配
布
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
全
国
数
カ
所
で
教
師
対
象
の

講
習
会
が
開
か
れ
た
。
勝
田
に
よ
れ
ば
、『
中
等
学
校
、青
年
学
校
公
民
教
師
用
書
』

は
、「
知
識
を
主
に
し
て
、「
公
民
的
実
習
」
を
考
慮
し
た
も
の
」
で
あ
っ
た
。

そ
の
『
中
等
学
校
、
青
年
学
校
公
民
教
師
用
書
』
に
は
、
丸
山
が
担
当
予
定
で
あ
っ

た
「
国
家
生
活
」「
近
代
政
治
」
の
項
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
作
成
さ

れ
た
教
師
用
書
か
ら
、後
の
考
察
と
関
連
す
る
部
分
を
次
に
抜
き
書
き
し
て
お
く(９

)。

⑸
国
家
生
活
（
近
代
政
治
）〔
と
い
う
括
り
に
な
っ
て
い
る
：
雨
田
〕

⑴
自
分
の
家
族
及
び
自
分
の
地
方
の
他
の
家
族
の
生
活
が
、
政
府
の
や
り
方
に

よ
っ
て
ど
う
い
う
影
響
を
受
け
る
か
、
そ
の
い
つ
さ
い
を
表
に
作
る
こ
と
。

⑵
市
区
町
村
役
場
・
府
県
庁
、
政
府
と
自
分
と
の
関
係
を
示
す
図
表
を
作
る
こ

と
。

⑶
…
…
地
方
で
政
党
を
支
配
し
よ
う
と
す
る
者
が
あ
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
人
人

か
。
前
の
選
挙
に
お
け
る
自
分
の
市
区
町
村
及
び
府
県
の
記
録
を
調
べ
、
投

票
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
。

⑸
自
分
の
町
で
行
わ
れ
た
こ
の
前
の
政
戦
に
関
し
、
で
き
る
限
り
情
報
を
集
め

る
こ
と
。（
中
略
）
投
票
獲
得
の
た
め
不
正
手
段
が
用
い
ら
れ
な
か
つ
た
か

ど
う
か
、
証
拠
を
調
べ
る
こ
と
。
自
分
の
町
の
全
有
権
者
数
の
何
部
が
投
票

し
た
か
。
投
票
し
な
か
つ
た
人
々
の
棄
権
の
理
由
を
研
究
し
そ
れ
を
明
ら
か

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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に
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
生
徒
自
身
の
日
常
生
活
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
問
題
状
況
、

課
題
、
解
決
策
等
々
に
つ
い
て
集
団
で
取
り
組
む
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

日
本
国
憲
法
に
関
し
、
同
様
に
抜
き
書
き
す
る
と
左
の
様
に
な
っ
て
い
る
。

⒃
新
憲
法
の
規
定
の
も
と
に
お
け
る
天
皇
と
政
府
、
天
皇
と
国
民
と
の
関
係
を

定
義
す
る
こ
と
。

⒄
従
来
の
憲
法
に
お
い
て
権
利
条
項
の
発
展
し
た
跡
を
た
ど
る
こ
と
。
新
憲
法

の
中
か
ら
権
利
条
項
と
呼
び
得
る
よ
う
な
箇
所
を
取
り
出
す
こ
と
。
そ
れ
が

個
人
と
し
て
の
自
分
に
保
証
し
て
い
る
特
殊
な
権
利
を
表
に
作
る
こ
と
。
お

の
お
の
の
権
利
が
同
時
に
義
務
と
責
任
と
を
含
ん
で
い
る
状
態
を
図
に
よ
っ

て
示
す
こ
と
。

⒅
生
徒
で
あ
る
自
分
ら
が
新
憲
法
の
条
項
を
実
現
す
る
活
動
範
囲
を
討
議
す
る

こ
と
。

そ
し
て
、
29
で
は
、

政
治
に
伴
な
う
害
悪
を
示
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
じ
た
か

を
表
わ
す
戯
曲
を
書
き
、
上
演
す
る
こ
と
。

以
上
は
全
体
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
が
、
執
筆
者
勝
田
が
、
知
識
中
心
で
公
民
的

実
践
を
重
視
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
政
治
と
は
何

で
、
憲
法
と
は
何
の
た
め
に
作
ら
れ
、
運
用
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
が
必
要

か
な
ど
に
も
触
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
投
票
の
棄
権
の
理
由
を
調
査
す
る
こ
と

も
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
勝
田
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
教
科
書
の
執
筆
を
依
頼
し
た
丸
山

と
意
見
を
交
え
、
示
唆
を
受
け
た
可
能
性
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
勝

田
の
手
書
き
メ
モ
に
は
、
丸
山
の
担
当
で
あ
っ
た
「
国
家
生
活
・
近
代
政
治
」
に

関
し
て
、「
丸
山
眞
男
↓
岡
義
武
」
と
あ
り
、
変
更
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し

て
ま
た
、
結
局
、
教
科
書
は
作
成
さ
れ
ず
、
中
途
で
話
は
立
ち
消
え
に
な
っ
て
い

た
。
丸
山
自
身
が
こ
の
「
中
等
公
民
」
教
科
書
執
筆
に
関
連
し
て
、
下
書
き
と
か

メ
モ
な
ど
を
残
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

列
席
者
リ
ス
ト
が
示
す
と
お
り
、
戦
後
の
公
民
教
育
の
立
ち
上
げ
に
関
わ
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

幻
と
消
え
た
「
中
等
公
民
」
教
科
書
に
、
戦
後
の
民
主
化
に
精
力
的
に
取
り
組

み
、
リ
ー
ド
し
た
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
丸
山
が
、
そ
の
教
科
書
に
何
を
盛

り
込
も
う
と
し
た
の
か
、
ど
う
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
次
世
代
に
送
ろ
う
と
し
た
の

か
、
戦
後
の
民
主
化
の
政
治
主
体
形
成
の
論
議
に
於
い
て
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
、
興
味
の
尽
き
な
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
後
半
で

は
、
そ
れ
を
こ
の
時
期
前
後
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
時
期
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
な

く
、丸
山
の
言
論
活
動
か
ら
幾
分
な
り
と
も
そ
れ
に
関
わ
る
論
点
を
探
る
こ
と
で
、

そ
の
構
想
の
一
端
に
触
れ
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う
な
試
み
に
と
っ
て
、
冒
頭
で
挙

げ
た
「
政
治
嫌
悪
・
無
関
心
と
独
裁
政
治
」
(仮
題
)な
ど
の
講
演
記
録
が
有
力
な

手
が
か
り
を
与
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

20世紀知識人の教養と学問
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Ⅲ
ま
ず
、
丸
山
の
公
民
教
育
観
を
考
え
て
お
き
た
い
。
資
料
の
関
係
か
ら
、
こ
の

時
期
に
限
定
し
な
い
で
丸
山
の
言
説
か
ら
読
み
と
っ
て
み
た
い
。

丸
山
は
、
戦
前
の
公
民
教
育
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
、
政
府
が
と
っ
た
「
将
来
に

予
想
さ
れ
る
恐
る
べ
き
「破
壊
的
傾
向
」に
対
」
す
る
「
早
発
的
」
な
「
予
防
措
置
」

の
一
環
で
あ
り(

)、
あ
る
い
は
ま
た
「
民
主
的
な
市
民
を
養
成
す
る
教
育
で
な
く
て
、

10

天
皇
を
頂
点
と
す
る
国
家
制
度
に
対
す
る
随
順
の
精
神
を
養
う (

)」
教
育
で
あ
っ
た

11

と
指
摘
し
て
い
た
。

丸
山
の
指
摘
し
た
問
題
点
を
克
服
・
刷
新
せ
ん
と
し
て
公
民
教
育
刷
新
委
員
会

が
組
織
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
執
筆
者
変
更
が
あ
っ
た
と
す
る
と
、
そ
の
背
景

に
は
こ
の
よ
う
な
公
民
教
育
観
を
も
つ
丸
山
が
、
天
皇
制
を
払
拭
し
き
れ
て
い
な

か
っ
た
あ
の
委
員
会
に
、
丸
山
自
身
そ
の
呪
縛
と
闘
っ
て
い
た
時
期
だ
け
に
、
積

極
的
に
は
な
れ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
。

注
目
さ
れ
る
の
は
、
丸
山
が
、
戦
後
の
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
学
校
の
公
民

教
育
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
故
に
も
つ
限
界
、
い
な
場
合
に
よ
っ
て
は
民
主
主
義
そ

れ
自
体
を
危
機
に
陥
れ
る
、
そ
の
意
味
で
警
戒
を
要
す
る
対
象
だ
と
み
な
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
丸
山
は
、「
し
ば
し
ば
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
も
の
は
、
国
民

の
市
民
と
し
て
の
政
治
的
教
養
と
訓
練
が
大
事
だ
、
政
治
教
育
が
な
け
れ
ば
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
は
う
ま
く
運
営
さ
れ
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
た
し
か
に
そ
の
通
り
で
、
狭
い
意
味
の
政
治
教
育
と
い
う
も
の
が
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
発
達
に
と
っ
て
も
不
可
欠
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
そ

の
意
義
を
認
め
な
が
ら
も
、
し
か
し
他
方
で
は
、「
民
主
主
義
の
政
治
過
程
が
円
滑

な
サ
イ
ク
ル
を
描
く
と
い
う
こ
と
自
身
が
基
本
的
に
重
大
な
教
育
的
機
能
を
も
っ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ
そ
の
民
主
的
な
政
治

過
程
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る
教
育
が
根
底
に
な
け
れ
ば
、
い
く
ら
学
校
で
抽
象
的

な
形
で
民
主
主
義
を
教
え
、
公
民
教
育
を
行
な
っ
て
も
、
そ
れ
は
か
え
っ
て
国
民

の
失
望
と
挫
折
感
を
拡
大
さ
せ
る
結
果
に
な
る
だ
け
で
す (

)。」
と
断
じ
て
い
た
の

12

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
山
は
、
学
校
の
公
民
教
育
が
期
待
さ
れ
る
機
能
を
果
た
す
た

め
に
は
、
そ
の
前
提
条
件
と
し
て
、
子
ど
も
・
青
年
を
取
り
巻
く
教
師
を
含
め
た

大
人
社
会
が
、
日
々
の
政
治
的
選
択
に
お
い
て
、
民
主
主
義
的
な
手
続
き
を
踏
ん

で
取
り
組
ん
で
い
る
か
、
こ
の
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
少
な
く
と
も
同
時
並
行
的
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
な
具
体
的

感
覚
的
な
体
験
を
可
能
に
す
る
環
境
に
な
い
と
こ
ろ
で
、学
校
で
の
子
ど
も
に「
狭

い
意
味
で
の
」
し
か
も
「
抽
象
的
」
に
学
ば
せ
る
こ
と
は
、
民
主
化
を
進
め
る
上

で
危
険
で
は
な
い
か
、
換
言
す
れ
ば
、
大
人
自
身
の
そ
う
し
た
自
己
教
育
過
程
で

醸
し
出
さ
れ
る
雰
囲
気
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
共
感
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
の
感
性

が
「
抽
象
的
」
な
知
識
と
結
び
つ
い
て
こ
そ
公
民
教
育
の
実
を
な
す
の
で
あ
り
、

学
校
で
の
公
民
教
育
の
成
立
の
条
件
と
な
る
の
だ
と
丸
山
が
指
摘
し
て
い
る
と
捉

え
る
こ
と
が
出
来
る
。

こ
れ
に
関
わ
っ
て
丸
山
は
、「
人
民
が
自
発
的
に
自
ら
誤
り
を
お
か
す
こ
と
を

認
め
る
主
義
が
民
主
主
義
で
あ
る
と
い
う
、
や
や
逆
説
的
な
定
義
が
あ
り
ま
す
。

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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人
民
が
自
ら
の
行
動
を
通
じ
て
、
そ
の
経
験
の
な
か
で
誤
り
を
正
し
て
い
く
と
い

う
過
程
そ
の
も
の
が
教
育
に
な
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
信
じ
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は

民
主
的
な
政
治
過
程
全
体
を
信
じ
な
い
の
と
同
じ
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す(

)。」
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
永
久
革
命
と
し
て
の
民
主
化
の
過
程
が
、

13

子
ど
も
・
青
年
に
於
い
て
も
実
践
的
な
試
行
錯
誤
を
保
障
す
る
過
程
た
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
主
張
と
読
み
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

そ
も
そ
も
丸
山
は
意
図
的
な
教
育
が
教
育
の
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え

る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
し
、
無
意
図
的
教
育
の
「
思
わ
れ
ざ
る
結
果
と
し
て
の
教

育
」
を
重
要
視
し
て
い
た
。
曰
く
「
教
育
と
は
元
来
、
人
生
と
社
会
の
全
過
程
に

お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
機
能
で
あ
り
、
活
動
で
あ
る
。
社
会
に
お
け
る
教
育
と
は

必
ず
し
も
、
家
庭
教
育
、
教
会
教
育
、
職
場
教
育
、
党
・
組
合
学
校
教
育
と
い
う

よ
う
な
教
育
を
目
的
と
し
、
意
図
し
た
活
動
で
は
な
い
。
む
し
ろ
思
わ
れ
ざ
る
結

果
と
し
て
の
教
育
の
方
が
は
る
か
に
重
要
な
意
味
を
も
つ
。」
続
け
て
、「
た
と
え

ば
議
会
に
お
け
る
審
議
、
反
対
討
論
が
国
民
の
政
治
教
育
に
た
い
し
て
も
つ
役
割

は
、
学
校
に
お
け
る
社
会
科
で
の
政
治
教
育
よ
り
ず
っ
と
大
き
い
だ
ろ
う
。
(良

い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
そ
う
だ
。)」
と
断
じ
て
い
る
（
傍
点
は
原
典
）。

そ
う
し
て
、
そ
う
い
う
「「
教
育
学
」
の
つ
ま
ら
な
さ
は
、
こ
の
基
本
命
題
を
看

過
し
て
、
意
識
的
な
教
育
だ
け
が
教
育
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
が
ち
な
と
こ

ろ
か
ら
お
こ
る
。」
と
教
育
学
者
を
厳
し
く
非
難
し
て
い
た(

)。
こ
の
よ
う
な
丸
山

14

の
考
え
方
を
踏
ま
え
れ
ば
、
前
述
の
、
学
校
の
公
民
教
育
の
機
能
の
仕
方
に
対
す

る
「
思
わ
れ
ざ
る
結
果
」
と
し
て
、
民
主
主
義
へ
の
「
失
望
と
挫
折
感
」、
換
言
す

れ
ば
政
治
へ
の
絶
望
・
逃
避
・
無
関
心
の
問
題
が
生
じ
る
と
指
摘
し
て
い
た
こ
と

は
文
脈
的
に
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
教
師
に
そ
の
こ
と
を
充
分
に
踏
ま
え
た

上
で
学
校
教
育
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
た

こ
と
は
注
目
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、「
広
義
の
教
育
」「
無
組
織
の
教
育
」「
生
活
が
教
育
す

る
」
と
い
う
こ
と
を
教
育
の
基
本
的
な
命
題
と
す
る
教
育
観
に
立
っ
て
、
教
師
の

仕
事
を
論
じ
て
い
た
、
丸
山
自
身
が
師
と
し
た
長
谷
川
如
是
閑
が
一
貫
し
て
主
張

し
た
内
容
と
重
な
る
部
分
も
あ
ろ
う
。
戦
後
長
谷
川
は
「
伝
統
と
教
育
―
教
育
者

と
し
て
の
自
覚
―
」（『
改
造
』
一
九
五
二
年
七
月
号
）
で
展
開
し
て
い
る
が
、
そ

れ
は
戦
前
・
戦
中
か
ら
一
貫
し
て
唱
道
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
こ
で
注
目
し
た

い
の
は
、
民
主
化
を
目
指
す
教
育
が
そ
の
対
立
物
を
生
み
だ
し
て
し
ま
う
と
い
う

点
を
指
摘
し
て
い
る
方
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
か
え
っ
て
国
民
の
失
望
と
挫
折

感
を
拡
大
さ
せ
る
結
果
に
な
る
だ
け
で
す
」
と
い
う
、
こ
の
よ
う
な
形
で
民
主
化

問
題
を
取
り
上
げ
る
仕
方
、
換
言
す
れ
ば
、
政
治
へ
の
失
望
、
さ
ら
に
政
治
か
ら

の
逃
避
、
ひ
い
て
は
無
関
心
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
へ
の
警
戒
・
危
惧
と
い

う
観
点
か
ら
公
民
教
育
を
問
題
に
す
る
思
考
・
姿
勢
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
民
主
化

は
国
民
ひ
と
り
一
人
が
政
治
過
程
に
参
加
し
つ
づ
け
る
こ
と
（「
不
断
に
喚
起
す

る
」）
が
何
よ
り
重
視
さ
れ
る
。
そ
の
舞
台
の
主
役
た
る
べ
き
者
を
登
壇
さ
せ
な

い
、
あ
る
い
は
退
場
さ
せ
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
に
着
目
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

「
国
民
の
失
望
と
挫
折
感
を
拡
大
さ
せ
る
」と
は
、換
言
す
れ
ば「
政
治
的
関
心
」

を
失
わ
せ
る
こ
と
だ
っ
た
。
丸
山
は
「
政
治
的
関
心
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説

明
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
下
で
「
公
民
」
と
し
て
当
然
期
待
さ

20世紀知識人の教養と学問
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れ
る
公
共
的
問
題
へ
の
関
心
、
そ
う
し
た
政
治
的
決
定
に
参
与
す
る
意
思
」「
日
常

的
な
問
題
に
対
す
る
日
常
的
な
関
心
」
で
あ
り
、
公
共
的
関
心
の
持
ち
方
も
「
自

分
の
生
活
上
の
日
常
的
な
利
害
と
合
理
的
に
つ
な
が
っ
た
政
治
的
選
択
を
行
う
こ

と
」
で
あ
る
。
丸
山
は
こ
の
二
つ
を
「
ノ
ー
マ
ル
な
政
治
的
関
心
」
の
大
き
な
要

件
と
し
て
挙
げ
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
そ
う
い
う
「
関
心
」
や
「
意
思
」
の
「
冷

却
」「
反
発
」
を
広
く
指
す
概
念
と
し
て
「
ア
パ
シ
ー
」
を
用
い
た
。
そ
し
て
注
目

し
た
い
の
は
、
そ
の
問
題
性
は
現
代
に
於
い
て
危
機
的
様
相
を
示
し
て
い
る
と
い

う
丸
山
の
認
識
で
あ
る
。
曰
く
「
社
会
関
係
の
政
治
化
が
進
行
し
て
行
け
ば
、
そ

れ
だ
け
伝
統
型
の
政
治
的
無
関
心
は
壊
れ
て
行
く
の
は
自
然
で
」
あ
り
、「
大
衆
運

動
の
勃
興
や
プ
レ
ッ
シ
ュ
ア
・
グ
ル
ー
プ
の
発
達
な
ど
大
衆
が
ま
す
ま
す
政
治
の

世
界
に
動
員
さ
れ
て
行
く
と
い
う
の
は
一
般
的
傾
向
と
し
て
当
然
な
こ
と
」
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
「
ア
パ
シ
ー
の
蔓
延
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
絶
対
的
な
増
大

で
は
な
く
て
、
政
治
化
の
進
行
の
テ
ン
ポ
に
比
べ
て
、
大
衆
の
政
治
的
覚
醒
の
テ

ン
ポ
の
方
が
立
ち
遅
れ
、
し
か
も
、
そ
こ
に
新
た
に
現
代
型
の
ア
パ
シ
ー
が
出
現

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
相
対
的
に
大
き
く
な
る
。
そ
こ
に
現
代

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
危
機
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
わ
け
で
す
。」
と
、「
伝
統

型
」
と
「
現
代
型
」
と
重
な
っ
て
出
現
す
る
と
こ
ろ
に
現
代
の
「
ア
パ
シ
ー
」
問

題
の
深
刻
さ
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
「
ア
パ
シ
ー
が
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
空
虚
化

す
る
危
険
」
を
、「
政
治
化
の
傾
向
が
は
ら
む
危
険
」
と
共
に
、
強
調
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た(

)。
丸
山
は
、デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
空
虚
化
す
る
危
険
性
を
も
つ
現
代
の「
ア

15

パ
シ
ー
」
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
こ
の
問
題
に
何
よ
り
も
現
代
の
政
治
主

体
で
あ
る
国
民
が
共
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
、
学
校
の
公
民
教
育
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
な
に

よ
り
、「
ア
パ
シ
ー
」に
、理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
ゆ
え
に
陥
り
や
す
い
子
ど
も
・

青
年
が
、「
ア
パ
シ
ー
」
の
生
じ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
対
処
方
法
を
認
識
し
て
お
く
こ

と
が
、
問
題
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
予
防
的
対
処
法
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
後
述

す
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
政
治
的
無
関
心
が
も
た
ら
し
た
フ
ァ

シ
ズ
ム
を
経
験
し
た
戦
後
日
本
で
民
主
主
義
を
育
て
る
上
で
は
避
け
て
は
通
れ
な

い
、
民
主
主
義
の
危
機
管
理
の
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
ろ
う
。

前
述
の
『
公
民
教
師
用
書
』
で
は
、
日
常
生
活
と
結
び
つ
い
た
政
治
へ
の
関
心

の
持
ち
方
・
意
思
決
定
は
重
視
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
丸
山
が
重
視
し
た
「
政

治
的
無
関
心
」
の
克
服
と
い
う
課
題
に
正
面
か
ら
取
り
組
む
姿
勢
は
読
み
取
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
丸
山
の
担
当
で
は
な
い
が
、「
社
会
理
想
」
と
い
う
項

目
に
は
、「
民
主
主
義
の
精
神
の
発
生
、
民
主
主
義
の
歴
史
及
び
現
実
に
就
い
て
学

級
で
分
担
し
て
研
究
し
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
た
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、「
政
治
的
無
関
心
」
が
当
時
、
政
治
学
の
概
念
と
し
て
は
よ
う
や

く
使
用
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
を
み
る
と
、
そ
れ
を
学
校
の
教
育

内
容
に
反
映
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
学
問
と
教
育
の

関
係
を
ど
の
よ
う
に
と
る
か
と
い
う
問
題
に
関
わ
っ
た
課
題
で
も
あ
る
が
、
日
本

の
政
治
学
研
究
に
お
い
て
こ
の
「
政
治
的
無
関
心
」
に
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
丸
山

自
身
だ
っ
た
。
一
九
五
二
年
か
ら
始
め
ら
れ
一
九
五
四
年
五
月
一
八
日
に
初
版
発

行
と
な
っ
た
『
政
治
学
事
典
』（
平
凡
社
）
に
、
丸
山
は
一
三
項
目
執
筆
し
た
が
、

「
政
治
的
無
関
心
」
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
意
義
に
つ
い
て
、

松
沢
弘
陽
氏
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
丸
山
執
筆
の
「
「政
治
権
力
」は
国

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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家
学
以
前
か
ら
の
政
治
学
の
伝
統
的
な
基
本
概
念
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
丸

山
の
戦
後
政
治
学
に
お
い
て
も
中
心
的
な
位
置
を
し
め
て
い
た
。（
中
略
）
こ
れ

に
対
し
て
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」「
政
治
的
無
関
心
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」
等
は
、

国
家
学
的
な
政
治
学
に
は
な
い
新
し
い
概
念
」
で
あ
り
、「「
政
治
的
無
関
心
」
は
、

丸
山
が
『
政
治
の
世
界
』
で
い
ち
早
く
注
目
し
た
問
題
だ
っ
た
」。
そ
し
て
「
こ
れ

に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
最
も
新
し
い
研
究
の
ほ
か
に
参
照
す
べ
き
も

の
は
な
か
っ
た(

)。」
こ
の
よ
う
に
、
丸
山
の
先
見
性
を
指
摘
し
て
い
る
。『
政
治
の

16

世
界
』
は
一
九
五
二
年
に
発
行
さ
れ
、
そ
の
第
四
章
「
あ
と
が
き
「
政
治
化
」
の

時
代
と
非
政
治
的
大
衆
」
で
「
政
治
的
無
関
心
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
た
。

つ
ま
り
「
政
治
的
無
関
心
」
は
当
時
、
丸
山
が
先
鞭
を
付
け
た
領
域
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
、
丸
山
の
学
問
研
究
に
於
い
て
は
重
要
な
概
念
で
あ
っ
た
が
、
中
等

教
育
機
関
の
教
科
書
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
ろ
う
と
推
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
に
立
っ
て
い
た
丸
山
は
、
ど
の
よ
う
な
公
民
教
育
を
構

想
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
で
、
戦
後
の
早
い
時
期
に
教

師
や
教
育
関
係
者
に
対
す
る
講
習
会
で
の
丸
山
の
講
演
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
た
だ
単
に
教
師
ら
大
人
自
身
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
公
民

教
育
に
直
接
・
間
接
的
に
携
わ
る
者
（
丸
山
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
彼
ら
に
教
師

と
し
て
の
使
命
感
を
強
く
求
め
て
い
た
）
と
し
て
心
得
て
お
く
べ
き
姿
勢
、
考
え

方
を
提
起
し
た
と
い
う
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
ら
を
収
め
た
『
丸
山
眞
男
集

別
集

第
一
巻
』（
東
京

女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
）
の
解
説
で
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
講
演
記
録
に
は
題
名
が
な
か
っ
た
た
め
「
内
容
に
即
し
て
編
者
が

付
し
た
」
演
題
「
政
治
嫌
悪
・
無
関
心
と
独
裁
政
治
」
で
あ
る
。
ま
た
同
記
録
に

は
年
代
も
主
催
団
体
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、「
文
部
省
が
県
単
位
で
開
い

て
い
た
教
員
再
教
育
講
習
会
の
う
ち
、
一
九
四
八
年
夏
に
長
野
県
で
行
わ
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
」
て
い
る(

)。
同
県
で
有
力
な
教
育
組
織
で
あ
る
信
濃
教
育
会
と
丸

17

山
の
関
係
は
丸
山
自
身
の
回
想
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
丸
山
は
、「「
超
国
家

主
義
の
論
理
と
心
理
」〔
一
九
四
六
年
五
月
：
雨
田
〕
が
出
た
後
に
な
る
と
、
雑
誌

だ
け
で
は
な
く
、
信
濃
教
育
会
が
真
っ
先
に
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
八
月
に
は
信
濃

教
育
会
主
催
の
講
演
会
で
信
州
を
四
カ
所
回
っ
た
」「
ぼ
く
が
信
濃
教
育
会
の
要

請
に
初
め
て
応
じ
た
の
は
一
九
四
七
年
、
…
…
ど
こ
も
学
校
の
先
生
で
超
満
員
。

…
…
そ
の
あ
と
三
回
ぐ
ら
い
信
濃
教
育
会
の
講
演
は
や
り
ま
し
た
。
一
九
四
七
、

四
八
年
ご
ろ
は
、
ぼ
く
の
頭
の
な
か
に
、
意
識
的
に
信
濃
教
育
会
を
援
助
し
よ
う

と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た(

)。」「
援
助
」
は
日
教
組
と
の
関
係
で
「
戦
術
的
配

18

慮
」
で
し
た
こ
と
だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
こ
の
時
期
、

主
催
者
は
と
も
か
く
、
教
員
あ
る
い
は
教
育
関
係
者
を
相
手
に
数
回
に
わ
た
っ
て

講
演
し
て
い
て
、
そ
の
ひ
と
つ
が
「
政
治
嫌
悪
・
政
治
的
無
関
心
と
独
裁
政
治
」

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
時
期
も
一
九
四
七
年
―
四
八
年
の
時
期
、

す
な
わ
ち
戦
後
の
公
民
教
育
模
索
期
の
直
後
で
あ
る
。
な
お
、
信
濃
教
育
会
の
機

関
誌
に
は
、
三
編
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

講
演
「
政
治
嫌
悪
・
政
治
的
無
関
心
と
独
裁
政
治
」
は
、『
政
治
の
世
界
』
よ
り

前
に
、「
政
治
的
無
関
心
」
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
内
容

と
共
に
時
期
的
に
も
注
目
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。

20世紀知識人の教養と学問
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Ⅳ
丸
山
は
ど
の
よ
う
に
論
じ
た
の
か
、
要
点
を
書
き
出
し
て
み
た
い
。

丸
山
は
、
こ
の
講
演
で
、
挨
拶
に
続
い
て
、
話
を
、「
今
、
政
治
の
問
題
は
わ
れ

わ
れ
の
切
実
な
関
心
事
で
あ
る
」
が
、「
政
治
に
対
す
る
無
関
心
、
あ
る
い
は
政
治

に
対
し
て
「
嫌
悪
」
を
感
じ
て
逃
避
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
強
い
の
で
は
な
い

か
」
と
切
り
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
一
般
の
者
」
は
政
治
に
対
し
て
「
日
常
の

身
辺
の
事
柄
と
し
て
親
し
い
感
覚
」
を
も
っ
て
お
ら
ず
、「
縁
の
遠
い
も
の
」
あ
る

い
は
、「
汚
ら
し
い
も
の
」
と
い
う
「
感
覚
が
根
強
い
の
で
は
な
い
か
」
と
問
い
、

「
政
治
に
対
す
る
嫌
悪
」
の
問
題
を
ま
ず
取
り
上
げ
て
い
る
。

論
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
政
治
嫌
悪
」
は
な
ぜ
問
題
な
の
か
、
日
本
に
お
い
て

そ
れ
が
「
は
な
は
な
だ
し
い
」
の
に
は
ど
の
よ
う
な
特
殊
性
が
あ
る
か
ら
な
の
か
、

そ
も
そ
も
政
治
そ
の
も
の
に
「
特
有
の
一
種
の
い
や
ら
し
さ
」「
悪
魔
性
」
が
つ
き

ま
と
い
「
政
治
嫌
悪
」
は
そ
れ
故
に
普
遍
的
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
な
ぜ
か
、「
政
治

嫌
悪
」
は
解
消
で
き
る
の
か
、
政
治
へ
期
待
し
関
わ
る
姿
勢
は
ど
の
よ
う
に
し
て

生
ま
れ
る
か
、
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
、
丸
山
が
強
調
す
る
の
は
、「
政

治
を
嫌
悪
す
る
ゆ
え
に
」こ
そ
、「
積
極
的
に
政
治
に
関
与
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
「
あ
ら
ゆ
る
意
味
に
お
い
て
政
治
に
嫌
悪
を
感
ず
る

人
こ
そ
、
政
治
を
す
る
資
格
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
」
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。「
政
治
嫌
悪
」
を
た
だ
否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
感
性
こ
そ
が
政

治
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
上
で
丸
山
は
、「
政
治
に
対
す
る
無
関
心
・
嫌
悪
は
民
主
主
義
の
最
大
の
敵

と
な
り
、
い
か
な
る
政
治
形
態
に
も
消
極
的
認
可
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
指

摘
し
、
政
治
家
が
「
独
裁
化
し
、
ボ
ス
化
」
す
る
背
景
を
説
明
し
て
い
た
。「
独
裁

者
」「
ボ
ス
」
の
概
念
を
具
体
的
に
説
明
し
、「
独
裁
者
と
ボ
ス
の
発
生
す
る
」
わ

れ
わ
れ
の
「
心
理
的
な
地
盤
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
ひ
と
り
一
人
が
そ
の

「
心
理
を
抑
制
す
る
」
こ
と
で
そ
の
発
生
を
避
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

出
来
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、「
軍
隊
的
規
律
を
慕
う
気
持
」
を
取
り
上
げ
、

「
つ
き
離
さ
れ
た
個
人
は
い
ち
い
ち
自
分
の
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
軍

隊
的
規
律
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
集
団
の
力
で
判
断
し
て
も
ら
う
の
で
安
心
立

命
の
境
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。
画
一
性
に
よ
っ
て
た
と
え
ば
、
同
じ
制
服
を

着
、
同
じ
物
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
外
的
に
屈
辱
感
、
無
力
感
を
癒
し
て
い

る
。」
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
は
「
い
っ
き
ょ
に
最
後
的
結
論
を
期
待
し

て
、
プ
ロ
セ
ス
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
う
心
理
」
だ
と
し
て
い
る
。

続
い
て
、「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
真
に
維
持
発
達
さ
せ
て
ゆ
く
地
盤
」
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
、

①
「
政
治
的
権
力
に
対
し
て
常
に
醒
め
て
」
い
る
こ
と
、「
権
力
に
対
し
て
常
に

問
い
か
け
る
こ
と
、
問
い
続
け
る
こ
と
」

②
「
固
定
的
な
人
的
連
鎖
関
係
を
作
ら
な
い
よ
う
に
す
る
」。

③
「
国
際
的
危
機
、
対
外
危
機
を
作
り
出
す
こ
と
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
大
の

敵
で
あ
る
」
こ
と
を
認
識
す
る
。

④
他
律
的
人
間
よ
り
自
律
的
人
間
へ
。「
抑
圧
委
譲
は
陰
険
な
卑
屈
な
心
理
。

堂
々
と
抗
議
す
る
明
朗
さ
。
対
立
を
恐
れ
る
な
。」

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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⑤
多
元
的
価
値
観
に
も
と
づ
く
人
間
観
。「
誤
謬
・
過
失
を
悪
と
し
な
い
で
、
そ

れ
を
未
来
の
善
に
転
化
す
る
精
神
」「
ヨ
リ
善
い
も
の
へ
向
上
す
る
精
神
」

を
挙
げ
て
い
た(

)。
な
お
、
編
者
注
で
紹
介
・
指
摘
さ
れ
て
い
る
丸
山
の
自
筆
メ

19

モ
に
は
、「
日
常
生
活
の
軽
視
↓
日
常
的
生
活
環
境
の
打
開
の
努
力
の
軽
視
↓
み

じ
め
な
環
境
に
甘
ん
ず
る
↓
み
じ
め
な
環
境
を
も
た
ら
し
て
い
る
制
度
、
そ
れ
に

よ
っ
て
不
当
の
利
益
を
得
て
い
る
特
権
階
級
を
是
認
す
る
こ
と
と
な
る
↓
社
会
的

不
正
の
肯
定
」
と
あ
っ
た(

)。
20

こ
の
よ
う
に
、
民
主
主
義
を
形
骸
化
す
る
独
裁
者
、
ボ
ス
が
生
ま
れ
る
心
理
的

基
盤
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、そ
こ
に
介
在
す
る「
政
治
嫌
悪
」「
政
治
的
無
関
心
」

の
原
因
と
態
様
と
結
果
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
民
主
主
義
を
生
み
だ
す
心
理
的
基
盤

を
明
ら
か
に
す
る
、
と
い
う
形
を
と
っ
て
、
政
治
主
体
者
に
求
め
ら
れ
る
心
理
的

抑
制
と
変
革
の
方
向
を
明
示
し
て
い
た
。

こ
こ
か
ら
「
政
治
的
無
関
心
」
に
つ
い
て
の
自
己
認
識
が
政
治
的
教
養
の
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
講
演
「
民
主
主
義
政
治
と
制
度
」
で
は
、「
二
〇
世
紀
の

顕
著
な
特
徴
」
と
し
て
政
治
化
の
時
代
の
民
主
主
義
の
危
機
、
議
会
主
義
の
危
機
、

官
僚
化
の
進
行
、等
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、産
業
革
命
以
降
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
発
達
を
背
景
に
、
政
治
機
構
を
動
か
す
支
配
者
側
の
力
が
増
大
す
る
一
方
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
抗
す
る
に
は
政
治
的
無
関
心
は
論
外
で
あ
り
、
民
衆
の
全
力
を
挙

げ
て
の
権
力
監
視
が
必
要
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
議
会
主

義
の
危
機
を
克
服
す
る
に
は
、「
む
し
ろ
民
意
を
表
現
す
る
い
ろ
い
ろ
の
ル
ー
ト

を
議
会
と
な
ら
ん
で
、公
認
す
る
」に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
し
、「
問
題
は
こ
れ（
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や
大
衆
の
大
集
会
）
を
嫌
悪
し
た
り
禁
圧
し
た
り
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
そ
れ
に
新
た
な
る
民
意
の
表
現
方
法
た
る
に
ふ
さ
わ
し
い
秩
序
と

規
律
と
を
与
え
る
こ
と
」
で
あ
る
。
労
働
組
合
な
ど
の
「
社
会
的
グ
ル
ー
プ
が
そ

れ
ぞ
れ
秩
序
あ
る
方
法
で
自
己
の
政
治
的
意
見
を
政
府
に
伝
え
る
途
を
開
」
く
こ

と
、そ
の
グ
ル
ー
プ
の「
内
部
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
強
化
、下
か
ら
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
強
化
が
必
要
」
だ
と
し
、
そ
う
し
て
、「
大
衆
の
政
治
参
与
」
が
「
投
票
日
に

限
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
日
常
生
活
を
通
じ
て
不
断
に
政
治
的
関
心
を
喚

起
す
る
こ
と
が
大
事
」
で
あ
る
と
、
重
ね
て
「
不
断
の
政
治
的
関
心
の
喚
起
」
を

強
調
し
て
い
た(

)。
現
代
の
政
治
化
の
時
代
に
、「
政
治
的
無
関
心
」
は
、
ま
す
ま
す

21

問
題
と
し
て
深
刻
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
基
づ
い
た
講
演
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

以
上
二
つ
の
講
演
か
ら
、
丸
山
が
必
要
と
し
て
い
た
政
治
教
育
の
内
容
、
公
民

教
育
の
内
容
は
、
高
度
に
発
達
す
る
技
術
文
明
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
を
経
験
し
た
現
代

に
於
い
て
、
民
主
主
義
が
抱
え
る
危
機
的
な
問
題
状
況
と
そ
の
要
因
を
心
理
、
機

構
両
面
か
ら
論
じ
、
そ
の
克
服
の
道
筋
を
示
し
た
も
の
と
し
て
読
み
取
る
こ
と
が

出
来
る
。
そ
の
論
議
で
切
り
口
に
も
な
り
重
要
な
位
置
を
占
め
た
丸
山
の
「
政
治

的
無
関
心
」
に
つ
い
て
の
考
え
は
、
直
接
に
は
公
民
教
科
書
に
反
映
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
ら
講
演
を
通
し
て
教
育
関
係
者
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
政
治
的
教
養
、
公
民
教
育
の
論
議
に
様
々
な
示
唆
を
与
え
て
い
た
だ
ろ
う
と

想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
丸
山
の
も
う
一
つ
の
講
演
「
孫
文
と
政
治
教
育
」
で
示

20世紀知識人の教養と学問
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さ
れ
た
、
民
主
主
義
運
動
の
指
導
者
（
教
育
者
を
含
ん
で
：
雨
田
）
と
し
て
の
資

質
、
倫
理
性
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る(

)。
そ
の
意
味
で
、

22

重
要
な
位
置
と
意
義
を
有
し
て
い
た
だ
ろ
う
と
考
え
る
。

本
稿
の
課
題
に
関
連
し
て
、
こ
れ
も
丸
山
の
手
に
な
る
前
掲
の
『
政
治
学
事
典
』

の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
項
目
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
識
別
力
を
養
う
こ
と
が
「
大

衆
の
政
治
教
育
の
最
大
の
課
題
」
だ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
、
丸
山
執
筆
の
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」

に
つ
い
て
も
、
大
衆
の
政
治
教
育
の
重
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
教
師
と
い
う
立
場
に
も
通
じ
る
問
題
で
あ
る
の
で
、
前
述
の
「
孫
文
と

政
治
教
育
」
に
つ
い
て
の
考
察
も
進
め
た
い
。

注

（
１
)
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編
『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇

一
四
年
、
所
収
。

（
２
)「
昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る
き
れ
ぎ
れ
の
回
想
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一

九
九
六
年
、
二
七
頁
（
初
出
一
九
八
九
年
）。

（
３
)
同
右
、
三
五
―
三
六
頁
。

（
４
)
竹
内
好
・
鶴
見
和
子
・
磯
田
進
・
宮
原
誠
一
・
岡
津
守
彦
・
勝
田
守
一
・
丸
山
「
座
談
会
:

日
本
人
の
道
徳
観
」『
教
育
』
一
九
五
二
年
三
月
号
、
五
三
―
五
五
頁
。（
座
談
会
は
同
年

一
月
九
日
、
丸
山
の
自
宅
に
て
開
催
。）

（
５
)
同
右
、
五
五
頁
。

（
６
)『
増
補
版

現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
五
七
四
―
七
八
頁
。

（
７
)
斎
藤
俊
彦
「
戦
後
教
育
改
革
と
『
公
民
教
育
構
想
』」
教
育
史
学
会
編
『
日
本
の
教
育
史

学
』
第
二
六
集
、
一
九
八
三
年
。

（
８
)
勝
田
守
一
「
戦
後
教
育
に
お
け
る
社
会
科
の
成
立
」『
勝
田
守
一
著
作
集
』
一
、
国
土
社
、

一
九
七
二
年
、
一
八
―
三
三
頁
（
初
出
は
一
九
六
一
年
刊
。）

（
９
)
上
田
薫
他
編
『
社
会
科
教
育
史
資
料
』
東
京
法
令
出
版
、
一
九
八
八
年
、
五
五
一
―
五
五

二
頁
、
五
五
九
―
五
六
〇
頁
。

（

)「
個
人
析
出
の
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

10

六
年
、
四
一
三
頁
（
初
出
一
九
六
八
年
）。

（

)「
思
想
と
政
治
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
二
九
頁
（
初

11

出
一
九
五
七
年
）。

（

)(
)「
こ
の
事
態
の
政
治
学
的
問
題
点
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

12

13六
年
、
二
〇
七
頁
（
初
出
一
九
六
〇
年
）。

（

)「
春
曙
帖
」『
自
己
内
対
話
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
一
三
頁
。
こ
の
よ
う
な
論

14

点
に
つ
い
て
は
宮
原
誠
一
・
丸
山
眞
男
「
教
育
の
反
省
」『
教
育
』
一
九
四
八
年
九
月
号
な

ど
で
論
じ
ら
れ
、
教
育
学
者
の
宮
原
も
肯
定
し
て
い
る
。

（

)
上
原
専
禄
・
鈴
木
成
高
・
竹
山
道
雄
・
都
留
重
人
・
林
健
太
郎
・
丸
山
眞
男
・
務
台
理
作

15

「
共
同
討
論
：
世
界
史
に
お
け
る
現
代
」『
現
代
史
講
座
』
別
巻
、
創
文
社
、
一
九
五
四

年
、
二
六
〇
頁
。

（

)「
解
題
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
三
六
八
―
三
六
九
頁
。

16
（

)
平
石
直
昭
「
解
説
」『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
四
一

17

三
―
四
一
四
頁
。

（

)
松
沢
弘
陽
・
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
下
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
四

18

三
―
一
四
四
頁
。

（

)「
政
治
嫌
悪
・
無
関
心
と
独
裁
政
治
」『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二

19

〇
一
四
年
、
二
八
九
―
三
〇
五
頁
。

（

)
前
掲
『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
三
〇
六
頁
。

20
（

)「
民
主
主
義
政
治
と
制
度
」『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、

21

三
〇
七
―
三
一
七
頁
。

（

)「
孫
文
と
政
治
教
育
」『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
所
収

22

（
初
出
一
九
四
六
年
）。

丸
山
が
求
め
る
政
治
的
教
養
と
活
動
の
ひ
と
つ
の
具
体
像
と
し
て
、
丸
山
自
身
が
「
一

つ
の
近
代
的
な
人
間
」
を
み
た
『
山
び
こ
学
校
』（
一
九
五
一
年
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
生

戦後日本における民主化と教養・文化・教育をめぐる論議（雨田英一）
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活
綴
り
方
的
な
学
習
と
活
動
の
実
践
者
が
あ
る
。
丸
山
の
発
言
は
、
上
原
専
禄
・
丸
山
眞

男
他
四
名
に
よ
る
共
同
討
議
「
現
代
と
は
何
か
」（『
現
代
史
講
座
』
別
巻
、
創
文
社
、
一

九
五
一
年
、
二
二
七
頁
）
で
の
も
の
。
拙
稿
「
占
領
下
日
本
の
民
主
化
と
教
育
・
文
化
―

無
着
成
恭
の
思
想
と
活
動
―
」（『
東
京
女
子
大
学
比
較
研
究
所
紀
要
』
第
七
三
巻
、
二
〇

一
二
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

20世紀知識人の教養と学問
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「
人
格
」
と
い
う
概
念

―
そ
の
系
譜
を
め
ぐ
る
試
論

―

小
檜
山

ル

イ

筆
者
は
二
〇
一
四
年
に
、
日
本
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
学
会
の
年
次
大
会
で
、「
近

代
日
本
に
お
け
る
『
人
格
』・『
良
心
』」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
こ
と

が
あ
っ
た(１

)。
本
稿
は
、
そ
の
と
き
の
発
表
を
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
思
想

史
の
文
脈
で
、「
良
心
」、「
人
格
」（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
二
種

類
が
あ
る
）
が
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
と
関
係
し
、
ど
の
よ
う
に
相
互
に
関
連

し
て
い
る
か
を
ま
ず
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
、
近
代
日
本
の
知
識
人
の
う
ち
、
中

村
正
直
と
新
渡
戸
稲
造
と
い
う
二
人
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
っ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
も
の

で
あ
る
。

「
良
心
」

ま
ず
、「
良
心
（
conscience）」
と
は
何
か
を
ア
メ
リ
カ
史
の
文
脈
に
そ
っ
て

考
え
て
み
る
。「
良
心
」
は
、
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
と
っ
て
、

信
仰
の
核
心
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
と
個
人
的
に
対
峙
す
る

こ
と
で
獲
得
し
た
近
代
的
自
意
識
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
（
あ
る
い
は
中
世
的
）

コ
ス
モ
ス
を
離
脱
し
、
既
存
体
制
を
批
判
し
、
弾
圧
に
耐
え
、
神
の
国
の
建
設
を

夢
想
し
、
新
大
陸
に
移
住
す
る
勇
気
を
彼
ら
に
吹
き
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
「
良
心
」
は
不
可
侵
の
絶
対
領
域
と
想
定
さ
れ
、「
良
心
の
自
由
」
は
何

よ
り
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
自
由
と
意
識
さ
れ
た(２

)。

た
だ
し
、「
良
心
の
自
由
」
は
、
ア
ン
チ
ノ
ミ
ア
ン
の
危
険
と
い
う
や
っ
か
い
な

問
題
を
含
ん
で
い
た
。
旧
体
制
を
批
判
し
て
新
し
い
共
同
体
を
造
っ
た
と
し
て
、

神
と
対
峙
し
た
結
果
と
し
て
得
た
個
人
の
確
信
＝
良
心
が
、
な
お
新
し
い
共
同
体

の
規
範
と
合
致
し
な
い
場
合
、そ
れ
を
言
葉
や
行
動
で
示
し
、争
乱
を
招
い
た（
あ

る
い
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
）
と
し
た
ら
、
新
し
い
共
同
体
は
そ
の
よ
う
な
個
人
を

ど
う
扱
っ
た
ら
良
い
の
か
。
一
六
三
〇
年
代
の
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
岸
植
民
地

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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に
お
け
る
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
事
例
が
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
と
ア
ン
・

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
で
あ
り
、
二
人
と
も
湾
岸
植
民
地
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
主
張
し
た
政
教
分
離
は
、「
良
心
の
自
由
」
を
保

障
す
る
た
め
に
共
同
体
が
打
ち
立
て
る
べ
き
原
則
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
シ
ヴ
ィ

ル
・
マ
タ
ー
と
宗
教
的
事
案
の
境
界
線
は
必
ず
し
も
明
確
に
で
き
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
し
、「
良
心
の
自
由
」
が
ど
こ
ま
で
許
さ
れ
る
の
か
が
一
律
的
に
明
示
さ
れ

て
い
た
わ
け
で
も
な
い
。「
良
心
の
自
由
」
を
旗
印
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
が
築
い
た

プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
は
、
ご
ろ
つ
き
の
た
ま
り
場
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
、
納
税
や
兵

役
と
い
っ
た
共
同
体
の
必
要
を
ま
と
も
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
ず
、
ウ
ィ
リ
ア
ム

ス
は
苦
労
を
重
ね
て
貧
困
の
う
ち
に
晩
年
を
迎
え
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
一

方
、「
良
心
」
に
従
っ
て
「
女
の
分
際
」
を
踏
み
越
え
て
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
湾
岸

植
民
地
の
指
導
者
を
批
判
し
、「
異
端
」
と
さ
れ
た
ア
ン
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
賛

同
者
と
と
も
に
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
に
移
住
し
た
が
、
そ
こ
で
一
切
の
政
治
権
力
を

否
定
す
る
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
的
個
人
主
義
の
思
想
を
抱
く
に
至
っ
た
と
い
う
。
結
局

ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
は
安
住
で
き
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
植
民
地

に
移
っ
た
が
、
そ
こ
で
オ
ラ
ン
ダ
人
と
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、

子
供
達
と
と
も
に
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
惨
殺
さ
れ
た
。
こ
の
世
に
彼
女
の
居
場
所
は

な
か
っ
た
の
だ(３

)。

結
局
の
と
こ
ろ
、「
革
命
」
の
モ
ー
メ
ン
ト
は
別
と
し
て
、
通
常
「
良
心
」
は
、

神
と
の
対
峙
の
中
で
獲
得
さ
れ
る
と
同
時
に
、
こ
の
世
の
掟
の
中
に
あ
る
程
度
収

ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
聖
書
が
示
す
と
こ
ろ
の
道
徳
＝
律
法
に
従

う
こ
と
へ
の
同
意
が
霊
的
に
納
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

は
、
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
子
供
に
鞭
を
用
い
、
子
供
の
意
志
を
挫
き
、
従
う
こ

と
を
学
ば
せ
た
と
い
う
が
、
そ
の
と
き
、
親
は
神
の
命
令
の
代
行
者
と
し
て
子
供

の
前
に
君
臨
し
、
恐
れ
と
い
う
感
情
（
霊
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
近
似
？
）

を
以
て
幼
い
魂
を
服
従
さ
せ
、
や
が
て
服
従
が
「
習
慣
」
と
な
る
こ
と
を
期
し
た(４

)。

一
八
世
紀
後
半
の
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
の
直
前
、
一
七
四
〇
年
代
を
頂
点
と
す

る
第
一
次
大
覚
醒
が
起
き
て
、「
良
心
」
が
ふ
た
た
び
呼
び
覚
ま
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス

へ
の
反
逆
魂
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る(５

)。
そ
し
て
、革
命
が
終
わ
り
、

「
良
心
」
か
ら
従
順
を
引
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
局
面
の
一
七
九
〇
年
代
に

第
二
次
大
覚
醒
が
起
こ
り
、
一
八
四
〇
年
代
ま
で
続
く
一
大
運
動
と
な
っ
た
。
そ

の
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

会
衆
派
や
南
部
の
多
く
の
州
で
植
民
地
時
代
以
来
の
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト

で
あ
っ
た
エ
ピ
ス
コ
パ
ル
派（
英
国
国
教
会
の
ア
メ
リ
カ
版
）で
は
な
く
、ニ
ュ
ー

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
代
表
格
の
バ
プ
テ
ス
ト
、
新
興
教
派
の
メ
ソ

ジ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
第
二
次
大
覚
醒
は
、
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
「
良
心
」

を
鼓
舞
し
、革
命
の
結
果
生
ま
れ
た
体
制
の
批
判
を
内
包
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

事
実
、
カ
ツ
ラ
を
つ
け
た
公
定
教
会
の
牧
師
を
、
神
と
の
直
接
的
な
コ
ン
タ
ク
ト

（
回
心
経
験
）
を
知
ら
な
い
偽
物
と
指
摘
す
る
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
サ
ー
キ
ッ
ト
・
ラ

イ
ダ
ー
（
巡
回
牧
師
）
の
説
教
記
録
が
残
っ
て
い
る(６

)。

し
か
し
、
第
二
次
大
覚
醒
に
お
い
て
は
、
一
七
九
一
年
に
成
立
し
た
憲
法
修
正

第
一
条
（
政
教
分
離
と
「
良
心
の
自
由
」、「
言
論
の
自
由
」
の
保
障
）
が
一
八
三

三
年
ま
で
に
実
際
に
各
州
で
実
体
化
さ
れ
、
ま
た
、
一
八
三
〇
年
代
ま
で
に
男
子

20世紀知識人の教養と学問
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普
通
選
挙
権
が
ほ
ぼ
確
立
す
る
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
共
和
国
の
平
等
原
則
へ
の
歩

み
寄
り
、「
民
主
主
義
」
の
肯
定
的
受
容
が
あ
っ
た
こ
と
も
一
因
と
な
っ
て
、
第
二

の
革
命
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
呼
び
覚
ま
さ
れ
た
「
良
心
」
の
情
熱
は
、

共
同
体
構
築
の
積
極
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
さ
れ
、
自
立
し
た
市
民
か
ら
成
る
幅

広
い
中
流
階
級
の
形
成
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

そ
の
際
、
唯
一
と
は
言
わ
な
い
が
、
最
重
要
の
ア
ク
タ
ー
が
女
性
た
ち
で
あ
っ

た
。
そ
も
そ
も
、
第
二
次
大
覚
醒
期
に
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
で
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

な
っ
た
人
々
の
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
が
女
性
で
あ
り
、
こ
の
大
覚
醒
を
通
じ
て
ア
メ
リ

カ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
女
性
化
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
す
で
に
一

七
世
紀
末
、
コ
ッ
ト
ン
・
マ
ザ
ー
は
、
教
会
へ
の
出
席
者
の
多
数
を
女
性
が
占
め

る
こ
と
を
嘆
い
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
世
紀
前
半
の
第
一
次
大
覚
醒
は
、
教
会

に
お
け
る
男
女
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消
傾
向
に
向
か
わ
せ
た
の
に
対
し
、
一
九

世
紀
前
半
の
第
二
次
は
教
会
に
お
け
る
女
性
の
存
在
感
を
い
っ
そ
う
高
め
た
。
政

教
分
離
が
確
定
す
る
な
か
で
、
教
会
は
、
男
の
領
域
た
る
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
、

か
つ
、
税
金
で
支
え
ら
れ
る
立
場
を
失
っ
た
。
女
性
た
ち
は
、
革
命
に
協
力
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
選
挙
権
を
与
え
ら
れ
ず
、
同
じ
く
政
治
か
ら
疎
外
さ
れ
た
。
教

会
と
女
性
は
手
を
結
び
、
前
者
は
今
や
死
活
問
題
で
あ
る
教
会
員
と
し
て
の
女
性

に
期
待
し
、
後
者
は
宗
教
的
・
道
徳
的
権
威
の
後
ろ
盾
を
教
会
に
求
め
た
。

一
九
世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
女
性
の
理
想
像
に
つ
い
て
の
研

究
で
、
理
想
像
の
重
大
要
素
の
一
つ
に
「
敬
虔
」
が
あ
っ
た
こ
と
は
示
唆
に
富
む
。

大
覚
醒
を
背
景
に
す
る
敬
虔
は
、
従
順
、
純
潔
、
家
庭
的
と
い
う
、
聖
書
に
起
源

を
帰
せ
ら
れ
た
、
あ
る
い
は
、
社
会
的
・
慣
習
的
に
規
定
さ
れ
た
女
性
用
の
徳
目

と
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
飼
い
慣
ら
さ
れ
、
破
壊
性
を
そ
が
れ
、
穏
健
な
社

会
改
革
の
情
熱
と
な
る
。
上
に
述
べ
た
、
民
主
主
義
が
台
頭
す
る
共
和
国
に
お
け

る
共
同
体
構
築
に
要
す
る
積
極
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
一
部
こ
の
よ
う
な
女
性
た
ち

が
鼓
舞
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る(７

)。

一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
共
和
国
・
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
中
流
「
市
民
」
の
家

庭
は
、
ハ
ー
バ
マ
ス
が
公
共
圏
の
礎
に
想
定
し
た
親
密
圏
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
が
、
そ
の
親
密
圏
は
、
女
性
が
教
会
と
結
び
つ
き
つ
つ
「
道
徳
の
守
護
者
」

と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
で
、
道
徳
的
に
構
造
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

家
庭
は
、「
良
心
」
や
「
民
主
主
義
」
の
い
わ
ば
「
行
き
過
ぎ
」
を
抑
制
し
―
―
強

制
を
伴
わ
ず
に
―
―
、
道
徳
的
に
、
す
な
わ
ち
社
会
慣
習
に
副
う
よ
う
に
、
方
向

付
け
る
装
置
と
し
て
機
能
し
え
た
。
女
性
は
道
徳
的
言
質
を
以
て
社
会
的
影
響
力

＝
政
治
力
を
獲
得
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
政
治
過
程
（
選
挙
権
の
よ
う
な
）

や
経
済
活
動
か
ら
阻
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
道
徳
的
女
性
の
中
立
性
を
保
障
す

る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。
逆
説
的
に
も
、
女
性
の
政
治
力
は
、
そ
の
非
政

治
性
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
た
。

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

ウ
ァ
レ
ン
・
Ｉ
・
サ
ス
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
(

)の
文
化
」
と
特
徴
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
、
そ
の
獲
得

character

を
指
南
す
る
多
く
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
が
出
版
さ
れ
た
。
サ
ス
マ
ン
に
よ
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
本
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
市
民
権
、
義
務
、
民
主
主
義
、

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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仕
事
、
建
設
的
、
黄
金
の
行
い
、
戸
外
活
動
、
克
服
的
、
名
誉
、
名
声
、
道
徳
、

マ
ナ
ー
、
統
合
性
、
男
ら
し
さ
等
の
単
語
と
類
縁
性
を
も
っ
て
説
明
さ
れ
た
と
い

う
。
ラ
ル
フ
・
Ｗ
・
エ
マ
ソ
ン
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
「
個
人
の
性
質
を
通
じ

て
表
現
さ
れ
る
道
徳
秩
序
」
と
定
義
し
た(８

)。
つ
ま
り
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
「
良

心
」
に
結
び
つ
け
る
な
ら
、
前
者
は
後
者
が
す
で
に
道
徳
、
あ
る
い
は
、
社
会
的

規
範
に
よ
っ
て
あ
る
べ
き
状
態
に
制
御
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
か
つ
、
も
っ
ぱ
ら

男
性
の
性
質
を
指
し
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。「
し
っ
か
り
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
男
(

)」
と
は
、「
市
民
」
の
義
務
に
自
覚
的
な
道

m
an

ofsolid
character

徳
的
か
つ
精
力
的
な
個
人
で
、
名
誉
と
名
声
を
重
ん
じ
る
。
世
俗
的
成
功
は
、
当

然
の
随
伴
物
で
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
も
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ

の
『
自
助
論
(

)』（
副
題
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ
ン
ダ
ク
ト
の
事
例(９

)」）

Self-H
elp

に
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
備
え
る
「
本
当
の
紳
士
」
の
例
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
男
性
で
、
慎
ま
し
い
出
自
な
が
ら
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
イ
ギ

リ
ス
人
で
あ
る
。
貴
族
で
さ
え
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
の
多
く
の
起
源
は
比
較
的

最
近
で
、「
勤
労
階
級
」
出
身
の
勤
勉
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
物
に
始
ま
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
男
の
最
も
高
貴
な
持
ち
物
で
あ
る
「キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」」
と
は
、
中
流
階
級
が
台
頭
し
、
平
等
感
覚
が
広
が
る
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス

社
会
に
お
い
て
、
一
般
人
が
貴
族
的
特
性
の
獲
得
を
目
指
す
際
の
指
標
で
あ
っ
た

と
言
え
る
。『
自
助
論
』に
は
、イ
ン
ド
で
活
躍
し
た
人
物
が
何
人
も
出
て
く
る
が
、

植
民
地
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
を
獲
得
し
た
平
民
「
貴
族
」
が
最
も
映
え
る
舞
台

だ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ス
マ
イ
ル
ズ
が
一
八
七
一
年
に
出
し
た
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー(

)』
は

章
構
成
で
、

10

12

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
特
質
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
―
―
勤
勉
、
勇
気
、
自
制
、

誠
実
、
気
概
、
良
好
な
マ
ナ
ー
な
ど
―
―
説
明
す
る
と
同
時
に
、
ど
う
し
た
ら
そ

の
よ
う
な
特
質
を
獲
得
で
き
る
か
が
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
家
庭
に
お
け

る
子
供
へ
の
感
化
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、
父
親
だ
け
で
な
く
母
親
の
影
響
力
の

大
き
さ
、
さ
ら
に
は
、
結
婚
生
活
に
お
け
る
夫
婦
の
む
つ
ま
じ
さ
、
夫
に
と
っ
て

の
妻
の
助
け
と
感
化
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、こ
の
著
書
で
は
、

女
性
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
―
―
豊
か
な
愛
情
や
情
感
な
ど
―
―
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
。「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
中
心
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
男
性

だ
が
、
そ
の
育
成
と
保
持
に
か
か
る
際
に
は
、
女
性
の
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
い

う
発
想
も
あ
っ
た
わ
け
だ
。

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

Ｏ
Ｅ
Ｄ
を
引
く
と
、
personality
の
意
味
は
、
ま
ず
「
動
物
、
モ
ノ
、
抽
象
物

で
は
な
い
、
人
間
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
性
質
、
あ
る
い
は
、
事
実
」
と
あ
る
。
次

に
神
学
上
の
意
味
と
し
て
、「
三
つ
の
位
格
（
persons）
か
ら
な
る
神
の
性
質
、
状

態
、
事
実
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
の
最
初
の
用
例
は
一
七
世
紀
半
ば
、
後

者
の
そ
れ
は
一
五
世
紀
末
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
八
世

紀
に
な
っ
て
広
ま
っ
た
啓
蒙
主
義
的
な
人
権
概
念
（
hum
an
rights）
の
下
敷
き

に
な
っ
た
概
念

―
人
間
で
あ
る
こ
と

―
を
意
味
し
、
そ
れ
は
、
神
学
用
語
と

し
て
の
「
位
格
」
あ
る
い
は
、「
神
で
あ
る
こ
と
」
か
ら
派
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
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な
る
の
だ
ろ
う
。
聖
書
的
に
は
、
人
間
は
神
の
似
姿
と
し
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
少
な
く
と
も
「
神
で
あ
る
こ
と
」
と
の
一
部
は
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
な

の
だ
。

で
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
「
良
心
」
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
近
代
的
自
我
は
、
神
と
対
峙
し
た
個

人
の
確
信

―
良
心

―
を
前
提
と
す
る
と
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
近
代
に
お
け

る
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
＝
「
人
間
で
あ
る
こ
と
」
の
中
核
に
は
、「
良
心
」
が
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
道

徳
に
よ
っ
て
構
造
化
さ
れ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
。
む
し
ろ
、「
良
心
」
―
あ

る
い
は
「
意
識
」
と
い
っ
た
方
が
良
い
の
か
も
し
れ
な
い
が

―
が
あ
る
こ
と
自

体
が
重
視
さ
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
ま
た
は
、
英
語
圏
）
で
今
日
一
般
的
に
流
通
す
る
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
九
世
紀
末
以
来
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
心
理
学
の
研

究
対
象
と
し
て
の
「
個
性
」
と
い
う
意
味
で
の
用
法
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
の

場
合
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
も
価
値
中
立
的
に
使
わ
れ
、
Ｏ
Ｅ
Ｄ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
用
例
の
最
初
の
も
の
は
一
九
三
〇
年
で
あ
る
。
一
九
世
紀
に
お
け
る

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
用
法
に
関
心
を
持
っ
た
サ
ス
マ
ン
（
上
述
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
一
九
〇
〇
年
代
の
半
ば
頃
以

降
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
表
れ
た
新
し
い
「
セ
ル
フ
」
を
表
現
す
る
言
葉
と
し
て
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
サ

ス
マ
ン
の
調
査
に
よ
る
と
、
そ
の
際
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
は
、
fascinating、

stunning、
attractive、
m
agnetic、
glow
ing、
m
asterful、
creative、

dom
inant、
forcefulと
い
っ
た
形
容
詞
を
伴
っ
て
し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
。
そ
こ

に
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
根
底
に
あ
っ
た
道
徳
性
を
表
す
言
葉
は
な
い
。「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」
同
様
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
を
持
つ
人
は
、
社
会
的
成
功
を
手
に
す

る
が
、
そ
れ
は
、
群
衆
か
ら
抜
け
出
し
、
目
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。「
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
」
は
一
九
世
紀
の
刻
苦
勉
励
、
生
産
中
心
の
社
会
に
対
応
し
た
人
物
像

を
提
示
す
る
が
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
が
示
唆
す
る
人
物
像
は
、
二
〇
世
紀
消
費

社
会
に
対
応
す
る(

)。
さ
ら
に
、
サ
ス
マ
ン
の
視
野
に
は
な
い
が
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ

11

テ
ィ
」
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
別
な
く
使
わ
れ
た
（
使
わ
れ
て
い
る
）
よ
う
だ
。
そ
れ

は
、
男
女
の
領
域
の
分
離
、「
道
徳
の
守
護
者
」
と
し
て
の
女
性
に
特
別
に
期
待
さ

れ
た
社
会
的
役
割
と
い
っ
た
一
九
世
紀
的
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構
造
が
、
二
〇
世
紀
に
お

い
て
は
機
能
し
な
く
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

中
村
正
直
と
「
品
行
」

明
治
に
な
っ
て
、
最
初
に
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
概
念
が
紹
介
さ
れ
た
の
は
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
方
で
あ
っ
た
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
村
正
直
は
幕
府
の
御
儒
者
、
一
八
六
六
年
か

ら
一
八
六
八
年
ま
で
幕
府
派
遣
の
留
学
生
の
一
団
の
取
締
役
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に

滞
在
、
帰
り
際
に
贈
ら
れ
た
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論

―
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
コ

ン
ダ
ク
ト
』
を
翻
訳
し
て
一
八
七
一
年
に
出
版
し
た
。
明
治
初
期
の
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
、『
西
国
立
志
編
』
で
あ
る
。
そ
の
序
に
、

「人格」という概念（小檜山ルイ）

45



041_「知識人と教養」_小檜山ルイ氏.mcd  Page 6 17/03/02 13:50  v5.51

「
余
こ
の
書
を
訳
す
。
客
過
ぎ
り
て
問
う
者
あ
り
。
曰
く
、
子
何
ぞ
兵
書
を

訳
せ
ざ
る
、
と
。
余
曰
く
、
…
…
そ
れ
西
国
の
強
き
は
、
人
民
篤
く
天
道
を

信
ず
る
に
よ
る
。
人
民
に
自
主
の
権
あ
る
に
よ
る
。
政
寛
に
法
公
な
る
に
よ

る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
戦
い
を
論
じ
て
曰
く
、
徳
行
の
力
は
、
身
体
の
力
に
十

倍
す
、
と
。
ス
マ
イ
ル
ズ
曰
く
、
国
の
強
弱
は
、
人
民
の
品
行
に
関
る
、
と
。

ま
た
曰
く
、
真
実
良
善
は
、
品
行
の
本
た
り
、
と(

)」
12

と
あ
る
よ
う
に
、
中
村
は
、
国
を
強
く
す
る
に
は
、
人
民
に
「
自
主
の
権
」
を
与

え
る
と
と
も
に
、
そ
の
人
民
が
「
篤
く
天
道
を
信
」
じ
、「
徳
行
」
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
、
こ
の
本
を
紹
介
し
た
の
で
あ
っ
た(

)。
そ
の
際
、「
キ
ャ

13

ラ
ク
タ
ー
」
を
「
品
行
」
と
翻
訳
し
た
。
中
村
は
次
い
で
ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ワ
ー

ト
・
ミ
ル
の
『
自
由
に
つ
い
て
』
を
『
自
由
之
理
』（
一
八
七
二
年
）
と
し
て
翻
訳

出
版
し
、
さ
ら
に
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
を
『
西
洋
品
行
論
』（
一
八

七
八
年
）
と
題
し
て
出
版
し
た
。
つ
ま
り
、
中
村
は
、「
お
上
」
の
指
令
や
身
分
制

の
下
の
し
き
た
り
に
従
っ
て
生
き
る
前
近
代
を
脱
し
、「
自
由
」
に
意
志
し
、
行
動

す
る
こ
と
を
奨
励
し
、
近
代
的
個
人
の
創
出
を
期
す
と
同
時
に
、
そ
の
「
自
由
」

が
、
強
制
で
は
な
く
、
自
発
的
に
抑
制
さ
れ
る
必
要

―
つ
ま
り
「
良
心
」
の
命

題

―
を
認
識
し
て
お
り
、
翻
訳
は
そ
の
よ
う
な
関
心
に
副
っ
て
進
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

一
八
七
一
年
秋
、
中
村
正
直
は
静
岡
学
問
所
が
雇
う
こ
と
に
な
っ
た
エ
ド
ワ
ー

ド
・
Ｗ
・
ク
ラ
ー
ク
を
横
浜
に
迎
え
に
行
き
、
ク
ラ
ー
ク
の
母
親
の
友
人
が
宣
教

師
と
な
っ
て
経
営
し
始
め
た
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
（
現
横
浜
共

立
学
園
の
前
身
）を
知
っ
た
。
ク
ラ
ー
ク
が
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

中
村
は
懇
願
し
て
招
待
を
取
り
付
け
、
そ
こ
に
一
〇
日
余
り
住
ま
わ
せ
て
も
ら
っ

た
。
彼
は
こ
の
時
、「
ホ
ー
ム
」
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
、
ア
メ
リ
カ
流
の
女
性
化

し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
経
験
し
、
大
き
な
影
響
を
受
け
た
。
結
果
、
中
村
の
キ
リ
ス

ト
教
へ
の
関
心
は
女
子
教
育
へ
の
関
心
と
ほ
ぼ
同
時
に
進
行
し
て
い
っ
た
。

一
八
七
一
年
一
一
月
に
ア
メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
の
広
告
文
を
書

き
、翌
年
三
月
ま
で
に
は
静
岡
か
ら
自
分
の
娘
と
同
僚
の
娘
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー

ム
に
送
り
込
ん
だ
。
一
八
七
二
年
夏
に
は
東
京
に
移
住
し
て
、
一
八
七
三
年
二
月

に
江
戸
川
大
曲
の
自
宅
に
同
人
社
を
開
い
た
が
、
そ
の
間
も
横
浜
に
通
っ
て
宣
教

師
や
出
来
て
間
も
な
い
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
交
わ
り
を
持

ち
、一
八
七
四
年
年
頭
に
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
派
遣
の
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・

カ
ッ
ク
ラ
ン
の
「
人
と
聖
霊
の
働
き
」
と
い
う
説
教
を
聞
い
た
。
そ
の
題
名
は
、

中
村
が
当
時
取
り
組
ん
で
い
た
、
ど
の
よ
う
に
「
自
由
」
の
乱
用
を
個
人
が
自
発

的
に
抑
制
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
想

像
さ
せ
る
。
以
来
、
中
村
は
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
を
同
人
社
に
招
く
よ
う
に
な
り
、
同

人
社
内
に
住
ま
わ
せ
た
。
一
八
七
四
年
秋
、
カ
ッ
ク
ラ
ン
の
妻
を
教
員
と
し
て
、

同
人
社
は
女
学
生
を
受
け
入
れ
始
め
た
。
そ
の
年
の
一
一
月
頃
、
中
村
は
息
子
と

共
に
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
を
カ
ッ
ク
ラ
ン
に
申
し
出
、ク
リ
ス
マ
ス
に
受
洗
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
中
村
が
ど
の
位
「
ホ
ー
ム
」
や
女
性
の
役
割
を
経
験
し
た
か
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
が
、
一
八
七
〇
年
代
初
頭
の
一
連
の
経
験
を
通
じ
、
中
村
が
「
自
由
」

と
そ
の
道
徳
的
制
御
と
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
女
性
と
の
関
係
を
確
認

し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
疑
い
な
い
。
そ
の
結
果
、中
村
は
、一
八
七
五
年
、『
明
六
雑
誌
』

に
「
善
良
ナ
ル
母
ヲ
造
ル
説
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。
中
村
の
「
品
行
」
は
、

20世紀知識人の教養と学問
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こ
の
よ
う
に
北
米
経
由
の
女
性
の
道
徳
的
影
響
力
を
措
定
し
て
い
た
。

同
人
社
の
女
子
部
は
、
一
八
七
五
年
七
月
ご
ろ
カ
ッ
ク
ラ
ン
の
妻
の
健
康
が
損

な
わ
れ
、
一
八
七
七
年
五
月
ま
で
に
カ
ッ
ク
ラ
ン
一
家
が
築
地
に
移
る
な
か
、
ア

メ
リ
カ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ホ
ー
ム
の
宣
教
師
ピ
ア
ソ
ン
の
助
力
を
得
る
な
ど
し

て
継
続
さ
れ
、
一
八
七
九
年
に
は
同
人
社
女
学
校
（
麹
町
平
河
町
）
の
開
業
願
い

が
正
式
に
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
翌
年
八
月
に
は
廃
校
と
な
っ
た
。
女
子
部
で
は

ジ
ョ
ン
・
ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
属
』
(

)

Subjection
ofW

om
en

や
『
代
議
政
体
論
』
(

)が
教

Considerationson
R
epresentativeG

overnm
ent

え
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
中
村
は
女
性
に
も
自
由

お
よ
び
男
性
と
同
じ
権
利
を
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
ミ
ル
の

著
作
は
中
村
の
翻
訳
本
に
は
な
ら
な
か
っ
た(

)。
14

む
し
ろ
、
同
人
社
に
お
け
る
女
子
教
育
の
終
末
期
に
あ
た
る
一
八
七
八
年
か
ら

一
八
八
〇
年
の
間
に
、
中
村
正
直
は
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
』
＝
『
西

洋
品
行
論
』
を
順
次
翻
訳
出
版
し
て
い
た
。
一
八
七
〇
年
代
の
中
村
に
よ
る
「
自

由
」
を
め
ぐ
っ
て
の
探
求
は
、
結
局
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
＝
「
品
行
」
に
収
斂
し

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
す
で
に
使
っ
た
言
葉
で
言
う
な
ら
、
道
徳
、

あ
る
い
は
、
社
会
的
規
範
に
よ
っ
て
あ
る
べ
き
状
態
に
制
御
さ
れ
て
い
る
「
良
心
」

を
備
え
る
人
物
の
育
成
こ
そ
が
、
肝
要
な
の
だ
と
。
中
村
正
直
に
お
け
る
「
自
由
」

と
道
徳
・
倫
理
と
の
間
の
緊
張
関
係
は
、
一
八
七
〇
年
代
末
ま
で
に
弛
緩
し
、
彼

は
、
道
徳
・
倫
理
を
知
り
得
る
「
理
」
を
持
つ
人
間
と
い
う
儒
教
的
楽
観
、
性
善

説
に
回
帰
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
は
、
一
方
で
は
、
中
村
が
「
自
由
」（
反
逆
を
含
む
）
と
道
徳
・
倫
理
を
同

時
に
与
え
る
キ
リ
ス
ト
教
の
神
か
ら
離
れ
て
行
く
こ
と
を
意
味
し
―
―
晩
年
に
は

ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
と
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
―
―
、
他
方
で
は
、
冷
や
飯
食
い
の

在
野
の
旧
幕
臣
知
識
人
・
教
育
者
か
ら
明
治
政
府
に
重
用
さ
れ
る
教
育
者
と
な
っ

て
い
く
こ
と
と
並
行
し
て
い
た
。
中
村
の
女
子
教
育
へ
の
関
心
も
、
官
立
の
女
子

師
範
学
校
の
な
か
に
回
収
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
八
七
二
年
に
大
蔵
省
の
翻
訳

係
を
拝
命
し
て
東
京
に
出
て
き
た
中
村
は
、
一
八
七
五
年
に
設
立
当
初
の
東
京
女

子
師
範
学
校
摂
理
嘱
託
と
な
り
、
一
八
七
九
年
に
東
京
学
士
院
会
員
、
一
八
八
一

年
に
東
京
大
学
教
授
、
従
五
位
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
一
八
八
四
年
、
東
京
大
学
教
授

勅
任
、
正
五
位
、
一
八
八
六
年
に
は
元
老
院
議
官
、
勅
任
官
二
等
、
従
四
位
、
そ

の
後
、
東
京
市
会
議
員
、
小
石
川
区
会
議
員
、
女
子
高
等
師
範
学
校
長
兼
任
、
勅

選
貴
族
院
議
員
等
々
を
務
め
、
一
八
九
一
年
に
亡
く
な
る
ま
で
に
は
、
正
四
位
、

勲
三
等
、
瑞
宝
章
を
受
け
て
い
た
。
葬
儀
は
神
道
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た(

)。
15

中
村
は
晩
年
の
講
演
、「
古
今
東
西
一
致
道
徳
ノ
説
」の
中
で
、真
の
自
由
と
は
、

「
良
心
」
に
従
う
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
。
中
村
の
「
良

心
」
と
は
、
人
が
道
徳
（
善
悪
）
を
知
る
能
力
で
あ
り
、
道
徳
を
知
っ
て
自
ら
治

め
る
（
自
治
）
こ
と
で
初
め
て
真
の
自
由
が
得
ら
れ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
中
村
は
、
道
徳
は
大
抵
ど
こ
で
も
同
じ
だ
と
指
摘
し
た
上
で
、
こ
れ
を
認
識

す
る
能
力
（
良
心
）
は
、
人
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
と
い
う

「
支
那
性
善
の
説
」
が
「
希
臘
古
賢
及
び
近
来
欧
州
学
士
性
善
の
説
」
と
合
致
す

る
と
主
張
し
た(

)。
そ
こ
に
は
、
か
つ
て
中
村
が
洗
礼
を
受
け
る
ほ
ど
に
関
心
を
抱

16

い
た
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
言
及
が
な
い
。
無
実
の
罪
に
よ
っ
て
十
字
架
に
か
か
っ
た

イ
エ
ス
が
、
実
は
神
の
子
で
あ
っ
て
、
死
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
と
い
う
キ
リ
ス
ト

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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教
の
発
想
―
―
性
悪
説
と
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
贖
の
必
要
―
―
は
、
黙
殺
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
、
国
家
に
と
り
こ
ま
れ
、「
良
心
」
に
従
っ
て
の
反
逆
と
騒
乱
を
も
時

に
許
容
す
る
「
自
由
」
を
留
保
す
る
契
機
を
見
失
っ
た
中
村
が
い
る
。

「
品
行
」
か
ら
「
人
格
」
へ

明
治
期
の
日
本
に
お
い
て
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
が
一
八
七
〇
年
代
に
「
品
行
」

と
訳
さ
れ
た
の
に
対
し
、「
人
格
」
と
い
う
翻
訳
が
ま
ず
充
て
ら
れ
た
の
は
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
方
で
あ
る
。
佐
古
純
一
郎
の
調
査
に
よ
れ
ば
、『
哲
学
会
雑
誌
』

に
一
八
八
九
年
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、

神
の
「
パ
ル
ソ
ナ
リ
チ
ー
」
と
互
換
的
に
「
人
格
」
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
た
の

が
そ
の
初
出
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
八
八
九
年
一
二
月
号
の
同
雑
誌
の
雑
録
欄
に

「
精
神
病
に
於
て
人
格
の
変
化
」
と
い
う
見
出
し
が
あ
り
、
こ
の
心
理
学
用
語

「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
の
「
人
格
」
は
、
翌
一
八
九
〇
年
三
月
号

の
雑
録
欄
に
お
け
る
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
患
者
の
紹
介
に
も
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
後
、
一
八
九
三
年
一
〇
月
の
『
哲
学
雑
誌
』
に
は
あ
る
英
語
論
文
の
抄
訳
で

心
理
学
用
語
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
「
人
格
」
が
二
二
回
に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
、
一
八
九
四
年
に
な
る
と
、
ド
イ
ツ
語
「
ペ
ル
ゾ
エ
ン
リ
ヒ
カ
イ
ト

（
personlichkeit）」
の
訳
語
と
し
て
の
「
人
格
」
が
神
学
お
よ
び
哲
学
用
語
と

し
て
登
場
し
た
。
す
な
わ
ち
、
神
の
「
人
格
」
と
い
う
使
い
方
と
、
お
そ
ら
く
カ

ン
ト
を
下
敷
き
に
し
た
道
徳
的
主
体
と
し
て
の
「
人
格
」
で
あ
る(

)。
つ
ま
り
、
一

17

八
九
〇
年
代
に
、
神
学
用
語
、
心
理
学
用
語
、
哲
学
用
語
と
し
て
の
「
人
格
」
の

使
用
が
ほ
ぼ
同
時
に
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
と
の
言
葉
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

入
っ
て
き
た
personality
と
ド
イ
ツ
か
ら
入
っ
て
き
た
personlichkeitで

あ
っ
た
（
紹
介
者
の
主
た
る
留
学
先
で
決
ま
っ
た
よ
う
だ
）。

二
〇
世
紀
初
頭
、
日
本
で
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
を
中
心
に
「
人
格
主
義
」
と
い
う

言
葉
が
国
家
主
義
に
対
置
し
て
使
わ
れ
た
こ
と
を
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ

う
。
和
田
守
に
よ
れ
ば
、
日
本
は
、
日
露
戦
争
を
経
て
列
強
の
一
員
と
な
り
、
一

八
八
〇
年
代
末
以
来
の
国
家
主
義
に
対
す
る
民
衆
の
反
発
と
権
利
の
要
求
が
高
ま

り
、
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
潮
流
を
作
り
だ
し
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程

で
、キ
リ
ス
ト
教
徒
の
木
下
尚
江
は
、「
人
間
に
取
て
際
貴
重
な
も
の
は
叛
逆
心
だ
。

叛
逆
心
の
大
小
に
依
て
人
格
の
大
小
を
区
別
す
る
の
で
あ
る（
傍
線
は
筆
者
）」（
一

九
〇
五
年
）
と
書
い
て
、「
良
心
(conscience)」
の
問
題
と
結
び
つ
く
、
神
学
的

用
法
と
し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
＝
人
格
を
用
い
た
。
ま
た
、
海
老
名
弾
正
主
催

の
『
新
人
』
誌
上
で
は
、
一
九
一
二
年
に
「
人
格
主
義
」
す
な
わ
ち
個
人
の
尊
厳

と
自
由
を
大
切
に
す
る
と
い
う
方
針
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
社
会
に
立
ち
向
か
う

べ
き
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た
と
い
う(

)。
18

一
九
世
紀
末
に
日
本
語
の
な
か
に
登
場
し
た
「
人
格
」
は
、
こ
の
よ
う
に
「
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
」と
い
う
言
葉
の
持
つ
い
く
つ
か
の
用
法
を
そ
の
ま
ま
抱
え
込
ん
だ
。

し
か
も
、
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
、
一
九
世
紀
の
英
米
で
多
用
さ

れ
た
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
、
次
第
に
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
に
置
き
換
わ
っ
て
、

消
費
社
会
に
お
け
る
「
人
の
特
性
」
を
言
い
表
す
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
頃
、
日
本
で
は
、「
人
格
」
が
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
訳
語
「
品
行
」

の
意
味
で
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
渡
戸
稲
造
に
そ
の
典
型
を
見
る
。

20世紀知識人の教養と学問
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新
渡
戸
稲
造
と
「
人
格
」

「
人
格
」
は
、
新
渡
戸
稲
造
に
と
っ
て
キ
ー
概
念
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
か
は
あ
ま
り
検

討
さ
れ
て
い
な
い
。
新
渡
戸
は
「
人
格
」
に
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
と
ル
ビ
を
ふ
っ

た
り
、「
ペ
ル
ソ
ン
ニ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
言
い
換
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
っ
た(

)。
ク
リ

19

ス
チ
ャ
ン
で
も
あ
っ
た
新
渡
戸
の
頭
の
中
に
は
、「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と

し
て
の
「
人
格
」

―
人
間
と
し
て
の
特
性
と
い
う
意
味

―
が
ま
ず
あ
っ
た
こ

と
は
疑
い
な
い
。
実
際
、
鈴
木
範
久
編
『
新
渡
戸
稲
造
論
集
』（
以
下
、『
論
集
』

と
表
記
）
を
試
み
に
概
観
し
て
み
る
と
、「
人
格
を
認
知
せ
ざ
る
国
民
」（
一
九
一

三
年
）、「
人
本
位
の
教
育
」（
一
九
一
四
年
）、「
人
格
の
意
義
」（
一
九
三
四
年
）

と
い
っ
た
説
話
や
エ
ッ
セ
ー
に
お
い
て
は
、「
人
格
」
を
明
確
に
こ
の
意
味
で
使
っ

て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
人
本
位
の
教
育
」
に
「
娘
で
あ
れ
、
母
で
あ
れ
、
妻
で
あ

れ
、
何
で
あ
れ
、
一
個
人
格
と
し
て
の
道
を
踏
め
と
教
え
た
ら
そ
れ
で
よ
か
り
そ

う
な
も
の
だ
の
に
、
人
間
と
い
う
方
に
は
重
き
は
置
か
ず
に
、
女
房
に
な
っ
た
ら

ば
や
れ
、
…
…
と
い
う
の
で
娘
で
あ
っ
た
時
に
は
構
わ
ぬ
と
い
う
よ
う
な
誤
解
を

生
じ
や
せ
ぬ
か
。
ど
う
し
て
か
く
の
如
く
に
我
国
で
は
教
育
す
る
に
人
格
即
ち
ペ

ル
ソ
ン
ニ
ヒ
カ
イ
ト
を
無
視
す
る
の
で
あ
ろ
う(

)」
と
あ
る
の
が
典
型
的
で
あ
る
。

20

し
か
し
、「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
訳
語
と
し
て
使
っ
て
い
る
例
も
決

し
て
少
な
く
な
い
。『
論
集
』
収
録
の
「
人
格
の
養
成
」（
一
九
〇
五
年
）、「
我
が

教
育
の
欠
陥
」（
一
九
〇
七
年
）、「
教
育
の
目
的
」（
一
九
〇
七
年
）、「
教
育
の
最

大
目
的
」（
一
九
一
一
年
）
な
ど
が
そ
の
例
で
あ
る
。
一
例
を
引
く
な
ら
、「
人
格

の
養
成
」
に
、「
如
何
な
る
困
難
に
遭
っ
て
も
逃
げ
な
い
で
か
え
ッ
て
自
分
の
人
格

を
養
う
一
ツ
の
道
具
と
し
て
行
く
、
即
ち
英
文
学
を
利
用
し
て
人
格
を
高
め
る
、

と
い
う
こ
と
に
心
を
用
い
ら
れ
ん
こ
と
を
切
に
希
望
し
て
お
り
ま
す
。
…
…(

)」
と

21

あ
る
。

新
渡
戸
は
、若
い
こ
ろ
か
ら
ト
ー
マ
ス
・
カ
ー
ラ
イ
ル
に
心
酔
し
、『
衣
服
哲
学
』

を
繰
り
返
し
読
ん
だ
と
い
う
。
カ
ー
ラ
イ
ル
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
唱
道
者
と

し
て
知
ら
れ
、『
衣
装
哲
学
』
の
原
文
デ
ィ
ジ
タ
ル
版
を
検
索
す
る
と
、
そ
の
中
に

character
が
四
一
回
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ち
な
み
に
、

personality
の
使
用
は
二
回
で
あ
る
。『
英
雄
崇
拝
論
』
を
同
じ
よ
う
に
調
べ
る

と
、
characterは
五
一
回
使
わ
れ
、
personality
の
使
用
は
な
い(

)。
つ
ま
り
、

22

新
渡
戸
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に
深
く
馴
染
ん
で
い
た
。
実
際
、「
我
が
教
育
の
欠

陥
」
に
お
い
て
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
訳
語
を
「
品
性
」
と
し
な
が
ら
、
後
で

こ
れ
を
「
人
格
」
に
置
き
換
え
て
語
っ
て
い
る
。

「
英
国
哲
学
及
び
英
国
文
学
が
、
大
陸
ま
た
は
亜
細
亜
の
科
学
哲
学
に
優
れ

る
も
の
あ
り
と
す
れ
ば
、
則
ち
こ
の
知
識
顕
昭
の
裏
面
に
は
深
因
の
存
す
る

も
の
あ
る
が
故
な
り
。
そ
の
減
は
こ
れ
を
一
言
に
し
て
挙
ぐ
る
を
得
べ
し
。

曰
く
品
性
（
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
な
り
と
。
…
…
吾
人
は
近
く
文
相
が
訓
示
し

て
、
人
格
を
作
る
を
以
て
、
我
が
教
育
策
の
大
主
旨
と
な
す
べ
し
と
い
え
る

を
聞
く
。
こ
の
思
想
が
将
来
、
何
程
に
発
展
し
、
幾
ば
く
の
実
行
を
も
た
ら

し
来
る
や
、
吾
人
は
皿
大
の
眼
を
張
り
て
こ
れ
を
注
視
せ
ん
と
す(

)」（
傍
線
は

23

筆
者
）

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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あ
く
ま
で
『
論
集
』
に
掲
載
さ
れ
た
新
渡
戸
の
演
説
・
エ
ッ
セ
ー
に
限
っ
て
み

る
と
―
―
将
来
的
に
は
、
よ
り
多
く
の
新
渡
戸
の
論
に
つ
い
て
包
括
的
に
検
証
す

る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
―
―
新
渡
戸
は
明
治
期
に
お
い
て
は
む
し
ろ
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
の
意
味
で
「
人
格
」
を
使
い
、
神
学
的
・
哲
学
的
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
「
人
格
」
を
語
り
出
す
の
は
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
の

よ
う
に
見
え
る
。
つ
ま
り
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
国
家
主
義
に
対
し
て
「
人
格

主
義
」
が
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
間
で
使
用
さ
れ
た
こ
ろ
、
新
渡
戸
も
ま
た
「
人
格
」

を
神
学
的
・
哲
学
的
意
味
で
の
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
訳
語
と
し
て
意
識
的
に

用
い
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
り
、
国
際
連
盟
事
務
局
で

の
経
験
を
積
ん
だ
新
渡
戸
の
国
際
主
義
が
、
再
び
強
ま
る
国
家
主
義
と
相
容
れ
な

く
な
る
な
か
で
は
、
新
渡
戸
の
「
人
格
」
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
よ
う
だ
。

一
九
二
九
年
の
太
平
洋
問
題
京
都
会
議
「
開
会
の
辞
」
で
は
、「
国
家
に
も
ま
た
良

心
が
あ
る
」
と
述
べ
て
、
カ
ン
ト
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
国
家
に
ま
で
適
用
し
た

の
は
、
新
渡
戸
の
日
本
へ
の
願
い
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か(

)。
24

新
渡
戸
の「
人
格
」は
こ
の
よ
う
に「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」と「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
混
在
と
大
正
期
以
降
の
前
者
か
ら
後
者
へ
の
シ
フ
ト
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
表
面
的
に
は
、
英
語
の
character
が
personality
に
置
き
換

わ
っ
て
い
く
の
と
時
期
的
に
重
な
っ
て
い
る
が
、
新
渡
戸
は
基
本
的
に
person-

ality
を
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
す
る
よ
う
な
新
し
い
意
味
で
使
っ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
、
聖
書
や
カ
ン
ト
的
な
い
わ
ば
古
典
的
意
味
合
い
で
用
い
て
い
る
。

今
一
つ
の
特
徴
は
、
新
渡
戸
の
「
人
格
」
が
男
女
別
な
く
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
論
集
』
を
見
る
限
り
、
新
渡
戸
は
女
性
に
対
し
て
「
人

格
」
を
語
る
こ
と
が
多
い
。「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
意
味
で
「
人
格
」
を
使
う
際
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
区
別
が
な
い
の
は
、
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
先
に
中
村
正
直

と
ス
マ
イ
ル
ズ
に
関
連
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
基
本
的
に
は

男
性
に
適
用
さ
れ
、
女
性
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
男
」
を
育
て
支
え
る
役
目

を
付
与
さ
れ
、
意
味
づ
け
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
渡
戸
に
は
こ
の
区
別
が
あ
ま

り
な
い
。
上
に
挙
げ
た
「
人
格
の
養
成
」
は
女
性
相
手
の
演
説
で
あ
る
。「
人
格
を

養
う
と
い
う
こ
と
」
を
女
性
に
勧
め
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、「
か
ね
が
ね
学
校
で

学
ば
れ
た
英
文
学
に
あ
る
と
こ
ろ
の
高
尚
な
思
想
を
覚
え
て
お
く
」
こ
と
で
あ
っ

た
。
新
渡
戸
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
「
人
格
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
命

じ
る
律
法
と
か
、
儒
教
道
徳
と
か
、
国
家
の
定
め
る
道
徳
（
教
育
勅
語
は
そ
の
典

型
例
）
で
は
な
く
、
幅
広
い
、
い
わ
ゆ
る
「
教
養
」
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
よ
う
だ
。
新
渡
戸
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
般
的
な
（
キ
リ
ス

ト
教
徒
で
な
い
）
日
本
の
聴
衆
や
読
者
を
意
識
し
た
と
き
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
を

普
遍
的
価
値
と
し
て
語
る
こ
と
に
は
慎
重
で
あ
っ
た
。

私
は
少
し
前
に
書
い
た
論
文
で
、
新
渡
戸
が
初
代
学
長
を
務
め
た
東
京
女
子
大

学
に
ど
の
よ
う
な
教
育
目
的
を
持
っ
て
い
た
か
を
、
通
常
あ
ま
り
注
目
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
と
い
う
概
念
に
焦
点
を
当
て
て
分
析
し
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
と
き
は
あ
ま
り
注
目
し
な
か
っ
た
が
、
今
改
め
て
『
論
集
』
収
録

の
「
新
女
子
大
学
の
創
立
に
当
っ
て
」
を
読
む
と
、
新
渡
戸
が
「
僕
は
決
し
て
我

が
国
の
教
育
当
事
者
が
女
子
教
育
に
冷
か
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
…
…
然
る
に

一
般
社
会
の
思
潮
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
甚
だ
幼
稚
で
あ
る
。
…
…
中
流
以
上

の
社
会
に
於
て
も
、女
子
の
人
格
を
十
分
認
め
て
お
ら
な
い
」と
、「
人
格
」を
パ
ー

20世紀知識人の教養と学問
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ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
意
味
で
使
い
、女
性
の
個
人
と
し
て
の
尊
厳
を
認
め
る
教
育
を「
宣

教
師
の
女
子
教
育
」
に
見
習
っ
て
東
京
女
子
大
学
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る(

)。
25

一
方
で
、
同
じ
文
章
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
強
要
し
な
い
と
断
り
つ
つ
、「
基

督
を
根
本
と
し
た
る
女
徳
」を
涵
養
す
る
こ
と
を
こ
の
大
学
の
第
一
の
目
標
と
し
、

特
に
人
文
科
で
は
、「
高
等
な
る
常
識
」
を
養
い
、「
交
際
場
裡
に
活
動
す
る
婦
人
」

を
養
成
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
別
の
発
言
で
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
の

養
成
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
に
あ
た
る
。「
人
格
の
養
成
」
と
い
っ
た
表
現
は

使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
で
新
渡
戸
が
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
女
性
」
を
想

い
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
先
に
、
ス
マ
イ
ル
ズ
の
『
自
助
論
』
で

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
も
つ
男
」
の
大
活
躍
が
、
し
ば
し
ば
植
民
地
を
舞
台
と
す
る

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
新
渡
戸
が
「
高
等
な
る
奥
様
方
」
＝
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

も
つ
女
性
」
の
到
来
を
望
ん
だ
の
は
、
植
民
地
を
保
有
し
、
西
洋
列
強
に
互
す
る

帝
国
と
し
て
の
日
本
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た(

)。
26

以
上
、
新
渡
戸
稲
造
が
「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

の
両
方
の
意
味
で
使
っ
て
い
た
こ
と
を
検
証
し
て
み
た
が
、
新
渡
戸
の
「
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
」
＝
「
人
格
」
に
、
サ
ス
マ
ン
の
言
う
消
費
社
会
に
適
合
的
な
「
セ
ル

フ
」
の
反
映
は
全
く
見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
一
八
六
一
年
生
ま
れ
の
新
渡
戸

は
、
基
本
的
に
一
九
世
紀
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
時
代
」
に
属
し
て
い
た
と
思
う
。

む
し
ろ
、
消
費
社
会
は
、
新
渡
戸
よ
り
若
い
世
代
に
と
っ
て
無
視
で
き
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
た
と
え
ば
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
中
心
的
イ

デ
オ
ロ
ー
グ
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
吉
野
作
造
で
あ
る
。
一
八
七
八
年
生
ま
れ
の
吉

野
は
新
渡
戸
の
直
接
の
弟
子
で
は
な
い
が
、
新
渡
戸
が
一
高
の
校
長
を
勤
め
な
が

ら
、
東
京
帝
大
法
科
大
学
教
授
を
兼
任
し
は
じ
め
た
一
九
〇
九
年
に
、
吉
野
も
同

じ
法
科
大
学
の
助
教
授
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
人
は
一
時
同
僚
で
あ
っ
た
。
世

代
的
に
は
、
吉
野
は
、
新
渡
戸
の
札
幌
時
代
の
弟
子
た
ち
と
同
じ
で
あ
る
。

今
、
吉
野
を
一
次
資
料
か
ら
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
和
田
守
の
紹
介
に

依
拠
す
る
と
、
吉
野
も
「
人
格
」
を
使
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
国
家
が
国
民
を

一
元
的
に
統
制
す
る
の
で
は
な
く
、
人
々
の
「
人
格
的
な
道
徳
的
な
方
面
に
統
括

原
理
を
認
め
」
よ
う
と
書
い
た
。
こ
こ
で
は
、「
人
格
」
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
に

近
い
意
味
で
使
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
野
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
本

質
は
人
格
主
義
で
あ
る
と
云
ひ
た
い
」
と
言
う
と
き
、
そ
の
人
格
は
「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
」
を
反
映
し
て
、
道
徳
的
に
律
せ
ら
れ
た
個
人
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
持
ち
、

か
つ
、
個
人
・
人
間
の
尊
重
＝
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
意
味
も
重
ね
ら
れ
て
い

る(
)。

つ
ま
り
、吉
野
の「
人
格
」に
は
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」と「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」

27の
両
方
の
意
味
が
流
れ
込
ん
で
い
る
。
吉
野
が
「
人
格
」
を
使
う
と
き
、「
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
と
「
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
」
の
分
別
は
意
識
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
も
あ

る
。吉

野
が
「
人
格
」
の
形
容
詞
と
し
て
サ
ス
マ
ン
の
指
摘
す
る
fascinating、

stunning、
attractive、
m
agnetic、
glow
ing、
m
asterful、
creative、

dom
inant、
forcefulと
い
っ
た
言
葉
を
使
っ
た
か
ど
う
か
、
現
時
点
で
不
明
だ

が
、
た
だ
、「
人
格
」
を
作
り
、
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
生
活
の
充
実
、
豊

か
さ
が
い
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。「
人
格
」
の
源
泉
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
吉
野

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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に
と
っ
て
も
と
も
と
は
神
と
の
対
峙
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
神
は
部
分
的
に
「
豊

か
さ
」
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
そ
の
よ
う
な
発
言
を
今
資
料
か

ら
取
り
出
し
て
示
す
準
備
は
な
い
の
だ
が
、
そ
う
推
測
す
る
の
は
、
吉
野
作
造
が
、

新
渡
戸
の
札
幌
時
代
の
弟
子
で
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
森
本
厚
吉
主
導
の
文
化
生
活
運

動
に
有
島
武
郎
と
と
も
に
積
極
的
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
で
あ
る
。
森
本
は
消
費

経
済
の
専
門
家
で
、
い
か
に
す
れ
ば
、
個
人
が
賢
く
消
費
し
、
合
理
的
に
、
豊
か

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
方
策
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
吉
野
は
、

そ
の
関
心
を
共
有
し
、
伊
豆
の
韮
山
に
別
荘
地
を
開
き
、
理
想
の
住
宅
を
建
て
た

（
一
九
二
二
年
完
成(

)）。
そ
れ
は
、
個
人
＝
「
人
格
」
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
合
理

28

的
か
つ
豊
か
な「
文
化
生
活
」の
見
本
を
提
示
し
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ

た
か
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
は
試
論
で
あ
り
、
吉
野
や
森
本
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す

る
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

注

（
１
)『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
』
九
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）。

（
２
)
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
つ
い
て
は
、
大
木
英
夫
『
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
―
―
近
代
化
の
精
神
構
造
』

中
央
公
論
社
、
一
九
六
八
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番
号
0184578）。

（
３
)
以
上
は
、
小
檜
山
ル
イ
「
女
性
と
政
教
分
離
」
大
西
直
樹
・
千
葉
眞
編
『
歴
史
の
な
か
の

政
教
分
離
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
六
年
、
二
一
一
―
二
一
四
頁
を
参
照
。
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
に
つ
い
て
は
、
森
本
あ
ん
り
「
ロ
ジ
ャ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
に
見
る
政
教
分
離

論
の
相
克
」
同
上
、
四
五
―
七
一
頁
。

（
４
)
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
子
供
の
意
志
を
挫
く
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、Christine

Leigh
H
eyrm

an,“
Religion,W

om
en,and

theFam
ily

in
Early

A
m
erica,”

http:
//nationalhum

anitiescenter.
org/tserve/eighteen/ekeyinfo/erelw

om
.
htm

accessed
on

N
ov.23,2014.

（
５
)
た
と
え
ば
、https://w

w
w
.nps.gov/revw

ar/about_the_revolution/religion.

お
よ
び
、

htm
l

https://w
w
w
.loc.gov/exhibits/religion/rel03.htm

laccessed
on

Jan.28,2017.

（
６
)N

athan
O
.
H
atch,

T
he

D
em

ocratization
of

A
m

erican
Christianity

(N
ew

H
aven

&
London:Y

ale
U
niversity

Press,1989),20.

（
７
)
以
上
の
議
論
の
詳
細
は
、
小
檜
山
、
二
一
五
―
二
三
二
頁
を
参
照
。

（
８
)W

arren
I.

Susm
an,

Culture
as

H
istory

(W
ashington

and
London:

Sm
ithsonian

Institution
Press,2003),273̶

274.

（
９
)
こ
こ
で
参
照
し
た
の
は
、Sam

uel
Sm

iles,Self
H
elp

http://files.libertyfund.
org/files/297/Sm

iles_0379.pdfaccessed
on

N
ov.23,2014.

（

)
こ
こ
で
参
照
し
た
の
は
、

10

Sam
uelSm

iles,Character
http://w

w
w
.gutenberg.

org/files/2541/2541-h/2541-h.htm
accessed

on
N
ov.23,2014.

（

)
11

Susm
an,274-278.

（

)
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ
（
中
村
正
直
訳
）『
西
国
立
志
編
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、

12

三
九
頁
。

（

)
イ
ギ
リ
ス
か
ら
帰
国
直
後
の
一
八
六
八
年
に
中
村
正
直
は
「
敬
天
愛
人
説
」
を
書
き
、
キ

13

リ
ス
ト
教
の
影
響
を
表
現
し
た
。
大
久
保
利
謙
編
『
明
治
啓
蒙
思
想
集
』
筑
摩
書
房
、
一

九
六
七
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番
号
0184653）
を
参
照
。

（

)
以
上
、
中
村
の
一
八
七
〇
年
代
の
キ
リ
ス
ト
教
経
験
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
は
、
小
檜
山

14

ル
イ
「
佐
々
城
豊
寿
と
そ
の
時
代

３
」『
キ
リ
ス
ト
教
文
化
』（
二
〇
一
四
年
春
）、
一
六

二
―
一
七
四
頁
を
参
照
。
ミ
ル
の
『
女
性
の
隷
属
』
は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
（
大
内
兵
衛
・

節
子
訳
）『
女
性
の
解
放
』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番
号

0188878、
0197513）
を
参
照
。

（

)
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
（
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
：
登
録
番

15

号
0182966）、
巻
末
年
表
よ
り
。

（

)
中
村
正
直
「
古
今
東
西
一
致
道
徳
の
説
」（
一
八
八
九
年
四
月
一
四
日
）
大
久
保
利
謙
編

16

『
明
治
啓
蒙
思
想
集

３
』
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
年
、
三
二
六
―
三
三
三
頁
。
引
用
は

三
三
一
頁
。
た
だ
し
、
漢
字
は
現
代
当
用
使
い
に
改
め
た
。

20世紀知識人の教養と学問
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（

)
佐
古
純
一
郎『
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
人
格
観
念
の
成
立
』朝
文
社
、一
九
九
五
年
、

17

一
七
―
一
九
、
五
七
―
六
四
頁
。
な
お
、
井
上
哲
次
郎
は
、
personality
の
訳
語
と
し
て

「
人
格
」
を
考
え
た
の
は
自
分
だ
と
し
て
い
る
そ
う
だ
が
（
佐
古
、
一
三
―
一
四
頁
）、
こ

こ
で
は
誰
が
最
初
に
「
人
格
」
と
い
う
言
葉
を
考
え
つ
い
た
の
か
、
と
い
う
問
題
は
考
慮

し
な
い
こ
と
に
す
る
。

（

)
和
田
守
編
著
『
日
米
に
お
け
る
政
教
分
離
と
「
良
心
の
自
由
」』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

18

一
四
年
、
一
九
一
―
一
九
二
頁
。
木
下
の
引
用
は
『
毎
日
新
聞
』（
一
九
〇
五
年
七
月
二

四
日
）。
和
田
一
八
九
頁
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。

（

)
鈴
木
範
久
編
『
新
渡
戸
稲
造
論
集
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
八
六
頁
に
「
ペ
ル
ソ
ン

19

ニ
ヒ
カ
イ
ト
」
と
言
い
換
え
た
例
が
あ
る
。
森
戸
辰
男
に
よ
る
一
高
校
長
時
代
の
新
渡

戸
に
つ
い
て
の
追
想
で
は
、
一
高
で
新
渡
戸
は
人
格
・
教
養
・
社
交
性
を
強
調
し
た
と
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
カ
ル
チ
ュ
ア
、
ソ
シ
ア
リ
テ
ィ
と
ル
ビ
を
振
っ
て

い
る
（
松
隈
俊
子
『
新
渡
戸
稲
造
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
二
一
〇
頁
）。
新
渡
戸

が
そ
の
よ
う
に
解
説
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

)
同
上
。

20
（

)
同
上
、
一
一
七
頁
。

21
（

)
22

T
hom

as
Carlyle,

Sartor
R
esartus:

T
he

Life
and

O
pinions

of
H
err

T
eufelsdröckh

http://w
w
w
.gutenberg.org/ebooks/1051?

m
sg=w

elcom
e_

stranger
accessed

on
N
ov.21,2014;T

hom
as

Carlyle,O
n

H
eroes,

H
ero-

W
orship,

and
the

H
eroic

in
H
istory

http:
//w

w
w
.

gutenberg.
org/ebooks/1091?m

sg=w
elcom

e_stranger
accessed

on
N
ov.21,2014.

（

)
鈴
木
、
一
六
―
一
七
頁
。

23
（

)
同
上
、
三
〇
六
頁
。
な
お
、
社
会
的
福
音
の
代
表
的
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
で
あ
る
ジ
ョ
サ
イ

24

ア
・
ス
ト
ロ
ン
グ
は
、
一
八
九
三
年
の
著
作
T
heN
ew
E
ra
の
中
で
、「
社
会
組
織
の
良

心
」
に
教
会
の
「
不
断
の
影
響
力
」
を
及
ぼ
す
こ
と
で
、
政
府
を
含
む
す
べ
て
の
社
会
的

組
織
、
構
造
を
キ
リ
ス
ト
教
化
す
る
と
い
う
、
社
会
的
福
音
の
「
神
の
国
」
の
教
義
を
展

開
し
て
い
る
と
い
う
（W

endy
J.D

eichm
ann

Edw
ardsand

CarolyneD
eSw

arte
Gifford,G

enderand
theSocialG

ospel(U
rbana

and
Chicago:U

niv.ofIllinois

）。「
良
心
」
を
社
会
や
国
家
に
適
用
す
る
の
は
、
社
会
的
福
音
運
動
に

Press,2003):40

特
徴
的
な
発
想
で
あ
り
、
日
本
で
は
、
賀
川
豊
彦
等
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
新
渡
戸
は
時
流
に
乗
る
言
葉
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
る
使
う
能
力
が
あ
っ
た
。

「
武
士
道
」
も
そ
の
一
例
。

（

)
同
上
、
一
〇
〇
頁
。

25
（

)
小
檜
山
ル
イ
「
新
渡
戸
稲
造
と
「高
等
な
る
奥
様
方
」」『
東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究

26

所
紀
要
』
第
七
三
巻
（
二
〇
一
二
年
一
月
）、
一
―
二
一
頁
。

（

)
吉
野
の
言
葉
は
、
和
田
、
二
〇
三
頁
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。

27
（

)
森
本
厚
吉
に
つ
い
て
は
、
森
本
厚
吉
伝
刊
行
会
編
『
森
本
厚
吉
』
河
出
書
房
、
一
九
五
六

28

年
。
韮
山
別
荘
団
に
つ
い
て
は
、
田
澤
晴
子
『
吉
野
作
造
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇

六
年
、
一
七
二
―
一
七
五
頁
。
筆
者
は
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
三
回
研
究
会

（
二
〇
一
三
年
四
月
二
六
日
）
で
「
「知
識
人
」と
「家
庭
」問
題
̶
̶
文
化
生
活
運
動
を
ヒ

ン
ト
と
し
て
」
と
い
う
発
表
を
行
っ
て
、
森
本
、
吉
野
、
有
島
の
「
文
化
生
活
」
へ
の
関

わ
り
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
、
ま
だ
試
行
錯
誤
中
の

研
究
課
題
で
あ
る
。

「人格」という概念（小檜山ルイ）
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丸
山
眞
男
と
ア
メ
リ
カ
文
化
の
交
錯

油

井

大
三
郎

Ⅰ

は
じ
め
に

丸
山
眞
男
の
人
と
思
想
に
つ
い
て
は
、
没
後
た
く
さ
ん
の
本
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
な
か
に
は
、
丸
山
思
想
は
、
日
本
が
貧
し
く
、
軍
国
主
義
の
復
活
が
危

惧
さ
れ
た
時
代
の
思
想
で
あ
っ
て
、
豊
か
な
日
本
に
な
っ
て
か
ら
は
あ
ま
り
有
効

で
は
な
い
と
い
う
主
張
も
出
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
六
〇
年
代
末
に
大
学
紛
争
が

あ
っ
て
、
丸
山
が
そ
こ
で
全
共
闘
系
の
学
生
か
ら
糾
弾
を
受
け
た
こ
と
を
根
拠
と

し
て
、
丸
山
の
よ
う
な
「
啓
蒙
的
知
識
人
」
の
役
割
は
終
わ
っ
た
と
い
う
解
釈
も

で
て
い
た
。
し
か
し
、
現
在
の
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
問
題
と
か
憲
法
改
悪
の
問

題
な
ど
を
考
え
る
と
、
丸
山
の
遺
言
は
む
し
ろ
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
活
か
さ
れ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
丸
山
思
想
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
と
略
記
）
の
文

化
と
の
関
係
を
論
じ
る
場
合
、
丸
山
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
、
マ
ル
ク
ス
、
マ
ン
ハ
イ
ム

と
い
っ
た
ド
イ
ツ
の
思
想
を
基
軸
と
し
て
日
本
の
政
治
思
想
を
鋭
く
切
っ
た
思
想

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
関
わ
り
は
比
較
的
は
っ
き
り
し

て
い
な
い
面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
文
化
と

の
関
わ
り
で
は
、
三
つ
の
手
掛
か
り
が
あ
る
と
思
う
。
第
一
は
、
終
戦
直
後
に
で

た
『
思
想
の
科
学
』
と
い
う
雑
誌
と
の
関
連
で
あ
る
。
こ
の
雑
誌
の
中
心
に
い
た

鶴
見
俊
輔
、
鶴
見
和
子
、
都
留
重
人
と
い
っ
た
人
々
は
ア
メ
リ
カ
留
学
が
長
い
知

米
派
の
知
識
人
で
、
か
れ
ら
が
中
心
に
な
っ
て
創
っ
た
雑
誌
が
『
思
想
の
科
学
』

だ
っ
た
が
、
丸
山
は
最
初
か
ら
そ
こ
に
参
加
し
て
い
た
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
知

米
派
知
識
人
と
の
交
流
の
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
と

い
う
面
が
あ
っ
た
。

第
二
は
、
戦
後
、
日
本
は
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し
た
占
領
軍
に
占
領
さ
れ
た
結

果
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
が
大
量
に
日
本
に
流
入
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
う
ち

の
一
つ
が
ア
メ
リ
カ
流
の
近
代
政
治
学
だ
っ
た
。
こ
の
近
代
政
治
学
と
丸
山
の
出

会
い
が
第
二
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え
る
。

第
三
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
前
半
期
に
「
近
代
化
論
」
と
い
う
、
こ
れ
も
ア
メ

リ
カ
発
の
近
代
史
理
解
の
モ
デ
ル
と
の
関
係
だ
っ
た
。
こ
の
理
論
で
は
、
明
治
維

新
以
降
、急
速
に
工
業
化
に
成
功
し
た
日
本
を
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

発
展
途
上
国
の
近
代
化
に
役
立
て
た
い
と
い
う
発
想
が
強
か
っ
た
。
一
九
六
〇
年

の
安
保
改
定
の
直
後
ぐ
ら
い
に
箱
根
で
国
際
会
議
が
あ
っ
て
、
日
本
側
と
ア
メ
リ

カ
側
が
議
論
し
た
が
、
そ
こ
に
丸
山
も
出
席
し
て
い
た
。
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つ
ま
り
、
丸
山
と
ア
メ
リ
カ
文
化
と
の
関
係
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
第
一
に
、

『
思
想
の
科
学
』
を
中
心
と
し
た
知
米
派
知
識
人
と
の
交
流
の
問
題
、
第
二
に
、

近
代
政
治
学
と
の
出
会
い
、
第
三
に
、「
近
代
化
論
」
の
受
け
と
め
方
が
手
が
か
り

に
な
る
と
考
え
る
。

Ⅱ

戦
前
の
丸
山
眞
男
と
ア
メ
リ
カ
文
化

丸
山
眞
男
の
父
、
丸
山
幹
治
は
、
ア
メ
リ
カ
に
駐
在
し
た
こ
と
も
あ
る
知
米
派

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
、
父
親
の
影
響
も
あ
っ
た
し
、
父
親
の
友
人
で

あ
っ
た
長
谷
川
如
是
閑
も
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て
は
ず
い
ぶ
ん
詳
し
い
人
物
だ
っ
た

の
で
、
そ
う
い
う
人
物
か
ら
の
影
響
で
丸
山
は
、
戦
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
つ
い
て

の
文
化
的
関
心
は
も
っ
て
い
た
。
同
時
に
、
丸
山
は
ド
イ
ツ
語
を
中
心
に
外
国
語

を
学
ん
だ
よ
う
だ
が
、
英
語
も
得
意
で
、
英
語
で
詩
を
書
い
た
り
し
て
い
た
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
の
映
画
も
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
の
で
、
戦
前
か
ら
ア
メ
リ
カ
的

な
文
化
に
対
す
る
関
心
は
持
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
そ
れ
で
も
学
問
的
に
は
何
と

い
っ
て
も
ド
イ
ツ
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
丸
山
は
、
一
九
三
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
の
法
学
部
の
助
手
に
採
用

さ
れ
た
と
き
に
、
友
人
か
ら
お
祝
い
と
し
て
メ
リ
ア
ム
の
本
を
も
ら
っ
た
時
の
印

象
を
こ
う
書
い
て
い
る
。「
政
治
学
と
い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
政
治
で
な
く
、
ラ
ス

キ
や
な
ん
か
は
別
と
し
て
、
む
し
ろ
ド
イ
ツ
の
国
家
論
が
主
で
す
け
れ
ど
、
卒
業

ま
ぎ
わ
に
、助
手
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
、南
原
先
生
の
演
習
で
一
緒
だ
っ

た
友
だ
ち
に
、お
祝
い
と
い
う
こ
と
で
、メ
リ
ア
ム
の『
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
・
パ
ワ
ー
』

を
も
ら
い
ま
し
た
。
読
ん
だ
ら
難
し
く
て
、
変
な
言
葉
が
出
て
き
て
、
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
な
い
。
新
し
い
ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
と
い
う
の
は
、
ぼ
く
に
は
、
戦
前
の

も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
ね(１

)」
と
。
つ
ま
り
、

丸
山
は
、
戦
前
期
に
大
衆
文
化
的
な
レ
ベ
ル
で
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
関
心
は
持
っ
て

い
た
が
、
学
問
的
に
は
戦
後
か
ら
ア
メ
リ
カ
政
治
学
と
の
格
闘
が
始
ま
っ
た
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

Ⅲ
『
思
想
の
科
学
』
グ
ル
ー
プ
と
の
交
流

ア
メ
リ
カ
文
化
と
の
戦
後
の
最
初
の
出
会
い
は
、『
思
想
の
科
学
』
の
グ
ル
ー
プ

を
通
じ
て
だ
っ
た
と
思
う
。
鶴
見
俊
輔
は
、
戦
後
、
復
員
し
て
き
て
『
思
想
の
科

学
』
と
い
う
雑
誌
を
出
そ
う
と
い
う
相
談
を
丸
山
に
持
ち
か
け
た
。
そ
の
折
、
プ

ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
激
論
を
戦
わ
し
た
と
い
う(２

)。
そ
の
折
、
丸

山
は
鶴
見
の
主
張
が
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ミ
ー
ド
や
ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
本

を
図
書
館
か
ら
借
り
だ
し
、
読
ん
だ
と
い
う(３

)。
そ
う
し
た
違
い
が
あ
っ
て
も
、
丸

山
は
、
一
九
四
六
年
五
月
に
最
初
の
『
思
想
の
科
学
』
が
創
刊
さ
れ
た
当
初
か
ら

参
加
し
て
い
っ
た
。
と
く
に
『
思
想
の
科
学
』
は
刊
行
の
目
的
と
し
て
、「
思
索
と

実
践
分
野
へ
の
論
理
実
験
的
方
法
の
取
り
入
れ
」
と
か
、「
英
米
思
想
の
批
判
的
紹

介
」、「
読
者
と
執
筆
者
の
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
視
」
と
い
う
こ
と

を
挙
げ
て
い
た(４

)。

つ
ま
り
、『
思
想
の
科
学
』
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
在
野
の
人
々
の
生
活
の
な

か
か
ら
思
想
を
練
り
上
げ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
志
向
性
の
強
い
グ
ル
ー
プ
だ
っ
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た
。
こ
の
点
に
、
丸
山
も
共
感
し
て
い
た
よ
う
で
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。「
現
在
問

題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
―
例
え
ば
自
由
主
義
と
か
共
産
主
義
と

か
社
会
民
主
主
義
と
か
い
う
よ
う
な
―
は
思
想
と
し
て
い
ず
れ
も
舶
来
で
あ
り
、

日
本
人
が
自
ら
生
活
体
験
の
な
か
か
ら
生
み
出
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
民

主
主
義
が
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
、
所
謂
W
ay
ofLife
に
な
っ
て
い
る
の
と
ち

が
っ
て
、
日
本
人
の
日
常
生
活
様
式
と
、
こ
う
い
う
い
ろ
い
ろ
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
は
実
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど
無
媒
介
に
併
存
し
て
い
る
に
と
ど
ま
る
…
…
僕
は
少
な

く
も
政
治
的
判
断
に
お
い
て
高
度
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
た
い
。
だ
か
ら

い
か
な
る
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
せ
よ
、
政
治
的
＝
社
会
的
諸
勢
力
に
せ
よ
、

内
在
的
先
天
的
に
絶
対
真
理
を
容
認
せ
ず
、
そ
の
具
体
的
な
政
治
状
況
に
お
け
る

具
体
的
な
役
割
に
よ
っ
て
是
非
の
判
断
を
下
す
の
だ(５

)。」
と
。

つ
ま
り
、
丸
山
に
よ
る
と
、
日
本
で
は
自
由
主
義
に
し
て
も
社
会
主
義
に
し
て

も
、
み
ん
な
外
国
か
ら
の
輸
入
品
で
あ
り
、
日
本
人
が
自
ら
生
活
体
験
の
な
か
か

ら
生
み
出
し
て
行
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
点
を
一
つ
の
反
省
と
し
て
自
覚

し
、
日
本
人
の
生
活
の
な
か
か
ら
思
想
を
練
り
直
さ
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
戦
後
民

主
主
義
と
い
う
の
は
そ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
、丸
山
は
考
え
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

こ
の
発
想
は
、『
思
想
の
科
学
』
の
グ
ル
ー
プ
と
非
常
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
し
、
し
ば
し
ば
、
鶴
見
俊
輔
と
は
「
大
衆
文
化
」

と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
関
係
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て
論
争
も
し
た
の
で
、
評
価
の
対
立

も
あ
っ
た
が
、
生
活
の
な
か
か
ら
思
想
を
形
成
し
て
ゆ
く
と
い
う
考
え
方
で
は
両

者
は
一
致
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ⅳ

ア
メ
リ
カ
流
近
代
政
治
学
の
受
容
と
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
批
判

次
に
近
代
政
治
学
と
の
関
係
だ
が
、
一
九
四
六
年
五
月
の
雑
誌
『
世
界
』
に
「
超

国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
た
と
き
に
、
戦
前
の
軍
部
独

裁
的
な
体
制
の
精
神
構
造
を
分
析
し
た
と
い
う
点
に
丸
山
の
新
し
さ
が
あ
り
、
マ

ス
コ
ミ
も
そ
こ
に
注
目
し
た
と
思
う
。
し
か
し
、
丸
山
は
、
こ
の
論
文
の
背
景
的

な
説
明
を
一
九
六
四
年
の
追
記
で
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ

の
政
治
学
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
…
…
こ
う
し
た
精
神
構
造
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
ひ
ど
く
新
鮮
な
も
の
に
映

じ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
う
い
う
角
度
で
分
析
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
、
私
は
「お

手
本
」が
な
か
っ
た
の
で
、（
ア
メ
リ
カ
の
社
会
心
理
学
や
政
治
学
の
象
徴
論
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
は
当
時
の
私
に
は
殆
ど
全
く
未
知
で
あ
っ
た
）
い
ろ
い
ろ

苦
労
し
て
あ
ま
り
ス
マ
ー
ト
で
な
い
表
現
や
範
疇
を
「鋳
造
」せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た(６
)。」

と
。

つ
ま
り
、
一
九
四
六
年
の
時
点
で
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
を
書
い
た

時
に
は
、
マ
ン
ハ
イ
ム
な
ど
の
文
化
社
会
学
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た
と
思
う
が
、

そ
れ
は
必
ず
し
も
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
影
響
で
あ
の
論
文
を
書
い
た
わ
け
で
は
な

い
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
九
年
の
一
〇
月
に
『
社
会
科
学
入
門
』
と
い
う

本
が
出
さ
れ
、
政
治
学
の
入
門
を
丸
山
が
書
い
て
い
る
が
、
四
九
年
の
時
点
で
は
、

ア
メ
リ
カ
の
政
治
学
と
い
う
の
は
テ
ク
ノ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
考
察
が
多
く
て
、
権

力
と
か
暴
力
の
側
面
と
い
う
の
は
非
常
に
軽
い
か
、
無
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
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と
で
、
む
し
ろ
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
い
た(７

)。

と
こ
ろ
が
こ
の
同
じ
本
が
一
九
五
六
年
に
出
た
時
、
こ
こ
で
も
丸
山
が
政
治
学

入
門
を
書
い
て
い
た
が
、
社
会
科
学
と
し
て
政
治
学
を
確
立
さ
せ
る
必
要
性
が
あ

る
点
を
強
調
し
、
イ
ー
ス
ト
ン
の

な
ど
を
詳
し
く
紹

PoliticalSystem
,1953.

介
し
て
い
た
。
近
代
政
治
学
の
行
動
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う
も
の
が
、
二

〇
世
紀
初
め
の
市
民
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
変
質
に
対
応
し
て
い
る
も
の
で
、「
古

典
的
民
主
政
の
ノ
ー
マ
ル
な
循
環
に
対
す
る
攪
乱
的
要
因
」
の
均
衡
条
件
を
探
求

す
る
も
の
だ
と
、
非
常
に
肯
定
的
な
紹
介
を
し
、
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
近

代
政
治
学
の
問
題
提
起
の
理
解
を
促
し
て
い
た(８

)。

こ
の
よ
う
に
一
九
四
九
年
か
ら
五
六
年
の
間
、
つ
ま
り
、
五
〇
年
代
の
前
半
期

に
丸
山
は
ア
メ
リ
カ
政
治
学
に
対
す
る
理
解
を
急
速
に
深
め
て
い
っ
た
と
い
え
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
、同
じ
時
期
の
ア
メ
リ
カ
で
は
、マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る「
赤

狩
り
」
が
吹
き
荒
れ
た
時
代
で
、
丸
山
も
親
し
く
し
て
い
た
Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン

と
い
う
日
本
近
代
史
の
研
究
者
で
か
つ
カ
ナ
ダ
の
外
交
官
で
あ
っ
た
人
物
が
、
ア

メ
リ
カ
議
会
の
「
赤
狩
り
」
の
標
的
に
な
り
、
一
九
五
七
年
四
月
に
外
交
官
と
し

て
エ
ジ
プ
ト
駐
在
中
に
自
殺
を
す
る
と
い
う
悲
劇
が
起
こ
っ
た
。
そ
れ
故
、
ア
メ

リ
カ
政
治
学
を
一
方
で
評
価
し
つ
つ
も
、
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
よ
う
な
現
象
が
発

生
す
る
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
は
厳
し
く
批
判
す
る
と
い
う
非
常
に
両
義
的
な
姿
勢

を
と
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
一
九
五
二
年
に
発
表
し
た
「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
諸
問
題
」
で
は
、
米
国

の
「
赤
狩
り
」
や
黒
人
排
斥
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
各
種
反
動
団
体
や
そ
れ
に

動
員
さ
れ
て
い
る
小
市
民
の
行
動
様
式
が
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
に
類
似
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
た
。
し
か
し
、興
味
深
い
の
は
、マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
の
よ
う
な「
赤

狩
り
」
が
起
こ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
体
制
全
体
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
な
る
か
と

い
う
問
い
に
対
し
て
、
組
織
労
働
な
ど
の
自
発
的
結
社
の
抵
抗
力
を
評
価
し
て
、

米
国
で
フ
ァ
シ
ズ
ム
が
体
制
化
す
る
可
能
性
に
対
し
て
は
否
定
的
な
見
解
を
述
べ

て
い
た
。
ま
た
、
一
九
五
四
年
に
発
表
し
た
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
軍
国
主
義
・

フ
ァ
シ
ズ
ム
」で
は
、戦
後
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
が「
国
際
的
反
革
命
の
総
本
山
と
な
っ

た
米
国
の
内
政
に
お
け
る
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
主
義
と
従
属
地
域
で
の
国
内
消
費
用
の

フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
関
連
と
し
て
把
握
す
る
視
点
を
出
し
つ
つ
も
、
有
効
な
抵
抗
手

段
と
し
て
、「
民
衆
の
あ
い
だ
に
自
発
的
な
・
・
・
小
集
団
が
形
成
さ
れ
、
相
互
間

に
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と(９

)」
を
重
視
し

て
、
そ
れ
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
対
す
る
抵
抗
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
指
摘
し
た
。

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
の
な
か
に
あ
る
、
あ
る
種
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
い
う
も

の
が
フ
ァ
シ
ズ
ム
化
を
防
ぐ
重
要
な
契
機
に
な
る
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
い
た
。

そ
れ
故
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
受
容
と
い
う
点
と
マ
ッ

カ
ー
シ
ズ
ム
批
判
と
い
う
、
両
義
的
な
ア
メ
リ
カ
像
と
い
う
も
の
を
丸
山
は
持
っ

て
い
た
と
思
う
。

Ⅴ

ア
メ
リ
カ
流
「
近
代
化
論
」
と
の
論
争

次
に
一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
、「
近
代
化
論
」
が
日
本
で
も
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
背
景
を
調
べ
る
と
、
大
変
興
味
深
い
事
実
が
発
見
で
き
る
。
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米
ソ
の
冷
戦
が
激
化
す
る
な
か
で
、
ア
メ
リ
カ
的
な
自
由
主
義
を
世
界
に
広
め
よ

う
と
、「
文
化
自
由
会
議
」
と
い
う
団
体
が
一
九
五
〇
年
に
シ
ド
ニ
ー
・
フ
ッ
ク
と

か
、
ア
ー
サ
ー
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
二
世
な
ど
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
。
そ
し
て

西
ベ
ル
リ
ン
に
行
っ
て
、「
自
由
の
尊
さ
」
を
宣
伝
し
た
後
、
一
九
五
一
年
に
イ
ン

ド
に
行
っ
た
が
、
当
時
、
ネ
ル
ー
指
導
の
イ
ン
ド
で
は
、
非
常
に
中
立
志
向
が
強

く
、
植
民
地
か
ら
離
脱
し
て
経
済
発
展
す
る
た
め
に
は
社
会
主
義
的
な
シ
ス
テ
ム

の
ほ
う
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
、
中
立
主
義
と
社
会
主
義
に
対
す
る
傾
斜
を
非
常

に
強
め
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
こ
で
欧
米
の
自
由
主
義
的
な
知
識
人
は
、

中
立
主
義
は
「
不
道
徳
的
」
だ
と
い
っ
て
非
難
し
た
が
、
イ
ン
ド
側
は
全
く
受
け

付
け
な
い
で
、
む
し
と
ア
メ
リ
カ
的
な
自
由
主
義
に
対
す
る
反
発
を
強
め
た
と
い

う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
な
ん
と
か
途
上
国
を
自
由
主

義
的
な
方
向
へ
発
展
さ
せ
る
途
を
示
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
た
。
こ
の
イ

ン
ド
・
シ
ョ
ッ
ク
が
大
変
大
き
く
作
用
し
て
、「
近
代
化
論
」
の
開
発
が
始
ま
る
わ

け
だ
っ
た(

)。
10

も
う
一
つ
の
契
機
は
、
ロ
シ
ア
研
究
だ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
や
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
ロ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
が
発
足
し
て
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
革
命
で
は
な
い

発
展
の
道
の
探
究
が
始
ま
っ
た
。
資
本
主
義
的
な
ロ
シ
ア
の
発
展
の
可
能
性
は
な

か
っ
た
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
や
は
り
「
近
代
化
論
」
が
登
場
し
て
き
た
。

と
く
に
日
本
研
究
者
の
間
で
こ
れ
が
積
極
的
に
受
け
と
め
ら
れ
て
、
ジ
ョ
ン
・

ホ
ー
ル
と
か
、
マ
リ
ウ
ス
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
と
い
っ
た
人
々
が
一
九
五
八
年
に
ア
メ

リ
カ
の
ア
ジ
ア
学
会
の
も
と
に
フ
ォ
ー
ド
財
団
の
助
成
を
得
て
、「
近
代
日
本
研

究
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。
明
治
以
来
の
日
本
の
発
展
を
発
展
途
上
国
の
「
近
代

化
」
モ
デ
ル
と
位
置
付
け
て
研
究
を
始
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
準
備
会
議
と
し
て

一
九
六
〇
年
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
に
か
け
て
箱
根
で
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ

た
。
そ
こ
に
は
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
シ
ュ
ウ
ォ
ル
ツ
や
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
ラ
イ
シ
ャ

ワ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ー
ア
の
よ
う
な
著
名
な
日
本
研
究
者
が
参

加
す
る
一
方
、
日
本
側
は
非
常
に
多
彩
な
顔
ぶ
れ
だ
っ
た
。
丸
山
の
他
、
川
島
武

宜
、
大
内
力
、
大
来
佐
武
郎
、
猪
木
正
道
、
遠
山
茂
樹
、
加
藤
周
一
、
古
島
敏
雄

と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
近
代
主
義
者
だ
け
で
は
な
く
て
、
講
座
派
や
労
農
派
に
つ

な
が
る
マ
ル
ク
ス
主
義
者
も
参
加
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
日
米
間
の
議
論
は
多

面
的
で
、
激
し
い
も
の
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
ー
ル
が
基
調
報
告
的
な
問
題
提
起
を
し
た
が
、
そ
こ
で
は

特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
、
西
洋
モ
デ
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
な
「
オ
ー
プ

ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
＝
開
放
的
接
近
法
」
が
必
要
だ
と
し
て
、「
近
代
化
」
の
九
つ
の

指
標
を
提
起
し
た
。
そ
れ
は
、
都
市
化
、
識
字
率
、
所
得
上
昇
、
移
動
性
の
向
上
、

商
品
化
・
工
業
化
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
、
社
会
参
加
、
官
僚
制
化
、
環
境
へ

の
合
理
的
対
応
と
い
っ
た
九
つ
の
指
標
で
、
日
本
も
分
析
す
る
し
、
発
展
途
上
国

に
つ
い
て
も
分
析
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
よ
う
な
一
見
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
指
標
を

出
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
場
合
、
日
本
に
適
用
す
る
と
、
だ
い
た
い
プ
ラ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
出
て
き
た
。
工
業
化
も
戦
前
か
ら
進
ん
で
い
た
の
で
、
プ
ラ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
が
出
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
側
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
ま
だ
一
五
年
し

か
経
っ
て
な
い
の
で
、
な
ぜ
日
本
が
あ
の
よ
う
な
軍
部
独
裁
的
な
体
制
の
も
と
で

無
謀
な
戦
争
に
突
入
し
た
の
か
と
い
う
原
因
の
ほ
う
に
む
し
ろ
関
心
を
持
っ
て
報

告
し
た
わ
け
だ
っ
た
。
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つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
戦
前
の
日
本
近
代
を
プ
ラ
ス
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
、

そ
れ
を
途
上
国
に
当
て
は
め
よ
う
と
い
う
発
想
だ
っ
た
が
、
日
本
側
は
何
で
日
本

で
は
軍
部
独
裁
の
下
で
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
た
の
か
と
い
う
関
心
か
ら
、
明
治

維
新
以
来
の
近
代
に
は
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
面
が
あ
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
た
の

で
、
議
論
が
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
、
な
か
な
か
議
論
が
か

み
合
わ
な
か
っ
た
の
が
実
態
だ
っ
た
。
そ
の
折
に
興
味
深
か
っ
た
の
は
、
制
度
が

い
く
ら
近
代
化
さ
れ
て
も
精
神
が
前
近
代
的
な
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と

い
う
丸
山
の
主
張
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
近
代
化
を
議
論
す
る
た
め
に
は
価
値
観

（
value-system
）
の
よ
う
な
問
題
を
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
問

題
提
起
を
し
た
。
当
然
、
近
代
化
と
同
時
に
民
主
化
、
デ
モ
ク
ラ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
も
の
も
考
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
日
本
側
が
強
く
主
張
し
た
わ
け
だ

が
、
ア
メ
リ
カ
側
は
、
民
主
化
と
い
う
指
標
は
な
か
な
か
経
験
的
な
デ
ー
タ
で
論

証
す
る
の
は
難
し
い
と
反
論
を
し
て
、
と
り
あ
げ
な
か
っ
た
。
結
局
、
ア
メ
リ
カ

側
は
、
部
分
的
な
修
正
は
し
た
が
、
数
量
的
な
か
た
ち
で
評
価
で
き
る
よ
う
な
指

標
に
固
執
し
て
「
近
代
化
論
」
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た(

)。
11

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
メ
リ
カ
に
戻
っ
て
か
ら
、
五
回
ぐ
ら
い
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
い
て
五
巻
本
の
本
を
出
版
し
た
。
そ
の
う
ち
の
第
一
巻
が
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
の

『
日
本
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
』
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
な
か
に
日
本
人
で
は

丸
山
の
論
文
だ
け
が
収
録
さ
れ
た
。
基
本
的
に
こ
の
「
近
代
化
論
」
の
グ
ル
ー
プ

と
は
、
ド
ー
ア
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
人
も
若
干
含
ま
れ
て
い
た
が
、
基
本
的
に
は

ア
メ
リ
カ
の
日
本
専
門
家
に
よ
る
論
文
集
な
の
で
、
そ
こ
に
丸
山
の
論
文
が
ひ
と

り
入
っ
た
の
は
大
変
興
味
深
い
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
ち
ょ
う
ど
一
九
六
二
年
一

月
に
バ
ミ
ュ
ー
ダ
で
第
一
回
近
代
化
会
議
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
と
き
ち
ょ
う

ど
丸
山
は
ア
メ
リ
カ
に
滞
在
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
六
二
年
四
月
の
全
米
の
ア

ジ
ア
学
会
で
報
告
を
し
て
い
た
。
そ
の
報
告
に
基
づ
い
た
論
文
、「
個
人
析
出
の

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
―
近
代
日
本
を
ケ
ー
ス
と
し
て
―
」
と
い
う
論
文
が
、
こ

の
ジ
ャ
ン
セ
ン
編
の
本
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

そ
こ
で
丸
山
は
、
個
人
の
価
値
観
と
い
う
も
の
を
自
立
化
・
民
主
化
・
プ
ラ
イ

バ
タ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
私
化
・
原
子
化
と
い
う
四
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
て
分
析

し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
近
代
化
と
個
人
の
価
値
観
の
変
化
と
い
う
も
の
は
、
非
常

に
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
考
え
て
、
個
人
の
思
想
的
な
変
化
を
追
っ
て
い
た
。

徳
川
時
代
の
伝
統
的
な
紐
帯
と
い
う
も
の
は
、
個
人
の
自
立
を
妨
げ
る
、
抑
制
す

る
側
面
が
あ
る
と
い
う
面
を
強
調
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
側
の
研
究
者
は
、
徳
川
時

代
か
ら
識
字
率
が
高
い
と
か
、
勤
勉
で
倹
約
な
精
神
が
普
及
し
て
い
た
と
い
う
面

を
強
調
し
て
、
近
代
化
の
芽
は
徳
川
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
主
張
し
た
。

つ
ま
り
、
丸
山
の
徳
川
時
代
理
解
と
ア
メ
リ
カ
側
の
理
解
で
は
非
常
に
対
立
し

た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
立
は
、
す
で
に
一
九
五
〇
年
代
末
に
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ

ラ
ー
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
宗
教
社
会
学
者
が
書
い
たT

okugaw
a

（
邦
訳
『
日
本
近
代
化
と
宗
教
倫
理
』
未
来
社
、
一
九
六
二
年
）

R
eligion.1957.

と
い
う
本
の
非
常
に
詳
細
な
書
評
を
、
丸
山
が
一
九
五
八
年
の
『
国
家
学
会
雑
誌
』

に
書
い
て
い
る
中
に
も
表
れ
て
い
た
。
こ
の
本
で
、
ベ
ラ
ー
は
、
マ
ッ
ク
ス
・

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
テ
ー
ゼ
を
援
用
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
資
本
主
義
が
発
達
し
た
基

礎
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
徳
川
時
代
の

日
本
に
も
何
ら
か
の
そ
の
よ
う
な
エ
ー
ト
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
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と
で
、
儒
教
に
経
世
救
民
の
思
想
が
あ
っ
た
こ
と
、
石
田
梅
岩
の
心
学
が
職
業
倫

理
の
向
上
な
ど
に
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
、
徳
川
時
代
か
ら
近
代
化
の
芽
が
あ
っ

た
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
、
丸
山
は
、
こ
の
本
を
「
ア
メ
リ
カ
の
日
本
研
究
書
の
な
か
で

私
の
貪
欲
と
「闘
志
」を
か
き
立
て
た
久
し
ぶ
り
の
労
作
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、

日
本
に
お
け
る
儒
教
や
仏
教
の
流
入
が
普
遍
主
義
の
弱
ま
り
を
招
い
た
こ
と
、
官

僚
化
過
程
が
も
つ
家
父
長
的
な
契
機
の
軽
視
が
あ
る
と
批
判
し
た(

)。
こ
の
批
判
に

12

対
し
て
、
ベ
ラ
ー
は
、
一
九
六
二
年
四
月
の
米
国
ア
ジ
ア
学
会
の
報
告
で
、「
私
の

徳
川
日
本
の
研
究
は
、
伝
統
社
会
に
対
し
て
や
や
楽
観
的
な
接
近
法
を
と
り
、
伝

統
的
な
日
本
の
制
度
が
あ
る
状
況
の
も
と
で
経
済
発
展
に
と
っ
て
好
都
合
に
な
る

範
囲
、
あ
る
い
は
な
り
う
る
範
囲
を
強
調
し
た
。
私
は
そ
う
す
る
に
当
た
っ
て
、

日
本
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
「合
理
化
」の
側
面
と
ウ
ェ
ー
バ
ー
が
西
欧
に
つ
い
て

語
っ
て
い
る
合
理
化
と
の
間
に
多
く
の
平
行
関
係
を
推
定
し
た
。『
国
家
学
会
雑

誌
』
一
九
五
八
年
四
月
号
で
丸
山
眞
男
の
書
評
が
鋭
く
批
判
し
た
の
は
、
ま
さ
し

く
こ
の
点
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
私
の
論
じ
た
多
く
の
機
構
―
例
え
ば
天
皇
へ
の
忠

誠
心
の
集
中
―
が
経
済
成
長
を
促
進
す
る
よ
う
な
社
会
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
否

定
し
な
い
で
、
そ
れ
ら
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
意
味
で
は
全
く
合
理
的
で
は
な
く
、
む

し
ろ
後
の
日
本
の
発
展
に
深
く
非
合
理
的
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
…
…
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
」(

)と
自
己
批
判
し
、
丸
山
の
批
判
を
受
け
入
れ
た
。

13

Ⅵ

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
と
修
正
近
代
化
論
、
近
代
化
論
否
定
の
台
頭

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
近
代
化
を
め
ぐ
る
論
争
の
な
か
で
、
丸
山
が
提
起
し
た
近

代
化
と
民
主
化
が
不
可
分
で
あ
る
点
と
か
、
個
人
の
思
想
的
変
化
を
抜
き
に
近
代

化
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
っ
た
論
点
は
、
ア
メ
リ
カ
側
が
後
に
受
け

入
れ
て
い
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が
非
常
に
興
味
深
い
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。
こ
の
背

景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
側
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
体
験
が
あ
っ
た
と
思
う
。
ベ
ト
ナ
ム
戦

争
を
体
験
す
る
な
か
で
、
近
代
化
論
は
そ
の
楽
観
的
基
調
を
改
め
、「
修
正
近
代
化

論
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
理
論
で
は
、
近
代
化
で
工
業
化
と
か
経

済
成
長
が
進
ん
で
も
、
実
際
に
は
独
裁
政
権
が
登
場
す
る
こ
と
が
歴
史
上
に
は

多
々
あ
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
点
を
強
調
し
た
の
が
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ム
ー
ア
の
『
独
裁
と
民

主
政
治
の
社
会
的
起
源
』
と
い
う
、
原
著
は
一
九
六
六
年
に
出
て
い
る
が
、
こ
の

な
か
で
、
ム
ー
ア
は
、
二
・
二
六
事
件
の
こ
と
を
分
析
し
た
本
と
し
て
丸
山
の
本

を
引
用
し
た
。
二
・
二
六
事
件
と
い
う
の
は
「
下
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
が
失
敗

し
て
「
上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
が
始
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
、
そ
の
丸
山
の
分
析

を
ム
ー
ア
は
こ
う
紹
介
し
て
い
た
。

「
あ
る
透
徹
し
た
日
本
分
析
に
よ
れ
ば
、
こ
の
計
画
的
ク
ー
デ
タ
ー
の
失
敗

は
、
基
本
的
に
反
資
本
主
義
的
で
大
衆
的
な
右
翼
に
よ
る
「下
か
ら
の
フ
ァ

シ
ズ
ム
」の
挫
折
を
意
味
し
て
お
り
、
代
わ
っ
て
「上
か
ら
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
」

が
登
場
し
た
と
い
う(

)」。
14
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丸
山
の
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
の
英
訳
が
一
九
六
三
年
に
出
て
い
る
が
、

ム
ー
ア
は
そ
れ
を
読
ん
で
丸
山
説
を
日
本
の
戦
前
体
制
の
分
析
に
採
用
し
た
の
で

あ
っ
た
。

そ
の
上
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
み
る
と
、
国
論
を
二
分

す
る
深
刻
な
体
験
で
あ
っ
た
が
、
と
く
に
若
い
大
学
院
生
で
、
ア
ジ
ア
を
研
究
し

て
い
た
人
た
ち
は
、
軍
の
委
託
研
究
に
協
力
さ
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
一
層
深
刻

だ
っ
た
。
例
え
ば
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
東
ア
ジ
ア
研
究
所
で
は
当
時
、
二
名
の

Ｃ
Ｉ
Ａ
要
員
が
研
究
生
と
し
て
入
っ
て
い
る
こ
と
が
暴
露
さ
れ
、
大
問
題
に
な
っ

た
。
そ
の
よ
う
に
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
大
学
も
協
力
さ
せ
ら
れ
て
い
る
現
実
に
対
し

て
、
若
い
研
究
者
た
ち
が
批
判
の
声
を
上
げ
て
、
一
九
六
八
年
三
月
に
は
五
〇
〇

人
の
ア
ジ
ア
研
究
者
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
へ
の
協
力
を
拒
否
す
る
声
明
を
発
表
し

た
。
こ
の
よ
う
な
動
き
が
、「
憂
慮
す
る
ア
ジ
ア
研
究
者
委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）」

の
結
成
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ダ
ワ
ー
と
か
、

マ
ー
ク
・
セ
ル
デ
ン
と
か
、
今
日
、
日
本
で
も
有
名
な
ア
ジ
ア
史
研
究
者
が
参
加

し
て
い
っ
た(

)。
15

つ
ま
り
、ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
研
究
で
は
、ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
契
機
と
し
て「
近

代
化
論
」
の
よ
う
な
楽
天
的
な
発
展
モ
デ
ル
に
対
す
る
強
烈
な
批
判
が
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
結
果
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
Ｅ
・
Ｈ
・
ノ
ー
マ
ン
と
い
う
冷
戦
時

代
に
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
若
い
院
生
た
ち
は
大
学
の
講
義
で
紹
介
さ

れ
な
か
っ
た
人
物
の
著
作
を
再
発
見
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
き
っ

か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、
丸
山
の
ノ
ー
マ
ン
追
悼
文
が
英
訳
さ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ

の
雑
誌
に
載
っ
て
い
た
の
を
若
い
院
生
た
ち
が
読
ん
で
ノ
ー
マ
ン
を
発
見
す
る
と

い
う
流
れ
だ
っ
た(

)。
16

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ノ
ー
マ
ン
復
権
に
関
し
て
、
丸
山
は
、
一
九
七
三
年
六

月
に
渡
米
し
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
と
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
名
誉
博
士
号
を
授
与
さ
れ

た
際
に
、
次
の
よ
う
な
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
し
て
い
た
。「
ノ
ー
マ
ン
を
マ
ル
ク
ス

主
義
の
方
に
ひ
き
つ
け
て
解
釈
す
る
日
本
の
歴
史
家
の
イ
メ
ー
ジ
が
戦
争
直
後
の

ア
メ
リ
カ
学
者
に
引
き
継
が
れ
、
そ
こ
で
ス
テ
ロ
化
さ
れ
た
ノ
ー
マ
ン
像
が
ア
メ

リ
カ
の
日
本
学
者
の
間
に
で
き
た
。
…
…
ギ
ボ
ン
の
ロ
ー
マ
史
と
か
、
イ
ギ
リ
ス

史
学
の
ス
タ
イ
ル
と
か
、
ノ
ー
マ
ン
の
教
養
的
な
背
景
を
も
す
く
い
上
げ
た
う
え

で
の
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
…
…
率
直
に
い
っ
て
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
の
「若
さ
」に
制
約
さ
れ
て
い
る
、
と
い
い
た

い(
)」。
17

こ
の
よ
う
な
近
代
化
論
批
判
の
高
ま
り
を
受
け
て
、「
近
代
化
論
」
の
提
唱
者
で

あ
る
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ホ
ー
ル
は
、
一
九
六
八
年
三
月
の
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
学
会

で
の
講
演
の
な
か
で
、
近
代
化
に
関
す
る
「
没
価
値
的
概
念
」
を
提
出
し
た
け
れ

ど
も
、「
我
々
の
研
究
に
は
暴
力
、
革
命
、
階
級
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
等
々
の
要
素
が

欠
落
」
し
て
い
た
と
、
自
己
批
判
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た(

)。
18

つ
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、「
近
代
化
論
」
そ
の
も
の
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
体
験
を

通
じ
て
修
正
さ
れ
、「
修
正
近
代
化
論
」
に
か
わ
っ
て
い
っ
た
り
、
近
代
化
論
の
否

定
論
が
台
頭
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
過
程
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
だ
っ
た
が
、
丸
山
の
「
近
代
化
論
」
批
判
も
、
ひ
と
つ
の
修
正
を

迫
る
重
要
な
知
的
刺
激
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

20世紀知識人の教養と学問

62



055_「知識人と教養」_油井大三郎氏.mcd  Page 9 17/03/02 13:26  v5.51

Ⅶ

結
び

最
後
に
、
丸
山
に
と
っ
て
の
ア
メ
リ
カ
文
化
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
非
常

に
両
義
的
だ
っ
た
と
思
う
。
ア
メ
リ
カ
流
の
工
業
化
一
辺
倒
の
「
近
代
化
論
」
に

対
し
て
は
批
判
的
で
、
価
値
観
の
変
容
や
民
主
化
の
要
素
を
と
り
入
れ
る
よ
う
に

主
張
し
て
お
り
、
そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
側
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
点
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
、
同
時
に
、
大
衆
消
費
社
会
化
の
評
価
は
丸
山
に
と
っ

て
は
残
さ
れ
た
課
題
に
な
っ
た
。
こ
の
大
衆
消
費
社
会
化
は
、
す
で
に
ア
メ
リ
カ

で
は
一
九
二
〇
年
代
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
が
、
日
本
の
場
合
は
一
九
五
〇

年
代
半
ば
か
ら
の
高
度
経
済
成
長
期
に
進
行
し
て
い
っ
た
。
こ
の
大
衆
消
費
社
会

化
と
い
う
も
の
を
、
丸
山
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
と
い
う
点
は
興
味
深

い
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
丸
山
は
一
九
六
〇
年
代
の
半
ば
ぐ
ら
い
か
ら
研
究

対
象
を
東
ア
ジ
ア
政
治
思
想
史
研
究
と
い
う
、
歴
史
研
究
の
ほ
う
に
移
行
さ
せ
て

い
っ
た
た
め
、
政
治
学
的
な
現
状
分
析
に
つ
い
て
は
し
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ

の
た
め
、
丸
山
自
身
が
大
衆
消
費
社
会
化
を
ど
う
受
け
止
め
た
か
、
ま
た
、
丸
山

が
重
視
し
た
「
自
立
し
た
市
民
」
の
育
成
と
い
う
課
題
が
大
衆
消
費
社
会
で
は
ど

う
な
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
は
未
回
答
の
ま
ま
終
わ
っ
た
と
思
う
。
豊
か
さ
の
な

か
に
個
人
が
埋
没
し
て
し
ま
う
と
か
、
情
報
社
会
化
の
な
か
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

踊
ら
さ
れ
て
い
く
と
か
、
文
化
が
画
一
的
に
な
っ
て
い
く
と
か
、
様
々
な
新
し
い

条
件
の
も
と
で
、「
自
立
し
た
市
民
」
を
ど
う
や
っ
て
育
成
で
き
る
の
か
、
と
い
う

問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
は
残
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
の
宿
題
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
風
に
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

丸
山
は
、
つ
と
に
「
永
久
革
命
と
し
て
の
民
主
主
義
」
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て

い
た
が
、
現
在
の
日
本
社
会
が
依
然
と
し
て
非
民
主
的
だ
と
感
じ
る
だ
け
に
、
丸

山
の
遺
言
は
な
お
光
を
失
っ
て
は
い
な
い
と
思
う
。
例
え
ば
、
三
・
一
一
後
の
原

発
の
事
故
を
み
て
も
、
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
や
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
が

あ
っ
て
、
日
本
で
も
起
り
か
ね
な
い
と
い
う
警
告
が
散
々
出
て
い
た
に
も
拘
わ
ら

ず
、
原
発
を
推
進
す
る
「
原
子
力
ム
ラ
」
の
人
々
は
そ
う
い
う
批
判
を
受
け
付
け

な
か
っ
た
。
日
本
の
場
合
、
権
力
の
中
枢
に
あ
る
人
は
、
周
り
に
イ
エ
ス
マ
ン
ば

か
り
を
置
い
て
、
外
部
か
ら
の
批
判
を
受
け
付
け
な
い
体
質
が
牢
固
と
し
て
あ
る

よ
う
に
思
う
。
そ
の
よ
う
な
日
本
社
会
の
後
進
性
や
非
民
主
性
と
い
う
も
の
は
依

然
と
し
て
解
決
さ
れ
て
な
い
の
で
、
丸
山
の
い
う
「
自
立
し
た
市
民
」
の
育
成
と

い
う
課
題
は
依
然
と
し
て
未
達
成
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
が
実
態
だ
と
思

う
。

注

（
１
)
松
沢
弘
陽
・
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
一
五

八
頁
。

（
２
)
安
田
常
雄
・
天
野
正
子
編
『
戦
後
「
啓
蒙
」
が
遺
し
た
も
の
』
久
山
社
、
一
九
九
二
年
、

二
〇
二
頁
。

（
３
)
鶴
見
俊
輔
『
た
ま
た
ま
こ
の
世
界
に
生
ま
れ
て
』
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
、
二
〇
〇
七
年
、
三
三
頁
。

（
４
)
安
田
ほ
か
、
前
掲
書
、
二
一
三
―
五
頁
。

（
５
)
丸
山
眞
男
「
あ
る
自
由
主
義
者
へ
の
手
紙
」『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
・
増
補
版
』
未
来

社
、
一
九
六
四
年
、
一
三
六
―
七
、
一
四
九
頁
。

（
６
)
同
上
書
、
四
九
五
頁
。
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（
７
)
丸
山
眞
男
『
戦
中
と
戦
後
の
間
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
、
四
四
三
頁
。

（
８
)
丸
山
ほ
か
『
社
会
科
学
入
門
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
六
年
、
二
一
、
二
五
―
六
頁
。

（
９
)
丸
山
眞
男
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
・
増
補
版
』、
未
来
社
、
一
九
六
四
年
、
二
六
〇
、

二
六
四
、
三
〇
三
頁
。

（

)
Ｂ
・
Ｊ
・
バ
ー
ン
ス
テ
イ
ン
編
・
琉
球
大
学
ア
メ
リ
カ
研
究
所
訳
『
ニ
ュ
ー
レ
フ
ト
の
ア

10

メ
リ
カ
史
像
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
、
二
六
六
、
二
七
三
頁
。

（

)『
箱
根
会
議
議
事
録
』
一
九
六
一
年
四
月
（
丸
山
文
庫
所
蔵
）。

11
（

)
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、
堀
一
郎
・
池
田
昭
訳
『
日
本
近
代
化
と
宗
教
倫
理
』
未
来
社
、
一

12

九
六
二
年
、
一
六
六
、
二
五
〇
、
三
五
一
、
三
五
四
頁
。

（

)
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、
河
合
秀
和
訳
『
社
会
変
革
と
宗
教
倫
理
』
未
来
社
、
一
九
七
三
年
、

13

九
七
頁
。

（

)
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
ム
ー
ア
、
宮
崎
隆
次
ほ
か
訳
『
独
裁
と
民
主
政
治
の
社
会
的
起
源
』
岩

14

波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
上
、
三
五
八
頁
。

（

)
金
原
左
門
『
日
本
近
代
化
論
の
歴
史
像
』
中
央
大
学
出
版
部
、
一
九
六
八
年
、
三
一
九
頁
。

15
（

)
16

John
D
ow

er
ed.,O

rigins
ofthe

M
odern

Japanese
State:Selected

W
ritings

of
『
思
想
』
一
九
七
七
年
四
月
ノ
ー
マ

E
.H

.N
orm

an,Pantheon
Books,1975,

p.32,

ン
特
集
所
収
、
ダ
ワ
ー
論
文
、
一
二
一
頁
。

（

)
丸
山
眞
男
・
萩
原
延
寿
（
対
談
）「「
ク
リ
オ
の
愛
で
し
人
」
の
こ
と
」『
思
想
』
一
九
七
七

17

年
四
月
、
一
〇
一
―
二
頁
（『
丸
山
眞
男
座
談
』
８
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
七
三
―

四
頁
）。

（

)
ジ
ョ
ン
・
Ｗ
・
ホ
ー
ル
、
正
田
健
一
郎
訳
「
近
代
日
本
評
価
の
態
度
」『
中
央
公
論
』
一
九

18

六
九
年
一
月
。
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孫
文
「
民
権
主
義
」
の
時
空
転
換
と
創
造

―
丸
山
思
想
史
学
の
方
法
か
ら

―

區

建

英

は
し
が
き

孫
文
の
民
権
主
義
に
関
す
る
研
究
は
す
で
に
汗
牛
充
棟
で
あ
る
が
、
本
稿
は
丸

山
思
想
史
学
の
方
法
か
ら
そ
の
再
検
討
を
試
み
た
い
。
丸
山
眞
男
は
一
九
四
〇
年

代
の
徂
徠
学
論
文
を
象
徴
と
し
て
思
想
史
学
を
開
創
し
た
が
、
戦
後
か
ら
は
歴
史

主
義
の
脱
却
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、思
想
史
学
の
方
法
論
を
次
第
に
展
開
し
た
。

「
思
想
の
冒
険
」
座
談
会
（
一
九
五
九
）
と
日
本
に
お
け
る
思
想
史
方
法
論
研
究

講
座
（
一
九
六
〇
）
に
お
い
て
、
思
想
史
を
「
知
」
の
歴
史
的
探
索
か
ら
考
え
る

場
合
は
、
思
想
と
し
て
現
れ
て
い
る
結
果
だ
け
で
は
な
く
、
思
想
の
出
発
点
、
思

想
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
に
潜
む
様
々
な
可
能
性
へ
の
重
視
を
説
い
た(１

)。
知
的
資
源
の

発
掘
に
つ
い
て
、『
日
本
の
思
想
』「
あ
と
が
き
」（
一
九
六
一
）
で
は
さ
ら
に
、「
可

能
性
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
た
と
え
ば
、
完
結
し
た
思
想
と
し
て
、

あ
る
い
は
思
想
の
実
践
的
結
果
と
し
て
は
「反
動
」的
な
も
の
の
な
か
に
も
「革
命

的
」な
契
機
を
、
服
従
の
説
教
の
な
か
に
も
反
逆
の
契
機
を
、
諦
観
の
な
か
に
も
能

動
的
契
機
を
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
逆
を
見
出
し
て
い
く
よ
う
な
思
想
史
的
方

法
で
あ
る
」
と
、
弁
証
法
的
な
戦
略
を
唱
え
た(２

)。

ま
た
、
縦
の
思
想
の
歴
史
に
横
の
文
化
接
触
の
視
点
を
導
入
し
た
。「
開
国
」
と

い
う
論
文
（
一
九
五
九
）
で
は
、
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
「
開
国
」
を
同
時
に
、

「
閉
じ
た
社
会
」
か
ら
「
開
い
た
社
会
」
へ
の
推
移
と
い
う
象
徴
的
事
態
と
し
て

捉
え
、
そ
れ
を
一
過
性
の
歴
史
事
実
と
し
て
錨
を
付
け
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
か

ら
現
在
的
意
味
を
見
出
す
と
い
う
方
法
を
示
し
た
。
幕
末
維
新
の
「
開
国
」
に
対

す
る
分
析
で
は
、
日
本
社
会
の
開
放
を
論
じ
た
ば
か
り
で
な
く
、「
開
国
」
が
鏡
の

よ
う
に
精
神
構
造
の
病
理
を
映
し
出
し
て
い
る
と
い
う
側
面
も
解
明
し
た(３

)。
さ
ら

に
後
に
は
、
歴
史
の
時
間
と
文
化
接
触
の
空
間
と
が
交
差
す
る
有
り
方
に
働
き
続

け
る
「
原
型
」「
古
層
」「
執
拗
低
音
」
の
問
題
を
発
見
し
、「
執
拗
に
繰
り
返
さ
れ

て
現
わ
れ
る
日
本
的
な
思
考
様
式
の
パ
タ
ー
ン
」
と
し
て
分
析
し
た(４

)。

丸
山
は
思
想
史
の
仕
事
を
音
楽
演
奏
の
再
現
芸
術
に
比
喩
す
る
。「
楽
譜
の
解

釈
を
通
じ
て
そ
の
作
曲
家
の
魂
を
再
現
」
す
る
よ
う
に
、
楽
譜
に
制
約
さ
れ
、
そ

の
時
代
的
背
景
と
本
来
の
構
造
や
発
想
に
即
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
楽
譜
を

孫文「民権主義」の時空転換と創造（區建英）
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機
械
的
に
再
現
す
る
の
で
は
な
く
、
演
奏
者
の
責
任
に
よ
る
創
造
と
い
う
契
機
を

含
む(５

)。
思
想
史
も
、思
想
と
し
て
現
れ
た
結
果
を
正
確
に
記
述
す
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
結
果
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
、
混
沌
か
ら
明
晰
へ
の
困
難
に
満
ち
た
過
程

お
よ
び
そ
の
格
闘
を
、
で
き
れ
ば
追
体
験
の
よ
う
な
作
業
を
し
て
こ
そ
、
思
想
家

の
神
韻
が
再
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
の
近
代
的
転
換
期
に
お
い
て
、
西

洋
の
衝
撃
へ
の
対
応
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
そ
れ
は
単
に
西
洋
文
明
を
受
け
入
れ

る
こ
と
で
は
な
く
、
日
本
で
も
中
国
で
も
主
体
的
な
創
造
が
あ
っ
た
。「
当
時
の

人
び
と
あ
る
い
は
思
想
家
は
一
定
の
状
況
に
対
し
て
い
か
な
る
問﹅

題﹅

を
汲
み
取
っ

て
い
た
か
、
そ
う
し
て
そ
の
問﹅

題﹅

に
対
し
て
自
覚
的
に
ど
う
対
応
し
て
い
っ
た

か
」、「
そ
の
対
応
の
過
程
に
お
い
て
当
然
思
想
が
新
た
に
生
み
出
さ
れ
て
く
る
」

と
丸
山
は
指
摘
し
た(６

)。
孫
文
の
民
権
主
義
も
西
洋
か
ら
の
直
輸
入
で
は
な
い
。
孫

文
は
そ
れ
を
唱
え
る
時
も
苦
境
に
直
面
し
て
い
た
。
そ
の
苦
境
に
は「
執
拗
低
音(７

)」

の
よ
う
な
も
の
も
見
ら
れ
、「
執
拗
低
音
」へ
の
孫
文
の
対
応
に
悪
戦
苦
闘
が
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
思
想
の
創
造
が
現
れ
て
き
た
。
本
稿
は
そ
う
し
た
思
想
の
出
発
点
や

経
過
に
注
目
し
て
、
中
国
思
想
の
省
察
を
試
み
た
い
。

Ⅰ
「
民
本
」
と
「
民
主
」
の
間

孫
文
は
中
国
国
民
党
の
革
命
性
質
を
語
る
時
に
次
の
説
明
を
し
た
。「
同
志
の

三
民
主
義
は
、
中
国
と
諸
外
国
の
学
説
を
広
く
吸
収
し
、
世
界
の
潮
流
に
順
応
し

て
得
た
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
前
の
大
統
領
リ
ン
カ
ン
の
主
義
も
同
志
の
三

民
主
義
と
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
の
原
文
はT

he
governm

entofthe

で
あ
る
」。
彼
は
、
ofthepeople
を

people,by
thepeople,forthepeople

「
民
有
」
に
、
by
thepeople
を
「
民
治
」
に
、
forthepeople
を
「
民
享
」
に

訳
し
、
こ
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
「
民
族
」「
民
権
」「
民
生
」
と
い
う
三
つ
の
主
義

に
相
当
す
る
と
解
釈
し
た(８

)。
実
際
の
と
こ
ろ
、
孫
文
の
三
民
主
義
と
リ
ン
カ
ン
の

主
義
と
は
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、含
意
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
。

孫
文
の
「
民
有
」
は
、
中
国
人
が
外
来
侵
略
に
抵
抗
し
て
国
家
の
主
権
を
取
り
戻

す
た
め
の
「
民
族
主
義
」
で
あ
り
、「
民
治
」
は
西
洋
の
民
主
思
想
を
取
り
入
れ
、

同
時
に
儒
学
の
民
本
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
そ
の
問
題
性
の
突
破
を
図
っ
た
「
民

権
主
義
」
で
あ
り
、「
民
享
」
は
、
儒
学
の
「
仁
政
」
思
想
を
以
て
西
洋
の
民
主
主

義
を
補
完
し
よ
う
と
し
た
「
民
生
主
義
」
で
あ
る
。

こ
の
ワ
ン
セ
ッ
ト
の
訳
語
は
、中
国
と
諸
外
国
の
学
説
を
吸
収
す
る
と
同
時
に
、

孫
文
自
身
の
独
創
を
含
め
て
い
る
。
例
え
ば
、「
民
権
主
義
」
は
、
西
洋
の
民
主
主

義
（
dem
ocracy）
を
取
り
入
れ
な
が
ら
「
民
主
」
と
は
区
別
し
、
ま
た
、
中
国
伝

統
の
民
本
思
想
を
継
承
し
な
が
ら
「
民
本
」
と
も
区
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
国

の
民
本
思
想
は
、
数
千
年
に
わ
た
っ
て
専
制
政
治
と
対
抗
し
な
が
ら
結
合
す
る
と

い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
西
洋
の
民
主
思
想
は
普
遍
的
価
値
を
持
っ
て
い
な
が

ら
、
全
く
異
な
る
文
化
風
土
に
生
ま
れ
、
そ
の
実
践
の
中
で
も
一
定
の
流
弊
が
存

在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
者
と
も
近
代
中
国
に
と
っ
て
正
と
負
の
両
面
を

有
し
て
お
り
、
西
洋
か
ら
導
入
し
た
も
の
も
、
伝
統
か
ら
継
承
し
た
も
の
も
、
そ

れ
を
近
代
中
国
に
適
合
さ
せ
、
実
践
に
運
用
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
空
間
に

お
い
て
は
西
洋
の
近
代
的
元
素
に
対
し
、
時
間
に
お
い
て
は
中
国
の
伝
統
的
元
素

に
対
し
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
転
換
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
孫
文
が
「
民
権
」

20世紀知識人の教養と学問
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と
い
う
概
念
を
主
義
に
採
用
し
た
の
は
、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
の
深
い
意
味
を

持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
孫
文
の
民
権
主
義
に
お
け
る
時
空
転
換
と
創
造
に
焦

点
を
当
て
て
考
察
し
た
い
。

コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
問
題
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
孫
文
の
民
権
主
義
を
考
察
す

る
時
に
、
中
国
伝
統
文
化
構
造
の
位
相
と
特
性
、
そ
の
変
動
と
影
響
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
儒
学
思
想
と
中
国
伝
統
政
治
文
化
に
関
す
る

問
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

近
代
西
洋
の
民
主
主
義
と
中
国
伝
統
の
民
本
主
義
と
は
、
異
な
る
歴
史
背
景
と

文
化
土
壌
に
生
ま
れ
、
性
質
も
違
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
つ
の
共
通
点

が
あ
り
、
そ
れ
は
「
民
の
た
め
」
を
政
治
の
目
的
と
し
て
い
る
。
中
国
は
大
昔
か

ら
民
本
の
思
考
が
生
ま
れ
て
き
た
。
周
の
時
代
に
、「
民
の
欲
す
る
所
は
天
必
ず

之
れ
に
従
う
」、「
天
の
視み

る
は
我
が
民
の
視み

る
に
自し

た
が

い
、
天
の
聴
く
は
我
が
民
の

聴
く
に
自し

た
が

う
」（『
尚
書
』
泰
誓
）
と
い
う
説
が
あ
る
。
春
秋
時
代
に
は
「
政
の
興

る
所
は
民
の
心
に
順
う
に
在
り
。
政
の
廃
す
る
所
は
民
の
心
に
逆
ろ
う
に
在
り
」

（『
管
子
』
牧
民
）
と
い
う
為
政
思
想
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
孔
子
は
「
仁
」
を
儒
家

思
想
の
核
心
に
定
め
、
民
生
の
重
視
を
唱
え
、
仁
徳
を
以
て
政
を
施
す
こ
と
を
主

張
し
た
。
孟
子
は
ま
た
「
民
を
貴
し
と
為
し
、
社
稷
之
れ
に
次
ぎ
、
君
を
軽
し
と

為
す
」（『
孟
子
』
盡
心
下
）
と
い
う
理
論
へ
と
発
展
し
た
。
こ
う
し
て
民
本
思
想

が
次
第
に
形
成
し
た
。「
仁
政
」
を
保
障
す
る
条
件
と
し
て
「
有
徳
」
の
統
治
者
を

求
め
る
。
君
主
が
徳
を
失
う
と
、
統
治
者
と
し
て
の
正
当
性
も
な
く
な
る
。
こ
の

論
理
か
ら
、
暴
君
を
倒
す
「
革
命
」
思
想
が
生
ま
れ
、「
湯
武
の
命
を
革
む
る
は
天

に
順
い
、
人
に
応
ず
る
な
り
」（『
易
経
』
革
）
と
原
理
的
に
肯
定
さ
れ
る
。「
大
道

の
行
は
れ
し
や
、
天
下
を
公
と
為
す
」（『
礼
記
』
礼
運
）。
天
下
は
天
下
の
人
民
に

属
す
も
の
で
あ
り
、
君
主
私
人
の
も
の
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の

政
治
観
念
は
統
治
者
を
制
約
す
る
原
理
と
し
て
、
歴
史
上
確
か
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
た
。
中
国
の
政
治
思
想
に
お
い
て
民
本
思
想
の
価
値
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
政
治
思
想
が
社
会
機
能
を
発
揮
し
社
会
に
浸
透
す
る
時
、

思
想
の
旨
と
は
異
な
る
特
性
が
発
生
し
た
。
中
国
史
上
、
民
本
思
想
は
実
際
に
お

い
て
二
つ
の
政
治
要
素
に
縛
ら
れ
て
い
た
。
第
一
は
、「
君
本
」が「
民
本
」に
取
っ

て
変
わ
っ
た
。
古
代
君
主
専
制
の
歴
史
的
状
況
下
、
民
本
思
想
は
合
理
的
な
治
国

理
論
を
君
主
に
提
供
す
る
も
の
に
過
ぎ
ず
、
統
治
者
の
立
場
に
立
ち
、
統
治
に
奉

仕
す
る
も
の
と
な
り
、
君
主
こ
そ
本
位
に
あ
っ
た
。『
尚
書
』
に
は
「
民
主
」
と
い

う
言
葉
も
あ
る
が
、
民
の
主
宰
者
、
す
な
わ
ち
民
を
支
配
す
る
君
主
を
指
し
、
民

が
主
に
な
る
と
い
う
意
味
が
な
か
っ
た
。
し
か
も
古
代
の
宗
法
社
会
に
お
い
て
、

聖
人
は
家
族
型
の
社
会
を
虚
構
し
、
統
治
者
と
民
と
の
関
係
を
父
子
関
係
に
喩
え

て
慈
愛
和
睦
を
求
め
よ
う
と
し
た
。
古
昔
か
ら
「
元
后
（
君
主
）
は
民
の
父
母
と

な
る
」、
ま
た
「
天
は
下
民
を
佑
け
、
そ
の
君
を
作
り
、
そ
の
師
を
作
る
」（『
尚
書
』

泰
誓
）
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
天
は
民
を
守
る
た
め
、
君
が
民
の

父
母
、
民
の
教
師
に
な
る
よ
う
に
さ
せ
る
。
後
に
ま
た
「
父
母
官
」
と
い
う
言
葉

が
普
及
し
、君
主
を
輔
佐
す
る
官
吏
も
民
の
父
母
、民
の
教
師
に
な
り
、「
父
母
官
」

に
よ
る
統
治
の
官
僚
制
が
次
第
に
強
大
化
し
た
。
む
ろ
ん
中
国
史
上
、
民
本
思
想

は
「
仁
政
」
を
達
成
し
世
を
安
泰
に
す
る
時
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
は
あ
く
ま

で
も
君
主
や
官
吏
の
子
と
み
な
さ
れ
、
個
人
の
独
立
的
人
格
と
自
主
性
を
樹
立
し

難
く
、
問
題
を
判
断
す
る
主
体
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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第
二
は
、
君
主
の
「
家
天
下
」（
天
下
を
私
物
化
す
る
こ
と
）
で
あ
る
。
事
実
上
、

君
こ
そ
本
位
で
あ
り
、
ま
た
宗
法
的
原
理
が
政
治
に
浸
透
し
た
た
め
、
民
の
父
母

と
し
て
の
君
主
は
天
下
の
家
父
長
と
さ
れ
、
天
下
は
君
主
の
一
姓
一
家
の
私
有
物

と
な
っ
た
。
そ
し
て
官
吏
は
往
々
に
し
て
君
主
の
手
先
を
勤
め
、
民
は
君
主
の
奴

僕
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は
さ
ら
に「
官
本
位
」と
官
僚
の「
家

天
下
」
へ
と
発
展
し
、
結
局
「
民
本
」
と
「
仁
政
」
は
名
ば
か
り
で
実
質
が
空
洞

化
し
た
。
厳
復
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
中
国
秦
以
来
の
社
会
は
天
下
と
も
国
と

も
言
え
ず
、
皆
家
に
過
ぎ
な
い
。
一
姓
が
興
れ
ば
、
億
兆
の
民
が
そ
の
臣
妾
と
な

る(９
)」。

そ
の
君
民
関
係
の
実
質
と
し
て
、「
世
が
良
い
時
は
父
と
子
で
あ
り
、
世
が

汚
れ
る
時
は
主
と
奴
で
あ
り
、
君
主
は
権
利
を
有
し
民
は
こ
れ
を
有
し
な
い(

)」。
10

こ
こ
で
肝
心
な
問
題
は
、
民
の
権
利
を
無
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
在
り
方
に

お
い
て
、
君
主
と
官
吏
は
「
仁
で
あ
れ
ば
、
民
に
と
っ
て
父
母
の
よ
う
に
な
る
が
、

暴
虐
で
あ
れ
ば
、
狼
の
よ
う
に
な
る(

)」。
統
治
者
が
父
母
に
な
る
時
で
も
、
民
は
幸

11

福
で
は
な
い
。「
仁
政
」
が
す
べ
て
「
父
母
官
」
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
子
と
し
て

の
民
は
自
己
の
運
命
を
把
握
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
の
政
治
に
お
い
て
、

「
天
下
を
公
と
為
す
」
と
い
う
原
則
が
抜
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
王
宗
羲
が
指
摘
し

た
よ
う
に
、
君
主
は
「
天
下
の
人
を
し
て
、
我
が
大
私
を
天
下
の
大
公
と
す
る
よ

う
に
さ
せ
た
」（『
明
夷
待
訪
録
』
原
君
）。
皇
帝
の
「
大
公
」
は
実
質
的
に
「
大
私
」

で
あ
る
。

以
上
の
整
理
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
儒
家
思
想
の
「
民
本
」「
仁
政
」
は
伝
統
政

治
の
「
君
本
位
」「
官
本
位
」「
家
天
下
」
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
独
特
の
「
位
相
」

を
構
成
し
て
お
り
、
民
本
思
想
が
君
主
専
制
に
標
榜
さ
れ
な
が
ら
核
心
的
意
味
を

抜
か
れ
て
し
ま
う
と
い
う
特
性
を
表
し
て
い
る
。
孫
文
が
打
破
し
よ
う
と
し
た
の

は
、
ま
さ
に
こ
の
特
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
が
試
み
た
打
破
の
方
式
は
、
伝
統

を
完
全
に
斥
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
西
洋
思
想
の
導
入
に
よ
っ
て
反
対
命
題
を
打

ち
出
し
、
民
本
思
想
を
専
制
の
縛
り
か
ら
剥
離
し
、
そ
の
正
面
価
値
を
救
出
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

中
国
の
伝
統
思
想
に
は
、「
天
の
視み

る
は
我
が
民
の
視み

る
に
自し

た
が

い
、
天
の
聴
く

は
我
が
民
の
聴
く
に
自し

た
が

う
」、「
民
を
貴
し
と
為
し
、
社
稷
之
れ
に
次
ぎ
、
君
を
軽

し
と
為
す
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
と
は
い
え
、「
民
主
」
の
含
意
は
民
の
主
宰
者

で
あ
っ
て
、
民
が
本
位
と
さ
れ
な
が
ら
、
主
権
者
で
は
な
か
っ
た
。
実
際
、
統
治

者
は
民
の
上
に
圧
し
掛
か
り
、「
民
本
」の
旨
も
無
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
孫
文
は
、

西
洋
の
民
主
的
経
験
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の
民
本
思
想
が
専
制
政

治
に
縛
ら
れ
て
い
る
問
題
を
映
し
出
し
た
。
民
本
の
価
値
を
救
出
す
る
た
め
に
、

「
民
本
」
を
専
制
と
切
り
離
し
、
民
が
単
に
君
主
と
官
僚
に
支
配
さ
れ
る
と
い
う

構
造
を
突
破
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
の
肝
要
は
、
民
を
「
権
」

と
結
び
、
民
を
社
会
の
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と
で
あ
る
。「
民
権
」
と
い
う

概
念
を
主
義
に
採
用
し
た
の
は
、
旧
来
の
「
民
主
」
の
含
意
と
区
別
し
、
民
本
の

位
相
を
変
え
る
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
っ
た
。「
民
権
と
は
民
衆
の
主
権
で
あ
る
」

と
孫
文
は
述
べ
た(

)。
12

専
制
下
の
「
民
本
」
伝
統
に
お
い
て
、
歴
史
上
た
と
え
価
値
あ
る
改
革
が
行
わ

れ
て
も
、「
民
の
た
め
」
の
政
務
に
止
ま
り
、
民
の
主
権
へ
の
配
慮
が
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
強
い
習
慣
の
中
で
、
近
代
の
改
革
を
模
索
す
る
人
々
が
西
洋
の
民
主
主

義
を
理
解
す
る
時
も
、
そ
れ
を
民
本
と
混
同
し
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
、「
民
本
」
観
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念
の
下
で
、
無
道
の
君
主
を
倒
す
こ
と
は
「
革
命
」
と
呼
ば
れ
る
が
、
人
民
主
権

の
観
念
が
な
か
っ
た
た
め
、「
革
命
」
の
結
果
は
新
し
い
専
制
君
主
を
絶
え
ず
生
み

出
し
、
専
制
の
悪
性
循
環
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
「
革
命
」
者
が
皇
帝
に
な

る
と
い
う
思
想
を
派
生
し
た
。
こ
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も
、
孫
文
は
「
民
権
」
と

い
う
観
念
で
対
応
し
た
。
彼
は
革
命
を
恐
れ
る
人
々
に
は
、「
湯
武
の
命
を
革
む

る
は
天
に
順
い
、
人
に
応
ず
る
な
り
」
の
古
義
を
引
用
し
て
「
革
命
は
聖
人
の
事

業
で
あ
る
」
と
主
張
し
た
が
、
同
時
に
、
専
制
と
皇
帝
思
想
の
循
環
を
防
ぐ
よ
う

繰
り
返
し
強
調
し
た
。「
私
が
革
命
を
提
唱
し
た
当
初
、
賛
成
者
の
ほ
ぼ
十
の
六
、

七
は
皇
帝
思
想
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
革
命
主
義
を
宣
伝
す
る
の

は
、
満
州
王
朝
を
倒
す
ば
か
り
で
な
く
、
共
和
を
建
設
す
る
た
め
で
あ
る
。
…
…

わ
れ
わ
れ
革
命
党
の
宣
伝
の
最
初
か
ら
、
民
権
主
義
に
よ
る
共
和
国
家
建
設
を
掲

げ
た
の
は
、
皇
帝
の
戦
争
を
免
れ
る
た
め
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
要
す
る
に
、
革

命
で
獲
得
す
る
「
権
」
を
民
と
結
び
つ
け
て
、
民
権
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、

専
制
の
悪
循
環
を
防
ご
う
と
し
た
。
こ
う
し
て
彼
は
、
時
間
の
角
度
か
ら
中
国
の

伝
統
元
素
に
対
し
て
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
を
行
な
っ
た
。

他
方
に
お
い
て
、
孫
文
は
、
空
間
の
角
度
か
ら
西
洋
の
近
代
元
素
に
対
す
る
コ

ン
テ
ク
ス
ト
転
換
も
行
な
っ
た
。
三
民
主
義
は
西
洋
近
代
思
想
を
吸
収
し
た
が
、

西
洋
に
対
す
る
純
粋
翻
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
孫
文
は
リ
ン
カ
ン
の
「ofthe

」
を
援
引
し
て
、
三
民
主
義
を
解
釈
し

people,by
thepeople,forthepeople

た
が
、
ま
た
、
今
ま
で
各
国
の
革
命
党
に
「
三
つ
の
主
義
を
掲
げ
る
」
も
の
は
な

か
っ
た
と
述
べ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
「
完
全
に
民
権
主
義
の
た
め
」
で
あ
り
、
フ
ラ

ン
ス
革
命
は
「
民
権
主
義
と
民
生
主
義
を
掲
げ
た
」。「
こ
の
二
国
の
民
権
革
命
は

成
功
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
民
生
主
義
は
失
敗
し
た
。
だ
か
ら
、
こ
の
二
国
は
今

民
生
主
義
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
指
摘
し
た(

)。
リ
ン
カ
ン
の
「
for
the

13

people」は
必
ず
し
も
民
生
を
意
味
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
孫
文
は
、そ
れ
が「
民

生
主
義
」
に
相
当
す
る
と
言
う
時
に
、
実
は
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
を
行
な
っ
た
。

彼
の
民
生
主
義
は
孔
子
の
「
仁
政
」
思
想
を
継
承
し
、
平
均
に
し
て
「
大
多
数
の

人
に
大
幸
福
を
享
受
さ
せ
る
」
も
の
で
あ
る(

)。
こ
う
し
た
価
値
観
に
立
っ
て
い
る

14

か
ら
こ
そ
、
彼
は
欧
米
の
革
命
の
不
完
全
性
を
感
じ
、
次
の
こ
と
を
指
摘
し
た
の

で
あ
る
。

「
欧
米
は
政
治
革
命
の
後
、
人
々
が
自
由
平
等
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
工
商
業

に
力
を
尽
く
す
こ
と
が
で
き
、
経
済
が
進
歩
し
、
機
械
が
発
明
さ
れ
、
生
産

力
が
大
い
に
増
大
し
て
き
た
。
土
地
と
資
本
を
得
た
優
勢
あ
る
者
は
、
に
わ

か
成
金
に
な
る
が
、
土
地
と
資
本
を
持
た
な
い
者
は
、
生
計
が
日
増
し
に
困

難
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
富
む
者
は
ま
す
ま
す
富
み
、
困
窮
な
者
は
ま
す

ま
す
貧
し
く
な
る
。
そ
し
て
貧
富
の
階
級
が
次
第
に
分
か
れ
、
民
生
の
問
題

が
起
こ
る
の
で
あ
る(

)。」
15

し
た
が
っ
て
、
三
民
主
義
を
単
純
に
「ofthe

people,
by

the
people,

for

」
と
同
一
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
リ
ン
カ
ン
の
「
ofthepeople」
は

thepeople

主
に
人
民
の
意
志
に
基
づ
い
て
政
府
を
形
成
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
孫
文

の
「
民
有
」
は
こ
の
意
味
の
ほ
か
に
、
民
族
主
義
を
指
す
。「
民
治
」
は
リ
ン
カ
ン

の
主
義
と
共
通
し
、政
治
の
主
権
は
人
民
に
あ
る
こ
と
を
指
す
。
し
か
し
、「
民
有
」

も
「
民
治
」
も
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
、「
民
享
」
こ
そ
目
的
で
あ
る
。
三
民

主
義
の
中
で
、
根
本
的
な
目
的
は
民
生
主
義
で
あ
る
。
民
権
主
義
は
「
民
生
」
を
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実
現
す
る
た
め
の
核
心
的
な
方
法
で
あ
り
、
民
族
主
義
は
国
家
主
権
を
取
り
戻
す

重
要
な
方
法
で
あ
る
。「
体
用
」関
係
に
よ
っ
て
表
現
す
れ
ば
、民
生
主
義
を「
体
」

と
し
、
民
権
主
義
と
民
族
主
義
を
「
用
」
と
す
る
と
言
え
よ
う
。

「
民
生
」
を
「
体
」
と
す
る
の
は
「
仁
政
」
思
想
の
継
承
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
実
現
方
法
は
従
来
の
「
民
本
」
と
違
っ
て
、「
民
治
の
精
神
を
励
行
」
す
る
こ
と

で
あ
る(

)。「
民
治
」
に
よ
っ
て
こ
そ
真
の
「
民
生
」
に
達
成
で
き
る
と
孫
文
は
考
え

16

た
。
こ
れ
は
伝
統
的
な「
仁
政
」に
対
す
る
一
つ
の
突
破
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
用
」

と
し
て
の
「
民
族
」
と
「
民
権
」
も
同
等
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
。
中
国
が

異
民
族
の
圧
迫
と
外
国
の
侵
略
を
受
け
て
い
る
状
況
の
中
、
民
族
主
義
に
よ
っ
て

国
家
主
権
を
取
り
戻
す
の
は
、「
民
生
」
に
達
成
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
。

し
か
し
通
常
の
す
べ
て
の
状
況
の
中
で
は
、「
民
生
」
を
実
現
す
る
根
本
的
な
方
法

は
民
権
主
義
で
あ
る
。
ま
た
、「
体
用
」
関
係
は
主
要
と
副
次
の
関
係
で
は
な
く
、

目
的
に
と
っ
て
方
法
が
肝
要
に
関
わ
っ
て
い
る
。「
民
生
」
の
実
現
に
「
民
権
」
の

方
法
が
必
須
で
あ
り
、「
体
」
と
「
用
」
と
は
不
可
分
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
民
権

主
義
は
方
法
と
し
て
核
心
的
価
値
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

民
主
的
体
制
に
つ
い
て
も
、
孫
文
は
西
洋
に
学
ぶ
と
同
時
に
、
西
洋
に
対
す
る

コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
を
試
み
た
。
例
え
ば
、
彼
は
欧
米
諸
国
の
政
治
的
状
況
を
観

察
し
て
議
会
制
の
限
界
性
を
感
じ
た
。「
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
は
民
権
を
旨
と
し
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
代
表
の
政
治
で
あ
り
、
国
民
は
選
挙
の
権
し
か
得
て
い
な
い
」

と
述
べ
た(

)。
彼
か
ら
見
れ
ば
、「
代
議
制
は
真
の
民
権
で
は
な
く
、
直
接
民
権
こ
そ

17

真
の
民
権
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、
よ
り
直
接
の
民
権
を
持
つ
ス
イ
ス
憲
法
の

内
容
に
特
に
注
目
し
た(

)。
中
華
民
国
の
政
体
を
検
討
す
る
時
、
彼
は
ス
イ
ス
型
の

18

民
権
を
詳
し
く
解
釈
し
、し
か
も
中
国
の
伝
統
か
ら
価
値
あ
る
要
素
を
も
発
掘
し
、

「
五
権
憲
法
」
を
創
造
し
た
。
ま
た
、
世
界
史
上
の
民
権
発
展
史
を
考
察
し
、
各

国
の
民
主
政
治
に
現
れ
て
い
る
流
弊
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
権
の
濫
用

に
よ
る
暴
民
政
治
も
民
権
実
現
の
障
害
に
な
る
と
認
識
し
た
。

西
洋
の
経
験
し
た
民
主
主
義
の
中
の
限
界
性
を
補
い
、
そ
の
現
実
に
現
れ
て
い

る
流
弊
を
避
け
る
た
め
に
、孫
文
は
時
空
の
両
角
度
か
ら
古
今
中
外
を
往
復
し
て
、

知
的
資
源
を
探
索
し
、
民
権
実
践
の
方
法
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
で
は
、

西
洋
思
想
に
よ
っ
て
伝
統
の
民
本
主
義
に
対
す
る
突
破
を
試
み
、
他
方
で
は
、
伝

統
の
智
恵
を
用
い
て
西
洋
民
主
主
義
に
対
す
る
創
造
的
な
転
換
を
試
み
た
。
革
命

の
実
践
を
指
導
す
る
思
想
理
論
と
し
て
は
、
今
日
の
思
考
に
も
価
値
あ
る
意
味
を

残
し
て
い
る
。

Ⅱ

伝
統
的
構
造
と
近
代
的
改
革
と
の
相
克
の
苦
境

西
洋
の
近
代
民
主
主
義
は
中
国
に
と
っ
て
、
普
遍
的
価
値
で
あ
り
な
が
ら
、
外

来
文
化
で
も
あ
る
。
中
国
文
化
は
自
身
の
強
い
構
造
を
持
っ
て
お
り
、
外
来
文
化

を
導
入
す
る
時
、
単
な
る
採
長
補
短
で
は
う
ま
く
行
か
な
い
場
合
が
あ
る
。
西
洋

文
化
の
作
用
に
よ
っ
て
、
中
国
旧
来
の
文
化
が
改
善
さ
れ
る
側
面
も
あ
れ
ば
、
旧

来
の
文
化
の
位
相
に
よ
っ
て
西
洋
の
近
代
要
素
が
排
斥
さ
れ
、
あ
る
い
は
飲
み
込

ま
れ
、
変
容
や
変
質
を
発
生
す
る
側
面
も
あ
る
。
中
国
の
近
代
的
改
革
は
実
践
の

中
で
、伝
統
構
造
と
の
相
克
と
い
う
よ
う
な
苦
境
に
遭
遇
す
る
の
も
自
然
で
あ
る
。

清
末
の
内
憂
外
患
は
、
満
州
王
朝
の
腐
敗
無
能
が
直
接
原
因
で
あ
っ
た
が
、
そ
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の
背
後
に
は
中
国
の
専
制
伝
統
に
よ
る
深
層
の
原
因
が
潜
ん
で
い
る
。
孫
文
が
呼

び
か
け
た
革
命
は
、
満
州
異
民
族
統
治
の
打
倒
と
専
制
の
打
倒
と
い
う
二
重
課
題

を
含
む
。
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ
た
民
族
主
義
と
民
権
主
義
は
、
同
等
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
こ
の
二
つ
の
過
程
を
民
族
革
命
と
政
治
革
命
（
ま
た

は
民
権
革
命
）
と
称
し
、
民
族
革
命
を
緊
急
課
題
に
し
、
民
権
革
命
を
根
本
課
題

に
し
た
。
早
く
も
こ
の
位
置
づ
け
方
を
強
調
し
た
。
一
九
〇
六
年
の
『
民
報
』
創

刊
一
周
年
祝
賀
会
で
、
民
権
主
義
こ
そ
核
心
的
課
題
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
た
。

「
民
権
主
義
は
政
治
革
命
の
根
本
で
あ
る
。
将
来
民
族
革
命
が
実
行
さ
れ
た

後
、現
在
の
劣
悪
な
政
治
は
も
と
よ
り
一
掃
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

劣
悪
政
治
の
根
本
が
ま
だ
存
在
し
、
そ
れ
を
退
治
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
国
数
千
年
は
ず
っ
と
君
主
専
制
政
体
で
あ
り
、
こ
の
政
体
は
平
等
自
由
な

国
民
が
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
政
体
を
退
治
す
る
に
は
、
民
族

革
命
だ
け
で
は
成
功
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
漢
人
が
君
主
に
な
っ
て

も
、
そ
れ
を
革
命
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

)。」
19

明
ら
か
に
、
孫
文
の
革
命
に
お
い
て
、
満
州
王
朝
を
打
倒
し
て
中
華
民
族
の
国

家
を
光
復
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
が
、
数
千
年
持
続
し
て
き
た
専
制
の
打

倒
こ
そ
革
命
の
根
本
的
課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
体
選
択
で
彼
が
共
和
制
に

固
執
す
る
原
因
で
も
あ
る
。
共
和
制
の
主
張
が
様
々
な
反
対
と
挑
戦
に
遭
わ
さ
れ

て
も
、
彼
は
そ
の
主
張
を
変
え
な
か
っ
た
。
実
際
、
孫
文
も
近
代
的
政
治
制
度
と

し
て
立
憲
君
主
制
の
価
値
を
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国
の
革

命
は
共
和
政
体
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
堅
持
し
続
け
、
漢
族
に
よ
る
立
憲

君
主
制
も
採
用
で
き
な
い
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、
す
で
に
君
主
専
制
が
強
い
慣

性
に
な
っ
て
い
る
中
国
に
お
い
て
、
専
制
の
悪
循
環
を
防
ぐ
た
め
に
、
彼
は
断
固

と
し
て
共
和
制
の
設
立
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
民
権

が
真
に
実
現
で
き
る
か
否
か
を
強
く
憂
慮
す
る
心
か
ら
生
ま
れ
た
執
着
と
も
言
え

よ
う
。
立
憲
君
主
制
の
主
張
者
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
急
進
的
で
非
現
実
的
で
あ
る

と
さ
え
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、革
命
の
実
践
に
お
け
る
指
導
者
と
し
て
、孫
文
は
必
ず
し
も
が
む
し
ゃ

ら
に
進
む
も
の
で
は
な
か
っ
た
。「
実
行
家(

)」
だ
か
ら
こ
そ
、
む
し
ろ
革
命
の
具
体

20

的
推
進
に
現
実
的
な
考
慮
を
持
っ
て
い
た
。
最
初
の
予
測
は
不
十
分
だ
っ
た
か
も

知
れ
な
い
。
一
九
〇
五
年
秋
に
汪
精
衛
と
の
談
話
で
、「
革
命
の
志
は
民
権
に
あ

る
が
、
革
命
の
際
は
兵
権
が
重
視
さ
れ
、
両
者
は
常
に
相
抵
触
す
る
」
と
い
う
憂

慮
を
す
で
に
表
し
、
民
権
が
圧
殺
さ
れ
る
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
対

策
も
提
案
し
た
。
革
命
の
最
初
に
兵
権
と
民
権
の
相
互
不
可
侵
の
関
係
を
明
確
に

し
、
兵
権
が
強
く
な
れ
ば
民
権
も
高
め
、
革
命
が
成
功
し
た
時
、
兵
権
を
取
り
除

い
て
民
権
を
与
え
る
と
「
約
法
」
を
設
け
て
お
く
こ
と
。
そ
し
て
「
約
法
」
を
憲

法
に
転
換
す
れ
ば
、民
権
立
憲
政
体
も
盤
石
の
よ
う
に
強
固
で
あ
る
と
予
測
し
た(

)。
21

つ
ま
り
、
彼
は
最
初
か
ら
民
権
推
進
の
困
難
さ
に
つ
い
て
現
実
的
な
認
識
も
あ
っ

た
が
、
対
策
の
効
果
に
関
す
る
予
測
は
楽
観
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、「
実
行
家
」

が
遭
遇
し
た
困
難
は
遥
か
に
そ
の
予
想
を
超
え
て
い
た
。
中
華
民
国
の
成
立
時
か

ら
、
孫
文
は
改
革
の
実
践
に
お
け
る
苦
境
に
直
面
し
て
い
た
。「
執
拗
低
音
」
と
も

言
え
る
伝
統
政
治
の
特
性
か
ら
生
じ
る
各
種
の
流
弊
に
逐
一
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

中
国
は
長
期
に
わ
た
っ
て
、
民
本
思
想
が
専
制
と
結
び
つ
け
ら
れ
た
た
め
、
伝
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統
政
治
の
「
位
相
」
が
民
権
推
進
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
孫
文
が
一
九
一
九
年

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
当
時
、
革
命
党
員
の
多
く
は
民
族
主
義
を
重
視
し
た
が
、

民
権
主
義
を
心
に
留
め
る
者
が
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
ゆ
え
、
破
壊
が
成
功
後
、
官

僚
は
人
民
の
程
度
が
不
足
し
て
い
る
と
言
い
、
わ
が
党
員
も
そ
の
説
に
従
っ
て
、

人
民
の
程
度
不
足
を
理
由
に
直
接
民
権
を
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。」

こ
の
状
況
に
直
面
し
て
、
孫
文
は
「
約
法
」
か
ら
憲
法
へ
の
直
接
移
行
の
難
し
さ

を
認
識
し
、「
破
壊
時
に
軍
政
を
行
な
い
、
建
設
時
に
は
訓
政
を
行
な
う
」
と
い
う

方
策
で
対
応
し
よ
う
と
し
た
。「
訓
政
と
は
清
朝
の
遺
民
を
訓
練
し
て
民
国
の
主

人
公
へ
と
育
成
し
、よ
っ
て
直
接
民
権
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
」。
し
か
し「
訓
政
」

も
猛
烈
な
反
対
を
受
け
た(

)。
そ
こ
に
見
ら
れ
る
第
一
の
「
執
拗
低
音
」
は
「
官
本

22

位
」
で
あ
る
。
そ
れ
が
頑
固
に
存
続
し
て
い
る
た
め
、
民
権
の
実
施
が
阻
害
さ
れ

る
ば
か
り
で
な
く
、
主
旋
律
の
民
本
そ
れ
自
体
も
蝕
ま
れ
て
し
ま
う
。
苦
境
は
こ

れ
に
止
ま
ら
な
い
。
第
二
の
「
執
拗
低
音
」
は
「
家
天
下
」
で
あ
る
。
天
下
を
私

物
化
す
る
君
主
専
制
は
、
皇
帝
志
向
と
い
う
旧
習
を
派
生
し
た
。「
大
き
な
志
」
を

持
つ
多
く
の
人
は
皇
帝
に
な
ろ
う
と
し
、
革
命
を
王
朝
の
易
姓
の
機
会
と
し
て
い

る
。
こ
の
頑
固
な
旧
習
に
よ
っ
て
民
権
が
妨
げ
ら
れ
る
が
、
民
権
に
よ
っ
て
こ
れ

を
克
服
す
る
し
か
な
い
と
孫
文
は
考
え
た
。

「
お
よ
そ
革
命
の
人
は
も
し
皇
帝
思
想
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
亡
国
ま
で
発
展

す
る
恐
れ
が
あ
る
。
中
国
は
従
来
国
家
を
私
人
の
財
産
と
し
て
き
た
た
め
、

草
莽
の
英
雄
が
決
起
す
れ
ば
必
ず
相
争
う
。
…
…
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
必

ず
平
民
革
命
を
推
し
進
め
、
国
民
の
政
府
を
建
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

れ
は
わ
れ
わ
れ
の
革
命
の
目
的
ば
か
り
で
な
く
、
革
命
の
時
に
は
す
で
に
不

可
欠
で
あ
る(

)」。
23

こ
の
意
味
で
、
共
和
政
体
は
急
進
的
と
批
判
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孫
文

か
ら
見
れ
ば
、
国
情
に
合
っ
て
い
る
選
択
で
あ
る
。
し
か
し
、
孫
文
が
皇
帝
思
想

の
除
去
を
繰
り
返
し
人
々
に
忠
告
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
家
天
下
」
の
旧
習
は

非
常
に
頑
固
で
あ
っ
た
た
め
、
共
和
国
が
成
立
後
も
皇
帝
思
想
が
依
然
と
し
て
消

滅
せ
ず
、
革
命
党
の
内
部
か
ら
人
々
の
民
権
意
識
を
蝕
み
続
け
た
。
辛
亥
革
命
後

の
混
乱
と
袁
世
凱
の
独
裁
や
軍
閥
政
治
を
経
て
、
孫
文
は
困
難
の
深
刻
さ
を
痛
切

に
感
じ
、『
建
国
方
略
』「
自
序
」
で
、
共
和
国
建
国
後
に
三
民
主
義
へ
進
ん
で
い

く
自
分
の
予
想
に
反
し
た
状
況
を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
図
ら
ず
も
革
命
が
達
成
す
る
と
、
党
員
か
ら
直
ち
に
異
議
が
起
こ
り
、
私

の
主
張
は
理
想
が
高
す
ぎ
て
中
国
に
合
わ
な
い
と
言
い
出
し
た
。
…
…
こ
れ

に
よ
っ
て
、
革
命
後
の
建
設
は
成
果
が
得
難
く
、
破
壊
後
の
国
事
も
日
増
し

に
悪
く
な
る
。
一
つ
の
満
州
専
制
を
取
り
除
い
た
が
、
無
数
の
強
盗
の
専
制

に
生
ま
れ
変
わ
り
、
そ
の
毒
の
猛
烈
さ
、
前
よ
り
甚
だ
し
い
。
こ
れ
ゆ
え
、

人
民
生
活
の
苦
し
み
は
ま
す
ま
す
深
刻
に
な
る(

)。」
24

さ
ら
に
第
三
の
「
執
拗
低
音
」
は
、「
官
本
位
」
の
位
相
に
生
存
す
る
人
民
の
政

治
的
主
体
性
の
欠
乏
で
あ
る
。
中
国
の
民
本
伝
統
に
お
い
て
、「
仁
政
」
は
人
民
の

自
治
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
有
徳
の
君
主
と
官
僚
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
。
長
期

に
わ
た
っ
て
、
民
は
子
供
か
奴
僕
の
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、
政
治
意
識
が

乏
し
か
っ
た
。
こ
の
状
況
に
直
面
し
て
、
孫
文
は
人
々
の
観
念
を
転
換
さ
せ
る
た

め
に
、
民
国
成
立
早
々
か
ら
、
各
地
の
講
演
で
国
民
の
権
利
、
責
任
、
義
務
を
繰

り
返
し
説
き
続
け
た
。
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「
今
は
専
制
が
倒
さ
れ
、
共
和
が
成
立
し
、
我
が
同
胞
は
奴
隷
の
域
か
ら
主

人
の
地
位
に
上
り
、
民
族
、
民
権
主
義
の
目
的
に
達
し
た
。
た
だ
民
生
主
義

は
ま
だ
萌
芽
の
状
態
に
あ
る
。
我
が
同
胞
は
そ
れ
ぞ
れ
国
家
権
利
を
享
受
す

る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
国
民
の
責
任
を
負
い
、
国
民
の
義
務
を
尽
く
す
べ
き
で

あ
る(

)。」
25

「
共
和
が
専
制
と
異
な
る
所
以
は
、
専
制
は
少
数
者
が
一
国
を
支
配
す
る
政

体
で
あ
る
の
に
対
し
、
共
和
は
国
民
が
皆
国
政
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
…
…

専
制
の
時
、
す
べ
て
の
人
は
官
府
の
監
督
を
受
け
る
が
、
共
和
政
体
で
は
、

す
べ
て
の
人
が
主
人
で
あ
る
。
…
…

国
政
百
端
は
決
し
て
少
数
者
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
全
国

の
意
志
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
も
し
少
数
者
の
独
断
専
行
に

任
せ
れ
ば
、
必
ず
専
制
に
陥
っ
て
共
和
の
実
が
な
く
な
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
少

数
者
の
専
制
を
防
ぐ
た
め
に
、
す
べ
て
の
国
民
は
皆
参
政
の
権
利
が
あ
る
。

義
務
と
権
利
と
は
不
可
分
の
関
係
で
あ
り
、
権
利
を
享
受
す
る
に
は
必
ず
義

務
を
尽
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

)。」
26

し
か
し
、
人
々
に
浸
透
し
て
き
た
伝
統
観
念
を
変
え
る
の
は
甚
だ
難
し
い
。
現

実
に
お
い
て
、「
官
本
位
」
の
位
相
が
革
命
の
陣
営
に
も
潜
ん
で
お
り
、
民
主
を
民

本
と
混
同
す
る
現
象
が
発
生
し
、
民
の
主
権
を
無
視
し
た
統
治
の
旧
習
を
無
意
識

に
踏
襲
す
る
。
そ
れ
に
、「
家
天
下
」
の
旧
習
が
「
草
莽
」
か
ら
成
り
あ
が
る
者
に

受
け
継
が
れ
、
国
政
を
私
物
化
す
る
現
象
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
あ
た
か

も
中
華
民
国
の
新
し
い
主
旋
律
の
底
部
に
負
面
の
伝
統
的
な
「
執
拗
低
音
」
が
鳴

り
続
け
る
と
い
う
有
り
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
人
民
に
は
権
利

と
義
務
の
観
念
を
樹
立
し
難
く
、
政
治
的
主
体
性
を
欠
乏
す
る
状
態
が
依
然
と
し

て
持
続
し
て
い
た
。
一
九
二
四
年
国
民
革
命
が
始
動
す
る
時
、
孫
文
は
こ
の
問
題

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
分
析
し
た
。

「
秦
以
後
の
歴
代
皇
帝
は
、
専
制
の
目
的
が
第
一
に
彼
ら
自
身
の
皇
位
を
保

ち
、
永
遠
の
家
天
下
を
維
持
し
、
彼
ら
の
子
孫
も
万
世
そ
れ
を
享
受
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
人
民
の
行
動
に
つ
い
て
皇
位
を
脅
か
す
危
険
が

あ
れ
ば
、
大
き
な
力
で
懲
罰
す
る
。
…
…
逆
に
、
も
し
人
民
は
皇
位
に
触
れ

な
け
れ
ば
、
彼
ら
が
何
を
し
て
も
、
皇
帝
は
放
っ
て
お
く
の
で
あ
る
。
人
民

は
皇
帝
に
一
つ
の
関
係
し
か
な
い
。
租
税
を
納
め
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
こ

れ
以
外
、
政
府
と
は
別
に
関
係
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
中
国
人
民
の
政
治
思

想
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る(

)。」
27

こ
こ
で
孫
文
は
、
専
制
の
下
で
人
民
は
基
本
的
に
政
治
と
無
関
係
で
あ
る
と
い

う
深
刻
な
問
題
を
指
摘
し
、
人
々
の
身
に
付
い
た
習
慣
を
変
え
る
こ
と
の
困
難
さ

を
痛
感
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
は
一
気
に
「
憲
政
」
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、

過
渡
期
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
た
。
か
つ
て
彼
は
過
渡
期
に

つ
い
て
「
革
命
と
建
設
を
軍
政
、
訓
政
、
憲
政
の
三
時
期
に
分
け
る
」
と
い
う
漸

進
的
構
想
を
語
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
四
年
、『
国
民
政
府
建
国
大
綱
』
で
軍
政
、

訓
政
、
憲
政
の
三
時
期
と
い
う
方
針
を
改
め
て
強
調
し
た
。
ま
た
、『
建
国
大
綱
』

を
制
定
す
る
宣
言
で
、
過
渡
期
の
各
段
階
に
つ
い
て
具
体
的
内
容
を
明
示
し
た
。

「
軍
政
時
期
の
旨
は
、
反
革
命
勢
力
を
掃
除
し
、
革
命
主
義
を
宣
伝
す
る
こ
と
」、

「
訓
政
時
期
の
旨
は
、
人
民
が
革
命
と
建
設
の
進
行
に
従
事
す
る
よ
う
に
指
導
す

孫文「民権主義」の時空転換と創造（區建英）
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る
こ
と
」
で
あ
る
。
し
か
も
「
訓
政
か
ら
憲
政
へ
の
移
行
に
必
要
な
条
件
と
手
順
」

を
明
確
に
し
、
中
で
も
「
訓
政
」
に
関
す
る
説
明
は
特
に
具
体
的
で
あ
る
。
例
え

ば
、

「
ま
ず
県
を
自
治
の
単
位
と
し
、
一
県
に
お
い
て
旧
習
を
取
り
除
き
新
風
を

打
ち
立
て
る
よ
う
に
努
め
、
民
権
の
基
礎
を
深
く
植
え
付
け
、
し
か
る
後
に

こ
れ
を
広
げ
て
省
に
及
ぼ
す
。
こ
う
し
て
所
謂
自
治
は
始
め
て
人
民
の
自
治

に
な
る
。
こ
れ
は
、
自
治
の
名
を
借
り
て
割
拠
の
実
を
行
な
う
者
と
は
違
う

の
で
あ
る
。
地
方
自
治
が
達
成
し
て
か
ら
、
国
家
組
織
は
始
め
て
完
全
な
も

の
に
な
り
、
人
民
も
ま
た
地
方
で
受
け
た
政
治
訓
練
に
よ
っ
て
国
政
に
参
与

す
る
こ
と
が
で
き
る(

)。」
28

「
訓
政
」
は
、
孫
文
が
革
命
実
践
で
直
面
し
た
問
題
を
克
服
す
る
た
め
の
独
創
の

一
つ
で
あ
る
。
そ
の
意
図
は
明
ら
か
に
民
権
の
実
現
を
護
衛
す
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
方
法
は
、
人
民
を
地
方
自
治
に
参
与
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
公
共
精
神
と
自

治
能
力
を
育
て
、
自
治
の
訓
練
を
県
政
か
ら
国
政
へ
広
げ
て
い
く
漸
進
的
な
プ
ロ

セ
ス
で
あ
る
。「
も
し
建
国
大
綱
に
基
づ
い
て
実
施
す
れ
ば
、
軍
政
時
代
は
反
革

命
を
退
治
し
、
訓
政
時
代
は
す
で
に
民
治
を
扶
植
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
憲
政
の

名
が
な
い
と
は
い
え
、
人
民
の
得
る
権
利
と
幸
福
は
、
憲
法
の
口
実
を
借
り
て
専

制
を
行
う
者
と
は
明
ら
か
に
違
う
」
と
、
孫
文
は
自
信
を
も
っ
て
述
べ
た(

)。
29

「
訓
政
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
と
し
て
は
、
幼
帝
に
対
す
る
太
上
皇
の
政
治
代
理

と
い
う
意
味
も
あ
り
、
ま
た
後
に
、
国
民
党
が
人
民
を
代
表
し
て
国
家
主
権
を
行

使
す
る
と
い
う
「
党
国
」
の
現
実
も
現
れ
た
た
め
、
様
々
な
非
難
を
招
い
た
。
実

際
、「
憲
政
」
へ
の
移
行
ど
こ
ろ
か
、「
訓
政
」
の
実
施
も
多
く
の
妨
げ
に
遭
遇
し

た
。
こ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
戦
後
民
主
主
義
の
代
表
的
知
識
人
・
丸
山
眞

男
は
、
孫
文
の
こ
の
点
に
正
面
的
な
理
解
と
評
価
を
与
え
た
。
周
知
の
通
り
、
丸

山
は
「
国
民
の
大
多
数
が
政
治
的
統
制
の
単
な
る
客
体
と
し
て
所
与
の
秩
序
に
ひ

た
す
ら
「由
ら
し
め
」ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
仕
組
み
を
通
じ
て
、
戦
前
戦
中
の
日

本
精
神
構
造
の
深
刻
な
問
題
を
見
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
国
民

の
政
治
的
主
体
意
識
の
樹
立
を
最
も
重
要
な
課
題
と
し
、
そ
の
た
め
に
個
人
の
主

体
的
自
由
を
唱
え
た
わ
け
で
あ
る(

)。
ま
さ
に
こ
の
関
心
点
か
ら
、
孫
文
に
共
鳴
し

30

た
。
丸
山
は
「
訓
政
」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
ず
、
そ
れ
を
「
政
治
教
育
」
と
称
し

て
い
る
。
丸
山
の
理
解
に
よ
る
と
、

「
帝
力
、
我
に
於
て
何
か
あ
ら
ん
や
と
い
う
、
そ
う
い
う
非
政
治
的
な
自
由

を
享
受
す
る
、い
わ
ば
被
治
者
と
し
て
の
意
識
し
か
も
た
な
い
国
民
大
衆
に
、

国
家
の
こ
と
を
主
体
的
に
担
う
と
こ
ろ
の
精
神
、
国
家
あ
る
い
は
政
治
と
い

う
も
の
を
み
ず
か
ら
の
こ
と
と
し
て
自
分
の
肩
に
主
体
的
に
担
っ
て
い
く
よ

う
な
精
神
、
そ
う
い
う
も
の
を
、
人
民
大
衆
の
中
に
起
こ
さ
せ
て
い
く
と
い

う
こ
と
が
孫
文
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

…
…

被
治
者
意
識
し
か
も
た
な
い
と
こ
ろ
の
個
人
を
、
政
治
的
な
国
民
、
政
治
を

み
ず
か
ら
の
こ
と
と
し
て
遂
行
す
る
と
こ
ろ
の
国
民
に
ま
で
育
て
上
げ
て
い

く
と
い
う
こ
と
が
三
民
主
義
の
課
題
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
れ
が
ま
さ
に
孫

文
の
政
治
教
育
の
目
標
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

言
い
換
え
ま
す
な
ら
ば
、
全
人
民
を
政
治
化

ポ
リ
テ
[ィ
]ジ
ー
レ
ン

す
る
、
政
治
と
い
う
も
の
を

20世紀知識人の教養と学問
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人
民
の
も
の
に
す
る
と
同
時
に
政
治
を
人
民
化
す
る
、
人
民
の
全
生
活
と
政

治
と
を
直
結
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
孫
文
の
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が

い
え
る
の
で
あ
り
ま
す(

)。」
31

Ⅲ

コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
と
創
造
的
発
展

孫
文
は
革
命
実
践
に
お
い
て
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
困
難
と
矛
盾
に
遭
遇
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
苦
境
を
打
開
す
る
方
法
を
粘
り
強
く
探
索
し
続
け
た
。
丸
山

眞
男
は
、
孫
文
の
思
想
解
釈
の
プ
ロ
セ
ス
、
つ
ま
り
、
三
民
主
義
の
解
釈
に
お
い

て
儒
教
の
伝
統
的
意
識
を
最
大
限
度
に
利
用
す
る
と
い
う
方
法
に
注
目
し
た
。
一

九
四
六
年
、
丸
山
は
東
洋
文
化
研
究
所
の
東
洋
文
化
講
座
で
「
孫
文
と
政
治
教
育
」

を
語
り
、
三
民
主
義
を
国
民
大
衆
の
意
識
の
中
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
非
常
に
難

し
い
状
況
の
中
で
、
孫
文
の
こ
の
方
法
は
三
民
主
義
の
理
解
を
容
易
に
し
た
と
評

価
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
「
巧
妙
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
か
な
り
危
険
を
と
も
な
う
」

と
指
摘
し
た(

)。
32

具
体
的
に
は
、
伝
統
的
な
意
識
を
「
そ
の
ま
ま
肯
定
し
利
用
し
て
い
っ
た
」
と

い
う
順
的
手
法
と
、
伝
統
的
な
意
識
を
「
転
倒
さ
せ
逆
用
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て

新
し
い
考
え
方
の
特
色
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
く
」
と
い
う
逆
的
手
法
を
取

り
上
げ
て
分
析
し
た
。
順
的
手
法
に
つ
い
て
、
丸
山
は
、
民
衆
の
三
民
主
義
理
解

を
易
し
く
す
る
側
面
を
認
め
る
と
同
時
に
、
儒
教
と
三
民
主
義
と
の
異
質
性
と
い

う
観
点
か
ら
、「
民
衆
が
本
当
の
新
し
い
意
識
と
い
う
も
の
、
三
民
主
義
に
お
け
る

革
命
性
と
い
う
も
の
を
意
識
し
な
く
な
る
と
い
う
危
険
性
」
を
問
題
と
し
た
。
逆

的
手
法
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
異
な
る
事
例
を
分
析
し
た
が
、
一
つ
は
、「
皇
帝
崇

拝
思
想
を
逆
用
し
て
、
人
民
が
全
部
皇
帝
に
な
る
の
だ
と
言
っ
て
人
民
主
権
の
思

想
を
説
明
し
て
い
っ
た
」
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、「
知
る
は
易
く
、
行
う
は

難
し
」
と
い
う
従
来
の
説
を
、「
知
る
は
難
く
、
行
う
は
易
し
」
に
転
倒
し
た
こ
と

で
あ
る
。
丸
山
は
前
者
に
対
し
て
、
孫
文
の
苦
心
を
理
解
し
な
が
ら
、
大
き
な
危

険
性
を
指
摘
し
た
が
、
後
者
に
対
し
て
、「
難
知
易
行
説
」
が
「
革
命
的
理
論
へ
の

関
心
を
湧
き
立
た
せ
る
と
同
時
に
、革
命
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
動
員
さ
せ
て
い
く
」

と
い
う
点
を
高
く
評
価
し
た(

)。
33

確
か
に
、
孫
文
の
手
法
に
は
丸
山
が
言
う
よ
う
な
「
危
険
性
」
を
伴
う
側
面
が

あ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
側
面
は
完
全
に
避
け
ら
れ
る
の
か
。
丸

山
は
、
一
九
五
九
年
の
あ
る
座
談
会
で
「
思
想
の
冒
険
」
を
語
り
、
一
九
六
〇
年

に
「
忠
誠
と
反
逆
」
と
い
う
論
文
を
書
い
て
、
伝
統
の
「
知
」
を
可
能
性
と
し
て

見
出
そ
う
と
試
み
た
。
さ
ら
に
一
九
六
一
年
「
日
本
の
思
想
」
あ
と
が
き
で
、
可

能
性
の
発
掘
に
つ
い
て
、「
「反
動
」的
な
も
の
の
な
か
に
も
「革
命
的
」な
契
機
を
、

服
従
の
説
教
の
な
か
に
も
反
逆
の
契
機
を
、
諦
観
の
な
か
に
も
能
動
的
契
機
を
、

あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
逆
を
見
出
し
て
い
く
」
と
い
う
弁
証
法
的
な
思
想
史
的
方

法
を
説
い
た
。
日
本
武
士
の
エ
ー
ト
ス
か
ら
正
面
の
価
値
を
見
出
す
思
想
的
探
索

も
、
あ
る
意
味
で
は
「
危
険
性
」
を
伴
う
の
だ
と
覚
悟
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
丸
山
の
指
摘
し
た
通
り
、
孫
文
が
伝
統
的
な
意
識
を
利
用
し
て
三
民
主
義
を

説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
に
「
三
民
主
義
を
め
ぐ
っ
て
右
翼
的
な
解
釈
と
左

翼
的
な
解
釈
が
分
か
れ
」
て
き
た(

)。
こ
う
い
う
こ
と
は
視
点
を
換
え
て
見
れ
ば
、

34

孫
文
が
後
世
に
様
々
な
想
像
を
展
開
す
る
可
能
性
を
残
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
実
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際
、
伝
統
的
意
識
を
利
用
す
る
孫
文
の
作
業
に
は
、
伝
統
構
造
の
位
相
に
対
す
る

コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
と
創
造
を
含
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は
、
主
に
孫
文
の
逆
的
な

手
法
か
ら
二
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
は
、
皇
帝
思
想
に
対
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
を
見
る
。
前
述
し
た
よ
う

に
、「
家
天
下
」
の
君
主
専
制
が
人
々
の
皇
帝
志
向
を
も
た
ら
し
、「
草
莽
の
英
雄
」

は
革
命
を
王
朝
の
易
姓
の
機
会
と
す
る
。
他
方
、長
期
に
わ
た
る
専
制
に
よ
っ
て
、

民
衆
は
政
治
と
無
関
係
の
立
場
に
置
か
れ
て
き
た
た
め
、
政
治
参
与
の
主
体
性
を

極
め
て
欠
乏
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
旧
弊
と
も
根
が
深
く
て
、
一
種
の
思
惟
習

慣
に
な
っ
て
お
り
、
民
権
と
共
和
の
実
現
を
妨
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
頑
固
な
旧

弊
を
退
治
す
る
た
め
に
、
孫
文
は
皇
帝
思
想
を
除
去
す
る
よ
う
繰
り
返
し
警
告
す

る
と
同
時
に
、「
民
権
」
観
念
を
も
っ
て
皇
帝
思
想
の
脈
絡
を
転
換
さ
せ
よ
う
と
し

た
。「
共
和
国
家
が
成
立
後
、
誰
が
皇
帝
に
な
る
の
か
。
人
民
が
皇
帝
に
な
り
、
四

億
の
人
が
皇
帝
に
な
る
の
だ
」
と
彼
は
言
う(

)。
つ
ま
り
孫
文
は
、
皇
帝
志
向
の
土

35

壌
に
「
民
権
」
の
観
念
を
植
え
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
億
の
人
民
が
一
家
一
姓

の
皇
帝
に
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
し
、
同
時
に
、
四
億
の
人
民
に
自
己
が
主
権
者

で
あ
る
こ
と
を
理
解
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
皇
帝
」
は
主
権
者
の
代

名
詞
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
消
極
的
な
要
素
を
積
極
的
な
要
素
に

転
換
さ
せ
る
試
み
と
も
言
え
よ
う
。
負
の
効
果
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
伝
統
の
土

壌
を
完
全
に
取
り
除
く
可
能
性
が
低
い
中
で
の
冒
険
か
も
知
れ
な
い
。

実
際
、
皇
帝
思
想
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
は
こ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
一
つ
の
創
造

的
な
契
機
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
四
億
の
人
民
が
主
権

者
と
し
て
の
「
皇
帝
」
に
な
る
こ
と
が
で
き
、「
民
権
」
を
実
際
に
運
用
で
き
る
の

か
、
と
い
う
孫
文
の
問
題
意
識
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。
当
時
の
中
華
民
国
は
有
能

で
効
率
の
高
い
政
府
を
必
要
と
し
な
が
ら
、
政
権
を
人
民
に
掌
握
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
た
と
え
民
主
的
経
験

の
豊
か
な
西
洋
諸
国
に
お
い
て
も
避
け
ら
れ
な
い
苦
悩
で
あ
る
。
孫
文
に
よ
れ

ば
、
当
時
ア
メ
リ
カ
の
民
権
研
究
者
に
、「
最
も
恐
れ
て
い
る
の
は
、
万
能
の
政
府

を
得
て
人
民
が
そ
れ
を
制
約
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
最
も
望
ん
で
い
る
の
は
、

有
能
な
政
府
を
得
て
全
く
人
民
に
使
用
さ
れ
、人
民
の
幸
福
を
図
る
こ
と
で
あ
る
」

と
い
う
説
が
あ
る
。
あ
る
ス
イ
ス
の
学
者
は
「
各
国
が
民
権
を
実
施
し
て
以
来
、

政
府
の
能
力
が
退
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る(

)。
そ
し
て
、
内

36

憂
外
患
を
抱
え
な
が
ら
、
民
衆
の
公
共
精
神
と
自
治
能
力
を
極
め
て
欠
乏
し
て
い

る
中
国
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

外
国
の
経
験
を
参
考
に
し
て
中
国
の
問
題
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
孫
文
は
、

「
権
」
と
「
能
」
を
分
離
す
る
構
想
を
考
え
出
し
た
。
こ
こ
で
ま
ず
直
面
し
た
ジ

レ
ン
マ
が
あ
り
、「
権
」
と
「
能
」
を
分
離
す
る
に
は
、
人
間
の
非
同
等
の
側
面
も

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
民
権
主
義
の
前
提
は
人
間
の
平
等
で
あ
る
。
そ
し

て
孫
文
は
、
政
治
権
利
と
政
治
才
能
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ジ
レ
ン
マ
の
解

決
を
図
り
、
政
治
権
利
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
は
平
等
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

た
上
で
、
人
間
に
お
け
る
「
聖
、
賢
、
才
、
智
、
平
、
庸
、
愚
、
劣
」
の
区
別
を

認
め
る(

)。
人
間
の
智
力
才
能
を
具
体
的
に
「
先
知
先
覚
」「
後
知
後
覚
」「
不
知
不

37

覚
」
に
分
け
る(

)。
そ
こ
で
『
三
国
志
』
の
諸
葛
亮
と
劉
備
の
子
・
阿
斗
を
例
と
し

38

て
「
権
」
と
「
能
」
を
分
離
す
る
可
能
性
を
説
明
し
た
。

「
諸
葛
亮
は
能
が
あ
っ
て
権
が
な
い
。
阿
斗
は
権
が
あ
っ
て
能
が
な
い
。
阿
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斗
は
能
が
な
い
が
、
政
事
を
諸
葛
亮
に
委
託
し
、
諸
葛
亮
は
と
て
も
有
能
で

あ
る
の
で
、
西
蜀
に
と
て
も
良
い
政
府
を
成
立
し
た
。
…
…
現
在
は
共
和
政

体
で
民
を
主
と
す
る
が
、
四
億
の
人
々
は
ど
の
種
類
の
人
な
の
か
。
…
…
大

多
数
は
不
知
不
覚
の
人
で
あ
る
。
…
…
現
在
欧
米
の
人
民
は
有
能
な
政
府
に

反
対
し
て
い
る
の
で
、
ス
イ
ス
の
学
者
は
こ
の
流
弊
を
直
そ
う
と
し
、
人
民

は
態
度
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
、
有
能
な
政
府
に
反
対
し
て
は
な
ら
な
い
と

主
張
す
る
。
し
か
し
、
態
度
を
変
え
た
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
を
用
い
る
の
か

は
ま
だ
発
明
し
て
い
な
い
。
今
私
は
そ
の
方
法
を
発
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、

権
と
能
を
分
離
し
て
は
じ
め
て
、
政
府
に
対
す
る
人
民
の
態
度
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
る(

)。」
39

孫
文
は
欧
米
に
現
れ
て
い
る
問
題
と
反
省
を
参
考
に
し
て
、
一
方
で
は
、
中
華

民
国
に
有
能
な
政
府
を
確
保
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
ス
イ
ス
学
者
の
主
張
に
賛

同
す
る
が
、
他
方
で
は
、
民
権
の
行
使
を
確
保
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
有
能
な

政
府
に
反
対
し
な
い
前
提
条
件
と
し
て
、「
権
」
を
「
能
」
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を

主
張
し
た
。
肝
心
な
の
は
、「
四
億
の
阿
斗
」
は
ど
う
す
れ
ば
民
権
を
行
使
で
き
る

か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
皇
帝
の
官
僚
に
対
す
る
任
命
と
罷
免
の
絶
対

的
権
力
を
も
っ
て
、
民
権
の
行
使
を
解
釈
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
わ
れ
わ
れ
は
今
民
権
を
実
施
し
、
四
億
の
人
民
は
皆
皇
帝
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
四
億
の
阿
斗
が
お
り
、
こ
れ
ら
の
阿
斗
は
む
ろ
ん
諸
葛
亮
に
よ
る
政

事
管
理
、
国
家
大
事
業
の
運
営
を
歓
迎
す
る
。
…
…
権
と
能
を
分
離
し
て
か

ら
は
じ
め
て
、
人
民
は
政
府
に
反
対
せ
ず
、
政
府
の
発
展
も
望
め
る
。
…
…

も
し
政
府
は
良
い
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
四
億
人
が
彼
ら
を
諸
葛
亮
と
し
て
国
家

の
管
理
権
を
委
託
す
る
。
も
し
政
府
は
悪
い
な
ら
、
わ
れ
わ
れ
四
億
人
が
皇

帝
の
職
権
を
行
使
し
て
、
彼
ら
を
罷
免
し
て
国
家
の
大
権
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
る(

)。」
40

中
国
で
は
阿
斗
と
諸
葛
亮
の
伝
統
的
経
験
が
あ
る
か
ら
、「
権
」
と
「
能
」
の
分

離
は
比
較
的
実
施
し
や
す
い
と
孫
文
は
信
じ
て
い
た
。
伝
統
的
経
験
を
活
用
し
て

民
権
を
推
進
す
る
の
は
、
中
国
人
に
と
っ
て
確
か
に
分
か
り
や
す
い
。
し
か
し
、

全
人
民
を
皇
帝
に
す
れ
ば
、
人
民
が
主
権
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
で
き
、

安
心
し
て
国
家
の
管
理
を
官
僚
に
委
ね
る
が
、
自
ら
の
「
能
」
を
高
め
る
こ
と
を

疎
か
に
す
る
、
と
い
う
盲
点
も
あ
る
。
現
実
の
中
で
、
人
民
は
「
子
」
と
し
て
良

い
「
父
母
官
」
を
期
待
し
続
け
、
結
局
「
主
権
在
官
」
と
い
う
「
官
本
位
」
の
旧

習
も
持
続
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
点
で
「
実
行
家
」
と
し
て
の
孫
文
は
、「
思
想

家
」
と
し
て
の
厳
復
が
根
本
的
に
民
の
智
・
徳
・
力
の
向
上
を
主
張
し
「
父
母
官
」

を
否
定
す
る
の
と
違
っ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
孫
文
も
未
来
の
憲
政
を
実

践
に
根
を
下
ろ
し
て
お
く
た
め
に
、「
訓
政
」
に
よ
っ
て
人
民
の
自
治
能
力
の
育
成

を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

次
は
、政
治
制
度
上
の
文
化
受
容
と
伝
統
継
承
に
お
け
る
転
換
と
創
造
を
見
る
。

民
権
の
保
障
を
実
践
の
レ
ベ
ル
で
考
え
る
中
で
、
孫
文
は
政
治
制
度
の
探
索
も
行

な
っ
た
。
西
洋
の
民
主
制
を
大
胆
に
導
入
す
る
が
、
そ
っ
く
り
真
似
る
の
で
は
な

い
。
彼
は
世
界
の
民
権
発
展
の
歴
史
と
現
状
を
考
察
し
、
そ
の
流
弊
を
顧
み
し
な

が
ら
、
最
先
進
の
国
家
の
経
験
に
注
目
す
る
。
そ
の
分
析
に
よ
っ
て
、
世
界
の
諸

民
主
国
家
で
も
二
つ
の
傾
向
、
つ
ま
り
政
府
の
集
権
に
偏
っ
て
民
権
が
抑
圧
さ
れ

る
傾
向
と
民
権
が
極
端
に
走
る
傾
向
を
免
れ
て
い
な
い
こ
と
、
両
方
と
も
真
の
民
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権
を
妨
げ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
有
能
な
政
府
は
人
民
の
最
も
恐
れ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
最
も
望
ん
で
い
る
こ
と
、
こ
れ
は
解
決
し
に
く
い
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。

孫
文
が
求
め
よ
う
と
し
た
合
理
的
な
状
態
は
、
人
民
が
真
に
主
権
者
と
し
て
有
す

べ
き
民
権
を
保
障
し
、
同
時
に
政
府
の
健
全
か
つ
有
力
な
政
策
と
政
務
を
保
障
す

る
有
り
方
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
彼
は
最
先
進
国
家
の
権
力
相
互
牽
制
の
仕
組

み
を
参
考
に
し
て
、「
四
項
民
権
」
を
提
起
し
、
ま
た
「
五
権
分
立
」
を
創
出
し
た
。

こ
れ
は
政
治
制
度
に
お
け
る
独
創
と
も
言
え
る
。
彼
は
こ
の
構
想
を
語
る
時
に
、

大
き
な
枠
組
み
で
政
治
を
「
政
権
」
と
「
治
権
」
に
区
別
す
る
。「
政
権
」
と
は
民

権
を
指
し
、
人
民
が
政
府
を
管
理
す
る
力
で
あ
る
。「
治
権
」
と
は
政
府
の
統
治
権

を
指
し
、
政
府
自
身
の
力
で
あ
る(

)。
41

人
民
の
「
政
権
」
に
つ
い
て
は
、
今
世
界
で
民
権
の
発
達
し
て
い
る
国
家
に
お

い
て
も
、
人
民
が
実
際
得
て
い
る
の
は
選
挙
権
と
被
選
挙
権
に
過
ぎ
ず
、
民
権
が

抑
圧
さ
れ
る
流
弊
を
防
ぐ
の
に
不
十
分
で
あ
る
と
孫
文
は
指
摘
し
た
。
し
か
も
、

早
く
か
ら
一
部
の
先
進
的
な
民
主
国
の
民
権
実
践
の
発
明
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、

「
ア
メ
リ
カ
の
成
文
憲
法
に
続
い
て
、「
青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
」

と
い
う
者
は
ス
イ
ス
の
憲
法
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
憲
法
は
民
権
を
旨
と
し

て
い
る
と
は
い
え
、
な
お
代
表
的
な
政
治
で
あ
り
、
国
民
は
選
挙
の
権
し
か

得
て
い
な
い
。
ス
イ
ス
の
憲
法
は
直
接
民
治
の
政
治
を
行
っ
て
お
り
、
国
民

は
選
挙
の
権
、
複
決
の
権
、
創
制
の
権
、
免
官
の
権
を
持
っ
て
い
る
。
…
…

こ
れ
は
四
大
民
権
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る(

)。」
42

後
に
彼
は
ま
た
、
こ
の
四
大
民
権
を
世
界
で
の
最
新
発
明
と
し
て
評
価
し
、
そ

の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
た
。
彼
に
よ
る
と
、
第
一
は
「
選
挙

権
」
で
あ
る
。
先
進
的
な
民
権
国
家
は
一
般
的
に
こ
の
一
権
し
か
実
行
し
て
お
ら

ず
、
こ
れ
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
の
権
だ
け
で
は
「
あ
た
か
も
機
械
を
前
進
に
推

す
力
が
あ
る
だ
け
で
、
戻
す
力
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。」
第
二
は
「
罷
免
権
」
で
あ

る
。「
人
民
が
こ
の
権
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
戻
す
力
が
あ
る
。」
第
三
は
「
創
制
権
」

で
あ
る
。
人
民
が
良
い
法
律
を
発
見
す
れ
ば
、
政
府
に
執
行
さ
せ
る
よ
う
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
第
四
は
「
複
決
権
」
で
あ
る
。
人
民
が
良
く
な
い
法
律
に
気

が
付
い
た
ら
、そ
れ
を
修
正
ま
た
は
廃
止
さ
せ
る
よ
う
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ス
イ
ス
は
「
罷
免
権
」
以
外
の
三
権
を
実
行
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
四
分
の
一

の
州
が
四
権
を
実
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
験
は
効
果
の
よ
い
こ
と
を
す
で
に

実
証
し
て
い
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
彼
は
中
国
で
こ
の
四
権
を
採
用
す
る
よ
う
主
張
す

る(
)。
43

政
府
の
「
治
権
」
に
つ
い
て
は
、
西
洋
の
先
進
的
な
民
主
制
を
採
用
し
よ
う
と

す
る
か
ら
こ
そ
、
孫
文
は
そ
れ
ら
の
制
度
の
欠
点
を
細
心
に
観
察
す
る
。
し
か
も

比
較
的
早
い
時
期
に
、
そ
の
不
足
な
と
こ
ろ
を
意
識
し
て
そ
れ
を
補
う
方
法
を

探
っ
た
。
一
九
一
六
年
に
は
こ
う
述
べ
た
。

「
今
日
、
世
界
の
各
文
明
国
は
ほ
と
ん
ど
三
権
分
立
を
採
用
し
て
い
る
が
、

実
際
、
三
権
分
立
は
利
益
も
あ
り
、
弊
害
も
多
い
。
こ
れ
ゆ
え
、
私
は
十
年

前
か
ら
五
権
分
立
を
主
張
し
た
。
五
権
分
立
と
は
何
か
。
す
な
わ
ち
、立
法
、

司
法
、
行
政
の
上
に
、
糾
弾
と
試
験
の
二
種
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

二
種
の
制
度
は
、
我
が
国
で
は
新
し
い
法
で
は
な
く
、
古
代
か
ら
す
で
に
あ

る
。
良
い
法
で
良
い
意
義
が
あ
り
、
近
代
各
国
の
模
範
に
も
な
れ
る(

)。」
44
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こ
う
し
て
孫
文
は
早
く
も
、
権
力
相
互
牽
制
の
面
で
西
洋
諸
国
の
三
権
分
立
に

も
不
足
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
認
識
し
、
中
国
の
伝
統
か
ら
優
良
な
要
素
を
掘
り
出

し
て
そ
れ
を
補
お
う
と
し
た
。
と
い
う
の
も
、
彼
か
ら
見
れ
ば
、
政
府
に
対
す
る

監
督
の
面
で
、
現
代
民
主
国
家
の
糾
弾
権
は
立
法
権
の
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
独

立
し
た
治
権
に
な
れ
な
い
。
人
才
選
抜
の
面
で
、
現
代
民
主
国
家
は
主
に
任
命
と

選
挙
の
方
式
を
取
っ
て
い
る
が
、
任
命
権
は
よ
く
政
党
に
握
ら
れ
、
往
々
に
し
て

人
才
が
埋
没
さ
れ
る
。
ま
た
選
挙
も
人
才
の
真
実
の
学
問
を
疎
か
に
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
そ
れ
ら
の
流
弊
を
救
う
た
め
に
、
彼
は
中
国
の
古
代
政
治
制
度
に
お
け
る

価
値
あ
る
経
験
を
活
用
し
よ
う
と
考
え
た
。
孫
文
に
よ
る
と
、
中
国
古
代
の
皇
帝

は
司
法
、
立
法
、
行
政
三
権
を
握
っ
て
い
た
が
、「
監
察
権
と
試
験
権
は
独
立
し
て

い
た
」。
古
代
に
お
い
て
、「
監
察
権
」
は
諫
議
大
夫
や
御
史
が
統
治
者
に
対
す
る

糾
弾
権
で
あ
り
、「
試
験
権
」
は
人
才
選
抜
の
仕
組
み
で
あ
り
、
両
者
と
も
王
権
か

ら
独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
中
国
と
外
国
の
精
華
を
生
か
し
て

す
べ
て
の
流
弊
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
具
体
的
に
は
、
西
洋
諸
国
の
三

権
分
立
の
先
進
的
制
度
を
積
極
的
に
採
用
す
る
と
同
時
に
、
中
国
の
「
監
察
権
」

と
「
試
験
権
」
を
加
え
、「
五
権
分
立
」
を
構
成
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た(

)。
彼
の
提

45

案
し
た
「
五
権
憲
法
」
は
、
西
洋
政
制
と
中
国
伝
統
と
の
相
互
補
完
を
図
る
典
型

例
で
あ
る
。

古
代
中
国
に
お
い
て
、
糾
弾
権
は
儒
学
の
「
民
本
」
原
則
に
基
づ
い
て
統
治
者

を
制
約
し
、
試
験
制
度
は
儒
学
的
修
養
の
最
も
優
れ
た
者
を
採
用
し
て
皇
帝
の
官

吏
に
な
る
制
度
で
あ
っ
た
。
孫
文
は
そ
れ
を
「
五
権
分
立
」
に
運
用
す
る
時
、
実

は
糾
弾
権
の
原
則
を
人
民
の
意
志
に
基
づ
く
民
権
に
転
換
し
、
試
験
の
基
準
を
現

代
の
科
学
知
識
と
公
職
倫
理
に
転
換
し
た
。
糾
弾
権
の
独
立
に
よ
っ
て
、
公
務
員

も
議
員
も
糾
弾
の
対
象
に
な
り
、
ま
た
試
験
権
の
独
立
に
よ
っ
て
、
人
才
選
抜
は

政
党
に
よ
る
任
命
の
独
り
占
め
や
行
政
上
の
私
的
感
情
参
入
を
防
ぎ
、
し
か
も
任

命
と
選
挙
以
外
、
能
力
に
よ
る
競
争
の
機
会
を
人
民
に
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
と

彼
は
考
え
た
。
と
く
に
「
我
が
国
人
は
官
吏
に
な
る
志
向
が
強
い
が
、
学
問
の
如

何
を
問
わ
な
い
。
…
…
試
験
制
度
で
制
限
す
れ
ば
、
国
人
の
僥
倖
心
が
あ
る
程
度

抑
制
さ
れ
る
」
と
、
中
国
人
の
陋
習
を
克
服
す
る
た
め
の
効
果
も
考
慮
に
入
れ
た(

)。
46

あ
え
て
専
制
的
伝
統
の
中
か
ら
革
命
的
要
素
を
見
出
し
、「
民
本
」
精
神
を
民
権
の

制
度
で
救
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。

結

語
本
稿
の
考
察
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
孫
文
の
革
命
実
践
は
東
西
文
化
を
跨
る
空

間
と
歴
史
を
跨
る
時
間
に
お
い
て
、
西
洋
の
近
代
民
主
制
を
反
省
的
に
導
入
し
、

ま
た
中
国
政
治
の
伝
統
を
改
造
的
に
継
承
し
た
。
各
種
の
思
想
に
対
す
る
彼
の
コ

ン
テ
ク
ス
ト
転
換
は
、
西
洋
文
化
と
中
国
文
化
の
対
決
と
相
互
補
完
の
関
係
を
表

し
て
い
る
。
そ
の
知
的
作
業
は
一
定
の
盲
点
や
危
険
な
側
面
を
伴
う
か
も
知
れ
な

い
が
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
に
、
探
索
と
創
造
を
行
い
続
け
る
た
め
の
豊
富
な
想
像

と
可
能
性
を
残
し
た
に
違
い
な
い
。

民
権
主
義
は
中
国
に
と
っ
て
前
例
の
な
い
実
践
で
あ
り
、
民
主
的
経
験
の
豊
富

な
西
洋
諸
国
に
と
っ
て
も
困
難
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
丸
山
眞
男
は
福
沢
の
唱

え
た
「
独
立
自
尊
」
精
神
を
継
承
し
、
自
由
自
主
の
人
格
精
神
を
真
の
民
主
主
義

孫文「民権主義」の時空転換と創造（區建英）
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の
基
礎
と
す
る
。
厳
復
は
一
生
涯
「
民
の
智
、
徳
、
力
の
向
上
」
を
強
調
し
、
自

由
の
理
性
を
民
主
国
の
基
本
的
道
徳
と
す
る
。
孫
文
も
実
は
人
民
の
智
徳
水
準
の

向
上
を
期
待
し
た
わ
け
で
あ
る
。
彼
は
中
国
文
化
の
「
固
有
な
知
能
」
の
回
復
と

い
う
形
で
、
個
人
の
内
発
的
な
公
共
精
神
を
唱
え
た
。

「
人
生
の
国
家
に
対
す
る
観
念
を
い
え
ば
、中
国
古
代
に
良
い
哲
学
が
あ
る
。

…
…
中
国
に
は
一
つ
の
系
統
的
な
政
治
哲
学
が
あ
り
、
外
国
の
大
政
治
家
が

そ
れ
を
ま
だ
見
て
お
ら
ず
、
は
っ
き
り
説
明
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
『
大
学
』

に
述
べ
て
い
る
「
格
物
、
致
知
、
誠
意
、
正
心
、
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平

天
下
」
で
あ
る
。
こ
の
系
統
は
一
個
人
を
内
か
ら
外
へ
発
揚
さ
せ
て
い
き
、

一
個
人
を
内
在
的
な
実
践
か
ら
天
下
の
太
平
ま
で
推
し
広
げ
て
い
く
の
で
あ

る(
)。」
47

こ
う
し
て
「
固
有
な
知
能
」
を
回
復
さ
せ
よ
う
と
す
る
構
想
は
、
朱
子
学
に
対

す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
転
換
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
孫
文
は
「
先
知
先
覚
」

の
者
ば
か
り
で
な
く
、
一
般
人
民
に
向
か
っ
て
期
待
し
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、

お
そ
ら
く
儒
学
の
真
の
「
民
本
」
精
神
と
徳
性
も
、
民
主
的
体
制
に
お
い
て
こ
そ

実
現
す
る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注

（
１
)「
思
想
っ
て
い
う
も
の
を
た
だ
到
達
し
た
結
果
か
ら
判
断
す
る
の
で
な
く
、
そ
の
時
点
時

点
の
可
能
態
に
お
い
て
と
ら
え
る
の
が
思
想
史
の
重
要
な
任
務
だ
」
と
述
べ
た
（「
思
想

の
冒
険
」
平
石
直
昭
編
『
丸
山
眞
男
座
談
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
上
）』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇

一
四
年
、一
三
八
頁
）。
ま
た
、「
過
去
の
伝
統
的
な
思
想
の
発
掘
を
問
題
に
す
る
場
合
に
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
思
想
の
到
達
し
た
結
果
と
い
う
も
の
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
初
発
点
、

孕
ま
れ
て
来
る
時
点
に
お
け
る
ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
も
の
、
つ
ま
り
ど
っ
ち
に
い
く

か
わ
か
ら
な
い
可
能
性
、
そ
う
い
っ
た
も
の
に
い
つ
も
着
目
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り

ま
す
」（「
思
想
史
の
考
え
方
に
つ
い
て
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九

六
年
、
七
六
頁
）。

（
２
)
丸
山
眞
男
『
日
本
の
思
想
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
一
年
、
一
八
七
―
一
八
八
頁
。

（
３
)「
開
国
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
。

（
４
)「
日
本
思
想
史
に
お
け
る
「
古
層
」
の
問
題
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
一
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
九
六
年
、
一
七
八
―
一
八
四
頁
。
日
本
精
神
構
造
の
病
理
に
対
す
る
丸
山
の
解
剖

は
厳
し
い
が
、「〝
日
本
は
こ
れ
ま
で
何
で
あ
っ
た
か
〞
と
い
う
こ
と
を
ト
ー
タ
ル
な
認
識

に
昇
ら
せ
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
思
考
様
式
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
そ
の
弱
点
を
克
服
す

る
途
に
通
ず
る
、
と
い
う
考
え
方
で
す
」（
同
上
、
二
二
二
頁
）。

（
５
)「
思
想
史
の
考
え
方
に
つ
い
て
」
前
掲
書
、
七
〇
―
七
二
頁
。

（
６
)
同
上
、
七
四
頁
。

（
７
)
筆
者
は
「
原
型
」
や
「
古
層
」
に
つ
い
て
ま
だ
想
像
し
に
く
い
が
、「
執
拗
低
音
」
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
歴
史
的
環
境
の
中
に
形
成
し
、
執
拗
に
存
続
し
、
絶
え
ず
新
し
い
時
代
に

潜
入
し
て
働
き
か
け
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
と
認
め
て
い
る
。
本
稿
も
こ
の
意
味
で
活

用
す
る
。

（
８
)
孫
文
「
中
国
国
民
党
是
純
粋
的
革
命
党
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
孫
中
山
研
究
学
会
編
、
団

結
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
三
七
二
―
三
七
三
頁
。

（
９
)
厳
復
訳
『
孟
徳
斯
鳩
法
意
』
上
冊
、
商
務
印
書
館
、
一
九
八
一
年
、
八
七
頁
。

（

)
同
上
、
三
〇
一
頁
。

10
（

)
同
上
、
二
二
四
頁
。

11
（

)
孫
文
「
論
三
民
主
義
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
四
〇
頁
。

12
（

)
孫
文
「
中
国
国
民
党
是
純
粋
的
革
命
党
」
前
掲
書
、
三
七
二
頁
。

13
（

)
孫
文
「
民
生
主
義
は
大
多
数
の
人
に
大
幸
福
を
享
受
さ
せ
る
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
三
六

14

頁
。

（

)
孫
文
「
論
三
民
主
義
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
四
二
―
四
三
頁
。

15
（

)
孫
文
「
提
唱
民
生
主
義

励
行
民
治
精
神
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
四
九
頁
。

16
（

)
孫
文
「
論
三
民
主
義
」
前
掲
書
、
四
一
頁
。

17
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（

)
孫
文
「
中
国
国
民
党
是
純
粋
的
革
命
党
」
前
掲
書
、
三
七
三
頁
。

18
（

)
孫
文
「
民
族
的

国
民
的

社
会
的
国
家
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
二
三
―
二
四
頁
。

19
（

)
一
九
〇
五
年
ロ
ン
ド
ン
で
厳
復
と
の
対
話
で
、
孫
文
は
厳
復
を
思
想
家
と
称
し
て
自
分

20

を
「
実
行
家
」
と
自
称
し
た
（
孫
応
祥
『
厳
復
年
譜
』
福
建
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
、

二
二
三
頁
）。

（

)
孫
文
「
革
命
以
民
権
為
目
的
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
四
七
五
、
四
七
六
―
四
七
七
頁
。

21
（

)
孫
文
「
論
三
民
主
義
」
前
掲
書
、
四
一
―
四
二
頁
。

22
（

)
孫
文
「
民
族
的

国
民
的

社
会
的
国
家
」
前
掲
書
、
二
四
頁
。

23
（

)
孫
文
『
建
国
方
略
』『
孫
中
山
文
集
』
下
、
孫
中
山
研
究
学
会
編
、
団
結
出
版
社
、
一
九
九

24

七
年
、
七
八
二
頁
。

（

)
孫
文
「
共
和
政
体
与
専
制
国
体
不
同
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
五
〇
五
頁
。

25
（

)
孫
文
「
共
和
国
人
々
皆
是
主
人
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
五
〇
六
頁
。

26
（

)
孫
文
『
三
民
主
義
十
六
講
』『
孫
中
山
文
集
』
上
、
一
五
〇
―
一
五
一
頁
。

27
（

)
孫
文
「
制
定
『
建
国
大
綱
』
宣
言
」『
孫
中
山
文
集
』
下
、
五
六
九
頁
。

28
（

)
同
上
。

29
（

)
丸
山
眞
男
「
福
沢
に
於
け
る
秩
序
と
人
間
」『
丸
山
眞
男
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九

30

九
六
年
、
二
二
〇
頁
。

（

)
丸
山
眞
男
「
孫
文
と
政
治
教
育
」『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一

31

四
年
、
八
八
、
九
〇
頁
。

（

)
同
上
、
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
。

32
（

)
同
上
、
一
〇
九
―
一
一
二
頁
。

33
（

)
同
上
、
一
〇
九
頁
。

34
（

)
孫
文
『
三
民
主
義
十
六
講
』
前
掲
書
、
一
四
六
頁
。

35
（

)
同
上
、
一
九
七
―
一
九
八
頁
。

36
（

)
同
上
、
一
六
三
頁
。

37
（

)
同
上
、
一
九
九
頁
。

38
（

)
同
上
、
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
。

39
（

)
同
上
、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
。

40
（

)
同
上
、
二
二
一
―
二
二
二
頁
。

41

（

)
孫
文
「
論
三
民
主
義
」
前
掲
書
、
四
一
頁
。

42
（

)
孫
文
『
三
民
主
義
十
六
講
』
前
掲
書
、
二
二
六
、
二
二
八
―
二
二
九
頁
。

43
（

)
孫
文
「
以
五
権
分
立
救
三
権
鼎
立
之
弊
」『
孫
中
山
文
集
』
上
、
五
二
三
頁
。

44
（

)
孫
文
『
三
民
主
義
十
六
講
』
前
掲
書
、
二
二
八
―
二
三
〇
頁
。

45
（

)
孫
文
「
以
五
権
分
立
救
三
権
鼎
立
之
弊
」
前
掲
書
、
五
二
三
―
五
二
四
頁
。

46
（

)
孫
文
『
三
民
主
義
十
六
講
』
前
掲
書
、
前
掲
書
、
一
二
三
頁
。

47

孫文「民権主義」の時空転換と創造（區建英）
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村
岡
典
嗣
と
丸
山
眞
男

苅

部

直

Ⅰ

村
岡
典
嗣
と
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
で
「
日
本
思
想
史
」
講
座
（
一
九
二
四
年
発
足
）
の

初
代
教
授
を
務
め
た
、
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
・
明
治
十
七
年
〜
一
九
四
六
・
昭

和
二
十
一
年
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
思
想
史
家
と
し
て
の
業
績
に
つ
き
、
近
年
再

評
価
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
新
保
祐
司『
日
本
思
想
史
骨
』（
構
想
社
、

一
九
九
四
年
）
に
は
じ
ま
り
、
前
田
勉
編
『
新
編
日
本
思
想
史
研
究
』（
平
凡
社
・

東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
の
編
者
に
よ
る
解
説
と
参
考
文
献
一
覧
、『
季
刊
日
本

思
想
史
』
七
十
四
号
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
の
特
集
「
村
岡
典
嗣
：

新
資
料
の
紹
介
と
展
望
」
と
い
っ
た
文
献
で
、
そ
の
お
お
よ
そ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

丸
山
眞
男
に
と
っ
て
も
、
村
岡
の
存
在
感
は
大
き
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
第

一
に
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
前
任
者
と
し
て

で
あ
る
。
丸
山
に
と
っ
て
実
質
的
に
最
後
の
講
義
と
な
っ
た
一
九
六
七
年
度
講
義

（
こ
の
年
に
講
義
名
を
「
日
本
政
治
思
想
史
」
に
改
め
て
い
る
）
の
「
開
講
の
辞
」

に
お
い
て
は
、
冒
頭
で
、
最
初
の
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
度
の
講
義
を
担
当

し
た
津
田
左
右
吉
と
、
続
い
て
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
度
か
ら
一
九
四
二
（
昭

和
十
七
）
年
度
ま
で
、
三
回
の
講
義
を
行
な
っ
た
村
岡
に
ふ
れ
て
、
こ
う
語
っ
て

い
る
。「

津
田
博
士
が
不
幸
な
思
想
的
圧
力
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
た
た
め
に
、
次
年

度
か
ら
、東
北
大
学
で
多
年
日
本
思
想
史
を
専
攻
さ
れ
た
村
岡
典
嗣
先
生
が
、

国
学
を
中
心
と
し
て
、
日
本
の
国
体
思
想
の
歴
史
を
講
義
さ
れ
た
。
国
体
思

想
史
と
い
う
と
、
い
か
に
も
当
時
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
右
翼
あ
る
い
は
国

粋
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し

て
ま
た
そ
の
当
時
の
大
多
数
の
そ
う
し
た
名
を
冠
し
た
書
物
に
し
て
も
、
本

学
の
文
学
部
で
平
泉
澄
教
授
が
行
っ
て
い
た
「日
本
思
想
史
」と
い
う
講
義
に

し
て
も
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
性
格
を
濃
く
帯
び
て
い
た
が
、
村
岡
教
授
の
研

究
態
度
は
き
わ
め
て
学
問
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
講
義
も
、
も
ち
ろ

ん
時
代
の
制
約
は
あ
っ
た
が
、
け
っ
し
て
当
時
の
時
流
に
乗
っ
た
り
、
こ
び

た
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。」（『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
七
冊
、
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
四
頁
）

丸
山
は
、「
あ
る
日
の
津
田
博
士
と
私
」（
一
九
六
三
年
）
で
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
助
手
時
代
に
津
田
左
右
吉
の
一
九
三
九
年
度
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
。
そ
れ

村岡典嗣と丸山眞男（苅部直）
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は
指
導
教
官
で
あ
っ
た
南
原
繁
の
指
示
に
よ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
南
原
に
言
わ
れ

て
、
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
日
本
思
想
史
関
連
の
講
義
と
し
て
、
文
学

部
に
お
け
る
平
泉
澄
の
「
日
本
思
想
史
」
講
義
と
和
辻
哲
郎
の
「
日
本
倫
理
思
想

史
概
説
」
講
義
に
も
出
席
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
村
岡
も
ま
た
、
文
学

部
倫
理
学
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
度
か
ら
講
義
を
毎

年
行
な
っ
て
い
た
が
、
丸
山
は
そ
ち
ら
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

南
原
繁
は
、「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義
担
当
者
と
し
て
は
「
は
じ
め
か
ら
津

田
・
村
岡
の
両
大
関
だ
け
考
え
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
丸
山
眞
男
・
福
田

歓
一
編
『
聞
き
書
南
原
繁
回
顧
録
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
二
四
四

頁
）。「
両
大
関
」
と
言
っ
て
も
、
津
田
を
先
に
し
て
交
渉
し
て
い
る
の
で
、
村
岡

は
第
二
希
望
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
津
田
の
出
講
が
不
可
能
に

な
っ
た
あ
と
は
村
岡
に
依
頼
す
る
の
が
、
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
文
学
部
倫
理
学
科
の
講
師
と
し
て
も
、
和
辻
哲
郎
に
と
っ
て
村
岡
は

や
は
り
二
番
目
の
候
補
で
あ
っ
た
。
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
深
作
安
文
に
宛

て
た
、
一
九
三
五
年
二
月
の
和
辻
の
書
簡
二
通
に
よ
れ
ば
、
村
岡
を
呼
ぼ
う
と
し

た
深
作
に
対
し
て
、
当
時
は
第
三
高
等
学
校
と
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
で
講
師
を

務
め
て
い
た
高
山
岩
男
の
招
聘
を
提
案
し
て
い
る
（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
十
五

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
五
七
九
〜
五
八
一
頁
）。
結
局
、
深
作
の
提
案
の

方
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
村
岡
は
東
大
の
停
年
に
達
す
る
直
前
の
一
九
四
三

（
昭
和
十
八
）
年
度
ま
で
、
講
師
を
務
め
て
い
る
。
研
究
は
着
実
だ
が
、
地
味
な

大
家
。
五
歳
下
の
和
辻
は
村
岡
の
こ
と
を
そ
ん
な
具
合
に
眺
め
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

丸
山
が
助
手
時
代
に
出
席
し
た
津
田
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
資
料
番
号
五

一
―
二
の
ノ
ー
ト
と
し
て
丸
山
眞
男
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
和
辻
と
平
泉
の

講
義
に
つ
い
て
も
、
資
料
番
号
四
九
三
―
一
の
草
稿
資
料
と
し
て
、
和
辻
の
講
義

の
ノ
ー
ト
の
あ
と
に
平
泉
の
講
義
の
ノ
ー
ト
を
二
葉
だ
け
付
加
す
る
形
で
ひ
と
ま

と
め
に
な
っ
て
い
る
。
平
泉
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
活
字
化
さ
れ
た
「
平
泉

澄
教
授
「日
本
思
想
史
」昭
和
十
三
年
度
講
義
ノ
ー
ト
」（『
藝
林
』
五
一
巻
一
号
、

二
〇
〇
二
年
四
月
）
の
五
月
十
六
日
（
北
畠
顕
家
）、
五
月
二
十
四
日
（
吉
田
松
陰
）

に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
の
で
、
一
九
三
八
年
度
、
丸
山
が
助
手
の
二
年
目
に
出
席

し
た
と
確
認
で
き
る
。

和
辻
の
講
義
に
関
す
る
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
緒
論
の
断
片
、「
第
一
章

記
紀
に
現

は
れ
た
る
倫
理
思
想
」、「
第
二
章

国
家
の
倫
理
的
意
義
」、
献
身
・
慈
悲
の
道
徳

に
関
す
る
講
義
の
断
片
、
と
い
う
四
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
聴
講

ノ
ー
ト
で
は
、
第
一
章
で
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
神
々
を
「
祀
ら
れ
る
神
」
と
「
祀

る
神
」
と
の
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
和
辻
が
論
文
「
上
代
に
於
け
る

「神
」の
意
義
の
特
殊
性
」（『
思
想
』
一
九
三
六
年
六
月
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
内

容
で
あ
り
、
の
ち
に
論
文
「
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
」（『
岩
波
講
座
倫
理
学
』
第

一
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
五
月
、
所
収
）
で
は
こ
れ
を
四
つ
に
分
類
し
直

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
度
以
前
の
講
義
と
考
え
ら
れ
、
平
泉
の
講

義
ノ
ー
ト
と
一
緒
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
三
八
年
度

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
津
田
の
講
義
の
内
容
は
中
国

古
代
の
思
想
で
あ
っ
た
か
ら
、
和
辻
と
平
泉
の
講
義
が
、
日
本
思
想
史
に
関
し
て

丸
山
が
初
め
て
大
学
で
学
ん
だ
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

20世紀知識人の教養と学問
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Ⅱ

徂
徠
・
宣
長
論
文
に
お
け
る
村
岡
の
影

丸
山
眞
男
の
助
手
論
文
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ

の
国
学
と
の
関
連
」
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
の
二
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
、『
国
家
学
会
雑
誌
』
五
十
四
巻
二
号
か
ら
五
号
ま
で
、
全
四
回
で
連
載
さ
れ
て

い
る
。
丸
山
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
に
全
体
を
書
き
上
げ
た
も
の
を
分
け
て

載
せ
た
の
で
は
な
く
、一
号
づ
つ
掲
載
分
を
書
き
進
め
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う（
松

沢
弘
陽
ほ
か
編
『
定
本
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
巻
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
六

年
、
二
三
七
頁
）。
助
手
の
三
年
の
任
期
は
、
本
来
こ
の
年
の
三
月
ま
で
の
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
任
期
を
小
刻
み
に
延
長
し
な
が
ら
雑
誌
に
連
載
す
る
形
で
、
論

文
を
提
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

実
は
こ
の
論
文
の
構
想
の
全
体
に
、
村
岡
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
思
想
史
を
分
析
す
る
方
法
論
と
し
て
は
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
に
多
く

を
負
っ
て
い
る
し
、
荻
生
徂
徠
の
思
想
に
「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
発
見
を
見
い

だ
す
と
こ
ろ
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
影
響
が
色
濃
い
。
だ
が
荻
生
徂
徠
に

よ
る
古
文
辞
学
の
方
法
が
、
反
対
に
儒
学
を
批
判
す
る
本
居
宣
長
の
国
学
を
生
ん

だ
と
い
う
逆
説
的
な
展
開
に
つ
い
て
は
、
村
岡
典
嗣
『
本
居
宣
長
』（
一
九
一
一
年

初
刊
。
丸
山
文
庫
に
は
、
一
九
二
八
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
た
増
訂
版
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
）
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
の
ち
に
『
一
橋
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
も
う
一
つ
に
は
、
研
究
開
始
の
当
時
国
学
の
評
価
が
高
く
、
ま
た
羽
仁
氏

や
村
岡
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
な
ど
は
儒
教
の
欺
瞞
性

を
容
赦
な
く
暴
露
し
て
い
る
が
、
私
は
当
時
の
「教
学
」に
対
す
る
反
発
も

あ
っ
て
共
感
し
た
わ
け
で
す
。
村
岡
氏
は
、
な
ぜ
徳
川
時
代
に
国
学
の
よ
う

な
考
え
が
出
て
き
た
の
か
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
宣
長
は
徂
徠
を

批
判
的
に
受
け
つ
い
だ
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
徂
徠
に
興
味
を
も
っ

た
。
読
ん
で
み
る
と
大
変
面
白
い
。」（「
普
遍
の
意
識
欠
く
日
本
の
思
想

―
―
丸
山
眞
男
氏
を
囲
ん
で
」
一
九
六
四
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
六
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
五
一
頁
。
以
下
『
丸
山
眞
男
集
』
か
ら
の
引
用

は
『
集
』
十
六
巻
一
九
九
頁
と
い
う
形
に
略
記
す
る
）

助
手
論
文
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
こ
の
徂
徠
と
宣
長
と
の
連
関
を
指
摘
す
る

さ
い
に
、
注
で
「
徂
徠
学
の
国
学
へ
の
影
響
は
夙
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
宣
長
学
の
解
説
書
と
し
て
古
典
的
地
位
を
占
め
る
、
村
岡
典
嗣
「本
居
宣

長
」（
明
治
四
十
四
年
初
版
）
は
、
こ
の
関
連
を
纏
ま
っ
た
形
で
述
べ
た
点
で
も
恐

ら
く
先
駆
で
あ
ろ
う
」（『
集
』
一
巻
二
七
四
頁
）
と
、
村
岡
の
著
書
を
「
先
駆
」

と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
同
じ
注
で
は
む
し
ろ
、
津
田
左
右
吉
が
『
文
学
に
現

は
れ
た
る
国
民
思
想
の
研
究
』
で
、
徂
徠
学
が
国
学
の
形
成
に
「
決
定
的
に
参
与

し
た
」
と
指
摘
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

こ
れ
を
書
い
た
と
き
は
ま
だ
、
丸
山
は
村
岡
と
面
識
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の

箇
所
が
掲
載
さ
れ
た
『
国
家
学
会
雑
誌
』
が
出
た
の
は
一
九
四
〇
年
五
月
で
あ
り
、

執
筆
は
四
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
村
岡
の
「
東
洋
政
治
思
想

史
」
講
義
を
聴
く
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
前
の
年
に
、
教
室
で
一
緒
に
右
翼
か

ら
の
攻
撃
に
対
し
て
防
禦
の
論
戦
を
試
み
た
津
田
へ
の
思
い
が
、
こ
こ
で
の
評
価
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の
序
列
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
晩
年
の
回
想
で
は
、
村
岡
が
『
本
居
宣
長
』
第
二
編
第
三
章
で
宣
長
の

「
物
の
あ
は
れ
」
論
の
奥
に
、「
人
生
観
上
の
人
情
主
義
」、
す
な
わ
ち
「
め
ゝ
し

く
は
か
な
き
」
感
情
の
流
露
に
「
人
情
の
自
然
」
が
あ
る
と
す
る
洞
察
を
発
見
し

た
こ
と
（『
本
居
宣
長
』
増
訂
版
二
八
一
頁
）
が
、
助
手
論
文
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
丸
山
の
助
手
論
文
は
、
続
い
て
発
表
し
た
論
文
「
近

世
日
本
政
治
思
想
に
お
け
る
「自
然
」と
「作
為
」―
―
制
度
観
の
対
立
と
し
て
の
」

（
一
九
四
一
年
〜
一
九
四
二
年
）
が
、
徂
徠
学
に
徳
川
思
想
史
の
決
定
的
な
転
換

点
を
見
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
や
は
り
徂
徠
の
意
義
を
強
調
し
た
論
文
と
し

て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
助
手
論
文
の
題
名
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
徂
徠
学
」
と
「
国
学
」
と
の
双
方
に
つ
い
て
新
た
な
側
面
を
描
き
だ
そ
う
と
す

る
、
野
心
的
な
試
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
山
は
、
戦
後
に
な
っ
て
助
手
論
文
に
お
け
る
宣
長
理
解
が
「
主
情
主
義
」
に

偏
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
む
し
ろ
「
主
情
主
義
」
を
強
調
す
る

こ
と
に
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
と
反
論
す
る
。

「
当
時
、
国
学
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
圧
倒
的

に
優
位
な
の
は
国
体
論
的
国
学
な
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
主
情
主
義
を
強

調
す
る
こ
と
自
体
が
、
時
代
に
対
す
る
非
常
に
ア
ン
チ
の
意
味
が
あ
る
わ
け

で
す
。
そ
う
い
う
関
係
は
、
当
時
の
国
学
論
を
読
ん
で
み
れ
ば
わ
か
る
の
で

す
。
…
…
主
情
主
義
と
い
う
の
は
村
岡
典
嗣
さ
ん
が
使
っ
た
言
葉
な
の
で
す

…
…
。
ぼ
く
が
造
語
し
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
そ
う
い
う
規
定
は
い
か

ん
と
や
ら
れ
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
村
岡
さ
ん
を
経
由
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ノ
ン
ポ
リ
の
面
を
、む
し
ろ
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。」（
前
掲『
定

本
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
巻
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
）

た
し
か
に
丸
山
は「
主
情
主
義
」と
い
う
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が（『
集
』

一
巻
二
八
八
頁
）、『
本
居
宣
長
』
で
見
る
か
ぎ
り
村
岡
に
よ
る
表
現
は
先
に
挙
げ

た
「
人
情
主
義
」
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
記
憶
違
い
は
と
も
か
く
、「
ノ
ン
ポ
リ
」
の

私
的
な
領
域
に
お
い
て
、
人
々
が
大
ら
か
に
感
情
を
表
現
す
る
自
由
を
説
い
た
思

想
家
と
し
て
の
、宣
長
の
再
評
価
を
丸
山
は
図
っ
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、

や
は
り
村
岡
の
宣
長
研
究
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
当
時
の
国
学
論
」
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
の
ち
に
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（
一
九
四
六
年
）
で
言
及
す
る
こ

と
に
な
る
、
山
田
孝
雄
の
著
作
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
肇
国
の
精
神
』『
国
学
の
本
義
』（
一
九
三
九
年
）
と
い
っ
た
著
作
で
山
田
は
、

天
皇
に
対
し
て
絶
対
的
な
忠
誠
を
捧
げ
る
こ
と
こ
そ
が
、
宣
長
の
説
い
た
「
や
ま

と
ご
こ
ろ
」
の
顕
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
そ
う
し
た
言
説
が
流
行
し
、

総
動
員
体
制
を
支
え
て
ゆ
く
支
那
事
変
下
の
状
況
に
対
す
る
批
判
が
、
む
し
ろ
宣

長
の
思
想
の
な
か
に
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
丸
山
は
、
村
岡
の
研
究
を
通
じ

て
読
み
と
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ

村
岡
講
義
の
イ
ン
パ
ク
ト

丸
山
文
庫
に
は
、
村
岡
典
嗣
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト

が
二
種
類
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
四
九
三
―
二
、
七
四
七
）。
ま
た
旧
蔵

書
の
な
か
に
は
、村
岡
の
講
義
の
講
義
プ
リ
ン
ト（
専
門
業
者
が
学
生
に
よ
る
ノ
ー
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ト
を
元
に
作
っ
た
自
主
刊
行
物
）
が
、
一
九
四
一
年
度
講
義
の
後
半
と
四
二
年
度

の
前
半
の
二
冊
の
み
、
存
在
す
る
。

ま
ず
、
資
料
番
号
四
九
三
―
二
は
、「
第
一
章

國
體
思
想
の
淵
源
」「
第
二
章

憲
法
十
七
条
と
そ
の
思
想
史
的
意
義
」
の
二
章
か
ら
成
り
、
第
二
章
第
一
節
で
中

断
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
番
号
七
四
七
の
ノ
ー
ト
が
一
九
四
一
年
度
の
講
義

プ
リ
ン
ト
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
一
九
四
二
年
度
の
講
義
プ
リ
ン
ト
と

は
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
一
九
四
〇
年
度
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
と
推

定
さ
れ
る
。

村
岡
は
当
時
、
本
務
校
の
東
北
帝
国
大
学
の
ほ
か
に
、
東
大
の
文
学
部
と
法
学

部
、
東
京
文
理
科
大
学
で
も
講
義
を
行
な
い
、
同
じ
講
義
ノ
ー
ト
（
準
備
稿
）
を

部
分
的
に
さ
し
か
え
な
が
ら
、
複
数
の
担
当
講
義
で
使
い
回
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
九
四
〇
年
度
の
、
お
そ
ら
く
東
北
大
学
で
の
講
義
ノ
ー
ト
が
「
國
體
思
想

と
そ
の
淵
源
」
と
い
う
題
名
で
、
講
義
ノ
ー
ト
を
集
め
た
著
作
集
で
あ
る
『
日
本

思
想
史
研
究
第
五
巻
国
民
性
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
東
北
大
学
史
料
館
に
は
、「
日
本
政
治
思
想
史
」
と
題
さ
れ
た
、
同
じ
年

度
の
東
大
法
学
部
用
の
講
義
ノ
ー
ト
の
現
物
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
目
次
の
う
ち

「
開
講
ノ
辞
」（
開
講
日
が
四
月
十
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
）
と
「
序
説
」
し
か
存

在
し
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
章
の
構
成
は
活
字
版
と
ほ
ぼ
共
通
し
な
が
ら
、
議
論

の
細
か
な
点
で
違
い
も
見
ら
れ
る
（
講
義
ノ
ー
ト
の
写
真
複
写
は
、
川
口
雄
一
氏

か
ら
ご
提
供
を
受
け
た
）。

資
料
番
号
七
四
七
の
方
は
、
開
講
の
辞
、「
序

國
體
の
語
義
及
観
念

日
本
の

國
體
」、
古
事
記
の
成
立
に
関
す
る
解
釈
、「
第
三
節

神
代
伝
説
と
皇
国
主
義
」

の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
聴
講
ノ
ー
ト
で
あ
る
。「
村
岡
典
嗣
講
義
草
案
関
係
年

表
稿
」（『
日
本
思
想
史
研
究
第
四
巻
日
本
思
想
史
概
説
』
創
文
社
、
一
九
六
一

年
、
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
講
義
は
「
國
體
思
想
史
概
説
（
中
世
ま
で
）」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
講
義
が
丸
山
に
刻
印
し
た
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
、「
日
本
政
治
思
想
史
」

の
研
究
の
方
法
へ
の
問
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
〇
年
度
講
義
の
講
義

ノ
ー
ト
に
お
け
る「
序
説

日
本
思
想
史
ト
ソ
ノ
研
究
法
」で
村
岡
は
、「
文
化
史
」

は
歴
史
の
一
種
で
は
な
く
「
歴
史
ソ
ノ
モ
ノ
テ
ア
ル
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
人

間
の
内
な
る
「
意
識
」
も
、
人
間
が
外
界
に
見
い
だ
す
「
事
象
」
も
、
本
来
は
「
文

化
ト
シ
テ
一
ツ
」
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
政
治
モ
モ
ト
ヨ
リ
文
化
テ
ア
リ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歴
史
の
過
程
で
「
意
識
」
と
「
事
象
」
の
両
者
は
、
分
化

し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
速
度
で
発
展
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
歴
史
を
「
意
識
」
の
側
に

つ
い
て
見
る
の
が
「
思
想
史
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
思
想
」
は
「
無
意
識
下
意

識
ノ
状
態
」
か
ら
出
発
し
て
、「
意
識
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程
を
へ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
学
問
」
と
「
哲
学
」
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
か
ら
、
各
種
の
学
問
史
・
哲

学
史
に
対
し
て
「
思
想
史
」
は
「
前
史
」
の
位
置
に
あ
る
。
そ
う
し
た
、
一
時
代

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
貫
い
て
広
が
っ
て
い
る
意
識
の
あ
り
よ
う
を
探
求
す
る
の

が
、
思
想
史
の
役
割
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

丸
山
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
思
想
史
研
究
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
、
徹
底
し

て
学
問
的
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
主
張
も
、
一
九
四
〇
年
度
講
義
の
「
開

講
ノ
辞
」
に
見
え
る
。
学
問
的
な
史
料
読
解
の
手
法
を
通
じ
て
、
過
去
の
人
々
が
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考
え
て
い
た
内
容
を
全
体
的
に
認
識
す
る
。
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
村
岡
が
講

義
の
「
序
説
」
で
紹
介
し
た
の
は
、『
本
居
宣
長
』
で
も
強
調
し
た
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ベ
ー
ク
を
代
表
と
す
る
ド
イ
ツ
の
文
献
学
（
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
資
料
番
号
七
四
七
の
、一
九
四
一
年
度
の
開
講
の
辞
の
断
片
に
お
い
て
は
、

思
想
史
研
究
に
お
け
る
哲
学
の「
濫
用
」を
戒
め
な
が
ら
、「
真
理
を
愛
す
る
熱
情
」

を
培
う
「
哲
学
的
教
養
」
が
や
は
り
重
要
だ
と
村
岡
は
述
べ
る
。
そ
し
て
「
真
理

を
愛
す
る
熱
情
」
が
、「
わ
が
国
の
国
学
に
よ
っ
て
最
も
純
粋
に
実
行
さ
れ
、
本
居

に
よ
っ
て
最
も
徹
底
的
に
自
覚
さ
れ
、
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
回
想
し
う
る
の
は
最

も
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
」
と
そ
の
一
節
を
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
を
聴
き
、ノ
ー
ト
に
記
し
な
が
ら
、丸
山
は
何
か
が
違
う
と
思
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
文
献
学
的
方
法
に
対
す
る
尊
重
が
、
国
学
に
対
す
る
評
価
に

連
動
し
て
、
愛
国
心
の
主
張
へ
と
す
べ
り
こ
む
。
そ
う
し
た
隘
路
に
陥
ら
ず
に
、

日
本
の
過
去
の
思
想
を
ま
る
ご
と
認
識
す
る
方
法
を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
資
料
番
号
七
四
五
の
「
一
九
五
〇
年
代
後
半
講
義
ノ
ー
ト
」
に
は
、
一
九
五

六
（
昭
和
三
十
一
）
年
度
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
開
講
の
辞
の
草
稿
と

思
わ
れ
る
メ
モ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
思
想
史
を
独
立
の
学
問
分
野
と
し

て
、
そ
の
方
法
的
自
覚
を
強
調
し
て
き
た
学
者
」
と
し
て
、
戦
前
の
村
岡
典
嗣
、

戦
後
の
家
永
三
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
あ
と
で
、
個
別
の
分
野
を
超
え

た
全
体
的
な
「
日
本
精
神
」
の
探
求
が
、
し
ば
し
ば
国
家
統
合
の
政
治
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
村
岡
氏
の
唯
一
の
科
学
的
警
語
も
「国
学
」

＝
日
本
思
想
史
学
と
い
う
等
式
に
お
い
て
成
立
し
た
」
と
き
び
し
い
批
判
を
加
え

る
の
で
あ
る
。

研
究
者
と
し
て
の
出
発
点
に
お
い
て
、
村
岡
の
厳
密
な
方
法
に
ふ
れ
、
し
か
し

そ
れ
が
同
時
に
「
国
学
」
の
称
揚
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
感
じ
た
違
和
感
。

そ
れ
を
み
ず
か
ら
の
問
い
と
し
て
引
き
受
け
、
深
め
る
こ
と
を
、
丸
山
は
お
そ
ら

く
終
生
の
課
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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丸
山
眞
男
に
お
け
る
「
原
理
」・「
主
体
」・「
秩
序
」(１

)
渡

辺

浩

は
じ
め
に

本
稿
は
、丸
山
眞
男
の
日
本
政
治
思
想
史
に
関
す
る
主
要
な
論
文
を
取
り
上
げ
、

そ
こ
に
示
さ
れ
た
「
原
理
」（
丸
山
に
お
い
て
、「
理
念
」
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
）

と
、「
主
体
」（「
自
我
」
と
意
味
が
近
い
場
合
が
あ
る
）
と
、「
秩
序
」（「
主
体
」

を
包
摂
す
る
「
集
団
」
と
表
現
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
）
と
い
う
三
つ
の
観
念
の
関

係
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

取
り
上
げ
る
の
は
、
主
と
し
て
次
の
四
論
文
で
あ
る
。

①
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
」

（
一
九
四
〇
年
）
『
丸
山
眞
男
集
』（
岩
波
書
店
）
第
一
巻
所
収

②
「
近
世
日
本
政
治
思
想
に
お
け
る
「自
然
」と
「作
為
」」（
一
九
四
一
年
）
同

第
二
巻
所
収

③
「
忠
誠
と
反
逆
」（
一
九
六
〇
年
）
同
第
八
巻
所
収

④
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」（
一
九
八
〇
年
）
同
第
十
一
巻
所
収

（
以
下
で
は
、
順
に
、「
第
一
論
文
」「
第
二
論
文
」
等
と
呼
ぶ
。）

た
だ
し
、
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の
論
文
や
、
東
京
女
子
大
学
「
丸
山
眞
男

文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
た
資
料
を
も
用
い
て

補
足
す
る
。

本
稿
は
、
例
え
ば
こ
れ
ら
の
論
文
に
現
れ
た
儒
教
理
解
、
あ
る
い
は
朱
子
学
・

徂
徠
学
・
闇
斎
学
等
の
理
解
が
、
ど
れ
だ
け
正
し
い
の
か
を
論
じ
よ
う
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。
徳
川
日
本
に
お
け
る
朱
子
学
の
位
置
に
つ
い
て
の
説
明
が
ど
こ
ま

で
正
確
か
を
論
じ
よ
う
と
い
う
の
で
も
な
い
。
対
象
理
解
の
当
否
を
論
じ
る
の
で

は
な
く
、
対
象
の
取
り
上
げ
方
と
論
じ
方
に
示
さ
れ
た
丸
山
の
思
想
的
意
図
を
探

る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
稿
は
、
研
究
者
と
し
て
の
丸
山
と
い

う
よ
り
は
、
主
に
思
想
家
と
し
て
の
丸
山
を
論
じ
、
そ
の
意
味
で
の
丸
山
に
関
す

る
理
解
の
深
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

第
一
・
第
二
論
文
と
、
第
三
論
文
、
そ
し
て
第
四
論
文
は
、
執
筆
の
年
が
大
き

く
離
れ
て
い
る
（
そ
れ
ぞ
れ
概
ね
二
十
年
を
置
い
て
、
四
十
年
に
及
ぶ
）。
執
筆
時

の
日
本
と
国
外
の
状
況
も
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
、表
題
に
挙
げ
た
三
つ
の（
丸

山
自
身
が
用
い
て
い
る
）
概
念
の
相
互
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
丸
山

が
そ
の
間
に
持
続
し
た
思
想
的
苦
闘
を
整
理
し
て
示
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
本
稿
の
見
通
し
で
あ
る
。

丸山眞男における「原理」・「主体」・「秩序」（渡辺浩）
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Ⅰ

[原
理
＋
秩
序
]↓
主
体

丸
山
に
よ
れ
ば
、
朱
子
学
で
は
、「
宇
宙
の
理
法
と
人
間
道
徳
が
同
じ
原
理
で
貫

か
れ
」（
第
一
論
文
、
第
一
巻
一
四
四
頁
）
て
い
る
。
し
か
も
、「
物
理
は
道
理
に

対
し
、
自
然
法
則
は
道
徳
規
範
に
対
し
全
く
従
属
し
」（
同
一
四
八
頁
）、「
自
然
歴

史
文
化
の
一
切
が
道
徳
的
至
上
命
令
の
下
に
立
っ
て
い
る
」（
同
一
四
九
頁
）。
こ

れ
は
、
一
種
の
「
自
然
法
思
想
」（
第
二
論
文
、
第
二
巻
一
二
頁
）
で
あ
る
。

「
で
は
こ
の
自
然
法
は
実
定
的
な
社
会
秩
序
に
対
し
て
い
か
な
る
関
係
に
立

た
し
め
ら
れ
る
か
。
一
般
に
自
然
法
は
実
定
的
秩
序
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
や

否
や
一
つ
の
Entw
eder-oderの
前
に
立
た
せ
ら
れ
る
。
即
ち
そ
れ
は
自

然
法
の
純
粹
な
理
念
性
を
固
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
定
的
秩
序
に
対
す

る
変
革
的
原
理
と
な
る
か
、
そ
れ
と
も
自
己
を
全
的
に
事
実
的
社
会
関
係
と

合
一
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
れ
の
永
続
性
を
保
証
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

と
な
る
か
い
ず
れ
か
で
あ
る
。」（
同
一
三
頁
）

そ
し
て
、
朱
子
学
は
、
そ
の
後
者
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
朱
子
学
は
、「
純
粹
な
超

越
的
理
念
性
」
が
「
甚
だ
し
く
稀
薄
」
で
あ
り
、「
規
範
と
現
実
的
事
態
と
の
間
隙

を
規
範
の
側
か
ら
た
え
ず
埋
め
て
行
こ
う
と
す
る
衝
動
が
内
在
し
て
い
る
」（
同
）

（
引
用
に
あ
た
っ
て
、
丸
山
に
よ
る
傍
点
は
省
い
た
。
以
下
も
同
じ
。）
と
い
う
の

で
あ
る
。

徳
川
時
代
初
期
の
代
表
的
な
朱
子
学
者
と
丸
山
が
考
え
る
林
羅
山
に
つ
い
て
、

丸
山
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
…
…
と
い
う
羅
山
に
お
け
る
自
然
法
の
窮
極
的
意
味
が
現
実
の
封
建
的
ヒ

エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
ま
さ
に
「自
然
的
秩
序
」と
し
て
承
認
す
る
こ
と
に
あ
る
の
は

当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
朱
子
学
に
内
在
す
る
こ
の
「自
然
的
秩
序
」の
論

理
こ
そ
勃
興
期
封
建
社
会
に
於
て
朱
子
学
を
最
も
一
般
的
普
遍
的
な
社
会
思

惟
様
式
た
ら
し
め
た
モ
メ
ン
ト
で
あ
っ
た
。」（
第
二
論
文
、
二
巻
一
四
頁
）

（
…
…
は
、
引
用
者
に
よ
る
省
略
を
意
味
す
る
。
以
下
も
同
じ
。）

つ
ま
り
、
原
理
・
理
念
・
規
範
に
沿
っ
て
現
実
の
秩
序
が
構
成
さ
れ
る
方
が
望

ま
し
い
の
だ
が
、
朱
子
学
で
は
、
原
理
が
既
成
の
秩
序
に
埋
没
し
、
そ
の
秩
序
に

人
が
随
順
す
る
よ
う
に
教
え
ら
れ
る
、
そ
し
て
徳
川
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が

現
実
だ
っ
た
―
―
丸
山
は
そ
う
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る(２

)。

こ
の
構
造
は
、

[原
理
＋
秩
序
]↓
主
体

と
図
示
で
き
よ
う
（
本
稿
で
、
↓
は
、
存
立
の
論
理
的
順
序
も
し
く
は
統
制
・
制

御
の
関
係
を
意
味
し
、
[
＋

]は
、
カ
ッ
コ
内
に
含
ま
れ
た
二
者
が
一
体
化
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
）。

そ
し
て
、
こ
の
、
理
念
と
秩
序
と
主
体
の
関
係
を
転
倒
し
た
の
が
、
荻
生
徂
徠

だ
と
、
丸
山
は
考
え
る
。

Ⅱ

主
体
↓
[原
理
＋
秩
序
]

丸
山
に
よ
れ
ば
、「
社
会
秩
序
が
自
然
的
秩
序
と
し
て
通
用
し
う
る
の
は
、
当
該

秩
序
が
自
然
的
秩
序
と
し
て
見
え
る
限
り
」
に
す
ぎ
な
い
。
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「
社
会
関
係
が
自
然
的
な
平
衡
性
を
失
い
、
予
測
可
能
性
が
減
退
す
る
や
、
規

範
乃
至
法
則
の
支
配
は
破
れ
る
。
規
範
は
も
は
や
そ
れ
自
身
に
内
在
す
る
合

理
性
の
ゆ
え
に
自
か
ら
妥
当
す
る
の
で
は
な
い
。
い
ま
や
誰
が
規
範
を
妥
当

せ
し
め
る
の
か
、
誰
が
秩
序
の
平
衡
を
取
戻
し
、
社
会
的
安
定
を
回
復
さ
せ

る
の
か
が
問
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
社
会
規
範
の
妥
当
根
拠
を
確
実

に
す
る
た
め
に
も
、
政
治
的
無
秩
序
を
克
服
す
る
た
め
に
も
危
機
的
状
勢
に

於
て
登
場
す
る
の
は
常
に
主
体
的
人
格
の
立
場
で
あ
る
。」（
第
二
論
文
、
第

二
巻
一
九
頁
）

「
秩
序
に
内
在
し
、
秩
序
を
前
提
し
て
い
た
人
間
に
逆
に
秩
序
に
対
す
る
主

体
性
を
与
え
る
た
め
に
は
、
ま
ず
あ
ら
ゆ
る
非
人
格
的
な
イ
デ
ー
の
優
位
を

排
除
し
、
一
切
の
価
値
判
断
か
ら
自
由
な
人
格
、
彼
の
現
実
在
そ
の
も
の
が

窮
極
の
根
拠
で
あ
り
そ
れ
以
上
の
価
値
的
遡
及
を
許
さ
ざ
る
如
き
人
格
、
を

思
惟
の
出
発
点
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。」（
同
四
七
頁
）

そ
し
て
、
丸
山
は
、「
主
体
的
人
格
」
と
し
て
の
「
聖
人
」
が
「
道
」
を
作
為
し

た
の
で
あ
り
、
そ
の
道
に
よ
っ
て
秩
序
を
実
現
す
る
と
い
う
の
が
荻
生
徂
徠
の
構

想
だ
と
理
解
す
る
。
徂
徠
の
考
え
る
「
聖
人
」
と
は
、「
あ
ら
ゆ
る
非
人
格
的
な
イ

デ
ー
の
優
位
を
排
除
し
、
一
切
の
価
値
判
断
か
ら
自
由
な
人
格
、
彼
の
現
実
在
そ

の
も
の
が
窮
極
の
根
拠
で
あ
り
そ
れ
以
上
の
価
値
的
遡
及
を
許
さ
ざ
る
如
き
人

格
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徂
徠
学
の
出
現
は
「
封
建
社
会
」
の
危
機

の
表
現
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
崩
壊
を
予
兆
す
る
も
の
だ
と
し
て
高
く
評
価
す

る
。
価
値
・
理
念
を
超
越
し
た
主
体
の
出
現
が
重
要
で
あ
り
、
彼
（
等
）
が
理
念

や
原
理
を
生
み
、
あ
る
い
は
選
び
と
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
秩
序
を
実
現
す
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
構
造
は
、

主
体
↓
[原
理
＋
秩
序
]

と
図
示
で
き
よ
う
。
実
際
、
徂
徠
に
お
い
て
は
、「
道
」
と
は
、「
原
理
」
や
「
価

値
」
と
秩
序
と
が
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
義
」
の
込
め
ら

れ
た
「
制
度
」
の
体
系
が
「
道
」
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
構
造
の
出
現
が
、
望
ま
し
い
の
か
。

そ
れ
は
、
秩
序
に
対
す
る
個
人
の
主
体
性
は
、
ま
ず
、「
絶
対
君
主
」
に
お
い
て

自
覚
さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。「
絶
対
君
主
こ
そ
は
自
己
の
背
後
に
な
ん

ら
の
規
範
的
拘
束
を
持
た
ず
し
て
逆
に
一
切
の
規
範
に
対
す
る
主
体
的
作
為
者
の

立
場
に
立
っ
た
最
初
の
歴
史
的
人
格
」（
同
四
三
頁
）
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
「
主
体
的
人
格
」
が
一
般
化
す
る
と
き
、「
作
為
的
秩
序
思
想
の
完
成

形
態
と
し
て
の
社
会
契
約
説
乃
至
機
械
観
」（
同
）
が
成
立
す
る
と
考
え
る
か
ら
で

あ
る
。

こ
う
し
て
「
封
建
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
」
を
覆
す
論
理
的
可
能
性
を
秘
め
た
（
と

丸
山
の
理
解
す
る
）
荻
生
徂
徠
（
寛
文
六
／
一
六
六
六
年
―
享
保
一
三
／
一
七
二

八
年
）
の
新
し
い
儒
学
体
系
の
出
現
を
、
丸
山
は
高
く
評
価
し
た
わ
け
で
あ
る
。

丸
山
に
よ
れ
ば
、「
秩
序
を
単
に
外
的
所
与
と
し
て
受
取
る
人
間
か
ら
、
秩
序
に

能
動
的
に
参
与
す
る
人
間
へ
の
転
換
は
個
人
の
主
体
的
自
由
を
契
機
と
し
て
の
み

成
就
さ
れ
る
」。
さ
ら
に
、「
個
人
的
自
主
性
な
き
国
家
的
自
立
」
は
あ
り
え
な
い
。

福
沢
諭
吉
の
い
う
よ
う
に
「
一
身
独
立
し
て
」
こ
そ
、「
一
国
」
も
「
独
立
」
す
る

の
で
あ
る（「
福
沢
諭
吉
に
於
け
る
秩
序
と
人
間
」一
九
四
三
年
。
第
二
巻
二
二
〇
、

二
二
一
頁
）。
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こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
そ
こ
だ
け
を
取
れ
ば
、（
こ
れ
ら
の
論
文
の
執
筆
時
に
戦

争
を
遂
行
し
て
い
た
）
国
家
を
一
層
強
力
に
す
る
た
め
に
「
主
体
的
」
個
人
た
れ

と
、
読
者
を
鼓
舞
す
る
主
張
の
よ
う
に
も
取
れ
な
い
こ
と
は
な
い
。
お
そ
ら
く
そ

れ
故
に
、
こ
の
時
代
で
あ
っ
て
も
発
表
が
で
き
、
政
治
的
な
攻
撃
の
対
象
に
も
さ

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う(３

)。
ま
た
そ
れ
故
に
、
二
十
世
紀
末
頃
に
「
国
民
国
家
」

を
憎
悪
す
る
立
場
か
ら
批
判
の
対
象
と
も
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
丸
山
と
し
て
は
、
お
そ
ら
く
、
第
一
・
第
二
論
文
等
に
お
い
て
、
権

威
主
義
的
支
配
か
ら
の
解
放
と
、
自
由
で
民
主
的
な
政
治
社
会
の
実
現
へ
の
希
望

を
密
か
に
込
め
て
、
語
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
実
現
の
前
提
と
な
る
胎
動
が

日
本
に
も
か
つ
て
あ
っ
た
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
時
の
、
そ

し
て
敗
戦
後
の
少
な
か
ら
ぬ
読
者
た
ち
は
、
こ
の
（
暗
い
、
哀
れ
な
、
情
け
な
い
）

日
本
で
も
「
欧
米
な
み
の
」「
近
代
」
が
あ
り
う
る
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
抵

抗
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
敏
感
に
察
知
し
て
、
丸
山
の
議
論
に
感
激
し
た
の
で

あ
ろ
う
（
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
は
、「
先
進
国
」
で
あ
る
日
本
は
、
他
の
ア
ジ
ア
諸

国
と
違
っ
て
こ
の
よ
う
に
自
生
的
に
「
近
代
」
の
芽
を
育
ん
で
い
た
と
い
う
御
国

自
慢
な
ど
で
は
な
い
。
執
筆
時
の
日
本
の
政
治
体
制
と
「
皇
国
史
観
」
の
支
配
へ

の
屈
折
し
た
抵
抗
だ
っ
た
の
で
あ
る
）。

Ⅲ

原
理
↓
主
体
↓
秩
序

し
か
し
、
国
民
国
家
を
形
成
し
、
自
由
で
民
主
的
な
政
治
を
実
現
す
る
主
体
は
、

理
念
や
原
理
や
規
範
を
超
越
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
自
己
の
背
後
に
な
ん
ら

の
規
範
的
拘
束
を
持
た
ず
し
て
逆
に
一
切
の
規
範
に
対
す
る
主
体
的
作
為
者
の
立

場
に
立
」
つ
の
だ
ろ
う
か
。
お
よ
そ
い
か
な
る
規
範
に
縛
ら
れ
ず
、
専
ら
自
分
が

規
範
を
「
作
為
」
す
る
と
い
う
個
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
自
由
で
民
主
的
な
政
治

や
公
正
で
平
等
な
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

第
三
論
文
は
、
占
領
軍
の
力
に
よ
っ
て
制
度
的
に
は
一
応
の
自
由
化
と
民
主
化

が
実
現
し
た
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
に
答
え
る
と
い
う
面
を
持
っ
て

い
る
。
多
分
、
丸
山
も
、
一
切
の
理
念
や
規
範
を
超
越
し
た
「
主
体
的
人
格
」
と

い
う
概
念
の
危
険
性
に
気
付
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
論
文
に
お
け
る
丸
山
は
、
権
威
や
「
大
勢
」
へ
の
単
な
る
同
調
や
随
順
を

批
判
す
る
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
な
く
、「
た
ん
に
外
的
束
縛
か
ら
の
自
我
の
の
っ

ぺ
り
し
た
解
放
感
の
享
受
」（
第
三
論
文
、
第
八
巻
二
六
七
頁
）
を
も
批
判
す
る
。

さ
ら
に
、「
あ
ら
ゆ
る
被
縛
感
を
欠
い
た
自
我
の
「物
理
的
」な
爆
発
、
肉
体
的
な
乱

舞
」（
同
二
七
六
頁
）
や
、「
も
と
も
と
忠
誠
の
相
剋
や
摩
擦
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の

減
退
を
背
景
に
生
ま
れ
た
」「
の
っ
ぺ
り
反
逆
」（
同
二
七
二
頁
）
も
評
価
し
な
い

（
い
ず
れ
も
、「
戦
後
」
の
精
神
状
況
の
一
面
を
想
起
さ
せ
る
形
容
で
あ
る
。）。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
忠
誠
や
反
逆
が
望
ま
し
い
の
か
。

（
真
の
、主
体
的
な
）忠
誠
と
反
逆
は
、そ
れ
ぞ
れ「
被
縛
性
と
自
発
性
と
の
デ
ィ

ア
レ
ク
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
緊
張
」（
同
二
七
六
頁
）、「
自
我
の
内
面
的
規
制
と
陶
冶
」

（
同
二
七
二
頁
）
か
ら
生
ま
れ
る(４

)。
そ
の
よ
う
な
「
緊
張
」
を
は
ら
ん
だ
主
体
に

担
わ
れ
な
け
れ
ば
、「
革
命
運
動
」
さ
え
も
、
単
な
る
「
同
調
と
随
順
」
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
「
形
骸
化
」
す
る
（
同
二
七
一
―
二
七
二
頁
）。
丸
山
は
、
そ
う
語
っ
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て
い
る
。

こ
こ
で
、「
被
縛
」
は
悪
い
意
味
で
は
な
い
。
主
体
に
お
い
て
は
、「
被
縛
性
の

契
機
と
自
主
性
の
契
機
と
が
つ
ね
に
結
び
つ
い
て
」
い
る
（
同
二
七
〇
頁
）
べ
き

な
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
こ
に
お
い
て
主
体
を
「
縛
る
」
も
の
は
何
か
。
彼
は
、
本
論
文
冒
頭

で
こ
う
述
べ
て
い
る
。

「
こ
の
稿
で
は
忠
誠
も
反
逆
も
な
に
よ
り
も
自
我
を
中
心
と
し
て
、
―
―
自

我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
、
ま
た
は
自
我
の
属
す
る
上
級
者
・
集
団
・
制
度

な
ど
、
に
た
い
す
る
自
我
の
ふ
る
ま
い
か
た
、
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。」（
同

一
六
四
頁
）

す
な
わ
ち
、
主
体
を
「
縛
る
」
も
の
と
は
、「
自
我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
、
ま

た
は
自
我
の
属
す
る
上
級
者
・
集
団
・
制
度
な
ど
」
で
あ
る
。

そ
し
て
、

原
理
↓
主
体
↓
秩
序

と
い
う
の
が
、
こ
こ
で
示
唆
さ
れ
た
あ
る
べ
き
構
造
で
あ
る
。
第
二
論
文
で
描
か

れ
た
「
自
己
の
背
後
に
な
ん
ら
の
規
範
的
拘
束
を
持
た
」
な
い
「
絶
対
君
主
」
的

な
主
体
に
代
わ
っ
て
、「
規
範
的
拘
束
」
を
鋭
く
意
識
し
た
主
体
が
登
場
し
、
今
度

は
、
原
理
と
主
体
と
の
序
列
が
転
倒
し
た
の
で
あ
る
。

勿
論
、こ
こ
で
も
、「
原
理
」を
実
現
し
よ
う
と
す
る「
自
我
の
属
す
る
上
級
者
・

集
団
・
制
度
」
へ
の
忠
誠
は
あ
り
う
る
。
そ
こ
で
は
、「
秩
序
」
の
下
に
主
体
が
あ

る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
[原
理
＋
秩
序
]↓
主
体
と
い
う
、
第

一
節
で
述
べ
た
構
造
と
は
異
な
る
。
原
理
を
主
体
が
引
き
受
け
、
自
分
の
も
の
と

し
て
い
る
が
故
に
、
そ
れ
を
前
提
に
し
て
秩
序
・
集
団
へ
の
忠
誠
が
生
ず
る
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
秩
序
・
集
団
が
あ
る
時
点
に
お
い
て
原
理
に
反
し
て

い
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
秩
序
・
集
団
へ
の
反
逆
、
さ
ら
に
は
そ
れ
ら

を
体
現
す
る
人
格
へ
の
反
逆
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
原
理
へ
の
忠
誠
が
、
秩
序

へ
の
忠
誠
に
優
先
す
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ま
ず
各
人
が
そ
の
「
自
我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
」
に
よ
っ
て
縛

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
従
い
、
そ
れ
の
実
現
に
向
け

て
、
粘
り
強
く
現
実
の
秩
序
に
働
き
か
け
る
。
そ
の
際
、
現
実
の
秩
序
を
変
革
し

よ
う
と
す
る
集
団
に
自
ら
属
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、
既
成
の
秩
序
や
そ
れ
を
支
え
る
人
々
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
変
革
し
よ
う
と

す
る
集
団
や
組
織
に
対
し
て
も
、
原
理
に
照
ら
し
て
「
反
逆
」
す
る
こ
と
を
辞
さ

な
い
。

ま
た
、
始
め
は
、
原
理
と
秩
序
を
一
体
化
し
て
眺
め
て
い
た
主
体
が
、
原
理
と

秩
序
の
ず
れ
に
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
原
理
を
現
に
あ
る
秩
序
か
ら
「
剥
離
」
さ
せ
、

原
理
を
原
理
と
し
て
意
識
し
て
秩
序
に
働
き
か
け
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
と
も

あ
り
う
る(５

)。

こ
れ
は
、
高
邁
な
理
念
を
現
実
化
す
る
た
め
に
各
人
が
努
力
を
続
け
る
美
し
い

社
会
の
像
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
徐
々
に
理
念
が
現
実
に
結
晶
化

さ
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
そ
の
「
原
理
」
や
「
理
念
」
が
、「
民

主
主
義
」
や
「
基
本
的
人
権
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
大
い
に
結
構
で
あ
る
よ

う
に
も
見
え
る
。
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し
か
し
、
何
が
「
真
の
」「
正
し
い
」「
民
主
主
義
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
意

見
・
信
条
が
分
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
さ
ら
に
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
「
客

観
的
原
理
」
に
縛
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、

万
人
が
イ
ス
ラ
ー
ム
の
シ
ャ
リ
ー
ア
に
従
っ
て
生
き
る
べ
き
だ
と
信
じ
る
人
も
い

る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
す
べ
て
ぺ
て
ん
で
あ
り
、
そ
れ
が
存
在
し

な
い
世
の
中
を
実
現
す
べ
き
だ
と
信
じ
る
人
も
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

人
々
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
客
観
的
原
理
」
の
実
現
の
た
め
に
努
力
し
、「
反
逆
」
も

辞
さ
な
い
と
な
れ
ば
、
何
が
起
き
る
だ
ろ
う
か
。

「
客
観
的
原
理
」
に
自
分
が
「
縛
ら
れ
」
て
い
る
と
信
じ
る
「
原
理
主
義
者
」
た

ち
の
間
で
は
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
を
穏
や
か
な
論
争
で
決
定
す
る
の
は
困
難
で

あ
ろ
う
。
正
し
い
か
否
か
を
判
断
す
る
共
通
の
基
準
が
何
か
に
つ
い
て
さ
え
、
合

意
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
し
て
、
自
分
の
判
断
で
ほ
ど
ほ
ど
の
中
間
的
立

場
で
妥
協
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
、「
宗
教
戦

争
」
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
血
み
ど
ろ
の
世
界
観
闘
争
に
陥
る
危
険
は
無

い
だ
ろ
う
か
。

Ⅳ
﹇
主
体
＋
原
理
]↓
秩
序

丸
山
の
第
四
論
文
は
、こ
の
よ
う
な
疑
問
に
あ
る
程
度
答
え
る
と
い
う
意
味
を
、

お
そ
ら
く
持
っ
て
い
る
。

こ
の
「
己
れ
の
人
格
を
「道
」学
に
賭
け
た
崎
門
派
」（
第
一
一
巻
二
九
六
頁
）
を

対
象
と
し
た
第
四
論
文
の
問
題
意
識
を
、
丸
山
は
、
こ
う
説
明
し
て
い
る
。

「
こ
う
し
て
経
験
的
検
証
の
不
可
能
な
教
義
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
め
ぐ
る
論

争
は
、
ど
う
し
て
も
人
間
あ
る
い
は
人
間
集
団
を
丸
ご
と
引
き
入
れ
る
よ
う

な
磁
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
関
与
者
の
知
的
・
道
徳
的
水
準

に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
矮
小
化
さ
れ
、
あ
る
い
は
醜
悪
な
相
を
帯
び
る
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
教
義
＝
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
争
の
す
さ
ま
じ
さ
を
単
に

嘲
笑
し
、
あ
る
い
は
自
分
は
そ
う
し
た
厄
介
な
問
題
に
は
無
縁
だ
と
信
じ
ら

れ
る
の
は
世
界
観
音
痴
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
凄
絶
さ
か
ら
目
を
そ
む
け
ず

に
、
右
の
よ
う
な
磁
性
に
随
伴
す
る
病
理
を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
、
お
よ

そ
思
想
す
る
者
の
課
題
な
の
で
あ
る
。」（
同
二
四
六
頁
）

つ
ま
り
、
丸
山
に
よ
れ
ば
、「
お
よ
そ
思
想
す
る
者
」
は
「
教
義
」「
理
念
」「
原

理
」
の
対
立
に
よ
っ
て
起
き
る
「
病
理
」
を
制
御
し
つ
つ
、
そ
の
生
き
方
を
貫
く

べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
丸
山
は
、
何
ら
か
の
「
教
義
」「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

「
世
界
観
」
を
信
じ
、
そ
れ
に
「
人
格
」
を
「
賭
け
」
る
と
い
う
生
き
方
に
共
感

し
つ
つ
、
そ
こ
に
生
じ
う
る
「
病
理
」
を
、
こ
の
論
文
で
考
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

も
っ
と
も
、
崎
門
で
は
そ
の
「
教
義
」
と
は
儒
教
で
あ
っ
た
。
そ
の
儒
教
の
「
上

下
尊
卑
親
疎
と
い
う
差
別
原
理
」「
親
疎
遠
近
の
倫
理
」
こ
そ
が
、「
世
界
中
ど
こ

に
住
み
、
ど
の
よ
う
な
具
体
的
状
況
に
い
て
も
、
人
間
は
個
人
と
し
て
不
可
侵
の

人
権
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
思
想
の
定
着
を
近
代
に
入
っ
て
か
ら
も
執
拗
に
は
ば

ん
だ
」（
同
二
七
三
頁
）
と
丸
山
は
考
え
る
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
崎
門
の
信
条
内

容
自
体
に
丸
山
の
同
情
は
な
い
。

し
か
し
、
日
本
で
は
、
朱
子
学
は
、
そ
の
普
遍
的
妥
当
性
を
両
班
た
ち
が
信
じ
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て
ま
っ
た
く
自
分
た
ち
自
身
の
も
の
と
し
た
朝
鮮
朝
と
異
な
り
、（
そ
れ
自
体
の

当
否
以
前
に
）
外
来
の
思
想
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
往
々
排
斥
さ
れ
た
。
そ

の
よ
う
な
「
特
殊
主
義
」
particularism
は
、
近
代
日
本
で
も
根
強
い
。
そ
れ
故
、

闇
斎
学
派
の
苦
闘
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
（
キ
リ
ス
ト
教
や
マ
ル
ク
ス
主
義
を

含
む
）
西
洋
由
来
の
「
原
理
」
を
摂
取
し
、
実
践
し
よ
う
と
し
て
き
た
人
々
の
苦

闘
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
そ
の
寓
話
と
な
る
。
本
論
文
は
、
次
の
文
章
で
結
ば
れ
て

い
る
。「

け
れ
ど
も
、
こ
の
行
き
過
ぎ
に
よ
っ
て
闇
斎
学
派
は
、
日
本
に
お
い
て
「異

国
の
道
」―
―
厳
密
に
い
え
ば
海
外
に
発
生
し
た
全
体
的
な
世
界
観
―
―
に

身
を
賭
け
る
と
こ
ろ
に
胎
ま
れ
る
思
想
的
な
諸
問
題
を
、
は
か
ら
ず
も
先
駆

的
に
提
示
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
こ
に
闇
斎
学
派
の
光
栄
と
、
そ
う

し
て
悲
惨
が
あ
っ
た
。」（
同
三
〇
七
頁
）

つ
ま
り
、
丸
山
は
こ
こ
で
、
特
に
「
海
外
に
発
生
し
た
」
原
理
を
信
じ
、
そ
の

原
理
に
「
賭
け
た
」
主
体
が
、
他
の
主
体
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
ば
よ
い
の
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
秩
序
と
関
わ
れ
ば
よ
い
の
か
を
、模
索
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

直
接
に
は
過
去
を
論
じ
な
が
ら
、
同
時
に
「
戦
後
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
原
理
に
「
賭

け
た
」「
思
想
す
る
者
」
と
し
て
、
そ
の
時
代
の
日
本
の
思
想
状
況
に
向
き
合
い
、

あ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
丸
山
は
、
闇
斎
学
派
の
思
想
内
容
に
は
嫌
悪
を
感
じ
な
が
ら
も
、

同
時
に
、
彼
等
の
苦
闘
に
共
感
し
、
同
情
し
、
尊
敬
さ
え
し
て
い
る
よ
う
に
見
え

る(６
)。

闇
斎
学
派
は
、
親
分
と
子
分
の
人
格
的
融
合
で
は
な
か
っ
た
。
教
師
と
弟
子

た
ち
と
の
仲
良
し
ク
ラ
ブ
で
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
大
勢

順
応
や
、「
の
っ
ぺ
り
し
た
解
放
感
」
や
、「
自
我
」
の
「
肉
体
的
乱
舞
」
や
、「
の
っ

ぺ
り
反
逆
」
よ
り
は
、
時
に
は
「
絶
交
」
を
、
時
に
は
厳
し
い
世
界
観
闘
争
を
、

「
「真
の
」道
へ
の
忠
誠
」（
同
二
六
四
頁
）
自
体
を
尊
ぶ
が
故
に
、
多
分
、
丸
山
は

選
ぶ
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
第
三
論
文
で
、
丸
山
は
、「
忠
誠
loyalty
の
概
念
を
拡
張
す
れ
ば
、

自
我
の
そ
れ
自
ら
へ
の
忠
誠
―
―
い
わ
ゆ
る
自
己
に
対
す
る
忠
実
さ
と
い
う
よ
う

な
意
味
も
含
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
」（
第
八
巻
一
六
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
丸
山
は
、
何
の
原
理
も
理
念
も
無
い
、
単
な
る
「
自
我
の
そ
れ
自
ら

へ
の
忠
誠
」「
自
己
に
対
す
る
忠
実
さ
」
は
、
評
価
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

そ
の
時
そ
の
時
の
自
分
の
心
や
、
情
や
、
欲
の
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
が
「
自
己

に
対
す
る
忠
実
」
で
あ
り
、
最
も
「
誠
実
」
な
態
度
だ
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、

感
じ
方
で
あ
る
。
国
学
者
の
い
う
「
直
き
心
」
は
そ
れ
に
近
い
。
そ
し
て
、「
の
っ

ぺ
り
し
た
解
放
感
」
や
、「
自
我
の
肉
体
的
乱
舞
」
に
も
近
い
。

丸
山
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
「
自
我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
、
ま
た

は
自
我
の
属
す
る
上
級
者
・
集
団
・
制
度
な
ど
、
に
た
い
す
る
自
我
の
ふ
る
ま
い

か
た
」
に
つ
い
て
語
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
「
自
我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
」
と

い
う
の
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
が
実
在
し
、
そ
れ
は
人
類
誰
も
が
承
認
せ
ざ
る
を

え
な
い
妥
当
性
を
持
つ
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
丸
山
は
そ
の
よ
う
な

価
値
絶
対
主
義
者
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
客
観
的
」と
は
、「
自
我
」の「
外
」

に
元
来
は
存
在
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
「
外
」
な
る
も
の

を
、
意
識
空
間
に
お
い
て
「
上
」
に
あ
る
も
の
と
思
い
描
き
、「
自
我
を
超
え
た
」

丸山眞男における「原理」・「主体」・「秩序」（渡辺浩）
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と
表
現
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
こ
こ
に
は
一
つ
の
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
自
由
な
社
会
に

お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
「
自
我
を
超
え
た
客
観
的
原
理
」
を
信
奉
す
る
か
否
か

も
、
実
は
、
そ
の
「
自
我
」
が
選
択
し
、
決
め
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
と

い
う
疑
問
で
あ
る
。

勿
論
、
当
の
「
自
我
」
は
、
そ
の
「
客
観
的
原
理
」
自
身
が
自
分
に
迫
り
、
自

分
を
捉
え
た
と
観
念
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
人
の
意
識
に
か
か
わ
ら

ず
、
複
数
の
「
原
理
」
が
併
存
し
、
あ
る
い
は
共
存
し
、
あ
る
い
は
闘
争
し
て
い

る
状
況
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
「
自
我
」
が
信
奉
す
る
の
は
、「
自
我
」

の
側
の
選
択
と
解
す
る
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
丸
山
は
、
闇
斎

学
派
に
つ
い
て
、「
道
」
に
、「
人
格
」
を
「
賭
け
」、
あ
る
い
は
「
身
を
賭
け
」、

あ
る
い
は
「
全
人
格
を
賭
し
て
コ
ミ
ッ
ト
」（
第
十
一
巻
二
四
七
頁
）
し
た
と
表
現

し
て
い
る
。
原
理
が
人
格
を
捉
え
た
の
で
は
な
く
、
人
格
が
あ
る
原
理
に
自
ら
を

投
企
し
た
の
で
あ
る
（
な
お
、
丸
山
は
、
主
体
が
自
ら
新
た
な
「
理
念
」
や
「
原

理
」
を
形
成
し
、
構
成
し
、
創
造
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
四

論
文
で
は
語
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
既
成
の
も
の
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
）。だ

と
す
れ
ば
、
原
理
や
理
念
へ
の
忠
誠
と
は
、
そ
れ
を
選
び
、
そ
れ
に
「
賭
け
」

た
「
自
我
」
自
身
へ
の
「
忠
誠
」
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
、
現
実
の
秩
序
に
働
き
か
け
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ

う
。こ

の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
、
結
局
、

[主
体
⇅
原
理
]↓
秩
序

あ
る
い
は
、﹇
主
体
＋
原
理
]↓
秩
序

と
な
る
。

そ
こ
で
、
主
体
あ
る
い
は
自
我
は
、
自
ら
を
あ
る
原
理
や
理
念
に
「
賭
け
」
る
。

そ
し
て
自
分
自
身
の
選
ん
だ
原
理
や
理
念
に
「
忠
誠
」
た
ら
ん
と
す
る
。
そ
れ
が

同
時
に
自
己
に
「
忠
誠
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
原
理
や

理
念
に
背
い
た
時
、
人
は
自
責
の
念
に
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
自

己
の
崩
壊
す
ら
感
じ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
そ
の
後
、
別
の
原
理
や
理
念
に

「
賭
け
」
直
す
こ
と
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
）。

丸
山
は
、
第
四
論
文
で
は
、
第
三
論
文
と
異
な
り
、
原
理
に
よ
る
「
被
縛
性
」

に
つ
い
て
語
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
原
理
が
一
方
的
に
人
を
「
縛
る
」
と
い
う

表
現
に
、
や
や
問
題
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
、
丸
山
の
「
原
理
」「
主
体
」「
秩
序
」
を
め
ぐ
る
生
涯
を
か
け

た
模
索
は
、
結
局
、
こ
の
﹇
主
体
＋
原
理
]↓
秩
序
と
い
う
構
造
と
、
そ
れ
が
も
た

ら
す
困
難
性
と
あ
る
種
の
崇
高
性
の
提
示
に
行
き
着
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

お
わ
り
に

丸
山
は
、
日
本
の
思
想
史
の
単
な
る
観
察
者
で
は
な
い
。
ま
し
て
、
過
去
の
思

想
を
「
現
代
」
の
高
み
か
ら
嘲
笑
し
た
り
、
冷
笑
し
た
り
は
し
な
い
。
彼
は
、
現

在
か
ら
出
発
し
て
過
去
に
溯
り
、
も
う
一
度
現
在
に
戻
っ
て
来
る
。
彼
の
生
き
て
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い
た
、
そ
の
時
そ
の
時
の
日
本
の
思
想
と
政
治
の
状
況
を
見
据
え
つ
つ
、
そ
こ
に

生
き
る
読
者
た
ち
に(７

)、
過
去
の
「
思
想
す
る
者
」
た
ち
の
軌
跡
を
示
し
て
、
あ
る

い
は
激
励
し
、
あ
る
い
は
忠
告
し
、
あ
る
い
は
警
告
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

意
義
は
、
色
褪
せ
て
い
な
い
。

注

（
１
)
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
七
月
二
十
四
日
に
ソ
ウ
ル
の
峨
山
政
策
研
究
院
で
行
っ
た
報
告

「
丸
山
眞
男
の
儒
教
解
釈
に
つ
い
て
」
を
大
幅
に
改
訂
し
、
増
補
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
２
)
丸
山
は
、
こ
の
二
論
文
執
筆
後
も
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
思
索
を
続
け
、
そ
の
意
味
を
明

確
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
変
遷
」（
熱
海
セ
ミ
ナ
ー

報
告
、
一
九
七
四
年
三
月
）（
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
番
号

、
九
―
一
〇
頁
）（
講
演
の
速
記
に
丸
山
が
詳
し
く
修
正
を
加
え
た
も
の
）
で
は
、

406-1

こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
同
じ
く
儒
教
と
い
っ
て
も
、
ま
ず
第

一
に
、
儒
教
の
教
義
な
り
概
念
な
り
に
つ
い
て
の
内
容
的
な
理
解
が
、
そ
の
社
会
に
お
い

て
ど
こ
ま
で
広
く
、
ま
た
深
く
存
在
し
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
第
二
に
儒
教
の

な
か
の
伝
統
的
な
範
疇
た
と
え
ば
、
五
倫
五
常
と
か
、
天
の
道
と
か
い
っ
た
範
疇
が
、
あ

る
時
代
の
人
々
に
共
通
し
た
世
界
認
識
の
道
具
と
し
て
ど
の
程
度
ま
で
用
い
ら
れ
た
か

と
い
う
こ
と
と
は
、
や
は
り
区
別
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
経
典
を
読
む
人
が
少
な

か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
ま
た
経
典
の
理
解
の
程
度
が
浅
薄
だ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
必

ず
し
も
第
二
の
意
味
で
儒
教
の
「影
響
」が
大
き
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
は
い
え
な

い
。
さ
ら
に
、
儒
者
の
社
会
的
位
置
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
と
、
儒
教
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
的
影
響
と
い
う
こ
と
も
、
必
ず
し
も
同
じ
問
題
で
は
な
い
。」
お
そ
ら
く
丸

山
は
、
こ
の
第
二
の
意
味
に
お
い
て
は
、
儒
教
が
一
貫
し
て
徳
川
日
本
に
お
い
て
重
要
な

「
影
響
」
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
３
)
後
に
陸
軍
統
制
派
の
指
導
者
と
な
る
、
永
田
鉄
山
（
一
八
八
四
年
―
一
九
三
五
年
）
は
、

つ
と
に
一
九
二
〇
年
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
と
い
う
（
以
下
、
川
田
稔
『
浜
口
雄
幸
と
永

田
鉄
山
』
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
、
一
二
二
―
一
二
四
頁
に
よ
る
）。「
我
が
国
民
性
を
観

察
す
る
に
、
…
…
往
々
に
し
て
堅
忍
持
久
、
隠
忍
苦
節
を
持
す
る
と
い
う
よ
う
な
緩
燃
性

に
欠
く
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
ま
た
家
族
制
度
の
下
に
養
成
さ
れ
た
自
然
の
結
果
で
も
あ

ろ
う
が
、
依
頼
心
強
く
自
治
自
律
の
念
に
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
ま
け
に
外
的

律
法
の
下
に
制
縛
的
に
訓
育
せ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
自
覚
に
欠
け
責
任
感
が
十
分
で
な

い
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（「
国
防
に
関
す
る
欧
州
戦
の
教
訓
」
一
九
二
〇
年
）

そ
し
て
、「
こ
れ
ら
の
日
本
人
の
欠
点
は
、
ま
た
欧
米
人
の
長
所
」
で
あ
り
、「
彼
ら
は
大

戦
に
お
い
て
、
日
本
人
に
は
欠
け
て
い
る
そ
の
よ
う
な
自
主
独
立
の
精
神
、
個
人
の
自
覚

に
裏
打
ち
さ
れ
た
責
任
の
観
念
、
そ
れ
に
基
づ
く
強
靱
か
つ
堅
忍
不
抜
の
心
的
持
久
力
」

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

（
４
)
こ
こ
で
「
陶
冶
」
と
い
う
語
が
な
ぜ
用
い
ら
れ
る
の
か
、
一
見
疑
問
で
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の

「
「忠
誠
と
反
逆
」関
係
資
料

原
稿
草
案
（
未
発
表
七
枚
）」（
資
料
番
号

、
作
成

667-5

一
九
五
〇
年
代
後
半
）
が
参
考
に
な
る
。
そ
こ
で
は
、『
労
新
』（『
労
働
者
新
聞
』
一
九
二

二
年
）
に
掲
載
さ
れ
た
国
定
忠
治
を
題
材
と
し
た
講
談
（
そ
れ
は
、「
斬
取
り
強
盗
も
極

僅
か
の
人
達
の
迷
惑
で
大
勢
の
人
達
が
助
か
る
」
と
し
て
正
当
化
し
て
い
る
）
を
例
に

と
っ
て
、「
そ
れ
は
ま
さ
し
く
明
治
社
会
主
義
の
志
士
仁
人
が
大
き
な
期
待
を
か
け
た
大

衆
的
な
騒
擾
と
暴
発
が
志
士
仁
人
の
指
導
な
し
に
「直
接
」に
自
ら
の
口
を
開
い
た
姿
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
う
し
た
「反
逆
」は
組
織
的
陶
冶
も
「理
論
」に
よ
る
訓
練
も
ふ

く
め
て
、
お
よ
そ
一
切
の
拘
束
を
は
ね
の
け
よ
う
と
す
る
。
…
…
や
が
て
こ
う
し
た
ア

ノ
ミ
ー
状
況
か
ら
発
す
る
激
情
的
「反
逆
」は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
政
党
と
組
合
の
「指
導
」

の
下
に
お
か
れ
る
。
け
れ
ど
も
そ
れ
は
職
場
の
反
逆
を
「積
分
」し
た
組
織
化
で
は
必
ず

し
も
な
く
、
む
し
ろ
指
導
者
に
よ
っ
て
、
象
徴
的
操
作
の
「客
体
」と
し
て
上
か
ら
と
ら
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
教
え
た
原
理
へ
の
忠
誠
が

大
衆
的
基
盤
で
定
着
す
る
に
至
ら
な
い
ま
ま
に
、
そ
う
し
た
直
接
性
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
段

階
に
お
け
る
「産
報
」に
よ
る
組
織
化
に
吸
収
さ
れ
て
行
っ
た
の
も
怪
し
む
に
た
り
な

い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
組
織
的
陶
冶
」
と
は
、
組
織
的
に
運
動
を
展

開
す
る
に
あ
た
っ
て
必
要
な
、
主
体
的
で
あ
っ
て
し
か
も
自
ら
を
規
律
す
る
精
神
や
態

度
を
養
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
５
)
幕
末
に
つ
い
て
、
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
「
「忠
誠
と
反
逆
」草
稿

丸山眞男における「原理」・「主体」・「秩序」（渡辺浩）
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断
片
」（
資
料
番
号
179、
作
成
一
九
五
九
年
）
で
、
丸
山
は
こ
う
指
摘
し
て
い
る
。「
幕
府

や
藩
主
へ
の
「反
逆
」を
志
士
た
ち
が
合
理
化
し
え
た
根
拠
は
必
ず
し
も
幕
府
や
藩
主
の

行
動
が
天
皇
へ
の
忠
誠
に
反
し
た
と
い
う
点
に
だ
け
求
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

幕
藩
体
制
が
す
で
に
パ
ー
ス
ナ
ル
な
主
従
的
結
合
を
こ
え
て
高
度
に
組
織
化
さ
れ
、
こ

の
組
織
へ
の
忠
誠
が
儒
教
的
な
原
理
に
よ
っ
て
合
理
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ま
さ
に

幕
府
や
藩
主
の
「失
政
」に
よ
っ
て
、
原
理
へ
の
忠
誠
を
組
織
へ
の
忠
誠
か
ら
剥
離
す
る

こ
と
を
可
能
に
し
た
わ
け
で
あ
る
。」

（
６
)
実
際
、
晩
年
の
丸
山
の
自
宅
の
応
接
間
に
は
、
朱
熹
の
詩
の
拓
本
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
彼

に
と
っ
て
、
朱
子
学
が
た
だ
「
封
建
的
」
な
忌
ま
わ
し
い
思
想
で
あ
っ
た
な
ら
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
し
た
は
ず
は
あ
る
ま
い
。

（
７
)
一
般
に
、
丸
山
は
、
日
本
語
で
書
く
時
は
外
国
人
の
読
者
を
想
定
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

外
国
の
思
想
状
況
は
、
日
本
と
は
異
な
る
。
そ
れ
故
、
丸
山
の
思
想
家
的
側
面
が
、
日
本

人
と
外
国
人
に
同
時
に
語
り
か
け
る
こ
と
を
、
難
し
く
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

20世紀知識人の教養と学問
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神
の
憑
依
す
る
と
こ
ろ

―
昌
平
黌
釈
奠
改
革
と
徳
川
日
本
の
儒
礼
受
容

―
眞

壁

仁

は
じ
め
に

―
迎
送
神
と
神
像
を
め
ぐ
る
問
題

一
九
世
紀
半
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
が
公
許
さ
れ
た
帝
政
末
期
の
清
朝
中
国
を

訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
宣
教
師
団
は
、
異
教
の
偶
像
崇
拝
と
直
面
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
、
祭
天
・
祀
孔
・
崇
祖
の

儀
礼
に
中
国
人
の
キ
リ
ス
ト
信
徒
の
参
加
を
認
め
た
こ
と
は
、
一
七
世
紀
以
降
、

中
国
キ
リ
ス
ト
教
史
上
の
大
事
件
で
あ
る
「
典
礼
問
題
」
を
引
き
起
こ
し
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
た
ち
は
、孔
子
崇
拝
儀
礼
で
あ
る
釈せ

き

奠て
ん

の
式
次
第
に
、「
迎
神
」

（
神
を
迎
え
る
）
や
「
送
神
」（
神
を
送
る
）
が
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
問
題
視
し
た
（
矢
沢

）。
当
時
の
釈
奠
に
は
、
宣
教
師
に
と
っ
て

1990:84-85

迷
信
的
な
犠
牲
奉
献
や
清
代
に
な
っ
て
一
部
復
活
し
て
い
た
孔
子
像
な
ど
の
塑
像

に
対
す
る
偶
像
崇
拝
も
含
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
儀
礼
の
総
祭
主
は
皇
帝

自
身
で
あ
り
、
行
政
官
が
主
祭
者
を
務
め
、
政
府
吏
僚
と
儒
学
の
教
員
・
生
員
が

そ
の
一
連
の
実
施
に
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
。

他
方
、
寛
政
九
（
一
七
九
七
）
年
一
二
月
に
徳
川
幕
府
直
轄
の
学
問
所
と
な
っ

た
江
戸
の
昌
平
坂
学
問
所
で
は
、
寛
政
一
二
（
一
八
〇
〇
）
年
の
釈
奠
改
革
で
、

従
来
よ
り
聖
堂
（
孔
子
廟
）
に
設
置
さ
れ
て
い
た
孔
子
門
人
の
「
十
哲
位
」
の
木

主
と
「
賢
儒
図
像
」
を
撤
去
し
、「
迎
神
」・「
送
神
」
の
儀
礼
を
釈
奠
の
式
次
第
か

ら
削
除
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
変
更
さ
れ
た
儀
礼
は
、
幕
末
期
に
至
る
ま
で

半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
幕
府
の
学
問
所
で
継
承
さ
れ
た
。
当
時
、
同
時
代
の
中

国
や
朝
鮮
の
釈
奠
に
は
含
ま
れ
て
い
た
迎
送
神
の
儀
礼
を
、
日
本
の
儒
者
た
ち
は

な
ぜ
撤
廃
し
た
の
か
。
文
字
を
記
し
た
木
主
（
神
主
・
神
位
・
神
牌
）
で
は
な
く
、

孔
子
像
な
ど
の
神
の
似
姿
で
あ
る
神
像
を
用
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

議
論
が
あ
っ
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
孔
子
の
霊
魂
を
祀
る
儒
教
の
儀
礼
は
、
他
の

諸
宗
教
と
の
比
較
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。

西
洋
に
出
自
を
も
つ
religion
概
念
と
そ
の
翻
訳
語
と
し
て
の
「
宗
教
」
概
念

の
、
双
方
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
主
義
的
な
性
質
と
歴
史
的
制
約
が
批
判
さ
れ
て
久

し
い
。
儒
教
が
「
宗
教
」
か
否
か
を
問
う
こ
と
は
、
現
代
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
意

味
を
有
た
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
西
洋
人
の
眼
に
当
時
religiousな

神の憑依するところ（眞壁仁）
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事
柄
と
映
っ
た
内
容
が
、
儒
教
文
化
圏
に
お
い
て
如
何
な
る
形
態
で
存
在
し
た
か

と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
や
思
想
史
の
分
野
に
お
い
て
、
い
ま
な
お
有
意
義
な
問
い

に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
（
Ⅰ
）
丸
山
眞
男
の
「
儒
教
」
観
の
い

く
つ
か
の
特
徴
を
、
戦
後
日
本
の
儒
教
の
「
宗
教
」
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
な
か
で

概
観
す
る
。
そ
し
て
丸
山
に
お
い
て
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
主
題
と
し
て
、（
Ⅱ
）
社

会
的
な
儀
礼
の
受
容
問
題
を
、
昌
平
坂
学
問
所
の
、
寛
政
期
の
釈
奠
改
革
を
事
例

に
具
体
的
に
検
討
す
る
。
時
代
と
地
域
と
担
い
手
を
限
定
し
て
、
丸
山
が
示
唆
し

た
「
儒
教
の
日
本
的
変
容
」
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

Ⅰ

儒
教
の
「
宗
教
」
性
を
め
ぐ
る
戦
後
日
本
の
研
究

二
〇
世
紀
日
本
の
知
識
人
た
ち
は
、
儒
教
を
宗
教
と
み
な
さ
ず
、
そ
の
宗
教
性

を
否
定
す
る
見
解
を
広
く
共
有
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
日
本
倫
理
思
想
史
家
の

和
辻
哲
郎
は
、
孔
子
が
釈
迦
や
イ
エ
ス
と
異
な
り
「
宗
教
的
な
意
味
で
絶
対
者
に

触
れ
」
た
り
「
絶
対
境
に
悟
入
」
し
な
い
こ
と
を
そ
の
理
由
に
挙
げ
た
。
彼
は
孔

子
の
「
天
」
概
念
も
、「
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
ダ
イ
モ
ン
や
神
託
ほ
ど
に
も
宗
教
的
色
彩

を
持
た
な
い
」と
い
う（
和
辻

）。
ま
た
、中
国
哲
学
の
吉
川
幸
次
郎
は
、

1962:343

孔
子
か
ら
朱
子
に
至
る
「
無
神
論
の
論
理
」
の
展
開
を
経
て
、
中
国
で
は
「
神
様

の
い
な
い
文
明
」
が
確
立
し
た
と
す
る
（
吉
川

）。
た
だ
し
こ
れ
ら
の

1975:7-11

儒
教
非
宗
教
論
で
は
多
く
の
場
合
、「
宗
教
」
と
は
何
か
と
い
う
概
念
規
定
が
な
い

ま
ま
に
、「
神
様
の
い
る
文
明
」
で
あ
る
西
洋
と
の
比
較
が
行
わ
れ
て
い
た
。
儒
教

の
宗
教
性
を
否
定
し
て
、
そ
の
「
現
実
尊
重
」
や
「
合
理
主
義
」
の
側
面
の
強
調

す
る
見
解
は
、
現
在
も
な
お
根
強
く
あ
る
。

日
本
で
こ
の
よ
う
な
儒
教
非
宗
教
論
を
広
く
見
直
す
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
儒

教
の
「
凶
」
の
儀
礼
で
あ
る
喪
葬
に
焦
点
を
あ
て
た
、
加
地
伸
行
の
議
論
で
あ
っ

た
（
加
地

）。
加
地
は
、「
宗
教
」
を
「
死
な
ら
び
に
死
後
の
説
明
者
で

1990,1997

あ
る
」
と
規
定
す
る
。
そ
の
上
で
、
儒
教
は
、
成
立
過
程
に
お
い
て
「
宗
教
儀
礼

（
主
と
し
て
招
魂
儀
礼
）
が
、
倫
理
的
儀
礼
（
社
会
的
儀
礼
）
へ
」
移
行
す
る
が
、

基
本
的
に
「
礼
教
（
表
層
）
と
宗
教
性
（
深
層
）」
の
二
重
構
造
か
ら
な
り
、
後
者

の
祖
先
崇
拝
や
招
魂
儀
礼
を
核
と
す
る
「
宗
教
性
」
は
、
現
代
に
至
る
ま
で
存
続

し
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
加
地

）。
も
っ
と
も
、
儒
教
の
宗
教
性
は
、

1990:33,83

国
外
で
は
一
九
七
〇
年
代
に
ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
や
任
継
愈
に
よ
っ

て
改
め
て
強
調
さ
れ
、
そ
の
後
も
長
く
続
く
論
争
が
起
こ
っ
て
い
た
（
フ
ィ
ン
ガ

レ
ッ
ト
1989、
任
継
愈
2000）。
こ
の
論
争
に
お
い
て
、「
宗
教
と
し
て
の
儒
教
」

を
提
唱
す
る
ロ
ッ
ド
ネ
イ
・
タ
イ
ラ
ー
や
蔣
慶
ら
が
依
拠
し
、
あ
る
い
は
示
唆
を

得
た
の
は
、「
信
仰
（
faith）」
を
「
究
極
的
な
か
か
わ
り
（
ultim
ateconcern）」

と
す
る
パ
ウ
ル
・
テ
ィ
リ
ヒ
の
概
念
規
定
で
あ
っ
た
（
奥
崎

）。
彼

2011:xi,4-5

ら
は
faith
を
religion
と
読
み
替
え
て
い
る
が
、
テ
ィ
リ
ヒ
の
定
義
は
、
た
と
え

特
定
の
宗
教
に
属
し
て
い
な
く
と
も
、
普
遍
的
な
生
の
現
象
と
し
て
宗
教
を
と
ら

え
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。

religion
概
念
や
「
宗
教
」
概
念
の
成
立
過
程
が
批
判
的
に
検
証
さ
れ
、
概
念
自

体
の
認
識
基
盤
を
問
う
流
れ
の
一
方
で
、
儒
教
を
対
象
に
す
る
研
究
に
お
い
て
そ

の
「
宗
教
的
性
格
」
に
関
心
が
集
ま
る
の
は
、
従
来
の
儒
教
研
究
が
、
倫
理
・
哲

学
・
政
治
思
想
な
ど
の
「
中
国
哲
学
」
の
分
野
に
集
中
し
、「
祭
祀
や
儀
礼
の
分
野

20世紀知識人の教養と学問
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を
看
過
し
て
お
り
、
儒
教
の
全
体
像
を
と
ら
え
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
」
た
め

で
も
あ
る
（
吾
妻

）。

2013:3

丸
山
眞
男
の
儒
教
観

―
近
世
日
本
政
治
思
想
史
研
究
と
の
関
連
で

こ
の
よ
う
な
今
日
に
至
る
研
究
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
の

丸
山
眞
男
の
儒
教
観
の
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、第
一
に
、儒
教
宗
教
論
・

非
宗
教
論
に
お
い
て
彼
が
前
述
の
テ
ィ
リ
ヒ
の
概
念
規
定
を
用
い
つ
つ
議
論
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
の
講
義
で
は
、
宗
教
の
定
義
如
何
に
よ

る
と
し
な
が
ら
も
、「
宗
教
的
な
問
い
」
を
「
人
間
生
活
の
究
極
的
な
意
味
と
価
値

へ
の
問
い
」と
す
る
な
ら
ば
、儒
教
は
そ
れ
に
独
自
の
答
え
を
も
つ
と
述
べ
る（
丸

山

）。
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
の

（
1957）
に
関

1998a:151
T
okugaw

a
R
eligion

す
る
丸
山
の
メ
モ
や
そ
れ
に
基
づ
く
一
九
五
八
年
の
書
評
か
ら
は
、
こ
の
ベ
ラ
ー

の
著
作
の
記
述
を
通
し
て
、
丸
山
が
テ
ィ
リ
ヒ
の
「
宗
教
〔
religion〕
の
定
義
」

や
「
宗
教
行
動
の
合
理
化
」
を
学
ん
だ
こ
と
が
窺
わ
れ
る
（
丸
山1958:

）。
丸
山
は
、
来
日
し
た
テ
ィ
リ
ヒ
と

84-91,1996a:273-274,1996b:432-433

個
人
的
に
対
談
（
一
九
六
〇
年
五
月
一
二
日
）
も
し
て
い
る
が
、
彼
に
テ
ィ
リ
ヒ

の
規
定
を
紹
介
し
た
の
は
、
ベ
ラ
ー
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
は
、
徳
川

期
の
儒
教
思
想
を
分
析
す
る
際
に
、
そ
の
後
の
国
外
の
研
究
者
た
ち
の
よ
う
に
儒

教
宗
教
論
を
前
面
に
唱
え
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
定
義
に
特
に
こ
だ
わ
り
を
示
さ

な
か
っ
た
。

そ
れ
に
代
え
て
丸
山
は
、
第
二
に
、
儒
教
的
な
「
諸
観
念
」「
思
考
様
式
」
が
、

「
世
界
と
人
間
関
係
の
認
識
視
座
」
や
「
世
界
像
の
視
座
範
疇
」
を
提
供
し
た
こ

と
を
強
調
し
た
。
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
の
「
視
座
構
造
（
A
spektstruktur）」

の
影
響
を
受
け
た
「
思
惟
様
式
」
へ
の
着
目
は
、
晩
年
ま
で
一
貫
す
る
。
一
九
六

七
年
の
講
義
で
は
、
①
「
学
問
と
し
て
の
儒
教
」
と
②
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て

の
儒
教
」
を
区
別
し
、
後
者
に
つ
い
て
も
、
以
前
の
「
体
制
教
学
」
と
し
て
で
は

な
く
、「
儒
教
倫
理
の
通
俗
化
、
常
識
化
」
や
「
儒
教
観
念
」
の
「
社
会
的
適
合
性
」

の
側
面
を
取
り
上
げ
て
近
世
日
本
の
政
治
思
想
を
講
じ
た
。「
江
戸
時
代
に
お
い

て
儒
教
は
、
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
比
し
て
圧
倒
的
に
思
想
や
教
育
の
領
域
で
優

位
を
占
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
広
く
社
会
的
に
儒
教
的
な
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
普
及

し
、
宇
宙
と
世
間
を
観
察
す
る
さ
い
の
、
世
界
像
の
一
般
的
視
座
と
な
っ
た
」（
丸

山

）。
そ
し
て
具
体
的
に
は
、「
天
人
相
関
の
観
念
」
や
、「
人
間
の
尊

1998b:182

厳
と
い
う
理
念
」
で
あ
り
人
間
と
他
の
禽
獣
を
区
別
す
る
「
礼
」
な
ど
が
列
挙
さ

れ
た
。
も
っ
と
も
、
丸
山
の
儒
教
の
分
析
視
点
は
、
そ
の
後
も
展
開
を
み
せ
る
。

講
演
「
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
変
遷
」（
一
九
七
四
年
）
や
報
告
「
江
戸
時
代
に
お

け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」（
一
九
八
七
年
）
の
た
め
の
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
儒
教
の

定
義
や
分
析
レ
ヴ
ェ
ル
ご
と
に
区
分
し
、
そ
の
「
問
題
の
立
て
方
」
に
よ
っ
て
理

解
も
異
な
っ
て
く
る
と
し
た
（
丸
山

）。
特

1974a,1974b,2015:171-194,1987

に
実
際
の
報
告
で
は
語
ら
れ
な
か
っ
た
メ
モ
に
お
い
て
、
晩
年
の
丸
山
は
、「
江
戸

期
の
儒
教
」
を
分
析
す
る
五
つ
の
観
点
と
し
て
、
①
「
学
問
的
側
面
」
と
し
て
の

「
儒
学
」、
②
「
政
治
的
社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
側
面
」
で
あ
り
、
ま
と

ま
っ
た
「
教
義
（
ド
ク
ト
リ
ン
）」
と
し
て
の
「
儒
教
」、
③
教
義
と
い
う
よ
り
は

「
個
々
の
徳
目
に
分
解
さ
れ
た
形
で
の
儒
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
」、
そ
れ
を
も
と
に

形
成
さ
れ
た
④
「
社
会
倫
理
、
世
間
倫
理
」
と
し
て
の
「
概
念
枠
組
（
パ
ラ
ダ
イ

神の憑依するところ（眞壁仁）
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ム
）」、
さ
ら
に
⑤
「
儒
者
の
社
会
的
地
位
と
役
割
」
を
提
示
し
て
い
る
（
丸
山

）。

1987,2014:166-167

た
だ
し
、
長
い
歴
史
的
伝
統
を
も
つ
中
国
の
儒
教
の
展
開
か
ら
、
な
に
を
「
儒

教
」
と
し
て
取
り
出
す
か
は
、
そ
れ
自
体
が
争
点
と
な
り
得
る
。
丸
山
は
、
第
三

に
、「
儒
教
思
想
」
を
、
最
終
的
に
は
、
教
義
の
解
釈
に
お
け
る
正
統
・
異
端
問
題

に
帰
着
さ
せ
る
。「
そ
も
そ
も
儒
教
と
は
何
か
、
わ
れ
わ
れ
は
い
か
な
る
意
味
で

中
国
思
想
の
な
か
で
、
他
の
思
想
と
区
別
さ
れ
た
「儒
教
思
想
」な
る
も
の
の
発
展

を
語
り
う
る
の
か
と
い
う
、
さ
ら
に
大
き
な
難
問
に
行
き
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
。

何
が
儒
教
で
あ
り
、
何
が
そ
う
で
な
い
か
は
ド
グ
マ
の
正
統
性
の
問
題
に
か
か
わ

る
」（
丸
山

）。
し
か
も
、
教
義
に
お
け
る
唯
一
の
正
し
い
解
釈
と
し

1998b:185

て
の
正
統
は
、
し
ば
し
ば
統
制
的
な
理
念
に
も
な
る
。
こ
の
教
義
に
お
け
る
オ
ー

ソ
ド
キ
シ
ー
（
Ｏ
正
統
）
と
政
治
的
正
統
性
と
し
て
の
レ
ジ
テ
ィ
マ
シ
ー
（
Ｌ
正

統
）
の
関
連
づ
け
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
丸
山
の
後
半
三
十
数
年
間
の
研
究
課
題

と
な
っ
た
。

も
っ
と
も
、「
お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
思
想
は
そ
の
時
代
か
ら
の
意
味
付
与
に
ほ
か

な
ら
な
い
」。
た
と
え
「
原
始
儒
教
」
の
復
元
が
目
指
さ
れ
た
と
し
て
も
、「
そ
の

時
点
か
ら
の
古
典
の
読
み
か
え
」
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
（
丸
山

）。
1998b:190

そ
の
結
果
、「
江
戸
期
の
儒
教
」
研
究
に
お
い
て
は
、
第
四
に
、
儒
教
の
「
体
系
的
」

な
思
想
抽
出
よ
り
も
、「
諸
観
念
」
の
「
時
代
的
文
脈
」
と
「
歴
史
的
展
開
」
に
、

分
析
の
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
あ
く
ま
で
江
戸
時
代
の
儒
者
に
お
い

て
、
「聖
人
の
学
」と
し
て
現﹅

実﹅

に﹅

受﹅

け﹅

と﹅

め﹅

ら﹅

れ﹅

て﹅

き﹅

た﹅

諸
観
念
、
と
く
に
政
治

的
諸
観
念
を
、
あ
く
ま
で
江
戸
時
代
の
時
代
的
文
脈
の
な
か
で
理
解
し
、
そ
の
思

想
史
的
な
役
割
を
経
験
的
に
観
察
す
る
こ
と
」
が
課
題
と
さ
れ
た
（
丸
山1998b:

）。
こ
の
歴
史
的
文
脈
と
展
開
の
強
調
の
延
長
に
、
一
九
七
四
年
に
は
分

190-191

析
を
細
分
化
し
て
、「
儒
教
思
想
の
日
本
的
変
容
」
を
、
大
き
く
「
目
的
意
識
的
な

変
容
」
と
「
無
意
識
的
あ
る
い
は
下
意
識
的
な
変
容
」
と
に
区
別
し
、
さ
ら
に
後

者
に
お
い
て
も
、
ⓐ
江
戸
時
代
よ
り
古
く
か
ら
持
続
す
る
「
日
本
的
な
諸
条
件
と

の
関
連
」
で
起
こ
る
「
儒
教
の
変
容
」
と
、
ⓑ
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
学
で
な

け
れ
ば
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
変
容
」、
さ
ら
に
ⓒ
江
戸
時
代
の
前
期
と
末
期
で
の

「
変
容
の
仕
方
自
体
」
の
変
遷
と
い
う
三
つ
の
次
元
を
意
識
し
つ
つ
検
討
す
る
こ

と
を
促
し
た
（
丸
山

）。

2015:185-188

丸
山
は
、
テ
ィ
リ
ヒ
に
よ
る
概
念
定
義
に
言
及
し
つ
つ
も
儒
教
宗
教
論
を
積
極

的
に
展
開
せ
ず
、
社
会
倫
理
に
活
か
さ
れ
た
儒
教
の
概
念
枠
組
や
教
義
の
解
釈
問

題
に
傾
斜
し
た
た
め
、
結
局
、
儒
教
の
祭
祀
や
儀
礼
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
で
論
じ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。「
儒
教
の
日
本
的
変
容
」
を
主
題
と
し
つ
つ
も
、
な
ぜ
そ
の

「
宗
教
」
的
側
面
や
儒
礼
受
容
の
問
題
は
本
格
的
に
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
丸
山
が
政
治
思
想
研
究
に
力
点
を
置
い
た
た
め
だ
け
で
な
く
、
同
時
代

の
中
国
思
想
研
究
で
も
、
長
く
哲
学
的
な
理
気
論
が
重
視
さ
れ
、
社
会
的
な
礼
の

問
題
が
軽
視
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
宗
族
と
い
う
家
族
制
度
が
な
い
近
世
日
本
社

会
の
場
合
に
は
、
儒
教
の
儀
礼
が
、
社
会
全
体
は
勿
論
、
武
家
層
や
幕
臣
た
ち
に

さ
え
も
十
分
に
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
中
国
の
よ
う
に
「
孔
子

崇
拝
の
儀
式
に
参
加
す
る
こ
と
は
士
大
夫
層
に
と
っ
て
は
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る

こ
と
で
あ
り
、
ま
た
官
吏
た
る
も
の
は
政
府
が
行
う
拝
天
の
祭
祀
に
出
席
し
な
い

で
す
ま
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
状
況
の
も
と
で
あ
れ
ば
、「
こ
う

20世紀知識人の教養と学問
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い
っ
た
儀
式
に
強
い
宗
教
的
要
素
を
認
め
る
か
、
そ
れ
と
も
国
民
だ
れ
も
が
参
加

す
る
徳
義
的
な
も
の（
civilな
も
の
）と
見
て
、宗
教
的
な
意
味
を
否
認
す
る
か
」、

す
な
わ
ち
儒
教
宗
教
・
非
宗
教
論
は
、
中
国
人
キ
リ
ス
ト
者
の
祭
祀
参
加
の
是
非

を
め
ぐ
る
「
典
礼
問
題
」
と
し
て
、
き
わ
め
て
切
実
な
争
点
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う

（
矢
沢

）。
し
か
し
、
徳
川
日
本
で
は
仏
教
や
神
道
と
の
関
係
に
お

1970:57,68

い
て
さ
え
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
一
部
を
除
き
殆
ど
問
題
に
な
ら
ず
、
日
本
に
お
い

て
儒
教
が
religion
か
否
か
を
問
う
こ
と
の
意
義
は
低
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。そ

れ
で
は
、
近
年
の
儒
教
研
究
が
関
心
を
む
け
る
祭
祀
や
儀
礼
に
つ
い
て
、
そ

の
「
日
本
的
変
容
」
の
問
題
は
、
い
か
に
追
究
で
き
る
の
か
。
以
下
に
お
い
て
は
、

「
時
代
的
文
脈
の
な
か
で
理
解
し
、
そ
の
思
想
史
的
な
役
割
を
経
験
的
に
観
察
す

る
」
と
い
う
丸
山
の
示
唆
に
基
づ
き
、
時
代
と
地
域
と
担
い
手
を
、
徳
川
後
期
以

降
の
江
戸
の
昌
平
黌
に
対
象
を
絞
り
、
孔
子
の
霊
魂
を
祀
る
釈
奠
の
儀
礼
改
革
を

と
お
し
て
、「
儒
教
の
日
本
的
変
容
」
の
問
題
を
検
討
す
る
。

Ⅱ

徳
川
後
期
の
釈
奠
に
お
け
る
迎
送
神
と
神
像

〝
武
家
の
釈
奠
〞

―
礼
拝
対
象
の
「
神
」
と
祭
祀
の
性
格

徳
川
日
本
の
事
例
を
検
討
す
る
前
に
、
キ
リ
ス
ト
教
や
他
の
儒
教
文
化
圏
と
の

比
較
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
は
、「
神
」
の
概
念
と
釈
奠
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
ま

ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
カ
ミ
（
デ
ウ
ス
）
を
表
す
漢
語
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
で
は
、
一
七
一
五
年
の
教
皇
ク
レ
メ
ン
ス
一
一
世
の
教
皇
令
「
エ
ク
ス
＝
イ

ル
ラ
＝
デ
ィ
エ
」
に
よ
り
、「
天
」
や
「
上
帝
」
で
は
な
く
「
天
主
」
の
み
が
公
認

さ
れ
て
い
た（
矢
沢

）。
し
か
し
、プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
聖
書
翻
訳
で
は
、

1972:192

一
九
世
紀
半
ば
に
至
る
ま
で
、
訳
語
に
「
上
帝
」
か
「
神
」
を
採
用
す
る
か
を
め

ぐ
り
、
英
米
の
宣
教
師
た
ち
の
あ
い
だ
で
論
争
が
み
ら
れ
た
。
中
国
社
会
で
漢
語

の
「
神
」
は
、
自
然
神
と
し
て
、
必
ず
し
も
人
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
精
な

る
気
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
祖
先
の
霊
や
死
者
の
魂
を
も
含
む
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ン
ド
ン
伝
道
会
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
メ
ド
ハ
ー
ス
ト

は
、「
見
え
な
い
存
在
」（
invisible
being）
を
表
し
、
霊
（
spirit）
の
意
味
に

解
さ
れ
る「
神
」は
、訳
語
と
し
て
適
当
で
は
な
い
と
反
対
し
た（
鈴
木

）。

1977:295

儒
教
の
儀
礼
を
宗
教
儀
礼
と
捉
え
る
か
ど
う
か
は
、
ひ
と
え
に
そ
の
「
宗
教
」
の

定
義
如
何
に
よ
る
が
、
死
者
の
霊
魂
を
呼
び
戻
し
て
祭
礼
を
行
う
儀
式
は
、
キ
リ

ス
ト
教
宣
教
師
た
ち
の
眼
に
は
、
単
な
る
偉
人
崇
拝
を
超
え
た
religiousな
祭

祀
と
映
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

ま
た
、
孔
子
の
霊
魂
を
祀
る
釈
奠
は
、
同
時
代
の
中
国
で
は
、
前
述
の
よ
う
に

国
家
祭
祀
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
が
、
徳
川
幕
府
の
学
問
所
で
の
そ
れ
は
、
将
軍

の
親
祭
で
は
な
く
、
諸
大
名
や
旗
本
た
ち
に
参
加
が
強
要
さ
れ
て
も
い
な
い
。
江

戸
の
釈
奠
は
、
将
軍
綱
吉
に
よ
る
三
回
の
「
上
覧
」
を
例
外
と
し
て
、
林
家
塾
の

忍
岡
先
聖
殿
や
湯
島
大
成
殿
、
寛
政
期
以
降
の
学
問
所
の
聖
堂
に
お
い
て
、
基
本

的
に
は
林
大
学
頭
（
祭
酒
）
ほ
か
林
家
門
人
や
学
問
所
の
関
係
者
た
ち
に
よ
っ
て

営
ま
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
須
藤

、
マ
ク
マ
レ
ン

）。

2001:30f
2006:171,176

も
っ
と
も
、
本
来
、
孔
子
を
祀
る
儀
礼
は
、
孔
子
の
父
系
子
孫
に
よ
っ
て
担
わ

れ
る
務
め
で
あ
り
、
血
縁
関
係
に
な
い
他
人
が
関
わ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
釈
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奠
は
、
家
廟
（
祠
堂
）
に
お
け
る
死
者
の
葬
礼
や
祭
礼
の
延
長
と
そ
の
発
展
の
も

と
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
死
者
の
霊
魂
と
感
応
し
、
神
を
降
ろ

し
ま
た
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
血
縁
関
係
の
あ
る
父
系
子
孫
に
限
ら
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
中
国
に
お
い
て
は
、前
漢
の
武
帝
が
儒
教
を
国
教
化
し
て
以
降
、

後
漢
、
さ
ら
に
魏
晋
へ
の
時
代
変
遷
の
過
程
で
、
国
家
権
力
の
な
か
で
孔
子
の
権

威
は
飛
躍
的
に
高
ま
り
、
次
第
に
「
天
子
親
祭
」
と
し
て
皇
帝
自
ら
が
釈
奠
の
主

祭
を
務
め
て
い
く
よ
う
に
な
る
（
黄
2008）。
だ
が
、
徳
川
日
本
で
も
疑
義
が
生
じ

た
よ
う
に
、
元
来
そ
れ
は
、
国
家
、
具
体
的
に
は
皇
帝
た
ち
が
関
与
す
べ
き
筋
合

い
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

古
式
へ
の
回
帰

―
明
代
礼
制
か
ら
唐
代
礼
制
へ

寛
政
一
二
年
の
昌
平
坂
学
問
所
に
お
け
る
釈
奠
改
革
は
、
前
年
九
月
の
新
聖
堂

落
成
を
機
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
改
革
を
直
接
的
に
担
当
し
た
の
は
、
大
学
頭
で
釈

奠
の
全
責
任
を
負
う
立
場
に
あ
っ
た
林
述
齋
（
一
七
六
八
│
一
八
四
一
年
）
と
彼

の
門
人
た
ち
、
そ
し
て
学
問
所
の
教
官
だ
っ
た
。
し
か
し
、
一
つ
ひ
と
つ
の
儀
礼

の
細
か
な
改
革
の
意
図
を
明
瞭
に
示
す
関
係
者
た
ち
の
史
料
は
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
そ
れ
ら
を
精
確
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

林
述
齋
は
、
西
田
直な

お

養か
い

（
一
七
九
三
│
一
八
六
五
年
）
に
対
し
て
、
の
ち
に
次

の
よ
う
に
釈
奠
の
実
施
を
語
っ
た
と
い
う
。「
林
祭
酒
〔
林
述
齋
〕
の
談
と
て
、
翁

の
い
は
る
ゝ
は
、
釈
奠
の
こ
と
、『
五
礼
通
考
』
に
因
り
て
は
、
一
向
に
行
ひ
が
た

し
。
「延
喜
式
」に
よ
れ
ば
、
進
退
周
旋
行
は
る
ゝ
と
ぞ
」（「
筱さ

さ

舎の
や

漫
筆
」
巻
之
一

三
）。
清
朝
の
秦し

ん

蕙け
い

田で
ん

（
一
七
〇
二
│
一
七
六
四
年
）
編
『
五
礼
通
考
』
巻
一
一
七

│
一
二
〇
「
祭
先
聖
先
師
」
と
巻
一
二
一
「
祀
孔
子
」
に
は
、
周
か
ら
明
代
ま
で

の
各
時
代
の
祭
祀
の
変
遷
が
記
さ
れ
て
い
る
。
述
齋
の
発
言
の
真
意
は
、
あ
ま
り

に
多
様
な
過
去
の
釈
奠
の
事
例
を
参
照
し
て
い
て
は
定
見
を
得
ら
れ
ず
に
混
乱
し

て
、
釈
奠
の
実
施
は
覚
束
ず
、
む
し
ろ
唐
代
の
「
開
元
礼
」
に
も
と
づ
く
古
代
日

本
の
「
延
喜
式
」
の
釈
奠
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
儀
礼
の
動
作
が
円
滑
に
行

わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
の
大
学
寮
で
実
施

さ
れ
た
釈
奠
に
日
本
の
祭
祀
の
正
統
性
を
認
め
、
そ
の
古
式
に
回
帰
す
る
と
い
う

積
極
的
な
理
由
か
ら
、
唐
代
礼
制
に
従
っ
た
釈
奠
の
実
施
を
説
明
し
よ
う
と
す
る

意
図
が
あ
る
だ
ろ
う
。
改
革
当
時
、
述
齋
の
意
を
受
け
て
各
種
の
礼
楽
制
度
の
沿

革
を
検
索
し
、
一
連
の
改
革
案
の
材
料
を
提
供
し
た
の
は
、
平
井
澹た

ん

所し
よ

（
直
蔵
、

一
七
六
二
│
一
八
二
〇
年
）、
犬
塚
印
南
（
唯
助
、
一
七
五
〇
│
一
八
一
三
年
）、

大お
お

郷ご
う

信
齋
（
金
蔵
、
一
七
七
四
│
一
八
四
四
年
）
ら
、
林
家
の
門
人
た
ち
で
あ
っ

た
。寛

政
一
二
年
二
月
の
釈
奠
で
の
大
き
な
変
更
点
は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ

て
き
た
よ
う
に
、
犬
塚
の
「
昌
平
志
」
に
よ
れ
ば
、
従
来
の
「
明
制
」
に
依
拠
し

た
祭
祀
を
、「
唐
礼
」
に
改
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
古
代
日
本
の
大
学

寮
で
行
わ
れ
た
「
延
喜
式
」
の
釈
奠
に
依
り
な
が
ら
、「
時
宜
」
に
適
う
よ
う
に
そ

れ
ら
を
斟
酌
し
、
う
わ
べ
だ
け
の
装
飾
に
あ
た
る
儀
礼
は
省
略
す
る
実
施
案
が
検

討
さ
れ
た
。
そ
の
変
更
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、「
昌
平
志
」
が
特
記
す
る
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
、
儀
礼
の
や
り
方
が
便
宜
的
に
改
定
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
、

そ
の
結
果
、
祭
祀
の
な
か
で
久
し
く
行
わ
れ
て
き
た
「
説
経
、
読
詩
、
頒は

ん

爼そ

、
饗

宴
の
諸
式
」
が
「
其
の
流
弊
、
或
ひ
は
虚
文
に
渉
」
る
た
め
「
改
停
」
さ
れ
た
（
凡
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例
、
第
二
四
則
）。
さ
ら
に
従
来
の
「
十
哲
位
」
の
木
主
と
「
賢
儒
図
像
」
一
六
扁

が
廟
堂
か
ら
撤
去
さ
れ
（
巻
二
事
実
誌
、
寛
政
一
二
年
八
月
一
六
日
の
条
）、
孔
子

の
門
人
十
哲
と
図
像
に
描
か
れ
た
陽
明
学
の
陸
象
山
や
王
陽
明
を
含
む
八
九
名
の

先
哲
は
、
釈
奠
で
の
祭
祀
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
こ
の
釈
奠
「
新
儀
」
の
式
次
第
で
は
、「
迎
神
」「
送
神
」

の
儀
式
が
省
か
れ
た
。
旧
来
の
釈
奠
に
お
い
て
は
「
迎
神
」「
送
神
」
の
そ
れ
ぞ
れ

に
「
読
詞
」
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
も
す
べ
て
廃
止
さ
れ
た
。
じ
っ
さ
い
唐
の

「
開
元
礼
」を
ほ
ぼ
模
倣
し
た
古
代
日
本
の
大
学
寮
の
釈
奠（「
延
喜
式
」巻
二
〇
、

大
学
寮
）
で
も
、
こ
の
儀
式
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徳
川

期
の
日
本
で
こ
の
改
革
以
前
に
挙
行
さ
れ
た
釈
奠
や
釈
菜
で
は
、
主
に
明
代
の
式

次
第
が
参
考
に
さ
れ
て
い
た
。
当
時
昌
平
黌
で
は
、
恐
ら
く
朝
鮮
朱
子
学
の
影
響

を
通
し
て
受
容
さ
れ
た
明
代
の
釈
菜
が
前
提
と
な
り
、
そ
の
上
で
他
の
諸
文
献
に

基
づ
く
改
変
が
な
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
期
の
新
た
な
改
定
を
、「
延
喜
式
」
が
依
拠

す
る
唐
制
に
倣
う
も
の
と
説
明
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
十
哲
位
と

賢
儒
図
像
の
撤
去
と
迎
送
神
の
儀
礼
の
省
略
は
、
古
式
へ
の
回
帰
だ
け
で
は
説
明

で
き
な
い
、
孔
子
崇
拝
の
儀
礼
を
め
ぐ
る
よ
り
本
質
的
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
。

釈
奠
に
お
け
る
像
と
木
主

―
神
が
憑
依
す
る
と
こ
ろ

そ
も
そ
も
孔
子
の
神
霊
が
憑
依
す
る
対
象
は
、
孔
子
像
で
あ
る
神
像
な
の
か
、

そ
れ
と
も
そ
の
名
を
記
し
た
木
主
（
主
・
神
主
）
な
の
か
。
同
時
代
の
東
ア
ジ
ア

の
文
脈
を
踏
ま
え
た
場
合
、
寛
政
期
の
釈
奠
改
革
に
お
け
る
祭
祀
問
題
は
、
こ
の

理
解
に
お
い
て
特
異
な
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
神
像
で
あ
れ

ば
、
制
作
後
の
入に

ゆ
う

魂こ
ん

（
開
眼
）
に
よ
っ
て
像
そ
の
も
の
の
内
に
神
霊
が
宿
り
、
そ

の
ま
ま
祭
儀
に
使
用
で
き
る
が
、
位
牌
の
よ
う
な
木
主
を
用
い
た
場
合
に
は
、
祭

祀
の
都
度
に
神
霊
を
降
臨
さ
せ
、
そ
れ
を
木
主
自
体
に
依
り
憑
か
せ
る
必
要
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
朝
鮮
や
中
国
に
お
い
て
は
、
従
来
、
孔
子
ら

聖
賢
の
図
像
・
塑
像
・
鋳
像
も
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
一
五
・
一
六
世
紀
に
、
木

主
へ
と
改
め
ら
れ
て
い
た
。
朝
鮮
の
漢
城
成
均
館
孔
子
廟
で
は
、
太
宗
九
（
一
四

〇
九
）
年
に
塑
像
が
木
主
に
改
正
さ
れ
、
そ
の
後
、
中
国
の
北
京
国
子
監
孔
子
廟

に
お
い
て
も
、
嘉か

靖せ
い

九
（
一
五
三
〇
）
年
に
塑
像
が
毀
撤
さ
れ
て
木
主
に
変
更
さ

れ
た
（『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
太
宗
九
年
七
月
丁
丑
、『
明
史
』
巻
五
〇
「
礼
志
」
四

「
至
聖
先
師
孔
子
廟
祀
」）。
儒
教
文
化
圏
で
、
な
ぜ
神
像
は
否
定
さ
れ
る
べ
き
と

考
え
ら
れ
た
の
か
。
そ
れ
は
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。

（
一
）
和
刻
本
『
闕
里
誌
』
で
の
「
木
主
」
導
入
の
論
拠

徳
川
日
本
に
お
い
て
、
釈
奠
と
そ
の
変
遷
史
の
理
解
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
和
刻
本
『
闕け

つ

里り

誌し

』（
陳ち

ん

鎬こ
う

（
？
│
一
五
一
一
年
）
撰
、
孔
貞こ

う

叢そ
う

重
撰
、

寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
明
朝
の
中
国
で
「
洪
武
の
初
」
に

は
、「
塑
像
・
章
服
、
俱
に
前
代
之
旧
に
仍
」
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
洪
武

一
五
（
一
三
八
二
）
年
、「
南
京
の
太
学
成
」
っ
た
こ
と
を
機
に
「
孔
子
以
下
塑
像

を
去
て
、
木
主
を
設
」
け
た
。
そ
し
て
嘉
靖
九
年
に
至
っ
て
「
詔し

よ
う

し
て
天
下
の
文

廟
塑
像
を
去
り
、
易
ふ
る
に
木
主
を
以
す
」
と
、
全
国
の
孔
子
廟
の
「
塑
像
」
が

撤
去
さ
れ
て
「
木
主
」
に
改
め
ら
れ
て
い
た
（『
闕
里
誌
』
巻
之
四
、
礼
楽
誌
、
章
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服
）。た

だ
し
、
中
国
の
釈
奠
に
お
け
る
「
迎
神
」「
送
神
」
儀
礼
と
釈
奠
で
の
「
木
主
」

の
導
入
の
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
。
木
主
と
像
が
混
在
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
時
代
の
釈
奠
の
記
事
に
も
、
わ
ず
か
だ
が
迎
送
神
の
記
事
を
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
（『
旧
唐
書
』
巻
三
〇
、
志
第
一
〇
、
音
楽
な
ど
）。
嘉

靖
九
年
の
礼
制
改
革
で
祭
祀
の
対
象
が
「
塑
像
」
か
ら
「
木
主
」
に
改
定
さ
れ
る

以
前
か
ら
、
明
代
の
釈
奠
儀
式
の
な
か
で
は
「
迎
神
」「
送
神
」
の
儀
礼
が
実
施
さ

れ
て
い
た
（
小
島
1992、
郭

）。
さ
ら
に
こ
の
明
代
の
迎
送
神
は
、
前

2005:33-35

朝
の
元
代
の
釈
奠
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
、
宋
代
か
ら
元
代
に
至
る
史

的
展
開
の
過
程
で
意
識
的
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
下
尊
卑
の

別
も
な
く
、
身
分
を
問
わ
ず
「
一
概
」
の
制
度
を
定
め
た
、
北
宋
の
程て

い

頤い

（
伊
川
、

一
〇
三
三
│
一
一
〇
七
年
）
の
画
期
的
な
神
主
改
定
を
踏
ま
え
れ
ば
、
宋
代
の
家

礼
に
お
け
る
木
主
の
普
及
に
伴
っ
て
、
釈
奠
で
も
そ
の
名
を
記
し
た
神
主
が
多
数

設
け
ら
れ
、
祭
祀
の
な
か
で
神
霊
を
迎
え
、
そ
し
て
送
る
儀
礼
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
闕
里
誌
』
が
洪
武
一
五
年
の
「
木
主
」
導
入
の
根
拠
と
す
る
の
は
、
南
宋
の
朱

熹
（
一
一
三
〇
│
一
二
〇
〇
年
）
の
『
朱
子
語
類
』
巻
九
〇
、
第
二
〇
条
の
一
節

と
、
時
代
的
に
は
後
に
属
す
る
明
代
の
丘き

ゆ
う

濬し
ゆ
ん

（
一
四
二
〇
│
一
四
九
五
年
）
の

『
大
学
衍
義
補
』
巻
六
五
、
釈
奠
先
師
之
礼
上
、
開
元
八
年
の
条
か
ら
の
抜
粋
で

あ
る
。
儒
教
祭
祀
に
お
い
て
な
ぜ
塑
像
で
は
な
く
、木
主
を
用
い
る
べ
き
な
の
か
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
①
儒
教
の
理
念
の
追
究
、
②
朱
熹
の
意
図
の
実
現
、
③
道
教

や
④
仏
教
へ
の
対
抗
か
ら
偶
像
否
定
と
い
っ
た
論
拠
が
考
え
ら
れ
る
が
、こ
の『
闕

里
誌
』
の
引
用
で
は
、
②
朱
熹
が
「
像
」
で
は
な
く
「
主
を
設
け
」
る
こ
と
を
勧

め
た
こ
と
と
、
④
仏
教
と
い
う
「
異
教
」
が
中
国
に
流
入
す
る
以
前
に
は
「
像
」

や
「
土
絵
」
で
は
な
く
「
神
主
」
が
用
い
ら
れ
た
と
い
う
丘
濬
の
見
解
に
よ
っ
て
、

木
主
使
用
の
正
統
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
嘉
靖
改
革
を
め
ぐ
る
評
価

明
朝
中
国
に
お
け
る
嘉
靖
九
年
の
木
主
へ
の
改
変
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
前

述
の
和
刻
本
『
闕
里
誌
』
や
『
大
学
衍
義
補
』
の
記
述
に
よ
っ
て
関
係
者
た
ち
に

広
く
知
ら
れ
て
い
た
。
新
井
白
石
の
「
聖
像
考
」（
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
）
は
、

こ
の
明
朝
で
の
改
革
の
経
緯
を
、
程
頤
か
ら
朱
熹
、
宋そ

う

濂れ
ん

（
一
三
一
〇
│
一
三
八

一
年
）、
林り

ん

顎が
く

（
一
四
二
三
？
│
一
四
七
六
年
）、
丘
濬
、
張ち

よ
う

璁そ
う

（
一
四
七
五
│
一

五
三
九
年
）
ま
で
の
議
論
を
紹
介
し
て
述
べ
る
。「
丘
濬
の
説
」
も
、
じ
つ
は
蓄
積

さ
れ
た
「
こ
れ
ら
の
説
に
よ
れ
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
根
拠
に
な
っ
て
聖

像
か
ら
木
主
へ
と
改
め
ら
れ
た
。
白
石
は
こ
の
論
考
で
、
木
主
に
よ
る
祭
祀
の
実

施
の
画
期
が
、
程
頤
に
あ
る
こ
と
を
見
出
し
て
い
る
。
程
頤
が
指
摘
す
る
よ
う
に

（『
二
程
全
書
』
巻
之
二
四
、
第
四
八
条
）、
⑤
画
像
や
塑
像
で
故
人
を
髪
の
毛
一

本
に
至
る
ま
で
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
結
局
「
別
人
」
に
な
っ
て
し

ま
う
た
め
に
、
ま
た
故
人
を
冒
瀆
し
な
い
た
め
に
も
「
木
主
」
を
用
い
る
べ
き
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
後
の
徳
川
中
期
の
儒
学
思
想
に
お
い
て
は
、
家
礼
祭
祀
で
の
「
木
主
」
使

用
を
め
ぐ
っ
て
、
北
宋
の
程
頤
の
発
案
に
基
づ
く
定
型
を
用
い
る
か
、
そ
れ
と
も

「
古
礼
」
に
モ
デ
ル
を
求
め
る
か
、
ま
た
影
像
で
あ
る
「
主
」
を
用
い
る
か
、
そ

20世紀知識人の教養と学問

106



099_「知識人と教養」_眞壁仁氏.mcd  Page 9 17/03/04 13:58  v5.51

れ
と
も
名な

札ふ
だ

で
あ
る
「
位
」
を
用
い
る
か
、
さ
ら
に
そ
こ
に
身
分
的
な
区
別
を
つ

け
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
点
で
、
論
者
に
よ
り
異
な
る
認
識
が
み
ら
れ
た
。
中

世
に
禅
僧
に
よ
っ
て
中
国
か
ら
伝
来
し
た
位
牌
は
、
室
町
期
に
は
武
家
層
で
も
作

ら
れ
た
が
、
庶
民
層
で
は
早
く
は
元
禄
・
享
保
期
か
ら
、
多
く
は
文
化
・
文
政
期

以
降
に
普
及
し
た
（
新
谷

）。
当
時
日
本
で
庶
民
層
に
も
普
及
し

1999:125-126

始
め
た
位
牌
と
の
違
い
を
強
調
し
、
儒
教
祭
祀
に
お
け
る
神
主
と
神
位
（
神
版
・

神
牌
）
に
明
確
な
区
別
を
立
て
る
と
い
う
議
論
も
起
こ
っ
て
い
る
。

寛
政
期
に
な
る
と
儒
者
た
ち
の
あ
い
だ
で
は
、
明
代
の
釈
奠
に
お
け
る
「
塑
像
」

か
ら
「
木
主
」
へ
の
改
定
は
周
知
の
事
柄
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
異
学
の
禁
に
反

対
し
た
冢つ

か

田だ

大
峰
（
一
七
四
五
│
一
八
三
二
年
）
は
、
明
朝
の
議
論
を
引
き
な
が

ら
、
日
本
の
釈
奠
に
お
け
る
文
宣
王
の
諡し

号ご
う

と
塑
像
の
使
用
を
批
判
す
る
。
そ
の

際
に
引
照
さ
れ
る
の
も
、
天
順
四
（
一
四
六
〇
）
年
に
孔
子
廟
の
像
を
「
木
主
」

に
改
め
る
こ
と
を
主
張
し
た
林
顎
と
前
述
の
嘉
靖
九
年
の
礼
制
改
革
の
際
の
張
璁

の
議
論
で
あ
る
。
塑
像
批
判
の
根
拠
と
し
て
引
か
れ
る
前
者
の
林
顎
は
、
さ
き
の

④
の
要
素
の
よ
う
に
、「
塑
像
は
西
夷
の
仏
教
よ
り
始
」
め
ら
れ
た
が
、
孔
子
は
ま

だ
仏
教
が
「
中
国
に
入
ら
ざ
る
の
前
に
卒
」
し
て
お
り
、「
所い

わ

謂ゆ
る

像
を
識し

ら

」な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
、し
か
も
⑤
の
根
拠
で
あ
る
像
に
は「
長
短
豊ほ

う

瘠せ
き

」に
相
違
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
多
様
な
形
態
は
む
し
ろ
甚
だ
し
く
「
聖
を
褻け

が

す
こ
と
」
に
な
る
だ
ろ

う
と
批
判
し
た
（
冢
田
「
随
意
録
」
巻
一
、
第
九
二
条
）。

し
か
し
、
新
井
白
石
の
論
考
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
世
紀
後
、
林
家
の
塾
頭
を
つ
と

め
た
関
松し

よ
う

窓そ
う

（
一
七
二
七
│
一
八
〇
一
年
）
は
、「
先
聖
孔
子
画
像
服
章
考
」（
寛

政
六
（
一
七
九
四
）
年
）
を
著
し
て
、
白
石
や
大
峰
と
は
対
照
的
に
、「
今
我
国
に

て
文
宣
王
の
諡
号
・
塑
像
・
画
像
を
用
る
憚
る
所
な
し
」
と
、
礼
制
改
革
へ
の
否

定
的
な
見
解
を
記
し
、
現
状
維
持
を
訴
え
て
い
る
。
松
窓
は
、
朝
鮮
版
の
『
闕
里

誌
』
に
拠
っ
て
嘉
靖
改
革
を
引
き
な
が
ら
、
全
国
の
塑
像
を
廃
し
て
木
主
と
せ
よ

と
の
嘉
靖
帝
の
詔
は
、「
京け

い

師し

」
で
は
実
行
さ
れ
た
が
「
諸
国
」
に
お
い
て
は
実
施

さ
れ
ず
、
帝
の
没
後
に
は
旧
慣
に
復
し
、
の
ち
に
孔
子
像
の
説
も
復
活
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
嘉
靖
帝
自
身
が
「
不
徳
の
人
」
で
あ
っ
て
「
英
主
」
と
い
え
ど
も
「
尊

に
足
ら
」
な
い
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
で
は
「
木
主
」
で
は
な
く
、
大
学
寮
に

お
け
る
塑
像
や
画
像
使
用
の
先
例
に
倣
う
の
が
「
善
」
い
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
認
識
の
背
景
に
は
、改
革
の
浸
透
に
地
域
的
な
偏
差
が
あ
る
と
の
、

実
情
に
即
し
た
中
国
認
識
の
深
ま
り
と
と
も
に
、
明
清
交
替
を
経
て
清
朝
政
権
へ

の
積
極
的
な
評
価
が
日
本
で
も
定
着
し
、
前
王
朝
で
あ
る
明
朝
の
嘉
靖
帝
へ
の
評

価
が
従
来
よ
り
低
下
し
た
と
い
う
、
寛
政
期
の
江
戸
儒
学
界
の
事
情
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
（
眞
壁
2012）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
明
代
の

釈
奠
や
礼
制
改
革
に
迎
合
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
唐
代
の
釈
奠
受
容
以
降
に

形
成
さ
れ
た
、
日
本
独
自
の
伝
統
に
従
う
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
窺
え
る
。

（
三
）
仏
像
お
よ
び
神
像
の
伝
統

日
本
で
蓄
積
さ
れ
た
孔
子
像
・
賢
儒
像
の
認
識
に
は
、
画
像
・
塑
像
・
鋳
像
を

問
わ
ず
、
像
そ
の
も
の
に
神
霊
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
仏
教
の
強
い
影
響
を
看
取

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
仏
教
の
場
合
に
は
、
物
を
具
象
す
る
こ
と
が
、
民
衆
の

教
化
に
繋
が
っ
て
い
た
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
関
松
窓
は
、
幕
臣
で
有
職
故
実
の

研
究
家
の
伊
勢
貞さ

だ

丈た
け

（
一
七
一
八
│
一
七
八
四
年
）
の
説
と
し
て
、「
貞
丈
按
、
仏

神の憑依するところ（眞壁仁）
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法
ハ
像
散
ト
テ
、
仏
像
ヲ
初
メ
諸
ノ
仏
具
ニ
至
ル
マ
デ
、
物
ノ
形
ヲ
表あ

ら
わ

シ
像か

た
ど

リ

テ
教
ト
ス
ル
也
」
と
の
論
を
紹
介
し
て
い
る
（「
松
窓
随
筆
」
巻
五
）。
ま
た
、
白

石
と
同
様
に
程
頤
の
見
解
に
従
っ
て
、「
一
毛
一
髪
」
が
異
な
れ
ば
真
の
似
姿
と
は

な
ら
な
い
た
め
、
文
字
に
よ
り
名
だ
け
を
記
し
た
「
神
主
」
を
用
い
る
方
法
が
よ

い
と
の
説
を
紹
介
す
る
山
口
幸ゆ

き

充み
つ（

生
没
年
未
詳
だ
が
江
戸
中
期
の
人
）
で
さ
え
、

教
え
を
受
け
る
者
と
し
て
の
資
質
が
低
く
修
行
す
る
力
が
乏
し
い
「
下げ

機き

」に
対

し
て
は
、
像
が
な
け
れ
ば
彼
ら
は
信
じ
な
い
こ
と
を
注
記
し
て
い
た
（「
嘉
良
喜
随

筆
」
巻
之
一
）。
先
行
研
究
者
た
ち
か
ら
も
、
江
戸
時
代
の
初
期
の
釈
奠
で
「
仏
式

の
孔
子
像
」
や
人
物
肖
像
画
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
に
は
、
儒
教
布
教
の
上
で
視
覚

的
な
効
果
を
期
待
す
る
意
図
が
あ
っ
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
像
を
介
し
た
民
衆
へ
の
儒
教
布
教
の
効
果
を
、
過
大
に

見
積
も
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
日
本
に
お
い
て
孔
子
廟
の
数
は
き
わ
め
て
少
な

く
、
仏
教
寺
院
の
よ
う
に
広
く
公
開
さ
れ
て
も
お
ら
ず
、
ま
し
て
江
戸
の
釈
奠
は

武
家
の
、
し
か
も
幕
臣
や
林
家
門
人
の
よ
う
に
限
定
さ
れ
た
者
だ
け
で
営
ま
れ
た

祭
礼
で
あ
っ
た
。
釈
奠
に
お
け
る
孔
子
像
の
設
置
は
、
像
の
使
用
に
よ
る
布
教
効

果
へ
の
期
待
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
人
を
カ
ミ
と
し
て
祀
る
儀
礼
の
広
ま
り
と

そ
の
社
会
的
定
着
の
文
脈
の
も
と
で
検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
徳
川
期
に

は
、「
神
祖
」「
神
君
」
徳
川
家
康
が
、
画
像
や
木
像
（
増
上
寺
安
国
殿
に
安
置
）

で
具
象
化
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
関
係
者
の
祭
礼
の
際
に
用
い
ら
れ
た
よ
う
に
、
祭

祀
に
お
け
る
ヒ
ト
ガ
ミ
の
影
像
の
普
及
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
近
世
期
の
ヒ
ト

ガ
ミ
信
仰
自
体
が
、
天
台
宗
で
発
達
し
た
本
地
垂
迹
思
想
の
変
容
の
な
か
で
現
れ

た
こ
と
、
ま
た
昌
平
黌
の
孔
子
お
よ
び
四
配
（
顔
子
・
子
思
子
・
曾そ

う

子し

・
孟
子
）

の
五
体
の
聖
像
が
、
京
都
の
七
条
大
仏
師
第
二
三
世
の
康こ

う

音お
ん

（
一
六
〇
〇
│
一
六

八
三
年
）
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
こ
と
（
伊
藤

）
か
ら
も
分
か
る
よ

2007:44,48

う
に
、
こ
れ
ら
は
神
仏
習
合
し
た
日
本
仏
教
の
仏
像
・
仏
画
の
影
響
の
も
と
に
発

展
し
た
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、
日
本
で
の
孔
子
た
ち
の
塑
像
や
画
像
に
、

仏
教
に
み
ら
れ
る
神
霊
の
捉
え
方
、
と
く
に
神
像
そ
の
も
の
に
神
霊
が
宿
っ
て
い

る
と
す
る
認
識
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

寛
政
期
の
釈
奠
改
革
は
、
敢
え
て
孔
子
門
人
の
「
十
哲
位
」
の
木
主
を
廃
し
て

ま
で
、
画
像
（
宋
儒
六
人
を
描
い
た
狩
野
山
雪
筆
「
歴
聖
大
儒
像
」）
や
塑
像
な
ど

の
視
覚
的
な
神
の
影
像
に
執
着
し
た
。
木
主
を
用
い
な
け
れ
ば
、
祀
り
の
た
び
に

神
霊
を
招
い
て
依
り
憑
か
せ
る
「
迎
送
神
」
の
儀
礼
は
不
要
で
あ
る
。
改
革
は
、

そ
の
こ
と
を
自
覚
し
た
虚
礼
の
廃
止
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
の
釈
奠
挙
行

―
「
日
本
の
孔
子
」「
日
本
化
せ
ら
れ
た
釈
奠
」
へ

昌
平
坂
学
問
所
を
前
身
の
一
つ
に
も
つ
明
治
初
期
の
大
学
校
（
明
治
二
年
七
月

設
立
）
で
は
、
漢
学
者
に
対
す
る
国
学
者
の
反
発
と
し
て
、
孔
子
を
祀
る
釈
奠
を

廃
し
、
新
た
に
大
学
校
行
事
と
し
て
「
思お

も
い

兼か
ね
の

命み
こ
と

」
を
祭
る
「
学
神
祭
」
が
挙
行

さ
れ
、
激
し
い
論
争
に
発
展
し
た
。
こ
の
大
学
校
の
「
学
神
祭
」
を
め
ぐ
る
対
立

と
混
乱
の
な
か
で
、
維
新
後
、
聖
堂
の
釈
奠
は
実
施
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
の
論
争
は
、
単
に
漢
学
者
と
国
学
者
と
の
対
立
に
と
ど
ま
ら
ず
、
当
時
日
本
の

最
高
学
府
で
あ
っ
た
大
学
校
に
お
け
る
教
育
理
念
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の

課
題
の
模
索
は
、
一
八
九
〇
年
の
「
教
育
勅
語
」
発
布
に
至
る
ま
で
続
い
た
と
い

え
る
。
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今
日
毎
年
春
に
挙
行
さ
れ
て
い
る
湯
島
聖
堂
で
の
釈
奠
（
斯
文
会
主
催
）
は
、

二
〇
世
紀
初
頭
の
「
孔
子
祭
」
の
復
活
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
一
九
〇
六
年
、

当
時
湯
島
の
聖
堂
を
管
理
し
て
い
た
東
京
高
等
師
範
学
校
の
職
員
の
有
志
は
、
孔

子
を
崇
敬
し
そ
の
日
本
で
の
教
化
に
謝
意
を
表
す
た
め
の
祭
典
を
計
画
し
た
。
そ

れ
を
う
け
て
孔
子
祭
典
会
が
創
立
さ
れ
、
翌
年
四
月
二
九
日
に
第
一
回
の
祭
典
が

実
施
さ
れ
た
。
こ
の
際
に
、
釈
奠
は
、「
孔
子
祭
」
と
い
う
名
称
で
復
活
し
た
ば
か

り
で
な
く
、
神
田
神
社
（
神
田
明
神
）
の
神
官
に
よ
っ
て
祭
祀
が
担
わ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
木
主
は
な
く
像
だ
け
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
孔
子
像
ほ
か
五
聖

像
に
対
し
て
、
神
霊
を
呼
び
寄
せ
る
と
い
う
、
一
見
奇
妙
な
慣
行
が
取
り
入
れ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
行
為
そ
れ
自
体
は
、
徳
川
期
の
寛
政
改
革
以
前

に
行
わ
れ
た
画
像
・
塑
像
・
木
主
に
対
す
る
迎
送
神
で
あ
り
、
明
代
と
唐
代
礼
制

の
混
在
形
態
の
復
活
に
も
映
る
。
し
か
し
、
こ
の
釈
奠
再
興
は
、
担
い
手
の
変
更
、

「
神
式
」
の
導
入
と
融
合
の
な
か
で
、
そ
の
既
成
事
実
が
先
行
し
、
史
的
変
遷
に

対
す
る
十
分
な
検
討
と
思
想
的
な
整
理
が
行
わ
れ
な
い
ま
ま
に
進
め
ら
れ
た
の
で

は
な
い
か
。
こ
の
祭
典
会
が
一
九
一
九
年
に
成
立
し
た
斯
文
会
と
合
併
し
て
、
今

日
の
斯
文
会
主
催
の
釈
奠
に
至
る
が
、
そ
れ
は
中
国
の
釈
奠
と
は
異
な
り
、
さ
ら

に
徳
川
時
代
に
実
施
さ
れ
た
い
か
な
る
形
態
の
釈
奠
と
も
異
な
る
、
近
代
日
本
で

創
ら
れ
た
「
純
神
式
」
の
「
日
本
化
せ
ら
れ
た
釈
奠
」（
近
藤

）
と
な
っ

1934:131

て
い
る
。参

考
文
献

吾
妻
重
二
（
二
〇
〇
五
）「
木
主
に
つ
い
て

―
朱
子
学
ま
で
」、
福
井
文
雅
博
士
古
稀
・
退
職

記
念
論
集
刊
行
会
編
『
ア
ジ
ア
文
化
の
思
想
と
儀
礼
』
春
秋
社

―
（
二
〇
一
三
）「
儒
教
の
再
考

―
儀
礼
・
祭
祀
・
神
々
・
五
経
」『
日
本
中
国
学
会
報
』

第
六
五
集

伊
藤
た
ま
き
（
二
〇
〇
七
）「
湯
島
聖
堂
の
孔
子
像
」、
筑
波
大
学
大
学
院
日
本
美
術
史
研
究
室

編
『
草
創
期
の
湯
島
聖
堂

―
よ
み
が
え
る
江
戸
の
「
学
習
」
空
間
』
清
流
出
版
社

奥
崎
裕
司
・
石
漢
椿
編
（
二
〇
一
一
）『
宗
教
と
し
て
の
儒
教
』
汲
古
書
院

郭
潤
濤
（
二
〇
〇
五
）「
明
代
文
廟
〝
釋
奠
儀
〞」、『
中
国
史
学
』
第
一
五
巻
、
朋
友
書
店

加
地
伸
行
（
一
九
九
〇
）『
儒
教
と
は
何
か
』
中
央
公
論
社

―
（
一
九
九
七
）『
沈
黙
の
宗
教

―
儒
教
』
筑
摩
書
房

黄
進
興
（
二
〇
〇
八
）（
林
雅
清
訳
）「
伝
統
中
国
に
お
け
る
孔
子
廟
祭
祀
と
そ
の
宗
教
性
」、
吾

妻
重
二
・
二
階
堂
善
弘
編
『
東
ア
ジ
ア
の
儀
礼
と
宗
教
』
雄
松
堂
出
版

小
島
毅
（
一
九
九
二
ａ
）「
嘉
靖
の
礼
制
改
革
に
つ
い
て
」、『
ア
ジ
ア
文
化
と
社
会
二
（
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
第
一
一
七
冊
）』
汲
古
書
院

―
（
一
九
九
二
ｂ
）「
儒
教
の
偶
像
観

―
祭
礼
を
め
ぐ
る
言
説
」、『
中
国

―
社
会
と
文

化
』
第
七
号

近
藤
春
雄
（
一
九
三
四
）「
我
國
に
於
け
る
釋
奠
に
就
て
」、『
大
東
文
化
』
第
八
号

任
継
愈
編
（
二
〇
〇
〇
）『
儒
教
問
題
争
論
集
』
宗
教
文
化
出
版
社

新
谷
尚
紀
（
一
九
九
九
）「
位
牌
」、『
日
本
民
俗
大
辞
典
』
上
、
吉
川
弘
文
館

鈴
木
範
久
（
一
九
七
七
）「
「カ
ミ
」の
訳
語
考
」、『
秘
め
ら
れ
た
意
味
（
講
座
宗
教
学
第
四
巻
）』

東
京
大
学
出
版
会

須
藤
敏
夫
（
二
〇
〇
一
）『
近
世
日
本
釈
奠
の
研
究
』
思
文
閣
出
版

ハ
ー
バ
ー
ト
・
フ
ィ
ン
ガ
レ
ッ
ト
（
一
九
八
九
）『
論
語
は
問
い
か
け
る
│
孔
子
と
の
対
話
』
平

神の憑依するところ（眞壁仁）
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凡
社

眞
壁
仁
（
二
〇
一
二
）「
徳
川
儒
学
思
想
に
お
け
る
明
清
交
替

―
江
戸
儒
学
界
に
お
け
る
正

統
の
転
位
と
そ
の
変
遷
」、『
北
大
法
学
論
集
』
第
六
二
巻
第
六
号

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
マ
ク
マ
レ
ン
（
二
〇
〇
六
）「
武
家
の
釈
奠
を
め
ぐ
っ
て

―
徳
川
時
代
の
孔

子
祭
礼
」、
笠
谷
和
比
古
編
『
公
家
と
武
家
Ⅲ

―
王
権
と
儀
礼
の
比
較
文
明
史
的
考
察
』

思
文
閣

丸
山
眞
男
（
一
九
五
八
）
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
「
「ベ
ラ
ー
『
徳
川
時
代
の
宗
教
』

に
つ
い
て
」関
連
メ
モ
」（
資
料
番
号
306）

―
（
一
九
七
四
ａ
）
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
「
熱
海
セ
ミ
ナ
ー
報
告
「日
本
に
お

け
る
儒
教
の
変
遷
」（
速
記
）」（
資
料
番
号

）
406-1

―
（
一
九
七
四
ｂ
）
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
「
熱
海
セ
ミ
ナ
ー
報
告
の
た
め
の

メ
モ
「江
戸
時
代
儒
教
に
た
い
す
る
比
較
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」」（
資
料
番
号

）

406-2

―
（
一
九
八
七
）
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
「
「儒
学
」と
「儒
教
」
の
区
別
に
つ
い

て
の
メ
モ
」（
資
料
番
号

）（『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第

670-9-4

一
一
号
、
二
〇
一
六
年
に
翻
刻
）

―
（
一
九
九
六
ａ
）「
ベ
ラ
ー
「徳
川
時
代
の
宗
教
」に
つ
い
て
」（
初
出
一
九
五
八
年
）『
丸

山
眞
男
集
』
第
七
巻
、
岩
波
書
店

―
（
一
九
九
六
ｂ
）「
『文
明
論
之
概
略
』を
読
む
」（
初
出
一
九
八
六
年
）『
丸
山
眞
男
集
』

第
一
三
巻
、
岩
波
書
店

―
（
一
九
九
八
ａ
）『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
四
冊
日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
四
』（
東
京

大
学
出
版
会

―
（
一
九
九
八
ｂ
）『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
七
冊
日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
七
』
東
京
大

学
出
版
会

―
（
二
〇
一
四
）「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み

―
日
本
学
士
院
論
文
報

告
」（
一
九
八
七
年
）
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
編
『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
続
一
、
み
す
ず
書
房

―
（
二
〇
一
五
）「
日
本
に
お
け
る
儒
教
の
変
遷
」（
一
九
七
四
年
）『
丸
山
眞
男
集
別
集
』

第
三
巻
、
岩
波
書
店

矢
沢
利
彦
編
訳
（
一
九
七
〇
）『
イ
エ
ズ
ス
会
中
国
書
簡
集
１
康
煕
編
』
平
凡
社

―
（
一
九
七
二
）『
中
国
と
キ
リ
ス
ト
教

―
典
礼
問
題
』
近
藤
出
版
社

―
（
一
九
九
〇
）「
孔
子
崇
拝
儀
礼
（
釈
奠
）
に
つ
い
て
」、『
思
想
』
第
七
九
二
号

吉
川
幸
次
郎
（
一
九
七
五
）「
神
様
の
い
な
い
文
明
と
い
る
文
明
」（
初
出
一
九
六
三
年
）『
吉
川

幸
次
郎
全
集
』
第
一
九
巻
、
筑
摩
書
房

和
辻
哲
郎
（
一
九
六
二
）「
孔
子
」（
初
出
一
九
三
八
年
）『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
六
巻
、
岩
波
書

店
〈
追
記
〉
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
二
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
で
の
報
告
を
も
と
に
、
そ
の
後
内
容
を
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
期
間
内
の
研
究
と
し
て
す
で
に
公
刊
し
た
、
拙
稿
「
神
の
宿
る
と
こ
ろ

―
徳
川

後
期
の
釈
奠
に
お
け
る
迎
送
神
と
神
像
」（『
學
士
會
会
報
』
第
九
一
五
号
、
二
〇
一
五
年
一

一
月
）
五
三
│
六
二
頁
と
部
分
的
に
重
複
し
て
い
る
。

20世紀知識人の教養と学問

110



137_「知識人と教養」_孫歌氏.mcd  Page 1 17/03/02 13:52  v5.51

丸
山
眞
男
の
「
三
民
主
義
」
観

孫

歌

丸
山
眞
男
は
、
一
九
四
六
年
、「
孫
文
の
政
治
教
育
」
と
い
う
題
で
講
演
を
行
っ

た
。
こ
の
講
演
の
記
録
は
完
成
度
が
高
い
の
で
、
丸
山
眞
男
の
政
治
思
想
を
理
解

す
る
た
め
の
貴
重
な
文
献
に
な
る
。
本
論
は
、
丸
山
眞
男
が
ど
の
よ
う
に
『
三
民

主
義
』
を
読
ん
で
い
た
か
、
彼
の
理
解
に
お
け
る
孫
文
の
発
想
と
重
な
る
部
分
と

ず
れ
た
部
分
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
、
丸
山
の
こ
の
若
い

時
期
の
講
演
と
、
後
の
彼
の
政
治
思
想
史
研
究
に
は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の

か
、
と
い
う
問
題
を
初
歩
的
に
検
討
し
た
い
。

Ⅰ
『
三
民
主
義
』
の
基
本
的
な
輪
郭

『
三
民
主
義
』
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
現
存
し
て
い
る
の
は
、
孫
文
が
一
九
二
四
年
一

月
か
ら
八
月
ま
で
、
広
州
国
立
高
等
師
範
学
校
の
大
講
堂
で
行
っ
た
一
六
回
に
わ

た
る
連
続
講
演
の
原
稿
で
あ
る
。
実
際
に
、
一
九
二
二
年
ま
で
に
、
孫
文
は
「
国

家
建
設
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
八
冊
の
著
作
を
書
く
と
い
う
計
画
を
立
て
て
、
そ
の

最
初
の
三
冊
は
、『
民
族
主
義
』、『
民
権
主
義
』、『
民
生
主
義
』
す
な
わ
ち
「
三
民

主
義
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
冊
目
の
『
民
族
主
義
』
が
完
成
し
た
と
き
、

あ
い
に
く
一
九
二
二
年
六
月
、
広
東
の
軍
閥
陳
炯
明
が
反
乱
を
起
こ
し
、
孫
文
の

い
る
観
音
山
に
発
砲
し
て
、
完
成
し
た
こ
の
本
の
原
稿
だ
け
で
は
な
く
、
孫
文
の

集
め
た
数
百
冊
の
外
国
語
参
考
書
も
す
べ
て
兵
火
に
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
二
四
年
に
、
孫
文
は
戦
乱
の
隙
間
を
み
て
、
新
た
に
三
民
主
義
の
原
稿
を

書
い
た
。
こ
れ
は
前
の
原
稿
と
異
な
っ
て
、
参
考
書
な
し
だ
け
で
は
な
く
、
文
体

も
な
る
べ
く
平
明
な
も
の
に
し
た
。
当
時
の
秘
書
の
回
想
に
よ
る
と
、
孫
文
は
毎

回
の
原
稿
を
書
い
た
あ
と
、
必
ず
秘
書
に
読
ま
せ
て
、
難
解
な
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、

す
ぐ
に
書
き
直
す
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
工
夫
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
一

般
聴
衆
に
向
か
っ
て
、
そ
の
実
際
の
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

世
に
送
っ
た
こ
の
『
三
民
主
義
十
六
講
』
と
い
う
本
は
、
孫
文
の
政
治
理
念
を

系
統
的
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
ま
た
こ
の
理
念
を
実
践
し
た
見

事
な
手
本
と
も
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
講
演
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
中
国

の
四
億
人
の
非
政
治
的
大
衆
を
い
か
に
し
て
政
治
的
国
民
に
し
、
い
か
に
し
て
革

命
の
勢
力
ま
で
に
成
長
さ
せ
て
、
そ
し
て
政
治
的
主
体
と
し
て
建
国
と
い
う
作
業

に
携
わ
ら
せ
る
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
講
演

は
平
明
な
言
葉
で
行
わ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
エ
リ
ー
ト
の
政
治
論
理
を
突
破
し

て
、
民
衆
の
生
活
論
理
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
生
き
て
い
る
政
治
思
想
を
語
っ
て

い
た
の
だ
。
こ
の
講
演
自
体
は
、
一
種
の
革
命
の
実
践
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

丸山眞男の「三民主義」観（孫歌）
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『
三
民
主
義
十
六
講
』
は
、
実
に
豊
か
な
中
身
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
だ
。

「
民
族
主
義
」
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
中
国
人
の
わ
が
ま
ま
な
自
由
を
制
限
し
て
、

民
族
主
義
と
い
う
自
然
な
感
覚
（
こ
れ
は
家
族
感
情
の
拡
大
と
し
て
定
義
さ
れ
た

も
の
で
、
国
家
と
い
う
人
為
的
な
も
の
に
対
し
て
「
自
然
」
と
規
定
し
た
）
を
踏

ま
え
た
国
族
観
念
を
作
り
出
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
西
洋
国
家
の
政
治
圧
迫
や
経

済
略
奪
に
対
抗
す
る
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
民
族
国
家
」
と
異
な
っ
て
、
孫
文
の

主
張
し
た
「
国
族
」
と
い
う
の
は
、
自
然
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
せ
る
も
の
な
の
だ
。

自
然
＝
王
道
、
王
道
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
団
体
は
民
族
で
あ
り
、
武
力
＝
覇

道
、
覇
道
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
団
体
は
国
家
で
あ
る
、
と
い
う
。

孫
文
の
民
族
主
義
の
定
義
は
、
実
体
を
持
ち
な
が
ら
決
し
て
実
体
に
還
元
で
き

な
い
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
当
時
中
国
の
四
億
人
は
同
じ
民
族
だ
と
主
張
し
た
と

き
に
、
故
意
に
多
民
族
と
い
う
事
実
を
軽
く
扱
っ
た
。
こ
れ
を
漢
民
族
中
心
主
義

だ
と
い
え
ば
、
い
え
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
彼
の
真
意
を
ま
と
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
確
か
に
、
孫
文
は
中
国
人
の
中
に
は
漢
民
族
が
人
数
的
に
圧

倒
的
な
の
で
、
一
つ
の
民
族
と
し
て
み
て
も
よ
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
た

し
、
ほ
か
の
講
演
の
中
で
、
排
満
（
満
州
族
の
政
権
を
打
破
す
る
）
と
い
う
行
為

を
高
く
評
価
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
い
う
民
族
主
義
は
、
漢
民
族
の
復
権
で
は

決
し
て
な
い
。
孫
文
の
民
族
主
義
は
、
王
道
に
よ
っ
て
中
華
民
族
と
い
う
「
国
族
」

を
作
る
と
い
う
こ
と
で
、
満
州
族
政
権
が
倒
さ
れ
た
以
上
、
彼
の
目
標
は
多
民
族

を
含
め
た
建
国
で
あ
る
。

孫
文
の
建
国
は
、
中
華
民
族
の
政
権
を
作
り
、
政
治
と
経
済
の
主
権
を
手
に
す

る
と
い
う
意
味
だ
け
で
は
な
い
。
彼
は
、
建
国
と
い
う
の
が
、
心
理
的
な
行
為
で

も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
行
わ
れ
た
の
は
、
政
治
教
育
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ

る
。「
民
権
主
義
」
の
主
な
内
容
は
、
ま
さ
に
民
衆
は
い
か
に
し
て
確
実
に
政
治
権

力
を
行
使
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
な
の
だ
。
こ
こ
で
、
孫
文
は
欧
米
の
民
主
主

義
政
治
が
い
っ
た
い
ど
の
程
度
民
衆
の
政
治
的
主
権
を
確
保
し
た
か
、
と
い
う
疑

問
を
鮮
明
に
出
し
て
、つ
ぎ
の
よ
う
な
分
析
に
導
い
た

―
欧
米
の
民
主
主
義
は
、

代
議
制
と
い
う
形
で
選
挙
権
だ
け
を
民
衆
に
与
え
、
ほ
か
の
権
利
が
生
じ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
局
面
の
形
成
は
、
民
主
政
治
に
対
す
る
理
解
、
す
な
わ
ち
人
間
性
に

対
す
る
理
解
の
分
岐
に
由
来
し
、
そ
も
そ
も
多
数
の
人
間
が
政
治
を
管
理
で
き
る

よ
う
な
実
験
は
い
ま
だ
に
成
功
し
て
い
な
い
。

か
く
し
て
孫
文
は
断
言
す
る
。「
そ
し
て
欧
米
文
明
の
優
越
が
、
政
治
各
方
面

以
外
の
、
僅
か
に
物
質
的
の
方
面
に
限
ら
れ
て
い
る
」
と(１

)。
そ
れ
に
対
し
て
、
孫

文
は
政
権
と
い
う
人
民
の
主
権
と
治
権
と
い
う
政
府
の
機
能
を
区
別
し
て
、「
政

治
」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
再
定
義
し
た
。
孫
文
は
政
権
を
選
挙
権
、
罷
免
権
、

創
制
権
（
制
度
を
創
造
す
る
権
利
）、
複
決
権
（
す
で
に
で
き
た
制
度
を
変
え
る
権

利
）
と
い
う
四
つ
の
方
面
に
わ
け
て
、
こ
れ
ら
の
「
四
権
」
は
、
人
民
が
持
っ
て

い
る
も
の
だ
、
と
し
て
い
る
。
治
権
と
い
う
の
は
、
政
府
の
機
能
と
し
て
、
司
法

権
、
立
法
権
、
行
政
権
、
試
験
権
、
監
察
権
と
い
う
五
つ
の
部
分
に
わ
け
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
政
権
の
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
。

戦
乱
の
渦
巻
き
に
身
を
置
い
て
、国
家
統
一
の
見
込
み
さ
え
も
見
え
な
い
当
時
、

孫
文
の
こ
の
よ
う
な
国
家
構
成
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
ま
り
に
も
高
邁
な
も
の
と
し
て

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
年
後
に
亡
く
な
っ
た
こ
の
偉
大
な
政
治
家
に

と
っ
て
、
こ
の
い
わ
ば
「
全
民
政
治
」
の
構
想
は
決
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
い
う
の

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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で
は
な
い
。
彼
は
日
ご
ろ
の
生
活
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
、
普
通
の
中
国
人
に
向

か
っ
て
こ
の
よ
う
な
未
来
を
熱
烈
に
語
っ
た
と
き
、
決
し
て
直
ぐ
に
実
現
で
き
な

い
新
し
い
政
治
理
念
を
練
り
上
げ
て
い
る
の
だ
。

「
民
生
主
義
」
は
未
完
の
形
で
そ
の
一
部
だ
け
を
公
表
し
た
が
、
こ
れ
は
民
族
主

義
と
民
権
主
義
の
基
盤
に
な
っ
て
い
る
。
民
生
主
義
は
資
本
主
義
と
ど
こ
が
異
な

る
か
と
い
え
ば
、
資
本
主
義
が
金
儲
け
を
目
的
に
す
る
こ
と
に
対
し
て
、
民
生
主

義
は
民
衆
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
す
る
の
だ
、
と
い
う
。
四
回
だ
け
の
民
生
主
義

に
関
す
る
講
演
の
中
、
孫
文
は
土
地
の
問
題
、
食
料
の
問
題
、
服
の
問
題
な
ど
を

扱
っ
て
、
き
わ
め
て
貧
し
い
中
国
の
百
姓
は
、
い
か
に
し
て
帝
国
主
義
の
列
強
の

不
平
等
な
条
約
か
ら
主
権
を
取
り
戻
し
、
強
い
国
家
を
作
る
か
、
と
い
う
こ
と
を

具
体
的
に
論
じ
て
い
た
の
だ
。
孫
文
に
と
っ
て
、
民
生
の
問
題
こ
そ
が
社
会
進
化

の
原
動
力
で
あ
り
、
西
洋
列
強
の
経
済
略
奪
か
ら
中
華
民
族
を
解
放
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
彼
の
第
一
の
課
題
と
な
る
の
だ
。

三
民
主
義
に
つ
い
て
、
孫
文
は
ほ
か
の
講
演
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
簡
潔
に
ま
と
め

た
こ
と
が
あ
る
。
三
民
主
義
は
、
不
平
等
な
こ
と
を
除
去
す
る
手
段
だ
。
民
族
主

義
は
外
国
と
の
不
平
等
条
約
な
ど
を
取
り
除
い
て
、
政
治
と
経
済
の
主
権
を
取
り

戻
す
。
民
権
主
義
は
国
内
の
不
平
等
を
打
破
す
る
手
段
で
、
中
国
の
専
制
政
治
を

破
る
。
民
生
主
義
は
国
内
の
金
持
ち
の
独
占
を
打
ち
破
っ
て
、
貧
富
の
差
を
な
く

し
、
貧
し
い
人
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
の
だ(２

)。
不
平
等
の
状
況
を
革
命
に
よ
っ
て

変
え
て
い
く
と
い
う
の
が
三
民
主
義
な
の
で
、
孫
文
は
そ
れ
と
社
会
主
義
、
共
産

主
義
の
理
念
が
一
致
し
て
い
る
と
強
調
す
る
に
至
っ
た
。

一
冊
の
本
に
も
な
る
こ
の
長
い
連
続
講
演
は
、
道
理
を
そ
の
ま
ま
語
ら
な
か
っ

た
。
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、
孫
文
は
民
衆
の
生
活
常
識
を
生
か
し
て
、
身
近
な
生

活
そ
の
も
の
を
語
っ
た
の
だ
。
た
と
え
ば
、
民
族
主
義
と
世
界
主
義
の
関
係
に
つ

い
て
、
孫
文
は
あ
る
喩
え
で
解
釈
し
た
。
あ
る
貧
し
い
日
雇
い
労
働
者
は
、
唯
一

の
財
産
は
彼
の
労
働
道
具
で
も
あ
る
て
ん
び
ん
ぼ
う
で
あ
る
。
彼
は
宝
く
じ
を

買
っ
た
。
家
も
な
い
し
隠
す
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
、
て
ん
び
ん
ぼ
う
の
奥
に
入
れ

て
、
毎
日
持
っ
て
い
る
。
毎
日
取
り
出
す
の
が
面
倒
な
の
で
、
そ
の
番
号
を
き
ち

ん
と
覚
え
た
。
そ
し
て
、
結
果
が
出
た
と
き
、
彼
は
な
ん
と
一
等
賞
に
当
た
っ
て
、

大
金
持
ち
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
も
う
て
ん
び
ん
ぼ
う
で
働
く
必

要
が
な
い
と
喜
ん
で
、
あ
ま
り
に
も
興
奮
し
て
、
そ
の
宝
く
じ
の
番
号
を
入
れ
た

て
ん
び
ん
ぼ
う
を
海
に
投
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
金
持
ち
に
な
る
ど
こ
ろ

か
、
生
活
手
段
さ
え
を
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
喩
え
で
、
孫
文
は
宝
く
じ
が
世
界
主
義
で
、
て
ん
び
ん
ぼ
う
が
民
族
主
義

だ
と
説
明
し
た
。
五
四
運
動
以
来
の
民
族
主
義
否
定
と
い
う
風
潮
に
直
面
し
て
、

孫
文
は
民
族
主
義
と
い
う
基
盤
の
な
い
世
界
主
義
は
成
立
で
き
な
い
し
、
危
険
な

こ
と
だ
と
強
調
し
た
の
だ
。
か
く
し
て
孫
文
は
、
民
衆
の
生
活
経
験
に
即
し
て
、

政
治
的
国
民
と
は
な
に
か
、
と
い
う
道
理
を
、
生
活
が
い
か
に
し
て
改
善
で
き
る

か
と
い
う
実
際
の
問
題
と
し
て
展
開
し
た
の
だ
。

Ⅱ

丸
山
眞
男
の
孫
文
に
対
す
る
「
内
面
的
理
解
」

丸
山
眞
男
も
、
孫
文
と
同
じ
よ
う
な
形
で
、
講
演
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
『
三
民

主
義
』
を
解
読
し
て
い
た
。
彼
が
扱
っ
た
の
は
、
三
民
主
義
の
一
つ
の
側
面
、
す

丸山眞男の「三民主義」観（孫歌）
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な
わ
ち
孫
文
の
政
治
教
育
の
特
徴
で
あ
る
。
丸
山
は
三
民
主
義
の
課
題
、
そ
の
課

題
を
踏
ま
え
た
孫
文
の
政
治
教
育
の
目
標
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
方
法
、
と

い
う
三
つ
の
問
題
設
定
か
ら
、
こ
の
側
面
を
分
析
し
た
。

辛
亥
革
命
に
も
参
加
し
た
北
一
輝
は
、『
支
那
革
命
外
史
』
に
お
い
て
、
辛
亥
革

命
の
失
敗
は
、
孫
文
の
支
那
社
会
に
関
す
る
無
理
解
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
式
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
直
輸
入
に
因
ん
で
い
る
と
断
言
し
た
。
特
に
孫
文
の
「
民
族
主
義
」
は

中
国
人
に
は
自
由
が
欠
け
て
お
ら
ず
、
国
族
感
覚
が
欠
け
て
い
る
と
い
う
説
に
反

発
し
て
、
北
は
中
国
人
の
自
由
が
近
代
的
意
義
の
自
由
で
は
な
く
、
孫
文
が
そ
れ

を
政
治
的
自
由
と
し
て
み
る
の
は
「
非
論
理
的
低
脳
」
と
し
た
が
、
丸
山
は
こ
れ

が
北
の
三
民
主
義
に
対
す
る
誤
読
だ
と
退
け
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
丸
山
は
鋭

く
北
の
誤
読
の
核
心
を
捕
ま
え
た

―
「
こ
こ
で
北
一
輝
が
言
お
う
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
孫
文
は
支
那
に
お
い
て
古
来
自
由
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
盛
ん
に

い
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
自
由
と
い
う
も
の
は
実
は
近
代
的
な
自
由
で

は
な
く
て
む
し
ろ
非
政
治
的
な
自
由
で
あ
る
。
…
…
し
か
し
実
は
孫
文
自
身
は
、

支
那
革
命
の
課
題
と
い
う
も
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
の
個
人
の
自
由
の
獲
得
と
い

う
風
に
は
け
っ
し
て
考
え
て
い
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
あ
っ
て
、
…
…
い
わ

ば
被
治
者
と
し
て
の
意
識
し
か
も
た
な
い
国
民
大
衆
に
、
国
家
の
こ
と
を
主
体
的

に
担
う
と
こ
ろ
の
精
神
、
…
…
そ
う
い
う
も
の
を
、
人
民
大
衆
の
中
に
起
こ
さ
せ

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
孫
文
の
第
一
の
課
題
で
あ
る(３

)｣。

丸
山
は
、
北
の
代
表
し
て
い
る
一
時
期
的
に
主
流
に
な
っ
た
「
三
民
主
義
」
理

解
を
誤
読
と
し
て
指
摘
し
た
と
き
、孫
文
の
真
意
を
的
確
に
把
握
し
た
と
い
え
る
。

三
民
主
義
の
核
心
は
、
支
那
民
衆
の
政
治
化
、
政
治
的
世
界
に
全
民
衆
を
取
り
込

む
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
支
那
革
命
の
最
大
の
課
題
と
い
う
も
の
は
民
衆
の
意

識
の
改
造
で
あ
る
、
と
丸
山
は
繰
り
返
し
強
調
し
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
丸
山
は

こ
こ
で
一
般
論
と
し
て
「
民
衆
の
政
治
化
」
を
抽
象
的
に
論
じ
て
い
た
と
い
う
の

で
は
な
く
、
そ
の
中
身
ま
で
押
さ
え
て
い
る
。
ま
ず
、
民
衆
の
政
治
化
と
い
う
の

は
、
床
屋
政
談
と
異
な
っ
て
、
た
だ
民
衆
に
上
の
国
家
政
治
を
語
ら
せ
る
と
い
う

の
と
正
反
対
で
、
い
わ
ば
被
治
者
根
性
を
突
破
し
て
、
日
常
生
活
の
政
治
性
を
主

体
的
に
担
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
孫
文
の
強
調
し

た
と
お
り
、
パ
ン
を
食
べ
る
の
も
政
治
そ
の
も
の
だ
。
そ
の
つ
ぎ
に
、
民
衆
を
政

治
化
す
る
と
い
う
の
は
、従
来
言
わ
れ
る
よ
う
な
取
り
引
き
的
な
意
味
で
の
政
治
、

生
活
か
ら
遊
離
し
た
意
味
で
の
政
治
と
い
う
と
こ
ろ
に
民
衆
を
引
き
上
げ
る
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
政
治
と
い
う
も
の
を
逆
に
人
民
の
ほ
う
に
引
き
下
ろ

す
と
い
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
こ
の
政
治
が
従
来
の
狭
い
意
味
で
の
政
権
と

直
接
的
に
か
か
わ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
社
会
的
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
、
日
常
生
活
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
な
る
の
だ
。
そ
れ
は
、
心
理
建
設

と
し
て
、
革
命
と
建
国
の
根
本
的
基
盤
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ
。

丸
山
は
真
正
面
か
ら
論
じ
て
い
な
か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
彼
は
孫
文
の
講
演
の

語
り
方
に
も
注
目
し
た
で
あ
ろ
う
。
北
は
孫
文
の
こ
の
講
演
を「
非
論
理
的
低
脳
」

と
し
て
軽
蔑
し
た
と
き
、
お
そ
ら
く
た
だ
孫
文
の
自
由
観
を
非
難
し
た
だ
け
で
は

な
く
、こ
の
講
演
の
独
特
な
語
り
方
に
も
馴
染
ま
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
三

民
主
義
十
六
講
』
は
、
独
特
な
論
理
性
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
の
論
理
性
は
、
イ

ン
テ
リ
の
い
わ
ば
「
合
理
的
」
論
理
性
と
は
ま
っ
た
く
異
質
な
も
の
で
、
む
し
ろ

「
政
治
を
人
民
に
引
き
下
ろ
す
」
と
き
に
必
要
不
可
欠
な
論
理
で
あ
ろ
う
。
生
活
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上
の
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
述
べ
な
が
ら
、
孫
文
は
注
意
深
く
政
治
理
論
を
押
し
つ

け
な
い
と
い
う
よ
う
な
や
り
方
で
、
や
や
飛
躍
し
な
が
ら
、
生
き
て
い
る
政
治
の

特
質
を
生
き
て
い
る
生
活
経
験
に
よ
っ
て
聴
衆
と
共
有
し
て
い
る
の
だ
。

丸
山
は
三
民
主
義
を
解
読
し
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、「
政
治
と
は
何
ぞ
や
」

と
い
う
講
演
を
行
い
、
そ
の
中
で
な
る
べ
く
多
く
の
民
衆
を
政
治
的
に
動
員
す
る

与
件
と
し
て
、
ミ
ニ
マ
ム
の
も
の
を
基
準
に
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を

説
明
し
た
。「
高
等
な
理
念
に
は
個
人
個
人
で
は
動
く
も
の
も
あ
る
が
、
大
衆
は

つ
い
て
こ
な
い
。
直
接
そ
の
利
益
に
訴
え
る
よ
う
な
こ
と
を
い
わ
な
い
と
つ
い
て

こ
な
い
。
…
…
集
団
の
心
理
と
い
う
も
の
は
、
集
団
の
最
大
公
約
数
の
心
理
で
あ

る
か
ら
、
個
人
よ
り
も
非
理
性
的
で
あ
り
、
よ
り
本
能
的
で
あ
る
」
と(４

)。

丸
山
は
、
政
治
動
員
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
ミ
ニ
マ
ム
の
も
の
、

あ
る
い
は
最
低
の
資
質
を
基
準
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
強
調
し
て
、
そ
れ
を
ふ
ま

え
て
政
治
の
素
質
に
お
け
る
特
有
の
ジ
レ
ン
マ
を
分
析
し
た
。
孫
文
の
「
三
民
主

義
」
を
読
む
と
き
、
丸
山
は
決
し
て
こ
の
分
析
を
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
政
治
を
「
人
民
に
引
き
下
ろ
す
」
と
い
う
孫
文
の
努
力
に
対

す
る
判
断
は
、明
ら
か
に
丸
山
の
政
治
動
員
に
つ
い
て
の
理
解
に
繋
が
っ
て
い
る
。

「
三
民
主
義
」
の
意
義
は
、
そ
の
政
治
理
念
の
斬
新
さ
に
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の

実
践
的
品
格
に
も
あ
る
の
だ
。
丸
山
は
鋭
く
「
三
民
主
義
」
と
孫
文
に
お
け
る
革

命
方
針
の
転
換
と
の
間
の
関
係
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

丸
山
は
一
九
二
三
年
国
民
党
の
改
組
を
境
に
し
て
、
孫
文
の
リ
ー
ド
し
た
革
命

に
は
武
力
偏
重
か
ら
心
理
建
設
へ
、
エ
リ
ー
ト
主
義
か
ら
大
衆
動
員
へ
、
傭
兵
か

ら
革
命
軍
隊
へ
と
い
う
よ
う
な
大
き
な
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
各
軍
閥
と
外
国
の
複
数
の
帝
国
主
義
が
そ
れ
ぞ
れ
に
結
び
つ
い

て
、
中
国
の
利
権
を
破
壊
し
た
と
い
う
状
況
が
生
み
出
し
た
課
題
と
し
て
、
軍
閥

と
の
戦
い
は
す
な
わ
ち
反
帝
国
主
義
と
い
う
自
覚
が
確
立
で
き
て
、
あ
る
一
つ
の

軍
閥
と
連
携
し
て
ほ
か
の
軍
閥
を
倒
す
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
戦
略
を
改
変
し
て
、

軍
閥
に
頼
っ
て
軍
閥
を
倒
す
と
い
う
の
で
は
な
く
、
大
衆
を
政
治
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
革
命
軍
隊
を
育
て
、
す
べ
て
の
軍
閥
を
倒
す
と
い
う
こ
と
で
、
外
国
か
ら

の
帝
国
主
義
的
支
配
を
徹
底
的
に
崩
す
、
と
い
う
。

辛
亥
革
命
の
失
敗
か
ら
、
孫
文
に
お
け
る
革
命
方
向
の
転
換
を
生
み
出
し
た
。

丸
山
は
見
事
に
こ
の
方
向
転
換
は
三
民
主
義
の
背
景
で
あ
り
、
そ
の
核
心
問
題
で

も
あ
る
と
読
み
と
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
ま
さ
に
、
三
民
主
義
の
歴
史
的
な
意
義
で

あ
り
、
現
代
中
国
を
理
解
す
る
た
め
に
も
役
に
立
つ
手
が
か
り
に
な
る
。

孫
文
は
こ
の
連
続
講
演
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
合
で
、
三
民
主
義
と

社
会
主
義
、
共
産
主
義
と
は
原
理
的
に
共
通
し
て
い
る
と
強
調
し
、
時
に
は
、
三

民
主
義
が
す
な
わ
ち
社
会
主
義
だ
と
さ
え
も
断
言
し
て
い
た
。
三
民
主
義
と
共
産

主
義
は
い
っ
た
い
同
じ
か
ど
う
か
、
と
い
う
議
論
は
、
学
者
の
中
で
盛
ん
に
な
っ

た
も
の
の
、
丸
山
に
と
っ
て
は
そ
れ
が
第
二
義
の
問
題
に
な
る
の
だ
。
彼
は
、
三

民
主
義
に
関
す
る
こ
の
講
演
の
二
年
ぐ
ら
い
前
に
書
か
れ
た「
高
橋
勇
治《
孫
文
》」

と
い
う
書
評
に
お
い
て
、
三
民
主
義
は
な
ぜ
現
代
中
国
思
想
史
に
お
け
る
国
民
大

衆
の
内
面
的
意
識
に
支
持
さ
れ
た
唯
一
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
な
り
え
た
か
、
と
い

う
「
謎
」
を
本
当
の
問
題
と
し
て
提
出
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
謎
を
解
く
た
め
に
、

三
民
主
義
を
完
成
し
た
静
的
思
想
体
系
と
し
て
み
る
の
で
は
な
く
、
孫
文
の
一
生

を
貫
い
た
問
題
意
識
を
な
る
べ
く
内
面
的
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
強
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調
し
た
。
こ
の
内
面
的
理
解
と
い
う
視
座
は
、丸
山
の
つ
ね
に
実
践
し
て
い
た「
他

者
を
他
在
に
お
い
て
理
解
す
る
」
と
い
う
思
想
的
手
続
き
な
の
だ
が
、
孫
文
の
よ

う
な
革
命
家
の
自
己
矛
盾
の
よ
う
に
見
え
る
言
説
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
の
手

続
き
が
特
別
重
要
に
な
る
。「
し
か
ら
ば
孫
文
主
義
の
内
か
ら
の
理
解
と
は
何
か
。

私
は
そ
れ
は
な
に
よ
り
孫
文
自
身
の
問
題
意
識
を
把
握
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。
孫

文
は
何
を
語
っ
た
か
若も

し

く
は
何
と
書
い
た
か
で
は
な
く
し
て
、
彼
が
一
生
を
通
じ

て
何
を
問
題
と
し
続
け
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
か
れ
が
現
実
を
如
何
に
観
た

か
と
い
う
こ
と
よ
り
む
し
ろ
、
彼
は
如
何
な
る
問
題
で
以
て
現
実
に
立﹅

ち﹅

向﹅

か﹅

っ﹅

た﹅

か﹅

と
い
う
事
で
あ
る(５

)。｣

そ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
、
丸
山
は
孫
文
の
言
説
の
言
葉
遣
い
に
拘
ら
ず
、

彼
の
真
意
を
探
究
し
た
の
だ
。「
孫
文
と
政
治
教
育
」
は
、
か
く
し
て
、
孫
文
の
基

本
的
問
題
意
識
を
構
造
的
に
把
握
し
て
、
中
国
の
二
十
世
紀
初
頭
の
歴
史
と
孫
文

の
個
人
史
に
お
い
て
、
そ
れ
を
的
確
な
位
置
づ
け
を
し
た
の
だ
。

Ⅲ

丸
山
眞
男
と
孫
文
の
ズ
レ
と
そ
の
意
味

「
孫
文
と
政
治
教
育
」
の
も
っ
と
も
見
事
な
と
こ
ろ
は
、
丸
山
の
、
孫
文
が
三
民

主
義
を
語
る
と
き
の
「
技
術
」
に
つ
い
て
の
分
析
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
の
部

分
も
丸
山
が
孫
文
と
の
ズ
レ
を
顕
著
に
し
た
も
の
で
も
あ
る
の
だ
。

孫
文
は
西
洋
現
代
の
政
治
思
想
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
三
民
主

義
を
民
有
、
民
治
、
民
享
と
解
釈
し
た
が
、
彼
は
決
し
て
リ
ン
カ
ー
ン
の
真
似
を

し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
孫
文
は
西
洋
の
科
学
技
術
が
目
覚
し
い
発
展
を
遂

げ
た
と
い
う
こ
と
を
評
価
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
し
て
、
西
洋
の
現
代
政
治
は
決

し
て
理
想
状
態
に
達
し
て
い
な
く
、
む
し
ろ
挫
折
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

な
ぜ
な
ら
、
民
主
主
義
と
い
う
政
治
権
利
が
確
立
し
て
か
ら
、
そ
の
運
営
に
つ
い

て
、
西
洋
の
政
治
家
た
ち
の
間
で
は
意
見
が
対
立
し
な
が
ら
、
分
岐
点
を
多
く
含

め
た
政
治
制
度
を
作
っ
た
か
ら
だ
。
民
衆
の
政
治
参
加
が
ど
こ
ま
で
可
能
な
の

か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
政
治
家
た
ち
の
性
善
説
と
性
悪
説
と
い
う
分
裂

に
よ
っ
て
認
識
の
統
一
が
で
き
な
く
な
り
、
結
局
、
政
治
参
加
の
権
利
を
民
衆
に

渡
せ
ば
、
人
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
、
そ
れ
を
悪
用
し
な
い
保
証
が
ど
こ
に
も
な

い
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
国
家
は
権
力
を
握
る
と
い
う
結
果
と
な
り
、
民
衆
の
政
治

参
加
は
た
だ
選
挙
に
参
加
す
る
こ
と
に
止
ま
る
の
だ
。
孫
文
は
こ
の
西
洋
の
民
主

主
義
政
治
を
肯
定
的
に
評
価
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
模
索
中
の
も
の
で
、
決
し
て
理

想
的
な
モ
デ
ル
で
は
な
い
、
と
流
動
的
な
目
で
み
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
建

国
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
自
体
で
さ
え
も
挫
折
し
て
い
る
中
国
の
歴
史
段
階
に
お
い

て
、
こ
の
偉
大
な
政
治
家
は
む
し
ろ
、
混
乱
し
て
い
る
中
国
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、

西
洋
に
は
で
き
な
い
政
治
的
模
索
が
で
き
る
と
判
断
し
た
。
彼
は
民
国
初
年
の
中

国
の
代
議
制
に
お
け
る
混
乱
を
例
に
し
て
、
た
だ
西
洋
の
真
似
を
す
れ
ば
、
む
し

ろ
そ
の
良
さ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
、
そ
の
悪
い
面
だ
け
が
拡
大
さ

れ
て
し
ま
う
、
と
分
析
し
て
、
中
国
の
伝
統
を
生
か
し
て
新
し
い
社
会
ス
タ
イ
ル

を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
正
道
だ
と
い
う
。

孫
文
は
中
国
の
伝
統
に
お
い
て
、現
代
国
家
を
作
る
契
機
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

彼
は
伝
統
中
国
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
析
し
た
。
封
建

制
度
は
早
い
時
期
に
解
体
し
て
か
ら
、
中
国
の
独
裁
政
治
が
そ
の
独
特
な
様
式
を
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形
成
し
て
き
た
。
歴
代
の
皇
帝
は
自
分
の
統
治
が
民
の
反
抗
に
よ
っ
て
崩
れ
る
と

い
う
こ
と
だ
け
を
心
配
し
て
、
そ
の
た
め
、
残
酷
な
弾
圧
の
手
段
も
発
達
し
て
い

た
が
、
民
が
反
抗
し
な
い
か
ぎ
り
、
む
し
ろ
そ
の
存
在
さ
え
を
無
視
す
る
の
だ
。

す
な
わ
ち
、
中
国
の
独
裁
政
治
は
、
社
会
に
浸
透
せ
ず
、
王
朝
権
力
の
安
否
だ
け

に
か
か
わ
る
。
社
会
生
活
の
面
で
は
、
王
朝
は
直
接
に
関
与
し
な
い
し
、
官
僚
も

た
だ
税
金
や
労
働
力
だ
け
を
取
る
の
で
、
社
会
生
活
の
運
営
そ
の
も
の
は
む
し
ろ

民
に
任
せ
て
、ほ
ぼ
干
渉
し
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
中
世
の
よ
う
な
社
会
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
自
由
が
管
理
さ

れ
る
と
い
っ
た
状
況
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
中
国
の
民
は
、
生
活
の
知

恵
と
し
て
、「
非
政
治
的
自
由
」
と
い
う
も
の
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
自

由
」
は
、
わ
が
ま
ま
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
つ
よ
い
の
で
、
近
代
以
来
、
中
国

の
思
想
家
を
も
含
め
た
世
界
中
の
人
々
に
非
難
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
孫
文
は
そ
こ
か
ら
現
代
中
国
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
。
彼

は
こ
の
よ
う
な
政
権
と
関
係
し
な
い
「
非
政
治
的
自
由
」
か
ら
、
国
族
の
自
由
を

作
ろ
う
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
古
来
か
ら
、
中
国
人
は
階
層
を
問
わ
ず
、
み
ん
な

皇
帝
に
な
ろ
う
と
い
う
欲
望
を
潜
在
的
に
抱
い
て
い
る
か
ら
だ
。
丸
山
眞
男
が

『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
、
中
国
社
会
は
、
修
身
、

斉
家
、
治
国
、
平
天
下
と
い
う
連
続
的
思
惟
が
重
要
な
特
徴
と
な
る
。
丸
山
の
分

類
に
よ
れ
ば
、
修
身
と
斉
家
は
「
徳
」
と
い
う
範
囲
に
属
し
、
基
本
的
に
「
私
」

の
範
疇
に
入
る
に
対
し
て
、
治
国
と
平
天
下
は
、「
政
治
」
す
な
わ
ち
「
公
」
の
範

疇
に
属
し
て
い
る
。
丸
山
の
分
析
で
は
、
日
本
の
近
代
的
思
惟
は
、
朱
子
学
に
お

け
る
こ
の
連
続
性
を
切
断
す
る
と
こ
ろ
か
ら
発
生
す
る
と
い
う
。
そ
れ
と
関
連
し

て
、「
自
然
」
と
「
作
為
」
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
前
近
代
と
近
代
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
入
る
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
孫
文
の
考
え
は
異
な
る
方
向
へ
向
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
「
前
近
代
」

と
い
わ
れ
た
連
続
的
思
惟
こ
そ
が
中
国
社
会
の
近
代
化
、
す
な
わ
ち
建
国
の
有
力

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
と
考
え
て
お
り
、「
徳
」
と
「
政
治
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
分
け
て

考
え
る
と
い
う
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
し
、
む
し
ろ
、「
徳
」
に
よ
っ
て
民
の
非

政
治
的
自
由
を
政
治
化
す
る
こ
と
を
試
み
よ
う
と
し
た
。
彼
は
い
う
。「
中
国
人

は
家
族
や
宗
族
に
対
し
て
非
常
に
強
い
力
で
団
結
し
て
い
る
。
往
々
に
し
て
宗
族

を
守
る
た
め
に
、
自
ら
家
と
生
命
を
犠
牲
に
す
る
ま
で
も
惜
し
ま
な
い
の
だ
｣

(６
)と

。

そ
の
よ
う
な
宗
族
の
た
め
の
献
身
的
精
神
が
拡
大
し
て
い
け
ば
、
国
族
す
な
わ
ち

国
家
へ
の
献
身
と
な
る
。
孫
文
の
考
え
で
は
、「
一
片
の
散
沙
」
で
あ
る
中
国
人
に

対
し
て
、そ
の
わ
が
ま
ま
の
自
由
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
る
が
、た
だ
強
制
に
よ
っ

て
制
限
す
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
わ
が
ま
ま
の
非
政
治
的
自
由
を
動
力
と
し
て

転
化
さ
せ
る
。
宗
族
に
対
す
る
献
身
精
神
に
お
い
て
、
す
で
に
「
政
治
的
自
由
」

の
可
能
性
が
潜
ん
で
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
転
化
さ
せ
る
か
と
い
う
の
は
孫
文
の

課
題
と
な
る
。

孫
文
は
非
政
治
的
自
由
と
政
治
的
自
由
を
対
立
し
て
考
え
て
い
な
い
。
そ
も
そ

も
彼
に
と
っ
て
、
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
自
体
も
そ
れ
ほ
ど
意
味
が
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
一
片
の
散
沙
と
し
て
の
中
国
人
に
と
っ
て
、
非
政
治
的
自
由
を

政
治
的
自
由
に
転
化
さ
せ
る
に
は
、「
自
由
の
た
め
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
む
し

ろ
逆
作
用
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
中
国
人
の
個
人
の
自
由
を
制
限
し
て

は
じ
め
て
政
治
的
自
由
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
。
自
由
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
す
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れ
ば
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
個
人
の
自
由
」
で
は
な
く
、
国
族
の
自
由
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
く
し
て
、
孫
文
が
民
族
主
義
と
民
権
主
義
を
語
っ
た
と
き
、
そ
の
中
心
テ
ー

マ
は
中
国
の
政
治
と
経
済
の
主
権
を
外
国
に
任
せ
た
と
い
う
悲
惨
な
歴
史
の
経
緯

を
語
っ
た
上
で
、
中
国
人
の
個
々
人
の
自
由
を
縮
小
し
て
国
族
の
自
由
を
作
る
と

い
う
こ
と
の
緊
迫
性
を
訴
え
た
の
だ
。
孫
文
は
外
国
の
略
奪
を
克
服
で
き
る
の

は
、
西
洋
式
の
国
家
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
郷
族
社
会
（
溝
口
雄
三
の
い
う
「
郷

里
空
間
」）
な
の
だ
、
と
考
え
た
。
西
洋
式
の
国
家
は
、
人
為
的
な
産
物
な
の
で
、

対
外
的
に
覇
道
を
踏
ま
え
た
暴
力
を
振
る
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
中
国
式
の
国

族
は
、
郷
族
社
会
を
基
盤
に
す
る
も
の
で
、
自
然
な
力
で
構
成
す
る
た
め
、
覇
道

に
対
し
て
王
道
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
だ
、
と
。
こ
の
人
為
対
自
然
の
構
図
に

よ
っ
て
、
孫
文
は
さ
ら
に
、
将
来
的
に
世
界
の
戦
争
は
人
種
の
間
の
戦
争
で
は
な

く
、
強
権
対
公
理
の
戦
争
だ
、
と
予
言
し
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
彼
の
こ
の
予

言
は
、当
時
ロ
シ
ア
革
命
の
成
功
に
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
斬
新
な
政
治
形
態
は
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
で
も
孫
文
の
理
想
を
支
え
た
も
の
で
、
郷
族
社
会
の
新
た
な

可
能
性
を
連
想
さ
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。

孫
文
は
郷
族
社
会
の
団
結
力
を
拡
大
し
て
、
国
族
を
固
め
る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
き
に
、
一
方
、
中
華
民
族
は
近
代
以
来
、
西
洋
列
強
に
分
割
さ
れ
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
不
平
等
条
約
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
貧
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い

う
危
機
感
を
強
調
し
な
が
ら
、
と
同
時
に
、
中
国
社
会
の
伝
統
的
な
倫
理
道
徳
を

新
し
い
政
治
性
に
転
じ
さ
せ
る
工
夫
を
し
て
い
た
の
だ
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、

彼
は
「
忠
誠
」、「
仁
愛
」、「
信
義
」
と
い
う
伝
統
的
道
徳
（
そ
の
ま
ま
政
治
的
に

な
る
）
観
念
を
民
族
精
神
の
核
と
し
て
再
建
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
民
族
復

興
は
、
そ
の
民
族
精
神
が
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
伝
統
か
ら
そ
の
精
神
を
発
掘

す
る
以
外
に
道
が
な
か
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
孫
文
は
誰
よ
り
も
中
国
の
伝
統
道
徳
が
そ
の
ま
ま
で
は
新
し
い
民

族
精
神
を
作
る
力
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
た
と
え

ば「
忠
誠
」は
、皇
帝
に
対
す
る
忠
誠
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
が
一
般
的
常
識
だ
っ

た
が
、
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
な
け
れ
ば
、
三
民
主
義
の
理
想
を
担
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
孫
文
は
講
演
の
中
で
、「
忠
誠
」
の
対
象
を
皇
帝
か
ら
国
族
、
さ
ら
に
人
民
に

入
れ
替
え
た
。
彼
は
、
こ
れ
か
ら
は
中
国
の
皇
帝
が
四
億
人
と
な
る
、
と
忠
誠
の

対
象
を
再
定
義
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
く
て
、
孫
文
は
「
民
権

主
義
」
の
中
で
、
政
権
の
四
つ
の
権
利
を
人
民
に
与
え
る
と
い
う
と
き
に
、
非
常

に
興
味
深
い
古
典
を
引
用
し
た
の
だ
。
三
国
時
代
、
蜀
漢
の
皇
帝
劉
備
の
死
後
、

そ
の
息
子
劉
禅
（
阿
斗
）
が
即
位
し
た
が
、
ま
っ
た
く
無
能
な
の
で
、
丞
相
の
諸

葛
亮
は
実
際
に
そ
の
政
治
的
役
割
を
代
行
し
た
が
、
彼
は
最
後
ま
で
丞
相
と
い
う

身
分
を
越
え
な
か
っ
た
。
中
国
の
民
衆
に
は
、
愚
か
で
無
能
の
シ
ン
ボ
ル
が
阿
斗

で
、
有
能
か
つ
忠
誠
の
シ
ン
ボ
ル
が
諸
葛
亮
だ
と
い
う
の
は
一
般
的
常
識
だ
が
、

孫
文
は
あ
え
て
こ
の
シ
ン
ボ
ル
を
転
用
し
た
の
だ
。
四
億
人
の
人
民
は
、
阿
斗
で

あ
っ
て
、
政
治
を
行
う
政
治
家
た
ち
は
諸
葛
亮
な
の
で
、
諸
葛
亮
は
つ
ね
に
阿
斗

に
忠
誠
し
な
い
と
い
け
な
い
、
と
。
阿
斗
と
諸
葛
亮
は
、
そ
の
役
割
分
担
と
い
う

意
味
に
お
い
て
、
価
値
が
逆
転
さ
れ
た
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
孫
文
が
人
民
を
皇
帝
に
し
な
が
ら
、
人
民
を
権
力
は

あ
る
が
能
力
が
な
い
と
い
う
阿
斗
に
喩
え
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
彼
の
人
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民
に
対
す
る
態
度
と
い
う
よ
り
、
辛
亥
革
命
の
挫
折
を
経
た
あ
と
、
軍
閥
の
内
戦

に
直
面
し
て
、
彼
の
強
い
中
央
政
権
を
作
り
た
い
と
い
う
願
望
の
発
露
な
の
で
あ

ろ
う
。
孫
文
は
両
面
作
戦
を
し
て
い
る
の
だ
。
中
華
民
族
の
自
由
を
図
る
た
め

に
、
つ
よ
い
中
央
政
権
を
作
り
た
い
の
だ
が
、
専
制
政
権
に
な
る
こ
と
を
最
初
か

ら
防
止
し
な
い
と
い
け
な
い
。
彼
が
人
民
に
訴
え
た
の
は
、「
権
」
と
「
能
」
の
分

離
に
よ
っ
て
、
信
頼
で
き
る
政
府
を
作
っ
て
そ
し
て
監
督
す
る
が
、
国
家
の
具
体

的
な
仕
事
は
そ
の
信
頼
で
き
る
政
府
に
任
せ
よ
、
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
阿
斗
に
喩
え
ら
れ
る
人
民
は
、
い
か
に
し
て
四
つ
の
権
利
（
選
挙
、

罷
免
、
創
制
、
複
決
）
が
行
使
で
き
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
孫
文
は
展
開
で
き

る
余
裕
が
な
か
っ
た
し
、当
時
の
状
況
か
ら
考
え
て
も
遠
い
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
孫
文
は
、
人
間
を
先
知
先
覚
、
後
知
後
覚
、
不
知
不
覚
と
い
う
三
種
類

に
わ
け
て
、
先
知
先
覚
は
発
明
家
で
、
後
知
後
覚
は
宣
伝
家
で
、
不
知
不
覚
は
実

行
家
と
説
明
し
て
、
世
の
中
の
こ
と
は
こ
の
三
種
類
の
人
が
い
な
い
と
う
ま
く
行

か
ず
、
特
に
不
知
不
覚
と
い
う
実
行
家
の
努
力
が
な
け
れ
ば
、
物
事
が
動
か
な
い

と
何
度
も
語
っ
た
。
実
行
家
は
、阿
斗
と
い
わ
れ
る
四
億
人
の
中
国
の
民
な
の
で
、

少
数
の
先
知
先
覚
と
後
知
後
覚
の
人
々
に
は
、
政
治
権
力
を
実
行
家
に
与
え
る
責

任
が
あ
る
、
と
孫
文
は
い
っ
た
の
だ
。
こ
れ
は
い
わ
ば
政
治
教
育
と
い
う
こ
と
の

精
髄
で
あ
ろ
う
。「
三
民
主
義
」
に
関
す
る
講
演
は
、
ま
さ
に
孫
文
と
い
う
先
知
先

覚
の
果
た
し
た
こ
の
責
任
で
も
あ
る
の
だ
。

丸
山
は
、
孫
文
の
こ
の
講
演
の
目
的
と
役
割
を
正
し
く
把
握
し
た
が
、
し
か
し
、

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
理
解
は
ず
れ
て
い
る
と
も
い
え

る
。
丸
山
は
、
孫
文
が
民
衆
向
け
の
講
演
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
伝
統

観
念
を
借
り
て
巧
み
に
そ
れ
を
生
か
し
、
そ
し
て
、
伝
統
観
念
を
転
倒
さ
せ
逆
用

し
て
、
新
し
い
考
え
方
を
印
象
づ
け
て
い
く
、
と
分
析
し
た
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、

孫
文
の
伝
統
的
観
念
に
対
す
る
態
度
は
、
ど
こ
ま
で
も
戦
略
的
な
位
相
を
出
て
い

な
い
し
、
こ
の
戦
略
自
体
が
つ
ね
に
危
険
性
を
孕
ん
で
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
伝
統

的
観
念
で
三
民
主
義
を
解
説
す
れ
ば
、
後
者
の
革
命
性
が
隠
蔽
さ
れ
が
ち
な
の
だ

か
ら
。

こ
こ
で
問
題
の
焦
点
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
「
伝
統
」
を
ど
う
考
え

る
か
、
お
よ
び
東
洋
の
伝
統
を
切
断
し
て
近
代
を
作
り
出
す
発
想
に
ど
こ
ま
で
同

感
で
き
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
ろ
う
。

孫
文
の
場
合
は
、
伝
統
を
徹
底
的
に
否
定
す
る
五
四
新
文
化
運
動
の
主
流
に
距

離
を
お
い
て
、
そ
の
伝
統
を
否
定
し
た
新
し
さ
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
彼
は
、

五
四
運
動
の
主
役
で
あ
る
学
生
は
、
中
国
の
実
際
状
況
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
掲

げ
た
自
由
と
平
等
と
い
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
結
局
、
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
に

し
か
通
用
し
な
か
っ
た
、
と
批
判
し
た(７

)。
こ
の
五
四
運
動
に
お
け
る
民
主
や
自
由

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
状
況
外
れ
と
い
う
判
断
は
、
決
し
て
孫
文
が
そ
れ
を
否
定
し
た

と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
孫
文
は
む
し
ろ
、
自
由
や
平
等
が
当
時
の
中
国
社

会
に
と
っ
て
は
第
二
義
の
も
の
で
、
そ
の
基
盤
に
な
る
第
一
義
の
も
の
は
、
民
権

の
樹
立
だ
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
こ
の
民
権
の
樹
立
は
、
四
億
人
の
阿
斗
が
政
府

を
監
督
す
る
能
力
の
養
成
と
、
阿
斗
が
安
心
し
て
操
作
を
任
せ
る
よ
う
な
有
能
な

政
府
の
養
成
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
自
由
や
平
等
の
よ
う
な
概
念
で
は
な
く
、

忠
誠
や
信
義
な
ど
、
古
来
の
伝
統
的
道
徳
こ
そ
が
頼
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
伝

統
を
切
断
す
る
ど
こ
ろ
か
、
伝
統
を
再
建
す
る
こ
と
が
課
題
な
の
だ
。
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孫
文
は
、
辛
亥
革
命
の
「
新
し
さ
」
を
決
し
て
重
視
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
彼
は
伝
統
と
の
間
に
線
を
引
く
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
伝
統
か
ら
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
革
命
を
完
成
し
よ
う
と
し
た
。
そ

こ
の
と
こ
ろ
で
、
孫
文
の
伝
統
に
対
す
る
感
覚
は
、
丸
山
の
そ
れ
と
興
味
深
く
ず

れ
て
い
る
。

晩
年
に
な
っ
て
、
丸
山
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
孫
文
に
つ
い
て
述
懐
し
た
こ
と
が
あ

る
。「
そ
れ
か
ら
今
で
も
覚
え
て
い
る
の
は
、
伝
統
的
な
考
え
方
を
ど
う
利
用
す

る
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
点
で
は
福
沢
の
面
白
さ
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

…
…
た
だ
孫
文
は
、
中
国
革
命
史
の
な
か
で
は
、
西
欧
派
で
す
ね
、
分
類
と
し
て

は
。
ぼ
く
も
そ
う
だ
か
ら
、
孫
文
な
ど
の
前
に
挫
折
し
て
い
る
土
着
派
の
革
命
家

た
ち
の
も
の
を
あ
ま
り
読
ま
な
か
っ
た(８

)。｣

「
三
民
主
義
」
を
論
じ
る
と
き
に
、
丸
山
は
す
で
に
福
沢
諭
吉
研
究
に
没
頭
し
て

い
た
。
彼
の
孫
文
理
解
の
中
に
、
福
沢
の
儒
教
批
判
へ
の
同
感
が
投
影
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
な
い
こ
と
は
な
い
。
福
沢
の
伝
統
的
な
考
え
方
を
利
用
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
と
孫
文
の
儒
教
伝
統
を
再
建
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、
決
し
て
重

複
し
て
い
な
い
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
日
本
儒
教
を
そ
の
ま
ま
中
国
の
儒
教
に
イ

コ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
丸
山
の
中
国
伝
統
へ
の
態
度
が
孫
文
の
伝
統
理
解

と
ず
れ
て
い
る
の
は
、
あ
る
意
味
で
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
彼
は
あ
く
ま
で
も
孫
文

に
お
け
る
伝
統
理
解
を
一
種
の
戦
略
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
の
理
由
は
、
彼
の

江
戸
思
想
史
研
究
の
中
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

丸
山
の
こ
の
講
演
は
、
日
本
の
中
国
研
究
が
「
中
国
歴
史
停
滞
論
」
か
ら
出
て

い
な
い
時
期
に
行
わ
れ
た(９

)。
そ
の
と
き
、
中
国
歴
史
停
滞
論
に
抵
抗
し
よ
う
と
し

た
島
田
虔
次
の
『
中
国
に
於
け
る
近
代
思
惟
の
挫
折
』（
一
九
四
九
）
さ
え
も
出
版

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ま
し
て
そ
れ
を
踏
ま
え
て
大
幅
に
論
を
展
開
し
た
溝

口
雄
三
の
『
中
国
前
近
代
思
想
の
屈
折
と
展
開
』（
一
九
八
〇
）
も
予
想
で
き
る
わ

け
で
は
な
か
ろ
う
。
丸
山
の
こ
の
ズ
レ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、
彼
の
中
国
認
識

と
い
う
よ
り
、
日
本
の
中
国
研
究
に
お
け
る
強
い
「
反
伝
統
」
と
い
う
思
惟
様
式

で
あ
ろ
う
。
一
種
の
屈
折
し
た
形
で
、
丸
山
の
読
み
方
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本

社
会
を
支
配
し
て
い
る
西
洋
と
東
洋
に
関
す
る
価
値
判
断
が
い
か
に
し
て
中
国
の

「
伝
統
」
を
単
純
化
し
た
か
、
と
い
う
事
実
を
実
感
で
き
る
の
だ
。

Ⅳ

丸
山
眞
男
の
「
政
治
教
育
」
と
そ
の
展
望

丸
山
眞
男
の
孫
文
理
解
は
、「
西
洋
派
」
と
は
い
え
、
決
し
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も

の
で
は
な
い
。「
孫
文
と
政
治
教
育
」
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
伝
統
を
ど
う
利
用
す
る

か
で
は
な
く
、
社
会
革
命
に
お
け
る
政
治
教
育
の
意
味
と
い
う
の
で
あ
る
。

丸
山
は
、
孫
文
を
解
読
す
る
前
後
の
時
期
に
お
い
て
、「
科
学
と
し
て
の
政
治

学
」、「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」
と
い
う
啓
蒙
的
な
論
文
を
発
表
し
た
。

こ
の
二
つ
の
論
文
か
ら
、
彼
の
政
治
思
想
史
家
と
し
て
の
課
題
と
孫
文
の
革
命
家

と
し
て
の
そ
れ
と
の
差
異
が
見
え
て
く
る
し
、
ま
た
、
彼
と
孫
文
の
「
伝
統
」
観

の
差
異
も
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。

「
科
学
と
し
て
の
政
治
学
」
は
、
政
治
学
の
輪
郭
が
如
何
に
確
立
で
き
る
か
と
い

う
こ
と
を
中
心
に
し
て
論
じ
て
い
た
。
丸
山
は
日
本
の
政
治
学
が
西
洋
の
相
関
概

念
を
そ
の
歴
史
か
ら
切
り
離
し
て
輸
入
し
て
、
そ
の
ま
ま
日
本
の
現
実
に
当
て
は
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め
る
と
い
う
当
時
の
一
般
的
な
や
り
方
を
批
判
し
、
な
ぜ
日
本
の
政
治
学
が
発
育

不
良
な
の
か
に
つ
い
て
分
析
し
た
。
丸
山
は
、
日
本
の
国
家
構
造
や
政
治
権
力
の

あ
り
方
は
、
政
治
学
の
自
由
な
精
神
を
妨
害
し
た
し
、
ま
た
分
析
の
対
象
に
な
り

難
い
と
い
う
こ
と
を
そ
の
原
因
と
し
た
が
、
よ
り
重
要
な
問
題
は
、
む
し
ろ
日
本

社
会
に
お
い
て
市
民
の
自
由
と
い
っ
た
伝
統
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
と
し
た
。
そ

の
市
民
の
自
由
こ
そ
、
政
治
学
の
栄
養
源
と
し
て
、
真
理
価
値
を
追
究
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
な
る
と
丸
山
は
見
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
展
開
し
た
の
は
、
む
し
ろ

こ
の
論
文
で
は
な
く
、
こ
れ
よ
り
早
く
書
い
た
「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転

回
」
で
あ
る
。

福
沢
の
「
実
学
」
は
、
単
な
る
伝
統
的
な
「
学
問
と
日
常
生
活
の
結
合
」
に
尽

き
な
い
。
丸
山
は
福
沢
が
ど
の
よ
う
に
こ
の
結
合
の
方
法
を
構
成
し
て
い
た
か
、

と
い
う
福
沢
の
「
認
識
論
」
に
注
目
し
て
い
た
。
彼
は
、
伝
統
的
な
「
実
学
」
が

倫
理
学
的
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
福
沢
の
そ
れ
は
物
理
学
的
な
も
の
だ
、
と
い
う

区
別
を
し
て
、
こ
の
倫
理
学
か
ら
物
理
学
へ
の
転
回
は
福
沢
の
革
命
性
そ
の
も
の

だ
、
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
丸
山
は
、
福
沢
に
お
け
る
数
理
的
認
識
の

特
質
は
、
実
験
的
精
神
を
踏
ま
え
た
人
間
精
神
に
お
け
る
客
観
的
独
立
性
に
あ
る

と
指
摘
し
た
。
物
理
精
神
の
誕
生
は
、
身
分
的
階
層
秩
序
へ
の
反
逆
な
し
に
可
能

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
数
理
教
育
を
す
べ
て
の
教
育
の
根
底
に
置
く

と
い
う
精
神
は
、
自
己
に
与
え
ら
れ
た
環
境
か
ら
乖
離
し
な
け
れ
ば
、
生
み
出
せ

な
い
の
だ
。
丸
山
は
、
福
沢
に
お
け
る
主
体
的
自
由
精
神
と
物
理
学
主
義
と
い
う

客
観
的
態
度
は
、
実
験
と
い
う
契
機
に
よ
っ
て
能
動
的
な
近
代
精
神
を
醸
し
出
す

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
解
明
し
て
、
そ
の
態
度
を
客
観
的
秩
序
へ
の
順
応
と
い
う
伝

統
的
倫
理
に
対
立
さ
せ
て
お
り
、そ
こ
で
福
沢
の
革
命
性
を
強
調
し
て
い
た
の
だ
。

か
く
し
て
丸
山
は
、
市
民
の
自
由
と
い
う
の
は
、
福
沢
の
主
張
し
た
よ
う
な
生
活

に
お
け
る
精
神
の
自
由
で
あ
り
、
過
去
と
の
断
絶
を
経
て
初
め
て
生
ま
れ
て
く
る

と
考
え
て
い
た
。

孫
文
は
、
福
沢
と
同
じ
よ
う
に
、
伝
統
的
思
惟
様
式
自
体
は
そ
の
ま
ま
近
代
を

生
み
出
せ
な
い
と
認
識
し
た
が
、
彼
の
「
転
回
」
は
、
決
し
て
過
去
と
の
断
絶
に

立
脚
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
彼
は
む
し
ろ
過
去
の
歴
史
こ
そ
、
中

国
の
近
代
を
創
出
で
き
る
主
な
源
だ
、
と
考
え
て
い
る
。
孫
文
の
視
野
に
お
い
て

は
、
た
と
え
ば
、
四
億
人
が
皇
帝
に
な
る
と
い
う
の
は
、
た
だ
の
喩
え
で
は
な
く
、

む
し
ろ
歴
史
的
に
見
ら
れ
て
き
た
中
国
社
会
の
潜
流
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
に

と
っ
て
は
、
個
人
の
自
由
と
主
体
性
を
確
立
す
る
と
い
っ
た
課
題
よ
り
、
民
族
の

自
由
と
独
立
の
ほ
う
が
真
の
課
題
だ
と
断
言
し
た
と
き
、
歴
史
的
に
形
成
し
て
き

た
「
一
片
の
散
沙
」
と
い
う
民
衆
の
「
非
政
治
的
自
由
」
を
や
は
り
自
由
と
し
て

位
置
づ
け
、
そ
れ
を
否
定
で
は
な
く
て
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
族
の
自
由
を

創
出
す
る
、
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
孫
文
は
、
決
し
て
伝
統
価
値
を
巧
み

に
逆
用
し
て
使
う
と
い
う
レ
ベ
ル
で
民
衆
を
動
か
し
て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
そ
も
そ
も
孫
文
は
、
西
欧
と
ア
メ
リ
カ
の
近
代
に
つ
い
て
、
福
沢
以
上
に
そ

れ
を
相
対
化
し
て
い
た
の
だ
し
、
彼
は
中
国
の
伝
統
思
想
こ
そ
が
、
そ
の
再
建
に

よ
っ
て
人
類
の
社
会
構
成
の
仕
方
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
に
違
い
な
い
、
と
信

じ
て
い
た
の
だ
。

若
き
丸
山
は
、
日
本
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
い
た
。
彼
の
課

題
意
識
は
、
孫
文
の
そ
れ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
福
沢
の
そ
れ
と
も
異
な
る
だ
ろ
う
。
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彼
は
つ
ね
に
、
自
由
な
個
人
は
い
か
に
し
て
可
能
か
と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て

お
り
、そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
文
章
化
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
は
、

ほ
ぼ
一
九
六
〇
年
代
初
頭
ま
で
持
続
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
か
つ
て
の
彼
の

戦
争
体
験
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
、
丸
山
は
『
現
代
政
治

の
思
想
と
行
動
』
所
収
の
代
表
的
な
一
連
の
論
文
、
そ
れ
に
一
九
六
〇
年
度
の
講

義
録
『
政
治
学
』
を
わ
れ
わ
れ
に
残
し
た
。
こ
れ
ら
の
思
索
は
、
い
ず
れ
も
丸
山

の
「
政
治
教
育
」
の
記
録
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

丸
山
は
み
ず
か
ら
自
分
を
「
西
洋
派
」
と
名
づ
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
は

一
貫
し
て
学
界
の
中
で
氾
濫
し
て
い
る
消
化
不
良
の
「
西
洋
派
」
を
批
判
し
て
き

た
。
彼
は
西
洋
理
論
が
歴
史
の
産
物
で
あ
り
、
す
べ
て
の
概
念
は
具
体
的
な
歴
史

の
内
容
を
含
む
と
繰
り
返
し
強
調
し
た
し
、
概
念
を
そ
の
歴
史
文
脈
か
ら
切
り
離

し
て
一
人
歩
き
さ
せ
る
の
は
危
険
だ
と
つ
ね
に
戒
め
て
い
た
。
彼
の
政
治
教
育

は
、
ま
さ
に
こ
の
「
概
念
の
歴
史
化
」
に
こ
だ
わ
っ
て
、
政
治
学
に
お
け
る
常
識

と
な
っ
た
も
ろ
も
ろ
の
概
念
を
現
実
生
活
に
お
い
て
分
解
し
て
、
そ
の
仕
組
み
の

現
実
的
な
機
能
を
提
示
す
る
。
そ
の
作
業
を
通
し
て
、
生
き
て
い
る
概
念
の
生
命

力
を
取
り
戻
す
こ
と
に
な
る
。「
あ
る
自
由
主
義
者
へ
の
手
紙
」、「
現
代
に
お
け

る
態
度
決
定
」、「「
現
実
」
主
義
の
陥
穽
」「
肉
体
文
学
か
ら
肉
体
政
治
ま
で
」、「
現

代
に
お
け
る
人
間
と
政
治
」
な
ど
は
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
鮮
や
か
な
代
表
的
論

文
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
丸
山
は
一
九
六
〇
年
秋
学
期
に
開
講

し
た
「
政
治
学
」
の
講
義
で
は
、
社
会
科
学
の
非
人
格
的
傾
向
に
対
し
て
、
日
常

的
人
間
と
い
う
視
座
を
基
盤
と
し
た
政
治
学
を
模
索
し
て
い
た
。
政
治
は
決
し
て

普
通
の
人
間
か
ら
遠
い
も
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
と
政
治
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
契

機
に
よ
っ
て
不
可
視
の
関
係
で
結
び
付
け
ら
れ
る
し
、
政
治
的
素
質
は
ま
さ
に
普

通
の
人
間
の
喜
怒
哀
楽
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
も
の
だ
、
と
丸
山
は
政
治
学
の
概
念

群
を
「
引
き
下
ろ
し
」
て
、
政
治
と
直
接
に
関
係
し
な
い
人
間
と
共
有
し
よ
う
と

し
た
。
こ
の
よ
う
な
丸
山
の
苦
心
は
、「
三
民
主
義
」
を
解
読
し
て
い
た
時
か
ら
、

す
で
に
芽
生
え
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

丸
山
の
「
政
治
教
育
」
の
主
な
中
身
は
、
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
精
神
病
理
へ
の

分
析
に
集
中
し
て
い
た
。
そ
の
延
長
線
上
に
お
い
て
、
彼
は
時
の
国
際
政
治
の
分

析
を
も
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
具
体
的
分
析
は
、
い
ず
れ
も
認
識
論
を
支
え
と
し
た

も
の
で
、
今
日
に
読
ん
で
も
決
し
て
色
褪
せ
て
い
な
い
。
そ
の
時
代
の
人
々
に
思

考
の
契
機
を
与
え
た
丸
山
の
こ
の
「
政
治
教
育
」
は
、
本
人
に
よ
れ
ば
「
夜
店
」

の
仕
事
な
の
だ
が
、「
本
店
」
の
仕
事
は
む
し
ろ
、
一
九
六
〇
年
代
以
後
、
精
力
的

に
行
わ
れ
た
一
連
の
「
日
本
政
治
思
想
史
講
義
」
で
あ
ろ
う
。

日
本
政
治
思
想
史
の
『
講
義
録
』
と
い
う
膨
大
な
著
作
を
論
じ
る
の
は
、
本
稿

に
は
と
て
も
で
き
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
一
点
だ
け
を
指
摘
す
る
こ
と
に
止
め

る
。
一
九
六
〇
年
代
に
わ
た
っ
て
、
丸
山
は
あ
る
種
の
「
転
回
」
を
完
成
し
た
。

一
九
五
〇
年
代
の
鮮
や
か
な
啓
蒙
の
姿
勢
と
異
な
っ
て
、
こ
の
時
期
の
丸
山
は
、

日
本
の
「
伝
統
的
」
思
想
史
を
分
析
の
対
象
に
し
た
。
本
人
に
よ
れ
ば
、
日
本
の

政
治
学
は
す
で
に
分
野
と
し
て
確
立
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
以
上
政
治
学
の
仕
事

を
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
の
だ
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
て
、
も
っ

と
深
い
理
由
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
理
由
は
、
個
人
の
自
由
を
踏
ま
え
た
市
民
社
会
論
は
、
啓
蒙
の
役
割
を
果

た
し
た
と
は
い
え
、
は
た
し
て
日
本
社
会
を
根
本
的
に
改
造
で
き
る
か
、
と
い
う
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疑
問
に
あ
ろ
う
。
こ
の
疑
問
は
、『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
の
中
で
、
幾
度
も

日
本
思
想
に
お
け
る
擬
似
的
近
代
観
念
へ
の
警
戒
や
解
体
と
い
う
作
業
か
ら
見
え

な
い
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
、
丸
山
が
真
正
面
か
ら
こ
の
問
題
を
提
出
し
た
証
拠

は
な
い
よ
う
だ
。
彼
は
日
本
思
想
の
「
古
層
」
ま
で
辿
り
着
い
た
道
標
は
、
ま
さ

に
こ
の
疑
問
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
丸
山
が
原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音
を
論
じ
て
い
る
の
は
、

伝
統
に
戻
ろ
う
と
主
張
す
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
日
本
政
治
思
想
史

の
『
講
義
録
』
を
残
し
て
く
れ
た
丸
山
と
、『
現
代
政
治
の
思
想
と
行
動
』
を
書
い

た
丸
山
と
は
、
論
理
的
に
も
思
想
的
に
も
別
々
の
人
間
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日

本
政
治
思
想
史
に
没
頭
し
た
丸
山
は
、
そ
れ
ま
で
の
彼
の
仕
事
か
ら
さ
ら
に
一
歩

前
進
し
て
、
新
た
な
「
政
治
教
育
」
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
の
だ
。
晩
年
に

な
っ
て
、
丸
山
に
と
っ
て
、
福
沢
を
読
み
直
す
と
い
う
作
業
は
、
そ
の
意
味
に
お

い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

若
き
丸
山
眞
男
は
、
孫
文
の
「
三
民
主
義
」
の
真
髄
を
「
政
治
教
育
」
と
し
て

位
置
づ
け
た
。
こ
れ
は
彼
の
政
治
理
解
の
特
徴
と
も
関
連
し
て
い
た
。
彼
は
生

涯
、
政
治
行
動
は
心
理
的
な
要
素
を
除
け
ば
理
解
で
き
な
い
と
、
つ
ね
に
政
治
学

や
政
治
思
想
史
に
「
人
格
」
を
つ
け
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
丸
山
を
内
在
的
に
理

解
す
る
た
め
に
、
彼
が
孫
文
を
「
内
在
的
に
理
解
」
し
た
と
き
の
原
則
を
参
考
に

す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
原
則
と
は
、
孫
文
が
何
を
語
っ
た
か
、

何
を
書
い
た
か
と
い
う
の
で
は
な
く
、
彼
は
一
生
を
通
じ
て
何
を
問
題
と
し
続
け

た
か
と
い
う
こ
と
を
把
握
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

注

（
１
)「
民
権
主
義
・
第
六
講
」、『
孫
中
山
文
集
』
上
、
団
結
出
版
社
（
北
京
）、
一
九
九
七
年
、

二
一
九
頁
。

（
２
)「
三
民
主
義
は
不
平
等
を
無
く
す
主
義
で
あ
る
」、『
孫
中
山
文
集
』
上
、
団
結
出
版
社
（
北

京
）、
三
〇
二
―
三
〇
七
頁
。

（
３
)「
孫
文
と
政
治
教
育
」、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
八

七
―
八
八
頁
。

（
４
)「
政
治
と
は
何
ぞ
や
」、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
一

四
六
―
一
四
七
頁
。

（
５
)「
高
橋
勇
治
《
孫
文
》」、『
丸
山
眞
男
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
七
〇

―
二
七
一
頁
。

（
６
)『
三
民
主
義
十
六
講
』
第
一
講
、『
孫
中
山
文
集
』
上
、
六
一
頁
。

（
７
)『
三
民
主
義
十
六
講
』
第
二
講
、『
孫
中
山
文
集
』
上
、
一
五
六
頁
。

（
８
)『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
下
、
一
七
〇
頁
。

（
９
)
こ
れ
に
つ
い
て
、
丸
山
眞
男
は
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
「
あ
と
が
き
」
で
言
明
し

た
通
り
、当
時
、彼
の
中
国
認
識
は
基
本
的
に
日
本
の
中
国
研
究
の
主
流
に
頼
っ
て
い
た
。

中
国
歴
史
停
滞
論
と
い
う
ヘ
ー
ゲ
ル
由
来
の
判
断
は
、
丸
山
の
「
伝
統
」
を
突
破
す
る
上

で
そ
れ
を
た
だ
利
用
の
対
象
に
す
る
と
い
っ
た
発
想
に
は
影
響
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

な
お
、一
九
五
二
年
の
時
点
に
お
い
て
、丸
山
は
大﹅

衆﹅

基﹅

盤﹅

で
の
近
代
化
と
い
う
点
で
は
、

か
つ
て
近
代
化
が
失
敗
し
た
中
国
と
「
成
功
」
し
た
日
本
は
、
む
し
ろ
逆
の
対
比
が
成
立

し
た
と
も
言
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の
中
国
革
命
に
対
す
る
評
価
だ
と
思
わ
れ
る
。

丸山眞男の「三民主義」観（孫歌）
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プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力

―
丸
山
眞
男
、
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
、

そ
し
て
日
本
思
想
研
究
に
関
す
る
覚
書

―
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
Ｅ
・
バ
ー
シ
ェ
イ

一
九
八
〇
年
の
家
永
三
郎
宛
の
書
簡
で
丸
山
は
、
日
本
思
想
史
上
も
っ
と
も
影

響
を
受
け
た
人
と
し
て
親
鸞
を
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
実
際
に
は
丸
山
は
親
鸞
に
つ

い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
書
い
て
い
な
い
（
著
述
で
の
断
片
的
引
照
と
東
大
法
学
部
の

一
九
六
四
年
度
講
義
で
の
概
観
が
あ
る
の
み
で
あ
る
）。
し
か
し
『
自
己
内
対
話
』

に
お
け
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
『
悪
霊
』
に
関
す
る
メ
モ
は
、
丸
山
が
親
鸞
に

ひ
か
れ
た
理
由
を
解
く
糸
口
に
な
る
。
そ
れ
は
真
に
radicalな
思
想
と
は
何
か

を
彼
に
自
覚
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

親
鸞
や
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
に
関
す
る
丸
山
の
論
評
は
、
通
常
そ
の
名
で
連
想

さ
れ
る
よ
り
も
、
丸
山
が
世
界
を
暗
く
絶
望
的
に
見
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る(１

)。

根
本
悪
の
問
題
は
よ
く
知
ら
れ
た
丸
山
の
人
格
的
自
律
や
主
体
性
の
観
念
（
社
会

化
さ
れ
た
個
人
が
知
的
道
徳
的
に
判
断
し
、
環
境
に
働
き
か
け
、
そ
の
行
為
に
対

し
て
責
任
を
と
る
能
力
）
を
内
面
的
に
裏
づ
け
て
い
る
。
人
は
無
限
の
自
己
欺
瞞

能
力
を
も
つ
。
こ
れ
が
政
治
や
個
人
の
生
き
方
を
考
え
る
さ
い
に
、
丸
山
の
基
調

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

日
本
の
宗
教
思
想
と
そ
の
歴
史
に
お
い
て
、
人
間
の
内
面
的
な
悪
の
観
念
は
鎌

倉
時
代
の
救
済
主
義
的
な
「
改
革
」
仏
教
、
そ
し
て
よ
り
近
く
は
キ
リ
ス
ト
教
の

移
入
と
結
び
つ
い
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
救
済
主
義
的
要
素
が
も
た
ら
し
た
結
果
は

歴
史
的
政
治
的
に
複
雑
で
あ
り
、
多
く
の
思
想
家
、
作
家
、
歴
史
家
ら
の
関
心
を

ひ
い
て
き
た
。
私
の
報
告
は
丸
山
思
想
に
お
け
る
社
会
的
な
自
己
変
容
の
問
題
に

焦
点
を
あ
て
る
。
し
か
し
議
論
の
枠
組
み
は
こ
の
歴
史
的
結
果
の
複
雑
さ
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ま
ず
丸
山
の
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
」

の
発
展
の
線
を
説
明
し
、
つ
ぎ
に
宗
教
社
会
学
者
ベ
ラ
ー
の
同
種
の
想
像
力
と
そ

れ
を
比
較
す
る
。

丸
山
は
組
織
的
な
宗
教
生
活
や
信
徒
共
同
体
の
戸
口
に
止
ま
り
、
信
徒
に
は
な

ら
な
か
っ
た
。
非
回
心
も
ま
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）

151



151_「知識人と教養」_バーシェイ氏.mcd  Page 2 17/03/02 13:54  v5.51

は
宗
教
感
情
に
対
し
て
音
痴
だ
と
自
認
し
た
し
、
逆
に
そ
の
精
神
性
に
お
い
て
全

く
カ
ト
リ
ッ
ク
的
だ
っ
た
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
イ
ユ
は
、
教
会
が
実
際
に
は
普
遍
的

で
は
な
い
と
し
て
洗
礼
を
拒
ん
だ
。
も
し
丸
山
が
信
徒
に
な
っ
て
い
た
と
し
た

ら
、
彼
は
ど
の
集
団
に
属
し
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
彼
が
信
徒
に
な
ら
な
か
っ
た
結

果
は
何
で
あ
ろ
う
か
。

丸
山
は
思
想
形
成
期
に
、
お
も
に
南
原
繁
を
通
じ
て
内
村
鑑
三
の
無
教
会
派
の

周
辺
に
あ
っ
た
。
丸
山
は
二
人
の
師
の
一
人
と
し
て
南
原
の
名
を
あ
げ
て
い
る
。

南
原
ゼ
ミ
で
ヘ
ー
ゲ
ル
を
読
ん
だ
丸
山
は
（
師
の
ヘ
ー
ゲ
ル
批
判
に
も
か
か
わ
ら

ず
）
ヘ
ー
ゲ
ル
に
感
化
さ
れ
た
。
日
本
政
治
思
想
の
研
究
を
強
く
丸
山
に
勧
め
た

の
も
南
原
だ
っ
た
。
南
原
は
内
村
と
違
い
、
伝
道
に
従
わ
ず
、
信
徒
も
組
織
せ
ず
、

平
和
主
義
者
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
晩
年
の
内
村
の
終
末
論
を
吸
収
し

て
、
官
僚
の
義
務
を
本
質
的
に
宗
教
的
な
意
味
で
捉
え
た
よ
う
に
み
え
る
。
現
世

を
善
き
秩
序
の
下
で
主
に
返
す
た
め
に
、
地
上
で
の
任
務
に
力
を
尽
す
。
こ
う
し

て
宗
教
信
仰
は
官
僚
の
専
門
知
識
へ
と
変
質
し
た
。「
官
僚
」の
か
わ
り
に「
学
者
」

を
置
け
ば
、
丸
山
が
選
ん
だ
生
き
方
を
暗
示
す
る
だ
ろ
う
。

個
人
の
良
心
、
牧
師
の
仲
介
な
し
に
聖
書
を
解
釈
す
る
力
、
人
格
の
物
理
的
不

可
侵
性
、
摂
理
的
日
本
観
（
宗
教
改
革
を
完
成
さ
せ
る
場
と
し
て
神
は
日
本
を
選

ん
だ
）
な
ど
、
無
教
会
派
は
丸
山
に
首
尾
一
貫
し
た
知
的
環
境
を
与
え
た
。
丸
山

が
他
の
思
想
家
か
ら
ど
ん
な
重
要
な
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
、
こ
の
派
の
影
響

な
し
に
は
、
自
己
、
政
治
、
日
本
の
民
主
主
義
、
そ
し
て
日
本
自
体
に
関
す
る
丸

山
の
把
握
は
、
違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
他
方
で
も
し
彼
が
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
な
っ
て
い
た
ら
、
日
本
思
想
史
の
多
様
な
世
界
に
深
く
入
る
の
に
必
要

な
批
判
的
同
一
性
を
保
つ
の
は
難
し
か
っ
た
ろ
う
。
つ
ま
り
丸
山
は
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
に
な
る
こ
と
な
し
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
な
っ
た
。
親
鸞
が
他
力
の
恩
寵
に
よ

る
罪
の
救
い
を
、
そ
し
て
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
が
恐
怖
を
う
む
自
己
欺
瞞
的
な
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
能
力
を
象
徴
す
る
と
す
れ
ば
、
丸
山
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想

像
力
は
世
俗
的
改
革
の
手
段
を
提
供
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
想
像
力
に
よ
っ
て
丸
山
は
、
政
治
の
世
界
で
権
力
追
求
者
を
駆
り
た
て
る

悪
魔
的
な
心
理
的
衝
迫
や
、伝
統
や
社
会
的
惰
性
の
大
き
な
力
、ま
た
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
が
う
む
画
一
性
へ
の
不
可
抗
的
な
圧
力
な
ど
を
認
識
す
る
近
代
的
人
格
の
型
の

把
握
へ
と
導
か
れ
た
。
そ
れ
は
世
界
に
向
か
っ
て
不
足
が
あ
る
と
言
い
、
否
定
的

な
諸
力
と
対
決
し
、世
界
を
変
え
る
た
め
に
実
際
に
行
動
を
求
め
る
人
格
で
あ
る
。

丸
山
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
は
、
近
代
天
皇
制
の
カ
リ
ス
マ
的
権
威
主

義
や
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
よ
う
な
全
体
的
思
想
体
系
に
も
と
づ
く
腐
敗
し
た
正
統

教
義
か
ら
抵
抗
さ
れ
た
。「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
」
と
は
、「
神
」「
理
性
」「
主
義
」

な
ど
な
ん
で
あ
れ
、
見
え
ざ
る
権
威
に
よ
る
被
縛
感
を
も
つ
者
で
あ
る
。
と
く
に

見
え
ざ
る
権
威
を
見
失
う
現
代
的
な
危
険
は
、
政
治
権
力
、
世
論
、
名
声
の
よ
う

な
目
に
見
え
る
権
威
に
よ
っ
て
ひ
き
ず
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
想
像
力
の
核
に
あ
る
「
否
定
の
論
理
」
を
堕
落
変
成
さ
せ
る
力
で
あ
り
、

我
々
は
日
々
そ
の
影
響
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

つ
ぎ
に
ベ
ラ
ー
と
の
比
較
に
う
つ
る
。
両
者
は
実
行
可
能
な
近
代
化
の
方
途
や

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
探
求
し
た
点
で
似
て
い
る
。
二
人
は
と
も
に
、
敵
対
者
に

よ
る
一
回
的
、暴
力
革
命
的
な
顚
倒
が
必
要
な
も
の
と
し
て
伝
統
を
み
る
よ
り
も
、

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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過
去
の
原
初
的
な
形
態
と
意
識
（
そ
の
宗
教
的
政
治
的
原
型
）
を
批
判
的
に
再
利

用
す
る
こ
と
で
、
根
本
的
な
自
己
変
革
と
持
続
的
な
革
新
が
可
能
に
な
る
よ
う
な

近
代
社
会
秩
序
を
構
想
し
た
。
こ
の
意
味
で
両
者
は
違
っ
た
仕
方
に
お
い
て
で
は

あ
る
が
、「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像
力
」
を
示
し
て
い
る
。

ベ
ラ
ー
の『
徳
川
宗
教
』（
一
九
五
七
年
）は
、そ
れ
自
体
の
歴
史
的
発
見
に
よ
っ

て
だ
け
で
な
く
、
ア
メ
リ
カ
社
会
学
思
想
の
重
要
な
一
系
統
の
紹
介
書
と
し
て
も

今
も
現
役
で
あ
る
。
彼
は
楽
観
的
な
ヴ
ェ
ー
バ
ー
像
を
創
っ
た
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
弟

子
で
あ
り
、
両
者
の
方
法
を
総
合
し
た
同
書
は
、
日
本
の
雑
多
な
宗
教
伝
統
の
な

か
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
世
俗
内
禁
欲
倫
理
に
機
能
的
に
対
応
す
る
行
動
の

理
念
型
を
発
見
し
た
。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
倫
理
は
資
本
主
義
の
精
神

と
の
間
に
非
意
図
的
だ
が
決
定
的
に
重
要
な
関
係
を
も
っ
た
。
ベ
ラ
ー
は
徳
川
宗

教
が
近
代
日
本
の
文
化
的
根
元
rootsを
提
供
し
た
か
否
か
を
問
題
と
し
、
経
済

に
お
け
る
手
段
の
合
理
化
へ
と
む
か
う
起
動
力
を
探
し
あ
て
、
そ
れ
を
文
化
的
道

徳
的
に
正
当
化
す
る
宗
教
的
動
機
、
運
動
、
思
想
家
を
み
い
だ
し
た
（
と
く
に
石

田
梅
岩
の
心
学
）。

だ
が
彼
の
も
っ
と
も
重
要
な
発
見
は
、
経
済
的
合
理
化
が
（
政
体
分
野
で
働
い

て
い
る
）
ヨ
リ
重
要
な
合
理
化
過
程
に
補
助
的
な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。
日
本
の
産
業
化
を
も
た
ら
し
た
合
理
化
過
程
で
支
配
的
だ
っ
た
の
は
、

経
済
の
直
接
に
普
遍
主
義
的
な
価
値
で
は
な
く
、
そ
れ
に
支
援
さ
れ
た
、
政
体
の

一
般
化
さ
れ
た
特
殊
主
義
で
あ
り
、後
者
が
経
済
に
浸
透
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

伝
統
的
な
藩
主
や
藩
、
最
終
的
に
は
天
皇
に
対
す
る
身
分
的
に
区
分
さ
れ
た
忠
誠

は
止
揚
さ
れ
、
そ
の
社
会
的
基
盤
が
拡
張
さ
れ
て
疑
似
普
遍
的
に
機
能
し
た
。
ベ

ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
政
体
（
中
心
的
価
値
体
系
）
の
特
殊
主

義
的
な
業
績
価
値
は
病
的
な
限
界
に
ゆ
き
つ
き
、
さ
ら
に
そ
れ
は
同
書
の
執
筆
時

に
お
い
て
さ
え
、
戦
後
の
民
主
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
価
値
を
引
き
さ
げ
て
い
る

と
い
う
。
し
か
し
全
体
と
し
て
同
書
に
は
、
歴
史
的
悲
劇
の
影
は
う
す
い
。

「
結
論
」
で
ベ
ラ
ー
が
い
う
よ
う
に
、『
徳
川
宗
教
』
は
一
八
六
八
年
以
後
の
時

期
は
扱
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
研
究
計
画
の
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
前
共
産

主
義
者
だ
っ
た
彼
は
同
志
の
名
前
を
告
げ
な
か
っ
た
た
め
、
博
士
課
程
の
研
究
を

日
本
で
行
う
の
に
必
要
な
旅
券
の
発
給
を
拒
ま
れ
た
。
彼
は
強
い
ら
れ
て
歴
史
の

研
究
を
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
の
政
治
が
違
っ
て
い
た
ら
、
彼
の
日
本
研
究
の
分

野
と
学
者
人
生
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
日
本
近
代
化
の
「
根

元
」
の
探
究
は
、
丸
山
と
の
出
会
い
と
い
う
決
定
的
な
結
果
を
も
た
ら
し
た(２

)。
丸

山
は
『
徳
川
宗
教
』
に
つ
い
て
異
例
に
長
い
書
評
を
書
き
、
議
論
を
要
約
す
る
だ

け
で
な
く
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
の
変
数
パ
タ
ー
ン
の
体
系
を
分
析
し
た
。
丸
山
は
同
書

か
ら
刺
戟
を
受
け
た
が
、
最
後
に
ベ
ラ
ー
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
理
解
の
間
違
い
を
指
摘

し
た
。
丸
山
の
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
刊
行
は
一
九
五
二
年
で
あ
り
、
二

人
は
一
点
に
収
束
す
る
よ
う
に
動
い
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。

丸
山
は
、
徳
川
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
合
理
化
と
、
経
済
や
政
体
の
合
理
化
と

の
内
的
関
連
、
そ
の
近
代
化
へ
の
肯
定
的
影
響
を
主
張
す
る
ベ
ラ
ー
の
議
論
を
う

け
い
れ
な
い
。
丸
山
に
よ
れ
ば
、
国
学
が
推
進
し
た
天
皇
崇
拝
は
、
政
治
的
に
も

宗
教
的
に
も
合
理
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
反
対
に
天
皇
信
仰

は
、
統
合
体
系
か
ら
す
る
伝
統
主
義
の
不
断
の
再
生
産
を
通
し
て
、
社
会
関
係
全

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）
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体
の
内
部
へ
と
恭
順
原
理
を
浸
透
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
社
会
の
頂
点
と
底
辺
に
お

け
る
呪
術
性
が
、
い
か
に
日
本
の
近
代
化
を
内
面
的
に
特
徴
づ
け
て
い
る
か
、
そ

れ
が
問
題
で
あ
る
。「
疑
似
普
遍
主
義
」
は
、
平
等
よ
り
も
階
層
制
を
正
当
化
す
る

こ
と
に
よ
り
普
遍
主
義
的
基
準
を
低
め
た
。
禁
欲
倫
理
は
、
現
実
に
適
用
さ
れ
れ

ば
現
世
と
緊
張
関
係
に
立
ち
、
現
世
を
変
え
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
も
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
忠
誠
と
利
己
主
義
、
節
約
と
放
縦
、
深
刻
な
熱
意
と

あ
き
ら
め
と
が
共
存
し
た
。
日
本
は
近
代
的
な
宗
教
革
命
を
経
験
し
な
か
っ
た

し
、出
来
な
か
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
近
代
性
は
悲
劇
的
に
不
完
全
で
歪
ん
で
い
た
。

一
九
六
〇
年
代
の
は
じ
め
に
ベ
ラ
ー
は
日
本
を
訪
れ
、
現
代
日
本
の
宗
教
と
知

的
生
活
を
調
査
す
る
こ
と
で
失
っ
た
時
間
を
取
り
も
ど
し
た
。
実
際
そ
の
後
の
一

〇
年
間
に
彼
が
書
い
た
論
考
か
ら
、
現
代
日
本
の
知
的
生
活
が
彼
の
関
心
事
だ
っ

た
と
わ
か
る
。
ベ
ラ
ー
は
丸
山
の
批
判
を
う
け
い
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
教
徒

革
命
は
「
最
も
根
本
的
で
長
い
影
響
を
残
す
社
会
的
文
化
的
構
造
に
お
け
る
基
本

的
変
化
の
象
徴
的
代
表
」
で
あ
り
、
そ
れ
と
ア
ジ
ア
の
文
化
現
象
と
の
類
比
が
適

切
で
あ
る
た
め
に
は
、
動
機
や
制
度
の
一
部
で
は
な
く
、
変
革
そ
れ
自
体
を
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ラ
ー
は
内
村
鑑
三
を
引
用
し
な
が

ら
、
構
造
的
変
容
の
失
敗
が
ド
イ
ツ
の
災
厄
を
う
み
、
宗
教
改
革
の
衣
鉢
は
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
か
ら
米
国
へ
移
り
、
米
国
に
は
ま
だ
そ
れ
が
残
っ
て
い
る
と
（
当
時
は
）

信
じ
て
い
た
（

）。

Beyond
Belief,pp.57-58

し
ば
ら
く
の
間
ベ
ラ
ー
に
と
っ
て
宗
教
改
革
は
枢
要
な
方
向
づ
け
だ
っ
た
。
信

徒
で
な
い
丸
山
と
違
っ
て
ベ
ラ
ー
は
、
改
革
の
内
側
か
ら
、
た
だ
学
者
的
に
で
は

な
く
宗
教
的
に
も
書
い
た
。
こ
の
主
題
に
関
す
る
彼
の
著
述
に
は
、
そ
れ
が
自
分

の
領
分
だ
と
い
う
ほ
と
ん
ど
独
占
的
な
感
情
が
あ
る
。
た
と
え
ば
彼
は
日
本
の
隠

れ
た
超
越
の
伝
統
を
述
べ
る
さ
い
、そ
れ
は
個
人
を
社
会
の
編
み
目
に
埋
め
こ
み
、

後
者
か
ら
区
別
し
な
い
根
強
い
価
値
範
型
に
対
し
、
不
断
の
シ
ジ
フ
ォ
ス
的
で
さ

え
あ
る
闘
争
を
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
う
し
た
価
値
範
型
を
特
徴
づ
け

る
た
め
に
彼
は
ま
た

（

）
と
い
う
比
喩
を
使
っ
て

ground
bass

basso
ostinato

い
る
（

）。

Beyond
Belief,p.119

し
か
し
結
局
『
徳
川
宗
教
』
の
近
代
版
は
書
か
れ
ぬ
ま
ま
、
六
〇
年
代
後
半
ま

で
に
彼
の
日
本
研
究
は
実
質
上
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
。
紀
元
前
千
年
紀
の
枢
軸
的
突
破

に
焦
点
を
あ
て
た
宗
教
進
化
へ
の
長
期
的
な
関
心
、
ま
た
米
国
の
「
市
民
宗
教
」

に
関
す
る
偶
発
的
だ
が
強
力
な
介
入
が
そ
こ
に
は
作
用
し
た(３

)。
お
そ
ら
く
彼
の
最

後
の
重
要
な
貢
献
は
一
九
七
八
年
に
書
か
れ
た
徂
徠
と
梅
岩
と
の
比
較
だ
っ
た

（

）。
一
方
で
日

Japanese
T
houghtin

the
T
okugaw

a
Period,pp.137-152

本
に
お
け
る
近
代
意
識
の
独
自
の
ル
ー
ツ
に
関
す
る
丸
山
の
生
産
的
な
著
述
を
認

め
な
が
ら
も
、
ベ
ラ
ー
に
と
っ
て
梅
岩
の
本
質
的
に
宗
教
的
な
態
度
は
ず
っ
と
魅

力
的
な
も
の
だ
っ
た
。
も
し
徂
徠
の
「
近
代
化
す
る
」
衝
撃
が
な
ん
ら
か
の
道
徳

的
根
拠
か
ら
切
断
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
れ
ば
、
梅
岩
の
宗
教
的
態
度
も
不
可

欠
だ
と
彼
は
い
う
。
重
要
な
の
は
徂
徠
の
「
概
念
的
」
視
野
と
梅
岩
の
「
象
徴
的
」

視
野
の
い
ず
れ
も
が
、
西
洋
へ
の
引
照
や
接
触
な
し
に
独
自
に
生
じ
た
こ
と
で
あ

る
。
両
者
は
真
に
日
本
的
で
あ
り
、近
代
の
方
向
へ
む
か
っ
て
自
己
変
革
す
る「
伝

統
」
の
力
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
の
程
度
ま
で
は
ベ
ラ
ー
は
『
徳
川
宗
教
』
の
議

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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論
を
再
形
成
し
、
究
極
的
に
は
肯
定
し
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
彼
は
丸
山
の
批
判
を

完
全
に
は
受
け
い
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

だ
が
よ
り
大
き
な
意
味
で
、
ベ
ラ
ー
自
身
の
立
っ
て
い
た
「
基
礎
」
が
変
化
し

た
。
日
本
独
自
の
近
代
化
の
説
明
は
よ
い
と
し
て
、『
徳
川
宗
教
』
は
近
代
化
が

と
っ
た
現
実
形
態
の
問
題
は
避
け
て
い
た
。
い
ま
や
彼
に
は
「
近
代
」
の
到
来
が
、

世
界
の
ど
こ
に
も
新
教
徒
の
天
国
（
下
か
ら
の
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
）
を
も
た
ら
さ

ず
、か
わ
り
に
多
様
な
形
を
と
っ
た
絶
望
的
な
奇
形
を
も
た
ら
す
よ
う
に
み
え
た
。

丸
山
が
信
じ
つ
づ
け
た
よ
う
に
、
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
の
日
本
が
そ
う
し
た
奇

形
の
一
つ
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ベ
ラ
ー
は
彼
自
身
の
米
国
が
別
の
奇
形
だ
と
考
え

は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
だ
が
人
は
い
か
に
し
て
、
こ
の
分
有
さ
れ
た
ジ
レ
ン
マ
に

立
ち
む
か
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ど
ん
な
知
的
資
源
を
も
ち
、
ど
ん
な
立
場
か

ら
。ふ

り
返
っ
て
み
る
と
、
丸
山
と
ベ
ラ
ー
は
あ
る
決
定
的
な
時
点
で
、
世
人
が
彼

ら
に
関
す
る
公
的
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
し
、
そ
れ
が
彼
ら
の
自
己
イ
メ
ー
ジ
に
反
射

す
る
よ
う
な
論
文
を
書
い
た
と
い
え
る
。
丸
山
の
場
合
は
一
九
四
六
年
の
「
超
国

家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
と
そ
れ
に
つ
づ
く
一
連
の
同
時
代
の
日
本
政
治
の
分
析

で
あ
り
、
ベ
ラ
ー
の
場
合
は
一
九
六
六
年
の
「
米
国
の
市
民
宗
教
」
で
あ
る
。
そ

の
論
文
は
米
国
人
が
自
国
の
民
主
政
治
と
社
会
を
判
定
す
る
内
的
・
超
越
的
原
理

の
批
判
的
肯
定
を
与
え
た
。
両
者
は
弁
証
法
的
な
ペ
ア
を
な
し
て
い
る
。

「
超
国
家
主
義
」
論
文
は
丸
山
が
、
腐
敗
し
破
産
し
た
帝
国
体
制
の
病
理
学
的
最

終
局
面
と
み
な
し
た
も
の
の
批
判
的
否
定
で
あ
り
、
破
産
と
い
う
運
命
に
ふ
さ
わ

し
く
、
新
し
い
民
主
的
な
政
治
的
道
徳
的
意
識
へ
と
道
を
開
く
よ
う
に
意
図
さ
れ

て
い
た
。
次
の
十
数
年
間
、
丸
山
は
自
ら
欲
す
る
こ
と
な
し
に
、
同
時
代
政
治
の

分
析
者
と
な
り
政
治
闘
争
の
参
加
者
に
な
っ
た
。
彼
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
想
像

力
が
も
っ
と
も
充
実
し
統
合
的
な
相
互
連
関
に
達
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時

代
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
三
た
び
平
和
に
つ
い
て
」、『
日
本
の
思
想
』、
そ
し
て

一
九
六
〇
年
の
安
保
条
約
改
定
反
対
の
国
民
運
動
の
時
代
で
あ
る
。
当
時
の
彼
の

著
述
を
読
む
こ
と
は
、い
ま
だ
に
人
を
ぞ
く
ぞ
く
さ
せ
る
。
し
か
し
結
局
丸
山
は
、

行
動
主
義
と
政
治
分
析
は
彼
の
「
夜
店
」
に
す
ぎ
ず
、
自
分
は
奉
仕
を
強
制
さ
れ

た
歴
史
家
だ
っ
た
と
述
べ
て
、世
の
丸
山
イ
メ
ー
ジ
に「
抵
抗
す
る
」よ
う
に
な
っ

た
。
そ
し
て
六
〇
年
代
の
終
わ
り
ま
で
に
は
、
ベ
ラ
ー
が
同
時
代
の
米
国
社
会
に

関
す
る
仕
事
を
始
め
た
の
と
は
逆
に
、
丸
山
は
同
時
代
分
析
か
ら
ほ
と
ん
ど
立
ち

さ
っ
た
。

丸
山
論
者
は
し
ば
し
ば
こ
の
退
去
に
失
意
を
表
明
す
る
。
そ
れ
は
た
ん
に
日
本

の
公
共
分
野
か
ら
主
要
な
声
の
一
つ
が
失
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
。
丸
山
の
退
去

は
、
日
本
の
政
治
、
宗
教
、
歴
史
意
識
の
「
原
型
」（「
古
層
」「
執
拗
低
音
」）
と

彼
が
よ
ぶ
も
の
へ
の
探
究
を
伴
っ
た
。
あ
る
人
は
そ
れ
が
、
ベ
ラ
ー
に
よ
る
日
本

社
会
の
基
本
的
な
価
値
形
態
の
分
析
と
よ
く
似
た
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
影
響
さ
れ

た
、く
り
返
し
起
る
原
型
と
い
う
非
歴
史
的
世
界
へ
の
逃
走
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

急
進
左
翼
と
の
厳
し
い
衝
突
は
、
丸
山
が
「
夜
店
」
を
畳
む
う
え
で
あ
る
役
割
を

は
た
し
た
。
し
か
し
も
っ
と
長
い
懐
胎
期
を
も
つ
他
の
理
由
が
あ
っ
た
。
最
後
に

そ
れ
に
つ
い
て
論
じ
た
い
。

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）
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ベ
ラ
ー
の
「
市
民
宗
教
」
論
文
は
、
公
民
権
運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
と
が

と
も
に
昂
揚
し
た
最
中
に
出
さ
れ
、
著
者
が
驚
く
ほ
ど
多
く
の
学
術
的
論
評
や
宗

教
的
反
応
を
ま
ね
き
、
社
会
科
学
的
予
言
者
と
し
て
の
公
的
役
割
へ
と
彼
を
ひ
き

こ
ん
だ
。
そ
れ
は
偶
然
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
彼
は
そ
れ
を
手
放
そ
う
と
し

な
か
っ
た
。
は
じ
め
ベ
ラ
ー
は
米
国
的
価
値
を
批
判
的
に
肯
定
し
て
い
た
。
し
か

し
時
代
の
気
ま
ぐ
れ
な
文
化
的
実
験
が
新
自
由
主
義
に
屈
す
る
に
つ
れ
、（
私
が

思
う
に
初
め
て
）
彼
は
「
改
革
後
」
社
会
と
し
て
の
米
国
の
内
在
的
構
造
的
問
題

の
分
析
に
む
か
う
持
続
的
な
努
力
に
着
手
し
た
（『
心
の
習
慣
』『
善
き
社
会
』）。

彼
の
予
言
者
的
職
務
は
も
は
や
た
ん
に
、「
枢
軸
」
後
社
会
と
し
て
の
米
国
の
失
敗

だ
け
で
な
く
、
地
球
的
規
模
に
お
け
る
「
枢
軸
」
的
・「
市
民
」
的
双
方
の
宗
教
の

失
敗
を
あ
ば
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ベ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
き
わ
め
て
憂
慮
す
べ
き
こ

と
に
こ
う
し
た
失
敗
は
、
米
国
社
会
が
作
動
し
て
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
規
範

の
欠
陥
の
現
わ
れ
だ
っ
た
。
そ
の
「
個
人
主
義
」
的
な
「
ハ
ー
ト
」
が
病
む
に
つ

れ
て
、
帝
国
的
な
気
取
り
が
誇
張
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
世
界
に
お
け
る
米
国
に
関

す
る
彼
の
最
後
の
著
作
は
幻
滅
的
な
悲
嘆
が
主
調
に
な
っ
た
。

か
く
し
て
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
以
後（
し
ば
し
ば
世
の
注
目
を
浴
び
な
が
ら
）ベ
ラ
ー

は
ま
す
ま
す
同
時
代
の
分
析
に
向
か
っ
た
が
、
し
か
し
そ
う
す
る
た
め
に
歴
史
上

の
初
の
「
枢
軸
」
的
突
破
の
分
析
に
ま
す
ま
す
向
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
過

程
で
彼
は
、

に
み
ら
れ
た
急
進
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
か

Beyond
Belief

ら
聖
公
会

へ
と
移
り
、
ロ
ー
マ
教
会
の
神
学
者
や
社
会
思
想

Episcopalianism

家
と
頻
繁
に
連
携
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ン
的
主
題
が
強
く
な

り
、
哲
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
テ
イ
ラ
ー
が
と
く
に
同
種
の
精
神
と
し
て
現
わ
れ

た
の
で
あ
る
。

ベ
ラ
ー
自
身
が
観
察
し
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
ポ
ス
ト
枢
軸
的
個
人
主
義
に
対

す
る
批
判
は
、「
非
枢
軸
」
社
会
、
つ
ま
り
自
己
と
他
者
、
主
体
と
客
体
の
断
絶
に

よ
っ
て
裂
か
れ
て
い
な
い
社
会
と
し
て
の
日
本
に
関
す
る
長
い
思
索
か
ら
影
響
さ

れ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
最
初
の
場
合
と
同
じ
く
最
後
に
も
、
ベ
ラ
ー
は
決

し
て
た
ん
な
る
日
本
「
専
門
家
」
で
は
な
か
っ
た
。
進
化
思
想
に
魅
了
さ
れ
た
彼

は「
日
本
を
通
し
て
」も
自
分
の
思
考
が
進
化
し
た
こ
と
を
認
め
る
。
そ
れ
は「
今
」

へ
と
む
か
う
進
化
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
「
今
」
は
、
枢
軸
的
な
宗
教
思
想
の
新
と

旧
と
い
う
意
味
で
判
断
さ
れ
た「
現
在
」で
あ
る
。
彼
の
最
後
の
大
作
で
あ
る「
人

間
進
化
に
お
け
る
宗
教
」（
二
〇
一
一
年
）
は
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

生
物
学
的
歴
史
的
進
化
の
所
産
と
し
て
、
四
つ
の
「
枢
軸
的
突
破
」
の
ケ
ー
ス
の

出
現
（
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ギ
リ
シ
ア
、
中
国
、
イ
ン
ド
）
を
説
明
す
る
。
そ
の

物
語
は
西
暦
紀
元
前
に
終
わ
り
、
決
し
て
進
歩
の
物
語
で
は
な
い
。
し
か
し
ベ

ラ
ー
は
、
何
か
を
な
し
、
作
り
、
破
壊
す
る
「
我
々
」
の
能
力
が
事
実
上
抑
制
な

し
に
機
能
す
る
よ
う
に
み
え
る
世
界
で
、
人
間
性
が
生
き
残
る
最
善
の
希
望
と
し

て
（
多
元
的
な
形
態
に
お
け
る
）「
枢
軸
性
」
の
た
め
に
よ
き
理
由
を
与
え
た
の
で

あ
る
。

一
九
九
六
年
の
死
に
際
し
て
丸
山
は
、
重
要
な
作
品
を
未
完
成
の
ま
ま
に
遺
し

た
。
日
本
政
治
思
想
に
お
け
る
構
成
的
観
念
と
し
て
の
正
統
と
異
端
の
関
係
を
め

ぐ
る
共
同
研
究
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
は
日
本
の
政
治
的
伝
統
を
、
近

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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代
天
皇
制
を
中
心
と
し
つ
つ
全
体
に
検
討
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
問
題

構
成
の
仕
方
は
、
近
代
政
治
の
多
く
に
関
わ
る
宗
教
概
念
と
い
う
点
で
、
日
本
以

外
の
歴
史
か
ら
の
由
来
を
示
し
て
い
る
。

日
本
、
中
国
、
ロ
シ
ア
、
そ
の
他
ど
こ
で
あ
れ
、
丸
山
は
、
正
統
と
異
端
と
の

弁
証
法
に
関
心
を
も
っ
た
。
近
代
世
界
に
お
け
る
自
由
の
諸
相
、
そ
の
た
め
の
条

件
と
可
能
性
に
関
心
を
抱
い
た
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
自
覚
的
な
日
本
の
知
識
人

と
し
て
彼
は
、
自
分
の
社
会
と
伝
統
に
お
け
る
自
由
の
問
題
に
最
初
か
ら
ひ
き
つ

け
ら
れ
た
。
問
題
は
彼
が
自
覚
し
て
い
た
よ
う
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
枠
組
み
が

本
質
的
に
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
中
国
儒
教
は
「
正
統
」
を

構
成
し
維
持
す
る
の
に
必
要
な
あ
る
種
の
知
的
「
機
軸
」
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
そ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
い
わ
ば
自
然
に
生
ま
れ
た
反
対
概
念
の
鋭
い

描
写
が
欠
け
て
い
た
。
丸
山
と
共
同
研
究
者
は
、
こ
の
解
き
が
た
い
問
題
と
闘
っ

た
。
つ
ま
り
日
本
が
近
代
に
入
っ
た
時
で
さ
え
（
そ
し
て
丸
山
は
西
洋
起
源
の
思

想
が
事
実
上
土
着
化
す
る
と
信
じ
た
が
）、
そ
の
枠
組
み
は
日
本
の
正
統
と
異
端

問
題
を
分
析
す
る
の
に
適
合
的
に
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
丸
山
は
こ
の
枠
組
み

に
固
執
し
た
。
な
ぜ
な
ら
自
分
や
同
世
代
者
、
年
長
世
代
が
経
験
し
た
天
皇
制
と

そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
求
心
力
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ヨ
リ
適
切
な
構
成
を
発

見
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

丸
山
ら
の
研
究
は
、
日
本
で
通
用
し
て
い
る
「
正
統
」
が
教
義
や
ロ
ゴ
ス
を
欠

き
、「
改
革
」
に
強
く
抵
抗
す
る
支
配
の
原
理
で
あ
り
、
祭
式
的
・
制
度
的
・
社
会

的
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
だ
が
戦
後
が
進
む
に
つ

れ
て
「
天
皇
制
」
自
体
が
変
形
し
た
。
松
下
圭
一
が
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
大

衆
化
」
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
社
会
的
政
治
的
階
統
制
は
「
中
流
」
に
向
か
っ

て
収
斂
し
た
。
経
済
的
に
は
不
要
物
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
天
皇
制
機
構
の
弱
体

化
に
つ
れ
て
、
反
天
皇
制
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
風
化
し
、
批
判
的
意
味
を

失
っ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
変
化
の
中
で
丸
山
は
「
精
神
的
ス
ラ
ン
プ
」
に
陥
っ
た
。
天
皇
制
に

縛
ら
れ
て
い
た
彼
は
そ
の
批
判
的
否
定
を
誓
っ
た
が
、
他
方
で
天
皇
制
を
批
判
す

る
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
知
的
批
判
を
通
し
て
自
分
の
立
場
を
定
め
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
批
判
的
な
敵
対
者
な
き
戦
後
の
「
天
皇
制
」
に
対
峙
す
る
こ
と
は
、「
暖
簾

に
腕
押
し
」
を
す
る
こ
と
だ
と
石
田
雄
は
書
い
て
い
る
。
そ
う
し
た
柔
ら
か
い
対

象
に
対
し
て
は
、人
の
力
は
ま
っ
た
く
無
な
の
で
あ
る
。
実
際
に
丸
山
は
、「
大
衆
」

社
会
が
、
自
分
の
警
告
し
て
き
た
目
に
見
え
る
諸
力
、
と
く
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
化

さ
れ
た
商
品
の
標
識
下
で
作
用
す
る
力
に
事
実
上
ど
こ
で
も
従
属
し
て
い
る
の
を

み
て
、
全
面
的
に
「
型
の
喪
失
」
を
嘆
く
よ
う
に
な
っ
た
。

歴
史
上
の
原
初
の
「
起
源
」
を
再
利
用
し
、
現
代
の
変
化
す
る
目
的
の
た
め
に

使
う
の
は
難
し
い
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
過
去
を
た
だ
英
雄
化
し
て
現
代
に

と
っ
て
の
役
割
モ
デ
ル
と
し
て
教
え
る
た
め
に
は
、
丸
山
は
あ
ま
り
に
弁
証
法
的

す
ぎ
た
。
だ
が
丸
山
は
そ
れ
が
可
能
な
場
合
に
は
、
モ
デ
ル
の
提
供
を
躊
躇
し
な

か
っ
た
。
主
君
の
顔
を
お
か
し
て
諫
言
す
る
中
世
武
士
、
制
度
は
作
為
し
解
体
で

き
る
こ
と
を
発
見
し
た
荻
生
徂
徠
、
ま
た
道
徳
的
価
値
の
た
め
に
国
家
の
権
威
を

求
め
る
習
慣
を
破
ろ
う
と
し
た
福
沢
諭
吉
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
丸
山
の
方
法

を
な
す
肯
定
と
否
定
の
弁
証
法
に
お
い
て
、
肯
定
の
要
素
を
な
す
。
こ
れ
に
対
し

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）
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て
否
定
の
要
素
は
、
こ
れ
も
未
完
に
終
わ
っ
た
日
本
に
お
け
る
歴
史
、
倫
理
、
政

治
意
識
の
「
原
型
」
を
研
究
す
る
形
を
と
っ
た
。
ベ
ラ
ー
は
、
最
後
に
は
自
ら
が

積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
し
た
枢
軸
的
伝
統
の
解
説
に
む
か
う
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が

丸
山
の
場
合
は
逆
に
、
自
ら
の
文
化
的
伝
統
の
最
底
辺
で
、
も
っ
と
も
手
ご
わ
い

敵
対
者
に
出
会
っ
た
の
で
あ
る
。

注

＊

本
稿
は
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
開
催
の
丸
山
眞
男
没
後

周
年
記
念
国
際
シ

20

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
と
重
複
す
る
主
題
を
も

つ
論
文
と
し
て
、小
島
亮
訳「
異
論
者
た
ち
の
近
代
―
―
丸
山
眞
男
、ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー

の
日
本
思
想
研
究
に
関
す
る
覚
え
書
」（
中
部
大
学
国
際
人
間
学
研
究
所
編
『
ア
リ
ー
ナ
』

第
一
八
号
、
二
〇
一
五
年
掲
載
）
が
あ
る
。
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
平
石
直
昭
・
松

沢
弘
陽
両
教
授
と
の
対
話
に
よ
っ
て
更
に
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
原
稿
を
本
書
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
期
間
中
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
に
て
調
査
し
た
資
料
の
概
要
を
注
の
な
か

で
示
し
た
。

（
１
)
こ
の
点
を
更
に
深
め
て
い
く
に
あ
た
っ
て
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
に
所
蔵
さ

れ
て
い
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
お
よ
び
親
鸞
の
著
作
・
関
連
書
と
そ
れ
ら
へ
の
書
込
み

は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
、
所
蔵

図
書
の
書
目
一
覧
を
示
し
て
お
き
た
い
。

以
下
の
一
覧
は
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
番
号
順
と
し
、
配
架
の
別
は
示
し
て
い
な
い
（
た
だ

し
、
書
込
み
の
あ
る
も
の
（
そ
の
す
べ
て
は
閉
架
書
庫
）
に
は
＊
印
を
付
し
た
）。
書
誌

情
報
お
よ
び
そ
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
従
っ
た
。

な
お
、
丸
山
文
庫
所
蔵
図
書
に
お
け
る
配
列
（
蔵
書
状
況
）
の
意
義
に
つ
い
て
は
「
丸
山

眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
」（

）
を

http://m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/shoko/

参
照
。

⑴

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
著
作
・
関
連
書

ウ
オ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
』
埴
谷
雄
高
ほ
か
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九

八
七
年
、
登
録
番
号
0180343

ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ロ
ル『
水
晶
宮
か
ら
の
脱
出
：
ア
ナ
ル
コ
＝
サ
イ
コ
ロ
ジ
ー
的
批
判

シ
ュ

テ
ィ
ル
ナ
ー
、
ニ
ー
チ
ェ
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
』
松
原
公
護
ほ
か
訳
、
未
来
社
、
一

九
八
〇
年
、
登
録
番
号
0180988

Stefan
Zw

eig,D
rei

M
eister

:
Balzac,

D
ickens:

D
ostojew

ski,Leipzig:Insel,

登
録
番
号
0181888

1921.
A
ndré

Gide
;w

ith
an

introduction
by

A
rnold

Bennett,D
ostoevsky,transl.

登
録
番
号
0183510

from
the

French,London:J.M
.D

ent,1925.
F.

M
.
D
ostojew

ski
;
m
it

einer
Einleitung

von
D
m
itri

M
ereschkow

ski,
PolitischeSchriften(Säm

tliche
W

erke
;A

bt.I,Bd.13.),M
ünchen:R.Piper,

登
録
番
号
0183513

1920.

江
川
卓
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
四
年
、
登
録
番
号
0184013

松
本
健
一
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
と
日
本
人
』
朝
日
選
書
、
一
九
七
五
年
、
登
録
番
号

0187860

ド
ブ
ロ
リ
ュ
ー
ボ
フ
『
打
ち
の
め
さ
れ
た
人
々
』
重
石
正
巳
・
石
山
正
三
共
訳
、
日
本
評

論
社
、
一
九
四
九
年
、
登
録
番
号
0189486

寺
田
透
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
を
読
む
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
、
登
録
番
号
0189772

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
貧
し
き
人
々
・
分
身
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
三

年
、
登
録
番
号
0190834

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
ス
チ
ェ
パ
ン
チ
コ
ヴ
ォ
村
と
そ
の
住
人
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出

書
房
、
一
九
四
三
年
、
登
録
番
号
0190835

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
虐
げ
ら
れ
し
人
々

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四

二
年
、
登
録
番
号
0190836

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
虐
げ
ら
れ
し
人
々

２
／
伯
父
様
の
夢
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出

書
房
、
一
九
四
二
年
、
登
録
番
号
0190837

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
罪
と
罰

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
一
年
、
登

録
番
号
0190838

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
罪
と
罰

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
二
年
、
登

録
番
号
0190839

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
悪
霊

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
二
年
、
登
録

番
号
0190840

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
悪
霊

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
二
年
、
登
録

番
号
0190841

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
悪
霊

３
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
二
年
、
登
録

番
号
0190842

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一

九
四
三
年
、
登
録
番
号
0190843

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一

九
四
三
年
、
登
録
番
号
0190844

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟

３
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一

九
四
三
年
、
登
録
番
号
0190845

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟

４
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一

九
四
三
年
、
登
録
番
号
0190846

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
貧
し
き
人
々
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
、
登

録
番
号
0190847

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
主
婦
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
、
登
録
番
号

0190848

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
白
夜
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
、
登
録
番
号

0190849

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
ネ
ー
ト
チ
カ
・
ネ
ズ
ヷ
ー
ノ
ヷ
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、

一
九
五
一
年
、
登
録
番
号
0190850

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
伯
父
様
の
夢
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
一
年
、
登

録
番
号
0190851

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
死
の
家
の
記
録

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
六

年
、
登
録
番
号
0190852

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
死
の
家
の
記
録

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
六

年
、
登
録
番
号
0190853

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
地
下
生
活
者
の
手
記
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
〇

年
、
登
録
番
号
0190854

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
賭
博
者
』
河
出
書
房
、
米
川
正
夫
訳
、
一
九
四
八
年
、
登
録
番

号
0190855

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
白
痴

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、
登
録

番
号
0190856

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
白
痴

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
、
登
録

番
号
0190857

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
白
痴

３
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
、
登
録

番
号
0190858

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
白
痴

４
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
、
登
録

番
号
0190859

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
永
遠
の
良
人
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
、
登

録
番
号
0190860

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
未
成
年

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
七
年
、
登

録
番
号
0190861

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
未
成
年

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
七
年
、
登

録
番
号
0190862

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
未
成
年

３
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、
登

録
番
号
0190863

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
未
成
年

４
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、
登

録
番
号
0190864

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

１
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
七
年
、

登
録
番
号
0190865

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

２
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
七
年
、

登
録
番
号
0190866

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）

159



151_「知識人と教養」_バーシェイ氏.mcd  Page 10 17/03/02 13:54  v5.51

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

３
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
七
年
、

登
録
番
号
0190867

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

４
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、

登
録
番
号
0190868

＊
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

５
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、

登
録
番
号
0190869

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
作
家
の
日
記

６
』
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
四
八
年
、

登
録
番
号
0190870（
以
上
、
米
川
正
夫
訳
本
は
『
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
全
集
』）

＊
メ
レ
ジ
コ
フ
ス
キ
イ
『
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
：
宗
教
思
想
篇
』
香
島
次
郎

訳
、
朱
雀
書
林
、
一
九
四
二
年
、
登
録
番
号
0190948

ツ
ゥ
ル
ナ
イ
ゼ
ン
『
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
研
究
：
弁
証
法
神
学
よ
り
観
た
る
』
丸
川
仁

夫
訳
、
新
生
堂
、
一
九
三
四
年
、
登
録
番
号
0190949

＊
Ｊ
・
Ｍ
・
マ
リ
『
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
：
作
品
と
生
涯
』
西
村
孝
次
訳
、
文
学
界
社
、

一
九
三
六
年
、
登
録
番
号
0190951

ウ
オ
ル
イ
ン
ス
キ
イ
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
』
埴
谷
雄
高
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九

年
、
登
録
番
号
0190960

＊
ニ
コ
ラ
イ
・
ベ
ル
ヂ
ャ
ー
エ
フ
『
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
の
世
界
観
』
香
島
次
郎
訳
、
朱

雀
書
林
、
一
九
四
一
年
、
登
録
番
号
0190962

ウ
オ
ル
ィ
ン
ス
キ
イ
『
美
の
悲
劇
：
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
白
痴
』
研
究
』
大
島
か
お
り

訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
四
年
、
登
録
番
号
0190965

＊
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
著
・
神
西
清
訳
編
『
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
歴
程
』
河
出
書
房
、

一
九
四
九
年
、
登
録
番
号
0190966

作
田
啓
一
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
世
界
』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
八
年
、
登
録
番
号

0190969

シ
ク
ロ
フ
ス
キ
ー
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
：
肯
定
と
否
定
』
水
野
忠
夫
訳
、
勁
草
書
房
、

一
九
六
六
年
、
登
録
番
号
0190970

ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
『
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
書
簡
集
：
禁
行
』
笠
間
杲
雄
訳
、
改
造

社
、
一
九
三
〇
年
、
登
録
番
号
0190971

＊
ヤ
ン
コ
・
ラ
ヴ
リ
ン
『
超
人
の
悲
劇
：
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
の
生
涯
と
哲
学
』
市
川
白
弦
訳
、

ふ
た
ら
書
房
、
一
九
四
〇
年
、
登
録
番
号
0190972

弘
文
堂
編
集
部
編
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
哲
学
：
神
・
人
間
・
革
命
』
弘
文
堂
、
一
九

五
〇
年
、
登
録
番
号
0190973

ア
ン
ナ
・
ゼ
ー
ガ
ー
ス
『
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
』
伊
東
勉
訳
、
未
来
社
、

一
九
六
六
年
、
登
録
番
号
0190974

メ
レ
ジ
ュ
コ
ー
フ
ス
キ
イ『
ト
ル
ス
ト
イ
と
ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
』（『
世
界
名
著
叢
書
』

第
七
編
）
昇
曙
夢
訳
、
東
京
堂
、
一
九
二
四
年
、
登
録
番
号
0190975

ア
ン
ド
レ
・
ジ
イ
ド
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
論
』
武
者
小
路
実
光
訳
、
日
本
社
、
一
九
四

六
年
、
登
録
番
号
0190976

＊
シ
ェ
ス
ト
フ
『
悲
劇
の
哲
学
』
木
寺
黎
二
・
小
面
孝
作
訳
、
三
笠
書
房
、
一
九
三
九
年
、

登
録
番
号
0190980

久
山
康
編
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
の
世
界
観
』
基
督
教
学
徒
兄
弟
団
、
一
九
五
三
年
、
登

録
番
号
0191381

内
村
剛
介
『
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
』（『
人
類
の
知
的
遺
産
』
第
五
一
巻
）
講
談
社
、
一
九

七
八
年
、
登
録
番
号
0193189

ド
ス
ト
エ
ー
フ
ス
キ
イ
『
ス
チ
ェ
パ
ン
チ
コ
ヴ
ォ
村
と
そ
の
住
人

１
』（『
ド
ス
ト
エ
ー

フ
ス
キ
イ
全
集
』
第
六
巻
）
米
川
正
夫
訳
、
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
年
、
登
録
番
号

0193992

埴
谷
雄
高
『
埴
谷
雄
高
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
全
論
集
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、
登
録
番

号
0205337

⑵

親
鸞
著
作
・
関
連
書

親
鸞
述
・
唯
圓
編
『
歎
異
抄
』
金
子
大
栄
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
改
版
、
一
九
五
八
年
、
登

録
番
号
0180535

中
島
誠
『
変
容
の
時
代
の
日
本
学
：
親
鸞
・
宣
長
・
柳
田
國
男
』
春
秋
社
、
一
九
九
三
年
、

登
録
番
号
0180824

野
間
宏
『
親
鸞
』
岩
波
新
書
、
一
九
七
三
年
、
登
録
番
号
0182131

後
藤
宏
行
『
転
向
と
伝
統
思
想
：
昭
和
史
の
中
の
親
鸞
と
西
鶴
』
思
想
の
科
学
社
、
一
九

七
七
年
、
登
録
番
号
0183043

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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相
良
亨
ほ
か
編
集
『
自
然
』（『
講
座
日
本
思
想
』
第
一
巻
）
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八

三
年
、
登
録
番
号
0184925

佐
藤
正
英
『
歎
異
抄
論
註
』
青
土
社
、
一
九
八
九
年
、
登
録
番
号
0185391

家
永
三
郎
教
授
東
京
教
育
大
学
退
官
記
念
論
集
刊
行
委
員
会
編
『
古
代
・
中
世
の
社
会
と

思
想
』（『
家
永
三
郎
教
授
東
京
教
育
大
学
退
官
記
念
論
集
』
第
一
巻
）
三
省
堂
、
一
九

七
九
年
、
登
録
番
号
0185481

増
谷
文
雄
・
遠
藤
周
作
『
親
鸞
：
親
鸞
講
義
』
朝
日
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
登
録
番
号

0185664

東
本
願
寺
出
版
部
編
『
親
鸞
の
世
界
』
東
本
願
寺
出
版
部
、
一
九
六
四
年
、
登
録
番
号

0185665

＊
赤
松
俊
秀
『
親
鸞
』（
日
本
歴
史
学
会
編
『
人
物
叢
書
』
第
六
五
巻
）
吉
川
弘
文
館
、
一
九

六
一
年
、
登
録
番
号
0185670

＊
唐
澤
富
太
郎
『
親
鸞
の
人
間
観
・
教
育
観
』
第
一
書
房
、
一
九
四
二
年
、
登
録
番
号

0185730

＊
加
藤
周
一
『
親
鸞
：
一
三
世
紀
思
想
の
一
面
』（『
日
本
文
化
研
究
』
第
八
巻
）
新
潮
社
、

一
九
六
〇
年
、
登
録
番
号
0186870

親
鸞
『
教
行
信
證
』
金
子
大
榮
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
七
年
、
登
録
番
号
0189002

＊
親
鸞
述
・
唯
圓
編
『
歎
異
抄
』
金
子
大
栄
校
訂
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
一
年
、
登
録
番
号

0189004

野
間
宏
『
歎
異
抄
』
増
補
新
版
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
八
年
、
登
録
番
号
0189676

西
田
幾
多
郎
著
・
竹
内
良
知
編
『
西
田
幾
多
郎
集
』（『
近
代
日
本
思
想
大
系
』
第
一
一
巻
）

筑
摩
書
房
、
一
九
七
四
年
、
登
録
番
号
0192083

三
木
清
著
・
住
谷
一
彦
編
『
三
木
清
集
』（『
近
代
日
本
思
想
大
系
』
第
二
七
巻
）
筑
摩
書

房
、
一
九
七
五
年
、
登
録
番
号
0192097

三
木
清
『
三
木
清
全
集
』
第
一
八
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、
登
録
番
号
0192715

親
鸞
『
親
鸞
：
教
行
信
証
』（『
原
典
日
本
仏
教
の
思
想
』
第
六
巻
）
星
野
元
豊
・
石
田
充

之
・
家
永
三
郎
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
、
登
録
番
号
0193397

笠
原
一
男
『
親
鸞
研
究
ノ
ー
ト
』
図
書
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
、
登
録
番
号
0193585

親
鸞
著
・
石
田
瑞
麿
編
訳
『
親
鸞
』（『
日
本
の
名
著
』
第
六
巻
）
中
央
公
論
社
、
一
九
六

九
年
、
登
録
番
号
0195611

親
鸞
著
・
増
谷
文
雄
編
『
親
鸞
集
』（『
日
本
の
思
想
』
第
三
巻
）
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八

年
、
登
録
番
号
0203069

＊
親
鸞
『
親
鸞
』（『
日
本
思
想
大
系
』
第
一
一
巻
）
星
野
元
豊
・
石
田
充
之
・
家
永
三
郎
校

注
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
登
録
番
号
0203111

三
木
清
ほ
か
『
現
代
評
論
集
』（『
現
代
日
本
文
学
大
系
』
第
九
七
巻
）
筑
摩
書
房
、
一
九

七
三
年
、
登
録
番
号
0205270

梅
本
克
己
『
宗
教
・
文
学
・
人
間
』（
梅
本
克
己
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
梅
本
克
己
著
作

集
』
第
九
巻
）
三
一
書
房
、
一
九
七
八
年
、
登
録
番
号
0205309

な
お
、
家
永
三
郎
に
よ
る
親
鸞
の
思
想
史
的
研
究
の
す
ぐ
れ
た
も
の
の
一
つ
『
日
本
思

想
史
に
於
け
る
否
定
の
論
理
の
発
達
』（
弘
文
堂
、
一
九
四
〇
年
、
登
録
番
号
0193328）

の
所
蔵
も
認
め
ら
れ
る
が
、
丸
山
に
よ
る
書
込
み
等
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
書
目
の
ほ
か
、
宗
教
に
た
い
す
る
丸
山
の
関
心
を
知
る
上
で
波
多
野
精
一

著
作
と
そ
れ
へ
の
書
込
み
が
重
要
で
あ
る
（
松
沢
弘
陽
教
授
の
指
摘
に
よ
る
）。
丸
山
文

庫
に
は
以
下
の
波
多
野
著
作
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

＊
波
多
野
精
一
『
時
と
永
遠
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
、
登
録
番
号
0181599

波
多
野
精
一
『
宗
教
哲
学
序
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
、
登
録
番
号
0187815

＊
波
多
野
精
一
『
宗
教
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
、
登
録
番
号
0188667

以
上
に
と
り
あ
げ
た
書
目
の
う
ち
、
た
と
え
ば
、
波
多
野
『
宗
教
哲
学
』
の
末
尾
に
は
、

「
年
の
始
め
よ
り
肋
膜
肺
炎
を
患
ひ
て
漸
く
床
を
離
る
ゝ
を
許
さ
れ
た
る
日

一
九
三

八
・
三
・
五
読
了
」、
ま
た
、
ベ
ル
ヂ
ャ
ー
エ
フ
『
ド
ス
ト
イ
ェ
フ
ス
キ
イ
の
世
界
観
』
の

末
尾
に
は
、「
一
九
四
三
・
九
・
八
」
と
し
て
、
読
了
日
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、
丸
山
が
関

心
を
示
し
た
時
期
を
推
定
す
る
上
で
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

（
２
)
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
資
料
類
に
は
、
こ
の
書
評
の
た
め
に
丸
山
が
作
成
し
た
膨
大
な

草
稿
・
メ
モ
類
が
あ
る
（「「
ベ
ラ
ー
『
徳
川
時
代
の
宗
教
』
に
つ
い
て
」
関
連
メ
モ
」
資

料
番
号
306。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
画
像
枚
数
に
よ
れ
ば
実
に
一

四
二
枚
に
及
ぶ
）。

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）
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ま
た
、
同
文
庫
所
蔵
の
図
書
資
料
類
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
ベ
ラ
ー
の
著
作
が
多
数

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
一
覧
を
掲
げ
る
（
丸
山
没
後
に
丸
山
文
庫
が
収
集
し

た
ベ
ラ
ー
の
丸
山
論
文
献
を
含
む
）。
な
お
一
覧
の
表
記
方
法
に
つ
い
て
は
注
１
を
参

照
。

Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
ほ
か
『
心
の
習
慣
：
ア
メ
リ
カ
個
人
主
義
の
ゆ
く
え
』
島
薗
進
・
中
村

啓
志
共
訳
、
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
一
年
、
登
録
番
号
0180080

＊Robert
N
.Bellah,T

okugaw
a

religion
:
the

values
of

pre-industrial
Japan,

登
録
番
号
0180407

N
ew

Y
ork:Free

Press,c1957.

登
録
番
号

RobertN
.Bellah,etc.,T

he
G
ood

society,N
ew

Y
ork:K

nopf,1991.

0180439

＊RobertN
.Bellah,etc.,H

abitsoftheheart:individualism
and

com
m

itm
entin

登
録
番
号

A
m

erican
life,Berkley:U

niversity
of

California
Press,c1985.

0180460

RobertN
.Bellah,T

he
broken

covenant:A
m

erican
civilreligion

in
a
tim

e
of

登
録
番
号

trial(T
heW

eillectures:1971),N
ew

Y
ork:Seabury

Press,1975.

0180528

Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
『
社
会
変
革
と
宗
教
倫
理
』
河
合
秀
和
訳
、
未
来
社
、
一
九
七
三
年
、

登
録
番
号
0183122、
0192892

ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
『
破
ら
れ
た
契
約
：
ア
メ
リ
カ
宗
教
思
想
の
伝
統
と
試
練
』
松

本
滋
・
中
川
徹
子
訳
、
未
来
社
、
一
九
八
三
年
、
登
録
番
号
0183582

Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
『
徳
川
時
代
の
宗
教
』
池
田
昭
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
九
六
年
、
登
録

番
号
0189425

Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
『
宗
教
と
社
会
科
学
の
あ
い
だ
』
葛
西
実
・
小
林
正
佳
訳
、
未
来
社
、

一
九
七
四
年
、
登
録
番
号
0191948

＊
Ｒ
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
『
日
本
近
代
化
と
宗
教
倫
理
：
日
本
近
世
宗
教
論
』
堀
一
郎
・
池
田
昭

訳
、
未
来
社
、
一
九
六
二
年
、
登
録
番
号
0205626

＊M
arius

B.
Jansen

(ed.)；
contributors,

Robert
N
.
Bellah,

etc.,
Changing

Japanese
attitudes

tow
ard

m
odernization,

Princeton,
N
.J.:

Princeton

登
録
番
号
0206013

U
niversity

Press,c1965.
Irw

in
Scheiner,

M
odern

Japan
:

an
interpretive

anthology,
N
ew

Y
ork:

登
録
番
号
0206023

M
acm

illan,c1974.
Robert

N
.
Bellah,

T
w
o

lectures,
Berkley:

Center
for

Japanese
studies,

登
録
番
号
0210175

U
niversity

ofCalifornia,2007?.
Robert

N
.Bellah,Im

agining
Japan

:the
Japanese

tradition
and

its
m

odern

登
録
番
号

interpretation,Berkley:U
niversity

of
California

Press,c2003.

0210638

ロ
バ
ー
ト
・
Ｎ
・
ベ
ラ
ー
・
島
薗
進
・
奥
村
隆
編
著
『
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
：

ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
と
の
対
話
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
登
録
番
号
0210843

（
３
)
ベ
ラ
ー
の
「
市
民
宗
教
」
に
た
い
す
る
丸
山
の
考
え
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
発

言
の
な
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
（「「〈
Ｏ
正
統
と
Ｌ
正
統
〉（
含
、
国
体
論
）」
談
話
速

記

一
九
八
九
年
一
〇
月
二
三
日
」（
資
料
番
号

）
三
三
―
三
五
頁
）。
参
考
ま
で

720-2

に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

丸
山
は
、
一
九
六
〇
年
代
（
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
沈
静
化
の
後
）
の
米
国
に
お
け
る
公
民

権
運
動
と
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
と
を
、
米
国
の
民
主
主
義
の
「
思
想
的
基
礎
」（
Ｏ
正
統
：

O
rthodoxy）
に
問
い
を
発
し
た
運
動
と
し
て
取
り
上
げ
、
両
運
動
が
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ

シ
ュ
メ
ン
ト
か
ら
「「
反
国
体
」
的
な
行
動
様
式
」
と
見
な
さ
れ
得
る
と
し
た
上
で
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ラ
ー
が
シ
ビ
ッ
ク
・
レ
リ
ジ
ョ
ン
を
提
唱
し
た
の
も
こ
う
し
た
社
会

的
背
景
に
お
い
て
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
価
値
相
対
主

義
の
氾
濫
と
、
そ
れ
に
相
伴
っ
て
進
行
す
る
社
会
的
退
廃
と
病
理
現
象
に
対
す
る
歯

止
め
の
企
て
と
し
て
、
や
は
り
ア
メ
リ
カ
国
体
明
徴
運
動
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ

う
。（
ぼ
く
が
行
っ
た
と
き
、「
お
前
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
国
体
明
徴
運
動
じ
ゃ
な

い
か
」
と
言
っ
た
ら
、
ベ
ラ
ー
は
声
を
立
て
て
笑
い
ま
し
た
。
決
し
て
否
定
し
な
か
っ

た
。）彼
が
ア
メ
リ
カ
憲
法
よ
り
も
特
に
独
立
宣
言
の
意
義
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
も
、

Ｌ
正
統
〔
Legitim
acy
を
指
す
―
―
筆
者
〕
の
自
明
な
繰
り
返
し
以
上
に
そ
の
思
想

的
基
礎
づ
け
と
し
て
の
Ｏ
正
統
の
探
究
の
意
図
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
論
議
の
範
囲
は

や
や
限
定
さ
れ
る
が
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
八
〇
年
代
以
後
の
動
向
が
行
動
主
義
的

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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（
ビ
ヘ
イ
ビ
ア
リ
ズ
ム
）
ア
プ
ロ
ー
チ
の
全
盛
時
代
に
駆
逐
さ
れ
た
か
に
見
え
た
レ

オ
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
自
然
法
論
の
見
直
し
、
あ
る
い
は
シ
ェ
ル
ド
ン
・
ウ
ォ
ー
リ
ン

に
よ
る
ま
さ
に
正
統
性
の
問
題
を
正
面
か
ら
押
し
出
し
た
政
治
学
の
根
本
的
再
建
の

た
め
の
一
連
の
企
図
な
ど
も
、
経
験
的
実
証
主
義
と
価
値
相
対
主
義
の
一
方
的
進
行

と
し
て
現
代
の
思
想
的
動
向
を
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。（
オ
ー
ソ
ド

ク
シ
ー
は
古
く
な
っ
て
い
な
い
。）」

な
お
、
当
該
資
料
は
、
研
究
会
の
音
源
を
筑
摩
書
房
編
集
者
が
活
字
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
明
ら
か
な
誤
植
は
断
り
な
く
訂
正
し
た
他
は
、
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。
関
連
資
料
の
概

要
等
に
つ
い
て
は
、
河
野
有
理
「
Legitim
acy
の
浮
上
と
そ
の
隘
路
―
―
「
正
統
と
異

端
」
研
究
会
と
丸
山
政
治
学
」『
現
代
思
想
』
第
四
二
巻
第
一
一
号
（
臨
時
増
刊
号
）、
二

〇
一
四
年
八
月
を
参
照
。

プロテスタント的想像力（アンドリュー・Ｅ・バーシェイ）
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻

昭
和
二
十
五
年
度

政
治
学
史
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昭
和
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十
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年
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解

題

渡
辺

浩

こ
こ
に
翻
刻
し
た
の
は
、
丸
山
眞
男
「
昭
和
二
十
五
年
度

東
大
法
学
部

政

治
学
史
講
義
草
稿
（
未
完
）」（
草
稿
の
納
め
ら
れ
た
袋
に
本
人
自
筆
で
そ
う
書
か

れ
て
い
る
）
の
全
て
で
あ
る
（
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
、
資
料
番
号
四
九
二
。
東
京

女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
、
公
開
さ
れ

て
い
る
）。
な
お
、
草
稿
自
体
の
冒
頭
に
も
、
自
筆
で
「
昭
和
二
十
五
年
度

政
治

学
史
講
義
草
稿
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
内
容
と
照
ら
し
て
も
、
こ
れ
が
そ
の
表
題

通
り
の
資
料
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
一
九
五
〇
年
十
一
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
東
京
大
学
法

学
部
の
冬
学
期
に
、
丸
山
が
行
っ
た
「
政
治
学
史
」
の
講
義
草
稿
で
あ
る
。
但
し
、

丸
山
の
肺
結
核
発
病
に
よ
っ
て
講
義
は
年
内
で
終
了
と
な
り
、
当
初
の
計
画
よ
り

は
る
か
に
短
い
ま
ま
に
中
断
し
た
。
そ
れ
が
、「
未
完
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
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（
一
）

東
京
大
学
法
学
部
に
お
け
る
（
今
も
続
い
て
い
る
）「
政
治
学
史
」
と
い
う
科
目

は
、
西
洋
に
お
け
る
、
政
治
に
関
す
る
規
範
的
な
も
の
を
含
む
学
説
・
理
論
の
歴

史
を
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
西
洋
政
治
思
想
史
と
も
い
え
る
。
ま
た
、「
政
治
理
論

史
」
と
も
同
義
で
あ
る
。
実
際
、
こ
の
科
目
を
永
く
担
当
し
た
南
原
繁
の
主
著
の

一
つ
は
、『
政
治
理
論
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
）
で
あ
る
。
そ
し

て
、
一
九
五
一
年
七
月
に
助
教
授
に
昇
任
し
、
南
原
の
後
継
者
と
な
っ
た
福
田
歓

一
の
、
そ
の
講
義
を
元
に
し
た
著
書
は
『
政
治
学
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九

八
五
年
）
で
あ
る
。
こ
の
二
点
の
書
物
は
ほ
ぼ
同
じ
対
象
を
扱
っ
て
い
る
。

何
故
、
西
洋
の
政
治
思
想
史
が
政
治
学
史
・
政
治
理
論
史
と
い
っ
た
一
般
的
な

名
称
を
冠
せ
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
悪
名
高
い
「
西
洋
中
心
主
義
」
で
は
な
い

か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
以
下
の
よ
う
な
考
え
に
基
づ
い
て
い
る
。

既
に
戦
前
の
日
本
に
お
い
て
も
、政
治
を
論
ず
る
時
の
重
要
な
用
語
の
多
く（
帝

国
・
憲
法
・
元
首
・
統
治
権
・
議
会
・
立
法
権
・
臣
民
・
権
利
・
義
務
・
自
由
・

所
有
権
・
司
法
権
、
そ
し
て
、
主
権
・
憲
政
・
立
憲
・
文
明
・
進
歩
・
国
民
・
民

族
・
国
粋
・
社
会
・
政
党
・
外
交
・
植
民
地
等
）
は
、
西
洋
の
概
念
の
翻
訳
語
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
明
治
天
皇
制
自
体
も
、
実
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
の
起
草
者
、
伊
藤
博
文
が
枢

密
院
で
の
憲
法
草
案
審
議
冒
頭
の
演
説
で
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
あ
る
（『
枢
密

院
会
議
議
事
録
』
一
八
八
八
年
六
月
十
八
日
）。
ま
し
て
、
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の

骨
格
自
体
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
以
来
の
長
い
歴
史
を
基
盤
に
し
て
西
洋
近
代
に
確
立

し
た
政
治
原
理
に
基
づ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
近
代
日
本
の
国
家
と
政
治
の
基
本

は
、
西
洋
政
治
思
想
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
よ
く
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
意
味
で
、
西
洋
政
治
思
想
史
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
も
、
単
に
「
彼
等
」（
西
洋

人
）
の
政
治
思
想
史
で
は
な
い
。「
我
々
」（
日
本
人
）
の
政
治
思
想
史
な
の
で
あ

る
。
し
か
も
、
現
在
で
は
、
世
界
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
国
が
そ
の
「
主
権
」
を
主
張

し
、
大
多
数
の
国
が
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
国
で
あ
る
と
称
し
、（
国
際
連
合
憲
章

を
受
け
入
れ
て
い
る
以
上
は
）
国
民
の
一
人
一
人
に
「
基
本
的
人
権
」
の
あ
る
こ

と
を
認
め
て
い
る
（
は
ず
で
あ
る
）。

だ
と
す
れ
ば
、
西
洋
政
治
思
想
史
と
は
人
類
に
と
っ
て
の
「
政
治
学
史
」「
政
治

理
論
史
」
だ
、
と
言
う
の
も
、
ま
っ
た
く
の
僭
称
で
は
あ
る
ま
い
。
近
代
・
現
代

の
世
界
の
現
実
の
中
に
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
る
の
で
あ
る
。

（
二
）

「
東
洋
政
治
思
想
史
」
と
い
う
科
目
の
担
当
者
だ
っ
た
丸
山
が
、
一
九
五
〇
年
度

に
、
そ
の
本
務
で
は
な
い
「
政
治
学
史
」
の
講
義
を
担
当
し
た
の
は
何
故
か
。
そ

の
理
由
は
、
お
そ
ら
く
以
下
の
通
り
で
あ
る
（『
東
京
大
学
百
年
史
』
等
を
参
考
に

し
た
）。

第
一
に
、
本
来
の
担
当
者
で
あ
り
、
総
長
就
任
後
も
講
義
を
続
け
て
い
た
南
原

繁
が
そ
の
年
の
三
月
に
定
年
（
六
〇
歳
）
を
も
っ
て
法
学
部
教
授
を
辞
し
、
政
治

学
史
の
担
当
者
が
不
在
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
（
南
原
は
教
授
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
総
長
と
し
て
は
な
お
在
任
し
、
翌
年
十
二
月
に
矢
内
原
忠
雄
に
代
わ
る
）。
そ

し
て
第
二
に
、
丸
山
の
助
手
在
任
中
の
指
導
教
官
は
そ
の
南
原
繁
で
あ
っ
た
。
そ

― 49 ―



し
て
、
み
ず
か
ら
も
西
洋
政
治
思
想
史
の
研
鑽
を
積
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
、
そ
れ

ま
で
に
発
表
し
た
論
文
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
翌
一
九
五
一
年
度
の
政
治
学
史
講
義
は
、
堀
豊
彦
（
一
九
四
六
年
七
月

に
九
州
大
学
よ
り
転
任
。
政
治
原
論
）
が
担
当
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
堀
が

五
〇
年
度
の
政
治
学
史
の
講
義
を
も
担
当
す
る
こ
と
は
あ
り
え
た
。
何
故
、
五
〇

年
度
に
堀
が
担
当
し
な
か
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
前
記
の
よ
う
に
福
田

歓
一
は
、
ま
だ
助
教
授
に
昇
任
し
て
い
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
丸
山
は
、
助
教
授
に
就
任
後
、
一
九
四
二
年
十
月
五
日
以
来
政
治

学
政
治
学
史
第
三
講
座
「
担
任
」
だ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年
四
月
一
日
に
同
第
二

講
座
「
担
任
」
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
年
に
政
治
学
史
の
講
義
を
担
当

し
た
こ
と
と
関
係
が
無
い
。『
丸
山
眞
男
集
』
別
巻
の
年
譜
な
ど
に
は
、
関
係
が
あ

る
か
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
現
に
、
一
九
六
〇

年
ま
で
丸
山
は
第
二
講
座
「
担
任
」
だ
が
、
こ
の
一
九
五
〇
年
度
以
外
、
一
度
も

政
治
学
史
の
講
義
は
し
て
い
な
い
。

以
下
、
念
の
た
め
に
、
か
つ
て
の
国
立
大
学
の
講
座
と
い
う
も
の
の
性
質
と
東

京
大
学
法
学
部
に
お
け
る
そ
の
実
際
の
運
用
の
方
式
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

従
来
の
国
立
大
学
が
国
立
大
学
法
人
へ
と
そ
の
性
質
を
大
き
く
変
え
た
い
わ
ゆ

る
法
人
化
（
二
〇
〇
四
年
）
以
前
、
国
立
大
学
の
講
座
と
は
、
本
来
、
あ
る
専
門

分
野
の
研
究
と
教
育
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
組
織
上
の
単
位
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は

教
官
の
定
員
（
例
え
ば
、
教
授
一
名
、
助
教
授
一
名
、
助
手
一
名
。
最
低
限
の
こ

の
三
定
員
が
認
め
ら
れ
ず
、
例
え
ば
助
手
の
定
員
が
無
い
場
合
、「
不
完
全
講
座
」

と
呼
ぶ
。）
を
有
し
、
さ
ら
に
（
定
員
が
埋
ま
っ
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
）

一
定
の
予
算
が
講
座
当
た
り
経
費
と
し
て
国
費
か
ら
配
当
さ
れ
た
。

し
か
し
、
東
大
法
学
部
に
お
い
て
は
、
予
算
は
完
全
に
、
定
員
も
あ
る
程
度
、

集
中
的
に
管
理
し
、
運
用
し
て
い
た
（
以
下
の
記
述
は
、
主
に
渡
辺
の
経
験
に
基

づ
く
）。
そ
の
意
味
で
、講
座
は
、研
究
・
教
育
の
独
立
し
た
単
位
で
は
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
講
座
当
た
り
の
配
当
予
算
は
専
ら
そ
の
講
座
の
た
め
に
使
用
す
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
研
究
費
の
主
要
部
分
を
な
す
図
書
の
購
入
決
定
は
、

講
座
当
た
り
配
当
予
算
・
学
生
当
た
り
配
当
予
算
等
を
合
算
し
た
学
部
全
体
の
予

算
の
中
か
ら
毎
年
度
図
書
予
算
を
決
め
、
そ
こ
か
ら
、
教
授
・
助
教
授
な
ど
の
個

別
の
購
入
希
望
を
参
考
に
し
つ
つ
、（
教
授
・
助
教
授
か
ら
選
ば
れ
た
委
員
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
）
図
書
委
員
会
の
判
断
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
（
そ
の
た
め
、
講
座

毎
に
請
求
し
て
、
同
一
の
本
を
学
部
で
複
数
買
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
無
い
。
同

一
の
本
は
学
部
で
一
冊
し
か
購
入
せ
ず
、
法
学
部
図
書
室
所
蔵
と
し
、
共
同
で
使

用
す
る
）。
ま
た
、
教
授
・
助
教
授
が
自
由
に
使
用
で
き
る
「
個
人
研
究
費
」
と
い

う
も
の
は
無
い
。
研
究
・
教
育
に
使
用
す
る
文
房
具
な
ど
は
自
弁
が
普
通
で
あ
る

（
物
資
の
少
な
い
時
代
、
後
記
の
よ
う
に
、
講
義
草
稿
に
出
版
社
の
原
稿
用
紙
や

使
用
済
み
原
稿
用
紙
の
裏
面
が
利
用
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
事
情
に
よ
る
）。

定
員
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
、
助
手
定
員
は
、
実
際
上
、
全
体
で
プ
ー
ル
し
て

用
い
た
。
全
体
の
助
手
定
員
に
空
き
が
あ
れ
ば
（
通
常
、
あ
っ
た
）、
助
手
定
員
の

無
い
不
完
全
講
座
の
教
授
を
指
導
教
官
と
す
る
助
手
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

え
た（
公
式
文
書
に
は
、他
の
講
座
の
助
手
と
し
て
記
載
さ
れ
る
）。
そ
の
意
味
で
、

ど
の
講
座
が
「
完
全
」
で
、
ど
の
講
座
が
「
不
完
全
」
で
あ
る
か
は
、
実
際
上
ほ
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と
ん
ど
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
。

教
授
・
助
教
授
定
員
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
形
式
化
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
同

一
名
で
複
数
設
置
さ
れ
て
い
る
講
座
（
民
法
第
一
講
座
、
民
法
第
二
講
座
な
ど
。

「
ナ
ン
バ
ー
講
座
」
と
通
称
し
た
。）
に
つ
い
て
は
、
一
体
的
に
運
用
す
る
の
が
慣

例
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
元
来
は
、
政
治
学
政
治
学
史
第
一
講
座
は
政
治
原
論

を
、
第
二
講
座
は
政
治
学
史
を
、
第
三
講
座
は
東
洋
政
治
思
想
史
を
、
そ
の
専
門

分
野
と
す
る
も
の
の
、
こ
の
三
科
目
の
担
当
者
で
あ
る
教
授
・
助
教
授
を
形
式
上

ど
の
講
座
の
「
担
任
」
と
す
る
か
は
、
専
門
分
野
に
よ
ら
な
か
っ
た
。
基
本
的
に

講
座
の
ナ
ン
バ
ー
と
年
齢
順
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
学
政
治

学
史
系
の
科
目
担
当
者
で
最
年
長
の
教
授
を
第
一
講
座
「
担
任
」
に
、
次
ぎ
の
教

授
を
第
二
講
座
「
担
任
」
と
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
三
月
三
十
一

日
に
南
原
が
退
官
し
、
年
齢
で
堀
に
次
ぐ
第
二
順
位
と
な
っ
た
丸
山
が
、
同
年
四

月
一
日
以
降
、第
二
講
座「
担
任
」と
な
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
第
一
講
座
「
担
任
」
の
堀
が
一
九
六
〇
年
三
月
に
定
年
に
よ
っ
て
退
官
す
る

と
、
同
年
四
月
一
日
、
丸
山
は
第
一
講
座
「
担
任
」
に
繰
り
上
が
っ
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
「
異
動
」
は
、「
ナ
ン
バ
ー
講
座
」
の
内
の
ど
の
講
座
の
「
定
員
」
を
形
式
上

埋
め
て
い
る
か
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
公
式
の
履
歴
書
等
に
重
々
し
く
記
載

さ
れ
て
い
て
も
、
意
味
は
ほ
と
ん
ど
無
い
（
実
際
上
、
学
部
長
の
裁
量
で
決
め
、

当
人
も
ほ
と
ん
ど
意
識
し
な
い
）。
ま
し
て
、
現
実
の
科
目
担
当
と
は
無
関
係
な

の
で
あ
る
。

な
お
、
政
治
学
政
治
学
史
の
三
つ
の
講
座
は
、
一
九
六
五
年
四
月
に
、
そ
れ
ぞ

れ
政
治
原
論
・
政
治
学
史
・
ア
ジ
ア
政
治
思
想
史
と
い
う
三
つ
の
異
な
る
名
称
の

講
座
へ
と
編
制
変
え
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
時
以
来
、
辞
職
す
る
一
九
七
一

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
丸
山
は
ア
ジ
ア
政
治
思
想
史
講
座
「
担
任
」
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
学
部
で
は
「
日
本
政
治
思
想
史
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
た
。

（
三
）

以
下
、
こ
の
「
草
稿
」
の
書
誌
的
な
事
項
に
つ
い
て
述
べ
る
。

使
用
さ
れ
て
い
る
原
稿
用
紙
は
、
次
ぎ
の
五
種
類
で
あ
る
。

①
岩
波
書
店
原
稿
用
紙
（
Ｂ
５
判
、
二
百
字
詰
め
）
八
三
枚

②
政
治
教
育
協
会
原
稿
用
紙
（
Ｂ
５
判
、
二
百
字
詰
め
）
四
枚

③
日
本
評
論
社
原
稿
用
紙
（
Ｂ
５
判
、
二
百
字
詰
め
）
二
枚

④
原
稿
用
紙
（
赤
罫
、
Ｂ
５
判
、
二
百
字
詰
め
）
四
〇
枚

⑤
原
稿
用
紙
（
茶
罫
、
Ｂ
５
判
、
二
百
字
詰
め
）
三
枚

右
の
う
ち
、
岩
波
書
店
原
稿
用
紙
の
一
部
（
三
五
枚
）
は
、
以
下
の
作
品
の
草

稿
の
裏
面
が
用
い
ら
れ
て
い
る
（
川
口
雄
一
・
播
磨
崇
晃
の
調
査
に
よ
る
）。

①
「
守
田
正
義
「
近
代
音
楽
」」（
初
出
、『
日
本
読
書
新
聞
』
一
九
五
〇
年
六

月
七
日
。『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
巻
所
収
）

②
「
ラ
ス
ウ
ェ
ル
「
権
力
と
人
格
」」（
初
出
、『
日
本
政
治
学
会
年
報

政
治

学
』
一
九
五
〇
年
十
月
、
岩
波
書
店
。『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
巻
所
収
）

③
蝋
山
政
道
・
堀
豊
彦
・
岡
義
武
・
中
村
哲
・
辻
清
明
・
丸
山
眞
男
「
討
論

日
本
に
お
け
る
政
治
学
の
過
去
と
将
来
」（
初
出
、『
日
本
政
治
学
会
年
報

政
治
学
』
一
九
五
〇
年
十
月
、
岩
波
書
店
。
後
に
蝋
山
政
道
『
日
本
に
お
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け
る
近
代
政
治
学
の
発
達
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
六
八
年
）
に
収
録
）

④
「
恐
怖
の
時
代
」（
初
出
、『
思
想
』
一
九
五
〇
年
十
二
月
号
、
岩
波
書
店
。

『
丸
山
眞
男
集
』
第
五
巻
所
収
）

⑤
「「
西
園
寺
公
と
政
局
」
あ
と
が
き
」（
初
出
、『
西
園
寺
公
と
政
局
』
第
一

巻
、
一
九
五
〇
年
、
岩
波
書
店
。『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
巻
所
収
）

ま
た
、
日
本
評
論
社
原
稿
用
紙
の
二
枚
は
、
以
下
の
作
品
の
草
稿
の
裏
面
で
あ

る
。「

歴
史
と
伝
記
」（
初
出
、
清
水
幾
太
郎
・
大
河
内
一
男
編
『
学
生
と
読
書
』
一

九
五
〇
年
、
日
本
評
論
社
。『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
巻
所
収
）

（
四
）

丸
山
文
庫
は
、「
昭
和
二
十
五
年
度

政
治
学
史
試
験
問
題
」
と
自
筆
で
題
す
る

封
筒
入
り
資
料
も
所
蔵
し
て
い
る
（
資
料
番
号
九
一
一
―
一
）。
問
題
は
二
題
で
、

次
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

「
一
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
（
文
芸
復
興
）
と
リ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
宗
教
改
革
）

と
の
思
想
的
関
係
を
述
べ
な
さ
い
。

二
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
思
想
を
諸
君
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
ま
す
か
。」

短
期
間
で
中
断
し
た
講
義
に
つ
い
て
、
実
際
に
こ
の
問
題
に
よ
る
期
末
試
験
が

実
施
さ
れ
た
の
か
、
疑
問
が
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
証
拠
か
ら
、

実
際
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
一
に
、
こ
の
問
題
文
を
収
め
る
封
筒
に
は
、
印
鑑
を
上
下
二
個
所
に
押
し
て

厳
重
に
封
じ
て
あ
っ
た
形
跡
が
あ
る
。
し
か
も
、
そ
の
印
鑑
は
、
丸
山
で
は
な
く
、

別
の
姓
（「
高
野
」）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
丸
山
か
ら
こ
の
封
筒
を
預
か
り
、
試

験
当
日
ま
で
保
管
の
責
任
を
有
し
て
い
た
人
の
印
鑑
で
あ
ろ
う
（
前
年
に
助
教
授

と
な
っ
た
ば
か
り
の
高
野
雄
一
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）。
コ
ピ
ー
機
械
の
無
い

当
時
、
当
日
の
試
験
監
督
者
は
、
こ
の
封
筒
を
直
前
に
開
封
し
、
問
題
を
教
室
の

黒
板
に
書
い
て
試
験
を
実
施
し
た
の
で
あ
ろ
う
（
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
ま

で
、
当
日
、
試
験
監
督
を
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
勤
講
師
な
ど
の
担
当
の
科

目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
試
験
が
行
わ
れ
て
い
た
）。

第
二
に
、
こ
の
他
人
の
印
鑑
の
あ
る
封
を
開
い
た
問
題
用
紙
が
、
丸
山
の
所
蔵

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
採
点
の
た
め
に
、
学
生
の
答
案

と
共
に
静
養
中
の
丸
山
の
元
に
返
送
さ
れ
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

第
三
に
、
そ
の
問
題
文
の
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
草
稿
に
示
さ
れ
た
丸
山
の

講
義
内
容
に
正
確
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
政
治
学
史
の
講
義
を
他
の

講
師
が
代
行
し
て
継
続
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
際

に
丸
山
の
出
題
で
期
末
試
験
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
当
時
は
、
講
義
回
数
が
少

な
く
て
も
、
こ
れ
だ
け
の
設
問
に
合
格
す
る
答
案
が
書
け
る
な
ら
四
単
位
に
値
す

る
、
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
四
単
位
科
目
の
は
ず
だ
っ
た
が
二

単
位
に
変
更
す
る
な
ど
の
便
法
が
採
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
）。

（
五
）

本
草
稿
を
翻
刻
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
作
業
を
分
担
し
た
。
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文
字
入
力
：
川
口
雄
一
・
播
磨
崇
晃

文
字
入
力
の
校
訂
：
山
辺
春
彦
・
播
磨
崇
晃
・
川
口
雄
一
・
渡
辺
浩

引
用
文
の
出
典
調
査
：
山
辺
春
彦
・
川
口
雄
一

ま
た
、草
稿
の
記
載
が
錯
雑
し
て
順
序
が
明
白
で
な
い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る
「
プ
リ
ン
ト
」
を
参
考
に
し
、
確
認
し
た
。「
プ
リ
ン
ト
」
と
は
、
他
の

学
生
の
参
考
に
供
す
る
た
め
（
よ
り
露
骨
に
い
え
ば
、
主
に
期
末
試
験
対
策
の
た

め
）、
学
生
の
受
講
ノ
ー
ト
の
中
で
特
に
優
れ
た
も
の
が
（
往
々
教
師
の
了
解
無
し

で
）ガ
リ
版
刷
り
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
私
的
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
東

大
法
学
部
で
は
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
）。
筆
記
学
生
の
氏
名
は
不
明
で
あ
る
。

プ
リ
ン
ト
は
宮
村
治
雄
氏
所
蔵
の
コ
ピ
ー
に
よ
っ
た
。

な
お
、
草
稿
を
分
か
り
易
く
、
し
か
も
忠
実
に
翻
刻
す
る
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
原
則
を
定
め
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
ぎ
の
「
凡
例
」
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

で
き
る
限
り
の
注
意
は
払
っ
た
つ
も
り
だ
が
、
思
わ
ぬ
誤
読
な
ど
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
の
照
合
に
よ
っ
て
、
お
気
付
き
に
な
っ
た

点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
御
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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凡

例

・
か
な
づ
か
い
、
傍
点
、
ル
ビ
等
は
す
べ
て
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
促

音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
。

・
漢
字
は
新
字
体
で
統
一
し
た
。

・
段
落
の
先
頭
は
一
字
下
げ
で
統
一
し
た
。

・
長
い
引
用
は
改
行
し
て
鉤
括
弧
を
と
り
、
二
字
下
げ
に
し
た
。

・
欄
外
の
注
記
等
は
文
中
に
﹇

﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
で
示
し
た
。

・
編
者
に
よ
る
補
足
等
は
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
で
示
し
た
。

・
丸
山
に
よ
る
﹇

﹈
と
〔

〕
は
、
編
者
に
よ
る
そ
れ
ら
と
区
別
す
る
た
め
、

【

】
で
示
し
た
。

・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

・（

）
の
前
と
中
に
あ
る
句
点
は
、
適
宜
削
除
・
移
動
し
た
。

・
推
敲
の
際
に
削
除
し
忘
れ
た
た
め
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
、
編
者
の

判
断
で
削
除
し
た
。

・
文
章
の
挿
入
や
つ
な
が
り
を
示
す
記
号
は
、
対
応
関
係
が
明
ら
か
な
場
合
は
削

除
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
り
は
断
り
な
く
直
し
た
場
合
が
あ
る
。

・
引
用
文
は
丸
山
が
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
文
献
、
も
し
く
は
丸
山
が
参
照

し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
を
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
丸
山
自

ら
翻
訳
を
行
っ
た
可
能
性
を
考
慮
し
、
原
典
に
よ
る
校
訂
を
し
て
い
な
い
。

・
書
名
・
史
料
名
等
に
は
断
り
な
く
引
用
符
（「

」『

』
な
ど
）
を
付
し
た
。

欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
と
し
た
。

・
本
文
中
、
時
に
今
日
の
人
権
意
識
等
に
照
ら
し
て
不
適
切
な
表
現
が
み
ら
れ
る

が
、
原
文
の
も
つ
歴
史
性
を
考
慮
し
て
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
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昭
和
二
十
五
年
度
政
治
学
史
講
義
草
稿貴

族
的
自
由
主
義

権
威
的
全
体
主
義

→

浪
曼
主
義

自
然
的
人
間

ヒ
ュ
マ
ニ
ズ
ム

個
性
の
自
覚

→

質
的
個
人
主
義
（
＋
芸
術
・
文
化
）

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
・
ゲ
ー
テ
・
バ
ー
ク
・
ア
ー
ノ
ル
ド

・
カ
ー
ラ
イ
ル
・
ニ
ー
チ
ェ
・
ヒ
ッ
ト
ラ
ー

〉

平
等
性
の
自
覚

→

量
的
（
原
子
的
）
個
人
主
義
（
＋
自
然
科
学
）

権
力
分
立
的
自
由
民
主
主
義

人
民
主
権
的
民
主
主
義

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
、
集
団
主
義

ホ
ッ
ブ
ス
・
ロ
ッ
ク
・
ペ
イ
ン
・
バ
ブ
ー
フ
・
マ
ル
ク
ス

自
然
的
人
間
の
創
作
品
と
し
て
の
自
然
的
国
家

芸
術

生
け
る
芸
術
品
と
し
て
（
自
己
目
的
）

→

国
家
理
性

→

権
力
の
体
系

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー

〉
ホ
ッ
ブ
ス
・
ス
ピ
ノ
ザ
〈

科
学

合
理
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
（
手
段
）

綜
合

⎬―――⎫

→

啓
蒙
的
自
然
法
（
社
会
契
約
説
）

→

自
由
の
体
系

ロ
ッ
ク

⎭――

参
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書
（
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史
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）
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訳
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・
別
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峻
介
訳
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マ
ル
ク
ス
の
歴
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史
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会
並
に
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家
理
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・
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改
造
文
庫
、
一
九
二
九
―
三
四
年
〕）

（
邦
訳
佐
々
〔『
マ
キ
ア

V
orländer,

V
on

M
achiavellibisLenin,

1926.

ヹ
リ
よ
り
レ
ニ
ン
ま
で
』（『
世
界
大
思
想
全
集
』
第
二
期
第
一
六
巻
）
服
部

実
・
佐
々
弘
雄
・
横
川
次
郎
訳
、
春
秋
社
、
一
九
三
一
年
〕）

Janet,
H
istoire

de
la

science
politique

dans
ses

rapports
avec

la

m
orale,

2
tom

es.,
1872.

W
.Y

.
Elliot,

W
estern

PoliticalH
eritage.

C.H
.

M
cIlw

ain,
T
he

G
row

th
of

Political
T
hought

in
the

W
est,

N
.Y
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M

acm
illan］

,
1932.

根
本
資
料
抄
録

(new
ed.あ
り
)

Coker,
R
eadings

in
PoliticalPhilosophy,

1914.

M
asters

ofPoliticalT
hought,

ed.
by

E.
Sait.

〔
登
録
番
号

〕

vol.
1.

Plato
to

M
achiavelli

0182555〔
登
録
番
号

⎩―⎨―⎧vol.
2.

M
achiavelli

to
Bentham

1947.

〕

0182556

（
プ
ラ
ト
ー
か
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
ま
で
）

Sternberg,Staatsphilosophie,
1922.

（
プ
ラ
ト
ー

Engelm
ann,

M
eisterw

erkederStaatsphilosophie,
1923.

か
ら
ベ
ン
サ
ム
ま
で
）

（
Politicalphilosophyfrom

Platoto〔
Jerem

y〕
Bentham

,

〔
）〕

1927.

文
芸
復
興
及
宗
教
改
革
の
政
治
思
想
に
関
す
る
参
考
書

（
岩
波
文
庫
〔
村
松
恒
一
郎
、
藤
田
健
治
訳
『
伊
太
利
文
芸
復
興
期
の
文
化
』

上
・
下
巻
、
一
九
三
一
・
三
九
年
（
上
巻
、
登
録
番
号

）〕）

0189283

F.J.C.
H
earnshaw

(ed.),
〔

T
he〕

Social
and

Political
Ideas

of

Som
eG

reatT
hinkersoftheR

enaissanceand
R
eform

ation,
1925.

J.W
.

A
llen,

A
H
istory

ofPoliticalT
houghtin

the
16th

Century,

1928.

E.
T
roeltsch,

D
ieSoziallehren

derchristlichen
K
irchen

u.G
ruppen

)〔
登
録
番
号

〕

(G
esam

.Schrift.Bd.
1.

0182076

〃

の
諸
論
文
〔
登
録
番
号

〕

,
G
esam

.Schrift.Bd.
IV

0182077

R.
M

urray,
T
he

Political
Consequences

of
T
he

R
eform

ation
:

Studies
in

16th
Century

PoliticalT
hought,

1926.

L.H
.
W

aring,
T
he

PoliticalT
heories

ofM
artin

Luther,
1910.
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H
.
H
ausherr,

D
er

Staatin
Calvins

G
edam

kenw
elt,

1923-〔
.〕

A
.
Grobm

ann,
D
as

N
aturrechtbeiLuther

u.Calvin,
1935.

邦
語
文
献

南
原
繁
『
国
家
と
宗
教
』
岩
波
書
店
、
昭
一
七
〔
登
録
番
号

〕

0180928

今
中
次
麿
『
政
治
思
想
史
』
第
一
巻

旧
〔
版
、
上
巻
〕
岩
波
〔
一
九
二
七
年
〕

〃

『
政
治
学
説
史
』
政
治
学
全
集
〔
日
本
評
論
社
、
一
九
三
一
年
、
登
録
番

号

〕

0181014

原
田
鋼
『
政
治
思
想
史
概
説
』
有
斐
閣
〔
一
九
四
一
年
、
登
録
番
号

〕

0193944

〃
『
西
洋
政
治
思
想
史
』
〃
〔
一
九
五
〇
年
〕

松
平
斉
光
『
欧
洲
政
治
思
想
史
』
上
巻
、
明
治
書
院
〔
一
九
五
〇
年
〕
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第
一
章

文
芸
復
興
と
宗
教
改
革

一
、
総

説

出
発
点
と
し
て
の
中
世
的
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
原
理
と
普
遍
主
義

中
世
的
世
界
観
の
強
み
は
、
有
限
な
も
の
と
無
限
な
も
の
と
の
対
立
が
排
除
さ

れ
、
前
者
か
ら
後
者
へ
の
通
路
が
、
低
い
も
の
か
ら
ヨ
リ
高
い
も
の
へ
の
、
遂
に

は
最
高
な
神
的
本
質
へ
の
連
続
的
な
段
階
と
し
て
一
義
的
に
さ
し
示
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
あ
っ
た
。
超
自
然
（
霊[カ

]）
の
世
界
と
自
然
（
肉[カ

]）
の
世
界
の
架
橋
す
べ
か

ら
ざ
る
対
立
を
こ
う
し
た
段
階
性
に
よ
っ
て
融
和
す
る
た
め
に
、
最
も
有
力
な
役

割
を
果
し
た
の
が
就
中
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
で
あ
っ
た
（
形
相
と
質
料
）。

政
治
的
＝
社
会
的
秩
序
も
ま
た
彼
岸
的
な
超
自
然
的
秩
序
に
下
属
し
、後
者（
自

然
的
秩
序
）
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
の
み
存
在
し
た
。
政
治
的
秩
序
の
内
部

で
も
ヨ
リ
高
き
も
の
は
、
ヨ
リ
低
い
も
の
を
順
次
に
支
配
す
る
段
階
性
が
認
め
ら

れ
る
。
封
建
制
度
や
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
、
一
般
的
に
俗
権
の
教
権
へ
の
従
属

は
す
べ
て
こ
の
原
理
に
貫
徹
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
段
階
的
価
値
秩
序
は
ま
た
一
つ
の
有
機
体
と
観
ぜ
ら
れ
る
。個
は
全
体
の
目

的
を
実
現
す
る
た
め
に
の
み
存
在
し
、従
っ
て
全
体
か
ら
与
え
ら
れ
た
職
分
が
、そ

れ
の
み
が
個
の
レ
ー
ゾ
ン・デ
ー
ト
ル
で
あ
る
。職
分
に
よ
っ
て
全
体
秩
序
の
な
か

の
地
位
が
指
定
さ
れ
る
。各
個
が
こ
の
地
位（
身
分
）を
格
守
し
、そ
の
職
分
を
遂
行

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
全
体
社
会
の
こ
ん
然
た
る
調
和
が
可
能
に
な
る
。こ

う
し
た
指
導
・
配
慮
が
す
な
わ
ち
、教
会
及
び
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
の
任
務
で
あ
る
。両

者
は
と
も
に
中
世
の
普
遍
主
義

カ
ト
リ
ィ
ツ
ィ
テ
ー
トの

具
象
化
で
あ
る
。そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
文
化
、政
治

経
済
教
育
等
あ
ら
ゆ
る
文
化
施
設
を
そ
の
権﹅

威﹅

に
よ
っ
て
統
合
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
所
以
は
ま
さ
に
そ
れ
の
担
う
理
念
の
普
遍
性
の
故
に
で
あ
っ
た
。精
神
的
文
化

形
態
も
ま
た
実
体
的
な
社
会
秩
序
に
照
応
し
て
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
的
構
成
を
と
る
。

イ
、
学
問
（
認
識
の
段
階
性
）

信
仰
（
啓
示
）
―
―
神
学
―
―
哲
学

奴
婢
で
あ
る
事
は
名
誉
で
あ
る
。

芸
術

世
間
知

信
と
知
の
一
致

知
の
信
へ
の
段
階
的
従
属

実
在
普
遍
主
義
の
勝
利
の
時
期
が
中
世
社
会

個
別
主
義

の
最
安
定
期
と
一
致
す
る
。

universalia
ante
rem
.

自
由
都
市
の
個
性
的
自
覚

王
権
を
中
心
と
す
る
個
別
国
家
の
形
成

二[マ
マ
]、
道
徳
（
実
践
）
生
活
の
段
階
性

中
世
的
禁
欲
主
義（T

roeltsch,R
enaissanceu.R

eform
ation,〔

G
esam

m
e-

）

lte
Schriften,

Bd.
4〕

P.271

す
べ
て
は
魂
の
救
い
と
神
に
お
け
る
同
胞
の
共
同
愛
の
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
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現
世
は
こ
の
目
的
へ
の
通
過
点
に
す
ぎ
な
い
（
ゴ
チ
ッ
ク
建
築
）。
世
間
的
感
覚

生
活
は
独
自
の
意
義
を
も
た
ぬ
。
従
っ
て
、
知
的
活
動
は
も
っ
ぱ
ら
神
の
啓
示
の

真
理
を
把
握
す
る
事
に
の
み
向
け
ら
れ
、
芸
術
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
は
超
感
覚
的

世
界
と
超
感
覚
的
価
値
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
み
容
認
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
現
世
生
活
の
超
現
世
的
目
的
へ
の
奉
仕
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
機
関

が
即
ち
教
会
で
あ
り
、
教
会
の
権
威
の
み
が
、
か
ゝ
る
目
的
実
現
の
保
障
で
あ
っ

た
。
教
会
の
権
威
文
化
に
よ
っ
て
、
不
変
的
＝
神
的
な
も
の
と
、
可
変
的
＝
人
間

的
な
も
の
は
正
し
く
結
び
つ
け
ら
れ
、
後
者
は
前
者
へ
の
従
属
の
下
に
正
し
き
位

置
づ
け
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
原
罪
の
汚
れ
を
浄
化
さ
せ
ら
れ
る
。

カ
ト
リ
シ
ズ
ム
は
僧
侶
階
級
と
僧
団
の
な
か
で
は
模
範
的
に
、
そ
う
し
て
俗

衆
に
あ
っ
て
は
実
際
生
活
の
諸
条
件
を
頭
に
入
れ
つ
ゝ
、
禁
欲（

上
述
の
二
つ

の
意
味
で
の

）を

行
っ
た
。
…
…
こ
の
宇
宙
の
な
か
で
、
か
か
る
生
活
様
式
の
完
全
な
禁
欲
的

結
論
は
、
教
会
の
職
業
的
代
表
者
す
な
わ
ち
僧
侶
階
級
や
、
み
ず
か
ら
進
ん

で
こ
の
理
想
に
一
身
を
抛
つ
者
、
す
な
わ
ち
修
道
僧
の
所
有
す
る
と
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
（
禁
欲
の
段
階
性
）。
し
か
る
に
一
方
、
彼
等
に
よ
っ
て
指
導

…
…
さ
れ
る
大
衆
は
、
自
然
法
に
よ
る
自
己
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
機
能
に

専
心
し
、
た
ゞ
時
折
も
し
く
は
た
ん
に
制
限
さ
れ
て
し
か
、
禁
欲
的
理
想
に

服
従
し
な
い
。
教
会
の
権
威
が
自
然
的
理
性
を
自
己
と
な
ら
ん
で
承
認
す
る

こ
と
を
心
得
て
い
た
よ
う
に
、
禁﹅

欲﹅

は﹅

自﹅

然﹅

的[カ
]生﹅

活﹅

を﹅

自﹅

己﹅

に﹅

組﹅

入﹅

れ﹅

る﹅

こ﹅

と﹅

が﹅

出﹅

来﹅

た﹅

（
感
覚
性
と
の
妥
協
）。
権
威
的
＝
禁
欲
的
生
活
と
ヨ
リ
自
由

な
自
然
的
＝
内
世
間
的
生
活
と
の
頗
る
し
な
や
か
な
合
一
が
、
従
っ
て
カ
ト

リ
シ
ズ
ム
の
特
色
で
あ
っ
た
（
ト
レ
ル
チ
「
近
代
世
界
の
成
立
に
対
す
る
新

教
主
義
の
意
味
」〔
西
村
貞
二
訳
『
近
代
世
界
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』

創
元
社
、
一
九
五
〇
年
、
一
二
―
一
三
頁
、
登
録
番
号

、
引
用
文
中

0187771

の
（

）
は
丸
山
〕）

要
す
る
に
中
世
世
界
の
思
想
的
特
質
は
、

超
自
然
と
自
然
、
彼
岸
と
此
岸
、
無
限
（
永
遠
）
と
有
限
、
普
遍
性
と
個
体

⎩――⎨――⎧
性
、
一
と
多
、
信
仰
と
理
性
、
理
性
と
感
性
、
大
宇
宙
と
小
宇
宙
、
宗
教
と

道
徳
、
道
徳
と
政
治
、
教
会
と
国
家
、
神

法

レ
ッ
ク
ス
・
エ
ー
テ
ル
ナ

と
自
然
法

レ
ッ
ク
ス
・
ナ
ト
ラ
リ
ス

、
自
然

法
と
人
定
法

レ
ッ
ク
ス
・
フ
マ
ー
ナ

そ
の
連
続
性
、
段
階
性
に
あ
る
。

こ
う
し
た
全
体
系
の
崩
壊
が
す
な
わ
ち
近
代
世
界
の
誕
生
を
告
げ
る
。
そ
れ
は

む
ろ
ん
突
如
と
し
て
現
わ
れ
た
の
で
も
な
く
、一
気
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
も
な
い
。

十
四
世
紀
頃
か
ら
徐
々
に
開
始
さ
れ
、そ
の
過
程
の
完
全
な
確
立
は
十
八
世
紀
末
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
の
課
題
は
こ
の
尨
大
な
歴

史
的
過
程
の
社
会
史
、
経
済
史
、
乃
至
政
治
史
自
体
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ

の
内
包
す
る
思
想
史
的
意
味
、
す
な
わ
ち
、
全
精
神
構
造
の
転
換
と
そ
の
発
展
を

遂[マ
マ
]求

す
る
こ
と
に
あ
る
。

こ
の
連
続
性
段
階
性
の
分
裂
は
、
当
然
、
一
方
の
他
方
か
ら
の
解
放
と
同
時
に
、

他
方
の
一
方
か
ら
の
純
化
と
い
う
二
面
的
な
形
態
を
と
る
。
ご
く
概
括
的
に
い
え

ば
、
そ
れ
こ
そ
ま
さ
に
、
リ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
い
う
近
世

初
期
の
二
大
運
動
に
夫
々
課
せ
ら
れ
た
歴
史
的
使
命
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の

両
者
は
、
中
世
教
会
的
文
化
に
対
す
る
反
対
と
い
う
課
題
の
共﹅

通﹅

性﹅

と
同
時
に
、

そ
の
反
対
の
方
向
が
ま
さ
に
逆
で
あ
る
と
い
う
点
で
の
対﹅

立﹅

性﹅

を
も
つ
。
こ
の
共
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通
性
と
対
立
性
の
両
面
の
正
当
な
バ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
両
者
を
考
察
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
宗
教
改
革
は
と﹅

も﹅

に﹅

、
こ﹅

の﹅

世
界
に
対
す
る
人
間
の
関
係
に

対
し
て
、
中
世
か
ら
の
原﹅

理﹅

的﹅

な
転
回
を
成
就
し
た
﹇
イ
、
本
源
へ
の
復
帰
﹈。
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
は
、
政
治
的
、
社
会
的
、
経
済
的
生
活
の
独
立
化
を
促
し
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
現
世
の
知
的
及
芸
術
的
形
成
、
就
中
近
代
の
世
俗
的
絶
対
主
義

国
家
の
形
成
を
も
た
ら
し
た
﹇
ロ
、
生
活
志
向
の
Innerw
eltlichkeit〔
内
世
間

性
〕（
中
世
的
禁
欲
の
排
除
）﹈。
両
者
は
と﹅

も﹅

に﹅

、「
本
源
へ
の
復
帰
」
を
意
図
し

て
い
る
。
宗
教
改
革
は
す
な
わ
ち
、「
宗
教
的
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
で
あ
り
、
キ
リ
ス

ト
の
最
初
の
啓
示
と
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
生
活
態
度
へ
の
復
帰
の
主
張
で

あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
之
に
対
し
て
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
典
的
学
問

及
芸
術
へ
の
憧
憬
で
貫
か
れ
て
い
る
。
立
ち
帰
る
べ
き
「
本
源
」
は
異
る
が
、
と

も
か
く
そ
の
「
本
源
」
を
そ
れ
が
中
世
的
教
会
文
化
に
よ
っ
て
歪
曲
さ
れ
た
姿
か

ら
洗
い
清
め
よ
う
と
い
う
動
向
に
お
い
て
は
共
通
な
も
の
を
持
っ
て
い
る
事
は
疑

な
い
。

ハ
、
個
体
性
の
尊
重

各
文
化
価
値
の
自
律
性
（
客
体
の
明
確
化
）

主﹅

観﹅

的﹅

確
信
の
登
場
（
主
体
の

〃

）

ニ
、
客
観
性
の
保
証
と
し
て
の
近
代
科
学
（
両
者
の
媒
介
）

し
か
も
こ
の
様
に
両
者
に
共
通
な
並
行
的
現
象
が
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
事
実
両
者
は
発
展
の
過
程
に
お
い
て
互
に
浸
透
し
影
響
し
合
っ
た
（
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
が
南
方
的
、「
改
革
」が
北
方
的
と
い
わ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
）。
イ
タ
リ
ー
・

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
古
代
哲
学
復
興
は
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
再
生
を
も
た
ら
し
、
そ
れ

は
神
秘
主
義
的
傾
向
を
帯
び
た
パ
ウ
ロ
主
義
と
し
て
宗
教
改
革
へ
流
れ
込
ん
だ
。

エ
ラ
ス
ム
ス
、
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
に
お
い
て
宗
教
改
革
運
動
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
運
動

と
の
合
流
が
見
ら
れ
る
こ
と
言
を
俟
た
な
い
。

エ
ラ
ス
ム
ス
は
ル
ー
テ
ル
に
つ
い
て
言
っ
た
「
ル
ー
テ
ル
の
在
る
処
、
騒
音

あ
り
」“W

here
is

Luther,
there

is
noise”〔

Catlin,
T
he

Story
of

the

PoliticalPhilosophers,
p.

211〕

ル
ー
テ
ル
は
之
に
対
し
て
、
エ
ラ
ス
ム
ス
こ
そ
「
す
べ
て
の
宗
教
の
敵
、
就
中

ク
リ
ス
ト
教
に
敵
対
す
る
も
の
」
と
断
じ
た
〔
Ibid.〕。

ゲ
ー
テ
と
同
時
代
人
の
ヴ
ィ
ー
ラ
ン
ト
は
、

宗
教
改
革
は
一
つ
の
害
悪
で
あ
り
、
哲
学
の
進
歩
を
数
世
紀
も
遅
ら
せ
た
。

ル﹅

ー﹅

テ﹅

ル﹅

は﹅

本﹅

来﹅

学﹅

者﹅

に﹅

任﹅

せ﹅

ら﹅

る﹅

べ﹅

き﹅

事﹅

柄﹅

に﹅

一﹅

般﹅

民﹅

衆﹅

を﹅

参﹅

劃﹅

さ﹅

せ﹅

た﹅

た﹅

め﹅

に﹅

、
万﹅

事﹅

を﹅

台﹅

な﹅

し﹅

に﹅

し﹅

て﹅

し﹅

ま﹅

っ﹅

た﹅

。
も
し
ル
ー
テ
ル
が
教
会
に
対

し
て
猛
然
な
ノ
ッ
ク
・
ダ
ウ
ン
的
攻
撃
を
以
て
立
ち
向
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
い
て
一
連
の
恐
る
べ
き
戦
争
を
か
き
立
て
る
と
い
う
様
な
事
を
し
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
自
由
と
科
学
と
人

道

ヒ
ュ
マ
ニ
テ
ィ
ー

は
徐
々
に
発
達
を
遂
げ
た
で
あ
ろ
う
。

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
と
エ
ラ
ス
ム
ス
は
正
道
に
立
っ
て
い
た
。
し
か
し
時
代
の
暴

力
が
勝
利
し
た
の
だ
（

）

Catlin,〔
ibid.〕

p.
211.

と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
エ
ラ
ス
ム
ス
の
流
れ
を
汲
む
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
文
主
義

の
正
統
派
の
見
解
で
あ
る
。

二[マ
マ
]、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
政
治
思
想

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
人
間
の
発
見
と
か
、
個
性
の
自
律
性
の
主
張
と
か
、
近
代
合
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理
主
義
の
確
立
と
か
、
近
代
自
然
科
学
的
方
法
（
実
験
）
の
開
始
期
と
か
、
近
代

国
家
の
形
成
と
か
、
資
本
主
義
及
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
勃
興
と
か
、
い
ろ
〳
〵
の

指
標
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
正
し
い
。
た
ゞ
わ
れ
わ
れ

は
、
こ
う
し
た
指
標
を
あ
ま
り
に
固
定
的
に
解
し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
時
代
か
ら
あ

ら
ゆ
る
歴
史
的
様
相
が
中
世
と
激
変
し
て
近
代
的
な
る
も
の
が
出
そ
ろ
っ
た
と
い

う
風
に
割
切
っ
て
考
え
る
危
険
性
を
警
戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト

な
ど
が
あ
ま
り
に
中
世
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
を
峻
別
し
た
反
動
と
し
て
、
最
近
の

歴
史
学
に
は
ル
ネ
．〔
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
〕
の
前
近
代
的
性
格
、
そ
の
中
世
と
の
連
続

性
を
証
明
せ
ん
と
す
る
試
み
が
少
く
な
い
。
が
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
う
し
た
中
世
的

性
格
の
残
存
を
十
分
に
承
認
し
つ
ゝ
、
な
を
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
劃
期
的
な
意
味
と

特
質
を
抽
出
し
て
行
く
の
が
、
正
し
い
態
度
だ
と
思
う
（
歴
史
に
お
け
る
連
続
性

と
非
連
続
性
）。

中
世
的
社
会
秩
序
と
そ
れ
を
支
え
る
価
値
体
系
の
崩
壊
が
生
ん
だ
偉
大
な
混
沌

で
あ
り
、
ま
さ
に
古
き
も
の
と
新
ら
し
き
も
の
と
が
そ
こ
で
結
合
、
反
撥
、
妥
協

等
あ
ら
ゆ
る
形
で
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
内
在
す
る
決
定
的
に
新
た
な

る
も
の
、
近
代
的
な
も
の
が
確
立
す
る
の
は
、
領
域
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
異
る
が
、

大
体
こ
れ
に
つ
ゞ
く
啓
蒙
時
代
を
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
例

え
ば
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
文
化
を
全﹅

体﹅

と﹅

し﹅

て﹅

さ
ゝ
え
た
の
は
、
決
し
て
厳
密
な
意

味
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
（
産
業
資
本
）
で
は
な
い
。
有
名
な
イ
タ
リ
ー
の
メ
ヂ

チ
に
し
て
も
、
南
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
の
ヤ
コ
ブ
・
フ
ッ
ガ
ー
に
し
て
も
、

典
型
的
な
商
業
＝
高
利
貸
資
本
で
あ
り
、
法
皇
や
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
、
諸
封
建
領

主
へ
の
貸
付
を
以
て
重
要
な
仕
事
と
し
て
い
た
。
全
体
と
し
て
、
リ
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
の
担
い
手
に
比
し
て
（
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
自
作
農
や
都
市
の
独
立
生
産
者

―
―
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
）、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
大
商
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
及
半
ば
そ

れ
に
変
質
し
ま
た
は
依
存
し
つ
ゝ
あ
る
封
建
支
配
者
層
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
た
ゞ
よ
う
貴
族
的
性
格
、
反
大
衆
的
性
格
は

そ
こ
に
由
来
す
る
。
し
か
も
な
お
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
中
世
封
建
主
義
〔
。〕

農
奴
制
生
産
の
廃
棄
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
俟
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
絶
対
主
義
国

家
の
少
く
も
重
要
な

[

カ

]

物
質
的
キ
ソ
は
、
実
質
に
中
世
的
な
生
産
様
式
に
あ
っ
た
。

に
も
拘
ら
ず
、
や
は
り
わ
れ
わ
れ
は
、
絶
対
国
家
の
形
成
が
国
内
市
場
の
形
成
の

上
に
も
つ
決
定
的
影
響
だ
け
を
見
て
も
、
そ
れ
を
偉
大
な
前
進
と
い
い
う
る
。

ま
た
例
え
ば
、
近
代
自
然
科
学
の
勃
興
と
い
う
点
に
し
て
も
、
こ
れ
を
十
九
世

紀
の
そ
れ
か
ら
類
推
し
て
は
な
ら
な
い
。
十
七
世
紀
の
ケ
プ
レ
ル
（
以
下
、

Cassirer）。

む
し
ろ
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
自
然
認
識
は
、
新
ら
し
く
発
見
し
た
自
然
の
驚
異

に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
中
に
神
秘
的
魔
術
的
な
力
を
み
と
め
る
の
が
一
般
の
傾
向
で

あ
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
そ
れ
は
こ
の
神
秘
を
き
わ
め
た
い
と
い
う
堪
え
難
い
ま

で
の
欲
望
を
か
き
立
て
た
の
で
あ
る
。
人
々
は
占
星
術
や
錬
金
術
等
の
魔
術
的
方

法
に
た
よ
り
つ
ゝ
、
こ
の
神
秘
を
さ
ぐ
り
、
そ
こ
に
法
則
的
連
関
を
よ
み
と
り
、

自
然
の
生
命
の
鼓
動
を
き
ゝ
、
た
く
ま
し
い
意
思
と
呪
文
の
力
で
自
然
の
内
奥
に

肉
迫
し
よ
う
と
し
た
の
だ
。
さ
れ
ば
こ
そ
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
は
魔
法
に
身
を
委
ね

た
。
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
な
ド
ラ
ン
グ
―
―
そ
こ
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
人
間
の
息
吹
が

あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
も
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
魔
術
的
方
法
と
い
り
交
り
な
が

ら
、
あ
の
数
学
と
物
理
学
及
化
学
の
輝
か
し
い
進
歩
が
一
歩
一
歩
な
し
と
げ
ら
れ
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た
。
錯
錝[綜

]す
る
動
機
の
な
か
か
ら
、
フ
ァ
ウ
ス
ト
的
な
「
自
然
征
服
」
は[マ

マ
]フ

ラ
ン

シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
実
験
的
方
法
に
よ
る
「
自
然
の
征
服
」（
natura
non
vici-

turnisiparendo〔
N
aturanon
nisiparendovincitur〕）
が
立
ち
現
わ
れ
る

に
至
っ
た
。

意
味
に
み
ち
た
芸
術
的
自
然

⎩⎨⎧
意
味
を
失
っ
た
機
械
的
自
然
―
―
量
化
さ
れ
一
義
的
な
法
則
の
な
か
に
包

摂[カ
]さ

れ
る

そ
の
意
味
で
、
た
と
え
ば
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
な
ど
に
見
ら
れ
る
、

自
然
科
学
と
芸
術
の
幸
福
な
結
合
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
的
混
と
ん

[
沌
]

に
お
い
て
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

the
age
ofdiscovery

視
圏
の
拡
大

ア
メ
リ
カ
発
見

→
1492

デ
ィ
ア
ズ
、
喜
望
峰
迂
回

→

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
発
生

ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ

印
度
航
路
発
見

ケ
プ
ラ
ー
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ガ
リ
レ
オ

→

天
動
説
の
顚
覆

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷
術

地
球
が
endlich〔
有
限
的
〕

で
あ
る
こ
と

→

人
間
が

征
服
し
う
る
こ
と

（
Freyer）

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
研
究

商
人
、
弁
護
士
、
医
師
、
職

人
等
＝
市
民
階
級

十
字
軍
の
遠
征
に
よ
る
「
東
洋
」
と
の
交
通
貿
易

→

地
中
海
諸
都
市
の

繁
栄

古
典
の
復
興
と
新
世
界
発
見
の
持
つ
意
味
（Freyer,

D
iepolitischeInsel,

S.

〔
登
録
番
号

〕）

90
0182536

こ
の
（
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
）
時
代
の
（
新
世
界
）
発
見
家
の
意
思
に
せ
よ
、
ま

た
古
典
へ
の
復
帰
に
せ
よ
、
地
上
の
世
界
を
征
服
し
形
成
せ
ん
と
す
る
ヨ
リ

深
い
意
思
の
表
現
に
す
ぎ
な
い
。
両
者
の
い
づ
れ
に
お
い
て
も
、
探
求
す
る

も
の
の
み
が
見
出
す
の
で
あ
り
、
知
識
を
も
つ
も
の
の
み
が
発
見
す
る
の
で

あ
り
、
地
球
が
円
い
も
の
、
有
限
な
も
の
、
人
間
に
よ
っ
て
征
服
出
来
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
も
の
の
み
が
、
地
球
を
航
海
で
一
周
し
う

る
の
だ
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
妥
当
す
る
。
む
ろ
ん
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
政
治
的

情
熱
、
乃
至
は
そ
の
科
学
的
認
識
欲
は
、
古
代
の
う
ち
に
衝
動
と
模
範
を
見

た
し
、
新
世
界
の
多
様
な
豊
か
さ
に
刺
戟
と
素
材
を
見
出
し
た
に
は
ち
が
い

な
い
が
、古
代
の
模
範
が
彼
等
を
魅
惑
し
、新
世
界
の
素
材
が
好
奇
心
を
も
っ

て
受
取
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
神
が
説
明
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
神
こ
そ
が
、
以
上
の
こ
と
を

説
明
す
る
の
で
あ
る
。

此
岸
、
そ
の
課
題
と
そ
の
力
、
そ
の
謎
と
そ
の
美
し
さ
は
、
人
を
（
一
つ
の

解
体
さ
せ
る
）
誘
う
力
と
な
り
、
つ
い
に
完
全
な
自
律
性
を
う
る
（
ト
レ
ル

チ
）。
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生
活
感
情
の
解
放
（
生
の
喜﹅

び﹅

）、
産
業
活
動
、
政
治
活
動
の
活
撥
化
、
展
望
の

拡
大

無
拘
束
な
個
人
的
力
量
、
情
熱
の
意
義

悦
楽
へ
の
耽
溺
、
巨
大
な
頽
廃

大
学
者
ロ
レ
ン
ツ
オ
・
ヴ
ァ
ラ
（
一
四
〇
七
生
）『
快
楽
に
つ
い
て
』
「
究
極

に
お
い
て
人
生
の
最
高
の
善
は
快
楽

[
カ
]

に
あ
る
」
こ
と
の
証
明

レ
オ
ナ
ル
ド
（
一
四
五
二
年
）、
ミ
ケ
ラ
ン
ヂ
ェ
ロ
（
一
四
七
五
年
）、
ラ
フ
ァ

エ
ル
（
一
四
八
三
年
生
）、
ギ
ッ
チ
ア
ル
デ
ィ
ニ
（
一
四
八
二
年
）

イ
タ
リ
ー

→

ド
イ
ツ
・
オ
ラ
ン
ダ

→
フ
ラ
ン
ス
（
十
六
世
紀
）

国
家
の
活
動
に
お
い
て
自
由[カ

]な
人
格
性
の
最
初
の
発
露

→

「
芸
術
品
と
し
て
の
国
家
」（
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
）→
Staatsräson

「
機
械
と
し
て
の
国
家
」﹇
rationale
H
errschaftsgebilde﹈

自
由
な
権
力
及
支
配
意
思

⎩――――――――――――――⎧
世
界
は
彼
岸
へ
の
一
つ
の
過
渡
で
は
な
く
、
そ
れ
自
身
一
つ
の
積
極
的
意
義

を
も
つ
。
そ
こ
で
自
然
力
の
競
争
が
行
わ
れ
る
。
名
声
、
地
位
、
栄
誉
、
成

功

→

此
岸
的
目
的

政
治
力
の
角
逐
の
舞
台

そ
の
た
め
に
pow
erが

必
要
。

政
治
学
も
「
科
学
の
自
然
的
体
系
〔
」〕
と
な
る

N
aturrecht

Staatsräson

﹇

（
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
）

L’uom
o
universale

Individualism
us

der
Einzigkeit
（
個
性
）→

⎩⎨⎧
der
Einzelheit
原
子
的
個
人
の
平
等[カ

]

機﹅

智﹅

「
鋭
い
目
と
邪
悪
な
舌
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
の
人
相
書
き
特
徴

だ
」（
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
、〔『
伊
太
利
文
芸
復
興
期
の
文
化
』
上
巻
二
一

七
頁
〕
第
二
編
四
章
）

ピ
エ
ト
ロ
・
ア
レ
テ
ィ
ー
ノ
（
近
代
最
大
の
毒
舌
家
）
公
開
の
論
争
、

や
ゆ

[揶
揄
]

、
皮
肉
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
元
祖
「
真
理
は
憎
悪
を
生
む
」﹈

南
ド
イ
ツ
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
グ
の
高
利
貸
資
本
ヤ
コ
ブ
・
フ
ッ
ガ
ー
「
自
分

は
得
ら
れ
る
だ
け
得
よ
う
と
思
う
」

銀
・
銅
の
取
引
、
採
掘
・
精
練〔

錬
〕

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
や
ド
イ
ツ
領
邦
諸
侯
へ
の
貸
付
（
と
く
に
対
ハ
プ
ス
ブ

ル
グ
家
、
法
皇
庁
）

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
社
会
的
キ
ソ
―
―
中
産
的
生
産
者
層

自
作
農

都
市
独
立
職
人

ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
ア
モ
ー
ラ
ル
な
む
き
出
し
の
権
力
闘

争
を
精
細
な
筆
致
で
描
い
た
。

君
主
が
手
段
を
択
ば
ず
、
あ
ら
ゆ
る
法
律
的
束
縛
を
無
視
す
る
に
応
じ
て
、

反
抗
者
の
側
も
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
。
既
に
ボ
ッ
カ
チ
オ
も

こ
れ
を
明
ら
さ
ま
に
公
言
し
た
。『
圧
制
君
主
等
を
王
と
か
諸
侯
と
か
呼
び
、

自
分
の
君
主
と
し
て
之
に
忠
誠
を
尽
す
べ
き
義
務
を
自
分
は
負
う
て
い
る
で

あ
ろ
う
か
、
否
決
し
て
そ
ん
な
事
は
な
い
、
な
ぜ
な
ら
、
彼
等
は
公
共
の
敵
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で
は
な
い
か
。
彼
等
に
向
っ
て
は
武
器
、
陰
謀
、
間
諜
、
陥
穽
、
術
策
、
す

べ
て
を
用
い
て
も
差
支
え
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
神
聖
か
つ
必
要
な
仕
業
で

あ
る
。
こ
の
世
に
暴
君
の
血
以
上
の
好
ま
し
い
生
贄
は
な
い
〔
』〕（
第
一
篇

第
六
章
、
邦
訳
〔『
伊
太
利
文
芸
復
興
期
の
文
化
』
上
巻
〕
八
五
頁
）

文
芸
復
興
期
の
イ
タ
リ
ー
に
お
い
て
、知
名
の
人
と
会
食
の
際
に
、人
々
は
銘
々

自
分
で
グ
ラ
ス
を
と
り
、
自
分
で
酒
を
つ
い
だ
。
そ
の
方
が
ヨ
リ
安
全
だ
か
ら

（
キ
ャ
ト
リ
ン
、

）。
Story,

p.189

こ
う
し
た
極
度
の
恣
意
と
無
規
律
、
自
由
に
し
て
赤
裸
々
な
権
力
と
利
害
の
闘

争
、
そ
れ
こ
そ
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
政
治
思
想
を
理
解
す
る
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
歴

史
的
雰
囲
気
で
あ
る
。

Francesco
G
uicciardini（

）

1482-1540

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
家
・
外
交
官
に
し
て
、
同
時
に
近
代
初
期
の
偉
大
な
歴

史
家
。
屢
々
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
と
比
較
さ
れ
、「
修
正
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ス
ト
」
な
ど
と

い
わ
れ
る
（
ル
ジ
ェ
ロ
〔
蠟
山
政
道
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
政
治
思
想
』
岩
波
書

店
、
一
九
三
八
年
、
四
九
頁
、
登
録
番
号
0187716〕）。
そ
の
政
治
思
想
は
と
く

に
晩
年
の
著
『
リ
コ
ル
デ
ィ
』（
R
icordipoliticiet

[e]

civili）
に
見
ら
れ
る
。
そ
こ

で
彼
が
の
べ
た
、
政
治
家
の
行
動
原
理
を
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
と
比
較
す
る
と
興
味
が

あ
る
。
カ
ヴ
ー
ル
は
之
を
愛
読
し
た
。
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
に
よ
れ
ば
、

彼
は
あ
れ
程
多
く
の
人
々
と
事
件
を
判
断
し
な
が
ら
、
あ
れ
程
の
波
瀾
と
そ

の
動
機
と
を
判
断
し
な
が
ら
、
唯
の
一
度
も
こ
れ
を
道
徳
や
宗
教
や
良
心
と

の
関
係
に
お
い
て
見
な
か
っ
た
。
恰
も
そ
う
い
う
道
徳
や
宗
教
が
全
然
こ
の

世
に
跡
を
絶
っ
て
い
た
の
か
と
思
わ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
如
何
に
立
派
な

行
為
を
見
て
も
、
彼
は
必
ず
そ
の
原
因
を
何
か
の
不
徳
な
る
機
会
何
か
の
利

得
に
帰
し
た
（『
随
想
録
』
第
三
巻
、
訳
、
一
七
二
―
三
頁
〔『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
の
政
治
思
想
』
四
八
―
四
九
頁
〕）。

こ
こ
に
も
イ﹅

タ﹅

リ﹅

ー﹅

・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
特
質
が
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
（
参
照
、

蠟
山
『
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
政
治
思
想
』）。

﹇

﹈
そ
の
一
人
の
典
型
と
し
て
、
Ｊ
・
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
、

L’uom
ouniversale

十
五
世
紀
初
頭
の
レ
オ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
を
挙
げ
て
い
る
（D

ie

）

K
ultur

der
R
enaissance

in
Italien,

Reclam
,
S.

186.f.

子
供
の
時
か
ら
、
レ
オ
ン
・
バ
テ
ィ
ス
タ
は
褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
か
け
て
は

何
事
に
も
あ
れ
、
第
一
等
で
あ
っ
た
。
彼
の
万
能
的
な
体
操
術
や
運
動
競
技

に
関
し
て
は
、
そ
の
真
偽
に
迷
う
程
の
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
彼

は
脚
を
開
か
ず
に
人
々
の
肩
の
上
を
飛
び
込
え
る
。
…
…
手
に
負
え
ぬ
荒
馬

が
彼
を
乗
せ
る
と
畏
縮
し
て
身
を
震
わ
せ
る
。
…
…
彼
は
師
匠
な
し
に
音
楽

を
学
ん
だ
、
し
か
も
そ
の
作
曲
は
そ
の
道
の
人
々
か
ら
驚
異
を
以
て
迎
え
ら

れ
た
。
貧
窮
に
困[く

る
]し

み
な
が
ら
彼
は
多
年
一
貫
し
て
、（
教
会
法
と
市
民
法

の
）二
種
の
法
律
を
研
鑽
し
た
。
…
…
物
理
学
、数
学
に
身
を
委
ね
、〔
…
…
〕

靴
直
し
に
至
る
ま
で
〔
…
…
〕、
世
間
の
あ
ら
ゆ
る
技
能
に
通
暁
し
た
。
絵
画

彫
刻
も
得
意
と
し
た
〔『
伊
太
利
文
芸
復
興
期
の
文
化
』
上
巻
、
一
八
八
頁
〕。

不
思
議
な
覗
き
箱
を
作
っ
た
。
彼
の
作
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
散
文
詞
や
小
説
の
あ

る
も
の
は
古
代
の
作
と
間
違
え
ら
れ
た
。
美
術
論
と
く
に
建
築
論
は
建
築
史
上
不
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朽
の
意
義
を
も
つ
。
彼
の
テ
ー
ブ
ル
・
ス
ピ
ー
チ
は
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
で
い
た
。
し

か
も
彼
は
ゲ
ー
テ
の
よ
う
に
す
べ
て
の
も
の
に
触
れ
て
感
動
す
る
微
妙
な
鋭
い
感
受

性
の
所
有
者
で
あ
っ
た
。
彼
は
人
間
の
内
心
を
透
視
す
る
力
、
観
相
術
を
即
座
に

駆
使
し
た
。
彼
の
周
囲
の
人
々
は
彼
の
う
ち
に
魔
術
的
な
予
言
の
力
を
見
た
。

そ
う
し
て
こ
の
様
な
人
格
の
全
体
を
一
貫
し
て
統
御
し
て
い
る
の
は
極
度
に

集
中
さ
れ
た
強
い
意
思
力
で
あ
っ
た
。
文
芸
復
興
期
最
大
の
偉
人
と
同
じ
よ

う
に
、
彼
も
ま
た
次
の
よ
う
に
い
う
、「
人
間
は
意
欲
さ
へ
す
れ
ば
己
が
力
一

つ
で
何
事
を
も
な
し
う
る
」〔
一
九
〇
頁
〕

し
か
も
こ
の
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
ー
も
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
に
比
べ
た
ら
、

デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
ト
と
専
門
大
家
の
ち
が
ひ
が
あ
る
、
と
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
付
加
え

て
い
る
‼

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
最
も
重
要
な
政
治
思
想
は
そ
こ
で
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の

勃
興
に
あ
る
。

何
故
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
一
連
の
理
想
国
家
に
つ
い
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
が

輩
出
し
、
単
に
量
的
に
多
く
出
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
〔
思
想
〕

史
上
で
も
劃
期
的
な
頂
点
を
な
し
、
そ
の
後
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
模
型
を
提
示

し
た
か
。

一
寸
考
え
る
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
現
実
逃
避
で
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
此
岸
主
義
と
矛

盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
本
質
。
遮
断
性
、
完
結
性
。
現
実
か
ら
遮
断
す
る
条
件
を
設
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
、
現
実
の
全
体
構
造
法
則
を
捉
え
う
る
（
自
然
科
学

の
真
空
の
実
験
）。
ま
た
実
践
的
に
い
っ
て
も
す
ぐ
れ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
き
わ
め

て
現
実
的
感
覚
に
と
ん
で
い
る
。
も
し
逃
避
と
い
う
な
ら
、
一
ど
逃
避
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
逆
に
現
実
に
働
き
か
け
、
新
に
現
実
を
形﹅

成﹅

す﹅

る﹅

内
的
な
衝
動
が
生
れ

る
。
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
構
造
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
芸
術
的
構
造
。
国
家
を
人
為
的
な
も

の
、
人
間
の
力
で
形
成
し
う
る
も
の
と
考
え
る
様
に
な
っ
た
。

新
世
界
に
よ
る
視
野
の
拡
大

→

こ
れ
は
動
機
よ
り
も
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
論
理
的

構
造
を
規
定
し
た
。
空
間

時
間

ト
ー
マ
ス
・
モ
ー
ア
（
一
四
七
八
―
一
五
三
五
）

一
四
七
八
年
、
ロ
ン
ド
ン
に
生
る
。
エ
ラ
ス
ム
ス
の
親
友
で
、
エ
ラ
ス
ム
ス
の

『
愚
神
礼
讃
』
は
モ
ア
に
献
げ
ら
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
潮

と
接
触
し
た
。
二
十
五
才
で
国
会
議
員
、
後
一
時
隠
遁
し
た
が
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世

即
位
と
共
に
、
間
も
な
く
、
和
蘭
駐
在
の
外
交
使
節
と
な
っ
た
。『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』

は
こ
の
時
代
の
所
産
で
あ
る
。
一
五
一
八
年
枢
密
顧
問
官
、
二
三
年
下
院
議
長
等

要
職
を
歴
任
し
て
、
二
九
年
遂
に
俗
人
に
し
て
最
初
の
大
法
官
（
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー

Lord
Chancellor）
の
地
位
に
つ
い
た
。
し
か
し
、
例
の
ヘ
ン
リ
ー
八
世
の
離
婚

問
題
及
び
、
国
王
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
教
会
の
首
長
に
す
る
問
題
に
つ
い
て
王
と
衝

突
し
、
永
い
幽
囚
の
後
、
遂
に
一
五
三
五
年
処
刑
さ
れ
た
。

「
エ
ピ
〔
キ
〕
ュ
リ
ア
ン
的
特
質
を
兼
ね
た
禁
欲
主
義
者
」（
フ
ラ
イ
ア
ー

〔

〕）

D
ie

politische
Insel,

S.93

『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
は
「
最
善
の
国
家
体
制
及
び
新
島
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
関
す
る
真
に
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珠
玉
と
も
い
う
べ
き
優
雅
に
し
て
有
益
な
る
小
著
」
と
い
う
題
名
を
冠
し
て
い
る

（
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
て
い
る
）。
ま
さ
に
こ
の
題
名
が
同
じ
範
疇
の
思
想
を
総

称
す
る
普
通
名
詞
に
な
っ
た
こ
と
で
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
少

と
も
ま
と
ま
っ
た
構
成
を
も
っ
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
の
こ
う

[
嚆
]

矢
で
あ
る
（
プ
ラ

ト
ー
の
『
ポ
リ
テ
イ
ア
』
等
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
以
上
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
）。
ラ
テ

ン
語
で
書
か
れ
、
出
版
は
和
蘭
の
友
人
エ
ラ
ス
ム
ス
と
ペ
テ
ル
・
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス

に
託
さ
れ
た
。

船
乗
り
で
世
界
各
地
の
旅
行
家
の
ラ
フ
ァ
エ
ル
（
あ
だ
名
を
ヒ
ト
ロ
デ
ウ
ス

H
ythlodeus）
と
モ
ア
及
び
そ
の
友
人
、
ペ
テ
ル
・
エ
ギ
デ
ィ
ウ
ス
（
Peter

Ä
gidius）
と
の
会
話
と
い
う
形
を
と
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
主
た
る
語
り
手
は
ラ

フ
ァ
エ
ル
で
あ
る
（
現
実
考
慮
！
）。

こ
の
書
の
特
色
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
現
実
の
政
治
社
会
状
況
の
批
判
と
之
に
対
置

さ
れ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
構
想
と
が
巧
み
に
バ
ラ
ン
ス
を
得
て
い
る
こ
と
で
、
ユ
ー

ト
ピ
ア
思
想
の
本
来
も
つ
実
践
的
意
義
を
最
も
明
瞭
に
浮
き
出
し
て
い
る
。

現
実
社
会
の
批
判
と
し
て
、
十
五
世
紀
末
か
ら
熱
病
的
な
激
し
さ
で
進
行
し
た

Enclosure
M
ovem
entに
よ
る
農
民
の
悲
惨
な
情
況
の
生
々
し
た
描
写
と
苛
酷

[仮
借
カ
]

な
き
批
判
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
い
か
に
し
て
「
羊
が
人
間
を
喰
い
殺

す
」
か
、
い
か
に
し
て
、
貴
族
、
ヂ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
層
が
、
も
っ
と
も
ヂ
ェ
ン
ト

ル
で
な
い
方
法
で
、
農
民
を
土
地
か
ら
追
出
し
た
か
。
追
出
さ
れ
て
浮
浪
の
徒
と

な
っ
た
農
民
が
い
か
に
悲
惨
な
状
況
に
落
ち
て
行
っ
た
か
が
委
曲
を
尽
し
て
述
べ

ら
れ
て
い
る
。「
富
め
る
人
々
は
自
ら
の
行
為
に
よ
っ
て
泥
棒
を
大
量[カ

]的
に
作
り

出
し
た
後
に
、
之
を
法
律
で
罸
し
よ
う
と
す
る
〔
」〕。

﹇

﹈

K
.
K
autsky,

T
hom

as
M

ore
und

seine
U
topie,

1888.

「
富
め
る
人
々
は
、私
的
な
詐
欺
に
よ
っ
て
だ
け
で
な
く
、ま
さ
に
コ
モ
ン
・

ロ
ウ
に
よ
っ
て
、
日
々
貧
し
き
人
々
か
ら
、
彼
等
の
毎
日
の
生
計
の
一
部
を

奪
掠
し
て
い
る
」と
し
、ま
た「
私
は
富
め
る
人
々
が
ま
さ
し
く
コ
モ
ン
ウ
ェ

ル
ス
と
い
う
名
目
の
下
に
、
彼
等
の
財
貨
を
獲
得
せ
ん
と
す
る
あ
る
種
の
隠

謀
し
か
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
い
っ
て
、
法
や
国
家
の
階
級
性
を
指

摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
批
判
は
し
ば
し
ば
モ
ア
を
近
世
社
会
主
義
思
想
の
先
駆
者
と
看

做
さ
し
め
た
。
し
か
し
社
会
主
義
は
産
業
革
命
に
よ
る
近
代
工
場
経
営
の
出

現
と
工
場
労
働
者
階
級
の
出
現
を
前
提
と
し
て
い
る
。
モ
ア
は
当
然
の
こ
と

と
し
て
、
農
業
と
結
合
し
た
小
規
模
な
日
常
品
生
産
し
か
考
え
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
も
民
衆
は
政
治
的
改
革
の
主
体
と
し
て
は
全
く
考
え
ら
れ
て
い
な

い
﹇
大
衆
運
動
﹈。「
か
よ
う
な
論
題
は
人
民
に
は
委
せ
ら
れ
な
い
し
、
又
人

民
に
対
し
て
忠
告
さ
れ
も
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
傾
聴
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
か
ら
」。
こ
こ
に
も
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
貴
族
的
性
格
を
見
る
。

Ａ
．
社
会
組
織

こ
ゝ
で
は
老
人
と
病
人
を
除
い
て
「
働
か
ざ
る
も
の
は
食
う
べ
か
ら
ず
」
の
原

則
が
実
行
さ
れ
る
。
労
働
時
間
は
通
常
は
六
時
間
で
十
分
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

通
常
の
社
会
の
よ
う
に
無
数
の
無
為
徒
食
の
人
々
―
―
遊[有

]閑
婦
人
、
僧
侶
、
修
道

僧
、
金
持
、
乞
食
、
浮
浪
人
―
―
な
ど
が
全
く
存
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
産
手

段
と
労
働
生
産
物
の
共
有
に
基
い
て
、
機
械
の
様
に
精
密
な
計
画
経
済
が
実
施
さ
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れ
る
。
住
宅
さ
へ
も
十
年
ご
と
に
抽
籤
で
交
換
さ
れ
る
。
貨
幣
と
私
有
財
産
こ
そ

あ
ら
ゆ
る
社
会
悪
の
根
源
と
看
做
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
但
し
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
も
奴
隷
は
い
る
。
そ
れ
は
犯
罪
人
か
又
は
戦
争
の

捕
虜
で
あ
り
、
人
の
い
や
が
る
不
愉
快
な
労
働
や
、
不
健
康
な
仕
事
に
従
事
し

た
り
、
又
対
外
戦
争
に
用
い
ら
れ
る
）

但
し
、
家
庭
は
き
わ
め
て
尊
重
さ
れ
、
プ
ラ
ト
ー
の
様
な
婦
人
共
有
制
は
な
い
。

却
っ
て
一
夫
一
婦
制
が
守
ら
れ
姦
通
は
厳
重
に
罸
せ
ら
れ
る
。

Ｂ
．
政
治
組
織

き
わ
め
て
地
方
自
治
的
色
彩
が
強
い
。
五
十
四
の
同
じ
よ
う
な
都
市
か
ら
成

り
、
そ
の
周
囲
は
必
要
な
だ
け
の
農
地
が
あ
る
。
夫
々
の
都
市
で
三
十
家
族
ご
と

に
一
族
長
を
選
出
し
、
こ
れ
が
又
人
民
集
会
の
議
を
経
て
、
終
身
の
市
長
を
選
出

す
る
。
ま
た
、各
都
市
か
ら
三
名
づ
つ
選
出
さ
れ
た
議
員
で
元
老
院
が
構
成
さ
れ
、

こ
れ
が
各
都
市
の
共
同
事
務
を
遂
行
す
る
。
す
な
わ
ち
全
体
と
し
て
き
わ
め
て
デ

モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
構
成
を
と
っ
て
い
る
。

Ｃ
．
人

間

こ
う
し
た
組
織
の
下
に
モ
ア
は
い
か
な
る
人
間
類
型
の
成
長
と
生
活
方
法
の
確

立
を
考
え
て
い
た
か
。
そ
れ
が
ま
さ
に
最
も
重
要
な
点
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
が
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
る
。

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
人
間
は
き
わ
め
て
理
性
的
で
廉
潔
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
禁
欲

は
僧
院
風
の
強
い
ら
れ
た
暗
い
禁
欲
で
は
な
い
。
彼
等
は
そ
の
高
い
教
養
と
知
性

に
よ
っ
て
精
神
的
快
楽
こ
そ
人
生
の
至
上
の
悦
び
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

従
っ
て
こ
こ
で
は
知
性
と
感
性
が
、
道
徳
と
快
楽
（
幸
福
）
と
は
完
全
に
一
致
し

調
和
し
て
い
る
。
完
全
な
意
味
で
の
禁
欲
者
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
完
全
な
意
味
で

の
エ
ピ
キ
ュ
リ
ア
ン
で
も
あ
る
。
彼
等
は
人
生
の
意
義
は
知
性
の
練
磨
と
教
養
の

向
上
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
労
働
の
閑
暇
は
あ
げ
て
芸
術
、
学
問
及

高
尚
な
遊
戯
に
あ
て
る
（
８
時
間
睡
眠
を
と
り
、
翌
朝
爽
快
な
気
分
で
公
開
の
講[カ

]

議[義
]に

出
る
）。
一
切
の
宗
教
は
こ
こ
で
は
寛
容
さ
れ
る
。
真
理
は
強
制
と
暴
力
に

よ
ら
ず
し
て
、
そ
の
内
面
的
な
力
に
よ
っ
て
普
及
し
う
る
事
を
す
べ
て
の
市
民
が

確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
う
し
た
高
い
知
性
水
準
は
教
育
を
俟
た

ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
教
育
は
国
家
教
育
と
し
て
最
も
重
視
さ
れ
、
完
全
な
義
務

教
育
が
実
施
さ
れ
る
。
従
っ
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
は
、
イ
ン
テ
リ
と
大
衆
の
区
別
な

く
、
す
べ
て
が
イ
ン
テ
リ
で
あ
る
（
プ
ラ
ト
ン
と
の
決
定
的
な
ち
が
い
！
）。
し
ち

ち[マ
マ
]む

ず
か
し
い
弁
証
論
や
形
而
上
学
は
無
用
の
学
と
し
て
斥
け
ら
れ
、
数
学
自

然
科
学
や
、
道
徳
哲
学
が
教
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
節
度
を
失
わ
ず
、
高
い
教
養

と
高
尚
な
趣
味
と
健
全
な
肉
体
を
兼
ね
そ
な
え
た
国
民
が
造
り
出
さ
れ
て
行
く
の

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
い
、
内
部
的
完
結
性
を
も
っ
た
ユ
ー
ト
ピ

ア
も
、
対
外
戦
争
を
欠
く
わ
け
に
行
か
な
い
。
そ
う
し
て
こ
の
面
に
お
い
て
モ
ア

の
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』
は
最
も
多
く
の
批
判
を
蒙
っ
た
が
、
ま
た
そ
こ
に
、
モ
ア
の
、

ひ
い
て
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
思
潮
と
イ
ギ
リ
ス
国
民
の
伝
統
と
な
っ
た
国
家
理

念
の
一
つ
の
興
味
あ
る
融
合
を
み
と
め
う
る
。

戦
争
は
通
常
、外
国
人
の
傭
兵
に
よ
っ
て
行
い
、次
に
、同
盟
国
の
軍
隊
に
よ
っ
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て
行
う
、
い
よ
〳
〵
最
後
と
い
う
時
に
な
っ
て
は
じ
め
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
人
民
自
ら

が
出
動
す
る
。
し
か
し
一
旦
出
動
す
れ
ば
、
と
こ
と
ん
ま
で
戦
い
抜
く
。
し
か
し

ユ
ー
ト
ピ
ア
人
は
あ
く
ま
で
理
性
的
だ
か
ら
、
戦
争
の
際
も
情
熱
に
か
ら
れ
て
戦

争
気
分
に
陶
睡[酔

]し
た
り
、
戦
争
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
は
決
し
て

な
い
。
ま
た
人
生
の
意
義
が
前
述
の
ご
と
く
精
神
的
文
化
に
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま

え
て
い
る
か
ら
、
戦
争
は
経
済
的
生
産
活
動
と
同
様
、
た
ゞ
「
必
要
事
」
で
あ
っ

て
、
そ
れ
自
身
固
有
の
価
値
を
も
つ
な
ど
と
は
夢
に
も
考
え
な
い
。
し
か
も
興
味

あ
る
こ
と
は
、戦
争
の
こ
う
し
た
手
段
性
を
ハ
ッ
キ
リ
認
識
す
る
が
ゆ﹅

え﹅

に﹅

、個
々

の
軍
事
的
勝
利
よ
り
も
全
体
と
し
て
の
外
交
的
成
功
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
の
際
、

目﹅

的﹅

遂﹅

行﹅

の﹅

た﹅

め﹅

に﹅

は﹅

、
あ﹅

ら﹅

ゆ﹅

る﹅

露﹅

骨﹅

、
卑﹅

劣﹅

な﹅

権﹅

謀﹅

術﹅

数﹅

、
偽﹅

ま﹅

ん﹅

が﹅

許﹅

さ﹅

れ﹅

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

敵
の
君
主
や
そ
の
ブ
レ
イ
ン
の
殺
害
に
は
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
け
ら
れ
、
国
内
社

会
関
係
で
は
ユ
ー
ト
ピ
ア
以
外
の
一
般
国
民
の
邪
悪
な
欲
望
の
対
象
と
し
て
憎
悪

さ
れ
け
い
べ
つ

[

軽

蔑

]

さ
れ
る
金
が
ま
さ
に
そ
の
ゆ
え
に
外
交
政
策
で
は
買
収
手
段
と
し

て
利
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

戦
争
目
的
は
決
し
て
狭
義
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
国
土
防
衛
だ
け
で
な
い
。
友
邦
の
保

護
、
暴
君
の
下
に
あ
え
ぐ
国
民
を
人
道
の
た
め
に
解
放
す
る
こ
と
、
他
国
民
の
不

正
な
商
業
活
動
を
徴[懲

]罸
す
る
こ
と
、
国
内
人
口
過
剰
の
場
合
、
植
民
地
を
略
取
す

る
こ
と
、
―
―
等
の
目
的
の
た
め
に
遂
行
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
無
思
慮
な
猪
突
的
侵

略
政
策
は
厳
に
い
ま
し
め
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
叙
述
に
は
ま
さ
に
十
六
世
紀
初
頭
、
イ
ギ
リ
ス
が
当
面
し
て
い
た
外

交
問
題
に
対
す
る
現
実
政
治
家
と
し
て
の
モ
ア
の
意
見
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
超
え
て
そ
の
後
数
世
代
に
及
ぶ
イ
ギ
リ
ス
対
外
政
策
の

根
幹
的
理
念
が
す
で
に
打
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
ど
こ
ま
で
も

冷
徹
な
打
算
、
戦
争
を
最
後
ま
で
回
避
し
つ
ゝ
、
乗
出
し
た
ら
目
的
貫
徹
ま
で
頑

張
る
ね
ば
り
強
さ
、
道
徳
的
理
想
的
目
的
と
現
実
的
、
レ
ー
ゾ
ン
・
デ
タ
と
の
調

和
、
さ
ら
に
時
あ
っ
て
の
（
偽

[マ
マ
]

善
者
的
と
い
わ
れ
る
根
源
を
な
す
、
無
慈
悲
を
き

わ
め
た
処
置
！
）

[マ
マ
]

と
同
時
に
、
高
貴
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
露
骨
な
権
力
利
害
が
と
も
に
生
の
昂

揚
の
発
現
と
し
て
併
存
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ま
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
一
般
の

特
質
で
も
あ
っ
た
。

ト
マ
ス
・
カ
ン
パ
ネ
ラ
（
T
hom
as

[T
om
m
aso]

Cam
panella、
一
五
六
八
―
―
一
六
三
九
）

南
イ
タ
リ
ー
の
ス
テ
ニ
ア
ー
ノ
村
に
生
る
。
早
く
か
ら
学
才
、
と
く
に
詩
才
あ

り
。
一
五
八
二
年
、
聖
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
院
に
入
る
（
一
四
才
）。
ス
コ
ラ
哲
学
を

究
め
、
錬
金
術
・
占
星
術
等
に
通
暁
す
る
。
後
サ
ン
・
ジ
ォ
ル
ジ
オ
の
修
道
院
、

更
に
コ
セ
ン
ツ
ア
に
移
っ
た
。
こ
ゝ
で
自
然
哲
学
者
ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
・
テ
レ

ジ
オ
を
知
り
、
決
定
的
な
影
響
を
受
け
た
（
感
覚
論
、
経
験
論
）。
そ
れ
か
ら
托
鉢

の
旅
に
出
て
十
年
間
、
イ
タ
リ
ー
主
要
都
市
を
経
め
ぐ
り
、
イ
タ
リ
ー
の
社
会
情

勢
を
見
聞
し
、
ま
た
ガ
リ
レ
オ
な
ど
と
討
論
し
た
。
三
十
に
し
て
故
郷
の
カ
ラ
ブ

リ
ア
地
方
に
帰
っ
た
。
こ
ゝ
で
反
ス
ペ
イ
ン
の
独
立
革
命
の
気
運
を
見
て
、
南
イ

タ
リ
ー
の
修
道
院
に
秘
密
組
織
を
つ
く
っ
て
独
立
運
動
に
参
劃
し
た
。
が
、
一
五

九
九
年
隠
謀
露
見
し
、
彼
も
捕
え
ら
れ
て
ナ
ポ
リ
の
牢
獄
に
投
ぜ
ら
れ
、
猛
烈
な

拷
問
を
受
け
た
が
屈
せ
ず
、
終
身
禁
錮
と
な
っ
て
こ
ゝ
で
二
十
六
年
（
一
六
二
六
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年
）
の
牢
獄
生
活
を
送
っ
た
。『
太
陽
の
都
』
は
こ
の
獄
中
作
で
あ
る
。

一
六
二
六
年
、
ロ
ー
マ
の
異
端
裁
判
所
の
獄
に
移
さ
れ
た
が
、
こ
ゝ
で
は
法
王

（
ウ
ル
バ
ノ
八
世
）
の
好
意
に
よ
り
優
遇
さ
れ
た
。
一
六
二
九
年
出
獄
。
そ
の
頃

彼
の
名
声
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
界
文
化
界
に
す
こ
ぶ
る
高
か
っ
た
。
だ
が
、
ス
ペ
イ

ン
の
迫
害
が
甚
し
い
の
で
、
遂
に
フ
ラ
ン
ス
に
移
り
、
や
が
て
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
の

知
遇
を
え
て
、
パ
リ
に
移
っ
た
。『
太
陽
の
都
』
を
実
践
す
る
国
と
し
て
ル
イ
王
朝

の
フ
ラ
ン
ス
に
最
後
に
着
目
し
た
の
で
あ
る
﹇
彼
の
最
後
の
著
作
は
ル
イ
十
四
世

の
生
誕
に
捧
げ
ら
れ
、
彼
の
没
し
た
サ
ン
・
ト
ノ
レ
僧
院
こ
そ
は
後
の
ジ
ャ
コ
バ

ン
僧
院（
ジ
ャ
コ
バ
ン
党
ク
ラ
ブ
）で
あ
っ
た
！
﹈。
こ
ゝ
で
思
索
と
著
述
に
耽
り
、

一
六
三
九
年
没
し
た
。
政
治
論
の
ほ
か
に
、
感
覚
哲
学
、
自
然
哲
学
の
著
書
が
多

い
。「
骨
の
髄
ま
で
情
熱
的
か
つ
空
想
的
な
精
神
の
所
有
者
だ
」
と
彼
の
一
友
人

が
評
し
て
い
る
が
、
彼
の
う
ち
に
は
、
自
由
を
愛
し
高
貴
な
理
想
を
追
求
す
る
精

神
と
ペ
ダ
ン
ト
リ
ー
、
現
世
的
快
楽
へ
の
執
着
、
と
い
っ
た
両
面
の
奇
し
き
結
合

が
見
ら
れ
る
。

『
太
陽
の
都
』
の
著
者
も
モ
ア
に
劣
ら
ぬ
深
く
博
い
教
養
の
持
主
で
あ
り
、
や
は

り
モ
ア
と
同
じ
く
殉
教
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
か
し
こ
に
は
常
識
的
な
、
世
間

智
に
と
ん
だ
、
現
実
政
治
家
の
構
想
し
た
上
か
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
対
し
て
、
こ

こ
に
は
、
深
い
形
而
上
学
的
思
索
を
好
み
か
つ
メ
シ
ア
的
観
念
に
つ
か
れ
た
、
修

道
僧
の
「
下
か
ら
の
」
革
命
的
千
年
王
国
の
提
示
が
あ
る
。
彼
の
『
太
陽
の
都
』

は
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
開
明
的
、
科
学
的
、
自
由
探
究
の
精
神
と
、
宗
教
改
革
の

反
動
と
し
て
の
旧
教
内
部
の
革
新
運
動
と
の
合
流
の
産
物
で
あ
る
。
そ
れ
は
法
王

を
頂
点
に
戴
く
、
ク
リ
ス
ト
教
的
神
政
国
家
で
あ
る
。
セ
イ
ロ
ン
島
に
あ
る
と
仮

定
さ
れ
、
生
産
だ
け
で
な
く
分
配
も
計
画
化
さ
れ
（
四
時
間
労
働
）、
三
人
の
う
ち

最
も
プ
ラ
ト
ン
に
忠
実
に
、
家
庭
の
私
的
性
格
ま
で
が
揚
棄
さ
れ
る
。
結
婚
は
優

生
学
的
見
地
か
ら
国
家
の
厳
重
な
管
理
の
下
に
営
ま
れ
る
公
務
と
し
て
の
生
殖
行

為
で
あ
る
。
教
育
は
む
ろ
ん
子
供
の
時
か
ら
政
府
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
普
通

人
の
教
養
が
授
け
ら
れ
る
。

﹇
計
画
と
人
間
の
privacy
の
問
題

Berechenbarkeit〔
予
測
可
能
性
〕
！

M
etaphysicus

M
acht〔
力
〕

W
eisheit〔
智
恵
〕

Liebe〔
愛
〕

（
副
王
）﹈

新
ら
し
き
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
知
性
と
学
問
の
イ
デ
ー
が
外
見
的
に
は
中
世
的
な

こ
の
僧
侶
の
思
想
の
な
か
に
脈
う
っ
て
い
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
太
陽
の
都
」
の
学
者
た
ち
は
唯
一
冊
の
本
し
か
持
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
『
智

恵
』﹇
ラ
・
サ
ジ
ェ
ス→

学
問
の
奥
座[カ

]﹈
と
い
う
本
で
、
そ
こ
に
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
学
問
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
あ
る
。
カ
ン
パ
ネ
ラ
は
、
こ
の
国
の
最
高
支
配
者
に
、

「
形
而
上
学
者
」
と
い
う
名
を
附
し
て
、
彼
を
以
て
人
間
と
し
て
達
し
う
る
最
高

度
の
知
識
の
所
有
者
と
し
て
い
る
が
、
い
わ
ゆ
る
中
世
的
な
ス
コ
ラ
哲
学
の
学
習

や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
理
の
機
械
的
習
得
な
ど
に
は
極
度
の
軽
べ
つ
と
批
判
を

も
っ
て
い
る
。

あ
な
た
方
が
大
学
者
と
認
め
る
ひ
と
は
文
法
を
最
も
よ
く
知
っ
て
い
た
り
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
論
理
や
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
著
者
た
ち
の
業
績
を
熟
知
し

て
い
る
ひ
と
た
ち
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
あ
な
た
が
た
の
仲
間
で
は
学
問
が
単

― 69 ―



に
記
憶
と
労
働
に
関
す
る
事
柄
に
す
ぎ
な
い〔（
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ『
太
陽
の
都
』

大
岩
誠
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
五
〇
年
、
二
一
頁
、
登
録
番
号
0189429）〕。

み
な
が
物
の
本
の
お
し
ゃ
べ
り
や
死
ん
だ
文
章
を
勉
強
す
る
か
ら
、
ど
ん
ぐ
り
の

背
く
ら
べ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

た
ゞ
一
つ
の
学
問
し
か
心
得
て
い
な
い
人
間
は
、
そ
の
学
問
も
決
し
て
全
般
的

に
心
得
て
い
な
い
。
由
来
天
才
の
特
質
は
瞬
く
間
に
あ
ら
ゆ
る
学
問
に
通
暁
す
る

こ
と
に
あ
る
。
神
が
被
造
物
を
宰

[つ
か
さ
ど
]る

御
業
、自
然
と
そ
の
法
則（
物
理
・
数
学
・

天
文
・
機
械
技
術
等
）、諸
国
民
の
習
慣
及
風
俗
、そ
れ
を
あ
ま
ね
く
理
解
す
る﹇
直

観[カ
]的

方
法
﹈。

革
命
的
ユ
ー
ト
ピ
ア
ン
と
し
て
の
カ
ン
パ
ネ
ラ
の
面
目
は
、
そ
の
太
陽
の
都
の

政
治
組
織
と
、
戦
争
観
の
う
ち
に
最
も
よ
く
現
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
フ
ラ
ン

ス
革
命
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
ビ
ニ
ズ
ム
や
ロ
シ
ア
革
命
の
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ
ム
の
基

底
を
な
す
考
え
方
と
き
わ
め
て
共
通
し
た
多
く
の
要
素
が
見
出
さ
れ
る
。
ま
ず
、

前
述
の
ご
と
く
、
最
高
主
権
者
が
一
つ
の
絶
対
真
理
と
同
視
さ
れ
た
ド
ク
ト
リ
ン

の
具
現
者
で
あ
る
と
い
う
点
で
類
似
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
第
二
に
こ
の
政
治

組
織
は
頂
点
は
独
裁
制
、
底
辺
は
民
主
制
で
い
わ
ゆ
る
民
主
的
中
央
集
権
制
を

と
っ
て
い
る
。
形
而
上
学
者
（
祭
司
）
は
、「
権
力
」「
智
恵
」「
愛
」
と
い
う
名
で

呼
ば
れ
る
三
人
の
行
政
長
官
に
よ
っ
て
補
佐
さ
れ
、
彼
等
は
こ
の
徹
底
し
た
計
画

社
会
の
独
裁
者
で
あ
る
。
こ
の
四
人
の
最
高
官
を
除
く
あ
ら
ゆ
る
役
人
は
全
住
民

の
集
会
に
よ
っ
て
選
挙
さ
れ
、
更
迭
さ
れ
る
。
二
十
才
以
上
の
住
民
は
全
部
毎
月

一
回
開
か
れ
る
人
民
会
議
に
出
席
し
、
公
共
生
活
全
般
に
つ
い
て
意
見
を
の
べ
、

役
人
に
対
す
る
不
満
を
表
明
す
る
。
役
人
は
ま
た
、
八
日
間
毎
に
寄
合
を
ひ
ら
い

て
自
己
批
判
を
し
、
人
民
会
議
で
選
ば
れ
た
役
人
を
正
式
に
任
命
す
る
。「
太
陽

の
都
の
住
民
た
ち
は
…
…
お
互
に
一
つ
の
体
に
対
す
る
多
く
の
肢
体
」
と
考
え
、

「
片
と
き
も
独
り
で
い
る
こ
と
な
く
、い
つ
で
も
集
団
の
一
員
と
し
て
活
動
す
る
」

〔
六
三
頁
〕。
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
全
く
区
別
さ
れ
た
マ
ス
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理

念
型
で
あ
る
。

さ
ら
に
モ
ア
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
と
比
較
し
て
興
味
あ
る
の
は
、
こ
の
太
陽
の
都
の

行
う
戦
争
で
あ
る
。
か
く
も
幸
福
な
太
陽
の
都
の
国
民
は
何
故
戦
争
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
、
そ
の
国
が
周
囲
の
国
に
比
し
て
あ
ま
り
に
理

想
的
で
あ
る
が
故
に
、
周
囲
の
国
は
之
を
羨
望
嫉
妬
し
、
戦
争
を
挑
発
す
る
か
ら

だ
（
反
革
命
の
十
字
軍
の
可
能
性
が
出
発
点
と
な
っ
て
い
る
！
）。
周
囲
の
国
の

「
国
王
た
ち
は
何
か
と
い
う
と
す
ぐ
に
太
陽
の
都
の
住
人
た
ち
が
自
分
た
ち
の
国

土
の
一
部
を
不
法
に
も
奪
い
と
っ
た
と
か
、
或
は
都
の
住
人
た
ち
が
何
一
つ
偶
像

を
拝
ま
ず
、ほ
か
の
邪
宗
門
の
ひ
と
た
ち
の
よ
う
な
信
仰
を
も
た
な
い
」〔
四
〇
頁
〕

と
い
う
い
い
が
ゝ
り
を
つ
け
て
侵
略
し
て
来
る
。
従
っ
て
、
太
陽
の
都
の
住
民
の

行
う
戦
争
は
つ
ね
に
不
法
侵
略
に
対
し
て
理
想
国
を
守
る
防
衛
戦
で
あ
り
、
す
ゝ

ん
で
は
、
抑
圧
さ
れ
た
国
民
の
た
め
の
解
放
戦
争
で
あ
る
。
戦
争
の
前
に
は
、「
権

力
」
の
代
官
が
人
民
大
会
議
を
ひ
ら
き
、
そ
の
席
で
雄
弁
を
ふ
る
っ
て
遠
征
の
正

義
た
る
所
以
を
論
ず
る
（
思
想
戦
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
争
に
お
け
る
宣
伝
の
役
割

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
）。

正
義
の
戦
い
は
当
然
不
敗
で
あ
る
。
征
服
さ
れ
た
国
は
直
ち
に
そ
の
体
制
を
太

陽
の
国
と
同
じ
様
な
共
同
計
画
体
制
に
変
造
さ
れ
る
。
太
陽
の
民
は
決
し
て
好
戦
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的
で
な
い
。
戦
争
の
唯
一
の
目
的
は
、
戦
い
に
負
け
た
国
民
を
今
ま
で
よ
り
も
は

る
か
に
良
い
国
民
に
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
断
じ
て
そ
の
国
民
を
滅
亡
さ
せ
る
た

め
に
戦
っ
て
は
な
ら
な
い
。

こ
れ
だ
け
見
て
も
い
か
に
隅
々
ま
で
こ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
が
革
命
的
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
よ
っ
て
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
を
窺
い
う
る
。
と
同
時
に
、
あ
ら
ゆ
る
革
命

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
共
通
す
る
体
系
的
ロ
ジ
ッ
ク
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
驚
嘆
さ
せ

ら
れ
る
。
い
な
、
そ
こ
に
は
「
つ
る
し
上
げ
」
す
ら
欠
け
て
は
い
な
い
。「
自
分
の

過
失
で
戦
争
に
負
け
た
り
、〔
…
…
〕
自
分
の
有
利
な
態
勢
を
守
ら
な
か
っ
た
り
し

た
つ
わ
も
の
は
、
都
民
大
衆
の
面
前
で
公
け
に
糾
弾
さ
れ
ま
す
」
！
〔
四
四
―
四

五
頁
〕

フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
（
一
五
六
一
―
一
六
二
六
）

国
爾[璽

]尚
書
の
父
を
も
つ
名
門
の
出
身
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ヂ
に
学
ぶ
。
そ
こ
で
の
ス

コ
ラ
的
教
育
に
深
い
不
満
を
感
じ
た
。
こ
の
間
渡
仏
、
や
が
て
彼
の
哲
学
研
究
と

猟
官
運
動
の
両
面
生
活
が
開
始
さ
れ
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
在
位
中
は
、
彼
の
出

世
策
は
成
功
せ
ず
、
国
会
議
員
に
甘
ん
じ
た
が
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
一
世
即
位
後
、
つ

い
に
一
六
〇
七
年
、
検
事
次
長
と
な
り
、
検
事
総
長
、
国
爾[璽

]尚
書
を
経
て
、
一
六

一
八
年
五
七
才
に
し
て
、モ
ア
と
同
じ
大
法
官

ロ
ー
ド
・
チ
ャ
ン
セ
ラ
ー

と
い
う
最
高
地
位
に
つ
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
僅
か
三
年
後
、
涜
職
罪
で
議
会
の
弾
劾
を
う
け
て
一
夜
に
し
て
没
落
、

ロ
ン
ド
ン
塔
に
幽
閉
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
後
許
さ
れ
た
が
、
官
職
に
つ
か
ず
、
余

生
を
学
問
と
著
述
に
さ
ゝ
げ
、
一
六
二
六
年
没
し
た
。「
お
よ
そ
人
類
の
う
ち
で

最
も
聡
明
俊
敏
で
最
も
醜
悪
な
人
間
」（
ポ
ー
プ
）
と
い
わ
れ
た
。

E
ssays.1625.

3
ed.

N
ovum

O
rganum

,
1620.

『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
の
名
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
か
ら

得
た
。

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
は
ア
メ
リ
カ
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー
・
ア
．〔
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
〕

は
そ
の
奥
の
太
平
洋
上
の
一
孤
島
で
あ
る
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
乗
っ
た
船

が
遭
難
し
て
辿
り
つ
く
。
ベ
ー
コ
ン
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
前
二
者
と
ち
が
っ
て
社
会

的
＝
政
治
的
組
織
の
提
示
が
中
心
で
は
な
い
。
そ
の
点
は
甚
だ
明
瞭
を
欠
く
。
未

完
の
著
で
あ
る
せ
い
も
あ
ろ
う（
だ
か
ら
私
有
財
産
制
も
存
置
さ
れ
て
い
る
）。
こ
ゝ

で
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
ベ
ー
コ
ン
の
理
想
と
す
る
新
ら
し
い
自
然
科
学
的
研

究
設
備
の
叙
述
で
あ
る
。
こ
の
島
で
の
科
学
的
研
究
は
、
永
遠
の
イ
デ
ア
の
観
照
で

も
な
け
れ
ば
、
モ
ア
の
場
合
に
な
お
見
ら
れ
た
よ
う
な
貴
族
的
教
養
で
も
な
い
。

そ
れ
は
不
断
に
進
歩
し
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
手
を
の
ば
し
計
画
的
に
組
織
さ

れ
た
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
に
お
い
て
史
上
は
じ

め
て
出
来
た
科
学
の
姿
で
あ
る
（
フ
ラ
イ
ア
ー
）

こ
の
島
で
の
精
神
的
中
心
で
あ
り
科
学
研
究
の
中
核
組
織
は
（
そ
う
し
て

ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
の
叙
述
の
大
部
分
を
占
め
る
の
は
）、「
サ
ロ
モ
ン
学

士
院
」
と
呼
ば
れ
る
会
館
で
あ
る
。

千
九
百
年
前
、
こ
の
島
を
治
め
た
有
徳
の
君
主
、
ソ
ラ
モ
ー
ナ
の
創
設
に
か
ゝ

る
。設

立
の
目
的
「
事
物
の
原
因
、
隠
れ
た
動
因
を
究
め
る
こ
と
に
あ
る
。
い
い

か
え
れ
ば
人
間
知
識
の
領
域
を
拡
大
し
、一
切
可
能
の
事
物
の
実
現
に
あ
る
」
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〔
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』
中
野
好
夫
訳
、

思
索
社
、
一
九
四
六
年
、
一
一
三
頁
、
登
録
番
号
0181953〕。

つ
ま
り
こ
れ
は
、
彼
が
『
ノ
ー
ヴ
ム
・
オ
ル
ガ
ー
ヌ
ム
』
に
お
い
て
述
べ
た
、

「
四
つ
の
イ
ド
ラ
」
か
ら
来
る
迷
妄
が
完
全
に
排
除
さ
れ
、
帰
納
法
と
実
験
に
も

と
ず
く
自
然
の
組
織
的
体
系
的
研
究
が
模
範
的
に
行
わ
れ
て
い
る
社
会
が
想
像
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
生
物
、
無
生
物
、
あ
ら
ゆ
る
実
験
材
料
が
蒐
集
分
類
さ
れ
、

天
文
、
物
理
、
化
学
、
あ
ら
ゆ
る
機
械
設
備
が
完
備
し
て
い
る
。
望
遠
鏡
、
顕
微

鏡
、
飛
行
機
、
潜
水
艦
、
動
力
機
、
電
話
、
ラ
ヂ
オ
等
近
代
科
学
の
産
物
が
こ
ゝ

で
は
ナ
イ
ー
ヴ
な
形
で
提
示
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
医
学
と
衛
生
に
力
が
そ
ゝ
が

れ
る
。
し
か
も
そ
う
し
た
広
大
な
領
域
の
研
究
が
一
糸
み
だ
れ
ざ
る
計
画
と
分
業

に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
（
近
代
科
学
の
体
系
性
と
組
織

性
！
）。
科
学
は
閑
人
の
好
事
で
は
な
く
、
ま
さ
に
生
活
の
原
理
に
高
め
ら
れ
る
。

そ
れ
こ
そ
、
ベ
ー
コ
ン
の
有
名
な
標
語
「
知
は
力
な
り
」
の
具
現
で
あ
っ
た
。
こ

の
構
想
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
設
立
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

十
六
世
紀
の
国
家
小
説
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）、
そ
の
う
ち
、
最
も
主
要
な
も
の
は
、

ト
ー
マ
ス
・
モ
ー
ア
『
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
一
五
一
六
年
刊
）

〃

カ
ン
パ
ネ
ラ
『
太
陽
の
都
』（
CivitasSolis）、
一
六
二
三
年
刊

⎩――⎨――⎧
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
『
ニ
ュ
ー
・
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
』（
一
六
二
七
年
、

死
後
刊
）

イ
、
い
づ
れ
も
プ
ラ
ト
ー
の
「
共
和
国

ポ
リ
テ
ィ
ア

」
を
模
範
と
し
て
い
る
（
古
代
復
興
の

表
現
！
）。

ロ
、
い
づ
れ
も
単
な
る
閑
人
の
空
想
的
産
物
で
は
な
い
。
実
際
政
治
家
（
二
人

は
国
家
の
最
高
位
に
つ
い
た
政
治
家
で
あ
り
、
一
人
は
教
権
至
上
的
立
場
か

ら
の
革
命
家
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ら
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
い
づ
れ
も

彼
等
の
強
烈
な
社
会
的
政
治
的
関
心
と
現
実
改
革
の
情
熱
に
よ
っ
て
貫
か
れ

て
い
る
。
彼
等
は
多
少
と
も
波
瀾
に
富
ん
だ
生
涯
を
も
ち
、
い
づ
れ
も
投
獄

の
憂
目
を
見
て
い
る
。

ハ
、
合
理
的
科
学
的
精
神
と
芸
術
的
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
結
合
。→

国
家
組
織
の

人
為
的
形
成

ニ
、
彼
等
の
人
間
、
性
格
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
な
が
ら
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
人
間

を
代
表
し
て
い
る
。
教
養
の
驚
く
べ
き
広
さ
、
文
学
的
才
能
、
自
由
と
懐
疑

の
精
神
、
世
俗
的
情
熱
の
燃
焼
、
権
謀
術
数
的
モ
メ
ン
ト
。

ホ
、
彼
等
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に[マ

マ
]は

、
人
生
全
体
の
意
味
と
理
想
に
よ
っ
て
貫
か
れ

て
い
る
（
理
想
的
人
間
像
）。
単
な
る
個
々
の
施﹅

設﹅

の
よ
せ
集
め
で
な
い
。

そ
う
し
た
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
が
い
か
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
精
神
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
い
る
か
は
、
そ
れ
と
は
形
式
を
異
に
し
な
が
ら
、
や
は
り
現
実
と
の
対
照
に
お

い
て
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
縦
横
に
駆
使
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
の
文
学
の
な
か
に
、
類

似
の
構
想
が
し
ば
し
ば
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
ラ

ヴ
レ
ー
﹇

﹈『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ア
物
語
』（
第
一
の
書
）
巻
末
。

F.Rabelais
テ
レ
ー
ム
の
僧
院←

→

あ
ら
ゆ
る
意
味
で
中
世
的
修
道
院
に
対
す
る
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
で
あ
る
。

院
長
ジ
ャ
ン
の
言
葉
「
己
が
身
の
こ
と
す
ら
取
締
れ
ま
せ
ぬ
拙
僧
に
、
ど
う
し
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て
他ひ

人と

様
を
取
締
れ
ま
せ
う
か
い
？
」〔
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ラ
ブ
レ
ー『
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ

ワ
と
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
第
一
之
書
ガ
ル
ガ
ン
チ
ュ
ワ
物
語
』
渡
辺
一
夫
訳
、

第
四
版
、
白
水
社
、
一
九
四
八
年
、
三
九
四
頁
、
登
録
番
号
0191054〕

周
囲
に
塀
が
な
く
、
時
刻
の
制
限
も
な
い
、「
こ
の
世
で
何
が
一
番
阿
呆
だ
と
申

し
て
、
良
識
や
悟
性
に
則
ら
ず
に
、
と
ん
か
ん
鳴
る
鐘
の
音
を
た
よ
り
に
わ
が
身

の
行
ひ
を
取
締
る
こ
と
位
阿
呆
な
こ
と
は
な
い
か
ら
じ
や
」〔
三
九
六
頁
〕

こ
こ
に
入
っ
て
来
る
男
女
は
、
通
常
の
修
道
院
の
よ
う
に
、「
片
目
、
ち
ん
ば
、

気
違
い
、
瑕き

ず

者
、
一
家
の
荷
厄
介
者
」
な
ど
、
要
す
る
に
通
常
の
肉
体
と
精
神
を

具
え
た
人
間
で
な
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
、「
眉
目
形
も
優
れ
、
姿
も
美

し
く
、
心
様
も
秀
で
た
女
性
、
及
び
眉
目
は
秀
麗
、
体
躯
も
整
い
、
気
立
て
の
よ

い
男
性
」〔
三
九
七
頁
〕
に
限
定
さ
れ
る
﹇
こ
ゝ
に
も

！
﹈。

l’uom
o
universale

僧
院
の
建
築
は
華
麗
な
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
式
の
模
範
的
な
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し

て
、
僧
院
の
門
に
は
、

こ
の
内
に
入
る
勿
れ
、
偽
善
の
徒
、
似
而
非
信
者
〔
四
〇
三
頁
〕

か
ら
始
ま
る
長
い
銘
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
、「
名
誉
も
讃
仰
も
慰
楽

も
楽
し
く
諧
和
す
れ
ば
こ
そ
、
こ
の
地
に
齎
ら
さ
る
ゝ
な
れ
、
人
々
は
す
べ
て
体

も
壮す

こ

健や
か

な
り
、さ
れ
ば
恵
み
与
え
ら
れ
る
名
誉
と
讃
仰
と
慰
楽
と
を
」〔
四
〇
七
頁
〕

と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
ラ
ブ
レ
ー
の
夢
み
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
人
間
像
の
理
想
と

見
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
ま
た
こ
の
僧
院
の
生
活
方
針
と
し
て
（
第
五
十
七
章
）、

彼
等
一
同
の
生
活
は
総
て
、
法
令
や
定
隷[款

]或
は
規
則
に
従
っ
て
送
ら
れ
た
の

で
は
な
く
、
全
員
の
希
望
と
自
由
意
思
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
起
き
る
の

が
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
た
時
に
一
同
は
起
床
し
た
し
、
さ
う
し
た
い
と
思
っ

た
時
に
、
飲
み
、
喰
い
、
働
き
、
眠
っ
た
の
で
あ
る
。
誰
に
眼
を
醒
さ
れ
る

と
い
ふ
こ
と
も
な
く
、
飲
む
に
せ
よ
、
食
べ
る
に
せ
よ
、
ま
た
そ
の
他
何
事

を
行
ふ
に
つ
け
て
も
、
誰
か
に
強
ひ
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
な
か
っ
た
。

…
…
一
同
の
遵
守
す
べ
き
法
規
と
は
た
ゞ
次
の
一
項
目
だ
っ
た
。

「
欲
す
る
と
こ
ろ
を
行
へ
」

か
く
定
め
ら
れ
た
所
以
の
も
の
は
、
正
し
い
血
統
に
生
れ
、
十
分
な
教
養

を
身
に
附
け
、
心
様
優
れ
し
人
人
と
共
に
睦
み
合
う
自
由
人
た
る
者
は
、
生

れ
な
が
ら
に
或
る
本
能
と〔
衝
動
と
〕を
具
へ
て
居
り
、こ
れ
に
刺
戟
さ
れ
ゝ

ば
こ
そ
、
常
に
徳
行
を
樹
て
、
悪
の
道
よ
り
身
を
退
く
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
人
々
は
、こ
の
本
来
の
面
目
を
呼
ん
で
以
て
品﹅

位﹅

と
し
て
い
る〔
四

一
九
―
四
二
〇
頁
〕

あ
ら
ゆ
る
外
面
的
束
縛
や
禁
欲
的
戒
律
か
ら
解
放
さ
れ
、
し
か
も
卑
し
い
衝
動

に
盲
目
に
な
ら
ぬ
品
位
と
徳
性
を
も
っ
て
生
き
る
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
生
活
様
式
の

理
想
化
が
こ
ゝ
に
見
事
に
結
晶
し
て
い
る
﹇
自
然
的
理
性
の
自
律
！
﹈。

George
O
rw

ell,
N
ineteen

E
ighty-four.

の
系
列

A
.H

uxley,
Brave

N
ew

W
orld

オ
シ
ア
ニ
ア
（
太
洋
国
）

一
党
独
裁
と
思
想
警
察

テ
レ
ス
ク
リ
ー
ン
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戦
争
は
平
和
な
り

党
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

自
由
は
隷
属
な
り

⎩―⎨―⎧
無
知
こ
そ
力
な
り〔
ジ
ョ
ー
ジ
・
オ
ー
ウ
ェ
ル『
一

九
八
四
年
』
吉
田
健
一
・
龍
口
直
太
郎
訳
、
文
芸

春
秋
新
社
、
一
九
五
〇
年
、
九
頁
〕

人
間
の
思
考
が
全
く
党
の
意
の
ま
ゝ
に
型
を
つ
け
ら
れ
る
。

結
婚
の
唯
一
の
目
的
は
、
党
に
奉
仕
す
る
子
供
を
う
む
こ
と
。
恋
愛
は
厳

重
に
禁
止
さ
れ
る
。
ロ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
が
分
散
す
る
か
ら
。

形
式
は
ま
さ
に
カ
ン
パ
ネ
ラ
の
『
太
陽
の
都
』
と
類
似
し
、
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト

が
ち
ょ
う
ど
逆
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
近
代
世
界
の
勃
興
期
と
没
落
期
と
を

象
徴
す
る
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
な
い
。
西
欧
世
界
は
夢
を
も
ち
え
な
い
。
夢
魔
し
か

持
ち
え
な
い
。

三
、
宗
教
改
革

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
直﹅

接﹅

的﹅

に
近
代
世
界
と
連
続
し
そ
れ
に
作
用
し
て
い
る
の
に

対
し
、
宗
教
改
革
は
む
し
ろ
間
接
的
或
は
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
に
そ
れ
を
推
進
し
て

い
っ
た
と
い
う
事
が
出
来
る
。

近
代
文
化
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
般
に
明
白
な
意
義
は
、

し
ば
し
ば
間
接
的
な
意
義
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
全
く
意
図
し
な
い
意
義
か
で

あ
っ
た
（
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
「
近
代
世
界
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム

の
意
義
」〔
五
一
頁
〕）。

ｉ

個
人
主
義
・
自
由
主
義
、
反
抗
権
の
思
想

思
想
・
良
心
の
自
由
（
啓
蒙
思
想
と
の
結
合
に
お
い
て
確
立
）、

寛
容
の
思
想

【
古﹅

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
】

聖
書
の
絶
対
権
威
が
教
会
の
権
威
に
か
わ
っ
た
。

そ
う
し
て
教[カ

]
義
は
公
権
に
よ
っ
て
保
証
さ
る
べ

き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

不
寛
容
。
宗
教
的
論
争
は
邪
悪
な
反
対
者
が
除
か

れ
れ
ば
片
づ
く
と
思
っ
て
い
た
。

﹇

﹈

“
Ich

kann
nichtanders”

ⅱ

普
遍
的
単
一
教
会
理
念
の
解
体

Landeskirche
の
成
立→

こ
れ
も
事
実
上
の
結
果
（cujus

regio,
ejus

）

religio

﹇
Listder
V
ernunftの
例
証
！
﹈

ⅲ

俗
的
国
家
の
自
主
的
意
義
の
確
立
（
絶
対
主
義
国
家
形
成
）

ⅳ

資
本
主
義
精
神
の
形
成

ⅴ

国
民
文
化
の
形
成

宗
教
改
革
は
し
か
し
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
と
ち
ょ
う
ど
逆
に
、
人
間
と
そ
の
理
性

の
力
へ
の
ア
ピ
ー
ル
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
人
間
を
救
済
或
は
堕
落
へ
と
永
遠

か
つ
決
定
的
に
運
命
ず
け
る
神
の
絶
対
的
な
意
思
の
強
調
で
あ
る
。
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国
民
国
家
及
国
民
文
化
の
独
立

法
皇
の
統
一
的
支
配
権
の
崩
壊
。
む
ろ
ん
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
も
本
来
は

統
一
的
な
教
会
概
念
を
も
っ
て
い
る
し
、
部
分
教
会
を
こ
の
一
つ
の
教
会
の
分
岐

と
し
て
の
み
認
め
た
の
だ
が
、
結
局
こ
れ
ら
部
分
教
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
中

心
機
関
が
な
か
っ
た
。

例
え
ば
、
ル
ー
テ
ル
の
政
治
に
対
す
る
一
般
的
関
心
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た

﹇
改
革
者
の
政
治
理
論
の
消
極
性
﹈。

世
俗
的
統
治
が
持
っ
て
い
る
法
律
は
、
肉
体
と
か
財
貨
と
か
そ
の
ほ
か
地
上

の
つ
ま
ら
ぬ
事
柄
以
上
に
は
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
霊
魂

に
つ
い
て
は
、
神
は
神
自
身
以
外
の
何
人
が
支
配
す
る
の
も
許
し
給
わ
ぬ
か

ら
で
あ
る
（

に
よ
る
。
ル
ー
テ
ル
の
言
葉
）

Catlin,Storyof
P.P.p.213

神
の
も
の

→

霊
魂
の
自
由
（
神
の
被
治
者
と
し
て
）

カ
イ
ゼ
ル
の
も
の

↓

結﹅

果﹅

と﹅

し﹅

て﹅

、

地
上
の
権
力
の
自
己
主
張
の
容
認
（
む
ろ
ん
聖
書
に
よ
っ
て
義
務
づ
け

ら
れ
る
）

→

肉
体
の
束
縛
（
人
間
の
被
治
者
と
し
て
）

と
こ
ろ
が
、
ま
さ
に
「
政
治
的
な
る
も
の
」
に
対
す
る
こ
の
消
極
的
態
度
か
ら

し
て
、
宗
教
改
革
は
い
わ
ば
思
わ
れ
ざ
る
結
果
と
し
て
俗
的
権
力
―
―
絶
対
君
主

の
そ
れ
―
―
を
強
化
す
る
役
割
を
果
し
た
。
改
革
者
は
、
法
王
と
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
と
に
対
す
る
抗
争
に
お
い
て
王
権
の
庇
護
を
求
め
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ

こ
か
ら
外
部
的
に
も
両
者
の
関
係
は
密
接
に
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

宗
教
改
革
は
ル
ー
テ
ル
が
ヴ
ュ
ル

[イ
ツ
]

テ
ン
ベ
ル
ク
教
会
で
免
罪
符
問
題
を
弾
劾
し

た
時
に
突
如
起
っ
た
の
で
な
い
﹇
V
orgeschichte
der
Reform
ation

Luthers﹈。
イ
タ
リ
ー
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
ド
イ
ツ
へ
の
波
及
に
従
っ
て
、
こ
ゝ

で
も
古
代
的
理
想
が
じ
め
じ
め
し
た
帝
国
や
侯
国
の
雰
囲
気
、
教
会
の
訓
練
や
禁

欲
の
偽
善
性
、
外
面
性
、
さ
ら
に
僧
職
の
特
権
的
地
位
に
対
す
る
抗
議
の
意
味
を

も
っ
て
復
活
し
つ
ゝ
あ
っ
た
。

十
五
世
紀
半
ば
、
当
代
ド
イ
ツ
人
の
う
ち
最
も
学
識
あ
り
、
最
も
雄
弁
家
と
い

わ
れ
た
グ
レ
ゴ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
ム
ブ
ル
グ
は
、
ロ
ー
マ
の
著
作
家
た
ち
の

男
性
的
な
活
動
と
思
考
に
深
く
影
響
さ
れ
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
、
す
で

に
ル
ー
テ
ル
に
先
立
っ
て
、
信
仰
に
お
け
る
人
間
の
独
立
性
の
理
想
を
打
た
て
ゝ

い
る
。な

ん
と
な
れ
ば
、
強
制
さ
れ
た
り
ま
た
は
人
の
意
見
に
反
す
る
如
き
も
の
に

は
、
信
仰
や
信
仰
の
如
何
な
る
現
れ
た
り
と
も
全
く
存
し
な
い
か
或
は
殆
ん

ど
存
し
な
い
と
言
え
る
ほ
ど
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
に
奴
隷
的
な
強
制
が
神
を

喜
ば
せ
な
い
こ
と
は
確
実
な
こ
と
で
あ
る
（W

.
D
ilthey,

G
esam

.

「
十
五
世
紀
及
十
六
世
紀
に
お
け
る
人
間
の
理
解
と
分

Schrift.
II.

Bd.

析
」〔
デ
ィ
ル
タ
イ『
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
後
の
人
間
と
世
界
観
』松
山
厚
三
訳
、

白
揚
社
、
一
九
四
三
年
、
八
四
頁
、
登
録
番
号

〕）

0181007
ま
た
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
は
、
一
四
九
四
年
出
版
の
『
愚
者
の
船
』

（
N
arrenschiff）
の
な
か
で
、
こ
う
い
っ
て
い
る
。
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彼
は
日
夜
、
ひ
ざ
ま
ず
き
、
祈
り
、
夜
伽
す
れ
ど
、
彼
は
ひ
と
へ
に
断
食
し
、

僧
房
を
営
ま
ん
と
す
れ
ど
、
ま
こ
と
に
、
彼
は
怖
ろ
し
く
も
、
神
を
も
世
を

も
信
ぜ
ず
！

神
わ
れ
ら
を
創
り
給
い
し
は
、
わ
れ
ら
修
道
僧
と
な
り
、
寺

僧
と
な
ら
ん
が
た
め
に
は
あ
ら
ず
。
ま
し
て
や
わ
れ
ら
こ
の
世
を
ば
棄
て
去

ら
ん
が
た
め
に
て
は
あ
ら
ず
（
デ
ィ
ル
タ
イ
、
同
上
書
、
松
山
訳
、
八
八
頁
）

フ
ッ
テ
ン
、

ル
ー
テ
ル
主
義
と
カ
ル
ヴ
ィ
ン
主
義
の
差
異
は

両
宗
派
に
と
っ
て
共
通
の
概
念
は
も
は
や
ほ
と
ん
ど
定
義
出
来
ず
、
ひ
と
つ

の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
で
な
く
、
二
つ
の
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

問
題
と
な
る
ほ
ど
で
あ
る
（
ト
レ
ル
チ
『
近
代
世
界
の
成
立
に
対
す
る
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
』〔
四
六
頁
〕）

イ
、
ル
ー
テ
ル

ル
ー
テ
ル
の
問
い

救
済
の
確
実
性
。
こ
れ
は
全
中
世
を
貫
く
問
い
で
あ
る
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
た
ゞ
ル
ー
テ
ル
は
、
教
会
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
と
外
面
的
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト

を
以
て
答
え
る
代
り
に
、
聖
書
の
超
自
然
的
な
啓
示
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
に
お
け
る

罪
の
ゆ
る
し
の
確
信
を
直
接
心
情
に
お
い
て
得
よ
う
と
す
る
。

「
信
仰
の
み
」（
sola
fide）
の
主
張
が
こ
こ
に
胚
胎
す
る
。
善
行
に
よ
っ
て
義

と
せ
ら
る
べ
く
人
間
は
あ
ま
り
に
罪
に
け
が
れ
て
い
る
。
律
法
か
ら
の
解
放
が
そ

こ
に
生
れ
る
。

斯
く
て
基
督
者
は
信
仰
に
お
い
て
十
分
な
の
で
あ
っ
て
、
義
と
せ
ら
れ
る
た

め
に
如
何
な
る
行
い
を
も
要
し
な
い
と
の
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
。
も
し
彼
が

い
か
な
る
行
い
も
も
は
や
必
要
と
し
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
は
確
か
に
凡
て
の

誡
め
と
律
法
か
ら
解
き
放
た
れ
て
い
る
。
若
し
解
き
放
た
れ
て
い
る
と
す
れ

ば
、
彼
は
確
か
に
自
由
で
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
で
あ
る

（『
基
督
者
の
自
由
に
つ
い
て
』﹇
V
on
der
Freiheit
eines

Christenm
enschen﹈〔
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
『
基
督
者
の
自
由
他
三
篇
』

改
訂
版
、
石
原
謙
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
、
三
四
頁
、
登
録
番
号

〕）。

0189282

し
か
し
そ
れ
は
律
法
の
束
縛
か
ら
の
肉
の
自
由
の
主
張
で
は
な
い
。
却
っ
て
そ

の
反
対
で
あ
り
、
律
法
を
し
て
厭
う
べ
き
外
部
的
拘
束
と
せ
し
め
ず
、
信
仰
と
救

済
の
よ
ろ
こ
び
か
ら
自
発
的
に
律
法
の
要
求
す
る
「
愛
」
を
生
み
出
し
て
行
く
こ

と
が
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。

意
思
自
由
の
完
全
な
否
定

→

神
の
無
力
な
道
具

超
絶
的
絶
対
者
の
恩
寵
へ
の
完
全
な
帰
依

→

罪
の
ゆ
る
し
か
ら
新
た
な
内
面
的
な
主
体
性
の
自
覚→

W
eltへ
の
働
き
か

け
（
結
果
と
し
て
出
て
来
る
！
）

キ
リ
ス
ト
者
は
か
く
て
信
仰
に
よ
っ
て
自
由
で
あ
り
、
何
人
も
こ
の
霊
的
自
由

を
害
し
え
な
い
。
し
か
し
彼
は
肉
と
し
て
は
依
然
こ
の
世
の
事
物
に
繫[カ

]縛
さ
れ
て

い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
世
で
身
体
的
に
い
か
な
る
抑
圧
の
下
に
あ
っ
て
も
、

霊
的
な
自
由
は
そ
こ
な
わ
れ
な
い
。
そ﹅

の﹅

点﹅

で﹅

彼
は
ど
こ
ま
で
も
自
由
で
あ
る
。

一
方
、
良
心
の
自
由
が
こ
こ
で
打
立
て
ら
れ
た
。
そ
れ
こ
そ
圧
倒
的
な
ロ
ー
マ

法
皇
と
そ
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
対
し
て
、
Ich
kann
nichtanders!と
い
い
え
た
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精
神
的
勇
気
の
源
泉
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
反
面
と
し
て
、
有
名
な
俗
的
支
配
に
対
す
る
消
極
的

服
従
の
義
務
、
反
抗
権
の
否
定
を
生
む
源
泉
で
も
あ
る
﹇
passive
obedience

(even)
to
the
tyrannicalruler﹈。

権
威
に[マ

マ
]座

に
あ
る
者
が
邪
悪
で
あ
っ
た
り
無
信
仰
で
あ
っ
た
り
す
る
場
合

で
さ
え
も
、
権
威
と
そ
の
権
力
は
善
き
も
の
で
あ
り
、
神
に
由
来
す
る
も
の

で
あ
る
。

賤
民
が
反
乱
を
起
す
こ
と
が
い
か
に
正
当
な
様
な
場
合
で
も
、
神
は
そ
う
し

た
行
動
を
許
し
給
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
い
か
に
邪
悪
な
統
治
で
も
そ
れ
を
存

続
さ
せ
る
方
を
選
び
給
う
で
あ
ろ
う
。
…
…
い
か
に
暴
君
で
あ
ろ
う
と
や
は

り
君
主
は
君
主
で
あ
る
（『
ロ
ー
マ
書
講
義
』
一
三
、
一

V
orlesungen

）。

über
den

R
üm

erbrief,
13,1

そ
の
反
面
は
当
然
に
、「
不
服
従
と
い
う
こ
と
は
、
殺
人
、
淫
乱
、
り
ん
し
ょ
く
、

不
誠
実
、及
び
そ
れ
ら
が
含
む
す
べ
て
の
も
の
よ
り
な
お
大
な
る
罪
で
あ
る
」（『
善

行
に
つ
い
て
』）
と
い
う
こ
と
に
な
る
﹇→

農
民[カ

]戦
争
に
対
す
る
態
度
﹈。

平
等
に
つ
い
て
も
同
じ
関
係
が
成
立
す
る
。
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
万
人
は
平
等

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
彼
は
司
祭
の
特
権
に
挑
戦
し
た
。
し
か
し
他
方
、
ル
ー
テ
ル

は
、
一
五
二
五
年
農
民
が
農
奴
制
の
廃
棄
其
他
数
個
条
の
要
求
を
提
出
〔
し
た
〕

と
き
、
そ
の
条
項
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

こ
の
条
項
は
す
べ
て
の
人
間
を
平
等
に
し
、
か
く
し
て
、
ク
リ
ス
ト
の
霊
的

王
国
を
し
て
、
俗
的
な
外
部
的
王
国
に
変
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
う
し
た
こ
と
は
不
可
能
の
こ
と
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
俗
的
王
国
は
個
人

間
の
不
平
等
、
す
な
わ
ち
あ
る
者
は
自
由
で
あ
り
、
他
の
も
の
は
牢
獄
に
つ

な
が
れ
て
居
り
、
あ
る
者
は
主
君
で
他
の
者
は
臣
下
で
あ
る
等
々
の
よ
う
な

関
係
な
し
に
は
存
立
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
そ
パ
ウ
ロ
も
、

…
…
〝
ク
リ
ス
ト
に
お
い
て
主
人
も
下
僕
も
一
な
り
〞
と
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る

こ
の
よ
う
に
言
っ
て
ル
ー
テ
ル
は
農
奴
制
の
廃
止
に
反
対
し
た
の
で
あ
っ
た

（

〔
登
録
番
号

〕）。

F.N
eum

ann,
Behem

oth,
p.87

0180430

W
erkheiligkeit〔
職
業
神
聖
性
〕→

Beruf〔
召
命
・
職
業
〕

次
の
問
題
は
、
修
道
院
的
禁
欲
の
批
判
。
出
家
で
な
く
在
家
。
日
常
の
仕
事
を

通
じ
て
神
の
恩
寵
に
与
る
﹇
vocation
Beruf﹈。
こ
の
要
素
は
、
と
く
に
カ
ル

ヴ
ィ
ン
に
強
く
出
て
、
ル
ー
テ
ル
に
は
や
ゝ
消
極
的
で
あ
る
。
が
ル
ー
テ
ル
の
思

想
に
お
い
て
、
後
世
へ
の
影
響
と
い
う
点
で
重
要
な
こ
と
は
、
彼
が
あ
る
職
務
を

そ
れ
に
た
ず
さ
わ
る
具
体
的
人
間
か
ら
区
別
し
、
独
立
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
第
一
に
あ
る
職
業
乃
至
仕
事
と
そ
の
中
に
い
る
人
間
と
を
、
つ
ま
り
、

仕
事
自
体
と
仕
事
を
す
る
人
と
を
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
あ
る
職
業
乃

至
仕
事
そ
れ
自
体
は
善
く
正
し
く
て
も
、
そ
の
職
業
に
従
事
す
る
人
や
仕
事

の
や
り
手
が
邪
悪
で
あ
っ
た
り
、
も
し
く
は
自
分
の
義
務
を
正
し
く
履
行
し

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
職
業
や
仕
事
も
邪
悪
に
な
っ
て
し
ま
う
（「
兵

士
も
ま
た
救
わ
れ
う
る
か
否
か
」W

orksofM
.Luther.trans.by

C.M
.

）。

Jacobs,
vol.

v.
p34

こ
う
し
て
、
ル
ー
テ
ル
は
、
制
度
や
機
構
を
客
観
化
、
非
人
格
化
し
て
見
る
こ

と
を
教
え
、
か
く
て
、
近
世
の
合
理
的
官
僚
制
の
理
念
を
鼓
吹
す
る
結
果
と
な
っ
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た
【
組
織
＝
人
間
関
係
の
間
接
化
、
抽
象
化
】。

ル
ー
テ
ル
の
政
治
思
想
の
現﹅

実﹅

的﹅

意
味
は
、
有
名
な
農
民
戦
争
と
の
関
連
に
最

も
よ
く
う
か
ゞ
わ
れ
る
。

John
W
ycliffe（
1320―
1384）
イ
ギ
リ
ス

John
H
uss（
1369―
1415）

ボ
ヘ
ミ
ア
、
プ
ラ
ー
グ
大
学
教
授
。
火

刑
に
処
せ
ら
る
。

宗
教
改
革
と
大
衆
（
平
民
）
運
動
と
の
結
び
つ
き
（
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
農
民

の
子
ル
ー
テ
ル
！
）

一
三
五
一
年

フ
ラ
ン
ス
農
民
一
揆

一
三
八
一
年

イ
ギ
リ
ス
、ワ
ッ
ト
・
テ
ィ
ラ
ー
一
揆
の
思
想
的
指
導
者
ジ
ョ

ン
・
ボ
ー
ル

一
四
九
一
年
―
九
二
年

オ
ラ
ン
ダ
一
揆

“
W

hen
A
dam

delved
and

Eve
span,

W
ho

w
asthen

the
gentlem

an?”

原
始
ク
リ
ス
ト
教
の
千
年
王
国
の
観
念
の
復
活
か
ら
早
期
共
産
主
義
的
な
思
想

及
び
運
動
に
ま
で
展
開
し
た
。

「
平
民
的

プ
レ
ベ
イ
イ
ッ
シ
ュ

、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
禁
欲
主
義
」（
エ
ン
ゲ
ル
ス
）
の
展
開

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
こ
の
農
民
一
揆
は
、
一
五
一
五
年
に
お
い
て
絶
頂
に
達
し

た
。
T
hom
as
M
üntzerは
そ
の
最
も
顕
著
な
指
導
者
で
あ
っ
た
。

こ
の
ご
ろ
の
農
民
は
、
Grundherr〔
荘
園
領
主
〕
に
よ
る
Leibeigenschaft

（
隷
属
制
）
の
状[カ

]態
か
ら
、
と
く
に
、
南
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
次
第
に
脱
し
、

地
代
形
態
も
賦
役
か
ら
物
納
に
変
じ
つ
ゝ
あ
っ
た
。
ル
ー
テ
ル
の
頃
に
は
、
そ
れ

は
自
営
農
民
に
近
ず
き
つ
ゝ
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
宗
教
改
革
の
大
衆
的
基
盤
は

こ
う
し
た
農
民
層
で
あ
っ
た
。「
余
は
農
民
の
子
で
あ
る
。
余
の
父
も
祖
父
も
、

曽
祖
父
も
皆
純
粋
の
農
民
で
あ
っ
た
」と
ル
ー
テ
ル
は
自﹅

負﹅

を﹅

も﹅

っ﹅

て﹅

語
っ
た（
後

に
諸
侯
と
結
ん
で
裏
切
っ
た
が
）。

農
民
戦
争
の
直
接
的
背
景
は
、
第
一
に
こ
う
し
て
高
上
し
て
来
た
農
民
の
利
益

が
現
実
に
十
五
世
紀
末[カ

]頃
か
ら
領
邦
諸
侯

テ
リ
ト
リ
ア
ル
・
ヘ
レ
ン

や
カ
イ
ザ
ー
に
よ
っ
て
侵
害
さ
れ
は

じ
め
た
こ
と
、
と
く
に
法
王
庁
の
十
分
の
一
税
が
怨
嗟
の
的
に
な
っ
て
い
た
。
第

二
に
、
こ
の
頃
ま
で
の
農
民
の
地
位
の
向
上
が
彼
等
を
し
て
繊
維
工
業
の
経
営
に

向
わ
し
め
、
そ
こ
で
種
々
の
大
商
業
＝
高
利
貸
資
本
（
フ
ッ
ガ
ー
家
！
）
の
独
占

特
権
と
衝
突
し
た
﹇
大
塚
久
雄
『
宗
教
改
革
と
近
代
社
会
』〔
み
す
ず
書
房
、
一
九

四
八
年
〕
に
拠
る
﹈。

は
じ
め
ル
ッ
テ
ル
は
、
農
民
戦
争
に
対
し
て
、
と
く
に
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
侯
の
支

配
し
て
い
る
所
で
は
、
農
民
側
と
権
力
者
側
と
双
方
を
批
難
し
、
仲
介
し
よ
う
と

し
た
。
し
か
し
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
の
指
導
下
に
、
そ
れ
が
改
革
派
諸
侯
に
対
す
る
反

逆
に
ま
で
急
激
に
ひ
ろ
が
っ
た
と
き
ル
ッ
テ
ル
の
叛
乱
農
民
に
対
す
る
憎
悪
と
怒

り
は
心
頭
に
発
し
た
。

ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
野
が
血
潮
で
そ
ま
っ
た
と
き
、
彼
は
い
っ
た
。

わ
た
し
は
叛
い
た
農
民
ど
も
を
残
ら
ず
打
殺
し
た
、
彼
等
を
撲
殺
す
る
よ
う

に
命
じ
た
の
は
わ
た
し〔
…
…
〕だ
。
わ
た
し
は
彼
等
の
血
の
悉
く
を〔
…
…
〕

浴
び
た
（
Ｓ
・
ツ
ヴ
ァ
イ
ク
〔
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
ツ
ワ
イ
ク
『
エ
ラ
ス
ム
ス

の
勝
利
と
悲
劇
』
高
橋
禎
二
訳
、
青
磁
社
、
一
九
四
九
年
〕、
一
九
二
―
三
頁
）

「
誰
で
も
出
来
る
も
の
は
彼
等
を
刺
し
殺
せ
、
叩
き
殺
せ
、
絞
め
殺
せ
、
反
乱
者
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ほ
ど
悪
魔
的
な
も
の
は
な
い
」、「
恰
も
狂
犬
を
撲
殺
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
に
！
」
と

ル
ー
テ
ル
は
諸
侯
と
有
産
市
民
に
怒
号
し
た
。
ミ
ュ
ン
ツ
ェ
ル
を
サ
タ
ン
の
手
先

と
罵
し
た

[マ
マ
]

。

し
か
し
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
、
エ
ラ
ス
ム
ス
は
ル
ー
テ
ル
に
こ

う
い
っ
て
い
た
。

我
々
は
今
や
貴
下
の
精
神
の
所
産
を
収
穫
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
貴
下
は

暴
徒
を
御
存
知
な
い
。
だ
が
暴
徒
は
貴
方
を
知
っ
て
い
る
。
…
…
貴
下
は
こ

の
不
祥
事
が
貴
下
の
著
作
、
特
に
ド
イ
ツ
語
で
草
さ
れ
た
著
作
に
よ
っ
て

き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た
事
を
否
認
出
来
な
い
。
誰
で
も
そ
う
確
信
し
て
い

る
﹇→

m
odern
nationalism
の
先
駆
！
﹈

と
も
か
く
、
農
民
戦
争
の
惨
憺
た
る
敗
北
は
ド
イ
ツ
の
農
奴
制
を
強
化
さ
せ
、

農
民
解
放
を
遅
ら
せ
て
、
三
十
年
戦
争
と
共[カ

]に
そ
の
後
の
ド
イ
ツ
の
歴
史
の
近
代

化
を
決
定
的
に
遅
ら
せ
る
原
因
と
な
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
今
日
の
悲
劇
は
す
で
に

こ
ゝ
に
胚
胎
し
て
い
た
。
今
次
戦
争
の
直
後
に
ト
ー
マ
ス
・
マ
ン
は
は
っ
き
り
と

そ
こ
に
問
題
の
出
発
点
を
見
て
、「
ド
イ
ツ
精
神
の
巨
大
の
化
身
」
ル
ー
テ
ル
を
敢

て
悲
痛
の
感
情
で
弾
劾
し
た
（

）。

“
Germ

any
and

the
Germ

ans”

彼
は
解
放
の
戦
士
だ
っ
た
。
し
か
し
ど
こ
ま
で
も
ド
イ
ツ
流
の
そ
れ
だ
っ

た
。
と
い
う
の
は
、
彼
は
自
由
の
何
物
た
る
か
を
ま
る
で
知
ら
な
か
っ
た
か

ら
だ
。
私
が
こ
ゝ
に
語
っ
て
い
る
の
は
キ
リ
ス
ト
者
の
自
由
で
は
な
く
て
、

政
治
的
自
由
即
ち
市
民
と
し
て
の
自
由
の
こ
と
で
あ
る
。
―
―
こ
う
し
た
自

由
に
対
し
て
彼
は
冷
淡
だ
っ
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
自
由
へ
の
衝
動
乃
至

要
求
に
対
し
て
深
い
反
感
を
も
っ
て
い
た
。
…
…
ル
ー
テ
ル
は
農
民
の
反
抗

を
憎
ん
だ
。
し
か
し
も
し
、
あ
れ
が
成
功
し
て
い
た
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
の
歴

史
は
も
っ
と
幸
よ
き
方
向
へ
、
即
ち
自
由
へ
の
方
向
を
辿
っ
た
に
違
い
な
い

の
で
あ
る
。
…
…
ル
ー
テ
ル
は
王
侯
た
ち
に
向
っ
て
、
百
姓
の
け
だ
も
の
ど

も
を
殺
せ
ば
、
神
の
国
を
か
ち
う
る
だ
ろ
う
と
い
う
事
を
説
い
た
。
国
民
の

な
か
の
代
表
的
ド
イ
ツ
人
た
る
ル
ー
テ
ル
は
ド
イ
ツ
革
命
に
お
け
る
こ
の
最

初
の
企
図
（
農
民
戦
争
）
の
悲
惨
な
始
末
に
対
し
て
少
か
ら
ぬ
責
任
を
頒
け

も
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

こ
の
帰
責
関
係
を
認
め
る
か
ど
う
か
、
況
ん
や
そ
れ
に
対
し
て
正
邪
善
悪
の
価

値
判
断
を
下
す
こ
と
は
、
む
ろ
ん
各
人
の
立
場
に
よ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
語
ら

れ
て
い
る
こ
と
で
見
逃
せ
な
い
思
想
史
的
連
関
の
事﹅

実﹅

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

ル
ー
テ
ル
の
説
い
た
内
的
自
由
の
理
論
は
、
い
わ
ゆ
る
ド
イ
ツ
的
イ
ン
ネ
ル
リ
ヒ

カ
イ
ト
〔
Innerlichtkeit内
面
性
〕
と
し
て
ド
イ
ツ
精
神
史
の
決
定
的
な
特
徴
を

な
し
た
こ
と
、
そ
れ
が
、
独
逸
観
念
論
に
お
い
て
最
も
深
い
キ
ソ
づ
け
を
見
出
し

た
こ
と
、
是
で
あ
る
。
し
か
も
ま
さ
に
独
逸
観
念
論
は
、
実
践
の
か
わ
り
に
観
念

で
の
最
も
偉
大
な
近
代
革
命
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
ド
イ
ツ
的
理
論
で
あ
っ

た
！

ニ[ロ
]、

カ
ル
ヴ
ィ
ン
（
John

[マ
マ
]

Calvin）

カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
予
定
説
（
Predestinationstheorie）

予
定
説
は
聖
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
も
、
聖
ト
マ
ス
に
も
、
ル
ー
テ
ル
に
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
に
と
っ
て
、
予
定
説
は
、
彼
の
全
神
学
の
中﹅

心﹅

的﹅

地

位
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
。
彼
に
よ
る
と
、
神
は
そ
の
絶
対
無
限
の
力
に
よ
っ
て
、
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己
れ
の
栄
光
を
顕
わ
さ
ん
が
た
め
に
、世
界
の
礎
の
定
め
ら
れ
ぬ
前
に
、あ
る
人
々

を
永
遠
の
恩
寵
に
、
他
の
人
々
を
永
遠
の
死
滅
に
予
定
し
た
。
人
が
救
済
さ
れ
る

か
そ
れ
と
も
劫
罸
を
受
け
る
か
は
決
し
て
、
現
世
に
お
け
る
そ
の
人
の
信
仰
や
善

行
如
何
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
人
が
生
れ
る
前
か
ら
神
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
れ
は
純
然
た
る
神
の
自﹅

由﹅

な﹅

る﹅

決﹅

意﹅

の
問
題
で
あ
る
。
人
間
は
自
己
の
意

思
や
努
力
に
よ
っ
て
寸
毫
も
こ
の
決
断
を
変
更
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
い

﹇
Entscheidungsdenken〔
決
断
的
思
考
〕→

H
obbes﹈。
人
間
は
神
の
前
に

は
全
く
無
力
な
道
具
に
す
ぎ
な
い
。
自
由
は
た
ゞ
こ
の
絶
対
無
限
な
神
の
意
思
へ

の
没
我
的
な
服
従
の
う
ち
に
こ
そ
存
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼
岸
的
な
も
の
と
此
岸
的
な
も
の
と
の
峻
別
と
、
前
者
の
価
値
の

決
定
的
な
強
調
が
、
か﹅

え﹅

っ﹅

て﹅

現
世
的
な
も
の
に
新
た
な
活
力
と
生
命
を
与
え
る

と
い
う
宗
教
改
革
思
想
の
逆
説
的
な
性
格
は
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
最
も
鮮

明
に
現
わ
れ
る
。
ル
ー
テ
ル
に
お
い
て
は
未
だ
現
世
的
な
生
活
に
対
す
る
カ
ト

リ
ッ
ク
的
な
消
極
的
態
度
と
キ
エ
テ
ィ
ズ
ム
〔
quietism
静
寂
主
義
〕
が
見
ら
れ

る
の
に
対
し
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
人
間
の
倫
理
的
な
活
動
、
現
世
に
お
け
る
も

ろ
〳
〵
の
事
業
に
対
し
き
わ
め
て
積
極
的
な
地
位
を
与
え
る
。

ル
タ
ー
派
は
十
字
架
と
苦
難
と
殉
難
に
お
い
て
現
世
に
忍﹅

従﹅

し
、
カ
ル
ヴ
ィ

ニ
ス
ト
は
神
の
た
め
に
休
み
な
く
働
き
つ
ゝ
現
世
を
支
配
す
る
（
ト
レ
ル
チ

「
近
代
世
界
の
成
立
〔
に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
〕」〔『
近

代
世
界
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
七
四
頁
〕）

人
間
の
倫
理
的
な
行
為
は
救
済
の
原
因
乃
至
条
件
で
は
な
く
し
て
、か
え
っ
て
、

そ
の
明﹅

し﹅

で
あ
る
。
人
間
は
こ
の
世
に
お
け
る
神
の
栄
光
の
実
現
の
た
め
の
不
断

の
努
力
、
社
会
に
お
け
る
一
切
の
悪
と
の
絶
間
な
く
苛
酷

[仮
借
カ
]な

き
た
ゝ
か
い
に
お
い

て
、
自
分
が
救
い
に
予
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
確
信
を
新
た
に
す
る
﹇
世
界
史
の

法
則
の
、
鉄
の
必
然
性→

実
践
え
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹈。
予
定
説
は
か
く
し
て
、
諦
め

の
教
説
で
は
な
く
、
む
し
ろ
人
間
を
不
断
の
実
践
に
か
り
立
て
る
こ
の
上
な
い
強

烈
な
内
面
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
化
す
る
。

予
定
説
の
恐
る
べ
き
真
理
性
を
信
ず
る
も
の
に
と
っ
て
は
、
彼
が
果
し
て
救
済

に
召
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
永
遠
の
劫
罰
に
運
命
ず
け
ら
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
問
い
に
不
断
に
苦
し
め
ら
れ
る
か
ら
到
底
こ
の
世
の
生
活
の
享
楽
に
ふ
け

り
、
或
は
怠
惰
な
生
活
に
安
住
し
て
お
ら
れ
な
い
。
こ
の
不
安
か
ら
逃
れ
る
た
め

に
も
彼
は
否
応
な
く
、
現
世
で
の
不
断
の
努
力
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
は
原﹅

理﹅

的﹅

に﹅

こ
ゝ
ま
で
で
い
ゝ
と
い
う
限
界
を
も
た
な
い
。「
余
生
を
享
楽
に
」
と
い

う
考
え
は
生
ず
る
余
地
は
こ
ゝ
に
は
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
ゝ
か
ら
い
か
な
る

精
神
的
態
度
が
生
れ
た
か
。

ｉ

地
上
的
権
威
、
名
誉
、
地
位
の
誘
惑
、
権
力
の
威
嚇
等
一
切
の
異
端
か
ら

の
あ
ら
ゆ
る
挑
戦
に
断
乎
と
し
て
屈
せ
ず
、自
己
の
永
遠
の
救
済
を
確
信
し
、

弾
圧
や
牢
獄
を
も
天
国
へ
の
入
口
と
し
て
喜
々
と
し
て
受
取
る
「
戦
闘
的
教

会
」（
ecclesia
m
ilitans）
の
担
い
手
。

ⅱ

労
働
及
び
職
業
の
神﹅

聖﹅

古
代
に
お
い
て
も
中
世
に
お
い
て
も
生
活
の
た
め
の
勤
労
は
「
止
む
を
え
ざ
る

悪
」
で
あ
り
、
出
来
る
な
ら
そ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
ヨ
リ
高
尚
な
、
思
索
乃
至

瞑
想
の
世
界
に
没
入
す
る
の
が
理
想
で
あ
っ
た
（
職
業
と
生
活
の
価
値
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
）﹇
W
erkheiligkeit
成
功→

救
済
の
サ﹅

イ﹅

ン﹅

失
敗→

堕
罪
の
サ﹅

イ﹅

ン﹅

﹈。
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労
働
が
生
活
の
手
段
で
あ
り
、
直
接
具
体
的
需
要
を
満
足
す
る
た
め
に
な
さ
れ

る
限
り
、
―
―
伝
統
的
習
慣
と
水
準
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
―
―
自
己
の
需
要
が

満
た
さ
れ
た
ら
、
そ
の
瞬
間
に
人
は
労
働
を
止
め
て
、「
遊
ぶ
」。
同
様
に
企
業
家

に
と
っ
て
も
生
産
が
直
接
的
消
費
の
た
め
に
な
さ
れ
る
限
り
、
資
本
家
は
儲
か
れ

ば
、
ぜ
い
た
く
、
其
他
個
人
的
消
費
に
耽
溺
す
る
。
近
代
的
労
働
者
及
び
近
代
的

資
本
家
は
こ
う
し
た
伝
統
主
義
と
決
定
的
に
区
別
さ
れ
た
エ
ト
ス
の
上
に
打
立

[マ
マ
]

さ

れ
る
。
そ
こ
で
は
労
働
乃
至
企
業
活
動
は
そ
れ
自
身
目﹅

的﹅

で
あ
る
（
拡
大
再
生

産
）。カ

ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
さ
に
、
世
俗
的
職
業
労
働
の
う
ち
に
、
自
己
の
救
済

の
不
断
の
確
信
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
伝
統
的
労
働
蔑
視
に
革
命
的
な

転
回
を
あ
た
え
、
第﹅

三﹅

に
の
べ
る
合﹅

理﹅

的﹅

生
活
態
度
と
相
俟
っ
て
、
所
謂
資
本
主

義
の
「
精
神
」
的
地
盤
を
提
供[カ

]し
た
の
で
あ
る
。

む
ろ
ん
、カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
と
っ
て
は
も
と
よ
り
、カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
担[カ

]っ

た
中
産
的
生
産
者
層
に
と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
現
世
的
な
労
働
や
企
業
は
自
己
目

的
で
は
な
い
（
そ
う
な
っ
た
の
は
、
高
度
資
本
主
義
以
後
だ
！
）。
む
し
ろ
そ
れ
は

救
済
の
た
し
か
さ
を
た
め
す
素﹅

材﹅

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
不﹅

可﹅

避﹅

的﹅

な
素
材
で

あ
る
。ひ

と
は
こ
れ
ら
の
自
然
の
前
提
か
ら
人
為
的
に
遠
ざ
か
っ
た
り
、
手
製
の
特

殊
な
諸
条
件
（
修
道
院
等
）
に
よ
っ
て
、
こ
の
課
題
を
一
見
困
難
の
ご
と
く

し
て
実
際
に
は
軽
減
し
た
り
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
う
い
う
事
は
功
績
や
、
恩

寵
と
人
間
の
協
力
と
か
い
っ
た
妄
想
を
増
長
さ
せ
る
の
が
オ
チ
で
、
汚
れ
た

俗
世
に
住
ま
な
い
か
の
よ
う
な
振
り
を
し
て
、
そ
こ
に
住
む
と
い
う
ほ
ん
と

う
の
困
難
さ
を
隠
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
（
ト
レ
ル
チ
「
近
代
世
界
の
成
立
に

対
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
」〔『
近
代
世
界
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

テ
ィ
ズ
ム
』
六
六
頁
〕）

こ
ゝ
か
ら
第
三
の
問
題
に
移
行
す
る
。

ⅲ

い
わ
ゆ
る
内
世
間
的
禁
欲
か
ら
生
ず
る
Entzauberung〔
脱
魔
術
化
〕

と
現
世
生
活
の
不
断
の
合﹅

理﹅

化﹅

神
の
絶
対
的
主
権
的
な
意
思
の
強
調
と
、
あ
ら
ゆ
る
現
世
的
な
も
の
（
肉
的
な

も
の
）
の
原
罪
性
の
強
調
は
、
自
か
ら
、
現
世
に
お
い
て
人
間
を
拘
束
し
て
い
る

伝
統
、
習
慣
、
儀
礼
、
等
に
対
す
る
蔑
視
に
導
く
。
こ
う
し
た
も
の
は
救
済
と
一

切
無
関
係
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
こ
う
し
た
伝
統
、
因
襲
等
を
尊
重
す
る
こ
と
は

被﹅

造﹅

物﹅

の﹅

神﹅

化﹅

と
い
う
決
定
的
な
罪
悪
を
お
か
す
。
か
く
し
て
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ

ム
に
お
い
て
は
、
個
人
と
w
eltlich〔
世
間
的
〕
な
も
の
と
の
緊
張
関
係
が
不
断

に
再
生
産
さ
れ
（
い
つ
も
醒
め
て
い
る
態
度
）、
そ
こ
か
ら
、
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
魔

術
的
な
、
非
合
理
的
な
拘
束
か
ら
解
き
放
っ
て
之
を
新
た
に
合﹅

理﹅

的﹅

に﹅

組﹅

織﹅

化﹅

し

て
行
こ
う
と
い
う
不
断
の
衝
動
が
生
れ
て
来
る
。

﹇
○
○
（
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
）
手
段

現
世
的
な
も
の

○

○

現
世
を
逃
避
せ
ず
し
か
も
、
現
世
を
神
化
し
な
い
！

現
世
と
の

間
の
距﹅

離﹅

の
設
定
﹈

個
々
の
行
為
（
善
行
）
の
つ
み
か
さ
ね
が
問
題
な
の
で
な
く
、
生
活
に
対
す
る

メ
ト
ー
デ
ィ
シ
ュ
〔
m
ethodisch
方
法
的
〕
な
態
度
が
問
題
な
の
で
あ
る
（
十
八

世
紀
メ
ソ
ヂ
ス
ト
と
い
う
名
が
そ
こ
か
ら
出
て
来
る
）。

カ
ル
ヴ
ィ
ン
も
政
治
思
想
の
面
で
は
、
必
ず
し
も
一
貫
し
て
い
な
い
。
一
方
に
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お
い
て
彼
は
や
は
り
パ
ウ
ロ
の
「
す
べ
て
の
権
威
は
神
よ
り
来
る
」
を
う
け
つ
い

で
、
人
間
の
原
罪
性
が
、
世
俗
的
強
制
力
を
必
要
と
す
る
以
上
、
そ
う
し
た
俗
的

支
配
も
神
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、之
に
対
す
る
服
従
を
絶
対
的
義
務
と
し
た
。

臣
民
が
王
や
統
治
者
に
服
従
す
る
の
は
、
唯
恐
れ
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い

る
の
み
で
は
な
い
。
…
…
彼
等
に
服
従
す
る
の
は
、
王
ら
の
力
が
神
か
ら
与

え
ら
れ
た
が
故
に
、
神
自
身
に
服
従
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
（Institute,

）。
Book.IV

chap.20.
ss.22

従
っ
て
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
、
政
治
的
支
配
に
対
す
る
受
動
的
服
従
の
義
務
を
強
調

す
る
こ
と
に
お
い
て
は
ル
ー
テ
ル
と
変
ら
な
い
。

最
も
よ
い
憲
法
は
何
か
と
い
う
事
を
か
れ
こ
れ
論
議
す
る
の
は
、
私
人
の
む

な
し
き
仕
事
で
あ
る
。
…
…
精
神
的
自
由
は
政
治
的
隷
従
と
も
十
分
に
調
和

し
う
る
も
の
だ
。
邪
悪
な
も
の
の
傲
慢
さ
は
き
わ
め
て
大
き
く
、
彼
等
の
不

正
は
頑
強
極
り
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
峻
厳
な
法
を
以
て
す
る

も
容
易
に
制
御
し
が
た
い
。
彼
等
が
罸
せ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
恣
に
罪
悪
を

行
い
う
る
と
し
た
な
ら
、一
体
ど
ん
な
事
を
仕
出
か
す
か
測
り
知
れ
な
い（
カ

ル
ヴ
ィ
ン
、
Catlin,〔
StoryofthePoliticalPhilosophers〕

）。
P.

217

し
か
し
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
持
っ
て
い
た
現
世
生
活
の
積
極
的
＝
行
動
的
な
組

織
化
の
傾
向
は
、
私
的
市
民
的
領
域
ほ
ど
に
で
は
な
く
て
も
、
や
は
り
、
ル
ー
テ

ル
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
積
極
的
な
政
治
理
念
を
展
開
さ
せ
、
む
し
ろ
そ
の
点
で

中
世
神
政
政
治
理
念
の
新
た
な
地
盤
で
の
復
活
を
も
た
ら
し
た
。

そ
れ
は
神
政
政
治
、
も
し
く
は
ヨ
リ
適
切
に
い
え
ば
聖
書
主
義
の
理
念
で
あ

る
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
神
政
政
治
の
実
行
は
（
カ
ト
リ
ッ
ク
と
）
丸
き
り
別

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
政
府
に
命
令
を
発
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
で

は
な
く
、
か
え
っ
て
、
宗
教
的
政
府
と
世
俗
的
政
府
と
が
自
由
に
一
致
提
携

﹇
△
次
頁
〔
後
出
の
「
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
神
政
政
治
」
の
項
を
指
す
〕﹈
し
て
行

う
聖
書
主
義
で
あ
る
（
ト
レ
ル
チ
「
近
代
世
界
〔
の
成
立
に
対
す
る
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
意
義
〕」〔
六
一
頁
〕）。

﹇
選
ば
れ
た
も
の→

絶
対
主
義

不
寛
容
の
権
威
的
神
政
政
治
（
支
配
し
た

所
）

抵
抗
権

革
命
権
（
少
数
者
の
場
合
）﹈

し
か
も
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
教
会
理
念
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
的
な

デ
ィ
シ
プ
リ
ン
が
枝
葉
末
節
の
点
ま
で
定
め
ら
れ
、
合﹅

理﹅

的﹅

組
織
化
を
通
じ
て
之

が
強
制
さ
れ
た
﹇「
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
は
宗
教
の
神
経
で
あ
る
」
カ
ル
ヴ
ィ
ン
（
ト
ー

ニ
ー
、〔
R.H
.T
aw
ney,R
eligion
and
the
R
ise
ofCapitalism
,c1926.登
録

番
号
0182402〕

）﹈。
統
治
者
が
こ
れ
の
適
用
を
こ
ば
ん
だ
場
合
に
は
、
政

P114

府
の
下
級
の
役
員
（
m
agistratsinférieurs）
が
、
政
府
に
対
し
こ
の
規
律
の
遵

守
を
強
要
す
べ
き
義
務
を
帯
び
た
。
こ
の
場
合
、
下﹅

級﹅

の﹅

役﹅

員﹅

の﹅

反
抗
権
は
直
接

神
に
由
来
す
る
も
の
﹇
そ
の
根
拠
、
次
々
頁
﹈
と
し
て
正
当
化
さ
れ
た
。
彼
等
は

民
衆
の
「
自
然
の
指
導
者
」
で
あ
っ
た
。
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
、
後
の
巨
大
な
政
治
的
意
義
は
ま
さ
に
こ
ゝ
に
胚
胎
す
る
。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
は
、
サ
ヴ
ォ
イ
公
国
の
侵
略
に
お
び
え
、
か
つ
内
訌
に
な
や
ん
で
、

若
き
カ
ル
ヴ
ィ
ン
に
そ
の
全
市
政
を
ゆ
だ
ね
た
。
こ
ゝ
で
カ
ル
ヴ
ィ
ン
は
困
難
な

血
な
ま
ぐ
さ
い
闘
争
の
過
程
の
う
ち
に
、
彼
の
理
想
政
治
の
実
験
を
試
み
た
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﹇
heilige
Gem
einde→

voluntary
association
と
し
て
の
教
会
﹈。

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
の
神
政
政
治

六
名
の
牧
師
と
十
二
名
の
長
老
よ
り
組
織
さ
れ
る
会
議
体
（
Consistory）
が
、

最
高
の
行
政
機
関
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
都
参
事
会
（
tow
n
council）
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
た
。

↓

選
挙
及
び
代
議
制
度
の
胚
が[芽

]で
あ
り
、
こ
れ
が
と
く
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お

け
る
長
老
派
教
会
に
お
い
て
発
展
せ
し
め
ら
れ
、
そ
の
理
念
が
国
家
組
織
に
も
影

響
を
及
ぼ
す
に
至
っ
た
。

教
会
と
国
家
の
自
発
的
協
力
に
よ
る
神
政
政
治

わ
れ
わ
れ
が
、
人
間
に
交
わ
っ
て
生
活
す
る
限
り
、
地
上
の
統
治
の
目
的
は
、

神
の
外
部
的
な
礼
拝
を
助
長
し
支
持
し
、
教
会
の
純
な
る
教
義
と
立

場

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

を
擁
護
し
、
わ
れ
わ
れ
の
行
動
を
市
民
的
正
義
に
適
合
さ
せ
、
わ
れ
わ
れ
を

互
に
調
和
さ
せ
、
共
同
の
平
和
と
安
穏
を
維
持
す
る
に
あ
る
（Institutes,

）。
IV

.
X
X
.2.

Sabine,〔
A

H
istory

ofPoliticalT
heory〕

p.364

抵
抗
権
の
発
生
す
る
要
素

統
治
者
の
権
威
に
従
う
の
が
至
当
で
あ
る
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
は
示
し
た
が
、

そ
の
服
従
に
も
つ
ね
に
一
つ
の
例
外
を
置
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
な
に
よ

り
そ
れ
が
神
へ
の
服
従
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
遠
ざ
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
第
一

の
注
意
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
神
の
意
思
に
は
あ
ら
ゆ
る
王
の
欲
望
も

服
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
神
の
命
に
は
王
の
あ
ら
ゆ
る
法
令
も
服
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
（
Catlin〔
op.cit.,p.218〕）。

信
者
の
良
心
は
神
の
前
に
お
い
て
そ
の
容
認
を
確
保
す
る
が
た
め
に
は
、
法

を
超
越
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
法
に
盲
従
す
る
こ
と
の
み
を
求
め
て
は
な
ら
な

い
。

良
心
が
法
に
服
従
す
る
の
は
、法
的
必
然
に
強
制
さ
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。

法
の
拘
束
か
ら
は
自
由
で
あ
り
な
が
ら
、
意
識
的
に
神
の
意
思
に
従
う
か
ら

で
あ
る
（Institutiochristianaereligionis,

1559Book
III.Chap.19.

）。

ss.2.4

カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
そ
の
権
威
主
義
、
集
産
的
組
織
性
、
合
理
的
統
制
主
義
等

凡
そ
い
わ
ゆ
る
〝
個
人
主
義
〞
的
な
シ
ュ
テ
ィ
ン
ム
ン
グ
〔
Stim
m
ung
情
緒
〕
と

反
対
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
伝
統
的
社
会
的
拘
束
か
ら
個
人
を
解

き
放
ち
、
政
治
的
に
も
自
由
主
義
の
形
成
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
一
見

き
わ
め
て
奇
異
な
歴
史
の
皮
肉
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
奇
異
で
も
な
ん
で

も
な
い
。
人
間
を
十
重
二
〔
十
〕
重
に
が
ん
じ
が
ら
め
に
し
ば
り
つ
け
て
い
る
中

世
的
な
社
会
慣
習
、
伝
統
の
力
は
、
決
し
て
上
品
な
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ス
ト
の
「
個
人
主
義
」
の
教
説
に
よ
っ
て
は
破
ら
れ
な
か
っ
た
。
神
の
意
思
を

実
現
し
よ
う
と
い
う
熱
烈
な
新
ら
し
い
信
仰
が
大
衆
の
間
に
し
み
通
り
、
彼
等
が
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そ
う
し
た
信
仰
を
い
だ
い
た
指
導
者
の
鉄
の
規
律
の
下
に
結
集
し
、
組﹅

織﹅

化﹅

さ
れ

る
事
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
う
し
た
固
定
的
な
社
会
構
造
を
打
こ
わ
す
力
と
な

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
近
代
的
個
人
は
解
放
さ
れ
た
の
だ
。

原
子
を
破
壊
す
る
よ
う
に
、
家
族
主
義
を
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国

共
産
党
は
巨
大
な
人
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
解
放
し
た
（
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
〔
日
本

太
平
洋
問
題
調
査
会
訳
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
次
の
政
策
』
東
洋
経
済
新
報
社
、

一
九
五
〇
年
、
一
八
頁
、
登
録
番
号
0188367〕）

貧
農
及
び
と
く
に
婦
人
の
解
放
﹇
核
の
破
壊
﹈

（
オ
ラ
ン
ダ
）→

対
ス
ペ
イ
ン
解
放
戦
争
の
精
神
的
原
動
力

（
フ
ラ
ン
ス
）

ユ
グ
ノ
ー
（
H
ugenots）

→

M
onarchom
achi

Junius
Brutus
:V
indiciae
Contra
T
yrannos,1570

（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
）

ト
マ
ス
・
ク
ラ
マ
ー
（
T
hom
as
Cram
m
er）
に
よ
る
清﹅

教﹅

主﹅

義﹅

の
創
立

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）

ジ
ョ
ン
・
ノ
ッ
ク
ス
（
John
K
nox）
に
よ
る
長
老
派
（
Presbyterians）

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
宗
教
改
革

一
五
六
二
年
か
ら
九
八
年
の
間
に
八
回
の
内
乱
が
起
り
、
そ
の
間
フ
ラ
ン
ス
は

有
名
な
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ウ
事
件
の
様
な
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
虐
殺
の
血
し
ぶ
き
で
色

ど
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ス
・
ユ
グ
ノ
ー
の
反
絶
対
主
義
政
治
思
想

Francis
H
atm
an
:Franco-G
allia,1573.

フ
ラ
ン
ス
中
世
史
の
歴
史
的
実
証
に
よ
り
、
王
権
が
エ
タ
ー
・
ジ
ェ
ネ
ロ
ー

（
États
généraux）
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
。

と
く
に
、
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミ
ウ
虐
殺
以
後
、
こ
う
し
た
ユ
グ
ノ
ー
の
絶
対
王
権
攻

撃
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
輩
出
し
た
。
そ
の
う
ち
最
も
有
名
な
も
の
が
、
一
五
七
九

年
、
Junius
Brutus
と
い
う
匿
名
で
出
版
さ
れ
た
V
indiciae
Contra

T
yrannosで
あ
る
。
そ
の
著
者
に
つ
い
て
は
或
は
H
ubert
Langnetと
い
わ

れ
、
或
は
、
PhilippeD
uplessis-M
ornay
と
い
わ
れ
、
い
ま
だ
に
確
定
し
な
い

が
、
と
も
か
く
こ
の
書
は
一
六
四
八
年
英
国
版
以
後
し
ば
し
ば
外
国
語
に
翻
訳
さ

れ
、
一
種
の
革
命
理
論
の
バ
イ
ブ
ル
と
な
っ
た
。

こ
の
書
は
全
体
が
次
の
よ
う
な
問
題
を
中
心
と
し
て
、四
部
に
分
れ
る
。
第
一
、

君
主
が
神
の
法
に
反
す
る
こ
と
を
命
じ
た
場
合
、
臣
下
は
服
従
の
義
務
あ
り
や
。

第
二
、
神
の
法
を
蹂
躙
し
た
り
、
教
会
を
荒
廃
さ
せ
た
り
す
る
事
を
欲
す
る
君
主

に
抵
抗
す
る
こ
と
は
合
法
的
で
あ
る
か
、
も
し
合
法
的
な
ら
、
誰
が
、
い
か
な
る

手
段
で
、
い
か
な
る
程
度
ま
で
こ
の
抵
抗
権
を
行
使
す
る
か
。
第
三
、
国
家
を
抑

圧
し
乃
至
破
壊
す
る
君
主
に
対
す
る
抵
抗
は
ど
の
程
度
ま
で
、い
か
な
る
手
段
で
、

誰
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
時
合[カ

]法
的
で
あ
る
か
。
第
四
、
隣
国
の
君
主
が
、
他
国
の

国
民
が
真
の
宗
教
の
た
め
に
受
難
し
、
或
は
公
然
た
る
暴
政
に
よ
っ
て
抑
圧
さ
れ

て
い
る
場
合
に
、
そ
の
国
民
を
援
助
す
る
こ
と
は
合
法
的
か
、
乃
至
そ
う
し
た
援

助
を
す
る
義
務
が
あ
る
か
。

こ
れ
は
い
づ
れ
も
当
時
の
な
ま
な
ま
し
い
現
実
の
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
の
著
者
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は
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
に
お
い
て
原
始
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
の
神
政
国
家
や
受

動
的
服
従
の
理
論
を
一
擲
し
、
た
ゞ
そ
の
抵
抗
権
の
モ
メ
ン
ト
の
み
を
拡
大
し
て

展
開
し
た
。

旧
約
に
由
来
す
る
契
約
思
想
が
こ
ゝ
に
ハ
ッ
キ
リ
と
政
治
的
表
現
を
と
っ
て
い

る
。二

重
の
契
約

ⅰ

神
対
王
及
国
民→
こ
の
契
約
に
よ
っ
て
、
共
同
社
会
は
神
よ
り
選
ば
れ

し
教
会
、
神
よ
り
選
ば
れ
し
国
民
と
な
り
、
真
の
礼
拝
を
義
務
づ
け
ら
れ

る
（
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
継
承
）。

ⅱ

王
対
国
民→

こ
れ
に
よ
っ
て
本
来
の
政
治
的
国
家
が
成
立
す
る
。
王
は

正
し
き
統
治
の
義
務
を
負
い
、
国
民
は
こ
う
し
た
統
治
が
な
さ
れ
る
限
り

之
に
服
す
る
義
務
を
負
う
。
政
治
権
力
は
共
同
体
の
福
祉
の
た
め
に
の
み

存
す
る
。

こ
ゝ
で
は
王
権
神
授
説
と
統
治
契
約
か
ら
来
る
王
権
の
国
民
に
対
す
る
責
任
と

が
矛
盾
し
背
反
関
係
に
立
っ
て
い
な
い
こ
と
が
特
色
。→

や
が
て
こ
の
素
朴
な
一

致
が
鋭
く
分
裂
す
る
よ
う
に
な
る
。

と
も
か
く
、
こ
の
契
約
に
背
反
し
た
君
主
に
対
し
て
は
国
民
は
服
従
の
義
務
か

ら
解
放
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、神
へ
の
奉
仕
を
果
す
た
め
に
抵
抗
の
義
務
を
負
う
。

そ
こ
に
は
功
利
主
義
の
匂
い
も
感
じ
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
人
間
は
本
性
上
自
由
を
愛
し
、
隷
属
を
憎
み
、
服
従
す
る
よ
り

は
む
し
ろ
支
配
す
る
様
に
生
れ
つ
い
て
い
る
の
で
、
他
人
の
支
配
に
服
す
る

こ
と
か
ら
何
か
特
別
の
大
き
な
利
益
で
も
期
待
し
え
な
い
限
り
は
、
他
人
に

よ
っ
て
統
治
さ
れ
る
こ
と
を
進
ん
で
認
め
よ
う
と
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は

誰
も
が
承
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
…
…
王
た
ち
は
、
彼
等
の
臣
下
が
汗
に

よ
っ
て
得
た
も
ろ
〳
〵
の
財
貨
を
自
分
ら
で
適
当
に
使
用
す
る
よ
う
特
別
に

選
ば
れ
た
者
だ
と
考
え
て
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
誰
だ
っ
て
自
分
の

財
貨
を
大
事
に
思
う
念
に
か
わ
り
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
抵
抗
権
の
行
使
は
決
し
て
個
々
の
私
人
や
、
群
衆
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

は
な
ら
ぬ
。
む
し
ろ
個
人
に
は
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
受
動
的
服
従
が
そ
の
ま
ゝ
義
務
と

し
て
説
か
れ
る
。
そ
れ
を
行
使
す
る
の
は
、
貴
族
、
地
方
や
市
の
役
人
、
下
級
行

政
官
等
民
衆
の
「
自
然
の
指
導
者
」
で
あ
る
。
依
然
だ
か
ら
こ
の
理
論
の
実
体
は

貴
族
的
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
人
民
主
権
で
は
な
い
、
に
も
拘
ら
ず
、
か
ゝ
る
も

の
と
し
て
影
響
を
与
え
た
。

と
こ
ろ
が
カ
ソ
リ
ッ
ク
、
と
く
に
ジ
ェ
ス
イ
ッ
ト
側
か
ら
も
強
大
な
王
権
に
反

対
し
、
法
王
の
優
位
を
根
拠
づ
け
る
立
場
か
ら
、
や
は
り
抵
抗
権
を
主
張
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
が
現
わ
れ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
系
の
そ
れ
と
い
り
み
だ
れ
て
混
戦
状

態
を
呈
し
た
。
一
般
に
、
こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
、
新
旧
教
両
陣
営
に
お
け
る

こ
う
し
た
パ
ン
フ
レ
テ
ィ
ア
ー
ズ
を
総
称
し
て
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
（
m
onarchom
a

chi
chen

）
と
い
う
。
従
っ
て
モ
ナ
ル
コ
マ
キ
の
立
場
は
必
ず
し
も
デ
モ
ク
ラ
テ
ィ
ッ

ク
で
な
く
、
む
し
ろ
封
建
貴
族
の
利
害
を
代
表
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
が
、
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
は
後
世
の
革
命
的
自
然
法
の
思
想
的
祖
父
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
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第
二
章

ニ
コ
ロ
・
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
―
―
政
治
に
お
け
る
自
律
性
の
発
見

生
涯
。
一
四
六
九
年
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
生
る
。
あ
た
か
も
メ
ヂ
チ
家
（
ロ
レ

ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
ヂ
チ
）
の
権
力
の
絶
頂
期
で
あ
っ
た
。
父
は
上
層
市
民
層
に
属

し
、
法
律
家
で
あ
っ
た
。
二
十
九
才
に
し
て
、
最
高
委
員
会

シ

ニ

オ

リ

ア

の
書
記
官

セ
ク
レ
タ
リ
オ

に
選
ば
れ

た
。
こ
れ
よ
り
や
ゝ
先
、
一
四
九
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
大
軍
が

イ
タ
リ
ー
に
侵
入
し
、忽
ち
ミ
ラ
ノ
公
国
、及
び
ナ
ポ
リ
王
国
を
圧
倒
し
て
、フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
に
迫
り
、
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
ヂ
チ
（
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
長
子
）
は
シ
ャ
ル

ル
に
降
伏
し
た
の
で
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
は
武
器
を
と
っ
て
ピ
エ
ロ
を
追
い
、

自
由
都
市
の
独
立
を
守
る
と
共
に
、
そ
の
政
治
機
構
を
革
新
し
た
。
こ
の
時
の
指

導
者
が
有
名
な
サ
ヴ
ナ
ロ
ー
ラ
で
あ
る
。
彼
は
や
が
て
、
法
皇
や
貴
族
メ
ヂ
チ
ら

の
バ
ッ
ク
を
受
け
た
反
革
命
隠
謀
に
よ
っ
て
倒
れ
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
市
民
会

議
に
よ
っ
て
書
記
官
に
選
出
さ
れ
た
の
は
そ
の
直
後
で
あ
っ
た
。
主
と
し
て
外
交

及
び
軍
事
関
係
の
職
務
に
あ
た
っ
た
。
民
兵
的
兵
制
の
組
織
化
は
彼
の
最
も
努
力

し
た
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス
に
外
交
使
節
と
し
て
行
き
、
ま
さ
に
イ
タ

リ
ー
と
反
対
の
国
家
―
―
中
央
集
権
的
主
権
国
家
―
―
の
実
体
を
つ
ぶ
さ
に
見

た
。
そ
の
他
、
チ
ェ
ザ
ー
レ
・
ボ
ル
ジ
ァ
の
所
や
、
ド
イ
ツ
皇[カ

]帝
マ
キ
シ
ミ
リ
ア

ン
の
所
に
も
行
っ
た
。
と
こ
ろ
が
や
が
て
、
メ
ヂ
チ
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
成
功
し
、

共
和
政
府
を
倒
し
た
（
一
五
一
二
年
）。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
も
こ
の
際
職
を
追
わ
れ
、

ま
も
な
く
逮
捕
投
獄
さ
れ
、
辛
う
じ
て
釈
放
さ
れ
た
が
、
政
治
的
活
動
は
許
さ
れ

ず
、
止
む
な
く
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
南
方
の
山
荘
に
隠
遁
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
彼

の
不
朽
の
著
述
は
こ
の
不
本
意
な
政
治
生
活
か
ら
の
追
放
時
代
の
産
物
で
あ
っ

た
。
彼
の
個
人
的
不
幸
が
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
を
世
界
史
的
人
物
に
し
た
。
一
五
二
七

年
イ
ス
パ
ニ
ア
軍
が
侵
入
、
ロ
ー
マ
を
も
攻
略
し
た
と
き
、
遂
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

に
も
再
度
民
衆
の
蹶
起
が
あ
り
、
メ
ヂ
チ
政
権
を
倒
し
た
が
、
こ
の
時
、
ス
ペ
イ

ン
の
カ
ー
ル
五
世
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
包
囲
し
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
メ
ヂ
チ
政

権
倒
壊
（
彼
は
晩
年
メ
ヂ
チ
に
接
近
し
て
い
た
）
の
直
後
に
死
ん
だ
。
な
お
、
こ

の
包
囲
軍
に
対
し
て
、
市
民
軍
の
築
城
委
員
長
と
し
て
防
衛
を
指
導
し
た
の
が
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
で
あ
っ
た
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
活
躍
し
た
頃
の
イ
タ
リ
ー
は
、
ほ
ゞ
五
つ
の
大
き
な
国
に
分

裂
し
て
い
た
。
南
に
は
ナ
ポ
リ
王
国
、
北
西
に
ミ
ラ
ノ
公
国

ダ
ッ
チ
ー

、
北
東
に
ヴ
ェ
ネ
チ

ア
（
ヴ
ェ
ニ
ス
）
共
和
国
、
中
央
部
に
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
（
フ
ロ
レ
ン
ス
）
共
和

国
及
び
、
法
王
領
が
即
ち
是
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
国
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
部
で
は
、

貴
族
、
有
産
市
民
、
及
び
下
層
市
民
の
間
で
深
刻
な
対
立
が
あ
り
、
ま
た
、
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
の
ご
と
き
は
、
ひ
ん
ぴ
ん
と
か
つ
急
激
に
、
そ
の
政
体
の
変
革
が
行
わ

れ
た
。
こ
の
間
に
、
ド
イ
ツ
皇
帝
と
新
興
ス
ペ
イ
ン
及
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
勢
力
が

イ
タ
リ
ー
に
介
入
し
、
近
世
初
期
の
複
雑
怪
奇
な
国
際
的
取
引
と
闘
争
の
凝
集
点

と
化
し
て
い
た
。
こ
の
事
態
に
対
し
て
特
に
責
任
が
あ
る
の
は
、法
王
で
あ
っ
た
。

当
時
の
法
王
は
す
で
に
そ
の
精
神
的
権
威
を
著
し
く
喪
失
し
て
、
全
く
一
個
の
世

俗
的
君
主
と
化
し
、
し
か
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
君
主
と
の
そ
の
伝
統
的
関
係
を
利

し
て
、
イ
タ
リ
ー
の
政
争
に
進
ん
で
外
国
勢
力
を
介
入
さ
せ
、
夷
を
以
て
夷
を
征

す
る
や
り
方
で
自
己
の
権
力
の
強
化
に
没
頭
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
内
外
の
政
治

権
力
の
赤
裸
々
な
角
逐
や
政
治
的
状
況
の
激
変
の
う
ち
に
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
政
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治
法
則
の
く
め
ど
も
つ
き
ぬ
素
材
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
人
間
と
思
想
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
一
般
的
思
潮
の
背
景
な
し

に
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
ま
さ
に
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
嫡
子
で
あ
る
。

ⅰ

人
生
を
彼
岸
に
従
属
し
、
神
の
目
的
を
実
現
す
る
場
所
と
見
ず
に
、
自
然

的
な
力
の
角
逐
闘
争
の
場
と
見
た
こ
と
、
魂
の
救
済
で
な
く
祖
国
の
救
済
が

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
関
心
事
で
あ
っ
た
。
…
…“

die
das

V
aterland

m
ehr

lieben
als

die
Seele”

ⅱ

成
功
・
名
声
・
栄
誉
が
価
値
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
で
上
位
を
占
め
る
。

ⅲ

人
間
の
情﹅

熱﹅

の
赤
裸
々
な
開[マ

マ
]放

。

ⅳ

人
為
的
形
成
物
と
し
て
の
国
家
。

法
王
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
六
世
―
―
こ
の
最
も
神
聖
な
椅
子
に
つ
い
た
人
間
の
な

か
で
最
も
奸
智
、
残
忍
、
貪
欲
、
醜
悪
な
人
物
だ
っ
た
。
罪
人
や
殺
人
犯
を
赦
免

し
て
莫
大
な
収
入
を
え
て
、
快
楽
に
ふ
け
っ
た
。
し
か
し
そ
の
子
チ
ェ
ザ
ー
レ
・

ボ
ル
ジ
ア
（
法
王
に
な
ら
ず
）
は
少
年
の
と
き
か
ら
悪
魔
的
な
天
稟
で
は
更
に
父

を
し
の
い
で
い
た
（
ア
プ
レ
・
ゲ
ー
ル
）。
暗
殺
の
常
習
犯
、
ロ
ー
マ
は
恐
怖
の
町

と
な
る
。
法
王
は
全
く
ボ
ル
ジ
ア
に
頭
が
上
ら
な
か
っ
た
。
し
か
も
ボ
ル
ジ
ア
は

権
力
政
治
家
と
し
て
非
凡
の
才
能
を
も
っ
て
お
り
、
法
王
領
を
単
に
従
来
の
よ
う

な
、
官
能
的
悦
楽
の
中
心
地
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
術
策[カ

]を
用
い
て
一
つ
の
偉

大
な
世
俗
的
国
家
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
。

青
春
と
美
と
成
功
と
犯
罪
の
暗
い
後
光
が
彼
の
背
後
に
さ
し
か
ゞ
や
い
て
い

た
。
そ
れ
が
彼
を
堕
落
し
た
時
代
の
恐
怖
の
的
と
共
に
英
雄
に
し
た
（
フ
ラ

イ
ア
ー
、
四
〇
頁
）

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
法
王
庁
に
外
交
使
節
と
し
て
赴
き
、
親
し
く
こ
の
「
時
代
の

英
雄
」
に
接
し
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
に
と
っ
て
、
ボ
ル
ジ
ア
は
政
治
の
技
術
に
つ

い
て
の
無
上
の
教
師
で
あ
っ
た
。

現
代
で
は
す
る
事
な
す
事
す
べ
て
、
こ
の
上
な
い
惨
め
さ
を
も
た
ら
さ
ぬ
も

の
は
な
く
、
総
ゆ
る
も
の
が
汚
辱
と
醜
悪
の
限
り
を
尽
し
て
い
る
。
現
在
で

は
信
仰
も
国
法
も
訓
練
も
守
ら
れ
ず
、
す
べ
て
の
人
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪

行
に
耽
溺
す
る
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
Ⅱ
、
序
論
）。

↓

個
々
の
腐
敗
で
な
く
、
構
造
的
腐﹅

敗﹅

そ
の
根
治
に
は
drastic
m
eansが

必
要
。

↓そ
れ
だ
け
劇
薬
の
劇﹅

薬
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
所
以
が
あ
っ
た
。

D
iscorsisopra
la
prim
a
D
eca
diT
ito
Livio
1532
pub.

Ilprincipe

M
andragora

『
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
』、Istorie

Fiorentine,
1520-25.

『
兵
法
論
』、D

ell’arte
della

guerra.

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
決
し
て
「
政
治
の
科
学
」
を
樹
立
す
る
こ
と
を
意
途[マ

マ
]し

て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
彼
は
す
こ
し
も
理
論
家
た
ろ
う
と
す
る
志
向
を
持
た
な
か
っ

た
。
む
し
ろ
彼
の
全
精
神
は
一
貫
し
て
第
一
に
彼
が
愛
し
て
止
ま
ぬ
フ
ィ
レ
ン
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ツ
ェ
自
由
都
市
に
繁
栄
と
独
立
を
確
保
す
る
こ
と
、
次
に
進
ん
で
イ
タ
リ
ー
を
フ

ラ
ン
ス
や
ス
ペ
イ
ン
と
並
ぶ
強
大
な
統
一
国
家
に
す
る
こ
と
と
い
う
い
づ
れ
に
し

て
も
実
践
的
目
的
に
集
中
し
て
い
た
。
彼
の
著
作
は
む
し
ろ
彼
の
政
治
的
実
践
が

外
部
的
な
力
で
遮
断
さ
れ
た
不
本
意
の
心
境
で
の
産
物
だ
っ
た
。
し
か
し
人
間
の

主
観
的
意
図
と
彼
の
才
能
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

素
材

古
代
ロ
ー
マ
共
和
国
（
讃
美
）→

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
反
映

当
時
の
イ
タ
リ
ー

彼
は
決
し
て
す
ぐ
れ
た
実
践
的
政
治
家
で
な
か
っ
た
。
経
験
的
観
察
を

[か
ら
カ
]一

般
的

な
法
則
を
発
見
し
よ
う
と
い
う
本
能
的
な
衝
動
が
彼
の
著
作
に
は
窺
わ
れ
る
。
こ

れ
が
鋭
い
観
察
眼
と
相
俟
っ
て
、
彼
に
、
近
代
政
治
学
の
開
祖
と
い
う
様
な
地
位

を
占
め
さ
せ
た
。
た
ゞ
ど
こ
ま
で
も
経
験
的
で
あ
る
点
が
ホ
ッ
ブ
ス
と
ち
が
う
。

だ
か
ら
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
し
よ
う
と
も
し
な
い
。
あ
く
ま
で
具
体

的
状
況
に
即
し
て
の
考
察
。

方
法
論
と
し
て
の
リ
ア
リ
ズ
ム

そ
れ
が
理
論
的
把
握
の
方
法
論
と
し
て
と
ゞ
ま
ら
な
い
。
権
力
を
保
持
す
る
た

め
の
要
件
と
し
て
の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ク
な
行
動
の
す﹅

ゝ﹅

め﹅

。→

ア
モ
ラ
リ
テ
ー

ト
の
問
題

…
…
こ
の
問
題
を
論
議
す
る
に
当
っ
て
、
殊
さ
ら
他
の
人
た
ち
と
違
っ
た
仕

方
で
や
る
こ
と
に
し
よ
う
。
さ
て
私
が
物
を
書
く
気
持
と
し
て
は
、
理
解
し

て
く
れ
る
人
々
の
お
役
に
立
た
せ
た
い
と
望
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に

つ
け
て
も
、
空
想
的
な
事
柄
よ
り
も
、
む
し
ろ
物
事
の
い
き
い
き
と
し
た
真

実
に
即
し
て
行
く
方
が
い
ゝ
と
思
わ
れ
る
。
今
ま
で
大
勢
の
人
は
、
現
実
に

存
在
す
る
の
を
た
ゞ
の
一
度
も
見
た
こ
と
も
な
い
し
、
聞
い
た
こ
と
も
な
い

様
な
共
和
国
や
君
主
国
を
空
想
し
て
来
た
。
と
こ
ろ
が
、
現﹅

に﹅

人
の
営
む
生

活
の
仕
方
と
、
当﹅

然﹅

人
が
守
ら
な﹅

け﹅

れ﹅

ば﹅

な﹅

ら﹅

な﹅

い﹅

生
活
の
仕
方
と
の
間
に

は
大
き
な
隔
り
が
あ
る
か
ら
、
正
に
為
す
べ
き
事
の
た
め
に
、
現
に
為
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
棄
て
ゝ
顧
み
な
い
人
間
は
、
そ
の
身
も
固
ま
ら
ぬ
う
ち
に
早

く
も
破
滅
を
招
く
こ
と
に
な
る
。

↓だ
か
ら
君
主
は
、
そ
の
身
を
保
ち
た
い
と
思
え
ば
、
善
か
ら
ぬ
人
間
に
も
な

れ
る
術
を
会
得
し
て
お
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
使
っ
た
り
使
わ
な
か
っ
た
り

す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
（
！
）『
君
主
論
』Chap.15.

政
治
行
動
の
力
学
的
法
則
（
政
治
技
術
の
法
則
性
）

権
力
の
維
持
と
増
大

立
場
の
転
移
性
ⓑ
（
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
格
率
の
双
刃
的
性
格
）

い
か
に
落
し
入
れ
る
か→

相
手
が
い
か
に
そ
れ
を
防
ぐ
か
、

同
じ
問
題
。

無
節
操
と
か
非
道
徳
の
問
題
で
な
い
。
没
価
値
的
な
目
的
手
段
の
関
連

主
体
に
対
す
る
価
値
判
断
を
問
題
に
し
な
い
（
医
者
と
同
じ
）→

健
康
の
増

進

典﹅

型﹅

的﹅

状﹅

況﹅

に
対
し
、
い
か
な
る
行
動
が
妥
当
す
る
か
。
実﹅

験﹅

的﹅

性﹅

格﹅

ⓐ

→

ガ
リ
レ
オ
の
落
下
の
法
則
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価
値
体
系
の
交
錯
の
な
か
か
ら
純
政
治
的
な
も
の
の
抽
出

こ
れ
﹇
素
材
﹈
を
豊
富
な
ロ
ー
マ
史
か
ら
抽
出
す
る
。

そ
の
前
提
、
人
間
論

生﹅

き﹅

た﹅

感
性
的
人
間
論
を
政
治
的
考
察
の
キ
ソ
に
お
い

た
最
初
の
思
想
家
！

人
間
行﹅

動﹅

に
規
則
性
が
あ
る
こ
と→

前﹅

提﹅

（
ヒ
ポ
テ
ー
ゼ

作
業
仮
設
）

例
え
ば
、
禍
害
を
与
え
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
、
恩
恵
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
見
よ
う
。

権
力
或
は
武
力
に
よ
る
敵
の
圧
服
は
無
慈
悲
か
つ
徹
底
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

﹇
allor
nothing!﹈。

ひ
ど
い
目
に
あ
わ
せ
る
な
ら
一
気
に
す
べ
て
を
や
っ
つ
け
る
と
、
感
じ
も
浅

く
従
っ
て
大
し
て
反
抗
も
し
な
い
も
の
だ
。
之
に
対
し
て
、
恩
は
小
出
し
に

施
す
に[カ

]限
る
。
そ
う
す
れ
ば
余
計
に
有
難
が
ら
れ
る
（『
君
主
論
』
第
八
章
）。

人
間
は
可
愛
が
る
か
、
叩
き
潰
す
か
ど
ち
ら
か
だ
。
人
間
と
い
う
も
の
は
小

さ
な
危
害
に
対
し
て
は
、
復
讐
す
る
が
、
き
わ
め
て
大
き
な
危
害
に
は
手
も

足
も
出
な
い
か
ら
だ
。
従
っ
て
、
他
人
に
害
を
与
え
る
位
な
ら
、
到
底
復
讐

出
来
な
い
位
に
徹
底
し
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（『
君
主
論
』
第
三
章
）。

↓

こ
の
法
則
を
行
使
す
る
主
体
い
か
ん
に
拘
ら
ず
、
ま
た
そ
の
客
体
如
何
に
か
ゝ

わ
ら
ず
妥
当
す
る
。

政

治
権
力
を
獲
得
し
、
増
大
し
、
維
持
す
る
技﹅

術﹅

こ
の
場
合
、
権
力
の
奉
仕
す
る
目
的
、
乃
至
政
治
形
態
の
問
題
は
捨
象
さ
れ
て

い
る
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
た
ゞ
、
も﹅

し﹅

共
和
国
を
欲
す
る
な﹅

ら﹅

…
…
す
べ
し
、
も﹅

し﹅

君
主
国
を
欲
す
る
な
ら
…
…
す
べ
し
、
も﹅

し﹅

人
民
に
自
由
を
与
え
よ
う
と
す
る

な﹅

ら﹅

…
…
す
べ
し
、も﹅

し﹅

自
由
を
奪
お
う
と
す
る
な
ら
…
…
す
べ
し
と
い
う
風
に
、

た
え
ず
一
定
の
作
業
仮
設
の
下
に
論
を
進
め
る
の
で
あ
る
。

政
治
は
性
悪
論
を
前
提
に
す
る
と
い
わ
れ
る
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
人
間
観
、
と

い
う
よ
り
政
治
行
動
の
法
則
的
考
察
の
前
提
と
し
た
人
間
像[カ

]も
き
わ
め
て
醜
悪
な

も
の
で
あ
る
。

人
間
は
恩
知
ら
ず
で
移
気
で
陰
険
で
、
危
険
に
会
う
と
逃
げ
出
し
、
そ
の
く

せ
、
転
ん
で
も
只
〔
で
〕
は
起
き
な
い
。
利
益
を
与
え
れ
ば
悉
く
あ
な
た
方

の
味
方
に
な
る
が
、
自
分
の
血
や
財
産
や
生
命
や
息
子
た
ち
を
あ
な
た
方
に

さ
ゝ
げ
る
の
も
、
既
に
の
べ
た
様
に
、
ま
だ
そ
の
必
要
が
切
迫
し
て
い
な
い

間
だ
け
で
、
い
ざ
間
近
か
に
迫
る
と
忽
ち
離
反
し
て
し
ま
う
（『
君
主
論
』
第

十
七
章
）。

↓

だ
か
ら
、
君
主
は
、
愛
さ
れ
慕
わ
れ
る
の
と
、
恐
れ
ら
れ
る
の
と
、
ど
ち
ら

か
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
時
は
後
者
を
選
ん
だ
方
が
い
ゝ
。
恩
愛
の
情
は
私
欲

に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
易
い
が
、
刑
罸
の
恐
ろ
し
さ
か
ら
来
る
畏
怖
心
は
決

し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

↓

だ
が
、
恐
が
ら
れ
て
も
憎
悪
さ
れ
な
い
様
に
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
（
同
上
）。

し
か
し
固
定
的
な
本
性
を
「
悪
」
と
し
た
と
見
る
の
は
正
し
く
な
い
。
む
し
ろ

逆
に
、
善
と
か
悪
と
か
い
う
固
定
し
た
型
を
先
験
的
に
き
め
る
こ
と
は
彼
の
最
も
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排
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
あ
く
ま
で
経
験
的
！
）。

『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
第
一
巻
第
二
十
七
章
「
人
間
が
聖
人
に
な
り
切
っ
た
り
、
悪

魔
に
な
り
切
っ
た
り
す
る
こ
と
は
容
易
に
出
来
な
い
も
の
だ
」
と
い
う
題
名
の
下

に
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
政
治
が
前
提
す
る
人
間
像
を
き
わ
め
て
鮮
か
に
浮
き
立

た
せ
て
い
る
。

人
間
は
罪
を
犯
し
て
平
気
で
い
る
こ
と
も
、
さ
り
と
て
完
全
な
善
人
に
も
ど

ち
ら
に
も
な
り
切
れ
る
も
の
で
は
な
い

自
分
の
妹
を
辱
し
め
た
り
、
政
権
の
た
め
に
は
従
兄
弟
で
も
甥
で
も
か
ま
わ

ず
血
祭
り
に
あ
げ
た
り
す
る
ほ
ど
兇
悪
な
人
間
に[カ

]も
、
尊
い
慈
悲
心
の
か
け

ら
が
ど
こ
か
心
の
す
み
に
潜
ん
で
い
る

つ
ま
り
、
善
に
も
悪
に
も
移﹅

り﹅

う﹅

る﹅

性
格
、
こ
れ
が
問
題
な
の
だ
（
人
間
の
可﹅

変﹅

性﹅

﹇
カ
メ
レ
オ
ン
的
性
格
﹈）。
こ
ゝ
に
政
治
技
術
の
発
生
す
る
余
地
が
は
じ
め

て
与
え
ら
れ
る
。
悪
と
き
ま
っ
て
い
れ
ば
テ
ク
ニ
ッ
ク
は
不
必
要
だ
。

た
ゞ
、
彼
は
、
人
間
は
本
性
悪
で
な
い
が
、
悪
へ
の
傾﹅

向﹅

性﹅

は
非
常
に
強
調
し

た
。
反
対
物
が
な
い
場﹅

合﹅

に﹅

は﹅

、
坂
道
を
こ
ろ
ぶ
よ
う
に
腐
敗
堕
落
す
る
。→

権﹅

力﹅

の
必
要
性

静
態
的
考
察
で
は
政
治
は
把
え
ら
れ
な
い
。

力
は
安
静
を
生
み
、
安
静
は
倦
怠
を
生[カ

]み
、
倦
怠
は
無
秩
序
を
生
み
、
無
秩

序
は
混
乱
を
生
み
、
そ
う
し
て
、
混
乱
か
ら
は
秩
序
が
発
生
し
、
秩
序
か
ら

は
力
が
、
力
か
ら
は
名
誉
と
幸
運
と
が
生
れ
る
﹇
サ
イ
ク
ル
﹈（『
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
史
』
Istorie
fiorent.V
）。

人
間
心
性
の
不
断
の
移
行―

→

政
治
的
状
況
の
移
行

そ
の
力
学

人
間
行
動
の
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ

ⅰ

好
奇
心
、
新
奇
な
も
の
へ
の
魅
力
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
Ⅲ
、

）。
21

人
間
は
も
と
も
と
新
ら
し
い
も
の
好
き
で
あ
り
、
し
か
も
幸
福
な
人
間
よ

り
逆
境
に
い
る
人
間
の
方
が
一
層
こ
の
こ
と
が
甚
だ
し
い

→

こ
ゝ
か
ら
こ
の
変
化
に
対
す
る
嗜
好
か
ら
革
新
の
音
頭
と
り
に
な
り
た
が

る
。

ⅱ

愛
情
と
恐
怖
、
と
く
に
後
者
（
同
上
）。

人
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
り
人
か
ら
恐
が
ら
れ
る
方
が
一
層
容
易
に
人
を
服
従

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る

し
か
し
一
般
的
統
治
に
は
や
は
り
そ
の
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
。
人
か

ら
愛
さ
れ
よ
う
と
歓
心
を
買
う
に
汲
々
と
し
す
ぎ
る
と
、笑
い
も
の
に
な
る
。

さ
り
と
て
、
恐
が
ら
れ
す
ぎ
る
と
憎
し
み
に
変
ず
る
。
愛
情→

侮
蔑

恐
怖→

憎
悪

デ

リ
ケ
ー
ト
な
移
行
関
係
。

ⅲ

嫉
妬
と
復
讐
心
。

ⅳ

野
心

ア
ン
ビ
シ
ョ
ン

の
力
学
（
同
上
、
Ⅰ
、

）。
37

人
間
は
必
要
に
迫
ら
れ
て
も
戦
わ
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
野
望
に
駆
ら
れ
る

と
す
ぐ
戦
う
。
こ
の
欲
望
は
人
間
の
心
の
奥
底
深
く
根
を
張
っ
て
い
る
の

で
、
ど
ん
な
高
位
高
官
に
の
ぼ
っ
て
も
決
し
て
野
心
だ
け
は
忘
れ
な
い
。
な

ぜ
か
と
い
う
と
自
然
が
人
間
を
つ
く
っ
た
と
き
、
次
の
よ
う
に
つ
く
っ
た
。

人
間
は
何
で
も
ほ
し
が
る
が
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
だ

か
ら
欲
望
の
方
が
実
際
の
獲
得
能
力
を
つ
ね
に
上
廻
る
。
そ
こ
で
現
在
持
っ

て
い
る
も
の
に
あ
き
足
り
ず
、
自
分
に
つ
ね
に
愛
想
を
つ
か
し
て
い
る
（
失﹅
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意﹅

と
野
心
と
は
う
ら
は
ら
！
）。

→
こ
れ
が
人
間
関
係
に
ど
う
い
う
Im
pactを
持
つ
か
。
あ
る
人
々
は
も
っ

と
欲
し
が
り
、
他
の
人
々
は
現
在
も
っ
て
い
る
も
の
を
失
う
恐
怖
に
か
ら

れ
る
。
そ
こ
か
ら
敵
意
が
生
じ
闘
争
が
起
る
。
な
お
、
１
、
５
!!

ⅴ

自
由
。

少
数
の
人
々
は
支
配
せ
ん
が
た
め
に
、
多
く
の
人
民
は
生
活
の
安
定
の
た
め

に
自
由
を
欲
す
る
。

→

君
主
は
前
者
に
対
し
て
は
之
を
徹
底
的
に
圧
服
し
、
せ
ん
め
つ
す
る
か
、

そ
れ
と
も
逆
に
、
支
配
的
地
位
に
つ
か
せ
る
か
ど
ち
ら
か
し
か
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
後
者
に
対
し
て
は
安
定
が
問
題
な
の
だ
か
ら
、
自
由
の
要
求
を

必
ず
し
も
そ
の
ま
ゝ
百
パ
ー
セ
ン
ト
通
す
必
要
は
な
い
。
ま
た
相
手
が
大

多
数
の
人
民
な
の
だ
か
ら
、
そ
も
そ
も
事
柄
の
性
質
上
一
部
分
し
か
満
足

さ
せ
ら
れ
な
い
。
こ
う
い
う
場
合
に
は
、
人
民
の
秩
序
と
安
寧
を
保
障
す

る
法
律
制
度
を
整
備
す
れ
ば
い
ゝ
。
フ
ラ
ン
ス
王
国
が
そ
の
好
例
。
絶
対

主
義
下
の
法
治
国
家

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

別
の
教
訓

人
民
の
方
が
貴
族
や
君
主
よ
り
も
は
る
か
に
信
頼
し
う
る
。
な
ぜ
な
ら
後
者

は
抑
圧
を
欲
す
る
が
、
前
者
は
た
ゞ
抑
圧
さ
れ
な
い
こ
と
を
欲
す
る
だ
け
だ
か

ら
。

→

君
主
は
人
民
に
キ
ソ
を
置
け
。
人
民
と
結
ん
で
貴
族
を
排
除
す
る
。
re-

publicanism
『
君
主
論
』
第
九
章
、『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
第
一
巻
、
五
十

五
章
等

政
治
技﹅

術﹅

論﹅

か
ら
の
究
極
の
帰
結
、
最
高
規
範

も
し
汝﹅

が﹅

政
治
的
世
界
に
お
い
て
権
力
を
維
持
し
、
乃
至
拡
大
せ
ん
こ
と
を

欲
す
る
な
ら
ば
、政
治
的
状
況
を
見﹅

透﹅

す﹅

賢
明
さ
と
、断
乎
た
る
行
動
力（
武

力
）
と
を
兼
ね
具
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
君
主
は
狐
と
獅
子
の
二
役
を
演
ず

る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
獅
子
は
ど
う
し
て
も
罠

に
引
っ
掛
る
し
、
狐
は
ど
う
し
て
も
狼
に
喰
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
。
だ

か
ら
狐
に
な
っ
て
罠
を
見
抜
き
、
獅
子
に
な
っ
て
狼
ど
も
の
度
ぎ
も
を
ぬ
く

事
が
必
要
で
あ
る
。
た
ゞ
ひ
た
す
ら
獅
子
に
な
っ
て
い
れ
ば
安
心
と
思
う
連

中
は
己
れ
を
弁
え
て
い
な
い
事
に
な
る
（『
君
主
論
』
第
十
八
章
）。

賢﹅

明﹅

さ﹅

（
知
性
）
慎
重
さ

Prudence

→

技
術
論
か
ら
内﹅

在﹅

的﹅

に﹅

出

て
来
る
規
範

＋

倫
理
的
世
界
と
の
媒
介
体

腕
力
、
武
力
（
暴
力
）
勇
気

マ
イ
ネ
ッ
ケ
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、（D

ie
Idee

der
Staatsräson,

S.
53

〔
登
録
番
号

〕）「
単
な
る
暗
い
権
力
欲
即
ち
野
性
的
な
支
配
欲
（『
デ
ィ

0182071
ス
コ
ル
シ
』
第
三
巻
八
章
）
は
こ
れ
を
軽
視
し
」
た
。「
た
ゞ
到
達
可
能
な
も
の
だ

け
を
欲
す
る
た
め
に
は
頭
を
怜
徹
に
し
て
置
く
こ
と
が
必
要
だ
。
勝
利
の
の
ち
に

傲
慢
に
な
る
な
。
圧
倒
的
な
敵
を
も
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
適
当
の
時
機
に
無
賠

償
の
講
和
を
締
結
せ
よ
」（
同
書
第
二
巻
二
十
七
章
）。「
ど
ん
な
事
情
が
あ
っ
て
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も
、
統
治
を
国
民
の
不
断
の
憎
悪
の
上
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
」。「
言
葉
に
よ
る

お
ど
か
し
や
侮
辱
で
敵
を
刺
戟
す
る
な
。
威
嚇
は
敵
を
一
層
慎
重
に
し
、
侮
辱
は

敵
の
憎
悪
を
高
め
る
」（
第
二
巻
二
十
六
章
）
等
々
。

政
治
の
倫
理
か
ら
の
解
放
の
意
味

第
一
の
モ
メ
ン
ト

こ
ゝ
で
は
政
治
的
次
元
と
倫
理
的
次
元
と
の
区﹅

別﹅

が
要
請

さ
れ
る

raison
d'étatの
問
題
と
し
て
。
苟
も
政
治
的
世
界
で
何
事
か
を
な

さ
ん
と
す
れ
ば
、
権
力
な
く
し
て
は
出
来
な
い
。
だ
か
ら
権
力
を
維
持
し
、
権
力

を
増
大
さ
せ
る
こ
と
は
、
そ﹅

れ﹅

な﹅

し﹅

に
は
、
い
か
な
る
崇
高
な
政
治
目
的
も
実
現

さ
れ
な
い
よ
う
な
、
政
治
の
conditio
sine
qua
non
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
内
政

治
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
る
が
、
な
か
ん
ず
く
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
家
の
存

立
に
つ
い
て
妥
当
す
る
。
pow
er-politicsの
渦
中
に
お
い
て
、
何
を
お
い
て
も

国
家
の
存
立
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
国
家
の
指
導
者
の
第
一
目
的
で
あ
り
、
第
一

責
任
で
あ
る
。
こ
の
考
慮
が
他
の
一
切
の
判
断
に
優
先
す
る
。
と
く
に
こ
れ
は
危

機
的
環
境
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
（
necessità）。

総
じ
て
祖
国
の
安
危
が
懸[カ

]け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
正
し
か

[マ
マ
]

正
し
く
な
い

か
、
情
深
い
か
残
虐
で
あ
る
か
、
賞
讃
す
べ
き
こ
と
か
恥
ず
べ
き
こ
と
か
、

と
い
っ
た
よ
う
な
顧
慮
は
一
切
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
逆
に
、
あ﹅

ら﹅

ゆ﹅

る﹅

他﹅

の﹅

考﹅

慮﹅

は﹅

さ﹅

し﹅

お﹅

い﹅

て﹅

、
ひ
た
す
ら
、
祖
国
の
存
立
を
維
持
し
、
祖

国
の
自
由
を
保
つ
よ
う
な
コ
ー
ス
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（『
デ
ィ
ス
コ

ル
シ
』
第
三
巻
、
四
十
一
章
）﹇
危
機
思
想
と
し
て
の
性
格
﹈。

倫
理
的
判
断
が
こ
ゝ
で
は
括﹅

弧﹅

に﹅

入﹅

れ﹅

ら﹅

れ﹅

る﹅

。
或
は
停﹅

止﹅

さ﹅

れ﹅

る﹅

。
だ
か
ら

こ
の
場
合
に
は
、倫
理
性
の
排
除
は
リ
ア
リ
ズ
ム
か
ら
来
る
。
い
ゝ
こ
と
は
い
ゝ
。

悪
い
こ
と
は
ど
こ
ま
で
も
悪
い（
個
人
倫
理
の
観
点
か
ら
は
）。
悪
い
こ
と
を
い
ゝ

と
い
ゝ
く
る
め
な
い
。
た
ゞ
悪﹅

を﹅

敢
て
す
る
（
Spannung）。
悪﹅

い﹅

行
為
を
す
ゝ

め
る
場
合
、
悪
い
と
い
う
形
容
詞
を
忘
れ
な
い
。

向
う
が
獣
な
ら
こ
っ
ち
も
獣
に
な
る
よ
り
ほ
か
仕
方
が
な
い
。
邪﹅

道﹅（
福
沢〔
諭

吉
〕）銃

剣
の
さ
き
に
は
皇
道
、
皇
徳
が
や
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
（
荒
木
〔
貞
夫
『
全

日
本
国
民
に
告
ぐ
』
大
道
書
院
、
一
九
三
三
年
、
二
七
頁
〕）

個
人
倫
理
か
ら
の
解
放
の
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
、政
治
的
状
況
の
不
断
の
変
化
、

移
行
に
対
す
る
適
応
性
の
問
題
か
ら
起
る（
政
治
的
な
行
動
に
本
来
内﹅

在﹅

す
る「
オ

ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
」）。

君
主
は
上
に
の
べ
た
よ
う
な
善
い
性
質
の
す
べ
て
を
具
え
る
必
要
は
な
い

が
、
そ
う
い
う
も
の
を
具
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
こ
と
は
大
い

に
必
要
で
あ
る
。
む
し
ろ
逆
に
こ
う
い
お
う
。
そ
う
い
う
性
質
を
も
っ
て
い

て
い
つ
も
変
ら
な
い
の
は
有
害
で
、
そ
う
い
う
気
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に

見
せ
か
け
る
事
が
有
利
で
あ
る
。
…
…

君
主
こ
と
に
新
君
主
は
な
お
の
こ
と
、
…
…
自
分
の
国
を
維
持
す
る
た
め
に

は
、
已
む
な
く
信
義
に
も
と
り
、
仁
愛
の
道
に
外
れ
、
人
情
に
背
き
、
信
仰

に
さ
か
ら
う
行
為
を
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
肝
じ
ん
な
こ
と
は
、
変
通
自
在
の
心

構
え
を
以
て
、
運
勢
の
吹
ま
わ
し
や
変
化
に
応
じ
て
、
存
分
に
振
舞
い
、

…
…
必
要
と
あ
れ
ば
善
道
を
離
れ
る
だ
け
で
な
く
、
す
ゝ
ん
で
悪
道
に
踏
み
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込
ん
で
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
（『
君
主
論
』
第
十
八
章
）。

人
間
は
行
為
に
あ
た
っ
て
、
と
く
に
大
仕
事
を
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
自
分

の
生
き
て
い
る
時
勢
を
考
え
、
之
に
順
応
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（〔『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』〕
Ⅲ
・
８
）。

私
は
い
つ
も
思
う
の
だ
が
、
人
間
の
運
不
運
と
い
う
も
の
は
時
勢
に
適
応
す

る
仕
方
に
よ
っ
て
ち
が
っ
て
来
る
﹇→

君
主
主
義
へ
﹈。

た
ゞ
一
つ
の
流
儀
で
常
に
事
を
行
う
人
間
は
、
…
…
決
し
て
変
っ
た
手
を
打

つ
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
、
時
勢
が
変
っ
て
今
ま
で
と
は
逆
の
手
を
打
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と
、
必
ず
没
落
し
て
し
ま
う

﹇
opportunisticで
あ
る
こ
と
！

公図

式
主
義
者
で
な
い
こ
と
﹈

情
勢
の
変
化
に
対
す
る
適
応
性
を
失
う
原
因

個
人
個
人
の
素
質
（
抽
象
的
、
公
式
的
、
頑
固
等
）

成
功
し
た
事
は
繰
返
し
た
く
な
る
と
い
う
一
般
法
則

こ
の
場
合
も
前
と
同
じ
、
善
悪
よ
り
necessità
が
優
先
す
る
。

し
か
し
、
政
治
的
な
る
も
の
と
倫
理
的
な
る
も
の
と
の
関
係
は
以
上
に
と
ゞ
ま

ら
な
い
。
こ
れ
で
は
い
ま
だ
消
極
的
で
あ
る
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
進
ん
で
、
政
治

的
な
も
の
の
な
か
に
、通
常
の
倫
理
を
超
え
る
こ
と
を
許﹅

す﹅

ヨ
リ
積
極
的
な
契
機
、

い
わ
ば
政
治
の
な
か
に
お
け
る
高
次
の
倫
理
を
見
出
す
。

ど
ん
な
立
法
者
で
も
、
私
欲
の
た
め
で
な
く
、
公
益
の
た
め
に
骨
を
折
り
、

自
分
の
後
と﹅

り﹅

の
た
め
で
な
く
、
自
分
の
国
の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
う
者

は
、
す
べ
て
の
権
力
を
自
分
の
手
に
集
中
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
王
国
を
建

て
た
り
、
共
和
国
を
創
っ
た
り
す
る
目
的
で
、
非
常
手
段
を
行
使
し
て
も
、

賢
明
な
精
神
の
持
主
な
ら
彼
を
非
難
し
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
行
為
に
よ
っ

て
彼
が
非
難
さ
れ
て
も
、結﹅

果﹅

に﹅

よ﹅

っ﹅

て﹅

彼﹅

は﹅

ゆ﹅

る﹅

さ﹅

れ﹅

る﹅

も﹅

の﹅

だ﹅（〔『
デ
ィ

ス
コ
ル
シ
』〕
Ⅰ
・
９
）。

→

結
果
と
は
何
か
！

何
ゆ
え
心
情
の
倫
理
で
な
く
、
責
任
倫
理
で
あ

る
か
、
何
ゆ
え
政
治
的
責
任
は
結﹅

果﹅

責
任
で
あ
る
か
。

単
に
個
人
倫
理
と
政
治
の
倫
理
と
を
遮
断
す
る
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
積
極
的

に
前
者
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
強
調
す
る
。

政
治
の
倫
理
は
つ
ね
に
政
治
集
団
の
全﹅

体﹅

の
安
寧
と
福
祉
を
念
頭
に
お
く
点
に

特
質
が
あ
る
。
と
こ
ろ
が
個
人
倫
理
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
行
動
す
る
と
、
却
っ
て
こ

の
全
体
の
見
地
が
見
失
わ
れ
る
。
か
く
て
、
個
人
倫
理
は
無
益
だ
け
で
な
く
有﹅

害﹅

と
な
る
。

チ
ェ
ザ
ー
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
は
残
忍
な
男
で
通
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

そ
の
残
虐
ぶ
り
に
よ
っ
て
、
ロ
マ
ー
ニ
ァ
を
再
建
し
統
一
し
、
再
び
こ
の
地

に
平
和
と
忠
誠
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
彼
の
慈
悲
心

は
、
残
虐
の
悪
名
を
毛
嫌
い
す
る
あ
ま
り
、
ピ
ス
ト
イ
ア
が
破
壊
さ
れ
る
の

を
傍
観
し
て
い
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
た
ち
よ
り
は
る
か
に
優
っ
て
い
た
こ

と
が
分
る
（『
君
主
論
』
第
十
七
章
）。

↓

前
者
の
残
虐
行
為
に
よ
っ
て
危
害
を
蒙
る
の
は
個﹅

々﹅

人﹅

で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
な
ま
じ
後
者
の
偽
善
に
よ
っ
て
、
す﹅

べ﹅

て﹅

の﹅

人
が
危
害
の
淵
に
立
つ
こ

と
に
な
る
。
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被
治
者
に
つ
い
て
も
い
わ
れ
る
。

こ
の
点
と
く
に
ク
リ
ス
ト
教
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
謙
譲
の
徳
が
人
民
を
無
気

力
、
卑
屈
、「
弱
い
」
国
民
に
し
た
こ
と
の
攻
撃
。→

ニ
ー
チ
ェ

こ
ゝ
で
わ
れ
わ
れ
は
一
見
あ
ら
ゆ
る
倫
理
的
な
も
の
と
無
関
係
に
見
え
る
―
―

ま
た
あ
る
次
元
で
は
た
し
か
に
そ
う
だ
が
、
―
―
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
政
治
思
想
の

核
心
を
な
す
一
つ
の
倫
理
的
観
念
に
行
き
あ
た
る
。

virtù
は
い
わ
ゆ
る
狭
義
の
徳
性
で
な
く
、
も
っ
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
活
力
で

あ
る
。
ラ
ン
ケ
の
モ
ラ
ー
リ
シ
ェ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
似
て
い
る
。
fortuna
の
き

ま
ぐ
れ
に
屈
せ
ず
戦
う
男
性
的
な
精
神
で
あ
る
。
virtù
は
ど
の
時
代
に
あ
っ
て

も
そ
の
総
量
は
か
わ
ら
な
い
。
た
ゞ
そ
れ
が
世
界
を
あ
ち
こ
ち
歩
き
ま
わ
る
結

果
、
時
に
は
あ
る
国
民
が
、
ま
た
時
に
は
別
の
国
民
が
と
く
に
virtù
を
集
中
的

に
所
有
す
る
（
ヘ
ー
ゲ
ル
の
世
界
精
神
と
民
族
精
神
）。
た
ゞ
そ
れ
は
不
断
に
移

動
す
る
の
で
、
今
日
そ
れ
が
住
ん
だ
場
所
を
明
日
は
も
う
去
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
と
に
か
く
、
virtù
が
存
す
る
と
こ
ろ
国
家
は
栄
え
、
支
配
者
は
奔[マ

マ
]し

る
よ
う
な
政
治
的
形
成
力
を
も
つ
。
従
っ
て
そ
れ
は
当
然
virtù
を
も
た
ぬ
他
の

人
間
や
国
民
を
支
配
す
る
地
位
に
立
た
ざ
る
を
え
な
い
。
ロ
ー
マ
帝
国
の
没
落
以

後
は
、
そ
れ
ほ
ど
長
く
か
つ
集
中
的
に
virtù
を
所
有
し
え
た
国
家
と
国
民
は
な

か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
は
多
数
の
国
民
に
分
割
さ
れ
た
（
民
族
国
家
の
形
成
の
事

実
の
観
念
的
反
映
）、
世
界
史
が
複
数
的
中
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
現
在
の
イ
タ
リ
ー
に
は
そ
の
一
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い
（
構
造
的
腐○

敗○

）。

こ
の
virtù
の
観
念
が
は
じ
め
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
政
治
思
想
に
一
つ
の
実﹅

質﹅

的﹅

な
価
値
判
断
の
基
準
と
し
て
登
場
す
る
。
政
治
的
技
術
の
次
元
で
は
前
述
の
よ

う
に
、
す
べ
て
は
善
悪
正
邪
の
彼
岸
に
あ
る
政
治
的
手﹅

段﹅

の
法
則
が
問
題
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
を
行
使
す
る
主
体
は
い
わ
ば
捨
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
ゝ
に
至
っ
て
政

治
的
主
体
の
間
に
本
質
的
な
価
値
の
相
異
が
介
入
し
て
来
る
（
フ
ラ
イ
ヤ
ー
、
一

〇
一
頁
）﹇
corruzione←

→

virtù﹈。
virtù
を
も
っ
た
指
導
者
と
も
た
な
い
指

導
者
、
virtù
を
も
っ
た
国
民
と
持
た
な
い
「
腐﹅

敗﹅

堕﹅

落﹅

」
し
た
国
民
と
の
鋭
い
対

比
が
試
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
前
者
こ
そ
高
次
の
（
政
治
的
意
義
で
の
）「
善
」
き

指
導
者
乃
至
国
民
で
あ
り
、
後
者
が
同
じ
意
味
で
「
悪
」
し
き
指
導
者
又
は
国
民

で
あ
る
。
virtù
は
単
な
る
徳
性
で
は
な
い
が
、
virtù
を
も
っ
た
国
民
は
必
然
的

に
、
廉
潔
、
中
庸
、
規
律
正
し
さ
、
勇
気
、
要
す
る
に
精
神
的
肉
体
的
健
全
さ
を

同﹅

時﹅

に﹅

具
え
て
い
る
。
こ
ゝ
に
政
治
と
道
徳
は
最
高
の
次
元
に
お
い
て
固
く
結
合

す
る
。
こ
の
見
地
か
ら
特
に
注
意
す
べ
き
は
宗
教
と
virtù
と
の
関
連
で
あ
る
。

教
会
批
判→

歴
史
的
制
度
と
し
て
の
ロ
ー
マ
教
会
の
現
実
及
び
そ
の
役﹅

割﹅

に
対

す
る
批
判
で
あ
り
、
宗
教
・
信
仰
そ﹅

の﹅

も﹅

の﹅

の
否
定
で
は
な
い
こ
と
。
と
く
に
、

イ
タ
リ
ー
の
国
民
的
統
一
を
阻
害
す
る
要
素
と
し
て
の
教
会
に
彼
の
批
判
は
向
け

ら
れ
た
。

あ
る
人
々
は
、
ロ
ー
マ
教
会
が
あ
れ
ば
こ
そ
イ
タ
リ
ー
は
幸
福
な
の
だ
と
い

う
意
見
を
も
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
見
解
に
反
対
す
る
論
拠
を
若
干
提
出
し

て
見
た
い
。
…
…
第
一
は
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
の
示
し
た
数
々
の
悪
い
御
手
本

の
た
め
に
、
こ
の
国
は
あ
ら
ゆ
る
宗﹅

教﹅

的﹅

感﹅

情﹅

と﹅

献﹅

身﹅

を
な
く
し
て
し
ま
っ

た
。
こ
の
損
失
が
あ
と
ま
で
尾
を
ひ
い
て
、
無
数
の
悪
行
と
混
乱
の
因
と

な
っ
た
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
教
会
と
僧
侶
た
ち
の
お
か
げ
で
、
わ
れ
わ
れ
イ

タ
リ
ア
人
は
悪﹅

徳﹅

に
な
り
、
非﹅

宗﹅

教﹅

的﹅

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
ロ
ー
マ
教
会
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の
そ
ば
の
人
民
が
一
番
不
信
仰
で
あ
る
）。
こ
れ
に
も
ま
し
て
彼
等
の
お
か

げ
を
蒙
っ
て
い
る
こ
と
は
、
―
―
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
破
滅
の
直
接
の
原
因

に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
が
―
―
教
会
の
た
め
に
、
わ
が
国
に
絶
え
ま
な
く
分

裂
と
内
争
が
起
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
…
教
会
は
全
イ
タ
リ
ア

を
占
領
す
る
に
は
力
が
足
り
な
い
し
、
さ
り
と
て
、
他
の
も
の
が
そ
れ
を
奪

う
の
を
邪
魔
す
る
だ
け
の
力
は
あ
る
と
い
う
有
様
な
の
で
、
そ
の
た
め
こ
の

国
は
、﹇
君
主
国
と
し
て
、
或
は
共
和
国
と
し
て
、﹈
た
ゞ
一
人
の
主
人
の
下

に
統
一
さ
れ
ず
に
、
何
人
も
の
君
主
や
領
主
に
治
め
ら
れ
て
い
る
始
末
で
あ

る
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』

）。

Book
I,

Chap.
12

生
き
た
宗
教
、
国
民
の
徳
性
を
内
面
か
ら
刺
戟
し
、
そ
の
腐
敗
を
防
止
し
う
る

よ
う
な
宗
教
は
あ
ら
ゆ
る
国
家
的
偉
大
さ
の
キ
ソ
で
あ
る
と
彼
は
信
じ
た
。
た
ゞ

そ
れ
は
ど
こ
ま
で
も
政
治
的
訓
練
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
て
、
こ
の
点
、
宗
教
の
手
段
的
性
格
は
は
っ
き
り
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
に
お
い
て
、

現
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
支
配
者
自
身
そ
れ
を
信
じ
な
く
て
も
、
ま
た
そ
の
信
仰

の
内
実
が
誤
謬
或
は
迷
信
で
あ
っ
て
も
、
要
は
そ
れ
が
、
国
民
の
政
治
的
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
と
う
冶
す
る
役
割
を
果
す
な
ら
ば
、
そ
れ
は
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
彼

は
説
く
の
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
宗
教
（
異
教
）
の
推
し
ょ
う

[

奨

]

。

virtù
を
国
民
が
も
っ
て
い
る
こ
と
の
最
も
端
的
な
現
れ
は
何
か
、
そ
れ
は
国

民
が
自﹅

由﹅

を
維
持
し
、
乃
至
失
わ
れ
た
自
由
を
恢
復
す
る
能
力
を
示
す
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
国
家
の
独
立
と
発
展
も
そ
う
し
た
国
民
の
下
か
ら
の
自
発
性
に
支
え

ら
れ
る
時
に
真
に
確
実
な
も
の
と
な
る
。
あ
ら
ゆ
る
権
謀
政
治
、
あ
ら
ゆ
る
専
制

権
力
の
強
調
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
胸
奥
に
は
、
古
代
ロ
ー
マ
の

全
盛
期
に
お
い
て
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
国
民
的
自
由
へ
の
は
げ
し
い
情
熱
が
鼓
動

し
て
い
た
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
人
民
は
無
智
で
、
之
に
自
由
を
与
え
る
と
何
を
し
で
か
す

か
分
ら
ぬ
と
い
う
通
説
に
対
し
て
、
さ
ま
ぐ
の
歴
史
的
事
例
を
ひ
い
て
極
力
反
ば

く
し
た
。

忘
恩
は
貪
欲
或
は
猜
疑
心
か
ら
生
れ
る
が
、
人
民
の
場
合
は
決
し
て
貪
欲
に

動
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
猜
疑
に
よ
る
忘
恩
の
場
合
も
君
主
に
く
ら
べ
て

非
常
に
稀
で
あ
る
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
Ⅰ
、

）。
29

民
衆
は
君
主
よ
り
は
る
か
に
賢
明
で
、
堅
忍
不
抜
の
精
神
に
お
い
て
も
立
ち

優
っ
て
い
る
（
同
上
１
、

）。
58

↓

人
民
に
反
対
す
る
意
見
も
結
局
、
人
民
に
つ
い
て
は
誰
憚
る
と
こ
ろ
な
く
悪

口
が
言
え
、
人
民
が
支
配
し
て
い
る
時
で
も
同
じ
く
自
由
に
喋
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
君
主
に
つ
い
て
何
か
い
う
場
合
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
恐
ろ
し
さ
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
念
に
は
念
を
入
れ
て
用
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
１
、

）。
58

こ
の
人
民
に
対
す
る
信
頼
は
、
啓
蒙
的
自
然
法
の
そ
れ
と
大
い
に
思
想
的
根
拠

が
こ
と
な
る
。
だ
か
ら
右
の
よ
う
な
通
説
も
生
れ
る
。
人
間
に
対
す
る
十
八
世
紀

啓
蒙
主
義
者
の
バ
ラ
色
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
上
述
の
よ
う
に
全
く
彼
に
は
見
ら

れ
な
い
（
性
悪
論
と
い
え
な
い
に
し
て
も
性
善
論
で
な
い
こ
と
は
た
し
か
）。
む

し
ろ
、
彼
の
徹
底
し
た
リ
ア
リ
ズ
ム
、
経
験
的
洞
察
の
行
き
つ
く
所
ま
で
行
き
つ

い
た
果
の
相
対
的
考
察
と
し
て
、
集
合
体
と
し
て
の
人
民
に
君
主
或
は
寡
頭
支
配
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群
に
比
し
て
ヨ﹅

リ﹅

少﹅

い﹅

危
険
性
を
よ
み
と
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
強
大
な
権
力
の
下
で
の
国
民
的
統
一
を
な
に
よ
り
主
張
し

た
。
し
か
し
人
民
の
無
気
力
や
卑
屈
さ
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
た
死
せ
る
統
一
、
沙

漠
の
よ
う
な
秩
序
は
彼
は
決
し
て
喜
ば
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
の
反
対
で
あ
る
。

彼
は
、『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
の
第
一
巻
第
四
章
に
お
い
て
、「
ロ
ー
マ
に
お
け
る
人

民
と
元
老
院
の
反
目
は
ロ
ー
マ
共
和
国
の
隆
盛
と
自
由
の
原
因
に
な
っ
た
」
と
題

し
て
、
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

貴
族
と
人
民
と
が
絶
え
ず
争
っ
て
い
る
の
を
非
難
す
る
人
は
私
の
考
え
か
ら

い
え
ば
自
由
を
維
持
し
て
行
っ
た
原
因
自
体
を
非
難
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

だ
。
彼
ら
は
こ
の
闘
争
に
よ
っ
て
生
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
生
み
出
し
た
有
難

い
結
果
よ
り
も
、
闘
争
の
叫
び
や
騒
ぎ
に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る

政
体
に
は
必
ず
二
つ
の
対
立
原
因
、
す
な
わ
ち
豪
族
と
人
民
と
の
そ
れ
ぞ
れ

の
利
益
が
存
す
る
…
…
善
い
法
令
は
む
し
ろ
大
多
数
の
人
々
が
考
え
な
し
に

非
難
す
る
こ
の
無
秩
序
状
態
か
ら
生
じ
た
の
で
あ
る
。

階
級
対
立
と
そ
の
均
衡
の
う
ち
に
政
治
的
意[カ

]思
と
情
熱
の
湧
き
出
る
不
断
の
源
泉

を
見
た
。
反
目
の
結
果
流
血
の
惨
事
に
至
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
溌
剌
と
し
た
自
由
な
空
気
と
virtù
と
の
間
に
は
相
互
作
用

が
存
す
る
。
virtù
に
よ
っ
て
そ
れ
が
生
れ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
が
virtù
を
不
断

に
造
り
出
す
。
市
民
の
ヴ
ィ
ル
テ
ュ
が
旺
盛
で
な
く
な
れ
ば
、
忽
ち
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
は
形
骸
化
す
る
（
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
！
）。
市
民
の
virtù
が
盛
ん
な
場
合
に

は
、
す
べ
て
の
人
が
公
益
に
資
す
る
と
考
え
る
こ
と
を
何
で
も
進
ん
で
提
議
し
、

そ
の
案
件
に
つ
い
て
自
由
に
討
議
が
行
わ
れ
る
。
人
民
は
そ
の
討
議
に
啓
発
さ
れ

て
、
最
善
と
考
え
ら
れ
る
方
に
味
方
す
る
。
と
こ
ろ
が
市
民
が
腐
敗
し
て
い
る
場

合
に
は
ど
う
か
。

法
案
を
提
議
す
る
の
は
有
力
者
に
限
ら
れ
、
し
か
も
そ
れ
も
自
由
の
た
め
で

な
く
、彼
等
の
支
配
権
力
を
増
大
す
る
が
た
め
に
提
案
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

そ
う
し
て
、
こ
の
提
案
に
対
し
て
勇
敢
に
反
対
意
見
を
述
べ
る
も
の
は
た
ゞ

一
人
も
い
な
い
。
と
い
う
の
も
彼
等
の
勢
に
ち
ゞ
み
上
っ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
つ
ま
り
こ
う
し
て
人
民
は
欺
さ
れ
た
り
脅
か
さ
れ
た
り
し
て
、
自
分
の

没
落
を
自
分
で
心
得
て
い
な
が
ら
、
ど
う
に
も
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（『
デ
ィ

ス
コ
ル
シ
』
一
巻
十
八
章
）。

か
く
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
、
virtù
を
窒
息
さ
せ
、
国
民
的
自
由
を
抑
圧
す
る
と

こ
ろ
の
不
労
所
得
者
、
大
地
主
や
封
建
諸
侯
を
は
っ
き
り
、
市
民
の
敵
、
国
家
の

害
虫
と
し
て
弾
劾
し
た
。

豪
族
と
い
う
の
は
、「
有
り
あ
ま
る
所
領
か
ら
の
年
貢
で
安
閑
と
何
の
心
配
も

な
く
、
農
事
や
そ
の
外
生
活
の
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
仕
事
も
持
た
ず
、
そ

の
日
を
く
ら
す
連
中
」
で
あ
り
、

こ
う
い
う
連
中
こ
そ
、
い
か
な
る
共
和
国
に
と
っ
て
も
、
い
な
、
ど
ん
な
国

に
と
っ
て
も
有
害
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
よ
り
な
お
害
が
あ
る
の
は
、

こ
う
し
た
年
貢
に
加
え
て
、
城
郭
を
か
ま
え
て
号
令
し
、
自
己
に
従
う
家
臣

を
擁
し
て
い
る
連
中
で
、
こ
の
二
つ
の
階
級
は
、
ナ
ポ
リ
王
国
、
ロ
ー
マ
領
、

ロ
マ
ー
ニ
ア
、
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
な
ど
に
ひ
し
め
い
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ

こ
れ
ら
の
処
で
は
、
嘗
て
一
度
も
共
和
国
も
な
く
、
な
ん
ら
の
政
治
生
活
も

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
等
こ
そ
事
実
あ
ら
ゆ
る
市
民
生
活
の

― 96 ―



敵
だ
か
ら
で
あ
る
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
Ⅰ
・

）。
55

こ
ゝ
に
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が[マ

マ
]近

代
的
市
民
的
立
場
が
明
確
に
浮
き
出
て
い
る
。

彼
が
描
い
て
い
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
自
由
平
等
の
市
民
が
唯
一
の
国
家
主
権

に
服
す
る
と
い
う
両
極
性
の
構
造
を
も
っ
た
近
代
国
家
の
vision
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
国
家
の
形
成
の
た
め
に
は
、
封
建
的
な
い
わ
ゆ
る
中[マ

マ
]介

勢
力
（
pou-

voirs
interm
édiaires）
の
排
除
は
必
然
の
要
請
で
あ
っ
た
。

「
大
勢
の
豪
族
が
い
る
地
方
で
は
そ
れ
を
虱
つ
ぶ
し
に
潰
し
て
し
ま
わ
ぬ
限
り
、

共
和
国
を
建
て
る
こ
と
は
全
く
出
来
な
い
」（
同
上
）。
だ
か
ら
、
共
和
国
を
建
て

る
た
め
に
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
こ
う
し
た
中[マ

マ
]介

勢
力
を
圧
服
し
、
社
会
改
革

を
断
行
す
る
強
大
な
権
力
が
必
要
に
な
る
。
そ
れ
は
民
主
共
和
政
の
ノ
ー
マ
ル
な

権
力
で
は
困
難
で
あ
る
。

多
く
の
頽
廃
の
原
因
の
あ
る
土
地
で
は
、
法
律
も
無
力
で
之
を
制
限
し
え
な

い
か
ら
ど
う
し
て
も
極
め
て
強
い
権
力
を
振
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

権
力
は
（
む
し
ろ
）
国
王
の
掌
中
に
あ
る
。
そ
の
専
制
的
・
圧
倒
的
な
権
力

こ
そ
、
能
く
権
門[カ

]者
流
の
無
制
限
な
野
望
と
頽
廃
を
喰
い
と
め
る
こ
と
が
出

来
る
（
同
上
）。

か
く
て
わ
れ
わ
れ
は
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
共
和
主
義
と
君
主
主
義
の
関
係
、
前

者
よ
り
後
者
へ
の
架
橋
を
き
わ
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
出
来
る
。
ロ
ー
マ
最
盛
期

に
お
け
る
民
主
的
共
和
政
こ
そ
彼
の
最
大
の
理
想
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
が

ノ
ー
マ
ル
に
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン
し
う
る
に
は
若
干
の
前
提
条
件
が
必
要
だ
。
こ
の

前
提
条
件
が
欠
け
て
い
れ
ば
い
る
程
、
そ
の
条
件
を
ま﹅

ず﹅

つ
く
り
出
す
権
力
は
異

常
に
強
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
権
力
の
集
中
は
君
主
の
方
が
容
易
だ
。
こ
ゝ

に
、
□
□
的
腐
敗
を
一
掃
す
る
た
め
に
、
例
外
的
事
態
に
お
け
る
専
制
権
力
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
君
主
が
呼
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
む
ろ
ん
『
君
主
論
』
が
こ
の

実﹅

質﹅

的﹅

理
由
で
貫
徹
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
作
業
仮
説
の
意
味
も
あ
る
か

ら
）。腐

敗
し
た
都
市
で
は
到
底
共
和
政
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
ま
た
そ
う

い
う
政
体
を
樹
立
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
こ
う
し
た
場
合
私
は
民
主
政
よ

り
も
君
主
政
に
左
袒
し
た
い
。

↑

改
革
者
は
何
よ
り
ま
ず
権
力
を
思
う
存
分
使
え
る
よ
う
に
、
専
制
君
主
に

な
っ
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ（
以
上
、『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』第
一
巻
十
八
章
）。

そ
の
独
裁
の
劇
烈
さ
は
、
腐
敗
の
程
度
に
比
例
す
る
！

シ
ニ
カ
ル
な
ま
で
の

荒
療
治
法
と
な
っ
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
シ
ニ
シ
ズ
ム
は
冷
笑
的
な
傍
観
者
の
そ

れ
で
は
な
い
。
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
社
会
を
蔽
う
腐
敗
に
対
す
る
骨
の
ず
い
か
ら

の
愛
国
者
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
や
る
方
な
い
憤
ま
ん
を
見
出
す
。

人
民
が
腐
敗
し
て
い
て
、
到
底
自
由
を
得
ら
れ
そ
う
も
な
い
と
い
う
の
は
、

実
は
国
の
な
か
に
あ
る
不
平
等
が
原
因
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
不﹅

平﹅

等﹅

を
打

破
し
て
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
平
等
な
水
準
に
引
も
ど
す
に
は
、
思
い
切
っ
た
荒

療
治
が
必
要
で
あ
る
（『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』
第
一
巻
十
七
章
）。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
君
主
主
義
と
い
う
よ
り
、
一
切
の
大
変
革
に
際
し
て
必
要
と

さ
れ
る
独
裁
権
力
の
問
題
だ
（
ロ
ー
マ
の
独
裁
官
制
度
に
対
す
る
彼
の
賞
讃
）。

委
任
的
独
裁
（
kom
m
issarische
D
iktatur）

現
存
憲
法
秩
序
を
内
外
の
侵
害
か
ら
防
衛
す
る
た
め
に
、
憲
法
そ
の
も
の
に
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規
定
さ
れ
た
手
続
に
従
っ
て
、
一
時
、
特
定
の
人
間
に
権
力
を
集
中
す
る
。

主
権
的
独
裁
（
souveräne
D
.）

既
存
の
憲
法
の
枠
を
出
て
、
む
し
ろ
新
し
い
法
秩
序
を
創
設
す
る
独
裁
。
そ

の
妥
当
根
拠
は
既
存
の
憲
法
で
は
な
く
、
ま
さ
に
そ
れ
が
作
り
出
す
新
秩
序

に
あ
る
。

〔
欠
〕
自
ら
呼
ん
だ
ご
と
く
、「
歴
史
家

イ
ス
ト
リ
コ

・
喜
劇
及
び

コ
ミ
コ
・
エ
・

悲
劇
作
家

ト

ラ

ギ

コ

」
で
あ
っ
た
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
は
い
か
な
る
意
味
で
も
、
後
世
考
え
ら
れ
た
意
味
で
の
「
マ
キ

ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
」
の
主
唱
者
で
は
な
か
っ
た
。
歴
史
的
に
見
て
も
、
か
え
っ
て
マ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
弾
劾
者
が
、
実
は
い
わ
ゆ
る
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ズ
ム
」
の
実
践
者

で
あ
っ
た
こ
と
は
き
わ
め
て
暗
示
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
、

若
し
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
が
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
ス
ト
だ
っ
た
な
ら
ば
、
彼
は
、
悪
名

高
い
『
君
主
論
』
な
ど
の
代
り
に
、
む
し
ろ
一
般
的
に
は
人
間
の
、
特
殊
的

に
は
君
主
た
ち
の
善
性
に
つ
い
て
、
人
を
感
動
さ
せ
る
よ
う
な
セ
ン
テ
ン
ス

を
寄
せ
あ
つ
め
た
本
を
書
い
た
に
ち
が
い
な
い

と
い
っ
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る
（
D
erBegriffdesPolitischen,

〔
登
録

S.47

番
号

].）。

0182569

一
五
五
九
年
、
法
皇
庁
は
マ
キ
ア
ヴ
ェ
リ
の
全
著
作
を
、
エ
ラ
ス
ム
ス
や
ボ
ッ

カ
チ
オ
の
書
物
と
共
に
禁
書
目
録
に
入
れ
た
。
そ
れ
以
来
、彼
は
ユ
グ
ノ
ー
、ジ
ェ

ス
イ
ッ
ト
、
啓
蒙
的
自
然
法
論
者
等
あ
ら
ゆ
る
立
場
か
ら
非
難
攻
撃
の
的
と
な
っ

た
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
大
王
は
自
ら
「
ア
ン
テ
ィ
マ
シ
ア
ヴ
ェ
ル
」（
一
七
四
〇
）
を
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丸山文庫所蔵未発表資料翻訳

「戦前日本のマルクス主義」 英文草稿

丸山 眞男

解 説（湯浅成大）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀113頁

文献解題（川口雄一）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀111頁

戦前日本のマルクス主義 1963年３月５日（湯浅成大訳）㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀110頁

解 説
湯浅 成大

本稿は、丸山眞男が1963年３月５日、前年の10月から滞在していたイギリスで行った講

演の草稿の翻訳である。

この草稿は解題にも書かれているように、発表原稿部分とページの間に挿入されている

他筆と思われる資料部分および自筆のメモ部分からなっている。

本稿は主として発表原稿部分の翻訳に、訳者の判断で適宜資料部分の要約やメモ部分の

翻訳を加え、訳者が読者の読みやすさを考えて小見出しを付けたものである。丸山眞男文

庫デジタルアーカイブ上の画像では、資料全61頁のうち、１頁から50頁を対象としている。

この草稿は大きく分けて６つの部分に分けられる。⑴はじめに、⑵戦前日本のマルクス

主義者、⑶戦前日本におけるマルクス主義書籍の出版、⑷転向問題、⑸メモ部分、⑹戦後

日本の左翼運動である。そのうち⑵⑶⑷、が発表原稿のほとんどを占め、⑹の戦後に関す

る部分はごくわずかである。

主要部分である戦前日本のマルクス主義についてだが、「戦前日本のマルクス主義者」で

は、主としてマルクス主義にひかれた若者（旧制高校生・大学生だけでなく、非知識層と

もいえる若者も含む）の特徴が書かれている。また「戦前日本におけるマルクス主義書籍

の出版」の部分では、いかに日本においてマルクス主義関連の翻訳出版が盛んであったか

が強調されている。四番目の「転向問題」では、転向の動機の日本的特殊性やそもそも日

本のマルクス主義者がいかに日本社会の伝統から遊離した存在であったかということが述

べられている。

丸山はこの講演の「はじめに」の部分で、これまで日本においてマルクス主義を論じる

ということは、社会主義共産主義運動について語ることとほぼイコールになってしまって
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おり、哲学としてのマルクス主義の内容であるとか、マルクス主義の政治学・経済学・歴

史学・文学・美学・芸術学等への影響といったものはほとんど論じられていないという問

題を指摘している。けれどもこの講演草稿では日本のマルクス主義研究であるとか学術上

の論争などについては全く触れられていない。かといって、日本の左翼運動や活動家につ

いて論じているわけでもなく、「自らの観察にもとづく」と発表原稿内で言っているように、

主として学者や学生とマルクス主義のかかわりを中心に話を進めている。丸山が講演の中

で触れているエピソードは、いささか業界の内輪話といえないこともないのだが、もちろ

ん丸山は楽屋落ちのネタ話がしたかったわけではない。丸山にとって、学者のかかわりと

いう観点から日本のマルクス主義を論じることが、すなわち日本の知識人をめぐる問題に

ついて論じることを意味するので、戦前日本の知的状況をより的確に説明するために、あ

えて日本におけるマルクス主義研究の成果など哲学としてのマルクス主義にかかわる問題

ではなく、マルクス主義を取り巻く事情について語ったのだと思われる。

そして、この講演で語られた問題は、のちに活字化された丸山の「日本の知識人（座談）」

（加藤周一、石田雄との座談、1967年、東京女子大学丸山眞男文庫編『丸山眞男集 別集』第

３巻、岩波書店、2015年所収）、「近代日本の知識人」（1977年、『丸山眞男集』第10巻、岩

波書店、1996年）などにおいても見ることができる。

例えば、『マルクス・エンゲルス全集』の出版に象徴される、戦前日本のマルクス主義普

及における「勉強的」側面の指摘（「近代日本の知識人」249頁）、戦前日本のマルクス主義

理解は世界的水準にあるのに『共産党宣言』一つ出版するのに難儀するようなアンバラン

スさへの言及（「日本の知識人（座談）」82頁）、転向がマルクス主義から別のイデオロギー

への回心ではなく日本的伝統への単なる帰依であるという指摘（「近代日本の知識人」252

頁）などがあげられる。そして戦前日本においては、それまでタコツボ化していた各専門

分野をマルクス主義が初めて相互連関的に結び付け、社会科学イコールマルクス主義とい

う地位を獲得し、それが知識人に共通の基盤と役割を自覚させたという点（「近代日本の知

識人」247、249-250頁）についても、この講演の中で重要な問題として扱われている。さ

らに、メモ部分に書かれている戦後の特徴、例えばアメリカ社会学の影響、非マルクス主

義学者の登場などは、「日本の知識人（座談）」においても論じられている。

このことは、振り返ってみれば、「日本の知識人（座談）」「近代日本の知識人」で論じら

れている問題は、すでにこの講演が行われた時期から、丸山の問題意識としてすでに形を

成していたことがうかがえる。

さて、実はこの草稿には「結論」に相当する部分がない。この講演の結論はどのような

ものであったのか、安易に推測することは避けたいが、あえて想像すれば、ヨーロッパ的

な意味での知識人層が存在せず、また学問分野横断的な総合的社会科学が確立されていな

かった戦前日本において、遅れて輸入されたマルクス主義が一躍日本の社会科学の本流の
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地位を得てしまったことが、そしてマルクス主義の持つ普遍性や論理一貫性が日本的伝統

とかけ離れたものであったことが、その後の日本の知識人の歴史をいかに規定してしまっ

たのか、という方向でまとめられたのではないかと思われる。あるいは、そこまで明確に

は話をしなかったかもしれない。しかし、そのような問題意識の萌芽はこの草稿に含まれ

るエピソードからも見て取れるということを改めて最後に指摘しておきたい。

文献解題
川口 雄一

底本は、丸山文庫所蔵の草稿類資料「Marxism in pre-war and post-war Japan」（資料番

号365）。「Marxism in Pre-War Japan」と自書された封筒に以下の資料が収められていた。

⑴ 英文草稿。無地用紙（A4変形）43枚。１枚目右上に丸山自筆で、「5.March,1963」と

記されている。R・ストーリーによる書入れがある。なおそのうち１枚は紙背が I・バー

リン宛書簡の書き損じと推定。

⑵ 他者作成の資料。薄紙（B5判）２枚。内訳は、①唐沢富太郎『学生の歴史』（創文社、

1955年、登録番号0186392）、岡田恒輔『思想左傾の原因及び其の経路』（『国民精神文化

研究』第16冊、国民精神文化研究所、1935年）を元にした左傾学生に関する資料。②司

法省刑事局『思想研究資料』第85号（1941年５月）を元にした治安維持法による検挙者

に関する資料。両資料とも作成者は不明、また両資料に丸山による書込みがある。また、

②のコピー計３枚（A4判・２枚、B5判・１枚）がある。

⑶ 丸山ゆか里夫人筆記の口述原稿。岩波書店原稿用紙（200字詰・B5判）９枚。内容は

「近代日本の思想と文学――一つのケース・スタディとして」（初出1959年、『丸山眞男集』

第８巻所収）と深く関連するが、対象とされている学者（大河内一男や羽仁五郎）など、

公表された論文と重複するものではない。

⑷ 英文と日本語文が入り混じった草稿・メモ。ルーズリーフ（三穴・A4変形）２枚。ブ

ルーブラックとブルーのインクを使用。

本資料は、以上の資料がつぎのような順序で組み合わさっている。まず、上記⑴があり、

その途中、⑵の①が挿入されている。つぎに、⑵の②およびそのコピー、⑶、⑷とつづ

く。このような複雑な構成をもつ本資料のなかでも、本稿は中心的な内容をもつ⑴を翻

訳したものである。

なお、本資料全体の内容および配列は、東京女子大学丸山眞男文庫草稿類デジタルアー

カイブ（http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/archives）で確認できる。
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凡 例
・訳文中の［ ］で括った部分は訳者が付した注である。本稿で割愛した資料のうち、訳

出した英文草稿と関連する箇所は、丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブで表示され

る画像のページ番号を［ ］の中で示した。

・本稿の見出しは、訳者が付した。英文草稿では話の文脈が不明確な箇所があるが、極力、

話のまとまりや展開を考慮したためである。

・丸山が付した記号のうち、訳文では不要と考えたものは削った。

・下線による強調は丸山が英文草稿に付したものである。

・必要に応じて訳のあとに原語を付した。

・判読不可能な箇所は□□とした。

戦前日本のマルクス主義 1963年３月５日

はじめに

ご挨拶

中国の有名な古いことわざに「羊頭狗肉」というものがあります。実は、私はいま、こ

のことわざが、これから私が行う「戦前・戦後日本のマルクス主義」と題する講演を評す

るために作られたのではないかと、内心恐れています。というのは、私の能力の限界はさ

ておき、日本におけるマルクス主義イデオロギーやその運動の歴史的発展とについて、たっ

た１時間で概略し、かつ分析するのはほとんど不可能だからです。けれども、おおざっぱ

ではありますが、私はそれを何とかまとめてみようと思っています。

何度も講演のプランを改めた末、主として私の個人的な観察をもとに、そしてたまたま

私の手元にあったいくつかの資料を使いながら、日本のいわゆる「思想問題」について、

私の大まかな見解を述べさせていただくことに決めました。もちろん私の観察は非常に限

られた範囲のものですし、またこれからお話しすることは、この中の幾人かの皆さん、特

に戦前の日本に住んだことのおありの方にとっては、すでに周知の事柄が含まれているこ

ととおもわれます。また、私の原稿は周到に準備されたものとはいいがたいので、ある問

題から他の問題へと議論が突然飛んでしまうこともあるかと思いますが、その点はご容赦

願いたいと思います。

マルクス主義思想と共産主義（社会主義）運動

さて、みなさんに最初に注意していただきたいことは、私はこの報告のタイトルを「日

本における共産主義」あるいは「左翼運動」ではなくて、あえて意図的に「日本における
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マルクス主義」といたしましたが、これはある意味で誤解を招く可能性があります。とい

うのは、日本の共産主義（社会主義もこれに加えていいと思いますが）について、日本語

ばかりでなく西洋の言語でも、多くの本や論文が書かれてきましたが、それらはプロレタ

リア政党や労働組合の活動に関するものでした。ところが驚くべきことに、以下のような

諸問題、すなわち日本の哲学的思考の長い歴史において、哲学としてのマルクス主義がど

のような地位を与えられているか、あるいは日本の政治学、経済学、歴史学において、マ

ルクス主義がいかなる学問的貢献をしたか（もちろん悪影響も含めて）、さらに、美学的基

準について長らく誇るべき伝統を持つ日本において、マルクス主義的世界観が、文芸や芸

術批評の分野に対してどのような特異な衝撃を与えたか、これらの問題についてほとんど

語られていないからです。

これらの問題は、マルクス主義者・非マルクス主義者等しく関心を持つはずの問題であ

り、これらの問題の含意するところを大まかであれ理解することなくして、近代日本の文

化的あるいは文化的知的風土についての、また政治的あるいは経済的な風土についての鳥

瞰図を得ることはできないのではないかと私は考えます。

けれども、この問題について私はこれ以上深入りすることは控えます。ただ、私は日本

のマルクス主義の問題を、社会主義あるいは共産主義運動と、もちろん両者はいろんな形

で互いに結びついているのですが、区別して扱う必要を皆さんにお示ししたかっただけな

のです。

ではここから、私は日本のマルクス主義のある種の特徴と、他国のそれとを比較するの

に役立つ、いくつかの社会現象に関する事例を挙げていくことにしたいと思います。

日本のマルクス主義について論じる意味

常識の線でやればよいというイギリス的なやり方は、国が経済や社会の構造を大規模に

構築、あるいは再構築する必要性に直面していない限りにおいては、まったく問題ありま

せん。けれども、もし経済社会構造の構築（再構築）が決定的に重要な争点になるとすれ

ば、人々は自然と、宗教的確信とは言わないまでも、何らかのドクトリンを求める傾向が

あると思います。というのは、そのようなドクトリンは、現在の世界における人々の立ち

位置を定め、どこからどこに向かうべきかの方向性を知らせてくれる（あるいは知らせて

くれると思い込ませる）座標軸、あるいは方向指示器のようなものを与えてくれるからで

す。これこそが、マルクス主義が世界の多数の人々の間でこれまで発揮してきた、そして

ある程度は今でも発揮している強さの源泉なのです。

たとえ、古典的なマルクス主義のかなりの部分が時代遅れになっていることを認めたと

しても、現在の社会に関する諸学問 social studies――データの蓄積とアプローチの洗練と

いう点で目覚ましい進歩を遂げていることは疑いないのですが、その一方で専門分化とタ
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コツボ化 compartmentalized の進行に悩まされてもいます――は、よりよい選択肢を提示

することで人々のニーズにこたえているかということが、大問題として残っています。も

し現在の諸学問が人々のニーズにこたえられていないとするならば、「イデオロギーの終

焉」を論じるのは、いささか早計にすぎると私には思われますし、少なくとも日本に関し

てはそうだと思います。

戦前日本のマルクス主義者

思想犯の性格

当時、政治家や支配層の間で、生まれつきかあるいは家庭環境のせいか、性格が偏向し、

ねじ曲がった左傾学生（アカにかぶれた学生）が多数存在するであろうことがしばしば問

題とされていました。そこで文部省の学生課が司法省の協力を得て調査を行ったところ、

その結果は衝撃的なものでありました［性格はほとんどの学生が善良か普通で、大学生に

ついていえば、６割以上が善良であった――別紙挿入資料より］。

左傾学生が生まれる背景としては、貧困――そのような学生は経済的苦境にあえいでい

るのだろう――も考えられましたが、これも調査の結果当てはまりませんでした［大多数

の学生の経済状況は普通あるいは富裕で、貧困層は10％台だった――同上別紙資料］

その結果として、「左傾」学生の多数は、中産階級の「良家」の出身であることがわかり、

知性のみならず性格においても「良好な少年たち」であって、異常な要素はほとんど見ら

れないのでありました。

旧制高校生の思想状況

左傾学生の逮捕者数及び起訴件数が最も多かったのは1933年のことでしたが、ラディカ

ルな左翼運動の最盛期は、私が旧制第一高等学校に入学した時（1931年）までには、すで

に終わっていました（旧制高校は、全寮制のパブリックスクールのようなところでした［丸

山による欄外書き込み］）。

それでも「思想問題」の嵐は、依然として旧制高校の内外で吹き荒れていました。私が

中学時代に聞いてあこがれていた、寮歌の中で歌われているようなロマンチックな学生生

活は、現実からかけ離れた遠い昔のおとぎ話のようでした。

ところで私たちの寮の便所の壁は、そこに書かれた落書きによって昔から有名でした。

しかし最初にお断わりしておきますが、一高創立以来、壁に書かれた絵や文字に卑猥な

ものは一切ありませんでした。これは一高生徒たちの間にある□□なプライドがそうさせ

たのです。

その落書きに書かれていた文章は、かつてはカントやニーチェなどの哲学的な書籍から

の、あるいはシェークスピアやゲーテなどの文学作品からの引用でありました。しかし、
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ある時から新しいパターンが生まれました。といってもいわゆる「エロ・グロ・ナンセン

ス」的なものではなく、「打倒日本帝国主義！」「中国への軍事的侵略反対！」はては「天

皇制廃止のために戦おう！」といったたぐいのスローガンでした。しかし、次に同じ便所

に行ったときにそのようなスローガンは消されていて、次のような言葉に書き換えられて

いました。「アカを向陵から締め出せ」「向陵赤化反対」。こういった落書きは、おそらく

様々な運動部の学生によって書かれたものと思われます。

［この部分に配属将校と一言だけ書かれているが、原稿本体に具体的記述はない（本資料

10頁）。ただし、後出のメモ部分にある島本中佐のエピソードがこれに当てはまるかと思

われる。］

1930年代の初めころ、「思想善導委員会」という組織が文部省内に設立されて、出版など

の活動を監督し、反マルクス主義的な文書の出版や配布を行ない、また高名な反マルクス

主義の学者をあらゆる大学、旧制高校、旧制中学へ講演に派遣していました。しかし、マ

ルクス主義に対して中立的あるいは無関心な学生は、そのような講演には出席せず、左傾

学生は後方の座席から講演者をやじっていました。そのため講演はしばしば、左傾学生と

反マルクス主義者の珍妙な直接対決となったのでした。

まじめな青年マルクス主義者

しかしながらその一方で、次のような意味で、私は戦前の左傾した若者の間に広くみら

れる特徴があったと思うのです。それは「思想犯」として逮捕されたり、有罪判決を受け

たりした若者には、学生や知識階級だけでなく、他の社会階級のものも含まれていました

が、そういう若者のたいていは、少なくとも同年代の普通の若者とくらべて、日常生活に

おいて、潔癖かつ禁欲的であったということです。

傍証ではありますがこのことを示す一つの資料があります）

「我国思想犯人の環境素質等より見たる犯罪原因」（『司法研究』vol.19）

1929年から1933年の４年間に起訴された1511人の中で、性病に罹患していたものはたっ

た８名でした。このことからこの論文の著者（司法省の役人）は、以下のように断じてい

ます。「共産主義者の大多数は未婚の若者であるという事実にもかかわらず、そして彼ら

のうちの少なからずのものが教育を十分に受けていない労働者や小作人であるにもかかわ

らず、性病に罹患している事例が極めて少数なのは驚くべきことである。この事実から

我々は次のような結論を導くことができよう。すなわち、概してこれら有罪判決を受けた

者たちは、私生活において真面目でかつ厳格であったのだ」

「イデオロギー犯」の潔癖な性格を語るのに、性病に関する統計を用いるのは、西洋人の

目で見た場合だけでなく、戦後世代の日本人の目から見ても、かなり奇妙なことかもしれ

ません。ですから、この点に関してはいくぶん説明を加える必要があるでしょう。
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まず、当時の状況を考慮しなくてはなりません。当時は、通常の男女間の交際の機会が

極めて少ない一方、そのような機会を埋め合わせるために花街の興隆があり、若い男性が

そのような場所に足を踏み入れることが比較的大目に見られていた時代であったというこ

とです。

次に、この報告書を書いた人物は、実は徴兵検査の際の身体検査における性病罹患者の

数値を、報告書で述べたイデオロギー犯の数値と比較した結果、このような結論に達した

ということに注目しなくてはなりません。戦前においては、徴兵検査召集者が身体検査の

時に性病にかかっていることが発見されると、検査室にいる多数の召集者の前で厳しく叱

責されたものでした。したがって、徴兵検査が終わった直後に、若者たちが集団で花街に

駆け込むのは、とくに田舎では珍しいことではありませんでした。ですから、21歳以上の

若者全体ともし比較をしてみたとしたら、イデオロギー犯と一般の若者の性病に関する

ギャップはもっと大きいということになるのです。

日本の伝統的思考対マルクス主義的禁欲

大変逆説的なことでありますが、オーソドキシーという理念が世界史のあらゆる場面で

科学的思考の発達を阻害してきたにもかかわらず、日本の思想史の文脈においては、外来

のオーソドキシーという理念が、革命的な役割を果たしました。すなわちオーソドキシー

という理念が入り込むことによって、世の中には個人的人間関係や集団、コミュニティを

超越した、唯一無二の普遍的真理があるのだという信念が初めて日本に植え付けられたか

らです。そしてこのような信念は、かつての日本においてのみならず、現在でもかなりの

程度、民俗宗教としての神道に深く根付いているところの日本の伝統的思考とまったく相

容れないのです。

この日本の伝統的思考というのは、どこにおいても見えない霊が活動しており、それら

の霊を満足させ、怒らせることのないようにふるまったほうがよいという考えです。一つ

の原則に従うのではなく、今そこにいる状況について、常に注意深く気を配り、状況次第

で行動の仕方を変えることこそ自然なことだとみなされるのです。したがって、なぜ昨日

はあのように行動したのに、今日は違う行動をするのかという問題、いいかえると昨日の

行動と今日の行動がどのように連関しているのか、という問題には、ほとんど注意が払わ

れないのです。

さて、このような歴史的文脈を鑑みると、江戸時代初期および明治初期のキリスト教と

1920年代30年代のマルクス主義とが、急速に拡大し厳しく弾圧されたという点ばかりでな

く、個人の性格や行動様式への影響、新しい思想をどん欲に求める情熱、潔癖な生活様式

の実践などの点においても、きわめて似通った特徴を持っているという驚くべき事実にた

どり着くのです。
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日本におけるマルクス主義の著作の出版

多くの著作が出版されていた戦前日本

日本は、戦前においても、マルクス主義関連の著作（非マルクス主義者あるいは反マル

クス主義者による研究書も含む）が非共産主義世界の中で最も多く出版されていることで

有名でした。このことは、党員数ばかりでなく、その組織的な影響力の点からみても、日

本共産党の党勢が極端に小さいという事実と比べて驚くべき対照をなしていることを示し

ています。

とりわけ顕著なことには、1920年代初期から30年代初期にかけて、膨大な量のマルクス

主義文献の翻訳がなされたことです。西欧（特にドイツ）やロシアの二流の共産主義者や

イデオローグのとるに足らない論説まで、多くの伏せ字を伴いながら次から次へと翻訳さ

れたのです。これらの翻訳は概して粗悪なうえに、今度はそれが中国へ流出して日本語か

ら中国語に翻訳されるという事態に相成りました。［このあとにつづけて、メモ１枚が挿

入されているが、内容がかなり断片的であるため、割愛した（本資料19頁）。］

もちろんこのような通俗化したマルクス主義の紹介だけが当時の話のすべてだったわけ

ではありません

『マルクス・エンゲルス全集』という金字塔

マルクス主義の古典の翻訳と並行して、高水準の著作の出版も行われました。古典の翻

訳の中で最大級の試みは、改造社の『マルクス・エンゲルス全集』の翻訳です。それは31

巻本であり、1928年から５年かけて1932年に完成しました。当時において、ソ連を含めて

世界的に見ても最も包括的なマルクス・エンゲルスの全集でありました。もちろんそこに

は書簡も含まれています。ドイツにおいてさえ収集するのが困難であるような文書を得る

ために、ありとあらゆる努力がなされました。例えば Neue Rheinische Zeitumg のバック

ナンバー（1848-49）、Vorwärts（1869-76）、Zürichen Sozialdemokrat（1879-90）、Vork-

sstaat（1869-76）、1860年版の『新アメリカン百科事典』などで、そしてもちろん Die neue

Zeit（1883-1923）も入っています。

翻訳者は98人に及んでおり、その中には、著名なマルクス主義研究者だけでなく、東大

の蠟山［政道］教授、東北大の新明［正道］教授、中川［善之助］教授のような非マルク

ス主義の学者も加わっていました。

最初の計画では全集の巻数は20巻とされていましたが、出版が進むにつれて、新しい原

稿が見つかって加えられたりしたので、最終的には31巻になりました。ただしその中には

『資本論』は入っていません。『資本論』の翻訳は、すでに高畠素之によって完成しており、

1924年に出版されていたのです（カウツキー版による）。さらに注目すべきは、全集の出版
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冊数です（巻によって数は異なりますが）。第１巻は、15万冊売れました。１巻当たりの平

均でいうと12万冊です。編者によると、読者の70パーセントは大学生及び旧制高校の学生

であったそうです。

ここで一つのエピソードをご紹介しましょう。編者の一人である大森義太郎（東京帝国

大学経済学部元教授、３．15事件の後ポストを追われた）が、当時モスクワで研究をして

いたのですが、そこでブハーリンに日本人読者のための推薦文を書いてもらったというの

です。

さてこの大森教授ですが、向坂逸郎（九大）や石浜知行（九大）両教授と合わせて、1928

年の３．15事件によって大学の職を追われた後も、労農派の一斉検挙までは、政治経済問

題に対する評論家としてクオリティ・ジャーナリズムの分野で刮目すべき人物であり続け

ました。そして、労農派事件まで大学の職にとどまっていた東大の有沢教授を加えて、あ

る風刺家によって、「マルクス４兄弟」と当時呼ばれたのです。申し訳ありませんが、私は

この４人のうち誰がグルーチョ・マルクスにあたるのかはよく存じません。［ここで丸山

は米国のコメディアン一家のマルクス兄弟に喩えて、上記４人のうち誰が長男のグルー

チョに当たるのかは知らないとジョークをとばしている］。

『共産党宣言』の翻訳をめぐる状況

けれども、改めて注目しなければいけないことは、非マルクス主義者はいうまでもなく、

この翻訳作業に従事した大多数のマルクス主義学者も、日本共産党と密接な関係ではな

かったということです。むしろ、彼らのうちの多くは、先に私がふれたように
[ マ マ ]

、正統派の

共産主義者から常に激しい攻撃対象となっていた労農派に属していた（あるいはそうみな

されていた）のです。

さらに、奇妙なことには、事情はよくわかるのですが、『共産党宣言』は、この全集から

は除外されていました。

『共産党宣言』が初めて翻訳されたのは1904年のことで、『平民新聞』の発刊１周年記念

にあたる第53号に、幸徳秋水と堺利彦が英語版から訳したものが掲載されました。けれど

もこの翻訳は桂内閣によって即座に弾圧されました。幸徳、堺、西川は、出版法違反で起

訴されました。『共産党宣言』の全訳（前の翻訳では省略されていた第３章を含む）が出版

されたのは、その３年後の1907年、『社会主義研究』という月刊誌においてでありました。

この雑誌が出版を許されたのは、一つには西園寺内閣の比較的自由主義的な政策のためで

あり、またこの雑誌の学術的な性格のためでした。

いずれにしても、幸徳事件［大逆事件、1910年］が起こる前に、『共産党宣言』が日の目

を見ることができていたのは、驚くべきことでありました。なぜなら、『マルクス・エンゲ

ルス全集』が出版された昭和初期（1928年から32年）においてさえ『共産党宣言』は全集
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からは慎重に排除され、ときに訳語の選択においても、ブルジョアジーをわざわざ「紳士

閥」と訳すように、奇異と思われるほどに神経を使っていたからです。

弾圧下における書籍の入手

マルクス・エンゲルスの古典的な著作は、とりわけ岩波文庫のような文庫本によって幅

広く普及していたのですが、それらが発売禁止になったのは、1937年末に労農派グループ

の主要なメンバーが逮捕された後でした（1937年７月には盧溝橋事件が起こった）。

けれども、その後においても、その手の本は、もし書店となじみでかつそれなりのお金を

払う用意があれば、本郷あるいは神田の古本屋でときには手に入れることもできたのです。

私は、ちょうど1937年くらいに古本屋で５円払って『共産党宣言』のドイツ語版

（Marxistische Bibliothek）を買った時のことを覚えています。店の主人は店の奥からその

本をもってきて、尋常ならざる用心深さで周りを見渡してから、私にそれを手渡しました。

当時は、警察官が抜き打ちで本屋にやってきて、「政府転覆を教唆する」ような書籍が本棚

にないかチェックしていたのです。この店の主人は、かつて、どうやって警察官をうまく

出し抜いたかについて私に語ったことがあります。本を本来あるべき場所とは違うところ

において警察官の目をごまかしたというのです。

その本は、レーニンの『左翼小児病』で、主人はその本に白い紙のカバーをかけて背表

紙に『小児病』と題名を書き、医学書の場所に置いたのです。その結果本は命運を保ち、

めでたく売れたということでした。

［このあとにつづけて、『日本資本主義発達史講座』、講座派と労農派の特徴に関するメモ

が１枚挿入されているが、内容がかなり断片的であるため、割愛した（本資料27頁）。］

転向問題

転向の始まり

1933年は、ヒトラーがドイツで政権を奪取し、アメリカでフランクリン・ルーズヴェル

トが大統領に就任したという意味で世界史の転換点でありました。しかし、この年は日本

のマルクス主義思想及び運動の歴史におけるエポックメーキングな年でもありました。

1933年６月いわゆる転向声明というものが出されたのです。当時獄中にあった、日本共産

党の主導的な人物［日本共産党中央委員］佐野学と鍋山貞親による「転向」宣言です。こ

の声明は、そのあと巨大な雪崩を打つように続いていく「転向」のまさしく始まりであり

ました。

転向の動機の内訳

［本項は、別紙資料として挿入されている図表部分を訳者が要約して文章化したもので
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ある］

転向の動機でありますが、1934年３月の司法省行刑局の統計によりますと、ここで取り

上げられている転向者446名のうち、家族関係から転向したものが203名（半数ちかく）、国

民的自覚によるもの90名（残りの３分の１強）、拘禁生活による後悔49名、理論的清算によ

るもの46名、宗教上の理由（キリスト教、仏教双方を含む）からのもの45名、性格健康等

の個人的理由からのもの33名、その他20名となっています。また1942年10月の「思想犯保

護対象者ニ関スル諸調査」『司法保護史料』第33輯（1943年刊）によりますと、対象者2403

名（より広範囲にわたる年月における転向者を対象にしている）のうち、家族関係が677名、

国民的自覚が768名（両者合わせた1445名は過半数を越えている）、拘禁生活と理論的清算

が299名ずつ、宗教上の理由が52名、個人的理由が232名、その他76名となっています。な

お、これらの解答は複数回答であることを注記しておきます。

日本的伝統に敗れたマルクス主義

さて、これらの断片的な数字からも、私たちは日本の「思想問題」の特徴を映し出すい

くつかの興味深い点を見ることができます。第一に、これらの時期の全体を通じて、家族

関係と国民的自覚、より正確に言えば国民的自覚の再確認というものが、共産主義からの

転向において主要な要因となっていたことです。第二に、刑務所には教誨師（たいていは

僧侶）の制度があり、刑務官も宗教書を読むことを推奨していたにもかかわらず、宗教は

「思想」囚の転向にあたってあまり大きな役割を果たしていません（とりわけ1942年のデー

タでは）。このことは、戦前の日本においては、通常であれば宗教が担っているような機能

が、国家や家族に向けられている共同体的感情に代替されてしまっていることを、あらた

めて示しているように思われます。

要するに、日本における知的勢力としてのマルクス主義の栄光と悲劇は、普遍的な真理

とみなされるものへの全面的な献身によって、この（国家や家族への）特殊主義的な忠誠

心という恐ろしく頑強な伝統に正面から挑戦しようとしたことから生まれたといえるので

す。

実際、戦前の日本の共産主義運動（労農派マルクス主義者も含めて）は、伝統的なシン

ボルやナショナリスティックなシンボルに完全に背を向けたという点で、アジアの（共産

主義）運動の中で特異な位置を占めてきました。したがって日本の共産主義運動主義者た

ちは、マルクス-レーニン主義の原則にかたくなに固執し続け、理論を実践に移していくと

き、日本の具体的な諸事情を考慮するというような、プラグマティックなアプローチがほ

とんど頭に浮かんでこなかったのです。学問的なマルクス主義研究の極めて解釈学的ある

いは訓詁学的な性格は、このような状況の反映ともいえるのです。

ここには悪循環がありました。まさに伝統的なシンボルやナショナリスティックな感情
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というものが、支配階級によって完全に制度化されてしまっていたために、共産主義者や

マルクス主義知識人たちは愛国、愛国心といった言葉さえ全面的な侮蔑の対象とみなして

しまったのです。

そして、その結果として彼らはますます国民の大多数から孤立したのでした。

この意味で、［1930年代半ば以降］地滑り的な転向現象が起こってしまったのは、「アカ」

に向けられたあらゆる物理的強制力を考慮に入れたとしても、それだけが原因とは言えず、

1931年以来の伝統主義・ナショナリズムの潮流の勃興が、大多数の「アカ」の思考におい

てもっとも無防備だった部分に対してきわめて効果的に攻撃を加えたからだといえるので

はないでしょうか。

メモ部分

戦後日本のマルクス主義をめぐる状況に関するメモ

［以下８ページにわたって、断片的なメモが挿入されている。］

大まかに整理すると

ⅰ) 学問の世界における社会科学としてのマルクス主義の衰退

①歴史派経済学から数理経済学へ

②哲学の問題

ａ) アメリカ社会学の影響

ｂ) 政治学における変化、政治過程論と行動科学的アプローチの登場

戦前の国家学 Staatslehre からの解放

→ 政治的多元主義（ラスキ＆コール）受容

ｃ) 哲学における実存主義とプラグマティズムの台頭、言語哲学、論理実証主義、□□

・システム全体の理解というよりも、方法論、視角、観察に基づく仮説の厳密性が優先

される

・要は、社会の分析方法が、社会科学の多数のフィールドに拡散してしまったというこ

と

ⅱ) 正統派スターリン主義の崩壊の衝撃

・マルクス・レーニン主義とは何かという解釈の多様化

・政権レヴェルにおける□□

・複数のマルクス主義の登場

ⅲ) マルクス主義者であることと政治的立場の関係をどう見るか

・マルクス主義の立場に立つ教授が、社会問題への対処についてリベラルな立場の同僚
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より保守的であることはありうる。例：大学紀要における論文の内容、ストックホル

ムアピールへの署名問題

・自身の著作が、マルクス主義者によって、西洋かぶれであるとか、退廃的であるとか、

ブルジョア的であるとか、帝国主義的だとまで批判されている社会学者の方が、マル

クス主義者より、政治的な見解において、よりラディカルだということもある。

［戦後日本のマルクス主義に関しては、以上のような筋立てで話をする予定であったと

思われる。］

1920年代および30年代の出来事に関する年代記的メモ

⑴

・1923年の関東大震災、朝鮮人に対する暴行、大杉栄の暗殺…プロレタリアイデオロギー

とプロレタリア運動の転換点に、思想問題、思想犯、思想検挙等、思想弾圧の激化

・1926年若槻内閣誕生、労農党・社民党創立

・1928年第一回普選、３月15日労農党評議会解散命令、特高設立

・1929年山宣［山本宣治］暗殺

⑵

・1931年一高入学、すでにラディカルな運動は衰退していたなどの記述

・思想犯検挙者数起訴者数、階層、戦後との比較の困難さなどについてのメモ

・戦前のラディカルの特徴→幹部クラスの共産主義者やリーダーだけでなくそれ以外の

多くの若者が「思想問題」で逮捕された

※16世紀末・17世紀初期、あるいは明治初期のキリスト教徒との比較

「共産主義者に比べれば社会主義者のほうがまだましだ」

・戦後左翼との比較、優秀な者とそうでない者、まじめなものと軽いかかわりのもの、

外向的、実際的、行動志向、私生活重視

とはいっても、戦前のラディカルと戦後左翼の間には、より裕福な家庭出身の学生

が戦後増えたという点以外では、知的レベル、個人の性格、行動様式などにおいて有

意な差はみられない。

・思想善導委員会

・配属将校島本中佐

「君たちが財閥を批判するのは大いに結構。彼らには批判されるだけの理由がある。

しかし、君たちの中に「国体」や天皇制に疑問を持つ者がいるのはなぜなのか、なぜ

君たちは満州の現状に無関心でいられるのか」。そして彼は満州のおおざっぱな地図

を描いて、次のように言った。「もし日本軍が満州に駐屯していなかったとしたらど

― 100 ―



うなるだろうか」。続いて彼は地図をチョークで真っ赤に塗った。学校が夏休みのよ

うなモラトリアム的な時期でいられる時代はもう終わったのだという彼は、さながら

予言者のようにもっともらしく見えたのであった。

・1933年佐野・鍋山転向、『日本資本主義発達史講座』刊行

・1934年東京帝国大学入学

この一年前に滝川事件が起こった。これは戦前における最後の大規模な学生運動だ

といえる。それ以後、大学内の雰囲気は完全に変わってしまった。学外での国粋主義

的な嵐が吹き荒れるのに比例して、大学全体の雰囲気は、よりおとなしく、また象牙

の塔に閉じこもるようになってしまった。

・1935年天皇機関説問題の炎上

「自由主義は共産主義の温床」という言説広まる。

・1936年二・二六事件、日比谷公会堂において、軍部及び民間右翼主催の「東京帝大法

経学部打倒大演説会」開催

東京帝国大学、とりわけ法学部と経済学部は極右集団からの集中砲火の標的となっ

た。ある時、右翼の一団が、法学部長の辞任勧告書を手渡すために大学に乱入したこ

とがある。彼らはすぐに怒れる学生によって取り囲まれた。けれども、その日の午後

の授業が中止になった以外は、取り立てて騒ぎは起きなかった。私が見る限りでは、

この「暗黒時代」を通じて、学生の右翼集団の活動に対する反応は冷めたもので、積

極的に立ち向かおうとするものではなかった。

・1937年卒業、日本経済史研究会、労農派一斉検挙、人民戦線事件、日本無産党解散

・1938年、教授グループ事件、古本屋の話、転向の段階、

・戦後、学問世界におけるマルクス主義の復活、マルクス主義学者の相対的減少

学問的ディシプリンとしてのマルクス主義と政治的立場としてのマルクス主義の乖離

［このあとにつづけて、治安維持法を説明する英文原稿があるが、これは用語解説のため

の補足的なものであると判断して割愛した（本資料39-40頁）。］

戦後日本の左翼運動の特色

共産主義者と社会主義者の近親憎悪

社会民主主義政党の多くが共産党から分裂し、もしくはそれに対抗して生まれたこと［こ

の一文は本項の冒頭部分に日本語で書かれている］。

このような背景があることから二つの問題が生まれました。第一の問題は、1920年代後

半以降の社会民主主義運動（労働組合運動も含む）の多くの指導者たち（安部磯雄、河上

丈太郎といったわずかな例外をのぞいて）は、かつては共産主義運動に自分自身かかわっ

ていたか、あるいは少なくとも密接な関係を持っていたために、また主要な社会主義政党
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（例えば再建後の労農党、全国労農大衆党、社会民衆党、のち社会大衆党）および労働組合

の連合体（例えば総同盟［日本労働総同盟］、全評［日本労働組合全国評議会］）の合法的

活動が、日本共産党の結成以前ではなくそれ以後に、共産党からの分裂（あるいは、1925

年の総同盟や［1930］年の全協［日本労働組合全国協議会］の場合のように共産党の直接

影響下におかれた団体からの分裂）の結果として始まったために起こったものです。それ

は、それらの活動の指導者及びその補佐役たちが、正統派の共産主義者に比べて自分たち

が影の薄い存在だという感覚を持っていたようにみえるということです。そして、彼らは

その感覚を、共産主義者がほぼ完全に弾圧されて表舞台から姿を消したのちも、永らく持

ち続けていました。他方、そのような劣等感は、彼らが共産主義者から裏切り者とか「分

派主義者」といった非難を絶え間なく浴びせられただけに、ますます強く共産主義者に対

する根強い憎しみや敵意を生み出すことになりました。

こうした劣等感は、共産主義者に対する恐怖心や憎しみとないまぜにされて、戦争が終

わっても続いたのでした。いや降伏直後の数年間に関していえば、むしろ強化されたと

いっていいでしょう。というのは、戦前の多くの社会主義者の指導者たちが、例えば社会

大衆党を自主的に解党したり、ナチスの労働戦線の日本版ともいうべき産業報国会の設立

に積極的な役割を果たしたりという具合に、いろいろな形ですすんで戦争協力を行ったと

いう事実がありました。その一方で、共産主義者とりわけ戦後共産党の再建に尽力した者

たちは、獄中にあってはいかなる「転向」の誘惑にも屈せず、また市中においては最後ま

で反戦の宣伝活動を続けていました。ですから、どちらが勇気ある人たちだったかは、戦

後一目瞭然になってしまったからです。

こうした社会主義者の劣等感はいまでも幾分かは残っていますが、明らかに弱まってい

ます。一つには世代交代もありますが、また社会主義者たちが自信を持ち始めたからでも

あります。あるいはむしろ彼らが、労働組合だけでなく大衆的な示威運動を指導する面で、

共産主義者と競合することにおいて前ほど恐怖心を感じなくなったためともいえるでしょ

う。まさに1960年５月から６月にかけての安保闘争がそうだったのです。

（湯浅成大訳）
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築

―
進
捗
過
程
お
よ
び
成
果
の
報
告

―
黒
沢
文
貴
・
川
口
雄
一

は
じ
め
に

本
報
告
は
、「

世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ

20

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
テ
ー
マ
２
「
丸
山

眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
に
お
け
る
研

究
課
題
別
の
進
捗
過
程
と
そ
の
成
果
、
お
よ
び
波
及
的
な
成
果
・
事
業
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
テ
ー
マ
２
の
成
果
は
、
本
書
二
三
三
頁
以
下
の
「
全
事
業
一
覧
」

で
テ
ー
マ
１
と
共
に
示
し
た
が
、
一
覧
と
い
う
性
格
上
、
簡
単
な
記
述
に
と
ど
め

た
た
め
、
こ
こ
で
よ
り
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
成
果
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
、
そ
の
他
の
刊
行
物
等
に
も
直
接
当
た
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

テ
ー
マ
２
は
、
七
名
の
参
加
研
究
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
事

業
規
模
の
ゆ
え
に
、
実
務
を
中
心
と
し
て
丸
山
眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ
（
若
手
研
究

者
お
よ
び
大
学
院
生
・
学
部
学
生
）
と
協
働
し
た
作
業
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
そ

れ
ゆ
え
に
、
事
業
の
進
捗
に
と
も
な
い
、
予
定
に
は
な
か
っ
た
出
版
・
企
画
等
を

幅
広
く
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
い
わ
ば
波
及
的
事
業
を
も
、
担
当

ス
タ
ッ
フ
の
名
と
共
に
、
本
事
業
の
成
果
と
し
て
取
り
上
げ
、
詳
し
く
紹
介
す
る

こ
と
と
し
た
い
（
テ
ー
マ
２
参
加
研
究
者
お
よ
び
各
研
究
者
の
研
究
課
題
、
丸
山

文
庫
ス
タ
ッ
フ
の
一
覧
は
本
書
五
頁
以
下
を
参
照
）。

テ
ー
マ
２
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
資
料
の
画
像
公
開
や
翻
刻
・
公

刊
と
い
っ
た
第
一
次
資
料
の
整
備
と
提
供
を
事
業
の
中
心
と
し
て
お
り
、
そ
の
前

提
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
今
後
、
多
く
の
研
究
者
や
学
生
、
一
般
の
人
び
と
が

積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
が
あ
る
。
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進

捗
過
程
と
成
果
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
研
究
者
を
は
じ
め
一
般
の
人
び
と
が
そ
の

成
果
を
活
用
し
て
い
く
上
で
の
一
助
に
な
る
と
考
え
、
こ
こ
に
報
告
す
る
も
の
で
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あ
る
。

こ
う
し
た
考
え
か
ら
、
本
報
告
で
は
ま
ず
、
当
初
の
事
業
計
画
の
概
要
を
示
す
。

そ
の
上
で
、
テ
ー
マ
２
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
各
研
究
課
題
の
進
捗
過
程

と
そ
の
成
果
を
示
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

Ⅰ

事
業
計
画
の
概
要

以
下
で
は
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
申
請
時
の
「
平
成

年
度
私
立
大
学
戦
略

24

的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事
業
構
想
調
書
」（
以
下
「
構
想
調
書
」）
に
基
づ
い
て
、

①
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
お
け
る
テ
ー
マ
２
の
事
業
の
位
置
づ
け
と
そ
の
意
義
、

②
研
究
課
題
別
の
年
次
計
画
、
③
期
待
さ
れ
る
成
果
ま
た
は
そ
の
公
表
計
画
の
順

で
示
し
て
い
く
。
な
お
、「
構
想
調
書
」
で
記
し
た
字
句
は
、
内
容
を
大
き
く
変
え

な
い
範
囲
で
整
理
し
た
。

①
テ
ー
マ
２
事
業
概
要
と
そ
の
意
義

〔
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
に
お
け
る
位
置
づ
け
〕

本
学
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
社
会
科
学
を
中
心
と
す
る
研
究
基
盤
の
強

化
、
国
際
的
研
究
拠
点
を
形
成
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
本
事
業
に
お
い
て
、
テ
ー
マ

２
「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
」
は
、

丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
う
ち
学
術
的
に
重
要
な
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
公
刊

や
、同
資
料
を
対
象
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
構
築
し
一
般
公
開
す
る
等
、

資
料
の
内
容
を
含
む
情
報
を
広
く
発
信
す
る
た
め
の
拠
点
形
成
を
主
な
事
業
と
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
テ
ー
マ
２
は
、
資
料
整
理
・
公
開
等
の
基
礎
作
業

が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
本
事
業
テ
ー
マ
１
「

世
紀
知
識
人
の

20

教
養
と
学
問
―
丸
山
眞
男
文
庫
を
素
材
と
し
て
―
」
の
諸
研
究
、
延
い
て
、
丸
山

文
庫
資
料
を
活
用
す
る
諸
研
究
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〔
テ
ー
マ
２
事
業
の
意
義
〕

丸
山
の
特
徴
は
戦
後
日
本
に
お
け
る
民
主
主
義
の
定
着
を
目
指
し
て
、
洋
の
東

西
古
今
に
及
ぶ
豊
富
な
学
殖
、
音
楽
・
文
学
な
ど
の
幅
広
い
教
養
、
内
外
知
友
と

の
交
流
か
ら
得
た
知
識
情
報
等
に
裏
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
西
欧
や
中
国
な
ど
と
比

較
し
つ
つ
、
日
本
の
近
代
化
や
思
想
・
政
治
が
も
つ
独
自
性
を
解
明
し
よ
う
と
し

た
点
に
あ
る
。
草
稿
資
料
類
は
そ
の
特
徴
を
如
実
に
示
す
。
従
っ
て
本
研
究
の
主

な
研
究
分
野
は
、
丸
山
が
専
攻
し
た
日
本
政
治
思
想
史
、
政
治
学
で
あ
る
が
、
同

時
に
、
広
く
日
本
近
代
史
、
宗
教
社
会
学
、
知
識
社
会
学
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
理

論
史
、
東
ア
ジ
ア
儒
教
史
、
日
本
倫
理
思
想
史
、
近
代
音
楽
論
、
学
術
交
流
史
な

ど
に
及
ぶ
学
際
的
な
面
を
も
つ
。

ま
た
、
丸
山
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
が
日
本
と
世

界
に
向
か
っ
て
発
信
さ
れ
れ
ば
、
国
際
的
な
丸
山
研
究
・
日
本
思
想
史
研
究
の
拠

点
が
創
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
テ
ー
マ
２
研
究
課
題
概
要
〕

⑴
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
公
開
、
そ
れ
ら
を

中
心
と
し
た
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
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・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築

・
未
公
刊
草
稿
類
資
料
の
公
刊

・
新
渡
戸
稲
造
の
第
一
次
史
料
を
所
蔵
す
る
諸
ア
ー
カ
イ
ブ
調
査

⑵
丸
山
文
庫
所
蔵
の
楽
譜
類
に
お
け
る
丸
山
の
書
込
み
の
公
開
と
そ
の
調
査

⑶
丸
山
眞
男
に
宛
て
た
国
内
外
か
ら
の
来
簡
類
の
調
査

⑷
「
正
統
と
異
端
」
関
連
資
料
の
整
理
・
調
査
と
公
開

⑸
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
丸
山
眞
男
が
東
京
大
学
法
学
部
で
行
っ
た
日
本
政
治
思

想
史
講
義
の
原
稿
の
復
元
と
内
容
調
査

②
研
究
課
題
別
の
年
次
計
画
、
年
度
別
の
事
業
計
画

⑴
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
公
開

◇
二
〇
一
二
年
度

・
丸
山
の
「
古
層
論
」
の
重
要
な
柱
で
あ
る
「
倫
理
意
識
の
古
層
」
論
に
つ
い
て
、

文
庫
所
蔵
の
草
稿
（
複
数
）
を
調
査
し
、
既
刊
資
料
で
の
言
及
（『
丸
山
眞
男
講

義
録
』
第
七
冊
な
ど
）
と
関
連
さ
せ
、
そ
の
問
題
関
心
の
理
解
に
努
め
る
。

・
南
原
繁
関
係
資
料
（
丸
山
に
よ
る
南
原
著
書
へ
の
書
込
み
な
ど
）
を
調
査
し
、

丸
山
著
作
に
お
け
る
南
原
へ
の
言
及
と
関
連
づ
け
て
、丸
山
の
南
原
像
を
探
る
。

・
文
庫
所
蔵
の
未
公
刊
草
稿
資
料
類
に
つ
い
て
網
羅
的
に
調
査
し
、
公
開
に
適
す

る
資
料
の
選
別
作
業
を
行
い
、
翻
刻
を
始
め
、『
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究

セ
ン
タ
ー
報
告
』
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
準
備
を
行
う
。
定

期
的
に
研
究
会
を
開
い
て
各
自
の
進
行
状
況
を
確
認
す
る
。

◇
二
〇
一
三
年
度

・
パ
ー
ソ
ン
ズ
序
文
付
き
の
英
訳
版
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
『
宗
教
社
会
学
』
な
ど
、
丸

山
の
書
き
こ
み
が
あ
る
文
庫
資
料
を
検
討
し
、「
倫
理
意
識
の
古
層
」
論
の
理
論

的
枠
組
み
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

・
新
渡
戸
全
集
と
東
京
女
子
大
学
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
所
蔵
資
料
と
に
即
し
て

新
渡
戸
の
思
想
を
検
討
す
る
。

・
文
庫
所
蔵
の
未
公
刊
草
稿
資
料
類
の
う
ち
、
学
術
的
価
値
の
高
い
も
の
か
ら
順

次
デ
ジ
タ
ル
化
に
着
手
す
る
。
定
期
的
に
研
究
会
を
開
い
て
進
行
状
況
を
確
認

す
る
。

◇
二
〇
一
四
年
度

・
二
〇
一
二
・
一
三
年
度
の
作
業
を
前
提
に
、「
倫
理
意
識
の
古
層
」
に
つ
い
て
補

注
・
解
題
つ
き
で
翻
刻
発
表
す
る
。

・
他
大
学
所
蔵
の
新
渡
戸
関
係
資
料
（
と
く
に
北
海
道
大
学
新
渡
戸
稲
造
文
庫
）

と
東
京
女
子
大
学
新
渡
戸
文
庫
と
の
関
連
を
調
査
す
る
。

・
前
年
度
同
様
の
翻
刻
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
た
準
備
を
始
め
る
。
以
上
い
ず
れ
の
作
業
に
つ
い
て
も
、
三
年

間
の
研
究
活
動
を
対
象
と
し
て
、
中
間
的
な
と
り
ま
と
め
と
報
告
を
行
う
。

◇
二
〇
一
五
年
度

・
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
踏
ま
え
、
新
渡
戸
・
南
原
・
丸
山
の
関
連
を
政
治
思
想
史

の
観
点
か
ら
分
析
し
、
論
文
と
し
て
発
表
す
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
完
了
し
た
草

稿
類
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
を
開
始
す
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
翻
刻

資
料
を
ま
と
め
た
資
料
集
を
最
終
年
度
に
刊
行
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
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準
備
作
業
を
行
う
。

◇
二
〇
一
六
年
度

・
前
年
度
に
得
ら
れ
た
思
想
史
研
究
上
の
知
見
か
ら
、
研
究
者
ア
ー
カ
イ
ブ
の
意

義
と
、
そ
れ
を
如
何
に
充
実
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
考
察
し
、
今
後
の
研
究
に
つ

な
げ
る
。

・
公
開
可
能
な
草
稿
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
終
え
て
す
べ
て
公
開
し
、
丸
山
文
庫
の

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
完
成
さ
せ
る
。
ま
た
前
年
度
の
準
備
作
業
を
継
続

し
、丸
山
文
庫
所
蔵
の
重
要
未
公
刊
資
料
を
中
身
と
す
る
資
料
集
を
公
刊
す
る
。

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
や
資
料
刊
行
の
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
国
際
的
な

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
内
外
の
学
界
に
発
信
す
る
。

⑵
丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
と
そ
れ
へ
の
書
込
み
の
調
査
研
究

◇
二
〇
一
二
・
一
三
・
一
四
年
度

楽
譜
類
と
そ
れ
ら
へ
の
丸
山
の
書
込
み
に
関
す
る
基
礎
的
な
調
査
を
行
う
。

◇
二
〇
一
五
年
度

丸
山
が
遺
し
た
文
庫
所
蔵
の
楽
譜
以
外
の
音
楽
関
係
資
料
（
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ

ラ
ー
や
ワ
グ
ナ
ー
の
著
作
等
へ
の
書
込
み
等
）
を
調
査
す
る
。

◇
二
〇
一
六
年
度

四
年
間
の
調
査
に
基
づ
き
、
丸
山
の
音
楽
関
係
資
料
に
関
す
る
包
括
的
な
報
告

書
を
作
成
し
発
表
す
る
。

⑶
丸
山
眞
男
へ
の
国
内
外
の
書
簡
資
料
（
来
簡
類
）
の
調
査

◇
二
〇
一
二
・
一
三
年
度

丸
山
へ
の
国
内
外
か
ら
の
来
簡
と
丸
山
が
遺
し
た
書
簡
の
コ
ピ
ー
や
控
え
を
調

査
し
整
理
す
る
。

◇
二
〇
一
四
年
度

丸
山
と
外
国
人
研
究
者
と
の
交
流
を
調
査
す
る
た
め
海
外
に
出
張
し
、
資
料
蒐

集
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。
ま
た
発
信
者
と
通
数
を
記
し
た
来
簡
類
リ
ス
ト
の

作
成
に
着
手
す
る
。

◇
二
〇
一
五
年
度

来
簡
類
の
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
公
表
が
そ
の
時
点
で
可
能
か
否

か
も
含
め
て
、
公
開
の
具
体
的
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

◇
二
〇
一
六
年
度

調
査
結
果
を
、
著
作
権
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
に
関
わ
る
問
題
が
な
い
範
囲
で
、

丸
山
を
中
心
と
し
た
内
外
学
術
交
流
の
広
が
り
を
示
す
論
文
に
ま
と
め
る
。

⑷
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
関
連
資
料
の
調
査
と
公
開

◇
二
〇
一
二
年
度

「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
関
連
の
資
料
を
網
羅
的
に
調
査
し
、
共
同
研
究
者
の
草

稿
類
か
ら
丸
山
の
草
稿
を
選
別
し
確
定
す
る
。
ま
た
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会

全
体
の
時
系
列
を
追
っ
た
復
元
を
目
的
と
し
て
、
書
誌
的
な
事
項
を
確
認
し
、

参
加
者
と
そ
の
モ
チ
ー
フ
、
同
時
代
の
知
的
状
況
と
の
関
連
を
分
析
す
る
。

◇
二
〇
一
三
年
度

丸
山
の
草
稿
類
に
関
す
る
調
査
を
継
続
し
、
複
数
草
稿
類
間
の
異
同
を
確
認
す
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る
。
ま
た
周
辺
情
報
の
収
集
や
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
研
究
会
活

動
の
復
元
作
業
を
継
続
す
る
。
さ
ら
に
「
正
統
と
異
端
」
関
係
の
既
刊
資
料
と

文
庫
所
蔵
の
未
公
刊
資
料
と
の
内
容
の
突
合
せ
を
行
う
。

◇
二
〇
一
四
年
度

一
名
が
丸
山
の
「
正
統
と
異
端
」
草
稿
類
を
編
集
し
、
校
注
と
補
注
付
け
を
行

う
。
他
の
一
名
が
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
全
体
に
つ
い
て
、
活
動
経
過
、
未

刊
既
刊
を
含
め
た
報
告
原
稿
等
の
年
代
順
の
配
列
と
整
理
、
内
容
の
要
約
、
年

表
の
作
成
な
ど
を
行
う
。

◇
二
〇
一
五
年
度

前
年
度
に
取
り
か
か
っ
た
校
注
・
補
注
・
解
題
付
き
の
丸
山
「
正
統
と
異
端
」、

及
び
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
資
料
に
つ
い
て
、
作
業
が
完
了
し
た
も
の
に
つ

き
、
公
開
方
法
（
公
刊
す
る
か
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
等
）
を
検
討
す
る
。

◇
二
〇
一
六
年
度

前
年
度
に
続
き
、
作
業
が
終
っ
た
丸
山
の
「
正
統
と
異
端
」
草
稿
、
及
び
「
正

統
と
異
端
」
研
究
会
関
係
資
料
の
公
刊
な
い
し
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
っ
て
作
業
を

終
了
す
る
。

⑸
一
九
五
〇
年
代
後
半
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
復
元

◇
二
〇
一
二
年
度

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
関
係
の
資
料
を

調
査
し
、
資
料
相
互
間
の
時
期
的
・
内
容
的
関
連
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
前

後
の
時
期
の
既
刊
『
講
義
録
』
と
比
較
し
て
、
こ
の
時
期
の
特
徴
を
明
ら
か
に

す
る
。

◇
二
〇
一
三
年
度

一
九
五
〇
年
代
後
半
の
重
要
論
文
「
日
本
の
思
想
」「
開
国
」「
忠
誠
と
反
逆
」

な
ど
と
こ
の
時
期
の
講
義
内
容
と
を
比
較
分
析
し
、
当
時
の
丸
山
に
お
け
る
日

本
思
想
史
像
の
変
化
に
つ
い
て
全
体
的
な
理
解
を
得
る
。
ま
た
こ
の
年
代
の
講

義
を
聴
い
た
学
生
の
筆
記
ノ
ー
ト
を
蒐
集
し
、
内
容
を
調
査
す
る
。

◇
二
〇
一
四
年
度

丸
山
の
遺
し
た
第
一
次
資
料
（
自
筆
ノ
ー
ト
や
原
稿
、
生
協
が
作
成
し
た
講
義

プ
リ
ン
ト
へ
の
丸
山
の
書
き
こ
み
な
ど
）
と
学
生
の
講
義
筆
記
ノ
ー
ト
と
を
つ

き
あ
わ
せ
て
、
五
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
復

元
を
目
指
す
。
一
名
が
古
代
以
降
を
内
容
と
し
た
五
六
・
五
九
年
度
を
、
他
の

一
名
が
戦
国
末
期
以
後
を
内
容
と
し
た
五
七
・
五
八
年
度
を
担
当
す
る
。

◇
二
〇
一
五
年
度

講
義
の
復
元
作
業
を
継
続
し
、
作
業
が
完
成
し
た
年
度
の
講
義
か
ら
順
次
公
刊

す
る
（
刊
行
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
出
版
会
と
の
間
で
了
解
が
あ
る
）。
研
究

成
果
を
生
か
し
た
校
注
や
解
題
を
付
し
、
こ
の
時
期
の
丸
山
の
講
義
が
丸
山
の

学
問
と
思
想
の
形
成
過
程
の
中
で
も
つ
重
要
な
意
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

◇
二
〇
一
六
年
度

前
年
度
に
続
き
、
復
元
が
終
っ
た
年
度
の
講
義
録
を
公
刊
し
、
作
業
を
完
了
す

る
。
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③
期
待
さ
れ
る
成
果
ま
た
は
そ
の
公
表
計
画

丸
山
文
庫
所
蔵
の
重
要
資
料
に
関
し
て
順
次
デ
ジ
タ
ル
化
を
は
か
り
、
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
で
国
内
外
の
学
界
に
寄
与
す
る
。

ま
た
五
年
内
に
翻
刻
な
い
し
出
版
を
計
画
し
て
い
る
重
要
資
料
と
し
て
は
、⑴「
正

統
と
異
端
」
関
係
の
自
筆
草
稿
類
と
関
連
資
料
類
、
⑵
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
東

大
法
学
部
に
お
け
る
日
本
政
治
思
想
史
講
義
（
一
九
五
六
年
度
〜
五
九
年
度
の
四

年
分
）、
⑶
「
倫
理
意
識
の
古
層
」
の
翻
刻
（「
古
層
」
論
に
は
「
歴
史
意
識
」「
政

治
意
識
」「
倫
理
意
識
」
の
三
つ
が
あ
る
が
、
最
後
の
も
の
は
未
刊
に
終
わ
っ
た
。

文
庫
に
は
完
成
度
の
高
い
草
稿
が
あ
る
の
で
、
そ
の
翻
刻
を
め
ざ
す
）。
⑷
来
簡

類
の
う
ち
、
著
作
権
な
ど
で
問
題
が
な
く
学
術
的
意
義
の
高
い
も
の
の
翻
刻
。

以
上
の
う
ち
⑵
に
つ
い
て
は
東
大
出
版
会
と
の
間
で
刊
行
の
了
解
が
あ
る
。
同

会
は
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
全
七
冊
を
既
刊
し
て
お
り
、
そ
の
続
刊
と
な
る
。
上

記
以
外
に
も
、
調
査
の
進
捗
に
つ
れ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
重
要
資
料
は
順
次
『
丸

山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』（
以
下『
セ
ン
タ
ー
報
告
』と
略
記
）

に
掲
載
し
、
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
。
研
究
発
表
と
し
て
は
、
上
記
⑴
⑵
⑶
に

関
連
す
る
も
の
以
外
に
、
新
渡
戸
・
南
原
・
丸
山
の
政
治
思
想
史
的
関
連
、
丸
山

の
音
楽
理
解
と
教
養
形
成
と
の
関
係
、
書
簡
を
通
し
て
窺
え
る
丸
山
と
海
外
知
識

人
の
交
流
に
関
す
る
研
究
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。

Ⅱ

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
研
究
と
公
開

こ
こ
で
は
、
実
際
に
進
め
ら
れ
た
事
業
の
内
容
に
即
し
て
、
①
丸
山
文
庫
所
蔵

草
稿
資
料
類
の
調
査
・
翻
刻
（
主
に
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
誌
上
で
示
し
た
成
果
）、

②
資
料
集
の
公
刊
、
③
草
稿
資
料
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
の
構
築
・
公
開
、
④
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
構
築
・
公
開
、
に
分
け
て
作
業
の
進

捗
過
程
と
そ
の
成
果
を
記
す
。

①
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
資
料
類
の
調
査
・
翻
刻

丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
資
料
類
の
う
ち
学
術
的
価
値
の
高
い
資
料
の
調
査
と
翻

刻
は
、
以
下
の
も
の
を
取
り
上
げ
、
作
業
を
進
め
た
。

二
〇
一
二
年
度
・
一
三
年
度
は
、
主
に
二
つ
の
テ
ー
マ
に
即
し
て
調
査
・
翻
刻

を
進
め
た
。
福
沢
諭
吉
関
連
資
料
と
日
本
政
治
思
想
史
講
義
関
連
資
料
で
あ
る
。

ま
ず
、
福
沢
諭
吉
関
連
資
料
の
調
査
に
着
手
し
た
。
丸
山
の
福
沢
に
関
す
る
資

料
は
、
そ
の
重
要
度
に
た
い
し
て
、
量
が
多
く
か
つ
錯
雑
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
大
ま
か
な
整
理
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
今
回
精
密
な
調
査
を
進

め
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
丸
山
の
講
演
速
記
、
自
筆
講
演
原
稿
、
公
刊
さ
れ
た
講

演
の
、
こ
れ
ま
で
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
の
作
業
に
は
、
松
沢
弘
陽
氏
・
山
辺
春
彦
氏
が
当
た
り
、
そ
の
調
査
の
概
要
を

「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
草
稿
・
速
記
稿
類
の
概
況
」
と
し

て
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。
ま
た
、
こ

の
調
査
を
ふ
ま
え
、
講
演
記
録
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」

を
翻
刻
し
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
に
掲
載
し
た
。

ま
た
、
丸
山
が
東
京
帝
国
大
学
で
行
っ
た
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
講
義
原
稿

の
調
査
と
そ
の
復
元
・
翻
刻
を
行
っ
た
。
二
〇
一
二
年
度
は
、「
戦
中
「東
洋
政
治

丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築
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思
想
史
」講
義
原
稿
」
を
翻
刻
し
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
八
号
（
二
〇
一
三
年
三

月
）
に
掲
載
し
た
。
こ
の
作
業
に
は
、
宮
村
治
雄
氏
・
山
辺
氏
・
金
子
元
氏
・
川

口
雄
一
が
当
た
り
、
当
時
の
変
則
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
進
め

ら
れ
た
丸
山
の
講
義
の
概
要
と
が
示
さ
れ
た
。

二
〇
一
三
年
度
は
、
前
年
度
に
ひ
き
つ
づ
き
、「
一
九
四
七
年
度
・
一
九
四
五
年

度
「東
洋
政
治
思
想
史
」講
義
原
稿
」
を
翻
刻
し
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
に
掲

載
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
前
年
度
の
作
業
と
の
関
連
か
ら
、
宮
村
氏
・
山
辺
氏
が

中
心
と
な
っ
て
進
め
、
解
題
を
作
成
し
た
（
両
氏
の
作
業
を
金
子
氏
・
川
口
・
播

磨
崇
晃
氏
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
）。
解
題
で
は
、
敗
戦
直
後
の
混
乱
期
の
な
か
、
丸
山

が
行
っ
た
講
義
の
構
成
を
示
し
た
ほ
か
、
内
容
的
に
深
く
関
連
し
た
一
九
四
七
年

度
と
四
五
年
度
と
の
重
複
部
分
と
重
複
し
な
い
部
分
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。

二
〇
一
三
年
度
以
降
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
英
文
草
稿
類
の
調
査
に
も
着
手
し
、

そ
の
成
果
の
一
つ
と
し
て
、
二
〇
一
四
年
度
に
、「“Som

e
A
spects

ofM
oral

（
倫
理
意
識
の
「古
層
」）
原
稿
」
を
翻
刻
し
、『
セ

Consciousness
in

Japan”

ン
タ
ー
報
告
』
第
十
号
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。
こ
れ
は
、
当
初
の

事
業
計
画
に
掲
げ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
一
連
の「
古
層
」論
の
う
ち
未
公
表
だ
っ

た
「
倫
理
意
識
の
「古
層
」」
が
こ
こ
に
明
ら
か
と
な
っ
た
（
邦
訳
版
が
後
掲
『
丸

山
眞
男
集
別
集
』
第
三
巻
に
収
録
）。
こ
の
作
業
に
は
、
山
辺
氏
・
金
子
氏
・
播

磨
氏
が
当
た
り
、調
査
結
果
を
解
題
と
し
て
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、当
該
テ
ー

マ
に
関
わ
る
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

二
〇
一
五
年
度
は
、
主
に
二
つ
の
資
料
の
調
査
・
翻
刻
を
行
い
、
い
ず
れ
も
『
セ

ン
タ
ー
報
告
』
第
十
一
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。
そ
の
第
一
は
、

丸
山
が
東
京
大
学
法
学
部
で
行
っ
た
一
九
五
〇
年
度
の
「
政
治
学
史
」
講
義
の
復

元
・
翻
刻
で
あ
る
。
こ
の
作
業
は
、
渡
辺
浩
氏
を
中
心
と
し
て
進
め
、
川
口
・
播

磨
氏
・
山
辺
氏
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
解
題
の
な
か
で
、
渡
辺
氏
は
、
東
京
大
学
法

学
部
に
お
け
る
講
座
「
政
治
学
史
」
の
由
来
と
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
、
日
本

政
治
思
想
史
を
専
門
と
し
た
丸
山
が
、
西
洋
政
治
思
想
史
を
内
容
と
す
る
こ
の
講

座
を
担
当
し
た
背
景
に
つ
い
て
推
定
を
行
っ
て
い
る
。

第
二
に
、
丸
山
が
李
沢
厚
と
の
対
談
時
に
作
成
し
た
メ
モ
を
翻
刻
し
た
。
こ
の

作
業
は
、
平
石
直
昭
氏
・
川
口
・
金
子
氏
が
当
た
り
、
平
石
氏
が
解
説
を
、
川
口
・

金
子
氏
が
文
献
解
題
を
作
成
し
た
。
こ
の
資
料
の
翻
刻
の
背
景
に
は
、
二
〇
一
四

年
四
月
開
催
の
第
七
回
研
究
会
に
お
け
る
近
藤
邦
康
氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

の
報
告
が
あ
る
（
詳
細
は
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
号
掲
載
の
特
別
寄
稿
「
一
九

八
九
年
三
月
二
〇
日
丸
山
眞
男
・
李
沢
厚
対
談
」
を
参
照
）。
こ
の
報
告
の
後
、
丸

山
文
庫
所
蔵
資
料
の
な
か
に
丸
山
が
当
時
作
成
し
た
メ
モ
が
発
見
さ
れ
、
近
藤
氏

の
報
告
内
容
を
裏
づ
け
る
と
共
に
、
近
藤
氏
の
報
告
に
従
っ
て
、
メ
モ
の
配
列
を

入
れ
替
え
て
読
む
必
要
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
作
業
は
、
量
と
し
て
少

な
い
も
の
だ
が
、
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
と
資
料
解
釈
と
が
深
く
関
連
す
る
こ
と

を
示
す
重
要
な
成
果
で
あ
る
。

二
〇
一
六
年
度
は
、
未
公
刊
の
英
文
草
稿
「M

arxism
in

pre-w
ar

and

」（
資
料
番
号

）
を
翻
訳
し
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
二
号

post-w
arJapan

365
（
二
〇
一
七
年
三
月
）
に
掲
載
し
た
。
こ
の
作
業
に
は
、
湯
浅
成
大
氏
が
当
た
っ

た
。
こ
の
資
料
は
、
丸
山
執
筆
の
英
文
原
稿
の
み
な
ら
ず
、
丸
山
ゆ
か
里
夫
人
筆

の
口
述
筆
記
や
他
筆
の
図
表
な
ど
を
含
む
多
様
な
も
の
で
あ
り
、
内
容
的
に
も
断
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片
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
英
文
部
分
の
翻
訳
お
よ
び
そ
れ
と
並
行
し
た
資
料
調

査
に
よ
っ
て
、
今
後
の
研
究
の
た
め
に
貴
重
な
知
見
が
広
く
提
供
さ
れ
た
。

ま
た
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
庶
民
大
学
三
島
教
室
関
連
資
料
の
整
理
と
公
開
を
進

め
る
と
共
に
、
三
島
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
の
関
連
資
料
に
当
た
り
、
丸
山
文
庫
所

蔵
資
料
と
の
関
連
性
を
調
査
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
川
口
が
担
当
し
、
そ
の
調
査

の
概
要
を
「
庶
民
大
学
三
島
教
室
関
連
資
料
調
査
報
告
―
そ
の
「現
在
」と
第
一
次

史
料
―
」
と
し
て
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
二
号
に
掲
載
し
た
。

さ
ら
に
、
一
九
四
六
年
、
四
八
年
の
長
野
県
に
お
け
る
丸
山
の
講
演
活
動
等
の

評
伝
的
事
実
に
つ
い
て
詳
細
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
を
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
情
報

を
も
と
に
、
飯
田
市
立
中
央
図
書
館
、
県
立
長
野
図
書
館
、
信
濃
教
育
博
物
館
に

て
調
査
し
た
。『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
一
巻
収
録
の
講
演
記
録
「
政
治
嫌
悪
・

無
関
心
と
独
裁
政
治
」、「
民
主
主
義
政
治
と
制
度
」（
い
ず
れ
も
一
九
四
八
年
）
の

背
景
事
情
等
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
臼
井
吉
見
文
学
館
（
安
曇
野

市
）
に
て
、
未
公
表
の
丸
山
執
筆
原
稿
「
「安
曇
野
」完
結
祝
賀
会
に
お
け
る
丸
山

東
大
教
授
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の
調
査
・
収
集
を
行
っ
た
。
調
査
結
果
の
概
要
は
、

『
丸
山
眞
男
集
』
別
巻
（
新
訂
増
補
）
の
正
誤
表
の
中
で
示
さ
れ
、
未
公
表
原
稿

（
コ
ピ
ー
）
は
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
て
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
資
料
集
の
公
刊

二
〇
一
四
年
よ
り
、
丸
山
眞
男
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
記
念
す
る
出
版
事
業
を
開

始
し
た
。
こ
の
事
業
に
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、『
丸
山
眞
男
集
』
全
一
六

巻
・
第
四
刷
お
よ
び
同
別
巻
・
新
訂
増
補
の
刊
行
、
も
う
一
つ
は
、『
丸
山
眞
男
集

別
集
』
の
刊
行
で
あ
る
（
共
に
岩
波
書
店
刊
）。

⑴
ま
ず
、『
丸
山
眞
男
集
』
全
一
六
巻
・
別
巻
は
、
丸
山
生
前
に
企
画
、
刊
行
さ

れ
、
丸
山
没
後
、
重
刷
の
た
び
、
編
者
に
よ
っ
て
誤
記
等
が
修
正
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査
に
よ
り
、
丸
山
が
自
著
に
施
し
た

修
正
の
跡
な
ど
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
第
四
刷
は
、
こ

の
修
正
の
跡
な
ど
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
（
二
〇
一
四
年
三
月
〜
一
五
年
六
月

刊
）。
ま
た
、
本
書
中
の
各
引
用
文
に
つ
い
て
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
図
書
資
料
類
な

ど
に
当
た
り
、
初
版
を
大
き
く
変
え
な
い
範
囲
で
訂
正
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

点
で
、
第
四
刷
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
本
書
は
、
実
質
的
に
は
改
訂
版
と
し
て
の
意

義
を
も
っ
て
い
る
。

ま
た
、『
丸
山
眞
男
集
』
別
巻
・
新
訂
増
補
（
二
〇
一
五
年
七
月
刊
）
は
、
丸
山

文
庫
所
蔵
資
料
の
調
査
に
よ
る
新
た
な
情
報
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
く
に

「
年
譜
」
で
は
、
第
二
部
と
し
て
、
東
京
女
子
大
学
に
お
け
る
丸
山
眞
男
文
庫
の

設
立
過
程
、
丸
山
文
庫
を
所
管
す
る
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
が

進
め
て
き
た
事
業
な
ど
を
記
録
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
作
業
は
、
初
版
時
よ
り
編
集
作
業
に
携
わ
っ
て
き
た
松
沢
氏
が
中
心

と
な
っ
て
進
め
た
。
別
巻
付
録
の
『
月
報
』
に
、「『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
刷
と
『
別

巻
新
訂
増
補
』
の
完
結
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
て
松
沢
氏
が
編
集
過
程
等
の
詳
し

い
背
景
を
記
し
て
い
る
。

⑵
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
は
、
そ
れ
ま
で
の

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
整
理
・
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
、『
丸
山
集
』
未

収
録
資
料
や
未
公
刊
資
料
を
新
た
に
編
集
・
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
の
計
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画
で
は
、「
丸
山
文
庫
所
蔵
の
重
要
未
公
刊
資
料
を
中
身
と
す
る
資
料
集
」
の
公
刊

は
、前
述
の
よ
う
に
二
〇
一
六
年
度
に
行
う
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

二
〇
一
三
年
度
の
冬
頃
に
企
画
が
立
ち
上
が
り
、
全
五
巻
の
刊
行
予
定
で
、
現
在

第
三
巻
ま
で
刊
行
し
て
い
る
（
二
〇
一
四
年
一
二
月
〜
一
五
年
六
月
）。
第
一
巻

〜
第
三
巻
の
編
集
に
は
平
石
氏
と
黒
沢
が
当
た
り
、
第
四
巻
に
は
中
田
喜
万
氏
と

黒
沢
が
、
第
五
巻
に
は
河
野
有
理
氏
と
黒
沢
が
当
た
っ
て
い
る
が
（
全
巻
の
編
集

協
力
者
と
し
て
山
辺
氏
・
川
口
）、
こ
の
編
集
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
資
料
の

整
理
・
調
査
を
進
め
て
き
た
多
く
の
関
係
者
の
寄
与
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
女

子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
の
名
を
冠
し
て
刊
行
し
た
。

以
上
の
事
情
を
、
本
書
の
『
内
容
見
本
』
に
掲
げ
た
「
編
者
の
こ
と
ば
」
が
端

的
に
示
し
て
い
る
。

「
東
京
女
子
大
学
は
、
丸
山
眞
男
の
遺
族
か
ら
蔵
書
や
草
稿
資
料
類
の
寄
贈

を
う
け
、
一
九
九
九
年
に
丸
山
眞
男
文
庫
を
設
置
し
た
。
以
来
、
学
内
外
の

多
く
の
研
究
者
が
協
力
し
て
、
調
査
と
整
理
に
従
事
し
て
き
た
。
現
在
で
は

一
般
に
も
公
開
さ
れ
、
所
蔵
資
料
を
使
っ
た
研
究
も
出
始
め
て
い
る
。
今
回

公
刊
す
る
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
は
、
こ
の
調
査
過
程
で
発
見
さ
れ
た
著
述

類
か
ら
完
成
度
の
高
い
も
の
を
選
び
、
編
集
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。『
丸

山
眞
男
集
』
未
収
の
作
品
や
、
自
筆
原
稿
、
講
演
・
対
談
記
録
等
が
あ
る
。

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
年
代
順
に
配
列
し
た
が
、
「正
統
と
異
端
」は
長
期
に
わ

た
る
た
め
、
別
に
二
巻
と
し
た
。

敗
戦
か
ら
約
七
〇
年
、
日
本
は
大
き
な
曲
が
り
角
に
立
っ
て
い
る
。
「原

点
」の
確
認
が
今
ほ
ど
必
要
な
時
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
集
は
そ
の
最
良
の

指
南
車
に
な
る
と
信
ず
る
」

な
お
、
刊
行
後
の
調
査
に
よ
っ
て
、『
別
集
』
収
録
作
品
の
基
準
に
か
な
う
資
料

が
新
た
に
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
付
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
ら
の
作
品
は
今

後
も
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
誌
上
で
翻
刻
・
公
刊
し
て
い
く
。

③
草
稿
資
料
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
公
開

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
心
課
題
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
草
稿
資
料
類
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
お
よ
び
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
・
公
開
の
作
業
は
、
以
下
の

よ
う
に
進
め
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
作
業
は
、
特
任
研
究
員
を
中
心
と
す
る
丸
山

眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ
が
主
に
進
め
た
。

ま
ず
、
二
〇
一
二
年
度
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
構
築
の
事
前
調
査
と
し
て

以
下
の
作
業
を
行
っ
た
。
⑴
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
作
業
を
計
画
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
資
料
の
内
容
を
確
認
し
た
。
⑵
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
シ
ス
テ

ム
構
築
を
委
託
す
る
業
者
の
選
定
を
見
す
え
、
丸
山
文
庫
の
資
料
に
適
し
た
シ
ス

テ
ム
の
検
討
を
行
っ
た
。
⑶
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
将
来
的
に
、
丸
山
眞
男

以
外
の
著
作
者
の
諸
資
料
を
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
こ
と
を
め
ざ

し
、
著
作
権
者
よ
り
公
開
の
許
諾
を
得
る
た
め
の
手
続
き
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
音
声
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
準
備
を
進
め
た
。
こ
れ
は
前
年
度

ま
で
の
事
業
を
継
続
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
二
〇
一
二
年
度
は
、
以
下
の

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
寄
託
・
寄
贈
を
受
け
、
順
次
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

た
。
⑴
石
田
雄
氏
よ
り
三
本
、
⑵
勝
股
光
政
氏
よ
り
四
五
本
、
⑶
増
子
信
一
氏
よ

り
二
本
、
⑷
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
よ
り
一
本
（
詳
細
は
、
平
石
・
川
口
「
二
〇
一
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二
年
度

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
公
開
と
利
用
状
況
」『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号

掲
載
を
参
照
）。
な
お
、
内
容
が
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
及
ん
で
い
な
い
音
声

資
料
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
完
了
後
、
東
京
女
子
大
学
図
書
館
内
で
公
開
し
て
い
る
。

二
〇
一
三
年
度
以
後
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
登
録
す
る
丸
山
文
庫
所
蔵
草

稿
資
料
類
の
画
像
を
作
成
す
る
た
め
、
ブ
ッ
ク
ス
キ
ャ
ナ
を
用
い
た
同
資
料
類
の

デ
ジ
タ
ル
化
作
業
を
進
め
た
。
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
は
、
特
任
研
究
員
の

指
示
の
下
、
東
京
女
子
大
学
の
院
生
・
学
部
学
生
の
ス
タ
ッ
フ
が
主
に
当
た
っ
た
。

こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
対
象
と
な
る
資
料
約
四
〇
〇
〇
点

の
う
ち
、
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
約
一
四
〇
〇
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
。
ま
た

二
〇
一
五
年
一
二
月
、
対
象
と
な
る
資
料
約
四
八
〇
〇
点
の
う
ち
、
約
五
分
の
二

に
あ
た
る
約
二
〇
〇
〇
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
し
た
。
二
〇
一
七
年
一
月
末
日

現
在
、
対
象
と
な
る
資
料
約
五
〇
〇
〇
点
の
う
ち
、
半
分
に
近
い
約
二
三
〇
〇
点

の
デ
ジ
タ
ル
化
が
終
了
し
た
。
こ
れ
ら
の
す
べ
て
が
東
京
女
子
大
学
図
書
館
内
で

閲
覧
可
能
で
あ
る
。

な
お
、
対
象
資
料
が
増
加
し
て
い
る
理
由
は
、
一
つ
に
は
、
関
係
者
に
よ
る
資

料
の
寄
贈
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
資
料
の
整
理
・
調
査
が

進
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
総
量
に
変
化
は
な
い
が
、
資
料
が
枝
分
け
さ
れ
、
点

数
と
し
て
は
増
加
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
資
料
点
数
の
大
幅
な
増
加
の
理
由

と
し
て
は
後
者
が
大
き
い
。

二
〇
一
五
年
六
月
一
日
、「
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」

（

）
を
公
開
し
た
。
こ
の

http://m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/archives/

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
資
料
類
の
検
索
と
、
同
資
料
類

の
資
料
画
像
の
閲
覧
と
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
後

者
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
と
並
行
し
て
部
分
公
開
を
開

始
し
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
は
、
丸
山
眞
男
作
成
の
資
料
ほ
ぼ
す
べ
て
の
画
像

が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
六
年
七
月

に
は
、
著
作
権
継
承
者
の
許
諾
を
得
て
、
岡
義
武
作
成
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
上
で
公
開
し
た（
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
で
公
開
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
、

東
京
女
子
大
学
図
書
館
内
で
閲
覧
可
能
）。

な
お
、
草
稿
資
料
類
の
整
理
・
調
査
、
デ
ジ
タ
ル
化
、
公
開
は
、
今
後
も
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

④
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
構
築
・
公
開

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
は
、
本
事
業
開
始
時
に
、
そ
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
草
稿
資
料
類
に
つ
い
て
は
、前
述
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
、

広
く
活
用
可
能
に
な
る
が
、
図
書
資
料
類
は
、
草
稿
資
料
類
と
同
様
に
扱
う
こ
と

が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
図
書
資
料
類
を
対
象
と
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
を
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
姉
妹
サ
イ
ト
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
を
考
え
る
に
至
っ
た
。
こ

の
作
業
は
、
佐
藤
美
奈
子
氏
ほ
か
丸
山
文
庫
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
り
、
以
下
の

よ
う
に
進
め
た
。

ま
ず
二
〇
一
二
年
度
は
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
に
詳
し
い
研
谷
紀
夫
氏
（
関
西
大

学
准
教
授
）
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の
見
通
し
を
東
京
女
子
大
学
図
書
館

職
員
と
文
庫
ス
タ
ッ
フ
で
協
議
し
た
。
そ
の
上
で
業
者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

見
積
書
の
作
成
を
依
頼
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
度
以
降
は
、
丸
山
宅
の
各
部
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屋
に
お
け
る
図
書
資
料
類
の
配
列
状
況
を
調
査
・
確
認
し
、
図
書
リ
ス
ト
を
作
成

し
た
。

二
〇
一
五
年
三
月
九
日
、「
丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
」（http:

）
を
公
開
し
た
。
そ
の
ト
ッ
プ

//m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/shoko/

ペ
ー
ジ
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
構
築
の
背
景
と
意
義
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
示
し
た
。

「
本
サ
イ
ト
は
、
政
治
学
者
・
丸
山
眞
男
が
生
前
、
自
宅
に
所
蔵
し
て
い
た
時

の
蔵
書
状
況
を
ウ
ェ
ブ
上
に
再
現
し
た
も
の
で
す
。

丸
山
の
蔵
書
は
、
一
九
九
八
年
九
月
に
東
京
女
子
大
学
に
寄
贈
さ
れ
、
九

九
年
春
か
ら
図
書
館
地
階
の
コ
ー
ナ
ー
に
搬
入
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
の
配

架
に
際
し
て
「蔵
書
の
配
列
順
も
ま
た
丸
山
の
思
想
を
反
映
す
る
」と
い
う
考

え
の
下
、
丸
山
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
際
の
配
列
を
可
能
な
限
り
い
か
す
方

針
が
と
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
に
所
蔵

さ
れ
て
い
る
書
籍
は
、
一
般
的
な
図
書
館
の
分
類
法
に
基
づ
か
ず
、
丸
山
家

に
お
け
る
配
列
を
再
現
し
た
形
で
書
架
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
丸
山

の
書
き
こ
み
が
あ
っ
た
り
、
保
存
状
態
が
悪
か
っ
た
り
し
た
書
籍
は
、
管
理

保
存
の
観
点
か
ら
閉
架
書
庫
に
収
蔵
す
る
方
針
を
と
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

丸
山
家
に
あ
っ
た
よ
う
な
形
で
の
蔵
書
の
全
体
像
を
見
る
こ
と
は
、
現
在
で

は
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
は
、
丸
山
の
思
想
が
反
映
さ
れ
た
も
と
の
書
架
の

配
列
を
、よ
り
多
く
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
」

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
は
、
そ
れ
自
体
が
新
し
い
研
究
リ
ソ
ー
ス
で
あ
る
。
実
際
、

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
公
開
後
、
思
想
史
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ

ア
等
の
人
び
と
か
ら
も
多
く
の
反
響
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
丸
山
研
究
、
思
想
史

研
究
は
も
と
よ
り
、
広
く
人
文
社
会
科
学
等
に
お
い
て
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
が
多
様

な
方
法
で
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
お
よ
び
前
述
の
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
仕
様
等
の

詳
細
は
、
丸
山
眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ
「
丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
と
草
稿

類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
公
開
―
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
ー
マ
２
成
果
報
告
―
」（『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
一
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

掲
載
。
本
書
二
二
一
頁
以
下
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
構
築
作
業

に
あ
た
り
、
堀
内
健
司
氏
、
川
口
ほ
か
丸
山
文
庫
ス
タ
ッ
フ
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
と

し
て
丸
山
文
庫
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
日
本
各
地
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
訪
ね
、
以

下
の
研
究
機
関
、
図
書
館
、
資
料
館
に
て
調
査
を
行
っ
た
（
な
お
新
渡
戸
ア
ー
カ

イ
ブ
に
つ
い
て
は
別
項
を
設
け
る
）。

・
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
愛
媛
人
物
博
物
館
（
愛
媛
県
）

・
水
俣
市
立
図
書
館
（
熊
本
県
）

・
水
俣
市
立
蘇
峰
記
念
館
（
熊
本
県
）

・
同
志
社
大
学
今
出
川
図
書
館
徳
富
文
庫
（
京
都
府
）

・
吉
野
作
造
記
念
館
（
宮
城
県
）

・
東
北
大
学
史
料
館
（
村
岡
典
嗣
文
書
／
宮
城
県
）

・
秋
田
県
立
博
物
館
（
秋
田
県
）

・
三
浦
梅
園
資
料
館
（
大
分
県
）

・
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
（
大
分
県
）
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・
日
出
町
立
萬
里
図
書
館
（
大
分
県
）

・
中
津
市
立
小
幡
記
念
図
書
館
（
大
分
県
）

・
廣
瀬
資
料
館
（
大
分
県
）

・
筑
西
市
立
関
本
公
民
館
図
書
室
塙
文
庫
（
茨
城
県
）

・
茨
城
県
立
歴
史
館
（
茨
城
県
）

・
南
方
熊
楠
記
念
館
（
和
歌
山
県
）

・
飯
田
市
美
術
博
物
館
（
長
野
県
）

・
津
山
洋
学
資
料
館
（
岡
山
県
）

・
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
（
矢
内
原
忠
雄
文
庫
／
沖
縄
県
）

最
後
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
・
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
に
象
徴

さ
れ
る
研
究
基
盤
の
形
成
に
伴
い
、
こ
の
研
究
基
盤
を
国
際
的
な
も
の
と
し
て
い

く
た
め
、
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
お
よ
び
そ
の
翻
訳
を
以
下
の
よ
う
に
進
め

た
。二

〇
一
二
年
三
月
二
八
日
、
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
を
公
開
し

た
の
を
始
め
と
し
て
（http://office.tw

cu.ac.jp/univ/research/proj-

）、
二
〇
一
六
年
度
に
は
、
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想

ect/m
aruyam

a-project/

研
究
セ
ン
タ
ー
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
国
語
訳
文（
英
語
／
中
国
語
）を
作
成
・

公
開
し
た
。
具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
「
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：「
概
要
」

⑵
「
丸
山
眞
男
文
庫
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：「
概
要
」「
所
蔵
案
内
及
び
検
索
方
法
」

⑶
「
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：「
概
要
」「
メ
ン
バ
ー
」

⑷
「
丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
」：
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

⑸
「
丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」：「
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に

つ
い
て
」

こ
れ
ら
の
う
ち
、
⑴
〜
⑶
は
二
〇
一
七
年
三
月
に
、
⑷
⑸
は
二
〇
一
六
年
六
月

に
作
業
を
完
了
し
、
公
開
し
て
い
る
。

Ⅲ

丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
と
そ
れ
へ
の
書
込
み
の
調
査
研
究

丸
山
文
庫
に
は
、
多
く
の
楽
譜
類
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
丸
山
の
書

込
み
の
あ
る
も
の
は
、
四
三
四
冊
に
及
ぶ
。
本
事
業
で
は
、
こ
の
書
込
み
部
分
の

公
開
（
そ
れ
に
伴
う
デ
ジ
タ
ル
化
）
と
そ
の
内
容
を
中
心
と
し
て
調
査
・
研
究
を

進
め
た
。
進
捗
過
程
と
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
は
、
土
合
文
夫
「
丸
山
文
庫
楽
譜
蔵
書
の
調
査
を
ひ
と
ま
ず
終

え
て
」（『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
七
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
掲
載
）
の
調
査
報
告

を
も
と
に
楽
譜
の
書
込
み
状
況
を
確
認
し
、
公
開
方
法
の
検
討
を
行
っ
た
。
二
〇

一
三
年
度
以
降
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
楽
譜
類
、
と
く
に
丸
山
自
身
の
書
込
み
が
あ

る
も
の
を
中
心
と
し
て
調
査
と
研
究
を
進
め
た
。
ま
た
、
丸
山
の
書
込
み
の
あ
る

ペ
ー
ジ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
に
着
手
し
た
。
二
〇
一
四
年
度
に
は
、
丸
山
の
書
込

み
の
あ
る
楽
譜
四
三
四
冊
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
が
完
了
し
、
す
べ
て
東
京
女
子
大

学
図
書
館
に
て
閲
覧
可
能
と
な
っ
た
。

二
〇
一
四
年
一
一
月
、丸
山
に
お
け
る
音
楽
の
素
養
に
つ
い
て
の
試
論
と
し
て
、

土
合
氏
が
第
八
回
研
究
会
で
「
丸
山
眞
男
と
文
人
た
ち
と
の
交
流
」
と
題
す
る
報
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告
を
行
っ
た
。
二
〇
一
六
年
三
月
、
こ
の
報
告
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
論
稿
が

『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
七
月
、
丸
山
の
楽
譜
へ
の
書
込
み
を
通
じ
て
彼
の
思
想
史

方
法
論
の
研
究
を
進
め
て
い
る
奥
波
一
秀
氏
（
日
本
女
子
大
学
准
教
授
）
を
招
き
、

第
一
一
回
研
究
会
で
「
丸
山
眞
男
と
音
楽
に
ま
つ
わ
る
い
く
つ
か
の
謎
」
と
題
し

て
報
告
し
て
い
た
だ
い
た
。
丸
山
に
お
け
る
「
執
拗
低
音
」
と
い
う
方
法
と
神
話

解
釈
と
の
関
係
の
問
題
な
ど
、
有
益
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
な
お
、
氏
に
は
、

「〈
知
性
の
愚
者
〉で
あ
る
こ
と
」（『
現
代
思
想
』二
〇
一
四
年
八
月
臨
時
増
刊
号
）、

「
丸
山
眞
男
に
お
け
る
音
楽
と
啓
蒙
の
問
題
」（『
図
書
』
二
〇
一
五
年
一
月
号
）

な
ど
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
論
稿
が
多
数
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
丸
山
文
庫
所
蔵
楽
譜
類
に
関
す
る
事
業
は
、
す
で
に
広
く
学

内
外
の
研
究
者
に
よ
っ
て
活
用
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
示
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
さ

ら
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
丸
山
に
お
け
る
音
楽
の
意
味
が
深
め
ら
れ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

Ⅳ

丸
山
眞
男
へ
の
国
内
外
の
書
簡
資
料
（
来
簡
類
）
の
調
査

丸
山
文
庫
所
蔵
の
丸
山
眞
男
へ
の
来
簡
は
、
丸
山
家
保
管
時
に
基
礎
的
な
整
理

が
な
さ
れ
た
う
え
で
文
庫
に
移
管
さ
れ
た
も
の
と
、
図
書
・
雑
誌
、
ノ
ー
ト
・
草

稿
類
、
寄
贈
抜
刷
な
ど
を
整
理
す
る
な
か
で
発
見
さ
れ
た
も
の
と
の
二
種
が
存
在

す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
将
来
的
な
公
開
に
向
け
た
整
理
・
調
査
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
作
業
を
進
め
た
。

①
書
簡
リ
ス
ト
の
作
成

二
〇
一
二
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
整
理
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
作
業
が
必

要
で
あ
り
、
ど
の
程
度
の
時
間
を
要
す
る
か
に
関
す
る
、
予
備
調
査
を
行
っ
た
。

な
か
で
も
発
信
者
中
、
と
く
に
量
が
多
い
人
物
の
書
簡
を
選
び
、
す
べ
て
を
読
ん

で
発
信
日
付
を
特
定
し
た
。
二
〇
一
三
年
度
以
降
は
、こ
の
予
備
調
査
を
も
と
に
、

リ
ス
ト
の
作
成
を
進
め
た
。
発
信
者
が
約
三
四
〇
〇
名
に
の
ぼ
る
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
、
発
信
者
名
（
含
、
フ
リ
ガ
ナ
）
別
の
書
簡
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
今
後

は
、
発
信
者
別
の
通
数
や
各
書
簡
の
発
信
日
な
ど
の
特
定
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
リ

ス
ト
化
が
課
題
で
あ
る
。

②
学
術
的
価
値
の
高
い
書
簡
の
翻
刻
・
公
刊

二
〇
一
二
年
度
の
予
備
調
査
に
よ
っ
て
、
学
術
的
に
重
要
度
の
高
い
も
の
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
と
く
に
書
簡
の
内
容
は
、
発
信
者
と
丸
山
を
中
心
と
す
る

一
部
の
関
係
者
に
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
貴
重
な
情
報
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
学
術
的
に
重
要
度
の
高
い
も
の
は
、
優
先
的
に
調
査
の
対
象
と
し
、
活

字
化
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
の
方
針
に
沿
っ
て
、
二
〇
一
三
年
度
、
竹
田
行
之
氏
（
元
岩
波
書
店
編
集
者
）

の
協
力
を
仰
ぎ
、
吉
野
源
三
郎
が
丸
山
に
宛
て
た
書
簡
三
六
点
を
翻
刻
、『
セ
ン

タ
ー
報
告
』
第
九
号
に
掲
載
し
た
（
そ
の
後
、
丸
山
彰
氏
か
ら
新
た
に
寄
贈
さ
れ

た
吉
野
書
簡
四
点
を
『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
二
号
に
翻
刻
、
掲
載
）。
ま
た
、
二

〇
一
六
年
度
、
鷲
巣
力
氏
（
元
平
凡
社
編
集
者
、
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思

想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
の
協
力
を
仰
ぎ
、
加
藤
周
一
が
丸
山
に
宛
て
た
書
簡
二
六
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点
を
翻
刻
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
二
号
に
掲
載
し
た
。
ど
ち
ら
の
書
簡
も
、
竹

田
氏
、
鷲
巣
氏
に
よ
っ
て
背
景
の
詳
細
が
示
さ
れ
、
丸
山
研
究
の
み
な
ら
ず
、
広

く
思
想
史
研
究
に
と
っ
て
も
重
要
な
内
容
を
一
般
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
竹
内
好
や
南
原
繁
が
丸
山
に
宛
て
た
も
の
な
ど
重
要
な
書
簡

を
数
多
く
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
資
料
の
調
査
と
翻

刻
を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

Ⅴ
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
関
連
資
料
の
調
査
と
公
開

「
正
統
と
異
端
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
以
降
、
晩
年
ま
で
丸
山
が
取
り
組
み

つ
づ
け
た
研
究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
筑
摩
書
房
の
企
画
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
』

の
第
二
巻
と
し
て
、
丸
山
を
中
心
に
出
発
し
た
こ
の
研
究
は
、
し
か
し
未
刊
に
終

わ
っ
た
。
丸
山
は
、
共
同
執
筆
予
定
の
研
究
者
た
ち
と
研
究
会
を
開
催
し
、
そ
の

な
か
で
自
身
の
「
正
統
と
異
端
」
の
研
究
を
進
め
て
い
っ
た
。
断
続
的
に
進
め
ら

れ
た
研
究
会
の
な
か
で
も
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
と
く
に
一
九
八
〇
年
代

に
作
成
さ
れ
た
研
究
会
資
料
に
着
目
し
、
調
査
・
研
究
を
進
め
た
。
そ
の
進
捗
過

程
と
成
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

二
〇
一
二
年
度
は
、
主
と
し
て
、
⑴
丸
山
と
共
同
で
研
究
を
行
っ
た
石
田
雄
氏

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）ほ
か
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、⑵
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
・

ゲ
ラ
類
の
整
理
を
進
め
た
。
⑴
の
活
動
の
副
産
物
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
九
月
、

石
田
氏
よ
り
研
究
会
の
レ
ジ
ュ
メ
を
含
む
関
係
資
料
一
式
が
寄
託
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
の
作
業
に
基
づ
く
研
究
成
果
は
、
河
野
有
理
氏
が
「
「正
統
と
異
端
」研
究
会
を

め
ぐ
っ
て
」
と
題
し
て
、
二
〇
一
三
年
三
月
の
公
開
研
究
会
で
報
告
を
行
っ
た
。

ま
た
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
一
九
八
〇
年
代
の
研
究
会
担
当
編
集
者
で
あ
っ
た

勝
股
光
政
氏
よ
り
研
究
会
の
録
音
テ
ー
プ
四
五
本
が
寄
贈
さ
れ
、
二
〇
一
三
年
度

は
、
録
音
テ
ー
プ
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
並
行
し
て
、
そ
の
内
容
調
査
を
進
め
た
。
二

〇
一
二
年
度
に
調
査
し
た
丸
山
文
庫
所
蔵
の
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
と
録
音
テ
ー
プ

と
を
突
合
せ
る
と
き
、
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
に
は
、
テ
ー
プ
起
こ
し
を
し
た
筑
摩

書
房
編
集
者
の
手
が
相
応
に
加
え
ら
れ
て
お
り
、
丸
山
の
発
言
を
必
ず
し
も
忠
実

に
再
現
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
へ
の
丸
山

の
加
筆
・
修
正
を
経
た
完
成
原
稿
が
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
録
音
テ
ー

プ
の
内
容
は
、
丸
山
が
自
身
の
言
葉
で
「
正
統
と
異
端
」
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

考
え
を
述
べ
た
最
後
の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
〇
一
三
年
度
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
資
料
を
収
録
す
る
東
京
女
子
大
学

丸
山
眞
男
文
庫
編『
丸
山
眞
男
集
別
集
』第
四
巻
・
第
五
巻
の
企
画
が
立
ち
上
が
っ

た
。
こ
の
企
画
を
う
け
、
中
田
氏
お
よ
び
河
野
氏
は
、
打
合
せ
を
重
ね
、
上
記
の

録
音
テ
ー
プ
を
新
た
に
文
字
起
こ
し
し
、
そ
れ
を
元
に
編
集
し
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
た
。
な
お
、
第
四
巻
で
は
近
世
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
会
の
記
録
を
、
第
五

巻
で
は
近
代
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
録
を
そ
れ
ぞ
れ
収
録
す
る
こ
と
と
し
た
。

二
〇
一
三
年
度
以
降
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
録
音
テ
ー
プ
の
文
字
起
こ
し

作
業
を
進
め
た
が
、
い
く
つ
か
の
点
で
作
業
が
難
航
し
た
。
第
一
に
、
研
究
会
に

お
け
る
丸
山
の
報
告
や
発
言
は
、
一
般
参
加
者
を
聴
き
手
と
し
た
講
演
等
と
異
な

り
、
そ
れ
ま
で
長
年
、
研
究
を
共
に
し
て
き
た
石
田
氏
を
中
心
と
し
た
小
人
数
の

場
で
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
聴
き
取
り
づ
ら
い
箇
所
が
少
な
か
ら
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ず
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
内
容
が
高
度
に
学
術
的
で
専
門
性
が
高
い

こ
と
か
ら
、
テ
ー
プ
起
こ
し
原
稿
を
正
確
に
仕
上
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
数
名
の

専
門
家
が
時
間
を
要
し
て
校
訂
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
事
情
に
加
え
、
テ
ー
プ
の
分
量
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
文
字
起

こ
し
作
業
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
作
業
と
並
行
し
て
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
「
正
統
と
異
端
」
研

究
会
関
連
資
料
の
整
理
・
調
査
を
さ
ら
に
進
め
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
に
は
、
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
上
に
丸
山
自
筆
の
原
稿
の
ほ
ぼ
す
べ
て
を
公
開
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
こ
れ
ら
の
自
筆
原
稿
に
よ
っ
て
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
録
音
テ
ー

プ
の
な
か
で
聴
き
取
り
づ
ら
い
箇
所
や
高
度
に
専
門
的
な
発
言
を
、
あ
る
程
度
ま

で
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
作
業
の
成
果
と
し
て
、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
の

刊
行
に
結
果
的
に
先
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
紙
幅
の
関
係
で
『
別
集
』
に
は
収

録
で
き
な
か
っ
た
（
本
来
編
者
注
と
し
て
『
別
集
』
に
付
す
予
定
で
あ
っ
た
）
関

連
す
る
自
筆
原
稿
の
翻
刻
を
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
十
一
号
・
第
十
二
号
に
掲
載

し
た
。
こ
の
作
業
に
は
、
黒
沢
・
山
辺
氏
・
川
口
が
当
た
っ
た
。

以
上
、
テ
ー
プ
起
こ
し
、
内
容
の
確
認
、
関
連
資
料
の
整
理
等
に
予
想
外
の
時

間
が
と
ら
れ
た
た
め
、『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
は
、
現
在
な
お

編
集
作
業
中
で
あ
る
。
刊
行
予
定
日
を
超
過
し
て
い
る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
作

業
に
よ
っ
て
、『
別
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
は
、
テ
キ
ス
ト
と
し
て
信
頼
の
置
け
る

「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
記
録
に
な
り
得
る
も
の
と
自
負
し
て
い
る
（
第
四
巻

は
二
〇
一
七
年
内
に
、
第
五
巻
は
そ
れ
に
引
き
続
き
刊
行
の
予
定
で
あ
る
）。

Ⅵ

一
九
五
〇
年
代
後
半
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の
復
元

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
行
っ
た
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
が
も
つ
意
義
に

つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
開
催
の
「
丸
山
文
庫
所
蔵
の
自
筆
講
義
ノ
ー
ト

（
五
〇
年
代
後
半
）
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
平
石
氏
の
研
究
会
報
告
で
示
さ
れ
て

い
る
（
本
書
二
四
八
頁
）。
い
わ
ゆ
る
「
古
層
」
論
と
い
う
思
想
史
的
方
法
に
通
ず

る
前
段
階
と
し
て
、
講
義
に
お
い
て
は
じ
め
て
古
代
を
扱
っ
た
の
は
一
九
五
九
年

度
と
回
想
し
て
い
た
丸
山
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は
、
五
六
年
度
で
あ
る
こ
と
が
丸

山
文
庫
所
蔵
資
料
か
ら
わ
か
る
。
こ
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
丸
山
の
学
問
を
跡

づ
け
る
五
六
年
度
〜
五
九
年
度
の
講
義
録
を
公
刊
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
研
究
の

課
題
で
あ
る
。
そ
の
作
業
は
以
下
の
よ
う
に
進
め
た
。

二
〇
一
二
年
度
は
、
⑴
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
丸
山
が
東
京
大
学
法
学
部
で

行
っ
た
日
本
政
治
思
想
史
講
義
を
復
元
す
る
た
め
、
資
料
の
発
掘
と
収
集
活
動
を

行
っ
た
。
近
藤
邦
康
氏
か
ら
、
一
九
五
六
・
五
七
両
年
度
の
受
講
ノ
ー
ト
を
拝
借

し
た
。
⑵
丸
山
文
庫
所
蔵
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
講
義
ノ
ー
ト
（
丸
山
自
筆
）

の
調
査
を
進
め
た
。

二
〇
一
三
年
度
以
降
は
、
一
九
五
六
〜
五
九
年
度
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
の

復
元
作
業
を
進
め
た
。
当
初
よ
り
、
一
九
五
六
年
度
と
五
九
年
度
の
講
義
、
他
方
、

五
七
年
度
と
五
八
年
度
の
講
義
が
内
容
的
に
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
の
作
業
に
よ
っ
て
、
五
六
年
度
と
五
九
年
度
、
五
七
年
度

と
五
八
年
度
の
重
複
し
て
い
る
部
分
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
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編
集
作
業
の
過
程
で
は
、
既
刊
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
編
集
方
針
に
従
い
、

も
っ
と
も
信
頼
の
置
け
る
丸
山
自
筆
の
原
稿
を
主
と
し
て
用
い
る
こ
と
と
し
、
丸

山
文
庫
所
蔵
資
料
の
な
か
か
ら
該
当
す
る
原
稿
を
探
索
し
た
。
探
索
が
必
要
で

あ
っ
た
の
は
、
各
年
度
の
講
義
原
稿
が
そ
れ
自
体
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
形
で
保
存

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
一
九
五
六
年
度
講
義
の
作
業
の
概
要
に
つ
い

て
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
開
催
の
第
一
二
回
研
究
会
で
「
丸
山
眞
男
・
一
九
五

六
年
度
講
義
の
概
要
」
と
題
し
て
平
石
氏
が
報
告
を
行
っ
た
（
本
書
二
五
九
頁
）。

以
上
の
作
業
を
経
て
、
一
九
五
六
年
度
・
五
九
年
度
の
講
義
、
五
七
年
度
・
五

八
年
度
の
講
義
の
調
査
と
編
集
を
終
え
、
二
〇
一
七
年
三
月
に
東
京
大
学
出
版
会

へ
の
入
稿
が
完
了
し
た
。
前
者
は
平
石
氏
が
、
後
者
は
宮
村
氏
が
担
当
し
、
両
氏

を
山
辺
氏
が
サ
ポ
ー
ト
し
た
。
こ
の
講
義
録
は
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
続
刊
と

し
て
東
京
大
学
出
版
会
よ
り
二
〇
一
七
年
九
月
刊
行
予
定
で
あ
る
。

な
お
前
述
の
通
り
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
中
、
上
記
の
講
義
の
ほ
か
、

戦
中
お
よ
び
敗
戦
直
後
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
、
一
九
五
〇
年
度
「
政
治
学
史
」

の
講
義
原
稿
も
翻
刻
さ
れ
、
丸
山
の
行
っ
た
東
大
法
学
部
で
の
講
義
に
つ
い
て
は

か
な
り
の
部
分
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。

Ⅶ

新
渡
戸
稲
造
関
連
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
の
調
査

本
調
査
の
目
的
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
研
究
テ
ー
マ
に
も
関
わ
る
新
渡
戸

稲
造
の
教
養
観
や
そ
れ
を
め
ぐ
る
思
想
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
東
京
女

子
大
学
所
蔵
の
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
を
は
じ
め
と
す
る
幾
つ
か
の
ア
ー
カ
イ
ブ

に
所
蔵
さ
れ
た
新
渡
戸
関
連
資
料
を
、
ア
ー
カ
イ
ブ
間
の
関
連
性
を
保
ち
な
が
ら

ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
こ
と
が
可
能
か
、
ま
た
そ
の
前
提
と
し
て
、
他
機
関

所
蔵
の
新
渡
戸
関
連
資
料
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
新
渡
戸
を
軸
と
し
た

こ
れ
ら
諸
機
関
の
ア
ー
カ
イ
ブ
相
互
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
深
め
て
い
け
る
か
と

い
っ
た
こ
と
を
調
査
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
延
い
て
、
丸
山
文
庫
を
中

心
と
し
た
事
業
や
研
究
に
と
っ
て
極
め
て
有
益
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
調
査
に
先
立
っ
て
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
研
究
者
の
間
で

共
有
さ
れ
て
い
た
情
報
に
従
え
ば
、
新
渡
戸
関
連
資
料
を
所
蔵
す
る
代
表
的
な
機

関
と
し
て
、
本
学
の
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
の
ほ
か
に
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書

館
の
「
新
渡
戸
稲
造
文
庫
」（http://w

w
w
.lib.hokudai.ac.jp/collec-

）、
東
京
大
学
経
済
学
図
書
館
・
経
済
学
部
資

tions/personal/inazo-nitobe/

料
室
の
「
新
渡
戸
図
書
」（http://w

w
w
.lib.e.u-tokyo.ac.jp/?page_

）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
岩
手
県
盛
岡
市
立
先
人
記
念
館
な
ど
に

id=2094

も
新
渡
戸
関
連
の
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
本
学
所
蔵
資
料
の
主
な
も
の
が

「
新
渡
戸
図
書
」（
新
渡
戸
稲
造
手
沢
本
の
通
称
）で
あ
る
こ
と
か
ら
、上
記
の
ア
ー

カ
イ
ブ
の
重
要
性
が
と
く
に
認
識
さ
れ
て
い
た
（
そ
の
後
の
調
査
に
よ
っ
て
こ
れ

に
新
渡
戸
記
念
館
が
加
わ
っ
た
―
―
後
述
）。

東
京
女
子
大
学
、
北
海
道
大
学
、
東
京
大
学
の
三
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
「
新

渡
戸
図
書
」は
概
し
て
以
下
の
よ
う
な
特
色
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
る
と
い
わ
れ
る
。

⑴
東
京
女
子
大
学
:英
文
学
関
係
を
中
心
と
し
た
蔵
書

⑵
北
海
道
大
学
:農
学
関
係
を
中
心
と
し
た
蔵
書

⑶
東
京
大
学
:植
民
政
策
関
係
を
中
心
と
し
た
蔵
書
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こ
れ
ら
の
う
ち
、
農
業
経
済
を
講
じ
、
台
湾
に
お
け
る
植
民
政
策
や
そ
の
経
験

を
ふ
ま
え
た
大
学
教
育
に
関
わ
っ
た
新
渡
戸
に
と
っ
て
、
と
り
わ
け
⑵
と
⑶
と
の

間
の
親
和
性
は
強
い
。

た
だ
し
、
近
年
の
新
渡
戸
研
究
を
概
観
し
て
み
る
と
、
新
渡
戸
の
思
想
や
活
動

が
も
っ
た
諸
側
面
・
諸
要
素
の
関
連
性
が
多
く
問
題
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
植
民
政
策
講
義
等
に
あ
ら
わ
れ
る
帝
国
主
義
的
要
素
と
国

際
連
盟
事
務
次
長
と
し
て
の
国
際
主
義
的
要
素
、も
し
く
は
帝
国
主
義
的
要
素
と
、

第
一
高
等
学
校
校
長
・
東
京
女
子
大
学
学
長
等
の
立
場
か
ら
の
講
話
に
あ
ら
わ
れ

る
教
養
主
義
的
要
素
と
の
関
連
性
と
い
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
、
上
記
の
諸
資
料

を
総
合
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
念
頭

に
置
き
、本
調
査
は
、た
ん
に
諸
機
関
が
行
っ
て
い
る
ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
整
理
・

保
存
の
方
法
や
工
夫
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
ら
資
料
の
活
用
が
い
か
に
可
能
か
と
い

う
視
点
を
も
っ
て
進
め
た
。

①
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
・
同
大
学
附
属
図
書
館
「
新
渡
戸
稲
造
文
庫
」

二
〇
一
五
年
一
二
月
、
北
海
道
大
学
大
学
文
書
館
お
よ
び
同
大
学
附
属
図
書
館

に
て
調
査
を
行
っ
た
。
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

⑴
大
学
文
書
館
は
、
北
大
の
大
学
史
に
関
わ
る
資
料
を
広
く
収
集
・
整
理
・
公

開
し
て
い
る
が
、
と
く
に
札
幌
農
学
校
時
代
の
資
料
と
し
て
、
学
生
時
代
の
新
渡

戸
の
受
講
ノ
ー
ト
や
、
同
校
教
授
と
し
て
行
っ
た
新
渡
戸
の
講
義
を
筆
記
し
た
聴

講
生
の
ノ
ー
ト
な
ど
、
貴
重
な
資
料
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
の
う
ち
、
新
渡
戸

の
資
料
を
用
い
て
、
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
た
も
の
に
以
下
の
書
籍
が
あ
る
。

・
高
井
宗
宏
編
『
ブ
ル
ッ
ク
ス
札
幌
農
学
校
講
義
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
四
年

・
秋
月
俊
幸
編
『
書
簡
集
か
ら
み
た
宮
部
金
吾

あ
る
植
物
学
者
の
生
涯
』
北

海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年

以
上
の
情
報
を
ふ
ま
え
、
同
文
書
館
で
調
査
し
た
資
料
に
は
以
下
の
も
の
が
あ

る
。・

新
渡
戸
稲
造
「
経
済
原
理
１
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
経
済
原
理
２
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
政
治
経
済
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
政
治
経
済
２
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
農
業
史
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
農
政
学
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
日
本
経
済
学
者
」（
高
岡
熊
雄
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
農
業
総
論
」（
湯
地
定
彦
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
経
済
原
理
」（
湯
地
定
彦
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
農
学
総
論
」（
西
田
藤
次
受
講
ノ
ー
ト
）

・
新
渡
戸
稲
造
「
農
業
史
」（
西
田
藤
次
受
講
ノ
ー
ト
）

な
お
、
大
学
文
書
館
で
は
、
上
記
の
資
料
等
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
ほ
か
、
新

渡
戸
関
連
資
料
を
所
蔵
す
る
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
前
述
の
機
関
以
外
に
、
十
和
田

市
の
新
渡
戸
記
念
館
に
つ
い
て
教
示
を
得
た
。

⑵
附
属
図
書
館
所
蔵
の
新
渡
戸
稲
造
文
庫
の
資
料
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

書
目
一
覧
を
掲
げ
て
お
り
（
前
掲
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
）、
そ
れ
に
よ
っ
て
い
わ
ば
簡
易
目
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録
の
公
開
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
改
め
て
通
覧
し
て
み
る
と
、
当
初
想
定
さ
れ
て

い
た
、
農
学
関
係
以
外
の
書
目
も
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
と
く
に
本
学
新
渡
戸

稲
造
記
念
文
庫
の
書
目
と
の
関
連
性
が
強
い
と
思
わ
れ
る
図
書
に
つ
い
て
閲
覧
・

調
査
を
行
っ
た
（
閲
覧
し
た
資
料
の
一
覧
は
割
愛
）。

ま
た
、
附
属
図
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ブ
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、
新
渡
戸
稲
造
だ
け

で
な
く
、
新
渡
戸
と
同
じ
く
札
幌
農
学
校
草
創
期
の
学
生
で
あ
っ
た
佐
藤
昌
介
や

内
村
鑑
三
の
蔵
書
が
佐
藤
昌
介
文
庫
・
内
村
鑑
三
文
庫
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

本
学
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
に
お
け
る
新
渡
戸
の
蔵
書
の
な
か
で
も
カ
ー
ラ
イ
ル

の
著
書
Sartorresartusが
重
要
と
い
わ
れ
る
が
、
佐
藤
文
庫
・
内
村
文
庫
に
も

そ
れ
ぞ
れ
同
じ
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
新
渡
戸
に
お
け
る
カ
ー
ラ
イ
ル
理
解
の

意
味
を
考
え
る
上
で
も
、
各
々
の
学
術
的
価
値
は
高
い
。
そ
こ
で
、
佐
藤
・
内
村

の
同
書
へ
の
書
込
み
の
調
査
を
行
っ
た
（
佐
藤
の
そ
れ
に
は
書
込
み
が
認
め
ら
れ

な
い
）。

②
新
渡
戸
記
念
館

二
〇
一
六
年
二
月
、
青
森
県
十
和
田
市
の
新
渡
戸
記
念
館
で
調
査
を
行
っ
た
。

同
館
は
、
新
渡
戸
稲
造
の
父
祖
が
推
進
し
た
三
本
木
原
開
拓
の
関
連
資
料
を
中
心

と
す
る
広
範
か
つ
多
様
な
資
料
を
所
蔵
し
て
い
る
が
、
わ
け
て
も
本
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
に
お
い
て
、
新
渡
戸
稲
造
の
手
沢
本
（
和
書
・
約
七
〇
〇
〇
点
）

が
重
要
で
あ
る
。
新
渡
戸
記
念
館
所
蔵
の
図
書
類
は
、
以
下
に
そ
の
一
覧
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

・
十
和
田
市
立
新
渡
戸
記
念
館
編
『
新
渡
戸
記
念
館

新
渡
戸
稲
造
目
録
』
第

一
巻
（
洋
装
本
目
録
そ
の
１
）、
一
九
六
八
年

・
名
倉
英
三
郎
編
「
十
和
田
市
立
新
渡
戸
記
念
館
収
蔵
図
書
調
査
報
告

和
装

本
書
名
一
覧
」『
東
京
女
子
大
学
附
属
比
較
文
化
研
究
所
紀
要
』第
五
〇
巻（
一

九
八
九
年
一
月
）

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
覧
に
は
誤
記
が
見
ら
れ
、
新
渡
戸
記
念
館
の
関
係
者

に
よ
る
と
記
入
漏
れ
も
あ
り
、
現
在
新
し
い
目
録
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

所
蔵
資
料
の
な
か
に
は
、『
論
語
』の
術
語
の
英
語
訳
を
試
み
た
跡
、荻
生
徂
徠
・

太
宰
春
台
な
ど
の
近
世
文
献
を
熟
読
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
跡
、
台
湾
勤
務
時
代

の
ポ
ケ
ッ
ト
ノ
ー
ト
な
ど
が
あ
る
（
閲
覧
し
た
資
料
の
詳
細
は
割
愛
）。
こ
れ
ら

の
多
く
は
、
先
に
調
査
し
た
北
海
道
大
学
所
蔵
の
諸
資
料
（
と
く
に
大
学
文
書
館

所
蔵
の
受
講
ノ
ー
ト
類
）
と
強
い
関
連
性
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
明
ら
か
に
重
要

な
資
料
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
当
初
か
ら
構
想

し
て
い
た
、
新
渡
戸
稲
造
関
連
の
第
一
次
資
料
を
も
つ
ア
ー
カ
イ
ブ
間
の
横
断
的

な
シ
ス
テ
ム
や
共
同
研
究
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
更
に
具
体
的
に
考
え
て
い
く
必

要
性
が
痛
感
さ
れ
る
。

な
お
、新
渡
戸
記
念
館
の
現
在
の
運
営
状
況
等
に
つ
い
て
は
、同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（

）
を
参
照
。

http://nitobe.jp/

以
上
の
調
査
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
今
後
ひ
き
つ
づ
き
、
東
京
大
学
所
蔵
資
料
、
そ

し
て
本
学
新
渡
戸
稲
造
記
念
文
庫
の
本
格
的
な
調
査
を
進
め
、「
新
渡
戸
図
書
」
の

全
体
像
、
そ
の
主
要
な
書
込
み
の
意
義
、
そ
れ
ら
が
新
渡
戸
の
思
想
に
お
い
て
も
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つ
意
味
な
ど
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ひ
き
つ
づ
き

各
ア
ー
カ
イ
ブ
の
関
係
者
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
今
後
こ
れ
ら
の
諸
資
料
が
更

に
活
用
さ
れ
て
い
く
上
で
要
請
さ
れ
る
ア
ー
カ
イ
ブ
の
整
備
と
連
携
の
あ
り
方
に

つ
い
て
模
索
し
、
そ
の
可
能
性
を
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅷ

そ
の
他
の
事
業
・
成
果

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
当
初
計
画
し
た
事
業
の
進
捗
過
程
と
そ
の
成
果
は
以

上
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
計
画
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
企

画
を
、
こ
の
期
間
中
に
展
開
し
た
。
主
に
丸
山
眞
男
の
生
誕
一
〇
〇
周
年
に
あ
た

る
二
〇
一
四
年
、
没
後
二
〇
周
年
に
あ
た
る
二
〇
一
六
年
に
、
図
書
館
や
出
版
社

等
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
企
画
に
よ
っ
て
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
以

下
の
も
の
で
あ
る
。

◇
二
〇
一
四
年
度

⑴
平
石
氏
が
編
集
し
た
『
丸
山
眞
男
座
談
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
』（
上
・
下
、
岩
波
現
代

文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
下
巻
に
は
、
平
石
氏
の
解
題
が
付
さ

れ
て
い
る
。
同
書
は
、「
座
談
の
名
手
」
と
呼
ば
れ
た
丸
山
と
同
時
代
の
知
識
人

た
ち
と
の
座
談
を
身
近
に
接
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑵
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
日
〜
一
二
月
三
日
、「
丸
山
眞
男
生
誕
百
年
」
企
画
を
杉

並
区
立
西
荻
図
書
館
と
共
同
開
催
し
た
。
こ
の
期
間
、
同
館
に
て
丸
山
文
庫
所

蔵
資
料
の
複
製
を
使
用
し
た
パ
ネ
ル
展
示
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
資
料
作

成
作
業
に
は
山
辺
氏
が
当
た
っ
た
。
ま
た
、一
一
月
一
日
に
は
、平
石
氏
が「
丸

山
眞
男
の
今
日
的
意
義
に
つ
い
て
」、
山
辺
氏
が
「
丸
山
眞
男
文
庫
の
事
業
」
と

題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

◇
二
〇
一
六
年
度

⑴
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』（
上
・
下
、
二
〇
〇
六
年
）
を
編
集
し
た
松
沢
氏
・
植
手

通
有
氏
に
、
平
石
氏
が
新
た
に
編
者
と
し
て
加
わ
り
、『
定
本
丸
山
眞
男
回
顧

談
』（
上
・
下
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
大
幅
に
増

や
さ
れ
た
本
文
中
の
補
注
、
年
譜
や
関
連
地
図
な
ど
に
よ
り
同
書
の
も
つ
資
料

的
価
値
が
高
め
ら
れ
た
。
ま
た
下
巻
に
付
さ
れ
た
平
石
氏
の
解
説
「
人
生
へ
の

追
記
」
は
、
丸
山
著
述
の
な
か
で
同
書
が
も
つ
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
。
さ
ら

に
同
書
は
、
全
体
に
わ
た
っ
て
、
丸
山
自
身
の
回
想
と
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
と

の
関
連
性
を
示
し
て
い
る
。

⑵
二
〇
一
六
年
一
〇
月
〜
一
二
月
、
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
が
、
同
大
学
平
井
嘉
一
郎
記
念
図
書
館
内
の
加
藤
周
一
文
庫
で
、
丸
山
文

庫
所
蔵
の
丸
山
眞
男
宛
加
藤
周
一
書
簡
の
展
示
企
画
を
開
催
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
資
料
を
貸
出
し
し
た
。

⑶
二
〇
一
六
年
七
月
一
日
〜
一
〇
月
一
四
日
、「
丸
山
眞
男
没
後

周
年
記
念

20

東
女
生
が
挑
む
丸
山
眞
男
展
」
を
東
京
女
子
大
学
図
書
館
と
共
同
開
催
し
た
。

展
示
は
ま
ず
、
丸
山
の
主
要
著
作
と
そ
の
翻
訳
、
代
表
的
な
研
究
書
な
ど
を
並

べ
、
そ
れ
と
共
に
丸
山
眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ
作
成
の
各
書
の
紹
介
文
（
ポ
ッ
プ
）

を
掲
げ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
四
年
度
作
成
の
パ
ネ
ル
展
示
を
、「
丸
山
眞
男
の
世
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界
」
と
題
し
て
新
た
に
楽
譜
資
料
類
の
パ
ネ
ル
を
増
補
し
て
掲
げ
た
。
そ
の
ほ

か
、
丸
山
眞
男
手
沢
本
（
複
製
）、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
・
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
専
用
Ｐ
Ｃ
を
設
置
す
る
等
し
た
。
ま
た
、
開
催
期
間
中
、
コ
ラ
ボ
企
画

と
し
て
図
書
館
が
「
丸
山
眞
男
を
読
ん
で
書
評
を
書
こ
う
！
」
を
開
催
。
学
生

よ
り
書
評
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
展
示
企
画
の
概
要
は
、
川
口
「
丸
山
眞
男
が

後
世
に
託
し
た
知
の
「宝
庫
」へ
の
「挑
戦
」」（『
東
京
女
子
大
学
学
報
』
二
〇
一

六
年
度
第
三
号
掲
載
）
を
参
照
。

⑷
二
〇
一
七
年
一
月
三
日
〜
三
一
日
、
紀
伊
國
屋
書
店
が
「
東
京
女
子
大
学
「丸
山

眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」完
結
記
念

丸
山
眞
男
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
」
を
開
催
、

こ
れ
に
全
面
協
力
し
た
。
ま
た
、
一
月
二
一
日
に
は
、
川
口
が
「
東
京
女
子
大

学
丸
山
眞
男
文
庫
の
「現
在
」
―
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
と
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
の
紹
介
―
」
と
題
し
て
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

お
わ
り
に

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
テ
ー
マ
２
事
業
の
進
捗
過
程
と
成
果
は
、
以
上
の
通

り
で
あ
る
。
当
初
の
計
画
か
ら
み
て
期
待
以
上
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
よ
う
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
参
加
研
究
者
・
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
尽
力
は
も
と
よ
り
、
関
係
各
位
の
多
大
な
ご
助
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。

こ
こ
に
記
し
た
通
り
、
二
〇
一
六
年
度
末
ま
で
に
完
結
し
得
な
か
っ
た
事
業
も

幾
つ
か
あ
る
。
し
か
し
、
刊
行
予
定
を
超
過
し
て
い
る
出
版
事
業
は
、
す
で
に
お

お
よ
そ
の
見
通
し
が
立
っ
て
お
り
、そ
の
ほ
か
の
事
業
に
つ
い
て
も
、今
後
調
査
・

研
究
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
期
間
中
に
作
成
・
公
表
さ

れ
る
予
定
だ
っ
た
個
別
の
研
究
論
文
も
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
多
様
か
つ
豊

か
な
成
果
を
ふ
ま
え
、
今
後
多
く
輩
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
が
進
め
て
き
た
以
上
の
成
果
が
、
多
く
の
研
究
者
、
学
生
、
そ
の
ほ

か
一
般
の
人
び
と
に
広
く
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築
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丸
山
眞
男
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て

平

石

直

昭

Ⅰ

は
じ
め
に

―
こ
の
主
題
を
選
ん
だ
理
由

丸
山
文
庫
の
記
念
講
演
会
は
一
九
九
九
年
に
第
一
回
が
開
か
れ
て
以
来
、
昨
年

ま
で
に
一
六
回
を
数
え
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
丸
山
文
庫
自
体
が
取
り
あ
げ
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
所
蔵
資
料
の
調
査
や
整
理
、
公
開
が
途
上
に

あ
り
、
文
庫
の
全
体
像
を
語
る
の
が
難
し
い
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。
し
か
し
二

〇
一
二
年
度
か
ら
東
京
女
子
大
学
は
、
文
科
省
の
私
立
大
学
支
援
事
業
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し
て
お
り
、
そ
の
副
題
は
「
丸
山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
構
築
と
活
用
」
で
あ
る
。
実
際
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
て
か
ら

四
年
半
の
間
に
、
文
庫
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
は
非
常
に
進
み
、
そ
れ
を
活

用
し
た
成
果
も
い
ろ
い
ろ
出
て
い
る
。
今
で
は
文
庫
の
資
料
は
（
privacy
に
関

わ
る
も
の
を
除
い
て
）
全
面
公
開
さ
れ
、
丸
山
の
自
筆
草
稿
類
は
、
各
自
の
パ
ソ

コ
ン
画
面
上
で
自
由
に
検
索
し
読
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
を
考

え
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
総
括
す
る
こ
の
シ
ン
ポ
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
た

今
年
の
講
演
会
は
、
丸
山
文
庫
の
意
義
を
問
う
よ
い
機
会
と
い
え
よ
う
。

た
だ
丸
山
文
庫
の
意
義
を
論
ず
る
に
は
、
そ
も
そ
も
「
丸
山
文
庫
と
は
何
か
」

に
つ
い
て
明
確
な
理
解
を
も
つ
必
要
が
あ
る
。
学
問
的
な
議
論
は
ま
ず
定
義
か
ら

始
ま
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
点
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
、
丸
山
文
庫
の
あ
り
方
が
固
定
的
・
静
止
的
で
な
く
、
不
断
に
変
化
し
発
展

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
多
方
面
に
お
よ
ぶ
。
管
理
運
営
組
織
の
変
化
、

予
算
的
な
裏
付
け
の
多
様
さ
（
寄
付
金
、
外
部
資
金
、
女
子
大
の
特
別
予
算
措
置

な
ど
）、
所
蔵
資
料
の
変
化
（
追
加
寄
贈
）、
調
査
・
整
理
や
実
務
メ
ン
バ
ー
の
変

化
、
資
料
調
査
の
進
捗
状
況
や
公
開
方
法
の
変
化
な
ど
。
さ
ら
に
女
子
大
は
丸
山

文
庫
の
関
連
事
業
と
し
て
、
公
開
読
書
会
（
な
い
し
研
究
会
）
や
公
開
授
業
を
開

い
て
お
り
、『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
も
毎
年
出
し
て
い
る
。
丸
山
文
庫
の
意
義
や
可
能

性
を
十
分
に
論
ず
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
時
間
の
都
合
も
あ
り
、
以
下
で
は
、
丸
山
文
庫
が
女
子
大
に
設
置
さ
れ
る

に
至
っ
た
経
緯
や
関
連
す
る
主
な
動
き
を
の
べ
、
つ
い
で
文
庫
の
コ
ア
を
な
す
丸

山
の
蔵
書
と
草
稿
資
料
類
に
関
し
て
、
調
査
か
ら
公
開
ま
で
の
過
程
を
紹
介
し
、

そ
の
上
で
文
庫
の
意
義
や
可
能
性
を
論
ず
る
こ
と
に
し
た
い
。

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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Ⅱ

丸
山
眞
男
文
庫
の
設
置
ま
で
の
経
緯

丸
山
眞
男
が
一
九
九
六
年
八
月
一
五
日
に
亡
く
な
っ
た
後
、
彼
の
旧
蔵
書
や
草

稿
資
料
類
の
受
け
入
れ
先
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
人
が
奔
走
し
た
。
し
か
し
最
終

的
に
ゆ
か
里
夫
人
の
意
向
に
よ
り
、
東
京
女
子
大
学
へ
の
寄
贈
が
決
ま
っ
た
。
そ

し
て
一
九
九
八
年
九
月
に
女
子
大
で
受
贈
式
が
行
わ
れ
、
当
時
の
船
本
弘
毅
学
長

と
ゆ
か
里
夫
人
と
の
間
に
「
覚
書
」
が
と
り
か
わ
さ
れ
た
。
夫
人
の
挨
拶
に
よ
れ

ば
、
生
前
の
丸
山
は
、
自
分
の
蔵
書
は
著
名
大
学
よ
り
も
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
充

実
に
苦
し
ん
で
い
る
新
設
大
学
や
研
究
機
関
、
あ
る
い
は
自
治
体
の
図
書
館
に
贈

り
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
東
京
女
子
大
学
に
貰
っ
て
も
ら
え
な
い

か
、
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
た
よ
う
だ
と
い
う
。
丸
山
が
こ
の
気
持
ち
を
告
げ
た

の
は
、
女
子
大
の
卒
業
生
で
、
丸
山
家
の
秘
書
的
な
役
割
を
果
し
て
い
た
牛
田
尚

子
氏
に
対
し
て
だ
っ
た
。

こ
の
話
が
牛
田
氏
か
ら
ゆ
か
里
夫
人
に
伝
わ
り
、
寄
贈
先
の
候
補
と
し
て
女
子

大
も
あ
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
九
七
年
の
一
一
月
、
夫
人
の
意
向
を
受
け

て
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
松
沢
弘
陽
教
授
が
、
東
京
女
子
大
学
の
図
書
館
長
だ
っ
た
大
隅
和
雄

教
授
に
対
し
て
受
け
入
れ
の
可
能
性
を
打
診
し
た
。
大
隅
氏
は
関
係
者
の
意
見
を

確
か
め
て
受
け
入
れ
可
能
と
判
断
し
、
松
沢
氏
に
返
事
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
一

二
月
初
め
、
ゆ
か
里
夫
人
が
、
蔵
書
そ
の
他
の
資
料
を
一
括
し
て
寄
贈
し
た
い
と

い
う
手
紙
を
書
か
れ
、
大
隅
氏
は
理
事
会
に
と
り
つ
い
だ
。
こ
う
し
て
正
式
な
受

け
入
れ
が
決
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

松
沢
氏
と
大
隅
氏
は
か
つ
て
北
海
道
大
学
の
同
僚
で
あ
り
、
読
書
会
を
組
織
す

る
な
ど
懇
意
だ
っ
た
。
日
本
中
世
思
想
史
を
専
攻
す
る
大
隅
氏
は
東
大
文
学
部
の

国
史
出
身
だ
が
、
法
学
部
の
丸
山
の
講
義
を
聴
講
す
る
な
ど
、
薫
陶
を
受
け
て
い

た
。
東
京
女
子
大
学
に
丸
山
文
庫
が
設
置
さ
れ
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
学
問
を

介
し
た
人
間
関
係
が
有
効
に
機
能
し
た
面
が
あ
る
。

女
子
大
で
は
、
丸
山
の
蔵
書
や
草
稿
資
料
類
を
収
め
る
た
め
、
図
書
館
の
地
階

に
専
用
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
と
し
、九
九
年
春
に
そ
の
工
事
が
完
了
し
た
。

そ
し
て
丸
山
家
か
ら
の
蔵
書
等
の
搬
入
が
始
ま
っ
た
。
丸
山
文
庫
の
設
置
に
関
し

て
、
九
八
年
九
月
と
い
う
場
合
と
九
九
年
春
と
い
う
場
合
が
あ
る
の
は
、
先
に
ふ

れ
た
受
贈
式
の
時
期
と
実
際
の
搬
入
開
始
時
期
と
が
ず
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

Ⅲ

関
連
す
る
幾
つ
か
の
動
き

（
１
）
女
子
大
で
は
、
九
八
年
二
月
に
大
隅
氏
を
委
員
長
と
し
て
丸
山
眞
男
文
庫

準
備
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
丸
山
文
庫
の
設
置
と
そ
の
後
の
蔵
書
や
資
料
整
理
の

問
題
に
あ
た
る
た
め
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
。
以
後
、
二
〇
〇
一
年
六
月
ま
で
の

間
、
こ
の
準
備
委
員
会
が
丸
山
文
庫
関
係
の
管
理
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
丸
山
家
で
は
、
資
料
の
仮
整
理
に
松
沢
望
氏
と
牛
田
氏
と
が
あ
た
り
、
丸

山
の
書
入
れ
や
折
込
み
が
あ
る
本
（
便
宜
上
、
手
沢
本
と
よ
ぶ
）
や
貴
重
書
に
栞

を
入
れ
る
な
ど
の
選
別
作
業
を
行
っ
た
。
ま
た
丸
山
家
に
お
け
る
蔵
書
の
配
列
状

態
を
写
真
に
と
り
、
資
料
と
し
て
残
し
た
。
丸
山
文
庫
で
は
、
図
書
館
の
通
常
の

分
類
法
に
よ
ら
ず
、丸
山
家
で
の
配
列
順
に
よ
っ
て
書
物
が
配
架
さ
れ
て
い
る
が
、

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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そ
れ
は
こ
の
と
き
の
写
真
に
よ
る
。
丸
山
の
思
想
が
書
物
の
配
列
順
に
も
反
映
さ

れ
て
い
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
。

（
３
）
蔵
書
中
の
手
沢
本
や
厖
大
な
草
稿
資
料
類
を
ど
の
よ
う
に
一
般
の
利
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
こ
の
問
題
は
早
く
か
ら
関
係
者
に
よ
っ
て
意
識
さ

れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
丸
山
の
指
導
を
う
け
た
研
究
者
が
丸
山
文
庫
協
力
の
会

を
組
織
し
、
資
料
の
調
査
や
整
理
に
従
事
す
る
体
制
が
と
ら
れ
た
。
松
沢
氏
の
呼

び
か
け
で
、
植
手
通
有
、
飯
田
泰
三
、
宮
村
治
雄
、
渡
辺
浩
、
平
石
の
六
名
が
参

加
し
た
。『
丸
山
眞
男
集
』『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
編
集
に
従
っ
た
者
た
ち
で
あ

る
。
の
ち
に
作
業
の
進
行
に
つ
れ
て
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
が
痛
感
さ
れ
、
若
手
研

究
者
の
協
力
を
あ
お
い
だ
（
現
在
の
会
員
数
は
、
植
手
氏
が
亡
く
な
り
、
苅
部
直
、

眞
壁
仁
、
中
田
喜
万
、
河
野
有
理
を
加
え
た
九
名
）。

以
上
に
よ
っ
て
準
備
段
階
の
基
本
的
な
組
織
が
整
い
、
九
九
年
春
以
降
の
図
書

館
へ
の
搬
入
を
う
け
て
、
九
九
年
一
一
月
か
ら
、
草
稿
資
料
類
の
調
査
が
始
ま
っ

た
。
予
算
面
で
い
う
と
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
は
、
丸
山
夫
人
か
ら
の
多
額
の
寄

付
金
を
原
資
と
す
る
「
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
維
持
運
用
基
金
規
程
」
が

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
一
一
年
一
〇
月
七
日
に
夫
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
後
、
丸

山
家
の
不
動
産
と
丸
山
の
著
作
権
は
女
子
大
に
遺
贈
さ
れ
た
。
文
庫
の
資
金
的
な

裏
づ
け
の
面
で
、
夫
人
の
貢
献
は
非
常
に
大
き
い
。

Ⅳ

各
種
資
料
の
調
査
か
ら
公
開
に
い
た
る
経
緯

丸
山
家
か
ら
女
子
大
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
は
、
大
別
し
て
書
籍
（
図
書
・
雑
誌
・

楽
譜
の
別
が
あ
る
）
と
草
稿
資
料
類
と
に
分
か
れ
る
。
そ
し
て
書
籍
と
草
稿
資
料

類
と
で
は
資
料
の
あ
り
方
が
違
い
、
そ
れ
に
応
じ
て
整
理
や
分
類
、
公
開
ま
で
の

進
捗
状
況
や
、
作
業
の
担
い
手
も
異
な
る
の
で
、
以
下
で
は
（
１
）
丸
山
の
旧
蔵

書
と
、（
２
）
丸
山
の
草
稿
資
料
類
と
に
わ
け
て
紹
介
す
る
。

（
１
）
書
籍
に
関
し
て
は
、
図
書
館
員
（
中
村
淳
介
司
書
）
が
精
力
的
に
整
理
を

進
め
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
に
一
応
完
了
し
た
。
そ
の
整
理
を
元
に
『
丸
山
眞
男

文
庫
寄
贈
図
書
資
料
目
録
』
が
作
ら
れ
、
二
〇
〇
一
年
三
月
二
一
日
に
女
子
大
で

丸
山
夫
人
に
贈
呈
さ
れ
た
（
関
係
者
に
も
配
布
）。
図
書
一
万
七
四
〇
〇
冊
、
雑
誌

一
二
二
七
タ
イ
ト
ル
、
計
約
三
万
六
〇
〇
〇
冊
で
あ
り
、
約
二
年
と
い
う
短
期
間

で
の
完
成
は
、
図
書
館
員
の
熱
心
な
仕
事
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
か
里
夫
人
は

非
常
に
感
激
さ
れ
、「
奇
し
く
も
明
日
は
丸
山
の
誕
生
日
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

目
録
の
こ
と
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
ど
ん
な
に
か
喜
ぶ
こ
と
と
思
い

ま
す
」
と
謝
意
を
表
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
折
に
船
本
学
長
か
ら
、
丸
山
研
究
を
中

心
に
し
た
比
較
思
想
に
関
す
る
研
究
教
育
の
拠
点
に
女
子
大
を
し
た
い
と
い
う
希

望
が
述
べ
ら
れ
、
大
隅
氏
か
ら
「
丸
山
文
庫
の
発
展
的
構
想
案
」
が
説
明
さ
れ
た
。

こ
の
「
構
想
案
」
の
具
体
化
と
し
て
、
丸
山
文
庫
準
備
委
員
会
は
二
〇
〇
一
年

六
月
に
解
散
し
、
か
わ
り
に
同
年
一
〇
月
、
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
が
開
所
さ
れ
た
（
セ
ン
タ
ー
長
は
大
隅
氏
）。
そ
し
て
翌
年
一
月
の

理
事
会
で
、
比
較
文
化
研
究
所
に
附
置
さ
れ
る
形
で
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研

究
セ
ン
タ
ー
（
略
称
「
丸
山
セ
ン
タ
ー
」）
の
設
置
が
正
式
に
決
定
さ
れ
、
現
在
に

つ
な
が
る
丸
山
文
庫
の
管
理
運
営
体
制
が
で
き
た
。

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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な
お
二
〇
〇
五
年
三
月
に
、
こ
の
丸
山
セ
ン
タ
ー
の
機
関
誌
と
し
て
『
丸
山
眞

男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
の
創
刊
号
が
出
さ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
毎
年

三
月
に
公
刊
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
時
の
セ
ン
タ
ー
長
だ
っ
た
黒
沢
文
貴
教

授
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
、
と
く
に
創
刊
号
は
、
丸
山
文
庫
設
立
前
後
か
ら
二
〇

〇
五
年
当
時
に
い
た
る
各
種
の
資
料
や
年
譜
を
収
録
し
て
お
り
、
資
料
的
な
価
値

が
高
い
。

話
を
元
に
戻
す
と
、『
図
書
目
録
』
が
完
成
し
た
二
〇
〇
一
年
三
月
時
点
で
、
丸

山
家
か
ら
の
寄
贈
は
ま
だ
続
い
て
お
り
、
今
回
の
『
目
録
』
は
二
〇
〇
一
年
二
月

半
ば
ま
で
に
贈
ら
れ
た
も
の
を
対
象
と
し
、
そ
れ
以
後
の
も
の
は
い
ず
れ
増
補
版

を
作
る
は
ず
だ
っ
た
。
ま
た
こ
の
『
目
録
』
は
丸
山
家
に
対
し
て
寄
贈
書
目
の
明

細
を
で
き
る
だ
け
早
く
報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
た
め
、
発
行
部
数
も
わ
ず

か
で
内
容
も
簡
略
を
旨
と
し
た
。
逆
に
い
え
ば
、
国
内
外
の
研
究
者
に
資
す
る
た

め
に
本
格
的
な
目
録
が
必
要
と
い
う
こ
と
は
当
事
者
に
よ
っ
て
自
覚
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
刊
行
計
画
も
あ
っ
た
。

し
か
し
手
沢
本
の
情
報
を
反
映
し
た
目
録
を
作
る
に
は
非
常
に
時
間
が
か
か

り
、し
か
も
い
っ
た
ん
冊
子
体
で
作
っ
て
し
ま
う
と
、あ
と
で
増
訂
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
改
訂
し
に
く
い
。
作
業
を
進
め
る
中
で
こ
う
し
た
点
が
自
覚
さ
れ
、
冊

子
体
の
か
わ
り
に
電
子
媒
体
で
デ
ー
タ
を
構
築
し
、
そ
れ
を
一
般
に
提
供
す
る
方

針
に
転
じ
た
。
し
た
が
っ
て
丸
山
文
庫
の
書
籍
に
関
す
る
目
録
は
、
冊
子
体
と
し

て
は
二
〇
〇
一
年
三
月
の
も
の
し
か
な
い
。
し
か
し
各
地
の
図
書
館
か
ら
入
手
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
女
子
大
は
外
部
資
金
を
獲
得
し
て
、
目
録
の
新
版
の
刊

行
を
計
画
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

他
方
で
手
沢
の
な
い
図
書
は
な
る
べ
く
早
く
公
開
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
そ

の
た
め
に
中
村
司
書
が
所
蔵
本
に
関
し
て
、
松
沢
・
牛
田
氏
の
選
別
を
元
に
し
て

手
沢
の
有
無
を
一
冊
ご
と
に
再
点
検
し
、
手
沢
本
の
リ
ス
ト
を
作
る
仕
事
を
始
め

た
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
手
沢
の
ご
く
少
な
い
本
（
一
〜
二
箇
所
程
度
の
も
の
）

を
ど
う
扱
う
か
で
あ
っ
た
。
手
沢
の
な
い
本
と
同
様
に
公
開
す
る
と
い
う
意
見

と
、
そ
れ
で
は
手
沢
箇
所
が
不
明
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
閉
架
に
お
く
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。
方
針
を
決
め
る
た
め
に
も
、
手
沢
の
質
と
量
と
が
ど
れ
位
か
に

つ
い
て
全
体
像
を
も
つ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
協
力
の
会
の
一
名
が
、
二
〇
〇

四
年
秋
か
ら
、中
村
司
書
の
作
っ
た
リ
ス
ト
を
元
に
手
沢
本
の
調
査
に
入
っ
た（
約

五
八
〇
〇
冊
）。
一
応
の
目
安
と
し
て
、
一
冊
に
つ
い
て
、
一
〜
二
箇
所
程
度
の
折

込
み
や
書
込
み
（
下
線
、
傍
線
、
レ
点
な
ど
を
含
む
）
が
あ
る
も
の
を
グ
レ
ー
ド

１
、
そ
れ
が
数
カ
所
に
上
る
も
の
を
Ｇ
２
、
さ
ら
に
多
い
本
を
Ｇ
３
、
と
く
に
重

要
な
も
の
を
Ｇ
４
と
す
る
、
と
い
う
規
準
で
分
類
し
た
。
翌
年
三
月
ま
で
に
一
応

の
グ
レ
ー
ド
付
け
を
終
え
た
。
そ
し
て
Ｇ
１
本
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
閉
架
書
庫

に
置
く
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
準
備
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
四
月
か
ら
手
沢
の
な
い
図
書
（
約
一
万

二
二
〇
〇
冊
、
寄
贈
図
書
の
約
七
割
）
の
公
開
を
は
じ
め
た
。
た
だ
こ
の
結
果
、

そ
れ
ま
で
丸
山
家
で
の
配
列
順
序
に
従
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
た
本
の
う
ち
、
手
沢

本
（
＋
貴
重
書
等
）
が
閉
架
書
庫
に
別
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
元
の
配
列
順
序

が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
元
の
順
序
を
画
像
上
で
再
現
し
た
の
が
、
二
〇
一
五

国際シンポジウム 新しい丸山眞男像の発見
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年
三
月
に
公
開
し
た
丸
山
文
庫
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
で
あ
る
。
こ
の
作
成
に
か
つ

て
の
写
真
が
役
立
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

話
を
元
に
戻
す
と
、
手
沢
の
な
い
図
書
を
公
開
し
た
後
、
手
沢
本
の
保
存
と
公

開
の
方
法
を
め
ぐ
り
関
係
者
が
何
度
か
協
議
し
た
。
原
物
の
劣
化
を
防
ぎ
、
手
沢

箇
所
が
後
世
に
伝
わ
る
よ
う
に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
案
と
、
電
子
化
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
と
し
て
提
供
す
る
案
と
が
あ
っ
た
。
議
論

の
結
果
、
後
者
が
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
、
業
者
が

手
沢
箇
所
の
同
定
作
業
を
行
い
、
翌
年
に
か
け
て
グ
レ
ー
ド
２
以
上
の
約
二
三
〇

〇
冊
が
走
査
さ
れ
た
。

た
だ
業
者
の
と
っ
た
画
像
が
丸
山
の
書
込
み
や
折
込
み
箇
所
の
も
の
か
否
か
、

ま
た
と
る
べ
き
箇
所
の
見
落
と
し
が
な
い
か
等
に
つ
き
、
画
像
と
手
沢
本
と
を
照

合
し
て
点
検
す
る
必
要
が
あ
り
、
二
〇
〇
六
年
の
春
か
ら
一
名
が
こ
の
作
業
を
始

め
た
。
し
か
し
す
べ
て
の
頁
を
繰
っ
て
画
像
と
の
一
致
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

等
の
諸
事
情
で
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
他
の
メ
ン
バ
ー
の
協
力
も
え
て
、
よ
う

や
く
二
〇
〇
九
年
中
に
全
部
の
画
像
資
料
の
点
検
を
お
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
準
備
を
へ
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月
に
閉
架
図
書
の
公
開
を
始
め
た
。

書
込
み
等
の
箇
所
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
画
像
を
女
子
大
図
書
館
の
専
用
端
末
で
閲
覧
す
る
と

い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
書
籍
の
場
合
、
元
の
著
者
の
著
作
権
や
出
版
元
の
版

面
権
と
い
う
問
題
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
ネ
ッ
ト

上
で
の
公
開
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
。（
な
お
こ
れ
と
は
別
に
、
丸
山
の
書
込

み
が
と
く
に
多
い
二
〇
冊
に
つ
い
て
は
簡
易
複
製
本
を
作
り
、
二
〇
〇
九
年
七
月

か
ら
公
開
し
て
い
る
）。

以
上
で
図
書
の
手
沢
本
の
整
理
と
公
開
は
お
わ
っ
た
が
、
ま
だ
雑
誌
と
楽
譜
が

残
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
雑
誌
へ
の
書
込
み
に
関
し
て
は
、
協
力
の
会
の
一
名
が

二
〇
一
〇
年
度
に
調
査
を
は
じ
め
、
電
子
化
が
必
要
な
資
料
を
同
定
し
、
業
者
に

走
査
作
業
を
依
頼
し
て
、
翌
年
度
中
に
検
収
を
お
え
た
。
そ
し
て
二
〇
一
二
年
五

月
に
、
手
沢
の
有
無
を
問
わ
ず
、
約
一
万
八
〇
〇
〇
冊
を
全
面
公
開
し
た
。
丸
山

の
書
込
み
等
の
な
い
一
九
六
一
年
以
降
の
発
行
雑
誌
（
約
一
万
二
五
〇
〇
冊
）
は

開
架
に
お
か
れ
、
他
方
、
閉
架
書
庫
に
は
、
丸
山
に
よ
る
書
込
み
等
の
あ
る
雑
誌
、

一
九
六
〇
年
以
前
に
出
さ
れ
た
雑
誌
、
丸
山
家
で
書
庫
以
外
の
書
斎
・
寝
室
・
応

接
間
に
あ
っ
た
雑
誌
な
ど
が
置
か
れ
て
い
る
（
約
五
四
〇
〇
冊
）。
閲
覧
方
法
は

図
書
と
同
じ
で
あ
る
。

最
後
に
楽
譜
類
に
関
し
て
。
土
合
文
夫
教
授
が
二
〇
一
〇
年
春
か
ら
二
〇
一
一

年
秋
に
か
け
て
調
査
し
、「
丸
山
文
庫
楽
譜
蔵
書
の
調
査
を
ひ
と
ま
ず
終
え
て
」
を

発
表
し
た
（『
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
七
号
）。
こ
れ
を
う
け
て
二
〇
一
三
年
五
月
に
、

丸
山
に
よ
る
書
込
み
等
の
な
い
楽
譜
類
、
約
一
三
〇
点
を
開
架
で
公
開
し
た
。
ま

た
書
込
み
等
が
あ
る
楽
譜
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
か
ら
一
年
か
け
て
段

階
的
に
公
開
し
た
。
い
ま
で
は
書
込
み
等
の
あ
る
楽
譜
四
三
四
点
が
す
べ
て
閲
覧

で
き
る
。
閲
覧
方
法
は
図
書
・
雑
誌
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
楽
譜
の
調
査
を
土
合

氏
に
依
頼
し
た
の
は
当
時
の
現
代
教
養
学
部
長
安
藤
信
廣
教
授
で
あ
り
、
安
藤
氏

は
丸
山
セ
ン
タ
ー
長
を
二
期
四
年
、
現
代
教
養
学
部
長
を
二
期
四
年
、
今
は
ま
た

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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図
書
館
長
と
し
て
、
丸
山
文
庫
の
発
展
の
た
め
に
尽
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
も
氏
の
尽
力
に
よ
る
所
が
大
き
い
。

以
上
で
、
文
庫
の
蔵
書
の
公
開
は
す
べ
て
完
了
し
た
。
一
九
九
九
年
春
の
図
書

館
員
に
よ
る
調
査
開
始
か
ら
数
え
る
と
一
六
年
か
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

そ
れ
だ
け
の
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
、
楽
譜
も
含
め
て
丸
山
の
書
込
み
、
折
込
み

箇
所
が
す
べ
て
電
子
画
像
と
し
て
保
存
さ
れ
、
ま
た
一
般
に
公
開
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
こ
と
の
学
術
的
な
意
義
は
非
常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

（
２
）
草
稿
資
料
類
の
調
査
か
ら
公
開
ま
で
の
経
緯

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
業
に
は
主
に
文
庫
協
力
の
会
の
メ
ン
バ
ー
が

あ
た
っ
た
。
調
査
開
始
は
一
九
九
九
年
一
一
月
初
め
で
、
丸
山
家
か
ら
文
庫
に
搬

入
さ
れ
た
資
料
類
は
、
仮
の
番
号
数
で
い
う
と
約
一
〇
七
〇
件
だ
っ
た
。
し
か
し

中
に
は
段
ボ
ー
ル
一
箱
に
一
つ
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
も
あ
り
、

実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
分
量
に
な
り
、
調
査
に
ど
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
る
の
か
、
見

当
が
つ
か
な
か
っ
た
。

調
査
を
開
始
す
る
前
に
、
調
査
票
の
書
式
が
決
め
ら
れ
た
。
当
該
資
料
が
丸
山

の
自
筆
か
他
筆
か
、
コ
ピ
ー
か
の
別
。
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
な
い
し
作
成
時
期
、
枚

数
、
用
紙
の
大
き
さ
、
既
刊
の
丸
山
著
述
と
の
関
係
、
未
発
表
か
否
か
、
さ
ら
に

当
該
資
料
に
関
し
て
特
記
す
べ
き
事
項
が
あ
れ
ば
、
そ
の
記
録
、
さ
ら
に
学
術
的

価
値
や
資
料
の
劣
化
度
の
評
価
な
ど
。
こ
れ
ら
を
一
点
一
点
の
資
料
に
関
し
て
調

査
し
て
い
っ
た
。
約
一
〇
〇
〇
件
あ
っ
た
の
で
、
五
人
が
手
分
け
し
て
ほ
ぼ
二
〇

〇
件
ず
つ
分
担
す
る
こ
と
に
し
た
。
た
だ
そ
の
う
ち
四
人
は
当
時
五
〇
歳
代
半
ば

で
あ
り
、
勤
務
先
大
学
で
管
理
の
役
割
を
担
い
、
十
分
時
間
が
割
け
な
い
と
い
う

よ
う
な
事
情
が
生
じ
た
り
し
、
四
年
後
の
二
〇
〇
三
年
秋
に
、
調
査
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
（
第
一
段
階
）。

こ
れ
で
草
稿
資
料
類
の
内
容
は
一
応
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
公

開
す
る
た
め
に
は
利
用
者
が
検
索
す
る
た
め
の
目
録
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め

に
は
各
資
料
を
適
当
な
項
目
に
分
類
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
既
存
の

モ
デ
ル
が
な
く
、
丸
山
が
遺
し
た
資
料
に
即
し
て
新
た
に
項
目
を
考
案
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
整
理
票
・
分
類
票
を
作
り
、
調
査
票
の
情
報
に
基
づ
い
て
、

各
資
料
を
整
理
票
・
分
類
票
に
記
入
し
て
い
っ
た
。
こ
の
作
業
を
進
め
る
た
め
、

前
に
の
べ
た
よ
う
に
四
人
の
若
手
研
究
者
の
協
力
を
え
た
。
結
果
と
し
て
二
年
後

の
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
に
、
こ
の
作
業
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

た
だ
こ
の
分
類
作
業
は
数
名
が
分
担
し
て
行
っ
た
の
で
、
個
々
の
資
料
を
ど
の

項
目
に
分
類
す
る
か
に
関
し
て
、
不
統
一
の
生
じ
て
い
る
恐
れ
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
い
ま
述
べ
た
分
類
作
業
と
並
行
し
て
、
二
〇
〇
四
年
九
月
か
ら
一
名
が
、
他
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
る
整
理
票
・
分
類
票
へ
の
記
入
を
原
資
料
と
照
合
し
つ
つ
点
検
す

る
作
業
を
は
じ
め
、
二
年
を
経
て
二
〇
〇
六
年
八
月
に
そ
の
作
業
を
終
え
た
。
つ

ま
り
整
理
分
類
に
三
年
を
要
し
た
（
第
二
段
階
）。
最
初
の
調
査
開
始
か
ら
数
え

る
と
一
九
九
九
年
一
一
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
八
月
ま
で
、
約
七
年
か
か
っ
た
こ
と

に
な
る
。
な
お
こ
の
作
業
と
併
行
し
て
、
資
料
の
劣
化
を
防
ぐ
目
的
で
、
各
資
料

を
中
性
紙
の
ケ
ー
ス
に
入
れ
る
と
い
う
作
業
も
、
若
手
の
協
力
を
え
て
終
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
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以
上
の
資
料
整
理
と
分
類
作
業
を
経
て
公
開
の
準
備
作
業
に
入
っ
た
が
、
こ
の

過
程
で
ま
た
幾
つ
か
の
問
題
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
①
利
用
者
の
便
宜
を
考
え
て
、
二

項
目
以
上
に
重
複
し
て
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
資
料
を
一
項
目
に
し
ぼ
る
こ

と
に
し
た
の
で
、
そ
の
改
訂
が
必
要
に
な
っ
た
。
②
当
初
は
冊
子
体
の
形
で
目
録

を
作
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
予
想
さ
れ
る
業
務
量
の
厖
大
さ
か
ら
デ
ジ
タ
ル

資
料
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
上
に
漸
次
登
録
し
て
ゆ
く
方
法
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
す

る
と
資
料
の
タ
イ
ト
ル
を
よ
り
簡
潔
な
も
の
に
す
る
必
要
が
生
じ
た
。
③
資
料
が

入
れ
ら
れ
て
い
た
封
筒
に
は
、
丸
山
が
付
し
た
タ
イ
ト
ル
や
女
子
大
搬
入
以
前
に

関
係
者
が
付
し
た
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
封
筒
の
中
身
を
正

確
に
反
映
し
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
を
公
開
用
の
タ
イ
ト
ル
と
す
れ
ば
、

利
用
者
に
不
便
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
中
身
と
一
致
す
る
タ
イ
ト
ル

に
改
訂
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
④
デ
ジ
タ
ル
資
料
で
提
供
す
る
と
し
て
、
多
く
の

草
稿
資
料
類
の
中
か
ら
、
ど
の
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
か
を
選
別
し
、
ま
た
走

査
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
た
（
第
三
段
階
）。

こ
う
し
た
作
業
を
遂
行
す
る
上
で
、
新
た
に
若
手
研
究
者
に
加
わ
っ
て
も
ら
い

大
き
な
協
力
を
得
た
（
佐
藤
美
奈
子
、
山
辺
春
彦
、
川
口
雄
一
。
の
ち
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
後
に
は
、
金
子
元
、
播
磨
崇
晃
、
堀
内
健
司
が
こ
れ
に
加
わ
る
）。
こ
れ

ら
の
人
た
ち
は
、
女
子
大
関
係
部
局
と
の
連
絡
調
整
、
各
種
の
会
議
や
催
し
物
の

た
め
の
準
備
と
記
録
の
作
成
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
へ
の
情
報
入
力
、
公
開
を
決
定
し

た
資
料
の
走
査
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
り
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
的
な
役
割
を
は

た
し
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
の
尽
力
な
し
に
は
文
庫
の
現
在
は
な
か
っ
た
こ
と
を

明
記
し
て
お
き
た
い
。

こ
う
し
た
準
備
を
へ
て
、
二
〇
〇
九
年
七
月
に
草
稿
資
料
類
の
部
分
公
開
を
開

始
し
た
。
分
類
大
項
目
は
第
一
か
ら
第
一
五
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
、
第
一
部

〜
第
七
部
の
約
三
〇
〇
〇
点
で
あ
る
。
公
開
の
た
め
に
丸
山
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
開
き
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
用
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
の
運
用
を
開
始
し
た
。
つ
づ
い
て

翌
年
七
月
に
分
類
大
項
目
第
八
部
の
約
三
〇
〇
件
、さ
ら
に
二
〇
一
一
年
七
月
に
、

分
類
大
項
目
の
第
一
〇
部
〜
第
一
五
部
の
約
七
〇
〇
件
。
こ
れ
で
丸
山
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
草
稿
類
は
す
べ
て
公
開
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
第
九
部
が
欠
け
て

い
る
の
は
、
そ
の
項
目
が
書
簡
に
あ
て
ら
れ
、
非
公
開
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

Ⅴ

丸
山
文
庫
の
意
義
と
可
能
性
に
つ
い
て

（
１
）
丸
山
研
究
を
深
め
る
上
で
も
つ
意
義
。
最
晩
年
に
丸
山
は
自
己
を
思
想

史
学
者
と
よ
び
、
思
想
家
で
は
な
い
と
語
っ
た
。
し
か
し
彼
の
思
想
史
研
究
は
、

学
問
的
関
心
と
同
時
に
、
時
代
に
対
す
る
批
判
や
抵
抗
と
い
う
超
学
問
的
な
動
機

や
関
心
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』、「
超
国
家
主

義
の
論
理
と
心
理
」、『
政
治
の
世
界
』、
あ
る
い
は
福
沢
の
著
作
に
強
く
惹
か
れ
た

動
機
な
ど
、
い
ず
れ
も
そ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
彼
の
思
想
的
側
面
を
み
な
い

と
、
丸
山
の
作
品
を
本
当
に
理
解
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
ま
た
彼
の
学
問
は
彼

の
人
格
形
成
史
、
個
人
史
と
不
可
分
で
も
あ
る
。
別
言
す
れ
ば
、
著
述
に
現
わ
れ

た
彼
の
学
問
や
思
想
は
氷
山
の
一
角
に
す
ぎ
な
い
。
巨
大
な
彼
の
全
体
像
に
迫
る

上
で
、
こ
の
文
庫
は
多
数
の
貴
重
な
資
料
を
蔵
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
の
日
本
の

知
識
人
が
い
か
に
時
代
の
課
題
と
格
闘
し
な
が
ら
、
思
想
と
学
問
を
形
成
し
て
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い
っ
た
か
。
丸
山
と
い
う
巨
人
に
即
し
て
そ
の
足
跡
を
辿
れ
る
。

丸
山
は
戦
後
民
主
主
義
の
旗
手
と
い
わ
れ
る
。「
戦
後
民
主
主
義
の
虚
妄
に
賭

け
る
」
と
い
う
言
葉
が
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
し
か
し
敗
戦
後
の
新
聞
紙
面
を

読
め
ば
、
民
主
主
義
の
必
要
や
そ
の
特
徴
を
論
じ
た
論
説
は
丸
山
に
先
が
け
て
数

多
く
あ
る
。
丸
山
の
特
徴
は
む
し
ろ
、
敗
戦
後
の
半
年
間
、
自
分
の
内
部
で
対
話

を
重
ね
、
戦
前
天
皇
制
の
下
で
自
分
が
無
意
識
裡
に
身
に
つ
け
て
い
た
価
値
意
識

や
思
考
様
式
を
対
象
化
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
人
民
主
権
の
立
場
に
た
ど
り
着
い

た
点
に
あ
る
。
そ
の
転
向
経
験
が
大
き
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
民
主
主
義
者
に
な

る
に
は
内
面
の
革
命
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
原
点
に
遡
っ
て
、
も
う

一
度
民
主
主
義
者
と
し
て
、
あ
る
い
は
リ
ベ
ラ
ル
と
し
て
自
分
を
鍛
え
直
す
必
要

が
あ
る
。
そ
の
作
業
を
各
自
が
く
り
返
し
行
っ
て
ゆ
く
た
め
の
重
要
な
素
材
が
、

こ
の
文
庫
に
は
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
日
本
の
知
識
人
運
動
や
、
内
外
の
知
識
人
が
つ
く
る
知
的
交
流
の
軌
跡
を

明
ら
か
に
す
る
資
料
が
数
多
く
あ
る
。
吉
野
源
三
郎
が
整
理
し
た
平
和
問
題
談
話

会
関
係
の
資
料
が
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に
岩
波
書
店
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
（
段
ボ
ー

ル
三
箱
分
）、
ま
た
二
〇
〇
四
年
八
月
に
は
、
丸
山
家
か
ら
厖
大
な
量
の
丸
山
宛
書

簡
類
が
追
加
寄
贈
さ
れ
た
（
段
ボ
ー
ル
二
六
箱
分
）。
privacy
に
関
わ
る
面
が
あ

る
た
め
、
調
査
に
は
慎
重
な
配
慮
が
必
要
だ
が
、
内
容
が
学
術
的
に
重
要
で
あ
り
、

ま
た
privacy
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
継
承
者
の

同
意
を
え
て
、
試
行
的
に
公
開
す
る
方
向
に
む
か
っ
て
い
る
。『
セ
ン
タ
ー
報
告
』

第
九
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
に
掲
載
さ
れ
た
吉
野
源
三
郎
か
ら
丸
山
宛
の
書
簡

三
六
点
の
覆
刻
は
そ
の
最
初
の
例
で
あ
る
（
竹
田
行
之
氏
校
注
）。
来
年
三
月
刊

行
予
定
の
第
一
二
号
に
は
加
藤
周
一
（
含
、
矢
島
翠
）
か
ら
の
来
簡
が
覆
刻
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
（
鷲
巣
力
氏
校
注
）。

（
３
）
個
人
の
文
庫
を
作
っ
て
ゆ
く
際
に
、
ど
ん
な
条
件
が
必
要
な
の
か
を
検
討

す
る
上
で
実
験
的
な
例
と
し
て
意
義
を
も
つ
と
思
う
。
た
と
え
ば
、
蔵
書
や
草
稿

資
料
類
を
収
め
る
書
庫
ス
ペ
ー
ス
、
資
料
の
調
査
や
情
報
入
力
等
を
行
う
作
業
用

ス
ペ
ー
ス
、
資
料
の
調
査
や
整
理
に
あ
た
る
専
門
家
の
確
保
、
情
報
入
力
や
ア
ー

カ
イ
ブ
の
シ
ス
テ
ム
維
持
に
あ
た
る
ス
タ
ッ
フ
、
資
料
の
出
納
要
員
、
こ
れ
ら
を

裏
づ
け
る
予
算
の
確
保
と
管
理
運
営
組
織
の
体
制
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

で
、
女
子
大
内
外
の
関
係
者
や
関
係
部
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は
た
し
、
緊
密

に
協
力
す
る
こ
と
で
、
現
在
の
丸
山
文
庫
は
で
き
て
い
る
。

二
〇
世
紀
の
日
本
は
優
れ
た
多
く
の
人
文
・
社
会
科
学
者
を
う
ん
だ
。
し
か
し

そ
の
蔵
書
や
草
稿
類
は
遺
憾
に
も
散
逸
す
る
か
、
文
庫
と
し
て
残
る
場
合
も
、
幾

つ
か
の
大
学
や
機
関
等
に
分
散
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
は
そ

れ
ぞ
れ
事
情
が
あ
っ
た
は
ず
で
軽
々
に
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
知
的
遺
産

の
継
承
と
い
う
点
で
は
、
一
括
所
蔵
と
公
開
が
望
ま
し
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
そ

う
し
た
点
で
丸
山
文
庫
は
一
つ
の
範
例
と
し
て
の
意
義
を
も
ち
、
世
界
の
学
術
界

に
対
し
て
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
信
ず
る
。

ま
た
日
本
に
関
し
て
い
え
ば
、
日
本
に
人
文
社
会
科
学
の
し
っ
か
り
と
し
た
伝

統
を
作
り
上
げ
る
上
で
、
一
つ
の
里
程
標
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
と
思
う
。
晩
年

の
丸
山
は
、
大
学
は
過
去
の
知
識
の
貯
蔵
庫
だ
と
述
べ
た
。
そ
こ
に
く
り
返
し
立
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ち
戻
る
こ
と
で
、
現
在
の
状
況
を
相
対
化
し
、
新
た
な
分
析
視
点
や
解
決
の
た
め

の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
社
会
に
学
問
的
な
思
考
を
根
付
か
せ
て
ゆ

く
た
め
に
は
、
市
民
が
共
通
の
「
古
典
」
の
伝
統
を
創
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
広
く
公
開
さ
れ
た
丸
山
文
庫
は
、
そ
の
た
め
の
有
力
な
拠
点
に
な

る
と
考
え
る
。

質
疑
応
答

司
会
（
安
藤
信
廣
）
平
石
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ

で
は
時
間
が
だ
い
ぶ
お
し
て
お
り
ま
す
が
、ま
だ
少
し
時
間
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ご
質
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
挙
手
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
吉
野
源
三
郎
が
関
わ
っ
て
い
た

平
和
問
題
談
話
会
関
係
の
資
料
と
書
簡
三
六
点
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
平
石
先
生
が
ご
存
知
の
範
囲
で
、
ど
う
い
っ
た
や
り
と
り
が
さ
れ
て

い
る
書
簡
な
の
か
、
ち
ょ
っ
と
教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
。

平
石

は
い
、
吉
野
書
簡
は
二
〇
一
四
年
三
月
発
行
の
『
丸
山
眞
男
記
念
比
較

思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
第
九
号
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
読
み
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
部
を
紹
介
し
ま
す
と
、
た
と
え
ば
岩
波
書
店
が
『
日
本
思
想
大
系
』
を
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
日
本
思
想
史
を
研
究
し
て
い
く
う
え
で
不
可
欠
の
テ
キ
ス
ト
を

体
系
的
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
が
、
そ
の
編
集
委
員
が
た
く
さ
ん
い
る
中
で
、
吉

野
さ
ん
が
何
と
い
っ
て
も
頼
り
に
し
て
い
た
の
は
丸
山
眞
男
と
吉
川
幸
次
郎
さ
ん

だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
そ
れ
を
読
む
と
わ
か
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
ラ
ッ
セ
ル

財
団
の
日
本
協
力
委
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
運

用
方
法
を
ど
う
す
る
か
と
か
を
相
談
す
る
内
容
の
も
の
。
ま
た
、
安
倍
能
成
さ
ん

が
平
和
問
題
談
話
会
を
ど
の
よ
う
に
今
後
進
め
て
い
く
か
に
つ
い
て
悩
ん
で
い

て
、
丸
山
さ
ん
は
非
常
に
安
倍
さ
ん
に
信
用
が
あ
る
か
ら
、
ぜ
ひ
会
っ
て
話
を
聞

か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
内
容
の
も
の
な
ど
で
す
。
か
な
り
機
微
に
わ
た

る
記
述
が
あ
り
ま
す
。

平
和
問
題
談
話
会
の
関
連
資
料
の
中
身
を
私
は
ま
だ
見
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
詳

し
い
こ
と
は
存
じ
ま
せ
ん
。
松
沢
弘
陽
さ
ん
が
内
容
を
よ
く
調
査
さ
れ
た
の
で
、

ご
存
知
の
は
ず
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
本
日
は
欠
席
さ
れ
て
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
補
足
し
ま
す
と
、
そ
も
そ
も
「
協
力
の
会
」
と
い
う
も
の
を
呼
び
か

け
た
の
は
松
沢
弘
陽
氏
で
す
し
、
そ
れ
か
ら
こ
の
一
六
、七
年
く
ら
い
に
わ
た
っ

て
丸
山
文
庫
の
作
業
に
一
番
時
間
を
使
わ
れ
た
の
は
、
公
平
に
言
っ
て
、
松
沢
弘

陽
氏
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
丸
山
の
思
想
・
学
問
、
あ

る
い
は
人
格
と
い
う
も
の
に
た
い
す
る
松
沢
さ
ん
の
敬
仰
と
、
そ
れ
か
ら
丸
山
を

支
え
た
丸
山
夫
人
に
た
い
す
る
松
沢
さ
ん
の
敬
意
と
い
う
も
の
が
、
そ
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
・
ア
ン
ド
・
サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス

―
東
京
女
子
大
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
け

れ
ど
も

―
そ
う
い
う
心
構
え
が
文
庫
の
作
業
を
や
ら
れ
た
根
本
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
私
の
推
測
で
す
け
れ
ど
も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

司
会

そ
れ
で
は
ほ
か
に
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

―
先
生
方
の
非
常
に
貴
重
な
努
力
で
、
後
進
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
有
意
義

な
文
庫
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
質
問

丸山眞男文庫の意義と可能性について（平石直昭）
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は
、
配
布
資
料
の
七
頁
の
二
段
落
（
本
書
一
二
二
頁
）
の
と
こ
ろ
で
「
転
向
経
験
」

と
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
日
本
が
敗
れ
た
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か
け
で

生
じ
た
の
か
、
あ
る
い
は
新
し
い
人
権
な
り
民
主
主
義
と
い
う
も
の
を
受
け
容
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
契
機
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
。
ま
た
、

そ
れ
は
何
か
ら
の
「
転
向
」
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

平
石

ご
質
問
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
転
向
」
と
い
う
言
葉
は
、
丸

山
自
身
が
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
の
な
か
で
使
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
て
っ
と

り
早
く
い
え
ば
、
戦
前
の
天
皇
制
と
い
う
の
を
立
憲
主
義
的
に
解
釈
し
て
、
そ
れ

は
や
は
り
守
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ル
ド
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と

彼
が
い
っ
て
い
た
も
の
で
す
ね
。
そ
こ
か
ら
人
民
主
権
と
い
う
立
場
へ
の「
転
向
」

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、「
昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る
き
れ
ぎ
れ
の
回
想
」
と
い
う
文
章
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
丸
山
が
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
敗
戦
後
半
年
間
の
模
索
を
経

て
、
よ
う
や
く
論
文
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
の
立
場
へ
と
た
ど
り
着
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
を
こ
こ
で
は
「
転
向
経
験
」
と
申
し
上
げ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。

司
会

ま
だ
ご
質
問
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
と
一
人
だ
け
。

―
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
の
で
、
一
般
の
レ
ベ
ル
で

ち
ょ
っ
と
お
話
し
し
ま
す
。
今
日
の
テ
ー
マ
と
ず
れ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、
こ
の

東
京
女
子
大
学
の
中
で
学
生
さ
ん
た
ち
と
こ
の
丸
山
文
庫
と
の
関
わ
り
と
い
う
よ

う
な
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
ふ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な

こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

高
等
学
校
の
教
科
書
で
は
、私
が
今
も
っ
て
い
る
平
成
二
三
年
版
で
す
と
、「
「で

あ
る
」こ
と
と
「す
る
」こ
と
」
が
載
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
本
で
学
習
し
た
高

校
生
が
入
学
し
た
と
き
に
、
ま
さ
に
丸
山
文
庫
が
あ
っ
て
、
文
庫
に
か
か
わ
ら
な

く
て
は
卒
業
で
き
な
い
よ
う
に
し
て
も
ら
い
た
い
な
と
思
い
ま
し
て
（
笑
）。
私
、

実
を
い
う
と
芦
花
公
園
の
そ
ば
に
あ
る
今
の
芦
花
高
校
に
い
た
の
で
す
が
、
私
の

こ
ろ
は
徳
富
蘆
花
の
話
な
ん
か
、一
回
も
授
業
の
中
で
触
れ
て
く
れ
な
い
の
で
す
。

非
常
に
今
で
も
、
当
時
の
国
語
の
先
生
は
変
だ
な
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど
。

そ
う
い
う
問
題
意
識
が
あ
っ
て
。

平
石

た
と
え
ば
今
日
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
女
子
学
生
が
参
加
し
て
い
ま

す
け
れ
ど
も
、
彼
女
た
ち
の
中
に
は
丸
山
の
著
作
や
関
連
書
を
読
ん
で
、
感
想
文

を
書
い
た
り
し
て
い
る
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
受
付
付
近
に
、
女
子
大
生
た
ち

が
書
い
た
感
想
文
が
並
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

―
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

司
会

東
京
女
子
大
の
教
員
と
し
て
一
言
補
い
ま
す
と
、
図
書
館
と
丸
山
眞
男

記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
て
、「
東
女
生
が
挑
む

丸
山
眞
男
展
」

と
い
う
企
画
を
こ
の
間
や
っ
て
お
り
、
そ
の
一
端
と
し
て
、
丸
山
眞
男
の
著
作
を

読
ん
だ
学
生
た
ち
の
感
想
文
な
ど
が
受
付
付
近
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
る
べ

く
こ
の
丸
山
文
庫
の
貴
重
な
資
料
を
、
私
ど
も
東
京
女
子
大
学
の
教
育
の
場
に
も

生
か
し
て
い
き
た
い
と
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
努
力
が
足
り
ま
せ
ん
け
れ

ど
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
の
で
、
午
前
の
部
は
以
上
で
終
わ

り
ま
す
。
平
石
直
昭
先
生
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
・

草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
公
開

―
―
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

テ
ー
マ
２
成
果
報
告
―
―

丸
山
眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ

は
じ
め
に

丸
山
文
庫
の
所
蔵
資
料
に
は
、
大
き
く
分
け
て
、
図
書
・
雑
誌
と
ノ
ー
ト
・
草

稿
類
と
の
二
種
類
が
あ
り
、
資
料
の
「
保
存
」
と
「
公
開
」
は
、
こ
れ
ら
の
特
性

に
応
じ
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

図
書
・
雑
誌
は
、
教
師
・
学
生
・
市
民
の
利
用
に
供
し
て
ほ
し
い
と
の
丸
山
の

意
志
に
も
と
づ
き
、
丸
山
に
よ
る
書
き
込
み
や
折
り
込
み
等
の
な
い
も
の
は
開
架

書
庫
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
て
、
書
き
込
み
等
の
あ
る
も
の
・
劣
化

の
進
ん
で
い
る
も
の
等
は
閉
架
書
庫
で
厳
重
に
保
管
す
る
と
と
も
に
、
書
き
込
み

等
の
あ
る
ペ
ー
ジ
を
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
）
し
て
閲
覧
に
供
す
る
、
と
い
う

方
針
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
図
書
・
雑
誌
資
料
は
、
東
京
女
子

大
学
図
書
館
の
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
）
で
、
所
蔵
や
書
き
込
み
等

の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

他
方
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
は
、
原
則
と
し
て
閉
架
書
庫
で
保
管
す
る
こ
と
と
し
、

公
開
の
た
め
の
整
理
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
搬
入
時
、
資
料

を
収
め
た
封
筒
や
箱
ご
と
に
登
録
番
号
を
付
し
、
そ
の
後
、
一
点
一
点
の
資
料
を

精
査
し
、
個
々
の
資
料
に
枝
番
号
を
振
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
番
号
の
振

ら
れ
た
各
資
料
を
、
丸
山
が
関
わ
っ
た
著
述
、
研
究
会
、
市
民
運
動
な
ど
の
営
み

や
、
メ
モ
、
原
稿
、
ゲ
ラ
と
い
っ
た
資
料
形
態
に
即
し
た
項
目
に
分
類
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
一
覧
的
に
示
す
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
し
、
本
学
図
書
館
の

Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
か
ら
独
立
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
利
用
者
が
探
索
し
て
い
る
資
料
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
整
理
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
書
簡
類
等
、
と
く
に
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
に
触
れ
る
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
、資
料
は
原
則
と
し
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
の
保
存
を
徹
底
す
る
た
め
、

― 1 ―



重
要
度
の
高
い
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
に
供
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
複
写
申
請
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
す
る
方
法
で
対
応
し
、
劣
化
が
進
む
原
物
資
料
か
ら
の
直
接
の
複
写
を
避
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
な
い
資
料
も
あ
り
、

そ
れ
ら
は
原
物
で
出
納
し
、
複
写
不
可
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
丸
山
文
庫
は
、
資
料
の
保
存
と
公
開
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ
こ
か
ら
い
く
つ
か
の
課
題
が
生
じ
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
図
書
・
雑
誌
や
草
稿

類
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
閲
覧
に
供
す
る
た
め
、
本
学
図
書
館
内
の
閲
覧
ス
ペ
ー
ス

に
専
用
の
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
一
日
の
利
用
者

を
一
名
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。
一
度
に
多
く
の
方
か
ら
閲
覧
申
請

が
あ
っ
た
場
合
、す
べ
て
の
ご
希
望
に
そ
え
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、ノ
ー

ト
・
草
稿
類
の
資
料
整
理
の
進
展
に
と
も
な
い
、
よ
り
多
く
の
情
報
が
提
供
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
反
面
、
従
来
の
検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
そ
れ
を
表
示
す
る
上

で
制
約
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
進
行
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「

世
紀
日
本
に
お
け
る
知
識
人
と
教
養
―
丸

20

山
眞
男
文
庫
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
構
築
と
活
用
―
」
で
は
、
そ
う
し
た
課
題

に
対
し
て
、
丸
山
文
庫
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
資
料
の
特
性
を
さ
ら
に
生
か

し
た
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
ざ
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
三

月
に
「
丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
」
を
、
同
年
六
月
に
「
丸
山
眞
男
文
庫

草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
を
公
開
し
ま
し
た
（
丸
山
文
庫
の
設
立
か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採
択
に
い
た
る
ま
で
の
詳
細
は
、
本
『
報
告
』
第
八
号
掲
載
の
平

石
直
昭
「
草
稿
資
料
の
整
理
・
保
存
・
供
用
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
東
京
女
子
大
学

丸
山
文
庫
の
経
験
か
ら
―
」
を
ご
参
照
下
さ
い
）。
以
下
で
は
、
両
シ
ス
テ
ム
の
特

色
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫

ま
ず
、
図
書
を
対
象
と
し
た
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
丸
山

文
庫
に
お
け
る
図
書
の
整
理
は
、
丸
山
家
で
の
配
列
順
序
を
保
っ
て
い
る
点
に
特

色
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
蔵
書
の
配
列
も
ま
た
丸
山
の
思
想
を
反
映
し
て
い

る
」
と
い
う
考
え
に
も
と
づ
く
も
の
で
し
た
。
し
か
し
保
存
の
観
点
か
ら
、
図
書

を
開
架
と
閉
架
と
に
分
け
た
た
め
、
丸
山
家
に
お
け
る
元
の
配
列
は
わ
か
り
に
く

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
登
録
番
号
順
の
「
所
蔵
図
書
リ
ス
ト
」
を
作
成
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
書
架
の
配
列
を
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
考
慮
し
て
、
丸
山
に
よ
る
当
初
の
蔵
書
状
況
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
再
現
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
を
構
築
し
ま
し
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
最
大
の
特
色
は
、
丸
山
家
の
間
取
り
を
再
現
し
、
各
室
に

置
か
れ
た
書
棚
か
ら
、蔵
書
状
況
を
調
べ
ら
れ
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、

丸
山
家
に
は
二
階
建
て
の
母
屋
と
二
階
建
て
の
離
れ
と
が
あ
り
、
普
段
生
活
し
て

い
た
母
屋
の
一
階
に
、
丸
山
に
と
っ
て
重
要
度
の
高
い
図
書
が
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
ト
ッ
プ
画
面
に
あ
る
「
母
屋
一
階
」

の
画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の
間
取
り
が
現
わ
れ
ま
す
。「
書
斎
」「
応
接
間
」

「
玄
関
」「
第
一
書
庫
」「
第
二
書
庫
」
が
赤
く
点
滅
し
て
い
る
の
は
、
こ
こ
に
書

棚
が
あ
り
、
蔵
書
状
況
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
な
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か
で
も
研
究
活
動
の
本
拠
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

「
書
斎
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
間
取
り
が
立
体

的
に
示
さ
れ
、
さ
ら
に
赤
く
点
滅
し
て
い
る
書
棚

を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
こ
に
配
架
さ
れ
て
い
た

図
書
の
リ
ス
ト
が
表
示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

書
棚
に
は
そ
れ
ぞ
れ
番
号
が
振
ら
れ
て
お
り
、

書
棚
ご
と
に
収
納
さ
れ
て
い
た
図
書
の
リ
ス
ト
が

表
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
、
書
斎
に
あ
る

書
棚

と

、
応
接
間
に
あ
る
書
棚

は
「
正
統

35

36

91

と
異
端
」の
コ
ー
ナ
ー
、応
接
間
の
書
棚

は「
楽

90

譜
」
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
正
統
と

異
端
」
は
、
一
九
五
〇
年
代
末
以
降
、
亡
く
な
る

ま
で
丸
山
が
取
り
組
み
続
け
た
研
究
テ
ー
マ
で
す

が
、
丸
山
文
庫
で
は
、
閉
架
書
庫
に
独
立
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
て
整
理
・
保
存
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
丸
山
家
で
の
蔵
書
状
況
と
バ
ー
チ
ャ
ル

書
庫
と
の
間
に
は
、
い
く
つ
か
の
異
同
が
あ
り
ま

す
。
た
と
え
ば
、「
楽
譜
」は
作
曲
家
の
名
前
順
に

並
べ
替
え
て
い
ま
す
。ま
た
、丸
山
が
晩
年
、闘
病

生
活
を
送
る
な
か
で
配
列
が
大
き
く
乱
れ
た
と
思

わ
れ
る
書
棚
に
関
し
て
は
、丸
山
の
意
図
を
推
測
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し
な
が
ら
整
理
・
配
架
を
行
い
ま
し
た（
床
に
平
積
み
に
さ
れ
て
い
た
書
籍
を
近
く

の
書
棚
に
配
架
し
た
等
）。そ
の
ほ
か
、や
や
大
き
な
異
同
と
し
て
次
の
二
つ
が
あ
り

ま
す（
詳
細
は
、バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
ト
ッ
プ
画
面
を
ご
参
照
下
さ
い
―
―http:

）。

//m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/shoko

第
一
に
、
丸
山
家
に
は
あ
っ
て
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
で
は
表
示
さ
れ
な
い
図
書

が
あ
り
ま
す
。
東
京
女
子
大
学
に
寄
贈
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
（
一
般
書
、
語
学
学

習
用
の
辞
書
な
ど
）、
東
京
女
子
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
も
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫

で
は
示
さ
れ
な
い
も
の（
雑
誌
の
ほ
か
、丸
山
自
身
が
執
筆
あ
る
い
は
編
集
を
行
っ

た
図
書
）
が
そ
れ
で
す
。

第
二
に
、
丸
山
逝
去
の
時
点
で
自
宅
に
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
バ
ー
チ
ャ
ル
書

庫
で
は
表
示
さ
れ
る
図
書
が
あ
り
ま
す
。
①
丸
山
が
勤
務
し
て
い
た
東
京
大
学
法

学
部
の
図
書
室
に
寄
託
し
て
い
た
も
の
、
②
東
大
退
官
後
に
丸
山
が
『
日
本
思
想

大
系
』
の
編
集
作
業
な
ど
に
使
用
す
る
た
め
岩
波
書
店
に
置
い
て
い
た
も
の
が
そ

れ
で
す
。
ど
ち
ら
も
、
現
在
は
丸
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
①
は
離
れ
二
階

―
第
四
書
庫
―
書
棚

〜

に
、
②
は
離
れ
二
階
―
第
四
書
庫
―
書
棚

に
表
示

81

83

80

さ
れ
ま
す
。

バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
の
図
書
リ
ス
ト
に
表
示
さ
れ
た
各
図
書
は
、
本
学
図
書
館
Ｏ

Ｐ
Ａ
Ｃ
の
書
誌
情
報
と
リ
ン
ク
し
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
上
の
詳
し
い
書
誌
情
報

を
見
る
こ
と
で
、
各
図
書
に
書
き
込
み
や
折
り
込
み
が
あ
る
の
か
、
そ
れ
ら
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
丸
山
に
よ
る
書
き
込
み
等
が
あ
る

実
際
の
ペ
ー
ジ
は
、本
学
図
書
館
内
で
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
よ
り
閲
覧
で
き
ま
す（
閲

覧
に
は
所
定
の
手
続
き
が
必
要
で
す
）。
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以
上
が
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
と
そ
の
周
辺
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
の
よ
う
に
生
活

空
間
か
ら
蔵
書
状
況
を
見
て
い
く
シ
ス
テ
ム
は
、
丸
山
眞
男
に
つ
い
て
興
味
を

も
っ
た
一
般
の
方
か
ら
、
丸
山
の
思
想
世
界
を
分
析
す
る
研
究
者
の
方
ま
で
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
従

来
の
研
究
リ
ソ
ー
ス
と
は
大
幅
に
異
な
る
も
の
で
も
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
活

用
方
法
が
あ
る
の
か
、
作
成
に
関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
自
身
に
と
っ
て
も
未
知
の
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も
、
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
き
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

次
に
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
を
対
象
と
し
た
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
紹

介
し
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
新
し
い
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

機
能
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
資
料
画
像
を
閲
覧
で
き
る
機
能
と
を
も
つ
と
こ

ろ
に
大
き
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。
以
下
で
は
、
こ
の
二
つ
の
面
に
即
し
て
説
明
し

ま
す
。

ま
ず
、
検
索
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
機
能
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
草
稿
類
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
丸
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
の
す

べ
て
の
画
像
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

来
ど
お
り
本
学
図
書
館
で
し
か
閲
覧
で
き
な
い
資
料
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
は
、
そ
れ
ら
の
閲
覧
申
請
を
行
う
た
め
の
検
索
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
役
割
も
も
っ
て
い
ま
す
。
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こ
の
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
は
、
資
料
の
よ
り
詳
し
い
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
ざ
し
ま
し
た
。
旧
検
索
シ
ス
テ
ム
で
表
示
さ
れ
る
の
は
、
資
料
の

タ
イ
ト
ル
、
資
料
番
号
、
執
筆
年
、
関
連
資
料
番
号
、
分
類
項
目
ま
で
で
し
た
。

そ
れ
に
対
し
て
新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
作
成
者
、
形
態
・
枚
数
、
内
容
を
加
え
、

こ
れ
に
と
も
な
い
、
検
索
で
き
る
項
目
も
増
え
ま
し
た
（
詳
細
は
草
稿
類
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
「
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
」
を
ご
参
照
下
さ
い
―
―http:

）。

//m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/archives/about

資
料
番
号
に
よ
る
検
索
は
、
枝
分
け
以
前
の
、
す
な
わ
ち
搬
入
時
の
資
料
の
状

態
を
確
認
で
き
る
と
い
う
点
で
、
大
き
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ

う
に
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
ノ
ー
ト
・
草
稿
類
は
、
丸
山
文
庫
に
搬
入
さ
れ
た
際
、

封
筒
や
箱
ご
と
に
番
号
を
付
し
、
そ
の
後
、
形
態
や
内
容
に
応
じ
て
、
各
資
料
の

枝
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
は
じ
め
封
筒
単
位
で
番
号
を
付
し
た
資
料

は
、
そ
の
な
か
で
、
ク
リ
ッ
プ
留
め
に
よ
る
ま
と
ま
り
ご
と
に
枝
分
け
し
、
さ
ら

に
メ
モ
の
内
容
に
よ
っ
て
枝
分
け
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
整
理
し
、
そ
れ
に
対
応

す
る
よ
う
に
階
層
を
設
け
て
各
資
料
に
枝
番
号
を
付
し
ま
し
た
。
現
在
、
資
料
番

号
は
四
つ
の
階
層
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
た
封
筒
や
箱
に
は
、
丸
山
自
身
が
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た

も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
内
容
」
欄
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
旧
検
索
シ

ス
テ
ム
で
は
、
箱
や
封
筒
の
タ
イ
ト
ル
は
、
個
別
の
資
料
タ
イ
ト
ル
と
併
記
せ
ざ

る
を
得
ず
、一
見
わ
か
り
づ
ら
い
表
記
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、

個
別
の
資
料
名
を
「
タ
イ
ト
ル
」
欄
に
、
封
筒
や
箱
に
付
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
「
内

容
」
欄
に
書
き
分
け
る
こ
と
で
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
な
表
示
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
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「
内
容
」
欄
で
は
、
以
上
の
ほ
か
に
、
万
年
筆
の
イ
ン
ク
の
色
や
、
そ
の
資
料
が

用
い
ら
れ
た
論
文
名
、
そ
の
論
文
を
収
録
す
る
『
丸
山
眞
男
集
』
の
巻
数
と
い
っ

た
情
報
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
史
料
が
抜
粋
さ
れ
て
い
る
メ
モ
に
は
、
引
用
元
の
蔵

書
の
書
誌
情
報
が
表
示
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、「
作
成
者
」
欄
を
新
設
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
資
料

の
作
成
者
名
を
表
示
し
て
い
ま
す
。
草
稿
類
の
主
な
作
成
者
は
、
丸
山
眞
男
や
代

り
に
筆
記
を
行
っ
た
ゆ
か
里
夫
人
で
す
が
、
丸
山
が
参
照
し
た
論
文
の
コ
ピ
ー
や

切
抜
、
抜
刷
等
の
著
者
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
他
者
の
作
品
に
丸
山
が
書
き
込
み

を
行
っ
て
い
る
資
料
は
、
原
著
者
と
丸
山
の
名
前
が
表
示
さ
れ
ま
す
。
作
成
者
が

特
定
で
き
な
い
場
合
は
「
不
明
」
と
し
て
い
ま
す
。

「
形
態
・
枚
数
」
欄
も
新
た
に
設
け
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
資
料
の
大
き
さ
、
枚

数
等
を
示
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
原
稿
用
紙
の
裏
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
用
紙
の
作
成
会
社
名
、
出
版
社
名
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
以
上
の
「
タ
イ

ト
ル
」「
内
容
」「
作
成
者
」「
作
成
年
」「
形
態
・
枚
数
」
の
各
欄
は
、「
フ
リ
ー
ワ
ー

ド
」（
簡
易
検
索
）
で
検
索
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

分
類
項
目
に
よ
る
絞
り
込
み
は
、
旧
検
索
シ
ス
テ
ム
で
も
可
能
で
し
た
が
、
一

度
に
絞
り
込
め
る
項
目
が
一
つ
に
限
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
新
シ
ス
テ
ム
で

は
、
複
数
の
項
目
を
同
時
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
項
目
の
一
覧
に

あ
る
チ
ェ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
を
選
択
す
る
こ
と
で
、
任
意
の
分
類
項
目
で
資
料
を
絞

り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
に
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
も
う
一
つ
の
機
能
で
あ
る
、
資
料
画

像
の
閲
覧
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
画
像
を
閲
覧
で
き
る
資
料
は
、
詳
細
検
索
画
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面
の
「
画
像
の
有
無
」
で
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
検
索
結
果
一
覧

画
面
で
も
確
認
で
き
ま
す
。
資
料
画
像
を
閲
覧
す
る
た
め
に
は
、
検
索
結
果
一
覧

画
面
で
各
資
料
の
タ
イ
ト
ル
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
書
誌
詳
細
画
面
を
開
い
て
く
だ
さ

い
。
書
誌
詳
細
画
面
の
下
部
に
あ
る
「
画
像
枚
数
」
欄
の
「
画
像
を
表
示
す
る
」

と
い
う
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
画
像
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

資
料
画
像
に
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ｉ
ｆ
ｙ
と
い
う
加
工
を
施
し
て
お
り
、
マ
ウ
ス
や

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
の
操
作
で
の
拡
大
・
縮
小
が
可
能
で
す
。
資
料
に
は
、
小
さ
な
字

で
書
か
れ
て
い
る
も
の
、
紙
の
端
の
し
わ
の
寄
っ
た
箇
所
の
記
述
な
ど
判
読
し
に

く
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
拡
大
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
公
開
を
う
け
て
、本
学
図
書
館
は
、こ
の
ア
ー

カ
イ
ブ
で
公
開
し
て
い
る
資
料
画
像
の
ハ
ー
ド
コ
ピ
ー
の
送
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
の
資
料
画
像
は
、
資
料
部
分
の
み
の
印
刷
は
で
き

な
い
仕
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、資
料
部
分
の
み
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、著
作
権
の
範
囲
内
で
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
ま
し
た（
詳
細
は
丸
山
文
庫
の

利
用
案
内
を
ご
参
照
下
さ
い
―
―http://w

w
w
.tw

cu.ac.jp/facilities/

）。

m
aruyam

a/bunko/info

な
お
、
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
画
像
を
閲
覧
で
き
る
資
料
も
、
本
学

図
書
館
で
の
み
閲
覧
で
き
る
資
料
も
、
従
来
ど
お
り
閲
覧
申
請
を
受
け
つ
け
て
い

ま
す
。
利
用
案
内
を
ご
参
照
い
た
だ
き
、
所
定
の
手
続
き
に
従
っ
て
申
請
を
行
っ

て
下
さ
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
検
索
シ
ス
テ
ム
、
画
像
公
開
の
両
面
で
、
ノ
ー
ト
・
草
稿
類

の
閲
覧
の
利
便
性
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
検
索
シ
ス
テ
ム
で
表
示
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さ
れ
る
資
料
の
情
報
は
、
現
在
も
調
査
を
継
続
し
て
い
る
た
め
、
枝
分
け
が
進
め

ら
れ
る
な
ど
今
後
も
適
宜
更
新
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
資
料
画
像
も
、
現
在
で
は
、

主
に
丸
山
眞
男
自
筆
資
料
、
ゆ
か
里
夫
人
作
成
資
料
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

他
の
資
料
に
関
し
て
も
、
今
後
各
々
の
著
作
権
者
よ
り
ご
承
諾
を
い
た
だ
き
、
公

開
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
の
情
報

や
画
像
に
つ
い
て
、
お
気
づ
き
の
こ
と
や
ご
不
明
な
点
は
、
丸
山
眞
男
記
念
比
較

思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

こ
の
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
っ
て
、
よ
り
多
く
の
方
が
丸
山
の
思

索
の
現
場
に
立
ち
あ
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
思
想
と
学
問
の
一
層
深
い
理
解
に
資

す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

以
上
に
紹
介
し
た
、
丸
山
文
庫
の
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
と
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
支
援
な
し
に
は
公
開
に
い
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
構
想
し
た
際
、
研
谷
紀
夫
氏
よ
り
多
く
の
こ
と
を

ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫
で
の
丸
山
家
の
間
取
り
の
再
現
に

あ
た
っ
て
は
、
丸
山
彰
氏
、
牛
田
尚
子
氏
よ
り
的
確
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
日
本
各
地
の
図
書
館
・
資
料
館
・
文
書
館
等
の
ス
タ
ッ
フ
よ
り
、

ア
ー
カ
イ
ブ
資
料
の
整
理
・
保
存
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
仕
様
等
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

関
連
サ
イ
ト

丸
山
眞
男
文
庫
バ
ー
チ
ャ
ル
書
庫

http://m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/shoko

丸
山
眞
男
文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

http://m
aruyam

abunko.tw
cu.ac.jp/archives

丸
山
眞
男
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

丸
山
文
庫
の
利
用
案
内
や
所
蔵
資
料
の
概
要
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w
w
.tw

cu.ac.jp/facilities/m
aruyam

a/bunko

東
京
女
子
大
学
図
書
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ

詳
細
検
索
画
面
に
あ
る
「
配
架
場
所
」
の
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ
ュ
ー
で
「
丸
山

文
庫
（
開
架
）」「
丸
山
文
庫
（
閉
架
）」
に
よ
る
絞
り
込
み
が
で
き
ま
す
。

https://opac.library.tw
cu.ac.jp/opac/opac_search

丸
山
眞
男
文
庫
ス
タ
ッ
フ
（
二
〇
一
五
年
度
現
在
）

川
口
雄
一
（
特
任
研
究
員
）

金
子
元

佐
藤
美
奈
子

播
磨
崇
晃

堀
内
健
司

山
辺
春
彦
（
元
特
任
研
究
員
）
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丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
調
査
報
告

丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
草
稿
・

速
記
稿
類
の
概
況

松
沢
弘
陽
・
山
辺
春
彦

丸
山
眞
男
文
庫
に
は
、
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
大
量
の
草
稿
・
速
記
原
稿
類
が
保

存
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
二
九
四
―
二
九
六
、
三
〇
〇
―
三
〇
三
、
三
四
三
、

四
〇
五
、
四
三
〇
―
四
三
二
、
六
六
五
、
九
〇
八
）。
そ
れ
に
は
、
Ａ
．
一
九
四
七

年
度
講
義
ノ
ー
ト
の
一
部
と
思
わ
れ
る
も
の
（
資
料
番
号
三
四
三
―
一
八
、
四
〇

五
―
五
、四
〇
五
―
八
）、Ｂ
．
講
演
記
録
、Ｃ
．
断
片
的
草
稿
が
含
ま
れ
て
い
る
。

Ａ
．
整
理
の
上
『
報
告
』
本
号
に
掲
載
。

Ｂ
．
丸
山
が
行
っ
た
特
に
敗
戦
後
初
期
の
福
沢
に
関
す
る
講
演
に
つ
い
て
は
、

公
刊
さ
れ
た
諸
団
体
の
歴
史
類
の
中
に
記
述
が
あ
る
。

１
．
一
九
四
八
年
一
一
月
一
〇
日
、
交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
式
に
お
け
る
講
演

（
富
田
正
文
監
修
『
交
詢
社
百
年
史
』
交
詢
社
、
一
九
八
三
年
、
三
八
九
頁
、
竹

田
行
之
執
筆
『
交
詢
社
の
百
二
十
五
年
―
知
識
交
換
世
務
諮
詢
の
系
譜
』
交
詢
社
、

二
〇
〇
七
年
、
九
二
頁
）。
慶
応
義
塾
の
福
沢
先
生
研
究
会
機
関
誌
『
福
沢
研
究
』

復
刊
一
号
に
は
こ
の
講
演
に
つ
い
て
「
福
沢
先
生
の
思
想
に
就
い
て

東
大
教
授

[マ
マ
]

丸
山
眞
男

交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
記
念
会
講
演
」
な
ど
と
あ
る
。
た
だ
、
日
付

に
つ
い
て
は
昭
和
二
十
二
年
と
誤
っ
て
お
り
、
こ
の
誤
ま
り
が
丸
山
自
身
の
記
録

に
も
踏
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
．
一
九
四
九
年
六
月
二
二
日
（
か
）。
福
沢
先
生
研
究
会
主
催
の
石
河
賞
受

賞
記
念
講
演
。
福
沢
先
生
研
究
会
の
正
史
と
い
え
る
、
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
先
生

研
究
会
編
『
去
来
有
真

慶
応
義
塾
福
研
・
有
真
寮
史
』（
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
先

生
研
究
会
＝
会
長
西
川
俊
作
刊
、
二
〇
〇
四
年
）
に
、
石
河
賞
の
創
設
、
丸
山
へ

の
授
賞
、丸
山
の
受
賞
記
念
講
演
お
よ
び
そ
の
後
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。

以
下
主
と
し
て
こ
れ
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
福
沢
先
生
研
究
会
の
当
時
の
定
期

刊
行
物
を
参
照
し
て
説
明
す
る
。
石
河
賞
は
、
福
沢
先
生
研
究
会
が
、
研
究
会
発

足
三
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
福
沢
研
究
に
大
き
な
成
果
を
残
し
た
石
河
幹
明
を
顕

彰
し
て
創
設
し
た
も
の
。
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
福
沢
研
究
を
対
象
と
し
、
選
考
に

は
、
板
倉
卓
造
、
高
橋
誠
一
郎
、
潮
田
江
次
、
小
泉
信
三
が
当
っ
た
。
選
考
対
象
、
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単
行
本
一
五
冊
、
論
文
一
九
篇
か
ら
、
選
考
委
員
全
員
の
一
致
で
、
一
九
四
八
年

一
二
月
二
三
日
「
福
沢
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」
と
「
福
沢
諭
吉
の
哲
学
」

の
二
編
の
業
績
に
よ
り
、
丸
山
が
選
ば
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
、
翌
四
九
年
慶
応

義
塾
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
丸
山
の
受
賞
記
念
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。『
去
来
有

真
』
は
、
福
沢
先
生
研
究
会
の
『
福
沢
研
究
』
四
号
（
一
九
五
〇
年
一
月
）
の
記

事
に
も
と
づ
い
て
六
月
二
二
日
開
催
と
す
る
が
、
同
じ
福
沢
先
生
研
究
会
の
『
福

研
ニ
ュ
ー
ス
』
第
四
号
（
日
付
な
し
）
に
は
、「
福
研
初
夏
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
〝
講
演

会
シ
リ
ー
ズ
〞」
と
し
て
第
一
回
、
一
九
四
九
年
五
月
四
日
、
金
沢
冬
三
郎
、
第
二

回
五
月
一
一
日
、
場
所
未
定
、
嘉
治
隆
一
、
に
続
い
て
第
三
回
、
六
月
一
〇
日
、

場
所
未
定
、
丸
山
眞
男
「
近
代
思
想
家
と
し
て
の
福
沢
諭
吉
」（
仮
題
）
と
あ
り
、

丸
山
の
講
演
が
「
石
河
賞
第
一
回
受
賞
者
」
と
し
て
の
「
同
賞
記
念
講
演
会
で
あ

る
」
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
第
四
号
が
五
月
一
一
日
以
前
の
発
行
で
あ
る
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。『
福
研
ニ
ュ
ー
ス
』
第
五
号
（
一
九
四
九
年
六
月
二
八
日
）
は
、「
丸

山
氏
〔
石
河
賞
受
賞
〕
記
念
講
演
に
よ
せ
て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
、
丸
山
の
福

沢
研
究
に
つ
い
て
の
深
い
理
解
に
も
と
づ
く
長
文
の
紹
介
を
載
せ
て
い
る
。
な
お

同
じ
面
に
こ
の
回
の
五
月
は
じ
め
か
ら
の
行
事
の
記
録
が
あ
る
が
、
六
月
一
七
日

ま
で
で
あ
る
。
ま
た
前
記
の
「
記
念
講
演
に
よ
せ
て
」
は
「
こ
ゝ
に
氏
の
記
念
公

演
が
行
は
れ
る
に
当
り
」
と
し
て
お
り
、
講
演
が
ま
だ
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
講
演
は
六
月
下
旬
の
か
な
り
遅
く
か
、
そ
れ
以
降

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
去
来
有
信
』
一
〇
六
頁
掲
載
の
七
月
二

日
の
Ｏ
Ｂ
会
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
こ
の
会
合
で
丸
山
の
石
河
賞
記
念
講
演
と
そ
の

後
の
座
談
会
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
と
あ
り
、
記
念
講
演
は
お
そ
く
と
も
七
月
一

日
ま
で
に
は
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。『
去
来
有
真
』
の
年
表
、
一
九
四

九
年
の
欄
に
は
「
６
・

丸
山
眞
男
氏
講
演
（
未
確
認
）」
と
あ
り
、
前
記
の
よ
う

22

な
事
情
を
反
映
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
丸
山
は
、
当
時
の
福
沢
先
生
研
究

会
会
長
で
あ
っ
た
富
田
正
文
を
追
悼
す
る
「
憶
い
出
の
く
さ
ぐ
さ
」（『
丸
山
眞
男

集
』
第
一
五
巻
二
四
六
頁
）
で
、
交
詢
社
で
の
講
演
の
話
に
続
い
て
「
私
は
三
田

の
方
で
の
話
は
か
す
か
に
記
憶
し
て
い
る
が
」
と
の
べ
る
。
な
お
『
去
来
有
真
』

は
、『
福
沢
研
究
』
八
号
（
昭
和
三
二
年
八
月
）
の
「
座
談
会

福
沢
か
ら
何
を
学

ぶ
か
―
丸
山
眞
男
氏
を
囲
ん
で
―

富
田
正
文
・
昆
野
和
七
・
土
橋
俊
一
列
席
」

に
よ
っ
て
、
こ
の
講
演
の
八
年
後
に
も
福
沢
先
生
研
究
会
が
主
催
し
た
、
丸
山
を

囲
む
座
談
会
の
様
子
を
詳
し
く
伝
え
て
い
る
（
一
一
三
、
一
一
五
―
一
二
二
頁
）。

３
．
一
九
五
〇
年
四
月
八
日
、「
福
沢
諭
吉
五
十
回
忌
記
念
学
術
講
演
会

大

阪
慶
応
倶
楽
部
主
催
、
於
大
阪
毎
日
新
聞
講
堂
「
人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
福
沢

先
生
」、
慶
応
義
塾
大
学
名
誉
教
授
高
橋
誠
一
郎
…
「
福
沢
先
生
の
思
想
に
つ
い
て

―
特
に
時
事
新
報
を
中
心
に
―
東
京
大
学
助
教
授
丸
山
眞
男
、「
福
沢
先
生
と
戦

争
及
び
革
命
」
同
志
社
大
学
教
授
田
畑
忍
」
と
あ
る
（『
慶
応
義
塾
百
年
史
』
下
、

慶
応
義
塾
、
一
九
六
八
年
、
二
〇
頁
以
下
）。
慶
応
倶
楽
部
は
慶
應
義
塾
同
窓
生
組

織
の
一
つ
。

な
お
慶
応
義
塾
百
年
史
編
纂
に
当
っ
て
河
北
展
生
を
始
め
と
す
る
担
当
委
員
が

収
集
し
た
資
料
の
中
の
、「
昭
和
二
十
五
年
度
儀
式
書
類
綴
」
の
中
に
、
昆
野
和
七

の
署
名
捺
印
の
あ
る
、
昭
和
二
十
五
年
四
月
十
二
日
付
の
「
福
沢
先
生
偉
業
展
出

張
報
告
」
が
あ
り
、
昆
野
が
四
月
七
日
に
丸
山
に
同
行
し
て
大
阪
に
着
い
て
か
ら
、

八
日
夜
帰
京
す
る
丸
山
を
見
送
る
ま
で
、
講
演
と
そ
の
前
後
の
各
方
面
か
ら
の
い
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た
れ
り
尽
せ
り
の
待
遇
ま
で
に
わ
た
っ
て
記
録
し
て
い
る
。

「
四
月
八
日

講
演
会
開
催
（
午
後
一
時
―
午
後
四
時
半
）

講
演
会

演
題
及
講
師
左
の
通
り

福
沢
先
生
と
戦
争
及
び
革
命

同
志
大
教
授

田
畑

忍
氏

近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生

東
大
助
教
授

丸
山
眞
男
氏

人
及
び
思
想
家
と
し
て
の
福
沢
先
生
〔
国
立
〕
博
物
館
長

高
橋
誠
一
郎
氏

中
略

丸
山
氏
は
先
生
の
国
権
皇
張
論
を
他
の
絶
対
主
義
者
の
所
論
と
区
別
す

べ
き
点
を
挙
げ
、
曽
つ
て
小
泉
信
三
氏
の
論
じ
た
合
理
主
義
（
ラ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
）
非
合
理
主
義
（
イ
ル
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
）
の
説
を
具
体
的
に
詳

論
し
た
も
の
で
、
特
に
記
す
べ
き
こ
と
は
、
此
の
講
演
で
丸
山
氏
は
未
発

表
の
研
究
発
表
を
し
た
こ
と
で
す
、

中
略

聴
衆
―
参
集
者
実
数
は
三
五
〇
名
、
座
席
は
無
く
な
り
三
、
四
〇
名
は

立
っ
て
聞
い
て
い
ま
し
た
、
途
中
帰
っ
た
も
の
僅
か
十
名
、
主
催
者
側
は

予
想
外
の
盛
況
と
し
て
驚
嘆
し
て
い
ま
し
た
」

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
丸
山
講
演
の
タ
イ
ト
ル
も
、
三
人
の
講
演
の
順
序
も
『
百
年
史
』

記
述
と
は
大
き
く
異
な
る
。
丸
山
の
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
別
掲
の
講
演
速
記
稿
の

そ
れ
と
一
致
し
、
具
体
的
内
容
も
、『
百
年
史
』
に
記
さ
れ
る
タ
イ
ト
ル
が
示
す
と

こ
ろ
と
は
全
く
異
な
る
。
講
演
の
順
序
も
、
丸
山
講
演
の
中
で
、
先
に
語
っ
た
田

畑
忍
の
講
演
の
中
の
、
福
沢
は
加
藤
弘
之
と
同
じ
く
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
国
家
主
義

者
」
だ
っ
た
と
す
る
こ
と
ば
に
論
及
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昆
野
報
告
が
正
し
い

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

な
お
『
百
年
史
』
二
二
頁
以
下
に
は
、
慶
応
義
塾
大
学
の
『
史
学
』
二
四
巻
二
・

三
合
併
号
が
「
福
沢
諭
吉
五
十
年
忌
記
念
特
集
号
」
に
あ
て
ら
れ
、
田
畑
忍
の
「
福

沢
先
生
の
革
命
及
び
戦
争
観
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
一
〇
六
―
一
一
九
頁
）。
こ

の
論
文
は
、
タ
イ
ト
ル
に
は
そ
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く

田
畑
の
大
阪
講
演
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
で
も
田
畑
は
、
福
沢
を

加
藤
弘
之
と
同
じ
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
国
家
主
義
者
」
だ
っ
た
と
す
る
が
、
こ
の
表

現
は
、
丸
山
が
自
分
の
講
演
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」

の
中
で
と
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
丸
山
の
大
阪
講
演
も
、
こ
の
「
特
集
号
」

に
載
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
何
ら
か
の
事
情
で
、
別
掲
の
丸
山
講

演
の
解
説
で
ふ
れ
る
よ
う
に
、
丸
山
は
講
演
速
記
稿
に
手
を
入
れ
る
こ
と
も
せ
ぬ

ま
ま
に
終
わ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４
．『
丸
山
眞
男
集
』
別
巻
「
年
譜
」
の
一
九
六
八
年
七
月
の
項
に
、「
慶
応
義

塾
大
学
で
行
わ
れ
た
「
近
代
日
本
の
人
物
像
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
泉
信
三
記
念

講
座
の
第
八
回
で
「
福
沢
諭
吉
」
と
題
し
て
講
演
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
丸
山
文
庫
に
草
稿
、
速
記
稿
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い
る
状
況
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

１
．
竹
田
行
之
氏
が
『
交
詢
社
の
百
二
十
五
年
』
を
執
筆
さ
れ
る
折
、
交
詢
社

に
こ
の
講
演
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
を
探
さ
れ
た
が
見
付
か
ら
な
か
っ
た
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と
い
う
（
竹
田
氏
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
談
話
）。
丸
山
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
草
稿

断
片
の
一
つ
（
資
料
番
号
四
〇
五
―
八
―
四
）、「
結
語
」
と
い
う
表
題
で
始
ま
る

原
稿
九
枚
（
丸
山
夫
人
に
よ
る
福
沢
の
「
社
会
の
形
勢
学
者
の
方
向
」
の
抄
録
一

枚
を
含
む
）
は
、
こ
の
講
演
の
結
び
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
草
稿
に
は
冒
頭
に
エ

ン
ピ
ツ
で
「
昭

、
講
演
、（
興
業
ク
ラ
ブ
？
）」
と
書
い
て
抹
消
し
て
あ
り
八
枚

22

目
に
は
一
九
七
一
年
の
講
義
「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」（『
丸
山
眞
男
集
』
第
一

五
巻
、
三
二
〇
―
二
一
頁
）
に
、
こ
の
断
片
を
引
用
す
る
折
に
記
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
「
昭

、
興
業
ク
ラ
ブ
講
演
」
と
い
う
欄
外
の
記
入
が
あ
る
。
こ
の
講
演
の

22

冒
頭
に「

私
は
ふ
だ
ん
、
資
料
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
バ
ラ
バ

ラ
に
し
て
、関
連
す
る
資
料
を
ク
リ
ッ
プ
に
綴と

じ
て
し
ま
っ
て
あ
る
の
で
す
。

急
に
こ
う
い
う
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
し
ょ
う
が
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
を
慌
て
て
持
ち
出
し
ま
し
て
、
適
当
な
順
序
に
並
べ
て
み
た
の
で
す
け

れ
ど
も
、
果
し
て
う
ま
く
つ
な
が
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。」

と
の
べ
た
上
、
終
り
で
は
そ
れ
を
受
け
て
、

「
こ
の
私
の
原
稿
の
断
片
の
い
ち
ば
ん
最
後
に
、
こ
う
い
う
古
い
紙
が
出
て

き
ま
し
た
。
終
戦
直
後
の
、
昭
和
二
十
二
年
に
、
私
が
福
沢
に
つ
い
て
し
ゃ

べ
っ
た
時
の
原
稿
は
、
こ
う
い
う
ザ
ラ
紙
な
の
で
す
。
…
…
こ
れ
を
ち
ょ
っ

と
読
ん
で
み
ま
す
。
最
後
の
結
語
の
と
こ
ろ
だ
け
で
す
。」

と
し
て
、
読
み
上
げ
た
部
分
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
番
号
四
〇
五
―

八
―
四
の
断
片
九
枚
中
の
最
後
の
二
枚
に
わ
ず
か
な
加
筆
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
「
昭

」
と
い
う
の
は
、
交
詢
社
の
講
演
を
行
っ
た
、
戦
後
初
期
激
動
の

22

日
々
で
、
目
ま
ぐ
る
し
い
活
動
の
中
で
日
時
の
記
憶
が
定
か
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
丸
山
が
、『
福
沢
研
究
』
第
四
号
＝
復
刊
第
一
号
の
記
事
に
引
っ
ぱ
ら
れ
て
、
昭

和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
の
講
演
を
昭
和
二
二
（
一
九
四
七
）
年
の
こ
と
と
思
い

こ
ん
だ
の
で
は
な
い
か
。「
興
業
ク
ラ
ブ
」
は
、
工
業
倶
楽
部
以
外
に
考
え
難
い
。

丸
山
は
交
詢
社
で
の
講
演
を
工
業
倶
楽
部
で
と
思
い
ち
が
い
し
た
の
か
。
こ
れ
も

竹
田
氏
の
教
示
に
よ
れ
ば
敗
戦
後
の
当
時
も
、
交
詢
社
の
集
会
が
外
部
で
行
わ
れ

た
こ
と
は
な
い
と
い
う
。
私
た
ち
は
、
こ
の
断
片
は
、
交
詢
社
で
行
わ
れ
た
丸
山

に
と
っ
て
初
め
て
の
福
沢
講
演
の
、
い
わ
ば
幻
の
記
録
の
「
結
び
」
で
は
な
い
か

と
推
定
す
る
。「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」（『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
）
三
二
〇

頁
に
、「
私
の
原
稿
の
断
片
の
い
ち
ば
ん
最
後
」
の
「
古
い
紙
」、「
最
後
の
結
語
の

と
こ
ろ
だ
け
」（
傍
点
引
用
者
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
断
片
の
冒
頭
の
「
結
語
」
と

い
う
こ
と
ば
に
対
応
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
結
語
に
い
た
る
前
の
部
分
の
草
稿

に
つ
い
て
は
、
用
い
ら
れ
た
原
稿
用
紙
、
イ
ン
キ
・
ペ
ン
・
字
体
と
文
章
か
ら
調

べ
を
重
ね
て
い
る
が
ま
だ
特
定
出
来
て
い
な
い
。

２
．
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
類
の
中
で
、
こ
の
講
演
の
草
稿
と
考
え
ら
れ
る
も

の
は
、
未
だ
特
定
出
来
て
い
な
い
。
ま
た
慶
応
義
塾
大
学
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

３
．
丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
番
号
四
〇
五
―
七
が
こ
の
講
演
の
速
記
で
あ
る
。
表

題
は
先
に
紹
介
し
た
昆
野
和
七
の
報
告
に
記
さ
れ
る
と
お
り
「
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」。「
毎
日
新
聞
社
」
と
あ
る
罫
紙
に
一
行
お
き
に
記

し
て
正
味
六
七
枚
。
た
だ
し
、
八
か
所
に
は
丸
山
が
講
演
で
引
用
し
た
福
沢
の
文

章
の
主
題
を
記
し
て
、
引
用
文
に
見
あ
っ
た
長
さ
の
空
白
が
残
さ
れ
て
い
る
。
講
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演
の
記
録
と
し
て
の
質
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
聞
き
違
い
や
文
意
の
取
り
違
い
が

少
な
く
な
い
。
お
そ
ら
く
丸
山
は
こ
れ
に
手
を
入
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
既
に
の
べ
た
よ
う
に
、
丸
山
は
こ
の
講
演
に
も
と
づ
く
論
文
を
、

田
畑
忍
と
同
じ
よ
う
に
慶
応
義
塾
大
学
文
学
部
の
紀
要
『
史
学
』
に
載
せ
る
こ
と

を
求
め
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
応
じ
る
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
講
演
の
後
、
ま
も
な
く
朝
鮮
動
乱
が
勃
発
し
、
平
和
問

題
談
話
会
会
員
と
し
て
の
丸
山
の
活
動
も
急
速
に
重
さ
を
増
す
に
い
た
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
こ
の
速
記
稿
は
あ
ま
り
質
が
良
く
な
く
、
丸
山
の
手
も
加
わ
っ
て

い
な
い
が
、
丸
山
が
交
詢
社
や
慶
応
義
塾
の
学
内
か
ら
外
に
踏
み
出
し
た
最
初
の

講
演
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
慶

応
義
塾
に
も
大
阪
慶
応
倶
楽
部
に
も
速
記
稿
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、『
丸

山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』
今
号
に
、
項
を
改
め
て
全
文
を
紹

介
す
る
。

４
．
丸
山
文
庫
所
蔵
の
資
料
番
号
九
〇
八
が
こ
の
講
演
の
速
記
稿
で
あ
る
。
袋

に
「
福
沢
諭
吉
―
人
と
思
想
―

慶
応
義
塾
連
続
講
義
、
於
三
田
、（
昭
和
四
三
、

九
、）」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
丸
山
の
字
で
は
な
い
。
ま
た
、
竹
田
行
之
氏
に
よ

れ
ば
当
時
福
沢
諭
吉
協
会
の
常
務
理
事
で
こ
の
講
演
に
か
か
わ
っ
た
土
橋
俊
一
の

字
で
も
な
い
。
中
に
収
め
ら
れ
た
速
記
稿
は
、
表
紙
に
「
小
泉
講
座

丸
山
眞
男

先
生

年

月

日
（
土
）」
と
書
い
て
最
後
の
日
付
は
抹
消
さ
れ
て
い
る
。
ま

43

7

14

ち
が
っ
た
日
付
を
記
し
た
も
の
を
丸
山
に
届
け
る
折
に
訂
正
し
た
も
の
で
は
な
い

か
。
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
速
記
稿
の
コ
ピ
ー
で
あ
る
。
後
述
す
る
『
丸
山

眞
男
手
帖
』第
五
七
号
の
本
講
演
復
刻
に
付
さ
れ
た
竹
田
行
之
氏
の
解
説
の
中
で
、

「
い
つ
か
公
表
の
日
を
俟
ち
た
い
と
い
う
」
土
橋
俊
一
の
配
慮
で
速
記
録
が
「
複

写
を
ふ
く
め
て
二
通
つ
く
ら
れ
、
一
通
が
冨
田
さ
ん
か
ら
竹
田
に
渡
さ
れ
た
」
と

あ
る
「
複
写
」
の
一
通
が
こ
れ
に
当
る
の
だ
ろ
う
。
コ
ク
ヨ
二
〇
〇
字
原
稿
用
紙

一
二
〇
枚
。
速
記
に
は
誤
ま
り
が
あ
る
が
丸
山
が
校
訂
し
た
あ
と
は
見
ら
れ
な

い
。
丸
山
文
庫
に
保
存
さ
れ
る
土
橋
俊
一
か
ら
丸
山
へ
の
手
紙
の
中
に
は
、
こ
の

講
演
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
一
九
六
八
年
九
月
三
日
付
に
は
、
九
月

一
四
日
三
田
本
塾
西
校
舎
五
一
七
番
教
室
で
、
加
藤
元
一
教
授
の
北
里
柴
三
郎
に

つ
い
て
の
講
演
に
続
い
て
、
丸
山
が
福
沢
諭
吉
に
つ
い
て
講
演
す
る
旨
の
チ
ラ
シ

を
同
封
し
た
上
で
、
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
が
学
生
に
よ
っ
て
封
鎖
さ
れ
て
い
る
の
で

会
場
を
三
田
に
移
し
た
こ
と
、
講
演
速
記
を
『
三
田
評
論
』
一
一
月
号
に
載
せ
て

ほ
し
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
講
演
直
後
の
九
月
一
八
日
付
礼
状
で
は
「
塾
監

局
占
拠
と
い
う
異
常
な
事
態
の
な
か
で
の
小
泉
講
座
」
だ
っ
た
が
「
先
生
の
ご
講

義
を
伺
い
た
い
と
い
う
学
生
で
定
員
四
八
〇
名
の
教
室
が
溢
れ
る
と
い
う
盛
況
」

で
、「
久
し
振
り
に
三
田
山
上
に
学
問
的
雰
囲
気
が
蘇
っ
た
感
じ
が
い
た
し
ま
し

た
」
と
の
べ
ら
れ
る
。
な
お
、
小
泉
信
三
記
念
講
座
に
つ
い
て
は
『
慶
応
義
塾
史

事
典
』（
慶
応
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編
、
慶
応
義
塾
発
行
、
二
〇
〇
八
年
）
の

「
小
泉
信
三
記
念
慶
応
義
塾
学
事
振
興
基
金
」
の
項
を
参
照
。

こ
の
講
演
の
速
記
稿
は
す
で
に
『
丸
山
眞
男
手
帖
』
第
五
七
号
（
二
〇
一
一
年

四
月
）
に
復
刻
さ
れ
て
い
る
。「
慶
應
義
塾
小
泉
信
三
記
念
基
金
運
営
委
員
会
お

よ
び
（
丸
山
の
）
著
作
権
継
承
者
の
丸
山
ゆ
か
里
氏
の
了
承
を
得
」
た
上
で
の
復

刻
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
講
演
の
記
録
の
刊
行
に
つ
い
て
講
演
を

実
現
さ
せ
た
、
福
沢
諭
吉
協
会
常
務
理
事
の
土
橋
俊
一
の
準
備
と
そ
れ
を
承
け
た
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理
事
長
の
富
田
正
文
の
強
い
希
望
に
こ
た
え
た
竹
田
行
之
氏
が
、
丸
山
眞
男
手
帖

の
会
の
協
力
を
え
て
刊
行
に
い
た
る
ま
で
の
経
緯
の
説
明
が
あ
る
。

『
丸
山
眞
男
手
帖
』
掲
載
の
翻
刻
は
、
本
文
だ
け
に
つ
い
て
も
原
文
に
は
な
い
見

出
し
を
つ
け
、〔

〕
に
よ
っ
て
原
文
を
補
っ
た
ほ
か
、
全
体
に
わ
た
っ
て
詳
細
に

原
文
の
措
辞
に
手
を
加
え
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
速
記
稿
は
、
読
み
易
く
ま
た
文

章
と
し
て
の
質
が
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
本
郷
の
東
大
キ
ャ
ン
パ

ス
の
紛
争
の
渦
中
か
ら
塾
監
局
も
占
拠
さ
れ
た
慶
応
義
塾
に
駆
け
つ
け
た
丸
山
の

生
理
的
・
心
理
的
な
緊
張
・
昂
奮
と
乱
れ
た
息
づ
か
い
を
伝
え
る
よ
う
な
原
文
の

リ
ア
リ
テ
ィ
が
何
ほ
ど
か
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
こ
の
速
記
稿
は
丸
山
自
身
の
校
閲
を
経
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
こ
の
速
記

稿
の
扱
い
に
つ
い
て
は
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
、
丸
山
の
原
稿
、
速
記
稿
全
体
の
扱

い
に
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

Ｃ
．
草
稿
断
片
の
意
味

大
量
の
草
稿
類
が
丸
山
の
学
問
と
思
想
の
理
解
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
だ

ろ
う
か
。
乱
暴
な
二
分
法
を
あ
え
て
す
れ
ば
、
一
方
に
は
刊
行
さ
れ
た
文
章
が
草

稿
に
こ
め
ら
れ
た
意
味
を
表
現
し
つ
く
し
て
い
て
、
草
稿
は
一
種
の
抜
殻
の
よ
う

な
意
味
し
か
持
た
な
い
場
合
と
、
他
方
で
は
公
刊
後
も
な
お
、
草
稿
が
そ
れ
に
も

り
こ
ま
れ
な
か
っ
た
意
味
を
伝
え
る
場
合
と
両
方
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

丸
山
の
福
沢
論
草
稿
に
う
か
が
わ
れ
る
後
の
場
合
に
つ
い
て
と
り
あ
え
ず
三
つ
の

ケ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。

１
．
将
来
の
研
究
の
構
想
。
福
沢
に
関
す
る
草
稿
類
の
中
で
量
が
最
も
多
い
資

料
番
号
三
四
三
は
、
福
沢
研
究
の
主
題
別
に
、
主
題
を
記
し
た
紙
を
表
紙
の
よ
う

に
し
て
、
こ
の
主
題
に
関
連
す
る
、
執
筆
時
期
を
異
に
す
る
草
稿
断
片
を
、
も
と

の
つ
な
が
り
を
解
体
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
種
の
編
集
は
、
丸
山

の
後
年
の
作
業
と
推
定
さ
れ
、
丸
山
が
、
岩
波
書
店
の
編
集
者
伊
藤
修
の
協
力
を

え
て
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
福
沢
研
究
の
準
備
作
業
と
し
て
行
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
晩
年
の
丸
山
が
松
沢
に
「
こ
れ
か
ら
先
や
り
た
い
の
は
福

沢
と
徂
徠
だ
」
と
語
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
再

編
成
が
Ｂ
の
１
に
つ
い
て
の
べ
た
、
一
九
四
八
年
の
交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
記
念

会
講
演
に
つ
い
て
、
そ
の
「
結
び
」
と
考
え
ら
れ
る
草
稿
が
ほ
ぼ
特
定
出
来
た
の

に
、
そ
の
他
の
部
分
が
特
定
出
来
な
い
と
い
う
問
題
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

２
．
草
稿
を
も
と
に
し
て
公
刊
さ
れ
た
文
と
は
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
草
稿
。
資
料

番
号
三
四
三
―
三
―
一
は
、
か
な
り
長
く
完
成
度
も
高
い
草
稿
で
あ
る
が
、
現
在

ま
で
の
所
こ
れ
を
も
と
に
し
た
公
刊
の
文
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。『
福
沢
諭
吉

選
集
第
四
巻
』
解
題
の
別
バ
ー
ジ
ョ
ン
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
も
異
な
る
論
文
の

草
稿
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

３
．
公
刊
さ
れ
た
文
に
は
十
分
現
わ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
公
刊
さ
れ
な

か
っ
た
草
稿
で
、
時
に
公
刊
さ
れ
た
文
よ
り
深
い
、
あ
る
い
は
鋭
い
分
析
を
示
す

も
の
。
例
え
ば
、
一
九
七
一
年
み
す
ず
セ
ミ
ナ
ー
講
義
「
福
沢
諭
吉
の
人
と
思
想
」

の
一
節
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
三
一
五
―
一
六
頁
、
こ
れ
は
丸
山
の
講
義
草

稿
で
は
な
く
植
手
通
有
の
メ
モ
に
よ
る
部
分
だ
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
丸
山
の
草

稿
（
資
料
番
号
三
四
三
―
一
二
）
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
明
、

、

、

〜

「
富
豪
の
要
用
」

25

12

16

18

故
に
文
明
世
界
、
今
日
の
事
態
を
評
す
れ
ば
、
到﹅

底﹅

行﹅

く﹅

可﹅

か﹅

ら﹅

ざ﹅
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る﹅

道﹅

を﹅

行﹅

き﹅

な﹅

が﹅

ら﹅

、
一﹅

歩﹅

を﹅

退﹅

く﹅

可﹅

か﹅

ら﹅

ず﹅

、
後
世
子
孫
の
事
は
唯

だ
天
命
に
在
り
と
し
て
、
真﹅

一﹅

文﹅

字﹅

に﹅

進﹅

行﹅

す﹅

る﹅

も
の
と
云
ふ
可
し
」

〔
傍
点
原
文
〕

宿
命
と
し
て
の
「
近
代
化
」。
都
合
の
い
ゝ
と
こ
ろ
ば
か
り
も
ら
う
と
い
う

よ
う
な
虫
の
い
い
事
は
で
き
な
い
。
結
果
が
必
ず
し
も
め
で
た
し
〳
〵
で
な

い
こ
と
を
承
知
し
な
が
ら
、
そ
の
途
を
ひ
き
う
け
、
あ
え
て
そ
の
方
向
に
賭

け
る
以
外
に
は
、
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
は
な
い
。「
到
底
行
く
可
ら
ざ
る
道

を
行
き
な
が
ら
一
歩
を
退
く
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
表
現
に
は
、
ほ
と
ん
ど
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
と
紙
一
重
の
ひ
ゞ
き
が
あ
る
。（
そ
れ
ほ
ど
一
筋
な
わ
で
規
定
で

き
る
思
想
家
で
は
な
い
こ
と
は
こ
の
一
事
で
も
察
し
ら
れ
よ
う
）
こ
の
コ
ン

パ
ス
は
一
筋
な
わ
で
な
い
。」

こ
の
断
片
の
前
葉
に
は
横
書
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

「
演
技
と
心
情
告
白
と
、

以
上
の
二
つ
の
矛
盾
し
た
側
面
の
接
点
と
し
て
の
「
自
伝
」

ふ
つ
う
は
ま
さ
に
自
己
の
心
境
を
率
直
に
語
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
も
ち

ろ
ん
で
あ
る
。
自
分
の
弱
さ
や
臆
病
さ
を
あ
け
す
け
に
語
っ
て
い
る
。
率
直

さ
、
茶
目
っ
気
、
無
邪
気
さ
な
ど
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
楯
の
半
面
を
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
こ
ま
で
が
自
己
表
現
で
、
ど
こ
ま
で

が
演
技
か
、
一
通
り
で
な
い
く
せ
も
の
。

日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
深
い
絶
望
と
楽
観
。

絶
望
を
裏
に
ひ
め
た
楽
観
的
言
動
。

←

人
間
観
と
幕
末
維
新
の
原
体
験
に
根
ざ
す
。」

こ
の
部
分
は
、「
講
義
」
で
は
『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
五
巻
三
〇
八
―
〇
九
頁
に
対

応
し
て
い
る
が
、「
講
義
」
で
語
ら
れ
た
と
こ
ろ
よ
り
は
鋭
く
深
い
。
そ
れ
は
ま
た

晩
年
の
丸
山
の
福
沢
理
解
が
、
重
要
な
点
で
戦
中
・
戦
後
初
期
の
そ
れ
か
ら
転
回

し
た
こ
と
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

附
記

丸
山
眞
男
の
福
沢
研
究
が
慶
応
義
塾
の
長
老
教
授
や
福
沢
先
生
研
究
会
に

集
ま
っ
た
研
究
者
、
学
生
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
る
経
緯
を
始
め

多
く
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
竹
田
行
之
氏
の
教
示
を
え
た
。
慶
応
義
塾
福
沢
研

究
セ
ン
タ
ー
の
西
澤
直
子
教
授
は
、福
沢
先
生
研
究
会
の
刊
行
物
を
捜
し
出
し
て
、

コ
ピ
ー
を
提
供
し
て
下
さ
り
、
ま
た
西
川
俊
作
教
授
の
没
後
、
同
セ
ン
タ
ー
に
残

さ
れ
た
前
掲
『
去
来
有
信
』
を
丸
山
文
庫
に
寄
贈
し
て
頂
い
た
。
さ
ら
に
、
一
九

五
〇
年
の
大
阪
慶
応
倶
楽
部
主
催
の
講
演
に
つ
い
て
は
西
澤
教
授
と
同
セ
ン
タ
ー

の
都
倉
武
之
准
教
授
が
、
慶
応
義
塾
大
学
と
大
阪
慶
応
倶
楽
部
の
両
方
に
わ
た
っ

て
講
演
速
記
稿
が
残
さ
れ
て
い
な
い
か
、
調
査
し
て
、
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
か

め
て
下
さ
っ
た
。
お
三
方
の
好
意
に
心
か
ら
お
礼
申
上
げ
る
。
ま
た
慶
応
義
塾
大

学
と
そ
の
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
こ
の
講
演
を
実
現
さ
れ
た
大
阪
慶
応
倶
楽
部

に
、
こ
の
速
記
稿
の
復
刻
に
あ
た
っ
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

な
お
、
丸
山
眞
男
文
庫
の
山
辺
春
彦
・
川
口
雄
一
両
氏
は
、
汚
い
原
稿
の
整
理

入
力
の
段
階
か
ら
度
々
追
加
記
入
し
た
ゲ
ラ
の
整
理
・
も
ど
し
に
い
た
る
ま
で
終

始
大
き
な
力
添
を
下
さ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
す
る
。（
松
沢
弘
陽
）
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一
．
歴
史
認
識
の
分
裂
か
、
多
様
な
歴
史
認
識
の
共
存
か

　

戦
後
の
日
本
近
代
史
認
識
は
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
一
様
で
は
な
い
。
と
り
わ

け
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」（
以
下
で
は
、
昭
和
史
と
も
表

記
す
る
）
に
関
す
る
歴
史
的
事
実
と
解
釈
と
を
め
ぐ
り
、
異
な
る
歴
史
認
識
が
存

在
す
る
こ
と
が
、
戦
後
の
日
本
近
代
史
認
識
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
歴
史
認
識
の
分
裂
や
対
立
と
も
い
え
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、

「
多
様
な
歴
史
認
識
や
戦
争
観
の
共
存
・
競
合
」
で
あ
り
、
日
本
に
お
い
て
は
そ

う
し
た
異
な
る
認
識
の
共
存
が
「
保
障
」
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る（

１
）

。

　

そ
も
そ
も
歴
史
認
識
と
い
っ
て
も
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
も
の
が
存
在
す
る
。

よ
く
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
個
人
の
体
験
や
記
憶
を
主
と
す
る
レ
ベ
ル
、
国
家
・
社

会
に
共
有
さ
れ
て
い
る
レ
ベ
ル
、
そ
し
て
学
術
的
レ
ベ
ル
の
三
つ
で
あ
る（

２
）

。
た
だ

し
歴
史
的
事
実
そ
の
も
の
は
、
も
と
よ
り
多
面
的
か
つ
重
層
的
な
も
の
な
の
で
、

残
さ
れ
た
史
料
に
も
と
づ
き
そ
の
全
体
像
を
客
観
的
に
考
察
し
、解
釈
す
る
に
は
、

そ
れ
な
り
の
学
術
的
方
法
や
手
続
き
と
困
難
さ
と
が
つ
き
ま
と
う
。
そ
れ
ゆ
え
本

来
で
あ
れ
ば
、
歴
史
家
な
ど
の
専
門
的
な
学
術
研
究
者
に
よ
る
歴
史
的
事
実
の
確

定
と
解
釈
と
が
よ
り
尊
重
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
歴
史

認
識
の
基
礎
と
な
り
、
広
く
国
民
や
社
会
に
共
有
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

メ
モ
リ
ー
の
形
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

し
か
し
他
方
、
古
来
か
ら
歴
史
は
、
為
政
者
や
支
配
者
が
自
ら
を
正
当
化
す
る

た
め
に
書
き
残
し
、
正
し
い
歴
史
と
し
て
伝
え
て
き
た
側
面
が
あ
り
、
と
く
に
戦

争
や
対
外
政
策
を
め
ぐ
っ
て
は
、
支
配
者
の
視
点
に
即
し
て
政
治
的
に
描
か
れ
て

き
た
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
つ
ま
り
学
術
的
レ
ベ
ル
と
は
異
な
る
政

治
的
も
し
く
は
国
家
的
レ
ベ
ル
か
ら
歴
史
認
識
の
形
成
が
は
か
ら
れ
、
そ
れ
が
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
メ
モ
リ
ー
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
は
近
代
に
お
い
て
は
、

第
二
回
公
開
研
究
会

再
考
・
戦
後
の
日
本
近
代
史
認
識

―
昭
和
戦
前
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
と
「
歴
史
の
構
造
」
を
め
ぐ
っ
て―

黒　

沢　

文　

貴
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な
に
も
強
権
的
国
家
だ
け
で
は
な
く
、
民
主
的
国
家
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。

　

ま
た
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
に
関
す
る
歴
史
認
識
を
め

ぐ
っ
て
は
、
そ
れ
が
日
本
人
に
と
っ
て
は
「
敗
戦
国
」
の
歴
史
認
識
で
あ
る
と
い

う
点
に
も
、
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。「
敗
戦
国
」
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
は
戦
勝

国
と
は
異
な
る
歴
史
認
識
の
形
成
の
あ
り
様
が
生
じ
る
。
た
と
え
ば
戦
争
責
任
、

謝
罪
、
責
任
者
の
処
罰
、
賠
償
・
補
償
、
講
和
（
国
際
社
会
へ
の
復
帰
）、
加
害

と
被
害
、
慰
霊
・
追
悼
・
顕
彰
な
ど
、
敗
戦
後
の
実
際
政
治
や
日
本
人
と
し
て
の

自
尊
心
、ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
深
い
関
わ
り
が
そ
こ
に
は
反
映
さ
れ
や
す
い
し
、

さ
ら
に
は
勝
利
し
た
戦
争
の
と
き
以
上
に
、
戦
争
そ
の
も
の
の
意
味
づ
け
と
正
当

性
や
妥
当
性
と
が
深
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
誤
解
を
恐
れ
ず
に

い
え
ば
、
理
性
的
に
は
と
も
か
く
、
感
情
レ
ベ
ル
で
は
一
面
、「
敗
戦
国
」
の
歴

史
認
識
は
敗
者
に
と
っ
て
必
ず
し
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
日
本
近
代
史
認
識
を
め
ぐ
っ
て
は
さ
ま
ざ

ま
な
レ
ベ
ル
が
存
在
し
、
そ
の
歴
史
認
識
の
統
一
に
は
も
と
よ
り
困
難
な
状
況
が

つ
き
ま
と
う
。
し
か
し
長
い
目
で
み
れ
ば
、
学
術
的
な
レ
ベ
ル
の
歴
史
認
識
と
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
メ
モ
リ
ー
と
が
合
致
し
て
い
く
こ
と
が
、
正
確
か
つ
客
観
的
な
歴
史

認
識
（「
正
し
い
」
歴
史
認
識
で
は
な
い
）
の
継
承
と
い
う
面
か
ら
は
必
要
な
こ

と
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
学
術
的
レ

ベ
ル
に
お
い
て
も
、
戦
後
の
日
本
近
代
史
認
識
が
そ
も
そ
も
統
一
さ
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
こ
に
は
、
占
領
期
の
支
配
者

と
し
て
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
そ
し
て
東
京
裁
判
）
に
よ
る
歴
史
認
識
の
提
示
と
い
う
特
異

な
要
因
も
密
接
に
か
ら
ん
で
お
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
戦
後
日
本
人
の
日
本
近
代
史

認
識
を
よ
り
複
雑
な
も
の
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
は
、
戦
後
史
の
な
か
で
形
成
さ
れ
て
き
た
そ
の
よ
う
な
日
本
近
代
史
認

識
、
と
り
わ
け
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
を
め
ぐ
る
歴
史
認

識
に
み
ら
れ
る
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
そ
れ
ら
の
検
討
を
と
お
し
て
、
そ
れ

ら
が
今
日
に
投
げ
か
け
る
意
味
を
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い（

３
）

。

二
．
政
治
性
の
ま
と
わ
り
つ
い
た
歴
史
認
識

　

歴
史
学
研
究
に
は
、
そ
も
そ
も
研
究
対
象
と
研
究
者
と
の
間
に
は
、
一
定
の
時

間
的
距
離
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
関
係
者
の
生
存
の
有
無
や
史

料
の
残
存
状
況
、
研
究
者
の
受
け
る
時
代
的
制
約
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
考

慮
し
た
う
え
で
、
研
究
の
学
術
性
や
客
観
性
、
科
学
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
時

間
的
距
離
が
必
要
で
あ
り
、
戦
前
の
学
界
の
常
識
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
五
〇
年
く

ら
い
の
時
を
へ
だ
て
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

　

し
た
が
っ
て
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
の
歴
史
が
学
術
的

な
歴
史
学
研
究
の
対
象
と
な
り
う
る
の
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
戦
の
年
で
あ
る

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
を
起
点
に
す
れ
ば
、
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
以
降

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
も
と
よ
り
そ
の
頃
に
は
、
昭
和
史
研
究
は
事
実
と

し
て
か
な
り
進
展
し
て
お
り
、
戦
後
五
〇
年
を
含
む
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
中
国
、

韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
等
各
国
と
の
間
で
過
去
の
歴
史
を
め
ぐ
る
は
げ
し
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い
軋
轢
が
生
じ
て
い
た
。

　

そ
れ
で
は
、
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
を
め
ぐ
る
日
本
人

の
歴
史
的
理
解
は
、
い
つ
頃
か
ら
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
日
で
も
み
ら

れ
る
そ
の
歴
史
認
識
の
原
型
を
、（
１
）
満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
の
昭

和
戦
前
期
の
戦
争
を
連
続
す
る
一
連
の
侵
略
戦
争
と
す
る
見
方
、（
２
）
太
平
洋

戦
争
を
日
米
戦
争
中
心
に
み
る
見
方
、（
３
）
そ
れ
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
中
国

や
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
す
る
侵
略
・
加
害
意
識
の
稀
薄
さ
、（
４
）
軍
部
と
り
わ
け

陸
軍
に
よ
り
多
く
の
戦
争
責
任
と
侵
略
の
原
因
と
を
負
わ
せ
る
見
方
な
ど
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
原
型
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
極
東
国
際
軍
事

裁
判
（
い
わ
ゆ
る
東
京
裁
判
）
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
流
布
し
た
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

す
な
わ
ち
、
本
来
で
あ
れ
ば
学
術
的
な
歴
史
学
研
究
の
対
象
に
は
な
り
え
な
い

終
戦
直
後
に
、
占
領
政
策
の
一
環
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
東
京
裁
判
（
そ
し
て
Ｇ

Ｈ
Ｑ
）
の
打
ち
だ
し
た
歴
史
像
が
、
戦
後
日
本
に
お
け
る
学
術
的
な
太
平
洋
戦
争

史
研
究
や
昭
和
戦
前
期
研
究
、
そ
し
て
国
民
の
歴
史
意
識
形
成
に
大
き
な
影
響
を

お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
こ
に
は
当
初
か
ら
非
学
術
的

な
要
素
、
端
的
に
い
え
ば
あ
る
種
の
政
治
性
が
否
応
な
く
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た

と
い
え
る
。

 

こ
う
し
て
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
の
研
究
は
、
東
京
裁

判
に
お
け
る
検
察
側
の
描
い
た
歴
史
像
と
い
う
、
学
術
的
な
歴
史
学
研
究
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
次
元
か
ら
事
実
上
は
じ
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
し
た
そ
も

そ
も
が
政
治
性
を
帯
び
た
非
学
術
的
な
歴
史
像
が
、
戦
後
の
日
本
人
の
昭
和
史
を

め
ぐ
る
歴
史
認
識
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て

再
確
認
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
こ
の
歴
史
認
識
に
ま
と
わ
り
つ
く
政
治
性
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、

日
本
人
研
究
者
自
身
の
研
究
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
依
然
と
し
て

み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
の
日
本
近
代
史
研
究
を
主
導

し
た
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
に
代
表
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
が
、
戦
後
の

歴
史
学
界
に
お
け
る
大
き
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
昭

和
の
戦
争
の
侵
略
性
と
そ
の
推
進
主
体
と
し
て
の
天
皇
制
と
を
厳
し
く
糾
弾
す
る

そ
の
歴
史
認
識
が
、
保
守
層
か
ら
の
大
き
な
反
発
を
呼
び
、
両
者
の
対
立
は
、
た

と
え
ば
歴
史
教
科
書
の
記
述
内
容
と
教
科
書
検
定
と
を
め
ぐ
り
繰
り
広
げ
ら
れ
た（

４
）

。

　

そ
の
背
景
の
ひ
と
つ
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
米
ソ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
、

冷
戦
構
造
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
他
に
も
、
本
来
の
学
術
的
側
面
が
大
き
く
関
係
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平

洋
戦
争
へ
の
道
」に
関
す
る
本
格
的
な
学
術
研
究
を
可
能
に
し
う
る
史
料
環
境
が
、

そ
も
そ
も
戦
後
ま
も
な
く
の
時
期
に
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、と
い
う
問
題
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
言
い
方
を
す
れ
ば
、
学
術
的
な
歴
史
学
研
究
の
対
象
に
な
り
え
な
い

時
期
の
歴
史
学
研
究
の
限
界
性
が
関
係
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

東
京
裁
判
は
歴
史
学
研
究
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
木
戸
幸
一
日
記
や
原
田
熊
雄

日
記
な
ど
、
お
そ
ら
く
裁
判
で
も
な
け
れ
ば
世
に
で
る
こ
と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
多
く
の
史
料
（
公
文
書
、
私
文
書
、
証
言
な
ど
）
を
早
期
に
公
に
し
た
と
い
う

有
益
な
側
面
が
あ
り
、そ
れ
は
た
し
か
に
「
歴
史
に
対
す
る
大
き
な
貢
献
」
で
あ
っ
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た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
直
ち
に
本
格
的
な
学
術
研
究
を
可
能
に
す
る
史
料
状
況
を

提
供
し
た
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
旧
陸
海
軍
文
書
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
接
収
さ
れ
た
が
、
そ
の
日
本
国

内
で
の
利
用
に
は
、
一
九
五
八
年
の
防
衛
庁
へ
の
返
還
と
、
一
九
七
四
年
の
内
閣

関
係
文
書
を
も
含
む
国
立
公
文
書
館
に
対
す
る
返
還
と
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
ま
た
同
じ
く
接
収
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
本
国
に
も
ち
だ
さ
れ
た
外
務
省
記

録
の
日
本
へ
の
返
還
は
、
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
二
年
に
か
け
て
計
一
三
回
お

こ
な
わ
れ
た
が
、
現
在
に
お
い
て
も
未
返
還
の
文
書
は
多
数
存
在
す
る（

５
）

。

　

昭
和
史
研
究
を
実
証
主
義
の
立
場
か
ら
長
年
に
わ
た
り
リ
ー
ド
し
て
こ
ら
れ
た

伊
藤
隆
東
大
名
誉
教
授
が
、
か
つ
て
一
九
六
〇
年
代
に
昭
和
政
治
史
研
究
を
「
未

開
拓
の
地
」
と
認
識
し
、
厖
大
な
史
料
発
掘
を
自
ら
の
手
で
精
力
的
に
お
こ
な
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、
学
術
的
な
昭
和
戦
前
期
研
究
を
め
ぐ
る
史
料

環
境
は
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
い
ま
だ
十
分
に
は
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
う
し
た
史
料
環
境
の
な
か
で
、
歴
史
を
マ
ク
ロ
な
視
点
か
ら

と
ら
え
、
構
造
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
が
、
少
な
く
と

も
一
九
七
〇
年
代
頃
ま
で
の
日
本
近
代
史
研
究
を
主
導
し
て
き
た
の
も
、
た
と
え

戦
後
の
知
的
状
況
や
冷
戦
状
況
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
理
由
の
な
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

三
．�「
歴
史
」
の
「
政
治
化
」
と
実
証
研
究
、
そ
し
て
「
歴
史
」

の
「
政
治
化
」
の
「
国
際
化
」

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
に
関
す
る
戦
後
の

歴
史
研
究
に
は
、
当
初
か
ら
政
治
性
が
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
め
ぐ
り
歴
史
学
界
の
内
外
で
は
げ
し
い
歴
史
認
識
の
対
立
が
み
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
現
象
を
、「
歴
史
」
の
「
政
治
化
」
と
呼
ぶ
こ
と

に
す
る
が
、
そ
の
意
味
で
は
、
現
在
も
同
様
に
み
ら
れ
る
国
内
に
お
け
る
歴
史
認

識
の
対
立
に
は
、
根
が
深
い
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

し
か
し
そ
う
し
た
状
況
に
、変
化
の
兆
し
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

前
述
の
伊
藤
隆
氏
に
代
表
さ
れ
る
厖
大
な
史
料
に
も
と
づ
く
実
証
研
究
が
、

一
九
七
〇
年
代
以
降
進
展
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
論
重
視
の
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ

ム
論
が
衰
退
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
戦
後
も

ほ
ぼ
三
〇
年
が
た
ち
、
実
感
的
な
太
平
洋
戦
争
の
記
憶
も
薄
れ
、
昭
和
戦
前
期
を

客
観
的
に
相
対
化
し
う
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
史
料
環

境
が
整
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
昭
和
史
研
究
も
、
多
く

の
史
料
に
も
と
づ
く
文
字
ど
お
り
本
格
的
な
歴
史
学
研
究
の
一
領
域
と
な
り
つ
つ

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
昭
和
か
ら
平
成
へ
の
移
り
変
わ
り
を
時
代
背

景
と
す
る
変
化
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
さ
ら
に
冷
戦
の
崩
壊
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
の
後
退
に
い
っ
そ
う

の
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
世
界
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
時
代
の
終
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焉
が
、
歴
史
学
界
に
も
大
き
な
変
化
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
一
九
八
〇
年
代
以
降
は
、
か
つ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
系
の

研
究
者
も
含
め
て
、
本
格
的
な
実
証
研
究
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
入
っ
た
。
昭
和

戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
を
め
ぐ
る
研
究
に
お
い
て
も
、
価
値
中

立
的
な
実
証
研
究
が
大
い
に
進
展
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
昭
和
史
研
究
に
お
い
て
も
、
よ
う
や
く
研
究
対
象
と
研
究
者
と
の
間

に
一
定
の
時
間
的
距
離
が
保
た
れ
（
一
九
七
〇
年
代
後
半
は
、
昭
和
の
実
質
的
始

ま
り
で
あ
る
一
九
二
七
年
か
ら
数
え
て
ま
さ
に
五
〇
年
が
経
過
し
た
時
代
）、
よ

う
や
く
本
格
的
な
学
術
研
究
を
な
し
う
る
段
階
に
到
達
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
確
か
な
史

料
に
も
と
づ
く
実
証
に
よ
る
歴
史
的
事
実
の
解
明
と
い
う
研
究
姿
勢
が
、
必
然
的

に
政
治
性
も
し
く
は
価
値
判
断
を
無
縁
な
も
の
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
何
を
ど
の
よ
う
な
視
点
か
ら
実
証
の
対
象
に
す
る
の
か
と
い
う
、
研

究
対
象
の
選
択
そ
の
も
の
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
否
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
あ
る
種
の
政
治
性
も
し
く
は
価
値
判
断
が
当
然
の
こ
と
な
が
ら
つ
き
ま

と
う
か
ら
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
実
証
主
義
的
研
究
姿
勢
が
、
学
問
的
禁
欲
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
政
治

性
も
し
く
は
価
値
判
断
を
稀
薄
に
し
う
る
側
面
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
し

か
し
他
方
で
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
実
証
領
域
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
の
は
、
南
京
虐
殺
事
件
、
七
三
一
部
隊
、
毒
ガ
ス
戦
、
従
軍
慰
安
婦
、
欧
米
人

捕
虜
の
虐
待
等
々
中
国
や
ア
ジ
ア
各
地
に
お
け
る
侵
略
・
戦
争
犯
罪
の
実
態
の
解

明
や
、
東
京
裁
判
で
は
不
問
に
付
さ
れ
た
昭
和
天
皇
の
戦
争
責
任
問
題
な
ど
、
そ

も
そ
も
が
政
治
性
を
帯
び
や
す
い
研
究
領
域
が
、
新
た
な
実
証
研
究
の
対
象
と
し

て
盛
ん
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、そ
う
し
た
領
域
の
実
証
研
究
が
活
性
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
大
き
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
戦
前
日
本
の
侵
略
性
を
問
題
に
し
て
き
た
か
つ

て
の
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
の
系
譜
に
た
つ
研
究
者
の
多
く
が
、
そ
の
理
論
の
破

綻
後
に
そ
れ
ら
を
実
証
研
究
の
対
象
と
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
指
摘
し
う
る
重
要
な
要
因
が
、
日
中
・
日
韓
の
間
で

一
九
八
二
年
に
起
こ
っ
た
教
科
書
問
題
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
の
教
科
書
検
定
が
問
題
と
な
っ
た
そ
の
際
に
、
か
つ
て
の
あ

る
代
表
的
な
天
皇
制
フ
ァ
シ
ズ
ム
論
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
日
本
近
代
史
研
究
が

も
っ
て
い
た
問
題
点
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る（

６
）

。

　
　

 

日
本
で
は
太
平
洋
戦
争
末
期
の
沖
縄
戦
が
、一
般
住
民
を
も
ま
き
こ
ん
だ“
地

上
戦
”
の
悲
惨
な
経
験
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
し
か
し
日
中
戦
争
は
、
中
国

に
と
っ
て
、
そ
の
最
初
か
ら
最
後
に
い
た
る
ま
で
、
非
戦
闘
員
を
ま
き
こ
む

“
地
上
戦
”
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
悲
惨
な
実
相―

侵
略
と
加
害
の

も
っ
と
も
具
体
的
で
本
質
的
な
部
分―

を
わ
れ
わ
れ
の
歴
史
研
究
が
こ
れ

ま
で
ど
れ
だ
け
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
か
、
明
ら
か
に
し
て
き
て
い
る
よ

う
で
、
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
、
教
科
書
検
定
の
批
判
を
通

じ
て
、
中
国
民
衆
か
ら
告
発
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

す
な
わ
ち
、「
日
本
軍
が
中
国
で
な
に
を
し
た
か
と
い
う
戦
争
史
の
第
一
義
的

な
問
題
に
つ
い
て
は
、
…
…
む
し
ろ
関
心
は
意
外
に
希
薄
で
さ
え
あ
り
、
基
礎
的

な
事
実
す
ら
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず（

７
）

」と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
姿
勢
と
実
証
不
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足
と
に
対
す
る
反
省
が
、
戦
前
日
本
の
中
国
・
ア
ジ
ア
侵
略
の
具
体
的
側
面
（
戦

争
の
実
態
）
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
流
れ
に
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
こ
の
流
れ
は
、
そ
れ
ま
で
日
本
の
学
界
に
お
い
て
さ
し
て
取
り
あ

げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
問
題
に
取
り
組
み
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
と
い

う
点
で
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
日
本
人
の
戦
争
責
任
を
あ
ら

た
め
て
問
題
に
し
（
国
民
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
れ
は
戦
争
の
被
害
者
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
加
害
者
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と（

８
）

）、
具
体
的
侵
略
の
解
明
を
相
対
的
に

軽
視
し
て
き
た
日
本
人
の
「
戦
後
責
任
」
の
問
題
を
も
新
た
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ

た
と
い
う
点
で
も
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

た
だ
し
、
そ
う
し
た
研
究
の
系
譜
が
多
く
の
場
合
、
日
本
政
府
の
責
任
を
明
ら

か
に
し
、
そ
の
謝
罪
と
補
償
を
求
め
る
運
動
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
点
に
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
中
国
・
ア
ジ
ア
侵
略
の
具
体
的

側
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
実
証
研
究
の
領
域
は（

９
）

、
そ
れ
自
体
が
、
そ
も
そ

も
政
治
性
を
帯
び
や
す
い
側
面
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
昭
和
史
研
究
が
本
格
的
な
歴
史
学
研
究
の
学
術
分
野
に
な
っ
た
現
在

に
お
い
て
も
、
依
然
と
し
て
政
治
性
は
ま
と
わ
り
つ
い
て
い
る
。
し
か
も
現
在
み

ら
れ
る
「
歴
史
」
の
「
政
治
化
」
が
そ
れ
以
前
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
中
国
・

ア
ジ
ア
侵
略
と
い
う
研
究
領
域
の
活
性
化
が
、
中
国
・
韓
国
と
の
間
の
「
歴
史
問

題
」
の
「
政
治
化
」
と
相
互
に
密
接
に
連
関
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ま
で
は
国
内
対
立
で
し
か
な
か
っ
た
「
歴
史
」
の
「
政
治
化
」
が
、い
わ
ば
「
国

際
化
」
し
た
の
が
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
歴
史

認
識
を
め
ぐ
る
対
立
の
状
況
は
、
歴
史
的
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
実
証
レ

ベ
ル
の
側
面
も
含
め
て
、
よ
り
複
雑
さ
を
増
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四
．
昭
和
期
の
戦
争
の
複
雑
さ

　

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
歴
史
認
識
の
分
裂
の
要
因
に
は
、
時
代
的
変
化

は
あ
る
も
の
の
、
い
つ
ま
で
も
つ
き
ま
と
う
政
治
性
の
存
在
と
、
そ
れ
を
ぬ
ぐ
い

去
る
こ
と
の
で
き
な
い
占
領
期
以
来
の
日
本
の
歴
史
学
界
を
と
り
ま
く
内
外
状
況

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
、
ナ
チ
ス
と
絶
縁
し
う
る
ド
イ
ツ
と
は
異
な
り
、

戦
争
に
関
わ
り
を
も
っ
た
主
体
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に
お
け
る
連
続
性
が
み
ら

れ
る
日
本
の
あ
り
方
ゆ
え
の
苦
悩
の
反
映
と
も
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

ま
た
も
ち
ろ
ん
、「
現
在
」
に
近
接
す
る
時
代
を
研
究
対
象
と
す
る
が
ゆ
え
に
、

「
現
在
」
の
価
値
観
を
容
易
に
投
影
し
が
ち
な
近
代
史
研
究
そ
の
も
の
の
も
つ
あ

る
種
の
宿
命
が
、
そ
う
し
た
歴
史
認
識
と
政
治
性
と
の
結
び
つ
き
や
す
さ
を
生
み

だ
し
て
い
る
要
因
と
も
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
歴
史
認
識
分
裂
の
要
因
と
し
て
、
さ
ら
に
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
そ
の
認
識
の
対
象
と
な
る
昭
和
期
の
戦
争
そ
の
も
の
の
も
つ
複
雑
性
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
占
領
期
以
降
の
戦
争
観
が
日
米
戦
争
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
対
す

る
批
判
か
ら
、
日
本
の
中
国
（
ア
ジ
ア
）
侵
略
の
側
面
と
そ
の
責
任
を
明
確
に
す

る
こ
と
を
め
ざ
し
て
、
一
九
五
〇
年
代
に
「
十
五
年
戦
争
」
と
い
う
考
え
方
を
提

唱
し
た
鶴
見
俊
輔
氏
は（

10
）

、そ
の
論
文
「
日
本
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
像
」
の
な
か
で
、

「
今
度
の
戦
争
を
、
日
本
人
は
二
部
に
分
け
て
、
満
州
事
変
、
上
海
事
変
、
北
支
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事
変
の
系
列
は
中
国
に
た
い
す
る
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
は
ア
メ
リ
カ
に
た
い
す
る

戦
争
と
し
て
理
解
し
、
後
の
部
分
が
ま
ず
か
つ
た
と
評
価
し
て
い
る
。
…
…
こ
の

考
え
は
、
大
戦
争
の
責
任
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
の
み
切
り
は
な
し
て
感
じ
る
と

い
う
日
本
の
支
配
層
の
奇
妙
な
責
任
感
の
構
造
を
あ
ら
わ
し
て
い
る（

11
）

」と
述
べ
て

い
る
。

　

ま
た
戦
後
を
代
表
す
る
知
識
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
竹
内
好
氏
も
、「
戦
争
責
任

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
の
な
か
で
、
そ
う
し
た
欧
米
と
の
戦
争
の
側
面
と
そ

の
他
の
戦
争
の
側
面
と
を
区
別
す
る
認
識
の
あ
り
方
を
、「
日
本
の
行
な
っ
た
戦

争
の
性
格
を
、
侵
略
戦
争
で
あ
っ
て
同
時
に
帝
国
主
義
対
帝
国
主
義
の
戦
争
で
あ

り
、
…
…
侵
略
戦
争
の
側
面
に
関
し
て
は
日
本
人
は
責
任
が
あ
る
が
、
対
帝
国
主

義
戦
争
の
側
面
に
関
し
て
は
、
日
本
人
だ
け
が
一
方
的
に
責
任
を
負
う
い
わ
れ
は

な
い
、
と
い
う
論
」
と
指
摘
し
て
い
る（

12
）

。

　

こ
の
よ
う
に
端
的
に
い
え
ば
、
太
平
洋
戦
争
も
し
く
は
昭
和
戦
前
期
の
戦
争
に

は
、
鶴
見
、
竹
内
の
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
米
と
の
戦
争
の
側
面
と
中
国
・

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
戦
争
の
側
面
と
い
う
少
な
く
と
も
二
面
性
が
あ
り（

13
）

、
さ
ら
に
最

後
に
は
そ
れ
ら
が
複
雑
に
絡
み
合
う
と
い
う
局
面
が
あ
り
、
そ
う
し
た
多
面
的
な

戦
争
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
、
実
は
異
な
る
昭
和
史
認
識
を
生
み
だ
す
基
底
に
あ

る
と
い
う
点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
は
、
鶴
見
氏
が
後
年
、「
十
五
年
戦
争
」
と
い
う
呼
び
名
を
作
り
だ
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、「
太
平
洋
戦
争
あ
る
い
は
大
東
亜
戦
争
を
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

戦
争
と
み
な
し
て
、
こ
の
部
分
は
ま
ず
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
に
と
ら
え
る
戦
争
観

で
は
、
こ
の
戦
争
の
構
造
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
か
ら
だ
。
こ
れ

で
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
の
戦
争
の
責
任
が
ぼ
か
さ
れ
て
し
ま
う（

14
）

」と
説
明
し
て

い
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に

理
解
す
る
の
か
と
い
う
問
題
と
深
く
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
一
九
四
一
年
一
二
月
一
二
日
の
閣
議
で
正
式
決
定
さ
れ
た
「
大
東
亜
戦

争
」
と
い
う
戦
争
の
呼
称
を
め
ぐ
り
、
当
時
す
で
に
混
乱
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
、

戦
後
の
歴
史
認
識
の
分
裂
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り

そ
れ
が
、
海
軍
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
地
域
的
呼
称
な
の
か
、
内
閣
情
報
局
が
発

表
し
た
よ
う
な
「
大
東
亜
新
秩
序
建
設
」
と
い
う
戦
争
目
的
を
内
包
す
る
も
の
な

の
か
と
い
う
認
識
の
ず
れ
の
存
在
で
あ
る
。
情
報
局
発
表
を
批
判
し
た
大
本
営
参

謀
の
原
四
郎
陸
軍
少
佐
が
、
そ
も
そ
も
戦
争
目
的
そ
の
も
の
が
「
自
存
自
衛
」
と

「
大
東
亜
新
秩
序
建
設
」
の
間
で
統
一
性
を
欠
い
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
戦
争
目
的
の
不
統
一
が
「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
戦
争
呼
称
の
内
実
を
曖
昧

な
も
の
に
し
、
後
世
に
お
け
る
「
大
東
亜
戦
争
」
理
解
を
統
一
性
の
な
い
困
難
な

も
の
に
す
る
一
因
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

15
）

。

　

さ
ら
に
、「
支
那
事
変
ヲ
モ
含
メ
」
と
さ
れ
た
「
大
東
亜
戦
争
」
と
い
う
呼
称

で
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
「
支
那
事
変
ヲ
モ
含
メ
」
と
い
う
部
分
を
ど
の
よ
う
に
解

釈
す
る
の
か
に
つ
い
て
も
、
当
時
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
「
大

東
亜
戦
争
」
と
「
支
那
事
変
」
と
を
ど
の
よ
う
に
区
分
け
す
る
の
か
と
い
う
こ
と

で
あ
り（

16
）

、
そ
れ
は
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
と
の
連
関
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る

の
か
と
い
う
、
や
は
り
戦
後
の
歴
史
認
識
の
重
要
な
側
面
に
か
か
わ
る
問
題
で
も

あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
昭
和
期
の
戦
争
が
二
国
間
戦
争
か
ら
多
国
間
戦
争
へ
と
変
化
す
る
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な
か
で
、当
時
の
為
政
者
や
人
々
の
間
で
も
、一
九
四
一
年
一
二
月
か
ら
は
じ
ま
っ

た
新
た
な
戦
争
段
階
を
、
そ
れ
ま
で
の
日
中
戦
争
と
ど
の
よ
う
に
関
連
さ
せ
る
の

か
、
ま
た
中
国
と
の
戦
争
の
局
面
を
新
た
な
戦
争
段
階
に
ど
う
位
置
づ
け
る
の
か

を
め
ぐ
り
認
識
の
ず
れ
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
と
く
に
複
数
国
を
戦
争

相
手
と
し
（
最
後
に
は
ソ
連
ま
で
参
戦
し
た
）、第
二
次
世
界
大
戦
の
一
環
と
な
っ

た
「
大
東
亜
戦
争
」
の
場
合
、
そ
れ
自
体
が
き
わ
め
て
重
層
的
な
複
雑
さ
を
も
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、そ
う
し
た
昭
和
期
の
戦
争
の
も
つ
複
雑
さ
が
、

戦
後
の
歴
史
認
識
の
分
裂
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
る
。

　

そ
し
て
そ
の
影
響
の
一
端
は
、
戦
争
呼
称
の
多
さ
に
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
現
在
我
々
は
昭
和
期
の
戦
争
を
、「
太
平
洋
戦
争
」「
大
東
亜
戦

争
」「
十
五
年
戦
争
」「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」「
第
二

次
世
界
大
戦
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称
で
表
現
し
て
い
る
。
呼
称
に
あ
ま
り
深

い
意
味
を
認
め
な
い
と
い
う
論
者
も
い
る
こ
と
に
は
い
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
呼
称

の
存
在
自
体
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
歴
史
認
識
の
分
裂
も
し
く
は
多
様
な
歴
史
認
識

の
存
在
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
認
識
の
多
様
さ
は
ま
た
、
た
ん
に
呼
称
が
違
う
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
実
は
、「
大
東
亜
戦
争
」と
い
う
同
じ
呼
称
を
使
っ

て
い
て
も
、
論
者
に
よ
り
そ
の
戦
争
期
間
を
一
九
四
一
年
以
降
と
す
る
考
え
と

一
九
三
七
年
の
「
支
那
事
変
」
以
降
と
す
る
見
方
が
混
在
す
る
よ
う
に
、「
太
平
洋

戦
争
」
や
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
」「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
」
と
い
う
呼
称
で
も
、

意
味
す
る
戦
争
期
間
が
一
九
四
一
年
以
降
な
の
か
、
は
た
ま
た
一
九
三
一
年
以
降

も
し
く
は
一
九
三
七
年
以
降
な
の
か
と
い
う
論
者
に
よ
る
違
い
が
存
在
す
る
の
で

あ
り
、
そ
う
し
た
複
雑
さ
を
含
む
多
様
な
認
識
が
存
在
す
る
の
で
あ
る（

17
）

。

　

し
た
が
っ
て
昭
和
期
の
戦
争
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
の
対
立
と
い
う
場
合
、
少
な

く
と
も
、
そ
も
そ
も
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
の
期
間
の
戦
争
を
対
象
と
し
て
い
る
の

か
、
ど
こ
の
国
を
主
た
る
戦
争
相
手
国
と
し
て
想
定
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に

し
な
け
れ
ば
、
議
論
の
す
れ
違
い
が
当
然
の
よ
う
に
起
こ
り
か
ね
な
い
と
い
え
よ

う
。

　

た
と
え
ば
、
戦
争
の
性
格
理
解
と
い
う
こ
と
で
そ
の
傾
向
を
単
純
化
し
て
い
え

ば
、
米
英
を
主
た
る
戦
争
相
手
と
考
え
る
と
、
戦
争
期
間
は
一
九
四
一
年
以
降
に

な
り
、
そ
の
性
格
は
自
衛
戦
争
、
植
民
地
解
放
戦
争
、
帝
国
主
義
国
間
の
戦
争
と

い
う
理
解
に
な
り
や
す
い
が
、
他
方
、
中
国
を
戦
争
の
相
手
国
と
し
た
場
合
に
は
、

主
と
し
て
侵
略
戦
争
と
い
う
理
解
に
な
る
（
そ
の
場
合
で
も
、
満
州
事
変
は
自
衛

戦
争
で
あ
る
と
い
う
理
解
も
み
ら
れ
る
が
、
一
九
三
七
年
か
ら
の
日
中
戦
争
の
理

解
と
し
て
は
困
難
で
あ
る（

18
）

）。
し
か
し
、
一
九
四
一
年
以
降
の
対
米
英
戦
と
対
中

戦
と
が
併
存
し
て
い
る
よ
う
な
戦
争
の
場
合
、
そ
の
性
格
は
、
自
衛
戦
争
で
あ
る

と
同
時
に
侵
略
戦
争
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
や
は
り
複
雑
で
あ
る（

19
）

。

五
．
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
の
か

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
昭
和
史
を
め
ぐ
る
歴
史
認
識
分
裂
の
背
景
の

ひ
と
つ
に
は
、
昭
和
期
の
戦
争
そ
の
も
の
の
複
雑
さ
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
結

局
の
と
こ
ろ
、
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
に
理
解
す
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る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
に
、
密
接
に
か
か
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
戦
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
昭
和
の
歴
史
と
は
、
な
に
よ

り
も
「
戦
争
の
歴
史
」
と
し
て
記
憶
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
史
研
究
に
お
い
て
も
、

そ
の
基
本
的
主
題
は
「
戦
争
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
太
平
洋
戦
争
と
い
う
す
さ

ま
じ
い
総
力
戦
を
経
験
し
、し
か
も
敗
北
を
喫
し
た
日
本
人
の
避
け
て
通
れ
な
い
、

き
わ
め
て
身
近
で
切
実
な
主
題
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
戦
争
理
解
の
出
発
点
に
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
と
非
軍
事
化

と
を
目
的
と
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
と
歴
史
政
策
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ

が
東
京
裁
判
で
打
ち
だ
さ
れ
た
歴
史
像
と
「
太
平
洋
戦
争
史
観
」
で
あ
っ
た
。
そ

の
骨
格
を
な
す
の
が
、「
太
平
洋
戦
争
＝
日
米
戦
争
」
観
と
「
そ
の
太
平
洋
戦
争

に
い
た
る
昭
和
期
の
一
連
の
侵
略
戦
争
」
と
い
う
歴
史
理
解
で
あ
る
。
そ
し
て
そ

れ
ら
は
そ
の
後
、
学
界
内
外
の
大
方
の
支
持
を
え
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
日
本

人
の
昭
和
史
理
解
の
基
本
的
部
分
を
な
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
我
々
の
眼
に
は
、
実
は
す
で
に
そ
う
し
た
レ
ン
ズ
（
も
し
く
は
メ
ガ
ネ
）
が

か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
そ
の
レ
ン
ズ
は
、
我
々
が
昭

和
史
を
正
確
に
み
る
手
助
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
に
そ
の

レ
ン
ズ
で
よ
く
み
え
て
い
た
歴
史
的
光
景
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
が
、
そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
む
し
ろ
、
我
々
の
昭
和
史
を
み
る
眼
を
曇
ら
せ
、

「
戦
争
の
構
造
」
の
全
体
像
を
捉
え
が
た
く
し
て
い
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　

か
つ
て
「
十
五
年
戦
争
」
論
を
め
ぐ
っ
て
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
太
平
洋

戦
争
と
い
う
事
変
と
戦
争
が
、
本
当
に
連
続
す
る
一
連
の
戦
争
と
し
て
理
解
し
う

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た（

20
）

。
ま
た
、
太
平
洋

戦
争
は
実
は
日
英
戦
争
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
提
起
が
、
や
は
り
な
さ

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た（

21
）

。
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
の
全
体
像
を
理
解
す
る
た
め

に
も
、
今
日
あ
ら
た
め
て
、「
連
続
す
る
一
連
の
戦
争
」
論
と
「
太
平
洋
戦
争
＝

日
米
戦
争
」
論
と
を
、
新
た
な
眼
で
も
っ
て
実
証
的
に
再
考
し
て
み
て
も
い
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

も
と
よ
り
そ
の
際
必
要
不
可
欠
な
こ
と
は
、
な
に
よ
り
も
確
か
な
史
料
に
も
と

づ
く
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
期
の
戦
争
が
複
雑
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
た
め
に

は
日
本
国
内
の
史
料
に
と
ど
ま
ら
ず
、世
界
各
地
に
所
在
す
る
史
料
が
博
捜
さ
れ
、

検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
異
な
る
歴
史
認
識
を
も
つ
者
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
ら
史
料
を
共
有
し
、
史
料
を
批
判
・
吟
味
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
実
証
的
に
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
再
考
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

六
．「
歴
史
を
忘
れ
な
い
」
こ
と
か
ら
く
る
対
立
と
和
解

　

と
こ
ろ
で
、
そ
も
そ
も
歴
史
認
識
と
い
う
も
の
が
、
な
ぜ
我
々
の
頭
を
悩
ま
す

国
際
間
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
な
に
よ
り
も
、
第
二

次
世
界
大
戦
後
の
平
和
構
築
を
め
ぐ
る
新
た
な
考
え
方
の
登
場
が
、
大
き
く
か
か

わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
赦
し
て
忘
れ
る
」
こ
と
を
と
お
し
て

戦
後
の
平
和
を
回
復
し
よ
う
と
す
る
二
〇
世
紀
以
前
の
考
え
方
（
た
と
え
ば
ウ
ェ

ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
も
み
ら
れ
る
）
に
代
わ
り
、「
赦
す
が
忘
れ
な
い
」
と
い
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う
新
た
な
考
え
に
も
と
づ
く
旧
敵
国
間
の
和
解
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
は
、
二
度
と
同
じ
悲
惨
な
過
ち
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、過
去
の
歴
史
は
け
っ
し
て
「
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
も
の
と
な
っ

た
の
で
あ
る（

22
）

。

　

し
か
し
そ
れ
は
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
た
と
え
ば
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条

約
が
締
結
さ
れ
、
戦
後
和
解
が
い
っ
た
ん
は
成
立
し
た
と
し
て
も
、「
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
過
去
の
歴
史
」
が
新
た
な
「
敵
意
」
や
「
偏
見
」
を
と
も
な
っ
て
、
い

つ
再
び
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
、
あ
る
種
の
危
う
さ
を
内
包
す

る
和
解
の
仕
組
み
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
現
代
の
和
解
と
は
、
い
っ
た
ん
成

立
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
未
来
永
劫
続
く
よ
う
な
安
易
な
も
の

で
は
な
い
。も
と
よ
り
ガ
ラ
ス
細
工
の
よ
う
な
壊
れ
や
す
い
繊
細
な
も
の
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
時
代
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
絶
え
ず
和
解
を
維
持
す
る
よ
う
な
不
断

の
見
直
し
の
努
力
と
相
互
に
和
解
を
求
め
合
う
精
神
と
が
必
要
と
な
る
。

　

そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
重
要
な
こ
と
は
、「
歴
史
」

を
関
係
国
間
の
対
立
の
火
種
に
す
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
し
た
ら
和
解
の
糧
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う（

23
）

。
し
か
し
実
際
に
は
、
異
な

る
歴
史
認
識
が
日
本
国
内
で
も
、
ま
た
中
国
や
韓
国
な
ど
外
国
と
の
間
に
も
存
在

し
、
し
か
も
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
そ
う
し
た
な
か
、「
歴
史
」
を
和
解
の
糧
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う

し
た
ら
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、「
歴
史
認
識
の
共
有
」
と
い
う
考
え

方
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
方
策
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
そ
れ

に
は
実
際
上
、
大
き
な
困
難
が
と
も
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
歴
史
認
識
は
多
か

れ
少
な
か
れ
、
そ
の
属
す
る
国
家
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
に
規
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。「
歴
史
」
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
を
基
礎
と
す
る
物
語
性
と
「
正
義
」

と
を
と
も
な
い
、
そ
れ
ら
こ
そ
が
激
し
い
歴
史
認
識
の
対
立
要
素
と
な
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
著
名
な
ド
イ
ツ
現
代
史
家
で
あ
っ
た
西
川
正
雄
氏
が
「
歴
史
事
実

は
共
有
で
き
る
が
歴
史
認
識
は
共
有
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に（

24
）

、「
歴

史
認
識
の
共
有
」
に
は
懐
疑
的
な
側
面
が
つ
き
ま
と
う
。

　

そ
こ
で
、
仮
に
「
歴
史
」
か
ら
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
物
語
性
と
正
義
性
と
を
は
ぎ
取

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
な
ら
ば（

25
）

、
学
術
的
か
つ
長
期
的
視
点
か
ら
和
解
の
た

め
に
必
要
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
東
南
ア
ジ
ア
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
石
井

米
雄
氏
が
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
長
時
代
に
、「
歴
史
認
識
の
共
有
は
ほ
ぼ

不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
、
歴
史
資
料
を
共
有
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
膨
大

な
資
料
を
も
と
に
少
し
で
も
相
互
理
解
が
深
ま
れ
ば
、
そ
こ
に
こ
そ
セ
ン
タ
ー
の

存
在
意
義
が
あ
る（

26
）

」と
述
べ
ら
れ
た
と
お
り
、
ま
ず
は
「
史
料
の
共
有
」
と
い
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

正
確
な
歴
史
認
識
（「
正
し
い
」
歴
史
認
識
で
は
な
い
）
が
、
少
な
く
と
も
確

実
な
歴
史
的
事
実
を
も
と
に
し
て
成
り
立
つ
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
歴
史
的
事
実

の
解
明
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
史
料
で
あ
る
。
歴
史
的
事

実
を
解
明
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
史
料
を
用
い
た
の
か
、
い
か
な
る
関
係
史
料

が
現
存
す
る
の
か
と
い
う
、
そ
の
来
歴
や
偏
在
の
あ
り
方
も
含
め
て
史
料
を
め
ぐ

る
状
況
と
史
料
そ
の
も
の
を
、日
本
内
外
の
研
究
者
や
国
民
が
共
有
す
る
こ
と
が
、

学
術
的
な
歴
史
研
究
に
は
も
っ
と
も
重
要
か
つ
必
要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る（

27
）

。
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つ
ぎ
に
必
要
な
こ
と
は
、
二
〇
一
〇
年
一
月
に
公
表
さ
れ
た
『
日
中
歴
史
共
同

研
究
第
一
期
報
告
書
（
日
中
原
文
）』
の
「
序
」（
ⅸ
）
が
率
直
に
記
し
て
い
る
よ

う
に
、日
中
「
双
方
の
研
究
者
は
、『
た
と
え
相
手
の
意
見
に
賛
成
で
き
な
く
と
も
、

相
手
が
そ
う
考
え
る
の
は
あ
る
程
度
理
解
で
き
る
』
と
い
う
学
術
研
究
領
域
の
段

階
に
達
し
た
」
と
い
う
、研
究
者
間
の
学
術
的
関
係
の
構
築
で
あ
る（

28
）

。
す
な
わ
ち
、

歴
史
認
識
の
対
立
の
背
景
に
あ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
知
的
文
脈
の
違
い
を
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り（

29
）

、
そ
の
た
め
に
は
、
や
は
り
関
係
者
間
の
相
互
交
流
と
対
話
と

が
欠
か
せ
な
い
と
い
え
よ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
仮
に
「
歴
史
認
識
の
共
有
」
が
め
ざ
す
べ
き
目
標
と
し
て
措
定

さ
れ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
す
ぐ
に
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
当
面

は
異
な
る
歴
史
認
識
の
共
存
を
事
実
と
し
て
認
め
、
関
係
者
間
の
歴
史
交
流
と
歴

史
対
話
と
を
通
じ
た
相
互
理
解
の
深
化
、
そ
し
て
そ
の
基
礎
と
な
る
べ
き
史
料
の

公
開
と
共
有
と
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
学
術
的
に
は
必
要
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
歴
史
認
識
問
題
を
和
解
の
糧
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の

時
間
が
必
要
で
あ
る
。
歴
史
認
識
を
め
ぐ
る
相
互
理
解
と
和
解
の
道
を
志
す
者
に

は
、
絶
望
感
に
浸
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
若
干
の
楽
観
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
の
道
を
粘
り
強
く
進
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
．「
戦
争
の
構
造
」
と
「
歴
史
の
構
造
」

　

最
後
に
本
稿
を
閉
じ
る
に
あ
た
り
、
つ
ぎ
の
点
も
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
に
は
、「
朝
鮮
」
の
視
点
・
問
題
意
識
が
稀
薄
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
今
回
対
象
と
し
た
歴
史
認
識
が
、
主
と
し
て

昭
和
戦
前
期
お
よ
び
「
太
平
洋
戦
争
へ
の
道
」
を
め
ぐ
る
研
究
に
関
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
昭
和
戦
前
期
の
「
朝
鮮
」
問
題
が
、
創
氏
改
名
、
強
制
連
行
、
従
軍

慰
安
婦
、
捕
虜
収
容
所
の
朝
鮮
人
監
視
員
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
も
取
り
扱
わ
れ
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
従
来
、「
ア
ジ
ア
」
と
の
関
係
と
い
っ
た
場
合
、

研
究
者
の
主
た
る
関
心
が
「
中
国
」
に
あ
り
、「
朝
鮮
」
に
対
す
る
関
心
が
そ
れ

に
比
し
て
か
な
り
稀
薄
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
た
と
え
ば
す
で
に
指
摘
し

た
よ
う
に
、
一
九
八
二
年
の
教
科
書
問
題
に
よ
っ
て
、
中
国
と
の
戦
争
の
実
態
に

多
く
の
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
て
も
、
当
該
期
の
ア
ジ
ア
侵
略
の
問
題

と
し
て
、「
朝
鮮
」
に
主
た
る
関
心
が
集
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
要
因
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ
る
が
、
重
要
な
こ
と
は
第
一
に
、
韓
国
併
合

に
よ
り
当
時
の
大
韓
国
お
よ
び
大
韓
国
民
が
「
日
本
帝
国
」
に
包
摂
さ
れ
た
結
果
、

「
朝
鮮
」
問
題
は
「
日
本
帝
国
」
内
の
問
題
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
第

二
に
、
そ
れ
ゆ
え
昭
和
戦
前
期
の
戦
争
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
日
本
と
「
朝
鮮
」

が
戦
争
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
戦
前
期
の
日
本

に
と
っ
て
、「
朝
鮮
」
問
題
は
あ
く
ま
で
も
植
民
地
支
配
の
問
題
で
あ
り
、
戦
争

の
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

　

す
で
に
み
た
よ
う
に
、「
日
米
戦
争
」
と
い
う
戦
争
観
が
ア
ジ
ア
へ
の
視
点
を

稀
薄
に
さ
せ
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
か
ら
十
五
年
戦
争
と
い
う
概
念
が
登
場
し
た

が
、「
一
連
の
侵
略
戦
争
」
と
い
う
視
点
に
た
つ
限
り
、
そ
れ
は
端
的
に
は
対
中
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国
戦
争
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
り
、「
朝
鮮
」
の
視
点
は
稀
薄
に
な
り
や
す
い
。

つ
ま
り
、「
日
米
戦
争
」
論
と
「
一
連
の
侵
略
戦
争
」
論
と
い
う
「
戦
争
」
を
軸

と
す
る
戦
後
の
歴
史
認
識
か
ら
は
、「
植
民
地
支
配
」
の
問
題
と
し
て
の
「
朝
鮮
」

問
題
は
稀
薄
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
、
歴
史
認
識
の
構
造
上
の
問
題
が
浮

か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
戦
前
の
日
本
は
「
植
民
地
帝
国
」
と
し

て
の
「
日
本
帝
国
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
「
日
本
帝
国
」
が
昭
和
戦
前
期

の
戦
争
を
遂
行
し
た
わ
け
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
昭
和
戦
前
期
の
歴
史
は
、「
戦
争
」

の
問
題
と
「
植
民
地
支
配
」
の
問
題
と
い
う
両
面
か
ら
考
察
し
な
け
れ
ば
、
そ
の

歴
史
的
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

30
）

。

　

か
つ
て
鶴
見
俊
輔
氏
が
、
日
本
人
が
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
を
き
ち
ん
と

と
ら
え
て
お
ら
ず
、「
大
戦
争
の
責
任
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
の
み
切
り
は
な
し

て
感
じ
る
と
い
う
日
本
の
支
配
層
の
奇
妙
な
責
任
感
の
構
造
」
と
そ
れ
と
表
裏
一

体
を
な
す
「
ア
ジ
ア
」
へ
の
視
点
の
稀
薄
さ
と
を
指
摘
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年

代
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
今
日
、
そ
う
し
た
日
米
戦
争
の
文
脈
と
ア
ジ
ア
侵

略
の
文
脈
と
を
分
け
て
考
え
る
と
い
う
認
識
の
あ
り
方
が
依
然
と
し
て
み
ら
れ
る

な
か
、さ
ら
に
つ
ぎ
の
問
い
か
け
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

す
な
わ
ち
、戦
後
の
日
本
人
お
よ
び
日
本
近
現
代
史
の
研
究
者
は
、「
戦
争
の
構
造
」

だ
け
で
な
く
、
実
は
昭
和
期
の
「
歴
史
の
構
造
」
そ
の
も
の
を
き
ち
ん
と
と
ら
え

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
。

　

な
ぜ
な
ら
、「
朝
鮮
」
の
視
点
の
稀
薄
さ
は
、
戦
後
日
本
の
日
本
近
現
代
史
認

識
の
あ
る
種
の
構
造
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
日
本
が
敗
戦
と
と
も
に
「
朝
鮮
」
や
台
湾
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て

の
植
民
地
を
突
然
喪
失
し
た
と
い
う
事
実
（
つ
ま
り
激
烈
な
植
民
地
独
立
闘
争
に

敗
れ
て
の
喪
失
で
は
な
い
と
い
う
事
実
、
そ
し
て
敗
戦
に
と
も
な
う
在
外
日
本
人

の
急
速
な
「
内
地
」
へ
の
引
き
揚
げ
）
が
、戦
後
の
日
本
人
に
戦
前
の
日
本
が
「
植

民
地
帝
国
」
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
意
識
を
稀
薄
に
さ
せ
る
（
も
し
く
は
忘
却
さ

せ
る
）
こ
と
に
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
歴
史
認
識
の
あ
り
方
に
も
少
な
か
ら
ず
投
影

さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
意
味
で
、
先
に
述
べ
た
「
朝
鮮
」
の
視
点
の
稀
薄
さ
の
要
因
は
、
昭
和
期

の
「
戦
争
」
と
い
う
視
点
に
起
因
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
戦
後
日

本
の
「
日
本
帝
国
」
意
識
の
喪
失
と
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
も
あ
っ
た
と
い
え

よ
う（

31
）

。
い
い
か
え
れ
ば
、「
日
本
帝
国
」
意
識
の
稀
薄
性
も
し
く
は
忘
却
し
た
い

と
い
う
意
識
が
、戦
後
日
本
の
昭
和
期
の
「
戦
争
の
構
造
」
認
識
と
「
歴
史
の
構
造
」

認
識
と
を
規
定
す
る
、
も
う
ひ
と
つ
の
大
き
な
底
流
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
波
多
野
澄
雄
『
国
家
と
歴
史
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
一
年
）
二
八
四
頁
。

（
２
）
庄
司
潤
一
郎
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
歴
史
認
識
」（『
防
衛
研
究
所
紀
要
』
第
四
巻
第
三

号
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
一
〇
〇
頁
。

（
３
）
本
稿
に
密
接
に
関
係
す
る
文
献
と
し
て
、
以
下
も
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。
黒
沢
文
貴

「
戦
後
の
日
本
近
代
史
研
究
の
軌
跡
」（
黒
沢
文
貴
、イ
ア
ン
・
ニ
ッ
シ
ュ
編
『
歴
史
と
和
解
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
歴
史
・
和
解
・
時
間
」（『
Ｕ
Ｐ
』
第
四
七
〇
号
、

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）。

（
４
）
教
科
書
問
題
は
保
守
と
革
新
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
の
象
徴
で
あ
っ
た
が
、
他
方
、
教

科
書
検
定
制
度
は
「
国
が
歴
史
解
釈
に
踏
み
込
む
歯
止
め
と
な
っ
て
い
た
」
側
面
も
あ
っ

た
（
波
多
野
『
国
家
と
歴
史
』
二
八
二―

二
八
三
頁
）。
そ
の
結
果
と
し
て
、
今
日
の
日
本
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の
歴
史
教
科
書
は
、ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の「
日
中
韓
の
教
科
書
比
較
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
中
間
報
告
で
は
、「
全
般
的
に
、
戦
争
を
賛
美
す
る
こ
と
に
最
も
抑
制
的
で
あ
る
が
、
事

実
を
解
釈
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
欠
け
て
お
り
、
単
な
る
年
代
記
（
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
）
の

よ
う
だ
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
同
書
、
二
七
三
頁
）。
す
な
わ
ち
日
本
の
歴
史
教
科
書
は
、

外
国
の
歴
史
教
科
書
に
み
ら
れ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
に
も
と
づ
く
「
物
語
性
」
に
弱
く
、

比
較
的
に
客
観
的
な
記
述
を
特
徴
と
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
５
）
熱
田
見
子
「
米
国
議
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
戦
前
期
外
務
省
調
書
と
そ
の
背
景
」（『
外

交
史
料
館
報
』
第
二
一
号
、外
務
省
外
交
史
料
館
、二
〇
〇
七
年
）
の
ほ
か
、黒
沢
文
貴
「
日

本
外
務
省
の
文
書
行
政
」（
小
名
康
之
編
『
近
世
・
近
代
に
お
け
る
文
書
行
政
』
有
志
舎
、

二
〇
一
二
年
）
参
照
。

（
６
）
江
口
圭
一
「
十
五
年
戦
争
史
研
究
の
課
題
」（『
歴
史
学
研
究
』
第
五
一
一
号
、

一
九
八
二
年
一
二
月
）
八
頁
。

（
７
）
同
右
、
八
頁
。
江
口
氏
は
、
盧
溝
橋
事
件
の
研
究
に
関
連
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述

べ
て
い
る
。「
発
砲
事
件
の
真
相
や
拡
大
・
不
拡
大
問
題
の
究
明
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
否

定
す
る
の
で
は
な
い
が
、
戦
闘
に
際
し
て
日
本
軍
が
中
国
軍
民
に
た
い
し
て
な
に
を
し
た

か
と
い
う
事
実
の
解
明
の
方
が
、
む
し
ろ
戦
争
史
に
と
っ
て
の
第
一
義
的
な
問
題
で
は
な

い
か
、
そ
れ
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
」（
同
、
八
頁
）。

（
８
）
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
を
、
民
衆
の
意
識
の
レ
ベ
ル
に
踏
み
込
ん
で
考
察
し
た
も
の

と
し
て
、
吉
見
義
明
『
草
の
根
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
参

照
。

（
９
）
今
日
こ
の
領
域
を
研
究
対
象
と
す
る
若
手
研
究
者
に
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
の
影
響

は
稀
薄
な
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
広
島
・
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
や
沖
縄
戦
を
主
題
と
す
る

学
習
（
修
学
旅
行
を
含
む
）、
あ
る
い
は
昭
和
期
の
戦
争
を
と
り
扱
っ
た
テ
レ
ビ
・
映
画
な

ど
の
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
被
害
者
意
識
を
も
っ
て
き
た
学
生
が
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
軍
の
残
虐
行
為
を
知
っ
て
衝
撃
を
受
け
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
戦
争
中
に
起
き
た

の
か
を
解
明
し
た
い
と
い
う
動
機
か
ら
、
研
究
に
入
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
、
こ
の
研
究
領
域
の
担
い
手
は
、
従
来
と
は
異
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
え
る
。
ま

た
ア
ジ
ア
地
域
を
研
究
対
象
と
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
担
い
手
が
日
本
近
現
代
史
研

究
者
に
限
ら
な
い
広
が
り
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お

ア
ジ
ア
侵
略
の
実
態
解
明
の
範
囲
も
広
が
り
を
み
せ
て
お
り
、
た
と
え
ば
内
海
愛
子
『
日

本
軍
の
捕
虜
政
策
』（
青
木
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
の
よ
う
に
、
泰
麵
鉄
道
に
象
徴
さ
れ
る

連
合
軍
捕
虜
の
虐
待
問
題
や
ア
ジ
ア
人
労
務
者
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
今
日

で
は
研
究
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）
鶴
見
俊
輔
「
知
識
人
の
戦
争
責
任
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
年
一
月
号
）
参
照
。

（
11
）
鶴
見
俊
輪
「
日
本
知
識
人
の
ア
メ
リ
カ
像
」（『
中
央
公
論
』
一
九
五
六
年
七
月
号
）

一
七
六
頁
。

（
12
）
竹
内
好
「
戦
争
責
任
に
つ
い
て
」（『
現
代
の
発
見
３　

戦
争
責
任
』
春
秋
社
、

一
九
六
〇
年
）
一
三
頁
。

（
13
）
庄
司
「
戦
後
日
本
に
お
け
る
歴
史
認
識
」
は
、
太
平
洋
戦
争
の
多
面
性
と
し
て
、
戦
争

局
面
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
戦
争
、
ソ
連
と
の
戦
争
、
中
国
と
の
戦
争
、
東
南
ア

ジ
ア
に
お
け
る
植
民
地
宗
主
国
と
の
戦
争
、
朝
鮮
と
台
湾
に
お
け
る
植
民
地
統
治
の
問
題
、

と
い
う
諸
側
面
の
存
在
を
、
戦
争
の
意
味
合
い
と
し
て
は
、
日
中
間
の
ア
ジ
ア
人
同
士
の

戦
争
、ア
ジ
ア
を
戦
場
と
す
る
欧
米
諸
国
と
の
人
種
戦
争
、ソ
連
と
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
戦
争
、

と
い
う
多
様
な
解
釈
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
（
一
一
三
頁
）。

（
14
）
鶴
見
俊
輪
『
戦
時
期
日
本
の
精
神
史―

―

一
九
三
一―

一
九
四
五
年
』（
岩
波
書
店
、

一
九
八
二
年
）
二
四
一
頁
。
な
お
東
条
英
機
が
東
京
裁
判
に
提
出
し
た
宣
誓
供
述
書
に
み

ら
れ
る
中
国
・
ア
ジ
ア
の
視
点
の
欠
如
は
、
ま
さ
に
鶴
見
氏
の
指
摘
を
示
す
ひ
と
つ
の
事

例
で
あ
る
。
宣
誓
供
述
書
に
つ
い
て
は
、
東
條
由
布
子
編
『
大
東
亜
戦
争
の
真
実
』（
ワ
ッ

ク
株
式
会
社
、
二
〇
〇
五
年
）
参
照
。

（
15
）
庄
司
潤
一
郎
「
日
本
に
お
け
る
戦
争
呼
称
に
関
す
る
問
題
の
一
考
察
」（『
防
衛
研
究
所

紀
要
』
第
一
三
巻
第
三
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
四
四―

四
六
頁
。

（
16
）
同
右
、
五
九―

六
〇
頁
。

（
17
）
同
右
、
参
照
。

（
18
）
た
と
え
ば
、
一
九
四
一
年
一
二
月
以
降
の
段
階
に
お
い
て
、
日
中
戦
争
の
性
格
理
解
は

変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
19
）
た
と
え
ば
、
一
九
四
一
年
以
降
の
太
平
洋
戦
争
の
性
格
を
植
民
地
解
放
戦
争
と
す
る
な

ら
ば
、
そ
う
し
た
理
念
は
戦
後
日
本
の
政
治
外
交
に
ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
日
本
の
対
英
米
開
戦
は
、
一
九
三
九
年
の
第
二
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次
欧
州
大
戦
勃
発
に
際
し
て
「
今
次
欧
州
戦
争
勃
発
ニ
際
シ
テ
ハ
帝
国
ハ
之
ニ
介
入
セ
ス
専

ラ
支
那
事
変
ノ
解
決
ニ
邁
進
セ
ン
ト
ス
」（
日
本
政
府
声
明
）と
い
う
方
針
を
表
明
す
る
一
方
、

「
帝
国
ノ
参
戦
ヲ
得
策
ト
ス
ル
ノ
時
期
到
来
ス
レ
ハ
」（「
対
外
施
策
方
針
要
綱
」）
参
戦
も
あ

り
う
る
と
し
て
い
た
日
本
が
、
遂
に
参
戦
に
踏
み
切
っ
た
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
か
も
し

れ
な
い
。
日
本
の
参
戦
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
争
と
ア
ジ
ア
の
戦
争
と
を
結
び
つ
け
、
日
中
戦

争
を
第
二
次
世
界
大
戦
に
す
る
と
同
時
に
、
欧
州
大
戦
を
第
二
次
世
界
大
戦
に
も
し
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
一
九
四
一
年
以
降
の
戦
争
の
性
格
は
複
雑
で
あ
り
、
な
か
な
か
共
通
理

解
を
え
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
こ
と
は
、
本
文
で
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
し
戦
争

を
考
察
す
る
う
え
で
、
そ
の
性
格
云
々
ば
か
り
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
性
も
必
ず
し
も
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

（
20
）
た
と
え
ば
、
入
江
昭
『
日
米
戦
争
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
）、
藤
村
道
生
「
二

つ
の
占
領
と
昭
和
史―

軍
部
独
裁
体
制
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
」（『
世
界
』

一
九
八
一
年
八
月
号
）、
臼
井
勝
美
『
中
国
を
め
ぐ
る
近
代
日
本
の
外
交
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
八
三
年
）、
秦
郁
彦
『
昭
和
史
を
縦
走
す
る
』（
グ
ラ
フ
社
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
を

参
照
。

（
21
）
細
谷
千
博
編
『
日
英
関
係
史
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
二
年
）、
細
谷
千
博
「
太

平
洋
戦
争
と
は
日
英
戦
争
で
は
な
か
っ
た
の
か
」（『
外
交
史
料
館
報
』
第
二
五
号
、
外
務

省
外
交
史
料
館
、
二
〇
一
二
年
、
こ
れ
は
一
九
七
九
年
の
講
演
記
録
）
参
照
。

（
22
）
小
菅
信
子
『
戦
後
和
解
』（
中
公
新
書
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
23
）
黒
沢
文
貴
「
序―

―

「
歴
史
」
の
「
政
治
化
」
か
ら
「
歴
史
」
の
「
歴
史
化
」
へ
」（
黒

沢
、
ニ
ッ
シ
ュ
編
『
歴
史
と
和
解
』）
参
照
。

（
24
）
剣
持
久
木
「
歴
史
認
識
共
有
の
実
験
」（
黒
沢
、
ニ
ッ
シ
ュ
編
『
歴
史
と
和
解
』）

二
〇
九―

二
一
〇
頁
。

（
25
）
多
く
の
外
国
の
歴
史
教
科
書
に
比
し
て
、
日
本
の
歴
史
教
科
書
に
は
「
物
語
性
」
が
弱

い
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
、
注
４
を
参
照
。
な
お

こ
の
問
題
は
、
教
科
書
の
あ
り
方
と
し
て
、
日
本
の
多
く
の
教
科
書
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

「
事
実
を
解
釈
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
に
欠
け
」、
歴
史
的
事
実
を
た
ん
た
ん
と
記
す
比
較
的

客
観
的
な
記
述
と
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
に
も
と
づ
く
「
物
語
性
」
の
あ
る
記
述
と
い
う
、

記
述
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
と
い
う
問
い
を
、
我
々

に
つ
き
つ
け
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

（
26
） 「
開
設
三
年
目
を
迎
え
た
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
」（『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』第
一
七
号
、

二
〇
〇
四
年
一
二
月
）
七
六
頁
。
黒
沢
「
戦
後
の
日
本
近
代
史
研
究
の
軌
跡
」
五
二
頁
も

参
照
。

（
27
）
そ
の
意
味
で
、
国
立
公
文
書
館
、
外
務
省
外
交
史
料
館
、
防
衛
省
防
衛
研
究
所
戦
史
研

究
セ
ン
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
公
文
書
を
、
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
日
本

内
外
に
公
開
し
て
い
る
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
試
み
は
重
要
か
つ
貴
重
で
あ
る
。

な
お
、
そ
う
し
た
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
・
管
理
・
利
用
・
公
開
に
つ
い
て
も
、
今
日
我
々

一
人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
と
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。
自
ら
の
国
の
歴

史
を
作
る
い
わ
ば
源
泉
と
し
て
の
公
文
書
を
粗
末
に
扱
う
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
歴
史

が
他
国
の
記
録
・
史
料
中
心
に
描
か
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
可
能
性
を
も
つ
こ

と
に
な
り
、そ
の
意
味
で
公
文
書
の
取
り
扱
い
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
（
波

多
野
『
国
家
と
歴
史
』
二
七
七
頁
）。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
歴
史
的
公
文

書
館
の
人
と
予
算
の
手
当
を
厚
く
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
人
の
問
題
で
い
え
ば
、
史

料
を
し
っ
か
り
と
取
り
扱
え
る
専
門
家
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
求
め

ら
れ
る
。
人
を
増
や
す
と
同
時
に
、
い
わ
ば
そ
の
質
も
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

（
28
）
歴
史
問
題
の
顕
在
化
に
と
も
な
い
近
年
、
民
間
お
よ
び
公
的
機
関
が
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
か
た
ち
の
共
同
の
歴
史
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
と
り

あ
え
ず
リ
オ
ネ
ル
・
バ
ビ
ッ
チ
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
の
歴
史
認
識
の
探
求
」（
剣
持
・

小
菅
・
バ
ビ
ッ
チ
前
掲
『
歴
史
認
識
共
有
の
地
平
』）、
三
谷
博
「
歴
史
認
識
の
現
在
：

二
〇
〇
八
」（
劉
傑
・
川
島
真
編
『
一
九
四
五
年
の
歴
史
認
識
』
東
京
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
九
年
）
を
参
照
。

（
29
）
茂
木
敏
夫
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
和
解
の
模
索
」（
黒
沢
、ニ
ッ
シ
ュ
編
『
歴
史
と
和
解
』）

参
照
。

（
30
）
も
ち
ろ
ん
「
ア
ジ
ア
」
の
範
囲
自
体
は
「
中
国
」（
満
州
を
含
む
）、「
朝
鮮
」
に
止
ま
る

も
の
で
は
な
く
、「
朝
鮮
」
と
同
じ
く
植
民
地
支
配
と
い
う
点
か
ら
は
「
台
湾
」
が
あ
る
し
、

太
平
洋
戦
争
期
に
日
本
の
占
領
・
支
配
下
に
あ
っ
た
他
の
ア
ジ
ア
地
域
の
諸
国
が
含
ま
れ
る
こ

と
も
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
31
）
日
韓
の
間
の
歴
史
認
識
問
題
に
は
、
こ
の
「
植
民
地
帝
国
」
意
識
の
稀
薄
性
も
し
く
は
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忘
却
し
た
い
と
い
う
意
識
を
底
流
と
す
る
戦
後
日
本
の
歴
史
認
識
の
あ
り
方
が
大
き
く
横

た
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
川
島
真
「
日
中
間
の
歴
史
共
同
研
究
か
ら
み
た
教
科

書
問
題
」（
剣
持
久
木
、
小
菅
信
子
、
リ
オ
ネ
ル
・
バ
ビ
ッ
チ
編
『
歴
史
認
識
共
有
の
地
平
』

明
石
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
一
六
七―

一
六
八
頁
も
参
照
。
ま
た
日
本
外
交
史
研
究
と
植

民
地
史
研
究
と
の
あ
る
種
の
分
業
関
係
に
つ
い
て
は
、
山
室
信
一
「「
国
民
帝
国
」
論
の
射

程
」（
山
本
有
造
編
『
帝
国
の
研
究
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、『
太
平
洋
戦
争
の
遺
産
と
現
代
的
意
義
』（
防
衛
省
防
衛
研
究
所
編
集
・
発
行
、

二
〇
一
三
年
）
所
収
の
筆
者
の
同
名
標
題
の
論
考
に
加
筆
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。



特
別
寄
稿

丸
山
眞
男
と
文
人
た
ち
と
の
交
流

土

合

文

夫

は
じ
め
に

1.『
丸
山
眞
男
集
』
や
『
丸
山
眞
男
座
談
』
の
目
次
、
あ
る
い
は
『
丸
山
眞
男
書
簡

集
』
に
収
め
ら
れ
た
書
簡
の
宛
名
人
を
眺
め
て
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
の
一
つ
は
、

丸
山
眞
男
が
多
く
の
文
学
者
た
ち
と
深
い
交
流
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ

る
。
丸
山
が
政
治
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
、
人
文
の
領
域
に
接
す
る
と
言
っ
て
も

よ
い
「
政
治
思
想
史
家
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
て
も
、
丸
山
の
文

(１
)

人
た

ち
と
の
長
期
に
わ
た
る
親
密
な
関
係
に
は
通
例
の
「
政
治
学
者
」
か
ら
は
想
像
し

に
く
い
も
の
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。

筆
者
は
政
治
学
に
も
政
治
思
想
史
に
対
し
て
も
門
外
漢
で
あ
り
、
丸
山
の
仕
事

の
本
体
を
論
評
す
る
資
格
や
能
力
を
持
つ
者
で
は
な
い
が
、
丸
山
と
文
学
者
た
ち

と
の
交
流
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
丸
山
の
学
問
が
生
み
出
さ
れ

た
人
間
関
係
の
風
土
の
一
端
を
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
機
会
を
得
て
丸
山
の
残
し
た
膨
大
な
楽
譜
群
の
調
査
を
一
年
半
余
り
担
当

し
た
な
か
で
、
丸
山
の
音
楽
に
寄
せ
る
尋
常
で
は
な
い
ほ
ど
の
強
い
思
い
の
基
底

に
あ
る
も
の
は
何
な
の
か
、
と
い
う
大
き
な
問
い
が
残
り
、
こ
の
二
つ
が
ど
こ
か

で
通
底
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
今
回
の
報
告
に
至
っ
た
。

丸
山
の
文
学
者
た
ち
と
の
交
流

2.
丸
山
と
交
流
の
あ
っ
た
数
多
い
文
学
者
た
ち
の
中
か
ら
、
特
に
親
交
が
深
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
五
人
を
選
び
、
彼
ら
が
残
し
た
著
作
を
通
し
て
垣
間
見
ら
れ
る
丸

山
と
の
交
流
の
一
端
を
紹
介
す
る
。

武
田
泰
淳
（
一
九
一
二
―
一
九
七
六
）、
竹
内
好
（
一
九
一
〇
―
一
九
七
七
）、
埴

谷
雄
高
（
一
九
〇
九
―
九
七
）

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
と
し
て
知
ら
れ
た
泰
淳
夫
人
武
田
百
合
子
の
旅
行
記
『
犬
が
星

見
た
―
ロ
シ
ア
旅
行
記
』
の
中
に
、
丸
山
眞
男
の
名
前
と
「
幻
」（
？
）
が
一
か
所
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だ
け
現
わ
れ
る
。
場
所
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
帰
路
、
日
本
行
き
の
飛
行
機
に
搭
乗

す
る
た
め
に
数
日
滞
在
し
た
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
の
チ
ボ
リ
と
い
う
名
の
遊

園
。

池
の
向
う
岸
を
、
く
っ
き
り
し
た
横
顔
の
紳
士
が
落
ち
着
い
た
足
取
り
で

通
っ
て
行
く
。

竹
内
「
大
学
の
先
生
じ
ゃ
な
い
か
な
」

私
「
丸
山
〔
真
男
〕
さ
ん
に
似
て
い
る
…
…
」

竹
内
さ
ん
と
主
人
は
丸
山
さ
ん
の
こ
と
を
話
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
か
ら
は

長
々
と
丸
山
さ
ん
の
話
を
し
て
い
た
。

「
丸
山
は
い
ま
ご
ろ
ど
う
し
て
い
る
か
な
あ
…
…
。
俺
は
い
ま
ビ
ー
ル
飲
ん

で
い
い
気
持
だ
あ
。
あ
あ
、
い
い
気
持
」
主
人
は
自
分
と
竹
内
さ
ん
の
コ
ッ

プ
に
ビ
ー
ル
を
つ
い
だ
。
キ
ャ
ッ
キ
ャ
ッ
と
笑
声
を
あ
げ
て
「
俺
も
い
い
気

持
」
と
竹
内
さ
ん
が
言
っ
た
。
二
人
で
ま
た
す
ー
っ
と
ビ
ー
ル
を
飲
み
干
し

て
い

(２
)

た
。

丸
山
自
身
が
登
場
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
何
ら
か
の
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
も
な
い
単
な
る
一
情
景
の
ス
ケ
ッ
チ
で
あ
り
な
が
ら
、
武
田
、
竹
内
と

丸
山
の
隔
意
の
な
い
親
交
ぶ
り
が
自
ず
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
印
象

的
な
一
節
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
武
田
百
合
子
の
著
作
に
は
、
こ
の
箇
所
以
外
に

丸
山
に
対
す
る
言
及
は
な
い
。

武
田
泰
淳
の
学
生
時
代
か
ら
の
親
友
・
盟
友
で
あ
る
竹
内
好
と
丸
山
と
の
親
交

に
つ
い
て
は
、
社
会
思
想
家
と
し
て
丸
山
の
仕
事
と
相
渉
る
部
分
が
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
や
、
六
〇
年
安
保
闘
争
を
共
に
思
想
面
か
ら
指
導
し
た
と
い
う
事
情

も
あ
り
、
比
較
的
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
と
思
わ
れ
る
が
、
原
稿
執
筆
の
た
め

に
缶
詰
に
さ
れ
て
い
た
熱
海
の
岩
波
家
の
別
荘
で
知
り
合
っ
た
と
い
う
武
田
泰
淳

と
の
親
交
ぶ
り
に
つ
い
て
は
、『
丸
山
眞
男
集
』
に
武
田
へ
の
感
動
的
な
弔
辞
を
は

じ
め
、
武
田
に
関
す
る
文
章
が
何
篇
も
収
め
ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
言

及
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

丸
山
、
竹
内
、
そ
れ
に
埴
谷
雄
高
を
加
え
た
四
人
の
家
族
ぐ
る
み
の
親
交
に
つ

い
て
は
、
た
と
え
ば
埴
谷
雄
高
が
武
田
百
合
子
の
追
悼
文
の
中
で
こ
の
よ
う
に
紹

介
し
て
い
る
。

ス
ト
レ
プ
ト
マ
イ
シ
ン
と
ヒ
ド
ラ
ジ
ッ
ド
で
、
中
学
以
来
飼
い
つ
づ
け
て
き

た
結
核
か
ら
よ
う
や
く
離
れ
て
健
康
に
な
っ
た
私
に
、
さ
な
が
ら
、
時
を
合
わ

せ
る
よ
う
に
、
武
田
泰
淳
は
吉
祥
寺
に
近
い
高
井
戸
に
三
十
二
年
越
し
て
き
た

の
で
、
私
の
と
こ
ろ
ば
か
り
で
な
く
、
竹
内
好
、
丸
山
真
男
、
と
廻
り
も
ち
の

宴
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
宴
会
の
「
面
白
い
」
中
心
は
、
奇
抜
な

こ
と
を
言
い
、
ま
た
、
す
る
百
合
子
さ
ん
で
、
苦
虫
を
噛
み
つ
ぶ
し
た
竹
内
好

も
、
大
お
喋
く
り
学
者
の
丸
山
真
男
も
、
そ
し
て
武
田
泰
淳
自
身
も
、
私
も
家

族
ぐ
る
み
で
楽
し
む
愉
悦
の
無
限
連
続
を
味
わ
い
知
っ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の

時
期
で
あ

(３
)

る
。
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当
時
近
隣
に
住
ん
で
い
た
四
人
の
「
廻
り
も
ち
の
宴
会
」
は
、
一
九
六
一
年
一

二
月
に
武
田
が
赤
坂
に
転
居
す
る
ま
で
約
四
年
間
続
け
ら
れ
た
模
様
だ
が
、
武
田

は
こ
の
交
流
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

高
井
戸
の
公
団
ア
パ
ー
ト
に
居
住
し
て
い
た
こ
ろ
、
さ
く
ら
咲
く
井
之
頭
公

園
の
ほ
と
り
で
、
四
組
の
夫
婦
が
会
合
し
た
こ
と
が
あ
る
。
お
な
じ
武
蔵
野
に

住
む
、
丸
山
真
男
、
竹
内
好
、
埴
谷
雄
高
の
三
夫
婦
と
ぼ
く
ら
。
こ
の
四
組
は

亭
主
も
女
房
も
た
え
ず
往
来
し
て
い
た
が
、
八
人
の
男
女
が
正
面
か
ら
顔
を
そ

ろ
え
て
向
き
あ
っ
た
の
は
、
は
じ
め
て
だ
っ
た
。
銀
紙
に
く
る
ん
で
蒸
し
た
ニ

ワ
ト
リ
の
足
な
ど
、わ
れ
ら
に
と
っ
て
は
豪
華
な
る
料
亭
の
食
卓
を
前
に
し
て
、

私
は
、
そ
の
場
の
わ
ざ
と
ら
し
さ
を
打
ち
や
ぶ
る
た
め
「
ま
っ
た
く
、
わ
れ
わ

れ
夫
婦
は
み
ん
な
、う
ま
い
具
合
に
ひ
っ
つ
い
た
も
ん
だ
な
あ
。
う
ま
く
、く
っ

つ
い
た
も
ん
だ
な
あ
」
と
発
言
し
た
。
・
・
・
私
の
発
言
を
き
く
と
丸
山
真
男

は
、
い
き
な
り
プ
ッ
と
噴
き
出
し
て
笑
い
こ
ろ
げ
た
の
で
あ
っ

(４
)

た
。

そ
れ
に
続
け
て
、
丸
山
と
知
り
合
っ
た
頃
を
回
顧
し
、

彼
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
、
伊
豆
山
の
岩
波
別
荘
に
、
ほ
と
ん
ど
毎
月
自
発

的
に
二
人
と
も
カ
ン
づ
め
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
仕
事
を
し
な
い
で
、
朝
か

ら
晩
ま
で
し
ゃ
べ
り
つ
づ
け
て
い
る
の
で
、
つ
い
に
は
岩
波
の
出
版
部
や
『
世

界
』
の
編
集
部
は
、
二
人
の
滞
在
す
る
日
時
を
、
す
れ
ち
が
い
に
さ
せ
る
に
い

た
っ
た
。
別
荘
で
は
、
る
す
ば
ん
の
中
年
婦
人
が
、
腕
に
よ
り
を
か
け
た
日
本

料
理
を
出
し
て
下
さ
る
。
し
か
し
私
は
、
丸
山
が
そ
れ
ら
の
料
理
を
、
う
ま
い

と
か
ま
ず
い
と
か
批
評
し
た
の
を
き
い
た
こ
と
が
な
い
。
彼
は
私
を「
泰
淳
氏
」

「
和
尚
」「
色
即
是
空
」「
魑
魅
魍
魎
」
な
ど
と
呼
び
、
昭
和
文
士
特
有
の
だ
ら

し
の
な
さ
、
頭
の
わ
る
さ
を
か
ら
か
い
な
が
ら
、
も
っ
ぱ
ら
学
術
な
ら
び
に
学

者
に
つ
い
て
紳
士
的
に
論
じ
つ
づ
け
る
か
ら
、
料
理
や
女
性
、
と
り
わ
け
友
人

の
女
房
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
ひ
ま
は
な

(５
)

い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
面
と
向
か
っ
た
相
手
に
、
冗
談
交
じ
り
と
は
い
え
「
魑
魅
魍

魎
」
と
呼
び
掛
け
る
丸
山
の
心
事
に
は
、
親
友
と
な
る
武
田
に
対
す
る
無
条
件
の

信
頼
、
す
べ
て
を
飲
み
込
む
よ
う
な
茫
洋
た
る
個
性
に
対
す
る
「
甘
え
」
の
よ
う

な
も
の
さ
え
窺
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
武
田
を
「
魑
魅
魍
魎
」
呼
ば
わ

り
し
た
こ
と
へ
の
仕
返
し
を
丸
山
は
十
分
に
受
け
た
よ
う
だ
。
武
田
へ
の
弔
辞
の

一
節
か
ら
は
、
丸
山
の
哀
惜
の
こ
も
っ
た
切
歯
扼
腕
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。

し
か
し
泰
淳
さ
ん
と
の
個
人
的
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、
私
は
だ
い
ぶ
君
に

貸
し
が
あ
る
の
を
君
も
否
定
し
な
い
で
し
ょ
う
。
君
の
書
く
文
章
に
、
あ
る
い

は
実
名
で
、
あ
る
い
は
匿
名
の
話
相
手
と
し
て
、
或
は
モ
デ
ル
と
し
て
再
三
、

私
は
使
わ
れ
ま
し
た
。
君
の
小
説
の
な
か
に
、
何
と
も
鼻
も
ち
な
ら
ぬ
ス
ノ
ッ

ブ
の
大
学
教
授
が
登
場
し
て
来
る
場
合
、
前
後
の
情
景
か
ら
推
す
と
、
そ
れ
は

大
抵
私
の
こ
と
で
し
た
。
も
し
私
に
君
ほ
ど
の
筆
力
が
あ
っ
た
な
ら
ば
、
自
分

を
い
つ
も
最
低
の
位
置
に
置
く
こ
と
で
、
い
か
な
る
相
手
に
対
し
て
も
戦
略
的

優
位
を
保
つ
術
を
心
得
た
、
老
獪
で
小
心
な
坊
さ
ん
作
家
を
描
い
て
お
礼
を
す
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る
の
に
、
と
幾
度
く
や
し
が
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
顔
を
合
せ
る
ご
と
に
、
私

は
こ
の
こ
と
で
君
を
詰
り
、「
こ
の
つ
け
は
必
ず
届
け
る
よ
」
と
す
ご
ん
で
見
た

り
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
い
く
ら
文
句
を
並
べ
て
も
、
す
べ
て
は
君
の
茫
洋
と

し
た
笑
顔
の
な
か
に
ス
ル
ス
ル
と
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
所
詮
、
泰
淳

さ
ん
の
悟
り
の
前
に
私
は
為
す
す
べ
を
知
り
ま
せ
ん
で
し

(６
)

た
。

た
だ
し
、
丸
山
は
必
要
と
あ
れ
ば
親
友
武
田
に
対
す
る
忌
憚
の
な
い
批
判
も
惜

し
ん
で
い
な
い
。
た
と
え
ば
「
武
田
泰
淳
『
士
魂
商
才
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
五

九
）
に
は
こ
う
あ
る
。

「
柳
は
緑
花
は
紅
」
と
い
う
考
え
方
が
昔
か
ら
日
本
に
あ
る
わ
け
で
す
ね
。

伝
統
的
に
は
「
ま
あ
そ
れ
ぞ
れ
い
い
と
こ
ろ
が
あ
る
さ
、
や
か
ま
し
い
こ
と
を

い
う
な
」
と
い
う
日
本
的
寛
容
で
す
ね
。
自
分
が
確
信
を
も
つ
ゆ
え
に
、
人
の

確
信
を
尊
重
す
る
、
そ
う
い
う
寛
容
で
は
な
い
。
日
本
に
入
っ
て
き
た
仏
教
に

は
そ
れ
が
多
い
。
坊
主
は
大
体
そ
う
だ

(７
)

な
。

武
田
泰
淳
は
、
文
壇
へ
の
登
場
が
ほ
ぼ
同
時
期
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
三
島
由

紀
夫
と
も
そ
の
死
に
至
る
ま
で
互
い
に
認
め
合
う
親
交
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い

(８
)

る
。
三
島
が
国
家
主
義
的
（
あ
る
い
は
幻
想
的
天
皇
主
義
？
）
的

な
立
場
を
鮮
明
に
す
る
の
は
こ
の
時
よ
り
も
か
な
り
後
年
の
こ
と
だ
っ
た
と
し
て

も
、
丸
山
の
こ
の
批
評
に
は
（
丸
山
の
目
か
ら
見
れ
ば
）
無
節
操
と
も
思
え
る
武

田
の
三
島
と
の
交
流
を
や
ん
わ
り
と
非
難
す
る
意
図
も
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
想
像
を
禁
じ
得
な
い
。
ち
な
み
に
、
一
九
七
〇
年
の
「
三
島
事
件
」

に
つ
い
て
、
丸
山
は
コ
メ
ン
ト
を
発
し
て
い
な
い
。
論
評
に
値
し
な
い
と
考
え
た

可
能
性
も
あ
る
が
、
も
し
か
す
れ
ば
、
三
島
の
親
友
で
も
あ
っ
た
武
田
の
心
中
を

慮
っ
た
結
果
な
の
か
も
し
れ
な

(９
)

い
。

『
丸
山
眞
男
集
』
に
収
め
ら
れ
た
丸
山
の
弔
辞
や
追
悼
記
（
談
話
）
に
は
、
個
人

の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
ず
に
は
い
な
い
表
現
と
、
故
人
に
対
す
る
深
い
真
情
を
吐
露

し
た
文
言
で
胸
を
打
た
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
が
、
上
に
挙
げ
た
丸
山
の
武
田

に
対
す
る
弔
辞
「
泰
淳
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
」（
一
九
七
六
）
も
そ
の
代
表
的
な
一

篇
と
言
え
よ
う
。

竹
内
好
は
、
武
田
の
よ
う
に
、
丸
山
と
の
私
的
な
交
流
を
（
あ
け
す
け
に
）
記

し
た
文
章
は
残
し
て
い
な
い
よ
う
だ
（
す
く
な
く
と
も
文
業
を
集
成
し
た
『
竹
内

好
全
集
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
）。
丸
山
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
敗
戦
後

の
『
日
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

十
月
十
九
日
（
土
）『
世
界
』
五
月
号
、
丸
山
眞
男
と
い
う
人
（
東
大
法
学
部

助
教
授
の
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
よ
む
。
面
白
か
っ
た
。
近
来
に
な

く
面
白
か
っ
た
。
帰
還
後
よ
ん
だ
中
で
随
一
の
も
の
で
あ

(
)

る
。

10

七
月
十
一
日
（
日
）・
・
・
丸
山
眞
男
の
「
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」
は
予
想
通
り

面
白
い
。
引
例
適
切
、
vivid
に
im
ageが
う
か
ぶ
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
人
の
感
覚
と
、そ
れ
を
支
え
る
思
想
と
は
、や
は
り
他
の
人
よ
り
き
わ
立
っ
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て
秀
れ
て
い

(
)

る
。

11

さ
ら
に
、「
思
想
と
文
学
の
間
」
で
は
、
丸
山
の
作
品
の
「
芸
術
的
完
結
性
」、

に
触
れ
て
、
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

『
東
大
新
聞
』
記
者
の
説
に
よ
る
と
、
丸
山
真
男
の
『
現
代
政
治
の
思
想
と
行

動
』
は
、
今
日
学
生
の
間
で
、
か
つ
て
の
小
林
秀
雄
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
経
典
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
比

喩
は
、
か
な
り
的
を
射
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
丸
山
が
最
大
の
仮
想
敵
に
し
て

い
る
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
小
林
秀
雄
だ
が
、
こ
の
二
人
の
間
に
は
じ
つ
は
相
似

の
関
係
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
条
件
づ
け
て
い
る
も
の
が
、
両
者
に
共
通
の

強
い
方
法
意
識
と
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
信
仰
（
同
時
に
断
念
）
で
あ
る
。

お
そ
ろ
し
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
丸
山
の
仕
事
ぶ
り
は
、
す
で
に
伝
説
化
さ

れ
て
い
る
ほ
ど
だ
が
、
文
学
の
立
場
か
ら
見
て
重
要
な
の
は
、
そ
の
こ
と
で
は

な
く
て
、
そ
の
結
果
と
し
て
出
て
く
る
彼
の
論
文
の
見
事
な
芸
術
的
完
結
性
で

あ
ろ
う
。
賽
の
河
原
に
石
を
つ
む
よ
う
な
空
し
さ
に
た
え
て
、
彼
は
石
を
つ
も

う
と
す
る
。
そ
の
執
念
が
凝
っ
て
、
彼
の
文
章
の
造
型
性
が
う
ま
れ
る
。
近
代

日
本
の
思
想
家
の
な
か
で
、
彼
ほ
ど
の
作
品
と
し
て
の
独
立
性
を
も
っ
た
文
章

を
書
い
た
人
は
少
い
。

彼
の
論
文
は
、
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
の
差
を
こ
え
て
、
た
と
え
ば
志
賀
直
哉
の

あ
る
種
の
作
品
の
よ
う
な
、
も
っ
と
適
切
に
は
モ
ー
リ
ャ
ッ
ク
な
ど
の
小
説
に

近
い
リ
ズ
ム
感
を
読
者
に
与
え
る
・
・
・

要
す
る
に
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
は
断
念
の
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
目
的
で

は
な
い
。
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
自
己
目
的
化
す
れ
ば
リ
ア
リ
テ
ィ
は
失
わ
れ
る
と

い
う
近
代
文
学
の
原
理
が
、
丸
山
に
は
貫
か
れ
て
い

(
)

る
。

13

丸
山
が
竹
内
の
歿
後
に
「
魯
迅
友
の
会
」
の
求
め
で
語
っ
た
追
悼
の
談
話
（「
好ハ

オ

さ
ん
と
の
つ
き
あ
い
」
一
九
七

(
)

八
）
が
、
終
戦
後
か
ら
始
ま
り
、
六
〇
年
安
保
で

14

共
に
闘
っ
た
時
期
を
経
て
最
後
の
病
床
に
至
る
、
竹
内
と
の
三
〇
年
以
上
に
わ
た

る
親
交
に
つ
い
て
よ
く
伝
え
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
、丸
山
が
遺
し
た
竹
内
好
に
つ
い
て
の
文
章
と
し
て
は「
竹
内
好『
日

本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』」（
一
九
五

(
)

二
）、「
好
さ
ん
に
つ
い
て
の
談
話
」（
一
九
六

(
)

六
）、

15

16

「
竹
内
日
記
を
読
む
」（
一
九
八

(
)

二
）
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
、『
丸
山
眞
男
座
談
』

17

は
、
竹
内
を
対
話
者
（
の
一
人
）
と
す
る
座
談
を
最
多
の
七
篇
収
め
る
。
武
田
の

場
合
と
は
異
な
り
、
竹
内
が
、
本
領
で
あ
る
政
治
思
想
史
家
・
社
会
思
想
家
と
し

て
の
丸
山
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
の
か
を
示
す
証
左
と
言
え
よ

う
。

木
下
順
二
（
一
九
一
四
―
二
〇
〇
六
）、
森
有
正
（
一
九
一
一
―
七
六
)

木
下
と
丸
山
は
、
同
年
生
ま
れ
で
、
互
い
に
「
丸
山
君
」、「
木
下
君
」
と
呼
び

合
う
、
自
他
と
も
に
許
す
親
友
同
士
だ
っ
た
よ
う
だ
が
（
丸
山
を
「
日
本
三
大
お

し
ゃ
べ
り
」の
一
人
に
認
定
し
た
の
も
木
下
だ
っ
た
と
い
う
）、自
選
集
で
あ
る『
木

下
順
二
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
―
八
九
）
に
は
二
人
の
交
流
の
発
端
や
そ
の
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実
際
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
戦
後
間
も
な
く
、
若
手
の
研
究
者
や

作
家
を
集
め
、
総
合
的
な
文
化
運
動
を
め
ざ
し
て
結
成
さ
れ
た
「
青
年
文
化
会
議
」

に
と
も
に
加
わ
っ
た
こ
と
が
二
人
の
交
流
の
始
ま
り
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

丸
山
と
木
下
の
交
流
に
つ
い
て
は
丸
山
の「
森
有
正
氏
の
思
い
出
」（
一
九
七

(
)

九
）、

18

や
「
内
田
義
彦
君
を
偲
ん
で
」（
一
九
八

(
)

九
）
に
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、『
丸
山
眞

19

男
座
談
』
は
、
木
下
を
対
話
者
（
の
一
人
）
と
す
る
座
談
を
五
篇
収
め
る
。

丸
山
は
、
木
下
の
作
品
を
主
に
上
演
し
た
、
山
本
安
英
が
主
宰
す
る
「
ぶ
ど
う

の
会
」
の
熱
心
な
支
持
者
で
も
あ
り
、
木
下
作
品
に
つ
い
て
は
、「『
子
午
線
の
祀

り
』
を
語
る
」（
一
九
八

(
)

九
）
や
、『
沖
縄
』
を
論
じ
た
「
点
の
軌
跡
」（
一
九
六

(
)

三
）

20

20

が
あ
る
。

さ
ら
に
、
丸
山
の
よ
く
知
ら
れ
た
「
日
本
思
想
に
お
け
る
『
執
拗
低
音
』」
と
い

う
概
念
が
は
じ
め
て
提
出
さ
れ
た
の
は
、
丸
山
、
木
下
（
そ
れ
に
加
藤
周
一
）
を

講
演
者
と
し
て
行
わ
れ
た
、
国
際
基
督
教
大
学
に
お
け
る
連
続
講
演
会
「
日
本
文

化
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
ス
を
考
え
る
」（
一
九
八
一
）
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
丸
山
と
木

下
の
関
係
を
見
る
う
え
で
示
唆
的
で
あ
ろ
う
。

木
下
と
は
、
共
に
本
郷
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
寮
で
「
牢
名
主
」
的
存
在
で
あ
っ
た
頃
か

ら
の
無
二
の
親
友
ど
う
し
だ
っ
た
森
有
正
と
の
交
友
に
つ
い
て
は
、
上
に
挙
げ
た

「
森
有
正
氏
の
思
い
出
」
が
委
曲
を
尽
く
し
て
い
る
。
森
を
「
偶
像
化
」
す
る
こ

と
の
な
い
森
有
正
論
の
、
お
そ
ら
く
は
白
眉
と
い
っ
て
も
よ
い
談
話
と
言
え
る
の

で
は
な
い
か
。
だ
が
、
木
下
の
場
合
と
同
様
、『
森
有
正
全
集
』（
筑
摩
書
房
、
一

九
七
八
―
一
九
八
二
）
に
は
、「
恋
人
に
対
す
る
ご
と
き
感
じ
」（
丸
山
自
身
の
表

現
）
を
抱
い
て
い
た
は
ず
の
丸
山
と
の
個
人
的
な
交
流
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

前
に
挙
げ
た
「
思
い
出
」
に
よ
れ
ば
、
森
と
丸
山
が
知
り
合
っ
た
の
は
、
一
九

五
〇
年
頃
に
東
大
の
学
生
自
治
会
と
大
学
側
と
の
折
衝
の
た
め
に
作
ら
れ
た
「
学

生
委
員
会
」に
二
人
が
共
に
若
手
教
員
と
し
て
委
員
に
選
出
さ
れ
た
時
だ
と
い
う
。

そ
の
半
年
後
に
森
が
留
学
の
た
め
渡
仏
し
、
所
定
の
年
限
を
経
て
も
帰
国
せ
ず
に

職
を
辞
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
留
ま
り
続
け
た
た
め
、
交
流
は
一
旦
は
途
絶
え
た
が
、

一
九
六
二
年
、
丸
山
が
パ
リ
に
滞
在
し
た
折
に
再
開
。
そ
の
後
、
一
九
六
〇
年
代

末
か
ら
七
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
そ
れ
以
前
に
発
表
さ
れ
て
い
た
も
の
も
含
め

た
森
の
思
索
的
エ
ッ
セ
イ
群
が
日
本
で
多
く
の
読
者
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
森
は
定
期
的
に
帰
国
す
る
よ
う
に
な
る
が
、
森
の
丸
山
に
対
す
る
ほ
と
ん
ど

「
片
恋
」
の
よ
う
な
関
係
は
こ
の
こ
ろ
に
始
ま
っ
た
と
思
し
い
。
丸
山
は
、
帰
国

す
る
や
い
な
や
「
羽
田
か
ら
電
話
し
て
く
る
」
森
の
自
ら
に
対
す
る
過
剰
な
ま
で

の
思
い
入
れ
に
つ
い
て
、
半
ば
苦
笑
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
っ
て
い
る
。

こ
の
談
話
は
、
二
人
の
こ
の
よ
う
な
交
流
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
始
ま
り
、
丸
山

と
森
の
思
考
の
型
や
音
楽
観
の
根
本
的
な
相
違
に
及
ぶ
本
質
的
な
問
題
を
覆
っ
て

い
る
。『
森
有
正
全
集
』
の
付
録
（
月
報
）
の
た
め
の
談
話
と
い
う
性
格
上
、
批
判

的
な
言
辞
こ
そ
慎
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
森
の
哲
学
の
中
核
に
あ
る
「
経
験
」
と

い
う
概
念
へ
の
評
価
を
留
保
し
、
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
曲
の
み
に
集
中
す
る
森
の

音
楽
観
に
疑
問
を
呈
し
、
森
が
体
系
的
な
哲
学
を
構
築
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
惜

し
む
な
ど
、
森
に
対
す
る
全
面
的
な
共
感
か
ら
は
か
な
り
距
離
を
取
る
も
の
と
感

じ
ざ
る
を
え
な
い
。「
森
さ
ん
は
、
人
間
と
し
て
も
、
思
想
家
と
し
て
も
『
謎
』
に
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満
ち
て
い
ま
す
ね
」
と
い
う
談
話
の
最
後
の
言
葉
が
、
森
に
対
す
る
丸
山
の
立
場

を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

加
藤
周
一
（
一
九
一
九
―
二
〇
〇
八
）

旧
制
中
学
、
旧
制
高
校
、
大
学
と
す
べ
て
丸
山
と
同
窓
で
は
あ
る
が
、
加
藤
が

五
歳
の
年
少
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
学
校
時
代
に
で
丸
山
と
知
り
合
う
よ
う
な
機
会

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

六
〇
年
安
保
闘
争
や
六
〇
年
代
後
半
の
ベ
ト
ナ
ム
反
戦
運
動
の
中
で
、さ
ら
に
、

数
多
い
座
談
会
や
講
演
会
な
ど
を
通
し
て
、
頻
繁
で
密
接
な
接
触
は
あ
っ
た
に
違

い
な
い
が
、加
藤
が
欧
米
の
大
学
に
招
か
れ
て
教
授
・
研
究
に
従
う
期
間
が
長
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
た
と
え
ば
武
田
や
竹
内
や
埴
谷
と
の
濃
密
な
親
交
の
よ
う
な
形

で
は
な
く
、
互
い
の
存
在
と
仕
事
に
終
始
深
い
敬
意
と
信
頼
を
抱
き
合
い
な
が
ら

も
、敢
え
て
私
生
活
に
渉
る
付
き
合
い
に
深
く
入
る
こ
と
は
し
な
い
、「
水
の
如
き
」

関
係
が
基
調
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ

(
)

る
。

21

加
藤
の
丸
山
論
と
し
て
は
、「
丸
山
眞
男
『
戦
中
と
戦
後
の
間
』」（
一
九
七

(
)

七
）、

22

「
精
神
の
往
復
運
動
」（
一
九
九

(
)

五
）、「
戦
後
史
の
中
の
丸
山
眞
男
」（
一
九
九

(
)

六
）

23

24

な
ど
が
あ
り
、
丸
山
の
加
藤
論
と
し
て
は
、
津
田
左
右
吉
と
の
対
比
の
中
で
加
藤

の
『
日
本
文
学
史
序
説
』
の
意
義
を
高
く
評
価
し
た
「
文
学
史
と
思
想
史
に
つ
い

て
」（
一
九
八

(
)

〇
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
加
藤
と
丸
山
が
深
い
尊
敬
と
全

25

面
的
な
信
頼
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
く
窺
わ
せ
る
に
足
る
論
考
と
言

え
よ
う
。

丸
山
と
加
藤
に
よ
る
共
同
の
仕
事
と
し
て
は
、『
日
本
近
代
思
想
大
系
』（
岩
波

書
店
）
中
の
一
巻
『
翻
訳
の
思
想
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
）
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

丸
山
と
加
藤
の
共
編
に
よ
り
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
日
本
の
知
的
社

会
が
、
翻
訳
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
欧
米
の
思
想
や
文
学
を
い
か
に
摂
取
し
骨
肉

化
し
て
い
っ
た
か
を
、
豊
富
な
文
献
に
よ
っ
て
跡
付
け
た
す
ぐ
れ
た
ア
ン
ソ
ロ

ジ
ー
だ
が
、
体
調
不
良
の
た
め
解
説
文
を
書
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
丸
山
に
加

藤
が
意
見
を
求
め
、
加
藤
の
単
独
執
筆
と
な
っ
た
。
こ
の
間
の
丸
山
と
の
対
話
を

ま
と
め
、
丸
山
の
歿
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
翻
訳
と
日
本
の
近
代
』（
岩
波
新
書
、
一

九
九
八
）
が
、
二
人
の
唯
一
の
共
著
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

3.“
poeta

doctus”,“
doctor

m
usicus”

以
上
の
よ
う
に
、
丸
山
が
親
交
を
持
っ
た
文
学
者
た
ち
を
通
観
す
る
と
、
彼
ら

に
あ
る
共
通
性
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。

仮
に
表
現
言
語
を
「
文
学
的
・
詩
的
言
語
」
と
「
認
識
的
・
推
論
的
言
語
」
に

類
型
化
で
き
る
と
す
れ
ば
、
彼
ら
は
こ
の
二
つ
の
言
語
の
相
を
と
も
に
駆
使
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
際
立
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

た
と
え
ば
武
田
泰
淳
に
は
、
小
説
作
品
の
ほ
か
に
、
出
世
作
と
な
っ
た
『
司
馬

遷
』（
一
九
四
三
）
や
評
価
の
高
い
評
論
集
『
人
間
・
文
学
・
歴
史
』（
一
九
五
四
）、

『
政
治
家
の
文
章
』（
一
九
六
〇
）
な
ど
が
あ
り
、
竹
内
好
は
中
国
現
代
文
学
の
研

究
家
・
社
会
思
想
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
優
れ
た
魯
迅
の
翻
訳
家
で
も
あ
っ
た
。

今
で
も
魯
迅
に
親
し
も
う
と
す
る
読
者
の
圧
倒
的
な
多
く
は
、
竹
内
訳
に
依
っ
て
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い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
木
下
順
二
は
、
劇
作
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
数
多
い
演
劇
論
の
書
き
手

で
も
あ
り
、
ま
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
翻
訳
者
・
研
究
家
で
も
あ
っ
た
。
森
有
正

は
パ
ス
カ
ル
、
デ
カ
ル
ト
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
思
想
の
研
究
家
、
哲
学
者
だ

が
、
先
に
も
触
れ
た
、
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
広
く
読
ま
れ
た
「
思

索
的
エ
ッ
セ
イ
」
は
、
多
く
の
読
者
に
一
種
の
文
学
作
品
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

加
藤
周
一
は
文
学
、
芸
術
か
ら
社
会
、
政
治
に
わ
た
る
多
方
面
の
批
評
家
・
論

者
と
し
て
高
名
だ
が
、そ
の
出
発
点
に
は
、福
永
武
彦
や
中
村
真
一
郎
と
共
に
行
っ

た
「
マ
チ
ネ
・
ポ
エ
テ
ィ
ッ
ク
」
の
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

仮
に
こ
の
よ
う
な
文
学
者
の
あ
り
方
に

（「
学
識
あ
る
詩
人
」）

“
poetadoctus”

と
い
う
言
葉
を
当
て
て
み
る
。
こ
の
表
現
は
、
古
典
期
に
は
用
例
が
見
い
出
せ
な

い
よ
う
で
、定
評
の
あ
るO

xford
Latin

D
ictionary

(second
edition,

2012)

に
も
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。
後
代
の
（
主
に
ド
イ
ツ
語
圏
で
用
い
ら
れ
て
き
た
）

造
語
と
思
わ
れ
る
。
本
来
は
「
過
去
の
規
範
的
な
文
学
を
絶
え
ず
意
識
し
、
そ
れ

を
範
例
と
し
て
作
品
の
中
の
織
り
込
み
な
が
ら
詩
作
す
る
詩

(
)

人
」
と
い
う
ほ
ど
の

26

意
味
の
言
葉
で
、
あ
る
時
代
ま
で
の
詩
人
た
ち
の
多
く
の
部
分
は
こ
の
範
疇
に
属

し
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
九
世
紀
以
降
、
詩
人
の
独
創
性
が
強
調
さ
れ
る
時
代

に
な
る
と
、
こ
の
意
味
が
薄
れ
、
文
字
通
り
「
深
い
学
識
に
基
づ
い
て
詩
作
す
る

詩
人
」
を
指
す
名
称
に
転
化
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

親
交
の
あ
っ
た
文
学
者
た
ち
の
活
動
が
こ
の
よ
う
な
表
現
言
語
の
二
つ
の
相
に

渉
っ
て
い
た
よ
う
に
、
丸
山
自
身
の
中
に
も
、
政
治
学
者
・
政
治
思
想
史
家
と
し

て
求
め
ら
れ
る
「
認
識
的
・
推
論
的
言
語
」
の
背
後
に
、「
詩
的
・
文
学
的
言
語
」

に
よ
る
表
現
を
求
め
る
強
い
志
向
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
そ
れ
ゆ
え
に

丸
山
は
彼
ら
に
強
い
「
親
和
力
」（
W
ahlverw
andtschaft）
を
感
じ
、
彼
ら
も
そ

れ
に
応
じ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
の
は
、
必
ら
ず
し
も
牽
強
付
会
に
当
た

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
傍
証
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
加
藤
や
竹
内
が
指
摘
す
る
よ
う
な
、
丸
山
の

著
述
（
作
品
）
自
体
（
そ
の
文
体
）
の
高
度
の
「
文
学
性
」
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、

（
あ
る
い
は

）
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ

“
poetadoctus”

“
doctorpoeticus”

し
い
二
人
の
師
（
南
原
繁
、
長
谷
川
如
是
閑
）
の
存
在
を
思
い
浮
か
べ
て
も
よ
い

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
丸
山
が
大
学
入
学
時
に
文
学
部
独
文
科
へ
の
進
学
を
強

く
望
ん
で
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、友
人
の
文
学
者
た
ち（
武

田
泰
淳
、
木
下
順
二
な
ど
）
の
作
品
へ
の
論
評
に
見
ら
れ
る
優
れ
た
（
文
学
的
な
）

批
評
性
は
、
思
想
史
家
の
余
技
と
し
て
の
水
準
を
は
る
か
に
抜
く
も
の
と
言
え
よ

う
。
こ
れ
に
加
え
て
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
多
く
の
声
楽
曲
の
英
語
や
ド
イ
ツ
語
や
フ

ラ
ン
ス
語
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
語
に
よ
る
歌
詞
に
、
丸
山
が
、
公
開
な
ど
は
全
く
意

識
せ
ず
、
自
分
自
身
の
た
め
だ
け
に
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て
付
し
た
流
麗
で
的

確
な
数
多
い
翻
訳
文
（
筆
者
が
目
に
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
は
幸
運
で
あ
っ
た
）

を
挙
げ
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、
丸
山
は
師
の
南
原
（『
形
相
』
の
歌
人
）
や
長
谷
川
（
多
数
の
小
説
や

戯
曲
を
持
つ
）
の
よ
う
に
、
文
学
的
言
語
を
駆
使
し
た
「
作
品
」
を
残
す
こ
と
に

は
、
き
わ
め
て
禁
欲
的
、
抑
制
的
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に

代
わ
っ
て
そ
の
位
置
を
占
め
、
丸
山
の
中
に
深
く
根
を
降
ろ
し
た
の
が
「
音
楽
」
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だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

に
倣
っ

”poeta
doctus”

て
、
丸
山
に
は

と
い
う
名
前
を
呈
し
た
い
思
い
に
す
ら
駆
ら

”doctorm
usicus”

れ
る
。

丸
山
の
音
楽
に
対
す
る
関
心
は
、
お
そ
ら
く
は
旧
制
高
校
的
な
教
養
主
義
の
土

壌
か
ら
芽
生
え
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
丸
山
の
音
楽
に
対
す
る
知

識
と
熱
意
、
ま
た
そ
れ
に
費
や
し
た
で
あ
ろ
う
膨
大
な
時
間
と
労
力
は
、
単
な
る

ハ
イ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
と
し
て
の
教
養
や
趣
味
の
次
元
を
大
き
く
越
え
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
丸
山
に
と
っ
て
、
音
楽
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
や
論
説
を
執
筆
し
、

発
表
す
る
こ
と
は
い
と
も
容
易
な
こ
と
だ
っ
た
に
違
い
な
い
が
、
丸
山
の
音
楽
に

関
す
る
（
あ
る
い
は
音
楽
に
言
及
す
る
）
公
け
に
さ
れ
た
文
章
や
談
話
の
数
は
意

外
な
ほ
ど
に
少
な
い
（
手
帖
の
記
述
や
断
章
を
収
め
た
『
自
己
内
対
話
』
は
、
音

楽
に
対
す
る
思
い
を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
吐
露
し
た
文
章
で
溢
れ
て
い
る
の
だ

が
）。そ

の
内
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
れ
ば
、
ま
ず
一
九
四
八
年
の
「
盛
り
合
わ
せ
音
楽

会
」
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
一
晩
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
時
代
や
様
式
を
異
に
す
る
曲
目
を
詰
め
込

ん
で
平
然
と
し
て
い
る
演
奏
会
へ
の
違
和
感
か
ら
始
ま
っ
て
、
ラ
ー
ト
ブ
ル
ッ
フ

が
現
代
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
る
「
精
神
的
文
化
の
無
差
別
的
受
容
」
に
伴
う
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
に
ま
で
及
ぶ
、
長
い
射
程
を
持
つ
エ
ッ
セ
イ
で
あ
り
、「
上
滑
り
に
滑
っ
て

行
く
」
よ
う
な
近
代
日
本
の
宿
命
的
な
「
強
い
ら
れ
た
浅
薄
さ
」
を
指
摘
す
る
漱

石
の
「
現
代
日
本
の
開
化
」（
一
九
一
一
）
に
も
比
べ
ら
れ
る
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。

ま
た
、「
点
の
軌
跡
―
『
沖
縄
』
観
劇
所
感
―
」（
一
九
六

(
)

三
）
で
は
、
ア
ル
バ

27

ン
・
ベ
ル
ク
の
オ
ペ
ラ
「
ヴ
ォ
ツ
ェ
ッ
ク
」
に
言
及
し
て
い
る
。『
自
己
内
対
話
』

の
中
の
断
章
で
は
「
本
当
に
美
し
さ
が
分
か
ら
な
い
作
曲
家
」
の
中
に
「
大
部
分

の
『
現
代
』
作
曲
家
」
を
挙
げ
て
い
た
丸
山
だ

(
)

が
、
ロ
ン
ド
ン
で
見
た
こ
の
オ
ペ

28

ラ
に
は
「
震
え
る
ほ
ど
感
動
し
た
」
と
言
い
、「
僕
に
作
曲
の
才
能
が
あ
っ
た
ら
、

『
沖
縄
』
は
、
全
部
無
調
の
オ
ペ
ラ
に
し
た
い
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る
。

対
談
・
鼎
談
と
し
て
は
、
吉
田
秀
和
と
の
「
芸
術
と
政
治
―
ク
ル
ト
・
リ
ー
ス

『
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
』
を
め
ぐ
っ
て
」（
一
九
五

(
)

九
）
の
ほ
か
に
、
芦
津
丈
夫
、

29

脇
圭
平
と
の
鼎
談
「
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
を
め
ぐ
っ
て
―
音
楽
・
人
間
・
精
神

の
位
相
―
」（
一
九
八

(
)

三
）（
後
に
『
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
』（
岩
波
新
書
、
一
九

30

八
四
）
に
所
収
）
が
あ
る
。
丸
山
は
こ
れ
に
エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
体
調
不
良
に
た
め
に
果
た
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
が
実
現
し
て

い
れ
ば
、
丸
山
が
最
も
傾
倒
し
て
い
た
演
奏
家
で
あ
る
フ
ル
ト
ヴ
ェ
ン
グ
ラ
ー
を

巡
る
、
音
楽
に
関
す
る
彼
の
代
表
的
な
論
考
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

だ
が
、
丸
山
が
「
殆
ど
生
き
る
こ
と
と
同
様
に
愛
し
て
い
る
」
と
さ
え
感
じ
て

い
た
音
楽
に
関
す
る
公
の
著
述
や
発
言
が
僅
か
こ
れ
の
み
に
と
ど
ま
っ
た
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
、
音
楽
が
、
丸
山
の
い
わ
ば
「
私
的
自
我
」
に
と
っ
て
あ
ま

り
に
も
重
要
な
部
分
を
な
し
て
い
た
が
故
に
、「
社
会
的
自
我
」
の
拡
大
の
た
め
に

そ
れ
を
用
い
る
こ
と
を
自
ら
に
抑
制
し
た
（
あ
る
い
は
そ
れ
を
必
要
と
し
な
か
っ

た
）
か
ら
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

丸
山
の
楽
譜
へ
の
詳
細
な
書
き
込
み
（
お
そ
ら
く
演
奏
時
間
を
は
る
か
に
凌
駕

す
る
時
間
と
労
力
を
要
し
た
は
ず
の
）
も
、
音
楽
の
体
験
を
単
な
る
受
動
的
な
観

賞
・
享
受
の
域
に
留
め
ず
、
積
極
的
な
主
体
的
・
創
造
的
行
為
に
高
め
る
た
め
に
、
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丸
山
に
と
っ
て
不
可
欠
の
、
だ
が
、
自
ら
の
「
社
会
的
自
我
」
と
は
画
然
と
切
り

離
さ
れ
る
べ
き
営
み
で
あ
り
、
儀
式
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

森
有
正
に
近
か
っ
た
人
々
の
中
に
は
、
バ
ッ
ハ
の
オ
ル
ガ
ン
曲
の
価
値
を
十
二

分
に
認
め
な
が
ら
も
、
森
が
オ
ル
ガ
ン
の
修
練
の
た
め
に
あ
ま
り
に
多
く
の
時
間

を
費
や
し
た
こ
と
を
惜
し
み
、
そ
の
時
間
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
彼
の
哲
学
の

体
系
的
な
構
築
の
た
め
に
用
い
な
か
っ
た
こ
と
を
恨
む
声
が
あ
っ
た
と
聞
く
が
、

森
に
と
っ
て
、
バ
ッ
ハ
は
、
他
の
何
物
で
代
替
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
、
彼
の
存

在
自
体
の
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
底
を
な
す
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
丸
山

の
周
辺
に
も
、
彼
が
ス
コ
ア
と
向
き
合
っ
た
膨
大
な
時
間
の
一
部
な
り
と
も
論
文

や
著
作
の
執
筆
に
当
て
て
い
て
く
れ
た
ら
と
惜
し
む
思
い
が
必
ず
や
あ
っ
た
に
違

い
な
い
が
、
丸
山
の
音
楽
と
の
関
係
も
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
様
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

注

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
二
八
日
に
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
八
回
研
究
会
で

行
っ
た
報
告
を
も
と
に
、
若
干
の
加
筆
を
施
し
た
も
の
で
あ
る

（
１
)「
文
学
者
」
に
は
や
や
生
硬
な
語
感
が
あ
り
、
ま
た
、「
文
士
」
に
は
ど
こ
か
「
無
頼
」
の

匂
い
が
つ
き
ま
と
う
よ
う
に
感
じ
て
、
あ
え
て
ア
ナ
ク
ロ
ニ
ズ
ム
を
犯
し
て
こ
の
言
葉

を
選
ん
で
み
た
。
石
川
淳
な
ど
を
最
後
に
、
現
代
に
は
も
は
や
棲
息
し
て
い
な
い
で
あ

ろ
う
種
族
で
あ
る
こ
と
は
承
知
の
上
で
あ
る
。

（
２
)
武
田
百
合
子
『
犬
が
星
見
た

ロ
シ
ア
紀
行
』
中
公
文
庫
、
一
九
八
二
年
、
三
二
八
頁
。

（
３
)「
武
田
百
合
子
さ
ん
の
こ
と
」『
埴
谷
雄
高
全
集
第
十
一
巻
』
講
談
社
、
一
九
九
九
年
、
六

四
二
―
六
四
三
頁
。

（
４
)「
日
本
の
夫
婦
」『
武
田
泰
淳
全
集
第
十
五
巻
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
年
、
三
頁
。

（
５
)
同
右
、
四
頁
。

（
６
)「
泰
淳
さ
ん
、
さ
よ
う
な
ら
」『
丸
山
眞
男
集
第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
二
一

九
頁
。

（
７
)『
丸
山
眞
男
集
第
八
巻
』
一
九
九
六
年
、
一
九
頁
。

（
８
)
武
田
泰
淳
は
、
自
ら
に
対
す
る
丸
山
の
弔
辞
に
ぴ
た
り
と
対
応
す
る
よ
う
な
、
三
島
由
紀

夫
に
対
す
る
追
悼
文
を
残
し
て
い
る
（「
三
島
由
紀
夫
の
死
の
の
ち
に
」『
武
田
泰
淳
全
集

第
十
六
巻
』
一
九
七
二
年
、
四
四
四
―
四
五
〇
頁
）。

（
９
)
ち
な
み
に
、
三
島
由
紀
夫
は
一
九
六
九
年
の
『
文
化
防
衛
論
』
の
中
で
「
天
皇
制
国
家
へ

の
ル
サ
ン
チ
マ
ン
に
充
ち
た
か
の
ご
と
き
」
と
し
て
丸
山
の
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心

理
」
に
批
判
的
に
言
及
し
て
い
る
。
三
島
が
丸
山
に
触
れ
て
い
る
の
は
『
三
島
由
紀
夫
全

集
』（
旧
版
、
一
九
七
三
―
一
九
七
七
）
の
中
で
、
こ
の
箇
所
を
含
め
て
お
そ
ら
く
二
か
所

の
み
。

（

)『
竹
内
好
全
集
第
十
五
巻

日
記
（
上
）』
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
三
一
頁
。

10
（

)
同
右
、
四
三
七
頁
。

11
（

)『
竹
内
好
全
集
第
十
二
巻

作
家
に
つ
い
て
・
書
物
に
つ
い
て
』
一
九
八
一
年
、
三
二
九

12

―
三
三
〇
頁
。

（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
巻
』
一
九
九
六
年
、
三
四
九
―
三
六
一
頁
。

13
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
五
巻
』
一
九
九
五
年
、
二
四
九
―
二
五
一
頁
。

14
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
九
巻
』
一
九
九
六
年
、
三
三
七
―
三
四
〇
頁
。

15
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
二
巻
』
一
九
九
六
年
、
二
五
―
三
九
頁
。

16
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
一
巻
』
一
九
九
六
年
、
七
九
―
一
一
〇
頁
。

17
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
五
巻
』
一
九
九
六
年
、
七
七
―
八
七
頁
。

18
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
九
巻
』
一
三
一
―
一
四
四
頁
。

19
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
五
巻
』
三
七
―
五
六
頁
。

20
（

)
た
だ
し
、
丸
山
が
加
藤
と
親
密
な
時
を
過
ご
す
機
会
も
ま
れ
に
は
あ
っ
た
よ
う
だ
。
丸

21

山
の
旅
人
と
し
て
の
一
面
を
紹
介
し
た
加
藤
の
小
文
で
は
、
丸
山
と
の
信
州
旅
行
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
が
印
象
深
く
回
想
さ
れ
て
い
る
（「
高
原
好
日
（
２
）
丸
山
眞
男
」『
加
藤
周
一

自
選
集
第
十
巻
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
年
、
二
二
四
―
二
二
八
頁
）
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（

)『
加
藤
周
一
自
選
集
第
六
巻
』
二
〇
一
〇
年
、
一
一
―
一
九
頁

22
（

)『
加
藤
周
一
自
選
集
第
九
巻
』
二
〇
一
〇
年
、
一
五
二
―
一
五
九
頁

23
（

)
同
右
、
二
四
九
―
二
五
二
頁
。

24
（

)『
丸
山
眞
男
集
第
十
一
巻
』
三
二
三
―
三
四
〇
頁
。

25
（

)
26

D
as

große
W

örterbuch
der

deutschen
Sprache

(1.
A
uflage,

Bibliogra-

の
該
当
項
目
に
よ
る
。

phisches
Institut,1976-1981)

（

)『
丸
山
眞
男
集
第
三
巻
』
一
九
九
五
年
、
三
三
五
―
三
四
三
頁
。

27
（

)『
自
己
内
対
話
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
八
年
、
二
六
三
頁
。

28
（

)『
丸
山
眞
男
座
談
第
三
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
、
二
三
五
―
二
五
七
頁
。

29
（

)『
丸
山
眞
男
座
談
第
九
巻
』
一
九
九
八
年
、
一
―
六
四
頁
。

30
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻

戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿

丸

山

眞
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プ
ラ
ン

第
一
章

近
世
封
建
制
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観
の
形
成

第
一
節

近
世
初
期
に
於
け
る
主
要
思
潮
の
状
況

２

一
、
神
道

二
、
仏
教

三
、
ク
リ
ス
ト
教

四
、
儒
教

第
二
節

近
世
儒
教
の
隆
起

一
、
封
建
社
会
構
成
と
儒
教
、
と
く
に
朱
子
学
〈
３
〉

[カ
]

２

二
、
初
期
朱
子
学
者
の
政
治
思
想
（
惺
窩
・
羅
山
・
闇
斎
・
藤
樹
）

三
、
熊
沢
蕃
山
と
貝
原
益
軒

四
、
古
学
派
の
形
成
―
―
伊
藤
仁
斎
と
山
鹿
素
行

（
次
年
度
の
注
意

近﹅

世﹅

政﹅

治﹅

思﹅

想﹅

の﹅

一﹅

般﹅

的﹅

性﹅

格﹅

を
は
じ
め
に
の
べ
る
方
よ
ろ
し
（
停
滞
性
）

近
世
初
期
の
政
治
思
想
を
は
じ
め
に
概
括
的
に
の
べ
る
方
よ
ろ
し
）

第
二
章

封
建
社
会
転
換
期
の
政
治
思
想

第
一
節

元
禄
―
享
保
時
代
概
観

第
二
節

徂
徠
学
の
成
立
と
発
展
（
徂
徠
―
―
春
台
―
―
周
南
）

第
三
節

朱
子
学
派
の
状
況
（
新
井
白
石
、
室
鳩
巣
、
大
阪
懐
徳
堂
朱
子
学
）

第
四
節

心
学
の
興
起
（
石
田
梅
巌
）

第
三
章

封
建
社
会
下
降
期
の
政
治
思
想

第
一
節

時
代
的
概
観

第
二
節

儒
学
の
停
滞
（
徂
徠
学
の
そ
の
後
、
折
衷
学
派
）

第
三
節

国
学
の
勃
興

一
、
荷
田
春
満
と
賀
茂
真
淵

二
、
本
居
宣
長

第
四
節

反
幕
思
潮
と
尊
王
論
（
安
藤
昌
益
・
山
県
大
弐
）

第
五
節

洋
学
の
興
起
と
思
想
界
の
分
化

本
多
利
明
、
海
保
青
陵
、
山
片
蟠
桃
、
司
馬
江
漢
、
平
賀
源
内
、
三

浦
梅
園
、
長
英
・
崋
山

第
四
章
（
封
建
社
会
解
体
期
）
国
民
的
統
一
国
家
形
成
期
の
政
治
思
想

第
一
節

篤
胤
学

第
二
節

佐
藤
信
淵

第
三
節

後
期
水
戸
学
と
尊
王
攘
夷
論

第
四
節

幕
末
思
潮
、
大
塩
平
八
郎
、
佐
藤
一
斎
、
佐
久
間
象
山
・
橋
本
左
内
・

吉
田
松
陰
、
横
井
小
楠
、
福
沢
諭
吉
、
加
藤
弘
之
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〔
序
説
〕

（
第
二
回
）

近
世
政
治
思
想
史
の
叙
述
に
先
立
っ
て
、
ま
づ
「
近
世
」
と
呼
ば
れ
る
時
代
の

歴
史
的
発
展
に
つ
い
て
の
ご
く
一
通
り
の
、
例
へ
ば
宝
暦
と
い
ふ
の
は
、
い
つ
頃

か
、
天
明
と
ど
っ
ち
が
先
か
と
い
ふ
様
な
、
概
観
を
頭
に
収
め
て
置
く
こ
と
が
、

今
後
の
理
解
の
た
め
に
便
宜
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
今
日
は
ま
づ
、
諸
君
の
国
史
の

既
成
知
識
の
整
理
と
い
ふ
様
な
意
味
で
、
徳
川
時
代
を
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
概
観

し
、
近
世
の
諸
思
想
を
そ
の
間
に
位
置
づ
け
て
見
よ
う
。
そ
れ
は
自
か
ら
本
講
義

全
体
の
輪
廓[カ

]を
明
か
に
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

近
世
を
何
時
を
以
て
始
め
る
か
に
つ
い
て
は
色
々
の
説
が
あ
り
、
或
は
織
豊

シ
ヨ
ク
ホ
ー

時
代
ま
で
遡
ら
せ
る
考
へ
方
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
ま
づ
普
通
の
解
釈
に
従
っ
て

江
戸
時
代
の
開
始
と
同
時
と
し
て
置
く
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
時
代
の
始
期
に
つ
い

て
も
必
ず
し
も
見
解
一
致
せ
ず
、
或
は
慶
長
三
年
、
秀
吉
の
薨
去
を
以
て
し
、
或

は
同
五
年
関
ヶ
原
役
を
以
て
し
、
或
は
八
年
、
家
康
征
夷
大
将
軍
の
宣
下
を
受
け

た
時
を
以
て
し
、
或
は
元
和
元
年
、

〔
マ
マ
〕

大
阪
夏
の
陣
に
よ
る
豊
臣
氏
の
滅
亡
を
以
て

す
る
。
そ
の
当
否
に
つ
い
て
の
細
い
論
議
は
止
め
て
、
慶
長
五
年
が
恰
度
西
暦
一

六
〇
〇
年
に
当
る
か
ら
、
一
応
関
ヶ
原
説
に
據
ら
う
。
終
り
は
、
ま
づ
慶
応
三
年
、

大
政
奉
還
と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。
西
暦
一
八
六
七
年
で
あ
る
。

こ
の
間
約
三
百

〔
マ
マ
〕

五
十
年
、
こ
れ
を
政
治
思
想
史
の
発
展
か
ら
見
て
、
大
体
四
つ

の
時
期
に
分
つ
事
が
出
来
る
（
○
別
表
参
照
）。
第
一
期
は
、
慶
長
よ
り
、
元
和
、

寛
永
、
正
保
、
慶
安
、
承
応
、
明
暦
、
万
治
、
寛
文
、
延
宝
、
天
和
、
貞
享
を
経

て
、
元
禄
頃
ま
で
の
約
一
世
紀
（
元
禄
十
三
年
が
Ｂ
・
Ｃ

〔
マ
マ
〕

一
七
〇
〇
年
）、
第
二
期

が
宝
永
・
正
徳
・
享
保
・
元
文
・
寛
保
を
経
て
、
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
八
代

吉
宗
引
退
、
家
重
将
軍
と
な
る
頃
ま
で
の
約
五
十
年
、
第
三
期
は
、
そ
れ
よ
り
、

寛
延
・
宝
暦
・
明
和
・
安
永
・
天
明
・
寛
政
・
享
和
・
文
化
・
文
政
を
経
て
、
天

保
八
年
（
一
八
三
七
年
）、
十
二
代
家
慶ヨ

シ

が
家
斉
に
つ
い
で
将
軍
と
な
る
頃
ま
で
の

約
九
十
年
、
そ
れ
よ
り
後
、
大
政
奉
還
ま
で
の
約
三
十
年
が
第
四
期
と
い
ふ
こ
と

に
な
る
。
是
は
吾
々
の
対
象
と
す
る
の
が
政
治
＝
社
会
思
想
で
あ
る
か
ら
、
近
世

の
政
治
的
＝
社
会
的
体
制
た
る
封
建
的
社
会
組
織
の
推
移
と
い
ふ
こ
と
に
注
目
し

て
分
け
た
の
で
あ
っ
て
、
仮
り
に
名
前
を
つ
け
る
な
ら
、
第
一
期
を
、
封
建
社
会

確
立
期
（
上
昇
期
）、
第
二
期
を
、
封
建
社
会
転
換
期
、
第
三
期
を
、
封
建
社
会
下

降
期
、
第
四
期
を
、
封
建
社
会
崩
壊
期
と
呼
ぶ
事
が
出
来
よ
う
。
以
下
、
夫
々
の

時
代
の
状
況
と
そ
の
思
想
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
よ
う
。
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第
一
章

近
世
封
建
制
の
成
立
と
儒
教
的
世
界
観
の
形
成(１
)

第
一
節

近
世
端
初
期
に
於
け
る
思
想
界
の
一
般
的
状
況

三
、
基
督
教
（
切
支
丹
）

近
世
初
期
に
於
け
る
日
本
思
想
史
〔
上
〕
画
期
的
な
事
件
は
所
謂
切
支
丹
の
問

題
で
あ
る
。
切
支
丹
の
伝
来
に
関
し
て
は
、
そ
の
布
教
の
態
様
と
か
、
信
長
・
秀

吉
の
切
支
丹
政
策
と
か
、
そ
の
迫
害
史
な
ど
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳
細
な
研
究
が

進
め
ら
れ
て
居
り
、
優
れ
た
労
作
も
出
て
ゐ
る
が
、
そ
の
思
想
的
内
容
の
方
面
に

至
っ
て
は
比
較
的
に
閑
却
さ
れ
て
ゐ
る
様
に
思
は
れ
る
。
寛
永
鎖
国
以
後
、
基
督

教
関
係
の
書
籍
を
徹
底
的
に
禁
圧
し
た
た
め
、
近
世
思
想
史
上
に
於
け
る
基
督
教

教
義
の
影
響
は
幕
末
（
例
へ
ば
篤
胤
）
に
至
る
ま
で
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
期
に
か
け
て
盛
に
出
版
さ
れ
た
い
は
ゆ
る
キ
リ
シ

タ
ン
文
学
の
う
ち
に
は
か
な
り
高
度
の
理
論
性
を
も
っ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
の
思

想
史
的
意
義
は
決
し
て
無
視
さ
れ
な
い
。
わ
れ
〳
〵
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
に
現

は
れ
た
儒
教
・
仏
教
・
神
道
等
既
成
思
想
の
批
判
、
及
び
、
逆
に
こ
れ
ら
既
成
思

想
の
立
場
か
ら
書
か
れ
た
反﹅

キ
リ
シ
タ
ン
文
献
に
於
け
る
基
督
教
批
判
の
う
ち
に

近
世
初
期
の
思
想
的
動
向
を
鳥
瞰
図
的
に
読
み
取
る
事
が
出
来
る
。
そ
こ
で
時
代

は
戦
国
時
代
か
ら
、
下
っ
て
明
暦
頃
ま
で
の
か
な
り
長
い
期
間
に
及
ぶ
が
、
思
想

史
的
に
見
た
近
世
初
期
の
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
を
こ
こ
で
一
括
し
て
や
ゝ
詳
細
に
検

討
し
て
置
か
う
。（
天
文
―
―
寛
永

約
五
十
年
）

基(２
)督

教
が
天
文
十
八
（
西
暦
一
五
四
九
）
年
、
耶
蘇
会
の
聖
僧
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
･

ザ
ビ
エ
ル
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
我
国
に
伝
へ
ら
れ
た
こ
と
は
改
め
て
説
く
ま
で
も

な
い
。
耶
蘇
会
は
一
五
三
四
年
（
我
が
天
文
三
年
）、
西
班
牙
の
貴
族
イ
グ
ナ
シ
ョ

＝
ロ
ヨ
ラ
が
ザ
ヴ
ィ
エ
ー
ル
其
他
六
人
の
同
志
と
共
に
、
新
教
に
対
抗
し
て
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
を
擁
護
・
発
展
せ
し
め
る
目
的
を
以
て
設
立
し
た
も
の
で
い
は
ゆ
る

ゲ
ー
ゲ
ン
・
レ
フ
ォ
ル
マ
チ
オ
ン
の
諸
運
動
の
う
ち
最
も
戦
闘
的
、
進
取
的
な
る

を
特
色
と
す
る
（
正
名
、
Com
paniadeJesu
↓
軍
隊
／
FranciscoX
avier／

IgnatiusLoyola）。
我
国
に
伝
来
し
た
教
団
に
は
、
な
ほ
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
、

ド
ミ
ニ
コ
会
、
ア
ゴ
ス
チ
ノ
会
等
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
来
朝
は
い
づ
れ
も
づ
っ

と
後
の
慶
長
七
年
で
あ
り
、
そ
の
勢
力
も
到
底
耶
蘇
会
に
は
及
ば
な
い
（
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
派

1593年
説

長
崎
殉
教
）。

耶
蘇

イ
エ
ズ
ス

会
は
、「
耶
蘇

イ
エ
ス

の
軍
隊
」と
い
ふ
原
名
の
示
す
如
く
、整
然
た
る
規
律
を
持
っ

た
軍
隊
組
織
で
あ
っ
て
、
こ
の
軍
隊
の
兵
士
た
る
に
は
約
十
二
年
間
の
厳
格
な
る

鍛
錬
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
訓
練
を
終
了
し
た
も
の
を
イ
ル
マ
ン
と
い

ふ
。
イ
ル
マ
ン
に
な
っ
た
も
の
は
清
浄
・
献
身
・
服
従
・
耐
貧
の
四
誓
を
立
て
る
。

イ
ル
マ
ン
の
う
ち
、
一
定
の
学
を
修
得
し
、
信
仰
特
に
堅
固
な
る
も
の
を
パ
ア
デ

レ
と
い
ふ
。
こ
れ
が
訛
っ
て
伴
天
連
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

イ
ル
マ
ン
Irm
an（
同
宿
）

ケ
レ
リ
コ
Clerigo

⎭―⎬―⎫

フ
ラ
テ
Frate
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ハ
ア
テ
レ
Padre（
神
父
）

ノ
ン
チ
ョ
N
uncio（
任
常
）

ビ
ス
ホ
Bispo（
司
教
）

バ
リ
チ

〔
マ
マ
〕

ア
ル
カ
（
Patriarcha）
教
父

ア
ル
セ
イ
ス
ホ
（
A
rcebispo）
大
司
教

ガ
ル
デ
ア
ル
（
Cardeal）

パ
ッ
パ
（
Papa）

（
姉
崎
〔
正
治
『
切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
潜
伏
』
同
文
館
、
一
九
二
五
年
〕

p.107）

ザ
ビ
エ
ル
の
渡
来
後
、
ト
ル
レ
ス
T
orres、
フ
ェ
ル
ナ
ン
デ
ス
、
ガ
ゴ
Gago、

ア
ル
メ
イ
ダ
A
lm
eida、
フ
ロ
イ
ス
、
ヴ
ァ
リ
ニ
ァ
ー
ニ
V
alignani、
ヴ
ィ
レ
ラ

V
ilela
等
に
よ
っ
て
、
九
洲
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
キ
リ
シ
タ
ン
は
急
激
に
普

及
し
、
や
が
て
京
都
近
畿
に
及
び
、（
次[カ

]頁
）
一
五
八
二
年
に
は
、
コ
エ
リ
ョ
宣
教

師
の
報
告
に
よ
る
と
、
信
者
総
数
十
五
万
人
に
及
ん
で
ゐ
る
。
そ
の
内
訳
は
、
都

二
万
五
千
、
豊
後
一
万
、
下
、
十
一
万
五
千
で
あ
る
。
家
康
の
禁
止
令
の
出
る
直

前
、
慶
長
十
七
年
（
？
）
頃
に
は
、
バ
ー
ヂ
ェ
ス
の
推
算
に
よ
れ
ば
実
に
七
十
五

万
の
信
徒
を
数
へ
た
（
一
五
七
一
年
頃
、
三
万
人
）。

キ(３
)リ

シ
タ
ン
が
喜
ば
れ
た
原
因
（
支
配
者
・
被
支
配
者
と
も
に
普
及
し
た
）

一
、
封
建
領
主

九
州
大
名
、
豊
後
大
友
義
鎮
（
宗
麟
）、
有
馬
義
貞
、
そ
の
子
晴
信
、

大﹅

村﹅

純﹅

忠﹅

（
最
初
）
等
。

﹇
織
田
信
長
（
フ
ロ
イ
ス
）﹈、
高
山
図
書
、
そ
の
子
右
近
、
小
西
行
長
、

蒲
生
氏
郷

▼

イ
、
貿
易
の
利

ポ
ル
ト
ガ
ル
船
に
対
し
て
宣
教
師
の
も
っ
て
ゐ
る
力○

（
ザ
ン
ゲ

を
聞
い
て
も
ら
ひ
、
ミ
サ
を
行
っ
て
も
ら
ふ
）。
し
か
し
当
時

の
ク
リ
ス
ト
教
を
単﹅

に﹅

西
・
葡
商
業
資
本
の
手
段
、
武
器
と
の

み
見
て
は
な
ら
ぬ
。

ロ
、
仏
教
徒
へ
の
対
抗

ハ
、
宣
教
師
人
格
の
高
潔

ニ
、
慈
善
、
救
貧
事
業
（
と
く
に
民
衆[カ

]）

キ
リ
シ
タ
ン
の
布
教
が
進
展
す
る
に
従
ひ
、
日
本
人
を
単
に
信
徒
と
な
す
に

と
ゞ
ま
ら
ず
、
進
ん
で
日
本
人
の
間
か
ら
布
教
に
従
事
す
る
専
門
的
な
教
職
を
養

成
す
る
事
が
次
第
に
切
実
な
問
題
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
日
本
人
が
パ
ー
ド
レ

と
し
て
適
格
な
り
や
否
や
と
い
ふ
事
は
、耶
蘇
会
宣
教
師
の
間
で
も
議
論
が
あ
り
、

日
本
人
は
自
負
心
が
強
い
か
ら
、
パ
ー
ド
レ
に
な
る
と
外
国
人
を
侮
蔑
す
る
に
至

る
だ
ら
う
と
い
ふ
疑
念
か
ら
反
対
す
る
も
の
も
あ
っ
た
（
例
へ
ば
副
管
区
長
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
カ
ブ
ラ
ー
ル
FranciscoCabral）
が
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に

来
朝
し
た
㼻
リ
ニ
ャ
ー
ニ
（
V
alignani巡
察
師

な
ほ
し
ら
べ
る
）
は
断
乎
と
し

て
優
秀
な
る
邦
人
信
徒
を
パ
ー
ド
レ
に
叙
す
る
方
針
を
採
り
、
そ
の
た
め
の
教
育

機
関
の
設
置
の
必
要
を
説
い
た
。

か
く
て
主
と
し
て
彼
の
努
力
に
よ
り
、
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
有
馬
に
日
本

― 17 ―



最
初
の
神
学
校
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
（
Sem
inalio
修
業
所
）
が
設
け
ら
れ
た
。

か
う
し
た
教
育
機
関
と
し
て
は
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
ほ
か
に
な
ほ
、
コ
レ
ジ
ョ
（
col-

legio
学
林
）、
ノ
ビ
シ
ャ
ド
（
noviciado
修
練
所
）
が
あ
っ
た
。

さ
う
し
て
こ
こ
で
本
来
の
基
督
教
義
を
は
じ
め
と
し
、
広
く
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
学
問
芸
術
が
教
授
さ
れ
た
。「
契
利
斯
督
記
」（
島
原
乱
頃
に
大
目
付
役
の
井

上
筑
後
守
政
重
の
キ
リ
シ
タ
ン
糺
問

〔
マ
マ
〕

記
禄
を
材
料
と
し
て
、
そ
の
後
任
者
北
条
安

房
守
が
編
纂
し
た
も
の
）
の
中
に
宗
門
者
が
宗
門
の
大
要
を
述
べ
た
う
ち
、「
学
文

の
事
」
と
題
し
て
次
の
様
な
学
科
が
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。

姉
崎
、
切
支
丹
宗
門
の
迫
害
と
潜
伏
一
〇
六
頁

こ
れ
を
以
て
見
て
も
、
非
常
に
高
度
な
学
問
が
教
授
さ
れ
た
事
を
知
り
う
る
。

こ
の
教
授
が
決
し
て
表
面
的
、
形
式
的
の
も
の
で
な
か
っ
た
事
は
、
か
う
し
た
学

校
か
ら
や
が
て
後
述
す
る
フ
ァ
ビ
ア
ン
の
如
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
哲
学
に
つ
い
て
か

な
り
深
い
理
解
を
も
っ
た
邦
人
イ
ル
マ
ン
を
出
し
た
事
を
以
て
も
推
察
さ
れ
る
。

註
、
コ
エ
リ
ョ
副
管
区
長
が
有
馬
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た

所
に
よ
れ
ば
、
生
徒
等
の
才
智
と
記
憶
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
少
年
に
比
し
て

優
る
と
も
劣
ら
ず
、
ラ
テ
ン
語
の
ご
と
き
も
驚
く
べ
き
短
時
間
で
修
得
す

る
。
な
ほ
聖
歌
の
合
唱
隊
が
あ
っ
て
、正
式
の
ミ
サ
を
易
々
と
し
て
歌
ふ
。

キ
リ
ス
ト
教
義
の
普
及
方
法
と
し
て
、
こ
の
様
な
学
校
の
ほ
か
に
最
も
重
要
な

の
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
い
は
ゆ
る
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
刊
行
で
あ
る
。
是
も
学
校

と
同
じ
く
、
ワ
リ
ニ
ァ
ー
ニ
の
創
始
に
か
か
る
。
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
年
）

彼
は
、
九
州
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
の
遣
欧
使
節
（
天
正
十
年
派
遣
）
と
印
度
ゴ
ア

で
落
合
っ
て
共
に
第
二
回
目
の
帰
任
し
た
際
、
活
字
印
刷
機
を
持
ち
来
り
、
加
津

佐
・
天
草
・
長
崎
の
コ
レ
ジ
ョ
を
本
據
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
出
版
を
開

始
し
た
（
こ
れ
は
文
禄
二
年
の
古
文
孝
経
に
は
じ
ま
る
朝
鮮
系
活
字
印
刷
と
並
ん

で
我
国
の
活
字
印
刷
の
二
大
系
統
を
な
す
）。

こ
の
耶
蘇
会
の
刊
行
書
を
通
常
キ
リ
シ
タ
ン
版
と
い
ふ
。
そ
の
最
初
の
も
の

は
、
天
正
十
九
年
刊
行
の
「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
の
内
抜
書
」（
加
津
佐
版
）
で
あ

り
、そ
の
外
現
在
発
見
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
も
二
十
八
種
あ
る
。
そ
の
中
に
は「
ド

チ
リ
ナ
・
キ
リ
シ
タ
ン
」（
聖
教
要
理

文
禄
元
年
天
草
版
／
慶
長
五
年
版
）、
ぎ

や
＝
ど
＝
ぺ
か
ど
る（
善
の
す
ゝ
め

ス
ペ
イ
ン
の
ル
イ
ス
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
翻
訳
）、

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
contem
ptusm
undi?」（
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス

の
「
イ
ミ
タ
シ
ヨ
＝
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
」
慶
長
元
年
版
／
慶
長
十
五
年
版
）、「
サ
カ

ラ
メ
ン
ト
手
引
抄
」
の
如
き
、
本
来
の
宗
教
書
か
ら
、
伊
曽
保
物
語
、
平
家
物
語

抄
（
ロ
ー
マ
字
）、
太
平
記
抜
書
等
の
文
学
書
乃
至
、
日
葡
辞
典
や
日
本
文
典
の
如

き
語
学
書
ま
で
を
包
括ガ

ン

し
て
ゐ
る
。

こ
れ
ら
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
は
、
翻
訳
物
は
も
と
よ
り
、
其
他
の
教
義
書
も
、
ク

リ
ス
ト
教
教
義
を
そ
れ
自
体
と
し
て
述
べ
て
ゐ
る
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
さ
し
あ

た
り
こ
こ
で
取
上
げ
る
に
は
及
ば
な
い
。
日
本
思
想
史
の
上
で
重
要
な
こ
と
は
、

こ
の
始
め
て
伝
は
っ
た
西
洋
思
想
と
伝
統
的
な
神
・
儒
・
仏
等
の
思
想
と
が
如
何

に
交
渉
し
あ
っ
た
か
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
し
て
、
以
下
に
は
数
多

く
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
の
中
か
ら
代
表
的
文
献
と
し
て
、「
妙
貞
問
答
」
を
と
り
あ

げ
て
、
そ
の
内
容
を
通
じ
て
ま
づ
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
場
を
窺
ひ
、
つ
い
で
、
キ
リ

シ
タ
ン
反
対
の
立
場
の
検
討
に
移
ら
う
。

何
故
に
「
妙
貞
問
答
」
を
以
て
キ
リ
シ
タ
ン
側
の
代
表
と
す
る
か
と
い
へ
ば
、
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こ
れ
は
他
の
多
く
の
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
如
く
に
、
外
人
の
、
若
く
は
外
人
と
邦
人

と
の
合
作
で
は
な
く
、
純
然
た
る
邦
人
の
論
策
で
あ
り
、
従
っ
て
基
督
教
教
理
が

ど
こ
ま
で
日
本
人
に
阻
爵
さ

〔
咀

〕

れ
た
か
を
知
る
好
個
の
材
料
と
な
る
こ
と
、
ま
た
こ

こ
に
は
、
基
督
教
教
理
本
来
の
解
説
と
共
に
、
神
儒
仏
等
伝
来
の
日
本
思
想
の
批

判
が
典
型
的
な
形
で
叙
べ
ら
れ
て
居
り
、
従
っ
て
吾
々
の
上
の
様
な
見
地
を
最
も

よ
く
満
足
せ
し
め
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
づ
本
書
の
著
者
フ
ァ
ビ
ア
ン
に
つ
い
て
一
言
し
よ
う
。
フ
ァ
ビ
ア
ン
の
伝
記

に
つ
い
て
詳
細
な
こ
と
は
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
大
体
、
永
禄
八
年
頃
に
加
賀
の

辺
で
生
れ
、
元
来
は
禅
僧
で
あ
る
。
恵
俊
と
称
す
。
天
正
十
一
年
頃
キ
リ
シ
タ
ン

と
な
り
、
教
名
を
フ
ァ
ビ
ア
ン
（
Fabian）
と
い
ひ
、
不
干
斎
と
号
し
た
。
不
干

ハ
ビ
ア
ン
と
か
、
巴
鼻
庵
と
か
書
く
。
長
崎
コ
レ
ジ
ョ
で
修
業
七
年
に
し
て
、
イ

ル
マ
ン
に
叙
せ
ら
れ
た
（
略
々
文
禄
二
年
）。「
妙
貞
問
答
」
は
慶
長
十
年
の
著
で

あ
る
。
其
他
平
家
物
語
を
口
訳
し
た
り
、
仏
教
徒
と
論
戦
し
た
り
し
て
大
に
活
躍

し
、
更
に
慶
長
十
一
年
に
は
、
京
都
南
蛮
寺
を
訪
れ
た
林
羅
山
と
有
名
な
儒
教
対

キ
リ
ス
ト
教
の
論
争
を
し
た
（
之
に
つ
い
て
は
後
述
）。
と
こ
ろ
が
、
後
、
棄
教
し

て
、
奈
良
に
身
を
ひ
そ
め
て
ゐ
た
が
、
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
に
至
っ
て
、「
破

提
宇
子
」
を
著
し
て
、
今
度
は
積
極
的
に
排
耶
蘇
論
者
と
し
て
現
は
れ
た
。
転
向

の
元
祖
で
あ
る
（
転
び
イ
ル
マ
ン
）。
転
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
は
、
な
か
〳
〵
バ
テ

レ
ン
に
昇
格
し
な
い
不
平
か
ら
だ
と
か
、
本
来
の
傲
岸
な
性
格
（
こ
れ
は
前
記
の

羅
山
と
の
論
争
に
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
）
が
、
外
人
宣
教
師
の
高
慢
な
態
度
と
相

容
れ
な
か
っ
た
た
め
と
か
、
色
々
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
も
と
よ
り
キ
リ
シ
タ
ン
迫

害
（
姉
崎
氏
は
否
定
。「
キ
リ
シ
タ
ン
の
人
物
と
事
蹟
」）
の
尖
鋭
化
が
背
景
を
な

し
て
ゐ
る
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

妙
貞
問
答
は
上
、
中
、
下
三
巻
よ
り
な
り
、
上
巻
に
於
て
仏
教
を
破
し
、
中
巻

で
儒
教
・
神
道
を
批
判
し
、
下
巻
で
キ
リ
シ
タ
ン
の
教
義
を
説
く
と
い
ふ
構
造
に

な
っ
て
ゐ
る
が
、
現
存
の
神
宮
文
庫
本
（
こ
れ
が
唯
一
で
あ
る
）
に
は
上
巻
を
缺

い
で
ゐ
る
。
日
本
古
典
全
集
に
収
め
ら
れ
た
。
妙
貞
問
答
と
い
ふ
名
は
、
内
容
が

妙
秀
幽
貞
と
い
ふ
二
人
の
尼
僧
の
問
答
か
ら
成
っ
て
ゐ
る
所
か
ら
由
来
し
て
ゐ

る
。
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
儒
教
は
、
禅
僧
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
最
も
新
ら

し
い
哲
学
と
し
て
の
宋
学
、
や
が
て
近
世
に
入
っ
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
す
宋

学
で
あ
り
、
ま
た
そ
こ
で
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
神
道
は
主
と
し
て
、
同
じ
く
近
世
初

期
に
最
も
支
配
的
な
り
し
吉
田
神
道
、
別
名
唯
一
神
道
で
あ
る
（
兼
俱
）。
す
な
は

ち
、
こ
の
書
は
近
世
初
期
に
於
け
る
思
想
界
の
主
流
を
圧
縮
的
に
映
し
出
し
て
ゐ

る
点
に
於
て
著
し
く
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
る
。

以
下
、
便
宜
上
、
下
巻
に
展
開
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
方
か
ら
先
に
検
討

し
、
然
る
後
、
他
思
想
の
叙
述
・
批
判
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―

著
者
は
ま
づ
下
巻
の
冒
頭
に
於
て
、「
キ
リ
シ
タ
ン
之
教
〔
ノ
〕
大
綱
」
と
題
し

て
、
教
義
の
根
本
を
、
第
一
、
現
世
安
穏
、
後
生
善
所
ノ
主
ナ
ル
真マ

コ
ト

ノ
扶
手

タ
ス
ケ
テ

（
神
）

ヲ
知
リ
玉
フ
ベ
キ
コ
ト
、
第
二
、
其
扶
カ
ル
ベ
キ
者
（
人
間
霊
魂
）
ハ
何
ゾ
ト
知

リ
玉
フ
ベ
キ
事
、
第
三
ニ
ハ
、
扶
ル
者
（
↓
Paraiso）
ト
扶
カ
ラ
ヌ
者
（
↓

Inferno）
ト
ノ
至
リ
所
ヲ
聞
玉
フ
ベ
キ
事
、
第
四
ニ
ハ
、
其
扶
ル
道
ハ
何
ト
シ
、

何
ト
ス
レ
バ
又
扶
カ
ラ
ヌ
ゾ
ト
云
フ
事
の
四
大
問
題
に
要
約
し
、
以
下
順
次
に
そ

れ
を
解
明
し
て
い
る
。（
ま
づ
、
こ
の
き
は
め
て
論
理
的
な
叙
述
方
法
に
注
目
し
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な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
キ
リ
シ
タ
ン
の
整
然
た
る
教
理
の
説
き
方
が
仏
教
な
ど
の
無

体
系
的
な
説
法
に
馴
れ
て
ゐ
た
当
時
の
人
に
少
か
ら
ざ
る
驚
き
で
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
た
め
に
、
著
者
は
す
ぐ
そ
の
後
に
妙
秀
を
し
て
「
先
次
第
ヲ
立
テ
」
て
、「
ラ

チ
ノ
ア
」
ク
様
な
談[カ

]義
を
嘆
賞
せ
し
め
て
ゐ
る
（〔『
妙
貞
問
答
』（
日
本
古
典
全
集

刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）〕

）。

P38

次
に
「
現
世
安
穏
、
後
生
善
所
ノ
真
ノ
主
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
造
物
主

の
説
明
に
入
る
。
一
体
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
者
に
は
初
め
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
何

で
も
ひ
と
り
で
出
来
る
と
い
ふ
も
の
は
な
い
。
そ
の
う
ち
に
も
複
雑
な
も
の
は
、

簡
単
な
も
の
よ
り
も
な
ほ
ひ
と
り
で
は
出
来
に
く
い
。
果
し
て
然
ら
ば
最
も
複
雑

膨
大
な
こ
の
大
宇
宙
は
当
然
、
そ
れ
を
作
る
者
が
な
く
て
は
と
て
も
出
来
る
筈
が

な
い
。
日
月
昼
夜
の
交
迭[カ

]、
春
夏
秋
冬
の
秩
序
整
然
と
し
て
乱
れ
な
い
。
こ
れ
を

天
地
の
矩
と
い
ふ
。
矩
と
い
ふ
も
の
は
独
り
立
つ
物
で
は
な
い
。

下
ニ
万
機
ノ
政
ノ
行
ナ
ハ
ル
ヽ
ハ
、
上
ニ
万
乗
ノ
君
ノ
在マ

シ

マ
ス
故
也
。
天
地

ノ
間
ニ
四
時
八
節
ノ
時
ヲ
タ
ガ
ヘ
ヌ
ハ
、
天
地
ノ
作
者
真マ

コ
ト

ノ
主
一
体
在
マ

ス
ガ
為
ナ
リ
〔
四
一
頁
〕

―
―
（
こ
の
比
喩
の
重
要
性
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
初
期
に
於
け
る
役
割
。
日
本
で

は
国
学
に
於
け
る
ア
ブ
ソ
ル
ュ
ー
テ
ィ
ズ
ム
に
於
て
最
も
よ
く
現
は
れ
る
。
篤
胤

の
理
論
。

し
か
し
天
地
の
作
者
が
な
く
て
叶
は
ぬ
道
理
は
之
で
わ
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
複

数
で
は
な
く
て
唯
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
所
以
は
と
、
妙
秀
が
問
ふ
に
対
し
、
幽

貞
は
答
へ
る
、「
天
地
万
物
の
主
君
と
あ
る
か
ら
に
は
諸
善
諸
徳
が
兼
備
っ
て
ゐ

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
（
所
謂
万
能
）。
と
こ
ろ
が
、
も
し
主
が
複
数
で
あ
る
と
し
て
、

そ
の
主
が
他
の
主
を
亡
さ
う
と
思
っ
た
と
き
、
も
し
亡
ぼ
す
こ
と
が
出
来
な
け
れ

ば
、
彼
は
「
万
事
叶
ヒ
玉
フ
主
」
と
は
い
へ
な
い
。
又
も
し
亡
ぼ
す
こ
と
が
出
来

れ
ば
、
亡
ぼ
さ
れ
た
方
は
主
君
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
天
地
の
主
君
は
唯
一
体
の

外
は
あ
る
わ
け
は
な
い
。

見
玉
へ
、
日
本
ノ
国
国
ノ
政
モ
太
守
別
ナ
レ
バ
替
リ
、
同
ジ
太
守
ノ
下
ナ
レ

バ
五
ヶ
国
モ
六
ヶ
国
モ
成
敗
替
ラ
ズ
。
其
如
ク
天
地
ノ
主
モ
別
チ
別
チ
ナ
ラ

バ
、
天
地
ノ
間
ナ
ル
四
季
ノ
転
変
モ
同
ジ
如
ク
ニ
ハ
治
マ
ラ
ズ
、
夜
ヒ
ル
ノ

隔
モ
違
侍
ラ
ン
ナ
レ
ド
モ
、
是
ニ
乱
ル
ヽ
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
、
天
地
ニ
ハ
唯
一

体
ノ
主
ノ
ミ
ニ
テ
在
マ
ス
証
據
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。〔
四
四
頁
〕

（
こ
こ
に
も
政
治
と
の
ア
ナ
ロ
ギ
ー
が
あ
る
。
小
土
地
支
配
者
と
し
て
の
土
着
せ

る
地
頭
を
中
核
と
し
た
中
世
封
建
制
が
次
第
に
解
体
し
て
、
大
地
頭
（
多
く
守
護
）

の
土
地
兼
併
が
進
行
し
、
公
私
未
分
の
知
行
権
が
、
公
法
的
徴
税
権
と
、
私
法
的

所
有
権
（
所
持
）
に
分
解
し
て
行
き
、
い
は
ゆ
る
大
名
制
が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た

戦
国
の
状
勢
は
た
し
か
に
絶
対
主
義（
↓
貿
易
に
よ
る
商
業
資
本
の
形
成
／
秀
吉
、

朝
鮮
征
伐
}徳
川
時
代
に
封
建
制
と
し
て
固
定
す
）
へ
の
方
向
を
辿
り
つ
ゝ
あ
っ

た
。
そ
の
情
勢
を
反
映
し
て
ゐ
る
。）

し
か
ら
ば
、
そ
の
造
物
主
は
い
か
に
し
て
出
来
た
か
と
い
へ
ば
、
造
物
主
た
る

君
に
は
初
め
が
な
い
。
そ
れ
は
た
ゞ
万
物
の
初
め
手
と
い
ふ
だ
け
で
あ
る
。

総
ジ
テ
何
モ
其
上
ナ
キ
所
ニ
至
テ
止
ミ
、
尚
其
上
ハ
ト
イ
ハ
レ
ヌ
極キ

ハ

メ
ガ
有

事
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
。
喩
ヘ
バ
金
ノ
類
ヒ
ニ
取
テ
ナ
ラ
バ
、
鉄
ヲ
下
ニ
シ
テ
、

其
上
ハ
ト
云
ヘ
バ
銅
ト
云
ヒ
、
又
其
上
ト
云
ヘ
バ
銀
、
又
其
上
ハ
ト
云
ヘ
バ

黄
金
ニ
シ
テ
、
尚
其
上
ハ
ト
云
フ
ニ
此
上
ナ
シ
。
人
ニ
取
テ
モ
、
土
民
百
姓
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ヨ
リ
次
第
ニ
尋
ネ
ア
ガ
レ
バ
上
一
人
天
子
ニ
帰
シ
テ
其
上
ナ
シ
。
其
如
ク
極

メ
極
メ
テ
上
ナ
キ
万
物
ノ
作
者
ヲ
君
ト
申
ト
心
得
玉
ヘ
。〔
四
四
頁
〕

か
く
し
て
次
に
こ
の
造
物
主
の
本﹅

質﹅

の
問
題
に
入
り
、
之
を
「
ス
ヒ
リ
ツ
ア
ル

ス
ス
タ
ン
シ
ヤ
（
？

spiritualsustancia（
西
））
ト
申
テ
、
色
形
ヲ
離
レ
玉
ヘ

ル
実
体
ニ
テ
在
マ
ス
也
」
と
定
義
す
る
。
こ
の
神
は
〔「
〕
都
テ
諸
善
万
徳
一
ツ
ト

シ
テ
缺
ケ
玉
フ
コ
ト
無
」
き
故
に
、
是
を
経
文
の
辞
に
〔「
〕「
ヲ
ム
ニ
ホ
テ
ン
テ
」

（
om
nipotentia）
ト
申
テ
、
万
事
御
自
由
ノ
主
ト
モ
申
也
。」

こ
の
創
造
神
は
、
万
能
な
る
故
に
、
天
地
を
「
無
」
よ
り
創
造
す
る
。

君
ハ
此
天
地
ヲ
下
地
モ
ナ
ク
、
御
手
間
モ
入
玉
ハ
ズ
、
ア
レ
ト
思
召
ス
御
一

念
ヨ
リ
如
レ
此
ニ
ア
ラ
セ
玉
フ
ハ
、
真
ノ
御
作
者
ト
ハ
是
也
。
天
地
ヲ
作
リ

ア
ラ
セ
玉
フ
ト
共
ニ
、『
マ
テ
リ
ヤ
ビ
リ
マ（
m
ateriaprim
a）』ト
云
ヒ
テ
、

万
物
ノ
下
地
ト
ナ
ル
ベ
キ
物
ヲ
モ
其
天
地
ノ
間
ニ
兼
備
ヘ
玉
ヘ
リ
。〔
四
六

頁
〕

と
こ
ろ
が
―
―
こ
れ
は
後
の
批
判
に
入
る
が
―
―
仏
教
や
儒
教
は
、
こ
の
マ
テ

リ
ア
ビ
リ
マ
か
ら
自
働
的
に
万
物
が
出
来
る
と
考
へ
て
、
そ
れ
を
仏
性
と
い
っ
た

り
、
渾
沌
ノ
一
気
と
い
っ
た
り
、
陰
陽
と
い
っ
た
り
し
て
あ
が
め
て
ゐ
る
。
こ
れ

が
迷
ひ
の
根
源
だ
。

以
上
が
、
創
造
神
の
説
明
で
あ
る
が
、
と
く
に
興
味
が
深
い
の
は
、
前
述
の
、

こ
の
章
の
題
名
か
ら
も
知
れ
る
様
に
、
こ
の
神
を
、「
現
世
安
穏
、
後
生
善
所
ノ
真

の
主
」
と
解
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
妙
秀
を
し
て
次
の
様
に
神
の
祈
り

を
解
釈
せ
し
め
て
ゐ
る
。

サ
テ
サ
テ
、
今
マ
デ
ハ
キ
リ
シ
タ
ン
の
法
ニ
ハ
、
祈﹅

念﹅

祈﹅

禱﹅

ノ
様
ナ
ル
事
ハ

曽
テ
ナ
キ
ト
ノ
ミ
思
ヒ
マ
ヰ
ラ
セ
シ
ニ
、
唯
其
頼
ミ
ノ
掛
所
ヲ
替
ヘ
テ
、
現﹅

世﹅

ノ﹅

寿﹅

命﹅

福﹅

禄﹅

、後﹅

世﹅

ノ﹅

安﹅

楽﹅

善﹅

所﹅

ヲ﹅

モ﹅

イ﹅

ノ﹅

リ﹅

玉﹅

フ﹅

ト﹅

ア
ル
ヲ
バ
知
ラ
デ
、

キ
リ
シ
タ
ン
ノ
教
ヘ
ハ
、
何
モ
カ
モ
打
破
ラ
ル
ヽ
ト
ノ
ミ
申
ハ
、
云
ハ
レ
ヌ

コ
ト
ニ
テ
侍
ル
〔
四
二
―
三
頁
〕

妙
秀
は
来
世
の
み
な
ら
ず
、
現
世
の
幸
福
の
祈
願
の
対
象
と
し
て
神
を
解
し
、
そ﹅

れ﹅

に﹅

よ﹅

っ﹅

て﹅

は﹅

じ﹅

め﹅

て﹅

ク
リ
ス
ト
教
に
好
意
を
も
つ
に
至
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
コ

ン
テ
ン
ツ
ス
・
ム
ン
ヂ
の
説
と
正
反
対
に
対
立
す
る
。
ク
リ
ス
ト
教
は
、
罪﹅

の﹅

自﹅

覚﹅

と
そ
の
救
済
の
宗
教
と
し
て
は
日
本
人
に
入
り
難
か
っ
た
事
を
示
す
。

（
次
頁

〔
カ
〕

）

（
第
五
回
）

―
―
―
―
―
―
―
―

〈
さ
て
第
二
は
救
済
さ
れ
る
者
は
何
か
の
問
題
で
あ
り
、
こ
の
章
は
「
後
世
ニ
生

残
ル
物
ヲ
バ
『
ア
ニ
マ
ラ
シ
ョ
ナ
ル
（
anim
arationalis）』
ト
云
フ
コ
ト
」
と
題

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
霊
魂
と
肉
体
の
区
別
、
霊
魂
の
不
滅
な
ど
の
、
キ
リ
ス
ト
教

人
間
論
の
根
本
問
題
が
展
開
さ
れ
る
。〉
人
間
の
一
人
〳
〵
が
各
個
に
唯
一
絶
対

の
神
に
対
面
し
、
こ
の
人
格
神
に
対
し
無
限
の
責
任
を
負
ふ
と
い
ふ
ク
リ
ス
ト
教

の
基
本
理
念
に
と
っ
て
は
、
一
方
、
宇
宙
に
於
け
る
人
間
存
在
の
特
殊
性
と
他
方

に
於
て
人
間
相
互
の
間
に
於
け
る
人
格
的
個
性
の
定
立
が
前
提
と
な
る
。
こ
こ
に

於
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
万
物
の
う
ち
に
等
し
き
神
性
を
見
出
す
、
没
個
性
的
万

有
一
如
的
な
東
洋
的
汎
神
論
と
鋭
く
対
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
禅
僧
出
身
で

あ
る
著
者
は
こ
の
汎
神
論
的
思
惟
と
人
格
神
的
思
惟
と
の
絶
対
的
背
反
を
い
は
ゞ

身
を
以
て
体
験
し
た
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
章
は
本
書
に
於
て
、
思
想
的
に
最

も
深
く
、
理
論
的
に
最
も
高
度
な
個
所
を
形
成
し
て
ゐ
る
。
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そ
こ
に
は
、
中
世
神
学
の
基
調
と
な
っ
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
哲
学
が
か
な
り
正

確
な
理
解
の
下
に
叙
べ
ら
れ
て
ゐ
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
は
ち
、
万
物
の
う

ち
で
人
間
霊
魂
の
み
が
彼
岸
に
於
て
神
の
審
判
を
受
く
べ
き
理
を
説
明
す
る
た
め

に
、
ま
づ
天
地
万
物
を
ば
、（
一
）
セ
ル
（
ser（
葡
、
sein））
の
類
、（
二
）
ア
ニ

マ
・
ベ
ゼ
タ
チ
イ
ハ
（
anim
avegetativa）
の
類
、（
三
）
ア
ニ
マ
・
セ
ン
シ
チ

ハ（
anim
asensitiva）の
類
、（
四
）ア
ニ
マ
・
ラ
シ
ョ
ナ
ル（
anim
arationalis）

を
具
せ
る
者
の
四
類
に
分
け
る
。「
セ
ル
」の
類
と
は
今
日
の
所
謂
無
機
物
で
、「
体

バ
カ
リ
有
テ
生
成
ス
ル
性
ノ
備
ハ
ラ
ヌ
物
」
を
い
ふ
。
ア
ニ
マ
・
ベ
ゼ
タ
チ
イ
ハ

の
類
と
い
ふ
の
は
「
生
成
ス
ル
性
バ
カ
リ
ノ
備
リ
タ
ル
非
情
草
木
ナ
ド
ノ
類
」、
ま

た
ア
ニ
マ
・
セ
ン
シ
チ
イ
ハ
の
類
と
は
、「
知
覚
ヲ
具
セ
ル
物
ノ
事
、
但
知
覚
ト
申

セ
ド
モ
理

コ
ト
ワ
リ

ヲ
知
ニ
ハ
非
ズ
、
飢
テ
ハ
食
ヲ
求
メ
、
渇
シ
テ
ハ
飲
ヲ
ナ
シ
、
寒
熱

痛
痒シ

ョ
ー

ヲ
知
リ
オ
ボ
ユ
ル
物
、
是
即
禽
獣
虫
魚
ノ
類
ニ
テ
侍
ル
」。
最
後
に
、
ア
ニ

マ
・
ラ
シ
ョ
ナ
ル
を
具
せ
る
者
と
い
ふ
の
は
、
生
成
し
、
飢
渇
寒
暑
の
感
覚
を
持

つ
更
に
そ
の
上
に
、「
物
ノ
理
リ
ヲ
知
リ
、
是
非
ヲ
論
ズ
ル
智
恵
ヲ
具
セ
ル
物
、
是

即
人
倫
ニ
テ
侍
ル
」。
さ
う
し
て
、
こ
の
四
類
の
う
ち
来
世
（
後
生
）
を
も
つ
の
は

ア
ニ
マ
・
ラ
シ
ョ
ナ
ル
を
持
つ
人
間
だ
け
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
へ
ば
、
第
一
の

セ
ル
の
類
は
単
な
る
物
体
（
色
体
）
で
、
元
来
生
命
が
な
い
か
ら
、
後
生
と
い
ふ

事
が
あ
る
筈
が
な
い
。
第
二
、
第
三
の
植
物
及
禽
獣
・
虫
・
鳥
等
の
類
は
知
覚
が

あ
る
か
ら
後
生
を
も
つ
様
に
思
は
れ
る
が
、
こ
の
知
覚
の
用
―
―
実
際
の
働
き

―
―
を
見
る
と
、
飲
食
、
睡
眠
、
生
殖
等
、
終
始
彼
等
の
身
体
（
色
体
）
に
所
属

し
て
ゐ
る
。
故
に
、
彼
等
が
死
ね
ば
、
そ
の
身
体
は
消
え
て
地
水
火
風
の
四
大
に

還
元
す
る
か
ら
、
そ
の
身
体
に
従
属
せ
る
知
覚
も
ま
た
消
滅
す
る
。
従
っ
て
彼
等

に
も
後
生
は
な
い
。
し
か
る
に
人
間
に
は
動
物
と
同
じ
く
、
肉
体
に
所
属
し
た
感

覚
を
も
つ
と
共
に
、
い
か
な
る
動
物
に
も
存
し
な
い
一
つ
の
作
用
が
あ
る
。
す
な

は
ち
、「
物
ノ
理
ヲ
知
リ
、
仁
義
礼
智
信
ノ
理
リ
ヲ
心
ニ
掛
、
ナ
カ
ラ
ン
跡
ノ
名
ヲ

思
フ
」
と
い
ふ
如
き
。
こ
の
作
用
の
本
体
が
ア
ニ
マ
･ラ
シ
ョ
ナ
ル
に
ほ
か
な
ら

ぬ
。
こ
の
ア
ニ
マ
は
決
し
て
肉
体
に
繋
縛
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
証
據

に
、

身
ノ
望
ム
コ
ト
ヲ
モ
理
ニ
外
レ
タ
ル
事
ナ
レ
バ
制
シ
テ
是
ヲ
サ
セ
ズ
。
喩
ヘ

バ
如
何
ニ
飢
ニ
望
ミ
テ
身
ノ
方
ヨ
リ
ハ
食
ヲ
望
メ
ド
モ
、
服
ス
マ
ジ
キ
所
ハ

ヅ
カ
シ
ク
思
ヘ
バ
食
セ
ズ
シ
テ
、
身
ノ
望
ヲ
止
ル
〔
五
四
―
五
頁
〕

と
い
ふ
様
な
事
は
、
ア
ニ
マ
が
肉
体
か
ら
出
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
な

の
で
あ
る
。
肉
体
か
ら
出
た
も
の
な
ら
肉
体
に
制
せ
ら
れ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
い

筈
で
あ
る
。
こ
の
ア
ニ
マ
は
〔「
〕「
ス
ヒ
リ
ツ
ア
ル
ス
ス
タ
ン
シ
ヤ
」
ト
テ
色
形

ヲ
離
レ
タ
ル
理
性
」
と
し
て
造
物
神
か
ら
各
個
人
の
肉
体
に
賦
与
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
故
に
、
肉
体
と
共
に
滅
び
ず
、
人
の
死
後
も
永
遠
に
生
き
て
、
現
世
の
行

為
に
対
す
る
審
判
を
来
世
に
於
て
受
け
る
の
で
あ
る
。
―
―

か
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
論
に
対
し
て
、
著
者
は
、
そ
の
過
去
の
教
養
た

る
儒
仏
の
立
場
を
妙
秀
を
し
て
代
表
せ
し
め
て
、
両
者
の
対
立
を
鮮
明
に
描
き
出

し
て
ゐ
る
。
儒
教
や
仏
教
に
内
在
す
る
汎
神
論
的
思
惟
に
於
て
は
理
性
的
存
在
と

し
て
の
人
間
と
他
の
生
物
と
の
絶
対
的
限
界
は
徹
し
去
ら
れ
、
ま
た
人
間
相
互
間

の
個
性
的
相
異
も
類
的
同
一
性
の
う
ち
に
解
消
す
る
。
例
へ
ば
仏
教
に
於
て
は
、

天
地
同
根
、
万
物
一
体
と
い
ひ
、
そ
れ
を
事
理
の
論
理
に
よ
っ
て
説
明
す
る
。
事

と
は
柳
は
緑
、
花
は
紅
と
い
ふ
如
き
、
現
象
の
差
別
相
を
い
ひ
、
理
と
は
そ
の
根
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底
に
あ
る
性
の
同
一
性
を
指
す
。

事
相
ハ
雪
ヤ
氷
ト
融[隔

]ツ
レ
ド
、
解
レ
バ
同
ジ
谷
川
ノ
水
ニ
テ
侍
ル
、
其
如
ク
、

万
法
モ
カ
リ
ニ
、
事
相
ハ
隔
、
鳥
ハ
獣
ニ
ア
ラ
ズ
、
草
ハ
木
ニ
ア
ラ
ザ
レ
ド

モ
、
事
相
滅
ス
レ
バ
同
ジ
理
性シ

ョ
ウ

ニ
帰
ス
。
此
所
ヲ
バ
一
如
実
相
ト
モ
申
テ
、

隔
テ
ハ
サ
フ
ラ
ハ
ズ
。〔
四
九
頁
〕

さ
ら
に
、
儒
教
に
於
て
も
、
万
物
を
性
と
気
の
二
者
の
結
合
か
ら
成
る
と
し
、
性

―
―
本
然
の
性
は
万
物
に
等
し
く
先
天
的
に
そ
な
は
っ
て
ゐ
る
が
気
に
正
通
偏
塞

の
差
が
あ
る
に
よ
っ
て
、
或
は
人
間
と
な
り
、
或
は
禽
獣
と
な
り
、
或
は
虫
鳥
と

な
る
。
人
間
で
も
気
質
の
差
に
よ
っ
て
聖
賢
善
悪
の
差
が
生
ず
る
。
し
か
し
堯
舜

の
仁
も
跖
蹻キ

ャ
ウ

（
盗
跖
、
荘
蹻
）
が
欲
も
性
に
於
て
は
か
は
り
な
い
と
す
る
。
か
う

い
ふ
考
へ
方
は
ハ
ビ
ア
ン
に
よ
れ
ば
、
結
局
、
天
地
万
物
を
自
然
に
存
在
す
る
も

の
と
し
て
、
そ
れ
が
唯
一
絶
対
の
人
格
神
の
創
造
に
か
か
る
事
を
理
解
し
な
い
所

か
ら
来
る
誤
謬
で
あ
る
。
一
体
、
物
は
作
用
の
異
る
事
に
よ
っ
て
そ
の
本
体
（
性

体
）
の
異
る
事
を
判
別
す
る
。
火
は
物
を
か
は
か
し
た
り
水
は
物
を
う
る
ほ
し
た

り
す
る
様
に
用
の
異
な
る
の
は
、
そ
の
性
体
が
異
な
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
仏
教
の

い
ふ
様
に
火
も
水
も
実
体
は
同
じ
で
単
に
そ
の
事
相
が
異
る
か
ら
作
用
が
ち
が
っ

て
来
る
の
で
は
な
い
。
た
と
へ
ば

金カ
ネ

ヲ
以
テ
鳥
ヲ
作
リ
魚
ヲ
作
リ
テ
水
ニ
入
レ
ン
ニ
、
姿
形
ハ
替
レ
ド
モ
、
其

性
体
同
ジ
カ
ネ
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
魚
モ
沉
ミ
鳥
モ
シ
ヅ
ン
デ
其
用
隔
テ
ナ
カ
ル

ベ
シ
〔
五
〇
頁
〕

と
こ
ろ
が
実
際
の
万
物
を
見
る
と
、
う
ろ
こ
の
あ
る
も
の
は
水
に
潜
り
、
羽
の
あ

る
も
の
は
空
を
と
ん
で
ゐ
る
。
こ
れ
は
形
の
相
異
で
は
な
い
。「
ホ
ル
マ
（
for-

m
a（
形
相
））
と
て
其
性
体
ノ
替
ル
故
也
。
何
ゾ
理
性
ヲ
一
ツ
ト
イ
ハ
ン
。」

ま
た
一
つ
喩
へ
を
と
れ
ば
正
宗
や
吉
光
の
名
刀
は
白
さ
や
に
入
れ
て
も
こ
が
ね

づ
く
り
の
さ
や
に
入
れ
て
も
同
じ
く
名
刀
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
儒
教
の
様
に
、

性
は
同
一
で
、気
質
の
変
化
に
よ
っ
て
物
に
尊
卑
の
区
別
が
生
ず
る
と
い
ふ
の
は
、

恰
も
、
黄
金
作
り
の
さ
や
に
入
れ
れ
ば
、
鈍
刀
も
名
刀
と
な
り
、
正
宗
も

〔
マ
マ
〕

白
趙
に

入
れ
て
は
鈍
刀
と
な
る
と
い
ふ
様
な
も
の
で
は
な
い
か
。
人
間
と
他
の
万
物
と
の

差
異
も
性
体
そ
の
も
の
に
あ
る
の
で
表
面
的
な
事
相
や
気
質
に
あ
る
の
で
は
な

い
。
作
用
に
よ
っ
て
本
体
を
知
る
と
い
ふ
ロ
ジ
ッ
ク
か
ら
い
へ
ば
、
人
間
に
は
前

述
の
如
く
、
仁
義
礼
智
を
知
り
、
是
非
善
悪
を
論
ず
る
と
い
ふ
、
い
か
な
る
他
の

物
に
も
存
し
な
い
作
用
が
あ
る
。
こ
れ
す
な
は
ち
人
間
の
性
体
の
い
か
な
る
他
の

性
体
と
も
異
れ
る
証
據
で
あ
っ
て
、
こ
の
性
体
が
前
述
せ
る
ア
ニ
マ
、
ラ
シ
ョ
ナ

ル
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
間
は
一
切
の
他
の
動
物
か
ら
質
的
に
区
別
さ
れ
る

と
同
時
に
、
そ
れ
は
神
が
一
人
〳
〵
の
肉
体
に
賦
与
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ

こ
に
「
我
ハ
人
ニ
非
ズ
、
人
ハ
吾
ニ
ア
ラ
ズ
、
各
別
」
だ
と
い
ふ
人
間
相
互
間
の

人
格
的
個
性
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
各
個
人
夫
々
独
自
の
魂
が
来
世
に
生
残
っ
て
、「
現
世
ノ
善
悪
ニ
ヨ
ツ

テ
」、「
神
ノ
賞
罸
」
を
受
け
、

善
所
ニ
至
リ
た
る
者
は
永
勃[劫

]不
退
ノ
楽

〔
マ
マ
〕

ミ
極
マ
リ
テ
二
度
ビ
此
界
ニ
生
レ
来

ル
ト
云
事
モ
ナ
ク
、
悪
所
ニ
落
タ
ル
者
モ
未
来
永
永
ニ
ウ
カ
ブ
事
ナ
キ
苦
ニ

ク
ル
シ
ミ
ヲ
受
、
重

カ
サ
ネ
テ

再
来
ス
ル
コ
ト
叶
ハ
ザ
レ
バ
、
流
転
ハ
シ
タ
ク
テ
モ

ナ
ラ
ヌ
コ
ト
ニ
テ
サ
フ
ラ
フ
〔
五
六
頁
〕

こ
の
様
に
著
者
は
、
歴
史
的
一
回
性
の
立
場
か
ら
、
仏
教
の
流
転
輪
廻
の
思
想
を
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破
し
て
、
こ
の
章
を
終
っ
て
ゐ
る
。

以
上
、
や
ゝ
詳
細
に
過
ぎ
る
ほ
ど
こ
の
章
を
の
べ
た
の
は
、
当
時
の
代
表
的
な

知
識
人
が
難
解
な
ス
コ
ラ
哲
学
を
、
む
し
ろ
驚
く
べ
き
程
度
に
よ
く
理
解
し
、
こ

れ
を
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
ゐ
る
か
を
示
さ
ん
が
た
め
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
そ

こ
に
展
開
さ
れ
た
諸
々
の
思
想
、
例
へ
ば
、
体
と
用
に
関
す
る
機
能
主
義
的
な
考

へ
方
、「
我
ハ
人
ニ
ア
ラ
ズ
、
人
ハ
我
ニ
ア
ラ
ズ
」
と
い
ふ
人
格
的
個
性
の
自
覚
、

さ
ら
に
転
廻

〔
マ
マ
〕

の
批
判
に
見
る
歴
史
的
一
回
性
の
論
理
等
は
日
本
思
想
史
全
体
を
通

じ
て
見
て
も
、
稀
に
見
る
貴
重
な
収
穫
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
か
う
し
た
成
果
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
と
共
に
発
展
の
道
を
失
ひ
、
や
が
て
徳
川
初
期
に
於
て
、
思

想
界
が
朱
子
学
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
る
と
共
に
一
時
全
く
消
滅
し
、徳
川
中
期
以
後
、

朱
子
学
に
内
在
す
る
汎
神
論
的
思
惟
と
の
滲
慘

〔
マ
マ
〕

た
る
戦
ひ
を
経
て
、
漸
く
ふ
た
ゝ

び
芽
を
ふ
く
に
至
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
も
は
や
キ
リ
ス
ト
教
と
全
く

別
箇
の
地
盤
の
上
に
進
展
し
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

第
三
の
〈
問
題
〉
章
は
、
こ
の
ア
ニ
マ
・
ラ
シ
ョ
ナ
ル
が
後
生
に
赴
く
べ
き
善

所
、
悪
所
と
は
何
で
、
そ
れ
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
ふ
問
題
を
取
扱
ふ
。
こ
こ
で

は
ハ
ラ
イ
ソ
と
イ
ン
ヘ
ル
ノ
に
つ
い
て
、
聖
書
に
従
っ
て
説
明
し
て
ゐ
る
。
格
別

注
目
に
価
す
る
所
も
な
い
。
む
し
ろ
重
要
な
る
は
次
の
「
後
生
ヲ
バ
何
ト
ス
レ
バ

扶
リ
、
何
ト
〔
ス
レ
バ
扶
カ
ラ
ヌ
ト
云
事
」
の
章
〕

〔
こ
の
間
欠
〕

そ
れ
は
次
の
様
な
も
の
で
あ
る
（
妙(４

)貞
問
答
に
よ
っ
て
引
用

括
弧
内
は
と
が

除
き
規
則
）。

第
一
、
御
一
体
ノ
君
ヲ
﹇
天
主
ヲ
﹈﹇
万
事
ニ
超
テ
深
ク
﹈
大
切
ニ
敬
ヒ
奉
ル

ベ
シ
ト
ノ
事

第
二
、
貴
キ
御
名
ニ
掛
テ
空
キ
誓
ヒ
ス
ヘ
カ
ラ
ズ

第
三
、
ド
ミ
ン
コ
ヲ
ツ
ト
メ
守
ル
ヘ
シ
（
祝
祭
日
﹇
ド
ミ
ニ
カ

８
日
目
﹈

を
守
れ
）

第
四
、
父
母
ニ
孝
行
ス
ヘ
シ

第
五
、
人
ヲ
殺
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
六
、
他
犯ボ

ン

ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
七
、
偸チ

ュ
ウ

盗
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
八
、
人
ニ
讒
言
ヲ
ナ
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
九
、
他
ノ
妻
ヲ
恋
慕
ス
ヘ
カ
ラ
ス

第
十
、
他
ノ
宝
ヲ
ミ
ダ
リ
ニ
望
ム
ヘ
カ
ラ
ズ
〔
六
三
頁
〕

そ
う
し
て
、
こ
の
十
条
は
、
周
知
の
如
く
、「
君
御
一
体
ヲ
大
切
ニ
敬
ヒ
奉
レ
」

と
、「
吾
身
ヲ
思
フ
如
ク
人
ヲ
モ
思
ヘ
」〔
六
四
頁
〕の
二
ヶ
条
に
総
括
さ
れ
る（
D
o

to
others）。

こ
の
う
ち
吾
々
の
観
点
か
ら
と
く
に
注
意
す
べ
き
掟
は
、
第
一
、
第
四
、
第
七

等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
教
が
い
か
に
具
体
化
さ
れ
た
か
を
知
る
た
め
に
、
妙
貞
問

答
の
ほ
か
、
便
宜
「
と
か
の
ぞ
き
規
則
」（
慶
長
五
年
頃
）
に
あ
る
註
釈
を
参
照
し

つ
ゝ
、
二
三
の
検
討
を
加
へ
て
置
か
う
。
第
一
の
掟
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
最
も
重

要
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
は
既
成
宗
教
と
の
一
切
の
妥
協
を
峻

厳
に
拒
否
し
た
。
妙
貞
問
答
に
は
、
こ
の
下
に
、「
キ
リ
シ
タ
ン
ニ
成
テ
ヨ
リ
ハ
、

神
仏
已
下
ノ
事
是
ヲ
用
ヘ
カ
ラ
ズ
」
と
あ
り
、
と
が
除
き
規
則
に
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
に
成
て
よ
り
神
仏
を
拝
み
た
る
に
や
〔
下
略
〕
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神
仏
の
罸
を
恐
れ
た
る
事
あ
り
や
〔
下
略
〕

縦
ひ
心
中
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
を
捨
ず
と
も
、
或
は
人
よ
り
切
支
丹
な
る
哉
と

問
れ
た
ら
ん
時
、
言
葉
を
以
陳
じ
、
或
は
切
支
丹
に
あ
ら
ず
と
顕
わ
さ
ん
た

め
に
、
ゼ
ン
チ
ョ
（
gentio）
の
寺
宮
に
行
き
、
神
仏
を
拝
み
数
珠
守
抔
を
か

け
、
其
外
ゼ
ン
チ
ョ
の
行
ひ
を
な
し
た
り
や
否
哉
、
是
等
之
儀
は
真
実
よ
り

せ
ざ
れ
ば
ヒ
デ
ス
を
失
わ
す
る
儀
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
科
な
れ
ば

コ
ン
ピ
サ
ン

（

ザ

ン

ゲ

）

（
confissão(confession)）
に
申
べ
し
。

と
あ
る
。

こ
の
信
仰
の
純
粋
性
の
要
求
は
キ
リ
ス
ト
教
の
特
質
か
ら
当
然
で
は
あ
る
が
、

信
仰
の
競
合
、
思
想
形
態
の
折
衷
に
慣
れ
た
我
が
国
人
に
と
っ
て
、
賛
す
る
と
否

と
を
問
は
ず
、
強
い
衝
撃
を
与
へ
た
こ
と
は
事
実
で
、
こ
れ
が
キ
リ
シ
タ
ン
迫
害

を
い
よ
〳
〵
苛
酷
な
ら
し
め
た
の
で
あ
る
。
マ
ン
ダ
メ
ン
ト
の
第
四
の
父
母
に
孝

行
す
べ
し
と
い
ふ
掟
は
、
そ
の
下
に
親
子
関
係
の
み
な
ら
ず
当
時
の
封
建
的
主
従

乃
至
上
下
関
係
の
倫
理
を
一
切
包
括
さ
せ
て
説
い
た
点
に
於
て
重
要
で
あ
る
。
妙

貞
問
答
に
は
、「
此
下モ

ト

ニ
ハ
総
ジ
テ
弟
ハ
コ
ノ
カ
ミ
（
兄
）
ニ
随
ヒ
、
臣
ハ
君
ニ
二

心
ナ
ク
忠
ヲ
致
セ
ト
云
様
ナ
ル
事
マ
デ
モ
聞
ヱ
サ
フ
ラ
フ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
と

か
の
ぞ
き
規
則
に
は
、
こ
の
条
に
、
親
子
、
夫
婦
の
教
へ
の
ほ
か
、
君
臣
関
係
の

倫
理
と
し
て
、「
年
貢
上
成

う
わ
な
り

な
ど
を
取
立
る
時
下
作
百
姓
を
無
理
に
責
め
非
道
に

当
り
た
る
こ
と
あ
り
や
」（
こ
れ
は
封
建
的
支
配
者
へ
の
誡
め
）〈「
百
姓
な
ど
地
頭

に
納
め
ず
し
て
叶
は
ぬ
年
貢
或
は
何
れ
の
人
に
て
も
あ
れ
〉〔
以
下
欠
〕

キ
リ
シ
タ
ン
は
一
切
の
既
成
思
想
に
対
し
て
は
飽
ま
で
そ
の
宗
教
的
純
粋
性
を

貫
い
た
が
、
対
社
会
関
係
に
於
て
は
反
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
の
い
ふ
如
く
反
秩
序
的

＝
革
命
的
の
も
の
で
は
全
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
「
人
々
上
に
あ
る
権
威
に
従
ふ

べ
し
、
す
べ
て
の
権
威
は
神
よ
り
来
れ
ば
な
り
」
と
い
ふ
パ
ウ
ロ
の
訓
へ
を
忠
実

に
反
覆
し
て
（
註
、
島
原
の
乱
）
支
配
層
に
は
民
衆
に
対
す
る
過
当
の
搾
取
を
い

ま
し
め
、
被
支
配
層
に
は
、
支
配
層
に
対
す
る
義
務
の
遵
守
を
説
き
、
か
く
し
て

全
体
と
し
て
、
当
時
の
社
会
関
係
の
円
滑
化
を
は
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

日
本
に
入
っ
た
キ
リ
シ
タ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
に
於
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
が
然
り

し
如
く
、
封
建
的
支
配
関
係
を
ば
、
む
し
ろ
そ
の
政
治
的
前
提
と
し
て
ゐ
た
の
で

あ
っ
た
。

島
原
乱
に
於
け
る
↓

捕
え
ら
れ
た
信
徒
の
態
度

一
揆
の
者
共
、
吉
利
支
丹
宗
旨
を
捨
、
他
宗
に
立
帰
〔
欠
損
〕
命
を
可
レ
助
と

云
ひ
聞
か
す
れ
ど
も
、〔
欠
損
〕
誰
一
人
と
し
て
、
他
宗
に
可
成
覚
悟
な
く
、

少
も
死
を
恐
れ
ず
〔
欠
損
〕
笑
ふ
て
切
ら
る
（
松
平
輝
綱
「
島
〔
以
下
欠
損
〕

―
↓

明
治
初
年

浦
上
信[カ

]〔
欠
損
〕
各
藩[カ

]〔
以
下
欠
損
〕

禁(５
)圧

さ
れ
た
理
由

一
、
統
一
的
政
権
の
樹
立
期
に
於
け
る
大
名
の
分
離
主
義
的
傾
向
（
↓
仏
教

に
苦
い
経
験
あ
り
）
及
民
衆
の
反
封
建
的
傾
向

一
、領
土
的
＝
政
治
的
野
心
の
問
題
―
―
宣
教
師
自
体
の
心
理
に
は
な
い（
シ

ロ
ー
テ
に
つ
い
て
新
井
白
石
も
認
む
）。
も
し
あ
れ
ば
あ
れ
ほ
ど
人
に
影

響
を
与
へ
ぬ
で
あ
ら
う
。
た
ゞ
大
勢
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
商
人
の
な
か
に
は
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あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

一
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
ザ
ン
ソ
、
風
せ
い
か
く
れ
い
。

（Léon
Pagès,

H
istoire

de
la

religion
chrétienne

au
Japon

depuis

）

1598
jusqu’à

1651.

〈
さ
て
再
び
妙
貞
問
答
本
来
の
検
討
に
も
ど
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
宣
揚
は

こ
れ
で
一
応
終
っ
て
、
下
巻
の
最
後
の
章
に
は
、
い
は
ゞ
附
録
と
し
て
キ
リ
シ
タ

ン
に
対
す
る
当
時
の
人
の
疑
惑
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
て
之
を
釈
明
し
て
ゐ

る
。〉

（
第

回

十
二
月
十
五
日

〔

後

筆

カ

〕

）

以
上
が
主
と
し
て
妙
貞
問
答
の
下
巻
に
展
開
さ
れ
た
所
に
就
て
窺
っ
た
当
時
の

キ
リ
シ
タ
ン
教
義
の
大
要
で
あ
る
が
、か
う
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
立
場
か
ら
し
て
、

神
・
儒
・
仏
・
老
等
の
諸
固
有
思
想
の
批
判
が
ほ
ゞ
如
何
な
る
方
向
に
於
て
行
は

れ
る
か
と
い
ふ
事
も
、こ
れ
ま
で
の
論
述
の
う
ち
に
自
か
ら
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
る
。

一
言
以
て
之
を
蔽
へ
ば
、
そ
れ
ら
固
有
思
想
に
共
通
す
る
汎
神
論
的
思
惟
に
対
す

る
批
判
す
な
は
ち
是
で
あ
る
。
重
複
を
出
来
る
だ
け
避
け
つ
ゝ
簡
単
に
そ
の
批
判

の
大
要
を
窺
っ
て
見
よ
う
。
ま
づ
、
仏
教
の
批
判
は
散
佚
せ
る
本
書
の
上
巻
が
主

と
し
て
そ
れ
に
当
て
ら
れ
て
居
る
。
し
か
し
中
・
下
巻
に
も
断
片
的
に
で
は
あ
る

が
叙
べ
ら
れ
て
居
り
、
ま
た
、
姉
崎
博
士
は
、
寛
政
没
収
教
書
中
に
あ
る
「
仏
法

〔
之
〕
次
第
略
抜
書
」
が
そ
の
上
巻
の
一
部
に
当
る
こ
と
を
考
証
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
内
容
は
窺
知
す
る
に
難
く
な
い
。
要
す
る
に
、
仏
教
の
教
へ
は
結
局
空
に
帰

す
る
。
仏
と
い
ふ
も
畢
竟
空
で
あ
り
無
で
あ
る
か
ら
、
別
に
尊
崇
の
対
象
と
な
る

も
の
で
は
な
い
。
ま
た
無
為
寂
滅
と
い
ふ
事
は
結
局
現
実
の
倫
理
を
否
定
す
る
こ

と
に
な
る
と
い
ふ
の
で
、
こ
の
後
の
趣
旨
は
儒
者
の
仏
教
批
判
と
も
共
通
し
て
居

り
、
と
く
に
こ
れ
と
い
ふ
特
色
も
見
当
ら
ぬ
。
仏
教
は
前
述
の
如
く
既
に
思
想
的

に
凋
落
期
に
入
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
し
て
重
要
で
は
な
い
。
む
し
ろ
よ

り
注
目
す
べ
き
は
中
巻
に
於
け
る
儒
教
及
神
道
の
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
に
批
判
の

対
象
と
な
っ
た
儒
教
は
、
急
激
に
勃
興
し
つ
ゝ
あ
る
宋
学
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
朱

子
哲
学
の
実
に
要
を
尽
し
た
叙
述
が
な
さ
れ
、
禅
僧
の
宋
学
に
対
す
る
理
解
の
深

さ
を
よ
く
示
し
て
ゐ
る
。
ま
づ
儒
教
の
崇
ぶ
の
は
天
道
で
あ
る
こ
と
、
天
道
の
根

本
を
太
極
と
い
ふ
こ
と
。
太
極
は
ま
た
無
極
と
い
っ
て
、
陰
陽
未
分
の
と
こ
ろ
を

指
し
、
太
極
が
分
れ
て
陰
陽
と
な
り
、
そ
の
和
合
に
よ
っ
て
万
物
が
生
ず
る
。
故

に
、
太
極
は
万
物
の
根
源
で
あ
る
と
共
に
、
ま
た
万
物
は
す
べ
て
太
極
を
具
し
て

ゐ
る
こ
と
。
之
が
人
の
性
に
具
は
っ
て
仁
義
礼
智
信
の
五
常
と
な
る
の
で
、
天
道

に
従
ふ
と
は
結
局
人
心
に
具
せ
る
五
常
を
守
る
に
帰
す
る
こ
と
。
さ
れ
ば
空
と
か

無
と
か
い
っ
て
現
実
の
倫
理
を
否
定
す
る
仏
教
や
道
教
に
比
し
て
、

儒
者
ノ
如
キ
ハ
「
ナ
ツ
ウ
ラ
〔
」〕
ノ
教
ヘ
ト
申
テ
、
性
得
ノ
人
ノ
心
ニ
生
レ

ツ
キ
タ
ル
仁
義
礼
智
信
ノ
五
常
ヲ
守
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
所
ヲ
バ
、
キ
リ
シ
タ
ン
ノ

教
ヘ
ニ
モ
一
段
ホ
メ
ラ
レ
サ
フ
ラ
フ
〔
一
七
頁
〕

と
説
き
来
っ
て
、
し
か
し
こ
の
儒
教
も
キ
リ
シ
タ
ン
に
は
及
ば
ず
と
し
て
そ
の
批

判
に
入
る
。

（
批
判
）
ま
づ
太
極
よ
り
し
て
天
地
万
物
を
説
明
す
る
が
、
太
極
と
は
天
地
陰
陽

自
体
を
指
す
の
か
、
そ
の
奥
に
あ
る
形
な
き
も
の
か
。
形
な
き
も
の
は
畢
竟
空
虚
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で
あ
り
、
虚
無
自
然
よ
り
天
地
が
出
来
る
と
す
る
の
は
結
局
仏
老
の
説
に
陥
る
。

も
し
天
地
陰
陽
を
指
す
の
な
ら
、
そ
の
陰
陽
は
如
何
に
し
て
生
じ
た
か
。

天
地
陰
陽
ト
云
フ
者[物

]カ
ラ
ガ
独
リ
有
ベ
キ
物
ニ
非
ズ
、
万
ヅ
ノ
物
、
色
形
ア

ル
ハ
其
初
メ
ナ
ク
テ
叶
ハ
ズ
、
初
メ
ア
レ
バ
自
ラ
初
マ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
、
他

ノ
力
ニ
ヨ
ラ
ザ
レ
バ
生
ジ
サ
フ
ラ
ハ
ヌ
ゾ
。〔
一
二
―
三
頁
〕

結
局
、
儒
教
で
太
極
と
い
ひ
、
陰
陽
と
称
す
る
者
は
、
マ
テ
リ
ア
プ
リ
マ
で
、
天

地
の
創
造
神
が
万
物
の
下
地
に
造
っ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
し
か
る
に
、
儒
教

は
陰
陽
の
和
合
を
以
て
天
地
万
物
を
説
明
す
る
か
ら
、
究
極
の
よ
り
所
が
な
く

（「
フ
ミ
ト
ム
ル
所
ナ
ク
シ
テ
一
途
落
居
ナ
シ
」）、
結
局
虚
無
に
帰
す
る
。
こ
れ

畢
竟
、
そ
の
究
極
の
根
據
と
し
て
の
創
造
神
を
知
ら
ぬ
た
め
で
あ
る
と
結
論
し
て

ゐ
る
。
こ
の
宇
宙
の
根
據
に
対
す
る
人
格
神
的
解
釈
と
汎
神
論
的
解
釈
と
は
、
い

ふ
ま
で
も
な
く
経
験
的
に
は
正
否
を
証
明
し
え
ぬ
問
題
で
あ
る
た
め
に
、
後
に
見

る
ご
と
く
、
排
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
も
専
ら
こ
の
テ
ー
マ
を
と
り
あ
げ
て
全
く
反
対

の
論
據
か
ら
批
判
を
展
開
し
て
居
り
、
そ
の
論
争
は
結
局
水
掛
論
に
終
っ
て
ゐ
る

（
羅
山
と
ハ
ビ
ア
ン
の
論
争
）。

神
道
の
批
判
と
し
て
ハ
ビ
ア
ン
が
対
象
と
し
た
の
は
主﹅

と﹅

し﹅

て﹅

当
時
最
も
広
く

行
は
れ
た
吉
田
神
道
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
儒
教
に
対
す
る
批
判
を
継
承
し
て
、
神

道
の
神
の
非
人
格
的
性
格
が
指
摘
さ
れ
る
（
神
道
教
義
の
批
判
）。
我
国
は
国
常

立
尊
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
い
ふ
が
、
日
本
書
紀
に
よ
る
と
、

天
地
ノ
中
ニ
一
物

ヒ
ト
ツ
モ
ノ

ナ
レ
リ
。
弉カ

タ
チ

葦
芽

ア
シ
カ
ヒ

ノ
如
シ
。
便チ

神
ト
ナ
ル
。
国
常
立
尊

ト
号
ス
〔
二
一
頁
〕

と
あ
り
、
国
常
立
尊
が
天
地
を
開
い
た
の
で
は
な
く
、

開
ケ
タ
ル
天
地
ノ
間
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
国
常
立
尊
ナ
レ
バ
、
此
開
キ
手
ナ
ク
バ

ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
〔
二
一
頁
〕

と
し
て
、
そ
の
創
造
神
的
性
格
を
否
定
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
一
物
の
一
と
は
陽

数
、
物
は
陰
の
形
を
指
す
の
で
、
国
常
立
尊
と
は
陰
陽
の
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

こ
の
様
に
著
者
は
神
話
の
神
々
を
順
次
に
と
り
あ
げ
て
、
詳
細
な
解
釈
を
加
へ
、

結
局
神
道
に
説
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
夫
婦
交
懐
ノ
陰
陽
ノ
道
、
す
な
は
ち
生
殖
神

話
で
あ
る
と
断
定
し
、
さ
う
し
て
、
唯
一
神
道
が
こ
の
単
純
明
白
な
る
生
殖
の
象

徴
を
秘
事
と
し
て
、
い
か
に
も
深
い
理
が
あ
る
か
の
ご
と
く
説
く
の
を
嘲
笑
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
神
道
批
判
は
後
の
国
学
と
の
関
聯
に
於
て
重
要
な
思
想
史

的
意
義
を
も
っ
て
ゐ
る
。
復
古
神
道
と
く
に
平
田
神
道
は
、
ま
さ
に
か
く
の
如
き

生
殖
神
話
的
解
釈
の
上
に
立
っ
て
、
他
の
神
道
に
於
け
る
合
理
主
義
的
乃
至
道
学

的
解
釈
を
徹
底
的
に
否
定
し
、
何
の
道
理
も
な
く
、
一
見
浅
は
か
な
る
単
純
な
事

実
の
う
ち
に
か
へ
っ
て
真
実
の
価
値
を
見
出
し
た
点
に
於
て
、
ま
さ
し
く
妙
貞
問

答
の
論
理
を
価
値
顚
倒
的
に
継
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

偖
、
キ
リ
シ
タ
ン
側
の
こ
の
様
な
批
判
に
対
し
て
逆
に
既
成
思
想
の
立
場
か
ら

は
如
何
に
キ
リ
シ
タ
ン
は
批
判
さ
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
こ
こ
に
漸
く
吾
々
の
注
意

は
反
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
へ
と
向
け
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
も
も
と
よ
り
汗
牛
充
棟
の

反
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
を
一
々
取
上
げ
る
事
は
到
底
許
さ
れ
な
い
か
ら
、
ご
く
代
表

的
な
も
の
、
三
、
四
に
つ
い
て
見
て
行
く
事
に
す
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
側
の
文
献
と
し
て
妙
貞
問
答
を
と
り
あ
げ
た
か
ら
、
そ
れ
と
関
聯

あ
る
も
の
か
ら
挙
げ
て
見
る
と
、
ま
づ
林
羅
山
の
「
排
耶
蘇
」（
文
集
巻
五
十
六
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
妙
貞
問
答
の
著
者
ハ
ビ
ア
ン
と
の
論
争
記
録
で
あ
る
。
慶
長
十
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一
年
と
い
へ
ば
ハ
ビ
ア
ン
が
妙
貞
問
答
を
著
し
た
翌
年
で
あ
る
。
羅
山
は
松
永
貞

徳
に
案
内
さ
れ
て
京
都
南
蛮
寺
に
ハ
ビ
ア
ン
を
訪
れ
て
こ
こ
で
儒
教
対
キ
リ
ス
ト

教
の
歴
史
的
な
論
戦
を
交
し
た
の
で
あ
る
。

議
論
は
ま
づ
地
球
図
に
関
す
る
事
か
ら
は
じ
ま
る
。
ハ
ビ
ア
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

仕
込
の
地
球
円
体
説
を
説
く
が
之
が
羅
山
に
は
全
く
了
解
さ
れ
な
い
。

此
理
不
可
な
り
、
地
下
豈
に
天
あ
ら
ん
や
、
万
物
を
見
る
に
皆
上
下
あ
り
、

彼
の
上
下
な
し
と
い
ふ
が
如
き
は
、
是
れ
理
を
知
ら
ざ
る
な
り

近
世
儒
教
の
社
会
的
機
能
！
（
上
下
の
秩
序
を
天
地
か
ら
演
繹
す
る
。）

つ
い
で
、
ハ
ビ
ア
ン
の
見
せ
た
万
華
鏡
や
凸
面
鏡
を
評
し
た
後
、
い
よ
〳
〵
、
ハ

ビ
ア
ン
に
妙
貞
問
答
を
読
ま
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
儒
教
批
判
は
大
に
羅
山
を
憤

ら
し
た
も
の
の
如
く
、
蚊
虻
が
前
に
飛
ん
だ
様
な
も
の
で
少
し
も
意
に
か
い
し
な

い
と
い
ふ
口
の
下
か
ら
、

然
り
と
雖
も
、
聖
人
を
侮
る
の
罪
、
是
を
も
忍
ぶ
べ
く
ん
ば
孰
れ
か
忍
ぶ
可

ら
ざ
ら
ん
や
。
若
又
是
を
以
て
下
愚
庸
庸
の
者
を
惑
さ
ば
罪
又
愈
大
な
り
。

如
か
ず
、
其
書
を
火
か
ん
に
は
。
若
し
存
せ
ば
後
世
千
歳
の
笑
を
遺
さ
ん

と
い
っ
て
ゐ
る
（
排
耶
蘇
（
羅
山
文
集
巻
五
十
六
））。

さ
う
し
て
そ
の
後
に
ハ
ビ
ア
ン
と
の
間
に
交
さ
れ
た
教
義
論
争
を
叙
し
て
ゐ

る
。
も
と
よ
り
論
争
の
一
方
の
当
事
者
〔
が
〕
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

客
観
性
に
つ
い
て
多
少
の
割
引
を
必
要
と
す
る
が
、
大
体
の
模
様
は
知
ら
れ
る
。

結
局
前
に
述
べ
た
有
神
論
と
汎
神
論
の
争
で
あ
る
。

一
、
体
の
使
用
法
が
ち
が
ふ
。
一
方
は
実
体
と
し
（
ハ
ビ
ア
ン
）、
一
方
は
現

象
と
す
る
（
羅
山
）。

結
局
水
掛
論
に
終
っ
た
。
こ
の
時
、
ハ
ビ
ア
ン
は
四
十
二
才
、
羅
山
は
若
冠
二
十

四
才
で
あ
っ
た
〈（
卿
曹
若
年
知
る
所
に
非
ず
）〉。

し
か
る
に
こ
の
論
争
後
い
く
ば
く
も
な
く
し
て
ハ
ビ
ア
ン
は
転
向
し
て
奈
良
に

隠
れ
た
。
さ
う
し
て
、
十
四
、
五
年
の
後
、
元
和
六
年
、「
破
提
宇
子
」
を
以
て
排

キ
リ
シ
タ
ン
論
者
と
し
て
再
び
世
に
現
は
れ
た
の
で
あ
る
。
妙
貞
問
答
を
以
て
キ

リ
シ
タ
ン
思
想
書
の
代
表
と
な
し
う
る
如
く
、
同
一
著
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
破

提
宇
子
は
反
キ
リ
シ
タ
ン
文
献
の
中
で
も
最
も
傑
出
し
た
一
篇
で
あ
り
、
そ
の
攻

撃
材
料
は
そ
の
後
の
数
多
く
の
類
書
の
種
本
と
な
っ
た
。

彼
は
そ
の
序
に
於
て
、
仏
僧
や
神
官
が
デ
ウ
ス
の
教
へ
に
無
智
だ
か
ら
そ
の
邪

説
を
破
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
、
自
分
は
も
と
そ
の
教
へ
に
入
っ
て
ゐ
た
か
ら
、

よ
く
そ
の
宗
旨
を
知
っ
て
ゐ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。

こ
の
書
に
於
て
ハ
ビ
ア
ン
は
デ
ウ
ス
教
義
を
七
段
の
法
門
に
分
っ
て
、
一
々
之

を
破
す
る
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
恰
度
妙
貞
問
答
で
撃
破
さ
れ
た
論
法
を
そ
の
ま
ゝ

逆
用
し
て
ゐ
る
の
が
多
く
、
い
は
ゞ
妙
貞
問
答
の
内
容
を
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
か

へ
て
繰
り
返
し
た
も
の
と
見
て
い
ゝ
。〈
以
下
姉
崎
P475〉

例
へ
ば
、
○ⅰ
天
地
創
造
主
＝
国
常
立
尊
（
本
文

）

P6

○ⅱ
柳
は
緑
、
花
は
紅
、
無
、
天
地
自
然
、P10

○ⅲ
事
理
、P12

ア
ニ
マ
、
ヴ
ェ
ゼ
タ
チ
ィ
ハ

無
差
別

論
点
の
精
粗
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
ぬ
位
で
、
ハ
ビ
ア
ン
が
果
し
て
真
心
か

ら
キ
リ
シ
タ
ン
を
論
破
し
う
る
と
思
っ
て
ゐ
た
や
否
や
、
疑
は
し
い
位
で
あ

る
。（
姉
崎
）
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し
か
し
こ
の
書
の
意
義
は
前
述
し
た
ご
と
く
、
他
の
多
く
の
反
キ
リ
シ
タ
ン
文

献
の
模
範
と
な
っ
た
攻
撃
を
キ
リ
シ
タ
ン
に
向
け
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。

大
友
の
例
、

向
井
元
升

知
耻
篇
上
、

P8
P20

一
、
鎮
護
国
家
的
立
場
か
ら
の
批
判

二
、
政
治
的
野
心
の
問
題

第
二
節

近
世
儒
教
の
隆
起

三
、
熊
沢
蕃
山
と
貝
原
益
軒(６
)

徳
川
時
代
の
思
想
界
を
概
観
す
る
と
、
そ
こ
に
い
く
す
ぢ
か
の
大
き
な
学
派
の

流
れ
が
あ
り
、
大
部
分
の
思
想
家
は
そ
の
学
派
の
何
れ
か
に
所
属
し
て
、
流
れ
の

何
處
か
に
於
て
一
定
の
思
想
史
的
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
に
於

て
、
さ
う
し
た
学
派
の
系
統
か
ら
は
み
出
た
、
多
か
れ
少
か
れ
独
立
的
な
思
想
家

の
一
群
が
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ら
が
思
想
内
容
の
価
値
や
、
後
世
へ
の
影
響
や
に

於
て
決
し
て
無
視
出
来
な
い
重
要
性
を
も
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
が
見
出
さ
れ

る
。
か
う
し
た
学
派
的
拘
束
を
受
け
な
い
と
い
ふ
意
味
で
の
い
は
ゞ
自
由
思
想
家

は
、
儒
教
の
思
想
的
支
配
力
が
衰
退
し
は
じ
め
る
近
世
中
期
以
後
に
自
ら
多
く
出

る
の
で
あ
る
が
、
朱
子
学
が
殆
ど
帝
王
的
権
威
を
以
て
学
界
に
覇
を
唱
へ
て
ゐ
た

初
期
に
於
て
も
、
思
惟
様
式
の
類
型
化
に
あ
き
た
ら
ず
、
ド
グ
マ
と
偏
見
の
支
配

か
ら
逃
れ
て
事
物
そ
の
も
の
に
即
か
う
と
し
た
少
数
の
思
想
家
が
あ
っ
た
。
吾
々

は
熊
沢
蕃
山
と
貝
原
益
軒
を
ば
、
そ
の
数
少
い
者
の
う
ち
に
数
へ
る
事
が
出
来
る

と
思
ふ
。
形
式
的
に
い
へ
ば
蕃
山
は
陽
明
学
派
で
あ
り
、
益
軒
は
朱
子
学
派
で
あ

る
。
し
か
し
、
彼
等
は
と
も
に
一
定
の
学
派
を
独
断
的
に
信
奉
せ
ず
し
て
、
包
容

的
態
度
を
と
り
、
弟
子
を
集
め
て
門
戸
を
張
る
こ
と
を
極
端
に
忌
ん
だ
。
の
み
な

ら
ず
、
彼
等
の
思
想
の
最
も
良
き
も
の
は
そ
の
陽
明
学
乃
至
朱
子
学
の
立
場
と
な

ん
ら
本
質
的
牽
聯
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
ゝ
。
こ
れ
、
彼
等
を
別
箇
に
一
項
目

と
し
て
取
上
げ
る
所
以
で
あ
る
。
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ａ
、
熊
沢
蕃
山

生
涯イ

、
思
想
的
特
色

蕃
山
の
著
作
に
接
し
て
何
人
も
気
付
く
こ
と
は
、
そ
こ
に
一
方
に
は
、
当
時
の

儒
者
の
思
惟
水
準
を
一
歩
も
出
な
い
、
い
は
ゞ
常
套
的
な
見
解
と
、
他
方
に
既
成

観
念
に
捉
は
れ
な
い
自
由
な
思
考
と
鋭
利
な
洞
察
と
が
奇
妙
に
併
存
し
て
ゐ
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
か
う
し
た
矛
盾
は
、
一
面
で
儒
教
の
理
論
的
範
疇
を
動
か
す

べ
か
ら
ざ
る
思
惟
前
提
と
し
て
そ
の
規
準
に
よ
っ
て
現
実
を
解
釈
し
て
行
か
う
と

す
る
行
き
方
と
、
現
実
そ
の
も
の
を
直
視
し
て
、
そ
の
経
験
的
＝
実
証
的
考
察
か

ら
思
考
を
組
み
立
て
ゝ
行
か
う
と
す
る
態
度
と
の
混
交
か
ら
生
れ
る
も
の
で
、
徳

川
時
代
の
様
に
儒
教
が
一
般
的
に
ほ
と
ん
ど
固
定
的
な
思
惟
範
型
を
な
し
た
處
で

は
、
多
少
と
も
独
創
的
な
思
想
家
に
か
へ
っ
て
屢
々
見
出
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
。

と
く
に
蕃
山
に
於
て
は
、
現
実
の
自
由
な
観
察
と
儒
教
的
教
養
と
の

〔
マ
マ
〕

乖
离
が
甚

だ
し
く
、
た
め
に
彼
の
思
想
は
著
し
く
無
方
法
的
な
感
を
呈
し
て
ゐ
る
。
近
世
に

於
け
る
合
理
的
＝
演
繹
的
思
惟
方
法
に
対
す
る
反
逆
の
成
長
は
や
が
て
宋
学
一
般

に
対
す
る
反
逆
と
し
て
、
儒
教
理
論
そ
の
も
の
を
も
経
験
的
＝
実
証
主
義
的
に
転

回
せ
し
め
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
気
運
が
熟
さ
ず
、
宋
学
的
思
惟
範
型
が
未

だ
強
く
支
配
し
て
ゐ
た
時
代
に
、
能
ふ
限
り
即
物
的
な
態
度
を
取
っ
た
蕃
山
の
思

想
が
非
体
系
的
＝
断
片
的
な
も
の
と
な
る
の
は
け
だ
し
止
む
を
え
ぬ
こ
と
で
あ
っ

た
。
む
し
ろ
、
さ
う
し
た
無
立
場
性
を
通
し
て
宋
学
的
ド
グ
マ
か
ら
人
々
を
解
き

放
っ
た
と
こ
ろ
に
彼
の
思
想
史
的
役
割
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
自
ら
は
陽
明
学

を
藤
樹
よ
り
受
け
た
。
し
か
し
、
彼
は
陽
明
学
と
か
朱
子
学
と
か
称
し
て
、
学
問

が
党
派
化
す
る
の
を
極
力
排
撃
し
た
。

朱
学
の
贔
負
を
す
る
も
の
は
晦
庵
を
た
ふ
し
、王
学
の
贔
負
を
す
る
も
の
は
、

陽
明
を
た
ふ
す
。
朱
子
王
子
共
に
名
を
好
む
の
中
人
に
あ
ら
ず
、
徳
を
思
ふ

の
君
子
な
り
。
た
ゞ
時
の
弊
を
除
き
て
聖
人
の
道
を
明
か
に
せ
ん
と
思
へ

り
。
し
か
る
に
朱
学
と
い
ひ
て
一
流
と
し
、
王
学
と
い
ひ
て
一
流
と
す
。
そ

の
学
者
を
見
れ
ば
、
徳
を
好
ま
ず
、
業
を
な
さ
ず
、
た
ゞ
同
異
の
争
の
み
あ

り
て
、
聖
学
起
ら
ず
。
先
王
の
本
心
は
聖
人
の
道
を
あ
ら
は
さ
ん
と
せ
り
。

し
か
る
に
か
へ
り
て
聖
人
の
道
を
塞
ぐ
な
り
。
朱
王
の
本
心
を
た
が
へ
て
朱

王
を
か
な
し
ま
し
む
る
は
贔
負
だ
ふ
し
に
非
ず
や
（
集
義
外
書
巻
八
〔『
大
日

本
文
庫

儒
教
篇

陽
明
学
派
』
中
巻
（
春
陽
堂
、
一
九
三
五
年
）
三
六
六

頁
〕）

と
し
て
学
問
の
党
派
性
を
排
し
、
さ
う[カ

]し
て

愚
は
朱
子
に
も
取
ら
ず
、
陽
明
に
も
取
ら
ず
、
唯
々
古
の
聖
人
に
取
り
て
用

ひ
侍
る
な
り
。
道
統
の
伝
の
よ
り
来
る
こ
と
朱
王
共
に
同
じ
。
其
言
は
時
に

よ
り
て
発
す
る
な
る
べ
し
。
其
真
に
於
て
は
符
節
を
合
せ
た
る
が
如
し
。

（〔
集
義
〕
和
書
巻
八
〔『
蕃
山
全
集(７

)』
第
一
冊
一
八
八
頁
〕）

と
し
て
、学
派
の
別
に
拘
泥
せ
ず
し
て
、そ
の
中
の
真
実
を
汲
ま
う
と
す
る
。
従
っ

て
彼
は
そ
の
師
藤
樹
に
も
必
ず
し
も
盲
従
し
な
い
。
江
西
の
学
に
は
益
も
あ
る
が

害
も
少
く
な
い
こ
と
を
率
直
に
指
摘
す
る
（
和
書
巻
十
一
）。
か
う
し
た
態
度
は

当
然
藤
樹
門
下
の
非
難
を
浴
び
た
（
西
川
季
格
「
集
義
和
書
顕
非
」）。
之
に
対
し
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て
彼
は
集
義
和
書
（
巻
十
三
）
に
於
て
、

心
友
問
、
先
生
は
先
師
中
江
氏
の
言
を
用
ひ
ず
し
て
自
の
是
を
立
給
へ
る
は

高
慢
也
と
申
者
あ
り
、〔『
全
集
』
第
一
冊
三
四
〇
頁
〕

と
い
ふ
問
に
対
し
次
の
趣
旨
を
答
へ
て
ゐ
る
。
自
分
が
先
師
に
受
け
て
た
が
は
ぬ

も
の
は
実
義
で
あ
る
。
学
術
言
行
が
未
熟
で
あ
る
の
と
、
時
處
位
に
応
ず
る
と
い

ふ
事
は
日
々
に
熟
達
し
、そ
の
時
々
の
情
勢
に
従
っ
て
変
通
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

予
が
後
の
人
も
又
予
が
学
の
未
熟
を
補
ひ
、
予
が
言
行
の
後
の
時
に
不
叶
を

ば
あ
ら
た
む
べ
し
。
大
道
の
実
義
に
お
い
て
は
先
師
と
予
と
一
毛
も
た
が
ふ

事
あ
た
は
ず
。
予
が
後
の
人
も
亦
同
じ
。

も
し
、
こ
の
実
義
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
な
ら
ば
、
た
と
へ
云
ふ
所
が
悉
く
先
師
の

言
に
た
が
は
ぬ
と
し
て
も
、
も
は
や
先
師
の
門
人
で
は
な
い
。
自
分
よ
り
後
世
の

人
も
予
が
言
を
非
と
し
用
ひ
ず
と
も
、
こ
の
実
義
を
把
握
し
て
ゐ
る
限
り
自
分
の

同
志
で
あ
る
。

先
師
本
よ
り
凡
情
を
愛
せ
ず
、
君
子
の
志
を
尊
べ
り
。
未
熟
の
言
を
用
て
先

師
を
贔
負
す
る
も
の
を
悦
ぶ
の
凡
心
有
べ
か
ら
ず
。
先
師
存
生
の
時
、
変
ぜ

ざ
る
も
の
は
志
ば
か
り
に
て
、
学
術
は
日
々
月
々
に
進
て
一
所
に
固
滞
せ
ざ

り
き
。
其
至
善
を
期
す
る
の
志
を
継
て
、
日
々
に
新
に
す
る
の
徳
業
を
受
た

る
人
あ
ら
ば
、
真
の
門

〔
マ
マ
〕

人
た
る
べ
し

ま
た
集
義
外
書
巻
二
に
も
同
様
の
問
題
を
論
じ
て
い
ふ
。

来
書
略
、
人
の
申
候
は
貴
老
は
江
西
に
学
び
給
へ
ど
も
、
江
西
の
学
に
あ
ら

ず
と
い
か
ゞ
其
故
御
座
候
哉
。
返
書
略
、
申
所
故
御
座
候
。
諸
子
は
極
り
あ

る
所
を
学
び
、
愚
は
極
り
な
き
所
を
学
び
候
。
…
…
極
り
た
る
所
は
其
時

〔
マ
マ
〕

の
議
論
講
明
な
り
。
極
り
な
き
所
は
、
先
生
の
志
こ
こ
に
止
ま
ら
ず
、
徳
業

の
昇
り
進
む
な
り
。
日
新
の
学
者
は
、今
日
は
昨
日
の
非
を
知
る
と
い
へ
り
。

愚
は
先
生
の
志
と
、
徳
業
と
を
見
て
其
時
の
学
を
常
と
せ
ず
、
其
時
の
学
問

を
常
と
す
る
者
は
先
生
の
非
を
認
め
て
是
と
す
る
な
り
。
先
生
の
志
は
本
と

し
か
ら
ず
〔『
全
集
』
第
二
冊
三
二
頁
〕

か
く
の
如
き
は
教
へ
―
学
び
の
伝
習
的
＝
固
定
的
な
学
問
観
念
か
ら
は
る
か
に

抜
け
出
て
、
後
の
本
居
の
近
代
的
な
学
問
観
に
連
な
り
、
遡
っ
て
は
遠
く
、「
プ
ラ

ト
ー
愛
す
べ
し
、
真
理
は
更
に
愛
す
べ
し
」（am

icus
Plato,

m
agis

am
ica

）
と
な
せ
る
ギ
リ
シ
ヤ
哲
人
の
精
神
に
接
す
る
考
へ
方
で
あ
っ
て
、
封
建

veritas

教
学
の
真
只
中
に
か
か
る
態
度
を
持
し
た
蕃
山
の
卓
抜
さ
は
驚
嘆
に
値
す
る
。」

こ
の
様
に
固
定
的
＝
範
疇
的
な
見
方
を
嫌
ふ
態
度
は
自
ら
理
論
乃
至
思
想
の
現

実
へ
の
公
式
的
適
用
を
避
け
る
方
向
へ
と
導
く
。
そ
こ
か
ら
彼
の
歴
史
的
＝
風
土

的
要
素
の
重
視
が
生
れ
る
。
そ
れ
は
、
い
は
ゞ
理
論
の
具
体
的
妥
当
性
の
尊
重
で

あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
宋
学
の
抽
象
的
合
理
主
義
よ
り
の
背
反
で
あ
る
。
例
へ

ば

今
の
朱
学
格
法
は
あ
ま
ね
く
行
は
る
べ
き
流
な
ら
ね
ば
、
日
蓮
宗
の
世
に
あ

る
ご
と
く
、
一
流
と
成
て
あ
ら
ん
の
み
。
此
流
仏
者
を
に
く
む
こ
と
甚
し
と

い
へ
ど
も
、却
て
仏
者
を
立
べ
き
所
あ
り
。
仏﹅

者﹅

は﹅

戎
狄
の
異
端
な
が
ら
も
、

日﹅

本﹅

の﹅

水﹅

土﹅

時﹅

節﹅

に﹅

相﹅

応﹅

の﹅

處﹅

あ﹅

り﹅

。
朱﹅

学﹅

は﹅

理﹅

を﹅

い﹅

ふ﹅

事﹅

は﹅

よ﹅

く﹅

て﹅

も﹅

、

水﹅

土﹅

に﹅

応﹅

ぜ﹅

ぬ﹅

事﹅

多﹅

し﹅（
集
義
外
書
巻
十〔『
全
集
』第
二
冊
一
七
六
―
七
頁
〕）

と
い
ふ
如
き
、
抽
象
的
な
正
当
性
と
具
体
的
な
適
応
性
と
を
明
白
に
辨
別
し
、
公

式
主
義
を
否
定
し
て
ゐ
る
（
公
式
主
義
批
判
）。
そ
こ
か
ら
更
に
進
で
、
彼
は
、
※(８

)
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儒
道
と
申
名
も
、
聖
学
と
云
語
も
、
被
レ
仰
間
敷
候
。
其
ま
ゝ
に
日
本
の
神

道
を
崇
め
王
法
を
尊
て
、
廃
れ
た
る
を
明
か
に
し
、
絶
た
る
を
興
さ
せ
給
て
、

二
度
神
代
の
風
か
へ
り
可
レ
申
候
。
か﹅

ら﹅

め﹅

い﹅

た﹅

る﹅

事﹅

は﹅

何﹅

も﹅

あ﹅

る﹅

ま﹅

じ﹅

く﹅

候﹅

。
国
土
に
よ
っ
て
風
俗
あ
り
と
い
へ
ど
も
、天
の
神
道
は
二
な
く
候
へ
ば
、

儒
と
い
ひ
、
仏
と
い
ひ
、
道
と
云
名
を
其
国
な
ら
ぬ
国
へ
持
来
る
事
は
、
道

を
し
ら
ぬ
者
の
し
わ
ざ
に
て
候
（
集
義
外
書
〔『
全
集
』
第
二
冊
四
九
頁
〕）

と
し
、
▽

日
本
の
水
土
に
よ
る
の
神
道
は
も
ろ
こ
し
へ
も
戎
国
へ
も
か
す
こ
と
能
は

ず
、
か
る
こ
と
能
は
ず
。
唐
土
の
水
土
に
よ
る
の
聖
教
も
又
日
本
に
か
る
こ

と
能
は
ず
、
か
す
こ
と
能
は
ず
。
…
…
学
は
儒
を
も
学
び
、
仏
を
も
学
び
、

理
ゆ
た
か
に
心
広
く
な
り
て
、
か
り
か
さ
れ
ざ
る
の
吾
神
道
を
立
つ
べ
き
な

り
（〔『
集
義
外
書
』
巻
十
六
〕
水
土
解
〔『
全
集
』
第
二
冊
二
八
〇
―
一
頁
〕）

と
い
ふ
徹
底
し
た
見
解
に
到
達
す
る
。
//

(９
)も

と
よ
り
是
に
よ
っ
て
彼
は
儒
教
と
も

仏
教
と
も
理
論
的
に
独
立
し
た
神
道
の
樹
立
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
。
教
学
の

具
体
的
存
在
形
態
と
し
て
は
日
本
は
日
本
の
歴
史
的
伝
統
に
従
っ
た
も
の
を
樹
立

す
べ
き
で
、
夫
々
特
定
の
風
土
的
＝
歴
史
的
背
景
を
背
負
っ
た
他
国
の
教
へ
を

そ
っ
く
り
そ
の
儘
持
来
す
こ
と
は
出
来
ぬ
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の

神
道
の
理
論
的
内
容
に
儒
教
の
思
想
内﹅

容﹅

が
取
入
れ
ら
れ
る
事
は
少
し
も
妨[カ

]げ
な

か
っ
た
。
儒
教
―
―
彼
の
い
は
ゆ
る
聖
学
―
―
に
内
包
さ
れ
て
ゐ
る
理
念
の
普
遍

性
乃
至
正
当
性
に
つ
い
て
は
彼
は
い
さ
ゝ
か
も
疑
問
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
か
う
し
た
規
範
の
一
方
に
於
け
る
普
遍
性
と
他
方
に
於
け
る
歴
史
性
と
を
、

蕃
山
は
道
と
法
の
区
別
に
よ
っ
て
理
論
づ
け
て
ゐ
る
。

道
と
法
と
は
別
な
る
も
の
に
て
候
を
心
得
ち
が
ひ
て
法
を
道
と
覚
え
た
る

あ
や
ま
り
多
く
候
。
法
は
中
国
の
聖
人
と
い
へ
ど
も
代
々
に
替
り
候
。
況
日

本
へ
移
し
て
は
、
行
が
た
き
事
多
く
候
。
道
は
三
綱
五
常
こ
れ
な
り
。
天
地

人
に
配
し
五
行
に
配
す
。
い
ま
だ
徳
の
名
な
く
聖
人
の
教
な
か
り
し
時
も
、

此
道
は
既
行
は
れ
た
り
。
い
ま
だ
人
生
ぜ
ざ
り
し
時
も
、
天
地
に
行
は
れ
、

い
ま
だ
天
地
わ
か
れ
ざ
り
し
時
も
太
虚
に
行
は
る
。
人
絶
天
地
無
に
帰
す
と

い
へ
共
亡
る
こ
と
な
し
。
況
後
世
を
や
。
法
は
聖
人
時
處
位
に
応
じ
て
、
事

の
宜
き
を
制
作
し
給
へ
り
。
故
に
其
代
に
あ
り
て
は
道
に
配
す
。
時
〔
去
り

人
位
か
は
り
ぬ
れ
ば
、
聖
法
と
い
へ
ど
も
用
ひ
が
た
き
も
の
あ
り
。（『
集
義

外
書
』
巻
之
三
、『
全
集
』
第
二
冊
六
三
―
四
頁
）〕

（
道
の
永
遠
性
と
法
の
歴
史
性
↓
後
者
は
前
者
の
具
体

〔
マ
マ
〕

的
を
妥
当
せ
し
め
た

も
の
。）

〔
こ
の
間
欠
〕

を
明
に
す
る
こ
と
は
、
更
に
後
の
思
想
家
の
課
題
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
宋
学
的
合

理
主
義
の
全
面
的
顛
覆
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。
蕃
山
の
歴
史
的
意

識
は
宋
学
的
合
理
主
義
の
解
体
過
程
に
於
け
る
過
渡
的
な
産
物
で
あ
っ
た
。
と
も

あ
れ
、こ
の
様
な
道
と
法
と
の
区
別
は
、従
来
動
も
す
る
と
金
科
玉
条
視
さ
れ
来
っ

た
先
王
の
制
度
を
相
対
化
し
、
そ
の
規
範
力
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治

＝
社
会
の
経
験
的
観
察
と
現
実
的
批
判
と
に
道
を
ひ
ら
い
た
も
の
と
し
て
、
彼
の

政
治
思
想
の
上
に
決
定
的
な
重
要
性
を
も
っ
て
ゐ
る
。
そ
の
直
接
の
例
示
と
し

て
、
井
田
制
に
対
す
る
蕃
山
の
見
解
を
挙
げ
て
置
か
う
。

聖
人
お
こ
り
給
は
ゞ
、
井
田
復
す
べ
き
や
、
云
、
聖
人
お
こ
り
給
は
ゞ
、
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大
道
復
す
べ
き
の
み
。
井
田
な
ど
の
事
は
、
聖
人
其
一
時
の
利
に
よ
っ
て
制

し
給
へ
り
。
こ
れ
そ
の
跡
な
り
。
い
に
し
へ
と
今
と
、
時
勢
大
に
異
な
り
。

古
法
の
今
に
行
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
多
し
。
井
田
其
一
也
。
こ
と
に
日
本
の
地

形
に
相
応
ぜ
ず
。
よ
く
学
ぶ
者
は
聖
人
の
意
を
取
て
、
あ
と
に
よ
ら
ず
。
聖

人
の
意
は
仁
政
な
り
。
仁
政
は
い
づ
れ
の
国
に
も
行
べ
か
ら
ざ
る
時
な
し
。

今
の
時
所
位
に
よ
り
て
仁
政
を
行
は
ゞ
、
大
道
の
復
せ
る
な
る
べ
し
（
集
義

外
書
巻
九
〔『
全
集
』
第
二
冊
一
六
四
頁
〕）

其
他
、
彼
の
歴
史
意
識
乃
至
具
体
的
妥
当
性
尊
重
の
立
場
が
い
か
に
彼
の
個
々
的

な
見
解
に
活
か
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
彼
の
政
治
思
想
の
検
討
を
通
じ
て
自
ら
明
に
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。
彼
の
政
治
思
想
も
ま
た
陳
腐
な
常
套
的
な
見
解
と
、
特
色
あ
る

そ
れ
と
が
共
存
し
て
ゐ
る
。
こ
こ
で
は
、
前
者
、
た
と
へ
ば
、
仁
政
論
と
か
、
職

分
思
想
と
か
、
愚
民
思
想
と
か
概
ね
近
世
初
期
思
想
に
共
通
し
た
も
の
は
特
に
取

上
げ
ず
に
、
主
と
し
て
多
少
と
も
特
色
あ
る
も
の
を
素
材
と
す
る
（
○例
）。
そ
れ
も

き
は
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
は
便
宜
の
た
め
、
彼
の
真
意
を
歪
曲

せ
ざ
る
程
度
に
於
て
数
項
目
に
分
っ
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

ロ
、
政
治
の
基
礎
理
念

蕃
山
は
最
も
屢
々
「
易
簡
」
と
い
ふ
事
を
説
い
て
ゐ
る
。

天
地
の
道
は
易
簡
也
。
先
王
是
に
則
り
て
易
簡
の
善
を
得
て
天
下
を
順
に
す

（
孝
経
外
伝
或
問
二
〔『
全
集
』
第
三
冊
六
七
頁
〕）

是
は
易
の
繋
辞
上
伝
に
あ
る
、「
易
簡
に
し
て
天
下
の
理
得
。
天
下
の
理
得
て
位

を
其
中
に
成
す
」
に
依
っ
た
も
の
で
あ
る
。
易
簡
の
政
と
い
ふ
こ
と
が
畢
竟
、
蕃

山
に
於
け
る
政
治
の
基
礎
理
念
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
先
王
の
易
簡
と
は
何
か

と
い
ふ
問
に
対
し
て
、

政
易
簡
な
れ
ば
事
す
く
な
く
物
倹
也
。
事
す
く
な
き
は
天
の
易
に
則
と
る

也
。
物
倹
な
る
は
地
の
簡
に
則
と
る
也
…
…
教
易
簡
な
れ
ば
知
や
す
く
随
ひ

や
す
し
（
孝
経
外
伝
或
問
二
〔『
全
集
』
第
三
冊
六
七
頁
〕）

と
い
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
易
簡
と
い
ふ
原
理
か
ら
、
法
三
章
の
主
張
と
か
、
礼
式
の

簡
易
化
と
か
、
奢
侈
品
の
製
造
禁
止
と
か
、
更
に
進
ん
で
農
兵
制
と
か
の
提
唱
が

生
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
な
ほ
後
に
触
れ
よ
う
。
し
か
も
蕃
山
は
易
簡
と
い

ふ
こ
と
が
と
く
に
日
本
に
適
応
し
た
生
活
原
理
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
。

近
頃
日
本
の
水
土
に
よ
り
、
山
沢
草
木
人
物
の
情
と
勢
と
を
見
侍
れ
ば
、
易

簡
の
善
な
ら
で
は
あ
ま
ね
か
ら
ず
、
長
久
な
ら
ざ
る
道
理
あ
り
（
集
義
外
書

巻
十
〔『
全
集
』
第
二
冊
一
七
四
頁
〕）

彼
は
儒
教
の
繁
鎖[カ

]な
儀
礼
格
法
が
日
本
的
な
ら
ざ
る
事
を
見
抜
い
て
ゐ
た
。
三
年

の
喪
と
か
厚
葬
と
か
の
我
国
へ
の
適
用
を
否
定
し
た
の
は
さ
う
し
た
見
地
か
ら
で

あ
る
。
道
と
法
の
区
別
の
理
論
は
こ
こ
に
も
役
立
っ
た
。
易
に
見
出
し
た
易
簡
の

概
念
を
以
て
政
治
・
教
育
其
他
一
切
の
文
化
的
営
為
の
基
礎
に
ま
で
高
め
た
蕃
山

は
、
日
本
的
文
化
様
式
（
彼
の
歴
史
的
環
境
）
の
鋭
い
洞
察
者
で
あ
っ
た
と
い
ひ

う
る
。ハ

、
政
治
機
能
論

治
国
平
天
下
の
条
目
は
何
か
と
い
ふ
問
題
に
対
し
て
蕃
山
は
「
諸
侯
の
宝
に
三

あ
り
、
土
地
・
人
民
・
政
事﹅

」
と
い
ふ
孟
子
の
言
葉
を
掲
げ
て
、
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三
の
宝
一
も
か
け
て
は
国
其
国
に
あ
ら
ず
。
土
地
あ
り
て
も
人
民
な
け
れ
ば

居
こ
と
不
レ
能
。
人
民
有
て
も
土
地
な
け
れ
ば
養
ふ
こ
と
不
レ
能
。
土
地
人

民
あ
り
て
も
政
事
よ
か
ら
ざ
れ
ば
長
久
な
ら
ず
（
集
義
外
書
巻
九
〔『
全
集
』

第
二
冊
一
五
六
頁
〕）

と
し
て
、
こ
の
三
者
を
以
て
政
治
（
広
義
）
の
三
要
素
と
な
し
、
そ
の
う
ち
の
政

事
を
ば
更
に
次
の
様
に
覈[カ

]延
し
て
ゐ
る
。

後
世
君
臣
共
に
あ
し
か
ら
ざ
る
時
代
有
と
い
へ
ど
も
道
を
不
レ
学
故
に
大
法

を
不
レ
知
（
中
略
）
其
器
量
あ
り
て
も
、
大
法
を
不
レ
知
者
は
、
行
事
あ
た
は

ず
。
細
工
に
器
用
成
者
あ
り
と
て
も
、規
矩
縄
墨
を
得
ざ
る
時
は
屋
を
作
り
、

方
円
を
製
す
る
事
能
は
ざ
る
が
ご
と
し
。
学
で
大
法
を
知
と
い
へ
ど
も
、
其

器
量
な
け
れ
ば
行
事
不
レ
能
。
拙
工
に
縄
墨
を
あ
た
へ
た
る
が
ご
と
し
。
其

器
あ
り
、
其
法
を
知
と
も
、
人
情
時
変
に
達
せ
ざ
れ
ば
、
ひ
ろ
く
ほ
ど
こ
す

事
不
レ
能
。
つ
か
へ
と
ゞ
こ
ほ
り
て
不
レ
通
も
の
な
り
。
其
器
あ
り
、
大
法
を

し
り
、
人
情
時
変
に
達
し
て
も
時
を
得
ざ
れ
ば
行
（
ふ
）
事
あ
た
は
ず
。
鎡ジ

基キ

（
く
わ
、
農
具
の
一
種
）
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
時
を
待
に
は
し
か
ず
。
智

恵
有
と
い
へ
ど
も
、
勢
に
乗
ず
る
に
し
か
ず
と
い
へ
り
、
後
世
の
人
、
政
事

の
宝
た
る
事
を
不
レ
知
に
や
。
法
度
を
出
す
事
か
ろ
〳
〵
し
く
あ
さ
は
か
な

り
〔『
全
集
』
第
二
冊
一
五
六
頁
〕

つ
ま
り
、
良
き
統
治
の
行
は
れ
る
条
件
は
、

一
、
統
治
者
の
政
治
的
才
能

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
タ
レ
ン
ト

（
器
量
）

二
、
統
治
が
一
定
の
規
範
（
道
）﹇
自
然
法
﹈
に
法
る
こ
と
。

―
―
か
か
る
意
味
で
、
統
治
者
の
学
問
が
要
求
さ
れ
る
。

三
、
具
体
的
妥
当
性
を
考
慮
す
る
こ
と
。（
人
情
時
変
）

四
、
客
観
的
情
勢
（
時
勢
）
に
め
ぐ
ま
れ
る
こ
と
。

の
四
に
帰
す
る
。
一
、
二
、
三
は
い
は
ゞ
主
体
的
条
件
で
あ
り
四
は
客
観
的
条
件

で
あ
る
。

（
第

回
）

之
に
反
し
て
、
蕃
山
が
大
学
或
問
の
中
で
次
の
様
に
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
良
き

統
治
に
対
す
る
阻
害
的
な
条
件
を
述
べ
た
も
の
と
解
す
る
事
が
出
来
よ
う
。

大
君
諸
侯
の
中
を
執
（
堯
曰
、
允
執
二
其
中
一
）
こ
と
あ
た
は
ざ
る
心
病
あ

り
。
一﹅

に﹅

は﹅

我
を
立
て
人
の
善
を
不
レ
立
（
不
レ
取
）、
二﹅

に﹅

は﹅

下
問
を
恥
て
、

問
事
を
こ
の
ま
ず
。
故
に
知
こ
と
せ
ば
く
し
て
、
人
情
事
変
を
し
ら
ず
…
…

三﹅

に﹅

は﹅

、
儒
を
好
ミ
、
仏
を
好
ミ
、
神
を
好
む
。
此
三
は
善
な
れ
ど
も
か
た

よ
る
時
は
政
に
害
有
。
儒
は
王
道
の
跡
也
と
い
へ
共
、
今
の
儒
は
己
を
是
と

し
、
彼
を
非
と
す
る
の
み
、
…
…
四﹅

に﹅

は﹅

賞
罸
に
倚
り
吟
味
つ
よ
く
、
罸
多

は
、
天
地
の
生
意
を
害
す
。
人
心
安
か
ら
ず
。
好
で
賞
す
る
は
よ
か
ら
ず
。

（
賞
其
功
に
あ
た
ら
ざ
る
者
有
。
必
し
も
賞
罸
を
好
に
は
あ
ら
ざ
れ
共
、
賞

罸
を
正
し
く
す
る
を
治
平
の
政
と
思
へ
る
は
不
可
也
。）
賞
罸
は
不
レ
得
レ
已

し
て
用
ゆ
、
必
と
す
る
に
あ
ら
ず
。
三
皇
五
帝
は
不
レ
賞
不
レ
罸
、
民
善
を
楽

で
悪
を
し
ら
ず
、
至
徳
至
治
の
世
也
。
夏
后
氏
は
罸
し
て
賞
せ
ず
（
こ
の
方

が
ま
だ
い
ゝ
）、
湯
王
は
賞
し
て
罸
せ
ず
、
…
…
…
（
中
略
）

（
す
ぐ
れ
た
る
を
賞
す
る
時
は
、
無
心
の
民
に
利
心
を
生
ず
）

（
法
家
で
も
儒
家
で
も
な
く
道
家
に
近
い
。
法
三
章
↓
易
簡
）

五﹅

に﹅

は﹅

貨
を
好
ミ
、
色
を
好
む
。
…
…
仁
君
の
貨
を
好
む
は
大
也
、
富
有
大
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業
（〔
大
学
〕
或
問

全
集
七
頁
、
参
照
）
を
な
す
。
天
下
君
の
貨
を
好
む
こ

と
を
た
の
し
め
り
、
…
…
色
を
好
む
に
も
道
あ
り
。
一
人
を
、
愛
し
て
国
を

傾
く
る
者
あ
り
、
十
人
を
愛
し
て
も
国
に
害
な
き
者
あ
り
。
…
…
「
夫
聖
賢

な
ら
ざ
れ
ば
天
下
を
平
治
す
る
事
あ
た
わ
ざ
る
に
あ
ら
ず
、
貨
色
を
好
の
凡

心
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
人
君
に
父
母
た
る
仁
心
あ
り
て
仁
政
を
行
ひ
、
其
心

（
人
）
を
得
て
造
化
を
助
く
る
時
は
、
仁
君
也
。
…
…

六﹅

に﹅

は﹅

人
を
え
ら
ぶ
こ
と
た
ぐ
ひ
ニ
あ
り
。
類
と
は
格
定
り
た
る
中
、
数
知

た
る
中
よ
り
撰
ぶ
こ
と

〔
マ
マ
〕

也
。
せ
ば
け
れ
ば
好
人
有
が
た
し
。（
大
学
或
問
下
、

全
集
三
、
三
九
頁
）

之
を
更
に
整
理
す
れ
ば
、

一
、
統
治
者
の
偏
見
乃
至
党
派
性
（
一
、
二
、
三
、
四
、
六
）

⎩⎨⎧
二
、
統
治
者
の
個
人
的
欲
望
（
五
）

の
二
者
に
帰
す
る
。
第
一
の
モ
メ
ン
ト
は
、
人
な
り
物
な
り
を
、
捉
は
れ
ぬ
眼
を

以
て
、
そ
の
真
如
の
姿
に
於
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
蕃
山
の
基
本
的
な
態
度
に
根

ざ
し
て
お
り
、
そ
れ
が
宗
派
的
偏
見
と
か
、
派
閥
的
人
事
と
か
、
法
家
的
＝
決
断

主
義
的
統
治
に
対
す
る
自
ら
な
る
反
情
と
な
っ
て
現
は
れ
た
も
の
で
あ
る
。
之
に

対
し
て
統
治
者
の
個
人
的
欲
望
に
つ
い
て
は
、
蕃
山
は
他
の
多
く
の
儒
者
の
様
に

決
定
的
な
重
要
性
を
置
い
て
ゐ
ず
、
む
し
ろ
統
治
の
善
悪
の
判
断
を
直
ち
に
そ
の

点
に
係
ら
し
め
る
如
き
考
へ
方
を
排
し
た
と
い
ふ
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

聖
賢
な
ら
ざ
れ
ば
天
下
を
平
治
す
る
事
が
出
来
ぬ
の
で
は
な
い
、
貨
色
を
好
む
と

い
ふ
凡
心
が
あ
っ
て
も
仁
政
を
行
へ
ば
仁
君
な
の
だ
と
い
ふ
所
論
は
、
政
治
的
価

値
の
個
人
道
徳
的
価
値
よ
り
の
独
自
化
の
方
向
を
示
し
て
居
り
、
後
の
徂
徠
学
的

立
場
に
接
続
し
て
ゐ
る
。
蕃
山
に
と
っ
て
は
統
治
者
の
自
然
的
欲
望
の
充
足
そ
れ

自
体
で
は
な
く
、
む
し
ろ
欲
望
の
充
足
し﹅

か﹅

た﹅

が
問
題
な
の
で
あ
る
。
あ
る
程
度

避
け
難
い
さ
う
し
た
自
然
的
欲
求
に
対
し
て
一
概
に
否
定
せ
ず
に
、
統
治
者
が
主

観
的
個
人
的
欲
望
を
媒
介
と
し
て
同
時
に
客
観
的
＝
普
遍
的
価
値
に
到
達
す
る
様

に
、
換
言
す
れ
ば
統
治
者
の
個
人
的
欲
求
の
満
足
が
同
時
に
満
天
下
の
福
祉
と
な

る
様
に
配
慮
す
る
こ
と
を
ば
望
ま
し
い
と
す
る
の
で
あ
る
（
ヘ
ー
ゲ
ル

理
性
の

狡
智
）。
茲
に
於
て
、
彼
の
い
は
ゆ
る
大
富
有
と
小
富
有
の
区
別
が
生
ず
る
。

世
間
の
富
有
は
己
を
利
す
れ
ば
人
を
損
じ
、
己
よ
ろ
こ
べ
ば
人
う
ら
む
、
国

君
富
有
な
れ
ば
国
中
う
ら
み
、
大
君
富
有
な
れ
ば
天
下
恨
む
、
小
富
有
な
れ

ば
な
り
、
大
道
の
富
有
は
、
国
君
富
有
な
れ
ば
一
国
悦
び
、
大
君
富
有
な
れ

ば
天
下
悦
ぶ
、
大
富
有
な
れ
ば
な
り
（
大
学
或
問
〔『
全
集
』
第
三
冊
七
頁
〕）

さ
う
し
て
こ
の
様
な
大
富
有
の
方
策
を
彼
の
置
か
れ
た
現
実
の
社
会
的
環
境
に
具

体
的
に
適
用
し
た
の
が
「
富
有
大
業
の
政
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

蕃
山
の
時
代
―
―
明
暦
頃
―
―
に
早
く
も
表
面
化
し
た
封
建
社
会
の
諸
々
の
矛
盾

に
対
す
る
救
済
と
し
て
彼
が
絶
大
の
自
信
を
以
て
提
示
し
た
政
治
＝
社
会
制
度
の

種
々
な
る
改
造
策
で
あ
る
。
か
く
て
問
題
は
政
治
機
能
論
よ
り
自
か
ら
政
治
組
織

論
に
ま
で
発
展
す
る
。

ニ
、

(
)政治

組
織
論

10

ま
づ
蕃
山
は
当
時
の
社
会
状
態
を
い
か
に
観
察
し
批
判
し
た
か
。

(
)※

彼
に
よ
れ

11

ば
、「
今
の
世
の
中
は
貴
賎
共
に
借
金
の
お
ひ
倒
れ
」
の
時
代
で
あ
り
、「
天
下
の

困
窮
」
せ
る
時
代
で
あ
っ
た
。
就
中
彼
が
最
も
悲
惨
な
社
会
現
象
と
見
た
の
は
百
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姓
と
牢
人
の
窮
迫
状
態
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
の
彼
の
集
義
外
書
巻
九
に
於
け

る
描
写
は
、
封
建
社
会
の
農
民
状
態
の
例
示
と
し
て
屢
々
引
用
さ
れ
る
有
名
な
も

の
で
あ
る
。

百
姓
は
年
中
辛
苦
し
て
作
出
し
た
る
も
の
を
、
の
こ
ら
ず
年
貢
に
と
ら
れ
、

其
上
に
さ
へ
た
ら
ず
し
て
、
未
進
と
な
れ
ば
、
催
促
を
つ
け
ら
れ
、
妻
子
を

う
ら
せ
、
田
畠
山
林
牛
馬
ま
で
を
も
、
う
ら
せ
て
と
ら
る
れ
ば
、
其
百
姓
家

を
や
ぶ
り
て
流
浪
し
、
行
方
な
き
も
の
は
乞
食
と
な
り
、
た
ま
た
ま
村
里
に

は
〔
さ
〕
ま
り
居
と
い
へ
ど
も
凶
年
に
は
餓
死
を
ま
ぬ
か
れ
ず
、（
甚
し
き
も

の
は
、有
無
の
差
別
を
も
し
ら
ず
。
水
ぜ
め
簀
巻
木
馬
な
ど
の
せ
め
を
な
す
。

こ
れ
に
よ
り
て
病
つ
き
て
死
し
、
或
は
病
者
に
な
り
て
用
に
た
ゝ
ざ
る
も
あ

れ
ど
も
、
い
む
事
な
れ
ば
、
う
っ
た
へ
も
な
ら
ず
。
凶
年
に
て
百
姓
の
迷
惑

す
る
時
に
は
、
よ
き
田
地
山
林
屋
敷
等
を
下
直
に
買
得
な
ど
し
て
、
富
人
は

い
よ
〳
〵
身
代
よ
ろ
し
く
な
る
も
の
あ
り
。
…
…
〔『
全
集
』
第
二
冊
一
六
七

頁
〕

牢
人
に
つ
い
て
も
、「
大
学
或
問
」
に
於
て
、

今
の
無
告
の
至
極
は
牢
人
也
。
度
々
の
飢
饉
に
餓
死
せ
る
者
数
を
し
ら
ず
。

豊
年
に
し
て
米
下
直
に
て
も
、
勝
手
つ
き
は
て
ぬ
れ
ば
益
な
し
。
毎
年
人
し

れ
ず
餓
死
す
る
者
多
シ
〔『
全
集
』
第
三
冊
六
―
七
頁
〕

と
い
っ
て
ゐ
る
。
何
故
牢
人
が
生
ず
る
か
と
い
へ
ば
、
結
局

国
主
郡
主
不
勝
手
に
て
、
家
中
を
扶
持
は
な
し
、
其
上
に
家
中
の
物
成
少
く

な
れ
ば
、
又
家
中
の
家
来
を
も
扶
持
は
な
す
故
也

で
、
つ
ま
り
大
名
が
財
政
難
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
名
が
財
政
難
に
な
れ
ば
自
然
そ

の
家
臣
は
困
窮
し
、
ま
た
貢
租
が
過
重
さ
れ
る
か
ら
結
局
民
衆
が
疲
弊
す
る
。
か

く
て
天
下
の
困
窮
と
な
る
。
し
か
ら
ば
何
故
諸
侯
を
は
じ
め
一
般
武
士
階
級
が
財

政
難
に
な
る
か
。
蕃
山
が
そ
の
最
も
重
大
な
原
因
と
目
し
た
の
は
、
一
、
参
勤
交

替
制
、
二
、
貨
幣
経
済
（
一
般
的
等
価
形
態
）〔
と
〕
米
遣
ひ
経
済
と
の
間
の
矛
盾

と
い
ふ
二
大
事
実
で
あ
っ
た
。〈
徳
川
時
代
の
初
期
に
す
で
に
こ
こ
に
着
眼
し
た

蕃
山
の
煥[カ

]眼
に
は
真
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。〉
か
く
て
彼
の
メ
ス
は
当
然
に

こ
の
二
点
に
向
っ
て
集
中
す
る
。
ま
づ
参
勤
交
替
に
つ
い
て
彼
は
、
鎌
倉
時
代
の

如
く
、
三
年
一
度
の
参
勤
、
在
府
五
十
日
に
制
限
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。
曰

く

鎌
倉
の
時
代
は
器
量
あ
る
大
名
あ
り
、
気
遣
な
る
大
身
も
多
か
り
し
だ
に
、

人
質
も
な
く
、
三
年
に
一
度
五
十
日
の
在
府
に
て
何
事
も
な
か
り
き
。
北
条

は
九
代
ま
で
つ
ゞ
き
、
足
利
家
は
十
四
代
也
。
十
代
已
後
は
名
ば
か
り
に
て

今
の
禁
中
の
ご
と
し
と
い
へ
共
、誰
も
公
方
に
向
て
敵
す
る
人
は
な
か
り
き
。

況
御
当
家
天
下
一
同
し
て
江
戸
ニ

諸
大
名
の
母
儀
奥
方
子
達
あ
り
。
其
上
気

遣
な
る
人
は
な
し
、
何
を
憚
て
天
命
の
大
吉
を
取
給
は
で
、
居
な
が
ら
大
凶

を
待
給
は
ん
や
。
其
上
公
方
よ
り
〔
在
〕
江
戸
す
く
な
く
し
給
は
ゞ
、
御
恩

恵
と
成
て
忝
思
は
れ
、
心
服
の
本
と
な
ら
ん
。
諸
侯
の
勝
手
つ
ま
り
、
参
府

な
ら
ず
し
て
、
下
よ
り
申
て
ゆ
る
さ
れ
な
ば
、
あ
し
き
事
多
か
る
べ
し
。
此

の
如
の
世
間
あ
ま
た
の
善
行
は
、
江
戸
詰
を
ゆ
る
く
し
給
所
、
仁
政
の
大
本

也
。（
大
学
或
問
〔『
全
集
』
第
三
冊
二
〇
頁
〕）

も
し
在
府
三
年
に
一
度
五
十
日
位
に
定
め
た
な
ら
、
三
十
万
石
の
大
名
は
米
五
千

石
で
な
ほ
余
饒
が
出
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
を
以
て
借
金
の
返
済
に
あ
て
、
ま
た
牢
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人
の
救
済
に
あ
て
れ
ば
よ
い
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
徳
川
幕
府
の
基
本
政
策
に
対

す
る
大
胆
な
批
判
で
あ
り
、
蕃
山
が
幕
府
か
ら
禁
錮
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
も
、
か
う

し
た
所
論
に
依
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
参
勤
交
代
の
負
担
が
諸
大
名
に
重

圧
と
な
り
、
究
極[カ

]に
於
て
諸
大
名
と
経
済
的
基
礎
を
同
じ
う
す
る
幕
府
の
弱
化
を

招
く
と
い
ふ
事
は
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
り
、
や
が
て
さ
う
し
た
事
実
が

一
般
に
意
識
さ
れ
始
め
る
と
共
に
室
鳩
巣
や
中
井
竹
山
等
に
よ
っ
て
問
題
化
さ
れ

る
に
至
っ
た
。
蕃
山
は
そ
の
点
驚
く
べ
き
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

第
二
の
米
遣
ひ
経
済
と
貨
幣
経
済
の
矛
盾
に
つ
い
て
、
彼
は

士
は
禄
米
を
金
銀
銭
に
か
へ
て
諸
物
を
か
ふ
。
米
粟
下
直
に
し
て
諸
物
高
直

な
る
時
は
用
足
ら
ず
。
其
上
に
事
滋
く
物
多
き
に
ま
す
ま
す
貧
乏
困
窮
す
。

…
…
故
に
豊
年
に
は
不
足
し
、
凶
年
に
は
饉
寒
に
及
べ
り
。
士
困
窮
す
る
時

は
、
工
商
の
者
粟
に
か
ふ
べ
き
所
を
失
ふ
。
た
ゞ
大
商
の
み
ま
す
ま
す
富
有

に
な
れ
り
。
是
財
用
の
権
庶
人
の
手
に
あ
れ
ば
な
り
（
集
義
和
書
巻
十
三

〔『
大
日
本
文
庫

儒
教
篇

陽
明
学
派
』
上
巻
二
八
九
頁
〕）

と
指
摘
し
、
結
局
、
大
商
人
を
し
て
漁
夫
の
利
を
え
し
め
る
の
は
、
武
士
が
米
を

一
旦
売
ら
な
け
れ
ば
物
が
買
へ
な
い
と
い
ふ
点
に
あ
り
、
し
か
も
米
は
江
戸
大
阪

の
ご
と
き
大
都
市
に
大
量
に
集
中
し
た
所
に
於
て
売
買
さ
れ
る
た
め
に
自
然
米
価

が
下
落
す
る
事
に
基
く
。
そ
こ
で
蕃
山
は
金
銀
銭
と
並
ん
で
米
を
も
貨
幣
と
し
て

通
用
さ
せ
、
米
で
直
接
物
を
購
買
出
来
る
制
度
を
主
張
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
米

価
を
維
持
し
、
ま
た
大
都
市
へ
の
米
の
輸
送
に
よ
る
諸
々
の
不
経
済
を
省
き
、
地

方
〳
〵
で
の
貯
蔵
に
よ
っ
て
饑
饉
や
兵
乱
（
外
患
）
に
備
へ
る
事
が
出
来
る
。
さ

う
し
て
、も
は
や
米
の
大
量
貯
蔵
に
よ
る
米
価
下
落
を
恐
れ
る
必
要
が
な
い
か
ら
、

出
来
う
る
限
り
、現
在
の
す
た
り
米
を
す
た
ら
せ
ず
に
貯
蔵
す
る
方
策
を
講
ず
る
。

（
か
く
の
如
き
す
た
り
米
と
し
て
蕃
山
が
指
摘
し
て
ゐ
る
の
は
、

川
堤
の
〔
普
請
の
仕
様
、
其
地
理
を
不
レ
得
し
て
す
た
る
米
、
日
本
国
中
に

て
、
水
年
ニ
は
大
凡
高
百
万
石
は
有
べ
し
。
又
池
所
あ
れ
共
せ
ず
、
す
れ
共

無
功
に
て
、
用
す
く
な
き
す
た
り
、
旱
年
に
多
シ
。
第
二
に
は
、
江
戸
の
大

廻
舟
、
九
刕
四
国
西
国
北
国
よ
り
、
大
坂
へ
の
米
船
、
破
損
の
す
た
り
数
し

ら
ず
。
第
三
に
は
、
昔
の
粟モ

ミ

納
変
じ
て
米
納
と
な
り
、
蔵
々
に
て
虫
に
成
て

す
た
る
米
数
し
ら
ず
。
第
四
に
は
、
酒
屋
昔
に
百
倍
し
て
、
水
に
成
て
す
た

る
米
数
し
ら
ず
。
第
五
に
は
、
た
ば
こ
地
の
す
た
り
。
第
六
に
は
、
田
に
木

わ
た
を
作
る
す
た
り
。
第
七
に
は
、
民
力
よ
は
く
、
田
に
出
来
べ
き
米
の
す

く
な
き
す
た
り
。
第
八
に
は
、
南
蛮
菓
子
、
昔
に
百
倍
す
る
す
た
り
。
如
レ

此
の
す
た
り
、
此
外
に
多
か
る
べ
し
。
今
は
此
す
た
り
な
く
て
は
、
武
家
米

を
う
り
て
、
公
義
を
つ
と
む
べ
き
様
な
し
。
近
年
世
中
あ
し
か
ら
で
、
売
米

多
け
れ
ば
、
天
下
の
困
窮
と
成
た
る
に
て
知
べ
し
。
問
、
す
た
る
米
を
す
て

ず
し
て
、
米
は
下
直
な
ら
ず
、
貴
賤
共
に
悦
べ
き
政
は
何
ぞ
や
。
云
、
今
は

金
銀
銭
の
遣
（
通
用
）
な
る
故
に
、
米
を
う
ら
で
は
、
公
役
も
何
も
と
ゝ
の

ほ
ら
ず
。
此
故
に
大
坂
江
戸
の
津
に
は
、
売
米
の
み
み
ち
〳
〵
て
、
買
者
す

く
な
け
れ
ば
、
下
直
に
成
て
、
諸
人
困
窮
す
。
根
本
国
々
の
米
は
、
思
ひ
の

外
に
す
く
な
し
。
米
の
直
段
を
、
銭
の
直
段
の
ご
と
く
定
て
、
京
大
坂
江
戸

諸
国
共
に
、
諸
色
（
を
）
米
も
（
に
て
）
売
買
し
、
呉
服
所
を
は
じ
め
て
、

米
ニ

て
渡
さ
ば
、
其
下
の
職
人
に
も
、
米
に
て
渡
シ
、
諸
物
米
に
て
か
ふ
べ

し
。
東
国
衆
の
京
の
買
物
、
西
国
衆
と
、
江
戸
に
て
米
か
は
せ
に
も
成
べ
し
。
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少
宛
さ
し
つ
か
ゆ
る
事
は
可
レ
有
れ
ど
も
、
そ
れ
は
時
に
あ
た
り
て
、
解
こ

と
易
か
る
べ
し
。
米
を
う
ら
で
も
、
事
の
か
け
ざ
る
様
に
し
て
、
彼
す
た
る

米
を
取
あ
げ
、
粟モ

ミ

に
て
諸
国
に
積
置
な
ば
、
飢
饉
に
も
飢
ル
者
な
く
、
北
狄

来
る
と
も
、
兵
粮
に
事
欠
べ
か
ら
ず
。
問
、
金
銀
銭
は
す
た
る
べ
き
か
。
云
、

是
も
其
ま
ゝ
つ
か
は
る
べ
し
。
米
金
銀
銭
き
ら
ひ
な
く
、
取
遣
す
る
時
は
、

い
づ
れ
も
用
ニ

立
也
。
問
、
米
の
直
段
は
い
か
ゞ
。
云
、
壹
石
銀
五
十
目
、
今

の
中
な
る
べ
し
。
其
後
は
勢
次
第
に
時
の
中
あ
る
べ
し
〕（
全
集
第
三
冊
、
大

学
或
問
十
頁
）

こ
の
様
に
し
て
、
将
軍
は
じ
め
諸
侯
の
蔵
に
米
が
み
ち
〳
〵
つ
様
に
な
れ
ば
、

租
税
を
減
免
し
て
も
、
武
士
階
級
は
財
政
を
脅
さ
れ
ず
、
か
く
て
民
衆
の
負
担
も

軽
減
さ
れ
る
。
こ
れ
が
蕃
山
の
い
は
ゆ
る
「
富
有
大
業
の
政
」
に
於
け
る
制
度
的

改
革
の
核
心
で
あ
る
。
蕃
山
に
よ
れ
ば
そ
れ
は
あ
く
ま
で
現
実
の
歴
史
的
状
勢
に

即
し
、
そ
の
情
勢
に
適
応
し
た
対
策
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
そ
れ
は
飽
ま
で
一
回

的
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
た
。
曰
く
、

「
今
は
今
の
時
所
位
に
応
ず
る
仁
政
あ
る
べ
し
。
い
に
し
へ
な
き
窮
民
多
け

れ
ば
、
又
昔
な
き
政
を
以
て
救
は
る
べ
し
」（
歴
史
的
）
問
、
い
に
し
へ
な
き

政
は
何
ぞ
や
、
云
、
富
有
大
業
な
り
。
…
…
富
有
大
業
の
語
は
、
い
に
し
へ

の
語
に
て
、
事
は
昔
な
き
時
中
あ
り
。
今
の
時
節
過
て
又
其
世
の
時
中
有
べ

し
。（
孝
経
外
伝
或
問
二
〔『
全
集
』
第
三
冊
七
六
頁
〕）

こ
こ
に
前
述
し
た
蕃
山
の
歴
史
意
識
が
遺
憾
な
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て

蕃
山
は
ま
さ
に
現
在
こ
そ
富
有
大
業
の
実
施
さ
る
べ
き
客
観
的
情
勢
に
最
も
め
ぐ

ま
れ
た
時
だ
と
い
っ
て
ゐ
る
。

今
時
富
有
大
業
の
節
に
あ
た
れ
り
。
賢
君
の
日
本
を
中
興
し
給
べ
き
時
也
。

事
は
古
人
の
十
が
一
に
し
て
、
功
は
必
十
倍
せ
ん
。
右
に
云
處
の
条
々
皆
中

興
の
事
也
（
大
学
或
問
）

（
optim
istisch!徂
徠
の
言
と
比
較
せ
よ
。）

つ
ま
り
、
い
ま
一
度
総
括
す
る
な
ら
ば
、「
富
有
大
業
」
と
は
政
治
的
才
能
に
め

ぐ
ま
れ
た
賢
君
が
先
王
の
道
を
模
範
と
し
て
、
具
体
的
情
勢
に
即
し
て
統
治
す
る

と
い
ふ
さ
き
に
述
べ
た
政
治
的
機
能
の
最
良
条
件

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

が
現
実
の
封
建
社
会
を
対
象

と
し
て
具
象
化
さ
れ
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
現
実
の
歴
史
的
情
勢
へ
の
適
応
を
な
に
よ
り
も
考
慮
し
た
と
い

ふ
ま
さ
に
そ
の
こ
と
の
故
に
、
そ
こ
で
の
改
革
は
当
該
社
会
構
造
に
よ
る
制
約
を

受
け
て
多
く
実
行
上
の
障
害
を
伴
ふ
場
合
が
多
い
こ
と
は
否
み
難
い
。
蕃
山
も
そ

の
こ
と
を
あ
る
程
度
ま
で
意
識
し
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
米
と
金
銀
銭
を
貨
幣
と
し

て
併
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
少
づ
つ
さ
し
つ
か
へ
る
事
は
あ
れ
ど
も
…
…
」
と

そ
の
技
術
的
困
難
を
認
め
て
ゐ
る
如
き
そ
の
例
で
あ
る
。
そ
こ
で
む
し
ろ
、
さ
う

し
た
現
実
へ
の
顧
慮
を
一
応
一
切
、
遮
断
し
て
改
革
論
に
含
ま
れ
た
イ
デ
ー
を
純

粋
に
貫
徹
し
て
行
く
と
、そ
こ
に
一
つ
の
理
想
的
社
会
組
織
が
浮
び
上
っ
て
来
る
。

蕃
山
は
か
か
る
も
の
と
し
て
昔
の
農
兵
制
度
を
提
示
し
て
ゐ
る
。

(
)か

く
農
兵
制
は
彼
の
富
有
大
業
の
完
成
形
態
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
他
方
そ
の

12
ユ
ー
ト
ピ
ア
性
を
も
忘
却
し
な
か
っ
た
。
農
兵
制
へ
の
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の
傾
倒

に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
そ
の
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
持
し

て
ゐ
る
。
こ
の
同
じ
態
度
は
次
に
検
討
す
る
政
治
形
態
論
に
於
て
一
層
鮮
明
に
あ

ら
は
れ
る
。
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ホ
、
政
治
形
態
論

(
)蕃

山
は
王
朝
時
代
の
讃
美
論
者
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
彼
が
政
治
の
究
極
理
念

13
と
し
た
と
こ
ろ
の
易
簡
の
政
が
実
現
さ
れ
て
ゐ
た
。

日
本
に
て
も
王
代
の
昔
は
易
簡
な
り
。
仲
哀
天
皇
応
神
天
皇
み
づ
か
ら
大
将

と
な
り
て
九
州
ま
で
く
だ
り
た
ま
ひ
、
甲
冑
を
枕
と
し
て
山
野
を
家
と
し
た

ま
ひ
た
る
に
て
、
易
簡
な
る
事
知
れ
た
り
。
…
…
天
気
く
だ
り
く
だ
る
事
名

も
な
き
一
草
一
木
も
造
化
の
め
ぐ
み
に
も
る
ゝ
事
な
き
が
如
く
、
奥
山
の
賎

男
賎
女
ま
で
も
王
徳
の
仁
政
に
あ
づ
か
ら
ず
と
云
事
な
し
。
上
の
下
を
見
た

ま
ふ
事
子
の
如
く
な
る
故
に
、
下
の
上
を
見
奉
る
事
父
母
の
如
し
。（
集
義

和
書
巻
七
〔『
大
日
本
文
庫

儒
教
篇

陽
明
学
派
』
上
巻
一
三
七
―
八
頁
〕）

ま
た
そ
こ
に
は
彼
の
理
想
的
社
会
制
度
た
る
農
兵
制
が
行
は
れ
て
ゐ
た
。
か
く
の

如
き
王
朝
時
代
を
ば
蕃
山
は
徳
治
の
世
と
し
て
、
敢
て
武
家
政
治
時
代
の
権
力
的

統
治
と
対
照
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

い
に
し
へ
王
者
の
天
下
を
た
も
ち
給
へ
る
時
は
、
王
城
と
い
へ
ど
も
池
堀
な

く
要
害
せ
ず
、
是
民
を
保
じ
て
王
た
り
、
徳
治
の
遺
風
を
見
べ
し
、
武
家
の

代
と
な
り
て
は
、
力
を
以
て
天
下
を
と
れ
り
、
故
に
力
を
以
て
有
て
り
、
城

池
を
か
た
く
し
て
一
家
を
守
る
の
為
な
り
。
民
を
外
に
し
て
不
レ
保
、
是
故

に
力
衰
る
時
は
亡
べ
り（
同
巻
十
五〔『
大
日
本
文
庫

儒
教
篇

陽
明
学
派
』

上
巻
三
四
四
頁
〕）。

(
)し

か
し
な
が
ら
蕃
山
の
置
か
れ
た
歴
史
的
環
境
は
ま
さ
に
力
を
以
て
天
下
を

14
取
っ
た
徳
川
氏
の
治
下
で
あ
り
、
し
か
も
幕
府
が
鉄
の
如
き
統
制
力
を
誇
っ
た
時

代
で
あ
っ
た
。
何
人
も
幕
府
政
権
の
安
定
性
に
つ
い
て
寸
毫
も
疑
ふ
余
地
は
な

か
っ
た
。
蕃
山
も
も
と
よ
り
こ
の
政
治
的
環
境
を
否
定
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た

し
、
ま
た
彼
の
強
い
現
実
的
感
覚
か
ら
し
て
そ
れ
を
欲
し
も
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
彼
は
徳
川
時
代
の
多
く
の
尚
古
主
義
者
の
様
に
、
一
方
に
於
け
る
抽
象
的
な
古

代
讃
美
と
他
方
に
於
け
る
現
実
の
肯
定
と
を
自
己
の
内
部
に
無
媒
介
的
に
併
存
さ

せ
て
置
く
事
に
は
甘
ん
じ
な
か
っ
た
。
か
く
て
彼
の
思
索
は
当
然
に
、
か
か
る
政

治
的
現
実
の
発
生
の
由
来
、
い
ひ
か
へ
る
な
ら
ば
、
理
想
的
な
り
し
王
政
が
何
故

に
武
家
政
に
推
移
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
か
の
歴
史
的
根
據
の
探
究
に
向
け
ら
れ

た
の
で
あ
る

〔
マ
マ
〕

。
屢
く
彼
の
言
に
聴
か
う
。

問
。
か
く
の
ご
と
く
ゆ
へ
あ
る
（
万
世
一
系
を
指
す
）
帝
王
の
天
下
、
何
と

し
て
武
家
に
わ
た
り
侍
り
き
や
。
云
。
謙
徳
を
失
ひ
給
ひ
し
故
に
天
下
の
権

威
を
失
ひ
給
へ
る
な
り
。
む
か
し
は
日
本
国
中
一
国
の
ご
と
く
、
今
の
様
な

る
国
郡
の
大
名
な
か
り
し
な
り
、
都
よ
り
代
官
と
し
て
受
領
を
つ
か
は
し
給

ふ
、
国
々
は
農
兵
也
、
其
後
王
徳
を
と
ろ
へ
、
国
々
に
我
ま
ゝ
な
る
者
出
来

て
、
王
命
を
用
ひ
ざ
れ
ば
、
征
伐
に
つ
か
は
さ
れ
し
人
則
其
国
を
治
め
、
子

孫
は
を
の
づ
か
ら
国
王
の
ご
と
く
な
れ
り
、
国
々
に
て
は
歴
々
大
名
な
る
者

を
官
位
な
け
れ
ば
凡
人
と
称
し
、
官
位
卑
け
れ
ば
地
下
と
い
ひ
て
、
軽
し
め

あ
な
ど
ら
る
れ
ば
、
そ
の
心
に
王
城
を
も
の
う
き
事
に
思
ひ
う
と
め
り
、
故

に
王
臣
た
ら
ん
こ
と
を
願
は
ず
、
其
折
節
武
臣
の
大
家
棟
梁
を
取
ぬ
る
人
あ

れ
ば
則
し
た
が
ひ
て
主
君
と
し
、
士
の
礼
儀
有
事
を
よ
ろ
こ
び
ぬ
、
是
王
者

の
武
臣
に
威
を
う
ば
は
れ
給
ひ
し
根
本
な
り
、
も
と
武
家
公
家
と
わ
か
る
ゝ

は
ひ
が
こ
と
也
、
む
か
し
は
な
き
事
也
、
是
も
奢
り
ゆ
へ
出
来
た
る
也
（
集

義
和
書
巻
八
〔『
日
本
倫
理
彙
篇
』
第
一
巻
（
育
成
会
、
一
九
〇
一
年
）
三
九
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九
頁
〕）

こ
こ
で
は
蕃
山
は
武
士
の
発
生
を
公
家
の
奢
り
に
原
因
を
帰
せ
し
め
つ
ゝ
も
、

な
ほ
「
武
家
公
家
と
わ
か
る
ゝ
は
ひ
が
ご
と
」
と
し
て
は
っ
き
り
彼
の
価
値
判
断

を
表
面
に
出
し
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
同
じ
く
和
書
の
巻
一
で
は
、
楠
正
成
が
現
在

出
た
と
し
て
天
子
の
御
依
託
に
応
じ
奉
る
か
と
い
ふ
問
を
提
出
し
つ
ゝ
、
次
の
様

に
言
っ
て
ゐ
る
。

今
の
時
な
ら
ば
天
子
に
も
た
の
ま
れ
申
す
ま
じ
く
候
。
正
成
の
時
分
は
北
条

の
代
と
後
世
よ
り
は
称
す
れ
ど
も
、
京
都
よ
り
将
軍
を
申
し
出
し
奉
り
、
北

条
は
諸
大
名
と
傍
輩
の
礼
儀
に
て
交
り
、
た
ゞ
天
下
の
権
を
握
た
る
ば
か
り

に
候
。
…
…
こ
の
故
に
正
成
も
北
条
と
君
臣
の
礼
は
な
く
候
、
…
…
後
白
河

院
頼
朝
に
天
下
を
あ
づ
け
給
ひ
て
よ
り
、
武
家
の
世
と
い
へ
り
。
し
か
れ
ど

も
王
威
過
半
残
り
て
、
全
く
武
家
の
天
下
と
も
い
ひ
が
た
し
。
さ
れ
ば
後
醍

醐
天
皇
ま
で
は
い
に
し
へ
の
王
徳
を
し
た
ふ
者
も
お
ほ
か
り
き
。
し
か
る
処

に
北
条
の
高
時
奢
き
は
ま
り
、
天
道
に
そ
む
き
人

〔
マ
マ
〕

民
を
う
と
み
た
る
時
節
、

天
下
を
と
り
か
へ
し
給
ひ
し
か
ば
、
公
家
に
帰
し
た
り
、
し
か
れ
ど
も
天
皇

道
を
し
ろ
し
め
さ
ず
、
賢
良
を
用
ひ
給
は
ず
、
昔
と
時
勢
の
か
は
り
た
る
事

を
し
り
給
は
ざ
り
し
故
に
、
う
ら
み
い
き
ど
を
る
者
お
ほ
く
出
来
て
、
武
家

の
権
を
し
た
は
し
く
思
ふ
お
り
ふ
し
、
高
氏
お
こ
り
て
天
下
を
と
り
て
よ
り

此
か
た
、
一
向
武
家
の
世
と
は
な
れ
り
。
是
よ
り
天
下
の
諸
大
名
、
大
樹
を

主
君
と
し
奉
り
て
天
子
に
は
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ず
、
陪
臣
の
国
の
君
を
主
と
す

る
と
同
理
な
り
、
是
を
以
て
今
な
ら
ば
た
の
ま
れ
申
ま
じ
き
と
申
事
に
候
、

〔『
日
本
倫
理
彙
篇
』
第
一
巻
（
育
成
会
、
一
九
〇
一
年
）
二
五
七
―
八
頁
〕

つ
ま
り
蕃
山
に
よ
れ
ば
、
前
の
如
き
事
情
で
武
士
な
る
も
の
が
公
家
と
対
抗[カ

]す

る
階
級
と
し
て
発
生
し
、頼
朝
に
よ
っ
て
武
家
政
治
が
は
じ
め
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、

後
醍
醐
天
皇
ま
で
は
王
政
か
武
家
政
か
と
い
ふ
事
は
可
変
的
、
可
択[カ

]的
な
問
題
で

あ
っ
た
。
し
か
る
に
建
武
中
興
の
失
敗
以
後
、
武
家
政
治
が
不
可
変
的
に
確
立
し

そ
れ
が
今
日
に
至
っ
て
ゐ
る
。
更
に
進
ん
で
い
へ
ば
、
建
武
以
前
ま
で
は
「
ひ﹅

が﹅

ご﹅

と﹅

」
と
い
ふ
評
価
を
許
し
て
来
た
（
何
故
な
ら
可
変
的
だ
か
ら
）
武
家
政
治
は

そ
れ
以
後
は
一
つ
の
い
は
ゞ
氷
の
如
き
歴
史
的
必
然
性
と
し
て
自
ら
を
確
立
し
た

の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
蕃
山
に
於
て
か
く
必
然
性
を
帰
属
さ
れ
た
武
家
政
は
や
が

て
そ
の
ま
ゝ
必
要
性
を
承
認
さ
れ
る
。
今
日
の
武
家
政
は
歴
史
的
必
然
と
し
て
公

家
政
よ
り
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
も
は
や
可
逆
的
で
は
な
い
。
公
家
の

天
下
に
復
帰
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
、
の
み
な
ら
ず
そ
れ
は
既﹅

に﹅

望﹅

ま﹅

し﹅

く﹅

な﹅

い﹅

。
曰
く
、

問
。
時
有
て
公
家
の
天
下
に
か
へ
る
事
も
可
レ
有
か
。
云
。
中
〳
〵
か
へ
る

ま
じ
く
候
、
此
方
よ
り
あ
た
へ
給
ふ
共
末
つ
ゞ
き
申
ま
じ
く
候
、
昔
は
武
家

よ
り
御
気
遣
も
有
べ
き
事
な
る
が
、
今
は
何
の
用
心
も
な
き
御
事
也
、
是
を

も
っ
て
い
よ
〳
〵
位
を
位
に
立
て
尊
敬
し
給
ふ
が
日
本
の
為
に
て
、
又
将
軍

家
御
冥
加
の
た
め
也
。〔『
日
本
倫
理
彙
篇
』
第
一
巻
四
〇
〇
頁
〕

…
…

問
。
か
な
ら
ず
王
者
に
天
下
の
か
へ
る
ま
じ
き
と
は
、
如
何
な
る
道
理
侍
る

に
や
、
も
と
日
本
の
主
な
れ
ば
、
本
に
か
へ
り
ぬ
べ
き
こ
と
に
て
候
。
云
。

代
を
か
さ
ね
て
天
下
を
た
も
つ
は
天
の
廃
す
る
所
な
り
と
い
へ
り
、
然
れ
ど

も
王
者
は
天
神
の
御
子
孫
に
し
て
地
生
に
あ
ら
ず
、
こ
と
に
日
本
に
お
ゐ
て
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広
大
の
功
徳
を
は
し
ま
す
ゆ
へ
、
天
下
の
権
勢
を
ば
さ
り
給
ひ
て
や
わ
ら
か

に
し
て
上
に
お
は
し
ま
せ
ば
、
い
つ
ま
で
も
日
本
の
主
に
て
を
は
し
ま
す
道

理
に
て
侍
り
、
武
家
も
た
と
ひ
天
威
の
ゆ
る
し
有
と
も
、
み
づ
か
ら
王
と
成

て
は
む
づ
か
し
き
事
也
、
臣
と
し
て
摂
政
な
ど
の
心
に
て
天
下
を
知
給
ふ
は

心
易
き
事
也
、
何
た
る
無
分
別
の
人
有
て
王
と
は
成
給
ふ
べ
か
ら
ん
、
又
此

方
よ
り
か
へ
し
奉
ら
れ
て
も
末
つ
ゞ
き
申
ま
じ
き
と
申
事
は
、
後
醍
醐
の
帝

の
時
さ
へ
、
公
家
は
日
本
の
人
情
時
変
う
と
く
成
給
ひ
て
、
か
へ
り
た
る
天

下
を
失
ひ
給
へ
り
、
今
は
な
ほ
〳
〵
う
と
く
な
り
給
へ
ば
、
た

〔
マ
マ
〕

と
へ
か
へ
し

奉
り
給
ふ
と
も
、
や
が
て
乱
逆
出
来
て
本
ま
で
も
あ
や
う
か
る
べ
く
候
、
武

家
の
人
の
帝
位
に
上
り
給
は
ん
と
、
王
の
天
下
を
と
り
給
は
ん
と
は
、
共
に

無
分
別
た
る
べ
き
也
、（
集
義
和
書
巻
八
〔『
日
本
倫
理
彙
篇
』
第
一
巻
四
〇

二
―
三
頁
〕）

王
朝
時
代
の
政
治
＝
社
会
体
制
の
熱
烈
な
讃
美
者
た
る
蕃
山
は
こ
の
様
な
論
理
的

過
程
を
経
て
、
朝
廷
を
ば
「
や
は
ら
か
に
し
て
上
に
お
は
し
ま
す
」
所
の
、
君
臨

す
れ
ど
も
統
治
せ
ざ
る
地
位
に
置
く
封
建
制
の
肯
定
に
到
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

今
日
か
ら
そ
の
当
ら
ざ
る
点
を
指
摘
す
る
の
は
易
い
。
し
か
し
そ
れ
は
な
ん
ら
蕃

山
の
矛
盾
と
か
、
現
実
へ
の
止
む
な
き
屈
服
を
以
て
目
す
べ
き
で
は
な
く
、
近
世

勃
興
期
の
社
会
的
現
実
が
蕃
山
の
如
き
豊
か
な
歴
史
的
感
覚
を
濾
過
し
た
と
き
に

生
ず
る
で
あ
ら
う
最
も
蓋
然
的
な
帰
結
で
あ
っ
た
。

（
な
ほ
、
排
仏
論
、
寺
請
制
批
判

(
)等

）
15

以
上
、
蕃
山
の
政
治
思
想
に
於
け
る
特
徴
的
な
も
の
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
な

ほ
こ
の
ほ
か
断
片
的
に
注
目
す
べ
き
見
解
が
多
い
が
今
は
そ
の
一
々
を
紹
介
す
る

こ
と
は
省
く
。
た
ゞ
最
後
に
蕃
山
の
論
述
の
少
か
ら
ざ
る
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
所

の
排
仏
論
に
つ
い
て
一
言
し
て
置
か
う
。
そ
れ
は
論
述
の
広
汎
な
る
こ
と
と
論
旨

の
鋭
利
な
点
に
於
て
徳
川
時
代
を
通
じ
て
の
排
仏
論
の
中
で
も
代
表
的
な
も
の
の

一
つ
で
あ
る
。
ま
づ
理
論
的
部
面
に
於
け
る
仏
教
批
判
に
於
て
は
、
そ
れ
が
畢
竟

出
世
間
的
な
迷
信
で
、
人
倫
を
破
る
と
い
ふ
様
な
常
套
的
な
論
述
の
ほ
か
に
、
仏

教
を
以
て
キ
リ
シ
タ
ン
の
思
想
的
温
床
と
な
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
彼
に
よ
れ

ば
キ
リ
シ
タ
ン
の
蔓
延
は
一
、
思
想
的
昏
迷
（
人
心
の
ま
よ
ひ
）
と
、
二
、
民
衆

の
経
済
的
窮
迫
の
二
者
に
根
據
が
あ
る
。
仏
教
は
ま
づ
後
生
の
す
ゝ
め
を
説
く
こ

と
に
よ
っ
て
切
支
丹
の
先
達
と
な
る
。

〔
マ
マ
〕

仏
法
は
後
世
と
い
ふ
偽
を
信
じ
、
其
迷
の
心
を
本
と
し
て
吉
利
支
丹
も
起
り

候
へ
ば
、
吉
利
支
丹
の
ひ
き
入
は
、
仏
法
に
て
侍
り
（
外
書
巻
二
〔『
全
集
』

第
二
冊
二
六
頁
〕）

そ
の
際
後
生
を
説
く
理
論
と
実
践
に
於
て
切
支
丹
は
仏
教
よ
り
も
卓
越
し
て
ゐ
る

か
ら
到
底
切
支
丹

〔
マ
マ
〕

の
浸
入
を
仏
教
を
以
て
防
ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
。
し
か
も
仏
教

は
人
心
を
迷
は
せ
る
事
に
よ
っ
て
直
接
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
先
達
と
な
る
ば
か
り
で

な
い
。
そ
れ
は
民
衆
の
経
済
的
窮
迫
を
助
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
に
も
そ
の

温
床
と
な
る
。

こ
こ
か
ら
し
て
彼
の
批
判
は
仏
教
理
論
そ
の
も
の
よ
り
も
仏
教
の
社
会
的
な
あ

り
か
た
、
換
言
す
れ
ば
社
会
的
存
在
と
し
て
の
僧
侶
や
教
団
の
批
判
に
移
っ
て
行

く
。
彼
の
排
仏
論
の
重
点
は
こ
こ
に
あ
る
。
仏
教
の
理
論
的
批
判
に
於
て
彼
は
さ

ほ
ど
徹
底
も
し
な
か
っ
た
し
、
む
し
ろ
禅
宗
な
ど
は
、
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む
づ
か
し
き
事
な
く
易
簡
に
を
し
へ
て
、
し
か
も
悟
り
と
て
、
さ
の
み
後
生

の
地
獄
に
か
ゝ
は
ら
ず
。
こ
れ
文
明
の
時
に
あ
へ
り

と
し
て
容
認
し
さ
へ
し
た
。
ま
た
彼
の
歴
史
意
識
は
仏
教
が
我
国
の
思
想
界
に

も
っ
た
巨
大
な
影
響
に
対
し
て
目
を
そ
む
け
し
め
ず
、
前
述
の
如
く
、
仏
教
が
む

し
ろ
儒
教
よ
り
も
我
が
風
土
に
適
合
し
て
ゐ
る
事
を
認
め
た
。
し
か
し
、
さ
う
し

た
適
合
性
に
も
か
ゝ
は
ら
ず
、
い
な
ま
さ
に
そ
の
適
合
性
の
故
に
仏
教

〔
マ
マ
〕

が
勃
大
な

世
俗
的
勢
力
と
し
て
発
展
し
、田
畠
を
潰
し
て
寺
院
を
濫
立
し
、そ
こ
に
お
び
た
ゞ

し
い
数
の
僧
侶
が
ま
ぎ
れ
も
な
き
遊
民
と
し
て
腐
敗
堕
落
の
生
活
を
営
む
に
至
っ

た
現
実
の
情
勢
は
無
為
徒
食
を
排
し
農
兵
を
理
想
と
す
る
彼
の
眼
に
は
堪
え
難
い

も
の
と
映
じ
た
。
か
う
し
た
意
味
で
の
彼
の
僧
侶
＝
教
団
の
批
判
は
痛
烈
を
極
め

て
ゐ
る
。

さ
う
し
て
彼
の
か
う
し
た
社
会
的
見
地
か
ら
の
仏
教
批
判
は
寺
請
制
度
の
批
判

に
ま
で
熱[カ

]し
て
行
っ
た
。

今
の
寺
請
は
何
の
用
ニ

も
た
ゝ
ず
、
事
外
成
国
々
の
費
也
。
…
…
其
上
此

吉
利
支
丹
請
に
て
、
不
義
無
道
の
出
家
浸

ハ
ビ
コ
リ

、
仏
法
の
実
は
亡
び
た
る
と
い

へ
り
。（
大
学
或
問
下
〔『
全
集
』
第
三
冊
三
三
―
三
四
頁
〕）

ま
た
、
我
国
に
キ
リ
シ
タ
ン
問
題
が
あ
り
、
支
那
に
そ
れ
が
な
い
理
由
を
以
て
、

一
に
、
支
那
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
の
法
が
な
く
て
も
、
聖
賢
の
国
だ
か
ら
人
心

の
迷
ひ
が
な
い
た
め
と
、
二
に
農
兵
制
で
民
衆
の
困
窮
が
さ
ほ
ど
甚
し
く
な
い
た

め
、
に
帰
し
て
ゐ
る
（
集
義
外
書
巻
八
の
終
、
同
趣
旨
、
大
学
或
問
下
）。
事
実
認

識
と
し
て
は
全
く
誤
っ
て
ゐ
る
が
、
と
も
か
く
、
農
兵
制
に
対
す
る
蕃
山
の
態
度

は
こ
こ
に
も
現
は
れ
て
ゐ
る
。

ｂ
、
貝
原
益
軒

益
軒

名
は
篤
信
、
字
名
は
子
誠
、
損
軒
と
号
し
又
益
軒
と
号
し
た
。
寛
永
七

年
福
岡
に
生
れ
た
。
父
利
貞
は
黒
田
家
の
家
臣
で
、
医
術
の
心
得
が
あ
り
、
ま
た

学
を
好
ん
だ
。
又
益
軒
の
兄
（
次
兄
）
存
斎
も
医
を
修
め
に
京
都
に
遊
学
し
傍
ら

経
学
に
つ
い
て
も
一
か
ど
の
教
養
を
積
ん
で
ゐ
た
。
益
軒
は
か
う
し
た
好
学
の
家

に
育
ち
、
早
く
か
ら
学
問
的
雰
囲
気
に
浸
る
こ
と
が
出
来
た
。
彼
の
一
生
を
通
じ

て
倦
む
こ
と
な
か
っ
た
学
問
的
精
進
は
、
こ
の
様
な
家
庭
的
環
境
に
負
ふ
と
こ
ろ

が
多
い
。
し
か
し
彼
の
少
年
時
代
は
決
し
て
生
活
に
め
ぐ
ま
れ
て
ゐ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
幼
時
に
父
利
貞
は
一
時
禄
を
失
っ
て
浪
人
し
て
ゐ
た
し
（
二
才
―
八

才
）、
彼
自
身
も
十
九
才
に
し
て
黒
田
侯
（
忠
之
）
に
仕
へ
た
が
、
ま
も
な
く
禄
を

取
上
げ
ら
れ
、
貧
窮
の
裡
に
人
と
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
是
は
か
へ
っ
て
彼
の
刻
苦

勉
励
へ
の
刺
戟
と
な
り
、
や
が
て
二
十
六
才
に
し
て
江
戸
に
上
っ
て
、
そ
こ
で
剃

髪
し
て
、正
式
に
医
と
し
て
立
つ
事
に
な
っ
た
。
そ
の
間
、江
戸
の
御[カ

]家
中
と
交
っ

て
、
彼
の
学
名
は
漸
く
藩
に
も
広
ま
り
、
翌
年
帰
郷
し
た
時
に
黒
田
光
之
侯
に
召

し
出
さ
れ
、
更
に
そ
の
翌
年
二
十
八
才
に
し
て
京
都
遊
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
れ

か
ら
三
十
七
、
八
才
に
至
る
ま
で
、
数
回
上
京
し
て
、
木
下
順
庵
、
山
崎
闇
斎
、

松
永
尺セ

キ

五
、
伊
藤
仁
斎
等
人
材
並
び
競
ふ
京
都
の
学
界
の
空
気
に
接
し
、
こ
の
間

ま
す
〳
〵
研
鑽
に
つ
と
め
、
三
十
九
才
に
し
て
、
遂
に
医
を
廃
し
て
、
純
然
た
る

儒
臣
と
し
て
黒
田
家
に
仕
へ
、
以
後
は
、
正
徳
四
年
、
八
十
五
才
に
し
て
卒
す
る

ま
で
、
き
は
め
て
静
謐[カ

]な
学
者
的
生
活
を
送
っ
た
。
現
今
世
に
知
ら
れ
て
ゐ
る
彼

の
著
は
、
初
学
知
要
、
自
娯
集
、
大
和
本
草
、
慎
思
録
・
大
疑
録
、
諸
訓
（（
十
訓
）
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文
訓
武
訓
、
神
祇
訓
、
初
学
訓
、
五
常
訓
、
家
道
訓
、
君
子
訓
、
楽
訓
、
和
俗
童

子
訓
、
養
生
訓
、
大
和
俗
訓
）
を
は
じ
め
、
い
づ
れ
も
こ
の
晩
年
の
著
で
あ
る
。

幼
年
時
代
の
困
苦
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
概
し
て
い
へ
ば
益
軒
の
一
生
〔
は
〕
平

穏
無
事
な
学
究
の
そ
れ
で
あ
り
、
こ
の
点
、
波
瀾
万
丈
の
蕃
山
の
生
涯
と
対
蹠
的

な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
。
性
格
か
ら
い
っ
て
も
、
蕃
山
は
柔
和
な
外
貌
の
中
に
激

し
い
情
熱
を
秘
め
、
天
下
国
家
を
救
は
ず
ん
ば
止
ま
ず
と
い
っ
た
烈
々
た
る
気
概

と
よ
き
意
味
で
の
政
治
的
野
心
を
終
始
失
は
な
か
っ
た
が
、
益
軒
は
あ
く
ま
で
、

温
厚
篤
実
、
円
満
玲
瓏
（
益
軒
の
逸
話
）
な
る
君
子
で
あ
り
、
そ
の
関
心
も
政
治

的
な
も
の
よ
り
は
む
し
ろ
、
自
己
の
周
囲
の
日
常
的
な
社
会
と
自
然
（
本
草
学
）

に
よ
り
多
く
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
。

(
)イ、

益
軒
の
思
想
概
観

16
蕃
山
と
並
ん
で
益
軒
を
徳
川
初
期
の
自
由
思
想
家
に
数
へ
る
こ
と
は
少
か
ら
ざ

る
留
保
を
必
要
と
す
る
。
蕃
山
が
朱
王
両
家
に
対
し
て
取
っ
た
き
は
め
て
融
通
無

碍[カ
]な

自
主
的
態
度
に
比
す
れ
ば
、益
軒
の
朱
子
へ
の
依
存
は
は
る
か
に
大
で
あ
る
。

益
軒
は
初
め
京
都
遊
学
の
頃
陸
王
の
学
を
好
ん
だ
と
い
ふ
が
、
三
十
六
七
歳
以
後

決
定
的
に
朱
子
学
に
帰
し
た
。
周
知
の
様
に
彼
は
晩
年
に
「
大
疑
録
」
を
著
し
て

朱
子
学
の
哲
学
的
基
礎
に
対
し
て
重
大
な
疑
問
を
投
ず
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
は

彼
の
意
図
で
は
あ
く
ま
で
朱
子
学
の
一
局
部
へ
の
疑
問
に
と
ゞ
ま
り
、
朱
子
学
全

体
へ
の
彼
の
信
憑イ

は
依
然
と
し
て
変
ら
な
〔
か
〕
っ
た
。
し
か
も
そ
の
程
度
の
問

題
提
起
す
ら
彼
に
と
っ
て
は
絶
大
の
思
想
的
苦
悩
を
要
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
大

疑
録
自
身
が
益
軒
の
朱
子
へ
の
依
存
が
い
か
に
深
か
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ

る
。
太
宰
春
台
が
大
疑
録
を
評
し
て
、

損
軒
先
生
、
程
朱
の
道
を
信
ず
る
や
斯
の
如
く
そ
れ
篤
し
。
而
し
て
之
を
疑

ふ
や
斯
の
如
く
そ
れ
大
な
り

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
よ
く
こ
の
逆
説
的
真
理
を
表
現
し
て
ゐ
る

(
)

。」17

に
も
拘
ら
ず
、
益
軒
は
終
始
学
問
の
党
派
化
と
ド
グ
マ
化
を
強
く
排
撃
し
、
ま

た
異
学
に
対
す
る
寛
容
を
極
力
主
張
し
た
点
に
於
て
ま
さ
に
蕃
山
と
軌
を
一
に
す

る
。
彼
は
京
都
遊
学
の
際
、
学
者
が
各
々
門
戸
を
張
っ
て
徒
党
化
し
、
互
に
他
党

を
罵
倒
し
て
ゐ
る
状
況
を
眼
の
あ
た
り
見
て
甚
し
い
厭
悪
を
感
じ
た
。
五
井
持
軒

に
与
へ
た
手
紙
の
一
節
に
は
彼
の
さ
う
し
た
印
象
が
典
型
的
に
示
さ
れ
て
居
り
、

彼
の
学
風
の
特
徴
を
よ
く
窺
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
曰
く
、

総
て
京
都
学
者
の
風
俗
不
好
候
。
各
比
党
候
上
、
一
己
の
見
を
立
て
候
て

…
…
我
を
立
て
た
る
ま
で
と
見
え
申
候
、山
崎
氏
傲
慢
驕
誇
の
人
に
て
候
を
、

其
徒
其
尤
に
俲
ひ
候
て
、
誇
高
妄
議
二
古
人
一
且
遍
非
二
今
世
一
、
只
我
而
已
、

自
好
自
誇
申
候
、
伊
藤
氏
門
人
、
亦
阿
二
其
所
一
レ
好
、
妄
議
二
先
正
一
、
方
不

レ
知
二
其
量
一
と
聞
え
申
候
。
又
別
に
一
派
朱
学
の
徒
は
、
是
れ
亦
自
か
ら
是

と
し
、好
二
名
誉
一
背
二
風
俗
一
候
て
、人
の
耳
目
を
驚
か
し
申
、至[過

]当
の
事
色
々

有
之
候
。
…
…
山
崎
、
伊
藤
其
外
当
時
の
朱
学
者

〔

マ

マ

〕

な
ど
の
学
も
皆
訓
詁

の
学
、

〔
マ
マ
〕

好
名
の
徒
に
て
、
非
レ
為
レ
知
レ
道
候
。
…
…
為メ

ニレ
道ノ

に
仕
候
学
に
は
人

我
に
私
己[カ

]と
有
二
御
座
一
間
敷
候
、
道
理
と
申
物
は
無
偏
無
党
に
て
平
生
公

〔
マ
マ
〕

共

の
事
に
て
候

（
固
陋
拘
迫

〔
カ
〕

闇
斎
派
批
判
）

か
や
う
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
学
派
的
拘
束
を
忌
み
、
異
学
に
対
す
る
寛
容
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を
す
ゝ
め
学
問
に
於
け
る
懐
疑
及
学
説
の
変
化
（
慎
思
録
、
瀧
川
〔
政
次
郎
解
題

『
近
世
社
会
経
済
学
説
大
系

貝
原
益
軒
集
』（
誠
文
堂
新
光
社
、一
九
三
六
年
）〕、

二
〇
七
頁
）
の
意
義
を
説
く
益
軒
の
「
朱
子
学
」
は
、
も
は
や
か
の
偏
狭
に
し
て

狂
信
的
な
闇
斎
的
朱
子
学
と
は
同
一
に
語
り
え
な
い
。
と
共
に
ま
さ
に
こ
の
同
じ

党
派
化
＝
ド
グ
マ
化
に
対
す
る
彼
の
強
い
反
情
、
そ
の
反
面
自
己
の
立
場
に
対
す

る
あ
く
ま
で
謙
虚
な
内
省
的
態
度
こ
そ
、
彼
が
朱
子
学
に
対
す
る
疑
惑
を
遂
に
最

後
ま
で
疑
惑
と
し
て
と
ゞ
め
て
古
学
派
の
如
く
、
独
自
の
積
極
的
体
系
を
構
成
す

る
に
至
ら
な
か
っ
た
内
面
的
理
由
で
あ
る
。
益
軒
を
蕃
山
と
共
に
自
由
思
想
家
に

属
せ
し
め
る
所
以
は
、
彼
の
思
想
内
容
よ
り
も
む
し
ろ
か
う
し
た
学
問
的
態
度
に

あ
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
思
想
内
容
の
独
創
性
と
い
ふ
点
で
は
、
益
軒
は
蕃
山
に
は
る
か
に
及
ば

な
い
。
益
軒
の
著
作
の
大
部
分
は
朱
子
学
体
系
の
平
俗
な
解
説
に
よ
っ
て
占
め
ら

れ
て
ゐ
る
（
い
は
ゆ
る
・
・
訓
）。
益
軒
は
朱
子
学
の
哲
学
な
り
倫
理
学
な
り
政
治

思
想
な
り
を
、何
人
に
も
近
づ
き
安
い
和
文
で
平
易
に
解
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宋
学
の
一
般
的
普
及
に
対
し
実
に
巨
大
な
貢
献
を
し
た
。
彼
は
恐
ら
く
近
世
を
通

じ
て
の
最
大
の
影
響
力
を
持
っ
た
民
衆
教
育
家
の
一
人
で
あ
ら
う
。
朱
子
学
の
考

へ
方
が
最
大
限
に
く
だ
い
た
、
現
実
化
さ
れ
た
形
態
で
説
か
れ
て
ゐ
る
限
り
に
於

て
、
そ
こ
に
は
徳
川
封
建
社
会
の
構
造
に
対
す
る
朱
子
学
的
思
惟
構
成
の
適
応
性

が
最
も
鮮
明
に
浮
び
出
て
ゐ
る
（
吾
々
が
初
期
朱
子
学
の
政
治
思
想
、
例
へ
ば
職

分
論
と
か
仁
政
主
義
と
か
を
彼
の
著
作
か
ら
引
用
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
）。

し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
儒
教
の
現
実
化
を
極
限
ま
で
押
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

儒
教
の
基
底
に
横
は
る
支
那
的
特
殊
性
と
日
本
の
歴
史
的
特
殊
性
と
の
蔽
ふ
べ
か

ら
ざ
る
ギ
ャ
ッ
プ
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
自
己
の
思
想
的

持
駒
だ
け
で
無
理
に
や
り
く
り
し
、
そ
れ
で
處
理
出
来
な
い
現
実
は
ネ
グ
レ
ク
ト

す
る
と
い
ふ
様
な
行
き
方
は
到
底
彼
の
鋭
い
学
問
的
良
心
の
許
容
す
る
と
こ
ろ
で

は
な
い
。
益
軒
は
一
方
範
疇
的
拘
束
を
受
け
な
い
虚
心
の
観
察
に
よ
っ
て
我
が
国

民
、
国
土
の
特
殊
性
の
実
証
的
研
究
を
な
す
と
共
に
、
他
方
、
そ
の
特
殊
性
を
ば

い
か
に
、
彼
の
普
遍
妥
当
的
真
理
と
見
た
儒
教
的
範
疇
の
中
に
包
摂
す
る
か
に
苦

慮
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
さ
に
蕃
山
に
も
解
決
を
迫
っ
た
問
題
に
ほ
か

な
ら
ぬ
。
さ
う
し
て
益
軒
は
こ
の
解
決
の
方
向
を
奇
し
く
も
蕃
山
と
同
じ
く
、
道

と
法
の
区
別
及
関
係
の
う
ち
に
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
大
和
俗
訓
巻
之

七
に
い
ふ
。

五
倫
五
常
の
道
は
、
古
今
和
漢
同
じ
。
若
時
に
よ
り
所
に
よ
り
て
か
は
ら
ば

誠
の
道
に
あ
ら
ず
。
法
は
時
に
よ
り
所
に
よ
り
て
よ
ろ
し
き
と
宜
し
か
ら
ざ

る
こ
と
あ
る
ゆ
へ
に
、
古
今
和
漢
異
な
り
。
そ
の
国
の
礼
法
に
そ
む
く
べ
か

ら
ず
。
国
法
に
そ
む
き
て
、
古
の
礼
法
を
行
ふ
は
道
に
そ
む
け
り
。
但
古
の

礼
法
の
中
に
、
国
法
に
背
か
ず
し
て
、
今
の
世
に
行
ひ
て
宜
し
き
こ
と
は
行

ふ
べ
し
。
も
ろ
こ
し
の
古
の
礼
法
あ
り
と
て
今
の
世
の
時
宜
に
か
な
は
ず
ば

行
ふ
べ
か
ら
ず
（
大
和
俗
訓
巻
之
七
〔『
益
軒
全

(
)集

』
巻
之
三
、
一
三
九
頁
〕）

18

同
様
の
論
理
を
彼
は
慎
思
録
・
神
祇
訓
等
各
所
で
反
覆
展
開
し
て
ゐ
る
。
こ
こ
に

於
て
も
蕃
山
の
場
合
と
同
じ
く
五
倫
五
常
の
自
然
法
的
性
格
は
固
く
維
持
さ
れ
て

ゐ
る
。
い
な
、
益
軒
ほ
ど
儒
教
道
徳
の
自
然
法
的
性
格
を
ば
不
抜
の
信
念
を
も
っ

て
反
覆
力
説
し
た
も
の
は
少
い
（
○例
天
道
）。
し
か
し
彼
が
儒
教
の
基
本
道
徳
に

内
在
す
る
普
遍
性
を
信
ず
れ
ば
信
ず
る
程
、
ま
す
〳
〵
彼
は
儒
教
の
教
説
に
ま
つ
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は
る
歴
史
的
特
殊
的
側
面
を
ば
道
か
ら
区
別
さ
れ
た
「
法
」
と
し
て
、
厳
密
に
取

り
除
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
か
う
し
て
彼
は
あ
れ
程
朱
子
学

を
尊
崇
し
、
ま
さ
に
勃
興
し
つ
ゝ
あ
っ
た
古
学
を
あ
れ
程
厭
悪
し
な
が
ら
、
宋
学

に
潜
在
す
る
公
式
的
合
理
主
義
に
対
す
る
闘
争
に
於
て
蕃
山
・
仁
斎
・
徂
徠
と
完

全
に
共
同
の
陣
営
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
時
代
的
＝
風
土
的
特
殊
性
の

重
視
は
、
益
軒
を
盲
目
的
な
支
那
的
風
習
の
模
倣
の
反
省
、
従
っ
て
日
本
の
歴
史

的
現
実
に
対
す
る
豊
か
な
観
察
へ
と
導
き
、
そ
れ
は
ま
た
や
が
て
日
本
国
民
性
の

実
証
的
比
較
史
的
考
察
へ
と
発
展
し
て
行
く
。
次
に
さ
う
し
た
例
を
、
二
、
三
挙

げ
よ
う
。

ま
づ
聖
人
の
法
乃
至
支
那
的
風
習
の
日
本
へ
の
公
式
的
適
用
を
排
す
る
例
。

一
、
三
年
の
喪
（
こ
れ
は
蕃
山
も
共
通
）、
其
他
冠
婚
喪
祭
、
井
田
法

二
、
官
地
姓
名
の
書
き
方
。

綱
常
倫
理
は
天
下
の
常
経
な
り
。
万
世
に
亘
り
四
夷
に
通
じ
て
変
易
す
べ
か

ら
ず
。
夫
の
礼
法
制
度
の
如
き
は
古
今
宜
を
異
に
し
華
夷
俗
を
殊
に
し
時
に

随
ひ
處
に
随
て
相
同
じ
か
ら
ざ
る
は
自
然
の
理
な
り
。
故
に
天
下
の
事
固
よ

り
古
に
行
ふ
べ
く
し
て
復
た
今
に
行
ふ
べ
き
者
あ
り
、
又
古
に
行
ふ
べ
く
し

て
今
に
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
、
中
華
に
行
ふ
べ
く
し
て
復
た
本
邦
に
行

ふ
べ
き
者
あ
り
、中
華
に
行
ふ
べ
く
し
て
本
邦
に
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
り
。

古
今
華
夷
の
宜
を
異
に
す
る
此
の
如
し
。
…
…
苟
も
時
俗
土
地
の
宜
と
す
る

所
を
測
ら
ず
妄
り
に
中
華
の
古
礼
を
執
て
之
を
本
邦
の
今
世
に
行
は
ん
と
欲

す
る
は
、
譬
へ
ば
舟
車
の
宜
を
水
陸
に
異
に
し
、
裘
葛
の
用
を
冬
夏
に
殊
に

す
る
を
知
ら
ざ
る
が
如
し
。
固
陋
の
甚
し
き
な
り
。
是
れ
道
の
行
は
れ
難
き

所
以
な
り
（
慎
思
録
巻
三
〔『
近
世
社
会
経
済
学
説
大
系

貝
原
益
軒
集
』
二

二
八
頁
〕）

五
倫
の
道
五
常
の
理
は
か
ら
や
ま
と
古
今
同
じ
。
若
五
常
に
背
き
、
人
倫
を

は
な
れ
て
は
、
天
地
人
の
道
に
あ
ら
ず
。
凡
天
下
古
今
の
間
、
道
有
法
有
。

道
は
五
常
の
性
に
随
ひ
て
、
五
倫
を
厚
く
す
る
、
是
道
な
り
。
此
道
は
天
下

古
今
か
ら
や
ま
と
お
な
じ
。
法
は
冠
婚
葬
祭
の
礼
、
進
退
坐
立
の
則
也
。
是

古
今
の
時
宜
に
よ
り
土
地
の
俗
に
随
ひ
て
お
な
じ
か
ら
ず
。
か
ら
の
法
を
日

本
に
行
ふ
を
、
聖
人
の
道
と
思
ふ
は
愚
な
り
。（
神
祇
訓
〔『
全
集
』
巻
之
三
、

六
四
四
頁
〕）

近
来
、
我
が
国
の
官
爵
を
書
く
の
に
本
朝
の
官
制
に
據
ら
ず
に
、
中
華
の
官
号

を
用
ひ
て
書
く
も
の
が
少
く
な
い
が
、
之
は
不
可
で
あ
る
。
元
来
、
中
華
の
官
制

は
時
代
に
随
て
沿
革
が
あ
り
、
官
名
の
如
き
も
皆
古
制
を
用
ひ
ず
時
宜
に
随
っ
て

一
王
の
法
を
立
て
ゝ
ゐ
る
の
で
あ
る
。

況
や
我
邦
古
昔
朝
廷
の
官
を
立
つ
る
や
、
中
華
の
制
に
法
倣か

う

す
と
雖
も
、
然

も
本
朝
別
に
自
か
ら
官
制
あ
り
て
悉
く
は
唐
制
に
因
ら
ず
、
亦
風
俗
土
宜
の

中
華
と
異
る
あ
る
を
以
て
な
り
（
自
娯
集
巻
三

本
邦
書
二
官
地
姓
名
一
辨

〔『
全
集
』
巻
之
二
、
二
二
九
頁
〕）

然
る
に
好
ん
で
異
朝
の
官
位
を
書
し
て
典
雅
を
誇
る
が
如
き
は
、
徒
ら
に
奇
異
を

好
む
者
で
む
し
ろ
卑
陋
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
姓
氏
地
名
等
を
支
那
流
―
―

し
か
も
誤
解
さ
れ
た
支
那
流
―
―
に
変
更
し
て
得
々
た
る
如
き
も
同
様
で
あ
る
。

（
和
州
／
加
州
と
州
を
つ
け
る
事
（
支
那
で
は
漢
以
後
）。
ま
た
、
丹
波
を
丹
陽
と
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い
ひ
、
長
崎
を
岐
陽
と
い
ふ
風
に
陽
の
字
を
つ
け
る
の
も
お
か
し
い
。
陽
は
河
北

山
南
の
謂
で
咸
陽
漢
陽
等
是
で
あ
る
。）

日
本
国
民
性
論
と
し
て
は
自
娯
集
中
に
あ
る
本
邦
七
美
説
が
代
表
的
な
も
の
で

あ
る
。
益
軒
の
日
本
観
が
窺
ひ
え
て
興
味
深
い
し
、
種
々
の
問
題
を
含
ん
で
ゐ
る

か
ら
、
そ
の
概
略
を
の
べ
よ
う
。

（
本
邦
七
美
説
（
自
娯
集
〔『
全
集
』
巻
之
二
、
二
〇
一
頁
以
下
〕）

第
一
は
時
気
正
な
る
こ
と
。
外
国
は
南
北
に
偏
し
て
ゐ
る
も
の
が
多
く
、
た
め

に
夏
ば
か
り
で
冬
が
な
か
っ
た
り
、
冬
ば
か
り
で
夏
が
な
か
っ
た
り
、
気
候
不
順

で
あ
る
。
我
国
と
中
華
と
は
南
北
の
中
間
に
位
し
て
偏
ら
な
い
か
ら
、
四
季
の
運

行
が
平
衡
を
え
て
ゐ
る
。

第
二
は
穀
食
の
美
な
る
こ
と
。
気
候
に
め
ぐ
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
五
穀
悉
く
実

り
、
其
他
野
菜
・
果
物
・
海
藻
鳥
獣
魚
介
の
類
、
凡
そ
人
の
口
に
入
る
べ
き
も
の

で
産
し
な
い
も
の
は
な
い
。
自
分
は
嘗
て
長
崎
で
貿
易
商
人
か
ら
次
の
様
な
言
を

聞
い
た
。

私
は
何
度
も
諸
外
国
に
行
っ
て
色
々
見
聞
し
て
ゐ
る
が
、
支
那
の
様
に
四
夷

に
ぬ
き
ん
で
衆
美
を
輯
め
た
国
で
も
米
と
酒
の
味
だ
け
は
到
底
我
国
の
濃
厚

芳
美
な
る
に
及
ば
な
い
。
他
の
諸
国
に
至
っ
て
は
論
外
で
あ
る
と
。

し
て
み
る
と
日
本
の
米
と
酒
は
宇
宙
第
一
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。

第
三
に
器
服
備
は
れ
る
こ
と
。
我
国
に
は
桑
麻
棉
漆
松
柏
檜
桐
等
、
国
民
の
衣

住
日
用
に
供
す
べ
き
資
源
が
豊
富
で
あ
り
、
ま
た
古
来
器
物
工
芸
品
の
精
巧
な
る

こ
と
諸
夷
に
遙
か
に
優
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も
長
崎
港
を
通
じ
て
諸
外
国
の
名
産
は

悉
く
集
っ
て
来
る
の
で
、
衣
服
器
械
の
備
は
ら
ぬ
も
の
は
な
い
。

第
四
は
風
俗
の
美
な
る
こ
と
。
支
那
も
唐
虞
三
代
の
所
謂
聖
人
の
世
は
、
政
教

風
化
の
美
な
る
こ
と
、
到
底
外
の
国
の
及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
春

秋
戦
国
の
時
か
ら
し
て
、
臣
子
に
し
て
君
父
を
弑
す
る
者
が
往
々
現
は
れ
、
況
ん

や
秦
漢
以
後
の
時
代
は
道
全
く
失
は
れ
、
幾
多
残
忍
酷
薄
、
大
逆
無
道
の
事
件
が

相
継
い
で
ゐ
る
。
其
他
の
諸
外
国
は
い
ふ
に
足
ら
ぬ
。
反
之
、
我
国
の
風
俗
は
昔

か
ら
礼
あ
っ
て
乱
れ
ず
、
忠
臣
節
義
の
士
相
継
い
で
現
れ
、
人
情
に
篤
い
。
之
を

君
子
国
と
称
す
る
の
も
宜
で
は
な
い
か
。〔「
〕
か
つ
、
皇
統
百
世
を
経
て
上
に
絶

え
ず
、
神
器
後
代
に
至
り
て
下
に
移
ら
ず
。」
是
は
我
国
の
長
ず
る
所
以
で
華
夏
と

い
へ
ど
も
及
ば
ぬ
点
で
あ
る
。

第﹅

五﹅

は﹅

法
律
の
厳
な
る
こ
と
で
あ
る
。
外
国
の
中
に
は
酋
長
の
な
い
も
の
が
多

い
。
ま
た
あ
っ
て
も
政
令
厳
な
ら
ず
、
従
っ
て
国
の
秩
序
が
放
漫
で
民
衆
が
安
居

す
る
事
が
出
来
な
い
。
本
邦
の
如
き
は
法
制
厳
正
で
禁
令
は
あ
く
ま
で
遂
行
さ
れ

る
の
で
、
庶
民
に
争
奪
の
患
が
な
い
。

第﹅

六﹅

は﹅

外
侮
を
受
け
た
事
の
な
い
こ
と
。
古
来
、
支
那
は
蛮
夷
の
侵
略
を
絶
え

ず
蒙
っ
て
現
在
に
至
っ
て
ゐ
る
。
夏
に
は
鬼
方
が
あ
っ
た
。
殷
に
は
獯
鬻

ク
ン
イ
ク

が
あ
っ

た
。
周
に
は
玁
狁

ケ
ン
イ
ン

が
、
漢
に
は
匈
奴
が
、
唐
に
は
突
厥

ト
ツ
ケ
ツ

が
、
宋
に
は
契
丹
が
、
明

に
は
韃
子
が
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
今
や
清
が
中
華
を
侵
奪
し
て
明
の
皇
胤
は
絶
え

て
し
ま
っ
た
。
中
華
の
如
き
強
大
国
で
も
か
く
の
如
く
外
患
が
あ
る
。
況
や
他
の

小
国
は
全
く
弱
肉
強
食
の
犠
牲
と
な
っ
て
ゐ
る
。
本
邦
は
古
来
国
家
に
武
備
が
あ

り
、
士
民
は
驍
勇
に
し
て
、
そ
の
勢
は
異
域
に
ひ
ゞ
き
渡
っ
て
ゐ
る
。
し
か
も
島

国
で
地
勢
が
隔
絶
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
有
利
さ
が
加
は
っ
て
、
古
来
外
国
に
冒
さ
れ
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た
事
が
な
い
。
さ
き
に
蒙
古
が
来
襲
し
て
、
我
国
を
覬
覦
し
た
時
も
結
局
失
敗
し

て
ゐ
る
。

第﹅

七﹅

に﹅

は﹅

文
字
に
通
じ
て
ゐ
る
こ
と
。
諸
夷
の
中
中
華
の
文
字
即
ち
漢
字
に
通

じ
て
ゐ
る
国
は
非
常
に
稀
で
、
そ
の
た
め
に
経
伝
を
知
ら
ず
、
名
教
に
も
浴
さ
ず

に
邪
術
に
陥
る
国
が
多
い
。
我
国
は
古
来
中
華
と
交
通
が
あ
っ
た
の
で
経
伝
群
書

が
皆
伝
は
っ
た
。

以
上
の
七
点
は
皆
本
邦
の
諸
蕃
に
優
る
所
以
で
あ
る
と
す
る
。」

（
第

回
）

し
か
し
他
方
益
軒
は
最
後
に
我
国
の
欠
点
を
附
加
し
て
注
意
を
喚
起
し
て
ゐ

る
。
そ
れ
は
我
国
が
古
か
ら
武
事
は
習
ふ
が
文
の
方
を
と
か
く
お
ろ
そ
か
に
す
る

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
古
道
に
暗
い
こ
と
を
恥
と
せ
ず
、
文
章
を
書
い

て
も
、
文
理
を
な
さ
な
い
様
な
事
に
な
る
。
古
来
文
学
の
士
は
あ
る
が
そ
の
作
は

拙
陋
な
る
も
の
が
多
い
。
し
か
し
近
時
文
明
の
化
が
既
に
兆
し
人
文
ま
さ
に
開
け

ん
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、文
教
の
興
隆
は
将
来
に
期
し
て
待
つ
べ
き
も
の
が
あ
ら
う
、

と
い
っ
て
ゐ
る
（
自
娯
集
巻
之
二
、
本
邦
七
美
説
（
五
常
訓
巻
一
〔『
全
集
』
巻
之

三
、
二
四
三
頁
〕
に
も
同
趣
旨
あ
り
））。

同
じ
自
娯
集
の
中
の
国
俗
論
に
も
ま
た
日
本
と
支
那
を
比
較
し
て
、
興
味
あ
る

批
判
を
展
開
し
て
ゐ
る
。
曰
く
、

本
邦
風
俗
本
と
自
ら
淳
美
に
し
て
華
夏
に
超
軼イ

ツ

す
る
者
亦
多
し
。
節
義
驍
勇

廉
恥
の
類
の
如
き
是
な
り
。
…
…
恨
む
ら
く
は
中
葉
以
降
学
校
の
教
以
て
民

俗
を
変
易
す
る
な
し
。
是
故
に
其
才
行
華
夏
に
及
ば
ざ
る
も
の
甚
だ
多
し
。

其
中
最
も
及
ば
ざ
る
所
の
者
は
諫﹅

諍﹅

と
文﹅

学﹅

と
の
み
。〔『
全
集
』
巻
之
二
、

二
〇
四
頁
〕

と
し
、
文
学
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
所
と
大
同
小
異
の
論
を
し
て
ゐ
る
。
諫
諍
に

つ
い
て
は

（
蓋
し
中
華
の
人
臣
、
其
君
を
諌
む
る
に
方
り
、
刀
鋸
前
に
あ
り
、
鼎
鑊

テ
イ
ク
ワ
ク

後

に
あ
り
と
雖
も
懼
れ
ず
、
死
を
犯
し
て
諫
諍
し
、
人
主
の
怒
に
触
れ
赤
族
に

至
る
と
雖
も
顧
み
ず
。
此
の
如
き
者
歴
世
勝
げ
て
記
す
べ
か
ら
ず
。）
本
邦

の
武
人
古
来
勇
戦
死
を
軽
ん
ず
る
者
毎
毎
衆
多
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
然
れ
ど

も
臣
の
君
に
事
ふ
る
や
、
諫
諍
し
て
其
身
を
顧
ざ
る
者
寥
々
と
し
て
千
歳
数

人
に
過
ぎ
ず
。
豈
是
剛
健
の
中
土
に
如
か
ざ
る
が
為
め
な
ら
ん
や
。
抑
々
忠

義
の
華
夏
に
及
ば
ざ
る
か
。
学
ば
ず
し
て
諫
諍
を
な
す
所
以
の
道
を
知
ら
ざ

る
か
。
何
ぞ
其
の
あ
る
可
く
し
て
有
ら
ざ
る
や
。〔『
全
集
』
巻
之
二
、
二
〇

四
頁
〕

と
云
ひ
、
結
局
、
此
二
者
は
国
俗
の
足
ら
ざ
る
所
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
努
力
す

れ
ば
決
し
て
中
華
に
及
ば
ぬ
の
を
憂
へ
る
事
は
な
い
、と
し
て
前
の
論
と
同
じ
く
、

将
来
に
対
す
る
楽
観
的
な
見
透
し
を
以
て
結
ん
で
ゐ
る
。

こ
の
二
つ
の
日
本
観
は
益
軒
が
、
当
時
の
儒
者
一
般
の
公
式
的
類
型
的
な
見
方

か
ら
い
か
な
る
程
度
ま
で
自
由
で
あ
っ
た
か
を
よ
く
示
し
て
ゐ
る
。（
―
―
―
）

「
益
軒
も
ま
た
支
那
を
中
華
と
呼
び
、
支
那
と
そ
の
周
辺
の
国
家
と
い
ふ
図
式
か

ら
世
界
を
把
握
し
、
経
書
に
描
か
れ
た
支
那
上
代
の
所
謂
聖
人
の
世
を
そ
の
ま
ゝ

歴
史
的
事
実
と
し
て
盲
信
す
る
儒
者
的
思
惟
様
式
を
脱
し
て
は
ゐ
な
い
。
に
も
拘

ら
ず
、
こ
こ
に
は
同
時
に
、
儒
教
的
範
疇
を
以
て
ど
う
し
て
も
律
し
切
れ
な
い
日
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本
の
国
家
構
造
や
国
民
生
活
の
特
殊
性
を
そ
の
ま
ま
に
認
識
し
よ
う
と
す
る
実
証

的
な
精
神
が
窺
は
れ
る
。
そ
れ
は
一
方
に
は
皇
統
の
一
系
や
外
侮
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
こ
と
を
以
て
支﹅

那﹅

を﹅

も﹅

含﹅

め﹅

た﹅

一
切
の
他
の
国
家
に
見
ら
れ
ざ
る
日
本
独

自
の
優
秀
性
と
し
て
称
讚
す
る
と
共
に
（
天
地
の
形
勢
、
東
を
初
と
し
、
西
を
終

と
す
…
…
宇
宙
の
形
勢
東
を
初
と
す
る
故
、日
本
は
世
界
第
一
の
最
上
の
国
な
り
。

（
神
祇
訓
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
七
〇
頁
〕））、
他
方
日
本
文
化
に
於
て
、
と
も

す
れ
ば
武
の
み
が
偏
重
さ
れ
文
武
の
均
衡
が
と
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
、
ま
た
、
武
士

の
勇
敢
さ
が
戦
場
で
の
み
発
揮
さ
れ
て
、
平
素
の
政
治
的
職
務
の
遂
行
に
際
し
て

は
、
と
く
に
自
己
の
上
司
と
い
ふ
如
き
権
力
者
に
対
し
て
は
卑
屈
の
傾
き
が
あ
る

こ
と
、
を
率
直
に
指
摘
す
る
態
度
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。

（
福
沢
諭
吉
↓
日
本
の
武
人
の
権
力
は
ゴ
ム
の
如
く
其
相
接
す
る
所
の
物
に

従
て
縮
張
の
趣
を
異
に
し
下
に
接
す
れ
ば
大
に
膨
張
し
上
に
接
す
れ
ば
頓
に

収
縮
す
る
の
性
あ
り
。〔『
文
明
論
之
概
略
』
巻
之
五
〕）

換
言
す
れ
ば
日
本
的
特
殊
性
は
益
軒
に
於
て
そ
の
ま
ゝ
絶
対
的
に
美
化
さ
れ
る
こ

と
も
な
く
、
一
概
に
否
定
乃
至
蔑
視
さ
れ
て
も
ゐ
な
い
（
特
殊
性
の
指
摘
は
拝[カ

]外

か
排
外
か
ど
ち
ら
か
に
よ
り
易
い
。
両
者
と
も
自
主
的
な
科
学
的
精
神
を
欠

〔
マ
マ
〕

い
で

ゐ
る
点
で
は
同
一
）。
そ
れ
は
彼
が
自
己
の
価
値
的
範
疇
を
、
現
実
に
対
し
て
押

し
つ
け
る
天
降
り
的
な
観
念
論
者
で
あ
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
事
物
の
具
体
的
な

相
を
尊
重
す
る
着
実
な
経
験
主
義
者
で
あ
っ
た
が
故
で
あ
る
（
本
草
学
の
祖
）。』

こ
の
事
実
尊
重
と
い
ふ
こ
と
と
の
関
聯
に
於
て
特
に
注
目
す
べ
き
は
彼
の
神
道

観
で
あ
る
。
彼
も
ま
た
蕃
山
と
同
様
に
普
遍
妥
当
的
な
道
は
一
つ
で
あ
る
と
の
見

地
か
ら
神
儒
の
根
本
的
一
致
を
説
き
、
道
と
法
の
関
係
の
理
論
に
よ
っ
て
、
神
道

を
ば
我
国
に
特
殊
化
さ
れ
た
る
聖
人
の
道
と
し
て
把
握
し
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
蕃

山
が
日
本
的
特
質
と
見
た
「
易
簡
」
は
、
奇
し
く
も
益
軒
に
於
て
も
、
聖
道
の
日

本
的
特
殊
化
の
契
機
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

聖
道
神
道
か
は
り
な
し
。
天
地
の
間
、
道
は
唯
一
の
み
な
れ
ば
な
り
。
唐

土
の
聖
経
に
て
教
ふ
と
も
、
我
国
の
俗
に
し
た
が
ひ
て
、
易
簡
な
る
べ
し
。

易﹅

簡﹅

は
た
や
す
く
事
す
く
な
き
な
り
。
事
多
く
む
つ
か
し
き
事
は
我
国
人
に

は
宜
し
か
ら
ず
。
礼
記
に
も
、
教
と
政
と
は
其
俗
に
し
た
が
ひ
て
、
其
宜
を

か
へ
ざ
る
事
を
い
へ
り
。
是
国
の
政
を
行
ひ
、
民
の
教
を
立
る
法
也
。（
神

祇
訓
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
四
三
頁
〕）

し
か
も
益
軒
は
更
に
進
ん
で
神
道
を
不
言
の
教
と
し
て
規
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら

種
々
重[カ

]大
な
帰
結
を
ひ
き
出
し
た
。
例
へ
ば
旧
事
記
・
古
事
記
・
日
本
紀
等
は
、

経
書
の
ご
と
き
教
へ
を
説
い
た
書
で
は
な
く
し
て
、
上
古
の
事
実
を
そ
の
ま
ゝ
記

し
た
も
の
に
す
ぎ
ぬ
。
し
か
る
に
そ
の
記
載
を
牽
強
附
会
し
て
道
理
を
云
ひ
立
て

る
の
は
神
道
の
本
質
を
冒
瀆
す
る
も
の
と
な
し
た
（
教
へ
↓
／
事
実
↓
／
二
元

論
）。
ま
た
、
神
道
は
本
来
不
言
の
教
へ
だ
か
ら
、
我
国
の
上
代
に
は
五
倫
五
常
等

の
名
目
は
な
い
け
れ
ど
、
そ
れ
は
別
に
教
へ
ら
れ
な
く
て
も
事
実
と
し
て
行
は
れ

て
ゐ
た
の
だ
と
い
ふ
見
解
を
主
張
し
た
。
こ
れ
は
後[カ

]の
国
学
思
想
の
注
目
す
べ
き

先
駆
で
あ
る
。
こ
ゝ
に
も
益
軒
の
並
々
な
ら
ぬ
現
実
直
観
力
が
表
れ
て
ゐ
る
。

神
道
は
易
簡
の
理
、
不
言
の
教
也
。

旧
事
記
、
古
事
記
、
日
本
紀
、
此
三
部
の
本
書
な
ど
に
上
古
の
事
を
し
る
せ

し
を
、
世
俗
は
神
道
に
易
簡
の
理
、
不
言
の
教
有
て
、
道
を
記
せ
し
経
典
な

き
事
を
し
ら
で
、
三
部
の
書
を
、
神
の
道
を
記
せ
し
経
典
の
や
う
に
心
得
て
、
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其
書
に
本
よ
り
な
き
道
理
を
、
み
だ
り
に
と
り
つ
け
て
、
神
の
教
の
様
に
さ

ま
〴
〵
云
な
し
て
、
道
理
を
新
し
く
云
立
る
は
、
易
簡
の
道
不
言
の
教
に
そ

む
き
て
、
神
道
の
誠
を
本
と
す
る
正
直
の
理
に
あ
ら
ず
。
神
の
御
心
に
も
、

な
ど
か
は
か
な
ふ
べ
き
や
（
神
祇
訓
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
四
二
頁
〕）

な
ほ
神
祇
訓
に
は
、「
日
本
は
偏
地
な
れ
共
、
天
地
の
陽
気
発
生
の
初
な
れ
ば
、
中

華
に
勝
れ
る
事
多
し
」
と
し
て
、「
温
和
な
る
故
に
、
仁
慈
有
て
情
深
し
。
武
人
も

も
ろ
こ
し
の
如
く
人
を
殺
す
事
を
好
む
者
す
く
な
」
き
事
な
ど
を
挙
げ
て
ゐ
る

〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
七
〇
―
一
頁
〕。

ロ
、
政
治
思
想
に
つ
い
て
の
若
干
の
補
足

益
軒
の
朱
子
学
へ
の
依
存
は
就
中
政
治
思
想
に
於
て
最
も
大
で
あ
る
。
朱
子
学

の
平
易
な
解
説
者
と
し
て
の
彼
の
姿
は
こ
の
領
域
に
於
て
最
も
鮮
明
に
現
は
れ
て

ゐ
る
。
益
軒
は
蕃
山
と
ち
が
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
unpolitisch
な
性
格

で
あ
り
、
ま
た
蕃
山
の
様
に
政
治
的
経
綸
を
振
ふ
様
な
環
境
に
も
置
か
れ
な
か
っ

た
。
従
っ
て
彼
の
最
も
得
意
と
す
る
論
題
は
、天
下
国
家
の
制
度
よ
り
も
む
し
ろ
、

日
常
的
な
生
活
倫
理
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
実
証
的
＝
経
験
的
精
神
も
現
実
の
具
体

的
な
政
治
現
象
に
向
け
ら
れ
ず
し
て
、
も
っ
ぱ
ら
前
述
し
た
様
な
、
歴
史
的
＝
風

土
的
な
領
域
、
乃
至
純
自
然
観
察
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
独
創
性
と

か
特
異
な
観
察
と
か
は
彼
の
政
治
思
想
か
ら
は
殆
ど
窺
ふ
こ
と
が
出
来
な
い
。
い

は
ゆ
る
十
訓
の
う
ち
、
政
治
を
直
接
対
象
と
し
た
の
は
君
子
訓
で
あ
る
が
、
そ
こ

で
反
覆
説
か
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、支
配
者
に
対
す
る
道
の
学
問
の
す
ゝ
め
で
あ
り
、

仁
政
に
よ
る
民
力
涵
養
で
あ
り
、
賢
臣
登
用
で
あ
り
、
其
他
儒
教
政
治
思
想
の
公

式
的
演
繹
な
ら
ざ
る
は
な
い
（
常
識
的
穏
健
）。
益
軒
が
現
実
の
政
治
に
対
す
る

具
体
的
意
見
を
述
べ
た
殆
ど
唯
一
の
著
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
通
常
「
諫
諍

録
」
の
名
を
以
て
呼
ば
れ
て
ゐ
る
所
の
、
黒
田
家
宰
臣
に
与
へ
た
封
事
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
蕃
山
に
於
て
吾
々
が
見
た
如
き
現
実
政
治
の
鋭
い
分
析
と
雄
大
な
対
策

と
は
見
る
べ
く
も
な
く
、
そ
れ
に
代
っ
て
前
面
に
押
出
さ
れ
る
の
は
、

国
家
の
治
法
、
第
一
君
相
の
仁
心
、
第
二
用
人
、
是
は
役
人
を
撰
申
事
、
第

三
治
財
、
是
は
米
銀
を
用
る
事
に
て
、
民
の
施
済
と
自
用
の
倹
約
と
の
事
に

て
御
座
候
（
黒
田
重
時
（
家
老
）
へ
送
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
七
二
六
頁
〕）

と
い
ひ
、

凡
国
家
の
治
乱
は
必
政
事
の
善
悪
に
よ
り
、
政
治
の
善
悪
は
三
綱
五
常
の
道

の
行
は
る
ゝ
と
行
は
れ
ざ
る
と
に
よ
れ
る
事
、
和
漢
古
今
の
通
義
（
黒
田
一

貫
に
贈
る
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
七
一
四
頁
〕）

と
い
ふ
如
き
ご
く
平
凡
か
つ
穏
便
な
儒
教
的
自
然
法
の
提
示
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ

の
一
聯
の
封
事
は
政
治
的
秩
序
に
内
在
す
る
自
然
法
に
対
す
る
彼
の
信
仰
、
そ
の

結
果
政
治
的
秩
序
の
自
働
的
調
節
力
に
対
す
る
彼
の
信
仰
、
が
い
か
に
強
烈
で

あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
と
し
て
意
義
が
あ
る
の
で
あ
る
。
政
治
に
対
す
る
自
然
法

の
支
配
力
を
彼
は
「
天
道
」
の
概
念
を
以
て
強
調
す
る
。

天
道
は
人
間
の
如
く
、
言
語
は
無
御
座
候
へ
ど
も
、
道
理
と
申
す
者
立
ち

居
り
申
候
て
、
直
に
其
人
御
口
上
に
被
仰
付
た
る
と
同
事
に
候
。
民
を
御
預

り
被
成
候
へ
ば
、
国
家
を
預
り
申
す
人
は
天
道
の
御
代
官
に
て
民
を
治
め
申

す
役
人
に
て
御
座
候
。
然
る
に
其
治
悪
し
く
、
天
道
に
背
き
人
望
に
も
不
叶

申
候
て
は
、
天
道
の
御
怒
御
座
候
間
、
禍
出
来
申
す
事
和
漢
古
今
同
事
に
御
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座
候
。
…
…
天
道
可
恐
事
に
て
御
座
候
（
益
軒
先
生
与
宰
臣
書

黒
田
重
時

へ
送
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
七
三
二
―
三
頁
〕）

（
天
道
↓[カ

]自
然
法
に
よ
る
君
主
の
義
務
）

か
う
し
て
天
道
の
絶
対
的
妥
当
力
を
説
く
益
軒
が
天
道
か
ら
課
せ
ら
れ
た
君
主
の

職
分
を
紊[カ

]る
も
の
と
し
て
最
も
厳
粛
に
否
認
す
る
の
は
民
衆
の
搾
取
で
あ
る
。
そ

れ
は
一
応
す
べ
て
の
儒
者
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
益
軒
ほ
ど
苛
剱[カ

]誅
求

に
悩
む
封
建
治
下
の
民
衆
に
最
も
深
い
同
情
を
寄
せ
、
そ
の
非
を
執
拗
な
ま
で
に

為
政
者
に
説
い
た
者
は
多
く
な
い
。（
言
論[カ

]□
と
ぶ
）

民
は
皆
我
同
胞
の
人
、
一
夫
も
そ
の
處
を
得
ざ
る
は
我
憂
な
り
。
況
国
家
の

政
を
執
る
人
、
我
力
を
尽
し
て
人
を
救
は
ざ
る
べ
け
ん
や
。
政
か
ら
く
賦
斂

重
け
れ
ば
民
そ
の
つ
ぐ
の
ひ
に
た
へ
ず
。
親
は
子
を
責
め
、夫
は
婦
を
う
り
、

奴
婢
を
使
ふ
者
は
奴
婢
を
う
り
、
老
た
る
も
の
は
自
ら
労
に
た
へ
ず
。
凡
如

此
者
国
中
幾
千
人
と
云
ふ
事
を
不
知
、
あ
は
れ
む
べ
き
事
な
ら
ず
や
。
今
の

政
は
理
の
当
否
と
事
の
利
害
と
を
不
撰
、
只
当
時
上
の
利
を
専
に
し
て
、
臣

民
の
憂
を
不
顧
（
益
軒
先
生
与
宰
臣
書
、
黒
田
重
時
へ
送
書
〔『
全
集
』
巻
之

三
、
七
二
九
―
三
〇
頁
〕）

さ
う
し
て
自
然
法
の
絶
対
的
妥
当
に
対
す
る
益
軒
の
確
信
は
自
ら
、
政
治
の
合
法

則
性
へ
の
信
頼
、
そ
の
半
面
、
い
は
ゆ
る
例
外
的
事
態
の
否
定
に
彼
を
導
く
。
為

政
者
が
危
機
と
称
し
て
一
時
自
然
法
に
反
す
る
非
常
措
置
を
取
る
事
は
彼
の
絶
対

に
許
容
せ
ざ
る
處
で
あ
る
（
N
orm
―
―
norm
alな
事
態
（
同
一
事
態
の
反
覆
）

A
usnahm
ezustand）。

人
民
の
上
た
る
人
は
、
民
の
父
母
と
申
候
て
、
万
民
を
御
救
助
被
成
と
の
定

ま
り
た
る
御
職
分
に
て
成
座
候
。
近
年
の
御
政
道
は
、
唯
一
向
下
民
の
財
を

御
奪
ひ
取
り
被
成
る
御
工
夫
迄
に
て
、
更
に
下
民
を
御
恵
み
被
成
候
御
事
は

無
御
座
候
。
御
国
用
不
足
に
付
、
御
自
由
に
て
万
民
に
厚
く
御
施
与
被
成
候

事
こ
そ
不
被
為
成
候
と
も
非
道
を
不
被
成
御
仕
置
は
何
卒
御
工
夫
可
有
御
座

事
の
様
に
奉
存
候
。
…
…
非﹅

道﹅

な﹅

る﹅

事﹅

を﹅

も﹅

被﹅

成﹅

候﹅

は﹅

で﹅

は﹅

、
御﹅

急﹅

用﹅

達﹅

し﹅

不﹅

申﹅

と
の
御
僉
議
に
て
、
近
年
御
家
中
の
痛
も
、
民
百
姓
の
苦
を
も
御
構
不

被
成
、
御
仕
置
の
由
、
末
々
の
風
聞
仕
候
。
是
は
乍
憚
御
了
簡
違
に
て
も
有

御
座
間
敷
候
哉
。
か
や
う
に
御
難
儀
の
時
節
に
至
る
程
、
兎
角
道
理
に
御﹅

順﹅

ひ﹅

、
す
ぢ
め
の
如
く
に
被
成
候
て
こ
そ
、
御
倹
約
も
行
は
れ
、
御
勝
手
も
御

直
可
被
成
候
。
…
…
万
事
に
付
道
理
に
背
き
て
よ
き
と
申
す
手
立
は
御
座
有

間
敷
候
。
道
理
に
背
き
申
し
た
る
事
は
、
一
旦
利
を
得
申
候
て
も
、
や
が
て

破
申
者
に
て
、
災
を
早
く
招
き
申
す
に
て
御
座
候
。
…
…
人
民
痛
み
候
て
は

国
家
の
可
立
様
無
御
座
候
。
古
語
に
も
、
民
是
国
の
本
、
本
固
邦
安
し
と
こ

そ
見
え
申
候
」（
黒
田
重
時
へ
送
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
七
三
一
頁
〕）

（
危
機
の
た
め
と
称
し
て
非
常
措
置
を
と
る
事
を
排
し
た
。
儒
教
的
自
然
法

の
確[カ

]い
信
仰
―
↓
例
外
事
態
の
否
定
）

も
と
よ
り
彼
は
彼
の
藩
に
於
て
も
武
士
階
級
の
財
政
的
困
窮
の
深
ま
り
行
く
事
実

か
ら
目
を
そ
む
け
は
せ
ず
、
そ
の
対
策
を
種
々
考
究
し
て
ゐ
る
。
に
も
拘
ら
ず
自

然
法
の
内
在
的
作
用
を
信
ず
る
彼
は
根
本
に
於
て
楽
観
的
で
あ
る
。

天
道
は
満
る
を
か
く
と
易
に
も
見
申
候
。
満
て
は
必
か
け
申
道
理
と
見
え
申

候
。
…
…
御
財
用
の
不
足
は
即
其
か
け
申
た
る
所
に
て
、
他
事
の
御
わ
ざ
は

ひ
出
来
申
間
敷
候
間
、
御
吉
事
に
て
可
有
御
座
候
。（
立
花
勘
左
衛
門
へ
贈
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書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
九
五
頁
〕）

財
政
難
と
い
ふ
マ
イ
ナ
ス
は
ど
こ
か
外
の
所
で
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
ゐ
る
の
だ
か
ら

憂
へ
る
に
当
ら
な
い
。
む
し
ろ
一
時
の
困
難
を
救
ふ
た
め
に
、
民
衆
を
搾
取
し
、

天
道
か
ら
与
へ
ら
れ
た
君
主
の
職
分
を
冒
す
こ
と
の
方
が
ど
の
位
危
険
か
分
ら
な

い
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
政
治
的
秩
序
の
自
動
的
調
節
を
信
ず
る
な
ら

ば
、
制
度
の
人
為
的
な
改
革
に
対
し
て
は
自
か
ら
消
極
的
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
こ
か
ら
し
て
、「
凡
て
古
き
を
改
候
事
は
十
倍
の
好
事
に
て
無
御
座
候
て
は
、
改

替
不
申
も
の
ゝ
由
見
え
申
候
」
と
い
ひ
、

凡
国
家
は
其
国
家
を
始
め
て
興
し
申
し
た
る
人
の
法
式
仕
置
を
其
儘
に
て
守

り
、
其
法
式
を
替
不
申
候
へ
ば
、
い
つ
迄
も
国
家
は
長
久
仕
る
も
の
ヽ
由
相

見
え
申
候
。
其
故
は
国
家
を
初
め
て
保
ち
申
す
程
の
人
は
、
抜
群
に
人
に
勝

れ
た
る
才
智
無
御
御
座
候
は
で
は
、
大
国
大
家
を
始
め
て
起
し
申
す
事
は
成

不
申
候
故
、
其
先
祖
の
仕
置
き
た
る
事
は
、
其
身
若
年
よ
り
艱
難
を
経
候
て
、

よ
く
〳
〵
鍛
錬
工
夫
仕
り
た
る
法
式
を
立
て
置
き
候
故
、
後
代
に
子
孫
其
先

祖
の
法
式
の
儘
に
行
ひ
候
て
背
き
不
レ
申
候
へ
ば
、
い
つ
迄
も
国
家
は
乱
亡

仕
る
事
は
無
御
座
候
、
其
子
孫
に
至
り
其
先
祖
の
法
式
に
背
き
、
新
法
を
出

し
候
へ
ば
、
必
国
家
乱
亡
仕
候
。（
黒
田
重
時
へ
送
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、

七
三
四
頁
〕）

（
益
軒
の
保
守
主
義
↑
↓
蕃
山
）

と
い
ふ
益
軒
の
保
守
主
義
が
生
れ
る
。
こ
こ
に
於
て
益
軒
は
、
同
じ
く
統
治
の
自

然
法
に
法
る
べ
き
を
説
き
つ
ゝ
も
、そ
の
自
然
法
を
き
は
め
て
ル
ー
ズ
に
規
定
し
、

時
處
位
に
応
じ
た
臨
機
の
處
置
を
重
視
し
た
蕃
山
と
殆
ど
対
蹠
的
地
位
に
立
つ
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
同
じ
く
自
由
思
想
家
で
あ
り
な
が
ら
、
一
方
の
本
質
は
政
治
的

で
あ
り
、
他
方
の
そ
れ
は
む
し
ろ
非
政
治
的
で
あ
る
こ
と
の
当
然
の
帰
結
で
も
あ

る
。
た
ゞ
時
勢
が
ま
だ
そ
れ
程
窮
迫
し
て
ゐ
な
か
っ
た
こ
と
。

益
軒
が
「
封
事
」
に
於
て
民
衆
の
搾
取
と
並
ん
で
し
き
り
に
戒
め
て
ゐ
る
の
は

言
論
の
圧
迫
で
あ
る
。
下
か
ら
御
政
道
を
云
々
す
る
こ
と
を
な
に
よ
り
も
ま
し
て

嫌
悪
し
禁
圧
す
る
封
建
政
治
の
下
に
あ
っ
て
、
益
軒
〔
が
〕
と
も
か
く
も
政
治
的

批
判
の
持
つ
意
義
を
説
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
い
ゝ
。
い
か
な
る
根
據
か
ら
政

治
的
批
判
は
是
認
さ
れ
る
か
を
知
る
た
め
に
、
二
三
の
例
を
挙
げ
て
見
よ
う
。

誹
を
や
め
申
道
は
、
申
者
の
口
を
と
ぢ
候
て
も
や
み
不
レ
申
候
。
又
誹
り

不
レ
申
様
に
と
て
、
外ソ

ト

の
〔
マ
マ
〕

見
物
を
繕
候
て
は
勿
論
財
と
力
を
費
し
た
る
迄
に

て
、
却
て
誹
は
ま
し
申
候
。
…
…
古
書
に
も
、
民
の
口
を
ふ
せ
ぐ
事
は
水
を

ふ
せ
ぐ
よ
り
も
甚
し
。
水
ふ
さ
が
っ
て
潰つ

ひ
ゆ

れ
ば
、
人
を
そ
こ
な
ふ
事
必
多

し
。
此
故
に
水
を
治
る
者
は
是
を
ひ
ら
い
て
導
き
、
民
を
治
る
者
は
是
を
の

べ
て
云
は
し
む
と
御
座
候
。（
益
軒
先
生
与
宰
臣
書

延
宝
七
年
八
月

立

花
勘
左
衛
門
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
六
九
四
頁
〕）

（「
広
く
諸
人
の
誹
を
と
り
あ
げ
」
る
事
を
主
張
）

古
人
の
語
に
国
の
治
乱
は
言
路
の
開
く
る
と
ふ
さ
が
る
と
に
よ
れ
り
。
言

路
開
く
れ
ば
治
り
、
言
路
塞
れ
ば
乱
る
と
御
座
候
。
言
路
開
と
申
は
、
下
の

人
の
存
寄
を
有
体
に
能
申
さ
せ
、
上
に
能
々
聞
届
用
申
事
に
て
御
座
候
。
人

の
身
も
元
気
能
め
ぐ
り
候
て
、
無
滞
候
得
ば
無
病
に
御
座
候
。
血
気
ふ
さ
が

れ
ば
病
に
成
申
如
く
、
国
家
も
言
路
の
ふ
さ
が
ら
ず
し
て
、
上
下
の
心
通
じ

候
〔
得
〕
ば
、
治
り
申
由
に
御
座
候
。
下
の
人
々
存
寄
所
を
上
達
不
申
様
に
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仕
な
し
候
得
ば
、
下
の
人
は
漸
く
口
を
と
ぢ
て
直
言
せ
ず
、
瘖お

し

の
如
く
〔
に

成
、
上
の
人
は
下
の
直
言
を
不
聞
し
て
、
譬
ば
聾
の
如
く
に
な
れ
り
。
聾
と

瘖
と
あ
つ
ま
り
合
て
、
国
家
を
治
め
ん
事
を
求
と
も
不
可
得
、
古
人
の
語
に

御
座
候
。（『
全
集
』
巻
之
三
、
七
〇
七
―
八
頁
）〕

我
意
を
立
自
ら
是
と
し
、
我
を
賢
成
と
し
て
過
無
と
存
候
事
は
、
あ
や
ま

り
の
上
の
大
き
な
る

〔
マ
マ
〕

過
失
に
て
可
レ
有
二
御
座
一
候
。
…
…
然
ば
世
間
の
誹
謗

は
信
る
に
足
ず
候
得
共
、衆
人
の
申
事
は
又
公
道
も
有
之
物
に
て
御
座
候
間
、

其
内
に
若
は
理
に
当
り
た
る
儀
も
可
レ
有
二
御
座
一
候
間
、
誹
レ
我
而
当ル

者ハ

吾
師

也
と
被
思
召
、〔
…
…
〕
一
筋
に
御
身
の
上
に
御
過
を
御
う
た
が
ひ
、
省
察
克

治
の
御
工
夫
を
御
用
ひ
被
成
候
事
、
諸
事
の
御
か
た
め
可
然
事
と
奉
存
候
。

（
仝
上

延
宝
八
年
、
重
種
贈
書
〔『
全
集
』
巻
之
三
、
七
〇
四
頁
〕）

す
な
は
ち
、
言
論
圧
迫
が
非
と
さ
れ
る
の
は
、

一
、
為
政
者
必
ず
し
も
万
能
な
ら
ざ
る
故
に[カ

]、
民
衆
の
声
を
自
己
批
判
の
料[カ

]と

す
る
要
あ
る
こ
と
、

二
、
上
下
の
意
思[カ

]が
相
互
に
流
通
し
合
ふ
所
に
秩
序
の
健
全
な
存
続
が
保
た
れ

る
こ
と
、

の
二
点
が
主
た
る
根
據
と
さ
れ
る
。
果
し
て
然
ら
ば
、
右
の
一
は
、
学
説
上
の
ト

レ
ラ
ン
ス
の
考
へ
方
を
政
治
に
適
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
は
、
政
治
的
秩
序
の

自
動
的
調
節
を
尊
重
す
る
立
場
の
現
は
れ
で
あ
り
、
と
も
に
益
軒
の
基
本
的
な
見

解
に
連
な
っ
て
ゐ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

〔
こ
の
間
欠
〕

故
に
排
さ
る
べ
き
は
利
そ
の
も
の
で
は
な
く
し
て
た
ゞ
利
を
私
に
す
る
こ
と
で
あ

る
。
利
は
天
下
の
人
が
同
じ
く
之
を
得
る
事
を
欲
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
決
し

て
専
ら
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
之
を
公﹅

に﹅

す﹅

る﹅

の
が
即
ち
義
の
利
と
な
る
所
以
で

あ
る
。

利
と
は
民
の
生
養
を
遂
ぐ
る
所
以
に
し
て
無
か
る
べ
か
ら
ざ
る
者
な
り
。

易
に
曰
く
、
利
は
義
の
和
な
り
と
。
是
れ
、
義
に
従
へ
ば
自
か
ら
利
あ
る
を

い
ふ
な
り
。
義
の
外
に
利
あ
る
に
非
ざ
る
な
り
。
今
の
学
者
往
々
利
と
は
君

子
の
欲
す
る
所
に
非
ず
と
謂
ふ
。
是
れ
則
ち
名
を
好
み
高
を
誇
る
の
言
に
し

て
君
子
の
真
情
に
非
ず
、
惟
偽
の
み
。
蓋
し
士
の
禄
仕
、
農
の
耕
稼
、
工
の

器
を
製
し
、商
の
交
易
す
る
が
如
き
も
亦
体
を
養
ふ
の
計
に
し
て
是
利
の
み
。

苟
も
貪
汚
の
行
を
為
さ
ず
ん
ば
豈
義
に
非
ず
と
な
す
べ
け
ん
や
。（
自
娯
集

巻
之
四
、
義
利
説
〔『
全
集
』
巻
之
二
、
二
四
五
頁
〕）

〔
こ
の
間
欠
〕

天
下
国
家
の
主
は
い
ふ
に
も
及
ば
ず
、
其
事
ふ
る
長
臣
、
又
は
時
の
権
を

と
る
輩
に
、
才
智
あ
る
人
も
多
か
り
し
と
聞
ゆ
れ
ど
も
、
よ
く
下
の
情
に
通

じ
、
農
業
を
道
び
き
治
る
事
な
ど
を
ば
、
極
て
い
や
し
き
わ
ざ
と
し
、
小
士

下
官
の
勤
る
役
と
す
。
し
か
れ
ば
か
り
そ
め
に
も
天
下
国
家
の
長
臣
な
ど
の

心
を
用
ひ
取
計
る
べ
き
事
に
あ
ら
ず
と
心
得
ぬ
る
も
多
か
り
し
と
か
や
。
是

ひ
と
へ
に
文
盲
に
し
て
古
今
に
う
と
く
道
理
に
く
ら
き
ゆ
ゑ
な
り
。〔『
農
業

全
書
』
巻
之
十
一
、『
全
集
』
巻
之
八
、
八
二
一
頁
〕

と
し
人
間
生
養
の
本
た
る
五
穀
を
貴
ぶ
こ
と
は
と
り
も
な
ほ
さ
ず
堯
舜
の
治
で
あ

り
、
ま
た
わ
が
天
照
大
神
以
来
御
歴
代
の
御
方
針
で
あ
っ
た
。〔
以
下
欠
〕
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四
（
ｄ
）、
古
学
派
の
形
成
（
古
学
或
は
反
朱
子
宋
学
派
の
抬
(
)頭）
19

〈
一
、〉
総
論

（
第

回
）

熊
沢
蕃
山
や
貝
原
益
軒
の
如
き
思
想
家
の
出
現
は
既
に
思
想
界
に
於
け
る
朱
子

学
の
独
占
的
地
位
が
動
揺
の
兆
を
示
し
つ
ゝ
あ
る
証
佐
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
し
か

し
益
軒
は
も
と
よ
り
蕃
山
に
し
て
も
単
に
朱
子
学
に
捉
は
れ
な
か
っ
た
と
い
ふ
に

と
ゞ
ま
り
、
積
極
的
に
朱
子
学
に
対
抗
す
る
思
想
体
系
を
打
樹
て
た
わ
け
で
は
な

く
、
自
ら
も
全
体
と
し
て
の
朱
子
学
に
対
す
る
対
立
的
意
識
は
毫
も
有
し
な
か
っ

た
。
ま
た
―
―
こ
れ
と
結
局
関
聯
し
た
事
で
あ
る
が
、
彼
等
は
共
に
門
戸
を
張
っ

て
弟
子
を
集
め
、講
説
し
な
か
っ
た
か
ら
、そ
の
思
想
は
い
は
ゞ
一
代
限
り
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
集
団
的
に
受
継
が
れ
る
様
な
こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
む
し
ろ
自

由
思
想
家
と
し
て
の
彼
等
の
面
目
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
朱
子
学
の
学
派
と
し
て

の
覇
権
的
地
位
は
毫
も
彼
等
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
藤
樹
・
蕃
山
を
初
期
の
代
表
者
と
す
る
い
は
ゆ
る
陽
明
学
派
全
体
に
つ
い
て

も
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
我
国
に
於
け
る
陽
明
学
は
近
世
を
通
じ
て
多
分
に
個

立
的
＝
分
散
的
で
あ
っ
て
、
朱
子
学
に
対
抗
す
る
だ
け
の
纏
っ
た
社
会
的
勢
力
を

構
成
す
る
に
至
っ
て
ゐ
な
い
。
結
局
、
朱
子
学
の
思
想
界
に
於
け
る
圧
倒
的
＝
排

他
的
な
勢
力
が
真
に
効
果
的
な
挑
戦
を
受
け
た
の
は
い
は
ゆ
る
古
学
派
の
登
場
に

よ
っ
て
で
あ
る
。
寛
文
五
・
六
年
の
頃
、
山
鹿
素
行
と
伊
藤
仁
斎
は
江
戸
と
京
都

に
於
て
殆
ど
時
を
同
じ
う
し
、
し
か
し
各
々
全
く
独
自
に
、
宋
学
に
よ
る
聖
道
の

歪
曲
化
を
排
し
て
、
原
始
儒
教
へ
の
復
帰
を
唱
へ
た
。
素
行
の
聖
教
要
録
に
據
っ

て
の
宋
学
批
判
は
官
学
の
膝
下
に
於
て
為
さ
れ
た
だ
け
に
、
忽
ち
反
響
を
惹
起
し

て
彼
の
赤
穂
流
滴
と
な
り
、
爾
後
彼
自
身
も
力
を
兵
学
に
注
い
だ
の
で
、
そ
の
古

学
は
直
接
の
継
承
者
を
持
た
な
か
っ
た
が
、
仁
斎
の
い
は
ゆ
る
古
義
学
は
京
都
に

於
て
漸
次
大
を
な
し
、
仁
斎
と
そ
の
子
東
涯
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
堀
河
学
と
し
て

一
個
の
巨
大
な
学
派
に
ま
で
大
成
さ
れ
、
京
都
を
中
心
と
し
て
う
つ
然
た
る
勢
力

を
築
き
上
げ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
朱
子
学
は
容
易
な
ら
ぬ
脅
威
を
蒙
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
全
盛
期
に
於
て
は
、
那
波
魯
堂
の
学
問
源
流
が
伝
ふ
る
如
く
、

元
禄
の
中
比
よ
り
宝
永
を
経
て
、
正
徳
の
末
に
至
る
ま
で
其
学
盛
ん
に
行
は

れ
、
世
界
を
以
て
是
れ
を
計
ら
ば
、
十
分
の
七
と
い
ふ
程
に
行
は
れ
、
元
和

寛
永
の
風
な
る
は
甚
だ
稀
な
り
。

と
い
ふ
驚
く
べ
き
影
響
を
与
へ
た
。
さ
う
し
て
、
こ
の
学
統
か
ら
は
更
に
荻
生
徂

徠
出
で
て
、
近
世
儒
教
の
い
は
ゞ
思
想
的
革
命
が
行
は
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

徂
徠
学
は
近
世
儒
教
の
理
論
的
最
高
峰
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
こ
に
は
儒
教
の
恐

る
べ
き
自
己
否
定
の
因
子
が
は
ら
ま
れ
て
居
り
、
徂
徠
学
の
没
落
以
後
、
思
想
界

は
儒
学
の
内
部
的
分
裂
と
反
儒
学
的
立
場
の
興
起
と
に
よ
り
、
多
元
化
の
一
路
を

辿
り
、
封
建
社
会
の
思
想
的
統
一
は
遂
に
再
び
還
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
に
於

て
、
儒
教
に
於
け
る
古
学
思
潮
の
興
起
は
近
世
思
想
史
上
ま
さ
に
エ
ポ
ッ
ク
を
画

す
る
事
件
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
古
学
派
は
い
づ
れ
も
宋
学
や
陽
明
学
等
後
世
理

学
の
媒
介
を
排
し
て
、
直
接
儒
教
の
原
典
に
遡
っ
て
そ
の
根
本
精
神
を
汲
ま
う
と

す
る
主
張
で
、そ
の
主
観
的
意
図
と
し
て
は
ま
さ
し
く
一
の
復
古
運
動
で
あ
る
が
、

そ
の
客
観
的
意
味
は
決
し
て
単
な
る
古
き
も
の
へ
の
還
帰
で
は
な
く
、
む
し
ろ
本
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質
的
に
新
た
な
る
も
の
の
提
示
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
朱
子
学
者
尾
藤
二
洲
が

仁
斎
徂
徠
の
徒
、
皆
自
ら
古
学
と
称
す
、
所
謂
古
と
は
程
朱
に
従
は
ざ
る
の

名
の
み
、
其
説
皆
新
奇
に
し
て
謂
無
し
。
何
の
古
か
之
有
ら
ん
（
素
餐
録
）

と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
古
学
派
を
否
定
乃
至
貶
下
せ
ん
と
す
る
立
場
か
ら
の
言
で

あ
る
が
、
よ
く
そ
の
核
心
を
衝
い
て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

〈
二
〉
ａ
、
伊
藤
仁
斎（

寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）
―
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
））

名
は
維
禎

コ
レ
エ
ダ

、
字
は
源
佐
、
仁
斎
・
古
義
堂
と
号
す
。
寛
永
四
年
、
京
都
材
木
商

の
家
に
生
る
。
純
然
た
る
商
家
よ
り
出
た
儒
者
な
る
こ
と
注
目
。
十
五
六
の
時
、

聖
学
に
志
し
た
が
、
親
戚
知
友
み
な
反
対
。
儒
で
は
食
へ
な
い
か
ら
医
を
や
れ
と

す
ゝ
め
た
。
き
か
ず
（
片
岡
宗
純
、
柳
川
に
還
る
を
送
る
の
序
、
文
集
巻
之
一
、

八
頁
参
照
）。

そ
の
ま
ゝ
業[カ

]を
つ
ゞ
け
た
。
寛
文
二
年
の
頃
か
ら
宋
学
に
疑
を
さ
し
は
さ
み
、

数
年
の
沈
吟[カ

]を
経
て
、
ほ
ゞ
自
説
に
確
信
を
え
た
（
自
然
的
秩
序
の
理
論
の
破
壊[カ

]

／
一
、
天
道
と
人
道
の
区
別
／
二
、
道
徳
の
人
性
よ
り
の
超
越
化
／
三
、
合
理
主

義
の
否
定
に
よ
る
道
の
歴
史
的
相
対
化
）。
そ
れ
か
ら
門
戸
を
開
き
、
古
義
堂
と

称
す
る
塾
を
開
い
て
教
授
し
た
。
時
に
三
十
七
、
八
才
。
名
声
追[カ

]々
あ
が
り
、
徳

大
寺
藤
公
の
逸
話
、
延
元
三
年
肥
後
侯
禄
千
石
を
以
て
招
い
た
が
孝
養
の
た
め
と

称
し
て
辞
し
、
一
生
、
母
に
侍
養
し
つ
ゝ
民
間
の
儒
者
で
終
っ
た
。
来
り
学
ぶ
も

の
三
千
余
人
、
清
貧
。
―
↓
逸
話

風
格
す
こ
ぶ
る
高
く
、
徳
高
き
こ
と
一
世
に
鳴
る
（
―
↓
徂
徠
の
言
）。
自
己
の

説
に
火
の
如
き
確
信
を
も
っ
て
ゐ
た
が
決
し
て
人
と
争
は
ぬ
（
大
高
坂
清
介
の
逸

話
）。
だ
か
ら
、
益
軒
の
批
評
は
充
分[カ

]あ
て
は
ま
ら
ぬ
。
己
と
説
を
同
じ
く
す
る

を
喜
ぶ
は
学
者
の
通
弊
（
井
上
〔
哲
次
郎
『
日
本
古
学
派
之
哲
学
』
冨
山
房
、
一

九
〇
二
年
〕、
二
六
八
頁
）。

古
学
派
の
創
立
者
と
し
て
の
伊
藤
仁
斎
と
山
鹿
素
行
は
恰
も
貝
原
益
軒
と
熊
沢
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蕃
山
に
も
似
た
対
立
を
示
し
て
ゐ
る
。
素
行
の
父
は
医
を
業
と
し
た
が
、
武
士
の

出
で
あ
り
、
素
行
ま
た
そ
の
兵
学
と
経
学
と
に
よ
っ
て
主
と
し
て
交
を
諸
侯
に
求

め
、
天
下
国
家
に
蓋
然
た
る
大
志
を
抱
い
て
ゐ
た
か
ら
、
そ
の
思
想
も
著
し
く
政

治
的
＝
社
会
的
性
格
を
身
に
つ
け
て
ゐ
る
。
之
に
反
し
、
仁
斎
は
商
家
に
人
と
為

り
、
一
生
禄
仕
せ
ず
、
民
間
に
あ
っ
て
、
ひ
た
す
ら
経
書
を
講
じ
て
、
そ
れ
に
よ
っ

て
生
活
し
た
純
然
た
る
儒
者
で
あ
っ
た
。
故
に
そ
の
関
心
も
も
っ
ぱ
ら
経
書
の
解

釈
を
通
じ
て
の
儒
教
の
実
践
道
徳
の
鼓
吹
と
い
ふ
事
に
集
中
さ
れ
、
法
制
や
経
済

組
織
等
に
は
興
味
を
持
た
ず
（
制
度
論
）、
為
め
に
そ
の
政
治
論
は
抽
象
的
な
治
国

平
天
下
の
論
議
を
出
で
ず
し
て
、
現
実
の
政
治
的
社
会
を
対
象
と
し
た
考
察
は
全

く
窺
ふ
事
が
出
来
な
い
。
要
す
る
に
固
有
の
政
治
思
想
と
い
ふ
点
か
ら
は
殆
ど
仁

斎
か
ら
聞
く
べ
き
も
の
が
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

治
平
の
要
に
三
大
秘
策
あ
り
。
之
を
用
ふ
れ
ば
治
ま
り
、之
を
捨
れ
ば
乱
る
。

百
発
百
中
毫
も
差
爽サ

ウ

（
た
が
ふ
）
せ
ず
〔『
古
学
先
生
文
集
』
巻
之
五
〕

と
称
し
て
掲
げ
て
ゐ
る
の
は
、
一
、
賢
才
を
用
ふ
、
二
、
言
路
を
開
く
、
三
、
鰥
寡

ク
ワ
ン
ク
ワ

（
や
も
め
）
を
憫
む
、
の
三
者
で
あ
っ
て
、
べ
つ
に
秘
事
と
い
ふ
程
の
こ
と
も
な

い
平
凡
の
真
理[カ

]に
す
ぎ
ぬ
。
彼
は
政
治
に
は
、
な
ん
ら
特
別
の
才
能
を
要
せ
ず
、

制
度
を
要
せ
ず
、
為
政
者
の
徳
あ
れ
ば
足
り
る
と
す
る
、
す
こ
ぶ
る
単
純
な
る
確

信
を
抱
い
て
ゐ
た
。

古
よ
り
治
道
を
論
ず
る
者
或
は
以
為
へ
ら
く
、
智
巧
材
力
を
以
て
之
を
致

す
べ
し
と
、
或
は
以
為
へ
ら
く
、
良
法
善
政
を
以
て
之
を
致
す
べ
し
と
。
皆

浅
近
の
言
に
し
て
、
㴱フ

カ

く
論
ず
る
に
足
ら
ず
。
夫
れ
政
は
徳
を
以
て
本
と
為

し
、
誠
を
以
て
輔
と
な
す
。
要
す
る
に
材
力
智
巧
を
以
て
之
を
致
す
べ
き
に

非
ざ
る
な
り
。
苟
も
有
徳
の
士
、経
術[カ

]に
㴱
き
者
に
非
ん
ば
識
る
事
能
は
ず
。

（
古
学
先
生
文
集
巻
五

同
旨
、
三
十
二
、
三
十
四
）

（
筆
記
―
↓
寛
文
―
延
宝
）

い
か
に
仁
斎
が
政
治
を
楽
観
的
に
考
へ
た
か
は
左
の
言
葉
か
ら
も
窺
ひ
う
る
。

家
を
治
む
る
は
難
く
、
天
下
を
治
む
る
は
易
し
。
諸
を
火
を
然も

や

す
に
譬
ふ
。

薪
多
け
れ
ば
火
然
し
易
し
、
薪
少
け
れ
ば
火
然
し
難
し
。
何
と
な
れ
ば
家
の

接
す
る
所
、
妻
子
婢
僕
に
過
ぎ
ず
し
て
、
恩
に
馴
れ
愛
を
恃
み
て
勧
懲
す
る

所
無
し
。
猶
ほ
火
を
然
し
て
薪
少
き
が
ご
と
し
。
故
に
難
と
い
ふ
。
天
下
の

広
き
、
其
任
重
し
と
雖
も
、
其
政
繁
な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
必
ず
賢
あ
り

能
あ
り
、
之
を
し
て
位
に
在
り
職
に
居
ら
し
む
れ
ば
、
化
を
承
け
、
風フ

ー

を
伝

へ
て
、
教
化
頓
に
行
は
る
。
猶
火
を
然
し
て
薪
多
き
が
ご
と
し
。
故
に
易
と

い
ふ
。（
古
学
先
生
文
集
巻
之
五

廿
七
頁
）

か
く
て
仁
斎
の
思
想
の
独
創
性
は
も
っ
ぱ
ら
純
哲
学
的
乃
至
倫
理
学
的
な
領
域
に

限
ら
れ
た
。
仁
斎
の
思
想
的
役
割
は
、朱
子
学
の
哲
学
的
構
造
の
批
判
を
通
じ
て
、

朱
子
学
の
自
然
的
秩
序
思
想
の
よ
っ
て
立
つ
理
論
的
地
盤
を
掘
り
崩
し
た
こ
と
に

あ
る
の
で
あ
る
。

仁
斎
の
一
生
を
通
じ
て
の
根
本
的
関
心
は
儒
教
の
実
践
道
徳
の
鼓
吹
に
あ
っ

た
。
学
問
が
日
常
生
活
の
実
践
を
離
れ
て
、
徒
ら
に
抽
象
高
遠
な
る
思
弁
に
陥
る

こ
と
を
彼
は
何
に
も
ま
し
て
排
撃
し
た
。
彼
を
し
て
宋
学
よ
り
離
反
せ
し
め
た
所

以
も
ま
た
こ
こ
に
あ
っ
た
。
宋
学
は
宇
宙
論
よ
り
道
徳
論
を
経
て
政
治
論
に
至
る

整
然
た
る
思
想
体
系
で
あ
る
が
、
そ
の
あ
ま
り
の
体
系
性
の
故
に
学
者
を
し
て
非

実
践
的
＝
観
照
的
な
ら
し
め
易
い
。
し
か
も
宋
学
の
理
論
構
造
そ
の
も
の
が
静
態
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的
で
あ
る
。
窮
理
の
重
視
、
復
性
復
初
の
説
、
持
敬
静
坐
の
教
等
。
か
く
て
仁
斎

は
儒
教
道
徳
の
実
践
性
の
強
調
の
前
提
と
し
て
、
宋
学
の
理
論
構
造
の
根
本
的
改

造
（
転
回
）
を
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

○例
道
徳
盛
な
れ
ば
議
論
卑
く
、
道
徳
衰
ふ
れ
ば
議
論
高
し
。（
童
子
問
巻
之
上
）

学
問
は
卑
近
を
厭
ふ
な
し
。
卑
近
を
忽
に
す
る
者
は
道
を
識
る
も
の
に
非
る

な
り
（
同
）

苟
も
窮
理
を
以
て
先
と
為
せ
ば
…
…
、〔『
童
子
問
』
巻
之
上
、『
〕
大
日
本
文

庫
〔
儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻
（
春
陽
堂
、
一
九
三
六
年
）〕、
一
五
〇
頁

蓋
し
古
人
の
学
は
、
大
日
本
、
一
四
九
頁

及
、
一
三
八
頁

〔
凡
そ
天
地
の
間
は
皆
一
理
の
み
。
動
有
り
て
静
無
く
、善
有
り
て
悪
無
し
。

蓋
し
〕
静
は
動
の
止
、
悪
は
善
の
変
、
善
は
生
の
類
、
悪
は
死
の
類
。
両
者

相
対
し
て
並
び
生
ず
る
に
非
ず
、
皆
生
に
一
な
る
故
な
り
。
凡
そ
生
者
は
動

か
ざ
る
能
は
ず
（
童
子
問
巻
之
中
〔『
大
日
本
文
庫
儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻

二
一
五
頁
〕）

と
い
ひ
、

天
地
は
一
大
活
物
な
り
。
物
を
生
じ
て
物
に
生
ぜ
ら
れ
ず
、
悠
久
極
り
な
し

（
同
上
〔
二
一
三
頁
〕）

と
い
ふ
如
き
、
仁
斎
の
哲
学
の
基
底
に
流
れ
る
動
態
観
は
、
こ
の
様
な
実
践
的
動

機
に
裏
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
く
宇
宙
を
生
成
止
ま
ざ
る
活
動
の
姿
に
於
て
捉
へ
る
立
場
か
ら
は
、

天
地
万
物
を
ば
、
超
越
的
な
理
＝
太
極
に
窮
極
的
に
根
據
づ
け
、
そ
れ
に
一
義
的

に
統
轄
す
る
考
へ
方
が
許
容
さ
れ
ぬ
の
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
さ
う
し
た
考
へ
方
は

生
け
る
現
実
の
多
様
性
と
豊
饒
性
と
を
死
せ
る
抽
象
性
の
う
ち
に
吸
収
す
る
こ
と

で
あ
る
。

理
は
本
死
字
、
物
に
在
り
て
物
を
宰
る
能
は
ず
…
…
物
に

〔
マ
マ
〕

は
物
の
理
あ
り
、

然
れ
ど
も
一

〔
マ
マ
〕

元
気
之
が

〔
マ
マ
〕

本
を
為
し
、
理

〔
マ
マ
〕

は
気
の
後
に
あ
り
、
故
に
理
は
以
て

万
化
の
枢
紐ち

ゆ
う

た
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
（
童
子
問
巻
中
〔『
大
日
本
文
庫
儒
学

篇

古
学
派
』
上
巻
二
一
四
頁
〕）

か
く
し
て
朱
子
学
に
於
け
る
理
の
超
越
的
統
一
者
と
し
て
の
性
格
は
否
定
さ
れ

た
。
し
か
る
に
朱
子
学
の
理
か
ら
さ
う
し
た
究
極
者
と
し
て
の
地
位
を
奪
ふ
な
ら

ば
、
そ
れ
は
実
は
、
朱
子
学
自
然
法
の
根
本
的
構
成
を
破
壊
す
る
に
等
し
い
。
蓋

し
儒
教
規
範
の
一
方
自
然
法
則
と
の
、
他
方
人
間
内
面
性
と
の
連
続
を
保
証
し
て

ゐ
る
も
の
は
、
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
五
倫
五
常
＝
天
道
＝
本
然
の
性
と
い
ふ
等
式
を

成
立
せ
し
め
て
ゐ
る
も
の
は
、
ま
さ
に
理
の
か
う
し
た
性
格
に
ほ
か
な
ら
ぬ
か
ら

で
あ
る
。
仁
斎
は
自
ら
そ
の
巨
大
な
歴
史
的
意
義
を
意
識
せ
ず
し
て
こ
の
等
式
の

破
壊
に
全
思
索
を
傾
け
た
の
で
あ
る
。

ま
づ
人
倫
的
秩
序
は
次
の
様
に
宇
宙
的
秩
序
か
ら
独
自
化
す
る
。

説
卦
明
か
に
説
く
、〔「
〕
天
の
道
を
立
つ
る
曰
く
陰
と
陽
と
、
地
の
道
を
立

つ
る
曰
く
柔
と
剛
と
、
人
の
道
を
立
つ
る
曰
く
仁
と
義
と
」
と
。
混
じ
て
之

を
一
と
す
べ
か
ら
ず
。
其
陰
陽
を
以
て
人
の
道
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
は
、
な

ほ
仁
義
を
以
て
天
の
道
と
な
す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
…
…
凡
そ
聖
人
の

所
謂
道
と
は
皆
人
道
を
以
て
之
を
言
ふ
。（
語
孟
字
義
巻
上
〔『
大
日
本
文
庫

儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻
一
五
頁
〕）
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か
く
し
て
仁﹅

義﹅

と
い
ふ
倫
理
的
範
疇
は
陰
陽
と
い
ふ
自
然
的
範
疇
と
明
確
に
区
別

さ
れ
た
。
し
か
し
よ
り
重
要
な
の
は
さ
う
し
た
人
倫
的
秩
序
と
人
間
内
面
性
と
の

分
化
で
あ
る
。
仁
義
礼
智
は
仁
斎
に
於
て
そ
れ
自
身
人
間
の
本
性
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
そ
れ
か
ら
超
越
し
た
客
観
的
規
範
と
さ
れ
る
（
仁
義
礼
智
の
四
者
は
皆
道

徳
の
名
に
し
て
性
の
名
に
非
ず
。
…
…
（
論
文
、
二
二
頁
））。
さ
れ
ば
こ
そ
、
さ

う
し
た
規
範
が
人
間
に
対
し
て
「
当
為
」
と
し
て
の
意
味
を
も
ち
、
そ
れ
へ
向
っ

て
の
人
間
の
道
徳
的
努
力
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
（
こ
こ
に
も
仁
斎
の
行
動
主

義
が
窺
は
れ
る
）。
む
ろ
ん
こ
の
客
観
的
規
範
は
人
間
性
と
全
く
無
関
係
な
も
の

で
は
な
く
、
さ
う
し
た
イ
デ
ー
に
到
達
す
べ
き
素
地
は
四
端
（
惻
隠
の
心
・
羞
悪

の
心
・
辞
譲
の
心
・
是
非
の
心
）
と
し
て
、
人
間
性
の
中
に
備
は
っ
て
ゐ
る
。
孟

子
の
性
善
と
は
こ
の
事
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
決
し
て
人
間
が
未
発
の
性
に
於
て

既
に
五
倫
を
具
へ
て
ゐ
る
と
解
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
善
悪
は
行
為
に
於
て
こ
そ

現
は
れ
る
の
で
、
動
静
以
前
の
状
態
に
は
善
も
悪
も
な
い
―
―
と
い
ふ
の
が
仁
斎

の
考
へ
で
あ
る
。
飽
ま
で
道
徳
的
実
践
を
重
ん
ず
る
立
場
が
こ
こ
に
最
も
よ
く
現

は
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
が
、
か
う
し
た
規
範
の
人
性
よ
り
の
超
越
は
、
他
面
人
性

の
規
範
よ
り
の
解
放
と
し
て
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

け
だ
し
規
範
が
人
間
内
在
か
ら
立
ち
出
で
、
客
観
化
さ
れ
る
に
従
っ
て
、
そ
の
公

共
性
＝
社
会
性
が
強
ま
る
と
同
時
に
、
純
粋
な
個
人
的
内
面
的
領
域
へ
の
浸
潤
力

は
そ
れ
だ
け
弱
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
朱
子
学
に
於
て
は
規
範
は
即
本
然
の
性
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
個
人
的
内
面
性
の
全
領
域
を
く
ま
な
く
占
據
し
う
る
し
、
ま
た

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
反
面
は
人
欲
の
完
全
な
滅
尽
の
要
求
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
仁
斎
は
い
ふ
、

苟
も
礼
義
の
以
て
之
を
裁
く
有
れ
ば

〔
マ
マ
〕

、
情
は
即
ち
是
れ
道
、
欲
は
即
ち
是
れ

義
、何
の
悪
き
こ
と
か
之
有
ら
ん
。
苟
も
礼
義
の
以
て
之
を
裁
く
な
く
し
て
、

特
に
愛
を
断
ち
欲
を
滅
さ
ん
と
欲
す
れ
ば

〔
マ
マ
〕

、
是
れ
枉
を
矯
め
直
に
過
ぎ
、

…
…
将
に
形
骸
を
亡
ひ
、
耳
口
を
塞
ぎ
て
後
止
ま
ん
と
す
。
此
れ
人
々
の
能

く
為
す
所
に
非
ず
し
て
通
天
下
の
道
に
非
ず
。
故
に
聖
人
は
為
さ
ざ
る
な
り

（
童
子
問
巻
中
〔『
大
日
本
文
庫
儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻
一
七
一
頁
〕）

聖
人
の
天
下
を
治
む
る
や
、
天
下
大
同
の
道
を
以
て
、
天
下
大
同
の
人
を
治

め
、
大
中
の
道
を
建
て
ゝ
、
過
高
の
行
ひ
を
為
さ
ず
。
…
…
蓋
し
天
理
の
極

を
尽
す
は
人
人
の
能
く
す
る
所
に
非
ず
。〔
…
…
〕
聖
人
は
此
を
以
て
自
ら

治
め
ず
、
亦
此
を
以
て
人
に
強
ひ
ず
。
仁
義
に
由
り
て
行
ひ
、
仁
義
を
行
ふ

に
非
ず
（
同
上
〔
一
六
九
―
七
〇
頁
〕）

最
後
の
言
葉
は
よ
く
仁
斎
に
於
け
る
規
範
の
客
観
性
、
社
会
性
を
表
現
し
て
ゐ
る

（
規
範
と
人
性
の
分
離
に
伴
ふ
、
公
共
性
と
個
人
性
、
外
面
性
と
内
面
性
、
政
治

と
個
人
道
徳
の
分
化
）。
か
う
し
た
規
範
の
個
人
的
内
面
性
よ
り
の
昇
化
、
そ
の

客
観
化
は
、
素
行
に
於
て
よ
り
鮮
明
に
現
は
れ
、
徂
徠
・
春
台
に
至
っ
て
窮
ま
る

の
で
あ
っ
て
、
仁
斎
に
於
て
は
い
ま
だ
不
徹
底
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
天

下
国
家
の
論[カ

]よ
り
も
儒
教
の
倫
理
思
想
的
純
化
を
ひ
た
す
ら
念
と
し
た
仁
斎
に

と
っ
て
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、純
道
学
者
に
終
始
し
た
仁
斎
に
於
て
、

か
へ
っ
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
自
然[カ

]的
心
情
が
容
認
さ
れ
、
―
―
そ
の
反
面
、
儒
教

規
範
の
規
制
力
に
限
界
が
置
か
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
こ
そ
注
目
す
べ
き
な
の
で

あ
る
。

規
範
の
無
制
約
的
浸
潤
力
は
朱
子
学
合
理
主
義
の
必
然
の
帰
結
で
あ
る
。
か
く
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て
理
の
優
位
の
否
定
は
さ
う
し
た
帰
結
の
諸
々
の
発
現
形
態
を
俎
上
に
載
せ
ず
ん

ば
止
ま
な
い
（
例
へ
ば
宋
学
の
イ
ン
ト
レ
ラ
ン
ス
の
如
き
）。

凡
そ
事
、
専
ら
理
に
依
っ
て
断
決
す
れ
ば
、
残
忍
刻
薄
の
心
勝
ち
て
寛
裕
仁

厚
の
心
寡
し
。〔『
童
子
問
』
巻
之
中
、『
大
日
本
文
庫
儒
学
篇

古
学
派
』
上

巻
二
一
一
頁
〕

予
、
通
鑑
纂
要
等
の
書
を
観
る
に
、
其
の
人
物
を
評
隲
す
る
、
善
を
善
と
し

悪
を
悪
と
し
て
一
毫
も
仮
借
せ
ず
、
厳
な
り
と
謂
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
断
決

深
刻
に
し
て
古
今
に
全
人
無
し
。
殆
ど
申
韓
刑
名
の
気
象
あ
り
て
聖
人

〔
マ
マ
〕

涵
養

の
意
味
無
し
。
己
を
持
す
る
甚
だ
堅
く
、
人
を
責
む
る
甚
だ
深
し
。
…
…
専

ら
理
の
字
を
主
張
す
る
の
弊
、
一
に
此
に
至
る
、
悲
し
い
か
な
（
童
子
問
巻

之
中
〔『
大
日
本
文
庫
儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻
二
一
二
頁
〕）

こ
れ
は
先
に
見
た
蕃
山
や
益
軒
の
山
崎
派
な
ど
の
学
風
に
対
す
る
批
判
と
ま
さ

に
共
通
し
て
ゐ
る
。
た
ゞ
益
軒
や
蕃
山
に
於
て
直
覚
的
に
な
さ
れ
て
来
た
さ
う
し

た
批
判
は
仁
斎
の
古
学
に
於
て
一
応
方
法
的
自
覚
の
上
に
立
た
せ
ら
れ
た
ま
で
で

あ
る
。
同
じ
こ
と
が
歴
史
的
個
性
の
認
識
に
つ
い
て
も
い
は
れ
る
。
朱
子
学
の
合

理
主
義
は
歴
史
的
条
件
を
無
視
し
て
、そ
の
理
念
を
現
実
に
押
付
け
る
た
め
、屢
々

「
三
代
以
前
は
尽
く
天
理
に
出
づ
、
三
代
以
後
は
総
て
之
れ
人
欲
」
と
い
ふ
如
き
、

末
世
観
と
し
て
現
は
れ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
仁
斎
は
、「
後
世
に
君
子
無
き
能
は

ざ
る
は
猶
ほ
古
に
小
人
な
き
能
は
ざ
る
が
ご
と
し
」（
童
子
問
中
〔『
大
日
本
文
庫

儒
学
篇

古
学
派
』
上
巻
一
八
一
頁
〕）
と
し
、「
若
し
聖
人
を
し
て
今
の
世
に
生

れ
使
む
れ
ば
亦
必
ず
今
の
俗
に
因
り
て
今
の
法
を
用
ひ
ん
」（
同
上
〔
一
七
八
頁
〕）

と
い
っ
て
ゐ
る
（
古
学
先
生
文
集
、
肉
刑
の
廃
止
）。
抽
象
的
合
理
主
義
の
批
判
が

歴
史
意
識
の
抬
頭
を
伴
ふ
こ
と
は
洋
の
東
西
を
問
は
ぬ
思
想
史
的
事
実
で
あ
る

（
十
八
世
紀

Rationalism
／
十
九
世
紀

Rom
antik）。
た
ゞ
こ
の
点
で
も

仁
斎
は
い
ま
だ
根
本
的
に
宋
学
的
思
惟
を
脱
し
て
は
ゐ
な
い
（
通
鑑
綱
目
流
の
史

観
に
い
ま
だ
據
っ
て
ゐ
る
）。
そ
の
ヨ
リ
徹
底
的
な
克
服
は
後
の
古
学
派
の
課
題

で
あ
る
。

結
局
、
仁
斎
の
思
想
史
的
役
割
は
先
に
も
述
べ
た
様
に
、
朱
子
学
自
然
法
の
理

論
的
基
礎
の
崩[カ

]り
く
ず
し
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
彼
の
理
論

は
斬
新
な
着
意
と
、
鋭
利
な
批
判
に
満
ち
て
居
た
が
（
独
創
的
哲
学
者
）、
い
ま
だ

朱
子
学
的
思
惟
方
法
を
根
底
よ
り
変
革
す
る
積
極
的
体
系
を
樹
立
す
る
ま
で
に
は

到
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
彼
の
思
索
が
あ
ま
り
に
純
然
た
る
経
書
の
範
囲
に
限
ら
れ

た
こ
と
は
、
彼
の
な
し
と
げ
た
思
想
的
革
命
の
巨
大
さ
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
直
接

の
社
会
的
意
義
を
著
し
く
制
約
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
仁
斎
が
彼
と

殆
ど
同
時
に
全
く
別
個
に
古
学
を
提
唱
し
、
彼
と
反
対
に
主
と
し
て
政
治
的
＝
社

会
的
観
点
か
ら
宋
学
を
批
判
し
た
素
行
の
運
命
を
免
れ
え
た
所
以
も
ま
た
そ
こ
に

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

― 58 ―



ｂ
(ｄ[カ
])、
山
鹿
素
行
（
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
―
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
））

生
涯

名
、
高
興
（
高
祐
）、
字
は
子
敬
、
素
行
と
号
す

通
称
、
甚
五
左
衛
門

元
和
八
年
八
月
、
奥
州
の
会
津
に
生
る
。

父
貞
以

さ
だ
も
ち

は
関
一
政
に
仕
へ
た
が
、
同
輩[カ

]を
殺
し
て
会
津
に
奔
り
、
蒲
生
秀
行
の

老
臣
町
野
幸
仍

ゆ
き
よ
り

を
頼
っ
た
。
幸
仍
の
子
幸
和

ゆ
き
か
づ

は
寛
永
四
年
蒲
生
家
の
地
没
収
と
共

に
江
戸
に
出
て
幕
府
に
仕
へ
た
。
貞
以
を
引
続
き
扶
持
せ
ん
と
し
た
が
辞
し
て
医

を
以
て
立
ち
修
玄
庵
と
号
し
た
。

素
行
は
、
早
く
か
ら
学
問
を
受
け
た
。

九
才
、
林
羅
山
の
門
に
入
る
。
驚
く
べ
き
早
熟
児
で
、
十
五
才
に
は
大
学
、
十

六
才
に
は
論
孟
を
講
じ
た
。
十
五
才
に
し
て
甲
州
流
軍
学
の
祖
尾
畑
景
憲

か
げ
の
り

と
そ
の

高
弟
北
条
氏
長
に
入
門
し
、
二
十
才
で
景
憲
の
御
免
状
を
え
た
。
ま
た
十
八
才
の

時
、
広
田
坦
斎
に
忌
部
神
道
を
学
び
、
高
野
按
察
院
光
宥
法
印
か
ら
真
言
神
道
の

秘
伝
を
伝
授
さ
れ
た
。
他
方
和
学
を
も
学
び
、
二
十
才
の
頃
の
彼
は
当
時
の
学
問

的
分
野
の
大
部
分
を
修
得
し
て
ゐ
た
と
い
へ
る
。

か
う
し
て
、
素
行
の
学
名
高
ま
る
と
共
に
彼
を
招
へ
い
（
聘
）
せ
ん
と
す
る
諸

侯
が
漸
次
多
く
な
っ
た
。
軍
学
と
経
学
と
を
兼
ね
備[カ

]へ
た
新
進
気
鋭
の
学
者
が
注

目
を
惹
か
ぬ
筈
は
な
い
。
正
保
三
年
二
十
五
才
に
し
て
、
桑
名
城
主
松
平
定
綱
の

入
門
あ
り
、
ま
た
こ
の
頃
紀
州
頼
宜
と
老
中
阿
部
豊
後
守
忠
秋
か
ら
同
時
に
招
聘

さ
れ
た
。
阿
部
忠
秋
に
対
し
て
は
紀
州
の
先
約

〔
カ
〕

の
故
を
以
て
辞
し
た
が
、
紀
州
で

も
豊
後
守
の
召
抱[カ

]の
意
志
を
知
っ
て
之
に
譲
ら
う
と
し
た
の
で
、
結
局
素
行
の
方

か
ら
双
方
辞
退
す
る
事
と
し
た
（
配
所
残
筆
）。
が
結
局
双
方
辞
退
し
た
。
翌
四

年
前
田
利
常
か
ら
招
か
れ
た
が
、
先
方
は
七
百
石
ま
で
と
い
ふ
に
対
し
、
素
行
の

親
は
千
石
く
れ
な
く
て
は
と
い
ひ
折
合
は
ず
。
親
の
か
う
し
た
態
度
の
裏[カ

]に
は
、

そ
の
頃
、
幸
和
に
嫁
し
た
祖
心
尼
が
春
日
局
の
近
親
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
素
行

を
幕
府
に
と
り
も
っ
て
、
家
光
に
召
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
だ
。
松
平
伊

豆
も
こ
の
こ
と
に
関
与
。
と
こ
ろ
が
慶
安
四
年
（
素
行
三
十
才
）
に
し
て
、
家
光

と
松
平
越
中
守
相
つ
い
で
病
没
し
て
さ
た
や
み
と
な
っ
た
。
翌
承
応
元
年
（
三
十

一
才
）、
か
ね
て
入
門
し
て
ゐ
た
浅
野
内
匠
頭
長
直
（
長
矩
の
祖
父
）
よ
り
千
石
で

聘
せ
ら
れ
、素
行
も
遂
に
之
に
応
じ
た
。
長
直
は
素
行
を
遇
す
る
こ
と
頗
る
厚
く
、

素
行
は
、
万
治
三
年
（
三
十
九
才
）
九
月
ま
で
、
長
直
と
嗣
子
采
女
正
に
兵
学
を

講
じ
た
。
こ
の
時
、
彼
は
存
寄
の
子
細
が
あ
る
と
て
、
浅
野
家
の
加
増
に
よ
る
留

任
希
望
に
も
拘
ら
ず
、「
当
分

〔
マ
マ
〕

永
之
浪
人
と
覚
悟
仕
候
て
」〔『
山
鹿
素
行
全
集
』
思

想
(
)篇

第
十
二
巻
五
八
三
頁
〕
致
仕
し
た
。
そ
の
後
は
遂
に
特
定
の
大
名
に
仕
へ
る

20
こ
と
な
か
〔
以
下
欠
〕

イ
（
(
)ⅰ）、〈

基
本
思
想
の
概
観
〉
素
行
の
思
想
的
発
展

21

素
行
は
そ
の
独
自
の
立
場
を
確
立
し
た
四
十
五
、
六
才
に
至
る
ま
で
、
種
々
の

思
想
的
遍
歴
を
経
て
居
る
。
し
か
も
さ
う
し
た
転
回
の
内
面
的
動
機
を
探
っ
て
見

る
と
、
そ
こ
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
あ
る
共
通
性
が
看
取
さ
れ
、
素
行
の
思
想
の
基
底

に
絶
え
ず
流
れ
て
ゐ
た
傾
向
を
窺
ひ
知
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ま
づ
最
初
は

記
誦
時
代
と
も
い
ふ
べ
き
時
期
で
、
大
体
素
行
の
三
十
才
位
迄
に
相
当
す
る
。
こ
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の
間
に
素
行
は
羅
山
か
ら
漢
学
の
基
礎
的
知
識
を
、
尾
畑
景
憲
と
北
条
氏
長
よ
り

軍
学
を
学
び
、
其
他
、
神
道
・
歌
学
等
広
く
一
般
的
教
養
を
身
に
つ
け
た
が
、
そ

れ
は
専
ら
与
へ
ら
れ
た
知
識
を
ひ
た
す
ら
吸
収
す
る
の
み
で
、
い
ま
だ
内
面
的
反

省
を
伴
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
つ
ゞ
く
第
二
期
が
三
教
一
致
時
代
で

あ
る
。
素
行
は
羅
山
の
単
に
百
科
辞
書
的
な
学
問
に
あ
き
た
ら
ず
し
て
、
老
荘
や

釈
迦
へ
の
関
心
を
示
し
は
じ
め
た
。
彼
は
兵
学
を
益
々
深
め
て
行
く
に
従
っ
て
、

兵
学
は
単
な
る
戦
術
の
考
究
で
は
な
く
、
戦
場
に
臨
む
精
神
的
態
度
の
養
成
な
り

と
す
る
考
へ
か
ら
、
単
な
る
記
誦
を
超
え
た
内
面
的
学
問
を
求
め
て
儒
仏
道
の
三

教
一
致
説
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
二
十
代
―
三
十
の
頃
で
、
修
身
受
用
抄
、
兵

法
神
武
雄
備
集
等
が
こ
の
時
期
の
代
表
的
著
作
。
し
か
る
に
三
十
五
、
六
才
頃
よ

り
、
専
ら
朱
子
学
に
帰
依
す
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
も
は
や
幼
時
の
記
章[カ

]

的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
日
用
実
践
の
学
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
か
う
し
た
三

教
一
致
よ
り
朱
子
学
へ
の
思
想
的
推
移
は
、
こ
の
時
期
の
代
表
的
著
述
「
修
教
要

録
」
の
自
序
が
よ
く
物
語
っ
て
ゐ
る
。

予
少
に
し
て
父
の
命
に
従
ひ
て
強
め
て
書
を
読
み
、
中
ご
ろ
、
記
誦
詞
章
を

好
む
。
壮
に
し
て
理
を
謂
ふ
を
嗜
み
、
禅
を
好
み
、
老
荘
を
楽
み
て
殆
ど
三

教
を
以
て
一
致
と
為
す
。
…
…
近
来
竊
か
に
思
ふ
、
学
と
は
是
何
ぞ
。
修
身

の
み
。
此
を
以
て
身
上
に
体
認
す
れ
ば
、
父
子
の
間
、
君
臣
の
際
も
始
め
て

覚
る
、
知
の
致
ら
ず
、
行
の
力
め
ざ
る
を
。
茲
に
於
て
意
見
を
去
り
、
高
遠

を
棄
て
て
近
く
思
へ
ば
、
向
の
為
せ
る
所
皆
放
僻
邪
異
に
し
て
、
向
の
言
へ

る
所
皆
天
に
背
き
人
を
惑
す
の
言
な
り
。（
修
教
要
録
自
序
〔『
全
集
』
第
二

巻
九
―
一
〇
頁
〕）

即
ち
さ
き
に
老
荘
へ
の
関
心
も
結
局
具
体
的
行
為
へ
の
心
構
へ
の
問
題
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
い
ま
や
そ
の
老
荘
が
抽
象
的
思
弁
的
傾
向
の
故
に
排
さ
れ
て
、「
意

見
を
去
り
高
遠
を
捨
て
ゝ
近
く
思
ふ
」
と
こ
ろ
の
朱
子
学
が
も
っ
ぱ
ら
説
か
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
朱
子
学
研
究
は
実
に
徹
底
的
で
あ
っ
た
。
彼
の
後
年
の

古
学
唱
導
に
し
て
も
こ
の
朱
子
学
の
徹
底
的
研
鑽
を
通
し
て
、
そ
の
な
か
か
ら
生

れ
出
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
謫
居
童
問
の
中
で
彼
は
そ
の
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る
。

予
昔
し
程
朱
の
説
を
尊
信
し
、
其
文
義
を
深
く
味

此
を
身
に
こ
ゝ
ろ
み
人

に
試
む
る
こ
と
久
し
く
し
て
初
め
て
、
程
朱
の
学

聖
道
に
不
レ
同
こ
と
を

知
る
。
是
全
く
程
朱
の
教
に
よ
っ
て
今
此
宗
を
得
。
故
に
程
朱
の
学
を
毀
排

せ
ん
こ
と
は
更
に
本
意
に
非
ず
（
中
末
〔『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
（
国
書
刊

行
会
、
一
九
〇
七
年
）、
三
四
一
頁
〕）

（
ロ
ー
マ
法
に
よ
っ
て
ロ
ー
マ
法
を
超
え
た
。）

彼
の
程
朱
排
撃
が
決
し
て
場
あ
た
り
的
の
も
の
で
は
な
く
、
か
う
し
た
深
い
グ
ル

ン
ト
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
彼
の
学
問
的
確
信
は
い
か
な
る
外
部
的
圧
迫
に
も
揺

ぐ
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
朱
子
学
よ
り
古
学
へ
の
転
回
は
突
如
と
し
て
行
は
れ
た
の
で
は
な
く
、

そ
の
間
に
か
な
り
長
い
思
想
的
懐
疑
時
代
が
介
在
し
て
ゐ
た
。
一
時
は
全
く
捨
て

た
か
に
見
え
た
老
荘
禅
も
新
た
な
考
慮
に
入
り
来
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
と
思
想
的
彷

徨
を
続
け
た
ら
し
い
。
こ
の
時
の
心
境
を
配
所
残
筆
は
次
の
様
に
詳
細
に
伝
へ
て

ゐ
る
。（

配
所
残
筆

全
集
〔
第
十
二
巻
〕、
五
九
三
頁
）

素
行
の
思
想
的
動
揺
が
何
を
問
題
と
し
て
ゐ
た
か
は
一
見
明
瞭
で
あ
る
。
日
常
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的
＝
具
体
的
実
践
を
求
め
て
朱
子
学
に
入
っ
た
も
の
ゝ
、
や
が
て
素
行
は
持
敬
静

坐
の
ご
と
き
静
態
的
観
照
的
な
教
説
に
不
満
を
感
ず
る
。
む
し
ろ
老
荘
の
方
が
よ

り
活[カ

]動
的
で
は
な
い
か
と
す
ら
考
へ
る
。
さ
う
し
て
最
後
に
周
公
孔
子
の
説
い
た

原
始
儒
教
は
さ
う
し
た
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
最
も
具
体
的
で
あ
り
最
も
日

常
的
な
実
践
の
教
で
あ
る
と
の
確
信
を
え
て
は
じ
め
て
安
住
す
る
。
か
く
て
「
道

統
の
伝
、
宋
に
至
っ
て
竟
に
泯
没
す
」〔『
全
集
』
第
十
一
巻
一
五
頁
〕
と
断
じ
た

聖
教
要
録
の
刊
行
と
な
る
の
で
あ
る
。

か
う
し
た
素
行
の
思
想
的
転
変
を
通
観
す
る
と
、
そ
の
変
移
の
基
底
に
あ
っ
て

絶
え
ざ
る
推
進
力
を
な
し
て
ゐ
た
も
の
は
、
実
践
的
＝
即
物
的
志
向
だ
と
い
ひ
う

る
。
一
た
び

[
マ
マ
]

包
壊
し
た
思
想
の
中
に
観
念
化
＝
高
踏
化
の
傾
向
を
看
取
す
る
如
に

彼
の
転
向
は
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
最
後
に
到
達
し
た
立
場
を
い
み
じ

く
も
「
実
学
」
と
呼
ん
だ
。
ま
こ
と
に
彼
の
思
想
的
徧
歴
は
ひ
た
す
ら
こ
の
実
学

を
求
め
て
の
彷
徨
と
い
っ
て
い
ゝ
。
素
行
の
実
学
と
は
決
し
て
単
な
る
便
宜
的
な

実
用
主
義
の
謂
で
は
な
い
。
そ
れ
は
素
行
の
哲
学
、
倫
理
学
、
政
治
学
を
共
通
に

貫
く
一
つ
の
方
法
論
的
特
徴
の
表
現
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
之
に
よ
っ
て
素
行
は
近
世

思
想
史
の
上
に
燦
然
と
輝
く
リ
ア
リ
ズ
ム
の
一
大
体
系
を
打
樹
て
た
の
で
あ
る
。

な
ほ
素
行
の
思
想
的
発
展
を
叙
す
る
に
当
り
、
間[カ

]々
、
こ
の
実
学
（
或
は
古
学
）

時
代
の
な
ほ
後
に
、
最
後
の
立
場
と
し
て
、
中
朝
事
実
等
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る

日
本
主
義
時
代
を
置
く
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
最
晩
年
期
は
素
行
学
の
関
心
の
対

象
の
推
移
を
示
す
に
は
せ
よ
、
そ
こ
に
な
ん
ら
基
本
的
な
思
惟
方
法
の
転
回
が
行

は
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
後
述
す
る
如
く
、
そ
の
日
本
主
義
は
ま
さ
に
「
実
学
」

の
方
法
論
の
当
然
の
結
果
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
は
と
く
に
独
立
し
た
時
期

と
看
做
さ
ず
に
置
く
。

ロ
（
ⅱ
）、
哲
学
的
基
礎

素
行
の
実
学
の
主
張
は
ま
さ
に
抽
象
的
＝
観
念
的
思
弁
を
排
し
て
、
事
物
そ
の

も
の
へ
向
ふ
こ
と
に
あ
り
、
従
っ
て
彼
の
主
た
る
関
心
は
本
体
論
や
認
識
論
よ
り

は
む
し
ろ
人
間
論
で
あ
り
、
人
間
論
よ
り
は
む
し
ろ
政
治
学
で
あ
っ
た
。
最
も
具

体
的
な
現
実
と
し
て
の
政
治
的
社
会
こ
そ
彼
に
と
っ
て
の
具
体
的
な
中
に
も
最
も

具
体
的
な
現
実
で
あ
り
、
そ
の
考
察
に
彼
の
大
半
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
注
が
れ
た
。

か
う
し
た
素
行
に
仁
斎
に
於
け
る
如
き
宋
学
の
理
論
構
造
に
つ
い
て
の
精
細
な
解

剖
を
期
待
し
え
な
い
の
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。

学
者
の
失
、
是
れ
格
物
致
知
を
棄
て
、
性
心
の
自
証
自
悟
を
事
と
す
る
ゆ
ゑ

に
、
事
物
に
あ
ふ
と
き
は
更
に
こ
れ
（
是
）
を
わ
き
ま
へ
ず
。
儒
の
教
は
事

物
を
以
て
本
と
す
。
治
国
平
天
下
の
用
、
是
れ
也
（
謫
居
童
問

全
集
〔
第

十
二
巻
〕、
281）

と
は
素
行
の
反
覆
力
説
し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
（
○例
全
集

）。
に
も
拘
ら
ず
さ

64

う
い
ふ
即
物
主
義
を
単
な
る
実
証
的
立
場
に
と
ゞ
め
な
い
た
め
に
は
、
や
は
り
宋

学
の
哲
学
的
基
礎
に
メ
ス
を
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
か
く
て
素
行
は
仁
斎
と
同
じ

く
、
理
＝
太
極
の
超
越
性
を
否
定
し
て
、
是
（
理
）
を
専
ら
客
観
的
事
物
に
内
在

す
る
条
理
に
限
定
す
る
。

条
理
あ
る
、
之
を
理
と
謂
ふ
。
事
物
の
間
必
ず
条
理
あ
り
。
条
理
紊
る
れ
ば

先
後
本
末
正
し
か
ら
ず
。
性
及
び
天
を
皆
理
と
訓
ず
る
は
最
も
差
謬
な
り
。

（
聖
教
要
録
〔『
全
集
』
第
十
一
巻
四
二
頁
〕）
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か
く
理
と
人
性
と
の
連
続
が
絶
た
れ
る
な
ら
ば
、
本
然
の
性
な
る
も
の
は
当
然
存

在
の
余
地
が
な
い
。

先
儒
気
質
の
性
、
天
命
の
性
を
立
て
ゝ
論
ず
、
甚
だ
た
が
へ
り
。
性
は
形
気

の
間
に
な
れ
り
。
気
質
の
外
に
性
あ
る
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
（
童
〈
問
〉〔『
全

集
』
第
十
二
巻
一
四
四
頁
〕）

従
っ
て
、
性
善
説
も
ま
た
維
持
さ
れ
な
い
。
性
の
善
悪
は
、
先
天
的
に
は
論
じ

ら
れ
な
い
こ
と
で
、
性
の
発﹅

動﹅

の
態
様
に
よ
っ
て
善
と
も
悪
と
も
な
る
。
気
質
の

性
の
発
動
の
態
様
は
気
質
の
性
自
体
に
よ
っ
て
計
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
か
く
て

人
性
の
よ
っ
て
以
て
規
準
と
す
べ
き
規
範
は
人
間
性
の
外
部
に
客
観
的
に
存
在
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
様
に
し
て
、
素
行
に
於
て
も
結
局
、
仁
斎
に
於
け
る
と
同

じ
く
、
規
範
と
の
人
性
分
裂
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
客
観
的
規
範
は
素
行

に
於
て
礼
楽
刑
政
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
仁
斎
よ
り
も
は
る
か
に
濃
厚
な
公
的

＝
政
治
的
意
義
を
帯
び
、
そ
れ
だ
け
宋
学
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
よ
り
の
人
間
性
の
解
放

と
な
っ
て
現
は
れ
る
。
例
へ
ば

聖
人
の
教
は
礼
に
在
り
。
礼
行
は
る
ゝ
と
き
は
乃
ち
敬
存
す
。
敬
を
専
ら

と
す
れ
ば
、
乃
ち
礼
全
か
ら
ず
。
宋
儒
敬
を
以
て
学
問
の
本
と
為
す
…
…
。

こ
の
説
に
よ
っ
て
主
一

も
つ
ぱ
ら

静
坐
す
れ
ば
、
乃
ち
謹
厚
沈
黙
迫
塞
狭
浅
な
り
。
聖

人
の
敬
を
説
く
は
多
く
は
戒
慎
恐
懼
に
属
す
。
其
の
戒
懼
礼
を
以
て
す
れ
ば

寛
裕
従
容
た
り
。
唯
だ
敬
の
み
を
言
へ
ば
乃
ち
其
の
心
逼
塞
に
し
て
通
ぜ
ざ

る
の
み
（
聖
教
要
録
〔『
全
集
』
第
十
一
巻
二
二
頁
〕）

ま
た
個
人
的
内
面
的
領
域
よ
り
規
範
的
な
も
の
を
能
ふ
限
り
排
除
し
よ
う
と
す

る
意
図
は
次
の
様
な
言
葉
に
も
窺
は
れ
る
。

或
る
人
曰
ふ
、「
今
日
の
学
、
敬
を
以
て
主
と
為
さ
ざ
れ
ば
則
ち
取
り
ど
こ

ろ
な
く
ば
つ
と
す
る
こ
と
多
し
。
如
何
。〔
」〕

予
云
は
く
、
甚
だ
誤
れ
り
。
学
は
只
だ
今
日
の
学
の
み
。
何
を
と
り
ど
こ

ろ
と
し
、
何
を
ば
つ
と
す
る
と
云
ふ
や
。
こ
れ
内
に
一
物
を
主
と
す
る
の
心

あ
る
故
な
り
。
内
に
一
物
の
主
あ
る
時
は
、
そ
の
主
則
ち
泥
著
し
て
万
事
の

自
由
な
ら
ず
。（
語
□

全
集
、
十
一
巻
五
三
一
頁
）

（
内
面
性
よ
り
規
範
的
な
る
も
の
の
除
去
）

（
第

回
）

し
か
し
な
が
ら
、
人
間
の
私
的
内
面
性
の
、
固
定
的
規
準
か
ら
の
解
放
は
、
素

行
に
於
て
単
に
「
毛
を
吹
て
疵
を
求
め
、
す
み
か
ら
す
み
ま
で
一
筋
の
塵
な
き
如

く
せ
ん
」（
謫
居
童
問
）
と
す
る
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の
拒
否
の
み
に
は
と
ゞ
ま
ら
な
い
。

人
間
性
が
ひ
と
へ
に
気
質
の
性
と
し
て
自
然
的
性
情
の
ま
ま
に
把
握
さ
れ
、
そ
こ

に
於
け
る
規
範
の
内
在
性
が
自
明
的
で
は
な
く
な
っ
た
以
上
、さ
う
し
た
規
範
は
、

か
く
把
握
さ
れ
た
人
間
性
に
依
存
し
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
の
み
自
ら
を
実
現
し

う
る
こ
と
と
な
る
（
朱
子
学
批
判
／
語
類
、
巻
三
十
三
、〔『
全
集
』
第
九
巻
〕
七

八
頁
／
私
の
論
文
）。
か
く
し
て
人
間
の
諸
欲
望
は
朱
子
学
に
於
け
る
様
に
そ
れ

自
体
「
悪
」
た
る
事
を
止
め
て

欲
は
性
の
発
し
て
感ズ

ルレ
外ニ

わ
ざ
な
り
。
こ
の
心
な
き
時
は
人
に
非
ず
。
凡
そ

知
識
あ
る
も
の
皆
欲
心
あ
り
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
五
三
頁
〕

と
し
、人

心
皆
好ミ
レ
利ヲ

悪ム
レ
害ヲ

の
二
つ
あ
り
、
是
れ
を
好
悪
の
心
と
い
ふ
。
…
…
こ
の

利
害
の
心
あ
ら
ざ
れ
ば
死
灰
槁
木
に
し
て
人
に
あ
ら
ず
。
…
…
当
時
の
学
者
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や
や
も
す
れ
ば
利
害
の
心
な
り
と
て
、
こ
の
心
を
絶
せ
ん
と
す
る
こ
と
尤
も

あ
や
ま
れ
り
。（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
五
三
―
四
頁
〕）

（
同﹅

旨﹅

、
山
鹿
語
類
巻
三
十
三
、〔『
全
集
』
第
九
巻
〕
六
五
頁
以
下
／
七
八

頁
以
下
）

と
し
て
、
価
値
中
立
的
な
も
の
と
し
て
消
極
的
に
容
認
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、「
此

の
欲
心
あ
る
よ
り
聖
人
に
も
至
る
べ
し
」「
此
の
心
に
た
よ
り
て
教
を
立
て
つ
ひ

に
聖
人
の
極
を
の
べ
玉
ふ
」
と
い
ふ
如
く
、
む
し
ろ
価
値
実
現
の
不
可
缺
的
契
機

と
し
て
積
極
的
に
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
ヘ
ー
ゲ
ル
／
蕃
山
）。
一
た
び
人
間

内
在
性
か
ら
立
ち
出
で
、
外
面
化
さ
れ
、
公
共
的
＝
政
治
的
性
格
を
帯
び
た
規
範

が
、
か
へ
っ
て
そ
れ
に
よ
っ
て
人
間
の
自
然
性
と
積
極
的
索[カ

]聯
に
立
ち
、
そ
れ
を

自
己
実
現
の
媒
介
と
す
る
具
体
的
体
様

[
カ
]

は
例
へ
ば
礼
の
一
部
と
し
て
の
賞
罸
の
法

に
最
も
よ
く
現
は
れ
る
。

謫
居
童
問
、
全
集
〔
第
十
二
巻
〕、
四
八
二
頁

勧
懲
。

〔
問

人
を
す
す
む
る
に
欲
を
以
て
し
、
人
を
こ
（
懲
）
ら
す
に
死
を
以
て

す
る
は
、
俗
の
自
ら
薄
き
に
い
た
ら
ん
か
。

答

人
心
欲
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
知
あ
り
、
こ
の
欲
に
よ
つ
て
聖
人
の
道
行
は

る
。
こ
れ
を
察
し
て
以
て
こ
の
賞
罰
あ
り
。
故
に
君
子
賢
者
は
賞
罰
を
以
て

礼
と
し
て
、
以テ

シレ
勧ヲ

以テ
スレ

懲ヲ

。
小
人
悪
人
は
賞
罰
を
以
て
利
害
と
し
て
、
以テ

勧ミ

以テ

懲ル

。
こ
こ
に
お
い
て
天
下
国
家
の
政
お
こ
な
は
れ
て
、
其
の
俗
正
し
く
、

其
の
道
つ
ひ
に
行
は
る
る
也
。

凡
そ
聖
賢
の
治
、
下
民
を
以
て
君
子
と
せ
ず
、
君
子
を
以
て
小
人
と
せ
ず
、

各
々
其
の
分
に
よ
つ
て
其
の
政
あ
り
。
今
人
を
以
て
（
欲
に
）
い
ざ
な
ふ
と

云
ふ
は
、
天
下
を
以
て
悉
く
君
子
の
品
質
な
り
と
思
ふ
い
ひ
也
。
豈
そ
れ
然

ら
ん
や
。
賤
は
貴
が
た
め
に
つ
か
は
れ
、小
は
大
に
服
し
て
、奴
婢
僕
従
各
々

そ
の
利
を
利
と
す
る
は
、
彼
れ
皆
利
に
あ
そ
ぶ
が
ゆ
ゑ
に
、
利
二
其ノ

利ヲ
一
と
し

て
そ
の
政
立
つ
の
い
ひ
な
り
と
可キ
二
心
得
一
也
。
唯
そ
の
利
す
る
處
礼
に
あ

る
と
き
は
、
賞
罰
そ
の
用
を
な
す
と
云
ふ
べ
き
也
。（『
全
集
』
第
十
二
巻
四

八
二
―
三
頁
）〕

「
其
の
利
を
利
と
し
て
其
の
政
を
立
つ
」
と
い
ふ
言
葉
に
素
行
思
想
の
基
底
に
横

は
る
考
へ
方
が
最
も
集
約
的
に
表

〔
マ
マ
〕

現
し
て
ゐ
る
。
治
国
平
天
下
と
い
ふ
も
素
行
に

あ
っ
て
は
結
局
民
衆
個
人
個
人
の
利
（
小
利
）
を
媒
介
と
し
て
天
下
の
利
を
図
る

こ
と
以
外
に
な
い
の
で
あ
る
。

万
民
の
為
に
可
レ
成
こ
と
を
致
す
を
政
令
と
云
な
り
。
政
は
正
也
と
云
へ
る

時
は
、
そ
の
法
を
公
に
し
て
正
し
く
、
天﹅

下﹅

の﹅

利﹅

を
な
す
こ
と
な
り
（〔『
山

鹿
〕
語
類
第
一
〔
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
〇
年
）
巻
十
一
、
君
道
十
一
〕、

四
六
七
〔
頁
）〕

そ
こ
に
は
著
し
い
社
会
的
功
利
主
義
の
色
彩
が
窺
は
れ
る
。
さ
う
し
て
、
ベ
ン
サ

ム
や
ミ
ル
の
功
利
主
義
が
、
啓
蒙
的
自
然
法
の
抽
象
的
人
間
観
に
対
立
し
て
人
間

性
の
経
験
的
観
察
を
地
盤
と
し
た
如
く
、
素
行
の
か
う
し
た
考
へ
方
は
、
天
理
＝

本
然
の
性
の
普
遍
的
内
在
を
否
定
し
、
個
別
的
な
気
質
の
性
に
於
て
人
間
を
把
握

す
る
経
験
主
義
的
傾
向
と
密
接
に
索[カ

]聯
し
て
ゐ
る
（
実
学
）。
利
害
心
に
訴
へ
る

こ
と
を
非
難
す
る
の
は
、「
天
下
を
以
て
悉
く
君
子
の
品
質
な
り
と
思
ふ
い
ひ
也
」

〔
前
出
〕
と
断
じ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
彼
の
リ
ヤ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
立
場
が
よ
く

露
呈
し
て
ゐ
る
（
人
間
の
自
然
的
性
向
に
対
す
る
こ
の
様
な
評
価
が
な
ほ
政
治
思
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想
を
い
か
に
規
定
す
る
か
は
後
述
さ
れ
る
で
あ
ら
う
）。

ロ
（
ⅲ
）、
歴
史
観

素
行
の
実
学
―
―
人
間
の
抽
象
的
普
遍
化
に
反
対
、

そ
れ
を[カ

]個
別
的
・
経
験
的
に
見
る

←

こ
の
態
度
が
歴
史
に
も
現
は
れ
る
と
、
そ
れ
は
当
然
非
歴
史
的
な
合
理
主
義

に
対
す
る
反
対
と
な
る
。
そ
れ
は
ま
づ
歴
史
に
於
け
る
事
実
性
の
重
視
、
主

観
的
価
値
判
断
の
排
除
と
な
っ
て
現
は
れ
る
。

か
う
し
た
実
証
的
な
眼
で
現
実
の
歴
史
を
見
る
と
き
、
そ
れ
は
自
ら
歴
史
的
個

別
性
の
重
視
に
導
き
、
時
代
的
＝
場
所
的
公
式
主
義
と
激
し
く
対
立
す
る
（
武
家

事
紀

全
集
、
十
三
巻
、
五
九
四
頁
）。

凡
そ
実
学
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
文
書
却
っ
て
日
用
の
害
と
な
る
。
其
の
ゆ
ゑ

は
古
今
相
隔
り
風
俗
大
に
違
ひ
、
大
概
百
年
に
世
間
大
変
し
、
五
十
年
・
三

十
年
に
中
変
す
。
是
れ
を
不
レ
考
、
数
千

〔
マ
マ
〕

年
以
前
の
こ
と
を
取
っ
て
、
今
日

に
合
せ
ん
と
す
る
こ
と
、
大
な
る
誤
な
り
。
…
…
次
に
文
字
の
学
者
は
以
二

異
国
一
為シ
レ
師ト

、
大
唐
と
日
本
と
同
じ
く
一
天
下
な
り
と
い
へ
ど
も
、
国
の
大

小
有
り
、
處
・
人
品
・
万
物
の
次
第
不
レ
同ジ

カ
ラ

、
必
ず
異
国
の
風
俗
に
な
さ
ん

こ
と
を
云
ひ
、
大
唐
を
以
て
日
本
を
評
し
、
本
朝
に
居
て
異
国
を
願
ふ
ゆ
ゑ
、

日
本
の
風
俗
に
不
レ
可カ

ラ二
相
応ス
一
（
謫
居
童
問

全
集
〔
第
十
二
巻
〕、
二
三
頁
）

（
時
代
的
＝
場
所
的
公
式
主
義
の
批
判
。
↓
歴
史
性
＝
風
土
性
／
復
古
主
義
否
定

／
武
家
政
↓
治
平
要
録
／
王
覇
論
、〔『
全
集
』
第
十
四
巻
〕
五
九
二
頁
／
農﹅

兵﹅

論﹅

、

四
一
二
頁
／
同
旨
！

童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
三
〇
三
頁
／
井﹅

田﹅

、
童
問
三

八
三
頁
、
三
九
二
頁
）

言ヒ
二
湯
武
之
兵ヲ
一
、
賤シ

ム二
兵
法ヲ
一
。
是
れ
又
反ラ

ン二
古
之
道ニ
一
と
し
て
不ル
レ
通ゼ
二
時

宜ニ
一
也
。
…
…

古
は
文
臣
武
臣
不
レ
分レ

、
宰
相
軍
将
の
権
唯
だ
一
人
な
り
。
中
古
よ
り
王
道

稍
や
衰
へ
て
文
を
崇
び
武
を
卑

い
や
し
ん

じ
、
将
軍
の
任
と
云
へ
ど
も
、
其
の
相
当

は
五
位
に
不
レ
出デ

。
然
る
に
武
臣
天
下
の
権
を
執
り
て
四
海
に
政
を
布
く
の

後
は
、
其
の
官
職
大
臣
大
将
を
歴
て
位
一
品
を
極
め
、
是
れ
を
公
方
衆
と
号

し
て
万
機
の
政
務
こ
こ
に
決
せ
り
。
此
の
時
に
至
り
て
、
し
ひ
て
王
者
の
兵

を
談
じ
、
湯
武
の
古
を
慕
っ
て
武
を
賎
し
ん
じ
、
文
を
専
に
せ
ん
と
な
ら
ば
、

天
下
を
王
朝
に
譲
り
政
道
を
公
家
に
か
へ
し
て
、
元
弘
・
建
武
の
ふ
る
き
跡

を
た
づ
ぬ
る
の
外
な
し
。
し
か
ら
ば
天
下
の
乱
、
数ヘ

テレ
日ヲ

て
待
つ
べ
く
、
四

民
の
困
窮
前
車
の
覆
る
た
め
し
不テ
レ
言ハ

可シ
レ
知ル

。（
治
平
要
録
〔『
全
集
』
第
十

四
巻
〕
五
九
二
頁
）

史
を
撰
す
る
の
徒
、
唯
実
事
を
以
て
之
を
説
き
、
意
見
を
以
て
断
裁
を
見
ざ

る
は
乃
ち
可
也
。〔『
山
鹿
語
類
』
第
四
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
〇
一
年
）、
巻

三
十
五
、
聖
学
三
、
一
二
〇
頁
〕

後
の
史
を
記
す
る
や
、
多
く
作
者
の
意
見
を
以
て
評
議
増
減
す
、
故
に
其
の

記
す
と
こ
ろ
正
し
か
ら
ず
。（〔『
山
鹿
〕
語
類
〔
』
第
四
、
巻
三
十
五
、
聖
学

三
、
一
一
八
頁
〕）

（
日
本
政
治
的[カ

]段
階
、
治
平
要
録
〔『
全
集
』
第
十
四
巻
〕
六
六
二
頁
、
童
問
〔『
全

集
』
第
十
二
巻
〕
三
〇
七
頁
／
支
那
、
童
問
三
一
〇
頁
）
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さ
う
し
た
歴
史
意
識
は
朱
子
学
的
合
理
主
義
よ
り
の
離
反
が
多
少
と
も
行
は
れ
る

と
こ
ろ
、
多
か
れ
少
か
れ
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
、
は
既
に
我
々
の
見
た
如
く
で
あ

る
が
、
素
行
は
史
的
な
見
方
を
徹
底
さ
せ
、
そ
こ
か
ら
一
つ
の
歴
史
的
段
階
の
理

論
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
を
構
成
し
た
点
で
す
こ
ぶ
る
異
彩
を
放
っ
て
ゐ
る
。

彼
は
ま
づ
礼
楽
刑
政
が
歴
史
的
に
変
化
し
て
居
り
、
ま
た
変
化
す
べ
き
こ
と
を

み
と
め
た
。
が
そ
れ
だ
け
な
ら
、
益
軒
、
蕃
山
、
仁
斎
い
づ
れ
も
然
ら
ざ
る
は
な

い
。
素
行
は
進
ん
で
、
さ
う
し
た
統
治
制
度
の
変
化
は
、
畢
竟
、
統
治
の
客
体
た

る
国
民
の
生
活
様
式
の
変
遷
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
い
ふ
重
要
な
認
識
に
到
達

し
て
ゐ
る
。
彼
は
謫
居
童
問
に
於
て
、「
天
下
の
政
道
、
古
今
同
異
あ
る
や
」
と
い

ふ
問
を
提
出
し
て
次
の
様
に
の
べ
て
ゐ
る
（
全
集
〔
第
十
二
巻
〕、
三
〇
三
頁
）。

時
代
に
よ
っ
て
損
益
あ
る
こ
と
は
聖
人
の
教
也
。
故
に
古
の
明
君
賢
将
の

政
事
を
師
と
し
て
、
今
日
の
人
情
事
変
を
考
へ
て
礼
楽
刑
政
を
な
す
を
聖
人

の
教
と
云
ふ
。
只
だ
古
来
の
た
め
し
を
必
と
し
、
又
当
時
の
作
法
を
事
と
す

る
は
、
共
に
聖
人
の
道
に
あ
ら
ず
。
凡
そ
人
物
の
体
、
事
業
の
品
、
古
に
様

か
は
り
て
或
は
是
れ
を
損
し
、
或
は
こ
れ
を
ま
す
こ
と
多
し
。
…
…
さ
れ
ば

衣
服
・
飲
食
・
家
宅
・
用
具
の
制
、
又
古
に
事
か
は
り
て
け
り
。
こ
こ
を
以

て
政
事
を
出
す
に
も
品
々
を
不
レ
尽
ば
、
其
事
し
れ
が
た
き
こ
と
あ
っ
て
、

上
よ
り
出
す
處
の
令
、
下
に
用
ひ
が
た
き
こ
と
出
で
来
る
。
事
物
の
俗
礼
多

く
し
て
一
挙
仕
り
が
た
し
。
然
れ
ば
古
来
の
礼
楽
刑
政
と
云
へ
ど
も
、
時
宜

を
不ル
レ
詳ニ

セ

と
き
は
難シ
二
決
定シ
一
ト
可キ
レ
知ル

也
。（
謫
居
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二

巻
〕
三

〔
マ
マ
〕

〇
二
頁
）

結
局
、
生
活
乃
至
文
化
様
式
が
漸
次
複
雑
化
し
て
来
る
こ
と
が
旧
来
か
ら
の
統

治
様
式
の
固
守
を
困
難
に
す
る
の
で
あ
る
（
生
活
）。
し
か
ら
ば
、
か
う
し
た
複
雑

化
は
古
へ
の
道
よ
り
の
堕
落
と
し
て
排
す
べ
き
か
。
蕃
山
は
そ
の
易
簡
の
理
想
か

ら
し
て
こ
の
立
場
を
と
っ
た
。
し
か
る
に
素
行
は
断
乎
と
し
て
文
化
的
発
展
を
肯

定
し
た
の
で
あ
る
（
参﹅

照﹅

、
武
家
事
紀
、
全
集
〔
第
十
三
巻
〕、
五
九
五
頁
）。

問

器
物
諸
事
多
く
は
古
よ
り
文
飾
多
く
し
て
巧
な
る
こ
と
あ
り
。
是
れ

皆
道
の
衰
へ
て
智
す
ぐ
る
ゆ
ゑ
な
る
べ
し
。

答

今
の
器
物
は
古
よ
り
却
っ
て
文
飾
す
く
な
く
粗
草
な
る
也
。
是
れ
礼

不ル
レ
行ハ

レ

ゆ
ゑ
と
し
る
べ
し
。
礼
行
は
る
る
時
は
、
位
禄
に
よ
っ
て
其
制
文
飾

不ン
バレ

備ハ
ラ

あ
ら
ず
。
…
…
（
謫
居
童
問
、
全
集
〔
第
十
二
巻
〕、
一
三
六
頁
）

次
に
物
の
巧
な
る
こ
と
は
、
久
し
く
承
平
な
る
ゆ
ゑ
、
初
は
か
た
ば
か
り

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
今
是
れ
を
備
ら
し
む
。
是
れ
を
道
の
衰
へ
た
る
と
云
ふ

は
異
端
の
見
に
し
て
、
質
朴
を
事
と
し
、
自
然
を
貴
ぶ
ゆ
ゑ
に
こ
の
沙
汰
あ

り
。
全
く
是
れ
あ
や
ま
り
也
。
た
と
へ
ば
古
は
穴
居
野
處
し
、
犬
羊
の
皮
を

衣
と
し
、
土
を
く
ぼ
め
て
な
べ
と
し
、
手
を
く
ぼ
め
て
物
を
く
ら
ふ
の
器
と

す
。
是
れ
を
次
第
々
々
に
制
作
し
て
、
家
宅
・
衣
服
・
食
物
・
用
器
に
い
た

る
ま
で
、
人
の
巧
な
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
是
れ
皆
巧
な
り
と
し
て
す
つ
べ
し

や
。
殊
に
異
国
の
制
法
は
本
朝
に
用
ひ
が
た
き
こ
と
多
く
、
異
朝
に
て
も
古

と
か
は
り
て
、
今
是
れ
を
用
ひ
て
利
と
す
る
こ
と
多
し
。
た
と
へ
ば
車
戦
乗

車
の
制
、
古
は
良
法
に
し
て
今
是
れ
を
用
ふ
る
に
不
レ
足ラ

。
井
田
の
制
は
三

代
の
良
法
た
り
と
い
へ
ど
も
、
今
こ
れ
を
用
ふ
る
に
よ
し
な
し
。
…
…

凡
そ
衣
服
・
飲
食
・
家
具
の
制
ま
で
、
古
来
あ
ら
ざ
り
し
こ
と
、
近
代
是
れ

を
巧
み
用
ひ
て
甚
だ
便
利
の
多
く
、
近
レ
道
こ
と
一
々
不
レ
遑ア

ラ二
枚
挙ニ
一
。
其
の
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制
作
た
く
み
な
ら
ず
と
云
ふ
こ
と
な
し
。
た
と
へ
ば
古
は
用ヒ
二
火
炬

タ
イ
マ
ツ
ヲ一

…
…

今
は
油
を
し
ぼ
り
蠟
を
取
り
て
燭
と
す
。
古
来
は
人
自
ら
汲ミ
レ
水ヲ

、
今
は
桔は

ね

槹つ
る
べ

を
用
ふ
。
古
は
弓
弩
の
外
に
武
器
の
用
な
し
。
近
代
は
鳥
銃
火
器
を
用

ふ
。
是
れ
等
の
器
物
さ
ら
に
可キ
レ
棄ツ

ゆ
ゑ
ん
に
非
ず
。
…
…
下
愚
の
末
儒
、

時
宜
の
礼
た
る
こ
と
を
不
レ
知ラ

。
古
法
に
泥
む
時
は
、
必
ず
人
を
あ
や
ま
る

道
た
る
べ
し
。（
又
世
俗
佞
奸
の
も
の
時
宜
に
不
レ
過ギ

と
云
ひ
て
、
不
レ
師ト

セレ
古ヲ

時
は
、
必
ず
小
人
の
利
に
愈さ

と
き

に
至
る
。
共
に
君
子
の
道
を
失
ふ
べ
し
。（
全

集
〔
第
十
二
巻
〕、
一
三
八
頁
）

（
文﹅

明﹅

／
文
化
的
進
化
の
肯
定
／
生
活
様
式
の
進
歩
）

本
質
的
に
尚
古
的
傾
向
に
よ
っ
て
浸
透
さ
れ
て
ゐ
る
儒
学
を
絶
対
視
し
た
素
行

が
、
か
く
も
歴
史
的
発
展
と
進
歩
に
対
し
て
肯
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
驚
く
べ
き

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
素
行
は
徳
川
封
建
社
会
に
於
け
る
福
沢
諭
吉
の
地
位
を

占
め
て
ゐ
る
。（
参﹅

照﹅

（
武
家
事
紀
）〔『
全
集
』
第
十
三
巻
〕
五
九
五
頁
／
事
物
草

創
↓
諸
品
修
練
／
（
語
類
巻
十
一
、
君
道
、〔『
全
集
』
第
五
巻
〕
三
四
九
頁
）

そ
れ
は
、
目
の
あ
た
り
の
現
実
を
重
視
す
る
と
い
ふ
実
学
か
ら
来
て
ゐ
る
。

さ
う
し
て
彼
の
日
本
主
義
も
し
か
り
。

（
第

回
）

素
行
は
上
述
の
如
き
文
化
様
式
の
推
移
に
制
約
さ
れ
た
政
治
形
態
の
変
遷
に
着

目
し
て
、
我
国
の
政
治
史
の
い
は
ゞ
段
階
的
把
握
を
各
所
に
試
み
て
ゐ
る
。
例
へ

ば
「
治
平
要
録
」
に
於
て
太
古
の
治
、
上
古
の
治
、
中
古
の
治
、
末
代
の
治
、
武

家
の
治
と
分
ち
、
武
家
の
治
を
更
に
鎌
倉
家
、
室
町
家
、
織
田
家
、
豊
臣
家
に
分
っ

て
論
じ
て
ゐ
る
如
き
、
ま
た
「
謫
居
随
筆
」
に
於
て
、

天
下
の
治
に
時
勢
あ
り
。
王
に
王
の
治
あ
り
、
武
に
武
の
治
あ
り
、
古
に
古

の
治
あ
り
。
今
も
亦
然
り
。
古
今
王
武
其
の
本
を
一
に
す
。
而
し
て
其
の
時

勢
異
る
な
り
。
時
勢
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
又
混
一
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

〔『
全
集
』
第
十
二
巻
五
〇
八
頁
〕

と
し
て
王
政
よ
り
武
家
政
へ
の
展
開
過
程
を
論
じ
て
ゐ
る
如
き
、
又
謫
居
童
問
に

於
て
、「
本
朝
代
々
の
治
平
、
其
の
大
概
い
か
ん
」
と
し
て
述
べ
て
ゐ
る
如
き
、
是

で
あ
る
。
そ
の
最
も
詳
細
な
、
い
は
ゞ
素
行
歴
史
哲
学
の
集
大
成
と
も
称
す
べ
き

も
の
が
、
か
の
有
名
な
中
朝
事
実
と
そ
の
続
編
と
し
て
の
武
家
事
紀
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
こ
れ
ら
に
於
け
る
具
体
的
な
叙
述
は
時
代
的
特
徴
の
適
確
な
把
握
と
、
歴

史
的
事
象
の
生
々
し
た
再
現
に
よ
っ
て
素
行
の
史
家
と
し
て
の
才
能
の
凡
な
ら
ざ

る
を
思
は
し
め
る
が
、
そ
こ
で
な
に
よ
り
重
要
な
こ
と
は
素
行
の
上
述
し
た
様
な

歴
史
観
が
終
始
貫
か
れ
て
ゐ
る
事
で
あ
る
。
治
平
要
録
で
太
古
の
治
下
に
於
け
る

民
衆
の
生
活
状
態
を
叙
べ
た
後
に
、

竊
に
按
ず
る
に
、
神
代
の
治
は
五
徳
（
木
火
土
金
水
）
自
ら
備
は
る
。
今
議

す
る
所
の
五
徳
の
神
治
は
、
某
未
だ
旧
紀
を
考
見
せ
ず
、
唯
だ
こ
れ
を
推
論

す
、
恐
ら
く
は
意
見
に
陥
ら
ん
か
、
尤
も
後
覚
を
竢
つ
〔『
全
集
』
第
十
四
巻

六
六
二
―
三
頁
〕

と
し
て
ゐ
る
の
は
、
ま
さ
に
先
に
見
た
様

〔
マ
マ
〕

な
「
実
事
を
以
て
歴
史
を
説
き
意
見
を

以
て
断
裁
せ
ざ
る
を
可
と
す
る
実
証
的
態
度
の
現
は
れ
で
あ
る
。
ま
た
、「
中
朝

事
実
〔
」〕
の
附
録
に
於
て
、
日
本
の
皇
祖
神
は
そ
の
自
在
の
力
で
以
て
何
故
始
め

か
ら
諸
々
の
文
化
を
遺
漏
な
く
具
備
さ
せ
な
か
っ
た
の
か
と
い
ふ
疑
問
に
対
し
、

事
物
の
生
成
に
は
必
ず
時
あ
り
、
勢
あ
り
。
…
…
凡
そ
卵
仁
は
既
に
時
夜
棟
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梁
の
機き

ざ
し

を
備
ふ
。
而
し
て
卵
仁
に
向
っ
て
こ
れ
を
求
む
る
の
太
だ
早
計
な

〔
マ
マ
〕

る
は
、
時
勢
の
然
れ
ば
な
り
。
卵
仁
も
未
だ
嘗
て
そ
の
機
な
く
ん
ば
あ
ら

ず
。
蓋
し
神
聖
の
知
や
徳
や
、
既
に
太
極
よ
り
含
蓄
し
来
る
も
、
草
昧
未
だ

遠
か
ら
ず
、
時
勢
屯
蒙
に
し
て
、
未
だ
微
を
発
す
べ
か
ら
ず
、
皇
統
連
綿
の

後
、
人
情
の
恒つ

ね

、
事
物
の
感
掩
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
、
而
し
て
品
節
修
飾
し
て

こ
の
道
致き

わ

め
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
…
…
故
に
穴
居
野
處
し
て
棟
宇
閣
楼
に

至
り
、
汙を

尊
抔ほ

う

飲
（
地
を
掘
り
水
を
入
れ
、
手
で
す
く
っ
て
の
む
）
し
て
、

簠ほ

簋き

罍ら
い

爵し
ゃ
く

（
神
に
そ
な
へ
る
食
器
）
に
訖い

た

り
、
結
縄
鳥
跡
（
古
代
文
字
）
は

科
斗
（
同
前

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
）
篆て

ん

隷
（
篆て

ん

籀ち
う

隷れ
い

書
）
に
届い

た

る
。
皆
そ
の

初
め
太
だ
疎
に
し
て
経
歴
の
漸
、
飾
文
潤
色
竟
に
善
尽
き
美
尽
く
る
に
及
ぶ

な
り
。
然
ら
ば
乃
ち
太
上
は
素
樸
以
て
称か

な

ふ
。
若
し
修
飾
を
求
め
ば
太
だ
早

計
の
み
（
全
集
〔
第
十
三
巻
〕、
二
一
三
頁
）

と
答
へ
て
、
文
化
は
必
ず
時
間
の
相
の
下
に
観
る
べ
き
を
説
き
、
後
世
の
技
巧
的

「
修
飾
」
を
太
古
に
期
待
し
た
り
、
太
古
の
素
樸
を
後
世
に
押
付
け
た
り
す
る
事

の
誤
謬
を
指
摘
し
て
ゐ
る
の
は
、
こ
れ
ま
た
上
述
し
た
発
展
的
見
方
の
典
型
的
な

表
現
た
る
こ
と
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

さ
う
し
て
素
行
が
中
朝
事
実
に
於
て
、

恒
に
蒼
海
の
窮
り
な
き
を
観
る
者
は
、
其
の
大
な
る
を
知
ら
ず
。
常
に
原

野
の
畦
な
き
に
居
る
者
は
そ
の
広
き
を
識
ら
ず
。
是
れ
久
し
う
し
て
狃
る
れ

ば
な
り
。
豈
唯
だ
海
野
の
み
な
ら
ん
や
。
愚わ

れ

中
華
文
明
の
土く

に

に
生
れ
て
未
だ

そ
の
美
な
る
を
知
ら
ず
。
専
ら
外
朝
の
経
典
を
嗜
み
、
嘐
嘐
と
し
て
そ
の
人

物
を
慕
ふ
。
何
ぞ
そ
の
心
を
放

ほ
し
い
ま
ま

に
せ
る
や
、
何
ぞ
そ
の
志
を
喪
へ
る
や
。

抑
も
奇
を
好
む
か
、
将は

た
ま

た
異
を
尚
ぶ
か
。（
自
序
）

〈
夫
れ
中
国
の
水
土
は
万
物
に
卓
爾
と
し
て
、
人
物
は
八
紘
に
精
秀
た
り
。

故
に
神
明
の
洋
洋
た
る
、
聖
治
の
緜め

ん

々
〉
た
る
、
煥
乎
た
る
文
物
、
赫
乎
た

る
武
徳
、
以
て
天
壌
に
比
す
べ
き
な
り
。

今
歳
謹
ん
で
皇
統
と
武
家
の
実
事
を
紀
さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
睡
課
の
煩

し
く
、
繙
閲え

つ

の
乏
し
き
を
奈
せ
ん
。
冬
十
一
月
小
寒
の
後
八
日
、
先
づ
皇
統

の
小
冊
を
編
み
、
児
童
を
し
て
こ
れ
を
誦
み
て
そ
の
本
を
忘
れ
ざ
ら
し
む
。

武
家
の
実
紀
は
そ
の
成
る
こ
と
奚
れ
の
日
に
在
る
や
を
知
ら
ず
。

（
中
朝
事
実
〔『
全
集
』
第
十
三
巻
七
頁
〕、
寛
文
九
年

四
十
八
才
）

と
い
ふ
有
名
な
宣
言
を
発
し
て
、
日
本
を
こ
そ
中
華
と
よ
ぶ
べ
き
事
を
主
張
し
た

の
も
ま
さ
に
全
く
同
一
の
方
法
的
根
底
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
の
日
本
主

義
は
そ
の
歴
史
主
義
と
切
離
し
て
理
解
す
る
事
は
出
来
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
い
ま
」
の
歴
史
的
特
殊
性
を
無
視
し
て
古
を
慕
ふ
の
を
非
と
す
る
考
へ
方
が
自

ら
、
こ
こ
（
日
本
）
を
忘
れ
て
か
し
こ
（
支
那
）
を
崇
ぶ
態
度
へ
の
反
撃
と
な
っ

て
現
は
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
そ
れ
は
な
ん
ら
抽
象
的
な
日
本
主﹅

義﹅

の
主
張
で
は
な
く
し
て
、
現
実
の
歴
史
的
発
展
の
相
に
於
け
る
日
本
の
肯
定
で
あ

り
、
従
っ
て
そ
れ
は
現
実
に
は
、
政
治
形
態
の
現﹅

段﹅

階﹅

と﹅

し﹅

て﹅

の﹅

武
家
政
治
の
讃

美
と
一
に
し
て
二
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
な
に
よ
り
中
朝
事
実
が
そ
の
自

序
に
明
か
な
様
に
本
来
、
武
家
事
紀
と
統
一
的
体
系
を
な
す
も
の
と
し
て
、
ま
づ

そ
の
前﹅

編﹅

と
し
て
書
か
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
が
最
も
よ
く
物
語
っ
て
ゐ
る
。

治
平
要
録
に

竊
に
惟
ふ
に
、
朝
廷
に
は
朝
廷
の
治
あ
り
、
武
家
に
は
武
家
の
治
あ
り
。
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況
や
中
朝
自
ら
中
朝
の
治
あ
る
を
や
。
外
国
も
亦
然
り
。
古
今
は
同
じ
く
す

べ
か
ら
ず
、
中
朝
と
外
国
と
は
混
ず
べ
か
ら
ざ
る
也
。
朝﹅

廷﹅

・
武﹅

家﹅

の﹅

治﹅

相﹅

雑﹅

へ﹅

、
中
朝
・
外
国
相
混
ず
れ
ば
則
ち
治
の
体
を
失
ふ
。（
治
平
要
録
〔『
全

集
』
第
十
四
巻
〕、
六
五
九
頁
）

（
武
家
政
治
）

と
言
っ
て
ゐ
る
様
に
、素
行
に
於
て
は
支
那
に
対
し
て
日
本
を
肯
定
す
る
こ
と
と
、

上
古
の
王
政
に
対
し
て
現
実
の
武
家
政
を
肯
定
す
る
こ
と
と
は
同
一
の
思
惟
過
程

と
し
て
意
識
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
（
今
こ
こ
に
の
尊
重
）。
そ
の
二
つ
の
肯
定

を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
は
所
与
の
現
実
を
ば
歴
史
的
発
展
の
到
達
点
と
し
て
肯

定
し
よ
う
と
す
る
志
向
で
あ
り
、
い
は
ゞ
「
こ
こ
に
バ
ラ
あ
り
、
こ
こ
に
踊
れ
」

と
い
ふ
ヘ
ー
ゲ
ル
的
意
味
に
於
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

彼
は
「
中
朝
事
実
」
に
於
て
日
本
と
支
那
と
を
比
較
し
、（
一
）
我
が
国
の
皇
統

連
綿
に
し
て
弑
逆
の
乱
の
殆
ど
な
い
に
反
し
、
支
那
は
易
姓
革
命
相
継
ぐ
こ
と
、

（
二
）
支
那
は
領
土
が
広
す
ぎ
て
国
防
に
多
く
の
人
員
を
要
す
る
こ
と
、（
三
）
そ

の
た
め
、
地
方
の
守
備
軍
が
屢
々
夷
狄
と
通
じ
て
統
制
が
困
難
な
こ
と
、（
四
）
四

夷
と
直
接
境
を
接
し
て
ゐ
る
の
で
侵
入
を
蒙
り
易
く
、
ま
た
国
防
費
に
多
額
を
要

し
て
民
衆
の
負
担
が
大
で
あ
る
こ
と
、（
五
）
我
国
と
ち
が
っ
て
河
海
に
遠
い
の
で

食
物
・
運
送
の
利
が
少
い
こ
と
等
々
を
挙
げ
て
、
我
国
の
優
秀
性
を
称
へ
て
ゐ
る

が
、
そ
れ
も
素
行
と
し
て
は
一
々
経
験
的
＝
実
証
的
な
観
察
か
ら
得
ら
れ
た
結
論

で
あ
り
、
決
し
て
日
本
的
な
る
も
の
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
普
遍
化
で
は
な
か
っ
た
。

さ
れ
ば
こ
そ
彼
は
他
方
に
於
て
儒
教
に
内
在
す
る
原
理
の
普
遍
妥
当
性
を
確
く
信

じ
、「
本
朝
の
制
、
異
朝
大
聖
の
立
て
玉
ふ
に
こ
と
な
ら
ず
」（
謫
居
童
問
〔『
全
集
』

第
十
二
巻
二
八
三
頁
〕）
と
し
、

本
朝
往
古
の
神
勅
、
是
れ
乃
ち
聖
人
継
レ
天
而
建
レ
極
之
道
也
…
…
し
か
れ
ば

儒
と
云
名
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
本
朝
往
古
よ
り
平
二
天
下
一
治
レ
国
、
皆
是
れ

儒
の
教
也
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
二
八
六
頁
〕

と
い
ふ
神
儒
一
致
の
立
場
に
立
っ
た
。
さ
う
し
て
、
支
那
が
日
本
か
ら
何
も
文
物

を
受
け
な
い
の
に
、
日
本
が
支
那
に
多
く
の
文
化
を
仰
い
で
ゐ
る
の
は
、
支
那
が

日
本
よ
り
優
れ
て
ゐ
る
事
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
に
対
し
、
次
の
様
に

答
へ
て
盲
目
的
狂
熱
的
な
排
外
主
義
を
強
く
斥
け
た
の
で
あ
る
。

或
は
疑
ふ
、
外
朝
は
我
れ
に
通
ぜ
ず
し
て
而
も
文
物
明
か
な
り
。
我
れ
は
外

朝
に
因
り
て
そ
の
用
を
広
く
す
る
と
き
は
、
外
朝
我
よ
り
優
れ
る
か
と
。
愚

按
ず
る
に
否

し
か
ら
ず

。
開
闢
よ
り
神
聖
の
徳
行
明
教
兼
ね
備
は
ら
ざ
る
な
く
、
漢

籍
を
知
ら
ず
と
雖
も
亦
、
更
に
一
介
の
闕
く
る
こ
と
な
し
。
幸
に
外
朝
の
事

に
通
じ
、
そ
の
長
ず
る
と
こ
ろ
を
取
り
て
以
て
王
化
を
輔
く
る
こ
と
、
亦
寛

容
な
ら
ず
や
。
何
ぞ
唯
だ
外
朝
の
み
な
ら
ん
。
凡
そ
天
下
の
間
、
詳
に
知
り

幷
び
蓄
へ
て
短
を
校く

ら

べ
長
を
考
へ
、用
を
待
ち
て
遺
す
こ
と
な
く
、事
に
従
っ

て
こ
れ
適か

な

ふ
は
量
の
大
な
る
な
り
。
内
外
相
持
し
て
人
物
以
て
成
る
。
短﹅

を﹅

護﹅

り﹅

て﹅

外﹅

を﹅

拒ふ
せ

ぐ﹅

が﹅

如﹅

き﹅

は﹅

君﹅

子﹅

の﹅

為﹅

す﹅

と﹅

こ﹅

ろ﹅

に﹅

あ﹅

ら﹅

ず﹅

。（〔『
中
朝
事

実
』〕
全
集
〔
第
十
三
巻
〕、
六
四
頁
）

か
う
し
た
点
に
彼
の
素
行
の
い
は
ゞ[カ

]歴
史
的
な
日
本
主
義
と
幕
末
に
昂
揚
し
た

攘
夷
論
の
規
範
的
な
日
本
主
義
と
の
著
し
い
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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ⅳ

政
治
の
本
質
（
治
体
）

竊
に
惟
ふ
に
、
天
下
の
治
は
大
治
を
以
て
体
と
為
す
。
大
治
は
大
綱
を
存

し
大
政
を
施
行
す
る
の
義
也
。〔『
治
平
要
録
』『
全
集
』第
十
四
巻
六
五
五
頁
〕

大
綱
と
は
三
綱
五
倫
と
い
ふ
万
代
不
易
の
自
然
法
を
い
ふ
。
政
治
の
本
質
に
一
つ

の
超
歴
史
的
な
規
準
を
認
め
た
素
行
は
、
現
実
か
ら
遊
離
し
た
観
念
的
道
学
論
に

は
げ
し
い
反
情
を
示
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
時
代
的
特
殊
性
の
重
視
は
決
し
て
、

歴
史
的
相
対
主
義
に
は
陥
ら
ず
、
や
は
り
儒
者
と
し
て
五
倫
五
常
の
自
然
法
的
性

格
を
確
く
信
じ
て
ゐ
た
（
参﹅

照﹅

、
語
類
巻
八
、
君
道
八
、
全
集
五
、
七
一
頁
！
）。

一
方
、
当
時
の
道
の
公
式
的
固
定
的
把
握
と
、
他
方
な
ん
ら
の
規
準
な
き
機
会
主

義
、
人
々
の
陥
り
や
す
い
こ
の
両
極
か
ら
「
政
治
的
な
る
も
の
」
を
擁
護
す
る
こ

と
が
素
行
の
最
も
心
を
労
し
た
課
題
で
あ
っ
た
。

古
義
を
牽
き
、以
て
変
ぜ
ざ
る
者
は
俗
儒
の
偏
説
也
。
専
ら
時
宜
に
趨
り
、

以
て
経
な
ら
ざ
る
者
は
世
人
の
利
口
也
。
聖
人
の
大
経
を
本
と
し
、
衆
賢
の

諸
れ
を
世
に
用
ひ
、
諸
れ
を
民
に
徴
み
て
、
其
の
補
あ
る
に
因
れ
ば
、
則
ち

国
家
の
事
業
立
ろ
に
成
る
べ
し
（
治
平
要
録
巻
四
〔
全
集
第
十
四
巻
〕
P.〔

マ
マ
〕

674）

政
治
の
理
念
を
こ
の
様
な
「
大
治
」
に
求
め
た
素
行
は
、
さ
う
し
た
大
治
よ
り

背
反
堕
落
せ
る
政
治
様
式
を
俗
治
・
雑
治
・
凡
治
・
利
治
と
し
て
論
じ
て
ゐ
る
。

そ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
自
然
法
的
統
治
の
喪
失
態
で
あ
る
。

俗
治
と
は
政
治
が
己
れ
の
則
る
べ
き
価
値
的
規
準
を
失
っ
て
、
自
己
目
的
と
な

り
、「
統
治
の
た
め
の
統
治
」
に
堕
し
た
も
の
を
い
ふ
。

唯
だ
治
を
以
て
宗
と
為
す
、
故
に
礼
義
立
た
ず
、
道
徳
存
せ
ず
、
詭
遇
し
て

獲
を
貪
り
、
之
が
た
め
に
範の

り

と
す
る
を
知
ら
ず
。
…
…
是
れ
成
功
を
以
て
君

子
と
為
す
も
の
に
し
て
其
の
論
卑
し
。〔『
全
集
』
第
十
四
巻
六
五
六
頁
〕

雑
治
と
は
、
則
る
べ
き
規
範
が
多
様
で
、
一
貫
性
を
欠
い
で
ゐ
る
も
の
。

老
荘
儒
釈
の
説
相
雑
へ
て
純
一
な
ら
ざ
る
也
。
其
の
治
雑
な
れ
ば
則
ち
道
徳

の
基
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
其
の
俗
必
ず
異
な
る

凡
治
は
「
己
れ
の
意
に
任
せ
て
道
徳
を
知
ら
ず
、
或
は
旧
例
に
依
り
、
或
は
俗

説
に
従
ひ
、
人
々
諂
媚

て
ん
び

を
事
と
す
る
也
。」

利
治
は
「
専
ら
利
口
を
尚
び
、
事
々
詳
に
窮
め
ず
、
速
に
成
る
を
貴
び
、
所
謂

世
智
辨
聡
を
以
て
真
知
と
為
す
也
。
其
の
俗
尤
も
偷う

す

し
。」（
治
平
要
録
P.657）

（
第

回
）

こ
の
様
に
素
行
は
政
治
が
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
五
倫
五
常
の
自
然
法
を
究

極
的
規
範
と
す
べ
き
こ
と
を
厳
に
要
請
し
、

其
道
正
し
き
と
き
は
、
一
国
の
民
皆
そ
し
る
と
云
ふ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て

改
む
べ
か
ら
ず
。
天
下
の
人
そ
し
る
と
云
ふ
と
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
変
ず
べ

か
ら
ざ
る
也
（
謫
居
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
四
七
五
頁
〕）

と
い
ふ
強
い
確
信
を
持
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
政
治
を
倫
理
に
解
消
せ
し
め
る
事

で
は
決
し
て
な
く
、
さ
う
し
た
政
治
の
究
極
的
制
約
と
し
て
の
倫
理
は
他
方
に
於

て
あ
く
ま
で
政
治
的
な
る
も
の
を
媒
介
と
し
て
の
み
実
現
さ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ

た
。〈
素
行
は
政
治
的
統
一
の
特
異
性
を
「
異
な
る
も
の
を
あ
は
せ
て
一
つ
に
い

た
せ
る
も
の
」と
し
て
、本
来
背
反
的
な
も
の
の
権
力
的
統
合
に
見
出
し
て
ゐ
る
。〉

（
政
治
発
生
論
、
語
類
巻
五
、
君
道
五
、
全
集
〔
第
四
巻
〕、
二
九
〇
頁
）

自
然
法
の
実
現
さ
れ
る
場﹅

と
し
て
の
政
治
的
社
会
は
な
ん
ら
本
源
的
共
同
体
で

は
な
く
、
む
し
ろ
本
来
的
に
は
背
反
的
な
も
の
の
権
力
的
統
合
で
あ
る
。
従
っ
て

― 69 ―



自
然
法
は
自
然
的
内
在
的
に
は
実
現
さ
れ
な
い
。
自
然
法
は
自
ら
を
統
治
者
の
決

断
を
通
じ
て
の
み
表
現
す
る
。〈
こ
こ
に
決﹅

断﹅

と
い
ふ
〉
モ
メ
ン
ト
が
登
場
す
る
。

自
然
法
に
よ
る
統
治
は
す
な
は
ち
い
ひ
か
へ
る
な
ら
ば
自
然
法
に
則
る
決
断
に
ほ

か
な
ら
な
い
。「
順ツ

テレ
道ニ

而
貴ブ
二
克ク

断ツ
コ
ト
ヲ

一

」
と
い
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

…
…
天
地
の
変
を
き
き
、
人
の
説
を
信
じ
て
、
我
が
心
に
思
ふ
處
に
疑
惑
出

来
る
は
、
我
が
心
の
物
に
屈
す
る
也
。
屈
す
る
は
是
れ
気
の
よ
わ
く
な
り
て

負
く
る
所
な
り
。
道
を
立
て
義
に
順
ひ
て
政
を
行
ふ
と
き
は
、
更
に
可キ
二
疑

惑ス
一
こ
と
な
し
。
こ
れ
に
因
り
て
危
乱
の
難
し
ば
ら
く
あ
り
と
も
、
却
っ
て

是
れ
長
久
の
基
た
る
べ
し
と
、
其
の
志
気
一
定
し
て
不ル
レ
動カ

、
こ
れ
を
克ク

断ツ

と
云
ふ
也
。
事
物
の
用
、
其
の
法
其
の
品
、
幾
通
り
に
も
い
は
れ
、
理
も
つ

け
ら
る
る
も
の
な
る
と
き
に
、
是
れ
も
尤
な
り
、
彼
れ
も
一
道
あ
り
と
難キ
レ

棄テ

と
き
は
、
必
ず
惑
出
来
る
。
こ
こ
に
お
い
て
其
の
克
断
の
決
定
心
あ
ら
ざ

れ
ば
、
事
遂
に
不ル
二
成
就セ
一
な
り
。（
治
平
要
録

全
集
、
十
四
巻

六
五
一

頁
）

（
臨
時
の
處
置
に
つ
い
て
、
童
問
、〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
四
三
九
頁
）

し
か
も
こ
の
場
合
政
治
的
な
る
も
の
の
決
定
的
契
機
は
す
な
は
ち
決﹅

断﹅

に
あ
る
以

上
、
さ
う
し
て
政
治
的
統
一
が
一
切
の
倫
理
の
実
現
さ
れ
る
前
提
で
あ
る
以
上
、

無
秩
序
を
秩
序
に
も
た
ら
す
べ
き
決﹅

断﹅

は
そ
れ
自
体
、
形
式
性
に
於
て
既[カ

]に
価
値

づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
は
自
然
的
秩
序
の
転
換
の
前
提
と
も
見[カ

]ら
れ
る
。

但
し
其
の
決
断
決
定
の
心
、
道
義
を
本
と
し
、
有
道
に
つ
い
て
是
れ
を
不
レ

正
し
て
、
自
ら
の
思
ひ
に
よ
っ
て
断
つ
は
私
に
入
り
や
す
し
。
そ﹅

れ﹅

も﹅

無﹅
キ二

決﹅

断﹅
一
に﹅

は﹅

ま﹅

さ﹅

れ﹅

り﹅

。

ハ
（
ⅴ
）、
政
治
機
能
論

し
か
ら
ば
自
然
法
に
よ
る
大
治
は
具
体
的
に
は
い
か
に
発
現
す
る
か
。
素
行
は

語
類
や
童
問
、
武
家
事
紀
、
治
平
要
録
等
で
、
統
治
の
具
体
的
態
様
に
つ
い
て
詳

細
を
極
め
た
論
述
を
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
は
日
本
に
於
け
る
儒
教
的
政
治
学
の
恐
ら

く
最
も
詳
細
な
解
説
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
到
底
一
々
述
べ
ら
れ
な
い
が
、
謫
居
童

問
に
、「
政
の
品
万
機
と
云
ふ
と
も
そ
の
つ
づ
ま
る
處
い
づ
れ
に
か
あ
る
や
」〔『
全

集
』
第
十
二
巻
四
二
六
頁
〕
と
い
ふ
問
の
下
に
述
べ
て
あ
る
こ
と
が
最
も
要
約
し

て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
る
か
ら
、
主
と
し
て
そ
れ
に
よ
る
と
良
き
統
治
と
は
、

一
、
聖
人
の
道
を
準
縄
と
し
、
礼
楽
刑
賞
を
器
（
手
段
）
と
す
る
こ
と

こ
れ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
生
命
的
条
件
。
礼
楽
を
い
か
に
建
て
る
か
は
素
行

が
最
も
力
を
そ
ゝ
い
で
説
い
た
。
士
・
農
・
工
・
商
の
四
民
の
秩
序
づ
け
、

そ
の
生
活
様
式
の
規
制
（
全
集
五
、
語
類
巻
七
、
六
七
、
頁
五
九
）。（
欲
望

の
規
制
）
そ
れ
か
ら
例
へ
ば
人
君
は
い
た
づ
ら
に
倹
約
す
べ
か
ら
ず
と
い
ふ

如
き
主
張
が
生
れ
る
（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
三
九
四
頁
）。

二
、
時
勢
を
知
る
こ
と
（
政
治
に
於
け
る
非
合
理
性
）

童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
四
二
七
頁

朱
子
学
的
合
理
主
義
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
歴
史
意
識
と
関
聯

三
、
人
情
に
従
っ
て
風
俗
を
正
す
こ
と

こ
こ
で
も
朱
子
学
的
合
理
主
義
と
抵
触
す
る
。
人
間
自
然
性
の
尊
重
と
聯
関

政
治
に
於
け
る
ク
ラ
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
へ
の
干
渉
の
排
撃

臣
下
↓
語
類
巻
十
二
、
全
集
五
、
四
一
七
頁

人
民
↓
童
問
、〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
四
三
五
頁
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事
政
は
人
情
に
通
ず
れ
ば
、則
ち
事
政
人
情
合
一
し
て
其
の
政
令
長
久
な
り
。

唯
だ
事
政
を
論
じ
て
人
情
に
戻
れ
ば
則
ち
政
令
久
遠
に
及
ば
ざ
る
な
り
。
君

子
能
く
人
情
を
推
し
て
之
れ
に
応
ず
。（
原
源
発
機
諺
解
下
〔『
全
集
』
第
十

四
巻
四
九
七
頁
〕）

人
君
広
識
の
道
、
其
の
実
を
不レ
レ
得
ば
、
大
小
の
事
を
自
ら
為
し
自
ら
知

り
て
事
物
を
糺
さ
ん
こ
と
を
欲
す
る
に
な
れ
り
。
是
れ
広
識
の
実
に
不ル
レ
通ゼ

が
ゆ
ゑ
な
り
。
若
し
人
君
好
ん
で
小
事
に
通
じ
、
小
義
を
な
し
、
利
口
に
わ

た
り
な
ば
、
害シ
二
大
道ヲ
一
失ス

ル二
大
義ヲ
一
に
至
る
な
り
。
小
事
小
義
は
天
下
国
家
人

物
の
用
に
広
く
わ
た
ら
ず
し
て
、
或
は
一
人
の
わ
ざ
に
利
あ
り
、
一
人
の
知

に
お
ち
て
一
己
の
心
を
た
の
し
ま
し
め
、
自
身
の
利
口
を
た
す
く
る
、
是
れ

皆
知
識
の
弊
な
り
。〔『
治
平
要
録
』『
全
集
』
第
十
四
巻
五
七
六
―
七
頁
〕

（
K
leinigkeitに
こ
だ
は
る
事
）

こ
れ
に
反
し
て
、
良
き
統
治
の
阻
害
さ
れ
る
条
件
を
童
問
に
、
人
君
三
弊
三
失
の

心
得
と
し
て
、

一
、
畏
の
弊

―
―
―
―
↓
そ
の
反
対
の
極

一
、
奸
人
を
近
づ
け
る

三
弊

二
、
遠
き
の
弊

三
失

二
、
過
察

三
、
安
き
の
弊

三
、
怒
り
の
失

ニ
（
ⅵ
）、
社
会
組
織
論
（
士
・
農
・
工
・
商

政
治
が
い
か
に
機
能
す
べ
き
か
は
一
応
一
般
的
に
は
、
上
の
如
く
で
わ
か
っ
た

が
、
統
治
が
国
民
の
生
活
様
式
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
る
と
い
ふ
素
行
的
見
解
に
従

へ
ば
、
結
局
政
治
が
国
民
個
人
〳
〵
の
生
活
と
実
際
に
接
触
す
る
面
に
於
て
は
、

当
該
個
人
が
如
何
な
る
社
会
的
編
成
の
下
に
あ
る
か
に
従
っ
て
、
統
治
様
式
も
異

な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ま
づ
当
該
社
会
構
成
の
分
析
が
必
要
と
な
る
。
素

行
は
こ
の
点
で
も
最
も
精
細[カ

]な
考
察
を
残
し
た
。
彼
は
士
・
農
・
工
・
商
の
身
分

的
区
別
を
明
白
に
社
会
的
分
業
と
交
換
の
原
理
か
ら
説
明
し
た
（
別
紙
）。
そ
れ

は
儒
教
の
職
分
思
想
の
最
も
極
端
な
形
を
と
っ
た
表
現
で
、
殆
ん
ど
近
代
的
職[カ

]能

理
論
に
近
い
も
の
が
あ
る
（
海
保
青
陵
の
先
駆
）。
そ
の
語
類
の
民
政
に
現
は
れ

た
市
民
の
制
に
関
す
る
論
の
ご
と
き
は
近
世
に
於
け
る
町
人
社
会
の
最
初
の
具
体

的
分
析
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、

天
地
之
間
の
生
民
男
女
・
大
小
・
貴
賎
・
貧
富
・
内
外
い
づ
れ
も
各
其
職

〔
マ
マ
〕

業
に
あ
ら
ず
し
て
世
を
渡
る
こ
と
な
し
（
語
類
、
民
政
〔『
全
集
』
第
四
巻
二

九
五
頁
〕）

と
い
ふ
見
地
か
ら
、

謫
居
随
筆
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
五
一
五
頁

に
あ
る
如
く
、
農
工
商
の
分
業
を
説
明
し
、
さ
ら
に
、
語
類
に
は
、
士
対
庶
民
を

も
交
換
関
係
と
し
て
把
握
す
る
。

三
民
各
己
が
業
を
つ
と
め
て
其
所
レ
有
の
も
の
を
以
て
其
所
レ
無
に
易
て
食

を
足
し
衣
を
と
ゝ
の
へ
居
を
か
ま
へ
用
器
を
利
す
。
士
は
そ
の
道
徳
を
教
へ

非
常
を
制
し
文
武
の
政
法
こ
ゝ
に
正
し
き
を
以
て
三
民
こ
れ
が
た
め
に
衣
食

居
を
そ
な
へ
て
是
を
敬
恭
す
。
是
又
道
徳
を
以
て
し
て
其
三
民
の
業
に
交
易

す
と
も
可
レ
謂
〔『
全
集
』
第
五
巻
二
二
三
頁
〕

素
行
の
か
う
し
た
把
握
の
仕
方
が
前
述
し
た
彼
の
文
化
的
進
歩
観
と
密
接
に
関
聯

し
て
ゐ
る
の
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
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か
う
し
た
社
会
的
身
分
に
応
じ
て
統
治
上
の
取
扱
ひ
方
も
自
ら
異
っ
て
来
る
。

ま
づ
武
士
は
純
粋
に
「
道
」
を
守[カ

]り
教
へ
る
事
を
も
っ
て
職
分
と
さ
れ
た
か
ら
、

一
切
の
庶
民
的
経
済
行
為
か
ら
遮
断
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
武
士
階
級
が
財
政
難
の

た
め
に
営
む
と
こ
ろ
の
種
々
の
商
的
活
動
の
ご
と
き
は
素
行
に
よ
れ
ば
以
て
の
外

の
現
象
と
な
る
の
で
あ
る
。

農
・
工
・
商
に
対
す
る
取
扱
（
政
治
的
指
導
）
も
各
々
異
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ま

づ
農
民
は
至
っ
て
無
知
だ
か
ら
ひ
た
す
ら
之
を
愛
撫
す
る
（
童
問
〔『
全
集
』
第
十

二
巻
〕
三
八
一
頁
！
）。
―
―
―
―

之
に
対
し
て
工
商
は

市
町
…
…
〔
の
あ
る
所
に
こ
れ
あ
り
、
故
に
都
城
国
用
通
会
の
地
、
人
の
多

く
往
来
す
る
所
に
居
住
せ
ず
し
て
不
レ
叶ハ

。
以テ
レ
是コ

レ
ヲ

お
ほ
く
の
人
々
に
も
ま

れ
巧
言
令
色
を
事
と
し
、
偽
を
以
て
真
と
し
、
に
せ
も
の
を
こ
し
ら
へ
て
ま

こ
と
の
物
と
す
。
真
偽
を
ま
が
へ
曲き

よ
く

を
直ち

よ
く

と
す
る
こ
と
は
、
辯
才
を
以
て

た
ぶ
ら
か
さ
ざ
れ
ば
不ル
レ
能ハ

が
ゆ
ゑ
、
そ
の
人
品
悉
く
違
つ
て
、
偽
を
以
て

俗
と
す
。
さ
れ
ば
法
令
政
事
出
づ
と
い
へ
ど
も
、
己
れ
が
偽
の
心
を
以
て
こ

れ
を
は
か
る
ゆ
ゑ
、
上か

み

を
偽
り
奉
行
を
た
ぶ
ら
か
す
こ
と
必
ず
多
し
。
故
に

工
商
を
治
む
る
こ
と
、
尤
も
心
を
不レ
レ
尽サ

ば
不
レ
叶ハ

。
風
俗
を
一
に
し
て
淳
朴

に
帰
す
る
こ
と
あ
り
に
く
き
も
の
也
。
況
や
都
城
繁
栄
の
地
に
お
い
て
は
、

日
々
に
そ
の
俗
う
す
く
偽
を
こ
と
と
す
る
に
至
る
。
古
来
よ
り
市
町
の
制
、

左
京
・
右
京
の
職
に
あ
つ
て
、
弾
正
使
庁

だ
ん
じ
や
う
し
ち
や
う

の
職
尤
も
こ
れ
を
重
し
と
す
。
武

家
に
及
ん
で
所
司
・
奉
行
職
と
号
す
る
は
皆
こ
の
官
職
也
。
是
れ
農
民
を
治

む
る
と
事
か
は
つ
て
、
制
法
も
さ
ま
〴
〵
品
々
あ
る
こ
と
也
。
そ
の
富
人
必

ず
武
家
に
相
交
つ
て
豪
侠
を
企
て
結
構
を
な
す
こ
と
あ
り
。
専
ら
礼
を
詳
に

し
て
其
の
分
を
み
だ
ら
ざ
る
こ
と
を
要
と
す
べ
き
也
。〕（〔『
全
集
』
第
十
二

巻
〕
三
八
四
頁
）

従
っ
て
政
治
的
指
導
の
重
要
性
の
順
序
か
ら
い
へ
ば
第
一
は
い
ふ
ま
で
も
な
く

領
主
及
御
家
人
、
つ
ぎ
に
工
商
、
つ
ぎ
に
農
民
と
な
る
。「
士
工
商
を
か
ろ
ん
じ
て

農
民
を
先
と
す
る
こ
と
、
聖
人
の
政
に
あ
ら
ず
と
可
レ
知
」〔『
全
集
』
第
十
二
巻
三

八
七
頁
〕。
町
人
の
重
要
性
の
認
識
。
し
か
し
こ
れ
は
む
ろ
ん
支
配
階
級
と
し
て

の
武
士
の
立
場
か
ら
の
議[カ

]論
、
町
人
の
危
険
性
の
警
告
で
あ
っ
て
そ
の
尊
重
で
は

な
い
。ホ

（
ⅶ
）、
政
治
形
態
論
（
M
achtの
所
在
が
ど
こ
か
）

前
に
も
触
れ
た
様
に
素
行
は
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
武
家
政
治
を
絶
対
的
に
肯

定
し
、「
王
朝
の
政
儀
は
信
に
美
な
り
と
雖
も
、
今
日
の
用
に
非
ず
」（
謫
居
随
筆

〔『
全
集
』
第
十
二
巻
五
〇
九
頁
〕）〔「
〕
朝
家
の
勢
万
牛
を
以
て
挽ク
レ
之ヲ

と
も
古
に

か
へ
り
難
し
」（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
三
二
〇
頁
〕）
と
な
し
た
。
し
か
し
素

行
に
と
っ
て
は
元
来
政
治
形
態
の
可
否
は
第
一
義
的
な
問
題
で
は
な
か
っ
た
。

凡
そ
天
下
の
治
乱
は
公
家
武
家
に
よ
ら
ず
、
唯
だ
道
を
行
ひ
乱
を
定
む
る
の

人
に
天
く
み
す
。

公
家
治
レ
之
と
も
治
平
の
道
こ
と
な
る
べ
か
ら
ず
。
優
劣
是
非
一
定
す
べ
か

ら
ざ
る
な
り
（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
320）。

素
行
は
抽
象
的
に
王
政
と
武
家
政
と
の
可
否
を
問
題
に
し
な
い
で
、
蕃
山
に
も
見

た
様
に
武
家
政
を
一
つ
の
歴
史
的
必
然
と
し
て
承
認
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
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王
政
が
武
家
政
に
移
行
し
た
の
は
何
故
か
と
い
へ
ば
結
局
朝
廷
政
治
が
堕
落
し

た
か
ら
で
あ
る
。

政
道
日
々
に
お
こ
た
り
ま
し
〳
〵
、
君
臣
皆
逸
楽
を
事
と
し
て
天
下
の
苦

楽
つ
ひ
に
不
レ
通ゼ

、
故
に
武
臣
こ
れ
を
受
け
て
、
億
兆
の
民
を
安
ん
じ
四
海

を
静
謐
せ
し
む
。
…
…
武
臣
上
を
な
み
し
て
世
を
政
す
る
に
非
ず
、
上
に
君

道
不ル
レ
明ナ

ラ

が
ゆ
え
に
武
臣
こ
れ
を
承
け
て
天
下
を
安
ん
ず
る
也
。
保
元
よ

り
こ
の
か
た
建
武
の
乱
に
至
る
ま
で
、
朝
廷
の
礼
楽
政
道
正
し
き
に
武
臣
己

れ
が
私
を
ほ
し
い
ま
ま
に
致
す
事
あ
ら
ず
、
全
く
天
下
困
窮
す
る
ゆ
ゑ
に
、

武
臣
日
々
に
盛
に
し
て
是
れ
を
静
謐
せ
し
む
る
也
（
武
家
事
紀
、
中
、
皇
統

要
略
、
全
集
、
十
三
巻
三
九
九
頁
）

（
参﹅

照﹅

謫
居
随
筆〔『
全
集
』第
十
二
巻
〕五
〇
六
―
七
頁
、◎
五
〇
八
頁
！
）

か
く
素
行
は
武
家
政
治
を
肯
定
し
、
王
政
へ
の
復
帰
を
以
て
徒
ら
に
乱
を
招
く
も

の
と
し
て
否
認
し
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
歴
史
的
現
実
の
問
題
と
し
て

で
あ
っ
て
、
武
家
政
治
の
正
統
性
と
い
ふ
点
で
は
素
行
は
明
白
に
之
を
朝
廷
よ
り

の
委
任
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
そ
こ
か
ら
勤
王
を
幕
府
の
政
治
的
義
務
と
し
て
説

い
た
。

朝
廷
は
禁
裏
也
、
辱
く
も
天
照
大
神
の
御
苗
裔
と
し
て
、
万
々
世
の
垂
統

た
り
。
こ
の
故
に
武
将
権
を
握
り
て
、
四
海
の
政
務
文
事
武
事
を
司
る
と
云

へ
ど
も
、
な
ほ
朝
廷
に
か
は
り
て
万
機
の
事
を
管
領
せ
し
む
る
こ
と
わ
り
な

り
。（
Legitim
acy）
…
…
時
殊
に
世
衰
へ
て
、
君
の
威
天
下
に
施
行
い
た

す
に
不
レ
足
事
既
に
久
し
と
い
へ
ど
も
、
臣
は
臣
の
道
を
守
り
て
武
将
代
々

京
都
を
守
護
し
、
朝
廷
を
尊
び
官
位
を
重
ん
じ
て
、
朝
廷
を
以
て
朝
廷
た
ら

し
め
、
君
臣
上
下
の
儀
則
を
存
す
る
事
、
是
れ
武
家
大
礼
大
義
を
存
し
、
本

朝
の
風
俗
人
物
異
域
に
ま
さ
る
要
道
な
り
（
武
家
事
紀
巻
四
十
五
（
武
本
）

全
集
〔
第
十
三
巻
〕、
五
六
四
頁
）

本
朝
天
下
の
正
統
は
開
闢
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
、一
日
の
廃
す
る
な
し
。

其
の
大
義
中
華
も
亦
企
て
望
む
べ
か
ら
ず
。
…
…
是
れ
武
臣
権
を
握
り
威
を

専
ら
に
す
る
も
、
亦
正
統
を
立
て
て
命
を
天
子
に
稟
け
、
爵
位
を
王
朝
に
拝

す
る
の
余
治
な
り
。
其
の
風
俗
自
然
に
敦
化
し
て
、
父
子
君
臣
の
倫
正
し
、

是
れ
本
朝
の
大
義
な
り
。（
語
類
巻
三
十
五
、
大
一
統
・
正
統
を
論
ず

全
集

九
、
三
二
六
頁
）

素
行
は
家
康
が
天
下
を
統
一
し
て
、ま
づ
公
家
諸
法
度
を
制
定
し
た
こ
と
を
以
て
、

「
こ
れ
乃
ち
勤
王
し
玉
ふ
の
本
た
る
べ
し
」
と
な
し
、
徳
川
幕
府
の
治
を
「
武
家

の
治
平
、
鎌
倉
・
京
両
家
を
鑑
て
今
日
に
及
び
文
質
彬
々
と
し
て
礼
楽
そ
な
は
る

と
可キ
レ
言フ

也
。」（
謫
居
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
三
〇
九
頁
）
と
称
へ
て
ゐ
る
。

ヘ
（
ⅷ
）、
行
政
機
構
論
（
封
建
・
郡
県
論
）

古[カ
]来

の
行
政
機
構
は
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
い
ふ
様
に
、
行
政
手
段
と
行

政
職[カ

]が
結
合
し
て
ゐ
る
か
分
離
し
て
ゐ
る
か
に
よ
っ
て
二
大
別
さ
れ
る
。

支
那
や
徳
川
時
代
の
日
本
で
い
ふ
封
建
＝
郡
県
論
は
か
か
る
行
政
組
織
の
様
式

の
議
論
で
、
封
建
と
は
必
ず
し
も
今
日
い
ふ
社
会
的
経
済
的
範
疇
で
は
な
い
。

素
行
の
定﹅

義﹅

、
全
集
五
、
頁
一
二
五

◎
謫
居
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
頁
三
五
五

こ
れ
に
つ
い
て
も
素
行
は
抽
象
的
に
封
建
＝
郡
県
の
可
否
を
一
挙
に
決
す
る
の
態
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度
を
と
ら
ず
、
む
し
ろ
そ
の
運
用
の
仕
方
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
な
い
と
し

た
。

封
建
・
郡
県
は
天
下
の
治
法
な
り
。
聖
人
の
天
下
を
治
む
る
や
、
そ
の
勢

を
量
り
て
そ
の
制
を
立
て
、
そ
の
義
に
随
っ
て
そ
の
礼
を
詳
に
す
。
封
建
も

亦
得
、
郡
県
も
亦
得
。
暗
主
の
天
下
に
於
け
る
や
こ
れ
に
反
す
、
故
に
封
建

も
亦
失
し
、
郡
県
も
亦
失
す
。
然
し
て
そ
の
法
は
未
だ
嘗
て
可
不
可
な
く
ん

ば
あ
ら
ず
。（
中
朝
事
実
の
封
建
・
郡
県
論
、
全
集
〔
第
十
三
巻
〕、
七
四
頁

以
下
）

（
同
旨
、
謫
居
童
問
、
全
集
〔
第
十
二
巻
〕
三
二
〇
頁
、
◎
全
集
、
三
五
五

頁

必
見
！
）

!!

儒
者
は
三
代
以
前
が
封
建
で
秦
漢
以
後
が
郡
県
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
多
く
封
建

を
是
と
す
る
。
と
こ
ろ
が
素
行
は
意
外
に
も
封
建
を
一
概
に
郡
県
に
ま
さ
る
と
せ

ず
、
各
々
得
失
あ
り
と
し
、
む
し
ろ
郡
県
に
よ
り
長
所
を
み
と
め
る
が
如
く
で
あ

る
（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
三
五
六
頁
／
中
朝
）。

愚
謂
へ
ら
く
、
封
建
は
天
下
を
公
に
す
る
が
如
く
に
し
て
天
下
を
私
す
。
王

侯
を
世よ

よ

に
す
る
が
如
く
に
し
て
王
侯
を
害
す
。
百
姓せ

い

を
利
す
る
が
如
く
に
し

て
百
姓
を
毒
す
。
王
室
を
護
る
が
如
く
に
し
て
王
室
に
敵あ

だ

す
。
上
に
政
令
の

正
あ
り
と
雖
も
下
必
ず
跋
扈
の
志
を
存
す
。
是
れ
悉
く
そ
の
人
を
得
べ
か
ら

ざ
る
と
、
一
た
び
こ
れ
を
封
ず
る
と
き
は
天
子
も
速
に
こ
れ
を
変
ず
る
こ
と

を
得
ず
、
執
政
も
直
ち
に
こ
れ
を
規た

ゞ

す
こ
と
を
得
ざ
る
と
な
れ
ば
な
り
。
郡

県
の
如
き
は
こ
れ
に
異
な
り
、
任
限
あ
り
、
交
替
あ
り
、
黜
陟
あ
り
、
輔
佐

あ
り
、
監
察
あ
り
、
そ
の
任
を
移
し
易
く
、
そ
の
過
を
規た

ゞ

し
易
し
。
上
に
政

教
の
化
な
し
と
雖
も
、
下
に
尾
大
に
し
て
掉
は
ざ
る
の
失
な
し
。
故
に
人
を

撰
ん
で
以
て
任
ず
、
是
れ
天
下
を
公
に
す
る
な
り
。〔
…
…
〕
罪
を
恐
れ
欲
を

逞
し
く
せ
ず
、
遷
る
こ
と
を
志
し
て
吏
務
を
励
ま
す
、
是
れ
百
姓
を
利
す
る

な
り
。
土
地
辟
け
人
民
庶
き
は
、
是
れ
王
室
を
護
る
な
り
。
二﹅

の﹅

者﹅

の﹅

可﹅

不﹅

可﹅

此﹅

の﹅

如﹅

く﹅

に﹅

し﹅

て﹅

而﹅

も﹅

こ﹅

れ﹅

を﹅

行﹅

ふ﹅

こ﹅

と﹅

は﹅

天﹅

下﹅

の﹅

勢﹅

に﹅

在﹅

り﹅

。」
中
国

草
昧
の
時
は
民
各
々
聚
結
陵
躒れ

き

し
て
、
或
は
そ
の
勇
悍
を
恐
れ
或
は
そ
の
姦

計
に
服
し
、或
は
そ
の
恵
施
に
懐な

つ

き
て
以
て
こ
れ
に
属
し
て
そ
の
党
を
立
て
、

自
ら
封
境
を
定
め
て
相
屯た

む
ろ

す
る
こ
と
既
に
久
し
。
天
孫
降
臨
（
の
と
き
）
も

亦
、
民
を
易
へ
ず
し
て
治
む
。
故
に
八や

十そ

万
神
を
封
建
す
。
是
れ
已
む
こ
と

を
得
ざ
る
の
勢
な
り
。
そ
の
後
子
孫
漸
く
微
に
し
て

帝
郡
県
の
制
を
行
ふ

を
得
た
り
。
是
れ
乃
ち
天
下
の
勢
な
り
。
凡
そ
封
建
一
た
び
行
は
る
る
と
き

は
郡
県
と
す
る
こ
と
難
し
。
当
時
郡
県
大
い
に
行
は
れ
て
王
統
連
綿
し
、
公

室
絶
え
ず
、
併
せ
按
ず
べ
し
。（
中
朝
事
実
〔『
全
集
』
第
十
三
巻
、
七
五
―

六
頁
〕）

し
か
も
、
こ
れ
は
一
応
の
優
劣
で
結
局
封
建
か
郡
県
か
は
歴
史
的
情
勢﹅

に﹅

よ﹅

っ﹅

て﹅

決﹅

定﹅

さ﹅

れ﹅

る﹅

の
で
あ
る
。
素
行
の
見
解
で
は
日
本
で
は
古
へ
封
建
で
あ
り
、
な

か
ご
ろ
郡
県
と
な
り
、
頼
朝
以
後
ま
た
封
建
と
な
っ
た
。
さ
う
し
て
素
行
に
と
っ

て
の
歴
史
的
現
実
と
し
て
の
徳
川
時
代
は
郡
県
・
封
建
混
合
時
代
で
あ
り
、
そ
れ

は
理
想
的
な
形
態
と
さ
れ
た
（
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
〕
三
五
七
頁
）。
徳
川

封
建
社
会
は
集
権
的
な
要
素
が
大
い

〔
マ
マ
〕

か
ら
素
行
の
混
合
論
は
決
し
て
誤
と
い
へ
な

い
。
恐
ら
く
心
理
的
順
序
と
し
て
は
素
行
は
実
証
的
観
察
か
ら
封
建
・
郡
県
混
合

と
見
、
し
か
る
後
、
そ
の
現
実
肯
定
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
を
理
想
的
と
見
、
封
建
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を
一
概
に
是
と
す
る
見
解
を
斥
け
た
の
で
あ
る
。

ト
（
ⅷ
）、
統
治
方
法
（
技
術
）
論
（
王
覇
・
文
武
）

素
行
は
そ
の
実
学
の
立
場
か
ら
、
宋
儒
の
陥
り
易
い
政
治
に
於
け
る
精
神
万
能

主
義
を
極
力
排
撃
し
、
政
治
に
於
け
る
技
術
的
契
機
を
重
視
し
た
。

精
神
主
義
の
排
撃
（
統
治
方
法
（
技
術
）
の
項
）

山
鹿
随
筆
一
〇
一
、
落
馬
の
教
訓
、
全
集
十
一
巻
、
三
三
九
頁
（
寛
文
元
年

頃
）

精
神
（
心
）
と
技
術
（
形
）
と
兼
備
す
れ
ば
最
も
よ
い
。
技
術
な
く
し
て
精
神

の
み
で
統
治
し
よ
う
と
す
る
の
は
最
も
悪
い
。
む
し
ろ
精
神
的
条
件
は
充
分
と
は

い
へ
な
い
で
も
（「
心
は
整
は
ざ
れ
ど
も
」〔『
全
集
』
第
十
一
巻
三
四
〇
頁
〕）、
技

術
的
客
観
的
条
件
が
具
は
れ
ば
、
ど
う
に
か
統
治
出
来
る
も
の
で
あ
る
。

古
よ
り
明
君
賢
将
ば
か
り
国
家
を
た
も
た
ね
ど
も
、国
家
は
型
に
を
さ
ま
る
。

こ
れ
御
馬
の
法
に
異
な
ら
ず

（
第
二
に
さ
ら
に
文
治
か
武
治
か
と
い
ふ
問
題
に
対
し
、）

聖
人
今
世
に
出
で
ば
必
ず
武
を
以
て
天
下
を
治
む
べ
し
。
文
武
の
重
き
、

天
下
人
民
を
治
む
る
の
用
な
り
。
故
に
文
武
は
唯
だ
時
に
（
よ
っ
）
て
先
後

す
。
清
盛
よ
り
已
来
皆
武
を
以
て
天
下
を
治
む
。
故
に
後
世
皆
武
治
を
な

す
。
武
治
を
忘
れ
て
文
教
を
以
て
す
れ
ば
則
ち
亡
敗
す
。
必
文
の
説
は
皆
古

人
の
説
に
順
ふ
な
り
。
文
武
は
賞
罸
と
威
愛
と
な
り
。
唯
だ
時
と
場
と
を
見

て
そ
の
先
後
を
な
す
な
り
。
文
武
何
ぞ
必
ず
し
も
先
後
を
定
め
ん
や
。（
随

筆
、
全
集
、
十
一
、
五
六
四
頁
）

天
下
の
草
業
は
天
孫
に
あ
っ
て
、
人
王
の
最
初
は
神
武
帝
に
し
て
、
天
下

の
静
謐
は
垂
仁
・
景
行
の
朝
に
あ
り
。
共
に
武
を
以
て
先
と
し
玉
ふ
こ
と
、

是
れ
本
朝
の
例
也
。
天
下
久
し
く
平
な
る
を
以
て
朝
廷
に
武
備
衰
へ
、
つ
ひ

に
武
臣
威
を
盛
に
す
。
…
…
況
や
近
代ノ

俗
悉ク

武
威
に
化
し
、
服
は
戎
服
を
宗

と
し
、
居
は
武
家
の
宅
を
本
と
し
、
食
は
武
家
の
礼
を
こ
と
と
す
。
動
静
進

退
皆
在
レ
備
レ
武ヲ

。
こ
の
時
文
を
右
と
し
武
を
退
け
ん
と
せ
ば
、
人
心
の
傾
覆

不
レ
可
レ
疑
（
謫
居
童
問
〔『
全
集
』
第
十
二
巻
三
二
四
頁
〕）

（
む
し
ろ
、
武
を
先
と
せ
よ
）

か
く
て
素
行
の
特
色
あ
る
王
道
覇
道
論
が
生
れ
る
。
殆
ん
ど
多
く
の
儒
者
が
覇
道

を
一
概
に
非
と
す
る
態
度
に
彼
は
与
さ
な
い
。
王
覇
は
や
は
り
そ
の
時
々
の
歴
史

的
情
勢
で
き
ま
る
。

道
に
王
覇
な
く
、
時
に
王
覇
あ
り
。
…
…
二
者
時
と
と
も
に
損
益
す
。
時

異
な
れ
ば
則
ち
政
亦
同
じ
か
ら
ず
。
…
…
王
道
は
王
者
（
夏
の
禹
王

殷
の

湯
王

周
の
文
武
）
の
道
な
り
。
覇
道
は
方
伯
（
大
諸
侯
、
五
覇
、
斉
の
桓

公

晋
の
文
公

秦
の
穆
公

宋
の
襄
公

楚
の
荘
王
）
の
道
な
り
。
王
道

は
文
物
盛
に
綱
紀
立
ち
て
、
無
為
の
化
を
要
し
、
方
伯
は
こ
れ
を
受
け
て
そ

の
政
を
布
き
、
刑
政
賞
罸
を
立
て
、
勧
善
懲
悪
武
服
し
て
不
庭
を
討
つ
。
こ

れ
其
の
道
な
り
。「
王
伯
併
び
立
っ
て
天
下
化
す
。
凡
そ
刑
政
賞
罸
を
用
ひ

て
、
武
服
し
て
不
庭
を
討
つ
の
道
は
、
未
だ
嘗
て
権
謀
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。

豈
唯
だ
権
謀
な
き
を
以
て
湯
武
の
兵
と
為
さ
ん
や
」（
山
鹿
随
筆

全
集
〔
第

十
一
巻
〕、
五
七
八
頁
）

（
◎
謫
居
童
問
、
二
五
五
頁
参
照
、
◎
治
平
要
録
、
五
八
八
頁
）
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異
朝
の
古
、
三
皇
五
帝
の
遠
き
跡
は
不
レ
及
レ
論
な
り
。
そ
れ
よ
り
夏
殷
周

三
代
に
及
び
て
は
、
既
に
三
皇
五
帝
の
上
世
の
治
に
し
か
ず
。
…
…
三
王
の

世
既
に
終
り
て
天
下
秦
に
定
ま
り
、
秦
専
ら
暴
逆
を
以
て
放
逸
な
る
政
を
行

ひ
、
四
海
悉
く
昏
乱
せ
り
。
こ
こ
に
お
い
て
王
道
沈
淪
す
。
王
道
の
非ズ
レ

不ル
ニレ

明ナ
ラ

、
時
久
し
く
乱
れ
、
世
す
で
に
澆
季
に
な
り
て
、
古
今
そ
の
時
不ル
レ

同ジ
カ
ラ

が
ゆ
ゑ
に
、
其
の
用
又
こ
と
な
れ
ば
な
り
。
於テ
レ
此ニ

漢
興
り
て
周
に
次

ぐ
と
云
へ
ど
も
、
衰
周
・
逆
秦
の
弊
、
天
下
皆
漸
染
し
て
俗
を
変
じ
民
を
改

む
る
に
便
な
し
。
こ
こ
に
お
い
て
時
宜
に
従
っ
て
其
の
政
令
制
度
を
立
つ
。

然
れ
ど
も
本ニ
二
仁
義ヲ
一
し
て
忠
孝
を
先
に
し
、
権
謀
奇
巧[功

]を
以
て
事
を
立
て
用

を
辨
ず
る
の
道
は
、
終
に
不
レ
可カ

ラレ
已ム

。
…
…
是
れ
三
代
の
所
レ
因ル

所
二
損
益ス

ル一

な
り
。
俗
儒
の
説
を
用
ひ
ば
、
無
レ
所
二
損
益
一
、
専
ら
古
の
道
を
守
り
て
時

変
に
不ル
レ
通ゼ

也
。
…
…
錦
は
上
品
の
服
た
り
と
い
へ
ど
も
暑
夏
に
至
り
て
は

草
麻
の
単
服
に
お
と
れ
り
。
今﹅

夫﹅

れ﹅

王﹅

道﹅

は﹅

錦
の
ご
と
し
と
い
へ
ど
も
、
時

こ
と
な
れ
ば
不
レ
足ラ
レ
先ト

ス
ル
ニ

。
し
か
れ
ば
と
て
王
道
を
棄

[捐
]損

せ
よ
と
云
ふ
に

は
あ
ら
ず
。
…
…
さ
れ
ば
聖
人
は
王
覇
両
つ
な
が
ら
用
ひ
て
時
宜
に
従
っ
て

損
二
益
之
一
。（
治
平
要
録
巻
一

全
集
〔
第
十
四
巻
〕、
五
八
八

〔
マ
マ
〕

頁

王
覇
）

（
こ
の
様
に
日
本
の
武
家
政
に
覇
道
を
適[カ

]用
し
て
こ
れ
を
合
理
化
す
。）

権
謀
術
策
の
重
視

↓
リ
ア
リ
ズ
ム

さ
う
し
て
覇
道
の
肯
定
は
一
方
、
既[カ

]に
の
べ
た
王
政
に
対
す
る
武
家
政
治
の
肯

定
に
連
な
る
と
共
に
、
他
方
統
治
手
段
と
し
て
の
文
に
対
す
る
武
の
肯
定
へ
と
導

か
れ
る
。
文
に
対
す
る
武
の
肯
定
と
い
ふ
こ
と
は
武
家
政
治
の
肯
定
と
同
じ
こ
と

の
様
で
あ
る
が
、
武
家
政
治
で
も
文
治
主
義
を
と
り
う
る
の
で
、
多
く
の
儒
者
は

武
家
政
治
を
肯
定
し
つ
ゝ
文
治
主
義
を
と
っ
た
。
と
こ
ろ
が
素
行
は
徹
底
し
て
武

家
政
治
の
肯
定
を
全
面
的
な
武
の
肯
定
に
ま
で
導
い
た
。
政
治
に
於
け
る
権
力
的

＝
技
術
的
契
機
の
尊
重
は
後
に
徂
徠
学
や
青
陵
学
の
展
開
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

リ
ア
リ
ズ
ム
は
こ
こ
に
最
も
せ
ん
え
い
な
形
態
を
と
っ
て
あ
ら
は
れ
る
の
で
あ

る
。

結

論

封
建
政
治
学
の
集
大
成
、
そ
の
典
型
と
み
な
し
う
る
。
徂
徠
に
な
る
と
危
機
政

治
学
。

素
行
の
政
治
思
想
は
徳
川
時
代
を
通
じ
て
最
も
包
括
的
か
つ
体
系
（
系
統
）
的

な
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
ひ
う
る
。
こ
こ
に
わ
れ
〳
〵
〈
は
〉
封
建
政
治
学
の

模
範
的
形
態
を
見
出
し
て
大
過
な
い
で
あ
ら
う
。
徳
川
期
に
於
け
る
政
治
学
の
大

成
者
の
地
位
は
屢
々
荻
生
徂
徠
乃
至
太
宰
春
台
に
与
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
後
に
見

る
如
く
彼
等
蘐
園
学
派
の
思
想
に
は
既
に
あ
る
陰
影
が
さ
し
込
ん
で
ゐ
る
。
そ
こ

に
は
封
建
社
会
の
不
安
と
動
揺
の
表
情
が
あ
り
あ
り
と
浮
び
出
て
ゐ
る
。
そ
れ
は

厳
密
に
は
既
に
正
常
的
な
封
建
社
会
を
前
提
と
し
た
思
想
と
は
看
做
し
難
い
。
か

か
る
も
の
と
し
て
素
行
は
徳
川
社
会
が
か
う
し
た
安
定
性
を
ど
う
に
か
持
続
し
た

ほ
ゞ
最
後
の
時
代
に
出
た
思
想
家
で
あ
っ
た
。
封
建
政
治
学
を
典
型
的
な
形
態
に

纏
め
上
げ
た
の
で
あ
る
。
近
世
初
期
以
来
の
思
想
的
な
流
れ
は
こ
こ
に
一
大
湖
水

と
し
て
集
積
し
た
の
で
あ
る
。
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序
説

徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格

支
配
・
被
支
配
の
固
定
性

治
者
の
理
論
と
し
て
の
み
あ
る
。
被
治
者
に
は
服
従
の
道
徳
あ
る
の
み
。
福

沢
、
文
明
論
〔
之
概
略
〕、〔
福
沢
〕
全
集
〔
第
四
巻
（
国
民
図
書
、
一
九
二
五

年
）〕
二
〇
八

被
治
者
が
政
治
的
世
界
か
ら
追
放
さ
れ
、
政
治
的
主
体
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
か
ら
、
そ
の
政
治
批
判
は
き
は
め
て
不
健
全
と
な
る
。
や
ゆ
、
皮
肉
、
茶

化
し
﹇
川
柳
、
狂
歌
﹈

福
沢
諭
吉
、
文
明
論
の
概
略
、〔
岩
波
〕
文
庫
〔
一
九
三
一
年
〕、
一
七
〇
頁
、

（
幕
末
長
州
藩

[

カ

]

の
出
来
事
）
〇
〈
一
七
七
頁
〉
全
集
、
一
八
五
頁

（
農
は
納
な
り
と
い
は
れ
、
収
税
の
対
象
と
し
て
の
み
見
ら
れ
、「
死
な
ぬ
様
生
き

ぬ
様
に
合
点
致
し
収
納
仰
付
け
」
ら
れ
て
ゐ
た
し
、
商
人
は
利
を
貪
る
事
の
み
を

知
っ
て
一
切
の
道
義
性
か
ら
無
縁
な
存
在
と
さ
れ
た
。）

社
会
的
秩
序
の
固
定
か
ら
、

一
、
現
世
主
義
的
傾
向
（
宗
教
性
の
稀
薄
）

合
理
主
義
精
神
―
↓
儒
教
／
西
鶴
、
近
松

世
俗
主
義

←

悲
劇
性
、
深
刻
な
る
矛
盾
は
な
い
。

世
の
中
は
さ
様
で
御
座
る
御
尤
も
何
と
ご
ざ
る
か
し
か
と
存
ぜ
ず
。

現
実
肯
定
主
義
（
国
学
者
の
復
古
主
義
が[カ

]否
定
面
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
）

排
仏
論
―
↓
朱
子
学
―
↓
古
学
―
↓
国
学

（
理
想
主
義
の
欠
除
―
↓
尊
王
論
の
政
治
的
性
格
に
現
れ
る
。）

（
分
を
守
る
）

そ
こ
か
ら
、
政
治
思
想
の
停
滞
性
が
生
ず
る
。

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
や
ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る
東
洋
的
専
制
と
国

民
精
神
の
奴
隷
化
が
徳
川
封
建
政
治
の
強
い
内
在
的
傾
向
で
あ
っ
た
事
は
否
定
す

べ
く
も
な
く
（
学
問
の
性
格

文
明
論
之
概
略
、〈
文
庫
一
八
九
頁
、〉
全
集
一
九

四
頁
）、
そ
こ
に
「
政
治
的
な
凝
固
を
以
て
安
定
と
」[カ

]す
る
考
へ
方
が
根
強
か
っ
た

が
、
他
方
、
そ
こ
に
発
展
の
契
機
が
全
く
な
か
っ
た
と
見
る
の
も
誤
り
で
、
国
民

精
神
の
自
由
な
展
開
に
於
て
、
日
本
が
他
の
東
洋
的
社
会
か
ら
異
る
も
の
を
持
っ

て
ゐ
た
れ
ば
こ
そ
、
明
治
の
新
し
い
社
会
を
招
来

[
カ
]

し
え
た
の
で
あ
る
。

政
治
思
想
に
於
て
、
こ
の
自
由
（
主
）
精
神
の
可
能
な
ら
し
め
ら
れ
た
地
盤
は
朝

幕
関
係
に
於
け
る
権
威
と
権
力
と
の
分
裂
で
あ
り
、
そ
こ
に
両
者
の
関
係
、
そ
の

統
一
を
い
か
に
構
成
し
て
行
く
か
、
そ
の
矛
盾
よ
り
生
ず
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
が
政

治
思
想
の
内
面
的
推
進
力
の
一
つ
と
な
っ
た
（
自
ら
決
断
す
る
精
神
／
上
層
的
支

配
者
的
性
格
の
内﹅

部﹅

で﹅

の﹅

）。
尊
王
論
が
果
し
た
多
様
の
役
割
を
見
よ
。
こ
の
点

に
つ
き
福
沢
諭
吉
の
、
日
本
支
那
比
較
論
は
示
唆
に
富
む
（
文
明
論
の
概
略
巻
之

一
、
岩
波
〔
文
庫
〕
三
〇
頁
（
至
強
／
至
尊
）
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慶
長
（
一
六
〇
〇
）
―
―
―
元
禄
（
一
七
〇
〇

十
三
年
）

封
建
制
確
立
期

１
、
儒
学
の
思
想
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
成
立
（
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
）

と
く
に
朱
子
学
の
隆
盛

２
、
反
朱
子
学
的
思
潮
の
勃
興
（
蕃
山
・
益
軒
・
仁
斎
・
素
行
等
）

と
く
に
古
学
派
の
興
起

元
禄
―
―
―
宝
暦
（
一
七
六
三
（
十
三
年
））

封
建
制
動
揺
（
転
換
）
期

１
、
徂
徠
学
派
の
成
立
と
発
展

２
、
朱
子
学
の
変
貌
（
新
井
白
石
、
懐
徳
堂
）

３
、
心
学
の
興
起
と
そ
の
変
質

４
、
国
学
の
勃
興
（
契
沖
、
荷
田
春
満
、
賀
茂
真
淵
）

５
、
水
戸
学

宝
暦
（
一
七
六
三
）
―
―
―
文
政
（
一
八
二
九
（
文
政
十
二
年
最
後

[
カ
]

））

封
建

制
下
降
期

１
、
国
学
の
完
成
（
本
居
宣
長
）

２
、
折
衷
学
派
の
登
場
と
寛
政
異
学
の
禁
（
儒
教
の
最
後
の
様
相
）

３
、
独
立
思
想
家
の
興
起
（
蘭
学
の
影
響
）

（
三
浦
梅
園
、
山
片
蟠
桃
、
司
馬
江
漢
、
海
保
青
陵

４
、
反
封
建
及
反
幕
府
思
潮
の
表
面
化
（
安
藤
昌
益
、
竹
内
式
部
、
山
県
大
弐
）

文
政
（
天
保

一
八
六
八

〔
マ
マ
〕

）
―
―
―
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

幕
末
動
乱
期

１
、
反
対
派
的
動
向
の
激
化

イ
、（
儒
）
大
塩
中
斎

ロ
、（
蘭
）
高
野
長
英
、
渡
辺
崋
山

２
、
国
学
及
水
戸
学
の
新
展
開

篤
胤
、
会
沢
正
志
斎

３
、
新
秩
序
の
構
想
（
佐
藤
信
淵
、
横
井
小
楠

４
、
幕
末
思
想

佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
、
橋
本
左
内

参
考
文
献

一
、
一
般
思
想
史
（
通
史
の
み
掲
ぐ[カ

]）

村
岡
典
嗣

日
本
思
想
史
研
究

岩
波

続
日
本
思
想
史
研
究

和
辻
哲
郎

日
本
精
神
史
研
究

岩
波

続
〃

〃

〃

※
津
田
左
右
吉

文
学
に
現
は
れ
た

〔
マ
マ
〕

る
吾
が
国
民
思
想
の
研
究

貴
族
文
学
の
時
代

〔
マ
マ
〕

武
家
文
学
の
時
代

平
民
文
学
の
時
代
、
上
、
中

清
原
貞
雄

国
体
論
史

内
務
省
神
社
局

日
本
思
想
史

地
人
書
館
（
最
新
）

日
本

思
想
史

近
世
国
民
の
精
神
生
活
（
第
五
巻
）
中
文
館

河
野
省
三

日
本
精
神
発
達
史

大
岡
山
書
店
（
昭
和
七
年
）

鈴
木
重
雄

日
本
精
神
生
成
史
論
（
三
冊
）
理
想
社
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肥
後
和
男

日
本
国
家
思
想

弘
文
堂

永
田
広
志

日
本
哲
学
思
想
史

三
笠
書
房

（
教
育
科
学
）

三
宅
雄
二
郎

明
治
思
想
小
史
（
丙
午
出
版
社
）

清
原
貞
雄

明
治
時
代
思
想
史
（
大
鐙
閣
）

麻
生
義
輝

近
世
日
本
哲
学
史

近
藤
書
店

世
界
精
神
史
講
座
中
「
日
本
精
神
」
理
想
社

特
殊
的
な
れ
ど
徳
川
時
代
思
想
史
上[カ

]と
く
に
重
要

井
上
哲
次
郎

日
本
朱
子
学
派
之
哲
学

〃
陽
明
学
派

〃

冨
山
房

〃
古
学
派

〃

山
本
信
哉

日
本
思
想
史
（
日
本
精
神
文
化
、
昭
九
、
二
月
）

本
多
辰
次
郎

日
本
思
想
史
（
大
日
本
史
講
座
□

二
、
倫
理
思
想
史

岩
橋
遵
成

大
日
本
倫
理
思
想
発
達
史
上
下

目
黒
書
店

三
浦
藤
作

日
本
倫
理
学
史

中
興
館

湯
本
武
比
古
／
石
川
岩
吉

日
本
倫
理
史
要

三
、
政
治
社
会
経
済
思
想
史

内
田
繁
隆

日
本

社
会

政
治

思
想
史

巌
正[松

]堂

〃

日
本
政
治
思
想
研
究

南
郊
社

（
政
治
に
つ
い
て
は
殆
ど
い
ゝ
も
の
な
し
）

野
村
兼
太
郎

概
観
日
本
経
済
思
想
史

慶
応
出
版
社

〃

徳
川
時
代
の
経
済
思
想

日
本
評
論
社

本
庄
栄
治
郎

日
本
経
済
思
想
史
概
説

有
斐
閣

加
田
哲
二

明
治
初
期
社
会
経
済
思
想
史

岩
波

〈
石
浜
知
行

日
本
経
済
史
〉

原
典
（
こ
れ
も
総
括

[
カ
]

的
に
史
料
を
集
め
た
も
の
だ
け
に
限
る
）

日
本
経
済
大
典
（
叢
書
）

近
世
社
会
経
済
学
説
大
系

十
八
冊

誠
文
堂

日
本
精
神
文
献
叢
書

日
本
倫
理
彙
編

一
〇
巻

大
日
本
文
庫

明
治
文
化
全
集

― 79 ―



昭
和
〈
十
八
〉〈
九
〉
十
八
年
度
最
終
講
義
（
昭

・
１
）
に
お
け

19

る
学
生
を
送
る
言
葉

（
性
急
な
結
論
と
粗
大
な
議
論

昭
和
十
九
年
講
義
結
語
）

（〈
学
制
改
革
〉
国
内
体
制
の
強
化
に
因
ん
で
）

〈
真
に
今
日
の
時
の
重
大
な
る
を
思
ひ
、
身
を
以
て
国
を
憂
ふ
る
も
の
は
、
決
し

て
大
言
壮
語
〉

今
日
は
も
は
や
徒
ら
な
る
大
言
壮
語
の
時
代
で
は
な
い
。
吾
々
に
迫
り
つ
ゝ
あ

る
問
題
が
深
刻
か
つ
重
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
吾
々
は
益
々
深
く
内
に
沈
潜
し

吾
々
自
身
の
存
在
の
内
面
的
根
據
を
ほ
り
さ
げ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
嘗
て
い
か

な
る
危
機
の
時
代
も
、
虚
ろ
な
る
怒
号
や
度
を
失
っ
た

〔
マ
マ
〕

叱
汰
の
声
に
よ
っ
て
救
は

れ
た
た
め
し
は
な
い
の
で
あ
る
。

幕
末
に
於
け
る
真
の
偉
大
な
人
物
は
い
は
ゆ
る

〔
マ
マ
〕

空
疏
な
志
士
気
取
り
の
型
か
ら

は
最
も
遠
か
っ
た
。
久
坂
玄
瑞
が
米
国
の
使
節
（
ハ
リ
ス
）
を
断
乎
斬
る
べ
し
と

論
じ
た
文
に
対
し
て
、
師
の
松
陰
は
次
の
様
な
痛
烈
な
批
評
を
下
し
て
ゐ
る
。

議
論
浮
泛は

ん

に
し
て
思
慮
粗
浅
、
至
誠
中う

ち

よ
り
す
る
の
言
に
非
ず
。
世
の
慷

慨
を
装
ひ
気
節
を
扮よ

そ
ほ

ひ
て
以
て
名
利
を
要
む
る
者
と
何
ぞ
異
ら
ん
。
僕
深

く
此
の
種
の
文
を
悪
み
、
最
も
此
の
種
の
人
を
悪
む
。
…
…
天
下
為
す
べ
か

ら
ざ
る
の
地
な
く
、
為
す
べ
か
ら
ざ
る
の
身
な
し
。
但た

だ
事
を
論
ず
る
に
は

当
に
己
れ
の
地
、
己
れ
の
身
よ
り
見
を
起
す
べ
し
、
乃
ち
着
実
と
為
す
。
故

に
身
将
軍
の
地
に
居
ら
ば
当
に
将
軍
よ
り
起
す
べ
し
、
身
大
名
の
地
に
居
ら

ば
当
に
大
名
よ
り
起
す
べ
し
、
百
姓
は
百
姓
よ
り
起
し
、
乞
食
は
乞
食
よ
り

起
す
、
豈
に
地
を
離
れ
身
を
離
れ
て
之
れ
を
論
ぜ
ん
や
。
今
吾
兄
は
医
者
な

り
、
当
に
医
者
よ
り
起
す
べ
し
。
寅
二
は
囚
徒
な
り
、
当
に
囚
徒
よ
り
起
す

べ
し
。
必
ず
や
利
害
心
に
絶
ち
、
死
生
念
に
忘
れ
、
国
の
み
君
の
み
父
の
み
。

家
と
身
と
を
忘
れ
、
然
る
後
家
族
之
れ
に
化
し
、
朋
友
之
れ
に
化
し
、
郷
党

之
れ
に
化
し
、
上
は
君
に
孚ま

こ
と

と
せ
ら
れ
、
下
は
民
に
信
ぜ
ら
る
。
こ
こ
に
於

て
か
将
軍
為
す
べ
き
な
り
大
名
為
す
べ
き
な
り
、
百
姓
乞
食
も
為
す
べ
き
な

り
。
乃
ち
医
者
囚
徒
に
至
る
ま
で
為
す
べ
か
ら
ざ
る
者
あ
る
な
し
。
是
れ
を

之
れ
論
ぜ
ず
し
て
傲
然
天
下
の
大
計
を
以
て
言
を
為
す
、
口
焦
げ
唇
爛
る
と

も
吾
れ
其
の
裨
益
あ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
（
丙
辰
幽
室
文
稿
〔
吉
田
松
陰
〕

全
集
、
四
〔
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
〕、
一
四
一
頁
）

諸
君
は
学
生
で
あ
る
限
り
は
最
後
ま
で
学
生
と
し
て
為
す
べ
き
事
が
あ
る
筈
で

あ
る
。
国
家
が
諸
君
を
戦
線
に
要
求
す
る
日
が
来
た
ら
、
そ
の
日
こ
そ
い
さ
ぎ
よ

く
ペ
ン
を
剣
に
か
へ
よ
。
愈
々
そ
の
日
ま
で
は
、
あ
く
ま
で
学
徒
ら
し
い
生
活
態

度
を
と
ら
れ
る
事
を
希
望
す
る
（
福
沢
諭
吉
の
上
野
の
戦
争
の
際
の
態
度
）。
足

が
地
に
つ
か
ず
に
騒
ぎ
出[カ

]て
て
ゐ
る
と
足
を
さ
ら
は
れ
て
倒
れ
る
。
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注

(１
)
一
九
四
四
年
度
の
講
義
原
稿
で
は
、
下
記
の
よ
う
に
、
章
題
が
改
め
ら
れ
、
そ
の
後
に
総

論
的
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

「
第
一
章

近
世
封
建
制
度
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観

徳
川
幕
府
の
成
立
に
よ
っ
て
、
室
町
末
期
以
来
一
世
紀
に
汎
る
社
会
的
動
揺
と
混
乱
は

漸
く
鎮
定
し
、
茲
に
荘
園
と
地
頭
を
基
軸
と
す
る
中
世
封
建
社
会
よ
り
分
国
と
大
名
制
に

基
く
近
世
封
建
制
へ
の
編
成
替
の
過
程
が
完
了
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。〔
こ
の
間

『
講
義
録
』
二
〇
頁
一
二
行
―
二
一
頁
九
行
「
中
世
社
会
に
於
て
は
…
…
か
ち
え
た
の
で

あ
る
。」〕
秀
吉
の
行
っ
た
検
地
や
刀
狩
は
ま
さ
し
く
彼
の
全
国
統
一
が
国
民
的
地
盤
に
於

て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
武
士
と
庶
民
と
の
階
級
的
分
離
を
明
確
な
ら
し
め
、
前
者
の
絶
対

的
支
配
を
確
立
す
る
と
い
ふ
歴
史
的
課
題
を
担
っ
て
ゐ
る
こ
と
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
徳

川
幕
府
は
織
豊
政
権
の
か
か
る
歴
史
的
課
題
を
継
承
し
、
之
を
完
成
せ
る
も
の
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
従
っ
て
、
徳
川
幕
府
は
一
方
に
於
て
貨
幣
鋳
造
権
を
独
占
し
、
多
く
の
鉱
山
を

直
轄
と
し
、
大
名
に
対
す
る
統
制
を
著
し
く
強
化
す
る
等
、
著
し
い
集
権
的
色
彩
を
身
に

つ
け
な
が
ら
、
他
方
自
ら
は
飽
く
ま
で
一
個
の
封
建
領
主
に
と
ゞ
ま
り
（
prim
us
inter

pares）、
自
己
の
経
済
的
地
盤
を
専
ら
「
天
領
」
に
置
き
、
大
名
領
に
対
し
て
は
な
ん
ら

直
接
的
な
支
配
権
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た
。
さ
う
し
て
幕
府
は
そ
の
鎖
国
政
策
に
よ
っ
て
、

大
名
制
の
経
済
的
地
盤
の
崩
壊
、
そ
れ
に
よ
る
国
民
的
統
一
の
条
件
の
成
熟
を
人
為
的
に

阻
止
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
織
豊
政
権
、
徳
川
幕
府
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
中
世

社
会
よ
り
近
世
社
会
へ
の
か
く
の
如
き
転
換
を
人
呼
ん
で
封
建
制
の
再﹅

編﹅

成﹅

過
程
と
呼

ぶ
所
以
は
爾
上
の
経
過
に
よ
っ
て
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。

徳
川
封
建
社
会
機
構

一
、
幕
府
機
構
（
漸
次
に
整
備
さ
る
）

イ
、
中
央
機
関
（
家
格
主
義
↑
↓
側
用
人
政
治
）

評
定
所
（
最
高
審
）

大
老
（
貞
享
頃
よ
り
、
臨
時
、
井
伊
・
酒
井
両
家
が
主
）

老
中

最
高
執
政
機
関
、
定
員
五
―
六
人
、
中
一
人
月
番
（
主
と
し
て
大
名
統
御
）

若
年
寄
（
年
寄
）

定
員
三
―
五
人
、
中
一
人
月
番
（
旗
本
統
御
）

留
守
居
番
、
奏
者
番
、
高
家

（
Espionage）

大
目
付
―
―
老
中
に
属
す

定
員
四
名

目
付
―
↓
若
年
寄
に
属
す

定
員
十
名
―
二
十
余
名

寺
社
奉
行
―
↓
寺
社
領
の
警
察
権
、
司
法
権
、
関
八
州
以
外
の
天
領
の
訴
訟

江
戸
町
奉
行
―
↓
南
／
北

―
―
与
力
、
同
心

勘
定
奉
行
―
↓
財
政
及
関
八
州
の
訴
訟

定
員
五
―
四
（
享
保
）
―
―
公
事
方
２
／

勝
手
方
２

ロ
、
地
方
行
政

所
司
代
（
京
都
）
朝
廷
・
公
家
・
西
国
大
名
の
監
視

京
都
町
奉
行
、
奈
良
・
伏
見
奉
行
の
統
御

二
条
定
番

城
代
（

〔
マ
マ
〕

大
阪
）
―
↓
大
阪
町
奉
行
―
東
／
西

堺
奉
行

城
代
（
駿
府
）

遠
国
奉
行
（
宗
教

[
カ
]

、
商
業
、
鉱
山
）

日
光
奉
行
、
奈
良
奉
行
、
長
崎
奉
行
、
佐
渡
奉
行
、
下
田
奉
行
等
々

郡
代
、
代
官

二
、
武
士
階
級
の
階
層
的
秩
序

武
家

⎫
｜
｜
｜

⎬
｜

｜
｜
⎭

大
名
（
一
万
石
以
上
）
―
―
家
老
…
…
…
…
足
軽
―
―
武
家
奉
公
人

将
軍

（
福
沢
諭
吉
、
百
余
級
！
）

旗
本
／
御
家
人
（
一
万
石
以
下
）

△
武
家
諸
法
度
、
諸
士
法
度
、
参
勤
交
替
、
夫
役
賦
課
、
所
替
、
取
締

三
、
対
朝
廷
・
公
家

公
家
諸
法
度
（
京
都
所
司
代
）

四
、
庶
民
支
配
体
系

都
市

町
奉
行
―
―
与
力
、
同
心

←
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町
年
寄
﹇
大
阪
で
は
総
年
寄
―
―
町
年
寄
﹈

←

政
治
的
自
治
は
全
く
剥
奪

町
名
主

△
農
村
に
比
す
る
と
統
制
は
ゆ
る
い

←

「
利
を
知
っ
て
義
を
知
ら
ず
」

五
人
組

農
村
（
天
領
）

勘
定
奉
行
…
…
郡
代
（
代
官
）
―
―
手
附
、
手
代

←村
方
三
役

名
主
（
庄
屋
）
／
百
姓
代
／
組
頭

←五
人
組
（
納
税
及
刑
罸
の
連
帯
責
任

△
農
村
統
治
精
神
―
―
慶
安
御
触
書
（
吉
村
二
七
頁
）

主
従
関
係
の
拡
大
（
客
観
的
モ
ラ
ル
の
必
要
。
将
軍
と
大
名
の
間
殊
に

〔
カ
〕

し
か
り
）

「
妾
と
云
者
は
無
く
て
叶
は
ざ
る
物
也
」（
政
談
）

妻
の
姦
通
に
対
す
る
夫
の
私
的
制
裁
（
殺
害
）
権

子
に
対
す
る
父
の
懲
戒
権
（
座
敷
牢
、
久
離
勘
当

長
子
の
他
の
兄
弟
（
冷
飯
）
へ
の
優
越
―
―
長
子
相
続

家
族
の
連
座
制

番
頭
―
―
手
代
―
―
丁
稚

（
武
士
の
遊
民
化
↓
義
を
教
ふ
。）

（
は
じ
め
か
ら
乖
離
し
て
ゐ
た
の
が
次
第
に
意
識
さ
れ
て
来
る
。）

偖
、
か
く
の
如
き
整
然
た
る
支
配
体
系
に
組
入
れ
ら
れ
た
封
建
社
会
の
各
階
層
は
そ
の

生
活
様
式
を
中
世
封
建
制
か
ら
如
何
様
に
変
容
せ
し
め
た
で
あ
ら
う
か
。
ま
づ
一
般
武

士
は
嘗
て
は
原
則
と
し
て
悉
く
現﹅

実﹅

の
土
地
の
知
行
者
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
彼
等
の
領

地
に
居
住
し
、
多
く
の
場
合
、
そ
の
土
地
の
直
接
耕
作
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
等
は
主

君
の
居
城
か
ら
多
か
れ
少
か
れ
分
散
的
に
生
活
し
、
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
主
君
の
下
に
馳
参

じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に

火
器
の
発
達
、
足
軽
の
成
長

兵
農
分
離
（
刀
狩
）
―
―
城
下
町
に
集
中

そ
の
間
同
時
に
土
地
集
中
が
行
は
れ
、
独
立
的
小
武
士
の
居
城
が
大
名
居
城
に
吸
収
さ
れ

る
。
土
地
の
直
接
的
使[カ

]用
収
益
か
ら
離
れ
て
、
年
貢
徴
収
権
（
公
権
）
と
な
る
。
と
共
に

大
土
地
（
大
名
領
）
の
知
行
権
が
ま
す
〳
〵
一
円
知
行
化
し
完
全
と
な
っ
て
行
く
の
と
反

比
例
し
て
、
そ
の
家
臣
の
知
行
権
は
公
権
と
し
て
も
次
第
に
制
限
さ
れ
、
遂
に
は
土
地
と

の
関
聯
を
全
く
失
ひ
、
扶
持
米
を
給
せ
ら
れ
る
一
種
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
存
在
と
な
る
。

（
第
四
回
）

次
に
全
国
民
の
八
割
以
上
を
占
め
、
封
建
社
会
の
支[カ

]柱
を
な
す
農
民
の
生
活
は
如
何
。

兵
農
分
離
は
と
り
も
な
ほ
さ
ず
、
農
民
の
被
支
配
階
級
と
し
て
の
固
定
化
を
意
味
す
る
。

武
士
が
土
着
性
を
失
っ
て
専
門
的
武
士
と
し
て
城
下
町
へ
集
中
し
て
行
く
過
程
は
同
時

に
他
方
に
於
て
農
民
が
消
費
生
活
者
と
化
し
た
武
士
を
扶
養
す
べ
き
義
務
を
与
へ
ら
れ

て
、
土
地
に
緊
縛
さ
せ
ら
れ
て
行
く
過
程
で
あ
っ
た
（
移
封
の
際
の
心
得
「
武
士
は
全
部

連
れ
て
行
け
」「
百
姓
は
一
人
も
連
れ
て
行
く
な
」）。
秀
吉
の
刀
狩
や
検
地
は
こ
の
武
士

と
農
民
と
の
専
門
的
分
化
を
決
定
的
に
促
進
し
た
。
農
民
は
武
器
を
奪
は
れ
、
農
兵
的
性

格
を
喪
失
し
た
。
村
の
自
治
的
組
織
は
そ
の
自
主
性
を
完
全
に
剥
奪
さ
れ
、
上
に
見
た
如

く
村
方
三
役
及
五
人
組
制
を
通
じ
て
支
配
体
制
の
中
に
織
込
ま
れ
た
。
さ
う
し
て
土
地

永
代
売
買
の
禁
止
、
と
く
に
欠
落
逃
散
の
厳
重
な
禁
止
に
よ
っ
て
土
地
へ
の
緊
縛
性
は
決

定
的
と
な
り
、
貢
租
能
力
を
確
保
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
上
の
制
限
に
服
さ
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
た
（
職
業
移
転
の
制
限
、
衣
食
住
の
制
限
（
慶
安
の
御
触
書
））。
貢
租
の
中

核
た
る
田
租
が
四
公
六
民
乃
至
五
公
五
民
と
さ
れ
た
事
は
必
ず
し
も
そ
れ
自
体
前
時
代

よ
り
と
く
に
加
重
さ
れ
た
と
は
い
ひ
え
な
い
が
、
村
が
組
織
立
て
ら
れ
納
税
単
位
と
な
っ

た
結
果
、
連
帯
責
任
制
が
確
立
し
た
事
は
や
は
り
近
世
農
民
の
大
き
な
く﹅

び﹅

き﹅

と
な
っ

た
。
な
ほ
武
士
の
離
村
は
、
年
貢
運
搬
に
伴
ふ
種
々
の
負
担
を
農
民
の
上
に
新
た
に
加
へ

た
と
い
ふ
点
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
（
蔵
屋
敷
ま
で
運
ぶ
。
運
賃
は
大
名
が
出
し
た

が
、
長
い
道
中
の
た
め
生
じ
た
不
良
米
・
破
損
米
は
改
め
て
金
納
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ

の
請
負
を
運
送
屋
が
や
る
様
に
な
っ
た
が
、
結
局
請
負
料
を
負
担
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
）。
さ

ら
に
近
世
に
於
て
幕
府
が
大
名
統
御
の
た
め
に
と
っ
た
政
策
と
し
て
の
参
勤
交
代
や
土

木
事
業
賦
課
は
、
農
民
へ
の
夫
役
、
と
く
に
助
郷
を
著
し
く
強
化
し
、
そ
の
た
め
の
苦
痛
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は
一
通
り
で
な
か
っ
た
。
し
か
も
農
民
の
負
担
は
、
近
世
社
会
の
進
展
に
よ
る
武
士
階
級

の
窮
乏
化
と
共
に
ひ
た
す
ら
加
重
の
一
途
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
比
較
的
初
期

に
於
て
す
ら
、
百
姓
の
生
活
は

百
姓
は
年
中
辛
苦
し
て
作
出
し
た
る
も
の
を
残
ら
ず
年
貢
に
と
ら
れ
、
其
上
に
さ
へ

た
ら
ず
し
て
、
未
進
と
な
れ
ば
催
促
を
つ
け
ら
れ
、
妻
子
を
う
ら
せ
、
田
畠
山
林
牛

馬
ま
で
を
も
売
ら
せ
て
、
取
ら
る
れ
ば
、
其
の
百
姓
、
家
を
や
ぶ
り
て
流
浪
し
、
行

方
な
き
も
の
は
乞
食
と
な
り
、
た
ま
〳
〵
村
里
に
は
さ
ま
り
居
と
い
へ
ど
も
凶
年
に

は
餓
死
を
ま
ぬ
か
れ
ず
（
蕃
山
、
集
義
外
書
〔『
蕃
山
全
集
』
第
二
冊
（
蕃
山
全
集
刊

行
会
、
一
九
四
一
年
）、
一
六
七
頁
〕）

と
い
ふ
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
悲
惨
な
農
民
生
活
は
や
が
て
徳
川
中
期
以
後
の
間
引
や

餓
饉
へ
の
抵
抗
力
の
薄[カ

]
弱
さ
か
ら
来
る
農
業
労
働
力
の
相
対
的
乃
至
絶
対
的
減
少
と

な
っ
て
、
封
建
支
配
体
制
に
逆
作
用
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
嘗
て
室
町
時
代
に

は
、
一
国
の
農
民
が
自
ら
代
表
者
を
選
ん
で
会
議
を
組
織
し
、
そ
の
決
議
に
よ
り
一
切
の

武
士
を
放
逐
し
て
完
全
な
自
治
を
布
い
た
こ
と
す
ら
あ
っ
た
（
山
城
一
揆
、
文
明
十
七

年
）。
い
ま
や
武
器
を
奪
は
れ
、
厳
重
な
統
制
下
に
置
か
れ
た
農
民
に
は
、
最
後
の
手
段

と
し
て
は
農
具
と
竹
槍
に
よ
っ
て
絶
望
的
な
反
抗
を
試
み
る
か
、
或
は
ひ
そ
か
に
土
地
を

離
散
す
る
よ
り
ほ
か
、
残
さ
れ
た
道
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

近
世
社
会
の
被
支
配
階
層
の
う
ち
最
も
特
色
あ
る
存
在
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
商
・
工
階

級
と
く
に
前
者
で
あ
る
。
武
士
の
城
下
町
へ
の
集
中
は
、
既
に
商
品
経
済
の
あ
る
程
度
の

発
展
を
背
景
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
商
人
階
級
の
あ
る
程
度
の
社
会
的
成
熟
を
背
景
と
し

て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
城
下
町
で
消
費
生
活
を
営
む
こ
と
自
体

商
品
経
済
を
ま
す
〳
〵
発
展
さ
せ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
と
く
に
参
勤
交
替
で

江
戸
と
諸
大
名
領
地
と
の
交
通[カ

]が
緊
密
化
し
た
こ
と
は
こ
の
形
勢
を
一
層
促
進
し
た
。

さ
う
し
て
商
人
は
今
や
武
士
と
共
に
城
下
町
に
集
中
し
て
い
は
ゆ
る
町
人
を
形
成
す
る
。

こ
の
町
人
こ
そ
近
世
社
会
の
花
形
で
あ
り
、
近
世
文
化
の
温
床
で
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は

こ
の
町
人
は
堺
の
場
合
の
如
く
自
治
組
織
を
作
っ
て
封
建
領
主
に
対
抗
す
る
如
き
傾
向

を
も
見
せ
た
が
、
や
が
て
徳
川
封
建
体
制
の
確
立
と
と
も
に
、
も
と
よ
り
か
か
る
政
治
力

は
全
く
粉
細[カ

]さ
れ
、
完
全
に
封
建
的
統
制
に
服
し
て
、
士
・
農
・
工
・
商
と
し
て
価
値
秩

序
と
し
て
四
民
の
最
下
位
に
置
か
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
商
人
が
も
っ
ぱ
ら
商
品
を

移
転
す
る
事
に
よ
っ
て
利
潤
を
得
て
居
り
、
農
民
と
異
っ
て
な
ん
ら
価
値
を
創
造
し
な
い

か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
面
、
そ
の
こ
と
は
幕
府
及
封
建
領
主
を
し
て
町
人
に
対
す
る

干
渉
を
農
民
よ
り
は
は
る
か
に
緩
和
せ
し
め
た
。
こ
こ
に
町
人
の
活
動
が
比
較
的
広
範

囲
に
可
能
と
な
り
、
そ
の
商
業
資
本
乃
至
高
利
貸
資
本
と
し
て
の
発
展
は
武
士
及
農
民
を

窮
地
に
陥
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
次
第
に
封
建
体
制
を
内
部
か
ら
侵
蝕
し
て
行
く
の
で
あ
る

（
元
禄
時
代
。
後
述
）。
か
く
て
町
人
は
最
初
は
無
意
味
で
は
あ
る
が
無
害
な
存
在
と
し

て
、
封
建
支
配
者
の
関
心
を
さ
ま
で
惹
か
な
か
っ
た
も
の
が
、
時
代
の
進
む
と
共
に
次
第

に
「
問
題
」
的
存
在
と
な
り
、
有
害
な
存
在
と
し
て
呪
詛
の
的
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の

問
題
性
が
著
し
く
表
面
化
し
た
の
は
元
禄
以
後
で
あ
る
か
ら
、
町
人
の
性
格
、
そ
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
そ
の
折
に
述
べ
る
。」

(２
)
以
下
一
七
頁
上
段
一
七
行
ま
で
は
、『
講
義
録
』
六
二
頁
八
行
―
六
三
頁
一
〇
行
に
対
応

す
る
。

(３
)
以
下
一
七
頁
下
段
一
〇
行
ま
で
は
、『
講
義
録
』
六
三
頁
一
一
行
―
六
四
頁
四
行
に
対
応

す
る
。

(４
)
以
下
二
五
頁
下
段
八
行
ま
で
は
、『
講
義
録
』
六
八
頁
一
五
行
―
七
〇
頁
一
四
行
に
対
応

す
る
。

(５
)
以
下
二
六
頁
上
段
二
行
ま
で
は
、『
講
義
録
』
七
一
頁
一
二
―
一
七
行
に
対
応
す
る
。

(６
)
一
九
四
四
年
度
講
義
で
本
項
の
原
稿
を
再
使
用
す
る
際
に
、
総
論
と
し
て
新
た
に
執
筆

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
太
字
で
書
か
れ
た
原
稿
を
以

下
に
翻
刻
す
る
。
こ
の
文
中
に
、「
朱
子
学
的
世
界
観
と
近
世
封
建
社
会
の
照
応
関
係
に

つ
い
て
は
前
節
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
」
と
い
う
一
文
が
あ
る
が
、「
プ
ラ
ン
」
の
記
述
に

よ
る
か
ぎ
り
、「
前
節
」
は
第
一
章
第
一
節
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
内
容
か
ら
判
断
す
れ

ば
、
第
一
章
第
二
節
一
お
よ
び
二
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
注
（
１
）

に
翻
刻
し
た
四
四
年
度
講
義
の
序
説
で
示
さ
れ
て
い
る
時
代
区
分
に
お
い
て
、「
封
建
制

確
立
期
」
は
、「
１
、
儒
学
の
思
想
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
成
立
…
…
／
と
く
に
朱
子
学
の
隆

盛
」
と
「
２
、
反
朱
子
学
的
思
潮
の
勃
興
（
蕃
山
・
益
軒
・
仁
斎
・
素
行
等
）
…
…
」
と

に
分
節
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
四
四
年
度
講
義
で
は
、
本
項
に
あ
た
る
部
分

は
節
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「〔
こ
の
前
欠
〕
た
意
図
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
家
光
末
期
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か
ら
家
綱
時
代
へ
か
け
て
幕
府
政
治
は
い
は
ゆ
る
文
治
主
義
へ
と
決
定
的
な
歩
を
ふ
み

出
し
た
。
戦
国
気
風
の
転
換
の
最
も
重
要
な
対
象
と
な
る
の
は
、
当
然
に
最
も
深
く
そ
の

浸
潤
を
蒙
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
武
士
階
級
で
あ
る
。
家
光
時
代
に
於
け
る
武
家
諸
法
度
、

諸
士
法
度
等
の
基
本
法
令
の
整
備
を
受
け
て
、慶
安
四
年（
こ
の
年
四
月
家
光
歿
／
七
月
、

由
比
正
雪
事
件
）
十
一
月
に
は
幕
府
は
末
期
養
子
の
禁
を
緩
和
し
て
、
大
名
取
潰
し
の
条

件
発
生
の
減
少
を
は
か
り
、
寛
文
三
年
に
は
殉
死
を
禁
止
し
た
（
殉
死

二
君
に
仕
へ
ず

と
い
ふ
純
粋
な
封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
／
家
光
死
去
の
際
、
老
中
堀
田
正
盛
／
仝
阿
部
重

次
／
御
側
出
頭
内
田
信
州
正
信
／
（
阿
部
一
族
）
寛
永
年
間
）。
も
と
よ
り
な
ほ
粗
野
武

断
の
雰
囲
気
は
容
易
に
は
消
え
ず
、
そ
れ
は
町
人
階
級
に
も
種
々
の
形
で
残
存
し
た
の

で
、喧
嘩
辻
斬
や
異
様
な
風
態
の
禁
止
な
ど
武
士
、町
人
を
問
は
ず
厳
重
に
励
行
さ
れ
た
。

か
の
旗
本
奴
と
町
奴
の
問
題
と
そ
の
結
末
の
如
き
は
、
こ
の
時
代
精
神
の
過
渡
的
性
格
を

典
型
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
か
う
し
た
時
代
的
背
景
の
下
に
学
芸
の
振
興
が
ま

す
〳
〵
要
請
さ
れ
た
こ
と
は
い
ふ
を
ま
た
な
い
。
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、〔
以
下
『
講

義
録
』
一
一
六
頁
七
―
一
〇
行
「
諸
藩
も
漸
く
…
…
い
う
ま
で
も
な
い
。」〕

従
っ
て
こ
の
時
代
の
思
想
界
は
な
に
よ
り
ま
づ
、
朱
子
学
の
圧
倒
的
隆
盛
に
よ
っ
て
特

色
づ
け
ら
れ
る
。
徳
川
封
建
社
会
の
固
定
化
の
一
応
の
完
成
は
朱
子
学
的
思
惟
様
式
の

普
及
の
こ
よ
な
き
地
盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
近
世
初
頭
京
師
と
海
南
に
さ
ゝ
や
か
な

発
足
を
開
始
し
た
近
世
儒
教
と
し
て
の
宋
学
は
忽
ち
に
し
て
全
国
に
蔓
延
浸
潤
し
、
殆
ど

思
想
界
を
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
宋
学
の
普
及
は
単
に
そ
の
量
的

勢
力
の
増
大
に
と
ゞ
ま
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
内
容
的
に
ヨ
リ
豊
富
に
な
り
、

ヨ
リ
深
化
さ
れ
た
。
惺
窩
・
羅
山
的
段
階
に
於
け
る
朱
子
学
は
な
ん
と
い
っ
て
も
未
だ
経

典
解
説
的
な
範
囲
を
多
く
出
で
ず
、
従
っ
て
多
分
に
抽
象
的
で
あ
っ
た
。
偶
々
そ
の
具
体

的
適
用
を
示
し
た
も
の
も
未
だ
生
硬
を
脱
し
な
か
っ
た
。
し
か
る
に
こ
の
時
代
ま
で
下

る
と
、
朱
子
学
的
教
養
の
生
活
面
へ
の
具
体
化
と
い
ふ
こ
と
が
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
具
体
化
は
概
ね
二
つ
の
方
向
に
於
て
遂
行
さ
れ
た
。
一
は
国
民
の
私
的
日
常
生
活

の
隅
々
に
ま
で
宋
学
的
規
範
を
浸
透
せ
し
め
る
こ
と
に
於
て
、
他
は
、
日
本
国
家
構
造
の

歴
史
的
特
殊
性
を
ヨ
リ
よ
く
考
慮
す
る
と
い
ふ
方
向
に
於
て
。
是
に
よ
っ
て
朱
子
学
は

国
民
生
活
の
上
に
一
層
深
く
根
を
下
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
こ
と
は
同
時
に
ま
た
新
た
な
問
題
を
胎
む
こ
と
と
な
っ
た
。
朱
子
学
が
単
に
抽
象
的

段
階
に
と
ゞ
ま
っ
て
ゐ
た
と
き
に
は
意
識
に
上
ら
な
か
っ
た
国
民
の
実
生
活
と
の
微
妙

な
乖
离
が
い
ま
や
敏
感
な
思
想
家
に
よ
っ
て
感
知
さ
れ
る
に
至
っ
た
。〔
以
下
『
講
義
録
』

一
一
八
頁
四
行
―
一
一
九
頁
一
行
「
朱
子
学
的
世
界
観
と
近
世
封
建
社
会
の
照
応
関
係
に

つ
い
て
は
前
節
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
…
…
ほ
か
な
ら
な
い
。」〕」

(７
)
『
蕃
山
全
集
』（
全
六
冊
、
蕃
山
全
集
刊
行
会
、
一
九
四
〇
―
四
三
年
）
は
、
以
下
『
全
集
』

と
略
記
す
る
。

(８
)
こ
の
記
号
は
、
実
際
に
は
セ
ー
ニ
ョ
マ
ー
ク
に
近
い
が
、「
※
」
で
代
用
す
る
（
以
下
同

じ
）。
こ
の
「
※
」
と
、
三
二
頁
上
段
七
行
の
「
▽
」
は
、
太
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、

一
九
四
四
年
度
講
義
で
は
、
こ
の
二
つ
の
記
号
の
間
は
、
同
じ
イ
ン
ク
字
体
で
濃
茶
罫
線

の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
次
の
原
稿
に
差
し
か
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
※
儒
教
そ
れ
自
体
を
も
そ
の
発
生
せ
る
支
那
の
風
土
性
（
水
土
）
に
根
本
的
に
規
定
さ

れ
た
一
つ
の
国
民
的
教
理
と
解
し
て
、
そ
の
超
国
家
的
妥
当
性
を
認
め
ず
、
日
本
は
日
本

の
風
土
に
適
応
し
た
国
民
的
教
理
と
し
て
神
道
を
奉
ず
べ
し
と
い
ふ
見
解
を
も
表
明
し

た
。
▽
」

(９
)
こ
の
「
//」
は
太
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
一
九
四
四
年
度
講
義
で
は
、
同
じ
イ
ン

ク
字
体
で
濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
次
の
原
稿
が
、
こ
こ
に
挿
入
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。

「
//こ
こ
で
は
蕃
山
は
も
は
や
儒
者
た
る
地
位
を
逸
脱
し
て
、
一
人
の
国
粋
主
義
者
と
し

て
立
っ
て
ゐ
る
が
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
蕃
山
の
神
道
国
教
説
は
、
そ
の
意
図
に
於
て
も

ま
た
そ
の
内
容
に
於
て
も
闇
斎
的
な
或
は
後
の
国
学
者
の
或[カ

]者
に
於
け
る
如
き
、
狂
信
的

＝
排
他
的
な
も
の
と
は
全
く
異
な
っ
て
ゐ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
彼
は
儒
教
と
か
仏
教
と
か

の
教
理
の
党
派
的
排
他
性
を
嫌
ひ
「
理
ゆ
た
か
に
心
広
く
」
と
い
ふ
ト
レ
ラ
ン
ス
の
立
場

か
ら
、
諸
派
の
学
問
の
綜
合
を
企
図
し
た
の
で
あ
る
。」

(
)
以
下
三
五
頁
下
段
二
一
行
ま
で
、
三
六
頁
上
段
二
二
行
―
下
段
八
行
、
三
七
頁
上
段
八

10

行
―
下
段
一
行
、
三
八
頁
上
段
九
―
一
四
行
、
三
八
頁
下
段
九
―
一
七
行
は
、『
講
義
録
』

一
三
一
頁
四
行
―
一
三
二
頁
一
四
行
に
対
応
す
る
。

(
)
こ
の
「
※
」
は
太
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
一
九
四
四
年
度
講
義
で
は
、
同
じ
イ
ン

11

ク
字
体
で
濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
次
の
原
稿
が
挿
入
さ
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

― 84 ―



「
ニ
、
政
治
組
織
論

以
上
は
政
治
が
正
し
く
機
能
す
る
た
め
の
前
提
条
件
で
あ
る
が
、
之
だ
け
で
は
未
だ
抽

象
的
な
る
を
免
れ
な
い
。
か
う
し
た
条
件
が
満
た
さ
れ
た
現
実
の
結
果
は
ど
の
様
な
形

と
な
っ
て
現
は
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
蕃
山
は
前
述
の
如
く
、
時
處
位
と
い
ふ
客
観
的
情
勢

の
考
慮
を
最
も
重
視
し
た
。
現
実
の
社
会
的
環
境
に
対
し
て
政
治
は
具
体
的
に
い
か
に

働
き
か
け
る
べ
き
か
の
問
題
が
彼
を
捉
へ
ざ
る
を
え
な
い
。
政
治
の
現
実
へ
の
働
き
か

け
は
組
織
を
媒
介
と
し
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
組
織
論
な
き
政
治
原
理
は
畢
竟
空
虚
で

あ
る
。
蕃
山
は
具
体
的
な
組
織
論
を
正
面
か
ら
取
上
げ
た
近
世
最
初
の
思
想
家
で
あ
っ

た
。蕃

山
は
、
近
世
封
建
社
会
に
内
在
す
る
諸
々
の
構
造
的
矛
盾
を
早
く
も
看
破
し
た
。

※
」

(
)
以
下
三
八
頁
下
段
二
二
行
ま
で
は
、
一
九
四
四
年
度
の
講
義
で
は
、
次
の
よ
う
に
改
訂

12

さ
れ
て
い
る
。

「〔『
講
義
録
』一
四
一
頁
一
三
―
一
九
行「
彼
の「
富
有
大
業
」…
…
機
会
と
見
て
い
る
」〕

が
、〔
以
下
欠
〕

こ
れ
は
彼
の
豊
か
な
現
実
的
感
覚
が
農
兵
制
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
性
を
感
知
せ
し
め
た
の

で
も
あ
ら
う
か
。
と
も
あ
れ
、
蕃
山
の
表
象
に
於
て
農
兵
制
は
王
政
時
代
と
離
れ
難
く
結

び
つ
け
ら
れ
て
居
り
、
従
っ
て
、
こ
の
問
題
は
次
に
検
討
す
る
政
治
形
態
論
と
関
聯
し
て

考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。」

(
)
以
下
三
九
頁
上
段
一
八
行
ま
で
は
、『
講
義
録
』
一
四
〇
頁
一
四
行
―
一
四
一
頁
五
行
に

13

対
応
す
る
。

(
)
以
下
三
九
頁
下
段
二
二
行
ま
で
、
四
〇
頁
下
段
一
三
行
―
四
一
頁
上
段
一
一
行
は
、『
講

14

義
録
』
一
四
二
頁
一
行
―
一
四
三
頁
九
行
に
対
応
す
る
。

(
)
一
九
四
四
年
度
の
講
義
に
お
い
て
、
こ
の
後
に
続
け
て
用
い
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、

15

濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
太
字
で
書
か
れ
た
原
稿
を
以
下
に
翻
刻
す
る
。

「
後
年
幕
末
の
内
外
情
勢
緊
迫
の
際
に
於
け
る
尊
王
論
も
殆
ど
敬
幕
論
と
結
合
し
て
ゐ

た
事
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
近
世
勃
興
期
に
生
を
受
け
た
蕃
山
の
〈
か
う
〉
し
た
帰
結
は
む

し
ろ
当
然
と
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
も
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
決
し
て
単

な
る
時
代
的
制
約
で
は
な
く
、
蕃
山
の
内
面
的
な
思
惟
傾
向
に
ど
こ
ま
で
も
根
ざ
し
て
ゐ

た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
夜
会
記
巻
一
に
、

世
に
少
才
知
あ
り
学
力
あ
る
者
は
、
天
下
国
家
の
政
道
を
い
き
ど
を
り
、
己
が
才
知

を
用
ひ
た
き
こ
ゝ
ろ
あ
り
。
其
言
は
是
な
る
が
ご
と
く
な
り
と
も
政
道
に
は
行
ひ

が
た
き
事
十
に
し
て
七
八
な
る
べ
し
。
事
の
勢
ひ
は
な
れ
ざ
れ
ば
し
ら
れ
ぬ
も
の

な
り
。
…
…
理
を
以
て
天
下
に
下
知
し
た
ま
ふ
こ
と
、
下し

も

に
い
た
り
て
た
が
ふ
事
多

し
と
見
え
た
り
。（
夜
会
記
巻
一
〔『
全
集
』
第
五
冊
一
〇
頁
〕）

と
い
っ
て
ゐ
る
様
に
、
政
治
に
於
け
る
勢
ひ
と
い
ふ
如
き
非
合
理
的
な
契
機
を
深
く
認
識

し
た
所
か
ら
、
己
れ
の
ゾ
ル
レ
ン
を
振
り
か
ざ
し
て
現
実
に
立
ち
向
ふ
と
い
ふ
態
度
に
自

か
ら
反
撥
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
於
て
蕃
山
は
朱
子
学
の
抽
象
的
な
合
理
主

義
に
対
す
る
闘
争
に
於
て
既
に
素
行
や
徂
徠
と
完
全
に
共
同
の
戦
線
に
立
っ
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。

政
は
衆
を
富
し
め
て
後
教
ゆ
る
也
。
そ
の
教
は
六
芸
な
り
。
し
た
が
は
ざ
る
を
も

不
レ
罸
、
し
た
が
ふ
を
賞
す
る
の
み
。
直
を
あ
げ
て
ま
が
れ
る
を
す
て
置
。
是
を
鼓[カ

]

し
是
を
舞
す
。
衆
日
々
に
善
に
う
つ
り
て
自
不
レ
知
、
ま
が
れ
る
者
を
の
づ
か
ら
直

く
な
れ
り
（
孝
経
外
伝
或
問
二
〔『
全
集
』
第
三
冊
七
二
頁
〕）

（
宋
学

消
極
的
、
寂
静
主
義
的
禁
欲
的
↑
↓
積
極
的
／
能
動
的
（
ギ
リ
シ
ヤ
的
））」

(
)
以
下
四
七
頁
下
段
一
八
―
一
九
行
の
欄
外
よ
り
の
線
と
鉤
括
弧
（
い
ず
れ
も
太
字
で
書

16

き
加
え
ら
れ
て
い
る
）
ま
で
は
、
一
九
四
四
年
度
講
義
で
は
、
濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿

用
紙
に
太
字
で
書
か
れ
た
以
下
の
原
稿
に
差
し
か
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

「
イ
、
基
本
思
想

蕃
山
が
そ
の
巨
大
な
視
野
と
端
倪[カ

]す
べ
か
ら
ざ
る
風
格
を
以
て
、
朱
王
両
家
、
い
な
儒

学
そ
の
も
の
に
対
し
て
す
ら
、
ど
こ
ま
で
も
捉
は
れ
ぬ
自
主
的
態
度
を
以
て
臨
ん
だ
の
に

比
べ
る
と
、
益
軒
は
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
む
し
ろ
小
心
翼
々
た
る
一
儒
者
と
し
て
と
ゞ

ま
っ
た
。
益
軒
は
初
め
京
都
遊
学
の
頃
陸
王
の
学
に
関
心
を
持
っ
た
こ[カ

]と
も
あ
っ
た
が
、

三
十
六
七
歳
以
後
は
決
定
的
に
朱
子
学
に
帰
し
た
。
彼
は
そ
の
最
晩
年
、
八
十
歳
を
越
え

て
遂
に
「
大
疑
録
」
の
著
を
以
て
朱
子
学
の
哲
学
的
基
礎
に
対
す
る
重
大
な
懐
疑
を
表
白

す
る
に
至
っ
た
が
―
↓
〔
こ
の
間
は
本
文
四
三
頁
上
段
一
七
―
下
段
四
行
「
そ
れ
は
彼
の

意
図
で
は
…
…
表
現
し
て
ゐ
る
。」
が
再
使
用
さ
れ
て
い
る
〕

益
軒
の
著
作
に
現
は
れ
た
思
想
の
大
部
分
は
、
か
く
し
て
忠
実
な
朱
子
学
の
立
場
に
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立
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
於
け
る
彼
の
た
ゆ
ま
ざ
る
努
力
は
、
朱
子
学
の
哲
学

な
り
倫
理
な
り
を
、
平
易
な
言
葉
で
解
説
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
教
的
教
養
を
単
な
る

講
壇[カ

]的
な
局
限
性
か
ら
解
放
し
て
一
般
国
民
の
日
常
生
活
の
中
に
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と

に
注
が
れ
た
。
か
の
益
軒
十
訓
（
初
学
訓
、
大
和
俗
訓
、
和
俗
童
子
訓
、
文
訓
、
武
訓
、

五
常
訓
、
君
子
訓
、
家
道
訓
、
楽
訓
、
養
生
訓
）
は
そ
の
輝
か
し
い
結
晶
で
あ
り
、
何
人

に
も
理
解
さ
れ
る
暢
達
な
和
文
で
も
の
さ
れ
た
此
等
の
著
作
の
持
っ
た
啓
蒙
的
意
義
は

測
り
知
る
事
が
出
来
な
い
。
之
に
よ
っ
て
益
軒
は
、
近
世
初
期
の
社
会
的
情
勢
に
棹
し
て

宋
学
の
国
民
的
普
及
に
最
大
の
貢
献
を
な
し
た
。
従
っ
て
、
朱
子
学
が
能
ふ
限
り
、
く
だ

か
れ
日
常
化
さ
れ
た
形
態
に
於
て
説
か
れ
て
あ
る
此
等
の
書
に
於
て
、
我
々
は
屢
々
、
徳

川
封
建
社
会
と
朱
子
学
的
思
惟
様
式
と
の
照
応
性
が
鮮
明
に
浮
び
出
て
ゐ
る
事
例
を
見

出
す
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
彼
自
ら
は
ど
こ
ま
で
も
程
朱
の
学
統
に
忠
実
を
期
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
他
方

学
派
的
偏
執
や
党
争
を
固
く
斥
け
、
寛
容
を
尊
び
、
生
々
と
し
た
現
実
を
捉
は
れ
ざ
る
眼

を
以
て
、
さ
な
が
ら
に
視
よ
う
と
す
る
態
度
を
あ
る
程
度
ま
で
発
揮
し
た
こ
と
に
於
て
、

や
は
り
蕃
山
と
共
通
す
る
面
を
持
ち
、
む
し
ろ
、
固
定
的
＝
演
繹
的
＝
正
統
主
義
的
な
朱

子
学
者
の
系
列
か
ら
は
逸
脱
し
て
ゐ
た
。
彼
が
山
崎
闇
斎
一
門
の
固
陋
に
し
て
偏
信
的

な
学
風
に
対
し
て
強
い
反
情
を
抱
い
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
益
軒
に
と
っ
て
は
己

れ
の
立
場
或
は
学
派
を
絶
対
視
し
、
妄
り
に
他
を
異
端
呼
は
り
す
る
の
は
、
学
問
の
公
共

性
の
破
壊
で
あ
る
（
Privatisierung）。
従
っ
て
こ
の
学
問
の
公
共
性
か
ら
い
へ
ば
、
先

儒
の
説
と
雖
も
そ
の
ま
ゝ
盲
信
す
べ
き
で
な
い
（
慎
思
録
、〔
近
世
社
会
経
済
学
説
〕
大
系

本
、
二
七
六
頁
／
二
一
九
頁
）。
ま
た
同
じ
く
自
己
の
見
解
に
対
し
て
も
絶
え
ず
批
判
的

反
省
を
加
ふ
べ
き
で
、
日
々
に
学
問
的
進
歩
に
志
し
旧
見
に
泥
ん
で
は
な
ら
ぬ
。
か
う
し

た
点
に
於
て
益
軒
の
学
問
観
は
著
し
く
近
代
的
で
あ
る
。
こ
の
強
い
内
省
的
な
自
己
批

判
こ
そ
、
益
軒
を
し
て
あ
れ
程
篤
い
尊
敬
を
注
い
だ
朱
子
の
学
説
に
対
し
て
遂
に
血
を
吐

く
ご
と
き
悲
痛
な
懐
疑
を
表
白
す
る
に
到
ら
し
め
た
所
以
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
開
放
的
な

学
問
的
関
心
こ
そ
、
彼
を
し
て
単
な
る
経
典
解
説
者
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、
歴
史
、
地
理
、
国

文
学
等
の
研
究
に
駆
り
立
て
、
就
中
、
そ
の
周
到
な
る
自
然
観
察
は
彼
を
し
て
、
周
知
の

様
に
本
邦
本
草
学
の
祖
た
ら
し
め
た
の
で
あ
る
（
大
和
本
草
）。

従
っ
て
彼
の
朱
子
学
の
理
解
の
仕
方
に
も
闇
斎
派
な
ど
の
そ
れ
と
は
自
か
ら
異
る
色

彩
を
始
め
か
ら
帯
び
て
ゐ
た
。
一
言
に
し
て
い
ふ
な
ら
ば
そ
こ
に
は
人
間
及
人
生
の
悪

に
対
し
て
苛
烈
峻
厳
な
處
理
を
急
ぐ
よ
り
も
む
し
ろ
、
人
生
を
や
は
ら
か
く
包
ん
で
、
そ

の
明
る
い
面
を
育
て
上
げ
て
行
か
う
と
す
る
様
な
楽
天
的
な
態
度
が
絶
え
ず
基
底
を
な

し
て
ゐ
た
。
決
し
て
エ
ピ
ク
ロ
ス
的
意
味
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
ス
ト
ア
に
近

い
意
味
に
於
て
で
は
あ
る
が
、
生
の
享
楽
と
い
ふ
事
が
畢
竟
彼
の
倫
理
の
最
大
の
狙
ひ
で

あ
っ
た
。
本
来
朱
子
学
に
は
一
方
本
然
の
性
を
善
と
し
、
人
皆
聖
人
た
る
べ
し
と
い
ふ
楽

観
主
義
的
理
論
構
成
と
、
他
方
持
敬
静
坐
し
て
、
人
欲
を
滅
尽
す
る
と
い
ふ
如
き
、
厳
粛

主
義
の
モ
ラ
ル
と
の
正
反
対
の
性
格
を
一
身
に
具
へ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
最
も

忠
実
な
実
践
的
表
現
を
闇
斎
に
見
出
す
と
す
れ
ば
、
益
軒
は
ま
さ
に
朱
子
学
の
理
論
構
成

の
な
か
に
ひ
そ
む
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
契
機
を
特
に
強
調
し
た
思
想
家
だ
と
い
ひ
う
る
。

さ
う
し
て
、
彼
が
朱
子
哲
学
に
遂
に
安
住
し
え
な
か
っ
た
内
面
的
根
據
も
ま
た
こ
こ
に
胚

胎
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
が
慎
思
録
や
大
疑
録
で
述
べ
て
ゐ
る
朱
子
学
へ
の
批
判
は

大
要
す
る
に
、
理
と
気
と
は
決
し
て
二
物
で
は
な
く
し
て
理
は
気
の
属
性
に
過
ぎ
ぬ
と
い

ふ
気
一
元
説
の
主
張
、
並
び
に
、
そ
れ
に
相
応
し
て
本
然
の
性
―
気
質
の
性
の
対
立
性
の

否
定
と
に
尽
き
る
。
こ
れ
は
即
ち
、
朱
子
学
の
中
に
あ
る
二
元
主
義
的
契
機
―
―
そ
れ
が

朱
子
学
の
リ
ゴ
リ
ズ
ム
の
母
胎
で
あ
る
―
―
に
対
す
る
彼
の
上
述
し
た
快
楽
主
義
の
反

逆
に
ほ
か
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
彼
の
か
う
し
た
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
、
益
軒
の
政
治
＝
経

済
思
想
の
基
底
に
も
絶
え
ず
流
れ
て
ゐ
る
（
義
理
）。
例
へ
ば
彼
が
義
と
利
の
関
係
を
説

い
て
、
両
者
を
相
互
否
定
的
に
対
立
さ
せ
る
考
へ
方
を
排
し
、

今
の
学
者
往
々
利
は
君
子
の
欲
す
る
所
に
非
ず
と
謂
ふ
は
是
則
ち
名
を
好
み
高
を

夸
る
の
言
に
し
て
君
子
の
真
情
に
非
ず
、
惟
だ
偽
の
み
（
自
娯
集
巻
四
〔『
益
軒
全

集
』
巻
之
二
、
二
四
五
頁
〕、
原
漢
文
）

と
喝
破
し
、
義
に
依
れ
ば
自
ら
利
有
り
と
い
ふ
両
者
の
本
源
的
一
致
を
主
張
し
て
ゐ
る
如

き
、
明
白
に
一
元
論
的
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
の
表
現
形
態
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
其
他
政
治
思

想
に
於
け
る
事
例
は
な
ほ
後
述
に
明
か
と
な
ら
う
。
朱
子
学
の
二
元
的
な
厳
粛
主
義
へ

の
反
逆
は
山
鹿
素
行
・
伊
藤
仁
斎
ら
所
謂
古
学
派
に
於
て
共
通
に
見
ら
れ
る
現
象
で
あ

り
、
そ
れ
は
荻
生
徂
徠
に
於
て
頂
点
を
形
づ
く
る
一
つ
の
大
き
な
思
想
的
底
流
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
平
和
の
続
く
と
共
に
、
商
品
経
済
の
進
展
に
よ
っ
て
国
民
の
生
活
欲
望
が
増

大
し
て
行
っ
た
と
い
ふ
社
会
的
＝
文
化
的
現
実
の
思
想
的
反
映
な
の
で
あ
る
（
文
化
的
社
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会
的
背
景
）。
た
ゞ
益
軒
と
古
学
派
の
決
定
的
な
相
違
は
、
後
者
は
（
後
に
述
べ
る
様
に
）

朱
子
学
的
理
論
構
成
に
よ
っ
て
疏﹅

外﹅

さ﹅

れ﹅

た﹅

人
間
自
然
性
を
逆
に
己
れ
の
立
脚
点
と
し

真
向
か
ら
朱
子
学
に
挑
戦
し
た
の
に
対
し
、
益
軒
は
ど
こ
ま
で
も
朱
子
学
に
内﹅

在﹅

す﹅

る﹅

楽

観
主
義
的
要
素
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
現
実
と
の
溝
を
出
来
る
だ
け
埋
め

て
行
か
う
と
し
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
に
、
飽
ま
で
慎
重
な
円
満
な
益
軒
の
性
格
が
現
は
れ

て
ゐ
る
が
、
他
面
そ
れ
だ
け
に
彼
の
思
想
は
妥
協
的
で
不
徹
底
た
る
を
免
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
固
定
的
＝
範
疇
的
な
見
方
の
み
に
捉
は
れ
ず
、
素
直
な
眼
で
現
実
を
見
る

と
い
ふ
蕃
山
の
態
度
が
上
述
の
如
く
益
軒
に
も
見
ら
れ
る
以
上
、
益
軒
が
蕃
山
と
同
じ
く

我
国
土
の
歴
史
的
＝
風
土
的
特
殊
性
に
少
か
ら
ぬ
理
解
を
示
し
た
と
し
て
も
敢
て
不
思

議
で
は
な
い
。
た
ゞ
こ
ゝ
で
も
そ
の
特
殊
性
を
い
か
に
し
て
普
遍
的
真
理
と
し
て
の
儒

教
の
道
に
包
摂
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
し
て
迫
っ
て
来
る
。
蕃
山
よ
り
も
は
る
か
に

純
粋
な
儒
者
で
あ
っ
た
益
軒
に
と
っ
て
、
こ
れ
が
い
か
に
切
実
な
意
味
を
も
っ
て
ゐ
る
か

は
云
ふ
を
俟
た
ぬ
。
し
か
も
こ
の
問
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て
益
軒
は
蕃
山
と
殆
ど
同
じ

方
式
に
依
っ
た
。
即
ち
か
の
道
と
法
の
理
論
が
こ
ゝ
で
も
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
曰
く
、

〔
以
下
欠
〕

か
く
て
こ
の
立
場
か
ら
し
て
、
彼
は
支
那
の
俗
の
―
―
た
と
へ
そ
れ
が
先
王
の
制
定
に

か
ゝ
る
も
の
で
も
―
―
そ
れ
と
時
代
を
異
に
し
、
ま
た
場
所
を
異
に
す
る
日
本
へ
の
無
批

判
的
適
用
を
強
く
排
し
た
。

具
体
的
な
例
と
し
て
彼
が
挙
げ
て
ゐ
る
の
は
、

一
、
三
年
の
喪
、
井
田
法
（
蕃
山
と
同
じ
）、
其
他
冠
婚
喪[カ

]祭

二
、
官
地
姓
名
の
書
き
方
を
支
那
流
に
す
る
。

か
く
て
又
彼
は
本
邦
七
美
説
を
つ
く
っ
て
日
本
固
有
の
国
民
性
を
讃
美
す
る
と
共
に
、

支
那
と
日
本
の
気
風
の
実
証
的
な
比
較
の
上
に
、
日
本
の
警
戒
す
べ
き
短
所
を
も
指
摘
を

怠
ら
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
―
↓
」

(
)
こ
の
鉤
括
弧
は
太
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。

17(
)
『
益
軒
全
集
』（
全
八
巻
、
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
〇
―
一
一
年
）
は
、
以
下
『
全
集
』

18

と
略
記
す
る
。

(
)
一
九
四
四
年
度
講
義
で
本
項
の
原
稿
を
再
利
用
す
る
際
に
、
総
論
と
し
て
新
た
に
執
筆

19

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
、
濃
茶
罫
線
の
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
太
字
で
書
か
れ
た
原
稿
を
以

下
に
翻
刻
す
る
。

「〔
こ
の
前
欠
〕
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
的
精
神
の
活
動
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
一
言
以
て
蔽

ふ
な
ら
ば
、
そ
れ
こ
そ
、
一
切
の
新
儀
を
抑
圧
し
、
生
活
様
式
を
一
定
の
規
矩
に
よ
っ
て

固
定
化
し
、
類
型
化
し
よ
う
と
す
る
封
建
権
力
の
本
来
的
傾
向
に
対
す
る
国
民
精
神
の
最

初
の
―
―
む
ろ
ん
無
意
識
的
な
―
―
反
撥
で
あ
り
抗
議
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
朱
子
学

が
そ
の
静
態
的
思
惟
、
さ
ら
に
具
体
的
に
は
そ
の
自
然
的
秩
序
思
想
を
以
て
、
さ
う
し
た

固
定
化
に
適
応
し
て
ゐ
た
限
り
、
古
学
派
の
勃
興
は
、
ご
く
一
般
的
に
言
っ
て
、
近
世
封

建
社
会
の
固
定
性
の
弛
緩
、
逆
に
い
へ
ば
そ
の
内
部
的
動
揺
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
反
映

と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
し
か
し
そ
の
動
揺
が
著
し
く
表
面
化
〈
し
た
〉
の
は
い
は
ゆ
る
元

禄
―
享
保
期
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
時
代
を
背
景
と
し
た
徂
徠
学
〈
の
登
場
に
つ
い
て
は

之
を
次
節
に
譲
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
ま
づ
仁
斎
と
素
行
に
よ
る
古
学
派
の
形
成
を
述

べ
よ
う
。〉
と
そ
れ
以
前
の
古
学
と
の
間
に
は
、
一
つ
の
質
的
飛
躍
が
存
す
る
。
古
学
の

形
成
者
た
る
伊
藤
仁
斎
と
山
鹿
素
行
の
学
問
は
全
体
的
に
は
や
は
り
近
世
初
期
の
思
想

と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
ゐ
る
の
で
、
こ
れ
を
本
章
に
於
て
取
扱
ふ
こ
と
と
す
る
。」

(
)
『
山
鹿
素
行
全
集
』
思
想
篇
（
全
一
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
―
四
二
年
）
は
、
以

20

下
『
全
集
』
と
略
記
す
る
。

(
)
こ
の
番
号
は
欄
外
に
太
字
で
書
き
加
え
ら
れ
て
お
り
、
一
九
四
四
年
度
の
も
の
と
思
わ

21

れ
る
（
ⅱ
以
降
も
同
じ
）。

― 87 ―



凡

例

・
か
な
づ
か
い
、
傍
点
、
ル
ビ
等
は
す
べ
て
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
促

音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
。

・
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
で
統
一
し
た
。

・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

・
長
い
引
用
は
改
行
し
て
鉤
括
弧
を
と
り
、
二
字
下
げ
に
し
た
。

・
段
落
の
先
頭
は
一
字
下
げ
で
統
一
し
た
。

・
欄
外
の
注
記
等
は
文
中
に
（

）
で
示
し
た
。

・
原
資
料
中
の
（

）
の
前
と
中
に
あ
る
句
点
は
、
適
宜
削
除
・
移
動
し
た
。

・
編
者
に
よ
る
補
足
等
は
〔

〕
で
示
し
た
。

・
丸
山
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
丸
山
の
考
え
を
知
る
上
で
重
要

と
思
わ
れ
る
部
分
は
〈

〉
内
に
復
元
し
た
。

・
推
敲
の
際
に
削
除
し
忘
れ
た
た
め
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
、
編
者
の

判
断
で
削
除
し
た
。

・
文
章
の
挿
入
や
つ
な
が
り
を
示
す
記
号
は
、
対
応
関
係
が
明
ら
か
な
場
合
は
削

除
し
た
。

・
本
文
中
に
翻
刻
し
、
一
九
四
六
年
度
講
義
第
七
章
と
四
八
年
度
講
義
で
再
使
用

さ
れ
た
四
三
年
度
講
義
の
原
稿
は
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
一
冊
（
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
九
八
年
。
文
中
で
は
『
講
義
録
』
と
略
記
）
の
対
応
箇
所
を
注

で
示
し
た
。
注
で
翻
刻
し
た
四
四
年
度
講
義
の
原
稿
で
再
使
用
さ
れ
て
い
る
部

分
は
、
該
当
箇
所
を
示
し
た
。

利
用
資
料
番
号
一
覧

プ
ラ
ン

三
四
七
、
三
七
八

：

〔
序
説
〕
三
四
七
、
五
〇
二

：

第
一
章
〔
総
論
〕
五
〇
〇
―
一
、
五
〇
五

：

第
一
章
第
一
節
三

三
七
八
、
三
三
五
、
三
一
三

：

第
一
章
第
二
節
二
ｃ

五
〇
九

：

第
一
章
第
二
節
三
〔
総
論
〕
三
〇
七
、
三
五
五
、
五
〇
九

：

第
一
章
第
二
節
三
ａ

三
〇
七
、
三
七
八
、
三
三
四
、
九
六
三
―
一
―
二
、
五
〇

：

九

第
一
章
第
二
節
三
ｂ

三
〇
七
、
三
三
四
、
三
七
八
、
五
〇
四
―
三
、
八
二

：

第
一
章
第
二
節
四
総
論

三
三
四
、
三
四
七

：

第
一
章
第
二
節
四
ａ

三
〇
七
、
三
七
八

：

第
一
章
第
二
節
四
ｂ

三
〇
七
、
三
三
四
、
八
二
、
五
〇
四
―
一
、
五
〇
四
―
三

：

序

説

四
一
九
―
二
、
三
七
八
、
三
四
七
、
三
五
五
、
一
七
四
、
一
八
二
―

：

四
―
六

学
生
を
送
る
言
葉
：
八
〇
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解

題

宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
・
金
子

元
・
川
口
雄
一

丸
山
眞
男
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
陸
軍
二
等
兵
と
し
て
召
集
さ
れ

る
ま
で「
二
年
間
、江
戸
時
代
の
政
治
思
想
史
を
講
義
し
た
」と
述
べ
て
い
る（『
丸

山
眞
男
講
義
録
第
七
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
六
七
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一

九
九
八
年
、
四
頁
）。
そ
の
二
度
に
亘
る
「
戦
中
講
義
」
が
、「
昭
和
一
八
（
一
九

四
三
）
年
度
東
洋
政
治
思
想
史
」
お
よ
び
「
昭
和
一
九
（
一
九
四
四
）
年
度
東
洋

政
治
思
想
史
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
四
二
年
一
〇
月
、
一
九
四
三
年
一
〇
月

に
開
講
さ
れ
た
と
い
う
変
則
的
な
経
緯
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
既
稿
が
あ
る
（
宮
村
「
丸
山
眞
男
の
初
講
義
」『
Ｕ
Ｐ
』
第
三
〇
九
号
、
一
九

九
八
年
七
月
）。
ま
た
そ
の
講
義
が
、
先
行
ま
た
平
行
し
て
執
筆
さ
れ
『
国
家
学
会

雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
諸
論
攷
（
後
に
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
五
二
年
）
に
収
録
）
お
よ
び
戦
後
に
復
員
後
再
開
さ
れ
た
「
東

洋
政
治
思
想
史
」
講
義
と
の
間
で
ど
の
よ
う
な
関
連
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
に

つ
い
て
も
、『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
一
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
八
』（
一
九

九
八
年
）
お
よ
び
『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
二
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
九
』

（
一
九
九
九
年
）
の
「
解
題
」（
以
下
、「
解
題
一
九
四
八
」「
解
題
一
九
四
九
」
と

略
記
す
る
）
で
宮
村
が
考
察
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
よ
れ
ば
、
丸
山
の
二
度
に
亘

る
戦
中
講
義
は
、
彼
の
徳
川
時
代
史
の
専
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
独
自
に
構
想
さ

れ
、
そ
し
て
戦
後
の
彼
の
日
本
政
治
思
想
史
講
義
を
支
え
る
「
最
古
層
」
を
な
す

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
編
は
、
丸
山
の
「
戦
中
講
義
」、
と
り
わ
け
「
初

講
義
」
と
な
っ
た
一
九
四
三
年
度
講
義
を
主
と
し
て
、
そ
の
復
元
・
復
刻
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

復
元
・
復
刻
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
「
草
稿

類
」
で
「
著
作
・
講
義
演
習
・
講
演
」（
大
項
目
）「
講
義
・
演
習
」（
中
項
目
）「
原

稿
・
メ
モ
」（
小
項
目
）
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
資
料
の
中
か
ら
、
原
則
と
し
て
、

丸
山
眞
男
が
、
一
九
四
三
年
度
の
講
義
の
た
め
に
準
備
し
た
と
考
え
ら
れ
る
原
稿

を
特
定
し
て
「
本
文
」
を
作
成
し
た
。
原
稿
の
特
定
に
際
し
て
は
、
次
の
五
点
を

判
断
の
根
拠
と
し
た
。

①
戦
後
講
義
を
復
元
す
る
際
に
は
、
聴
講
し
た
複
数
の
学
生
の
筆
記
ノ
ー
ト
を

参
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
と
見
ら
れ
る
講
義
原
稿
を
特
定
す
る
こ
と

が
で
き
た
が
、
戦
中
講
義
に
つ
い
て
は
聴
講
筆
記
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
文
庫
所
蔵
の
中
に
「
プ
ラ
ン
」
と
題
さ
れ
た
二
つ
の
断
簡
草
稿
が
あ
る
（
資
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料
番
号
三
四
七
お
よ
び
三
七
八
）。
合
わ
せ
る
と
、
四
葉
の
松
屋
製
二
百
字
詰
原

稿
用
紙
に
連
続
し
て
書
か
れ
た
「
初
講
義
」
の
た
め
の
全
体
構
想
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
そ
の
原
文
は
、「
解
題
一
九
四
八
」で
す
で
に
復
元
さ
れ
て
い
る
が
、

本
編
の
「
本
文
」
を
復
元
す
る
上
で
最
大
の
拠
り
所
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
も
改
め
て
収
録
し
た
。

「
プ
ラ
ン
」
は
、
各
章
・
節
・
項
の
通
し
番
号
と
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
を
記
し

て
い
て
、
そ
こ
か
ら
丸
山
の
講
義
の
全
体
構
想
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
残
さ
れ
た
原
稿
用
紙
群
の
中
か
ら
対
応
部
分
を
探

し
出
す
上
で
の
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
だ
け
で

は
分
散
し
た
ま
ま
残
さ
れ
た
原
稿
用
紙
群
か
ら
件
の
講
義
原
稿
を
厳
密
に
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

す
で
に
、
基
本
的
に
は
「
プ
ラ
ン
」
の
構
想
に
沿
い
な
が
ら
行
わ
れ
た
『
講
義

録
一
九
四
八
』『
講
義
録
一
九
四
九
』の
復
元
編
集
作
業
に
際
し
て
、学
生
聴
講
ノ
ー

ト
も
併
せ
て
参
照
す
る
こ
と
で
、
戦
後
講
義
に
加
筆
を
し
な
が
ら
も
再
使
用
さ
れ

た
古
い
原
稿
用
紙
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
丸
山
の
「
戦
後
」
は
、「
ひ
と
つ
は
私
の

あ
ま
の
じ
ゃ
く
根
性
か
ら
、
世
の
中
が
一
変
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
即
座
に
自
分

の
根
本
の
考
え
方
を
変
え
る
こ
と
に
は
反
撥
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
意
地
を
張
る

つ
も
り
も
正
直
に
い
っ
て
あ
り
ま
し
た
」
と
い
う
よ
う
に
「
戦
争
中
か
ら
の
道
程

…
…
を
引
継
い
で
」
始
め
ら
れ
た
（「
原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音
」
一
九
八
四
年
、

『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
一
一
二
頁
）。
講
義
に

お
い
て
も
同
様
で
、
実
際
戦
後
初
期
の
講
義
に
お
け
る
講
義
原
稿
の
再
使
用
状
況

は
、
そ
う
し
た
彼
の
「
あ
ま
の
じ
ゃ
く
根
性
」
を
映
し
出
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
に
、
戦
後
講
義
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
原
稿
用
紙
と
、
そ
の
中
に
加
筆
修

正
さ
れ
て
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
よ
り
古
い
原
稿
用
紙
と
を
弁
別
し
、
戦
中
講
義
原
稿
を

特
定
す
る
に
は
、「
プ
ラ
ン
」
と
の
対
応
性
だ
け
で
は
な
い
基
準
が
必
要
に
な
る
。

②
そ
の
一
つ
は
、
丸
山
の
原
稿
に
お
け
る
か
な
づ
か
い
の
変
化
に
見
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。

丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
の
既
発
表
成
稿
に
は
、
上
記
原
稿
用
紙
の
使
用
状
況
の
場

合
と
同
時
期
に
、
か
な
づ
か
い
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。
論
文
で
は
、「
陸
羯
南

人
と
思
想
」（
四
七
年
二
月
）
の
草
稿
（
資
料
番
号
一
八
六
―
二
―
一
、
原
稿
用
紙

表
面
を
使
用
）
に
は
、
旧
か
な
づ
か
い
を
新
か
な
づ
か
い
に
訂
正
し
た
跡
が
残
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、「
福
澤
に
於
け
る
「
実
学
」
の
転
回
」（
四
七
年
三
月
）
の
原

稿
（
資
料
番
号
六
○
四
）
は
旧
か
な
づ
か
い
、「
福
澤
諭
吉
の
哲
学
」（
四
七
年
九

月
）
の
原
稿
は
新
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
裏
面
を
使
用
）。
そ

し
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
丸
山
の
原
稿
執
筆
に
お
け
る
旧
か
な
づ
か
い
か
ら
新
か
な

づ
か
い
へ
の
転
換
が
、
一
九
四
七
年
の
早
い
時
期
ま
で
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
え

る
。ま

た
、
丸
山
の
自
筆
書
き
込
み
や
聴
講
学
生
ノ
ー
ト
と
の
対
応
か
ら
執
筆
時
期

が
確
定
で
き
る
講
義
原
稿
に
つ
い
て
み
て
も
、「
昭
和
一
九
年
一
月
」
の
「
最
終
講

義
に
お
け
る
学
生
を
送
る
言
葉
」（
資
料
番
号
八
○
）
お
よ
び
「
昭
二
○
、
一
一
、

一
」
の
日
付
の
「
草
稿
断
簡
」（『
講
義
録
一
九
四
九
』
口
絵
写
真
お
よ
び
「
付
録

一
」、
資
料
番
号
六
五
九
）
は
、
全
文
旧
か
な
づ
か
い
、「
昭
和
二
十
三
年
度
講
義

徳
川
時
代
思
想
史

一
、
開
講
の
辞
」
と
題
さ
れ
た
原
稿
（
資
料
番
号
三
五
五
、

三
四
六
、
五
〇
〇
―
二
、
五
〇
〇
―
三
）
は
、
全
文
新
か
な
づ
か
い
、
そ
し
て
一
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九
四
六
年
度
講
義
の
「
序
説
」
末
尾
の
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
か
ら
の
引
用
と

コ
メ
ン
ト
（「
解
題
一
九
四
八
」
二
七
四
―
五
頁
に
引
用
、
資
料
番
号
三
四
六
）
は
、

新
旧
か
な
づ
か
い
の
混
用
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
丸
山
の
か
な
づ
か
い
に

お
け
る
新
旧
の
転
換
の
時
期
が
さ
ら
に
絞
り
込
ま
れ
、
全
文
旧
か
な
づ
か
い
原
稿

の
大
半
が
戦
中
講
義
原
稿
と
特
定
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

③
こ
の
よ
う
に
し
て
絞
り
込
め
る
講
義
原
稿
群
か
ら
は
、
丸
山
が
四
種
類
の
原

稿
用
紙
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
つ
は
、
①
で
指
摘
し
た
松
屋
製
二
百

字
詰
原
稿
用
紙
で
あ
り
、
上
記
の
「
プ
ラ
ン
」
は
、
こ
れ
を
用
い
て
い
る
。
今
一

つ
は
、
コ
ク
ヨ
製
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
（
茶
色
罫
線
）
で
あ
る
が
、
こ
の
コ
ク
ヨ

原
稿
用
紙
に
は
、
罫
線
の
細
い
も
の
と
や
や
太
く
濃
い
色
の
も
の
の
二
種
類
が
あ

り
、
全
体
と
し
て
、
最
も
枚
数
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
満
寿
屋
製
二
百

字
詰
原
稿
用
紙
が
あ
り
、
こ
れ
は
上
記
の
「
草
稿
断
簡
」
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
丸
山
文
庫
が
所
蔵
す
る
戦
中
論
文
に
使
用
さ
れ
て
い
た
原
稿
用
紙
と

も
ほ
ぼ
対
応
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
プ
ラ
ン
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
松
屋
製
原

稿
用
紙
（
黄
色
罫
線
）
は
、
丸
山
の
論
文
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学

の
特
質
並
に
そ
の
国
学
と
の
関
連
（
四
・
完
）」（
四
二
年
八
月
）
の
原
稿
（
資
料

番
号
六
一
六
―
一
）
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
は
、「
清
原
貞

雄
『
日
本
思
想
史

近
世
国
民
の
精
神
生
活
』
上
巻
へ
の
書
評
」（
四
三
年
六
月
）

の
原
稿
（
資
料
番
号
六
一
七
―
一
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
丸
山
が
原
稿
用
紙
の
裏
を
使
っ
て
書
く
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
比

較
的
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
が
、丸
山
文
庫
所
蔵
資
料
に
見
る
限
り
、戦
後
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
四
六
年
度
講
義
の
第
八
章

第
二
節
（
中
期
朱
子
学
派
の
景
況
・
新
井
白
石
）
は
、
戦
中
講
義
の
第
二
章
第
三

節
二
の
一
部
を
再
使
用
し
つ
つ
、
新
た
な
原
稿
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
が
、
四
六
年
度
に
付
け
加
え
ら
れ
た
第
八
章
第
二
節
の
冒
頭
部
分
（『
講
義
録
一

九
四
八
』
二
四
二
頁
五
―
一
一
行
、
収
録
）
は
、
や
や
薄
い
ブ
ル
ー
の
太
字
で
、

コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
三
三
四
）。
既
使
用
の
原

稿
用
紙
紙
背
を
利
用
し
て
執
筆
さ
れ
た
成
稿
に
は
、た
と
え
ば「
西
田
長
寿
著『
大

島
貞
益
』
書
評
」（
資
料
番
号
九
二
―
一
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
戦
後
の
紙
不
足

と
い
う
事
情
が
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
丸
山
の
原
稿
用
紙
紙
背
使
用

は
、「
必
要
」
の
所
産
で
あ
り
、
そ
こ
に
特
段
の
「
趣
味
」
な
い
し
「
思
想
」
を
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
む
し
ろ
、
原
稿
用

紙
の
使
用
形
態
か
ら
は
、
草
稿
に
お
け
る
「
戦
中
」
と
「
戦
後
」
の
間
の
弁
別
の

た
め
の
示
唆
を
読
み
取
る
こ
と
に
止
め
た
い
。

④
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
原
稿
用
紙
を
使
用
し
た
原
稿
類
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て

い
る
イ
ン
ク
お
よ
び
ペ
ン
の
諸
特
徴
か
ら
も
、一
定
の
判
断
基
準
を
抽
出
で
き
る
。

松
屋
製
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
原
稿
類
は
、「
プ
ラ
ン
」
か
ら
始
ま
り
、「
序
説
」

と
思
わ
れ
る
三
葉
お
よ
び
「
プ
ラ
ン
」
で
示
さ
れ
た
思
想
家
の
生
年
と
主
要
著
作

が
書
き
込
ま
れ
た
江
戸
時
代
全
体
に
亘
る
「
別
表
」
一
葉
（
資
料
番
号
三
四
七
、

本
編
収
録
）、
さ
ら
に
「
第
一
章

近
世
封
建
制
の
成
立
と
儒
教
的
世
界
観
の
形
成

第
一
節

近
世
端
初
期
に
於
け
る
思
想
界
の
一
般
的
状
況

一
、
神
道
」
と
表
記

さ
れ
た
部
分
（
資
料
番
号
三
五
五
）
か
ら
「
三
、
基
督
教
（
切
支
丹
）」
の
途
中
ま

で
用
い
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
ら
は
す
べ
て
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
の
イ
ン
ク
・
細
め
の
ペ

ン
先
で
書
か
れ
て
い
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
で
書
か
れ
た
原
稿
に
は
、
第
一
章
第
一
節

三
の
途
中
か
ら
以
降
の
大
部
分
、「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
の
表
題

で
書
か
れ
た
一
連
の
原
稿
と
「
参
考
文
献
」
一
覧
（
資
料
番
号
三
七
八
、
三
五
五
、

一
八
二
―
四
―
六
）、
そ
れ
に
戦
後
講
義
に
も
引
き
継
が
れ
た
「
第
一
章

近
世
封

建
制
度
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観
（
近
世
封
建
社
会
概
観
―
江
戸
時
代
の
社
会
と

意
識
―
）」
と
題
さ
れ
た
一
連
の
原
稿
（
資
料
番
号
五
○
○
―
一
、
五
○
五
）
な
ど

が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
稿
群
に
は
、
薄
茶
罫
線
の
用
紙
と
や

や
濃
茶
罫
線
の
用
紙
と
が
あ
り
、
こ
の
う
ち
薄
茶
罫
線
用
紙
に
は
す
べ
て
細
字
ブ

ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
で
書
か
れ
、
濃
茶
罫
線
用
紙
に
は
、
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
太

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
と
細
字
ブ
ラ
ッ
ク
の
三
種
類
の
字
体
の
も
の
に
別
れ
て
い

る
。
三
種
類
の
原
稿
用
紙
お
よ
び
イ
ン
ク
字
体
の
混
用
が
な
い
と
仮
定
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
四
種
類
の
態
様
の
原
稿
に
は
有
意
味
な
区
別
が
読
み
取
れ
る
は
ず
で
あ

る
。ま

ず
、「
プ
ラ
ン
」
と
同
じ
松
屋
製
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
た
部
分
は
、
す
べ
て

細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
で
書
か
れ
て
い
て
、
内
容
上
も
、「
序
説
」
か
ら
第

一
章
第
一
節
三
（
基
督
教
）
の
途
中
ま
で
、「
プ
ラ
ン
」
に
対
応
す
る
形
で
連
続
し

て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
、
最
も
古
い
原
稿
、
つ
ま
り

一
九
四
三
年
度
講
義
の
た
め
に
書
か
れ
た
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る
。
こ
う
し
て

特
定
さ
れ
る
丸
山
の
講
義
原
稿
か
ら
は
、
初
年
度
に
お
い
て
は
、「
プ
ラ
ン
」
か
ら

「
序
説
」
お
よ
び
「
別
表
」、
さ
ら
に
第
一
章
に
は
総
論
は
な
く
、
第
一
章
第
一
節

一
（
神
道
）
か
ら
第
一
節
三
の
途
中
ま
で
松
屋
製
原
稿
用
紙
で
連
続
し
て
書
か
れ
、

そ
の
後
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
に
引
き
継
が
れ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、「
序
説
」
と
「
第
一
章
」
の
間
の
部
分
は
、
次
年
度
以
降
の
講
義
の
際
に
新

た
に
書
き
足
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

次
に
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
み
る
と
、
上
記

の
「
序
説
」
お
よ
び
「
第
一
章
」
の
間
に
差
し
込
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
コ
ク
ヨ
原

稿
用
紙
で
書
か
れ
た
「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
と
「
第
一
章

近

世
封
建
制
度
の
確
立
と
儒
教
的
世
界
観
（
近
世
封
建
社
会
概
観
―
江
戸
時
代
の
社

会
と
意
識
―
）」
総
論
相
当
部
分
に
は
、
濃
茶
箋
・
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
と
、
濃
茶
箋
・
黒
字
イ
ン
ク
使
用
と
の
二
種
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
第

一
章
第
一
節
三
（
基
督
教
）
の
途
中
以
降
に
対
応
す
る
部
分
に
は
、
薄
茶
箋
・
細

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
使
用
と
、
濃
茶
箋
・
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
、
濃
茶
箋
・
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
使
用
の
三
種
類
の
原
稿
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
薄
茶
箋
・
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
使
用
部
分
は
、
形
態

上
か
ら
は
、
松
屋
製
原
稿
用
紙
部
分
に
続
く
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
、
こ
の
部
分

へ
の
修
正
・
加
筆
に
は
太
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
部
分
の
先
行
性
が
確
か
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
コ
ク
ヨ
原
稿
用
紙
が
用
い

ら
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
も
、
全
体
と
し
て
、
細
字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク

使
用
部
分
が
最
初
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
加
筆
・
修
正
す
る
形
で
太

字
ブ
ル
ー
ブ
ラ
ッ
ク
イ
ン
ク
を
用
い
た
部
分
が
付
け
加
わ
り
、
さ
ら
に
黒
字
イ
ン

ク
を
用
い
た
部
分
が
追
加
さ
れ
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
満
寿
屋
製
原
稿
用
紙
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
「
昭
二
○
、
一
一
、
一
」

の
「
草
稿
断
簡
」
の
他
、『
講
義
録
一
九
四
八
』
に
「
付
録
三

結
論
（
年
度
不
明
・

終
章
）」
と
し
て
収
録
し
た
草
稿
（
資
料
番
号
四
五
五
―
二
）
が
確
認
さ
れ
る
。
そ
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れ
ら
は
、「
プ
ラ
ン
」
の
上
で
の
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、

戦
中
講
義
と
は
別
に
、戦
後
に
な
っ
て
新
た
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

⑤
そ
し
て
、
こ
う
し
て
特
定
さ
れ
る
戦
中
講
義
原
稿
に
つ
い
て
、
丸
山
文
庫
所

蔵
の
講
義
原
稿
類
全
体
の
中
で
見
直
す
と
、
改
め
て
、
そ
の
多
く
が
戦
後
講
義
に

も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
と
え
ば
、
学
生
聴
講
ノ
ー
ト
と
の
突

き
合
わ
せ
を
通
し
て
確
定
し
た
『
講
義
録
一
九
四
八
』
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
第
二

章

伝
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
諸
形
態
」「
第
三
章

近
世
儒
教
の
興
隆
と
そ
の

社
会
的
基
礎
」「
第
四
章

初
期
朱
子
学
者
の
政
治
思
想
」「
第
五
章

朱
子
学
的

世
界
像
の
分
解
」「
第
六
章

元
禄
・
享
保
期
の
社
会
と
文
化
」「
第
八
章

石
門

心
学
の
勃
興
と
そ
の
展
開
」「
第
九
章

近
世
後
半
期
の
社
会
及
び
思
想
の
大
勢
」

「
第
十
章

国
学
思
想
の
発
展
」「
付
章
一

中
期
朱
子
学
派
の
景
況
」
に
引
き
継

が
れ
、
筑
摩
書
房
箋
、
岩
波
書
店
箋
、
潮
流
社
箋
と
い
っ
た
戦
後
に
新
た
に
登
場

す
る
原
稿
用
紙
に
書
か
れ
た
原
稿
に
混
じ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

そ
の
よ
う
に
戦
後
再
使
用
さ
れ
た
原
稿
を
す
べ
て
抽
出
し
て
、
改
め
て
「
戦
中

講
義
」
と
し
て
復
元
・
復
刻
す
る
こ
と
は
、
上
記
の
戦
中
講
義
の
諸
特
徴
に
つ
い

て
の
判
断
基
準
の
元
に
時
間
と
労
力
と
を
費
や
せ
ば
可
能
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
新
た
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
の
中
に
活
か
さ
れ
た
と
は
い
え
、
基

本
的
に
は
意
図
的
に
戦
中
の
「
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ
て
構
成
さ
れ
た
戦
後
講
義
録
の

主
要
部
分
と
し
て
す
で
に
復
元
・
復
刻
さ
れ
て
い
る
原
稿
ま
で
、
新
た
に
復
刻
す

る
積
極
的
な
意
義
は
な
い
の
で
は
な
い
か
（
上
記
の
対
応
部
分
に
つ
い
て
は
、「
解

題
」
末
尾
に
「
一
覧
」
す
る
）、
む
し
ろ
、
戦
後
講
義
録
の
中
に
は
断
片
的
に
し
か

引
き
継
が
れ
て
い
な
い
か
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
戦
中

講
義
原
稿
だ
け
を
、
改
め
て
特
定
し
、
復
刻
す
る
こ
と
の
方
が
有
意
義
で
は
な
い

か
、
と
考
え
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
な
部
分
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
原
稿

類
は
、
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。「
プ
ラ
ン
」
に

従
っ
た
項
目
で
い
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。

〔
序
説
〕

a)
第
一
章

第
一
節

三
、
基
督
教
（
切
支
丹
）

b)

第
二
節

三
、
熊
沢
蕃
山
と
貝
原
益
軒

c)

四
、
古
学
派
の
形
成
―
―
伊
藤
仁
斎
と
山
鹿
素
行

d)そ
れ
ら
は
、
単
に
形
態
上
、「
最
古
層
」
の
講
義
原
稿
の
姿
を
保
っ
て
い
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
内
容
上
も
独
自
の
意
義
を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
講
義
の
始
め
に
述
べ
ら
れ
た
簡
単
な
序
説
に
当
た
る
部
分
と
、
そ
れ
を

a)
補
完
す
る
江
戸
時
代
全
体
の
年
表
・
思
想
家
入
り
の
「
別
表
」
で
、
講
義
の
際
に

手
元
に
置
い
た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

は
、
初
期
戦
後
講
義
の
中
で
は
、
簡
略
化
し
て
し
か
引
き
継
が
れ
ず
、
五
○

b)
年
代
後
半
期
に
な
っ
て
改
め
て
重
視
さ
れ
て
い
く
テ
ー
マ
で
あ
る
。
丸
山
の
日
本

思
想
史
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
は
「
発
展
段
階
」
か
ら
「
文
化
接
触
」
へ
の
視
座
の
転
換

が
あ
る
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、「
基
督
教
」
に
見
ら
れ
る
「
文
化
接
触
」
へ
の
関

心
は
、「
最
古
層
」
と
い
う
べ
き
最
初
の
戦
中
講
義
に
於
て
最
も
詳
細
に
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
改
め
て
丸
山
の
日
本
政
治
思
想
史
研
究
の
変
化
へ
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の
再
考
を
迫
る
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た

に
つ
い
て
は
、「
解
題
一
九
四
八
」
で
も
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、

c)
d)

も
と
も
と
「
問
題
史
」
と
し
て
執
筆
さ
れ
「
決
し
て
徳
川
期
に
お
け
る
網
羅
的
な

近
代
思
想
発
展
史
を
意
図
し
て
い
な
い
」
と
い
う
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
所

収
論
文
で
は
省
略
さ
れ
て
い
た
「
全
体
の
思
想
系
列
の
上
か
ら
は
多
分
に
孤○

立○

的○

で
あ
る
様
な
学
者
」（「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ
の
国

学
と
の
関
連
」
一
九
四
〇
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
巻
、
一
九
九
六
年
、
三
○
○

頁
）
に
対
す
る
丸
山
の
関
心
を
示
す
も
の
と
し
て
、
す
で
に
『
講
義
録
一
九
四
八
』

に
収
録
し
た
新
井
白
石
や
室
鳩
巣
と
並
ん
で
重
要
な
意
義
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
。
本
編
に
お
い
て
改
め
て
復
元
・
復
刻
す
る
所
以
で
も
あ
る
。

但
し
、
こ
れ
ら
の
項
目
に
関
し
て
は
、
部
分
的
に
重
複
す
る
二
種
類
の
原
稿
が

含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、「
戦
中
二
度
」
の
講
義
の
中
で
書
き
直
さ
れ
た
と
い

う
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
上
記
に
指
摘
し
た
使
用
さ
れ
て
い

る
原
稿
用
紙
お
よ
び
ペ
ン
字
体
の
相
違
か
ら
、
そ
れ
ら
の
先
後
関
係
は
特
定
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
本
編
で
は
、
一
九
四
三
年
度
講
義
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る

も
の
を
「
本
文
」
と
し
、
他
の
原
稿
を
「
注
」
と
し
て
再
録
す
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
、
一
九
四
四
年
度
講
義
の
た
め
の
講
義
原
稿
と
し
て
特
定
で
き
る

も
の
の
な
か
で
、
次
の
二
つ
を
「
本
文
」
と
し
て
復
刻
す
る
こ
と
に
し
た
。

序
論
追
加
部
分
（「
徳
川
時
代
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
」
お
よ
び
「
参
考

e)
文
献
」）

「
昭
和
〈
十
八
〉〈
九
〉
十
八
年
度
最
終
講
義
（
昭

・
１
）
に
お
け
る
学
生

f)

19

を
送
る
言
葉
」

は
、「
プ
ラ
ン
」
第
一
章
末
尾
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
「
次
年
度
へ
の
注
意
」

e)
に
対
応
し
て
書
き
下
ろ
さ
れ
た
部
分
と
見
ら
れ
、
一
九
四
三
年
度
講
義
原
稿
の
序

論
の
後
に
続
い
て
講
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

は
、
上
記
の
各
種
講
義
原
稿
と
は
全
く
異
質
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
紹

f)
介
し
て
き
た
講
義
原
稿
は
、
丸
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
「
著
作
・
講
義
演
習
・
講

演
」
―
「
講
義
・
演
習
」
―
「
原
稿
、
メ
モ
」
項
目
の
中
か
ら
、
す
で
に
述
べ
た

「
判
断
基
準
」
に
従
っ
て
抽
出
・
整
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
原
稿
は
、

丸
山
の
自
筆
で
表
題
が
書
き
込
ま
れ
た
「
東
京
大
学
法
学
部
」
と
印
刷
さ
れ
た
封

筒
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
丸
山
自
身
が
明
示
的
に
取
り
置
い
た
原
稿
で

あ
る
。
袋
表
面
の
表
題
が
い
つ
書
か
れ
た
も
の
か
は
特
定
で
き
な
い
が
、内
容
は
、

最
終
年
次
学
生
に
対
す
る
丸
山
の
「
送
る
言
葉
」
で
あ
る
。
理
解
の
上
で
、
最
低

限
必
要
と
思
わ
れ
る
事
実
に
つ
い
て
、
一
部
「
丸
山
眞
男
の
初
講
義
」（
前
掲
）
と

重
複
す
る
が
、
こ
こ
に
補
足
し
て
お
く
。

戦
中
の
東
京
帝
国
大
学
の
学
年
暦
は
、
戦
況
の
悪
化
に
伴
っ
て
、
大
き
く
変
更

さ
れ
た
。
ま
ず
一
九
四
一
年
一
〇
月
一
六
日
に
、
勅
令
第
九
百
二
十
四
号
「
大
学

学
部
等
ノ
在
学
年
限
又
ハ
修
業
年
限
ノ
臨
時
短
縮
ニ
関
ス
ル
件
」
お
よ
び
そ
の
関

連
法
令
の
公
布
に
続
い
て
、
東
大
で
は
同
年
一
一
月
「
東
京
帝
国
大
学
学
年
暦
臨

時
措
置
方
」が
評
議
会
で
決
定
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、一
九
四
一
年
度
は
三
ヶ

月
繰
り
上
げ
ら
れ
て
、
一
二
月
卒
業
、
翌
年
度
か
ら
は
半
年
繰
り
上
げ
で
九
月
卒

業
と
さ
れ
た
（
東
京
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
学
百
年
史
』
通
史
二
、
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東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
六
四
三
―
五
頁
）。
そ
し
て
こ
の
措
置
に
対
応

し
て
、
一
九
四
二
年
八
月
に
「
新
学
年
暦
」
が
定
め
ら
れ
、
新
た
に
一
〇
月
か
ら

翌
年
九
月
を
「
学
年
」
と
さ
れ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、「
一
九
四
三
年

度
」
は
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の

措
置
は
、
以
後
も
継
続
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
年
次
学
生
毎
に
ね
じ
れ
た
複
雑
な

「
学
年
学
期
」区
分
が
実
施
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

「
昭
和
十
七
年
十
月
九
日

修
業
年
限
短
縮
に
関
す
る
対
策
に
付
き
て
」
と
題
す

る
評
議
会
決
定
、
お
よ
び
「
在
学
修
業
年
限
短
縮
表
」（
い
ず
れ
も
、
東
京
大
学
史

史
料
室
編
『
東
京
大
学
の
学
徒
動
員
・
学
徒
出
陣
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九

八
年
、
所
収
）
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
学
年
内
で
の
「
学
期
」
区
分

に
つ
い
て
は
、「
紀
元
節
を
境
目
と
し
て
区
分
す
る
こ
と
に
取
決
め
」（『
東
京
大
学

百
年
史
』
部
局
史
一
、
一
九
八
六
年
、
二
四
二
頁
）
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ

れ
ら
に
従
え
ば
、「
第
三
学
年
選
択
科
目
」
つ
ま
り
最
終
年
次
学
生
を
対
象
と
し
前

学
期
に
指
定
さ
れ
て
い
た
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
は
、
そ
の
「
昭
和
一
八
年
度
講

義
」
が
、
一
九
四
二
（
昭
和
一
七
）
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年

二
月
ま
で
の
学
期
に
、
さ
ら
に
そ
の
「
昭
和
一
九
年
度
講
義
」
が
、
一
九
四
三
（
昭

和
一
八
）
年
一
〇
月
か
ら
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
二
月
ま
で
の
学
期
に
、
そ

れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
九
月
二
一
日
に
戦
時
国
内
態
勢
強
化
の

根
本
方
針
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
そ
れ
を
受
け
た
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
」
に

よ
る
文
系
学
生
の
徴
集
延
期
停
止
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
最
初
の
「
学
徒
出
陣
」
が
同

年
一
二
月
一
日
に
決
行
さ
れ
た
。
東
大
法
学
部
で
も
、「（
徴
兵
）
適
齢
に
達
し
な

い
二
割
弱
の
者
を
除
い
て
、
十
月
二
十
五
日
か
ら
十
一
月
五
日
の
間
に
徴
兵
検
査

を
受
け
、
十
二
月
一
日
に
入
営
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」（『
東
京
大
学
百
年
史
』
部

局
史
一
、
二
四
五
頁
）。
こ
の
と
き
何
名
が
入
営
・
入
団
し
た
か
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
が
、
明
年
九
月
の
次
年
度
卒
業
生
が
、
出
陣
中
の
三
六
○
名
を
含
め
五

一
七
名
で
あ
っ
た
（
同
上
、
二
四
八
頁
）
こ
と
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
第
一
次
の
学

徒
出
陣
（
さ
ら
に
は
四
三
年
一
二
月
の
勅
令
「
徴
兵
適
齢
臨
時
特
例
」
に
よ
る
徴

兵
年
齢
の
一
九
歳
迄
の
引
き
下
げ
）
を
超
え
て
在
学
し
て
い
た
者
が
、
少
な
く
と

も
一
五
七
名
い
た
こ
と
に
な
る
（
四
三
年
九
月
の
入
学
生
は
除
く
）。

以
上
の
こ
と
を
前
提
と
す
れ
ば
、
丸
山
が
「
学
徒
出
陣
」
を
想
定
し
て
行
い
得

た
講
義
は
、「
昭
和
一
九
年
度
講
義
」
だ
け
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
昭
和
一
九
年

一
月
」
に
「
最
終
講
義
で
卒
業
生
を
送
る
言
葉
」
と
し
て
述
べ
た
の
は
、
こ
の
年

度
の
最
終
講
義
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
特
定
で
き
る
。「
年
度
」
に
つ
い
て
の
丸

山
の
書
き
消
し
が
示
す
記
憶
の
混
乱
に
は
、
講
義
年
度
の
変
則
性
が
刻
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
そ
れ
は
逆
に
「
日
付
」
に
つ
い
て
の
記
憶
の
正
確
性
を
示
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。
在
学
学
生
の
う
ち
何
名
が
丸
山
の
講
義
を
受
講
し
た
か
は
わ
か

ら
な
い
が
、
聴
講
し
た
第
三
年
次
学
生
を
含
む
在
学
学
生
全
員
は
、
三
月
一
日
か

ら
「
緊
急
学
徒
動
員
方
策
要
綱
」
に
し
た
が
っ
て
各
地
で
の
土
木
作
業
に
従
事
し

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
助
教
授
丸
山
眞
男
自
身
が
「
二
等
兵
教
育
召
集
」
に
よ
り

松
本
市
の
歩
兵
第
五
○
連
隊
補
充
隊
に
応
召
し
た
の
は
、
七
月
一
一
日
の
こ
と
で

あ
っ
た
（
以
上
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
一
、
二
四
七
―
八
頁
参
照
）。

丸
山
は
、
後
に
「『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
あ
と
が
き
」（
一
九
五
二
年
）
で
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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…
…
本
書
の
第
三
章
〔「
国
民
主
義
の
「
前
期
的
」
形
成
」〕
は
前
述
の
よ
う

に
私
の
応
召
直
前
の
労
作
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
後
半
部
は
、
召
集
令
状
を

受
け
て
か
ら
な
お
一
週
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
、
出
発
の
そ
の
日
の
朝
ま

で
か
か
っ
て
や
っ
と
纏
め
上
げ
、
新
宿
駅
で
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
同
僚
の

辻
清
明
君
に
手
渡
し
た
と
い
う
曰
く
付
の
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
出

来
・
不
出
来
は
と
も
か
く
と
し
て
一
し
お
想
い
出
が
深
い
。
机
に
向
っ
て
最

後
の
仕
上
げ
を
急
い
で
い
る
窓
の
向
う
に
は
国
旗
を
も
っ
て
続
々
集
っ
て
来

る
隣
組
や
町
会
の
人
々
に
亡
母
と
妻
が
赤
飯
の
握
り
を
作
っ
て
も﹅

て﹅

な﹅

し﹅

て

い
る
光
景
は
今
で
も
髣
髴
と
し
て
浮
ん
で
く
る
。（『
丸
山
眞
男
集
』第
五
巻
、

一
九
九
五
年
、
二
九
三
頁
）

ま
た
、
こ
の
年
度
の
講
義
に
関
し
て
、
丸
山
自
身
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

講
義
と
い
う
の
は
、
…
…
い
か
に
助
手
の
時
代
に
徳
川
時
代
を
や
っ
た
と

い
っ
て
も
、
助
手
論
文
を
書
く
の
に
懸
命
だ
か
ら
、
た
と
え
ば
熊
沢
蕃
山
と

か
、
論
文
の
主
題
か
ら
は
ず
れ
る
系
列
は
出
て
こ
な
い
の
で
す
。
そ
う
い
う

の
を
一
生
懸
命
勉
強
し
た
の
は
講
義
の
た
め
で
す
。
仁
斎
や
徂
徠
は
前
か
ら

や
っ
て
い
る
。
林
羅
山
も
前
か
ら
や
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
抜
け
て
い
る
と

い
う
と
、
大
き
い
の
は
熊
沢
蕃
山
、
新
井
白
石
、
室
鳩
巣
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
は
講
義
の
準
備
の
た
め
に
、
一
生
懸
命
勉
強
し
ま
し
た
。

昨
日
ち
ょ
っ
と
、
そ
の
と
き
の
原
稿
の
断
片
を
見
て
い
た
ら
、
昭
和
一
八

年
の
最
終
講
義
で
終
講
の
辞
み
た
い
な
の
を
述
べ
た
の
が
、
そ
こ
だ
け
出
て

き
ま
し
た
。
吉
田
松
陰
が
久
坂
玄
瑞
な
ん
か
を
叱
っ
て
、
悲
憤
慷
慨
を
戒
め

て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
を
引
い
て
、
時
局
に
対
し
て
慷
慨
す

る
の
が
諸
君
の
仕
事
で
は
な
い
。
国
家
が
君
た
ち
を
要
求
し
た
ら
、
そ
の
と

き
は
潔
く
ペ
ン
を
剣
に
か
え
よ
。
そ
の
日
ま
で
は
ペ
ン
を
捨
て
て
は
い
け
な

い
と
。
そ
う
い
う
よ
う
な
こ
と
を
最
後
に
言
っ
た
ら
、
学
生
か
ら
非
常
に
感

激
し
た
と
い
う
手
紙
が
来
ま
し
た
。
そ
れ
を
覚
え
て
い
ま
す
。（
松
沢
弘

陽
・
植
手
通
有
編
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
下
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、

二
○
五
頁
）

な
お
、
文
中
引
用
の
文
章
は
、
吉
田
松
陰
が
安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
黒
船
密

航
企
図
事
件
で
入
獄
し
た
萩
野
山
獄
で
認
め
た
漢
文
稿
の
一
つ「
丙
辰
幽
室
文
稿
」

（
安
政
三
年
）
に
あ
る
「
久
坂
（
玄
瑞
）
生
の
文
を
評
す
」
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。
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丸山眞男戦中「東洋政治思想史」講義原稿再使用一覧
（『丸山眞男講義録』第一冊収録分に限る）

初出 再使用先
1943年度 1944年度 1946年度 1948年度

第１章〔総論〕 第１章第１節
第１章第１節１ 第２章第１節
第１章第１節２ 第２章第２節
第１章第１節３ 第２章第３節
第１章第２節１ 第３章第１・３節
第１章第２節２ 第４章序説・第２～３節

第１章第２節３〔総論〕 第５章第１節
第１章第２節３ａ 第５章第２節
第２章第１節 第６章
第２章第３節１ 第８章第１節
第２章第３節２ 第８章第２節
第２章第３節３ 第８章第３節
第２章第４節 第８章
第３章第２節 第９章第２節
第３章第３節 第10章



丸
山
眞
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文
庫
所
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発
表
資
料
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刻

一
九
四
七
年
度
・
一
九
四
五
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿

丸

山

眞

男

解

題
（
宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦
）
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四
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史
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�
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節
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運
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す
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潮
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と
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本
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�
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�128

第
一
節

総

説

128

第
二
節

蘇
峰
と
平
民
主
義

131

一
九
四
五
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
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講
義
原
稿
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序
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解

説

宮
村
治
雄
・
山
辺
春
彦

１
丸
山
眞
男
の
東
京
大
学
法
学
部
で
行
っ
た
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
度
東
洋

政
治
思
想
史
講
義
の
構
成
は
、
聴
講
学
生
の
筆
記
ノ
ー
ト
（
森
田
外
雄
、
外
一
名
）

に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

序
論

思
想
史
方
法
論
お
よ
び
時
代
区
分

第
一
章

維
新
前
後
の
政
治
思
想

第
一
節

尊
皇
攘
夷
の
思
想
と
運
動

第
二
節

公
議
輿
論
思
想

第
二
章

啓
蒙
思
潮
と
反
動
思
潮
と
の
交
錯

第
一
節

総
論

第
二
節

文
明
開
化
思
想

第
三
節

明
六
社
の
group

第
四
節

反
動
思
想
と
国
粋
思
想

第
三
章

二
つ
の
巨
像

加
藤
弘
之
と
福
沢
諭
吉

第
一
節

共
通
性
と
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

第
二
節

加
藤
弘
之

第
三
節

福
沢
諭
吉

一
、
福
沢
主
義
の
基
礎
構
造

二
、
政
治
及
び
社
会
観

第
四
章

自
由
民
権
の
思
想
と
運
動

第
五
章

復
古
的
潮
流
と
反
民
権
論

第
六
章

平
民
主
義
と
日
本
主
義

第
一
節

明
治
二
十
年
代

第
二
節

蘇
峰
と
そ
の
平
民
主
義

第
三
節

日
本
主
義

第
七
章

反
動
的
国
家
主
義
の
抬
頭

第
一
節

キ
リ
ス
ト
教
と
国
体
と
の
衝
突
問
題

第
二
節

三
○
年
代
に
お
け
る
日
本
主
義

第
八
章

個
人
主
義
思
想
の
蔓
延

第
一
節

本
能
的
な
自
我
の
主
張

第
二
節

懐
疑
思
潮

第
三
節

逃
避
的
高
踏
的
自
由
の
思
想

第
九
章

社
会
主
義
及
び
無
政
府
主
義
の
勃
興

（
一
九
四
七
・
四
・
一
八
開
講
、
一
九
四
八
・
二
・
二
三
終
講
）

今
回
、
山
辺
春
彦
を
チ
ー
フ
と
す
る
丸
山
文
庫
ス
タ
ッ
フ
（
川
口
雄
一
・
金
子

元
・
播
磨
崇
晃
）
の
調
査
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
対
応
す
る
講
義
原
稿
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
確
認
作
業
に
於
け
る
原
稿
選
別
の
基
準
は
、『
丸
山
眞
男

記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
報
告
』（
以
下
『
報
告
』）
第
八
号
掲
載
の
丸
山
眞
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男
「
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿
」
へ
の
「
解
題
」
で
述
べ
た
使
用
原

稿
用
紙
・
使
用
万
年
筆
・
言
葉
遣
い
（
新
旧
）
に
従
っ
た
。
本
号
で
は
、
講
義
原

稿
と
し
て
確
定
可
能
で
、
し
か
も
内
容
上
完
成
度
の
高
い
主
要
部
分
に
つ
い
て
、

翻
刻
す
る
こ
と
と
し
た
。
但
し
、
す
で
に
『
丸
山
眞
男
講
義
録
第
一
冊

日
本
政

治
思
想
史
一
九
四
八
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
）、『
丸
山
眞
男
講
義
録

第
二
冊

日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
九
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
の

「
本
文
」
お
よ
び
「
付
録
」
と
し
て
活
字
化
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ

の
該
当
部
分
を
注
記
す
る
こ
と
で
、
本
号
で
は
翻
刻
し
な
か
っ
た
。

一
九
四
七
年
度
講
義
原
稿
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
の
、
断
片
的
な
原
稿
し
か

残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
へ
の
収
録
を
省
略
し
た
の
は
、
下
記
の
も
の
で
あ

る
。

第
四
章

自
由
民
権
の
思
想
と
運
動

第
一
節

自
由
民
権
運
動
の
一
般
的
性
格
（
資
料
番
号
三
〇
九
）

第
二
節

自
由
民
権
運
動
の
歴
史
的
制
約
（
資
料
番
号
三
五
五
）

第
五
章
第
一
節
（
タ
イ
ト
ル
不
明
）

第
七
章

反
動
的
国
家
主
義
の
抬
頭
（
資
料
番
号
三
四
九
―
一
）

第
八
章

個
人
主
義
思
想
の
蔓
延

―
国
家
主
義
に
対
す
る
第
一
の
反
逆
形

態
（
資
料
番
号
二
七
四
―
二
）

第
九
章

社
会
主
義
及
無
政
府
主
義
の
勃
興

―
国
家
主
義
に
対
す
る
第
二

の
反
逆
（
資
料
番
号
三
九
五
）

（
学
生
ノ
ー
ト
と
講
義
原
稿
と
を
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
講
義
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
丸
山
の
講
義
を
学
生
に
筆
記
さ
せ
、
部
分
的
に
丸
山
が
補
足

す
る
形
で
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
本
号
収
録
を
省
略
し
た
部
分
に
つ

い
て
学
生
ノ
ー
ト
も
ま
た
、
他
の
部
分
と
異
な
り
、
走
り
書
き
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
講
義
自
体
が
〈
dictation〉
の
形
を
取
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の

現
れ
で
あ
ろ
う
。
本
号
が
「
講
義
録
」
と
し
て
で
は
な
く
、「
講
義
原
稿
」
の

復
刻
と
し
て
い
る
の
も
、
そ
う
し
た
事
情
に
も
よ
る
。）

２
ま
た
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
発
見
が
あ
っ
た
。
東
京
大

学
出
版
会
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
の
編
集
過
程
で
は
、
丸
山
の
戦
後
講
義
は
、
一

九
四
六
年
度
か
ら
始
ま
り
、
丸
山
の
復
員
の
年
の
講
義
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
推

定
さ
れ
て
い
た
（
宮
村
『
講
義
録
』
第
一
冊
「
解
題
」、
ま
た
同
「
丸
山
眞
男
の
初

講
義
」『
Ｕ
Ｐ
』
第
三
○
九
号
、
一
九
九
八
年
）。
し
か
し
、
調
査
を
主
導
し
た
山

辺
は
、
次
の
よ
う
な
根
拠
か
ら
、
復
員
直
後
の
丸
山
が
一
九
四
五
年
度
の
東
洋
政

治
思
想
史
講
義
を
実
施
し
た
と
推
定
で
き
、
し
か
も
そ
の
講
義
原
稿
を
復
元
で
き

る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。

丸
山
が
一
九
四
七
年
度
の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
た
め
に
準
備
し
た
原
稿

は
、
資
料
の
抜
書
部
分
を
除
き
、
次
の
三
つ
に
大
別
で
き
る
。

①
一
九
四
七
年
度
講
義
の
た
め
に
新
た
に
準
備
さ
れ
た
部
分
。
新
か
な
づ

か
い
。

②
旧
か
な
づ
か
い
の
原
稿
を
再
使
用
し
た
部
分
。
新
か
な
づ
か
い
に
よ
る
加
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筆
訂
正
と
、
章
節
番
号
・
タ
イ
ト
ル
の
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。

③
一
九
四
六
年
度
講
義
の
原
稿
を
再
使
用
し
た
部
分
。
新
旧
か
な
づ
か
い
の

混
用
。

②
は
、『
報
告
』
第
八
号
に
翻
刻
掲
載
し
た
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿

と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
丸
山
が
戦
後
最
初
に
行
っ
た
講
義
は
、
こ
れ
ま
で
、

一
九
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
に
開
始
さ
れ
た
一
九
四
六
年
度
講
義
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
②
の
存
在
は
、
そ
れ
以
前
に
も
、
講
義
が
行
わ
れ
て
い

た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
四
五
年
度
に
丸
山
が
講
義
を
行
っ
た

傍
証
と
し
て
、
以
下
の
三
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
．
一
九
六
四
年
の
座
談
会
「
戦
後
知
性
の
構
図
」（『
展
望
』
第
七
〇
号
、
一
九

六
四
年
一
〇
月
）
に
お
い
て
、
丸
山
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

敗
戦
直
後
に
は
、
や
や
『
展
望
』
と
似
た
反
応
を
示
し
た
人
が
あ
ち
こ
ち
に

い
た
と
思
う
ん
で
す
よ
。
つ
ま
り
、
民
主
主
義
万
々
才
の
ち
ま
た
の
叫
び
に

お
い
そ
れ
と
唱
和
す
る
気
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
は
政
治
的
保
守
じ
ゃ
な
い
け

れ
ど
、
や
は
り
一
種
の
保
守
的
な
心
情
と
く
っ
つ
い
て
い
る
ん
で
す
。
ぼ
く

自
身
考
え
た
っ
て
そ
う
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
復
員
し
て
か
ら
最
初
の
講
義
の

と
き
に
す
ぐ
思
い
つ
い
た
の
は
、フ
ィ
ヒ
テ
の「
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
」だ
っ

た
。
き
の
う
ま
で
は
プ
ロ
シ
ャ
の
旧
支
配
体
制
に
乗
っ
か
っ
て
甘
い
汁
を

す
っ
て
い
た
の
に
、
こ
ん
ど
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
来
る
と
、
き
の
う
ま
で
の
支
配

者
に
、
あ
た
か
も
自
分
た
ち
が
は
じ
め
か
ら
反
対
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
、

た
ち
ま
ち
香
煙
を
さ
さ
げ
る
相
手
を
変
え
る
、
こ
う
い
う
無
恥
な
こ
と
を
し

て
平
然
た
る
の
は
ド
イ
ツ
国
民
だ
け
で
あ
る
と
、
フ
ィ
ヒ
テ
は
あ
そ
こ
で

言
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
最
初
の
講
義
の
時
間
に
そ
れ
を
引
用
し
て
、
は
た

し
て
こ
れ
は
ド
イ
ツ
国
民
だ
け
で
あ
ろ
う
か
、
な
ん
て
い
っ
ぱ
し
み
え
を

切
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。（『
丸
山
眞
男
座
談
』
第
五
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
九
八
年
）
に
、「
丸
山
真
男
発
言
抄
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
）

こ
の
戦
後
「
最
初
の
講
義
の
時
間
」
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
一
九

四
五
年
一
一
月
一
日
の
日
付
が
あ
り
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』
を

引
用
す
る
原
稿
で
あ
る
（『
講
義
録
』
第
二
冊
に
「
付
録
一
」
と
し
て
収
録
）。
こ

の
原
稿
は
、
満
寿
屋
製
原
稿
用
紙
（
緑
色
罫
線
）
の
表
を
使
用
し
、
旧
か
な
づ
か

い
で
書
か
れ
、
冒
頭
欄
外
に
「（
１
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
原
稿
用
紙
・
イ
ン
ク
を
用
い
、
欄
外
に
「
Ⅱ
」「
Ⅲ
」「
Ⅳ
」「
Ⅴ
」

「
結
論
」
と
記
入
の
あ
る
一
連
の
原
稿
（
旧
か
な
づ
か
い
）
が
あ
り
、「
Ⅱ
」
部
分

の
冒
頭
に
は
、「
序
章

明
治
思
想
史
の
歴
史
的
前
提
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

序
章
の
内
容
は
、「
徳
川
封
建
制
と
そ
こ
で
の
思
惟
構
造
」
に
つ
い
て
の
「
一
応
の

検
討
」
で
あ
り
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、
明
治
思
想
史
講
義
の
前
提
と
し
て
、
徳
川

時
代
の
概
観
を
行
う
た
め
に
準
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ

の
原
稿
は
、
徳
川
時
代
を
対
象
と
す
る
戦
中
講
義
お
よ
び
一
九
四
六
年
度
講
義
の

序
章
で
は
な
い
。
ま
た
、
旧
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
序
論
部
分
が

新
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
て
い
る
一
九
四
七
年
度
講
義
の
た
め
に
書
き
下
ろ
さ
れ

た
も
の
で
も
な
い
。

Ｂ
．
丸
山
の
回
想
と
内
容
上
一
致
す
る
原
稿
が
残
さ
れ
、
ま
た
右
に
述
べ
た
史
料

の
形
状
か
ら
も
他
年
度
講
義
と
は
区
別
さ
れ
る
こ
の
原
稿
を
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん

で
「
一
九
四
五
年
度
講
義
」
と
し
て
特
定
で
き
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
学
部
史
料
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の
側
か
ら
も
支
持
さ
れ
う
る
だ
ろ
う
。

戦
中
の
法
学
部
講
義
が
、
い
わ
ゆ
る
「
学
徒
出
陣
」
に
よ
っ
て
異
例
の
「
繰
り

上
げ
」
講
義
の
形
を
取
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
前
号
（「
戦
中
「
東
洋
政
治
思
想

史
」
講
義
原
稿
」「
解
題
」）
で
述
べ
た
。
そ
こ
で
確
認
さ
れ
た
よ
う
に
、
丸
山
の

一
九
四
三
年
度
講
義
は
一
九
四
二
年
一
○
月
よ
り
、
ま
た
一
九
四
四
年
度
講
義
は

一
九
四
三
年
一
○
月
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ
れ
て
い
た
（
な
お
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
間
丸
山
文
庫
所
蔵
の
別
史
料
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
）。
ま
た
、
丸
山
の
「
戦
後

講
義
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
た
確
認
さ
れ
て
い
る
一
九
四
六
年
度
（
一
九
四
六

年
一
○
月
一
四
日
開
始
）
が
「
戦
後
初
」
と
さ
れ
て
き
た
（『
講
義
録
』
第
一
冊
「
解

題
」）。
そ
れ
に
対
し
て
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
部
局
史
・
法
学
部
中
の
一
九
四
四

年
九
月
一
日
の
項
に
は
、「
第
二
学
年
（
昭
和
十
八
年
十
月
入
学
）、
第
三
学
年
（
昭

和
十
七
年
十
月
入
学
）
の
授
業
を
開
始
」、
ま
た
同
一
九
四
五
年
三
月
の
項
に
は
、

「
十
二
日
か
ら
二
十
三
日
、
第
二
学
年
生
に
対
す
る
学
年
試
験
施
行
」
と
の
記
載

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
法
学
部
と
し
て
は
、
一
九
四
五
年
度
の
講
義
及
び
学

年
試
験
も
ま
た
「
戦
時
中
」
に
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
一
九

四
四
年
三
月
か
ら
「
緊
急
学
徒
勤
労
動
員
方
策
要
綱
」
に
基
づ
く
全
学
部
生
を
対

象
と
し
た
各
地
へ
の
勤
労
動
員
の
実
施
状
況
と
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
一
九
四
五

年
度
授
業
」
が
、
実
際
こ
の
通
り
実
施
さ
れ
て
い
た
か
は
、
に
わ
か
に
首
肯
し
得

な
い
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
間
の
丸
山
の
「
年
譜
」
に
よ
れ
ば
、
丸

山
は
、
一
九
四
四
年
七
月
に
第
一
回
の
二
等
兵
教
育
召
集
を
受
け
、
同
年
一
一
月

に
帰
還
す
る
ま
で
、
さ
ら
に
一
九
四
五
年
三
月
二
度
目
の
応
召
か
ら
一
九
四
五
年

九
月
に
召
集
解
除
・
復
員
す
る
ま
で
、
東
京
を
離
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
仮

に
「
一
九
四
五
年
度
学
年
授
業
計
画
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
丸
山
自
身
の
事
情

か
ら
し
て
、「
戦
中
」
に
三
度
目
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
」
を
す
る
こ
と
は
あ

り
え
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
は
「
戦
中
二
度
」
と
い
う
丸
山
の
証
言
か

ら
も
、
支
持
さ
れ
よ
う
。

ま
た
、
学
部
史
料
「
昭
和
二
十
一
年
九
月

試
験
時
間
割

法
学
部
」（
丸
山
文

庫
に
コ
ピ
ー
所
蔵
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
六
年
九
月
七
日
（
土
）
午
後
一
時
〜
三

時
に
、「
東
洋
政
治
思
想
史

丸
山
」
の
試
験
が
行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
四
六
年
度
講
義
に
続
く
同
年
度
試
験
は
、
一
九
四
七
年
九
月
に
実
施
さ
れ
て

お
り
（『
講
義
録
』
第
一
冊
「
解
題
」）、「
昭
和
二
十
一
年
九
月
」
に
実
施
予
定
の

試
験
に
対
応
す
る
授
業
は
、
一
九
四
五
年
度
実
施
の
も
の
以
外
に
は
あ
り
え
な
い

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
Ａ
で
確
認
し
得
た
丸
山
の
「
講
義
原
稿
」
は
、
復
員
後

直
ぐ
に
開
始
さ
れ
た
講
義
の
た
め
の
も
の
と
断
定
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

Ｃ
．
も
し
「
一
九
四
五
年
度
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
」
の
学
生
聴
講
ノ
ー
ト
が
発

見
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
こ
の
年
度
講
義
の
実
施
を
確
認
す
る
決
め
手
と
な
る
だ
ろ

う
。
し
か
し
、
現
在
ま
で
こ
の
年
度
と
特
定
で
き
る
聴
講
ノ
ー
ト
は
発
見
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
を
補
う
重
要
な
「
証
言
」
が
あ
る
。

一
九
四
六
年
九
月
に
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
国
史
学
科
を
卒
業
さ
れ
た
高
橋
昌

郎
氏
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。

〔
一
九
四
五
年
〕
十
月
か
ら
講
義
は
再
開
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
ま
だ
新
し

い
機
運
は
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。（
中
略
）〔
昭
和
〕
二
十
一
年
に
は
い
る
と

と
も
に
、
僕
は
社
会
の
急
激
な
動
き
を
よ
そ
に
卒
業
論
文
の
作
成
に
着
手
し
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た
。
テ
ー
マ
は
「
福
沢
諭
吉
研
究
」、
新
し
い
方
法
論
を
立
て
る
ゆ
と
り
は
な

か
っ
た
。
ま
だ
誰
も
が
模
索
し
て
い
る
時
期
で
あ
っ
た
の
だ
。
／
そ
れ
で
も

さ
い
わ
い
に
し
て
、
法
学
部
で
は
当
時
新
進
の
丸
山
真
男
助
教
授
の
東
洋
政

治
思
想
史
の
講
義
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
福
沢
諭
吉
論
で

あ
っ
た
。
僕
は
丸
山
助
教
授
に
心
酔
し
て
い
た
友
人
に
誘
わ
れ
て
聴
講
し
に

か
よ
っ
た
。
そ
し
て
深
い
感
銘
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
辛
う
じ
て

卒
業
論
文
を
書
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。（
高
橋
昌
郎
「
戦
時
中
の
研
究

室
」（
東
大
十
八
史
会
編
『
学
徒
出
陣
の
記
録
』
中
公
新
書
、
一
九
六
八
年
））

高
橋
昌
郎
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
四
五
年
一
一
月
よ
り
四
六
年
九
月
の

間
に
、
明
治
思
想
史
・
福
沢
諭
吉
を
対
象
と
す
る
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
が
丸
山

に
よ
っ
て
法
学
部
で
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
講
義
は
、
先
に
示
し

た
一
九
四
七
年
度
講
義
原
稿
の
う
ち
、
旧
か
な
づ
か
い
で
書
か
れ
、
再
使
用
さ
れ

た
上
記
②
を
用
い
て
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
試
み
に
、
こ
の
部
分
の

章
節
番
号
と
タ
イ
ト
ル
を
、
一
九
四
七
年
度
講
義
の
際
に
な
さ
れ
た
変
更
の
前
に

戻
し
て
一
覧
に
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
タ
イ
ト
ル
の
付
さ
れ
て
い
な
い

序
論
部
分
は
含
め
て
い
な
い
）。

第
一
章

維
新
前
後
の
政
治
思
想

第
一
節

尊
王
攘
夷
思
想

第
二
節

公
議
輿
論
思
想

イ

儒
教
的
思
想

ロ

西
洋
思
想
の
移
入

第
二
章

啓
蒙
思
想
と
反
動
思
想

第
一
節

総
論

第
二
節

文
明
開
化
思
想

第
三
節

明
六
社
グ
ル
ー
プ

第
四
節

加
藤
弘
之
と
福
沢
諭
吉

第
五
節

反
動
思
想

以
上
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
っ
て
、
丸
山
の
「
一
九
四
五
年
度
東
洋
政
治
思
想
史

講
義
」
は
、
復
員
直
後
の
一
九
四
五
年
一
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
、
そ
の
内
容

は
、
上
記
の
右
の
本
論
に
、
一
九
四
五
年
一
一
月
一
日
付
の
序
言
（『
講
義
録
』
第

二
巻
「
付
録
」
一
八
一
―
四
頁
に
、「
年
度
未
確
認
」
と
し
て
収
録
。
今
回
、
そ
れ

に
続
く
原
稿
用
紙
二
枚
が
発
見
さ
れ
た
）
と
、「
序
章

明
治
思
想
史
の
歴
史
的
前

提
」（『
講
義
録
』
第
一
冊
本
文
に
一
部
採
用
（
本
号
で
そ
れ
ら
に
前
後
す
る
部
分

が
復
元
さ
れ
た
）、「
結
論
」
部
分
は
『
講
義
録
』
第
一
冊
「
付
録
」
二
六
○
―
四

頁
に
収
録
）
を
あ
わ
せ
た
も
の
が
、「
一
九
四
五
年
度
講
義
」
の
た
め
に
準
備
さ
れ

た
と
推
定
さ
れ
る
原
稿
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
第
二
章
第
四
節
は
、
一
九
四
七
年

度
講
義
で
は
タ
イ
ト
ル
が
変
更
さ
れ
、
第
三
章
第
一
節
―
第
三
節
に
再
使
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
つ
づ
く
第
二
章
第
五
節
は
、
一
九
四
七
年
度
講
義
で
は
第
二
章

第
四
節
に
再
使
用
さ
れ
た
た
め
、
順
番
が
入
れ
か
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

以
上
が
、
山
辺
た
ち
の
「
発
見
」
の
経
緯
と
そ
の
内
容
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
一
九
四
七
年
度
の
講
義
原
稿
の
丹
念
な
復
元
作
業
は
、
同
時
に
一
九
四
五
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年
度
の
講
義
原
稿
の
復
元
を
も
可
能
し
た
の
で
あ
る
。

３
両
年
度
の
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
様
々
の
角
度
か
ら
読
ま
れ
、
検
討
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
丸
山
研
究
に
と
っ
て
も
そ
の
こ
と
は
願
わ
し
い
こ
と
に

違
い
な
い
。
す
べ
て
は
今
後
の
研
究
に
委
ね
た
い
と
考
え
る
が
、
こ
の
間
の
丸
山

の
戦
中
・
戦
後
初
期
講
義
の
復
元
作
業
に
関
わ
っ
て
き
た
者
と
し
て
若
干
の
コ
メ

ン
ト
を
記
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

周
知
の
よ
う
に
『
丸
山
眞
男
集
』
は
、
刊
行
年
次
順
に
編
集
さ
れ
て
い
る
が
、

「
一
九
四
五
」
の
巻
を
持
た
な
い
。
ま
た
「
年
譜
」
に
は
、
戦
後
の
丸
山
の
「
東

洋
政
治
思
想
史
講
義
」
に
つ
い
て
記
述
を
欠
き
、
ま
た
『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
も
、

前
述
の
通
り
、
戦
後
第
一
回
に
つ
い
て
見
落
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
山
辺

た
ち
が
復
元
し
た
戦
後
第
一
回
の
丸
山
の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
原
稿
は
、
上
記

の
周
辺
史
料
の
一
九
四
五
年
一
一
月
か
ら
一
九
四
六
年
前
半
期
を
復
元
す
る
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
復
員
（
一
九
四
五
年
九
月
一
四
日
）
直
後
の
丸
山
の
精
神
史
に

か
か
わ
る
史
料
的
欠
落
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

丸
山
の
一
九
四
五
年
講
義
が
、「
民
主
主
義
万
々
才
の
ち
ま
た
の
叫
び
に
お
い

そ
れ
と
唱
和
す
る
気
に
な
れ
な
い
。
そ
れ
は
政
治
的
保
守
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
や

は
り
一
種
の
保
守
的
な
心
情
と
く
っ
つ
い
て
い
る
」
と
い
う
同
時
代
へ
の
反
発
を

バ
ネ
に
し
て
始
め
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、加
藤
弘
之
と
福
沢
諭
吉
を
中
軸
と
し
て「
明

治
思
想
史
」
を
新
た
に
語
り
ゆ
く
中
で
ど
の
よ
う
に
し
て
彼
の
三
二
歳
の
誕
生
日

（
一
九
四
六
年
三
月
二
二
日
）
に
擱
筆
さ
れ
た
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」

に
ま
で
辿
り
着
い
た
か
を
、
彼
自
身
の
語
る
「
昭
和
天
皇
を
め
ぐ
る
き
れ
ぎ
れ
の

回
想
」（
一
九
八
九
年
）
と
は
別
の
角
度
か
ら
照
ら
し
出
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
間
の
作
業
の
有
す
る
意
義
は
、
そ
れ
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
通
観
す
れ
ば
、『
講
義
録
』
第
一
冊
、
第
二
冊
の
本
文
、
付
録
、
解
題
お

よ
び
『
報
告
』
第
八
号
お
よ
び
第
九
号
を
通
し
て
、
丸
山
眞
男
の
戦
中
か
ら
戦
後

初
期
、
年
度
で
い
え
ば
、
第
一
回
に
当
た
る
一
九
四
三
年
度
か
ら
第
七
回
に
当
た

る
一
九
四
九
年
度
ま
で
の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
内
容
は
、
そ
の
全
貌
を
明
ら

か
に
し
え
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
全
体
を
俯
瞰
し
た
と
き
に
気
づ
く
こ
と
は
、
丸

山
が
最
初
の
講
義
の
た
め
に
準
備
し
た
「
プ
ラ
ン
」（『
報
告
』
第
八
号
収
録
）
に

示
さ
れ
て
い
た
全
体
構
想
が
、
こ
の
間
の
七
回
の
講
義
を
通
じ
て
ほ
ぼ
変
わ
る
こ

と
な
く
保
持
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

年
度
ご
と
に
即
し
て
い
え
ば
、
四
三
年
度
お
よ
び
四
四
年
度
は
、
ほ
ぼ
こ
れ
に

忠
実
に
従
っ
て
行
わ
れ
、
四
五
年
度
は
、
そ
れ
ら
を
引
き
継
ぐ
形
で
用
意
さ
れ
た

明
治
政
治
思
想
史
に
つ
い
て
の
講
義
原
稿
が
、
復
員
後
間
も
な
い
時
期
の
感
慨
を

込
め
た
序
論
と
、新
た
な
徳
川
時
代
総
論
を
付
し
て
語
ら
れ
た
。
四
六
年
度
に
は
、

徳
川
思
想
史
が
、
戦
中
講
義
原
稿
を
踏
ま
え
な
が
ら
新
た
な
序
論
を
付
し
て
、
安

藤
昌
益
ま
で
語
ら
れ
、
四
七
年
度
に
は
、
本
号
で
復
元
し
た
よ
う
な
明
治
思
想
史

が
通
史
と
し
て
語
ら
れ
た
。
さ
ら
に
四
八
年
度
は
、
一
新
さ
れ
た
思
想
史
方
法
論

を
伴
う
徳
川
時
代
思
想
史
が
、
ま
た
四
九
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
た
一
新
さ
れ
た
思

想
史
方
法
論
の
元
に
幕
末
明
治
思
想
史
が
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
講
義
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

後
年
丸
山
は
、
戦
後
講
義
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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戦
争
直
後
に
は
、
さ
き
ほ
ど
の
「
夜
店
」
の
問
題
は
べ
つ
と
し
て
、
や
は

り
戦
争
中
か
ら
の
道
程
、
つ
ま
り
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
問
題
意
識

を
引﹅

継﹅

い﹅

で﹅

歩
も
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
私
の
あ
ま
の
じ
ゃ
く

根
性
か
ら
、
世
の
中
が
一
変
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
即
座
に
自
分
の
根
本
の

考
え
方
を
変
え
る
こ
と
へ
の
反
撥
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
意
地
を
張
る
つ
も

り
も
正
直
に
い
っ
て
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』

を
戦
後
に
書
物
に
す
る
と
き
に
「
あ
と
が
き
」
中
で
、「
私
の
今﹅

後﹅

の﹅

日
本
思

想
史
研
究
は
本
書
に
お
い
て
試
み
ら
れ
た
方
法
や
分
析
の
仕
方
を
既
に
一
義

的
に
確
定
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
た
だ
そ
れ
を
ヨ
リ
豊
か
に
し
て
行
く
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

―
（
中
略
）
新
た
な
視
角
と
照
明
の

投
入
に
よ
っ
て
、
全
体
の
展
望
は
本
書
に
お
け
る
と
は
か
な
り
ち
が
っ
た
も

の
と
な
る
に
ち
が
い
な
い

―
と
い
う
予
測
を
持
つ
」
と
書
き
ま
し
た
。
ま

あ
一
種
の
予
感
み
た
い
な
も
の
で
、
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
視
角
と
ど
う
い

う
照
明
を
あ
て
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
私
の
念
頭
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。（「
原
型
・
古
層
・
執
拗
低
音
」
一
九
八
四
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
二

巻
一
一
二
頁
）

本
号
を
含
め
て
、
こ
の
間
に
復
元
・
翻
刻
さ
れ
て
き
た
丸
山
の
戦
中
・
戦
後
講
義

の
全
貌
は
、
一
方
で
「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
」
し
な
が
ら
、
他
方
で
「
深
く
か

つ
広
い
世
界
的
状
況
の
推
移
と
そ
の
日
本
へ
の
衝
撃
の
意
味
を
切
実
な
学
問
的
課

題
と
し
て
受
取
り
、
そ
れ
を
咀
嚼
し
た
歴
史
意
識
に
立
脚
せ
ざ
る
を
え
な
い
現
在

の
視
点
」を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る
か
と
い
う
切
実
な
問
題
関
心
を
抱
き
な
が
ら
、

日
々
の
講
義
に
臨
ん
で
い
た
最
も
基
本
的
な
思
索
の
場
で
の
丸
山
の
姿
を
「
連
続

写
真
の
如
く
」
に
照
ら
し
出
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

そ
れ
ら
は
、
丸
山
の
「
戦
中
と
戦
後
の
間
」
の
精
神
史
を
辿
る
上
で
、
間
違
い
な

く
、
掛
け
替
え
の
な
い
史
料
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
四
九
年
度
に
至
る
丸
山
の
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
の
全
貌
の
復
元

は
、
さ
ら
に
一
九
五
○
年
度
以
降
の
丸
山
講
義
の
変
容
過
程
に
つ
い
て
の
新
た
な

展
望
を
要
請
も
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
丸
山
自
身
、
戦
後
講
義
の
変
化
に
つ

い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。

思
想
史
の
方
法
に
つ
い
て
の
私
の
戦
後
の
歩
み
を
、
…
…
私
の
前
半
生
…
…

の
足
跡
か
ら
大
き
く
変
貌
さ
せ
て
い
る
点
を
一
つ
あ
げ
よ
、
と
い
わ
れ
る
な

ら
ば
、
そ
れ
は
文
化
接
触
に
よ
る
思
想
変
容
の
問
題
を
日
本
思
想
史
の
考
察

に
大
き
く
導
入
し
よ
う
と
試
み
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。「
開
国
」
と

い
う
問
題
の
思
想
史
的
な
意
味
を
考
え
な
が
ら
、
結
局
私
は
史
料
的
に
追
求

で
き
る
最
初
の
文
化
接
触

―
隋
唐
帝
国
と
の
そ﹅

れ﹅

―
に
行
き
つ
き
ま
し

た
。
私
が
大
学
の
講
義
の
構
想
を
大
幅
に
変
更
し
、
そ
れ
ま
で
江
戸
時
代
か

ら
は
じ
め
て
い
た
政
治
思
想
史
を
記
紀
の
時
代
に
ま
で
遡
及
さ
せ
た
の
は
、

一
九
五
九
年
か
ら
で
あ
り
、
毎
年
の
講
義
の
序
論
に
、「
外
来
」
思
想
を
「
日

本
化
」さ
せ
、修
正
さ
せ
る
契
機
と
し
て
繰
り
返
し
作
用
す
る
思
考
の
パ
タ
ー

ン
を
世
界
像
の
「
原
型
」（
prototype）
と
い
う
名
の
下
に
取
扱
う
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
九
六
三
年
で
す
。（「
思
想
史
の
方
法
を
模
索
し
て
」
一
九

七
八
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
一
〇
巻
三
四
二
頁
）

こ
れ
を
述
べ
た
時
点
で
、
丸
山
は
「
回
想
の
域
を
こ
え
る
」
と
断
っ
て
い
る
よ

う
に
、
丸
山
の
脳
裏
に
は
、
思
想
史
の
方
法
」
を
め
ぐ
る
「
変
容
」
問
題
は
、
現
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在
進
行
形
の
こ
と
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。
実
際
、
一
九
五
○
年
代
の
丸
山

の
「
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
」
に
は
、
彼
自
身
の
「
回
想
」
に
反
す
る
側
面
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
の
間
の
講
義
録
復
元
作
業
を
通
じ
て
も
確
認
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
は
、
丸
山
の
思
想
史
講
義
の
対
象
が
「
隋
唐
帝
国
と
の
文
化
接
触
」

に
ま
で
遡
及
す
る
は
、一
九
五
六
年
度
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

も
う
一
つ
は
、「「
開
国
」
と
い
う
問
題
」
へ
の
言
及
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
繰
り
返

し
見
ら
れ
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
集
中
し
て
現
れ
て
く
る
の
は
、「
明
治
思
想
史
」
へ

の
関
心
の
変
容
過
程
を
通
じ
て
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の「
変

容
」
は
、
一
九
五
六
年
か
ら
五
九
年
ま
で
の
講
義
で
交
錯
す
る
よ
う
に
し
て
現
れ

て
い
る
。
こ
の
間
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
講
義
」
の
復
元
作
業
は
、
丸
山
の
「
思

想
史
」
を
、「
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
る
時
点
で
の
可
能
性
」
を
も
含
め
て
検
討
す
る

と
い
う
丸
山
自
身
の
思
想
史
的
方
法
の
遂
行
と
い
う
と
い
う
意
味
で
も
、
必
要
で

あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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凡

例

・
か
な
づ
か
い
、
傍
点
、
ル
ビ
等
は
す
べ
て
原
稿
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
促

音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
（
引
用
文
献
は
除
く
）。

・
漢
字
は
新
字
体
で
統
一
し
た
。

・
長
い
引
用
は
改
行
し
て
鉤
括
弧
を
と
り
、
二
字
下
げ
に
し
た
。

・
段
落
の
先
頭
は
一
字
下
げ
で
統
一
し
た
。

・
欄
外
の
注
記
等
は
文
中
に
（

）
で
示
し
た
。

・
判
読
で
き
な
い
文
字
は
□
で
示
し
た
。

・
編
者
に
よ
る
補
足
等
は
〔

〕
で
示
し
た
。

・（

）
の
前
と
中
に
あ
る
句
点
は
、
適
宜
削
除
・
移
動
し
た
。

・
推
敲
の
際
に
削
除
し
忘
れ
た
た
め
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
部
分
は
、
編
者
の

判
断
で
削
除
し
た
。

・
文
章
の
挿
入
や
つ
な
が
り
を
示
す
記
号
は
、
対
応
関
係
が
明
ら
か
な
場
合
は
削

除
し
た
。

・『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
一
冊
・
第
二
冊
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
・

一
九
九
九
年
。
文
中
で
は
『
講
義
録
』
と
略
記
）
で
翻
刻
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、

そ
の
該
当
箇
所
を
示
し
た
。

・
丸
山
に
よ
っ
て
抹
消
ま
た
は
省
略
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
丸
山
の
考
え
を
知

る
上
で
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
は
〈

〉
内
に
復
元
し
た
。

利
用
資
料
番
号
一
覧

一
九
四
七
年
度
講
義
原
稿

〔
序
論
〕：
三
四
六
、
三
七
八
、
三
五
五

第
一
章
〔
総
論
〕：
三
五
五

第
一
章
第
一
節
：
五
〇
七
―
一
、
三
五
五
、
五
一
三
―
一

第
一
章
第
二
節
：
三
四
五
、
三
五
五
、
三
〇
五

第
二
章
第
一
節
：
三
九
六
―
二
、
三
九
六
―
一
、
三
九
六
―
三

第
二
章
第
二
節
：
三
九
六
―
三
、
三
九
六
―
一
、
三
四
三
―
二
〇

第
二
章
第
三
節
：
五
一
二
―
一
、
八
八
七
―
一

第
二
章
第
四
節
：
五
一
三
―
一
、
三
五
五
、
三
九
六
―
一
、
五
一
九

第
三
章
第
一
節
：
五
〇
八
―
一

第
三
章
第
二
節
：
五
〇
八
―
一
、
四
一
九
―
二
、
三
九
五

第
三
章
第
三
節
：
四
〇
五
―
五
、
三
四
三
―
七
、
四
〇
五
―
八
、
三
四
三
―
一

八
、
三
四
三
―
七
、
三
四
三
―
九
、
三
四
三
―
二
一
、
四
〇

五
―
六

第
五
章
第
二
節
：
三
〇
九
、
五
〇
八
―
一

第
六
章
第
一
節
：
五
一
〇
、
五
一
三
―
一

第
六
章
第
二
節
：
五
一
〇

一
九
四
五
年
度
講
義
原
稿

〔
序
言
〕：
六
五
九
、
三
七
二

序
章
：
三
五
五
、
五
〇
五
、
五
〇
〇
―
一
、
三
七
二
、
三
七
八
、
四
五
五
―
二
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一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿

〔
序
論
〕

（
方
法
論
）

〔『
講
義
録
』
第
一
冊
三
頁
四
行
―
四
頁
一
六
行
〕

ま
た
一
般
に
方
法
論
的
な
厳
密
性
を
求
め
な
い
英
米
の
思
想
史
も
、
そ
の
経
験

論
的
伝
統
か
ら
し
て
、
大
体
思
想
体
系
を
そ
の
内
在
的
自
律
的
発
展
と
し
て
よ
り

も
む
し
ろ
、
―
―
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る
が
、
社
会
的
機
能
性
に
於
て
と
ら
え
て

行
く
傾
向
が
強
い
。
H
.of

[カ
]

PoliticalT
heory
と
銘
う
つ
書
物
で
も
、
叙
述
の
様

式
は
、
ま
づ
、
時
代
的
背
景
を
の
べ
、
つ
い
で
学
説
の
内
容
叙
述
に
入
る
と
い
う

形
式
を
と
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
英
米
の
対
象
が
主
と
し
て
□
□
や
Current
T
houghtだ
か
ら
だ
。

ま
た
一
つ
に
は
哲
学
や
政
治
そ
の
も
の
が
Pragm
atism
で
、
論
理
的
一
貫
性
よ

り
も
生
活
へ
の
utility
を
と
う
と
ぶ
か
ら
、
上
の
１
ａ
と
２
ｂ
の
距
離
が
あ
ま
り

遠
く
な
い
（
デ
ュ
イ
）。

〔『
講
義
録
』
第
一
冊
四
頁
一
七
行
―
五
頁
七
行
〕

（
い
わ
ゆ
る
W
ertfreiheitに
つ
い
て
）

〔『
講
義
録
』
第
一
冊
二
七
四
頁
一
三
行
―
二
七
五
頁
一
〇
行
〕

〔
参
考
文
献
〕

三
宅
雄
二
郎

明
治
思
想
小
史

清
原
貞
雄

明
治
時
代
思
想
史
（
大
鐙
閣
）

鳥
井
博
郎

明
治
思
想
史
（
三
笠
書
房
）

戸
弘
柯
三

近
代
日
本
哲
学
史
（
ナ
ウ
カ
社
）

麻
生
義
輝

近
世
日
本
哲
学
史

近
藤
書
店

永
田
広
志

日
本
唯
物
論
史

白
揚
社

三
枝
博
音

鳥
井
博
郎

日
本
宗
教
思
想
史

白
揚
社

[三
笠
書
房
]

加
田
哲
二

明
治
初
期
社
会
経
済
思
想
史

岩
波
書
店

下
出
隼
吉

明
治
社
会
思
想
研
究

浅
野
書
店

小
野
寿
人
〔
明
治
〕
維
新
前
後
に
於
け
る
政
治
思
想
の
研
究

[展
開
]

至
文
堂

平
林
初
之
輔

日
本
自
由
主
義
発
達
史

世
界
思
潮
研
究
会

平
野
義
太
郎

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
運
動
史

日
本
資
本
主
義
発
達
史
講
座

鈴
木
安
蔵

明
治
初
年
の
立
憲
思
想

育
生
社

尾
佐
竹
猛

維
新
前
後
に
於
け
る
立
憲
思
想

資
料
（
ま
と
め
た
も
の
）

明
治
文
化
全
集
全
二
十
四
巻

政
治
篇
、
思
想
篇
、
宗
教
篇
、
自
由
民
権
篇
、
憲

政
篇
、
文
明
開
化
篇
、
社
会
篇
等

幕
末
明
治
新
聞
全
集

新
聞
集
成
明
治
編
年
史

十
五
巻

〔
以
下
欠
〕
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明
治
政
治
思
想
の
時
代
的
区
分

第
一
期

維
新
―
―
西
南
戦
争
迄

第
二
期

明
治
十
二
年
頃
―
―
明
治
二
十
年
頃
迄

自
由
民
権
運
動

第
三
期

憲
法
開
設
よ
り
日
清
戦

[マ
マ
]

争
頃
迄
（
明
治
三
十
五
年
頃
迄
）

第
四
期

明
治
三
十
六
年
頃
―
―
終
ま
で

第
一
期
は
啓
蒙
時
代
或
は
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
時
代
で
、
維
新
の
諸
変
革
を
背

景
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
思
想
が
怒
濤
の
様
に
流
入
し
、
在
来
の
儒
仏
神
等
の

伝
統
的
思
想
は
す
べ
て
受
身
で
こ
の
開
化
思
想
に
適
応
し
よ
う
と
必
死
の
努
力
を

し
た
が
、
む
し
ろ
押
し
流
さ
れ
た
形
。
Sturm
u.D
rang。
し
か
し
同
時
に
こ
の

文
明
開
化
が
維
新
政
府
に
よ
っ
て
、
上
か
ら
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
事
か
ら
来
る
い

ろ
〳
〵
の
問
題
が
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
て
い
た
。
維
新
革
命
の
主
た
る
ト
レ
ー
ガ
ー

で
あ
っ
た
、
下
級
武
士
勢
力
が
、
政
権
の
絶
対
化
と
と
も
に
脱
落
し
て
行
く
。
そ

の
反
抗
運
動
の
絶
頂
が
西
南
戦
争
。

経
済
的

地
租
改
正
を
中
心
と
す
る
政
府
の
財
政
的
キ
ソ
の
強
化
（
準
び
期
）

第
二
期
は
自
由
民
権
運
動
の
最
も
高
揚
し
た
時
期
。
こ
れ
は
思﹅

想﹅

的
に
は
第
一

期
の
発
展
で
あ
り
、
文
明
開
化
思
想
の
政
治
的
具
体
化
で
あ
る
が
、
も
は
や
そ
れ

は
政
府
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ア
ン
チ
政
府
的
勢
力
を
ト
レ
ー
ガ
ー
と
し

て
い
る
（
国
会
開
設
運
動
）。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ア
ン
チ
政
府
勢
力
が
社
会
的
キ
ソ

に
お
い
て
す
こ
ぶ
る
複
雑
で
、
政
府
ヨ
リ
進
歩
的
な
も
の
と
政
府
よ
り
反
動
的
な

も
の
と
が
同
居
し
て
い
る
。
さ
ら
に
対
外
的
朝
鮮
問
題
が
漸
く
複
雑
化
し
早
く
も

大
陸
と
の
交
渉
が
出
て
来
る
。
そ
の
こ
と
の
民
権
論
え
の
反
映
。
同
時
に
政
府
が

民
権
運
動
え
の
対
抗
か
ら
伝
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
え
眼
を
向
け
は
じ
め
る
。
明
治

十
四
年
の
政
変
が
中
心
。

政
府

民
間

国
際
的

欧
化
（
軟
）
国
権

国
内
的

抑
圧
（
硬
）
自
由

経
済
的

原
始
的
蓄
積
の
完
成
期

デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
幣
制
整
理
、
民
間
工
場

□
払
下
ゲ

第
三
期

民
権
運
動
の
衰
退
後
、憲
法
発
布
で
日
本
近
代
化
の
枠
が
は
め
ら
れ
る
。

教
育
勅
語
の
発
布
。

い
わ
ゆ
る
国
粋
思
想
の
勃
興
―
―
上
か
ら
／
下
か
ら

キ
リ
ス
ト
教
と
教
育
勅
語
の
衝
突
論

上
か
ら
の
官
僚
的
国
家
主
義
の
確
立

対
外
的
に
は
帝
国
主
義
時
代
の
開
始
（
と
く
に
日
清
戦
争
後
の
支
那
分
割
）

有
力
な
平
民
主
義
者
の
転
向
。

経
済
的

軽
工
業
を
中
心
と
す
る
日
本
資
本
主
義
の
確
立

（
繰[カ

]糸
紡
績
）
明
廿
九
、
棉
花
輸
入
関
税
撤
廃

棉[カ
]糸

の
輸
出
高
が
輸
入
高
を
上
廻
る

製
糸
織
物

明
廿
七
、
器
械
製
糸
高
、
坐
繰
製
糸
高
を
圧
倒

雑
品
（
マ
ッ
チ
、
雑
貨
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第
四
期

ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
敗
退
（
伊
藤
侯
政
友
会
組
織
、「
自
由
党
を
祭

る
文
」（
明
三
三
年
））
に
よ
る
そ
の
早
熟
な
急
進
化

社
会
主
義
の
抬
頭
（
明
三
四
、
社
会
民
主
党
結
党
）
三
六
年
、
平
民
新
聞
刊
行

↔

非
政
治
的
個
人
主
義
の
抬
頭
（
明
三
四
、
樗
牛
、
美
的
生
活
論
（
み
だ
れ
髪
）

清
沢
満
之
、
精
神
主
義
）
三
六
年
、
藤
村
操

国
民
主
義
の
分
化
―
↓
上
か
ら
の
国
家
主
義

―
↓
個
人
主
義
及
社
会
主
義

↓
（
自
然
主
義
）
近
代
思
想
と
し
て
出
て
来
た
。

明
四
三
、
大
逆
事
件

四
四
、
南
北
朝
正
閏
論

経
済
的

明
三○

四○

、
八
幡
製
鉄
所

明
三○

九○

、
鉄
道
国﹅

有﹅

法
案
通
過

日﹅

露﹅

後﹅

、
重
工
業
及
化
学
工
業
（
製
糖
、
肥
料
、
硝
子
、
醸
造
）

第
一
章

維
新
前
後
の
政
治
思
想

徳
川
封
建
制
は
本
来
の
封
建
制
の
政
治
的
特
質
た
る
地
方
的
分
権
制
と
絶
対
主

義
的
な
統
一
国
家
的
要
素
と
の
混
交
せ
る
政
治
形
態
で
あ
っ
た
。
こ
の
幕
藩
体
制

に
内
在
す
る
矛
盾
が
、
国
際
的
危
機
に
よ
っ
て
急
激
に
激
化
し
た
の
が
幕
末
の
情

勢
で
あ
っ
た
。
い
ひ
か
へ
る
な
ら
ば
、
幕
府
は
一
方
に
於
て
各
藩
に
対
し
強
力
な

統
制
を
ふ
る
ふ
中
央
政
権
で
あ
り
な
が
ら
、
他
方
そ
の
政
治
力
の
キ﹅

ソ﹅

に
於
て
は

諸
藩
と
並
ぶ
一
個
の
封
建
領
主
で
し
か
な
い
と
い
ふ
事
―
―
こ
の
矛
盾
が
ペ
ル
リ

来
航
を
機
と
し
て
、
一
挙
に
露
呈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
対
外
危
機
に
際

し
て
必
ず
要
望
さ
れ
る
国
家
的
統
一
の
帰
属
点
と
し
て
は
幕
府
は
充
分
な
精
神
的

権
威
を
欠
い
で
ゐ
た
。
か
く
し
て
久
し
く
政
治
的
実
権
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
ゐ
た
皇

室
及
公
卿
勢
力
が
か
ゝ
る
資
格
に
於
て
登
場
し
来
っ
た
。
ま
た
他
方
、
諸
藩
は
漸

く
幕
府
と
並
ぶ
政
治
力
の
担
当
者
た
る
の
実
を
表
明
し
は
じ
め
た
。
と
く
に
外
様

と
し
て
疎
外
さ
れ
、
敬
遠
さ
れ
た
雄
藩
の
発
言
権
が
急
激
に
増
大
し
た
。
西
南
雄

藩
は
比
較
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
と
接
触
し
易
き
地
点
に
あ
る
た
め
、刺
戟
を
受
け
、

時
勢
に
対
す
る
洞
察
に
於
て
他
藩
に
抜
で
、
か
つ
率
先
藩
制
改
革
に
よ
っ
て
、
上

か
ら
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
経
営
を
行
っ
て
い
た
。
政
治
的
支
配
は
つ
ね
に
正

当
性
と
権
力
性
（
実
力
性
）
の
バ
ラ
ン
ス
の
上
に
築
か
れ
て
ゐ
る
。
徳
川
の
ヒ
エ

ラ
ル
ヒ
ー
体
制
の
動
揺
に
際
し
、
幕
府
の
持
っ
て
ゐ
た
正
当
性
的
契
機
は
今
や
上

に
向
っ
て
―
―
即
ち
朝
廷
へ
と
吸
収
さ
れ
、
そ
の
実
力
的
契
機
は
逆
に
下
に
即
ち

諸
藩
へ
、更
に
諸
藩
内
で
の
下
層
部（
大
隈
の
い
は
ゆ
る
書
生
党
）に
と
移
り
つ
ゝ
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あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
動
向
は
夫
々
一
は
尊
王
（
攘
夷
）
論
の
う
ち
に
、
他
は
幕

末
公
議
思
想
の
う
ち
に
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。
嘉
永

六
年
、
ペ
リ
ー
来
朝
に
際
し
て
、
老
中
阿
部
正
弘
が
、
一
方
事
を
朝
廷
に
上
奏
す

る
と
共
に
他
方
、
在
江
戸
大
名
小
名
に
惣
登
城
を
命
じ
、
国
書
受
理
に
つ
い
て

仮
令
忌
憚
に
触
候
事
に
て
も
不
レ
苦
候
間
、
銘
々
心
底
を
不
レ
残
見
込
之
趣

十
分
に
可
レ
被
二
申
聞
一
候
事

と
達
し
た
こ
と
は
、
は
し
な
く
も
以
上
の
二
つ
の
動
向
へ
の
導
火
線
た
る
歴
史
的

意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
尊
王
攘
夷
と
公
議
輿
論
と
は
維
新
後
に
も
な
ほ

や
ゝ
異
っ
た
形
に
於
て
脈
々
と
明
治
思
想
史
を
貫
流
す
る
思
潮
で
あ
る
か
ら
、

我
々
は
ま
づ
そ
の
展
開
の
跡
を
さ
ぐ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
（
富
国
強
兵
―
―
／
公
道

国
際
的
）。

第
一
節

尊
王
攘
夷
思
想

尊
王
攘
夷
の
思
想
と
運
動
は
徳
川
幕
府
を
直
接
倒
壊
に
導
い
た
思
潮
と
一
般
に

認
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
実
は
そ
れ
は
す
こ
ぶ
る
複
雑
な
内
容
と
動
向
を
包
含
し
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
単
純
な
図
式
化
を
許
さ
な
い
。
例
へ
ば
尊
王
攘
夷
は

屢
々
佐
幕
開
国
と
対
立
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
現
実
の
思
想
的
動
向
は
こ
の
二
つ
に

裁
断
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
尊
王
開
国
と
い
ふ
立
場
も
、
佐
幕
攘
夷
と
い
ふ
立

場
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
尊
王
と
佐
幕
も
必
ず
し
も
最
初
か
ら
両
立

し
な
か
っ
た
の
で
な
く
し
て
、む
し
ろ
尊
王
論
が
倒
幕
論
に
ま
で
到
達
し
た
の
は
、

幕
末
の
最
終
段
階
で
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
そ
の
場
合
で
す
ら
、
倒
幕
論
は
未
だ
必

ず
し
も
封
建
制
そ
の
も
の
の
打
破
を
意
味
せ
ず
、
単
に
幕
府
を
諸
侯
と
同
じ
水
準

に
引
き
下
げ
（
慶
応
三
年
、
西
郷
、
大
久
保
倒
幕
趣
意
書

天
下
の
政
柄
、
天
朝

へ
奉
レ
帰
、
幕
府
は
一
大
諸
侯
に
下
り
、
諸
侯
と
共
に
朝
廷
を
輔
佐
し
、
云
々
）、

王
政
の
下
で
の
諸
侯
聯
立
形
態
を
考
へ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
同
じ
尊
王
論

の
な
か
に
も
単
純
な
尊
王
敬
幕
論
よ
り
公
武
合
体
論
を
経
て
倒
幕
論
に
至
る
ま

で
、
変
革
性
の
度
合
に
関
し
て
数
多
く
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
差
が
見
出
さ
れ
る
。
ま

た
攘
夷
論
に
し
て
も
鎖
国
的
攘
夷
論
に
は
限
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
開
国
論
と
提
携
す

る
如
き
積
極
的
攘
夷
論
が
相
当
有
力
に
存
在
し
た
（
例
へ
ば
佐
久
間
象
山
・
吉
田

松
陰
等
）。
具
体
的
例
。

一
、
新
撰
組
近
藤
勇
が

イ
サ
ミ

處
刑
さ
れ
た
と
き
（
明
治
元
年
四
月
廿
五
日
）、
中
外
新
聞

が
そ
の
事
歴
を
述
べ
て
、「
勤﹅

王﹅

佐﹅

幕﹅

の
志
を
以
て
四
方
に
奔
走
し
」
と
い
っ

て
ゐ
る
。
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二
、〔
以
下
『
講
義
録
』
第
二
冊
八
一
頁
八
―
一
一
行
、
八
三
頁
二
行
―
八
四
頁
一

〇
行
〕

尊
王
攘
夷
論
の
な
か
に
含
有
さ
れ
る
封
建
的
＝
反
動
的
性
格
は
そ
の
ま
ゝ
明
治
維

新
の
実
践
的
担
当
者
の
持
つ
そ
れ
で
あ
っ
た
。

（
オ
ル
コ
ッ
ク
、
サ
ト
ウ
、
英
仏
）

尊
王
論
の
系
譜

尊
王
論
は
思
想
的
に
は
決
し
て
幕
末
に
至
っ
て
卒
然
と
し
て
起
っ
た
も
の
で
は

な
く
実
は
近
世
全
体
を
通
じ
て
脈
々
と
流
れ
て
来
た
思
潮
で
あ
る
。
近
世
儒
教
の

祖
と
い
は
れ
る
藤
原
惺
窩
、
林
羅
山
に
お
い
て
す
で
に
我
々
は
典
型
的
な
尊
王
論

を
見
出
す
の
で
あ
る
。
彼
等
は
い
づ
れ
も
、
神
道
と
儒
教
と
の
本
質
的
一
致
の
立

場
に
立
ち
、
儒
教
の
理
想
と
す
る
仁
政
を
最
も
高
度
に
具
現
化
し
た
の
が
我
が
皇

室
の
歴
代
の
統
治
で
あ
る
と
な
し
た
。
惺
窩
は
と
も
か
く
、
幕
府
官
学
の
い
し
づ

え
を
き
づ
い
た
林
羅
山
が
「
神
武
以
来
皇
統
一
種
百
世
綿
々
、
中
華
及
異
域
と
雖

も
未
だ
此
の
如
き
の
悠
久
あ
ら
ず

美
い
か
な
」
と
我
が
国
体
を
た
ゝ
え
（
本
朝

王
代
系
図
跋
文
）、
武
士
勃
興
以
前
の
王
代
の
盛
を
た
ゝ
え
、
数
々
の
人
物
評
論
に

お
い
て
、
殆
ど
後
の
尊
王
論
者
と
変
ら
ぬ
口
吻
を
以
て
南
朝
の
忠
臣
を
讃
美
し
、

尊
氏
を
弾
劾[カ

]し
て
い
る
の
は
一
見
驚
く
べ
き
事
に
見
え
る
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し

そ
れ
こ
そ
、
近
世
尊
王
論
が
、
な
ん
ら
直
ち
に
反
封
建
思
想
で
は
な
く
、
む
し
ろ

幕
府
体
制
と
調
和
し
う
る
性
格
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
徳
川
幕
府
は
朝
廷
よ
り
征
夷
大
将
軍
を
宣
下
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
統

治
権
を
合
理
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
朱
子
学
的
正
名
論
は
む
し
ろ
、
幕
藩

体
制
の
Rechtfertigungslehre
と
し
て
役
立
ち
え
た
の
で
あ
る
。
名
分
論
的

尊
王
論
が
討
幕
を
導
き
出
し
た
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
封
建
体
制
の
解
体
が
一
定

段
階
に
お
い
て
、
名
分
論
を
討
幕
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
転
化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
山
鹿
素
行
が
「
中
朝
事
実
」
等
に
お
い
て
説
い
た
尊
王
思
想
も
行
き

つ
い
た
帰
結
は
武
家
体
制
の
積
極
的
是
認
で
あ
り
、
山
崎
闇
斎
一
派
の
殆
ど
狂
信

的
な
天
皇
絶
対
主
義
も
純
粋
に
観
念
的
な
も
の
で
な
ん
ら
直
接
に
政
治
的
意
義
を

持
っ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
ゞ
後
に
、
闇
斎
の
垂
加
神
道
の
系
統
を
ひ
い
た

竹
内
式
部
を
め
ぐ
る
宝
暦
事
件
に
至
っ
て
、
尊
王
論
が
は
じ
め
て
、
政
治
問
題
化

し
た
が
、
こ
れ
も
む
し
ろ
、
宝
暦
明
和
頃
の
け﹅

ん﹅

あ﹅

く﹅

な
社
会
相
（
一
揆
／
打
こ

わ
し
）
に
神
経
過
敏
に
な
っ
た
幕
府
当
局
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
強
い
て
政
治
的
意

義
を
附
会

[
カ
]

さ
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
っ
て
い
ゝ
。

中
期
頃
か
ら
儒
教
に
対
し
て
明
白
な
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
登
場
し
た
国
学
が

尊
王
論
を
興
起
し
た
意
義
は
む
ろ
ん
、
大
で
あ
る
。
し
か
し
之
も
直
接
の
政
治
的

帰
結
と
し
て
は
、
幕
藩
体
制
に
対
し
て
、
い
さ
ゝ
か
の
変
革
的
要
請
を
提
示
す
る

も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
真
淵
に
せ
よ
、
宣
長
に
せ
よ
、
東
照
宮
を
あ
ら
ん
限
り

の
言
葉
で
讃
美
し
（
東
照
宮
神
の
み
こ
と
の
安
国
と
し
づ
め
ま
し
け
る
御
世
は
万

代
）、「
今
の
世
は
今
の
み
の
り
を
か
し
こ
み
て
、
け
し
き
行
ひ
行
ふ
な
ゆ
め
」
と

い
ふ
絶
対
的
現
状
肯
定
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
た
ゞ
、
国
学
が
儒
教
の
政
治
原
理

た
る
仁
政
思
想
が
究
極
に
お
い
て
、
有
徳
者
君
主
思
想
で
あ
り
、
神
器
の
継
承
に

よ
る
歴
史
的
連
続
に
正
統
性
の
根
據
を
置
く
我
が
国
体
思
想
と
絶
対
に
相
容
れ
な

い
と
説
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
漠
然
と
混
交
し
て
い
た
事
実
の
論
理
と
効
用
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の
論
理
（
よ
く
も
あ
れ
あ
し
く
も
あ
れ
）
が
峻
別
さ
れ
、
結
局
効
用
の
論
理
に
政

治
的
支
配
の
キ
ソ
を
置
か
ざ
る
を
え
ぬ
幕
藩
体
制
の
相
対
的
な
脆
弱
性
を
暴
露
す

る
役
割
を
果
し
た
事
は
否
定
出
来
な
い
。
国
学
の
科
学
性
の
犠
牲
に
お
い
て
之
を

神
学
化
し
た
篤
胤
の
門
下
か
ら
は
討
幕
の
実
践
運
動
え
参
劃
し
た
も
の
が
少
く
な

か
っ
た
（
早
く

[
カ
]

生
田
万
、
大
国
隆
正
、
玉
松
操
、
矢
野
玄
道
）。

し
か
し
、
全
体
と
し
て
見
れ
ば
な
ん
ら
か
の
政
治
的
実
践
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
国
学
の
役
割
は
終
始
消
極
的
た
る
を
免
れ
な
か
っ
た
。
国
学
的
思
惟
の
な
か

に
本
来
的
に
ひ
そ
む
主
情
主
義
や
楽
天
的
生
活
意
識
は
、
人
間
を
外
部
的
環
境
の

変
革
え
で
は
な
く
、
逆
に
私
的
生
活
の
享
受
と
歴
史
的
所
与
の
肯
定
に
向
は
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。
当
為
に
よ
っ
て
現
実
を
規
律
す
る
精
神
態
度
は
む
し
ろ
儒
教
的

教
養
の
な
か
に
ヨ
リ
多
く
は
ぐ
く
ま
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
幕
末
に

政
治
的
意
義
を
最
も
多
く
持
っ
た
尊
攘
論
の
思
想
的
系
譜
と
し
て
は
や
は
り
水
戸

学
、
と
く
に
後
期
水
戸
学
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
後
期
水
戸
学
は
、
近
世
尊

王
思
想
の
体
系
的
な
集
約
と
し
て
、
尊
王
論
の
持
つ
本
質
と
な
ら
び
に
そ
の
歴
史

的
限
界
と
を
最
も
auschaulich

[

カ

]

に
表
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
こ
の
間
原
稿
欠
。「
国
民
主
義
理
論
の
形
成
（
二
）」（『
国
家
学
会
雑
誌
』

第
五
八
巻
第
四
号
、
一
九
四
四
年
）
二
五
―
八
頁
、『
講
義
録
』
第
二
冊
八
七

―
九
三
頁
に
対
応
〕

「
新
論
」
の
尊
攘
論
が
、
ど
ち
ら
か
と
い
へ
ば
政﹅

治﹅

的﹅

尊
攘
論
を
代
表
し
て
ゐ
た

と
す
れ
ば
、
こ
れ
と
並
ん
で
外
国
文
明
排
斥
の
意
味
で
の
、
文
化
的
「
攘
夷
論
」

を
最
も
典
型
的
に
、
と
い
ふ
よ
り
最
も
露
骨
に
表
現
せ
る
は
闢
邪
小
言
で
あ
る
。

近
世
ハ
西
洋
ノ
学
ト
云
モ
ノ
盛
ニ
天
下
ニ
行
ハ
レ
テ
、
人
ノ
貴
賤
ト
ナ
ク
、

地
ノ
都
鄙
ト
ナ
ク
、
払
郎
察
ノ
、
英
吉
利
ノ
、
魯
西
亜
ノ
、
共
和
政
治
ノ
ト

言
ヒ
噪
ハ
ギ
テ
、
我
モ
我
モ
ト
其
学
ヲ
治
メ
、
競
フ
テ
戎
狄
ノ
説
ヲ
張
皇
ス

ル
ハ
、
聖
道
ノ
為
メ
ニ
モ
、
天
下
ノ
為
メ
ニ
モ
…
…
歎
ス
ベ
ク
憂
フ
ベ
キ
ノ

至
〔『
明
治
文
化
全
集
』
思
想
篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
九
年
、
六
二
頁
〕

と
い
ふ
書
出
し
で
始
ま
る
大
橋
訥
庵
の
「
闢
邪
小
言
」
は
、
訥
庵
自
身
、
文
久
二

年
正
月
の
い
は
ゆ
る
坂
下
事
変
を
主
導
的
に
計
画
し
た
急
進
的
尊
攘
論
の
実
践
者

で
あ
っ
た
と
い
ふ
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
こ
の
書
に
、
当
時
の
儒
教
的
教
養
に
培

は
れ
た
志
士
の
西
洋
的
な
も
の
に
対
す
る
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
憎
悪
が
典
型
的
に

示
さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
点
で
、「
新
論
」
と
な
ら
ん
で
尊
攘
論
の
思
想
的
評
価
に

と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
性
を
持
っ
て
ゐ
る
（
例
）。
そ
こ
に
現
は
れ
た
西

洋
文
化
の
批
判
が
い
か
に
浅
薄
幼
稚
な
も
の
に
せ
よ
、
こ
れ
は
当
時
の
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
行
動
分
子
で
あ
っ
た
下
級
武
士
乃
至
浪
人
の
大
部
分
の
意
識
を
あ
る
程
度
ま

で
代
表
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
事
は
否
定
さ
れ
え
ぬ
で
あ
ら
う
。

か
う
し
た
意
識
を
抱
い
た
ま
ゝ
維
新
を
む
か
へ
た
彼
等
が
、
昨
日
と
一
変
し
た

明
治
政
府
の
「
文
明
開
化
」
政
策
に
驚
が
く
し
、
や
が
て
そ
れ
が
は
げ
し
い
憤
怒

に
変
っ
て
行
く
の
は
当
然
で
あ
る
。
か
く
て
幕
末
の
大
橋
訥
庵
は
維
新
後
に
於

て
、
雲
井
龍
雄
と
な
り
、
文
久
二
年
の
坂
下
事
変
は
明
治
十
年

[マ
マ
]

の
神
風
連
の
乱
へ

と
連
っ
て
ゐ
る
と
い
っ
て
い
ゝ
。
い
な
、
訥
庵
の
西
洋
乃
至
西
洋
学
者
批
判
の
様

式
、
乃
至
は
、
彼
の
安
政
元
年
二
月
の
上
書
に
述
べ
て
ゐ
る
様
な
、

勝
利
無
覚
束
候
共
、
大
義
に
対
し
力
限
り
戦
闘
可
致
事
に
て
大
義
さ
へ
缺
き

不
レ
申
候
へ
ば
、
国
家
滅
亡
に
及
び
候
共
遺
恨
も
有
レ
之
間
敷

と
い
っ
た
挙
国
玉
砕
論
は
日
本
の
国
粋
主
義
に
と
っ
て
長
く
一
つ
の
雛
型
を
提
供
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し
た
と
さ
へ
い
へ
る
で
は
な
い
か
。
恰
度
、
彼
の
関
与
し
た
坂
下
事
変
に
於
け
る

直
接
行
動
の
方
法
―
―
攘
夷
の
勅
諚
の
渙
発
を
奏
請
す
る
と
同
時
に
之
に
呼
応
し

て
斬
奸
斬
夷
を
断
行
す
る
と
い
ふ
―
―
が
、
近
年
の
一
聯
の
急
進
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

戦
術
と
相
通
じ
て
ゐ
る
様
に
（
大
衆
の
組
織
化
を
は
か
ら
な
い
）。

む
ろ
ん
も
し
尊
攘
運
動
の
意
識
が
こ
の
様
な
水
戸
学
的
乃
至
は
訥
庵
的
な
も
の

に
と
ゞ
ま
っ
て
ゐ
た
ら
、
日
本
は
維
新
革
命
を
見
る
前
に
外
国
勢
力
に
対
す
る
盲

目
的
な
暴
発
に
よ
っ
て
自
ら
潰
え
て
ゐ
た
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
現
実
と
な
ら
な

か
っ
た
の
は
、
色
々
原
因
が
あ
る
が
（
外
国
勢
力
の
分
裂
、
牽
制
）、
な
に
よ
り
、

尊
攘
思
想
と
運
動
が
途
中
で
性
格
を
変
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
尊
攘
運
動
の
急
先
鋒

た
り
し
薩
長
両
藩
は
、
他
に
さ
き
が
け
て
攘
夷
を
実
行
し
た
が
（
文
久
三
年
五
月
、

長
州
藩
の
外
船
砲
撃
、
六
月
、
長
州
米
英
仏
蘭
馬
関
戦
争
、
同
七
月
、
薩
英
戦
争
、

元
治
元
年
、
聯
合
艦
隊
下
関
砲
撃
）、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
両
藩
は
ま
た
近
代
国
家
の

実
力
と
い
ふ
も
の
を
一
番
早
く
身
を
以
て
認
識
す
る
機
会
を
与
へ
ら
れ
た
。
さ
う

し
て
、
こ
の
衝
突
を
契
機
と
し
て
両
藩
は
急
激
に
か
つ
て
の
夷
敵
と
親
善
関
係
に

入
っ
た
（
長
州

井
上
聞
多
、
伊
藤
俊
輔
の
あ
っ
せ
ん
／
薩
摩

西
郷
吉
之
助
の

あ
っ
せ
ん
／
パ
ー
ク
ス
、
サ
ト
ウ
と
の
関
係
）。
か
く
て
こ
れ
以
後
、
両
藩
の
指
導

下
に
行
は
れ
る
尊
攘
運
動
は
も
っ
ぱ
ら
幕
府
倒
壊
の
た
め
の
純
戦
術
的
意
味
を
帯

び
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
並
ん
で
、
儒
教
か
ら
伝
へ
ら
れ
た
天
地
の
公
道

と
い
ふ
観
念
が
、
一
種
の
国
際
信
義
国
際
条
約
に
対
す
る
尊
重
の
モ
ラ
ル
と
し
て

働
い
た
こ
と
を
無
視
出
来
な
い
。
吉
田
松
陰
が
あ
れ
程
激
烈
な
言
葉
で
下
田
条
約

や
安
政
条
約
に
反
対
し
な
が
ら
、
一
旦
締
結
さ
れ
た
以
上
は
い
か
に
不
利
な
条
約

で
も
忠
実
に
そ
れ
を
履
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
く
り
か
へ
し
説
い
た
の
は
そ
の
最

も
明
白
な
例
で
あ
る
。
か
く
し
て
打
払
的
意
味
で
の
攘
夷
論
は
漸
次
対
外
的
自
由

独
立
の
主
張
（
松
陰
！
）
へ
と
移
行
し
、
こ
れ
は
明
治
以
後
の
条
約
改
正
論
へ
と

連
っ
て
行
く
の
で
あ
る
（「
独
立
不
羈
三
千
年
来
の
大
日
本
、
一
朝
人
の
羈
縛
を
受

く
る
こ
と
、
血
性
あ
る
者
視
る
に
忍
ぶ
べ
け
ん
や
。
那
波
列
翁
を
起
し
て
フ
レ
ー

ヘ
ー
ド
を
唱
え
ね
ば
腹
悶
医
し
難
し
」（
北
山
安
世
宛
書
簡
〔『
吉
田
松
陰
全
集
』

第
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
九
年
、
三
二
六
頁
〕））。
さ
う
し
て
攘
夷
論
の
か
う

し
た
い
は
ゞ
温
和
化
と
逆
比
例
し
て
、
尊
王
論
は
急
進
化
し
、
い
は
ゆ
る
「
政
令

ノ
帰
一
」
と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
一
切
の
多
元
的
政
治
勢
力
の
集
中
化
へ
の

要
請
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
ま
す
〳
〵
表
面
に
う
か
び
上
ら
せ
て
来
た
。

慶
応
二
年
八
月
に
於
け
る
岩
倉
の
密
奏
に
曰
く
、

朝
廷
を
以
て
国
政
施
行
根
軸
の
府
と
な
し
、
以
て
天
下
の
政
令
を
帰
一
し
、

国
威
を
恢
復
し
て
外
夷
を
圧
倒
す
る
は
今
日
を
以
て
最
好
機
会
と
な
す

と
。
他
方
坂
本
龍
馬
も
「
天
下
の
政
権
を
朝
廷
に
奉
還
な
さ
し
め
、
政
令
宜
し
く

朝
廷
よ
り
出
づ
べ
き
事
」以
下
八
策
を
以
て
、「
国
勢
を
拡
張
し
、万
国
と
並
立
す
」

べ
き
を
説
い
た
（
船
中
八
策
、
豊
信
へ
の
進
言
）。
一
は
激
派
公
卿
の
武
力
的
変
革

の
立
場
、
他
は
土
佐
藩
の
平
和
的
変
革
の
立
場
、
い
づ
れ
の
立
場
よ
り
も
国
際
認

識
と
国
内
認
識
の
密
接
な
関
聯
性
を
窺
知
し
う
る
。
す
な
は
ち
王
政
復
古
は
、
国

際
的
危
機
の
打
開
と
国
内
的
統
一
の
達
成
の
た
め
の
必
然
の
要
件
と
し
て
要
請
さ

れ
つ
ゝ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
わ
れ
わ
れ
は
当
時
の
外
国
勢
力
が
、
こ
の
尊
攘
運
動
に
対
し
て
取
っ
た

立
場
を
か
へ
り
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
、
封
建
的
攘
夷
論
に
対
す
る
オ
ル
コ
ッ
ク
の
見
解
―
↓
強
硬
論
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二
、
衝
突
の
場
合
大
衆
的
攘
夷
論
に
対
す
る
警
戒
（
太
平
天
国
の
乱
の
教
訓

も
あ
り
）

三
、
日
本
変
革
の
ス
ト
ラ
テ
ヂ
ー

維
新
の
変
革
は
ま
さ
に
か
う
し
た
外
国
資
本
主
義
の
要
望
の
下
に
、
そ
の
希
望
す

る
方
向
に
於
て
な
し
と
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

外
国
勢
力
は
む
ろ
ん
攘
夷
論
の
沸
騰
を
黙
下
し
な
か
っ
た
。
と
く
に
そ
れ
が
ひ

ん
ぴ
ん
た
る
外
人
殺
傷
を
生
む
に
至
っ
て
、
各
国
は
夫
々
幕
府
に
攘
夷
運
動
の
厳

重
な
取
締
な
ら
び
に
賠
償
を
要
求
す
る
に
至
っ
た
（「
浪
士
に
し
て
血
に
渇[カ

]せ
ば

予
を
殺
し
、
若
し
く
ば
将
軍
を
殪
し
て
内
乱
を
醸
す
と
も
、
外
人
を
殺
し
て
外
難

を
構
へ
る
こ
と
な
か
れ
」（
安
藤
対
馬
守
信
睦
）
バ
イ
シ
ョ
ウ
（
リ
ン
カ
ー
ン
の

殺
害
））。
最
初
は
夫
々
個
別
的
な
行
動
を
取
っ
て
ゐ
た
。
賠
償
金
に
対
す
る
要
求

も
各
国
区
々
で
あ
っ
た
（
英
最
も
重
く
、
米
最
も
軽
し
）。
し
か
し
漸
次
に
各
国
の

間
に
共
同
動
作
が
生
れ
、
攘
夷
運
動
が
薩
長
及
水
戸
藩
を
中
心
と
し
て
組
織
的
な

力
に
な
る
の
と
併
行
し
て
、
各
国
の
間
に
共
同
動
作
が
生
れ
、
そ
れ
が
馬
関
砲
撃

と
な
っ
て
具
体
化
し
た
。
し
か
し
複
雑
な
国
内
情
勢
の
推
移
、
と
く
に
尊
王
論
の

抬
頭
、
外
人
の
い
は
ゆ
る
精
神
的
皇
帝
の
権
威
の
増
加
は
や
が
て
国
内
中
心
勢
力

の
所
在
に
つ
い
て
の
各
国
見
解
の
相
異
を
来
し
、
各
国
の
利
害
と
結
び
つ
い
て
、

分
化
し
て
行
く
。

た
ゞ
通
信
交
通
機
関
の
不
便
な
当
時
に
お
い
て
は
、
勢
い
、
諸
外
国
の
夫
々
の

本
国
か
ら
の
訓
令
は
、
き
わ
め
て
一
般
的
な
方
針
に
と
ゞ
ま
り
、
具
体
的
な
政
策

は
公
使
の
自
由
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
尊
王
攘
夷
論
に
対
す
る
各
国
の

考
え
方
も
、
公
使
の
個
人
的
判
断
の
如
何
が
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
ゝ
で
も
各
国
の
駐
日
外
交
官
の
日
本
国

内
情
勢
に
対
す
る
見
透
し
や
見
解
に
主
た
る
注
意
を
注
ぐ
こ
と
と
す
る
。

ま
た
列
強
の
う
ち
、
幕
末
維
新
の
政
治
情
勢
の
推
移
に
最
も
大
き
な
役
割
を
果

し
た
国
は
英
国
と
仏
国
で
あ
っ
た
。
米
国
は
開
国
の
口
火
を
切
っ
た
国
家
で
あ

り
、
安
政
条
約
の
締
結
ま
で
最
大
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
を
幕
府
に
加
え
た
国
家
で
あ
っ

た
が
、
そ
れ
以
後
ハ
リ
ス
は
む
し
ろ
独
自
の
立
場
に
立
っ
て
列
国
中
最
も
m
od-

erate
な
政
策
を
と
り
、
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン
暗
殺
（
万
延
元
年
十
二
月
）
事
件
に
際
し

て
も
、
英
仏
等
の
強
硬
論
を
抑
え
て
、
外
交
団
の
江
戸
退
去
に
反
対
し
、
ヒ
ュ
ー

ス
ケ
ン
の
老[カ

]母
に
対
す
る
一
万
弗
の
慰
し
ゃ
料
で
満
足
し
た
。
と
こ
ろ
が
や
が
て

南
北
戦
争
が
勃
発
し
、
極
東
の
事
を
顧
み
る
余
裕
を
失
っ
た
た
め
に
、
米
国
は
そ

の
後
列
強
と
く
に
英
国
の
政
策
に
大
体
に
お
い
て
追
随
す
る
態
度
を
取
っ
た
。
ま

た
、
ロ
シ
ア
も
ク
リ
ミ
ヤ
戦
争
前
後
の
近
東
の
形
勢
の
緊
迫
の
た
め
、
ヨ
リ
大
な

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
そ
の
方
面
に
そ
ゝ
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下

は
主
と
し
て
、
最
も
大
き
な
意
味
を
も
つ
英
国
と
仏
国
の
見
解
が
中
心
と
な
る
。

一
、
英
国

尊
攘
論
の
直
接
の
あ
ふ
り
を
一
番
多
く
蒙
っ
た
の
は
英
国
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

外
人
殺
傷
事
件
の
被
害
者
が
英
国
人
が
最
も
多
い
と
い
う
事
実
に
も
現
わ
れ
て
い

る
。
英
国
は
ロ
シ
ア
と
共
に
西
欧
勢
力
東
漸
の
尖
兵
で
あ
り
、
す
で
に
シ
ナ
に
據

点
を
持
っ
て
い
た
貿
易
商
人
が
続
々
乗
り
込
ん
で
そ
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
か
っ
た

（
当
時
の
日
本
に
対
す
る
貿
易
の

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
（
横
浜
）
は
英
国
が
占
め

80

て
い
た
）。
す
で
に
印
度
や
支
那
（
と
く
に
阿
片
戦
争
）
に
お
け
る
英
国
の
足
跡
に
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つ
い
て
若
干
の
知
識
を
持
ち
、
こ
れ
に
激
し
い
恐
怖
と
反
感
を
持
っ
て
い
た
志
士

浪
人
た
ち
に
と
っ
て
、
な
に
よ
り
憎
悪
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
自
然
で
あ
る
。
ま

た
、
当
時
の
英
国
人
は
支
那
人
を
取
扱
っ
た
経
験
を
そ
の
ま
ゝ
日
本
に
持
込
ん
だ

た
め
、
そ
の
行
動
が
武
士
階
級
の
眼
に
は
甚
だ
し
く
傲
岸
不
遜
に
映
じ
た
こ
と
も

事
実
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
情
か
ら
、
英
国
の
攘
夷
論
対
策
は
一
般
的
に
最
も

強
硬
で
あ
り
、外
人
殺
傷
に
対
す
る
賠
償
要
求
も
最
も
峻
烈
だ
っ
た（
オ
ー
ル
コ
ッ

ク
は
英
国
人
一
人
殺
傷
に
つ
き
二
万
―
五
万
弗
要
求
す
。
米
国
は
ヒ
ュ
ー
ス
ケ
ン

書
記
官
暗
殺
（
万
延
元
年
十
二
月
五
日
）
に
対
し
て
も
一
万
弗
で
満
足
す
）。
し
か

し
、
英
国
は
、
外
交
政
策
に
感
情
論
を
混
入
さ
せ
る
こ
と
を
極
力
さ
け
る
伝
統
的

な
態
度
が
こ
ゝ
に
も
現
わ
れ
て
、
個
別
的
な
殺
傷
事
件
に
対
し
て
は
強
硬
態
度
で

臨
み
つ
ゝ
も
、
攘
夷
論
の
社
会
的
背
景
を
さ
ぐ
り
、
国
内
政
治
力
の
微
妙
な
推
移

に
つ
い
て
も
看
過
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
生
麦
事
件
に
対
し
て
、
幕
府
に
対
す

る
要
求
と
薩
摩
藩
に
対
す
る
要
求
と
を
は
っ
き
り
分
け
た
と
こ
ろ
に
早
く
も
現
わ

れ
て
い
る
。（
註

し
か
し
そ
の
場
合
、
英
国
は
幕
府
勢
力
の
倒
壊
を
欲[カ

]し
て
い

た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
生
麦
事
件
の
と
き
は
、
英
仏
公
使
共
同
し
て
、
薩

摩
を
抑
え
る
た
め
に
幕
府
え
の
助
力
を
申
出
て
い
る
。）
英
国
の
攘
夷
論
に
対
す

る
見
解
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
当
時
の
英
国
公
使
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
そ
れ
は

最
も
注
目
す
る
に
値
す
る
。
彼
は
、
攘
夷
論
の
社
会
的
基
礎
を
次
の
よ
う
に
分
析

す
る
。〈

Ａ
、
英
国
の
見
解
〉

〈
一
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
封
建
的
攘
夷
論
に
対
す
る
見
解
〉

商
業
、
と
く
に
外
国
貿
易
の
う
ち
に
彼
等
（
封
建
的
支
配
者
を
指
す
）
は
富

の
要
素
と
中
産
階
級
の
生
長
を
見
る
。
こ
れ
ら
中
産
階
級
は
も
は
や
長
く
隷

属
状
態
に
と
ゞ
め
て
置
く
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
て
同
じ

商
人
階
級
に
於
け
る
富
と
智
識
の
発
展
が
齎
し
た
結
果
、
―
―
す
な
は
ち
こ

れ
ら
商
人
階
級
を
し
て
封
建
的
土
地
所
有
の
鉄
鎖
を
打
破
り
、
抵
抗
の
中
心

点
と
し
て
の
自
由
都
市
を
誕
生
せ
し
め
た
と
こ
ろ
の
諸
過
程
―
―
が
や
が
て

こ
こ
に
も
起
る
で
あ
ら
う
。
外
国
貿
易
と
国
際
関
係
は
い
や
応
な
し
に
、
こ

れ
ら
東
方
諸
国
に
あ
る
社
会
的
革
命
の
萌
芽
を
持
ち
込
ま
ず
に
は
置
か
な

い
。
さ
う
し
て
、
本
能
に
よ
っ
て
か
、
或
は
ヨ
リ
高
尚
な
理
性
と
若
干
の
断

片
的
な
歴
史
的
知
識
の
助
け
を
か
り
て
か
、
彼
等
は
現
存
制
度
な
ら
び
に
そ

の
一
切
の
階
級
的
特
権
に
対
す
る
危
険
を
感
知
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
は
大
名
の
み
が
土
地
の
独
占
者
で
あ
り
、
全
人
民
は
そ
れ
を
耕
作
す
る
労

働
者
乃
至
は
生
産
物
を
頒
布
す
る
小
売
商
に
す
ぎ
ず
、
彼
等
は
政
府
に
対
す

る
何
ら
の
発
言
権
も
な
け
れ
ば
、
政
治
に
参
与
す
る
権
利
も
全
く
与
へ
ら
れ

て
ゐ
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
A
lcock,T
he
capitalofthe
T
ycoon,vol.II.

p.211-2）

か
く
し
て
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
、
大
名
的
、
水
戸
斉
昭
的
攘
夷
論
に
対
し
て
は
断

乎
武
力
を
背
景
と
す
る
弾
圧
を
主
張
す
る
。
た
と
え
そ
れ
が
戦
闘
に
至
っ
て
も
、

恐
る
ゝ
（
躊
躇
）
必
要
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
攘
夷
論
は
、
国
民
運
動
を
仮
装
し
て
い

る
が
、
実
は
、
上
の
様
に
支
配
階
級
の
自
己
保
存
運
動
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
り
、
そ

れ
は
、「
吾
人
の
工
業
諸
製
品
に
新
し
き
市
場
を
開
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
打
破

さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
障
害
だ
か
ら
だ
。
た
ゞ
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
が
と
く
に
重
視
す
る
の

は
一
般
庶
民
の
動
向
で
あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
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二
、
庶
民
に
対
す
る
認
識

大
衆
と
住
民
の
大
部
分
は
ど
う
か
と
い
へ
ば
、
わ
れ
〳
〵
は
無
関
心
乃
至
は

中
立
以
上
の
も
の
を
期
待
す
る
事
は
出
来
な
い
。
外
国
貿
易
と
、
そ
の
進
展

が
彼
等
に
及
ぼ
す
利
益
に
つ
い
て
は
、
彼
等
は
な
に
ご
と
も
知
ら
な
い
。
と

い
ふ
よ
り
、
恐
ら
く
（
知
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
以
上
に
）
ヨ
リ
悪
い
こ
と
を

知
っ
て
ゐ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
彼
等
は
開
港
以
来
多
か
れ
少
か
れ
現
実
に

起
っ
た
と
こ
ろ
の
、
食
糧
品
其
他
消
費
物
の
価
格
騰
貴
は
こ
の
外
国
貿
易
の

せ
い
だ
と
信
じ
込
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
戦
闘
は
彼
等
の
主
君
乃
至

は
封
建
的
支
配
者
た
ち
と
の
間
に
だ
け
で
と
ゞ
ま
る
だ
ら
う
。
た
ゞ
し
こ
れ

ら
封
建
勢
力
が
日
本
人
の
性
格
の
な
か
に
ま
が
ひ
も
な
く
潜
ん
で
ゐ
る
と
こ

ろ
の
狂
熱
的
な
愛
国
感
情
に
点
火
す
る
事
に
成
功
し
た
場
合
は
話
は
別
だ
。

か
う
し
た
愛
国
心
は
日
本
人
の
あ
ら
ゆ
る
伝
統
と
歴
史
的
な
共
同
生
活
に

よ
っ
て
涵
養
さ
れ
、
彼
等
の
島
国
的
地
位
と
他
の
世
界
か
ら
の
長
き
に
わ
た

る
隔
離
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
。（
vol.II.p.222）

結
局
、
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
は
支
配
階
級
に
対
す
る
対
策
と
、
庶
民
に
対
す
る
対
策

を
峻
別
し
、
前
者
に
対
す
る
強
圧
が
後
者
を
も
排
外
熱
に
ま
き
込
ま
ぬ
様
に

深
じ
ん

[

カ

]

の
注
意
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
が[カ

]彼
は
自
由
な
る
商
品
交
換
の
た
め
に

は
、
封
建
的
支
配
形
態
が
究
極
に
お
い
て
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
は
っ
き

り
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
問
題
は
そ
の
変
革
の
仕
方
で
あ
る
。

オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
見
解
の
正
し
さ

イ
、
大
名
的
攘
夷
論
（
松
平
慶
永
の
貿
易
反
対
の
上
書
、
新
論
、
奸
民
順

夷
）
の
階
級
的
制
約

ロ
、
庶
民
の
態
度

武
具
馬
具
屋

ア
メ
リ
カ
様
と
そ
っ
と
い
い

下
関
砲
撃
の
時
の
庶
民
の
態
度

三
、
結
論
―
―
対
日
政
策

大
い
な
る
変
革
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
変
革
た
る
や
か
な
り
の

程
度
に
於
て
、
信
念
の
変
革
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
―
―
し
か
も
ど
ん
な

教
訓
に
せ
よ
い
ち
ど
き
に
覚
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
人

の
精
神
に
と
っ
て
有
益
か
つ
永
続
的
な
効
果
を
与
へ
る
と
考
へ
ら
れ
る
如
何

な
る
変
化
も
、
彼
等
の
古
い
伝
統
や
も
の
の
考
へ
方
の
上
に
徐
々
に
入
り
込

み
、
確
実
な
歩
程
を
以
て
、
漸
次
に
進
行
し
て
行
く
様
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
緩
慢
さ
は
あ
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
た
し
か
に
遺
憾
な
こ
と
か
も
し
れ
な

い
が
、
結
局
最
後
の
勝
利
を
よ
り
確
実
に
し
、
勝
利
の
完
璧
を
保
証
す
る
も

の
な
の
で
あ
る
。
新
ら
し
い
観
念
、
新
ら
し
い
原
理
、
新
ら
し
い
感
情
は
大

衆
の
間
に
す
み
ず
み
ま
で
浸
み
透
ら
せ
る
事
が
肝
要
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の

プ
ロ
セ
ス
た
る
、
上
層
か
ら
下
層
へ
の
浸
潤
た
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
外
部
か

ら
の
、
乃
至
は
下
か
ら
の
抵
抗
し
が
た
い
圧
力
に
よ
る
べ
き
で
は
な
い
。

（
vol.II.p.226）

そ
こ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
の
基
本
的
要
請
が
赤
裸
々
に
表
現
さ
れ
て
い
る

と
同
時
に
、
太
平
天
国
の
乱
で
な
め
た
苦
い
経
験
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
。
す
で

に
馬
関
砲
撃
前
後
に
、
英
外
務
卿
ル
ッ
セ
ル
よ
り
オ
ル
コ
ッ
ク
に
与
え
た
る
指
令

書
（
ル
サ
ン
〔『
英
米
仏
蘭
連
合
艦
隊
幕
末
海
戦
記
』
平
凡
社
、
一
九
三
〇
年
〕、

二
四
三
頁
）
は
英
対
日
政
略
の
根
本
方
針
を
示
し
て
い
る
。
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〔
引
用
欠
〕

か
く
て
、
英
国
は
最
も
早
く
幕
府
権
力
の
崩
壊
の
必
然
性
を
読
み
取
っ
た
国
家
で

あ
っ
た
が
、
決
し
て
、
最
初
か
ら
幕
藩
体
制
を
く
つ
が
へ
す
意
図
を
も
っ
て
ゐ
た

わ
け
で
は
な
い
。
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
後
に
代
理
公
使
と
な
っ
た
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
も
、
貿
易
に
よ
る
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
の
抬
頭
の
必
然
的
な
こ
と
を
認
め
た
上

で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絶
対
君
主
が
市
民
階
級
と
提
携
し
て
地
歩
を
か
た
め
た
例
を

引
用
し
、
幕
府
に
同
様
の
政
策
の
採
用
を
慫
よ﹅

う﹅

し
て
ゐ
る
。

封
建
貴
族
と
半
独
立
諸
侯
に
よ
る
同
様
な
政
治
組
織
は
数
世
紀
前
に
は
仏
蘭

西
、
英
国
に
も
存
在
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
政
府
は
常
備
軍
の
建
設
に
よ
り
、

而
し
て
彼
等
の
人
民
の
商
人[業

]と
交
通
を
制
限
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
は
な

く
、
中
間
階
級
の
形
成
に
助
力
を
与
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
等
の
地
歩
を
贏

ち
得
、
而
し
て
そ
れ
を
支
持
し
た
云
々
（
PrésisofInterview
sbetw
een

M
r.W
inchesterand
ShibataH
iuganoK
am
i…

清
沢
〔
洌
『
日
本
外

交
史
』
上
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
出
版
部
、
一
九
四
二
年
〕、
134p.）

当
時
の
独
逸
外
交
官
、
マ
ッ
ク
ス
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
、
こ
の
頃
に
お
け
る

英
国
の
政
策
は
、「
唯
一
つ
の
信
頼
し
え
た
大
君
政
府
を
日
本
国
内
の
攘
夷
分
子

に
対
す
る
闘
争
の
必
要
上
強
化
し
て
置
き
、
こ
れ
ら
の
攘
夷
分
子
に
英
国
自
ら
立

ち
向
は
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
を
無
く
さ
せ
よ
う
と
い
ふ
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
指
摘
し

て
ゐ
る
（
D
reiund
breissig
Jahrein
O
st-A
sien
3.Bd.〔『
黎
明
日
本
』
刀
江

書
院
、
一
九
四
二
年
、
一
一
―
二
頁
〕）。
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
の
い
ふ
上
か
ら
下
へ
の

変
革
は
幕
府
を
主
体
と
し
て
も
可
能
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
た
と
思
は
れ
る
。

し
か
し
や
が
て
幕
府
の
統
制
力
の
弛
緩
と
、
薩
長
等
の
西
南
雄
藩
の
抬
頭
の
情

勢
を
見
て
英
国
の
政
策
は
漸
次
推
移
し
、
慶
応
元
年
頃
に
は
英
外
相
は
パ
ー
ク
ス

公
使
に
対
し
て
、「
大
い
な
る
社
会
革
命
が
日
本
に
於
て
進
行
中
で
あ
り
、
そ
の
結

果
内
乱
に
導
く
で
あ
ら
う
」
と
の
見
透
し
に
基
い
て
、
こ
の
場
合
京
都
の
ミ
カ
ド

を
支
持
す
べ
き
事
を
訓
令
し
、
ミ
カ
ド
の
権
力
は
大
君
の
そ
れ
よ
り
も
一
層
高
い

こ
と
、
大
君
の
権
力
は
畢
竟
こ
の
精
神
的
君
主

ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
モ
ナ
ー
ク

か
ら
委
任
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ

こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。
さ
う
し
て
薩
長
と
連
絡
の
最
も
密
で
あ
っ
た
英
国
は
ま

た
、
彼
等
の
唱
へ
る
攘
夷
が
少
く
も
指
導
者
の
間
に
於
て
は
単
な
る
戦
術
と
化
し

つ
ゝ
あ
る
情
勢
に
つ
い
て
も
最
も
明
る
か
っ
た
と
い
へ
る
。

二
、〔
フ
ラ
ン
ス
〕

イ
ギ
リ
ス
が
王
政
復
古
の
必
然
性
を
看
取
し
て
薩
長
側
を
援
助
し
た
の
に
対

し
、
フ
ラ
ン
ス
が
終
始
幕
府
側
を
助
け
て
尊
攘
派
に
対
抗
せ
し
め
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
フ
ラ
ン
ス
と
雖
も
決
し
て
幕
藩
封
建
体
制
の
存
続
を
見

透
し
た
の
で
も
な
け
れ
ば
況
や
、
之
を
希
望
し
た
わ
け
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
は

例
え
ば
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
幕
府
使
節
と
し
て
仏
国
に
赴
い
た
池
田
筑

後
守
に
対
し
て
、
仏
国
官
辺
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
）
が
語
っ
た
所
か
ら
も
推
察
さ

れ
る
（
正
使
池
田
筑
後
守
（
陣
笠
）
副
使
河
津
伊
豆
守
（
ヨ
ロ
ヒ
カ
ブ
ト
）
（
清

沢
、〔
日
本
〕外
交
史
上
、一
二
〇
頁
））。
続
再
夢
記[紀

]事
の
な
か
に
次
の
様
に
あ
る
。

（
Ｂ
、
フ
ラ
ン
ス
の
見
解
）

（
続
再
夢
記[紀

]事
）

仏
人
よ
り
筑
州
（
元
治
元
年
（
一
八
六
四
年
）
幕
府
使
節
、
池
田
筑
後
守
フ

ラ
ン
ス
到
着
）
へ
説
得
致

[
マ

マ

]
候
趣
は
、
仏
蘭
西
四
五
百
年
前
之
形
勢
、
大
小
名
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各
国
に
割
據
し
、
其
国
各
其
政
令
法
度
を
異
に
し
、
為
レ
之
天
下
之
擾
乱
殆

ど
息
時
無
レ
之
、
恰
も
日
本
六
十
余
州
二
百
六
十
諸
侯
今
日
之
形
勢
に
同
じ
。

輓
近
之
世
英
明
之
主
起
て
、
仏
国
の
政
令
混
一
に
帰
し
已
後
始
て
今
日
の
盛

大
を
成
す
に
至
れ
り
、
今
日
本
の
威
武
を
し
て
海
外
に
震
輝
せ
し
め
ん
と
志

候
時
は
、
先
〔
第
〕
一
に
大
名
の
権
力
を
削
り
幕
府
の
一
致
に
帰
し
不
レ
申
候

而
は
難
レ
被
レ
行
候
。
依
レ
之
仏
国
に
依
頼
し
速
に
海
陸
〔
之
〕
軍
勢
を
起
し

日
本
よ
り
仏
国
に
依
頼
し
仏
国
を
以
て
格
別[外

]の
保
護
と
致
、
仏
人
之
兵
勢
を

借
て
諸
侯
の
兵
権
を
削
り
弱
め
候
に
非
ず
し
て
は
、
日
本
威
武
張
更

[マ
マ
]

は
難
レ

被
レ
行
と
の
趣
を
以
、
説
得
致
候
由
、
筑
後
守
は
人
材[才

]に
て
器
局
凡
庸
之
人

物
に
無
レ
之
〔
候
〕、
コ
ン
〔
ト
〕
デ
モ
ン
ブ[フ

]ラ
ン
所
レ
説
之
件
件
尽
く
是
を

採
用
し
、
徳
川
の
衰
運
を
挽
回
致
候
〔
事
〕
を
企
た
り
云
々
（
慶
応
二
年
七

月
十
八
日
の
条
、
天
空
子
よ
り
八
木
八
十
八
に
贈
り
し
書
翰
の
一
部
〔『
続
再

夢
紀
事
』
第
五
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
二
二
年
、
二
三
三
―
四
頁
〕）

即
ち
仏
国
（
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
）
も
幕
府
を
主
体
と
す
る
中
央
集
権
的
統
一
国
家

の
建
設
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
ロ
ッ
シ
ュ
（
Léon
Roches）
は
慶
喜

の
思
想
と
人
格
に
あ
く
ま
で
信
頼
を
置
き
、
彼
の
み
が
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
攘
夷

論
を
抱[カ

]て
全
国
に
蟠
居
す
る
大
名
勢
力
を
抑
制
し
う
る
と
信
じ
、
仏
国
の
武
力
に

よ
っ
て
幕
府
の
国
内
統
一
を
援
助
せ
ん
と
し
た
。
ロ
ッ
シ
ュ
が
維
新
ま
じ
か
ま
で

如
何
に
慶
喜
に
好
意
を
も
っ
て
ゐ
た
か
。
浦
上
教
徒
逮
捕
事
件
に
於
け
る
ロ
ッ

シ
ュ
の
プ
テ
ィ
チ
ャ
ン
僧
正
宛
書
簡
。

僧
正
殿
、
貴
下
は
御
門
よ
り
統
治
の
権
を
委
任
せ
ら
れ
て
ゐ
る
大
君
の
位
置

が
国
法
遂
行
上
如
何
に
困
難
な
も
の
で
あ
る
か
を
了
解
な
さ
れ
る
で
あ
ら

う
。
年
歯
な
ほ
若
き
将
軍
の
思
想
は
き
は
め
て
自
由
で
あ
る
。
将
軍
は
信
教

に
寛
容
な
る
法
が
、
野
蛮
で
狂
気
染
み
た
諸
思
想
に
代
は
る
日
の
遠
く
な
い

事
を
理
解
し
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
、
他
面
に
将
軍
は
彼
の
国
と
、
そ
の
国
の

貴
族
的
政
治
の
精
神
を
余
り
に
良
く
心
得
て
居
る
の
で
、
早
計
な
そ
し
て
不

当
な
處
置
に
よ
っ
て
国
の
将
来
を
危
く
す
る
様
な
事
は
し
な
い
。
…
…
諸
侯

の
気
狂
沙
汰
を
制
す
る
に
十
分
強
力
で
無
い
統
治
者
の
温
厚
な
態
度
は
確
か

に
将
来
を
一
段
と
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か

か
く
て
ロ
ッ
シ
ュ
は
、
横
須
賀
造
船
所
の
経
営
、
陸
軍
士
官
の
養
成
、
軍
艦
の
注

文
引
受
等
あ
ら
ゆ
る
援
助
を
惜
ま
な
か
っ
た
（
普
仏
戦
争
で
オ
ジ
ャ
ン
）。
さ
う

し
て
、
小
栗
上
野
介
ら
も
之
に
呼
応
し
て
、
仏
よ
り
の
武
器
・
軍
艦
の
貸
与
を
受

け
て
長
州
を
討
伐
し
、
将
軍
を
大
統
領
と
す
る
郡
県
制
の
採
用
を
計
画
し
た
。

ま
た
、
西
郷
吉
之
助
の
書
簡
（
慶
応
三
年
七
月
二
十
七
日
大
久
保
一
蔵
宛
）
に

も
仏
人
が

い
づ
れ
日
本
も
西
洋
各
国
の
通
、
政
府
一
般
の
も
の
に
相
成
大
名
の
威
を

不
レ
除
候
て
は
不
二
相
済
一
に
付
、
第
一
長
薩
の
二
国
を
打
亡
し
度
候
に
付
、

倶
に
打
平
く
方
宜
敷
は
有
レ
之
間
敷
哉
〔
尾
佐
竹
猛
『
明
治
維
新
』
下
巻
ノ

一
、
白
揚
社
、
一
九
四
四
年
、
七
〇
四
―
五
頁
〕

と
サ
ト
ウ
に
持
か
け
た
と
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
サ
ト
ウ
は

先
度
の
再
討
の
次
第
を
以
、
可
レ
見
、
纔
の
長
州
一
国
さ
へ
打
た
れ
さ
る
政

府
に
て
、
諸
大
名
之
権
を
除
抔
と
申
儀
、
顕
然
不
二
相
叶
一
事
に
御
座
候
。
左

様
の
弱
き
も
の
如
何
に
し
て
助
け
ら
る
ゝ
も
の
に
候
哉
〔
同
上
、
七
〇
五
頁
〕

と
駁
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
英
国
と
仏
国
の
見
解
の
相
異
は
幕
府
体
制
の
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維
持
か
倒
壊
か
で
は
な
く
、
い
づ
れ
も
近
代
的
統
一
国
家
の
上﹅

か﹅

ら﹅

の﹅

樹
立
を
希

望
し
、
た
ゞ
そ
の
新
国
家
の
主
権
を
大
君
に
求
め
る
か
、
薩
長
の
推
戴
す
る
ミ
カ

ド
に
求
め
る
か
の
争
点
で
あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
下
関
砲
撃

に
参
加
し
た
仏
国
海
軍
中
佐
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ル
サ
ン
の
「
幕
末
海
戦
記
」（
U
ne

Cam
pagne
sur
les
côtes
du
Japon）
が
や
は
り
オ
ー
ル
コ
ッ
ク
と
同
様
、
封

建
権
力
の
崩
壊
と
平
等
精
神
の
抬
頭
の
不
可
避
性
を
見
透
し
つ
ゝ
、
他
方
、
□
□

で
の
庶
民
勢
力
、
本
来
の
中
産
階
級
の
未
成
熟
に
着
目
し
、
結
局
変
革
の
主
動
力

は
武
士
階
級
自
身
の
手
に
握
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
述
べ
て
ゐ
る
の
が
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
る
（
ル
サ
ン
、
二
一
八
頁
）。

〈
其
他
の
諸
国
人
の
観
察

フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
ト
も
、
武
士
階
級
の
攘
夷
論
を
彼
等
の
経
済
的
窮
乏
に
帰
し

て
ゐ
る
。

排
外
的
な
武
士
社
会
に
蟠
る
対
外
的
嫌
悪[厭

]の
情
や
敵
対
感
情
の
大
部
分
が
彼

等
の
生
計
に
必
要
な
国
産
物
の
価
格
騰
貴
に
基
く
と
見
る
べ
き
は
疑
ひ
の
余

地
が
な
い
。
以
前
は
廉
価
で
あ
っ
た
国
産
物
が
、
今
日
で
は
旺
盛
な
輸
出
に

押
さ
れ
て
甚
し
き
価
格
騰
貴
を
示
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
こ
ゝ
で
重
き
を
為

し
た
の
は
絹
で
あ
っ
た
。
何
故
か
と
云
ふ
と
、
武
士
は
す
べ
て
の
官
庁
事
務

に
―
―
武
士
の
生
活
は
殆
ど
か
ゝ
る
官
庁
事
務
に
費
さ
れ
た
―
―
絹
服
を
着

用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
為
に
こ
の
原
料
騰
貴
が
実
に
格
別
に
武
士
に
は
苦

痛
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。〔『
黎
明
日
本
』
八
六
頁
〕

此
等
の
大
名
は
、
西
洋
人
が
入
込
む
と
其
為
に
自
分
達
の
威
権
が
失
墜
す
る

事
を
恐
れ
て
い
た
。
一
般
人
民
、
殊
に
商
人
階
級
は
、
外
国
の
影
響
に
よ
っ

て
自
分
達
の
自
由
独
立
を
欲
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
階
級
制
度
が
滅
ぶ

れ
ば
、
そ
れ
と
一
諸
に
国
法
に
対
す
る
尊
敬
の
念
も
減
ず
る
で
あ
ろ
う
と
い

う
こ
と
を
、
大
名
等
は
予
想
し
て
い
た
。（
伊
国
使
節
ア
ル
ミ
ニ
オ
ン
、
幕
末

日
本
記
〔
三
学
書
房
、
一
九
四
三
年
〕、
二
〇
三
―
四
頁
）

日
本
に
於
て
は
一
般
民
衆
を
無
智
蒙
昧
に
し
て
置
く
こ
と
が
政
治
上
の
一
方

法
な
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
方
法
が
如
何
な
る
結
果
を
生
ず
る
か
は
極
め
て

明
白
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
日
本
人
は
悧
巧
で
あ
り
勤
勉
で
は
あ
る
が
、
西
洋

諸
国
民
の
文
明
を
あ
れ
程
高
め
た
所
の
旺
盛
な
生
活
力
と
い
う
も
の
は
、
彼

等
の
中
に
決
し
て
生
じ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
。（
ア
ル
ミ
ニ
オ
ン
、

幕
末
日
本
記
、
一
三
三
頁
）〉

結
局
、
イ
ギ
リ
ス
を
除
い
て
は
、
尊
攘
派
の
歴
史
的
役
割
を
評
価
し
て
ゐ
た
国

は
な
い
と
い
っ
て
い
ゝ
。
ア
メ
リ
カ
す
ら
も
、
こ
の
点
に
つ
き
王
政
復
古
が
攘
夷

的
方
向
の
強
化
を
も
た
ら
す
だ
ら
う
と
の
憂
慮
を
最
後
ま
で
捨
て
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
シ
ュ
ワ
ー
ド
（
前
国
務
長
官
）
が
当
時
を
回
顧
し
て
自
分
は
、
王
政
復
古

を
反
動
的
動
向
と
解
し
、「
予
は
ミ
カ
ド
が
、
廃
位
さ
れ
た
大
君
よ
り
も
西
洋
文
明

を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
優
れ
て
ゐ
る

[マ
マ
]

と
は
想
像
し
な
か
っ
た
」
と
告
白
し
て
ゐ
る

（
清
沢
〔『
日
本
外
交
史
』
上
巻
、
一
五
四
頁
〕）。
従
っ
て
、
王
政
復
古
の
大
号
令

が
発
せ
ら
れ
た
二
日
後

[
マ

マ

]（
慶
応
三
年
十
二
月
十
八
日
）、
参
与
岩
倉
具
視
が
三
職
に

告
文
を
発
し
、

癸
丑

キ
チ
ュ
ウ

（
嘉
永
六
年
）
以
来
、
朝
廷
固
く
鎖
国
攘
夷
の
説
を
執
ら
せ
ら
れ
、
満

朝
の
人
、
皆
欧
米
諸
国
を
目
す
る
に
醜
夷
を
以
て
し
た
り
と
雖
、
先
に
徳
川
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慶
喜
の
奏
請
に
依
り
、
兵
庫
開
港
の
条
約
を
許
し
、
朝
議
既
に
和
親
に
帰
せ

し
こ
と
、
其
跡
掩
ふ
べ
か
ら
ず
、
自
今
朝
廷
の
欧
米
諸
国
を
待
遇
す
る
、
漢

土
諸
国
と
同
礼
な
る
べ
し

と
告
げ
た
と
き
、そ
れ
は
尊
王
攘
夷
が
い
ま
や
そ
の
歴
史
的
役
割
を
果
し
お
へ
て
、

明
治
以
後
の
開
国
政
策
へ
と
百
八
十
度
の
転
換
を
遂
げ
た
歴
史
的
宣
言
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
王
政
復
古
即
攘
夷
実
行
と
心
待
ち
し
て
ゐ
た
多
く
の
志
士
た
ち
に
対

す
る
一
大
衝
撃
で
あ
っ
た
と
同
じ
程
度
に
於
て
外
国
勢
力
へ
の
大
き
な
驚
駭
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

公
議
輿
論
思
想

政
治
力
の
集
中
化
、
一
元
化
の
思
想
的
表
現
が
尊
王
攘
夷
論
で
あ
る
の
に
対
応

し
て
、
そ
の
国
民
化
の
動
向
は
公
議
輿
論
思
想
の
抬
頭
と
な
っ
て
現
は
れ
た
。
本

来
封
建
的
政
治
は
極
度
の
秘
密
閉
鎖
的
雰
囲
気
の
中
で
行
は
れ
る
の
を
特
色
と
す

る
。
従
っ
て
そ
こ
で
は
「
そ
の
位
に
非
れ
ば
そ
の
政
を
議
せ
ず
」
と
い
ふ
原
則
が

貫
徹
さ
れ
、
い
は
ゆ
る
御
上
意
に
対
し
て
当
局
者
以
外
の
も
の
が
国
政
を
議
す
る

と
い
ふ
こ
と
は
厳
重
な
禁
忌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
、
本
居
宣
長
が
そ
の
紀
州
侯
に
奉

呈
し
た
「
秘
本
玉
く
し
げ
」
を

我
々
如
き
下
賤
の
者
の
、
御
国
政
の
す
ぢ
な
ど
を
、
か
り
そ
め
に
も
と
や
か

く
申
奉
む
こ
と
は
、
い
と
も
〳
〵
お
ふ
け
な
く
、
恐
れ
多
き
御
事
な
れ
共
、

と
に
か
く
に
御
武
運
長
久
、
御
領
内
上
下
安
静
な
ら
ん
事
を
恐
れ
な
が
ら
あ

け
く
れ
祈
り
奉
る
心
か
ら
…
…
下
賤
の
身
分
を
わ
す
れ
恐
れ
を
も
か
へ
り
み

ず
…
…
存
心
の
ほ
ど
を
つ
く
ろ
は
ず
、
か
ざ
ら
ず
、
此
一
書
に
申
述
侍
る
也
、

と
い
ふ
書
出
し
で
始
め
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
で
あ
り
、
ま
た
渡
辺
崋
山
「
慎

機
論
」
の
著
が
「
御
政
事
を
批
判
い
た
し
候
事
」、「
不
憚
公
儀
、
不
敬
之
至
」
と

し
て
處
罸
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
所
以
が
あ
っ
た
。
か
う
し
た
根
強
い
伝
統
に

一
大
転
機
を
与
へ
た
の
が
、
前
述
せ
る
ペ
ル
リ
来
朝
に
際
し
て
、
阿
部
正
弘
が
諸

大
名
の
み
な
ら
ず
広
く
一
般
に
対
し
て
、忌
憚
な
き
意
見
を
徴
し
た
事
で
あ
っ
た
。

之
に
応
じ
て
諸
藩
主
は
も
と
よ
り
、
一
般
藩
士
さ
ら
に
庶
民
に
至
る
ま
で
盛
に
上

書
、
建
白
を
な
し
、
こ
の
頃
か
ら
公
論
と
か
衆
論
と
か
い
ふ
言
葉
が
盛
に
用
ひ
ら

れ
始
め
た
。
さ
う
し
て
や
が
て
そ
れ
は
「
列
藩
会
議
論
」
と
上
下
二
院
論
と
い
ふ
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二
つ
の
具
体
的
な
形
態
に
於
て
政
治
的
表
現
を
う
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
具

体
化
の
過
程
を
述
べ
る
前
に
、
ま
づ
幕
末
公
議
輿
論
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
系
譜

を
、
即
ち
、
列
藩
会
議
論
や
上
下
二
院
論
が
い
か
な
る
思
想
的
背
景
の
下
に
登
場

し
来
っ
た
か
を
述
べ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に
は
大
別
し
て
二
つ
の
系
譜
が
あ
る
。

一
は
儒
教
的
系
統
よ
り
来
る
も
の
で
あ
り
、
二
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

近
代
政
治
原
理
よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
。

イ
、
儒
教
的
思
想

一
、
言
路
洞
開
（
建
白
、
上
書
）
↑
↓
壅
蔽

賢
者
の
説
を
聴
く
、
松
陰
の
説
（
私
の
論
説
〔「
国
民
主
義
理
論
の
形
成

（
二
）」〕
二
九
）、
ペ
ル
リ
来
航[カ

]以
後

二
、
天
下
は
天
下
の
天
下
に
し
て
一
人
の
天
下
に
非
ず

昔
先
聖
王
之
治
二
天
下
一
也
、
必
先
レ
公
…
…
遵
王
之
路
、
天
下
非
二
一

人
之
天
下
一
也
、
天
下
之
天
下
也
（
呂
氏
春
秋
）

六
韜

支
那
的
民
本
主
義
で
あ
り
、そ
れ
は
専
制
政
の
自
己
粉
飾
に
ほ
か
な
ら
ぬ
が
、

こ
れ
が
最
初

[
カ
]

ペ
ル
リ
以
後
の
情
勢
に
於
て
、
幕
府
独
裁
に
対
す
る
抗
議
的
概

念
と
し
て
登
場
し
た
。

言
路
洞
開
と
い
う
こ
と
は
近
代
的
な
言
論
の
自
由
の
概
念
と
は
異
る
。
近
代
的

言
論
自
由
の
要
求
に
は
、
相
異
る
言
論
の
闘
争
の
過
程
を
通
じ
て
最
も
正
し
い
一

般
意
思
が
形
成
さ
れ
る
と
い
う
予
定
調
和
的
観
念
が
前
提
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
言

論
洞
開
と
は
、
支
配
者
が
下
情
に
通
ず
る
た
め
に
賢
者
の
説
を
聞
く
事
を
正
し
と

す
る
士
大
夫
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
、
政
治
が
専
ら
固

定
的
な
治
者
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
出
る
事
を
予
想
し
た
観
念
で
、
之
を
自
由
と

い
う
べ
く
ん
ば
、
言
論
の
自
由
よ
り
も
む
し
ろ
い
は
ゞ
建
白
の
自
由
、
上
書
の
自

由
で
あ
る
。
之
に
対
し
、
支
配
者
が
下
か
ら
知
識
を
吸
ひ
上
げ
る
事
を
妨
げ
ら
れ

て
い
る
状
態
が
雍
蔽

[マ
マ
]

と
い
は
れ
る
。
し
か
し
と
も
か
く
幕
末
の
国
際
危
機
の
切
迫

化
と
共
に
国
内
的
に
封
建
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
閉
鎖
性
か
ら
来
る
政
策
の
貧
困
を
打

破
す
る
た
め
に
、
ま
づ
登
場
し
て
来
た
の
が
こ
の
言
路
洞
開
の
要
求
で
あ
っ
た
。

〔
こ
の
間
原
稿
欠
。「
国
民
主
義
理
論
の
形
成
（
一
）」（『
国
家
学
会
雑
誌
』

第
五
八
巻
第
三
号
、
一
九
四
四
年
）
一
〇
八
頁
、「
国
民
主
義
理
論
の
形
成

（
二
）」
二
九
頁
、『
講
義
録
』
第
二
冊
五
九
、
九
四
頁
に
対
応
〕

そ
れ
は
恰
も
「
天
に
二
日
な
し
地
に
二
王
な
し
」
乃
至
「
普
天
率
土
」
の
思
想

が
多
元
的
政
治
力
の
朝
廷
へ
の
一
元
化
の
根
據
づ
け
と
し
て
屢
々
用
ひ
ら
れ
た
の

と
対
応
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
天
下
は
天
下
の
天
下
と
い
ふ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
、
本

来
一
人
の
天
下
た
る
の
実
体
（
即
ち
支
那
的
絶
対
専
制
）
に
、
公
論
に
基
い
て
行

ふ
と
い
ふ
民
本
原
理
の
衣
装
を
か
ぶ
せ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
そ
こ
に

は
矛
盾
し
た
二
面
が
内
在
し
て
ゐ
た
。
か
く
て
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
最
初
は
幕
府

専
制
に
対
す
る
い
は
ゆ
る
列
藩
の
政
治
参
加
の
要
求
を
表
現
し
て
ゐ
た
が
、
や
が

て
尊
王
論
が
政
治
的
色
彩
を
濃
化
し
、
朝
廷
へ
の
政
令
の
帰
一
が
主
張
さ
れ
る
様

に
な
る
と
逆
に
、
幕
府
的
立
場
よ
り
す
る
王
政
復
古
へ
の
抗
議
的
概
念
た
る
の
機

能
を
も
営
む
様
に
な
る
。
そ
れ
は
後
述
す
る
列
藩
会
議
の
思
想
的
キ
ソ
と
し
て
、
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列
藩
会
議
の
持
っ
た
矛
盾
錯
綜
し
た
役
割
を
如
実
に
反
映
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

矛
盾
を
い
ち
早
く
鋭
敏
に
感
知
し
た
の
は
松
陰
で
あ
っ
て
、
彼
は
安
政
二
年

天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
と
は
是
れ
支
那
人
の
語
、
…
…
神
州
に
在
り
て

は
断
々
と
し
て
然
ら
ざ
る
も
の
あ
り
（〔
丙
辰
〕
幽
室
文
稿
〔『
吉
田
松
陰
全

集
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
、
一
三
九
―
四
〇
頁
〕）

と
し
て
、
そ
の
尊
王
論
の
立
場
か
ら
し
て
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
真
向
か
ら
否
定

す
る
に
至
っ
た
。
同
じ
く
、
例
え
ば
松
代
藩
の
皇
学
者
、
長
谷
川
昭
道
も
そ
の
皇

道
述
義
の
う
ち
に

漢
土
の
通
言
に
、
天
下
は
一
人
の
天
下
に
非
ず
、
天
下
の
天
下
也
と
、
是
れ

乱
賊
の
徒
、
其
の
私
意
を
逞
く
せ
ん
と
欲
す
る
の
心
よ
り
、
是
れ
等
の
妄
説

を
発
す
る
者
に
し
て
…
…
皇
国
は
固
よ
り
一
人
の
天
下
に
し
て
、
決
し
て
天

下
の
天
下
に
非
ざ
る
こ
と
論
に
及
ば
す
、
漢
土
と
雖
も
、
亦
一
人
の
天
下
に

し
て
、
天
下
の
天
下
に
は
非
ざ
る
也
、
如
何
と
な
れ
ば
、
湯
武
の
如
き
人
の

天
下
を
逆
取
せ
る
者
と
雖
も
、
取
っ
て
己
れ
の
有
と
為
し
て
よ
り
後
は
、
天

下
は
湯
武
の
天
下
に
し
て
、
湯
武
の
心
次
第
い
か
や
う
に
も
自
由
に
す
る
こ

と
に
し
て
、
他
人
手
を
其
間
に
入
る
る
こ
と
能
は
ず
、
是
れ
即
ち
、
一
人
の

天
下
に
し
て
、
天
下
の
天
下
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
る
べ
し
（
長
谷
川
昭
道
、

皇
道
述
義
、
文
久
元
年
〔『
長
谷
川
昭
道
全
集
』
上
巻
、
信
濃
毎
日
新
聞
社
、

一
九
三
五
年
、
一
八
五
頁
〕）

と
し
て
、
天
下
の
天
下
な
る
思
想
を
以
て
、
実
は
一
人
の
天
下
な
る
支
那
専
制
帝

国
の
本
質
を
隠
ぺ
い
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
之
を
否
定
し
、
む
し
ろ
、「
天
に

二
日
な
し
」と
か
率[普

]天
率
土
の
思
想
に
ヨ
リ
多[カ

]い
真
理
を
見
た
。
こ
の
様
に
し
て
、

そ
れ
は
漸
次
同
じ
く
支
那
思
想
た
る
「
普
天
率
土
」
等
の
政
治
的
集
中
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
よ
っ
て
圧
倒
さ
れ
る
に
至
り
、
公
議
輿
論
の
思
想
的
キ
ソ
は
本
来
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
原
理
の
上
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。

ロ
、
西
洋
思
想
の
移
入

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
制
度
の
紹
介
と
し
て
は
、
早
く
も
文
政
十
年
に
青
地
林
宗
が

幕
命
に
よ
っ
て
稿
し
た
「
輿
地
誌
略
」
の
中
に
、
英
国
の
上
院
下
院
の
説
明
が
あ

る
。
そ
の
後
、
幕
末
志
士
に
広
く
読
ま
れ
た
の
は
、
漢
書
「
海
国
図
志
」
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
一
八
三
八
年
（
天
保
九
年
、
道
光
十
八
年
）
米
人
ブ
リ
ヂ
メ
ン
の
著

書
を
林
則
徐
が
漢
訳
さ
せ
た
も
の
を
更
に
魏
源
が
諸
書
を
参
考
し
つ
ゝ
編
纂
し
て

道
光
二
十
二
年
に
成
っ
た
世
界
地
理
書
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
嘉
永
六
年
に
我
国
に

輸
入
さ
れ
、幕
府
で
川
路
聖
謨
が
部
下
を
し
て
各
国
の
部
を
分
担
翻
訳
せ
し
め
た
。

そ
の
英
吉
利
の
部
に
、

凡
国
王
将
レ
嗣
レ
位
則
官
民
先
集
二
巴
厘
満
衙
門
一
会
議
必
新
王
皆
背
二

加
特
力

カ
ド
レ
ー
キ

教
一
而
尊
二
波
羅
特
士
頓

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

教
一
始
即
レ
位
国
中
有
二
大
事
一
王
及
官
民

倶
至
二
巴
厘
満
衙
門
一
公﹅

議﹅

乃
行
〔
尾
佐
竹
猛
『
明
治
維
新
』
下
巻
ノ
一
、
九

三
三
―
四
頁
〕

云
々
と
あ
る
が
、
佐
久
間
象
山
、
吉
田
松
陰
、
橋
本
左
内
、
横
井
小
楠
等
は
い
づ

れ
も
こ
の
書
を
愛
読
し
、
欧
洲
立
憲
政
治
に
つ
い
て
の
智
識
を
深
め
た
。
そ
の
結

果
は
例
へ
ば
安
政
二
三
年
頃
出
た
橋
本
左
内
の
「
西
洋
事
情
書
」
に
議
会
政
治
を

説
明
し
て
、
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安
政
二
、
三
年
頃
の
越
前
橋
本
左
内
の
「
西
洋
事
情
書
」

政
体
の
趣
意
は
一
に
天
帝
の
意
を
奉
行
す
る
と
申
す
こ
と
に
て
上
下
共
衆
情

に
戻
り
公﹅

議﹅

に﹅

背﹅

候﹅

儀
は
不
レ
為
事
第
一
の
律
令
に
有
レ
之
候
よ
し
依
之
役

人
之
択[選

挙
]抔

先
第
一
に
国
内
の
衆﹅

論﹅

に
基
つ
き
賢
明
才
学
の
者
を
挙
用
致
候

…
…
殊
に
国
家
の
大
事
法
令
を
改
、
兵
革
を
勤
、
工
作
を
起
し
候
〔
様
之
〕

儀
は
〔
学
校
へ
下
し
、〕
熟
議
上
に
て
黌﹅

論﹅

相
定
め
政
府
へ
申
達
政
府
に
て
も

夫
々
の
官
反
覆
訂
論
し
て
衆
情
一
同
の
上
に
て
行
候
よ
し
因
て
国
王
迚
も
一

人
に
て
吾
意
に
任
せ
恣
に
大
事
を
作
す
こ
と
不
能
由
云
々
〔『
橋
本
景
岳
全

集
』
上
巻
、
畝
傍
書
房
、
一
九
四
三
年
、
一
五
四
頁
〕

と
し
て
見
事
に
阻
爵

[咀
嚼
]

さ
れ
て
ゐ
る
。
公
議
輿
論
の
言
葉
が
思
想
的
に
議
会
政
と
の

関
聯
に
於
て
使
用
さ
れ
つ
ゝ
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
左
内
や
小
楠
の
知
識
は

主
君
松
平
春
嶽
の
上
下
両
院
論
に
大
き
な
影
響
を
与
へ
た
と
思
は
れ
る
。

そ
の
他
、
文
久
年
間
に
は
長
州
の
青
木
周
弼
、
山
縣
半
蔵
、
手
塚
律
蔵
ら
に
よ

る
「
英
国
志
」（
英
人
慕
維
廉
）
八
巻
（
と
く
に
議
会
の
説
明
詳
し
、
尾
佐
竹
〔
猛

『
明
治
維
新
』〕、
下
〔
巻
ノ
一
〕、
九
三
八
頁
参
照
）、
箕
作
阮
甫
に
よ
る
「
聯
邦

志
略
」
等
に
よ
っ
て
急
速
に
各
国
議
会
政
治
に
関
す
る
知
識
の
普
及
の
テ
ン
ポ
が

一
段
と
急
速
に
な
っ
た
（
国
内
情
勢
に
よ
る
）。
さ
う
し
て
や
が
て
単
な
る
翻
訳

や
断
片
的
な
論
述
の
域
を
超
へ
て
、
日
本
人
自
ら
の
手
に
な
る
立
憲
政
、
議
会
政

の
組
織
的
な
解
説
が
生
れ
る
様
に
な
る
の
で
あ
る
（
抽
象
／
伝
播[カ

]）。
幕
末
に
於

て
か
ゝ
る
も
の
と
し
て
最
も
著
名
で
あ
り
、
明
治
以
後
に
ま
で
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
の
は
、
福
沢
の
「
西
洋
事
情
」
加
藤
弘
之
の
「
隣
草
」
及
「
立
憲
政
体
略
」

（
津
田
真
一
郎
「
泰
西
国
法
論
」
の
焼
直
し
）
で
あ
っ
た
。

福
沢
の
「
西
洋
事
情
」
は
明
治
初
年
に
至
る
ま
で
新
知
識
の
宝
庫
と
称
せ
ら
れ
、

明
治
新
政
府
の
諸
施
設
も
多
く
之
を
参
考
と
し
た
と
い
は
れ
る
が
、
之
に
つ
い
て

は
後
章
に
譲
る
。
加
藤
弘
之
の
隣
草
（「
鄰
艸
」）
は
、
文
久
元
年
に
現
は
れ
て
ゐ

る
が
、
既
に
最
も
正
確
な
概
念
を
以
て
、
欧
米
立
憲
政
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

こ
の
書
の
由
来
、
支
那
の
改
革

そ
こ
に
彼
は
、
上
下
分
権
の
政
体
を
説
明
し
て
、

上
下
分
権
の
政
体
と
云
ふ
は
、
君
主
万
民
の
上
に
在
り
て
之
を
統
御
す
と
雖

も
、
確
固
た
る
大
律
を
設
け
、
又
公
会
と
云
へ
る
者
を
置
て
王
権
を
殺
ぐ
者

を
云
ふ
、〔
中
略
〕
其
会
議
も
上
に
云
へ
る
抜
擢
法
の
如
く
専
ら
公
明
正
大
を

貴
ぶ
が
故
に
、
必
多
人
数
の
善
し
と
せ
る
説
を
取
り
て
之
に
決
定
す
る
が
故

に
、
縦
ひ
姦
智
深
き
者
或
は
権
勢
強
き
者
に
て
も
恣
に
己
れ
が
説
を
主
張
す

る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
、
扨
此
の
如
く
、
天
下
は
天
下
万
民
の
天
下
た
る
こ

と
を
忘
れ
ず
、
万
事
〔
皆
〕
独
り
国
王
の
為
め
に
謀
ら
ず
、
専
ら
国
家
国[万

]民

の
為
に
謀
る
を
本
意
と
す
〔『
明
治
文
化
全
集
』
政
治
篇
、
日
本
評
論
社
、
一

九
二
九
年
、
六
―
七
頁
〕

と
云
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
ほ
か
彼
は
「
豪
族
専
権
の
政
体
」「
万
民
同
権
の
政
体
」
を

あ
げ
、
万
民
同
権
の
政
体
と
上
下
分
権
政
体
の
両
者
が
最
も
公
明
正
大
な
政
体
だ

が
、
前
者
は
あ
ま
り
に
理
想
に
過
ぎ
る
と
し
、
結
局
上
下
分
権
を
最
も
可
と
す
る

の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
立
憲
君
主
政
体
が
、「
天
下
は
天
下
万
民
の
天
下
」
と
い

ふ
言
葉
で
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
が
と
く
に
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
こ
に
前
述

の
支
那
的
民
本
思
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
立
憲
政
を
理
解
す
る
上
に
も
媒
介
と
な
っ
て

ゐ
る
事
実
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

― 62 ―



そ
れ
は
他
方
か
ら
見
れ
ば
漢
学
的
教
養
が
い
か
に
根
深
く
巣
喰
っ
て
居
り
、
そ

れ
が
、
西
洋
的
思
惟
の
素
直
な
把
握
を
妨
げ
て
ゐ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
支

那
的
用
語
で
説
明
す
る
こ
と
は
理
解
の
便
宜
の
上
で
は
著
し
い
助
け
と
な
っ
た

が
、
そ
の
代
り
、
そ
こ
に
危
険
性
も
存
す
る
。
以
上
の
様
な
西
洋
近
代
思
想
の
急

速
な
流
入
は
、
案
外
そ
れ
が
支
那
的
範
疇
を
通
じ
て
観
念
的
に
理
解
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
と
も
い
へ
る
。
議
会
政
治
を
実
地
に
見
た
幕
末
使
節
の
見
聞
記
。
福
沢
で

さ
へ
。万

延
元
年
（
一
八
六
〇
年
）、
日
米
条
約
批
准
交
換
の
た
め
、
正
使
新
見
豊
前

守
正
興
、
副
使
村
垣
淡
路
守
範
正
を
米
国
に
派
遣
し
た
（
福
沢
同
行
）。

村
垣
淡
路
守
の
議
会
傍
聴
記
（
航
海
日
記
）

尾
佐
竹
、
明
治
維
新
下
ノ
一
、
九
四
六
頁

福
沢
の
見
聞
記
（

福
沢
で
さ
へ
こ
れ
で
あ
る

西
洋
事
情

さ
て
、
以
上
の
様
な
思
想
的
な
背
景
の
下
に
、
公
議
輿
論
思
想
は
列
藩
会
議
論

と
上
下
二
院
論
と
の
二
つ
の
形
態
に
お
い
て
維
新
史
上
に
具
体
化
さ
れ
て
行
く
の

で
あ
る
。
ま
づ
列
藩
会
議
論
は
、
さ
き
に
阿
部
正
弘
が
ペ
リ
ー
来
朝
に
際
し
て
召

集
し
た
溜
間

[
カ
]

諸
大
名
の
会
議
の
如
き
も
の
を
、
今
後
と
も
外
交
問
題
に
関
す
る
諮

問
機
関
的
な
も
の
に
し
て
行
こ
う
と
す
る
要
求
と
し
て
現
は
れ
た
。
安
政
四
年
八

月
、
ハ
リ
ス
の
江
戸
参
府
問
題
起
る
や
、

大
廊
下
詰
、
蜂
須
賀
斉
裕
、
松
平
慶
倫
、
松
平
慶
徳
等
松
平
慶
永
邸
に
会
し
、

ハ
リ
ス
参
府
許
可
の
理
由
を
質
す
事
を
決
し
、
種
々
建
議
事
項
を
協
議
し
た

中
に
、「
凡
べ
て
外
交
事
項
は
広
く
諸
大
名
の
意
見
を
徴
す
る
こ
と
」
の
項
あ

り
。
ま
た
、
大
広
間
詰
諸
侯
伊
達
慶
邦
、
浅
野
斉
粛
、
津
軽
順
承
、
山
内
豊

信
、
松
平
直
侯
、
佐
竹
義
就
、
前
田
利
声
等
九
月
十
七
日
連
署
し
、
ハ
リ
ス

へ
の
返
翰
の
内
容
の
あ
ら
ま
し
を
前
以
て
承
知
し
た
い
等
の
事
を
申
入
れ

た
。

か
く
て
老
中
堀
田
正
睦
、
愈
々
ハ
リ
ス
が
通
商
条
約
締
結
を
正
式
提
議
す
る
や
、

そ
の
写
し
を
三[カ

]家
以
下
諸
大
名
に
示
し
て
意
見
を
徴
し
、
そ
の
後
、
諸
大
名
に
諮

問
す
る
事
同
年
末
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
い
る
。

こ
れ
と
並
ん
で
将
軍
継
嗣
問
題
の
登
場
。

家
定
の
後
任
―
―
慶
福
（
紀
州

従
弟
）
十
一
才

―
↓
井
伊
直
弼
を
は
じ
め
、
大
奥
及
溜[カ

]間

詰
保
守
的
分
子

一
橋
慶
喜
（
斉
昭
の
七
男
）
二
十
一
才

―
↓
松
平
慶
永
（
越
前
）、
島﹅

津﹅

斉﹅

彬﹅

、
伊
達
宗
城
、

山
内
豊
信
、
蜂
須
賀
斉
裕

両
派
が
京
都
に
働
き
か
け
た
。

安
政
五
年
、
井
伊
直
弼
大
老
と
な
る
（
四
月
）。
条
約
直
に

[
カ
]

許
容
し
難
し
、
再
□

衆
議
し
て
言
上
せ
よ
と
の
勅
諚
（
３
・

）
を
公
表
し
、
之
に
対
す
る
諸
大
名
の

19

意
見
を
徴
す
。
六
月
、
条
約
調
印
。
八
月
、
慶
福
、
十
四
代
家
茂
と
な
る
。
慶
永
、

斉
彬
ら
開
国
派
も
幕
府
反
対
、
斉
昭
父
子
、
徳
川
慶
恕
、
松
平
慶
永
、
慶
喜
を
處

分
。
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さ
ら
に
、
外
交
問
題
と
な
ら
ん
で
、
列
藩
会
議
の
動
向
を
活
潑
に
し
た
の
は
、

い
わ
ゆ
る
将
軍
継
嗣
問
題
の
登
場
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
十
三
代
将
軍
家
定
の
後

継
者
と
し
て
、
従
弟
に
あ
た
る
十
一
才
の
紀
州
慶
福
が
井
伊
直
弼
を
は
じ
め
大
奥

及
溜[カ

]間
詰
保
守
分
子
に
よ
っ
て
推
さ
れ
た
が
、
之
に
対
し
、
越
前
の
松
平
慶
永
、

薩
摩
の
島
津
―
―
―
―
―
―
ら
は
、
水
戸
斉
昭
の
七
男
に
し
て
、
賢
明
の
聞
え
高

い
一
橋
慶
喜
を
よ
う
立
し
、
こ
こ
に
紀
伊
派
と
一
橋
派
が
対
立
し
て
各
々
京
都
に

向
っ
て
働
き
か
け
（
い
は
ゆ
る
京
都
手
入
）
た
。
そ
う
し
て
、
一
橋
派
は
大
体
に

お
い
て
、
幕
政
の
閉
鎖
独
裁
制
を
打
破
し
、
之
を
ヨ

[マ
マ
]

リ
広
汎
な
大
名
の
参
与
を
認

め
さ
せ
よ
う
と
す
る
幕
府
内
の
改
革
派
及
外
様
大
名
が
結
集
し
、
将
軍
継
嗣
問
題

は
幕
政
改
革
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
か
ら
み
合
っ
て
愈
々
重
大
化
し
て
行
っ
た
。
安

政
五
年
紀
伊
派
の
巨
頭
井
伊
直
弼
大
老
と
な
り
、
周
知
の
如
く
、
勅
許
を
ま
た
ず

し
て
六
月
、
ハ
リ
ス
と
の
仮
条
約
に
調
印
し
、
八
月
、
慶
福
を
し
て
十
四
代
将
軍

家
茂
た
ら
し
め
る
や
、
一
橋
派
に
対
す
る
大
弾
圧
を
行
ひ
、
―
―
―
―
を
處
分
し
、

同
時
に
か
ね
て
京
都
に
関
聯
あ
る
（
攘
夷
論
を
鼓
吹
せ
る
）
志
士
浪
人
た
ち
の
一

斉
検
挙
（
い
わ
ゆ
る
安
政
大
獄
）
を
断
行
し
た
。
こ
れ
は
、
結
果
に
お
い
て
却
っ

て
、
尊
王
攘
夷
論
と
、
幕
閣
の
独
裁
に
反
対
す
る
公
議
輿
論
思
潮
と
の
結
合
を
促

進
し
、
朝
廷
も
い
ま
や
公
武
合
体
主
義
に
基
く
列
藩
会
議
論
の
主
張
を
明
白
に
表

面
化
す
る
に
至
っ
た
。

水
戸
藩
へ
の
勅
諚
（
八
月
八
日
）

無
断
調
印
及
水
戸
・
尾
張
両
家
謹
慎
處
置
を
難
じ
、「
三
家
以
下
諸
大
名
衆
議

被
二
聞
食
一
」
こ
と
を
重
ね
て
強
く
要
請
し
、
公
武
合
体
、
外
患
に
当
る
こ
と

を
主
張
す
。

幕
府
は
こ
の
勅
諚
の
諸
大
名
へ
の
伝
達
を
禁
ず
。

水
戸
に
於
け
る
激
派
（
天
狗
党
）
と
鎮
派
の
対
立
激
化
す
。

―
―
―
―
―
―

西
南
雄
藩
志
士
の
登
場

（
薩
摩
）
西
郷
吉
之
助
、
有
馬
新
七
、
大
久
保
利
通

筑
前
（
平
野
国
臣
）

長
州

吉
田
松
陰

島
津
久
光
挙
兵
上
京
（
文
久
二
年
三
月
）｛
幕
政
改
革
／
朝
権
恢
張
／
公
武
合
体

―
↓
三
事
策
「
沿
海
五
箇
国
の
藩
主
を
五
大
老
と
し
幕
政
参
与
せ
し
む
」

常
設
的
列
藩
会
議
論

幕
政
改
革
（
文
久
二
年
八
月
）
公
武
合
体
段
階

井
伊
時
代
の
處
分
、

一
橋
慶
喜

将
軍
後
見
職

国
事
犯
人
大
赦

松
平
慶
永

政
事
総
裁
職
（
横
井
小
楠
参
謀
）（
上
下
両
院
論
）

参
勤
制
度
改
革

↑
↓

諸
藩
よ
り
親
兵
設
置

朝
廷

国
事
御
用
掛
（
十
二
月
九
日
）（
少
壮
公
卿
）

勅
使
三
条
実
定[カ

]江
戸
に
下
り
、
攘
夷
期
限
に
つ
い
て
早
々
列
藩
会
議
を
開

く
こ
と
を
命
じ
て
ゐ
る
。

こ
の
頃
、
直
接
テ
ロ
リ
ズ
ム
横
行
、
足
利
梟
首
事
件
。

文
久
三
年
、
草
莽
微
臣
の
言
と
雖
も
叡
聞
に
達
す
べ
く
、
各
々
学
習
院
に
出
て
建

言
せ
よ
。

文
久
三
年
正
月
廿
七
日
、
東
山
翠
紅
会
で
の
会
合

久
坂
玄
瑞
、
寺
島
昌
昭
、
松
島
剛
蔵
（
長
州
）
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武
市
瑞
山
、
平
井
収
二
郎
（
土
佐
藩
）

宮
部
鼎
蔵
、
河
上
彦
斎
（
肥
後
）

福
羽
美
静
（
津
和
野
藩
士
）、
其
他
、
水
戸
、
対
馬
等
三
十
余
名

尊
攘
下
級
武
士
の
組
織
化

二
月
十
一
日
、
久
坂
玄
瑞
ら
関
白
邸
に
至
り
、
攘
夷
期
限
決
定
、
言
論
洞
開
、
人

材
登
用
を
強
請
す
（
同
志
三
百
名
以
上
あ
り
、
い
つ
騒
擾
に
及
ぶ
や
も
分
ら
ず
と

い
ふ
）。

将
軍
家
茂
上
洛
前
京
都
の
形
勢
、
尊
攘
派
圧
倒
的

久
光
（
三
月
十
四
日
上
京
）
朝
廷
幕
府
の
政
事
総
裁
職
、
後
見
職
の
意
見

を
軽
ん
ず
る
は
不
可
と
説
く
。

列
藩
（
公
武
）
↑
↓
下
級
、
討
幕

三
年
八
月
十
八
日
、
公﹅

武﹅

合﹅

体﹅

派
ク
ー
デ
タ
ー

建
白
受
理
停
止
、
藩
士
・
浪
士
の
公
家
出
入
禁
止
決
定

[
カ
]

、
同
時
に
、
加
賀
、

筑
前
、
久
留
米
、
肥
後
、
肥
前
、
山
内
、
伊
達
、
島
津
等
を
こ
れ
ら
に
召
す
。

文
久
三
年
十
二
月
、
久
光
の
建
議
に
よ
り
、
諸
雄
藩
大
名
の
朝
議
参
与
成
る
。

慶
喜
、
容
保
、
慶
永
、
豊
信
、
伊
達
宗
城
朝
議
参
与
を
命
ぜ
ら
る
。

列
藩
会
議
の
具
体
化
（
二
条
城

元
治
元
年

家
茂
上
京

二
条
城
に
入
る
。

慶
応
二
年
正
月
、
薩
長
聯
合
成
る
。

〈
こ
の
前
後
か
ら
主
と
し
て
薩
摩
の
西
郷
や
大
久
保
ら
が
中
心
と
な
っ
て
反
幕
的

意
図
を
帯
び
た
列
藩
会
議
論
が
登
場
し
来
る
。

慶
応
元
年
英
仏
蘭
聯
合
艦
隊
が
摂
海
に
入
り
、
兵
庫
開
港
を
要
求
し
た
頃
、
西

郷
は
大
久
保
宛
の
書
簡
で

何
れ
各
国
の
諸
侯
被
二
召
呼
一
天
下
の
公
論
を
以
て
至
当
の
御
處
置
不
二
相

成
一
候
て
は
不
二
相
済
一
只
幕
府
よ
り
申
出
候
計
に
て
兵
庫
開
港
勅
許
共
相

成
候
様
の
事
に
陥
り
候
て
は
皇
国
の
御
辱
此
上
も
無
レ
之

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
か
う
し
た
意
図
を
ひ
め
た
列
藩
会
議
論
で
あ
り
、
大
久
保

は
こ
の
論
を
以
て
京
都
で
大
に
運
動
し
た
が
、
幕
府
側
で
は
、
会
議
を
開
い
て
ゐ

る
と
時
日
が
遷
延
し
、
外
交
交
渉
上
面
白
く
な
い
と
い
ふ
理
由
と
、
幕
府
の
職
掌

が
立
た
な
い
と
い
ふ
二
つ
の
理
由
で
強
硬
に
開
催
に
反
対
し
た
。〉

慶
応
二
年
八
月
、
征
長
中
止
、
慶
喜
襲[カ

]職

慶
喜
、
列
藩
会
議
召
集
奏
請

薩
藩
大
久
保
利
通
、
岩
下
方
平
ら
反
幕
に
も
っ
て
行
く
べ
く
策
動

１
．
召
集
手
続
の
論
点

一
部
公
家
及
薩
藩
「
朝
命
を
以
て
召
集
せ
よ
」

正
親
町
三
条
実
愛
、
山
階
宮
、
近
衛
忠
房
（
内
大
臣
）、
岩
倉

結
局
、「
徳﹅

川﹅

慶﹅

喜﹅

言﹅

上﹅

の﹅

趣﹅

も﹅

あ﹅

り﹅

、
諸
藩
の
衆
議
を
聞
召
さ
る
べ
き
に
つ

き
、
速
か
に
上
京
致
し
、
決
議
の
趣
は
慶﹅

喜﹅

を﹅

以﹅

て﹅

奏
聞
す
べ
し
」
と
の
命

が
二
十
四
藩
主
或
は
前
藩
主
に
下
る
（
慶
喜
の
立
場
重
ん
ぜ
ら
る
）。

幕
府
側
と
薩
藩
等
の
暗
躍[カ

]激
化
に
伴
ひ
、
諸
侯
多
く
病
気
と
称
し
て
入
京
せ

ず
。
中
御
門
経
之
、
大
原
重
徳
ら
は
結
党
建
白
の
廉
で
閉
門
、
差
控
の
罸
を

受
け
、
山
階
宮
も
連
座
す
（
十
月
）。

十
一
月
十
七
日
、
将
軍
宣
下

列
藩
会
議
成
立
せ
ず
。

明
治

西
郷
、
大
久
保
ら
は
島
津
、
松
平
慶
永
、
山
内
豊
信
、
伊
達
宗
城
ら
の
上
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京
を
計
画
、
幕
制
廃
止
を
意
図
す
（
幕
府
は
一
大
諸
侯
に
下
り
…
…
）。

五
月
、
四
侯
会
同
（
兵
庫
開
港
、
長
州
處
分
、
朝
廷
人
事
）

↑
↓
慶
喜

四
侯
会
議
は
、
薩
摩
と
他
藩
と
の
不
一
致
で
成
立
せ
ず

か
く
て
情
勢
は
漸
く
武
力
討
幕
に
移
ら
ん
と
し
た
と
き
、
土
佐
藩
の
上
下
両
院
論

が
幕
末
公
議
思
想
の
最
後
の
段
階
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

龍
馬
の
八
策
（
王
政
復
古
、
平﹅

和﹅

的﹅

）

土
佐
藩
の
上
下
両
院
論
の
理
論
的
指
導
者
は
坂
本
龍
馬
で
あ
っ
た
。
慶
応
三

年
、
龍
馬
は
有
名
な
る
八
策
を
草
し
た
が
、
そ
の
中
に
、
上
下
議
政
所
、
諸
侯
会

盟
等
の
語
が
あ
る
。
後
に
之
が
前
節
に
の
べ
た
如
く
王
政
復
古
説
と
結
び
つ
き
、

「
天
下
の
政
権
を
朝
廷
に
奉
還
な
さ
し
め
政
令
宜
し
く
朝
廷
よ
り
出
づ
べ
き
事
」

と
同
時
に
、「
上
下
議
政
局
を
設
け
、
議
員
を
置
き
て
万
機
を
参
賛
せ
し
め
万
機
宜

し
く
公
議
に
決
す
べ
き
事
」
の
主
張
と
し
て
具
体
化
さ
れ
た
。
山
内
容
堂
が
有
名

な
大
政
奉
還
建
白
に
添
へ
た
別
書
に
、

一
、
天
下
ノ
大
政
ヲ
議
定
ス
ル
全
権
ハ
朝
廷
ニ
在
リ
、
乃
我
皇
国
ノ
制
度
法

則
〔
一
切
〕
万
機
必
ス
京
師
ノ
議
政
所
ヨ
リ
出
ツ
ヘ
シ

一
、
議
政
所
上
下
ヲ
分
チ
議
事
官
ハ
上
公
卿
ヨ
リ
下
陪
臣
庶
民
ニ
至
ル
迄
正

明
純
良
ノ
士
ヲ
選
挙
ス
ヘ
シ

と
あ
る
の
は
、
龍
馬
の
思
想
を
継
承
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
土
佐
藩
の
立
場
は
、

一
方
薩
長
及
激
派
公
卿
の
武
力
討
幕
論
に
対
し
て
は
、
王
政
復
古
、
以
て
幕
府
を

諸
侯
の
列
に
下
す
こ
と
の
主
張
を
以
て
之
を
宥
め
、
他
方
佐
幕
主
義
者
に
対
し
て

は
「
万
機
公
論
」
の
面
を
強
調
し
て
、
王
政
復
古
が
決
し
て
薩
長
の
専
制
を
意
味

せ
ざ
る
こ
と
、
幕
府
に
と
っ
て
名
を
捨
て
ゝ
実
を
と
る
所
以
な
る
こ
と
を
説
き
、

か
く
し
て
当
面
の
政
局
を
自
己
の
指
導
権
の
下
に
平
和
的
に
拾
収
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。
土
佐
藩
の
国
際
危
機
の
強
調
は
、
そ
の
平
和
主
義
の
立
場
を
著
し
く
有

利
な
ら
し
め
た
。

さ
う
し
て
慶
喜
は
王
政
復
古
後
に
於
け
る
か
う
し
た
諸
侯
会
議
の
設
置
を
予
想

し
、
そ
こ
で
従
来
の
実
質
的
地
位
を
保
持
す
る
に
若
か
ざ
る
を
考
へ
て
大
政
奉
還

を
決
意
し
た
の
で
あ
る
。
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
、
彼
の
著
名
な
る
大
政
奉
還
の

文
に
、當

今
外
国
の
交
際
日
に
盛
な
る
に
よ
り
愈
政[朝

]権
一
途
に
出
不
レ
申
候
而
者
綱

紀
難
レ
立
候
間
従
来
の
旧
習
を
改
め
政
権
を
[朝
廷
に
]奉
レ
帰
広﹅

く﹅

天﹅

下﹅

の﹅

公﹅

議﹅

を﹅

尽﹅

し﹅

聖
断
を
仰
ぎ
同
心
協
力
共
に
皇
国
を
保
護
仕
候
得
ば
、
必
ず
海

外
万
国
と
可
二
並
立
一
候
、

と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
奉
還
が
如
何
に
対
外
危
機
の
認
識
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
か

を
示
す
と
同
時
に
、
そ
こ
に
公
議
輿
論
の
立
場
が
離
れ
が
た
く
ま
つ
は
っ
て
ゐ
る

こ
と
を
知
り
う
る
。
こ
の
慶
喜
の
奉
還
前
後
に
幕
府
側
か
ら
も
議
会
論
乃
至
聯
邦

制
の
構
想
が
輩
出
し
て
ゐ
る
の
は
か
う
し
た
情
勢
を
背
景
と
し
た
も
の
に
ほ
か
な

ら
ぬ
。

幕
府
側
で
の
王
政
復
古
を
見
越
し
て
の
上
下
両
院
論
と
し
て
は
、
夙
に
文
久
二

年
、
大
久
保
忠
寛
（
一
翁
）
が
、
大
小
公
議
会
の
設
置
を
松
平
春
嶽
に
建
議
し
て

ゐ
る
し
、
大
久
保
や
横
井
小
楠
ら
に
よ
っ
て
幕
臣
の
間
に
議
会
思
想
は
か
な
り
普

及
し
て
ゐ
た
。
か
く
て
情
勢
愈
々
切
迫
し
た
慶
応
三
年
十
一
月
に
は
、

大
変
革
の
御
時
節
な
れ
ば
議
事
院
被
建
候
節
尤
至
当
也
、
上
院
は
公
武
御
一
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席
、
下
院
は
広
く
天
下
の
人
材
御
挙
用

と
の
小
楠
の
建
白
あ
り
、
ま
た
同
じ
頃
、
津
田
真
一
郎
も
そ
の
泰
西
知
識
に
基
い

て
、
徳
川
氏
を
中
心
と
す
る
「
日
本
国
総
制
度
論
」
を
建
白
し
た
（
慶
応
三
年
九

月
）。
小
笠
原
壱
岐
守
が
奉
還
当
日
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
に
対
し
、

今
後
の
政
局
は
（
未
来
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
）
御
門
の
御
裁
可
を
条
件
と
し
て
、

大
君
に
よ
っ
て
決
裁
さ
れ
る
大
名
会
議
（
councilofgreatdaim
yos）
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
（
D
iplom
atin
Japan
p.282）

と
語
っ
て
ゐ
る
の
も
当
時
の
幕
臣
の
意
図
が
奈
辺
に
あ
っ
た
か
を
示
し
て
ゐ
る
。

か
う
し
た
幕
府
側
で
の
一
聯
の
王
政
復
古
後
の
新
国
家
組
織
の
う
ち
、
最
も
詳
細

な
も
の
は
、
西
周
が
慶
喜
の
顧
問
と
し
て
慶
喜
の
意
を
う
け
て
構
想
し
た
「
議
題

腹
稿
」
で
あ
ら
う
。

西
周
（
が
慶
喜
顧
問
と
し
て
）
議
題
腹
稿
（
詳
細
を
極
め
る
が
重
要
の
点
の

み
摘
記
す
）

一
、
徳
川
政
府
は
全
国
行
政
権
を
握
る
が
、
し
ば
ら
く
、
司
法
権
も
行
使
す
る
。

一
、
皇
室
領
、
公
卿
領
、
大
名
領
は
現
状
維
持
と
し
、
議
政
院
で
通
過
し
た
法
律

に
触
れ
ざ
る
限
り
自
治
的
行
政
権
を
行
使
す
る
。

一
、
天
皇
大
権
左
の
如
し
。

イ
、
法
律
の
裁
可
権
（
↓
「
欽
定
之
権
」）。
但
シ
拒
否
権
ナ
シ
。「
異
議
ハ
有

之
間
敷
事
」

ロ
、
紀
元
之
権
（
一
世
一
元
）

ハ
、
尺
度
量
衡
之
権

ニ
、
神
仏
両
道
ノ
長
タ
ル
事
（
宗
教
行
政
）

ホ
、
叙
爵
之
権

ヘ
、
諸
大
名
に
分
当
て
ら
れ
た
兵
備
を
置
く
権

ト
、
大
名
よ
り
貢
献
を
受
け
る
権

一
、
大
君
の
権
左
の
如
し

イ
、
全
国
行
政
権
を
掌
握
す
。
首
都
（
公
府
）
は
大
阪
に
置
く

ロ
、
全
国
行
政
官
の
賞
罸
、
任
免
権

ハ
、
上
院
議
長
（
上
院
列
座
之
総
頭
）
と
し
て
、
両
院
の
議
決
せ
ざ
る
と
き
、

三
票
の
投
票
権
を
も
つ

ニ
、
下
院
の
解
散
権

一
、
大
名
之
権
即
ち
議
政
院
之
権

イ
、
上
院
は
一
万
石
以
上
の
大
名
よ
り
成
る
。
全
国
に
関
係
す
る
法
度
を
決

定
す
る
。

ロ
、
下
院
は
藩
の
上
下
総
名
代
の
名
目
で
藩
士
一
人
づ
ゝ
出
す
。
上
院
同
様

法
度
を
議
決
す
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
下
院
の
構
成
に
つ
い
て

洋
制
に
而
は
人
口
之
多
寡
に
準
じ
総
代
差
出
候
例
に
は
有
之
候
得
共
、
方
今

封
建
之
治
〔
に
〕
而
左
様
も
相
成
不
申
、
且
百
姓
町
人
も
未
た
文
盲
の
時
に

は
左
様
相
成
兼
候
間
、
当
時
之
所
姑
く
一
藩
一
名
宛
総
名
代
と
云
て
罷
出
可

然
哉

と
言
っ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
大
名
領
の
現
状
維
持
と
並
べ
て
考
へ
る
と
、
こ
の

一
見
如
何
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
に
見
え
る
構
想
が
、
実
質
的
に
は
近
代
国
家
か
ら

遠
い
も
の
で
あ
る
か
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
之
と
並
ん
で
、
慶
応
三
年
十
月
、
老
中
格
松
平
乗
謨
の
見
込
書
は
（
仏

公
使
ロ
ッ
シ
ュ
の
意
見
に
よ
っ
て
）、
米
国
流
の
中
央
集
権
的
聯
邦
制
を
説
い
て

ゐ
る
点
注
目
さ
れ
る
。

王
制
の
義
は
上
下
院
御
取
立
、
大
事
小
事
次
第
に
も
寄
り
候
得
共
、
先
下
院

に
て
議
決
候
處
を
上
院
に
て
猶
議
決
著
相
成
候
上
、
御
施
行
成
さ
れ
候
義[儀

]。

且
州
郡
の
議
事
院
も
上
下
を
分
御
取
立
相
成
…
…
御
国
政
都
て
右
両
所
の
議

を
経
て
然
る
後
御
奏
聞
、
決
議
の
事
は
容﹅

易﹅

に﹅

主﹅

上﹅

も﹅

御﹅

議﹅

論﹅

在﹅

ら﹅

せ﹅

ら﹅

れ﹅

ず﹅

候﹅

様﹅

の﹅

義﹅

。
且
右
の
通
王
制
御
施
行
の
上
は
諸
大
名
私
家
の
兵
卒
貯
置
候

に
及
ば
ざ
る
義
に
御
制
度
御
定
（
中
央
集
権
的
！
）
…
…
都
て
御
国
律
御
一

変
、
議
事
院
を
以
蒼
生
の
言
路
を
塞
が
ず
、〔
御
〕
政
事
寛
に
し
て
公
明
正
大

に
成
さ
れ
、
全
国
の
力
を
以
全
国
を
守
、
全
国
の
財
を
以
全
国
の
費
用
に
当

て
、
諺
に
曰
天
下
は
一
人
の
天
下
に
あ
ら
ず
、
天
下
万
民
の
天
下
と
申
如
く

相
御[成

]候
は
ゞ
、
誰
有
て
政
を
専
に
し
国
を
私
す
る
抔
の
言
を
出
候
も
の
は
之

れ
有
る
ま
じ
く
云
々
〔
尾
佐
竹
猛
『
明
治
維
新
』
下
巻
ノ
一
、
九
五
八
―
九

頁
〕

若
し
王
政
復
古
後
の
政
治
情
勢
が
、
土
佐
藩
の
平
和
改
革
の
線
に
沿
っ
て
進
行

し
た
な
ら
、
慶
喜
ら
幕
府
側
の
予
想
し
た
如
き
聯
邦
組
織
が
成
立
し
た
か
も
知
れ

ぬ
。
け
だ
し
王
政
復
古
と
は
い
へ
、
朝
廷
側
は
何
等
の
経
済
力
も
持
た
ず
、
ま
た

二
、三
の
西
南
雄
藩
の
外
は
殆
ど
武
力
的
キ
ソ
も
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
儘
の
形
で
列
藩
会
議
を
開
け
ば
、
衰
へ
た
り
と
は
い
へ
徳
川
氏
の
実
権
は
断

然
他
を
圧
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
て
歴
史
は
全
く
異
っ
た
歩
み
を
辿
っ
た

こ
と
で
あ
ら
う
。
し
か
し
あ
く
ま
で
幕
府
権
力
の
覆
滅
を
期
す
る
岩
倉
ら
激
派
公

卿
と
、
西
郷
、
大
久
保
、
木
戸
ら
の
策
謀
は
遂
に
成
功
し
て
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
と

な
り
、
徳
川
氏
の
武
力
討
伐
に
ま
で
事
態
は
発
展
し
て
、
勢
力
の
中
心
は
全
く
徳

川
氏
を
去
り
、
列
藩
会
議
論
の
最
後
の
段
階
と
し
て
の
上
の
如
き
諸
々
の
主
張
は

遂
に
実
現
の
期
を
失
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

最
後
に
わ
れ
〳
〵
は
列
藩
会
議
論
の
歴
史
的
役
割
を
も
う
一
度
ふ
り
か
へ
っ
て

見
よ
う
。
列
藩
会
議
論
は
し
ょ
詮
、
公
武
合
体
論
で
あ
り
、
そ
こ
に
限
界
を
も
っ

て
ゐ
た
。
そ
れ
は
、
上
に
見
た
ご
と
く
、
反
幕
側
に
と
っ
て
は
幕
府
の
と
く
に
外

交
問
題
に
対
す
る
独
裁
権
を
攻
撃
す
る
武
器
で
あ
り
、
幕
府
側
に
と
っ
て
は
、
薩

長
等
の
急
進
的
尊
攘
論
を
牽
制
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
。
さ
う
し
て
同
時

に
そ
れ
は
終
始
、
各
藩
で
の
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
藩
主
や
家
老
か
ら
軽
輩
武
士

乃
至
浪
人
の
手
に
移
行
せ
ん
と
す
る
動
向
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
割
を
も
つ
と
め

た
。
公
幕
の
対
立
が
激
化
し
、
薩
長
及
小
壮
公
卿
を
中
心
と
し
て
武
力
討
幕
の
気

配
が
濃
く
な
る
や
、
か
う
し
た
急
進
論
の
側
か
ら
は
列
藩
会
議
論
は
も
は
や
聞
か

れ
な
く
な
り
、
そ
れ
は
専
ら
幕
府
及
幕
府
に
同
情
を
も
つ
藩
（
た
と
へ
ば
土
佐
）

の
側
か
ら
、
王
政
復
古
の
必
然
性
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
、
幕
府
を
そ
の
下
部
行

政
機
関
と
し
て
存
置
せ
ん
と
す
る
意
図
か
ら
主
張
さ
れ
る
様
に
な
っ
た
。
し
か
も

こ
の
頃
、
下
級
武
士
の
抬
頭
は
幕
府
で
も
諸
藩
で
も
無
視
す
べ
か
ら
ざ
る
情
勢
と

な
っ
て
ゐ
た
の
で
、
こ
こ
に
列
藩
会
議
論
は
上
下
両
院
論
と
い
ふ
新
装
の
下
に
現

は
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
時
代
は
多
元
的
政
治
力
の
強
力
な
集
中
へ
と
向
っ

て
ゐ
た
。
本
質
的
に
等
族
会
議
的
制
約
を
も
っ
て
ゐ
た
（
諸
藩
に
よ
る
聯
邦
的
形

態
）列
藩
会
議
が
複
雑
多
岐
な
国
内
国
外
問
題
を
處
理
し
う
る
筈
が
な
か
っ
た（
例

へ
ば
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
等
は
列
藩
会
議
で
は
到
底
決
せ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
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ら
う
）。

王
朝
的
絶
対
主
義
勢
力
に
よ
っ
て
諸
維

[マ
マ
]

新
の
諸
変
革
が
行
は
れ
た
こ
と
は
庶
民

的
勢
力
が
決
定
的
に
未
成
熟
で
あ
っ
た
当
時
の
段
階
に
於
て
必
然
で
あ
り
、
そ
れ

は
当
初
の
デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
扮
装
に
も
拘
ら
ず
や
が
て
い
は
ゆ
る「
有
司
専
制
」

た
る
べ
く
運
命
づ
け
ら
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
（
明
治
政
府
も
は
じ
め
は
「
政
体
書
」

に
み
ら
れ
る
如
き
立
憲
的
粉
飾
を
つ
け
、
公
議
所
等
を
設
置
し
て
下
級
武
士
の
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
を
反
映
し
た
。
が
だ
ん
だ
ん
本
性
を
あ
ら
は
す
）。﹇
之
に
対
し
て
明
治

政
府
に
い
は
ゞ
打
棄
り
を
く
ら
っ
た
武
士
階
級
ら
は
や
が
て
「
公
論
」
の
名
の
下

に
一
聯
の
反
革
命
運
動
へ
と
流
れ
て
行
く
﹈
の
で
あ
る
。
従
っ
て
列
藩
会
議
乃
至

上
下
両
院
論
の
進
歩
性
は
、
と
く
に
外
交
問
題
を
め
ぐ
っ
て
幕
権
を
動
揺
さ
せ
た

こ
と
に
あ
り
、
ま
た
そ
こ
に
と
ゞ
ま
っ
た
。
そ
れ
と
近
代
的
な
立
憲
主
義
乃
至
民

主
主
義
と
の
間
に
は
明
確
な
一
線
が
ひ
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る（
尾
佐
竹
上
、

一
二
頁
）。

さ
れ
ば
こ
そ
、
文
久
二
年
頃
、
幕
府
の
衰
頽
を
見
て
、「
ド
ゥ
ダ
迚
も
幕
府
の
一

手
持
は
六
か
し
い
、
先
づ
諸
大
名
を
集
め
て
独
逸
聯
邦
の
様
に
し
て
は
如
何
」（
自

伝
）
と
い
ふ
考
を
持
っ
て
ゐ
た
福
沢
も
、
王
政
復
古
を
前
に
し
て
幕
府
側
か
ら
盛

に
上
の
様
な
聯
邦
制
度
論
が
提
起
さ
れ
た
時
に
は
左
の
如
く
断
乎
と
し
て
反
対
態

度
を
持
し
た
の
で
あ
っ
た
。

大
名
同
盟
の
論
不
二
相
替
一
行
は
れ
候
様
子
な
り
。
此
義
は
太
郎
殿
（
川
路

太
郎
）
敬
輔
殿
（
中
村
正
直
）
へ
も
内
々
御
御
話
し
兼
て
小
生
の
持
論
に
て

御
論
破
可
レ
被
レ
成
。
同
盟
の
説
行
は
れ
候
は
ゞ
随
分
国
は
フ
リ
ー
に
も

可
二
相
成
一
候
得
共
、
T
his
freedom
is,Iknow
,the
freedom
to
fight

am
ong
Japanese.如
何
様
相
考
候
共
、モ
ナ
ル
キ
に
無
レ
之
候
て
は
、唯
々

大
名
同
士
の
カ
ジ
リ
ヤ
イ
に
て
、
我
国
の
文
明
開
化
は
進
み
不
レ
申
、
今
日

の
世
に
出
て
大
名
同
盟
の
説
を
唱
候
者
は
一
国
の
文
明
開
化
を
妨
げ
候
者
に

て
、
即
ち
世
界
中
の
罪
人
、
万
国
公
法
の
許
さ
ざ
る
所
な
り
、
此
議
論
決
し

て
御
忘
却
被
レ
成
間
敷
候
（
慶
応
二
年
十
一
月
、
福
沢
英
之
助
宛
書
簡
）

福
沢
は
「
文
明
開
化
」
の
強
力
な
推
進
は
当
時
の
歴
史
的
段
階
に
あ
っ
て
は
、

た
ゞ
封
建
的
多
元
的
勢
力
の
打
破
に
よ
る
国
民
的
統
一
を
通
じ
て
の
み
可
能
で
あ

る
こ
と
、
封
建
的
勢
力
の
聯
合
形
態
は
そ
れ
が
い
か
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
扮
装
を
ま

と
っ
て
ゐ
て
も
畢
竟
反
動
的
性
格
を
も
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
鋭
敏
に
看
取
し
た
の
で

あ
っ
た
。

こ
の
意
味
に
於
て
、
慶
応
四
年
閏
四
月
発
行
の
江
湖
新
聞
第
六
集
に
、
横
浜
在

留
洋
人
某
の
所
説
と
し
て
、「
日
本
政
体
及
内
乱
の
説
」
と
題
し
、

扨
会
盟
の
方
は
三
藩
と
称
せ
る
も
の
魁
首
と
な
り
、
其
余
の
諸
侯
は
班
に
列

せ
る
迄
な
り
。「
政
事
を
採
る
の
法
、帝
を
戴
き
、議
院
を
設
け
、議
官
を
置
、

輿
論
を
開
き
、
欧
洲
立
君
裁
制
の
国
体
を
擬
模
し
、
頗
る
開
化
に
至
れ
る
が

如
く
な
れ
ど
も
、
其
事
業
は
全
き
事
を
得
ざ
る
べ
し
。
其
故
何
ぞ
や
、
凡
そ

立
君
裁
制
之
政
治
、
欧
洲
に
行
は
る
ゝ
の
勢
を
考
る
に
、
封
建
一
変
し
て
国

君
擅
制
に
至
り
、
擅
制
一
変
し
て
裁
制
に
及
ぶ
。
い
ま
だ
封
建
よ
り
直
ち
に

裁
制
に
変
ぜ
る
も
の
を
見
ず

と
い
っ
て
ゐ
る
の
は
、
流
石
に
歴
史
的
段
階
の
認
識
に
於
て
あ
や
ま
た
ざ
る
観
察

と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
日
本
は
ま
さ
に
封
建
的
多
元
性
を
克
服
し
て
ア
ブ
ソ
リ
ュ

テ
ィ
ズ
ム
へ
の
道
を
ば
く
進
し
つ
ゝ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第
二
章

啓
蒙
思
想
と
反
動
思
想

第
一
節

総

論

王
政
復
古
か
ら
明
治
十
年
の
西
南
戦
争
ま
で
は
、
封
建
日
本
が
外
国
勢
力
の
一

貫
せ
る
重
圧
の
下
に
、
と
も
か
く
も
国
際
的
独
立
を
確
保
す
る
に
足
る
近
代
的
統

一
国
家
に
ま
で
急
速
に
自
己
脱
皮
し
よ
う
と
す
る
懊
悩
と
激
動
の
時
代
で
あ
っ

た
。
日
本
が
い
は
ゆ
る
典
型
的
市
民
革
命
の
道
を
一
直
線
に
歩
む
こ
と
を
は
ば
ん

だ
諸
要
因
が
そ
こ
に
ひ
し
め
き
合
ひ
、
摩
擦
・
混
乱
が
全
日
本
を
津
波
の
様
に
ゆ

る
が
し
た
。
明
治
新
政
府
は
公
卿
勢
力
と
薩
長
土
肥
の
雄
藩
出
身
者
の
コ
ア
リ

シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
そ
れ
自
身
純
然
た
る
寡
頭
支
配
で
あ
り
、
広
汎
な

国
民
的
背
景
を
欠
い
で
い
た
。
庶
民
的
勢
力
は
自
ら
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
変
革

を
遂
行
す
る
ほ
ど
主
観
的
に
も
客
観
的
に
も
成
熟
し
て
ゐ
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん

彼
等
の
封
建
制
に
対
す
る
積
極
的
、
消
極
的
な
反
抗
は
幕
藩
体
制
を
ゆ
り
う
ご
か

す
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
は
あ
っ
た
。
王
政
復
古
の
大
号
令
に
、

来[近
]年

物
価
格
別
騰
貴
如
何
ト
モ
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
勢

富
者
ハ
益
々
富
ヲ
累

ネ
、
貧
者
ハ
益
々
窘
急
〔
ニ
〕
至
候
趣
畢
竟
政
令
不
正
ヨ
リ
所
致
、
民
ハ
王

者
之
大
宝
百
事
御
一
新
之
折
柄
旁
被
悩
宸
襟[衷

]候

智
謀
遠
計[識

]救
弊
之
策
有
之

候
者
ハ
無

[マ
マ
]

誰
彼
可
申
出
〔
候
〕
事

と
あ
る
は
、ま
さ
し
く
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
応
答
で

リ
ス
ポ
ン
ス

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
そ
れ
は
封
建
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
い
は
ゞ
盲
目
的
な
力
で
あ
っ
て
変
革

を
自
ら
の
力
で
方
向
づ
け
る
い
か
な
る
組
織
も
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
産
業
資
本

の
蓄
積
は
ほ
と
ん
ど
い
ふ
に
足
り
ず
、
農
業
と
手
工
業
は
い
ま
だ
広
範
囲
に
結
合

し
、
都
市
と
農
村
と
の
分
業
の
程
度
は
ま
だ
微
弱
で
あ
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
維

新
変
革
を
終
始
背
後
か
ら
規
定
し
た
外
国
勢
力
は
、
支
那
に
於
け
る
太
平
天
国
乱

の
苦
い
経
験
に
鑑
み
て
、
前
節
に
述
べ
た
如
く
、
変
革
を
な
る
べ
く
上
か
ら
の
漸

次
的
な
そ
れ
た
ら
し
め
ん
と
す
る
意
図
を
持
っ
て
ゐ
た
。
か
く
て
維
新
政
府
の
第

一
の
任
務
は
、
一
面
に
こ
れ
ら
外
国
勢
力
と
そ
の
背
後
に
あ
る
世
界
資
本
主
義
の

要
求
に
適
応
し
て
封
建
日
本
を
統
一
的
国
民
国
家
に
変
形
す
る
と
同
時
に
、
他
面

か
く
集
中
さ
れ
た
国
家
権
力
を
以
て
、
資
本
制
生
産
様
式
を
強
行
的
に
移
植
し
、

「
富
国
強
兵
」
以
て
そ
れ
ら
外
国
勢
力
の
圧
力
を
最
短
期
間
に
排
除
せ
ん
と
す
る

に
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
は
当
然
に
封
建
勢
力
の
自
己
脱
皮
と
し
て
、
自
ら
の
社

会
的
地
盤
に
対
し
て
根
本
的
な
メ
ス
を
入
れ
る
事
な
く
し
て
は
不
可
能
で
あ
っ

た
。
版
籍
奉
還
、
廃
藩
置
県
、
田
地
永
代
売
買
禁
止
の
解
除
と
身
分
制
の
廃
絶
、

職
業
・
居
住
移
転
・
交
通
の
自
由
制
、
地
租
改
正
に
よ
る
自
由
な
る
所
有
権
の
確

立
、
徴
兵
制
の
施
行
、
廃
刀
令
、
秩
禄
處
分
と
士
族
授
産
―
―
こ
れ
ら
一
聯
の
「
我

国
未
曾
有
の
変
革
」
は
王
政
復
古
後
の
十
年
間
に
め
ま
ぐ
る
し
い
テ
ン
ポ
を
以
て

次
々
と
断
行
さ
れ
た
。
維
新
政
府
の
布
告
や
有
力
藩
主
の
建
白
の
な
か
に
は
、
た

し
か
に
島
国
的
日
本
よ
り
世
界
的
日
本
へ
の
華
々
し
き
門
出
に
対
す
る
限
り
な
い

抱
負
と
希
望
と
同
時
に
わ
れ
と
わ
が
身
を
行
方
し
れ
ぬ
変
革
の
怒
濤
の
中
に
さ
ら

さ
ん
と
す
る
一
種
悲
痛
な
感
情
と
が
交
錯
し
て
ゐ
る
。（
こ
れ
ら
の
中
か
ら
新
時

代
の
表
情
を
窺
ふ
べ
き
二
三
の
例
を
挙
げ
て
見
よ
う
。）

一
、
五
ヶ
条
の
御
誓
文
と
同
時
に
発
せ
ら
れ
た
宸
翰
に
曰
く
、（
加
田
〔
哲
二
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『
現
代
日
本
文
明
史
第
一
一
巻

社
会
史
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
四

〇
年
〕
頁
九
一
）

二
、
版
籍
奉
還
上
表
（
明
治
二
年
）
加
田
九
六
頁

三
、
徴
兵
に
関
す
る
詔
（
明
治
五
年
十
一
月
）

い
ま
だ
中
央
権
力
と
し
て
は
き
は
め
て
薄
弱
な
財
政
的
、
武
力
的
基
礎
の
上
に

こ
の
様
な
変
革
を
次
々
と
断
行
す
べ
き
使
命
を
も
っ
た
明
治
政
府
の
道
程
が
い
か

に
困
難
を
き
は
め
て
ゐ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。

内
外
ノ
大
難
皇
国
危
急
存
亡
ノ
秋
切
迫
ス
ル
事
間
不
レ
容
レ
髪
抑
昨
年
来
兵

乱
漸
平
一
時
無
事
ノ
形
ヲ
成
ス
ト
モ

[
マ

マ

]
大
小
牧
伯
各
狐
疑
ヲ
抱
キ
天
下
人
心

恟[洶
]々

然
ト
シ
テ
其
乱
ル
ヽ
コ
ト
百
万
ノ
兵
戈
動
ク
ヨ
リ
可
レ
恐
〔『
大
久
保
利

通
文
書
』
第
三
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
二
八
年
、
一
六
一
―
二
頁
〕

と
は
明
治
二
年
、
大
久
保
利
通
が
岩
倉
具
視
宛
書
簡
で
述
べ
た
当
時
の
政
治
情
勢

で
あ
っ
た
。
巨
大
な
封
建
勢
力
は
全
国
に
蟠
居
し
て
ゐ
た
。
維
新
変
革
の
推
進
力

と
な
っ
た
全
国
下
級
武
士
層
は
維
新
政
府
が
攘
夷
を
実
行
す
る
ど
こ
ろ
か
、
率
先

開
国
政
策
に
邁
進
し
、
旧
習
を
打
破
し
、
西
欧
文
明
採
入
の
選[カ

]手
た
ら
ん
と
す
る

様
相
を
不
安
と
焦
躁
と
の
念
を
も
っ
て
注
視
し
た
。
さ
う
し
て
彼
等
の
社
会
的
な

栄
誉
と
特
権
が
一
つ
一
つ
取
上
げ
ら
れ
て
行
く
に
及
ん
で
や
が
て
そ
れ
は
勃
然
た

る
憤
懣
へ
と
変
じ
て
行
っ
た
。
さ
ら
に
本
来
か
う
し
た
封
建
的
身
分
制
の
廃
除
に

よ
っ
て
解
放
さ
る
べ
き
庶
民
層
も
急
激
な
環
境
の
激
変
に
殆
ど
適
応
出
来
ず
、
雨

と
下
る
布
告
を
煩
し
く
思
ひ
、
新
ら
し
い
生
活
様
式
に
む
し
ろ
敵
意
を
示
し
た
。

変
革
も
解
放
も
す
べ
て
庶
民
か
ら
隔
絶
し
た
政
治
勢
力
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
事

か
ら
来
る
必
然
的
結
果
は
、
さ
う
し
た
変
革
過
程
に
対
す
る
庶
民
の
能
動
的
協
力

を
不
可
能
な
ら
し
め
、
か
へ
っ
て
、
統
一
国
家
建
設
に
伴
ふ
財
政
的
負
担
の
加
重

に
対
し
て
反
撥
的
態
度
に
出
た
。
例
へ
ば
明
治
七
年
一
月
六
日
、
東
京
日
々
新
聞

に
曰
く
、

民
間
の
情
実
は
中
々
戸
長
村
役
人
等
の
御
上
へ
表
向
き
申
上
ぐ
べ
き
者
に
非

ず
。
其
間
に
立
つ
者
は
実
に
難
儀
な
り
。
縦
令
ば
御
上
よ
り
一
令
出
る
毎

に
、
先
づ
い
は
く
又
何
ぞ
や
か
ま
し
い
事
を
出
て
来
た
か
。
今﹅

度﹅

は﹅

何﹅

の﹅

税﹅

を﹅

取﹅

る﹅

ぞ﹅

、
能
く
も
能
く
も
取
る
事
計
り
触
出
す
事
だ
な
ど
と
云
へ
り
。

各
々
が
身
の
為
に
な
る
事
に
て
も
、
新﹅

規﹅

の﹅

事﹅

は﹅

総﹅

て﹅

不﹅

便﹅

利﹅

な﹅

り﹅

と﹅

思﹅

へ﹅

り﹅

。（
同
上〔
田
中
惣
五
郎『
征
韓
論
・
西
南
戦
争
』白
揚
社
、一
九
三
九
年
〕、

九
七
頁
）

江
州
伊
勢
尾
張
辺
の
人
気
殊
に
宜
し
か
ら
ず
、
且
御
上
の
御
布
言
を
呑
込
た

る
者
更
に
無
し
て
、
兎
角
御
上
を
疑
ふ
心
あ
り
て
、
政
府
は
百
姓
町
人
を
困

ら
せ
る
事
に
ば
か
り
掛
り
て
居
ら
せ
ら
る
ゝ
様
に
思
ひ
込
み
、
頻
り
に
昔
の

時
世
を
慕
ひ
て
、
何
事
に
付
て
も
昔
し
世
の
能
か
り
し
時
は
云
々
と
ば
か
り

云
へ
り
。
…
…
今
の
世
は
天
下
一
般
文
明
開
化
成
り
行
き
た
る
様
に
諸
方
新

聞
紙
に
は
書
い
て
あ
れ
ど
、
中
々
さ
う
ば
か
り
で
も
無
し
と
い
へ
り
（
明
治

七
年
（
一
、
六
、）
頃
の
国
民
気
質
（
田
中
、
征
韓
論
九
六
頁
））

か
く
て
本
来
利
害
相
反
す
べ
き
士
族
と
庶
民
は
、
屢
々
一
致
し
て
新
政
府
に
対

す
る
反
抗
を
企
て
た
。
幕
末
に
昂
揚
し
た
一
揆
打
毀
し
は
維
新
以
後
減
少
す
る
ど

こ
ろ
か
逆
に
そ
の
数
を
加
へ
、
し
か
も
そ
れ
ら
は
不
平
士
族
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ

る
こ
と
が
少
く
な
か
っ
た
。
か
う
し
た
情
勢
に
面
し
て
明
治
政
府
が
端
初

[
カ
]

に
と
っ

た
態
度
に
は
二
つ
の
基
本
的
な
方
向
が
窺
は
れ
る
。
第
一
に
、
政
府
は
ひ
た
す
ら
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政
府
の
経
済
的
、
武
力
的
キ
ソ
の
強
化
に
よ
っ
て
封
建
勢
力
の
反
革
命
企
図
を
鎮

圧
せ
ん
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
、
政
府
は
当
初
の
公
議
輿
論
尊
重
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
漸
次
か
な
ぐ
り
捨
て
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
維
新
直
後
、政
体
書﹇
官

吏
公
選
﹈
に
よ
っ
て
三
権
分
立
に
基
く
上
下
両
局
が
設
置
さ
れ
、
公
選
議
員
よ
り

成
る
公
議
所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
間
も
な
く
、
明
治
二
年
、
諮
問
機
関
的
性
格
の

濃
い
集
議
院
と
変
り
、
明
治
四
年
に
は
そ
れ
も
廃
止
さ
れ
て
、
僅
か
に
純
然
た
る

官
選
議
員
よ
り
成
る
左
院
へ
と
変
貌
し
た
。
こ
の
所
謂
万
機
公
論
よ
り
有
司
専
制

へ
の
過
程
は
必
ず
し
も
公
式
的
に
反
動
的
と
目
し
え
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
け
だ
し

さ
う
し
た
公
議
機
関
は
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
形
態
に
も
拘
ら
ず
そ
の
実
質
は
全
く

諸
藩
の
封
建
的
利
害
を
代
表
し
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
（
公
議
所
）
支
配
的
雰
囲
気
の
封
建
性
の
例

切
腹
禁
止
議
事

可
三
・
非
二
百
↓
否
決

小
野
清
五
郎
暗
殺
さ
る

帯
刀
随
意
案

満
場
一
致
否
決
（
提
案
者
森
有
礼
徴
士
を
免
ぜ
ら
れ
暗
殺
さ

れ
ん
と
す
）

禁
洋
服
議

可
決

し
か
も
明
治
政
府
は
一
方
か
う
し
て
自
己
の
権
力
的
キ
ソ
を
強
化
す
る
と
共

に
、
他
方
洋
学
者
は
も
と
よ
り
心
学
者
や
神
官
ま
で
も
動
員
し
て
維
新
と
こ
れ
に

伴
う
新
政
策
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
啓
蒙
的
宣
伝
を
大
々
的
に
行
ひ
、
以
て
社
会

意
識
と
時
代
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
急
速
に
う
づ
め
よ
う
と
し
た
。
所
謂
文
明
開
化
の

旋
風
は
か
く
し
て
全
国
を
ふ
き
ま
く
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
維
新
後
の
諸
変
革
や

諸
施
設
の
説
明
、
旧
習
旧
俗
の
打
破
、
新
技
術
、
機
械
の
解
説
等
を
主
な
内
容
と

し
た
「
開
化
物
」
と
呼
ば
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
何
百
種
何
千
種
と
氾
濫
し
た
。

さ
う
し
て
之
と
併
行
し
て
民
間
に
あ
っ
た
洋
学
者
も
い
ま
や
幕
府
時
代
の
有
形
無

形
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
自
の
立
場
か
ら
活
潑
な
動
き
を
示
し
始
め
、
著
書

に
翻
訳
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
文
化
の
紹[カ

]述
に
つ
と
め
た
。
そ
れ
は
た
し
か
に
我
国

が
未
だ
経
験
し
な
か
っ
た
啓
蒙
時
代
で
あ
っ
た
。
た
ゞ
こ
の
啓
蒙
は
フ
ラ
ン
ス
の

そ
れ
の
様
に
民
間
か
ら
自
主
的
に
熟
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
外
か
ら

の
刺
戟
に
よ
り
、
政
府
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
た
め
に
か
へ
っ
て
文
明
開
化
の
流
行
は
強
度
の
伝
染
性
を
持
っ
た
。
古
い

意
識
は
新
ら
し
い
衣
装
を
ま
と
ふ
事
に
よ
っ
て
簡
単
に
排
除
さ
れ
た
様
に
思
は
れ

た
。
古
い
も
の
は
新
ら
し
い
も
の
と
の
対
決
を
経
ず
に
打
棄
ら
れ
た
。
前
者
は
止

揚
さ
れ
ず
し
て
単
に
傍
に
お
し
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ひ
と
び
と
は
け﹅

ん﹅

ら﹅

ん﹅

た

る
新
文
明
に
対
し
、
戸
迷
ひ
し
、
面
喰
っ
た
け
れ
ど
も
、
次
の
瞬
間
に
は
憑
か
れ

た
様
に
そ
の
怒
濤
の
中
に
突
入
し
て
行
っ
た
。
封
建
的
拘
束
か
ら
俄
に
解
放
さ
れ

た
人
々
が
自
れ
を
制
御
す
る
す
べ
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
咎
め
る
に
止
り

[
カ
]

な

い
。
自
由
と
は
単
に
外
か
ら
の
た
が
が
は
づ
れ
る
事
で
あ
っ
た
。
二
、
三
の
例
を

挙
げ
よ
う
。

時
ニ

値
フ

文
明
開
化
春

廃
レ
刀
斬
レ
髪
各
闘
レ
新

身
上
ノ

洋
衣
英
雑
レ
仏
ニ

懐
中
時
計
金
耶
銀

本
心
未
レ
脱
蛮
夷
俗

外
貌
枉
ゲ
テ

郊[效
]西

子
顰

江
湖
幾
万
青
年
子

誰
カ

是
レ

真
開
真
化
人
（
開
化
の
は
な
し
〔『
明
治
文
化

全
集
』
文
明
開
化
篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
九
年
、
七
四
頁
〕
外
貌
的
文

明
開
化
）

実
ニ
近
年
自
由
ノ
権
利
ト
言
フ
事
流
行
シ
テ
ヨ
リ
。
其
道
理
ヲ
モ
辨
ヘ
ズ
。
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己
レ
ガ
身
勝
手
ナ
ル
事
ヲ
ス
ル
ヲ
。
自
由
ノ
権
ト
思
フ
人
。
往
々
ニ
シ
テ
在

リ
。
サ
レ
ド
モ
寝
テ
居
テ
禄
ヲ
食
ヒ
。
自
由
ノ
権
ト
思
フ
士
族
。
又
ハ
経
モ

読
ミ
得
ズ
シ
テ
。
賽
銭
ヲ
貪
ラ
ン
ト
ス
ル
。
僧
侶
ナ
ド
ニ
比
ス
レ
バ
猶
ホ
勝

レ
リ
ト
言
フ
ベ
キ
カ
。（
竹
中
邦
香
、
民
権
大
意
上
、
明
治
七
、
三
〔
大
谷
津

逮
堂
、
三
丁
ウ
―
四
丁
オ
〕
自
由
ノ
濫
用
）

其
の
如
何
に
極
端
ま
で
奔
り
た
る
か
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
か
、
此
新
空
気
を

十
分
に
呼
吸
せ
る
少
年
あ
り
、
裸
体
跣
足
し
て
、
父
と
客
と
相
対
話
せ
る
室

内
に
突
進
し
て
敢
て
耻
る
の
色
な
し
、
父
之
を
叱
す
れ
ば
即
ち
答
て
曰
く
、

児
之
を
父
に
聞
く
、
文
明
開
化
の
士
人
は
旧
風
に
頓
着
せ
ず
と
。
ま
た
士
人

に
し
て
、
公
然
娼
婦
を
携
ひ
て
市
中
を
横
行
す
る
者
あ
り
、
篤
行
の
人
之
を

詰
れ
ば
即
ち
曰
く
、
自
主
自
由
の
世
、
敢
て
拘
々
然
と
し
て
些
の
礼
を
顧
み

る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
我
れ
我
が
銭
を
以
て
娼
を
買
ふ
、
何
の
不
可
か
之
あ
ら

ん
、
欧
米
の
風
、
皆
な
自
主
自
由
な
り
と
、（〔
竹
越
与
三
郎
〕
新
日
本
史
、

中〔
民
友
社
、一
八
九
二
年
〕、七
〇
頁

自
由
の
誤
解（
明
治
五
、六
年
頃
））

又
例
へ
ば
、
明
治
六
年
刊
行
の
「
文
明
開
化
童
戯
百
人
一
首
」（
総ふ

さ

生ふ

寛ひ
ろ
し

）
に
も

同
じ
様
な
、
開
化
風
俗
の
描
写
が
見
ら
れ
る
。
例
へ
ば
、

参
議
篁

○
御
布
告
と
日
々
新
聞
を
読
む
べ
し
と
ひ
と
に
は
告
よ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね

〔『
明
治
文
化
全
集
』
文
明
開
化
篇
、
四
四
一
頁
〕

こ
こ
に
は
矢
継
早
の
政
府
の
新
政
策
と
社
会
の
急
激
な
変
化
に
漸
く
追
随
す
る
に

精
一
ぱ
い
の
人
民
の
感
情
が
表
現
さ
れ
て
ゐ
る
。

○
が
す
燈
の
光
り
ぞ
今
は
頼
み
な
る

雲
が
く
れ
に
し
夜
半
の
月
か
な

○
蒸
気
車
の
は
し
る
は
見
え
て
石
炭
の
さ
し
も
し
ら
じ
な
も
ゆ
る
お
も
ひ
は

○
き
の
ふ
あ
ひ
け
ふ
別
れ
て
も
て
れ
が
ら
ふ

ま
つ
と
し
き
か
ば
今
か
へ
り

こ
む

○
鼻
の
先
あ
つ
く
な
り
に
し
巻
煙
草

長
く
も
が
な
と
思
ひ
け
る
か
な

こ
れ
ら
は
い
づ
れ
も
滔
々
と
し
て
流
入
し
来
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
技
術
文
明
に
対
す

る
驚
異
を
示
し
て
ゐ
る
（
上﹅

か﹅

ら﹅

の﹅

開
化
の
結
果
。
↓
文
明
開
化
が
い
か
に
受
取

ら
れ
た
か
。
technologicalcivilization
の
側
面
へ
の
重
視
）。

そ
れ
は
リ
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
は
ざ
る
「
自
由
」
の
当
然
の
現
象
形
態
で

あ
っ
た
。
維
新
よ
り
七
、
八
年
頃
ま
で
の
間
我
が
思
想
・
言
論
界
の
み
な
ら
ず
一

般
社
会
が
こ
れ
ほ
ど
潑
剌
と
し
た
開
放
的
な
空
気
に
満
ち
た
時
代
は
大
正
昭
和
を

通
じ
て
も
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
し
か
し
悲
し
い
か
な
そ
れ
は
同
時
に
感
覚
的
快

楽
の
奔
放
な
爆
発
と
一
切
の
社
会
的
モ
ラ
ル
の
喪
失
と
価
値
の
ア
ナ
ー
キ
ー
の
時

代
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
当
時
の
新
聞
雑
誌
か
ら
も
充
分
窺
ひ
知
ら
れ
る
。
む
ろ
ん

「
啓
蒙
」
の
真
の
思
想
的
エ
リ
ッ
ト
は
か
う
し
た
傾
向
に
対
し
て
絶
へ
ず
警
告
を

発
し
て
ゐ
た
。
し
か
し
そ
の
声
は
文
明
開
化
の
怒
濤
の
な
か
で
殆
ど
聞
き
と
れ
な

か
っ
た
。
明
治
十
年
頃
ま
で
伝
統
主
義
を
露
わ
に
代
表
し
た
動
向
は
次
々
と
敗
北

し
世
人
の
嘲
笑
の
彼
方
に
葬
り
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
う
し
た
考
え
方
の
発

こ
う
す
る
地
盤
そ
の
も
の
は
文
明
開
化
思
潮
よ
り
も
は
る
か
に
強
靭
な
根
を
国
民

の
間
に
も
っ
て
い
た
。
と
く
に
文
明
開
化
が
な
に
よ
り
産
業
革
命
以
後
の
け
ん
ら

ん
た
る
物
質
文
明
の
形
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
た
め
、
そ
れ
は
最
初
か
ら
国

民
を
内
面
か
ら
規
定
す
る
精
神
力
と
し
て
作
用
す
る
余
地
が
少
な
か
っ
た
。「
ざ

ん
ぎ
り
頭
を
叩
い
て
見
れ
ば
文
明
開
化
の
音
が
す
る
」。
し
か
も
文
明
開
化
の
イ
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デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
に
、
啓
蒙
思
潮
と
し
て
の
大
き
な
制
約
が
内
在
し
て
い
た

こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
滲
透
力
は
い
よ
〳
〵
稀
薄

[
カ
]

な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
表
面
的
な
思
想
の
興
亡
隆
替
の
底
に
泥
沼
の
様
に
沈
澱
し
た
国
民
意
識
〔
以

下
欠
〕

第
二
節

文
明
開
化
思
想

〔
参
考
文
献
〕

大
衆
用福

沢
諭
吉
「
西
洋
事
情
」（
慶
応
二
年
―
明
治
二
年
）

「
学
問
の
す
ゝ
め
」（
明
五
―
九
）

小
川
為
治
「
開
化
問
答
」（
明
七
）

加
藤
祐
一
「
文
明
開
化
」（
明
七
）

元
田
直
「
東
京
土
産
（
明
四
）

横
川[河

]秋
濤
「
開
化
の
入
口
」（
明
六
・
七
）

曲
肱
軒
主
人
「
開
化
の
は
那
し
」（
明
十
二
）

高
級
用福

沢
「
文
明
論
之
概
略
」（
明
八
）

加
藤
「
真
政
大
意
」（
明
三
）

「
国
体
新
論
」（
明
七
）

津
田
「
如
是
我
観
」

明
六
社
↓
森
有
礼
主
唱

明
六
雑
誌

阪
谷
素
、
箕
作
秋
坪
、

西
周
、
津
田
真
道
、
中
村
正
直
、

福
沢
諭
吉
、
森
有
礼
、
神
田
孝
平
、
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加
藤
弘
之

翻
訳

ミ
ル
「
自
由
之
理
」
中
村
正
直
訳

明
四

ス
マ
イ
ル
ス
「
西
国
立
志
編
」

〃

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
「
万
法
精
理
」
何
礼
之

明
八

ミ
ル
「
代
議
政
体
」
永
峰
秀
樹

明
八

ル
ソ
ー
「
民
約
論
」
服
部
徳

明
十

ギ
ゾ
ー
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
」
永
峰

明
九

維
新
直
後
に
氾
濫
し
た
所
謂
開
化
物
に
は
ほ
ゞ
ど
の
様
な
思
想
的
共
通
性
が
見

ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
ま
づ
そ
れ
ら
は
啓
蒙
思
想
と
し
て
い
づ
れ
も
当
然
に
合
理

主
義
の
立
場
に
立
っ
て
ゐ
た
。
旧
習
乃
至
旧
制
度
の
批
判
も
、
新
施
設
新
制
度
の

説
明
も
す
べ
て
一
定
の
「
道
理
」
の
見
地
か
ら
少
し
の
陰[カ

]影
も
の
こ
さ
ず
、
一
刀

両
断
的
に
下
さ
れ
た
。
加
藤
祐
一
が
「
文
明
開
化
」
に
於
て
、

と
に
か
く
奇
怪
な
事
な
ど
を
説
か
れ
て
驚
か
さ
る
ゝ
人
は
、（
中
略
）
文
明
開

化
の
人
と
は
い
は
れ
ぬ
、
何
事
に
も
せ
よ
、
我
心
に
得
心
せ
ぬ
事
は
、
よ
く

よ
く
其
理
を
推
究
め
て
、
な
る
程
左
様
あ
る
べ
き
道
理
じ
や
と
み
づ
か
ら
辨

別
が
つ
い
て
か
ら
信
ず
べ
き
〔
事
〕
は
信
じ
、
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
事
は
信
ぜ

ぬ
が
よ
い
じ
や（
加
藤
、仝
上〔『
明
治
文
化
全
集
』文
明
開
化
篇
、一
七
頁
〕）

と
い
ひ
、

世
の
諺
に
、
理
外
の
理
と
い
ふ
事
を
い
ふ
が
、
あ
れ
は
究
理
の
た
ら
ぬ
人
の

い
ひ
出
し
た
事
で
、
理
外
の
理
と
い
ふ
も
の
ゝ
あ
る
べ
き
道
理
が
な
い
。
夫

は
我
が
あ
り
た
け
の
智
恵
に
、
分
別
の
い
か
ぬ
事
を
、
理
外
の
理
な
ど
と
ぬ

け
口
上
を
い
ふ
た
も
の
で
、
今
一
つ
理
の
究
め
や
う
が
足
ら
ぬ
故
わ
か
ら
ぬ

の
じ
や
〔
一
八
頁
〕

と
断
じ
て
ゐ
る
の
は
最
も
明
白
に
さ
う
し
た
立
場
を
表
明
し
て
ゐ
る
。〈（
従
っ
て

そ
の
著
で
は
、

帽
子
は
か
な
ら
ず
着
べ
き
道
理

沓
は
か
な
ら
ず
は
く
べ
き
道
理

肉
食
は
穢
る
べ
き
も
の
に
非
ざ
る
道
理

世
に
奇
怪
の
事
は
決
し
て
あ
る
ま
じ
き
道
理

化
も
の
は
化
も
の
に
あ
ら
ざ
る
道
理

狐
つ
か
ひ
と
い
ふ
も
の
は
あ
る
ま
じ
き
道
理

天
狗
と
い
ふ
も
の
は
あ
る
ま
じ
き
道
理

と
い
ふ
標
題
の
示
す
如
く
、
問
題
が
「
べ
き
道
理
」
と
「
ま
じ
き
道
理
」
の
い
づ

れ
か
と
し
て
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。）〉

か
う
し
た
考
へ
方
に
於
て
は
、
旧
秩
序
乃
至
旧
観
念
は
人
間
の
本
来
あ
る
べ
き

理
性
を
蔽
ひ
か
く
し
た
所
か
ら
発
生
す
る
愚
昧
さ
を
意
味
し
、
新
秩
序
は
即
ち
、

そ
の
蔽
ひ
が
と
れ
て
事
物
の
真
姿
が
顕
現
せ
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
両
者
の
間

に
は
歴
史
的
な
関
聯
は
存
せ
ず
し
て
む
し
ろ
、
暗
愚
と
開
明
と
の
絶
対
的
対
立
が

あ
る
。
い
は
ゆ
る
開
化
物
が
、
旧
観
念
を
代
表
す
る
人
物
（
旧
平
、
頑
蔵
）
と
新

意
識
を
代
表
す
る
人
物
（
開
次
郎
、
才
助
）
と
の
対
話
の
形
式
を
屢
々
と
っ
て
ゐ

る
の
は
こ
こ
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
批
判
は
、
天
狗
、
化
物
等
の
迷

信
の
打
破
よ
り
始
ま
っ
て
、
封
建
体
制
の
諸
々
の
非
合
理
性
の
摘
抉
に
至
る
ま
で
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峻
烈
を
き
は
め
る
。
し
か
も
さ
う
し
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
を
ば
殆
ど
予
備
知
識

を
も
た
な
い
庶
民
に
理
解
さ
れ
易
い
言
葉
で
、
彼
等
の
意
識
の
中
に
た
ゝ
き
込
ん

で
行
か
う
と
苦
心
し
て
ゐ
る
点
が
、
こ
れ
ら
開
化
物
の
特
色
を
な
し
て
ゐ
る
。
以

下
主
要
な
批
判
様
式
を
例
示
し
て
見
よ
う
。

ま
づ
政
治
的
社
会
的
な
面
で
最
も
力
を
注
い
だ
の
は
当
然
に
、
身
分
的
差
別
観

の
打
破
、
人
間
平
等
意
識
の
鼓
吹
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば

天
道
様
が
人
を
造
へ
る
に
、
大
名
だ
か
ら
四
ツ
目
に
し
て
、
手
足
が
八
本
、

穢
多
だ
か
ら
一
ツ
目
に
し
て
手
足
が
二
本
と
い
ふ
差
別
は
ご
ざ
り
升
ま
ひ
。

人
間
と
い
ふ
物
は
み
な
両
眼
四
足
に
出
来
て
ゐ
る
と
こ
ろ
を
見
れ
ば
、
人
間

の
釣
合
は
何
の
従
五
位
で
も
権
兵
衛
八
兵
衛
で
も
同
等
な
わ
け
で
は
ご
ざ
ら

ん
か
（
小
川
為
治
「
開
化
問
答
」
巻
上
〔『
明
治
文
化
全
集
』
文
明
開
化
篇
、

一
一
一
頁
〕）

と
い
ふ
如
き
。
か
う
し
た
思
潮
を
集
約
的
に
表
現
せ
る
も
の
と
し
て
一
世
を
風
靡

し
た
の
が
、
か
の
福
沢
の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
の
冒
頭
の
句
、「
天
は
人
の
上
に
人

を
造
ら
ず
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
は
ま
た
当
然
格
式
の
打
破
へ
と
導
く
。「
以
前
に
は
む
づ
か
し
い
規
則
が

有
て
、
農
家
商
家
で
三
階
造
り
な
ど
に
す
る
と
、
直
に
驕
り
じ
や
の
身
分
不
相
応

じ
や
の
と
い
ふ
て
、
察
斗
を
受
」
け
た
が
、
元
来
〔「
〕
百
万
両
の
身
代
で
百
万
両

相
応
の
華
美
を
尽
す
は
あ
た
り
ま
へ
の
事
で
咎
め
る
所
は
な
い
」（
加
藤
祐
一
「
文

明
開
化
」〔
一
〇
頁
〕）。

経
済
外
的
強
制
の
排
除
は
す
な
は
ち
経
済
力
の
社
会
的
解
放
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

身
分
の
先
天
的
区
別
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
、
貧
富
の
後
天
的
差

異
を
ば
、
学
問
や
努
力
に
根
據
づ
け
つ
ゝ
肯
定
す
る
の
で
あ
る
。

学
問
の
す
ゝ
め
の
冒
頭
の
句
に
は
、

人
は
生
れ
な
が
ら
に
し
て
貴
賤
貧
富
の
別
な
し
唯
学
問
を
勤
て
物
事
を
よ
く

知
る
者
は
貴
人
と
な
り
富
人
と
な
り
無
学
な
る
者
は
貧
人
と
な
り
下
人
と
な

る
な
り
〔『
福
沢
撰
集
』
岩
波
文
庫
、
一
九
二
八
年
、
七
二
頁
〕

と
い
ふ
説
明
が
続
い
て
ゐ
る
。
平
等
な
る
個
人
の
自
由
競
争
と
い
ふ
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
理
想
が
光
ま
ば
ゆ
く
登
場
し
来
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
前
提
と
し
て
封
建
的
な
権
力
抑
圧
の
体
系
を
暴
露
し
、
庶

民
の
眼
前
に
そ
の
権
威
性
を
剥
ぎ
と
る
事
が
必
須
の
任
務
と
な
る
。
小
川
為
治

「
開
化
問
答
」
は
封
建
時
代
の
人
権
無
視
に
つ
い
て
、

御
用
だ
と
か
御
免
だ
と
か
い
ふ
文
字
を
附
れ
ば
、
石
で
も
材
木
で
も
人
間
よ

り
貴
く
な
り
又
武
士
に
は
切
捨
御
免
抔
と
い
ふ
法
が
あ
り
て
、
百
姓
丁
人
を

切
殺
し
か
ま
は
ぬ
と
い
ふ
事
が
ご
ざ
る
。
ナ
ン
ト
こ
れ
で
は
百
姓
丁
人
の
命

は
己
の
物
で
は
な
く
、
武
士
の
借
物
同
様
に
て
理
に
悖
た
こ
と
で
は
ご
ざ
ら

ん
か
。（
小
川
為
治
「
開
化
問
答
」〔
一
一
二
―
三
頁
〕）

と
い
ひ
、
ま
た
、

人
民
の
狭
き
料
簡
か
ら
家
も
政
府
の
借
物
、
地
面
も
政
府
の
借
物
…
…
妻
や

娘
も
政
府
の
借
り
物
、
し
ま
ひ
に
は
我
身
命
ま
で
政
府
の
借
物
と
心
得
、
政

府
が
家
を
よ
こ
せ
と
い
へ
ば
唯
、
地
面
を
よ
こ
せ
と
い
へ
ば
唯
、
…
…
妻
や

娘
を
よ
こ
せ
と
い
へ
ば
唯
、
身
命
を
も
よ
こ
せ
と
い
へ
ば
即
承
引
し
て
唯
と

い
ひ
、
た
と
へ
心
中
に
は
無
理
な
る
仕
業
非
道
な
る
仕
向
と
歯
を
切
っ
て
恚

り
、
足
摺
り
し
て
怨
む
と
も
…
…
無
據
政
府
の
意
に
曲
順
し
て
、
そ
の
言
付
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を
肯
ひ
た
り
し
事
で
ご
ざ
る
。
ナ
ン
ト
旧
平
さ
ん
、此
等
の
事
を
考
ふ
れ
ば
、

昔
の
世
界
は
身
の
毛
が
戦
栗
様
で
は
ご
ざ
ら
ん
か
（
明
文
、
134）

と
論
じ
て
ゐ
る
。
し
か
し
こ
の
点
を
も
っ
と
も
鋭
く
衝
き
飽[カ

]む
こ
と
な
く
批
判
し

た
の
は
や
は
り
学
問
の
す
ゝ
め
で
あ
っ
た
。

学
問
の
す
ゝ
め
、
福
沢
撰
集
八
一
頁

さ
う
し
て
開
化
論
者
の
苛
酌[カ

]な
き
批
判
は
、
残
存
支
配
階
級
と
し
て
の
現
在
の
士

族
に
ま
で
及
ぶ
。

…
…
さ
れ
ば
今
日
の
士
族
は
昔
し
の
武
士
と
は
こ
と
か
は
り
、
軍
役
の
為
に

設
置
る
ゝ
事
で
は
な
く
、
唯
そ
の
活
計
を
御
救
助
な
さ
る
為
に
御
扶
持
を
下

さ
る
わ
け
で
ご
ざ
る
。
さ
れ
ば
名
は
百
姓
丁
人
の
上
に
位
す
れ
ど
も
、
畢
竟

百
姓
丁
人
の
寄
食
人
で
ご
ざ
る
。
ま
た
足
下
は
是
ま
で
の
武
士
を
大
そ
う
役

に
立
た
物
の
や
う
に
い
ひ
な
さ
る
が
、
僕
の
考
へ
で
は
同
じ
二
本
ざ
し
な
ら

焼
豆
腐
の
方
が
は
る
か
に
ま
し
だ
と
思
ひ
升
。（「
開
化
問
答
」〔
一
一
四
頁
〕）

か
う
し
た
士
族
の
「
遺
物
性
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
集
中
的
に
批
判
を
浴
び

る
の
は
帯
刀
で
あ
る
。

今
の
御
時
節
で
は
刀
は
真
に
贅
物
で
ご
ざ
る
。
な
ぜ
と
い
ふ
に
、
刀
を
頼
に

し
や
れ
大
和
魂
だ
抔
と
威
張
て
居
る
人
は
、
身
体
に
魂
は
な
く
し
て
刀
が
魂

ゆ
ゑ
、
若
し
刀
が
な
け
れ
ば
身
体
は
空
虚
に
て
何
の
用
に
も
立
升
ま
ひ
。

（「
開
化
問
答
」〔
一
一
六
頁
〕）

福
沢
は
さ
ら
に
激
し
い
。

文
明
開
国
の
世
の
中
に
難
有
さ
う
に
兇
器
を
腰
に
し
て
居
る
奴
は
馬
鹿
だ
。

其
刀
の
長
い
ほ
ど
大
馬
鹿
で
あ
る
か
ら
、
武
家
の
刀
は
之
を
名
け
て
馬
鹿

メ
ー
ト
ル
と
云
ふ
が
好
か
ら
う
（
福
翁
自
伝
〔
岩
波
文
庫
、
一
九
三
七
年
、

二
一
九
頁
〕）

さ
て
こ
の
様
な
旧
体
制
や
旧
社
会
意
識
の
峻
烈
な
批
判
を
通
じ
て
、
こ
れ
ら
開

化
論
者
の
法
＝
政
治
観
の
上
に
自
か
ら
一
つ
の
重
要
な
収
穫
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

そ
れ
は
自
然
法
と
実
定
法
の
区
別
と
両
者
の
背
反
関
係
が
い
ま
や
明
白
な
意
識
に

上
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
自
然
法
的
意
識
は
従
来
と
も
天
理
、
天
道
と
い
ふ
様

な
名
で
宋
学
的
教
養
の
う
ち
に
存
在
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
朱
子
学
が
社
会
規

範
と
自
然
法
則
と
を
同
じ
「
道
」
の
う
ち
に
総
括
し
て
ゐ
る
た
め
、
そ
こ
で
の
自

然
法
は
も
っ
ぱ
ら
実
定
法
に
内
在
し
、
之
を
キ
ソ
づ
け
る
意
味
を
帯
び
、
両
者
の

明
確
な
区
別
は
あ
ま
り
説
か
れ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
今
や
歴
史
的
秩
序
に
対
し
て
道
理
が
超
越
的
に
批
判
を
下
す
地
位
に

立
つ
に
及
ん
で
、
い
は
ゆ
る
革
命
的
自
然
法
（
ト
レ
ル
チ
）
の
構
成
が
自
か
ら
熟

し
た
わ
け
で
あ
る
。
例
へ
ば
加
藤
祐
一
は
い
ふ
。

世
の
中
に
人
の
随
は
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
二
つ
あ
る
、
夫
は
正
理
と
公
法
と

じ
や
、
し
か
し
其
法
と
い
ふ
も
の
は
、
斯
う
な
う
て
は
叶
は
ぬ
道
理
じ
や
と

い
ふ
處
を
考
定
め
て
法
と
す
る
の
で
や
は
り
も
と
は
正
理
か
ら
割
出
し
た
も

の
じ
や
、
…
…
扨
其
通
り
法
と
い
ふ
も
の
は
正
理
か
ら
割
出
し
た
も
の
な
れ

ど
、
其
時
々
の
勢
に
依
て
曲
げ
て
定
む
る
法
な
ど
も
あ
り
、
又
其
時
節
に
は

至
極
適
当
の
正
理
な
れ
ど
も
時
勢
が
変
化
す
る
と
甚
不
的
当
に
な
る
事
も
あ

り
、
ま
た
何
ほ
ど
正
理
で
も
暴
行
に
は
一
時
勝
た
れ
ぬ
事
な
ど
も
あ
る
事
じ

や
、（
加
藤
祐
一
「
文
明
開
化
」〔
三
二
頁
〕）

こ
こ
で
は
明
白
に
正
理
と
い
ふ
自
然
法
が
、
実
定
法
に
よ
っ
て
最
初
か
ら
、
或
は
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時
の
経
過
と
共
に
蹂
躙
さ
れ
る
可
能
性
が
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
、
小
川
為

治
「
開
化
問
答
」
が
「
人
間
の
釣
合
」
の
平
等
性
を
説
い
た
後
に
、

さ
て
又
人
間
の
有
様
と
い
ふ
物
が
ご
ざ
る
。
い
は
ゆ
る
貴
賤
貧
富
家
柄
格
式

の
類
に
て
、
…
…
こ
れ
は
天
道
様
か
ら
命
ぜ
ら
れ
た
事
で
は
な
く
、
人
間
仲

間
の
私
し
の
定
め
に
て
〔
一
一
〇
頁
〕

云
々
と
い
っ
て
ゐ
る
の
も
、
や
は
り
人
間
の
先
天
的
平
等
と
社
会
秩
序
の
後
天
的

（
従
っ
て
実
定
的
）
不
平
等
と
を
意
識
的
に
対
立
さ
せ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
か

う
し
た
対
立
意
識
が
や
が
て
後
に
自
由
民
権
論
に
流
れ
込
ん
で
そ
の
批
判
性
を
形

成
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

他
方
に
於
て
ま
た
開
化
論
者
は
、
こ
の
様
な
自
然
法
の
観
念
を
以
て
、
国
際
関

係
に
適
用
し
、
固
陋
な
攘
夷
的
、
反
開
国
的
風
潮
の
打
破
に
つ
と
め
た
。
最
高
の

政
治
権
力
と
し
て
の
国
家
が
服
す
べ
き
一
つ
の
道
徳
律
が
あ
る
と
い
ふ
考
へ
は
、

朱
子
学
の
天
道
と
か
天
理
と
か
い
ふ
範
疇
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
居
り
、
こ
れ
が
幕

末
に
於
て
「
天
地
の
公
道
」
と
い
ふ
観
念
に
発
展
し
た
が
（
松
陰
）、
や
が
て
之
が

和
蘭
フ
ィ
ッ
セ
リ
ン
グ
な
ど
か
ら
教
示
さ
れ
た
「
性
法
」
す
な
は
ち
自
然
法
の
思

想
に
根
據
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
（
天
理
／
性
法
／
公
法
／
◎
神
田
孝

平
「
性
法
略
」（
明
治
四
年
））。
本
来
、
国
際
間
に
事
実
的
な
強
弱
関
係
以
外
を
認

識
し
よ
う
と
し
な
い
一
般
人
に
と
っ
て
、
幕
末
以
来
の
外
国
勢
力
の
重
囲
の
下
に

開
国
す
る
と
い
ふ
事
は
、
そ﹅

れ﹅

自﹅

体﹅

明
白
な
敗
北
と
思
は
れ
、
従
っ
て
、「
攘
夷
」

よ
り
の
退
却
は
す
な
は
ち
外
国
勢
力
に
対
す
る
無
限
の
退
却
の
可
能
性
を
意
味
す

る
も
の
と
し
て
国
際
関
係
に
つ
い
て
い
ひ
知
れ
ぬ
恐
怖
と
不
安
を
抱
い
て
ゐ
た
。

是
に
対
し
て
国
内
に
於
け
る
と
同
じ
く
国
際
間
に
於
け
る
「
道
理
」
の
支
配
を
説

い
て
い
は
れ
な
き
猜
疑
感
と
恐
怖
感
を
排
除
さ
せ
る
の
が
、
開
化
論
者
の
任
務
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
例
へ
ば
開
化
問
答
は
、

刀
を
廃
さ
せ
て
西
洋
人
が
日
本
を
乗
取
る
較
計
だ
ら
う
と
は
あ
ん
ま
り
行
過

た
考
へ
で
ご
ざ
る
。
外
国
と
御
交
際
な
さ
る
に
は
、
御
条
約
と
い
ふ
も
の
が

あ
り
、
交
際
の
法
と
い
ふ
も
の
が
ご
ざ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
理
の
為
に
は
た
と
へ

ア
フ
リ
カ
の
黒
奴
に
も
侘
入
り
、
道
の
た
め
に
は
世
界
が
一
団
に
な
っ
て
攻

て
来
た
か
ら
と
て
懼
る
ゝ
わ
け
で
は
御
座
ら
ぬ
。（
明
文
全
P.116）

と
い
っ
て
ゐ
る
。
こ
の
最
後
の
言
葉
の
出
所
は
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
で
あ
る
（
福

沢
撰
集
、
学
問
の
す
ゝ
め
、
七
四
頁
、
七
五
頁
）。
福
沢
こ
そ
は
、
こ
の
点
に
於
て

も
、
個
人
の
自
由
独
立
と
国
家
の
自
由
独
立
と
を
道
理
、
乃
至
権
義
を
以
て
一
貫

し
て
キ
ソ
づ
け
た
点
に
於
て
、
自
然
法
の
超
越
的
批
判
的
性
格
に
つ
い
て
も
最
も

透
徹
し
た
意
識
を
持
っ
て
ゐ
た
と
い
ひ
う
る
。

さ
て
、
開
化
物
が
以
上
の
様
に
し
て
、
旧
体
制
、
旧
意
識
に
対
し
て
い
は
ゞ
無

媒
介
的
な
直
接
的
対
立
の
態
度
を
と
っ
て
ゐ
る
の
と
恰
度
う
ら
は
ら
に
、
そ
れ
は

維
新
以
後
の
政
府
の
政
策
に
対
し
て
は
殆
ど
完
全
に
弁
護
し
是
認
し
、
礼
賛
を
惜

ま
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
こ
れ
ら
の
啓
蒙
思
潮
の
フ
ォ
ン
・
オ
ー
ベ
ン
と
い
ふ

性
格
が
は
っ
き
り
と
窺
は
れ
る
。
そ
れ
は
、
一﹅

般﹅

的﹅

に﹅

民
衆
の
批
判
的
精
神
を
喚

起
し
よ
う
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
政
府
の
新
政
策
、
新
施
設
の
宣
伝
、
普
及
を

第
一
の
眼
目
と
し
て
ゐ
た
。
旧
制
度
を
苛
し
ゃ
く
な
き
批
判
に
さ
ら
し
た
の
も
畢

竟
、
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ
て
、
さ
う
し
た
宣
伝
効
果
を
ヨ
リ
高
め
ん
が
た
め
で

あ
っ
た
。

従
っ
て
、
そ
こ
で
は
旧
制
度
は
決
し
て
単
に
そ
れ
自
体
と
し
て
抽
象
的
に
批
判
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さ
れ
な
い
。
必
ず
具
体
的
な
新
政
策
と
の
い
は
ゞ
抱
き
合
せ
の
下
に
説
か
れ
る
の

で
あ
る
。
か
く
て
、
封
建
制
度
の
批
判
即
廃
藩
置
県
の
説
明
で
あ
り
、
身
分
的
特

権
の
批
判
は
直
ち
に
徴
兵
制
の
合
理
化
で
あ
り
、
自
由
権
の
理
想
は
そ
の
ま
ゝ
地

租
改
正
の
讃
美
に
流
れ
込
む
。
過
去
に
対
し
て
あ
れ
ほ
ど
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
批
判
性

は
維
新
政
府
と
そ
の
政
治
に
対
し
て
は
全
く
影
を
ひ
そ
め
る
。
二
三
の
例
を
挙
げ

よ
う
。
政
府
の
幕
府
時
代
に
も
ま
さ
る
重
税
に
つ
い
て
新
政
府
の
財
政
困
難
か
ら

し
て
、
維
新
直
後
の
民
衆
の
負
担
は
か
え
っ
て
旧
幕
時
代
よ
り
加
重
さ
れ
、
之
に

対
す
る
不
満
が
一
般
化
し
つ
ゝ
あ
っ
た
こ
と
は
前
に
も
の
べ
た
が
、
開
化
物
は
こ

う
し
た
不
満
を
ば
、
旧
平
に
代
表
さ
せ
て
、

御
一
新
以
来
何
で
も
む
や
み
に
諸
運
上
の
穿
議
を
な
さ
れ
、
屁
を
放
っ
た
こ

と
ま
で
運
上
を
お
と
り
な
さ
る
。
…
…
そ
れ
ゆ
ゑ
下
々
の
一
口
ば
な
し
に

も
、
こ
の
頃
天
子
様
は
喘
息
を
御
累
ひ
な
さ
る
、
何
故
と
い
ふ
に
頻
に
税
々

と
お
っ
し
ゃ
る
抔
と
悪
口
を
い
ふ
て
居
り
升
。〔「
開
化
問
答
」
一
一
六
頁
〕

と
い
い
、
之
に
対
し
て
開
次
郎
が

日
本
中
の
人
が
政
府
の
為
に
年
貢
運
上
を
納
る
は
詰
り
己
の
仕
事
を
天
子
様

へ
御
頼
み
申
て
お
き
、
そ
の
入
用
を
辨
へ
る
こ
と
な
れ
ば
、
銘
々
家
産
の
大

小
に
従
ひ
、
公
平
に
割
合
出
銀
す
る
は
当
然
の
理
合
で
ご
ざ
る
。〔
一
一
八

頁
〕

と
し
て
、
い
と
も
簡
単
に
一
蹴
し
て
い
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
近
代
国
家
に
お
い
て
は
人
民
が
参
政
権
を
持
ち
、
近
代
自

由
権
は
一
方
に
は
H
abeasCorpusA
ctと
し
て
、
他
方
に
は
租
税
に
対
す
る
議

定
権
と
し
て
ま
づ
第
一
に
発
展
し
た
。
近
代
国
家
に
お
い
て
租
税
が
上
か
ら
課
せ

ら
れ
る
も
の
で
な
く
、
人
民
自
身
の
費
用
を
自
己
で
支
辨
す
る
と
い
う
意
識
は
こ

う
し
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
発
展
と
併
行
し
て
涵
養
さ
れ
て
来
た
。
し
か
る
に
「
己

れ
の
仕
事
を
天
子
様
に
頼
み
置
く
体
制
」
そ
の
も
の
の
批
判
を
ぬ
き
に
し
て
、
徴

税
の
合
理
性
を
人
民
に
納
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
開
化
物
の
性
格
が
よ
く

現
わ
れ
て
い
る
。
福
沢
が
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
に
お
い
て
、

人
民
は
既
に
一
国
の
家
元
に
て
国
を
護
る
た
め
の
入
用
を
払
う
は
固
よ
り
其

職
分
な
れ
ば
こ
の
入
用
を
出
す
に
付
き
決
し
て
不
平
の
顔
色
を
見
は
す
可
ら

ず
（
七
編
）

と
い
う
と
き
、
や
は
り
客
観
的
に
は
同
じ
様
な
意
味
を
持
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

た
ゞ
福
沢
の
こ
う
し
た
主
張
は
、「
人
民
が
一
国
の
家
元
」
と
い
う
意
識
を
能
う
限

り
徹
底
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
例
え
ば
、

抑
も
政
府
と
人
民
の
間
〔
柄
〕
は
…
…
（〔『
学
問
の
す
ゝ
め
』
二
編
、
福
沢
〕

全
集
三
巻
〔
国
民
図
書
、
一
九
二
六
年
〕
十
二
頁
）

そ
こ
に
や
は
り
福
沢
の
著
が
単
に
新
体
制
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
超

え
て
い
る
所
以
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
般
の
開
化
物
は
こ
う
し
た
人
民
の
自
己

決
定
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
現
実
に
適
用
す
る
面
で
も
甚
だ
不
徹
底
で
あ
る
。
例
え
ば

政
体
に
つ
い
て
も
、
開
化
問
答
は
、
立
君
独
裁
と
君
民
同
治
を
分
ち
、
君
主
独
裁

を
「
正
真
の
道
理
に
背
き
た
る
も
の
に
て
、
こ
れ
を
野
蛮
の
政
治
と
い
ふ
べ
し
」

〔
一
三
三
頁
〕
と
罵
倒
し
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
君
民
同
治
の
政
体

を
極
力
賞
讃
し
て
ゐ
る
が
、
さ
て
こ
の
論
法
を
当
時
の
政
治
的
現
実
に
あ
て
は
め

る
段
と
な
る
と
、

当
今
の
御
政
事
は
上
向
は
君
主
独
裁
の
如
く
な
れ
ど
も
実
際
上
に
就
て
見
れ
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ば
、
所
謂
君
民
同
治
の
政
事
に
て
、
政
府
は
万
民
の
政
府
、
政
府
の
仕
事
は

万
民
の
仕
事
（
小
川
為
治
「
開
化
問
答
」〔
一
三
四
頁
〕）

と
い
ふ
詭
弁
を
以
て
弁
護
し
て
ゐ
る
。
曲
肱
軒
主
人
の
「
開
化
の
は
那
し
」
も
、

政
体
を
ば
、
第
一
、

国
ノ
君
タ
ル
人
、
土
地
モ
人
民
モ
皆
自
分
ノ
モ
ノ
ト
シ
、
取
ル
モ
与
ヘ
ル
モ
、

殺
ス
モ
生
ス
モ
皆
君
ノ
心
シ
ダ
イ
、
道
理
ニ
ハ
ヅ
レ
タ
狠
意
的

ム

ゴ

イ

政
事
デ
モ
人

民
ガ
如
何

ド

ウ

ス
ル
ト
モ
ナ
ラ
ズ
、
政
事
ニ
与
ル
大
臣
モ
門
閥
ノ
人
デ
ナ
ケ
レ
バ

其
官ヤ

ク

ニ
ナ
ル
コ
ト
モ
出
来
ズ
下
ノ
卑
シ
キ
モ
ノ
ハ
、
政
事
ノ
片
端
ヘ
モ
与
ル

コ
ト
ナ
ラ
ズ
、
黔
首

タ

ミ

ヲ
愚
ニ
ス
ル
ト
イ
フ
モ
ノ
ニ
テ
、
亜
細
亜
洲
ノ
諸
国
ハ

大
抵
這
ヤ
フ
ナ
政
事
ガ
多
イ
。
コ
ノ
政
事
ハ
天
理
人
情
ニ
モ
背
キ
タ
ル
至
極

悪
ル
イ
モ
ノ
、〔『
明
治
文
化
全
集
』
文
明
開
化
篇
、
七
五
―
六
頁
〕

即
チ
君
主
専
制
。
第
二
、

国
君
人
民
ノ
上
ニ
在
リ
テ
土
地
人
民
ヲ
支
配
ス
レ
ド
モ
、
今
云
フ
タ
ヤ
フ
ナ

ル
、
天
下
ヲ
私
有
ト
セ
ズ
、
政
事
ヲ
ス
ル
ニ
モ
道
理
ニ
合
ハ
ヌ
ト
イ
フ
ハ
無

シ
、
卑
シ
キ
我
々
ノ
様
ナ
モ
ノ
モ
政
事
ニ
与
カ
ル
コ
ト
ガ
出
来
、
人
ノ
自
由

ヲ
妨
ゲ
ズ
、
這
様
ナ
難
有
キ
政
事
ハ
西
洋
ノ
文
明
開
化
ノ
国
ハ
皆
コ
ノ
政
事

ヲ
ス
ル
コ
ト
デ
御
座
ル
〔
七
六
頁
〕

立
憲
君
主
政
体
。
第
三
、

貴
キ
モ
賤
キ
モ
オ
シ
ナ
ベ
テ
徳
ノ
ア
ル
賢
コ
キ
人
ヲ
選
ビ
、
年
期
ヲ
定
メ
テ

大
頭
領
ト
シ
、
四
年
目
ニ
至
タ
レ
バ
、
前
ノ
人
ハ
役
ヲ
ス
マ
シ
テ
、
又
別
ノ

才
徳
ア
ル
人
ヲ
択
ン
デ
挙
ル
コ
ト
ナ
リ
。
…
…
至
極
公
平
ナ
ル
政
事
ニ
テ
コ

ノ
名
高
キ
モ
ノ
ハ
、
亜
米
利
加
洲
ノ
合
衆
国
デ
御
座
ル
（
曲
肱
軒
主
人

開

化
の
は
那
し
〔
七
七
頁
〕）

共
和
政
の
三
種
に
分
ち
、
一
応
ア
メ
リ
カ
共
和
政
を
最
良
の
政
体
と
し
て
押
し
て

ゐ
る
様
で
あ
る
が
、
結
局
は
、「
今
吾
御
国
の
如
き
、
上
古
神
代
よ
り
連
綿
と
打
ち

続
き
、
万
古
不
易
に
て
実
に
満
世
界

せ
か
い
じ
ゆ
う

を
鉦
太
鼓
で
尋
ね
て
も
決
し
て
無
い
結
構
な

る
国
体
」
の
礼
讃
と
な
り
、

王
政
御
一
新
の
後
は
、
万
事
旧
事
の
弊
し
き
習
は
せ
は
、
御
用
ひ
な
く
、

…
…
官
人

や
く
に
ん

も
品
流
で
用
ゆ
る
事
も
な
く
卑
賤
の
吾
々
で
も
才
徳
さ
へ
あ
れ
ば

怎
麼
様
な
重
ひ
役
に
も
な
り
、
士
農
工
商
の
差
別
な
く
、
…
…
以
前
の
様
に
、

無
理
で
も
無
法
で
も
、
諸
侯
や
武
士
に
頭
を
押
し
つ
け
ら
れ
、
狠
意
ひ
目
に

逢
ふ
こ
と
も
無
く
、
人
民
に
自
由
を
与
へ
よ
〳
〵
と
、
御
世
話
の
あ
る
は
、

此
上
も
無
き
難
有
い
事
で
は
御
座
ら
ぬ
か
。（
開
化
の
は
那
し
〔
七
六
頁
〕）

と
い
ふ
新
政
府
の
百
パ
ー
セ
ン
ト
謳
歌
に
終
っ
て
ゐ
る
。
わ
れ
〳
〵
は
最
初
に
、

こ
れ
ら
開
化
物
が
、
暗
愚
と
開
明
の
絶
対
的
対
立
の
相
の
下
に
一
切
を
取
扱
っ
て

ゐ
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、
そ
の
際
の
「
開
明
」
は
一
応
抽
象
的
イ
デ
ー
と
し
て
出

発
し
な
が
ら
、
実
は
維
新
政
府
の
う
ち
に
完
全
に
吸
収
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
開
明
と
は
新
政
府
で
あ
り
、
新
政
府
は
開
明
の
具
象
化
で
あ
る
。
こ
の

認
識
は
も
ち
ろ
ん
直
ち
に
間
違
ひ
と
は
い
へ
な
い
。
さ
き
に
述
べ
た
如
く
、
当
時

の
現
実
の
歴
史
的
段
階
に
於
て
維
新
政
府
は
た
し
か
に
文
明
開
化
の
先
頭
に
立
っ

て
ゐ
た
。
政
府
に
対
す
る
批
判
的
、
反
対
的
言
動
は
多
く
封
建
的
旧
勢
力
の
立
場

か
ら
な
さ
れ
た
。
そ
の
限
り
で
、
開
化
論
者
が
む
し
ろ
極
力
政
府
を
バ
ッ
ク
し
た

の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
文
明
開
化
が
政
府
を
起
動
点
と
す
る
こ
と
は
、

政
府
に
て
一
事
を
起
せ
ば
文
明
の
形
は
次
第
に
具
は
る
に
似
た
れ
ど
も
人
民
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に
は
正
し
く
一
段
の
気
力
を
失
ひ
文
明
の
精
神
は
次
第
に
衰
ふ
る
の
み
…
…

人
民
に
独
立
の
気
力
あ
ら
ざ
れ
ば
文
明
の
形
を
作
る
も
啻
に
無
用
の
長
物
の

み
な
ら
ず
却
て
民
心
を
退
縮
せ
し
む
る
の
具
と
為
る
べ
き
な
り
（
学
問
の

す
ゝ
め
五
編
）

と
福
沢
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
危
険
性
を
も
は
ら
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
の
み
な

ら
ず
、
新
政
府
は
維
新
革
命
の
本
質
に
深
く
規
定
さ
れ
た
そ
れ
自
身
一
個
の
封
建

的
勢
力
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
近
代
化
政
策
に
は
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
限
界
が
あ
る

こ
と
も
ま
た
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
事
実
で
あ
っ
た
。
然
り
と
せ
ば
開
化
主
義
者
が

真
に
市
民
的
啓
蒙
主
義
の
立
場
に
立
つ
限
り
、
新
政
府
の
政
策
に
対
し
て
揃
っ
て

百
パ
ー
セ
ン
ト
の
礼
賛
を
さ
ゝ
げ
る
必
然
性
は
な
ん
ら
存
し
な
い
筈
で
あ
る
。

〈
人
民
が
政
府
を
設
く
る
所
以
は
、
銘
々
そ
の
所
持
の
品
物
を
安
全
に
保
護

し
て
貰
は
ん
た
め
で
ご
ざ
る
。
且
そ
の
所
持
す
る
品
物
の
本
源
を
穿
鑿
す
れ

ば
み
な
そ
の
人
の
勤
労
骨
折
を
以
て
生
じ
た
る
も
の
に
し
て
、
…
…
か
ゝ
る

道
理
に
よ
り
て
所
持
す
る
地
面
を
以
て
、
政
府
の
拝
借
物
と
心
得
ゐ
た
る
人

民
の
愚
は
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
人
民
の
物
を
猫
ば
ゝ
に
て
我
物
顔
に
と
り
扱

ひ
ゐ
た
る
政
府
は
、
こ
れ
に
超
え
て
百
倍
も
獃
愚
な
る
も
の
で
は
ご
ざ
り
ま

せ
ん
か
。〔『
開
化
問
答
』
一
五
四
頁
〕

（
radicalで
な
い

[
カ
]

／
批
判
的
で
な
い

[
カ
]

）

と
い
ふ
そ
れ
自
体
至
極
当
然
の
批
判
か
ら
何
故
一
足
と
び
に
、

地
券
の
制
は
人
間
の
私
有
を
堅
固
に
す
る
法
に
て
、
人
間
の
性
法
と
い
ふ
も

の
よ
り
起
り
た
る
も
の
で
御
座
る

と
い
ふ
如
き
地
券
制
度
の
是
認
が
生
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。
自
由
な
る
土
地
所

有
権
の
創
設
と
い
ふ
こ
と
と
、
さ
う
し
た
自
由
な
所
有
権
を
現
実
の
耕
作
者
で
な

く
、
地
主
に
認
め
、
地
主
小
作
間
に
於
て
は
封
建
的
貢
租
関
係
を
据
置
く
と
い
ふ

こ
と
と
の
間
に
は
明
白
な
る
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
。〉
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
意
識
的
に

か
無
意
識
的
に
か
無
視
す
る
と
こ
ろ
に
、
か
う
し
た
一
聯
の
開
化
物
の
意
義
と
同

時
に
そ
の
限
界
が
存
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
身
分
的
差
別
の
否
定
が
、

此
迄
七
百
年
ほ
ど
武
家
が
政
治
を
執
り
、
彼
の
孔
子
や
孟
子
が
大
嫌
ひ
の
覇

業
と
言
ふ
道
を
行
な
つ
て
ゐ
た
者
だ
か
ら
、
天
子
、
将
軍
、
大
名
、
旗
本
、

直
々
臣
、
陪
々
臣
と
同
じ
人
間
を
段
梯
子
の
よ
う
に
位
を
た
て
、
下
々
の
土

民
の
下
に
ま
た
〳
〵
非
人
、
乞
食
、
穢
多
、
番
多
等
と
幾
層
も
直
打
を
別
け

た
者
サ
。
今
度
は
万
国
と
同
様
に
、
孔
孟
の
一
生
涯
そ
れ
が
為
に
苦
労
せ
ら

れ
た
王
政[道

]復
古
の
御
政
治
と
た
ち
直
つ
た
か
ら
久
し
ぶ
り
で
一
天
万
乗
の
天

子
様
は
民
の
父
母
と
言
ふ
こ
と
が
行
な
は
れ
た
。
さ
す
れ
ば
上
は
御
一
人
、

下
万
民
は
皆
其
御
子
と
同
様
で
…
…
御
年
貢
を
上
納
す
り
や
矢
張
天
子
の
民

（
横
河
秋
濤
「
開
化
乃
入
口
」〔『
明
治
文
化
全
集
』
文
明
開
化
篇
、
五
八
頁
〕

身
分
的
差
別
観
の
打
破
（
と
く
に
穢
多
観
））

と
い
ふ
如
く
、
一
天
万
乗
の
天
子
の
下
に
於
け
る
平
等
、
と
い
ふ
方
式
に
於
て
な

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
封
建
諸
領
地
の
非
合
理
性
が
も
っ
ぱ
ら
、
普
天
率
土
の
見
地

か
ら
、
皇
室
よ
り
の
さ
ん
だ
つ
と
し
て
説
明
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
、
さ
う
し
た
点
に

も
封
建
制
の
止
揚
の
方
向
を
一
定
の
路
線
に
、
恰﹅

か﹅

も﹅

そ
れ
が
唯
一
の
路
線
で
あ

る
か
の
如
く
に
流
し
込
ん
で
行
か
う
と
す
る
態
度
が
窺
は
れ
る
。

さ
う
し
て
、
こ
う
し
た
路
線
に
対
す
る
テ
イ
コ
ウ
は
、
文
明
開
化
の
陣
営
で
は
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な
く
、
か
へ
っ
て
反
革
命
的
な
勢
力
と
か
ら
み
合
ひ
な
が
ら
発
酵
し
て
行
く
。

要
す
る
に
批
判
の
プ
ロ
セ
ス
に
於
て
ど
こ
ま
で
も
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
結
論
に
於
て
は
、
現
状
に
対
す
る
楽
観
的
な
肯
定
に
終
っ
て
ゐ
る
と
い

ふ
こ
と
、
―
―
こ
れ
が
我
が
啓
蒙
思
潮
の
歴
史
的
特
質
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙
思
潮
は
な
に
よ
り
自
由
探
究
（
libre
exam
en）
の
精
神
で

あ
り
、
一
切
の
歴
史
的
事
物
に
対
す
る
苛
借
す
る
と
こ
ろ
な
き
批
判
の
精
神
で

あ
っ
た
。

人
間
精
神
は
自
ら
あ
ら
ゆ
る
物
を
改
革
す
る
よ
う
に
要
請
さ
れ
て
い
る
と
結

論
し
、
自
ら
を
一
種
の
造
物
主
と
看
做
す
に
至
っ
た
。
即
ち
制
度
、
思
想
、

習
俗
、
社
会
、
人
間
自
身
、
一
切
が
造
り
直
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
様
に
見
え
、
人

間
の
理
性
は
敢
て
こ
の
事
業
を
引
受
け
た
。
嘗
て
こ
れ
程
大
胆
不
敵
な
考
え

が
人
間
の
脳
裏
に
浮
ん
だ
事
が
あ
っ
た
ろ
う
か

と
ギ
ゾ
ー
は
啓
蒙
精
神
を
語
っ
て
い
る
（
文
明
史
、
第
十
四
講
〔『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文

明
史
』
下
巻
、
一
九
四
四
年
、
三
邦
出
版
、
二
五
一
―
二
頁
〕）。
し
か
し
日
本
の

そ
れ
は
始
め
か
ら
大
き
な
枠
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
自
律
的
人
間
の
育

成
、
道
徳
的
自
由
の
鼓
吹
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
新
ら
し
い
秩
序
え
の
上
か
ら

の
編
成
の
た
め
の
教
説
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
そ
の
批
判
精
神
は
最
初
か
ら
徹
底

し
え
ず
、
そ
の
理
想
主
義
は
卑
俗
な
意
味
で
の
日
常
的
実[カ

]用
主
義
に
よ
っ
て
た
え

ず
中
和
さ
れ
て
い
た
。
新
ら
し
き
明
治
国
家
の
な
か
に
い
か
に
し
て
人
民
を
組
み

入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
意
識
の
中
心
点
で
あ
っ
た
結
果
は
自
か
ら
、
啓
蒙

思
潮
に
お
け
る
国
家
主
義
と
立
身
出
世
主
義
と
の
奇
妙
な
抱
合
い
と
な
っ
て
現
わ

れ
た
の
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
百
科
全
書
家
の
学
問
観
と
次
の
学
問
観
と
を
比

較
せ
よ
。

今
日
ノ
人
民
ハ
昔
ノ
学
問
ノ
悪
カ
リ
シ
事
ヲ
知
テ
。
此
節
ノ
学
問
ノ
善
キ
ヿ

ヲ
知
ラ
ズ
。
先
ヅ
此
節
ノ
学
問
ヲ
手
近
ク
譬
ヘ
テ
言
ハ
ヾ
。
金
儲
ノ
伝
授

ト
。
人
ニ
難
義
迷
惑
ヲ
掛
ラ
レ
ヌ
伝
授
ト
。
寿
命
長
生
ノ
伝
授
ト
。
立﹅

身﹅

出﹅

世﹅

ス
ル
伝
授
ト
ヲ
。
各
々
種
々
ニ
分
テ
学
ブ
ガ
如
シ
。（
竹
中
、
民
権
大
意

〔
下
、
大
谷
津
逮
堂
、
一
八
七
四
年
、
五
丁
オ
―
ウ
〕
功
利
的
学
問
観
！
）

だ
か
ら
こ
れ
ら
の
開
化
物
が
文
明
開
化
の
民
衆
的
普
及
に
対
し
て
少
か
ら
ざ
る

役
割
を
演
じ
た
事
は
む
ろ
ん
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
が
国
民
精
神
の
「
回

心
」
を
も
た
ら
す
程
の
力
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
否
定
的

に
答
え
た
方
が
正
確
で
あ
ろ
う
。
文
明
開
化
の
圧
倒
的
普
及
は
第
一
に
そ
れ
が
権

威
信
仰
と
結
び
つ
き
、
新
ら
し
い
天
皇
制
国
家
の
権
威
的
背
景
の
下
に
遂
行
さ
れ

た
こ
と
と
、
他
面
、
我
国
民
的
性
格
た
る
周
囲
の
環
境
え
の
異
常
な
る
敏
感
さ
に

由
来
す
る
こ
と
が
は
る
か
に
大
き
い
の
で
あ
る
。
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第
三
節

明
六
社
グ
ル
ー
プ

上
の
如
き
通
俗
的
な
開
化
物
と
並
ん
で
、
当
時
一
流
の
新
思
想
家
を
網
羅
し
て

組
織
さ
れ
た
我
国
最
初
の
学
会
「
明
六
社
」
が
発
行
し
た
明
六
雑
誌
は
、
専
ら
知

識
階
級
に
対
す
る
啓
蒙
機
関
と
し
て
明
治
初
年
に
巨
大
な
思
想
的
足
跡
を
残
し

た
。
開
化
物
が
主
と
し
て
維
新
の
変
革
及
新
政
府
の
施
設
の
追
随
的
な
解
説
に

終
っ
て
ゐ
る
の
に
対
し
、
明
六
雑
誌
は
ど
こ
ま
で
も
自
主
的
な
学
問
的
見
地
に

立
っ
て
、
我
国
の
当
面
せ
る
一
切
の
問
題
を
と
り
あ
げ
て
批
判
的
に
問
題
の
所
在

を
解
明
し
て
居
り
、
高
い
指
導
的
性
格
を
帯
び
て
ゐ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
従
っ

て
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
時
流
に
対
し
て
徒
ら
に
迎
合
せ
ず
、

吾
社
ニ
テ
論
ズ
ル
處
ノ
件
ハ
…
…
（
専
ラ
教
育
ニ
係
ハ
ル
文
学
技
術
物
理

事
理
等
凡
ソ
人
ノ
才
能
ヲ
富
マ
シ
品
行
ヲ
進
ム
ル
ニ
要
用
ナ
ル
事
柄
ニ
シ

テ
）
而﹅

カ﹅

モ﹅

）
期﹅

ス﹅

ル﹅

處﹅

専﹅

ラ﹅

後﹅

世﹅

ニ﹅

属﹅

ス﹅

ル﹅

ヲ﹅

以﹅

テ﹅

或
ハ
今
時
ノ
忌
嫌
ニ

触
ル
ヽ
事
モ
ア
ル
ベ
シ

と
い
ふ
見
識
を
持
し
て
ゐ
た
（
第
三
十
号
、
森
有
礼
「
明
六
社
第
一
年
回
役
員
改

選
ニ
付
演
説
」〔『
明
治
文
化
全
集
』
雑
誌
篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八
年
、
一

九
九
頁
〕）。
し
か
も
、
彼
等
の
論
ず
る
と
こ
ろ
、
政
治
経
済
社
会
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

は
も
と
よ
り
、
教
育
、
宗
教
、
風
俗
、
自
然
科
学
よ
り
哲
学
上
の
認
識
論
に
ま
で

及
ん
で
ゐ
る
が
、
さ
う
し
た
一
応
抽
象
的
な
テ
ー
マ
も
、
決
し
て
高
踏
的
な
論
議

と
し
て
で
な
し
に
、
ど
う
か
し
て
近
代
的
思
惟
に
一
般
国
民
を
慣
熟
せ
し
め
よ
う

と
の
切
実
な
実
践
的
動
機
か
ら
取
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
啓
蒙
思
想
家
と

し
て
の
彼
等
の
面
目
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
明
六
雑
誌
が
、
当
時
の
最
高
の
学
問

的
水
準
を
代
表
し
て
ゐ
な
が
ら
、発
行
後
一
年
間
に
八
万
百
二
十
七
冊
を
売
尽
し
、

毎
号
平
均
の
販
売
数
三
千
三
百
五
冊
に
達
し
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
雑
誌
の
果

し
た
並
々
な
ら
ぬ
時
代
的
役
割
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。

明
六
社
の
由
来
、
構
成

森
有
礼
が
明
治
六
年
七
月
ア
メ
リ
カ
よ
り
帰
朝
後
、
西
村
茂
樹
と
相
談
し
、

津
田
真
道
、
西
周
、
中
村
正
直
、
加
藤
弘
之
、
箕
作
秋
坪
、
箕
作
麟
祥
、
杉

亨
二
、
福
沢
諭
吉
を
最
初
の
会
員
と
し
て
組
織
し
、
明
治
七
年
二
月
会
則
を

作
り
、
明
治
七
年
三
月
を
以
て
雑
誌
第
一
号
を
出
し
た
。
会
長
は
最
初
福
沢

が
推
さ
れ
た
が
、
固
辞
し
た
の
で
、
森
有
礼
が
就
任
し
た
。
一
年
後
に
は
会

員
数
約
三
十
人
と
な
っ
た
。
毎
月
一
日
に
会
同
し
て
、
そ
の
度
に
種
々
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
討
議
演
説
し
、
そ
の
結
果
を
逐
一
雑
誌
に
発
表
し
た
。

明
六
社
グ
ル
ー
プ
の
思
想
的
傾
向
は
広
い
意
味
で
の
啓
蒙
的
自
由
主
義
た
る
こ

と
に
於
て
は
一
致
し
、
そ
こ
に
は
極
端
な
保
守
的
主
張
は
も
と
よ
り
極
端
な
急
進

論
も
ま
た
見
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
間
自
か
ら
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
異
は
あ
り
、
問
題

に
よ
っ
て
は
、
例
へ
ば
民
撰
議
院
論
や
男
女
同
権
論
、
学
者
職
分
論
、
内
地
旅
行

論
の
ご
と
く
、
同
人
間
に
激
し
い
論
争
が
行
は
れ
て
ゐ
る
。
ま
た
彼
等
は
い
づ
れ

も
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
当
然
に
百
科
全
書
的
知
識
の
所
有
者
で
あ
る
が
、
や
は
り

各
々
得
意
の
部
門
を
も
っ
て
ゐ
た
。
例
へ
ば
哲
学
や
倫
理
学
の
キ
ソ
問
題
は
西

周
、
西
村
茂
樹
、
中
村
正
直
ら
に
よ
っ
て
、
ま
た
風
俗
問
題
家
庭
問
題
は
森
有
礼
、

福
沢
諭
吉
、
津
田
真
道
ら
に
よ
っ
て
、
政
治
学
は
加
藤
弘
之
、
津
田
真
道
、
箕
作

麟
祥
ら
に
よ
っ
て
、経
済
学
は
神
田
孝
平
、津
田
真
道
、杉
亨
二
ら
に
よ
っ
て
夫
々

多
く
論
ぜ
ら
れ
た
。
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し
か
し
そ
れ
ら
の
論
議
に
共
通
す
る
性
格
は
、
合
理
主
義
と
実
証
主
義
の
立
場

に
立
つ
批
判
的
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
は
開
化
物
の
如
く
に
、
単
に
過
去
に
妥
当
す

る
の
み
で
な
く
、言
論
出
版
の
自
由
、拷
問

[
カ
]

廃
止
等
の
要
求
、国
字
改
良
乃
至
ロ
ー

マ
字
論
の
主
張
等
々
と
し
て
現
実
の
環
境
に
対
し
て
も
あ
る
程
度
に
於
て
進
歩
的

方
向
に
発
揮
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〈
単
な
る
現
状
批
判
と
い
う
意
味
で
の
ラ
ヂ
カ

ル
な
論
調
は
、
む
し
ろ
反
動
的
陣
営
か
ら
多
く
発
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
広
義
の
文
明

開
化
の
陣
営
に
立
ち
つ
ゝ
、
し
か
も
あ
る
程
度
か
な
り
批
判
的
で
あ
り
え
た
事
が

彼
等
の
特
質
で
あ
っ
た
。〉

又
、
例
へ
ば
彼
等
は
我
が
国
体
観
念
に
つ
い
て
も
、
い
は
ゆ
る
開
化
物
の
如
く

に
、
他
の
所
論
と
不
調
和
の
ま
ゝ
に
放
置
し
、
中
途
半
端
で
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、

ど
こ
ま
で
も
合
理
的
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
。
西
周
は
「
教
門
論
」
に
於
て
、
人

間
の
内
面
性
を
支
配
す
る
教
と
外
部
の
行
動
を
規
律
す
る
法
令
と
を
混
同
す
る
神

政
政
治
（
テ
オ
カ
ラ
シ
ー
）
の
害
悪
を
批
判
し
、
そ
こ
か
ら
、「
言
ヲ
日
神
ニ
託
ス

ル
カ
如
キ
」〔
八
〇
頁
〕
国
体
の
根
據
づ
け
を
斥
け
、
更
に
「
国
民
気
風
論

ナ
シ
オ
ナ
ル
ケ
レ
ク
ト
ル

」（
第

三
十
二
号
）
に
於
て
、
我
が
国
民
の
権
力
に
対
す
る
卑
屈
さ
が
「
神
武
創
業
以
来

皇
統
連
綿
茲
ニ
二
千
五
百
三
十
五
年
君
上
ヲ
奉
戴
シ
テ
自
ラ
奴
隷
視
ス
ル
」
所
よ

り
養
成
せ
ら
れ
た
る
を
説
き
、「
士
タ
ル
者
ハ
三
代
相
恩
ノ
仇
討
モ
仕
ル
ヘ
ク
戦

場
ニ
臨
ミ
テ
ハ
花
々
敷
討
死
モ
仕
ル
ヘ
ク
、
又
三
民
タ
ル
者
ハ
泣
ク
児
ト
地
頭
ニ

ハ
勝
レ
ヌ
者
ナ
リ
ト
云
ヒ
、
主
親
ハ
無
理
ヲ
言
フ
者
ト
思
ヘ
」
と
い
ふ
如
き
「
専

制
ノ
政
府
ニ
〔
在
テ
ハ
〕
極
メ
テ
都
合
ノ
宜
キ
〔
最
上
ノ
人
民
ノ
〕
気
風
」
が
存

在
し
た
れ
ば
こ
そ
、
維
新
の
上
か
ら
の
急
激
な
変
革
も
可
能
な
り
し
事
を
鋭
く
指

摘
し
つ
ゝ
、
し
か
も
ま
さ
に
こ
の
無
気
力
さ
が
「
外
国
ノ
交
際
始
マ
リ
」「
民
撰
議

院
ナ
ド
興
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
日
」
に
は
な
に
よ
り
桎
梏
と
な
る
べ
き
を
警
告
し
た

の
で
あ
る
〔
二
〇
七
―
八
頁
〕。

津
田
真
道
が
「
本
は
一
つ
に
あ
ら
ざ
る
論
」（
第
八
号

明
文
p.97）
に
於
て
宇

宙
の
多
元
性
を
論
じ
、
そ
れ
を
押
進
め
て

国
の
本
は
君
に
て
唯
一
つ
な
り
と
謂お

も

へ
る
人
あ
れ
ど
も
偽
な
り
、
こ
は
早

く
漢
人

か
ら
び
と

の
民
は
是
国
の
本
と
い
へ
る
こ
と
真
事

ま
こ
と

な
り
け
り
。
さ
れ
ば
国
の
本

は
千
万
の
蒼
生
な

あ
を
ひ
と
ぐ
さ

り
。
さ
て
国
の
本
は
民
な
れ
ば
、
君
は
末
な
る
こ
と
明
ら

か
な
り

と
断
ぜ
る
が
如
き
、
や
は
り
論
議
の
首
尾
一
貫
性
が
見
ら
れ
る
。
し
か
も
彼
等
は

ま
さ
に
同
じ
批
判
的
態
度
よ
り
し
て
、
文
明
開
化
の
皮
相
な
氾
濫
に
目
を
奪
は
れ

ず
、
そ
の
底
に
流
れ
る
国
民
生
活
の
実
態
に
つ
い
て
も
リ
ア
ル
な
認
識
を
忘
れ
な

か
っ
た
。
か
く
て
津
田
真
道
は「
開
化
ヲ
進
ル
方
法
ヲ
論
ズ
」（
第
三
号
）に
於
て
、

口
ヲ
開
ケ
ハ
則
開
化
ヲ
談
ス
ル
者
僅
々
官
員
、
書
生
、
新
聞
紙
編
集
者
ノ
数

十
百
人
ノ
外
ニ
出
ス
。
抑
之
ヲ
我
邦
人
口
三
千
万
ノ
多
キ
ニ
比
較
セ
ハ
果
シ

テ
幾
百
千
分
ノ
一
ニ
居
ル
ヤ
。
果
シ
テ
闔
国
ノ
人
民
ハ
依
然
タ
ル
旧
習
ノ
人

ニ
シ
テ
概
シ
テ
之
ヲ
言
ヘ
ハ
地
獄
極
楽
因
果
応
報
五
行
方
位
等
無
根
ノ
説
ニ

迷
ヘ
ル
愚
民
ナ
リ
。
豈
之
ヲ
半
開
化
ノ
民
ト
謂
フ
コ
ト
ヲ
得
ン
ヤ〔
六
六
頁
〕

と
い
っ
て
、
開
化
の
フ
ォ
ン
・
オ
ー
ベ
ン
的
性
質
を
衝
き
、
ま
た
、「
新
聞
紙
論
」

（
第
二
十
号
）
に
於
て
、
新
聞
紙
が
自
由
の
名
に
於
て
、
猥
雑
な
犯
罪
記
事
や
他

人
の
旧
悪
の
暴
露
を
事
と
せ
る
を
難
じ
た
。

就
中
文
明
開
化
が
も
っ
ぱ
ら
外
部
的
、
物
質
的
側
面
に
於
て
の
み
取
上
げ
ら
れ

る
こ
と
の
危
険
を
指
摘
し
、
人
民
の
意
識
の
変
革
こ
そ
近
代
化
の
真
の
バ
ロ
メ
ー
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タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
切
論
し
た
の
は
外
な
ら
ぬ
福
沢
諭
吉
（
通
説
と
異
る
）
と
中

村
正
直
で
あ
っ
た
。
福
沢
に
つ
い
て
は
後
述
し
よ
う
。
中
村
正
直
は
「
人
民
の
性

質
を
改
造
す
る
説
」（
第
三
十
号
）
に
於
て
、
維
新
変
革
の
外
面
性
を
委
曲
を
尽
し

て
論
じ
て
ゐ
る
。

〔
引
用
原
稿
欠
。『
明
治
文
化
全
集
』
雑
誌
篇
、
二
〇
一
頁
下
段
一
〇
行
―
二

〇
二
頁
上
段
七
行
に
対
応
〕

さ
う
し
て
彼
は
こ
の
様
な
意
識
の
変
革
を
ば
芸
術
と
教
法
の
二
側
面
よ
り
押
し

進
め
る
こ
と
を
説
い
た
。
彼
が
已
に
明
治
三
年
に
ス
マ
イ
ル
ス
の
「
セ
ル
フ
・
ヘ

ル
プ
（
西
国
立
志
篇
）」
を
訳
し
、
ま
た
仝
同[カ

]年
ミ
ル
「
自
由
」
論
を
訳
出
し
た
意

図
も
そ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
同
人
社
（
明
治
六
年
家
塾
））。
更
に
彼
は
明
治

四
年
「
擬
泰
西
人
上
書
」
と
題
す
る
一
書
に
於
て
は
西
欧
人
に
代
っ
て
天
皇
に
上

書
し
た
形
式
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
皮
相
的
外
形
の
模
倣
を
い
ま
し
め
、
進
ん
で
キ

リ
ス
ト
教
の
摂
取
を
提
議
し
て
ゐ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
を
回
避
し
て
西
欧
文
化
と
の

対
決
は
あ
り
え
な
い
と
考
へ
た
点
に
於
て
は
彼
は
福
沢
よ
り
も
更
に
進
ん
だ
認
識

を
も
っ
て
ゐ
た
と
い
へ
る
。

要
す
る
に
明
六
社
グ
ル
ー
プ
の
時
代
的
意
義
は
、
当
時
の
文
明
開
化
の
風
潮
に

単
に
追
随
す
る
の
で
な
く
、
一
歩
高
所
に
立
っ
て
批
判
的
立
場
か
ら
日
本
の
近
代

化
の
方
向
を
指
示
し
た
こ
と
に
あ
る
。
も
と
よ
り
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
か
つ
て
の
幕

臣
が
多
く
、
幕
府
時
代
か
ら
引
続
い
て
政
府
の
知
的
顧
問
と
い
う
様
な
地
位
を
占

め
て
い
た
も
の
が
多
く
、
民
衆
へ
の
つ
な
が
り
は
稀
薄
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
の

思
想
の
下
層
え
の
滲
透
度
に
は
自
か
ら
限
界
が
あ
っ
た
し
、
そ
の
所
説
の
う
ち
に

も
、
む
ろ
ん
個
人
的
な
差
異
が
あ
る
が
、
ど
こ
か
、
距
離
の
パ
ト
ス
に
基
く
貴
族

性
が
た
ゞ
よ
っ
て
い
た
。
あ
る
場
合
に
は
殆
ど
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
臭
い
さ
え
も

感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と
を
以
て
明
六
雑
誌
が
全
体
と
し
て
持
っ
て
い
た

デ
モ
ク
ラ
チ
ッ
ク
な
性
格
を
否
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
れ
は
や
が
て
雑
誌

の
辿
っ
た
運
命
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
た
。
政
府
が
不
平
士
族
及
農
民
層
の
動
揺
に

対
處
す
べ
く
、
言
論
の
抑
圧
に
乗
出
し
、
明
治
八
年
讒
謗
律
及
び
新
聞
条
例
を
発

布
す
る
や
、
グ
ル
ー
プ
は
直
ち
に
会
合
を
ひ
ら
い
て
協
議
し
た
結
果
、
節
を
屈
し

て
雑
誌
の
発
行
を
継
続
す
る
よ
り
は
廃
刊
す
る
に
若
か
ず
と
い
う
意
見
が
多
数
を

占
め
、
第
四
十
三
号
を
以
て
短
か
く
華
か
な
活
動
を
中
止
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の

席
上
で
福
沢
が
提
出
し
た
「
明
六
雑
誌
ノ
出
版
ヲ
止
ル
ノ
議
案
」
は
〔
以
下
欠
〕
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第
四
節

反
動
思
想
と
国
粋
思
想

明
治
元
年
よ
り
十
年
ま
で
は
、維
新
政
府
が「
文
明
開
化
」政
策
の
積
極
的
リ
ー

ド
を
取
っ
た
時
代
で
あ
り
、
と
も
か
く
も
上
か
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
変
革
を
矢
継

早
に
実
行
し
た
時
代
で
あ
る
。
前
述
し
た
維
新
政
府
の
両
頭
的
性
格
は
い
ま
だ
表

面
化
せ
ず
、
む
し
ろ
自
ら
を
市
民
的
進
歩
の
化
身
と
思
ひ
、
他
か
ら
も
か
く
観
ら

れ
て
ゐ
た
。
従
っ
て
こ
の
時
代
の
反
動
的
思
想
は
一
般
的
に
い
え
ば
下
か
ら
の
反

動
と
し
て
現
わ
れ
た
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
維
新
変
革
の
推
進
力

を
な
し
た
下
級
武
士
及
地
主
上
層
部（
新
地
主
）が
、維
新
後
急
速
に
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー

を
失
墜
す
る
過
程
に
お
い
て
起
っ
た
反
政
府
運
動
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が「
官
」の
急
激
な
欧
化
政
策
と
是
に
適
応
出
来
な
い「
民
」の
意
識
の
ギ
ャ
ッ

プ
に
喰
い
込
ん
で
、
地
租
改
正
を
め
ぐ
る
下
層
農
民
層
の
反
抗
を
利
用
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
思
想
及
運
動
が
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
お
け
る

反
動
思
想
と
決
定
的
に
異
る
点
は
、
革
命
の
思
想
に
対
し
て
起
っ
た
も
の
と
い
う

よ
り
、
革
命
の
思
想
的
背
景
た
る
尊
王
攘
夷
思
想
の
そ
の
ま
ゝ
の
継
続
で
あ
り
、

従
っ
て
維
新
政
権
の
一
つ
の
面
―
―
文
明
開
化
的
側
面
に
よ
っ
て
一
時
カ
ヴ
ァ
ー

さ
れ
て
い
た
面
に
連
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
時
期
に

お
い
て
こ
そ
政
府
の
主
流
は
そ
う
し
た
動
向
を
抑
え
て
い
た
が
、
や
が
て
十
年
以

後
自
由
民
権
運
動
が
全
国
的
に
こ
う
よ
う
し
て
来
る
と
、
明
治
政
府
の
な
か
に
潜

在
し
て
い
た
こ
の
側
面
が
顕
在
化
し
、
反
動
思
想
が
公
然
と
御
用
的
地
位
に
昇
る

様
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
真
の
意
味
で
の
反
動
思
想
の
抬
頭
が
は
じ
ま
る
。

本
節
で
は
主
と
し
て
十
年
ま
で
の
い
わ
ゞ
野
党
的
段
階
に
お
け
る
反
動
思
想
を
取

扱
う
。（
た
ゞ
旧
意
識
が
一
見
文
明
開
化
の
怒
濤
に
呑
ま
れ
た
ご
と
く
に
し
て
、

実
は
そ
の
底
に
脈
々
と
流
れ
て
ゐ
た
事
が
、
後
の
反
動
の
地
盤
を
な
し
た
と
い
ふ

意
味
に
於
て
、
そ
れ
は
看
却
さ
れ
て
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。）
前
述
の
様
に
、
維
新
の

変
革
に
指
導
的
な
役
割
を
演
じ
た
激
派
公
卿
及
び
下
級
武
士
の
多
く
は
維
新
変
革

の
う
ち
に
単
な
る
尊
王
攘
夷
の
実
現
の
み
を
期
待
し
、
封
建
的
階
統
制
そ
の
も
の

の
止
揚
な
ど
は
夢
想
だ
も
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
ゝ
。
然
る
に
、
維
新
政
府
は

政
権
掌
握
早
々
に
開
国
貿
易
政
策
を
闡
明
し
て
彼
等
の
大
な
る
失
望
を
買
っ
た
。

そ
れ
か
ら
以
後
の
あ
は
た
ゞ
し
い
諸
変
革
は
悉
く
彼
等
の
あ
り
し
よ
か
り
し
日
の

特
権
に
対
す
る
致
命
的
な
打
撃
で
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
彼
等
は
当
然
裏
切
ら

れ
た
と
い
ふ
意
識
を
痛
切
に
抱
い
た
。
か
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
か
ら
生
ず
る
反
革
命

企
図
は
ま
づ
明
治
政
府
の
進
歩
的
と
見
ら
れ
た
官
僚
に
対
す
る
個
人
的
テ
ロ
と
し

て
現
は
れ
た
。
明
治
二
年
正
月
参
議
横
井
小
楠
の
暗
殺
、
同
年
九
月
兵
部
大
輔
大

村
益
次
郎
の
暗
殺
等
。
前
者
は
、
耶
蘇
教
の
宣
布
、
共
和
政
治
の
主
張
と
い
ふ
理

由
の
下
に
、
後
者
は
国
民
皆
兵
主
義
に
対
す
る
反
感
か
ら
出
て
ゐ
る
。
さ
ら
に
明

治
三
年
七
月
、
米
沢
藩
士
雲
井
龍
雄
ら
数
十
名
（
全
国
に
同
志
三
千
名
と
い
は
れ

る
）
の
封
建
制
復
帰
陰
謀
発
覚
は
同
種
の
反
革
命
行
動
が
集
団
的
形
態
を
と
っ
た

さ
き
が
け
で
あ
る
。
雲
井
の
口
供
に

当
今
郡
県
の
御
制
度
を
説
破
致
し
、
自
然
不
服
の
徒
有
レ
之
節
は
党
与
の
兵

力
を
以
て
在
朝
の
高
官
た
り
と
も
一
々
芟
除
致
し
、
大
城
に
押
迫
り
、
御
政

体
を
一
変
し
、
封
建
の
御
旧
制
に
復
し
、
宿
志
の
如
く
主
家
並
徳
川
回
復
を

遂
げ
可
レ
申
旨
、
魁
首
に
て
相
謀
〔
加
田
哲
二
『
現
代
日
本
文
明
史
第
一
一
巻

社
会
史
』
二
一
一
頁
〕
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云
々
と
そ
の
意
図
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
。
雲
井
龍
雄
事
件
の
メ
ン
バ
ー
が
殆
ど
武

士
階
級
よ
り
成
っ
て
ゐ
た
の
に
対
し
、
や
が
て
同
年
十
一
月
に
発
覚
し
た
愛
宕
事

件
は
、
士
族
（
久
留
米
、
秋
田
、
小
倉
等[カ

]）
と
藩
主
及
堂
上
公
卿
（
愛
宕
通
旭
、

外
山
光
輔
）
と
の
反
革
命
連
合
で
あ
る
こ
と
と
、
外
務
大
丞
丸
山
作
楽
の
リ
ー
ド

す
る
征
韓
運
動
と
結
び
つ
い
て
ゐ
る
点
に
特
色
を
示
す
。

復
古
の
業
成
る
の
後
は
堂
上
方
の
政
権
を
執
ら
る
べ
き
筈
な
る
に
、
却
て
非

役
と
な
り
御
所
に
離
れ
、
新
官
横
暴
、
百
姓
一
揆
所
々
に
起
る
。
…
…
凡
民

人
の
困
窮
は
物
価
騰
貴
、
外
国
貿
易
よ
り
起
る
者
に
し
て
、
是
れ
先
帝
の
叡

慮
を
煩
さ
れ
し
攘
夷
を
決
行
せ
ず
し
て
維
新
後
に
及
び
外
交
を
厚
く
せ
る
に

よ
る
〔
服
部
之
総
『
明
治
維
新
の
革
命
及
び
反
革
命
』（『
日
本
資
本
主
義
発

達
史
講
座
』
第
一
部
明
治
維
新
史
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）
三
八
頁
〕

と
主
張
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
、
そ
れ
が
幕
末
尊
攘
運
動
の
継
続
で
あ
り
、
そ
の
担

ひ
手
と
な
っ
た
複
雑
な
各
種
の
勢
力
が
漸
次
新
政
権
の
寡
頭
化
に
よ
っ
て
ふ
る
ひ

落
さ
れ
て
行
く
事
に
対
す
る
反
対
派
の
結
集
で
あ
る
事
が
よ
く
示
さ
れ
て
ゐ
る

（
こ
の
路
線
は
西
南
戦
争
に
ま
で
連
っ
て
ゐ
る
）。

〈
敬
神
党
の
加
屋
霽
堅
は
、
禁
刀
令
に
反
対
し
て
上
書
し
、

皇
国
神
武
の
利
剣
を
脱
去
し
、
独
り
狗
羯
羶
裘
の
醜
態
に
模
倣
し
、
固
有
の

武
勇
を
摩
滅
し
、
夷
狄
の
糟
粕
を
墨
守
し
、
神
州
固
有
の
良
法
を
廃
し
国
勢

を
削
弱
し
、
素
よ
り
外
夷
の
難
を
制
す
る
に
足
ら
ず
し
て
、
愈
々
賊
虜
を
し

て
其
技
倆
を
逞
せ
し
む
る
に
至
ら
ば
、
抑
も
廃
藩
置
県
の
詔
に
『
大
義
ヲ
昭

ニ
シ
、
名
分
ヲ
正
シ
、
内
億
兆
ヲ
保
安
シ
、
外
以
テ
万
国
ト
対
峙
セ
ン
』
と

の
朝
旨
に
も
乖
戻
し
、〔
大
津
淳
一
郎
『
大
日
本
憲
政
史
』
第
二
巻
、
宝
文
館
、

一
九
二
七
年
、
五
八
頁
〕

云
々
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
立
場
が
そ
の
ま
ゝ
、
神
風
連
の
挙
兵
檄
文
に
於
て
、

却
て
醜
虜
に
阿
諛
し
我
国
〔
体
〕
固
有
の
刀
剣
を
禁
諱
し
、
陰
に
邪
教
の
蔓

延
を
慫
慂
し
、
終
に
神
皇
の
国
土
を
彼
に
売
与
し
、
内
地
に
雑
居
せ
し
め
ん

と
す
〔
五
九
頁
〕

と
発
展
し
て
ゐ
る
。〉

さ
う
し
て
、
彼
等
の
憤
懣
は
版
籍
奉
還
と
廃
藩
置
県
以
後
の
強
力
な
中
央
集
権

化
政
策
に
よ
っ
て
一
気
に
激
成
さ
れ
て
行
く
。
徴
兵
令
の
施
行
は
彼
等
の
封
建
的

プ
ラ
イ
ド
を
み
じ
め
に
蹂
躙
し
た
。
秩
禄
處
分
は
彼
等
の
生
活
を
し
て
、
商
品
生

産
社
会
の
法
則
の
飜
ろ
う
に
ま
か
せ
た
。
帰
農
し
た
も
の
は
や
が
て
続
々

[
カ
]

土
地
を

失
ひ
、「
士
族
の
商
法
」
は
悲
惨
な
失
敗
に
終
っ
た
。
か
う
し
て
、
知
識
階
級
の
大

量
的
ル
ン
ペ
ン
化
が
生
じ
た
。
新
政
府
の
下
級
官
吏
の
職
に
あ
り
つ
い
た
一
部
の

者
を
除
い
て
、
彼
等
の
労
働
力
に
対
す
る
大
量
的
な
社
会
的
需
要
は
ま
だ
殆
ど
起

ら
な
か
っ
た
。
は
け
口
の
な
い
過
剰

[
カ
]

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
い
だ
い
た
彼
等
の
眼
に
う

つ
っ
た
の
は
、
新
政
府
の
上
か
ら
の
近
代
化
の
財
政
的
負
担
を
一
手
に
負
っ
た
農

民
で
あ
っ
た
。「
文
明
開
化
」
政
策
が
農
業
部
門
の
犠
牲
に
於
て
遂
行
さ
れ
る
事

は
地
租
改
正
で
明
白
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
、維
新
前
後
の
列
強
の
国
際
的
重
圧
、

彼
等
の
生
活
を
脅
か
す
外
国
資
本
主
義
に
対
す
る
反
撥
に
よ
っ
て
ふ
り
た
て
ら
れ

た
対
外
意
識
に
と
っ
て
朝
鮮
修
交
問
題
は
絶
好
の
口
実
を
与
へ
た
。
こ
の
様
に
し

て
、
地
租
改
正
と
征
韓
論
を
契
機
と
す
る
士
族
の
武
力
的
反
抗
が
相
継
い
で
突
は

つ
す
る
の
で
あ
る
。

〈
今
日
廟
堂
ノ
上
、
孝
允
、
重
信
ノ
輩
専
ラ
洋
夷
学
ヲ
主
張
シ
、
以
テ
聖
明
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ヲ
蠱
惑
シ
、
群
小
ヲ
煽
動
シ
、
一
制
ヲ
廃
シ
一
令
ヲ
出
シ
、
事
々
洋
夷
ヲ
模

倣
シ
、
古
典
ヲ
破
壊
シ
、
朝
制
ヲ
亡
滅
シ
、
名
義
ヲ
軽
ン
ジ
、
礼
分
ヲ
紊
リ

以
テ
彼
ノ
洋
夷
腥
氈
ノ
風
ニ
換
セ
ン
ト
。
…
…
嗚
呼
赫
々
タ
ル
神
州
、
未
ダ

嘗
テ
外
侮
ヲ
受
ケ
ズ
、
今
日
ニ
至
ッ
テ
始
テ
彼
ニ
制
セ
ラ
ル
、
祖
宗
在
天
ノ

霊
夫
レ
之
ヲ
何
ト
カ
謂
ン
。（
山
本
克
四
大
臣
ヲ
斬
ン
ト
ス
ル
建
言
、
評
論
新

聞
第
二
号
〉

熊
本
神
風
連
の
乱
と
呼
応
し
て
起
っ
た
思
案
橋
事
件
の
能
見
鉄
治
（
旧
会
津
藩

士
）
が
、

先
年
封
建
ノ
節
ハ
家
禄
モ
充
分
ニ
シ
テ
何
等
不
足
モ
無
之
處
、
図
ラ
ズ
モ
維

新
ノ
不
幸
ニ
際
シ
無
禄
ノ
身
ト
ナ
リ
啻
ニ
自
身
ノ
困
難
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
已

ニ
旧
主
人
ニ
於
テ
モ
世
襲
ノ
封
土
ニ
離
レ
爾
来
微
々
タ
ル
為
体
、
実
以
見
ル

ニ
忍
ヒ
サ
ル
ハ
畢
竟
新
政
府
ノ
所
為
ト
夙
夜
憤
懣
ニ
堪
兼
罷
在
候
〔
尾
佐
竹

猛
『
法
窓
秘
聞
』
育
生
社
、
一
九
三
七
年
、
一
四
三
頁
〕

と
自
供
し
て
ゐ
る
の
は
こ
う
し
た
一
連
の
反
政
府
暴
動
の
秩
禄
處
分
と
の
不
可
分

の
関
聯
を
示
す
と
共
に
、
前
原
一
誠
が
一
揆
の
檄
文
に
〔「
〕
不
肖
一
誠
が
現
政
府

と
方
針
を
異
に
す
る
は
地
租
改
正
の
一
挙
に
あ
り
〔
」〕
と
い
っ
た
こ
と
及
び
、
西

南
戦
争
直
前
の
風
雲
急
な
り
し
と
き
に
急
據[遽

]政
府
が
、
地
租
を
三
分
よ
り
二
分
五

厘
に
下
げ
た
こ
と
は
共
に
、
こ
う
し
た
運
動

[
カ
]

の
背
後
に
お
け
る
農
民
層
の
動
向
を

暗
示
し
て
い
る
。
そ
れ
と
共
に
、
鳥
尾
小
弥
太
（
陸
軍
中
将
）
が

文
明
開
化
て
ふ
風
の
吹
廻
し
に
よ
り
、
天
下
一
般
に
騒
き
立
て
、
無
二
無
三

に
西
洋
流
と
称
し
、
一
時
に
俗
を
破
り
、
風
を
変
し
、
人
心
転
た
浮
薄
に
流

れ
、
甚
し
き
は
楠
公
を
権
助
に
比
す
る
者
さ
へ
あ
る
に
至
る

事
を
慨
嘆
し
て
、
明
治
六
年
、
西
郷
隆
盛
に
向
っ
て
、

今
日
の
計
は
断
然
武
政
を
布
き
て
天
下
柔
弱
軽
兆[佻

]の
気
風
を
一
変
し
、
国
家

の
独
立
を
全
ふ
す
る
為
に
は
、
外
国
と
一
戦
す
る
の
覚
悟
を
取
る
を
以
て
上

計
と
す

と
進
言
し
た
の
は
、
対
外
武
力
進
出
に
よ
っ
て
国
内
の
滔
々
た
る
文
明
開
化
の
潮

流
の
逆
転
を
計
っ
た
も
の
で
、
征
韓
論
の
心
理
的
背
景
の
一
つ
が
こ
ゝ
に
典
型
的

に
現
わ
れ
て
ゐ
る
。〔
以
下
『
講
義
録
』
第
二
冊
一
三
二
頁
一
五
行
―
一
三
三
頁
二

行
〕と

こ
ろ
で
、
上
の
如
き
一
聯
の
反
革
命
的
思
想
及
行
動
は
下
級
武
士
を
主
た
る

担
ひ
手
と
す
る
い
は
ゞ
過
激
反
動
思
潮
で
あ
る
が
、
之
と
併
行
し
て
、
藩
主
乃
至

封
建
的
特
権
層
の
間
に
は
保
守
的
反
動
思
潮
が
執
拗
に
残
存
し
て
ゐ
た
。
前
者
が

尊
王
攘
夷
の
継
続
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
公
武
合
体
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
系
譜

に
属
す
る
。
か
う
し
た
立
場
を
典
型
的
に
代
表
し
た
の
が
島
津
久
光
で
あ
っ
た
。

同
じ
薩
藩
の
西
郷
隆
盛
と
島
津
久
光
は
か
く
し
て
、
夫
々
下
士
的
及
藩
主
的
立
場

か
ら
の
反
動
主
義
を
体
現
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
久
光
は
本
来
、
上
下
貴
賤
の
名

分
を
最
も
重
視
す
る
正
統
的
封
建
主
義
者
で
あ
っ
て
、
さ
れ
ば
こ
そ
、
寺
田
屋
事

件
に
於
て
急
進
的
尊
攘
論
を
唱
へ
る
浪
士
軽
輩
を
弾
圧
し
た
の
で
あ
る
が
、西
郷
、

大
久
保
ら
が
維
新
革
命
の
指
導
力
を
握
っ
て
、
我
物
顔
に
新
政
権
の
中
核
を
占
め

た
の
に
快
か
ら
ず
、
病
を
口
実
に
、
維
新
後
は
帰
郷
し
て
し
ま
っ
た
。
と
く
に
新

政
府
の
進
歩
政
策
は
久
光
の
不
満
を
決
定
的
に
し
た
。
朝
廷
及
政
府
は
、
さ
な
き

だ
に
巨
大
な
封
建
勢
力
が
全
国
各
地
に
幡
居

[マ
マ
]

せ
る
情
勢
下
に
於
て
、
か
う
し
た
久

光
の
行
動
は
影
響
す
る
所
大
で
あ
る
と
し
て
、
再
三
勅
使
を
以
て
上
京
を
促
し
、
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又
、
授
位
を
以
て
懐
柔
せ
ん
と
し
た
が
、
之
に
対
し
、
久
光
は
、

臣
宿
痾
今
に
快
か
ら
ず
、
再
三
の
召
命
に
応
ぜ
ざ
る
罪
万
死
に
当
る
…
…
敢

て
賜
ふ
所
の
位
記
を
封
還
す
〔
福
地
源
一
郎
『
校
正
久
光
公
記
』
日
報
社
、

一
八
八
八
年
、
二
一
七
頁
〕

と
し
て
固
辞
す
る
態
度
を
取
っ
た
。

明
治
五
年
夏
、
明
治
天
皇
九
州
御
巡
幸
の
折
、
久
光
は
は
じ
め
て
建
白
書
を
呈

出
し
彼
の
平
素
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
開
陳
し
た
。
そ
こ
に
は
、
一
、
国
本
を
立
て

紀
綱
を
張
る
事
、
一
、
服
制
を
定
め
て
容
貌
を
厳
に
す
る
事
、
一
、
貴
賤
の
分
を

明
に
す
る
こ
と
、
一
、
厳
に
淫
乱
を
禁
じ
て
男
女
の
別
を
明
に
す
る
事
等
の
条
々

が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
如
何
に
久
光
が
骨
髄
か
ら
の
儒
教
的
礼
治
主
義
者

で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
機
会
に
彼
は
維
新
政
府
の
開
化
政
策
に
対
す
る

平
素
の
ふ﹅

ん﹅

ま﹅

ん﹅

を
一
挙
に
吐
露
し
た
も
の
の
如
く
、「
方
今
の
御
政
体
に
て
は

共
和
政
治
の
悪
弊
に
陥
ら
〔
せ
ら
〕
る
ゝ
事
も
あ
ら
ん
乎
」
と
言
上
し
た
と
い
は

れ
て
ゐ
る
（
久
光
公
記
〔
二
一
八
頁
〕）。
明
治
六
年
漸
く
久
光
上
京
し
、
六
年
十

二
月
、
内
閣
顧
問
に
、
七
年
、
左
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
政
府
の
辿
る
方
向
は

彼
の
意
識
と
ま
す
〳
〵
背
馳
す
る
の
で
、
七
年
七
月
、
政
府
の
新
政
策
に
対
す
る

疑
問
を
一
括
し
て
、
三
条
太
政
大
臣
に
質
問
し
た
。
そ
こ
で
問
題
に
な
っ
た
事
を

見
る
と
、
先
王
の
法
服
を
洋
服
に
改
め
た
事
、
太
陽
暦
使
用
、
教
育
、
兵
制
、
建

築
、
風
俗
等
に
於
け
る
洋
風
模
擬
（
例
へ
ば
「
散
髪
脱
刀
の
洋
風
を
重
じ
束
髪
帯

刀
の
御
国
風
を
賤
む
る
事
」〔
二
二
四
頁
〕）
等
々
で
あ
り
、
典
型
的
保
守
主
義
者

と
し
て
の
面
目
が
よ
く
現
は
れ
て
ゐ
る
。
と
く
に
、
前
に
も
問
題
に
し
た
服
制
の

厳
正
は
久
光
が
最
も
強
硬
に
主
張
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
八
年
、
服
制
の
事
は

採
用
し
難
し
と
拒
否
さ
れ
た
の
で
、
遂
に
十
月
、
左
大
臣
を
辞
職
す
る
に
至
っ
た
。

な
ほ
、
こ
の
辞
職
の
直
接
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
参
議
と
諸
省
卿
の
分
離
問
題

で
、
久
光
は
こ
の
時
、
板
垣
と
共
に
分
離
を
主
張
し
て
、
共
に
職
を
去
っ
た
の
で

あ
る
。「
久
光
公
と
板
垣
参
議
と
は
平
素
そ
の
主
義
を
全
く
異
に
せ
る
に
今
度
の

議
は
両
公
と
も
に
同
論
な
る
ぞ
不
思
議
な
る
」〔
二
三
二
頁
〕
と
当
時
噂
さ
れ
た
と

「
久
光
公
記
」は
語
っ
て
ゐ
る
が
、久
光
に
と
っ
て
は
、分
離
問
題
は
む
し
ろ
き
っ

か
け
で
あ
っ
て
、
他
の
封
建
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
く
建
言
の
拒
否
さ
れ
た
こ
そ[カ

]が

決
定
的
な
原
因
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
民
権
論
者
と
封
建
主
義
者
が
こ
こ
で
始

め
て
、
右
と
左
か
ら
、
反
政
府
の
共
同
行
動
を
張
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
く
、
維

新
政
府
が
上
か
ら
の
集
権
的
統
一
国
家
建
設
と
い
ふ
自
己
の
使
命
を
漸
く
表
面
化

し
来
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
久
光
は
徹
底
し
た
秩
序
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
、
一
切
の
反
革
命

的
暴
動
に
も
又
組
み
し
な
か
っ
た
。
西
南
戦
争
の
時
、
久
光
の
挙
動
は
天
下
の
注

目
を
あ
び
、
朝
廷
も
念
の
た
め
、
勅
使
を
派
遣
し
て
彼
を
慰
撫
し
た
が
、
そ
の
時
、

久
光
は
む
し
ろ
、
勅
使
に
対
し
て
西
郷
等
の
家
臣
の
忘
恩
に
対
す
る
反
感
を
吐
露

し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
久
光
が
明
治
八
年
頃
、自
己
の
心
境
を
述
べ
た
際
に
、

在
官
の
藩
士
等
も
其
多
数
は
然
る
可
ら
ざ
る
輩
に

と
も
が
ら

合
体
し
て
猥
に
西
洋
の
風

俗
を
学
び
甚
し
き
は
権
変
詐
偽
を
以
て
文
明
開
化
の
事
な
り
と
し
、
放
逸
奢

侈
を
以
て
自
主
自
由
の
意
な
り
と
し
て
互
に
之
を
称
揚
し
、
久
光
な
ん
ど
が

申
条
は
守
旧
頑
固
の
陋
説
な
り
と
嘲
り
て
幾
と
無
用
の
言こ

と

と
せ
り
、
凡
そ
君

臣
の
情
誼
を
忘
れ
て
旧
主
を
蔑
視
す
る
も
の
争
で
か
帝
室
に
誠
忠
の
心
を
存

す
べ
き
、
栄
耀
の
富
貴
を
望
み
て
士
節
の
廉
耻
を
棄
る
も
の
何
ぞ
国
事
に
身
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命
を
委
ね
て
顧
み
ざ
る
の
心
あ
ら
ん
や
（
久
光
公
記
〔
二
三
〇
頁
〕）

と
言
っ
て
ゐ
る
の
は
、
端
的
に
彼
の
藩
主
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
表
明
し
て
ゐ
る
。

雲
井
龍
雄
や
神
風
連
ら
の
封
建
回
復
の
主
張
に
於
て
問
題
の
中
心
が
、
士
対
農
工

商
の
秩
序
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
久
光
に
於
て
は
そ
れ
と
並
ん
で
、
武
士
階
級
そ

の
も
の
の
内
部
に
於
け
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
と
く
に
重
視
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
封
建
的
忠
君
の
延
長
の
上
に
尊
王
を
キ
ソ
づ
け
ん
と
す
る
点
で
、
そ
れ
は
水

戸
学
的
尊
王
論
の
忠
実
な
後
継
者
で
あ
る
と
い
ふ
事
が
出
来
る
。

次
に
、
明
治
維
新
の
精
神
的
背
景
の
一
つ
と
な
っ
た
国
学
的
な
復
古
主
義
の
影

響
と
そ
の
結
末
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
そ
れ
こ
そ
維
新
変
革
に
対
す
る
反
革
命
思

想
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
逆
に
維
新
の
不
可
分
離
な
一
面
を
な
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る

が
、
本
質
的
に
近
代
化
の
方
向
と
相
容
れ
な
い
と
い
ふ
よ
り
、
む
し
ろ
、
あ
ま
り

に
か
け
は
な
れ
て
ゐ
る
た
め
に
、
当
初
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
維
新
後
十
年
の
間
に
、

急
速
に
失
墜
し
た
の
で
あ
る
。

新
政
府
の
王
政
復
古
の
大
号
令
に
「
諸
事
神
武
創
業
ノ
始
ニ
原
ツ
キ
」
と
あ
り
、

こ
れ
に
依
っ
て
、
明
治
元
年
正
月
、
新
政
府
の
職
制
に
於
て
、
大
化
改
新
の
制
に

倣
っ
て
、
内
国
、
外
国
、
陸
海
軍
、
会
計
、
刑
法
、
制
度
の
六
科
を
置
き
、
そ
の

首
班
に
神
祇
科
を
置
い
た
。
二
年
七
月
官
制
改
革
に
於
て
も
、
神
祇
官
は
太
政
官

の
上
に
置
か
れ
て
ゐ
る
。
か
う
し
た
新
政
府
の
祭
政
一
致
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
推
進

力
に
な
っ
た
の
は
、
平
田
派
国
学
者
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
津
和
野
藩
主
亀
井
茲
監
、

そ
の
藩
士
福
羽
美
静
、
大
国
隆
正
等
は
神
祇
官
副
知
事
及
神
祇
官
判
事
と
し
て
、

又
、
隆
正
の
弟
子
、
矢
野
玄
道
、
玉
松
操
ら
は
岩
倉
具
視
の
ブ
レ
イ
ン
と
し
て
活

躍
し
た
。
彼
等
の
影
響
下
に
、
神
仏
分
離
が
全
国
に
令
せ
ら
れ
、
や
が
て
、
明
治

三
年
大
教
宣
布
の
詔
発
せ
ら
れ
て
、
祭
政
一
致
に
よ
る
惟
神
の
大
道
を
宣
揚
す
る

方
針
が
闡
明
さ
れ
、
こ
れ
に
基
い
て
、
宣
教
使
及
宣
教
係
が
任
命
さ
れ
た
。
五
年

三
月
、
神
祇
省
（
四
年
八
月
よ
り
）
が
教
部
省
に
改
め
ら
る
ゝ
や
（
福
羽
美
静
を

教
部
大
輔
に
任
じ
た
）、
宣
教
係
は
廃
さ
れ
、
教
導
職
を
置
い
た
。
か
く
て
有
名
な

三
条
教
憲
が
発
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

第
一
条
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事

第
二
条
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事

第
三
条
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
ス
ヘ

[マ
マ
]

キ
事

之
と
関
聯
し
て
六
年
に
教
導
職
に
下
さ
れ
た
十
一
兼
題
が
布
教
の
原
則
を
な
し
た

の
で
あ
る
（
神
徳
皇
恩
之
説
、
人
魂
不
死
之
説
、
神
天

[天
神
]

造
化
之
説
、
顕
幽
分
界
之

説
、
皇[愛

]国
之
説
、
神
祭
之
説
、
鎮
魂
之
説
、
君
臣
之
説
、
父
子
之
説
、
夫
婦
之
説
、

大
祓
之
説
で
、
そ
れ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
平
田
神
道
）。
五
年
、
大
教
院
を
東
京

に
置
き
、
中
小
教
院
を
府
県

[
カ
]

に
設
け
た
。

さ
て
こ
う
し
た
維
新
直
後
の
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
国
教
化
と
共
に
全
国
に
燎

原
の
火
の
如
く
燃
え
ひ
ろ
が
っ
た
の
が
、
廃
仏
毀
釈
運
動
で
あ
っ
た
。
新
政
府
は

た
ゞ
神
仏
分
離
を
命
じ
た
の
み
で
、
別
に
仏
寺
に
対
し
て
弾
圧
を
下
す
意
図
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
度
こ
の
令
出
づ
る
や
、
そ
れ
は
末
端
に
行
け
ば
行
く
程

ラ
ヂ
カ
ル
な
形
態
を
と
り
、
強
制
的
な
廃
寺
合
寺
、
乃
至
は
仏
具
梵
鐘
の
没
収
、

寺
田
の
払
下
等
の
措
置
が
強
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
一
つ
に
は
、
仏
寺
が
徳
川
幕
府

に
よ
っ
て
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
の
た
め
の
行
政
手
段
と
な
っ
て
以
来
、
仏
教
の
腐
敗

甚
だ
し
く
、
僧
侶
は
全
く
宗
教
的
情
熱
を
失
っ
て
無
為
徒
食
の
遊
民
化
し
て
い
た

事
に
対
す
る
久
し
い
国
民
的
反
感
が
、
た
ま
た
ま
王
政
復
古
に
お
い
て
爆
発
し
た
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と
い
う
事
情
も
あ
る
が
、そ
れ
が
政
府
が
こ
の
運
動
を
大
体
に
お
い
て
抑
止
せ
ず
、

む
し
ろ
黙
認
の
態
度
を
と
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
結
果
に
お
い
て
政
府
の
物
質
的
キ

ソ
の
強
化
―
―
富
国
強
兵
政
策
―
―
と
結
合
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
す
な
は
ち
、

廃
さ
れ
た
寺
領
は
一
部
は
人
民
に
下
附
さ
れ
た
が
、
他
は
官
有
地
と
な
り
、
ま
た
、

仏
具
梵
鐘
は
鋳
つ
ぶ
さ
れ
て
、
銃
砲
製
造
に
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
最
も
天
上

的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
変
動
が
、
最
も
地
上
的
な
国
家
的
実
用
の
考
慮
と
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
宗
教
の
社
会
的
存
在
様
式
の
伝
統
を
象
徴
し
て

い
る
。

そ
う
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
仏
教
陣
営
で
は
た
ゞ
ち
に
護

法
運
動
を
起
し
た
が
、
そ
れ
は
、
宗
教
の
自
立
性
の
上
に
立
っ
て
下
か
ら
の
圧
力

に
よ
っ
て
政
治
的
干
渉
に
対
抗
す
る
方
向
に
お
い
て
で
は
な
く
、
逆
に
、
王
法
仏

法
不
離
を
説
い
て
、
ひ
た
す
ら
新
政
府
と
そ
の
政
策
に
迎
合
す
る
と
い
う
態
度
と

な
っ
て
現
わ
れ
た
。
そ
の
功
験
は
空
し
か
ら
ず
、
五
年
に
設
置
さ
れ
た
教
部
省
に

お
い
て
は
、
僧
侶
も
包
摂
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
以
後
仏
教
は
つ
ね
に
反
動

[
カ
]

的
国
家

主
義
と
結
合
す
）。
純
粋
な
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
征
は
は
早
く
も
こ
ゝ
に
終
り

を
告
げ
た
わ
け
で
あ
る
。
や
が
て
、
大
教
院
の
内
部
で
の
神
官
と
仏
僧
と
の
紛
争

に
手
を
焼
い
た
政
府
は
八
年
七
月
、
大
教
院
を
廃
止
し
、
九
年
十
月
に
は
教
部
省

も
廃
さ
れ
、
神
祇
事
ム
は
内
務
省
内
に
移
管
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
慌
だ
し
い
祭
政
一
致
制
度
の
没
落
は
そ
れ
が
当
時
の
あ
ま
り
に
急
激
な
変

革
（
時
代
推
移
）
の
テ
ン
ポ
に
適
応
出
来
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
本
来
一
般

に
国
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
政
治
＝
社
会
思
想
の
面
で
具
体
的
建
設
的
な
プ
ラ
ン
を

持
ち
え
な
い
た
め
で
あ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
が
無
内
容
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
文
明

開
化
思
想
を
も
包
よ
う
す
る
事
は
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
学
者
神
道
家
の
う

ち
比
較
的
適
応
性
に
富
ん
だ
も
の
は
、
進
ん
で
開
化
物
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て

活
躍
し
た
。
前
述
し
た
加
藤
祐
一
の
ご
と
き
、
そ
の
一
人
で
あ
る
。

彼
等
は
、
支
那
的
儒
教
的
観
念
か
ら
の
解
放
の
う
ち
に
い
は
ゆ
る
「
皇
国
」
の

主
体
性
を
見
出
さ
う
と
し
、
そ
の
た
め
洋
学
に
対
し
て
積
極
的
態
度
を
示
し
た
。

ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
観
念
の
源
泉
を
、
我
が
国
の
神
話
の
う
ち
に
探
り
出
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
復
古
と
開
化
と
の
円
満
な
る
婚
姻
に
腐
心
し
た
。
一
例
を
挙
れ
ば

次
の
如
し
。

千
万
が
み
を
神
つ
ど
へ
、
集
へ
て
議
り
給
へ
る
は
、
公
論
集
議
の
源
に

ハ
ジ
メ

て
、

我
が
皇
統
の
貴
き
は
、
な
ら
ぶ
か
た
な
き
事
な
が
ら
、
尚
も
政
治
に
遺
漏
な

く
、
あ
ら
し
め
む
と
の
神
議
、
君
民
一
和
の
政
体
を
、
遠
き
神
代
の
昔
よ
り
、

定
め
て
今
も
動
き
な
き
、皇
祚
の
し
る
し
と
て
…
…
玉
の
緒
な
が
く
万
世
に
、

人
民

タ

ミ

を
お
も
ほ
す
皇
道
（

キ
ミ
ノ
ミ
チ

小
川
持
正
「
習
字
や
ま
と
魂
」〔
四
丁
ウ
―
九
丁

オ
〕）

し
か
し
、
宣
長
の
文
献
学
的
な
歴
史
主
義
を
の
り
こ
へ
て
一
つ
の
神
学
を
打
立

て
た
平
田
派
国
学
か
ら
は
当
然
祭
政
一
致
の
厳
密
な
施
行
が
要
求
さ
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
忠
実
な
使
徒
は
文
明
開
化
の
怒
濤
の
な
か
に
う
す
れ
行
く

復
古
主
義
の
運
命
を
た
ゞ
悲
憤
の
眼
を
以
て
見
守
る
の
み
で
あ
っ
た
。
玉
松
操
の

如
き
、
既
に
、
明
治
二
年
に
於
て
、
開
国
説
を
取
っ
た
岩
倉
に
対
し
て
裏
切
り
呼

は
り
し
て
野
に
隠
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
平
田
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
転
落
過

程
が
最
も
鮮
か
な
の
は
、
大
学
校
、
学
校
教
育
の
推
移
に
窺
は
れ
る
。

王
政
復
古
と
と
も
に
、
学
校
教
育
の
面
で
も
平
田
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
王
座
に
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つ
い
た
。
明
治
元
年

[

マ

マ

]

二
月
、
平
田
鉄
胤
、
玉
松
操
、
矢
野
玄
道
の
三
名
は
学
校
制

度
規
則
取
調
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
際
の
口
達
に
、

此
節
不
容
易
御
時
節
是
上
外
国
ヨ
リ
如
何
様
之
儀
渡
来
可
致
も
難
計
、
仮
令

如
何
様
之
儀
有
之
候
共
、
一
切
彼
ニ
圧
倒
不
被
致
様
、
御
規
則
盛
大
厳
重
ニ

相
立
候
様
可
致
候
事

と
あ
る
に
よ
っ
て
、
明
治
政
府
が
成
立
当
初
、
開
国
政
策
と
共
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思

想
の
洪
水
の
如
き
流
入
を
危
惧
し
、
復
古
主
義
に
よ
る
国
民
の
思
想
的
武
装
を
意

図
し
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

之
に
よ
っ
て
、
主
と
し
て
、
矢
野
玄
道
の
文
に
な
っ
た
の
が
学
舎
制
で
あ
る
。

之
は
学
科
を
本
教
学
、
経
世
学
、
辞
章
学
、
方
伎
学
、
外
蕃
学
の
五
科
に
分
っ
た
。

国
学
は
本
教
学
と
し
て
諸
科
の
基
礎
た
る
地
位
を
与
え
ら
れ
、
従
来
の
中
心
的
な

学
問
た
る
漢
学
は
洋
学
と
な
ら
ん
で
外
蕃
学
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、

学
内
に
皇
祖
天
神
社
を
祭
る
こ
と
と
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
之
が
具
体
化
し
な
い
う
ち
に
学
習
院
が
開
か
れ
、
之
が
や
が
て
大

学
寮
代
と
改
称
さ
れ
こ
こ
に
た
て
こ
も
る
伝
統
的
儒
教
派
と
玉
松
・
矢
野
ら
の
国

学
派
の
抗
争
が
激
化
し
た
。
か
く
て
政
府
は
こ
の
紛
争
を
解
決
す
る
た
め
同
元
年

九
月
、
皇
学
所
、
漢
学
所
を
設
置
し
、
結
局
、
学
舎
制
は
そ
の
ま
ゝ
の
形
で
は
実

現
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
教
育
理
念
に
お
け
る
国
学
の
指
導
性
は
貫
徹
さ
れ
そ

の
達
中
の
規
則
に
、

〔
引
用
原
稿
不
明
。
本
頁
下
段
一
九
―
二
二
行
に
一
部
引
用
〕

や
が
て
、
遷
都
と
共
に
、
教
育
の
中
心
も
東
京
に
う
つ
り
、
大
学
校
は
ま
づ
東
京

に
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
は
ち
、
是
よ
り
先
、
明
治
元
年
に
、
幕
府

の
昌
平
黌
が
昌
平
学
校
と
し
て
復
興
し
、
同
二
年
六
月
に
は
、
昌
平
学
校
、
開
成

学
校
、
医
学
校
を
綜
合
し
て
大
学
校
と
し
、
昌
平
学
校
を
そ
の
根
幹
と
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
大
学
校
は
道
の
体
を
明
か
に
し
、
開
成
及
医
学
二
校
は
道
の
用
を
極

む
る
を
そ
の
教
育
理
念
と
し
た
。
道
の
体
と
は
即
ち
国
体
で
あ
り
、「
皇
道
を
尊

み
国
体
を
弁
ず
る
」
た
め
に
、
神
典
国
典
の
研
究
を
第
一
と
し
た
。
こ
れ
が
漢
学

を
主
と
し
た
旧
昌
平
黌
と
の
根
本
的
相
異
で
、
こ
こ
に
、
国
学
が
儒
学
に
代
っ
て
、

教
育
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
握
っ
た
情
勢
が
表
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
推
移
を
象
徴
す
る

の
が
、
二
年
八
月
大
学
校
に
於
て
行
は
れ
た
学
神
祭
で
あ
り
、
従
来
学
神
と
し
て

孔
子
を
祭
る
事
が
長
い
間
の
伝
統
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
の
時
、
思
金
神
が

学
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
。
見
聞
者
は
、
学
神
祭
の
模
様
（
二
年
八
月
二
日
）
を
次

の
様
に
伝
へ
て
ゐ
る
。

八
心
思
兼
神
を
新
築
大
講
堂
に
祭
り
、
朝
廷
よ
り
綾
小
路
勅
使
と
な
る
。
平

田
鉄
胤
白
髪
い
か
め
し
く
（
？
）

[

マ

マ

]

衣
冠
を
つ
け
、〔
中
略
〕
学
官
一
同
青
絹
の

長
袖
を
着
け
、〔
中
略
〕
供
物
を
三
盆
に
盛
り
、
之
を
捧
ぐ
る
と
き
は
皆
白
紙

を
以
て
口
を
蔽
ひ
、
席
上
を
膝
行
し
て
相
授
受
す
る
様
、
い
と
異
様
に
見
え

た
り
。〔
高
橋
勝
弘
『
昌
平
遺
響
』（『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
、
一

九
三
二
年
、
四
七
頁
）〕

ま
さ
に
国
学
者
得
意
の
場
面
で
あ
っ
た
。
昌
平
学
校
へ
の
太
政
官
（
？
）
の
達
に
、

「
神
典
国
典
ノ
要
ハ
皇
道
ヲ
尊
ミ
国
体
ヲ
辨
ス
ル
ニ
ア
リ
乃
チ
皇
国
ノ
目
的
学
者

ノ
先
務
ト
謂
ヘ
シ
」
と
あ
る
の
は
、
政
府
部
内
に
於
け
る
平
田
派
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

の
優
越
性
を
示
し
て
ゐ
る
。
と
同
時
に
、
同
じ
達
の
中
で
、「
神
典
国
典
ニ
依
テ
国

体
ヲ
辨
ヘ
兼
而
漢
籍
ヲ
講
明
シ
、
実
学
実
用
ヲ
成
ヲ
以
テ
要
ト
ス
」
と
い
っ
て
ゐ
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る
の
は
、
や
は
り
、
時
代
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
国
学
理
念
の
純

粋
性
を
貫
く
こ
と
が
至
難
で
あ
っ
た
事
が
窺
は
れ
る
。
実
学
実
用
と
い
ふ
功
利
主

義
的
観
念
と
国
体
論
と
が
そ
こ
で
安
易
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
居
り
、
そ
の
間
の
論

理
的
関
係
は
少
し
も
明
白
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
東
京
に
於
け
る

大
学
校
設
置
と
併
行
し
て
、
明
治
元
年
九
月
、
宮
、
堂
上
及
官
人
を
対
象
と
し
て

京
都
九
条
邸
に
皇
学
所
が
、
梶
井
宮
邸
に
漢
学
所
が
夫
々
設
け
ら
れ
た
が
、
そ
の

達
中
の
規
則
に
、「
国
体
ヲ
辨
シ
名
分
ヲ
正
ス
ヘ
キ
事
、
漢
土
西
洋
ノ
学
ハ
共
ニ
皇

道
ノ
羽
翼
タ
ル
事
」
と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
も
儒
教
と
洋
学
を
国
学
の
主
体
性
の
下

に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
て
ゐ
る
し
、
明
治
二
年
正
月
、
皇
学
所
規
則
に
は
、「
学
方

は
羽
倉
東
麿
、
岡
部
真
淵
、
本
居
宣
長
、
平
田
篤
胤
を
も
て
本
宗
と
し
、
其
他
諸

家
末
書
を
博
折
衷
可
致
事
」
と
同
じ
く
本
居
―
平
田
の
学
統
の
正
統
性
が
確
認
さ

れ
て
ゐ
る
。
又
学
校
発
意
之

[マ
マ
]

主
意
に
、

凡
百
ノ
学
術
ハ
皆
活
用
ヲ
貴
ン
テ
死
套
ニ
陥
ル
コ
ト
ヲ
警
ム
ヘ
シ
今
ノ
時
ニ

当
テ
学
ハ
サ
レ
ハ
以
テ
知
見
ヲ
開
ク
コ
ト
ナ
ク
人
才
ヲ
得
ル
コ
ト
ナ
シ
。
其

マ
ナ
フ
ニ
何
事[学

]ニ
ヨ
ラ
ス
一
ツ
弊
ア
リ
所
謂
頑
固
ナ
リ
…
…
譬
ヘ
ハ
漢
学
者

流
ハ
唯
漢
籍
ノ
ミ
ナ
ラ
テ
ハ
ト
一
途
ニ
思
ヒ
コ
ミ
テ
互
ニ
排
撃
ス
ル
ハ
皆
其

学
フ
所
ニ
就
テ
頑
固
ノ
二
字
ハ
免
ル
ヽ
コ
ト
能
ハ
ス
。〔
中
略
〕
コ
ヒ
ネ
カ

ハ
ク
ハ
膠
柱
守
株
ノ
弊
ナ
カ
ラ
ン
ト
思
フ
婆
心
ナ
リ
。〔『
東
京
帝
国
大
学
五

十
年
史
』
上
巻
三
七
頁
〕

と
こ
ろ
が
、
封
建
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
長
い
間
影
響
力
を
持
っ
た
儒
学
は

し
か
く
容
易
に
国
学
の
優
位
を
承
認
し
よ
う
と
は
し
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
明

治
二
年
九
月
、
大
学
別
当
の
名
を
以
て
、
集
議
院
に
対
し
、
皇
漢
学
合
併
し
て
、

皇
国
学
神
を
祭
り
、
孔
廟
釈
奠
を
廃
す
る
事
、
漢
籍
素
読
を
廃
し
専
ら
国
書
を
用

る
事
に
つ
い
て
可
否
を
諮
問
し
た
と
き
、
僅
か
二
、
三
藩
を
除
き
殆
ど
す
べ
て
の

藩
が
挙
っ
て
之
に
反
対
し
て
ゐ
る
の
を
見
て
も
、
儒
教
の
伝
統
が
封
建
的
勢
力
の

間
に
如
何
に
根
強
か
っ
た
か
が
知
ら
れ
る
。
か
う
し
た
支
持
を
背
景
と
し
て
、
大

学
校
や
皇
学
所
内
に
於
け
る
漢
学
者
と
国
学
者
の
紛
争
は
「
皇
学
漢
学
共
互
に
是

非
ヲ
争
ヒ
固
我
ノ
偏
執
不
可
有
事
」〔
京
都
皇
学
所
規
則
〕
と
い
ふ
政
府
の
注
意
に

も
拘
ら
ず
次
第
に
激
し
て
行
っ
た
。
さ
う
し
て
、
か
う
し
た
紛
争
の
う
ち
に
、
皇

学
所
漢
学
所
は
明
治
二
年
九
月
に
、
大
学
校
は
三
年
七
月
に
い
づ
れ
も
閉
鎖
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
は
結
局
、
大
学
校
は
旧
昌
平
黌
の
延
長
と
し
て
、
皇
学
所
は

旧
学
習
院
の
復
活
と
し
て
、
新
時
代
の
開
幕
に
指
導
的
役
割
を
果
す
べ
く
あ
ま
り

に
過
去
の
伝
統
の
尾
を
ひ
い
た
教
育
機
関
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

は
、
同
時
に
、
そ
こ
で
指
導
権
を
に
ぎ
っ
た
平
田
派
国
学
者
が
、
し
き
り
に
、
儒

学
の
固
陋
を
頑
迷
を
指
摘
す
る
に
も
拘
ら
ず
（
例
）、
自
ら
に
も
維
新
の
変
革
を
積

極
的
に
キ
ソ
づ
け
る
に
足
る
理
論
を
な
ん
ら
持
っ
て
ゐ
な
か
っ
た
事
を
暴
露
し
た

も
の
で
、
そ
こ
に
、
同
じ
国
学
の
流
れ
を
汲
ん
だ
元
田
直
な
ど
に
よ
っ
て
、

皇
道
ヲ
主
張
ス
ル
ハ
、
廟
堂
ノ
御
趣
意
ナ
レ
ド
モ
、
国
学
者
流
固
陋
頑
僻
ノ

説
ハ
、
決
テ
御
採
用
ニ
ハ
ナ
ラ
ヌ
事
ナ
リ
。
世
ニ
皇
学
ト
イ
ヘ
バ
本
居
平
田

ノ
家
言
ナ
リ
ト
心
得
ル
モ
ノ
ア
リ
笑
フ
ヘ
シ
。
本
居
平
田
ノ
学
ヲ
奉
ジ
テ
、

今
ノ
政
体
ヲ
了
解
ス
ル
者
能
ク
幾
人
ヲ
得
ン
。
…
…
当
世
ノ
急
務
盛
ニ
西
洋

学
ヲ
開
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
（
東
京
土
産

明
四
、
七
〔
四
丁
オ
〕）

と
い
ふ
如
き
批
判
を
浴
び
る
所
以
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
や
が
て
、

開
成
所
の
系
統
を
ひ
い
た
南
校
が
大
学
の
管
轄
を
は
な
れ
、
文
部
省
の
所
管
の
下
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に
、
明
治
四
年
十
月
開
校
し
、
新
ら
し
き
帝
国
大
学
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
と
き
、

そ
こ
で
は
、
も
は
や
指
導
権
は
完
全
に
洋
学
者
の
手
に
移
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
指
導
権
の
推
移
は
す
で
に
、
明
治
三
年
二
月
、
大
学
規
則
及
中
小
学
規
則
が

定
め
ら
れ
た
と
き
（
際
）、
文
部
大
輔
江
藤
新
平
が
「
学
科
と
い
ふ
も
の
は
国
別
で

分
け
る
と
い
ふ
事
は
可
笑
し
い
、
之
を
一
つ
打
壊
は
す
と
云
ふ
こ
と
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
」
と
い
っ
て
、
学
科
の
分
け
方
を
国
別
か
ら
事
項
別
に
改
め
た
と
き
に
、

表
面
化
し
て
ゐ
た
（
之
に
は
加
藤
弘
之
の
影
響
あ
り
）。
さ
う
し
て
、
明
治
五
年
八

月
新
日
本
の
教
育
組
織
の
根
本
を
定
め
た
学
制
が
頒
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

教
育
の
「
欧
化
」、
そ
れ
に
伴
ふ
国
学
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
没
落
は
決
定
的
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
す
な
は
ち
、
そ
こ
で
は

従
来
学
校
ノ
設
ア
リ
テ
ヨ
リ
年
ヲ
歴
ル
コ
ト
久
シ
ト
雖
モ
或
ハ
其
道
ヲ
得
サ

ル
ヨ
リ
シ
テ
人
其
方
向
ヲ
誤
リ
学
問
ハ
士
人
以
上
ノ
事
ト
シ
農
工
商
及
ヒ
婦

女
子
ニ
至
ツ
テ
ハ
之
ヲ
度
外
ニ
置
キ
学
問
ノ
何
物
タ
ル
ヲ
辨
セ
ス
又
士
人
以

上
ノ
稀
ニ
学
フ
者
モ
動
モ
ス
レ
ハ
国
家
ノ
為
ニ
ス
ト
唱
ヘ
身
ヲ
立
ル
ノ
基
タ

ル
ヲ
知
ラ
ス

と
封
建
的
教
学
の
貴
族
的
性
格
を
批
判
し
、

日
用
常
行
言
語
書
算
ヲ
初
メ
士
官
農
商
百
工
技
芸
及
ヒ
法
律
政
治
天
文
医
療

等
ニ
至
ル
迄
凡
人
ノ
営
ム
ト
コ
ロ
ノ
事
学
ア
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ

と
し
て
学
問
と
日
常
生
活
と
の
結
合
を
説
き
、

自
今
以
後
一
般
ノ
人
民
必
ス
邑
ニ
不
学
ノ
戸
ナ
ク
家
ニ
不
学
ノ
人
ナ
カ
ラ
シ
メ

ン
事
ヲ
期
ス

と
普
通
教
育
に
対
す
る
新
政
府
の
熱
意
が
表
明
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
こ
に
は
も
は
や

国
学
乃
至
漢
学
の
常
套
語
は
、
剰
へ
名
分
を
正
す
事
を
以
て
学
問[カ

]教
育
の
主
眼
と

す
る
僅
か
三
年
前
の
大
学
校
の
理
念
は
全
く
影
を
ひ
そ
め
て
居
り
、
そ
こ
で
の
基

本
観
念
は
、
福
沢
の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
に
於
け
る

学
問
と
は
唯
む
つ
か
し
き
字
を
知
り
解
し
難
き
古
文
を
読
み
和
歌
を
楽
み

詩
を
作
る
な
ど
世
情
に
実
の
な
き
文
学
を
云
ふ
に
あ
ら
ず
。
…
…
専
ら
勤
む

べ
き
は
人
間
普
通
日
用
に
近
き
実
学
な
り
。〔
初
編
〕

と
い
ふ
主
張
と
殆
ど
共
通
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
維
新
と
共
に
慌
し
く
登
場
し
た

復
古
国
学
は
、
こ
の
様
に
し
て
ま
た
文
明
開
化
の
怒
濤
の
中
に
慌
し
く
姿
を
没
し

た
の
で
あ
っ
た
。
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第
三
章

二
つ
の
巨
像
―
―
加
藤
弘
之
と
福
沢
諭
吉

第
一
節

序
論

明
治
初
期
の
啓
蒙
思
想
家
の
う
ち
で
も
、
特
に
政
治
思
想
史
上
に
於
て
重
要
な

理
論
的
見
解
を
示
し
、
維
新
直
後
の
啓
蒙
思
潮
の
政
治
的
側
面
を
体
系
的
に
集
約

し
た
の
は
加
藤
弘
之
と
福
沢
諭
吉
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
い
づ
れ
も
明
六
社
グ
ル
ー

プ
で
あ
る
が
、
彼
等
の
理
論
は
単
に
明
六
雑
誌
を
通
じ
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
そ
の

単
独
の
著
作
に
於
て
ヨ
リ
多
く
闡
明
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
、そ
の
思
想
の
体
系
性
と
、

そ
の
圧
倒
的
な
時
代
的
影
響
力
に
鑑
み
、む
し
ろ
別
個
に
取
扱
ふ
を
適
当
と
す
る
。

加
藤
弘
之
の
「
真
政
大
意
」（
明
治
三
年
）、「
国
体
新
論
」（
明
治
六
年
）、
福
沢
諭

吉
の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」（
明
治
五
年
以
降
）、「
文
明
論
之
概
略
」（
明
治
八
年
）

は
、
そ
の
内
容
の
理
論
的
水
準
か
ら
い
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
時
代
的
普
及
性
か
ら

い
っ
て
も
、
明
治
十
年
頃
ま
で
に
於
け
る
啓
蒙
思
想
の
代
表
的
著
作
と
い
ふ
事
が

出
来
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
人
の
思
想
家
は
啓
蒙
期
を
超
へ
て
後
も
絶
え
ざ
る
思
想

的
発
展
を
示
し
、
そ
の
教
育
家
と
し
て
の
活
躍
と
相
俟
っ
て
、
政
治
・
社
会
思
想

の
上
に
永
く
巨
人
的
足
跡
を
と
ゞ
め
た
と
い
ふ
点
で
ど
こ
ま
で
も
類
比
さ
れ
る
人

物
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
一
面
で
は
相
似
た
経
歴
を
辿
り
な
が
ら
他
面

全
く
対
蹠
的
な
歩
み
か
た
を
示
し
た
例
は
思
想
史
上
も
数
多
く
な
い
と
思
は
れ

る
。
両
者
と
も
あ
ま
り
裕
と
い
え
な
い
旧
藩
士
の
子
に
生
れ
（
弘
之
、
山
陰
但
馬

国
出
石
藩
／
諭
吉
、豊
前
中
津
藩

も
っ
と
も
弘
之
の
父
の
家
禄
は
二
百
二
十
石
、

仙
石
騒
動
で
半
減
し
た
が
、藩
内
で
は
中
以
上
の
格
で
あ
っ
た
）少
に
し
て
洋（
蘭
）

学
を
修
め
（
弘
之
は
佐
久
間
象
山
、
大
木
仲
益
、
諭
吉
は
緒
方
洪
庵
）、
そ
の
知
識

を
も
っ
て
共
に
幕
臣
に
揚
げ
ら
れ
、
幕
末
時
代
共
に
開
国
論
者
及
立
憲
政
の
紹
介

者
と
し
て
活
躍
し
（
弘
之
「
交
易
問
答
」「
鄰
草
」、
諭
吉
「
唐
人
往
来
」「
西
洋
事

情
」）、
維
新
後
は
明
六
社
同
人
と
し
て
第
一
線
に
立
っ
て
旧
観
念
形
態
の
打
破
に

つ
と
め
、
や
が
て
一
は
東
大
の
初
代
総
長
と
し
て
、
他
は
慶
応
義
塾
に
よ
り
教
育

事
業
に
尽
す﹅

い﹅

し
た
。
し
か
も
両
者
の
対
蹠
的
な
性
格
か
ら
く
る
志
向
の
相
異
は

早
く
も
幕
末
期
に
あ
ら
は
れ
、
弘
之
は
蘭
学
よ
り
独
逸
学
に
転
じ
（
ド
イ
ツ
学
の

開
祖
）、
従
っ
て
、
法
学
的
傾
向
を
早
く
か
ら
露
は
に
し
た
の
に
対
し
、
諭
吉
は
英

学
に
転
じ
、
就
中
経
済
学
と
歴
史
学
を
主
た
る
関
心
の
対
象
と
し
た
。
弘
之
は
新

政
府
に
召
し
出
さ
れ
て
、
政
体
律
令
取
調
御
用
係
以
下
、
最
初
か
ら
官
僚
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
、
明
治
三
年
―
八
年
、
ま
だ
二
〇
才
そ
こ
そ
こ
の
明
治
天
皇
及
皇
后

の
侍
読
と
な
り
、
七
年
、
左
院
一
等
議
官
、
八
年
、
元
老
院
議
官
よ
り
、
や
が
て

開
政[成

]学
校
綜
理
と
な
り
、
そ
の
後
は
帝
国
学
士
院
長
、
帝
国
大
学
総
長
（
二
十
三

年
）、
明
治
二
十
三
年
、
東
京
大
学
校
長
に
再
任
（
二
十
六
年
ま
で
）、
同
年
貴
族

院
議
員
に
勅
選
、
宮
中
顧
問
官
（
二
十
八
年
）
等
の
諸
顕
職
を
歴
任
し
、
三
十
三

年
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
三
十
九
年
枢
密
顧
問
官
と
な
り
、
文
学
博
士
、
法
学
博
士
、

東
大
名
誉
教
授
、
正
二
位
、
勲
一
等
そ
の
他
無
数
の
肩
書
に
か
ざ
ら
れ
た
。
―
―

ま
さ
に
教
育
者
と
し
て
位
人
臣
を
極
め
た
と
い
ふ
も
過
言
で
な
い
（
位
階
勲
等
を

く
わ
し
く
自
伝
に
書
い
て
い
る
。
↑
↓
「
学
者
職
分
論
」）。
之
に
対
し
て
福
沢
は

ど
う
か
。
新
政
府
の
膝
を
ま
げ
て
の
勧
誘
に
も
応
ぜ
ず
し
て
、
明
六
雑
誌
で
学
者

の
任
官
に
つ
い
て
同
人
と
論
戦[カ

]、
民
間
布
衣
の
一
教
育
者
を
以
て
甘
ん
じ
、
そ
の
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後
度
々
の
叙
勲
授
爵
の
沙
汰
を
ひ
た
す
ら
□
辞
し
（
□
□
□
よ
り
慶
応
義
塾
に
補

助
金
を
く
れ
）、
学
位
す
ら
も
受
け
ず
、（「
従
三
位
」（
贈
位
も
な
い
））
一
生
、
無

位
無
官
の
大
平
民
た
る
の
誇
り
に
生
き
た
（（
明
朝
の
遺
臣
）
↓
ヤ
セ
ガ
マ
ン
／
江

戸
平
民
／
安
全

[
カ
]

□
幸
福
／
「
官
員
様
」）。

×
？
大
槻
博
士
の
「
言
海
」
出
版
記
念
会
の
席
次

○
明

、
工
学
会
臨
時
大
会
（
民
間
の
会
）
皇
族
大
臣
は
別
席
、
学
問
に
大

23
臣
も
平
民
も
な
い
、
出
席
を
こ
と
わ
る

し
か
し
か
う
し
た
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
も
拘
ら
ず
、
弘
之
と
諭
吉
は
と
も
に
明
確

に
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
と
文
化
を
身
に
つ
け
、と
も
に
夫
々
の
面
よ
り
し
て
、

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
思
惟
形
態
の
打
破
に
つ
と
め
、
し
か
も
日
本
の
近
代

化
に
伴
ふ
歴
史
的
制
約
を
も
夫
々
異
っ
た
側
面
に
於
て
で
は
あ
る
が
、
自
ら
の
う

ち
に
刻
印
し
て
ゐ
た
。
彼
等
の
思
想
は
共
に
日
本
の
国
民
的
統
一
と
近
代
国
家
の

建
設
の
線
に
影
の
形
に
伴
ふ
如
く
に
沿
っ
て
成
長
し
た
。
た
ゞ
そ
の
建
設
の
方
向

に
つ
い
て
は
、
弘
之
の
中
央
集
権
的
に
対
し
、
福
沢
の
地
方
分
権
的
、
弘
之
の
法

律
的
に
対
し
諭
吉
の
経
済
的
、
弘
之
の
画
一
的
に
対
し
諭
吉
の
機
能
的
分
化[カ

]的
等

の
根
本
的
な
ち
が
い
が
見
ら
れ
た
。
い
は
ゞ
、
弘
之
は
明
治
国
家
の
思
想
家
で
あ

り
、
諭
吉
は
明
治
市
民
社
会
の
思
想
家
で
あ
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
諭
吉

が
終
始
近
代
化
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
あ
っ
た
こ
と
は
大
体
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
弘

之
の
方
は
、「
人
権
新
説
」
以
後
の
転
向
に
よ
り
、
し
ば
し
ば
封
建
的
反
動
の
権
化

の
如
く
い
は
れ
る
。
し
か
し
、
後
に
見
る
如
く
、
そ
こ
に
決
し
て
本
質
的
な
立
場

の
推
移
が
存
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
初
期
の
思
想
に
窺
ひ
う
る
限
り
の
近
代
性
は

晩
年
の
著
作
に
も
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
し
、
後
期
の
思
想
に
露
は
に
な
っ
て
ゐ
る
様

な
国
権
主
義
的
色
彩
は
実
は
初
期
の
そ
れ
に
も
混
在
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
晩
年

の
弘
之
は
一
方
で
は
、
基
督
教
の
反
国
体
性
を
厳
し
く
論
難
し
つ
ゝ
、
他
方
、
徹

底
せ
る
唯
物
論
の
見
地
に
立
っ
て
一
切
の
宗
教
及
観
念
論
的
倫
理
を
排
げ
き
し
、

終
始
多
く
の
伝
統
的
思
想
家
た
ち
の
憤
激
を
買
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
彼
も
福
沢

と
方
向
こ
そ
異
な
れ
や
は
り
と
も
に
明
治
国
家
の
持
っ
て
い
た
二
面
性
の
う
ち
、

精
神
文
明
的
側
面
の
体
現
者
で
あ
っ
た
。

彼
等
の
思
想
的
活
躍
は
か
く
て
明
治
全
期
に
及
ん
で
い
る
が
こ
ゝ
で
は
、
彼
等

が
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
最
も
活
躍
し
た
初
期
の
思
想
を
中
心
に
考
察
し
、
彼
等
の

後
期
に
お
け
る
発
展
は
改
め
て
そ
の
折
に
説
く
事
と
す
る
。

福
翁
自
伝
〔
岩
波
文
庫
、
一
九
三
七
年
〕
一
八
〇
頁
、
一
八
二
頁

徳
川
降
伏
の
際
に
於
け
る
加
藤
と
福
沢
の
態
度

封
建
的
門
閥
性
に
対
す
る
二
つ
の
対
決

〔
加
藤
〕
弘
之
自
叙
伝
〔
一
九
一
五
年
〕
七
〇
頁

今
日
で
は
、
士
・
農
・
工
商
の
身
分
家
柄
の
相
異
な
く
、
誰
で
も
政﹅

治﹅

的﹅

に﹅

え
ら
く
な
れ
る
（
高
位
高
官
に
も
任
ぜ
ら
れ
る
）
子
孫
に
対
す
る
要
望

諭
吉
、
自
伝
、
門
閥
制
（
親
の
敵
で
ご
ざ
る
）
二
八
頁
、
一
八
頁
、
一
六
五
頁

「
そ
ん
な
事
を
す
る
と
役
人
に
す
る
ぞ
」

子
孫
に
対
す
る
要
望

イ
ン
デ
ペ
ン
デ
ン
ス
（
日
々
の
お
し
へ
）

自
伝
の
最
後
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第
二
節

加
藤
弘
之

加
藤
弘
之
は
天
保
七
年
丙
申
六
月
二
十
三
日
、
但
馬
出
石
藩
士
の
子
と
し
て
生

れ
、
十
六
才
に
し
て
江
戸
在
勤
を
命
ぜ
ら
れ
た
父
に
従
っ
て
江
戸
に
来
り
、
や
が

て
佐
久
間
象
山
の
門
に
学
ん
だ
。
十
九
才
よ
り
和
蘭
学
を
は
じ
め
、
や
が
て
二
十

五
才
（
万
延
元
年
）
抜
擢
さ
れ
て
、
蕃
書
調
所
教
授
手
伝
と
な
り
、
之
よ
り
彼
の

関
心
は
漸
く
兵
学
を
去
っ
て
、
倫
理
学
政
治
学
に
向
っ
た
。
翌
年
、
二
十
六
才
に

し
て
、
彼
の
處
女
作
で
あ
り
、
天
賦
人
権
論
に
基
い
て
立
憲
制
度
を
解
説
し
た
先

駆
的
著
作
と
も
い
ふ
べ
き
、「
鄰
草
」
が
成
っ
た
。
元
治
元
年
、
二
十
九
才
の
時
、

開
成
所
教
授
職
（
蕃
書
調
所
の
後
身
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
大
目
付
御
勘
定
頭

と
な
っ
た
。
こ
の
少
し
前
頃
か
ら
、
独
逸
が
欧
洲
各
国
中
学
術
の
も
っ
と
も
盛
ん

な
国
で
あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
プ
ロ
シ
ヤ
が
条
約
締
結
の
た
め
特
命
全
権
公
使
を

派
遣
し
て
来
た
と
き
、
公
使
の
旅
館
に
電
信
機
の
伝
習
を
受
け
に
行
っ
た
の
を
機

会
と
し
て
、
ド
イ
ツ
語
を
自
習
し
は
じ
め
、
か
く
し
て
、
我
国
に
於
け
る
ド
イ
ツ

学
の
開
祖
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
新
政
府
成
る
と
共
に
、
彼
は
政
体
律
令
取
調
御

用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
つ
い
で
、
大
学
大
丞
に
任
ぜ
ら
れ
た
。「
真
政
大
意
」「
立
憲

政
体
略
」
は
こ
の
頃
の
産
物
で
あ
る
。
明
治
三
年
侍
読
と
な
り
、
八
年
ま
で
御
進

講
を
つ
ゞ
け
た
。
主
に
ブ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
ス
・
シ
ュ
タ
ー
ツ
レ
ヒ

ト
が
講
ぜ
ら
れ
、
之
が
後
に
「
国
法
汎
論
」
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
ビ
ー
デ
ル
マ

ン
の
「
西
洋
各
国
立
憲
政
体
起
立
史
」
も
同
様
、
進
講
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
明

治
六
年
「
国
体
新
論
」
を
著
し
、
彼
の
前
期
の
思
想
は
之
を
以
て
ほ
ゞ
完
成
さ
れ

た
。
こ
の
間
、
文
部
大
丞
、
外
務
大
丞
、
左
院
一
等
議
官
、
元
老
院
議
官
を
歴
任

し
、
や
が
て
、
明
治
十
年
開
成
学
校
綜
理
を
嘱
託
せ
ら
れ
、
開
成
学
校
が
東
京
大

学
と
改
め
ら
る
ゝ
や
、
そ
の
法
学
部
、
理
学
部
、
文
学
部
綜
理
と
な
り
、
十
四
年

に
は
第
一
回
の
東
京
大
学
綜
理
と
な
っ
た
。
な
ほ
こ
れ
よ
り
先
、
十
二
年
に
は
、

東
京
学
士
会
院
会
員
と
な
っ
て
ゐ
る
。
十
五
年
、
彼
の
大
き
な
思
想
的
転
回
と
し

て
騒
が
れ
た
「
人
権
新
説
」
を
出
版
、
之
を
め
ぐ
っ
て
民
権
論
者
と
は
げ
し
い
論

争
を
惹
起
し
た
。
二
十
三
年
、
帝
国
大
学
総
長
に
任
ぜ
ら
れ
、
貴
族
院
議
員
に
勅

選
せ
ら
れ
、
二
十
六
年
病
で
辞
す
る
ま
で
総
長
の
職
に
あ
っ
た
。
二
十
八
年
宮
中

顧
問
官
と
な
り
、
三
十
三
年
男
爵
を
授
け
ら
れ
、
三
十
八
年
、
帝
国
学
士
院
長
、

三
十
九
年
に
は
枢
密
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
教
育
関
係
の
幾
多
の
要

職
に
歴
任
（
例
へ
ば
高
等
教
育
会
議
議
長
、
哲
学
会
会
頭
、
国
家
学
会
評
議
員
長
、

独
逸
学
協
会
学
校
長
等
）、宛[カ

]然
官
学
教
育
界
の
大
御
所
の
地
位
を
占
め
、と
く
に
、

幼
監

[
カ
]

期
と
成
長
期
に
於
て
帝
国
大
学
の
制
度
的
発
展
は
殆
ん
ど
彼
に
よ
っ
て
礎
石

を
置
か
れ
た
と
い
っ
て
も
い
ゝ
。
な
ほ
「
人
権
新
説
」
以
後
の
自
然
科
学
的
進
化

論
的
傾
向
を
押
し
進
め
た
著
と
し
て
、
著
名
な
も
の
に
、「
強
者
の
権
利
の
競
争
」

（
明
治
二
十
六
年
）、「
道
徳
法
律
の[之

]進
歩
」（
二
十
七
年
）、
天
則
百
話
（
三
十
二

年
）、「
道
徳
法
律
進
化
之[の

]理
」（
三
十
三
年
）、
自
然
界
の
矛
盾
と
進
化
（
三
十
九

年
）、
我
が

[
吾
]

国
体
と
基
督
教
（
四
十
一

[
マ

マ

]
年
）、「
迷
想
的
宇
宙
観
」（
四
十
四

[
マ

マ

]
年
）、「
自

然
と
倫
理
」（
四
十
四

[
マ

マ

]
年
）
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
概
ね
観
念
論
者
や
仏
教
徒
乃
至
キ

リ
ス
ト
教
徒
と
の
論
争
か
ら
生
れ
た
も
の
で
、
論
争
的
性
格
は
一
貫
し
て
彼
の
著

作
を
特
質
づ
け
て
ゐ
た
。
教
育
者
と
し
て
殆
ど
位
人
臣
を
き
は
め
つ
ゝ
、
大
正
五

年
八
十
一
才
で
没
し
た
。

弘
之
の
初
期
思
想
の
代
表
的
著
作
と
し
て
の
、
真
政
大
意
と
国
体
新
論
の
根
底
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に
流
れ
て
ゐ
る
の
は
徹
底
し
た
合
理
主
義
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
く
一
切
の
神

秘
的
、
非
合
理
的
信
仰
乃
至
伝
承
の
排
除
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
よ
り
前
述
の
ご

と
く
文
明
開
化
思
想
に
共
通
の
特
色
で
あ
っ
た
が
、
弘
之
ほ
ど
旗
幟
鮮
明
に
、
そ

の
論
理
的
帰
結
を
大
胆
に
押
し
進
め
た
者
は
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
彼
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
的
自
由
主
義
観
念
を
以
て
、
い
は
ゆ
る
伝
統
的
な
国
体
観
念
と
真
正
面
か

ら
対
決
し
、
之
に
苛
酷[カ

]な
き
批
判
を
浴
せ
た
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
、

本
邦
ニ
於
テ
国
学
者
流
ト
唱
フ
ル
輩
ノ
論
説
ハ
真
理
ニ
背
反
ス
ル
ヿ
甚
シ
ク

実
ニ
厭
フ
ベ
キ
モ
ノ
多
シ
〔『
国
体
新
論
』
三
丁
ウ
〕

と
し
て
、

天
下
ノ
国
土
ハ
悉
皆

天
皇
ノ
私
有
億
兆
人
民
ハ
悉
皆

天
皇
ノ
臣
僕
ナ
リ

ト
シ
…
…
凡
ソ
本
邦
ニ
生
レ
タ
ル
人
民
ハ
只
管

天
皇
ノ
御
心
ヲ
以
テ
心
ト

ナ
シ

天
皇
ノ
御
事
ト
サ
ヘ
ア
レ
ハ
善
悪
邪
正
ヲ
論
ゼ
ズ
唯
甘
シ
テ
勅
命
ノ

儘
ニ
遵
従
ス
ル
ヲ
真
誠
ノ
臣
道
ナ
リ
ト
説
キ
…
…
此
等
ノ
姿
ヲ
以
テ
我
国
体

ト
目
シ
以
テ
本
邦
ノ
万
国
ニ
卓
越
ス
ル
所
以
ナ
リ
ト
云
フ
ニ
至
レ
リ
其
見
ノ

陋
劣
ナ
ル
其
説
ノ
野
鄙
ナ
ル
実
ニ
笑
フ
ヘ
キ
者
ト
云
フ
ヘ
シ（
国
体
新
論〔
四

丁
オ
〕）

と
断
じ
、

天
皇
ト
人
民
ト
ハ
決
シ
テ
異
類
ノ
者
ニ
ア
ラ
ス

天
皇
モ
人
ナ
リ
人
民
モ
人

ナ
レ
ハ
唯
同
一
ノ
人
類
中
ニ
於
テ
尊
卑
上
下
ノ
分
ア
ル
ノ
ミ〔
四
丁
オ
―
ウ
〕

と
断
じ
、
遂
に
、
君
権
と
民
権
に
天
地
霄
壌
の
懸
隔
を
立
つ
る
如
き
、「
野
鄙
陋
劣

ナ
ル
国
体
ノ
国
ニ
生
レ
タ
ル
人
民
コ
ソ
実
ニ
不
幸
ノ
最
上
ト
云
フ
ヘ
シ
」〔
二
丁

オ
―
ウ
〕
と
ま
で
極
言
す
る
に
至
っ
た
（
同
上
、
二
十
五
頁
（
原
書
）、
十
頁
！[カ

]）。

し
か
も
そ
の
際
、
外
国
の
例
に
於
て
神
政
政
治
を
否
定
す
る
の
は
い
ゝ
が
、
我
が

皇
室
が
天
孫
た
る
こ
と
は
神
典
に
明
白
で
、
之
を
も
疑
ふ
の
は
国
体
を
誹
謗
す
る

の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
論
に
対
し
て
、

余
亦
敢
テ
神
典
ヲ
疑
フ
ニ
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
本
居
平
田
等
ノ
説
ニ
モ
凡
ソ
神

典
ニ
挙
ケ
ラ
レ
タ
ル
事
ハ
皆
神
々
ノ
御
事
業
故
実
ニ
奇
々
妙
々
ノ
事
ニ
テ
決

シ
テ
人
知
ヲ
以
テ
思
議
ス
可
ラ
サ
ル
由
ナ
レ
ハ
、
右
ハ
神
典
上
ノ
事
ト
シ
テ

敬
テ
尊
信
ス
ル
ハ
可
ナ
レ
ト
モ

今
日
人
間
界
ノ
道
理
ニ
ハ
合
ハ
ヌ
事
故

国
家
上
ノ
事
ヲ
論
ス
ル
ニ
就
テ
ハ
絶
エ
テ
関
係
セ
サ
ル
コ
ソ
可
ナ
ル
ヘ
シ
ト

余
ハ
思
フ
ナ
リ

国
家
ハ
人
間
界
ニ
存
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
苟
ク
モ
人
間
界
ノ
道

理
ニ
ハ
合
ハ
ヌ
事
ハ
断
然
取
ラ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
ヘ
シ
（
国
体
新
論
〔
六
丁
オ

―
ウ
〕）

と
論
じ
て
ゐ
る
所
に
、
一
切
の
論
理
的
妥
協
を
排
し
て
、
ひ
た
す
ら
神
秘
的
迷
蒙

の
と
ば
り
を
突
き
破
ら
う
と
す
る
弘
之
の
強
烈
な
合
理
主
義
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来

る
。こ

の
様
な
徹
底
し
た
合
理
主
義
の
立
場
か
ら
、
弘
之
は
、
伝
統
的
な
る
「
野
鄙

陋
劣
」
の
国
体
に
対
す
る
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
国
家
に
範
を
取
っ
た
公
明
正
大
な

る
国
体
を
対
置
し
、
そ
の
理
論
を
積
極
的
に
展
開
し
て
行
く
の
で
あ
る
。

ま
づ
彼
は
国
家
（
政
府
）
の
発
生
の
由
来
よ
り
し
て
そ
の
本
質
を
究
明
し
よ
う

と
す
る
（
国
体
新
論
、
原
書
、
七
―
八
頁
）。
国
家
発
生
に
関
す
る
神
勅
説
、
人
民

契
約
説
、
人
民
委
託
説
、
征
服
説
、
氏
族
説
等
を
挙
げ
て
、
こ
れ
ら
の
部
分
的
真

理
を
認
め
つ
ゝ
、
し
か
も
国
家
君
民
成
立
の
大
根
元
は
他
に
あ
り
と
し
、
之
を
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
従
っ
て
人
の
自
然
的
本
性
の
う
ち
に
求
め
た
。
人
々
は
相
結
合
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す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
安
寧
幸
福
を
全
う
し
う
る
の
で
、
天
が
、
か
う
し

た
社
会
性
を
人
間
に
賦
与
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
に
よ
れ
ば
、
国
家

は
人
民
の
安
寧
幸
福
の
必
要
上
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、
人
民
が
ど
こ
ま

で
も
主
眼
で
国
家
政
府
は
本
来
人
民
に
奉
仕
す
る
存
在
で
あ
る
（
こ
の
点
彼
は
君

為
軽
、民
為
重
と
い
ふ
孟
子
を
特[カ

]に
称
揚
す
る
。
儒
教
的
伝
統
の
読
み
か
え（
ク
ッ

シ
ョ
ン
））。
従
っ
て
政
府
の
支
配
権
は
な
ん
ら
ア
プ
リ
オ
リ
な
妥
当
性
を
も
つ
も

の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
逆
に
ア
プ
リ
オ
リ
な
（
す
な
は
ち
天
賦
の
）
自
由
権
を
保

護
伸
張
す
る
た
め
に
存
在
す
る
。
そ
の
自
由
権
と
は
い
ひ
か
へ
れ
ば
私
事
の
自
由

で
、
身
体
の
自
由
、
所
有
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
思
想
言
論
結
社
の
自
由
で
あ

る
。
こ
れ
は
た
と
ひ
立
憲
国
家
で
な
く
、
君
権
無
限
の
国
に
於
て
も
な
ほ
政
府
の

侵
す
べ
か
ら
ざ
る
絶
対
的
な
条
理
で
あ
る
か
ら
、
君
主
政
府
が
暴
政
に
よ
っ
て
之

を
侵
害
す
る
場
合
は
、
人
民
は
不
服
従
の
権
利
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
義
務
が
あ

る
。
む
ろ
ん
人
民
は
政
府
の
命
令
處
分
を
正
当
に
復[カ

]せ
し
む
る
た
め
百
方
努
力
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
が
不
幸
成
功
し
な
い
場
合
は
、「
已
ム
ヲ
得
ズ
君
主
政
府
ニ

抗
シ
テ
暴
政
ノ
大
災
害
ヲ
免
レ
以
テ
天﹅

賦﹅

ノ
人
権
ヲ
全
ウ
セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ズ
」（
国

体
新
論
〔
二
二
丁
ウ
〕）。
弘
之
に
於
て
人
民
の
抵
抗
権
は
義
務
に
ま
で
高
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
彼
の
す
こ
し
も
苛
酷[カ

]し
な
い
論
理
の
追
求
が
見
ら
れ

る
。し

か
し
彼
の
か
う
し
た
天
賦
人
権
説
は
決
し
て
外
見
ほ
ど
ラ
ヂ
カ
ル
な
も
の
で

な
い
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
に
於
て
基
本
的
人
権
と
し
て
ア
プ
リ
オ
リ

性
を
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
、
上
の
様
な
数[カ

]個
の
私
権
の
み
で
あ
っ
て
、
之
に
対

す
る
公
権
、
す
な
は
ち
国
民
の
参
政
権
の
如
き
は
決
し
て
天
賦
人
権
と
称
す
べ
き

で
な
く
、
む
し
ろ
、

此
権
利
ヲ
許
ス
ト
否
ト
ハ
専
ラ
邦
国
治
安
ノ
景
況
ニ
着
眼
シ
テ
定
ム
ル
事
当

然
ナ
レ
ハ
許
シ
テ
害
ア
ル
ヘ
ク
見
ユ
ル
者
ニ
此
権
利
ヲ
許
サ
ヾ
ル
ハ
固
ヨ
リ

正
理
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
シ
（
国
体
新
論
〔
二
一
丁
ウ
〕）

と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
大
陸
自
然
法
／
公
法
（
統
治
関
係
）
と
私
的
自
治
）。
彼
は

「
鄰
草
」
以
来
の
政
体
分
類
に
従
っ
て
、
君
主
擅
制
政
体
、
君
権
無
限
政
体
、
立

憲
君
主
政
体
、
立
憲
民
主
政
体
を
区
別
し
、
後
二
者
を
以
て
、
最
も
人
性
の
本
質

に
か
な
っ
た
良
正
善
美
の
政
体
と
し
て
称
揚
を
惜
ま
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
も

彼
は
そ
の
自
然
法
的
な
普
遍
妥
当
性
を
否
定
し
、
そ
こ
に
歴﹅

史﹅

的﹅

契﹅

機﹅

を
導
入
す

る
。

右
ノ
国
々
ノ
内
ニ
モ
、
自
ラ
開
化
文
明
ノ
遅
速
モ
ア
リ
又
国
々
ニ
テ
人
情
風

俗
モ
自
ラ
相
違
シ
テ
居
ル
故
、
宜
シ
ク
時﹅

ト﹅

處﹅

ト﹅

ノ﹅

二﹅

ツ﹅

ニ﹅

注﹅

意﹅

シ﹅

テ﹅

時﹅

勢﹅

人﹅

情﹅

ノ﹅

宜﹅

シ﹅

キ﹅

ニ﹅

適﹅

ス﹅

ル﹅

憲﹅

法﹅

ヲ﹅

立﹅

テ﹅

又
追
々
ト
改
革
シ
テ
参
ル
事
デ
縦
令

如
何
程
結
構
ニ
見
エ
テ
モ
時
勢
人
情
ニ
協
ハ
ヌ
モ
ノ
デ
ハ
何
ノ
益
ニ
モ
立
タ

ヌ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
却
テ
害
ヲ
生
ズ
ル
事
モ
ア
ル
デ
ゴ
ザ
ル
〔『
真
政
大
意
』
巻
上

三
三
丁
ウ
〕

（「
人
民
は
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
政
府
を
も
つ
」）

従
っ
て
、
弘
之
は
ギ
リ
シ
ヤ
の
ソ
ロ
ン
が
「
吾
レ
ハ
万
世
不
朽
ノ
良
法
ト
云
フ
モ

ノ
ヲ
知
ラ
ズ
唯
現
今
ノ
時
勢
人
情
ニ
適
ス
ル
良
法
ヲ
立
テ
タ
リ
」
と
い
へ
る
を
以

て
「
不
朽
ノ
確
言
」
と
賞
讃
す
る
〔
三
四
丁
オ
〕。
そ
こ
か
ら
し
て
、

夫
レ

故
未
ダ
全
ク
開
化
文
明
ニ
進
マ
ズ
シ
テ
愚
昧
ナ
民
ノ
多
イ
国
デ
ハ
、
立

憲
政
体
ヲ
立
テ
ヽ
博
ク
公
議
輿
論
ヲ
取
リ
タ
ト
コ
ロ
ガ
、
唯
頑
愚
ノ
議
論
ノ
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ミ
デ
却
テ
治
安
ノ
害
ヲ
ナ
ス
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
箇
様
ナ
国
デ
ハ
已
ム
ヿ
ヲ
得

ズ
、
姑
ク
専
治
等
ノ
政
体
ヲ
用
ヒ
テ
自
然
臣
民
ノ
権
利
ヲ
モ
限
制
シ
テ
置
カ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
事
モ
ア
ル
デ
ゴ
ザ
ル
（
真
政
大
意
上
〔
三
六
丁
ウ
〕）

と
い
ふ
如
き
立
憲
主
義
に
関
す
る
漸
進
的
主
張
が
導
き
出
さ
れ
る
の
は
敢
て
異
と

す
る
に
足
り
な
い
（

孫
文

軍
政
―
―
訓
政
―
―
民
政

国
体
新
論
に
は
な

cf.

ほ
明
瞭
に
立
憲
主
義
の
歴
史
的
性
格
を
指
摘
し
て
ゐ
る
。
原
書
十
七
頁
以
下
参

照
！
）。
四
年
後
、
板
垣
ら
の
民
撰
議
院
の
主
張
に
対
し
て
弘
之
が
我
国
開
化
の

現
状
よ
り
し
て
尚
早
論
を
と
な
へ
た
根
據
は
す
で
に
こ
ゝ
に
伏
在
し
て
ゐ
る
の
で

あ
っ
て
、
弘
之
が
後
年
進
化
論
に
據
っ
て
、
自
由
民
権
論
者
の
天
賦
人
権
説
の
非

歴
史
性
を
攻
撃
し
た
の
も
、
彼
に
し
て
見
れ
ば
、
権
力
へ
の
阿
諛
や
、
圧
迫
に
よ

る
強
ひ
ら
れ
た
転
向
と
い
ふ
よ
り
は
、
初
期
の
思
想
の
か
う
し
た
モ
メ
ン
ト
の
自

然
な
論
理
的
発
展
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ほ
か
う
し
た
考
へ
に
は
、
公
議
所
に

於
け
る
弘
之
の
実
際
の
経
験
も
作
用
し
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
（
森
有
礼
の
廃
刀
案

「
満
場
一
致
否
決
」）。

こ
の
様
な
穏
健
な
保
守
性
は
政
府
の
職
能
論
に
も
窺
は
れ
る
。

政
府
の
任
務
に
つ
い
て
は
、
弘
之
は
、
第﹅

一﹅

に
、
臣
民
の
生
命
権
利
私
有
を
保

護
す
る
を
以
て
足
り
、他
の
一
切
の
干
渉
を
排
す
る
自
由
主
義
的
夜
警
国
家
観
と
、

第﹅

二﹅

に
、「
臣
民
交
際
上
ノ
諸
事
悉
ク
政
府
デ
世
話
ヲ
ヤ
イ
テ
其
幸
福
ヲ
得
サ
セ

ル
様
ニ
致
サ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
」〔『
真
政
大
意
』
巻
下
二
丁
オ
〕
と
い
ふ
、
絶
対
主
義

的
福
祉
国
家
観
と
を
挙
げ
て
、
そ
の
い
づ
れ
も
誤
謬
で
あ
り
、
こ
の
中
庸
に
真
理

が
あ
る
と
な
し
、
政
府
の
任
務
を
、
保
護
と
勧
導
の
二
段
に
分
け
、
勧
導
の
裡
に
、

〈
教
育
〉（
国
民
の
教
化
撫
育
）
と
産
業
助
成
（
百
工
技
芸
ヲ
闢
ク
）
と
社
会
施
設

（
養
病
済
貧
）
と
を
数
へ
て
ゐ
る
。

立
憲
政
体
ノ
国
々
デ
ハ
…
…
天
下
億
兆
貴
賤
尊
卑
貧
富
大
小
ノ
差
別
ナ
ク
。

憲
法
ノ
上
ニ
於
テ
ハ
皆
同
一
ノ
臣
民
ニ
シ
テ
皆
共
ニ
同
一
ノ
保
護
ヲ
受
ク
ベ

キ
権
利
デ
…
…
実
ニ
此
権
利
ガ
ナ
ク
テ
ハ
一
視
同
仁
ノ
政
ト
ハ
申
サ
レ
ヌ
デ

ゴ
ザ
ル
（
真
政
大
意
巻
上
〔
二
六
丁
ウ
―
二
七
丁
オ
〕）

元
来
国
家
政
府
ノ
起
リ
ト
云
フ
モ
億
兆
ヲ
統
一
合
同
ス
ル
者
ガ
ナ
ク
テ
人
々

思
ヒ
々
々
デ
ハ
迚
モ
権
利
義
務
ノ
二
ツ
ガ
並
行
ハ
レ
テ
人
々
ガ
其
幸
福
ヲ
求

ム
ヘ
キ
土
台
ガ
立
タ

ヌ
ト
イ
フ
自
然
ノ
道
理
ガ
第
一
ノ
根
元
ト
ナ
リ
テ
出
来

タ
モ
ノ
デ
、
ソ
コ
デ
元
来
不
羈
自
立
、
敢
テ
他
人
ノ
制
馭
ヲ
受
ク
ベ
キ
道
理

ノ
ナ
イ
民
人
タ
ル
者
ガ
是
ニ
於
テ
此
政
府
ノ
臣
民
ト
ナ
リ
テ
其
制
馭
バ
カ
リ

ハ
必
ズ
仰
ガ
ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
デ
ゴ
ザ
ル
。
乍
レ
去
此
制
馭
ト
云
フ
モ
決
シ
テ
政

府
ノ
為
メ

ニ
束
縛
駆
役
サ
ル
ヽ
訣
デ
ハ
ナ
ク
、
唯
統
一
合
同
ノ
為
メ

ニ
ノ
ミ
、

其
制
馭
ヲ
受
ル
事
デ
ゴ
ザ
ル
（
真
政
大
意
上
〔
一
一
丁
オ
―
ウ
〕）

こ
ゝ
に
見
る
如
く
、
弘
之
は
い
は
ゆ
る
英
仏
流
の
レ
ッ
セ
・
フ
ェ
ー
ル
的
自
由

主
義
の
立
場
は
は
じ
め
か
ら
取
ら
ず
、
政
府
の
育
成
に
よ
り
国
民
の
自
由
権
を
伸

張
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
ふ
、
プ
ロ
シ
ヤ
的
な
国
家
的
自
由
主
義
（
nationalliberal-

ism
）
に
む
し
ろ
組
し
て
ゐ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
福
沢
諭
吉

の
学
問
の
す
ゝ
め
に
現
は
れ
た
徹
底
し
た
国
家
商
事
会
社
観
と
、
好
個
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
を
示
す
も
の
で
、
弘
之
が
諭
吉
の
学
問
の
す
ゝ
め
四
編
に
於
け
る
学
者
職

分
論
に
現
は
れ
た
思
想
を
明
六
雑
誌
二
号
で
次
の
様
に
批
評
し
て
ゐ
る
の
は
、
両

者
の
立
場
の
相
異
、
い
ひ
か
へ
れ
ば
弘
之
の
自
由
主
義
が
い
か
に
ド
イ
ツ
的
国
権

論
に
よ
っ
て
中
和
さ
れ
て
ゐ
た
か
を
よ
く
示
し
て
ゐ
る
。
曰
く
、

― 100 ―



先
生
ノ
論
ハ
リ
ベ
ラ
ー
ル
ナ
リ
。
リ
ベ
ラ
ー
ル
決
シ
テ
不
可
ナ
ル
ニ
ハ
ア
ラ

ズ
。
欧
洲
各
国
近
今
世
道
ノ
上
進
ヲ
裨
補
ス
ル
最
モ
リ
ベ
ラ
ー
ル
ノ
功
ニ
在

リ
。
去
レ
ト
モ
リ
ベ
ラ
ー
ル
ノ
論
甚
タ
シ
キ
ニ
過
ル
ト
キ
ハ
国
権
ハ
遂
ニ
衰

弱
セ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
ニ
至
ル
可
ク
、
国
権
遂
ニ
衰
弱
ス
レ
ハ
国
家
亦
決
シ
テ

立
ツ
可
ラ
ス
。

た
し
か
に
、
諭
吉
も
後
述
の
如
く
、
民
権
論
と
国
権
論
を
結
合
さ
せ
て
ゐ
た
が
、

諭
吉
の
場
合
の
国
家
は
ど
こ
ま
で
も
下
か
ら
の
、
国
民
に
よ
っ
て
支
へ
ら
れ
た
性

格
を
貫
い
て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
弘
之
の
そ
れ
は
、
む
し
ろ
二
元
的
で
あ
っ
て
、

一
方
天
賦
人
権
の
不
可
侵
性
を
認
め
つ
ゝ
、
他
方
、
そ
の
国
権
に
は
ど
こ
か
超
越

的
性
格
が
た
ゞ
よ
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
（
国
家
―
―
市
民
社
会
）。

そ
れ
は
一
つ
は
彼
の
ド
イ
ツ
法
学
的
教
養
の
表
現
で
あ
る
と
共
に
、
他
面
、
早

く
よ
り
明
治
政
府
の
顕
官
で
あ
り
、
ま
た
天
皇
の
侍
講
で
あ
っ
た
と
い
ふ
社
会
的

立
地
の
反
映
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
時
代
の
弘
之
の
特
質
は
ど
こ
ま
で
も
近
代
国

家
の
近
代
性
の
強
調
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
え
な
い
。
彼
が
、〈
支
那
〉
中
国

の
公
議
思
想
を
批
判
し
て
、

往
昔
ヨ
リ
漢
土
抔
ハ
勿
論
、
其
外
君
主
専
治
ノ
国
々
ニ
モ
明
君
英
主
ノ
世
ニ

ハ
随
分
ヨ
ロ
シ
イ
政
事
ノ
ア
リ
タ
ヿ
モ
ゴ
ザ
レ
ド
モ
…
…
如
何
様
ナ
仁
政
モ

多
ク
ハ
其
一
代
限
リ
ノ
事
デ
其
次
ニ
闇
君
カ
又
ハ
暴
君
カ
出
レ
バ
忽
チ
其
政

事
ノ
模
様
ガ
変
リ
テ
全
ク
民
心
ヲ
失
フ
様
ナ
事
ニ
ナ
ル
テ
ゴ
ザ
ル
。（
真
政

大
意
上
〔
三
一
丁
ウ
―
三
二
丁
オ
〕）

と
い
ひ
、
む
ろ
ん
支
那
に
も
例
へ
ば
、
堯
舜
が
蒭
蕘
に
諮
詢
し
た
と
か
、
明
君
は

兼
聴
す
る
と
か
い
ふ
考
へ
が
あ
り
、
独
裁
を
排
す
る
思
想
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、

そ
れ
が
き
は
め
て
偶
然
的
で
制
度
的
に
確
保
さ
れ
て
ゐ
な
い
た
め
に
永
続
し
な
い

（
唐
、
魏
徴
／
偏
信
／
兼
聴
）。
臣﹅

民﹅

の﹅

公﹅

権﹅

と
い
ふ
の
は
畢
竟
「
蒭
蕘
ニ
諮
詢
シ

或
ハ
兼
聴
ス
ル
制﹅

度﹅

ノ﹅

確
乎

シ

カ

ト﹅

立﹅

タ﹅

」〔
三
二
丁
ウ
〕
も﹅

の﹅

に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

彼
の
貢
献
は
近
代
国
家
に
お
け
る
法﹅

治﹅

主﹅

義﹅

の
意
義
を
闡
明
し
た
こ
と
に
あ

る
。
法
は
支
配
者
の
被
支
配
者
に
対
し
て
下
す
命
令
で
あ
る
（
法
者
治
之
端
也
、

君
子
者
治
之
原
也
）
と
い
ふ
伝
統
的
な
観
念
を
ば
、
支
配
者
自
ら
を
も
拘
束
す
る

抽
象
的
一
般
者
と
し
て
の
法
―
―
〈
す
な
は
ち
近
代
的
法
〉
―
―
の
観
念
に
転
化

さ
す
べ
く
努
力
し
た
こ
と
は
弘
之
に
し
て
は
じ
め
て
な
し
う
る
貢
献
で
あ
っ
た
。

真
政
大
意
に
い
ふ
、

幸
に
明
君
賢
相
の
み
あ
る
も
の
な
れ
ば
、法
は
な
く
て
も
す
む
様
な
も
の
ゝ
、

先
づ
暴
主
姦
臣
の
方
が
多
い
も
の
じ
や
か
ら
、
そ
こ
で
此
憲
法
と
云
ふ
も
の

が
猶
更
に
大
切
な
わ
け
で
…
…
然
て
見
れ
ば
法
と
云
ふ
も
の
は
自
ら
暴
主
を

も
明
君
と
な
ら
し
め
、
姦
臣
を
も
賢
相
と
な
ら
し
む
る
種
と
な
る
わ
け
の
も

の
で
、所
謂
治
の
端
た
る
法
が
又
治
の
原
と
も
な
る
で
ご
ざ
る〔『
真
政
大
意
』

巻
上
二
一
丁
ウ
―
二
二
丁
オ
〕

武
官

恭
順

リ
ベ
ラ
ー
ル

〈
吾
輩
人
民
若
シ
自
己
ノ
心
ヲ
放
擲
シ
只
管

天
皇
ノ
御
心
ヲ
以
テ
心
ト
ス

ル
ニ
至
ラ
ハ
豈
殆
ト
牛
馬
ト
異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
得
ン
ヤ
天
下
ノ
人
民
悉
皆
牛

馬
ト
ナ
ル
ニ
至
ラ
ハ
其
結
局
ノ
有
様
如
何
ソ
ヤ
〉〔『
国
体
新
論
』
二
五
丁
ウ
〕

と
述
べ
て
ゐ
る
の
も
、
彼
が
近
代
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
制
度
性
―
―
近
代
的
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
い
は
ゆ
る
東
洋
的
仁
政
と
の
差
異
に
つ
い
て
明
確
な
把
握
を
持
っ
て
ゐ
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た
事
を
示
し
て
ゐ
る
。

彼
が
単
な
る
封
建
的
官
僚
主
義
か
ら
い
か
に
遠
か
っ
た
か
は
、
明
六
雑
誌
十
八

号
に
「
軽
国
政
府
」
と
題
し
て
、
た
と
ひ
立
憲
政
に
到
達
せ
ぬ
国
家
で
も
、

政
府
妄
ニ
国
事
ヲ
秘
匿
シ
人
民
ヲ
シ
テ
敢
テ
之
ヲ
知
ル
能
ハ
サ
ラ
シ
メ
以
テ

制
圧
ヲ
恣
ニ
ス
ル
ノ
権
ハ
固
ヨ
リ
之
ア
ラ
ス

と
い
っ
て
封
建
的
秘
密
主
義
を
断
乎
と
し
て
斥
け
、
同
じ
く
、
第
七
号
に
掲
げ
た

「
武
官
ノ
恭
順
」
に
於
て
は
、
政
府
文
官
に
政
令
批
判
の
自
由
あ
り
、
立
法
府
に

は
独
立
不
羈
の
権
限
が
あ
る
の
に
対
し
、
武
官
に
は
却
っ
て
恭
順
の
義
務
の
み

あ
っ
て
、
政
策
を
議
す
る
自
由
が
な
い
の
が
文
明
国
家
の
特
質
で
あ
る
と
な
し
、

開
化
未
全
ノ
国
ノ
如
キ
ハ
動
モ
ス
レ
ハ
武
官
権
力
ヲ
恣
ニ
シ
テ
妄
ニ
和
戦
ノ

是
非
得
失
ヲ
議
シ
以
テ
政
府
ヲ
圧
倒
セ
ン
ト
欲
シ
、
政
府
モ
亦
大
ニ
武
官
ノ

暴
力
ニ
畏
縮
シ
頗
ル
之
ニ
諂
諛
シ
テ
軽
卒
ニ
事
ヲ
謀
リ
遂
ニ
国
事
ヲ
誤
ル
ニ

至
ル
。
豈
懼
レ
サ
ル
可
ケ
ン
ヤ

と
殆
ど
現
代
か
ら
か
え
り
見
て
、
予
言
的
な
言
辞
を
述
べ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
か
ら
も

明
か
で
あ
ら
う
。

封
建
的
尚
古
主
義
や
農
本
主
義
に
対
し
て
も
ま
た
彼
は
腐
儒
ノ
俗
論
と
し
て
、

苛
し
ゃ
く
な
き
批
判
を
加
へ
た
。

前
者
、凡

ソ
人
ノ
知
識
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
後
世
程
追
々
闢
ケ
テ
参
ル
モ
ノ
デ
、
夫
レ

ニ

ツ
レ
テ
世
ノ
中
ガ
段
々
ト
開
化
文
明
ト
ナ
リ
テ
都
テ
百
工
技
芸
利
用
厚
生
ノ

術
ガ
次
第
ニ
進
テ
参
ル
ノ
ハ
、
万
国
自
然
ノ
道
理
デ
、
歴
史
ノ
上
ニ
明
瞭
デ

ゴ
ザ
ル
。
…
…
太
古
ノ
質
朴
ナ
風
俗
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
チ
ヨ
ツ
ト
聞
タ
所
デ
ハ

頗
ル
慕
ハ
シ
イ
様
ジ
ヤ
ガ
。
実
ハ
人
知
ノ
闢
ケ
ル
タ
メ
ニ
愚
直
ナ
ノ
デ
決
シ

テ
取
ル
ニ
ハ
足
ラ
ヌ
風
俗
デ
ゴ
ザ
ル
〔『
真
政
大
意
』
巻
下
九
丁
ウ
―
一
〇
丁

オ
〕

古
風
ナ
学
者
ト
申
ス
者
ハ
何
分
ニ
モ
此
理
ヲ
知
ラ
ズ
、
…
…
ヤ
レ
衣
服
ガ
立

派
ス
ギ
ル
ノ
、
飲
食
ガ
奢
侈
ニ
ス
ギ
ル
ノ
ト
所
謂
重
箱
ノ
隅
ヲ
箸
デ
掃
除
ス

ル
様
ニ
漫
ニ
世
話
ヲ
ヤ
イ
テ
、
夫
レ
テ
太
古
ノ
質
朴
ナ
風
俗
ニ
復
シ
タ
ガ
ル

事
ジ
ヤ
ガ
、
…
…
奢
侈
ノ
度
ト
申
ス
モ
ノ
モ
追
々
変
リ
テ
参
ル
モ
ノ
デ
、
千

年
前
ニ
奢
侈
ジ
ヤ
ト
申
シ
タ
事
ハ
、
百
年
前
ニ
ハ
平
常
ノ
事
ニ
ナ
リ
、
又
当

今
ニ
ナ
リ
テ
ハ
、
却
テ
節
倹
ニ
ス
ギ
ル
位
ニ
ナ
リ
タ
事
ガ
多
イ
デ
ゴ
ザ
ル
。

然
ル
ニ
唯
今
モ
申
ス
如
ク
、
例
ノ
太
古
ノ
質
朴
ナ
風
俗
ヲ
万
世
不
易
ノ
良
風

俗
ト
心
得
テ
居
ル
腐
儒
等
ガ
眼
カ
ラ
見
テ
ハ
今
日
ノ
事
何
ニ
ヨ
ラ
ズ
奢
侈
ニ

相
違
ナ
イ
。
到
底
箇
様
ナ
人
ノ
気
ニ
入
ル
ノ
ハ
所
謂
酒
屋
ヘ
三
里
豆
腐
屋
ヘ

二
里
ト
カ
申
ス
様
ナ
山
ノ
奥
ニ
住
デ
居
ル
人
ヨ
リ
外
ニ
ハ
ナ
イ
。
是
等
ハ
実

ニ
質
素
節
倹
ヲ
極
メ
テ
太
古
ノ
良
風
俗
ヲ
失
ハ
ヌ
者
ジ
ヤ
ト
申
シ

テ
定
メ
テ

称
歎
ス
ル
事
デ
ゴ
ザ
ラ
ウ
ガ
、
左
様
ナ
眼
デ
此
ノ
世
ノ
中
ヲ
視
テ
ヤ
レ
奢
侈

ヂ
ヤ
ノ
立
派
ヂ
ヤ
ノ
ト
云
ハ
レ
テ
ハ
実
ニ
迷
惑
千
万
ナ
事
デ
ゴ
ザ
ル
。（
真

政
大
意
下
巻
〔
一
〇
丁
ウ
―
一
二
丁
オ
〕）

後
者
（
農
本
）

厚
本
抑
末
ノ
論
モ
丁
度
コ
レ
ト
同
シ
事
デ
本
タ
ル
農
ヲ
如
何
程
骨
折
リ
テ
盛

ニ
シ
ヤ
ウ
ト
シ
タ
レ
バ
ト
テ
、
農
ノ
作
リ
出
シ
タ
モ
ノ
カ
ラ
色
々
ノ
物
品
ヲ

造
製
シ
タ
リ
或
ハ
売
捌
イ
タ
リ
ス
ル
工
商
ヲ
抑
ヘ
ル
様
ニ
シ
テ
ハ
〔
其
〕
本

タ
ル
農
モ
自
カ
ラ
抑
ヘ
ラ
ル
ヽ
道
理
ニ
ナ
ル
デ
ハ
ゴ
ザ
ラ
ヌ
カ
。（
真
政
大
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意
〔
巻
下
一
八
丁
ウ
〕）

こ
こ
に
は
市
民
的
進
歩
へ
の
確
固
た
る
信
仰
が
躍
動
し
て
ゐ
る
。
弘
之
は
主
観

的
に
は
と
も
か
く
客
観
的
に
は
終
生
こ
の
観
念
か
ら
脱
却
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ

る
。な

ほ
、
弘
之
は
ま
た
我
が
国
に
於
て
社
会
主
義
乃
至
共
産
主
義
の
思
想
の
最
初

の
紹
介
者
と
し
て
記
憶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
上
述
の
明
六
雑
誌
に
於
け
る
福

沢
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
批
判
の
後
に
、（
フ
ラ
ン
ツ
の
Physiologievon

[マ
マ
]

Staat[en]

か
ら
の
引
用
と
し
て
、）

フ
ラ
ン
ツ
ト
云
ヘ
ル
人
ノ
ヒ
シ
ョ
ロ
ギ
ー
・
ホ
ン
・
ス
タ
ー
ト
ニ「
リ
ベ
ラ
ー

ル
党
ト
コ
ム
ヽ
ニ
ス
ト
党
ノ
論
ハ
全
ク
相
表
裏
ス
レ
ト
モ
共
ニ
謬
レ
リ
。
其

故
ハ
リ
ベ
ラ
ー
ル
党
ハ
務
メ
テ
国
権
ヲ
減
縮
シ
務
メ
テ
民
権
ヲ
拡
張
セ
ン
ト

欲
ス
。
故
ニ
教
育
ノ
コ
ト
伝
信
ノ
コ
ト
郵
送
ノ
コ
ト
其
他
総
テ
公
衆
ニ
係
レ

ル
コ
ト
ヲ
モ
悉
皆
民
人
ニ
委
託
シ
テ
決
シ
テ
政
府
ヲ
シ
テ
是
等
ノ
コ
ト
ニ
関

セ
シ
メ
サ
ル
ヲ
良
善
ト
ナ
ス
。
然
ル
ニ
コ
ム
ヽ
ニ
ス
ト
党
ハ
務
メ
テ
国
権
ヲ

拡
張
シ
務
メ
テ
民
権
ヲ
減
縮
シ
テ
農
工
商
ヲ
モ
悉
皆
国
家
ノ
自
ラ
掌
ル
ヲ
良

好
ト
為
ス
。
蓋
シ
二
党
各
国
権
ト
民
権
ノ
相
分
カ
ル
ヽ
所
以
ヲ
知
ラ
サ
レ
ハ

ナ
リ
云
々
」
ト
云
ヘ
リ
。

と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
真
政
大
意
下
巻
に
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
、
共
産
主
義
社
会

主
義
に
対
し
て
次
の
様
な
評
価
を
下
し
て
ゐ
る
。

コ
ム
ミ
ュ
ニ
ス
メ
ヂ
ヤ
ノ
或
ハ
ソ
シ
ア
リ
ス
メ
抔
申
ス
二
派
ノ
経
済
学
ガ
起

リ
テ
二
派
少
々
異
ナ
ル
所
ハ
ア
レ
ト
モ
先
ツ
ハ
大
同
小
異
デ
（
今
日
天
下
億

兆
ノ
相
生
養
ス
ル
上
ニ
於
テ
衣
食
住
ヲ
始
メ
都
テ
今
日
ノ
事
ヲ
何
事
ニ
ヨ
ラ

ズ
一
様
ニ
シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
論
デ
、）
元
来
此
学
派
ノ
起
リ
タ
所
以
ト
云
フ
モ

ノ
ハ
天
下
ノ
人
民
ヲ
各
々
勝
手
ニ
任
セ
テ
置
テ
ハ
其
才
不
才
ト
勤
惰
ト
ニ
ヨ

リ
テ
大
ニ
貧
富
ノ
差
ヒ
ヲ
生
ジ
テ
富
者
ハ
益
々
富
ミ
貧
者
ハ
益
々
貧
シ
ク
ナ

リ
就
テ
ハ
四
海
ノ
困
窮
モ
コ
レ
ヨ
リ
生
ズ
ル
ヿ
ジ
ヤ
カ
ラ
今
日
衣
食
住
ヲ
始

メ
其
外
私
有
ノ
地
面
器
物
及
ヒ
産
業
等
ニ
至
ル
迄
都
テ
人
々
ニ
任
セ
ル
コ
ト

ヲ
止
メ
、
各
人
ノ
私
有
ト
イ
フ
モ
ノ
ヲ
相
合
シ
テ
悉
ク
政
府
デ
世
話
ヲ
ヤ
イ

テ
右
ノ
如
ク
貧
富
ノ
ナ
イ
様
ニ
シ
ヤ
ウ
ト
云
フ
所
謂
救
時
ノ
一
法
デ
ゴ
ザ
リ

テ
、
素
ト
勧
導
ノ
心
ノ
切
ナ
ル
所
カ
ラ
出
タ
事
ニ
ハ
相
違
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
其

制
度
ノ
厳
酷
ナ
ル
事
実
ニ
堪
ユ
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
。
例
ノ
所
謂
不
羈
ノ
情
ト
権

利
ト
ヲ
束
縛
羈
縻
ス
ル
事
此
上
モ
ナ
ク
甚
タ
シ
イ
事
デ
ゴ
ザ
ル
カ
ラ
、
実
ニ

治
安
ノ
上
ニ
於
テ
尤
モ
害
ア
ル
制
度
ト
申
ス
ベ
キ
ノ
デ
ゴ
ザ
ル
（
真
政
大
意

下
〔
一
五
丁
オ
―
一
六
丁
オ
〕）

市
民
社
会
の
思
想
家
と
し
て
の
彼
の
立
場
は
こ
こ
に
最
も
明
瞭
に
露
呈
し
て
ゐ
る

（
市
民
的
進
歩
の
立
場
は
必
然
に
自
由
競
争
の
肯
定
へ
と
導
か
れ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
）。

（
社
会
主
義
の
紹
介
者
と
し
て
の
弘
之
）

要
す
る
に
こ
の
期
の
弘
之
の
思
想
は
明
治
政
府
が
後
に
自
由
民
権
運
動
の
昂
揚

に
面
し
て
そ
の
両
頭
的
性
格
を
露
は
に
す
る
ま
で
、
ほ
ゞ
直
線
的
に
押
し
進
め
て

来
た
「
上
か
ら
の
近
代
化
」
政
策
に
内
在
す
る
諸
理
念
を
最
も
論
理
的
に
蒸
溜
し

て
居
り
、
そ
の
意
味
で
、
鳥
尾
小
彌
太
の
い
は
ゆ
る
「
上
流
の
民
権
説
」
の
典
型

的
な
も
の
で
あ
っ
た
（
維
新
政
府
の
進
歩
的
官
僚
、
例
へ
ば
木
戸
孝
允
の
思
想
な

ど
と
著
し
い
共
通
性
が
あ
る
）。
た
ゞ
弘
之
の
抽
象
的
な
合
理
主
義
的
思
惟
は
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屢
々
彼
の
筆
鋒
を
き
は
め
て
鋭
角
的
な
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
缺
い
だ
公
式
的
叙
述
に

陥
ら
し
め
、
そ
れ
が
、
前
期
の
彼
を
あ
ま
り
に
急
進
的
に
、
後
期
の
彼
を
あ
ま
り

に
反
動
的
に
世
人
に
映
ぜ
し
め
る
結
果
と
な
っ
た
。
彼
に
一
貫
し
て
欠
け
て
ゐ
る

も
の
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
現
実
的
歴
史
的
感
覚
で
あ
っ
て
、
彼
の
自
由

主
義
に
し
て
も
国
家
主
義
に
し
て
も
、
多
分
に
演
繹
的
性
格
を
帯
び
、
日
本
国
家

の
置
か
れ
た
現
実
的
環
境
へ
の
直
視
か
ら
生
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
の
論

述
が
殆
ん
ど
全
く
日
本
の
国
際
関
係
に
触
れ
て
ゐ
な
い
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る

（
な
に
よ
り
そ
の
証
據
で
あ
る
）。
ま
さ
に
こ
の
点
に
於
て
同
じ
く
市
民
社
会
の

思
想
家
た
る
福
沢
諭
吉
と
彼
と
は
、
は
っ
き
り
と
分
れ
る
の
で
あ
る
。

第
三
節

福
沢
諭
吉

天
保
五
年
十
二
月
十
二
日
大
阪
堂
島
に
あ
る
中
津
藩
倉
屋
敷
に
生
れ
た
。
三
才

の
時
父
（
百
助
）
を
失
い
、
母
に
と
も
な
は
れ
て
郷
里
に
帰
る
。
十
四
、
五
才
よ

り
白
石
常
人
に
漢
学
を
学
ぶ
。
安
政
元
年
二
十
一
才
に
し
て
長
崎
に
出
て
蘭
学
を

学
ぶ
。
翌
年
大
阪
の
緒
方
洪
庵
の
門
に
入
っ
た
。
安
政
五
年
、
藩
命
に
よ
り
江
戸

に
出
て
、
築
地
鉄
砲
洲
内
に
塾
を
開
く
（
慶
応
義
塾
の
起
り
）。
万
延
元
年
、
幕
府

の
海
外
派
遣
使
節
に
伴
っ
て
渡
米
、帰
国
の
後
幕
府
の
外
国
方
翻
訳
御
用
と
な
る
。

翌
年
（
文
久
元
年
）
再
び
遣
外
使
節
に
加
は
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
巡
遊
（
こ

の
時
の
見
聞
を
キ
ソ
と
し
西
洋
事
情
成
る
）、
慶
応
三
年
渡
米
、
翌
四
年
芝
新
銭
座

に
塾
舎[カ

]を
移
し
、
慶
応
義
塾
と
名
づ
く
。
新
政
府
よ
り
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
受

け
ず
明
治
四
年
塾
、
三
田
に
移
る
。
明
治
二
年
頃
よ
り
、
啓
蒙
的
な
外
国
事
情
紹

介
の
著
述
を
も
の
し
て
い
た
が
、
五
年
よ
り
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
を
出
し
始
め
て

漸
く
独
自
の
思
想
を
展
開
し
は
じ
め
八
年
「
文
明
論
之
概
略
」、
九
年
「
学
者
学[安

]心

論
」「
分
権
論
」、
十
年
「
民
間
経
済
論[録

]」、
十
一
年
「
通
俗
民
権
論
、
通
俗
国
権
論
」

等
連
続
的
に
出
し
、
民
間
著
述
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
（
最
初
の
全
集

[マ
マ
]

が

十
二
年
に
出
て
い
る
）。
こ
の
間
明
六
社
の
中
心
人
物
と
な
り
、
ま
た
民
間
雑
誌

（
七
年
）、
家
庭
叢
談
（
九
年

後
に
（
一
〇
年
）
民
間
雑
誌
と
改
題
）
を
発
行
す
。

十
二
年
、
東
京
学
士
会
員
に
選
ば
る
。
十
三
年
一
月
交
詢
社
を
設
立
。
十
五
年
、

時
事
新
報
創
刊
。
官
民
調
和
論
を
唱
う
。
明
治
二
十
二
年
東
京
市
参
事
会
員
に
選

ば
る
ゝ
も
辞
し
、
屢
々
の
爵
位
叙
勲
の
沙
汰
も
固
辞
し
て
受
け
ず
、
慶
応
義
塾
の

教
育
と
時
事
新
報
に
よ
る
論
陣
と
に
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中
し
た
。
三
十
一
年
脳
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溢
血
に
て
た
を
る
。
一
旦
恢
復
し
た
が
、
三
十
四
年
再
発
、
二
月
三
日
、
享
年
六

十
八
に
て
逝
去
。

性
格
と
思
想
と
の
照
応
（
彼
の
思
想
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
借
り
物
で
な
い
こ
と
を
示

す
―
↓
む
ろ
ん
自
伝
で
の
べ
た
幼
時
の
考
に
は
、
後
年
の

考
の
投
影
も
認
め
ら
れ
る
が
）

一
、
実
証
的
＝
経
験
主
義
的
精
神

俗
信
迷
信
に
対
す
る
反
抗

（
神
札
を
足
で
踏
む
、〔『
福
翁
自
伝
』『
福
沢
全
集
』
第
七
巻
、
国

民
図
書
、
一
九
二
六
年
〕
三
一
三
頁
）

（
稲
荷
様
の
石
を
と
り
か
へ
る
。
三
一
四
頁
）

単
に
合
理
主
義
で
は
な
く
、実
験
的
精
神
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
て
い
る
。

形
式
的
権
威
に
対
す
る
反
抗

五
三
五
頁
―
↓
馬
鹿
メ
ー
ト
ル

自
伝
、
全
集
、
三
一
三
頁
、
奥
平
の
名
の
書
い
た
紙
を
ふ
む

四
七
五
頁
―
↓
幕
府
の
空
威

四
七
三
頁
―
↓
自
分
の
家
で
殿
様
と
い
わ
せ
な
い
。

四
六
六
頁
―
↓
人
間
平
等
感

四
八
一
頁
―
↓
他
人
を
呼
び
す
て
に
し
な
い
。

四
七
〇
頁
―
↓
金
の
方
が
拝
り
ょ
う
の
紋
服
よ
り
も
よ
い
。

儒
教
的
リ
ゴ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
反
撥
、
人
間
自
然

ゲ
ミ
ュ
ー
ト

性
の
尊
重
↓
自
律
主
義
え

自
伝
、
全
集
、
三
三
一
頁
、
死
に
至
る
ま
で
孝
悌
忠
信

三
五
〇
頁
、
五
七
六
頁
―
↓
遊
郭
遊
び

四
八
二
頁
、江
戸
城
で
の
悲
憤
こ
う
が
い
を
け
い
べ
つ
。

封
建
門
閥
制
と
の
闘
争

（
三
一
五
頁
―
↓
開
い
た
社
会
え
の
憧
憬

三
一
八
頁
、
長
崎
へ
行
く
と
き
、
故
郷
に
つ
ば
を
は
き
か
け
る
。

↓
彼
の
愛
国
心
が
愛
郷
心
（
お
国
自
慢
）
の
単
に
空
間
的

拡
大
で
は
な
い
。

独
立
精
神
、
四
六
九
頁
、
四
七
一
頁

藩
に
対
し
て
「
薄
情
」

そ
の
代
り
求
む
る
と
こ
ろ
な
し
。

相
手
の
身
分
を
見
て
物
を
い
う
態
度
へ
の
反
撥
、
五
二
七
頁

一
、
福
沢
主
義
の
基
礎
構
造

「〔
大
観
院
〕
独
立
自
尊
居
士
」
と
は
彼
の
戒
名
で
あ
る
。
福
沢
の
全
思
想
と
全

事
業
は
独
立
自
尊
主
義
と
い
う
テ
ー
マ
の
お
り
な
す
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

と
い
っ
て
い
い
過
ぎ
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
独
立
自
尊
と
は
な
に
よ
り
も
ま
づ
本

来
の
意
義
に
お
け
る
個
人
主
義
と
相
弊
う

[マ
マ
]

観
念
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
贅
言
を
要
し

な
い
。
こ
の
意
味
で
福
沢
主
義
の
第
一
の
規
定
が
個
人
主
義
的
自
由
主
義
で
あ
る

と
い
う
昔
か
ら
の
通
説
は
依
然
と
し
て
真
理
た
る
を
失
わ
な
い
。（
ち
か
ご
ろ
、

福
沢
を
国
権
主
義
、
国
家
主
義
者
と
し
て
の
福
沢
に
彼
の
本
領
を
見
よ
う
と
す
る

見
解
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
、
福
沢
の
国
権
主
義
的
モ
メ
ン
ト
を
い
か
に
強
調
す
る

人
と
い
え
ど
も
、
彼
の
思
想
に
お
け
る
強
烈
な
個
人
主
義
的
性
格
を
抹
殺
す
る
事
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は
出
来
な
か
っ
た
。）
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
ゝ
で
も
こ
の
平
凡
な
規
定
か
ら
出
発
し

つ
ゝ
、
そ
の
個
人
主
義
と
い
わ
れ
る
も
の
の
論
理
的
構
造
を
掘
り
下
げ
よ
う
と
す

る
の
で
あ
る
。
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
と
い
う
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
の
冒
頭

の
句
は
天
下
に
喧
伝
さ
れ
福
沢
は
天
賦
人
権
論
の
申
し
子
の
様
に
見
ら
れ
た
。
し

か
し
福
沢
を
他
の
多
く
の
天
賦
人
権
論
者
乃
至
啓
蒙
的
個
人
主
義
者
か
ら
特
質
づ

け
る
も
の
は
そ
の
基
礎
づ
け
方
に
あ
っ
た
。
い
ゝ
か
え
る
な
ら
ば
多
く
の
文
明
開

化
論
者
に
お
い
て
天
賦
人
権
の
主
張
が
抽
象
的
自
然
法
的
な
真
理
と
し
て
説
か
れ

て
い
た
中
に
あ
っ
て
、
福
沢
は
そ
れ
を
徹
底
し
て
日
本
の
歴
史
的
現
実
に
対
す
る

効
用
価
値
（
実
践
的
意
義
）
の
観
点
か
ら
、
そ
の
観
点
か
ら
の
み
説
い
た
の
で
あ

る
。
彼
の
主
張
し
た
あ
ら
ゆ
る
命
題
が
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
目
的
意
識
と
の

関
聯
に
お
い
て
の
み
意
味
を
も
つ
と
い
う
こ
と
―
―
こ
の
基
本
認
識
を
離
れ
て
、

福
沢
主
義
の
理
解
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

福
沢
は
文
明
論
の
概
略
の
冒
頭
に
つ
ぎ
の
如
く
の
べ
る
。

軽
重

※
編
者
注

長
短
善
悪
是
非
等
の
字
は
相
対
し
た
る
考
よ
り
生
じ
た
る
も
の
な
り
軽

あ
ら
ざ
れ
ば
重
あ
る
可
ら
ず
善
あ
ら
ざ
れ
ば
悪
あ
る
可
ら
ず
故
に
軽
と
は
重

よ
り
も
軽
し
、
善
と
は
悪
よ
り
も
善
し
と
云
ふ
こ
と
に
て
此
と
彼
と
相
対
せ

ざ
れ
ば
軽
重
善
悪
を
論
ず
可
ら
ず
〔
岩
波
文
庫
、
一
九
三
一
年
、
一
三
頁
〕

〈
と
い
ふ
句
で
始
ま
っ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
恰
も「
学
問
の
す
ゝ
め
」劈
頭
の
句「
天

は
人
の
上
に
人
を
作
ら

[マ
マ
]

ず
人
の
下
に
人
を
作
ら

[マ
マ
]

ず
」
と
同
じ
く
、
全
篇
の
骨
子
を

な
す
考
へ
方
で
あ
る
。「
天
は
人
の
上
に
云
々
」
が
社
会
秩
序
に
於
け
る
先
天
的

固
定
性
の
排
撃
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
前
者
は
、
善
悪
美
醜
真
偽
等
の
価
値
判
断
の

先
天
的
固
定
性
の
排
除
と
い
っ
て
い
ゝ
。〉
福
沢
に
よ
れ
ば
、
真
偽
と
か
善
悪
と
か

い
ふ
判
断
は
絶
対
的
固
定
的
に
下
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
判
断
を
下
す
人

の
実
践
的
目
的
と
の
関
聯
に
於
て
の
み
成
立
し
う
る
。
例
へ
ば
城
郭
は
守
る
者
の

た
め
に
利
な
れ
ど
も
攻
る
者
の
た
め
に
は
害
で
あ
る
。
守
る
者
の
立
場
、
攻
る
者

の
立
場
を
離
れ
て
利
害
得
失
を
論
ず
る
事
は
無
意
義
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
同
じ
面

に
於
け
る
認
識
が
相
異
し
た
場
合
、
之
が
真
偽
を
決
定
す
る
の
は
何
か
と
い
へ
ば

試
験
乃
至
実
験
で
あ
る
。「
凡
そ
世
の
事
物
〔
は
〕
試
み
ざ
れ
ば
進
む
も
の
な
し
」

「
開
闢
の
初
よ
り
今
日
に
至
る
ま
で
或
は
之
を
試
験
の
世
の
中
と
云
て
可
な
り
」

〔
五
七
頁
〕。
議
論
の
対
立
を
究
極
に
於
て
止
揚
す
る
も
の
は
、
社
会
的
実
践
の

進
歩
で
あ
る
。
例
へ
ば
「
弓
矢
剣
鎗
の
争
論
も
嘗
て
一
時
は
喧
し
き
こ
と
な
り
し

が
小
銃
の
行
は
れ
て
よ
り
以
来
は
世
上
に
之
を
談
ず
る
者
な
し
」〔
一
四
―
五
頁
〕。

こ
の
様
な
価
値
判
断
の
相
対
性
の
認
識
か
ら
し
て
、
文
明
概
念
も
ま
た
相
対
的
機

能
的
に
把
握
さ
れ
る
。
福
沢
は
人
類
の
進
化
を
野
蛮
、
半
開
、
文
明
の
三
段
階
に

分
つ
が
、
野
蛮
に
対
し
て
は
半
開
も
文
明
で
あ
る
と
い
ひ
、
従
っ
て
、
彼
が
と
っ

て
以
て
範
と
せ
る
西
洋
近﹅

代﹅

文
明
も
、
決
し
て
そ
れ
自
身
絶
対
化
さ
る
べ
き
イ

デ
ー
で
は
な
く
、
日
本
・
支
那
等
の
東
洋
的
社
会
に﹅

と﹅

っ﹅

て﹅

の﹅

目
標
に
ほ
か
な
ら

な
か
っ
た
。

さ
う
し
て
文
明
の
相
対
性
は
ま
た
政
治
形
態
の
相
対
性
を
規
定
す
る
。
け
だ
し

政
治
は
文
明
の
程
度
と
相
関
的
の
も
の
で
あ
り
、

世
に
未
だ
至
文
至
明
の
国
あ
ら
ざ
れ
ば
至
善
至
美
の
政
治
も
亦
未
だ
あ
る
可

ら
ず
。
或
は
文
明
の
極
度
に
至
ら
ば
何
等
の
政
府
も
全
く
無
用
の
長
物
に
属

す
可
し
〔
五
七
頁
〕

か
う
し
た
機
能
的
関
係
的
把
握
が
福
沢
を
他
の
啓
蒙
論
者
の
二
元
的
対
立
の
上
に
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立
つ
抽
象
的
な
合
理
主
義
と
根
本
的
に
分
つ
点
で
あ
っ
た
。
い
な
む
し
ろ
逆
に
、

福
沢
に
と
っ
て
は
こ
の
様
な
価
値
の
絶
対
的
、
固
定
的
対
立
か
ら
の
解
放
こ
そ
近

代
的
自
主
独
立
精
神
の
確
立
の
た
め
に
必
ず
や
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
試
練
で
あ
っ

た
。
か
く
し
て
懐
疑
は
い
ま
や
自
由
へ
の
福
音
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

野
蛮
を
去
る
こ
と
遠
か
ら
ざ
る
時
代
に
は
〔
人
民
の
〕
智
力
未
だ
発
生
せ
ず
、

〔
中
略
〕
唯
恐
怖
す
る
の
み
、〔
中
略
〕
人
文
〔
漸
く
〕
開
化
し
智
力
次
第
に

進
歩
す
る
に
従
て
人
の
心
に
疑
の
勇
気
を
生
ず

[

マ

マ

]

（
文
明
論
、
第
二
章

[マ
マ
]

〔
一
三

〇
―
四
頁
〕）

信
の
世
界
に
偽
詐
多
く
疑﹅

の﹅

世﹅

界﹅

に﹅

真﹅

理﹅

多﹅

し
。〔
中
略
〕
文
明
の
進
歩
は

真
実
を
発
明
す
る
に
在
り
、〔
中
略
〕
其
源
を
尋
れ
ば
疑
の
一
点
よ
り
出
で
ざ

る
も
の
な
し
。（
学
問
の
す
ゝ
め
、
十
五
編
〔『
福
沢
撰
集
』
岩
波
文
庫
、
一

九
二
八
年
、
一
五
九
頁
〕）

福
沢
は
こ
の
懐
疑
の
精
神
を
ふ
り
か
ざ
し
て
、
一
切
の
伝
統
的
思
惟
様
式
に
対

す
る
果
敢
な
る
偶
像
破
壊
者
と
な
っ
た
。

恐
懼
の
時[御

]代
は
首
魁
ロ
ベ
ス
ピ
エ
ー

[マ
マ
]

ル
の
名
と
伴
ふ
か
如
く
、
福
沢

[懐
疑
]

の
時
代

は
直
ち
に
福
沢
の
名
と
連
結
し
、天
下
新
奇
な
る
議
論
を
吐
く
も
の
あ
れ
ば
、

称
し
て
以
て
福
沢
論
と
為
す
に
至
る
。（
竹
越
、
新
日
本
史
中
、
四
九
頁
、
四

六
頁
）

そ
こ
で
批
判
の
対
象
と
な
っ
た
の
が
五
倫
五
常
と
か
、
上
下
貴
賤
の
別
と
か
い
ふ

儒
教
的
範
疇
で
あ
っ
た
事
は
当
然
で
あ
る
。
け
だ
し
か
う
し
た
儒
教
的
思
惟
こ

そ
、

政
府
の
専
制
こ
れ
を
教
ふ
る
者
は
誰
ぞ
や
、
仮
令
ひ
政
府
本
来
の
性
質
に
専

制
の
要[元

]素
あ
る
も
、
其
元
素
の
発
生
を
助
け
て
之
を
潤
色
す
る
も
の
は
漢
儒

者
流
の
学
問
に
非
ず
や
（
概
略
〔
一
七
九
頁
〕）

で
、
封
建
制
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な[カ

]柱
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
彼
が
儒
教
批
判
を
一
生
の
課
題
の
一
つ
と
し
た
の
は
、
単
に
儒
教
倫
理
の
内

容
が
反
近
代
的
だ
か
ら
と
い
ふ
の
み
で
は
な
い
（
こ
れ
だ
け
で
は
他
の
啓
蒙
思
想

家
と
同
じ
だ
）。
ヨ
リ
根
本
的
に
は
儒
教
的
思
惟
様﹅

式﹅

そ
の
も
の
が
典
型
的
な
価

値
の
固
定
的
対
立
（
善
悪
、
正
邪
、
忠
逆
）
の
上
に
立
っ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
り
、

儒
教
が
自
ら
の
価
値
内
容
に
附
し
た
先
験
的
妥
当
性
が
長
い
年
月
の
間
に
人
々
の

い
は
ゞ
生
理
的
肉
体
的
な
信
条
と
化
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
が
、
東
洋
思
想
の
、
し

た
が
っ
て
、東
洋
文
明
の
泥
沼
の
様
な
沈
滞
の
源
因
と
考
へ
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

さ
れ
ば
こ
そ
福
沢
は
儒
教
的
価
値
を
相﹅

対﹅

化﹅

す
る
事
に
主
力
を
注
い
で
、
之
に

対
し
て
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
絶
対
化
す
る
事
を
極
力
避
け
た
。

軽
信
こ
そ
彼
の
敵
で
あ
り
、「
東
洋
を
信
ず
る
の
信
を
以
て
西
洋
を
信
ず
る
」
と
こ

ろ
の
滔
々
た
る
文
明
開
化
風
潮
は
彼
の
眼
か
ら
見
れ
ば
伝
統
的
精
神
の
単
な
る
衣

装
が
へ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
必
要
な
こ
と
は
人
民
に
絶
対
価
値
を
押
し

つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
彼
等
を
多
元
的
な
価
値
の
前
に
立
た
せ
て
、
自
ら
思

考
し
つ
ゝ
選
択
せ
し
め
る
事
で
あ
っ
た
。

け
だ
し
自
由
と
は
自
主
的
な
選
択
能
力
で
あ
り
、
従
っ
て
、
多
様
性
の
な
い
と

こ
ろ
に
自
由
は
存
し
な
い
。
福
沢
に
と
っ
て
、
思
惟
の
単
純
性
、
画
一
性
こ
そ
東

洋
的
停
滞
の
、
逆
に
、
複
雑
性
多
様
性
こ
そ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
進
歩
の
最
後
の
秘

密
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

◎
支
那
と
日
本
の
差
、
至
尊
と
至
強
（
二
九
頁
以
下
）
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軽
信
的
に
と
ら
れ
た
西
洋
文
明
は
、す
ぐ
反
動
に
よ
っ
て
く
つ
が
へ
さ
れ
る
。

自
主
的
批
判
的
精
神
そ
の
も
の
の
根
源
を
培
ふ
こ
と
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

閉
鎖
的
社
会
で
は
、
人
々
の
社
会
関
係
が
習
慣
的
に
固
定
化
す
る
結
果
、
同
じ

思
考
様
式
が
再
生
産
さ
れ
つ
ゝ
漸
次
沈
澱
し
て
固
定
化
す
る
。
人
間
精
神
の
さ
う

し
た
化
石
化
を
福
沢
は
「
惑
溺
」
と
呼
ん
だ
。
従
っ
て
、
彼
の
仕
事
は
政
治
、
経

済
、
教
育
、
文
学
等
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
巣
喰
ふ
「
惑
溺
」
現
象
の
指
摘
と
之
よ
り

の
解
放
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
惑
溺
よ
り
の
解
放
は
異
物
と
の
接
触
に
は
じ
ま

る
。
惑
溺
よ
り
の
解
放
に
よ
っ
て
社
会
の
閉
鎖
性
が
打
破
さ
れ
、
固
化
せ
る
精
神

が
異
物
と
接
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
動
化
し
、そ
こ
に
潑
剌
た
る
創
造
性
が
生
れ
、

文
明
の
進
歩
が
可
能
と
な
る
。
福
沢
の
社
交
（「
人
の
智
見
の
進
む
に
最
も
有
力

な
る
も
の
は
人
と
人
と
の
交
際
な
り
」）、
会
議
、
演
説
に
対
す
る
異
常
な
熱
意
、

自
由
討
議
（「
人
生
活
潑
の
気
力
は
物
に
接
せ
ざ
れ
ば
生
じ
難
し
、
自
由
に
言
は
し

め
自
由
に
働
か
し
め
富
貴
も
貧
賤
も
唯
本
人
の
自
か
ら
取
る
に
任
し
て
他
よ
り
之

を
妨
ぐ
可
か
ら
ざ
る
な
り
」（
学
問
の
す
ゝ
め
十
三
篇
）、
な
ほ
、
文
明
論
之
概
略
、

一
九
頁
、
二
〇
頁
）
及
寛
容
の
精
神
の
力
説
、
一
方
的
偏
執
に
対
す
る
厭
悪
、
は

皆
こ
こ
に
胚
胎
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
言
路
を
ふ
さ
ぐ
と
き
発
生
す
る
病
理
的
現
象
が
、「
怨
望
」
で
あ
る
。
そ
れ

は
惑
溺
の
い
は
ゞ
モ
ラ
ル
に
於
け
る
表
現
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

学
問
の
す
ゝ
め
、
一
四
七
頁
、
八
頁
、
九
頁
（
御
殿
女
中
）

（
気
分
の
沈
澱
う
っ
積
）

惑
溺
が
真
理
の
大
敵
で
あ
る
如
く
、
怨
望
こ
そ
は
、
衆
悪
の
母
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。

東
洋
の
停
滞
性
を
打
破
す
る
こ
と
は
、
か
く
し
て
、
具
体
的
に
は
、
東
洋
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
の
惑
溺
よ
り
の
解
放
で
あ
る
。
か
う
し
た
惑
溺
の
一
つ
と
し
て
福
沢

が
と
く
に
重
視
し
た
の
が
智
に
対
す
る
徳
の
優
位
と
い
ふ
考
へ
方
で
あ
っ
た
。
社

会
過
程
の
複
雑
化
が
進
歩
で
あ
る
な
ら
ば
、
文
明
の
進
歩
は
徳
よ
り
も
む
し
ろ
智

に
こ
そ
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
徳
―
―
と
く
に
私
徳
―
―
は
社
会
関
係
そ
の
も

の
よ
り
も
個
人
的
内
心
の
問
題
で
あ
る
か
ら
勢
ひ
静
態
的
で
あ
り
、
反
之
、
人
智

は
環
境
の
征
服
に
あ
る
の
だ
か
ら
勢
ひ
動
態
的
で
あ
り
、無
限
に
拡
大
進
歩
す
る
。

智
徳
の
対
照

第
一
、
空
間
的
伝
播
性
流
動
性
（
概
略
一
〇
〇
頁
）

第
二
、
時
間
的
発
展
、
進
歩

（
〃
一
〇
三
頁
）

か
く
し
て
、
私
徳
を
文
化
の
中
核
と
す
る
社
会
は
積
極
的
な
活
動
よ
り
も
悪
事

を
避
け
る
と
い
ふ
消
極
的
態
度
に
陥
る
こ
と
に
よ
っ
て
勢
ひ
閉
鎖
的
か
つ
停
滞
的

と
な
る
。

「
路
傍
に
石
像
あ
り
…
…
（〔『
文
明
論
之
概
略
』〕
一
一
一
頁
）

し
か
も
な
ほ
悪
い
こ
と
に
は
、
本
来
情
誼
的
結
合
な
ら
ざ
る
社
会
関
係
を
外
部
か

ら
徳
を
注
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
偽
善
を
発
生
せ
し
め
る
。

学
問
の
す
ゝ
め
、
一
三
七
頁

福
沢
は
徳
義
の
本
来
行
は
る
ゝ
社
会
―
―
い
は
ゆ
る
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
―
―

と
、
規
則
を
以
て
維
持
さ
る
べ
き
社
会
―
―
い
は
ゆ
る
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
―
―
と

を
明
確
に
区
別
し
、
し
か
も
歴
史
的
発
展
に
伴
ふ
社
会
過
程
の
複
雑
化
は
必
然
に

前
者
の
範
囲
を
益
々
狭
く
し
、
後
者
の
範
囲
を
ま
す
〳
〵
大
な
ら
し
む
る
事
を
認

め
た
。
し
か
も
こ
の
徳
義
よ
り
規
則
へ
の
発
展
を
い
さ
ゝ
か
も
堕
落
、
頽
廃
と
見
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る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
さ
う
し
た
終
末
観
を
す
る
ど
く
排
撃
し
た
。
こ
こ
に
市
民

社
会
に
対
す
る
福
沢
の
ゆ
る
ぎ
な
き
信
頼
を
読
み
と
る
の
で
あ
る
。

〔
二
、〕
政
治
＝
社
会
観

彼
の
政
治
思
想
は
専
ら
上
の
様
な
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
批
判
主
義
の
上
に
構

築
さ
れ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
政
治
的
価
値
規
準
も
ま
た
、
他
の
一
切
の
価
値
規

準
と
同
じ
く
、
ア
プ
リ
オ
リ
に
決
定
さ
る
べ
き
も
の
で
な
く
、
当
該
政
治
社
会
の

置
か
れ
た
具
体
的
な
situation
に
於
て
、
は
じ
め
て
定
ま
る
べ
き
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
な
ら
当
時
の
日
本
の
歴
史
的
状
況
に
お
い
て
、
彼
が
う
ち
立
て
た
最
高

の
実
践
的
目
標
は
何
か
と
い
え
ば
、
外
な
ら
ぬ
、
日
本
国
の
独
立
で
あ
っ
た
。
い

か
に
し
て
こ
の
国
際
的
重
圧
の
さ
な
か
に
日
本
民
族
と
国
家
の
独
立
を
全
う
す
べ

き
か
―
―
こ
の
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
彼
の
す
べ
て
の
政
治
的
立
言
は
み
ち

び
き
出
さ
れ
た
。
彼
の
政
治
的
見
解
に
い
か
な
る
変
遷
が
あ
ろ
う
と
、
一
切
の
国

内
問
題
を
国
際
的
視
野
と
の
不
可
分
の
関
聯
に
お
い
て
説
く
と
い
う
―
―
こ
こ
に

彼
の
政
治
思
想
の
最
大
の
特
質
が
あ
る
。
―
―
こ
の
一
点
は
、
彼
の
生
涯
に
わ

た
っ
て
変
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
彼
が
、

西
洋
諸
国
の
人
が
東
洋
に
来
て
支
那
其
外
の
国
々
に
対
す
る
交
際
の
風
を
察

す
る
に
其
権
力
を
擅
に
す
る
趣
は
封
建
時
代
の
武
士
が
平
民
に
対
す
る
も
の

と
稍
や
相
似
た
る
が
如
し
東
洋
の
諸
港
に
出
入
す
る
軍
艦
は
即
ち
彼
れ
が
腰

間
の
秋
水
に
し
て
西
洋
諸
国
互
に
利
害
を
共
に
し
て
東
洋
の
諸
国
を
圧
制
す

る
は
武
家
一
般
の
腕
力
を
以
て
平
民
社
会
を
威
伏
す
る
者
に
異
な
ら
ず
（
条

約
改
正
、
続
〔
福
沢
〕
全
集
第
一
巻
〔
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
〕、
八
―
九

頁
）

と
い
っ
た
と
き
、
そ
れ
は
単
な
る
比
喩
で
は
な
か
っ
た
！

内﹅

部﹅

の﹅

解﹅

放﹅

と
外﹅

部﹅

の﹅

独﹅

立﹅

と
は
不
可
分
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
ゐ
た
。

彼
の
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
批
判
は
実
に
こ
う
し
た
切
実
な
実
践
的
課
題

か
ら
出
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

福
沢
は
以
上
の
如
き
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
批
判
的
立
場
を
日
本
の
伝
統
的
な

社
会
・
文
化
の
上
に
適
用
し
て
、
そ
れ
を
根
本
的
に
規
定
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
一

つ
の
構
造
法
則
を
探
り
あ
て
た
。
彼
が
、「
権
力
の
偏
重
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の

即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
権
力
の
偏
重
と
は
有
様
（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
）
に
従
っ
て
権

義
（
ラ
イ
ト
）
を
異
に
す
る
事
を
い
ふ
。
そ
こ
で
は
人
間
と
人
間
の
結
び
つ
き
方

が
人
格
と
し
て
、
即
ち
抽
象
的
一
般
性
に
於
て
現
は
れ
ず
に
必
ず
具
体
的
地
位
乃

至
環
境
に
於
て
の
み
現
出
す
る
。
二
人
の
人
間
が
具
体
的
環
境
に
於
て
互
に
同
等

と
い
ふ
事
は
殆
ど
稀
れ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
人
間
相
互
の
結
合
が

平
等
者
間
の
そ
れ
と
し
て
で
は
な
く
、
必
ず
強
者
と
弱
者
の
上
下
関
係
と
し
て
存

在
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
最
も
露
骨
に
発
現
す
る
の
は
、
む
ろ
ん
政
治

的
支
配
関
係
で
あ
る
。

政
府
の
吏
人
が
平
民
に
対
し
て
威
を
振
ふ
趣
を
見
れ
ば
こ
そ
権
あ
る
に
似
た

れ
ど
も
此
吏
人
が
政
府
中
に
在
て
上
級
の
者
に
対
す
る
と
き
は
其
抑
圧
を
受

る
こ
と
平
民
が
吏
人
に
対
す
る
よ
り
も
尚
甚
し
き
も
の
あ
り
譬
へ
ば
地
方
の

下
役
等
が
村
の
名
主
共
を
呼
出
し
て
事
を
談
ず
る
と
き
は
其
傲
慢
厭
ふ
べ
き

が
如
く
な
れ
ど
も
此
下
役
が
長
官
に
接
す
る
有
様
を
見
れ
ば
亦
愍
笑
に
堪
へ
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た
り
名
主
が
下
役
に
逢
ふ
て
無
理
に
叱
ら
る
ゝ
模
様
は
気
の
毒
な
れ
ど
も
村

に
帰
て
小
前
の
者
を
無
理
に
叱
る
有
様
を
見
れ
ば
亦
悪
む
可
し
、
甲
は
乙
に

圧
せ
ら
れ
乙
は
丙
に
制
せ
ら
れ
、
強
圧
抑
制
の
循
環
、
窮
極
あ
る
こ
と
な
し

亦
奇
観
と
云
ふ
可
し
（
概
略
、
一
六
三
頁

×
）

し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
政
治
の
領
域
の
み
の
現
象
で
は
な
い
。

日
本
に
て
権
力
の
偏
重
な
る
は
洽
ね
く
其
人
間
交
際
の
中
に
浸
潤
し
て
至
ら

ざ
る
所
な
し
…
…
此
偏
重
は
交
際
の
至
大
な
る
も
の
よ
り
至
少
な
る
も
の
に

及
び
、
大
小
を
問
は
ず
公
私
に
拘
は
ら
ず
苟
も
爰
に
交
際
あ
れ
ば
其
権
力
偏

重
な
ら
ざ
る
は
な
し
〔
一
六
二
頁
〕

天
秤
と
結
晶
体

凡
そ
社
会
関
係
の
あ
る
と
こ
ろ
必
ず
こ
の
原
理
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
男
女
間
、
親
子
間
、
兄
弟
間
、
長
幼
間
、
師
弟
主
従
間
、
貧
富
貴
賤
間
、

新
参
古
参
間
、本
家
末
家
間
の
如
き
、皆
権
力
偏
重
の
支
配
せ
ざ
る
は
な
い
。
従
っ

て
、
国
家
的
独
立
の
究
極
的
な
担
保
と
し
て
の
独
立
自
主
の
精
神
の
確
立
の
た
め

に
は
、
こ
の
日
本
社
会
の
隅
々
に
ま
で
浸
潤
せ
る
原
理
と
真
向
か
ら
対
決
す
る
こ

と
が
、
い
ま
や
死
活
の
要
請
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。〈
か
く
て
福
沢
は
「
日
本
文
明

の
由
来
」
の
章
に
於
て
、
か
ゝ
る
権
力
偏
重
の
日
本
歴
史
上
に
於
け
る
種
々
な
る

表
現
形
態
を
ば
驚
く
べ
き
執
拗
さ
を
以
て
追
求
し
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
彼
は
次
の
様
な
諸
命
題
を
導
き
出
し
た
。

一
、
日
本
歴
史
の
循
環
性

日
本
の
歴
史
は
治
者
の
更
迭
の
歴
史
で
あ
る
。「
日
本
国
の
歴
史
は
な
く

し
て
、
日
本
政
府
の
歴
史
あ
る
の
み
」

欧
洲
で
は
国
勢
の
変
化
が
政
府
の
変
化
を
促
す
。
日
本
で
は
、
王
室
が
武

家
と
な
り
、
平
家
が
源
氏
と
な
り
、
足
利
が
豊
臣
と
な
っ
て
も
、
そ
れ
に

よ
っ
て
社
会
的
実
質
は
何
等
変
化
せ
ず
、文
明
の
進
歩
は
見
ら
れ
な
い（
一

六
八
頁
以
下
）。

二
、
治
者
被
治
者
の
固
定
性
（
日
本
の
人
民
は
国
事
に
関
せ
ず
）

治
乱
興
廃
は
皆
治
者
の
み
の
こ
と
で
人
民
は
全
く
之
に
無
関
心
で
あ
る
。

例
へ
ば
日
本
の
戦
争
は
「
武
士
と
武
士
の
戦
に
し
て
人
民
と
人
民
と
の
戦

に
非
ず
〔
」〕、
人
民
は
〔「
〕
双
方
の
旗
色
次
第
に
て
昨
日
味
方
の
輜
重
を

運
送
せ
し
者
も
今
日
は
敵
の
兵
糧
を
担
ふ
べ
し
〔
」〕、「
故
に
日
本
は
古
来

未
だ
国
を
成
さ
ず
と
云
ふ
も
可
な
り
」
！
（
一
七
〇
頁
以
下
）

従
っ
て
治
者
と
被
治
者
が
交
替
す
る
事
が
な
い
。
被
治
者
中
よ
り
立
身

出
世
し
て
治
者
に
な
っ
た
者
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
被
治
者
の
身
分
を
脱
し

て
治
者
と
な
っ
た
の
で
、
被
治
者
全
体
の
地
位
は
そ
れ
に
よ
っ
て
す
こ
し

も
変
動
し
な
い
（
藤
吉
郎
、
一
七
二
頁
）。

湿
地
―
↓
高
地

独
立
市
民
の
欠
如
。

三
、
宗
教
及
学
問
の
独
立
性
の
欠
如
、
そ
の
階
級
的
性
格

イ
、
宗
教

一
七
三
頁

宗
教
は
俗
権
の
一
部
分
で
あ
り
、治
者
の
力
に
依
存
し
つ
ゝ
布
教
し
た
。

純
粋
に
宗
教
の
た
め
に
治
者
と
闘
っ
た
例
が
な
い
の
が
そ
の
証
據
。

ロ
、
学
問

一
七
七
頁
―
八
頁

学
問
に
権
な
く
し
て
却
っ
て
世
の
専
制
を
助

く
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学
者
は
政
府
の
御
用
と
し
て
の
み
存
在
し
え
た
。
ま
た
そ
の
学
問
は
人

を
治
め
る
た
め
の
学
問
で
、
治
者
に
な
る
手
段
で
あ
っ
た
。

四
、
武
士
に
於
け
る
内
面
的
個
性
（
イ
ン
デ
ィ
ヴ
ィ
ヂ
ュ
ア
リ
チ
）
の
欠
如

一
八
一
以
下
！

武
士
的
モ
ラ
ル
の
他
律
性

五
、
経
済
に
於
け
る
純
生
産
者
と
純
消
費
者
の
固
定
的
対
立

一
九
一
頁

と
こ
ろ
で
こ
の
様
な
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
於
け
る
権
力
の
偏
重
は
、
一
切
の

文
化
的
価
値
の
権
力
者
へ
の
集
中
を
も
た
ら
し
、
そ
こ
に
自
ら
価
値
の
凝
固
に
よ

る
停
滞
を
生
み
出
す
。
し
て
見
れ
ば
権
力
の
偏
重
と
は
前
に
述
べ
た
「
惑
溺
」
の

い
は
ゞ
対
象
化
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
怨
望
が
惑
溺
の
主
観
的
倫
理
面
に
於
け
る
表
現

で
あ
っ
た
様
に
、
権
力
の
偏
重
は
惑
溺
の
客
観
的
人
倫
態
で
の
一
般
的
特
性
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
そ
の
客
観
的
人
倫
態
の
う
ち
で
も
、
と
く
に
政
治

的
支
配
の
領
域
に
於
て
、
惑
溺
は
い
か
な
る
具
体
的
作
用
を
及
ぼ
す
か
。
権
力
の

偏
重
は
政
治
的
権
威
に
い
か
な
る
非
合
理
的
影
響
を
与
へ
る
で
あ
ら
う
か
。〉

惑
溺
の
政
治
的
表
現
と
し
て
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
を
特
色
づ
け
た
権
力

の
偏
重
は
し
か
ら
ば
、
維
新
に
よ
っ
て
解
消
し
た
か
。
い
な
、

近
日
に
至
り
政
府
の
外
形
は
大
に
改
り
た
れ
ど
も
其
専
制
抑
圧
の
気
風
は
今

尚
存
せ
り
人
民
も
稍
権
利
を
得
る
に
似
た
れ
ど
も
、
其
卑
屈
不
信
の
気
風
は

依
然
と
し
て
旧
に
異
な
ら
ず
（
す
ゝ
め
四
編
〔
九
二
頁
〕）

む
し
ろ
福
沢
は
、
維
新
後
の
日
本
に
、
い
わ
ゆ
る
文
明
開
化
の
外
形
的
進
展
に
逆

比
例
し
て
人
民
独
立
の
精
神
が
退
化
す
る
危
険
性
を
す
ら
読
み
取
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
け
だ
し
、「
在
昔
足
利
徳
川
の
政
府
に
於
て
は
民
を
御
す
る
に
唯
力
を
用
い
」

た
が
、
現
在
で
は
政
府
は
軍
備
教
育
、
鉄
道
電
信
等
近
代
文
明
の
手
段
が
悉
く
政

府
に
集
中
し
て
い
る
〔
一
〇
〇
頁
〕。

従
っ
て
、
幕
政
下
の
人
民
は
単
に
権
力
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
従
う
の
み
で
心
服

し
て
は
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
人
民
は
、
智
力
に
お
い
て
も
全
く
政
府
に
圧
倒

さ
れ
て
い
る
。

古
の
政
府
は
民
の
力
を
挫
き
今
の
政
府
は
其
心
を
奪
ふ
、
古
の
政
府
は
民
の

外
を
犯
し
今
の
政
府
は
其
内
を
制
す
古
の
民
は
政
府
を
視
る
こ
と
鬼
の
如
く

し
今
の
民
は
こ
れ
を
視
る
こ
と
神
の
如
く
す
古
の
民
は
政
府
を
恐
れ
今
の
民

は
政
府
を
拝
む
（
学
問
の
す
ゝ
め
〔
五
編
一
〇
〇
頁
〕）

こ
の
様
に
福
沢
は
文
明
開
化
の
国
家
権
力
に
よ
る
推
進
に
晏
如
た
り
え
な
か
っ

た
。福

沢
は
、
我
国
近
代
化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
力
〔
を
〕
い
づ
こ
に
見
出
し
た

で
あ
ろ
う
か
。
彼
は
そ
れ
を
維
新
政
府
の
官
僚
に
求
め
え
な
か
っ
た
と
同
時
に
、

他
方
そ
れ
を
最
下
層
の
農
民
層
に
も
期
待
し
え
な
か
っ
た
。
福
沢
に
と
っ
て
は
現

実
の
農
民
は
無
力
卑
屈
に
し
て
、
狭
隘
な
私
的
利
害
よ
り
ほ
か
一
切
の
社
会
的
関

心
を
持
た
ず
、
た
ゞ
窮
乏
に
迫
ら
れ
て
は
本
能
的
衝
動
的
な
暴
発
行
為
に
出
る
の

み
で
あ
っ
て
、
到
底
新
社
会
創
造
の
課
題
に
耐
え
得
な
い
様
に
思
わ
れ
た
。
か
く

し
て
、
彼
は
自
か
ら
文
明
の
推
進
力
と
し
て
中
間
層
と
し
て
の
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン

チ
ャ
に
望
み
を
嘱
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

今
我
国
に
於
て
彼
の
ミ
ッ
ヅ
ル
カ
ラ
ッ
ス
の
地
位
に
居
り
、
文
明
を
首
唱

し
て
国
の
独
立
を
維
持
す
可
き
者
は
唯
一
種
の
学
者
の
み〔
一
〇
一
―
二
頁
〕
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そ
れ
だ
け
に
当
時
の
洋
学
者
が
皆
そ
の
地
位
に
安
ん
せ
ず
争
っ
て
官
途
に
つ
こ
う

と
競
う
様
を
見
た
と
き
彼
の
失
望
は
大
き
か
っ
た
。
そ
う
し
て
彼
は
こ
の
状
態
に

対
し
て
長
大
息
し
痛
哭
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
ま
す
〳
〵
、
将
来
の
市
民

社
会
の
自
立
的
な
担
い
手
を
養
成
す
べ
き
慶
応
義
塾
の
教
育
に
す
べ
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
集
中
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
社
会
の
構
造
法
則
と
し
て
の
権
力
の
偏
重
、
そ
の
現
実
的
結

果
と
し
て
の
自
由
平
等
精
神
の
欠
如
は
日
本
国
家
の
独
立
の
確
保
と
い
う
切
実
な

目
的
に
対
し
て
い
か
に
阻
止
的
に
作
用
す
る
か
。
彼
は
そ
れ
を

一
、独
立
の
気
力
な
き
者
は
国
を
思
ふ
こ
と
深
切
な
ら
ず〔『
学
問
の
す
ゝ
め
』

三
編
八
五
頁
〕

由
ら
し
む
べ
し
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
、

今
川
義
元
の
例
、

外
国
に
対
し
て
我
国
を
守
ら
ん
に
は
自
由
独
立
の
気
風
を
全
国
に
充

満
せ
し
め
国
中
の
人
々
貴
賤
上
下
の
別
な
く
其
国
を
自
分
の
身
の
上

に
引
受
け
、
智
者
も
愚
者
も
目
く
ら
も
目
あ
き
も
各
其
国
人
た
る
の

分
を
尽
さ
ゞ
る
可
ら
ず
〔
八
六
頁
〕

二
、
内
に
居
て
独
立
の
地
位
を
得
ざ
る
者
は
外
に
在
て
外
国
人
に
接
す
る
と

き
も
亦
独
立
の
権
義
を
伸
る
こ
と
能
は
ず
〔
八
七
頁
〕

三
、
独
立
の
気
力
な
き
者
は
人
に
依
頼
し
て
悪
事
を
為
す
こ
と
あ
り
〔
八
八

頁
〕

と
い
う
三
ヶ
条
に
分
っ
て
論
ず
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
結
局
か

の
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」
と
い
う
有
名
な
命
題
に
ま
で
総
括
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

福
沢
の
旧
政
治
＝[カ

]社
会
意
識
に
対
す
る
、
痛
烈
骨
を
刺
す
批
判
―
―
そ
れ
は
か

の
楠
公
権
助
論
ま
で
惹
起
し
、
し
ば
し
ば
彼
の
生
命
の
危
険
を
も
呼
び
起
し
た

―
―
は
、
つ
ね
に
、
こ
う
し
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
論
題
に
よ
っ
て
終
始
規
制

さ
れ
て
い
た
か
ら
、
い
か
に
彼
の
破
壊
作
業
が
大
胆
に
見
え
よ
う
と
も
決
し
て
自

己
目
的
化
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

偶
像
破
壊
者
と
し
て
の
福
沢
を
一
躍
有
名
に
し
た
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
に
お
い

て
、
す
で
に
彼
は
単
に
日
本
人
民
を
封
建
的
拘
束
か
ら
解
放
す
る
の
み
で
な
く
、

同
時
に
こ
れ
を
近
代
国
家
の
国
民
に
ま
で
再
編
成
す
る
た
め
の
規
範
意
識
を
強
調

し
て
い
る
。

〔
こ
の
間
原
稿
欠
。
一
部
は
『
講
義
録
』
第
二
冊
一
一
五
頁
一
―
一
四
行
、

一
一
六
頁
六
―
八
行
に
対
応
〕

〔
彼
は
分
限
と
い
う
旧
い
言
葉
を
用
い
て
ま
で
、
個
人
的
自
由
の
理
念
を
〕
放
恣

え
の
転
落
か
ら
護
っ
た
と
同
様
に
、
彼
の
国
権
論
も
少
く
も
原
理
的
に
帝
国
主
義

的
膨
張
の
否
定
を
含
ん
で
い
た
。
た
ゞ
日
本
の
置
か
れ
た
国
際
的
環
境
の
特
殊

性
、
漸
く
弱
肉
強
食
の
帝
国
主
義
競
争
が
漸
く
絶
頂
に
達
し
よ
う
と
す
る
十
九
世

紀
末
の
世
界
環
境
に
加
え
て
、
東
洋
に
お
け
る
と
も
か
く
唯
一
の
近
代
国
家
と
し

て
の
日
本
の
特
殊
的
な
国
際
的
地
位
が
、
や
は
り
彼
の
国
権
論
に
後
年
危
い
橋
を

渡
ら
せ
る
結
果
と
な
っ
た
事
は
否
む
事
が
出
来
な
い
。

福
沢
の
政
治
的
立
場
は
彼
の
「
国
体
」
観
念
に
最
も
鮮
明
に
表
わ
れ
て
い
る
。

福
沢
は
政
治
的
権
威
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
非
合
理
的
神
秘
的
な
ヴ
ェ
ー
ル
を
ひ
き

は
が
し
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ソ
づ
け
の
み
を
認
め
た
。「
す
べ
て
世
の
政
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府
は
唯
便
利
の
た
め
に
設
け
た
る
も
の
な
り
」〔『
文
明
論
之
概
略
』
五
〇
頁
〕。
だ

か
ら
い
わ
ゆ
る
国
学
者
的
な
国
体
観
念
と
の
真
正
面
な
対
立
は
不
可
避
で
あ
っ

た
。福

沢
に
於
て
は
政
治
的
権
威
の
キ
ソ
は
ひ
た
す
ら
文
明
の
促
進
と
い
ふ
プ
ラ
グ

マ
テ
ィ
ッ
ク
な
目
的
に
置
か
れ
た
（「
都
て
世
の
政
府
は
唯
便
利
の
た
め
に
設
け

た
る
も
の
な
り
」）。〈
従
っ
て
こ
れ
以
外
の
非
合
理
的
な
キ
ソ
づ
け
は
す
べ
て
惑

溺
の
種
々
な
る
ア
ス
ペ
ク
ト
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
か
ゝ
か
る
も
の
と
し
て
福
沢
は

大
体
三
種
を
数
へ
て
ゐ
る
。

一
、
超
自
然
性
に
基
く
権
威
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
カ
リ
ス
マ
的
支
配
に
相
当
す
）

之
は
神
政
政
治
の
キ
ソ
づ
け
で
あ
る
。
未
開
社
会
に
於
て
は
、
実
質
的
な
理

由
づ
け
で
人
民
を
服
従
さ
せ
る
事
が
困
難
な
と
こ
ろ
か
ら
、
非
合
理
的
な
権

威
（
理
外
ノ
威
光
）
を
用
ひ
る
。
之
を
政
府
の
虚
威
と
い
ふ
。
所
が
一
た
び

権
力
者
が
虚
威
に
依
存
す
る
様
に
な
る
と
、
虚
威
は
次
第
に
手
段
的
意
義
を

変
じ
て
自
己
目
的
と
化
し
、
か
う
し
た
虚
威
を
維
持
す
る
こ
と
が
逆
に
政
治

の
目
的
と
な
っ
て
し
ま
ふ
。
君
主
の
権
威
に
種
々
の
修
飾
を
附
し
、
遂
に
天

命
説
や
神
託
説
の
如
く
君
主
に
人
民
と
質
的
に
異
っ
た
な
ん
ら
か
超
自
然
的

性
質
を
帰
属
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
神
政
政
治
は
か
う
し
た
目
的
の
倒
錯
か
ら
生

れ
る
の
で
、
福
沢
は
之
を
以
て
惑
溺
の
典
型
的
な
る
も
の
と
し
た
（
三
九
頁

以
下
）。

二
、
歴
史
的
連
続
に
基
く
権
威
（
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
伝
統
的
支
配
に
相
当
す
）

世
界
中
何
れ
の
人
民
に
て
も
古
習
に
惑
溺
す
る
者
は
必
ず
事
の
由
来
の

旧
く
し
て
長
き
を
誇
り
其
連
綿
た
る
こ
と
愈
々
久
し
け
れ
ば
之
を
貴
ぶ

こ
と
も
亦
愈
々
甚
し
く
其
状
恰
も
好
事
家
が
古
物
を
悦
ぶ
が
如
し
〔
四

二
頁
〕

と
し
て
福
沢
は
印
度
の
歴
史
の
例
を
挙
げ
、
徒
に
そ
の
典
籍
の
古
き
を
競
ふ

間
に
政
権
を
英
国
人
に
奪
は
れ
て
植
民
地
化
し
た
愚
を
わ
ら
ひ
、

天
地
の
仕
掛
は
永
遠
洪
大
な
る
も
の
な
り
何
ぞ
区
々
の
典
籍
系
統
と
其

長
短
を
争
は
ん
や
…
…
彼
の
二
十
億
年
の
日
月
は
唯
是
れ
瞬
間
の
一
小

刻
の
み
此
一
小
刻
に
就
て
無
益
の
議
論
を
費
し
却
て
文
明
の
大
計
を
忘

れ
た
る
は
軽
重
の
別
を
知
ら
ざ
る
者
な
り
…
…
世
の
事
物
は
唯
旧
き
を

以
て
価
を
生
ず
る
も
の
に
非
ざ
る
な
り
〔
四
三
頁
〕

と
い
っ
て
ゐ
る
。

三
、
先
験
的
人
間
性
に
基
く
権
威
（
い
は
ゞ
自
然
法
的
権
威
）

前
出
、君
臣
の
倫
を
本
然
の
性
と
見
な
す
朱
子
学
が
そ
の
典
型
。
こ
れ
も「
物

あ
り
て
然
る
後
倫
あ
る
な
り
、
倫
あ
り
て
然
る
後
に
物
を
生
ず
る
に
非
ず
」

で
や
は
り
倒
錯
現
象
で
あ
る
。〉

国
学
者
の
如
き
、国
体
の
非
合
理
的
キ
ソ
づ
け
は
、未
開
社
会
に
こ
そ
意
味
を
持
っ

た
が
、
人
智
開
く
る
に
従
っ
て
妥
当
性
を
失
ひ
、「
人
民
を
御
す
る
の
法
は
唯
道
理

に
基
き
た
る
約
束
を
定
め
政
法
の
実
威
を
以
て
之
を
守
ら
し
む
る
の
一
術
あ
る
の

み
」
と
な
る
（
例
、
四
一
頁
、
終
）。
と
こ
ろ
が
、
政
府
は
か
う
し
た
段
階
に
な
っ

て
も
な
ほ
し
い
て
、
外
形
の
修
飾
に
恋
々
す
る
な
ら
ば
そ
の
結
果
は
ど
う
で
あ
る

か
。

虚
威
を
主
張
せ
ん
と
欲
せ
ば
下
民
を
愚
に
し
て
開
闢
の
初
に
還
ら
し
む
る
を

上
策
と
す
人
民
愚
に
還
れ
ば
政
治
の
力
は
次
第
に
衰
弱
を
致
さ
ん
、
政
治
の
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力
衰
弱
す
れ
ば
国
其
国
に
非
ず
、
国
其
国
に
非
ざ
れ
ば
国
の
体
あ
る
可
ら
ず

斯
の
如
き
は
則
ち
国
体
を
保
護
せ
ん
と
し
て
却
て
自
か
ら
之
を
害
す
る
も
の

な
り
。〔
四
二
頁
〕

福
沢
は
か
う
し
て
、
近
代
化
の
方
向
に
対
し
て
国
体
を
ふ
り
か
ざ
す
反
動
主
義
者

に
切
々
た
る
警
告
を
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。〔
以
下
『
講
義
録
』
第
二
冊
一
一
三
頁

五
―
一
二
行
、
一
一
四
頁
一
二
―
六
行
〕

※
編
著
注

本
項
の
以
下
の
部
分
で
は
、
一
九
四
五
年
度
講
義
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
原
稿
が
再
使
用
さ
れ
て
い
る
。
再
使
用
さ
れ
た
部
分
の
前
の
原
稿
を
以
下
に
翻
刻
す
る
。

「
福
沢
の
問
題
意
識

福
沢
諭
吉
は
日
本
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
と
い
は
れ
る
。
ま
こ
と
に
彼
は
そ
の
所
論
の
対
象

の
広
汎
さ
に
於
て
の
み
な
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
を
一
貫
せ
る
問
題
意
識
の
深
さ
に
於
て
、
ひ

と
り
明
治
初
期
と
い
は
ず
、
殆
ど
近
代
日
本
思
想
史
の
上
に
卓
然
と
聳
り
立
つ
巨
像
で

あ
っ
た
。
彼
が
維
新
直
後
の
啓
蒙
期
に
与
へ
た
圧
倒
的
影
響
は
殆
ど
想
像
を
絶
す
る
も
の

が
あ
る
。
彼
の
著
書
が
民
間
に
と
っ
て
と
等
し
く
政
府
に
と
っ
て
も
新
時
代
の
虎
の
巻
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
が
「
鳥
な
き
里
の
蝙
も
り
」
と
謙
遜
し
つ
ゝ
自
認
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
彼
の
影
響
が
し
か
く
圧
倒
的
で
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
必
ず
し
も
彼
が
正
当

に
理
解
さ
れ
た
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
い
な
む
し
ろ
福
沢
ほ
ど
浅
薄
に
理
解
さ
れ
、
或

は
曲
解
さ
れ
た
思
想
家
も
ま
た
少
い
の
で
あ
る
。
彼
の
「
学
問
の
す
ゝ
め
」
が
か
も
し
た

轟
々
た
る
反
響
、
い
は
ゆ
る
楠
公
権
助
論
の
ご
と
き
皮
相
な
誤
解
は
そ
の
最
も
顕
著
な
例

で
あ
る
が
、
さ
う
い
ふ
個
々
の
点
だ
け
で
な
く
、
福
沢
の
問
題
提
出
そ
の
も
の
が
、
明
治
初

期
ど
こ
ろ
か
、今
日
に
至
る
ま
で
、殆
ん
ど
一
般
に
把
握
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
い
っ

て
い
ゝ
。
そ
の
こ
と
は
、
逆
に
い
へ
ば
、
日
本
の
近
代
化
が
思
想
の
面
に
於
て
い
か
に
停

滞
的
で
あ
っ
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
る
。「
明
治
の
末
年
に
も
、
大
正
に
も
、
昭
和
に
も
、

福
沢
に
還
れ
と
の
痛
切
な
叫
び
が
出
た
が
、
日
本
人
が
福
沢
の
提
出
し
た
問
題
と
真
剣
に

対
決
す
る
こ
と
を
い
か
に
怠
っ
た
か
は
今
次
の
戦
争
で
遺
憾
な
く
暴
露
さ
れ
た
。」

昭
和
十
九
年
三
月
、
四
月
、
国
家
学
会
雑
誌

福
沢
は
日
本
の
近
代
化
の
問
題
を
ま
づ
最
も
目
に
つ
く
、
顕
著
な
現
象
か
ら
取
り
上
げ

て
行
っ
て
、
こ
れ
を
次
第
に
掘
り
下
げ
て
行
き
、
遂
に
そ
の
最
も
深
奥
な
根
底
と
し
て
の
、

庶﹅

民﹅

の﹅

意
識
構
造
の
根
本
的
な
変
革
と
い
ふ
問
題
に
行
き
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
之
が
文

明
の
精
神
と
し
て
の
人
民
独
立
の
気
象
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
に
と
っ
て
は
近

代
文
明
の
諸
々
の
制
度
、
文
物
は
か
ゝ
る
意
味
で
の
文
明
の
精
神
の
上
に
築
か
れ
た
上
部

構
造
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
福
沢
の
提
示
し
た
近
代
文
明
の
構
造
は
幾
重
に
も
層
を
な
し

た
厖
大
な
も
の
と
な
り
、
勢
ひ
そ
の
叙
述
が
驚
く
べ
く
多
方
面
に
わ
た
ら
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
初
期
思
想
界
に
与
へ
た
圧
倒
的
影
響
と
い
ふ
の
も
畢
竟
、
彼
に

よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
社
会
の
全
貌
が
我
国
民
に
と
っ
て
、
全
く
異
質
的

で
あ
っ
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
ず
、
福
沢
の
問
題
意
識
と
当
時
の
一
般
的
レ
ヴ
ェ
ル
と
の
あ

ま
り
に
甚
だ
し
い
隔
絶
の
た
め
、
世
人
は
い
は
ゞ
そ
の
上
部
構
造
の
け﹅

ん﹅

ら﹅

ん﹅

さ
に
圧
倒

さ
れ
、
こ
れ
が
吸
収
に
精
一
ぱ
い
で
あ
っ
て
、
そ
の
層
を
つ
き
ぬ
け
て
彼
の
問
題
の
最
奥

に
ま
で
到
達
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
福
沢
を
し
て
物
質
文
明
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
と
見
、
甚
だ
し
き
は
彼
の
思
想
を
拝
金
宗
と
呼
ば
し
め
た
所
以
で
あ
る
。
事
実

は
ま
さ
に
逆
で
、
福
沢
こ
そ
、
文
明
開
化
の
外
面
性
を
痛
言
し
、
之
に
対
し
て
内
面
的
文
明

の
重
要
性
を
力
説
し
て
止
ま
な
か
っ
た
（
こ
の
誤
解
は
就
中
深
刻
で
あ
る
）。

〔『
文
明
論
之
概
略
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
一
年
〕〈
二
四
頁
―
―
二
五
頁
〉

し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
福
沢
は
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
終
始
楽
観
的
で
あ
り
、

内
面
的
文
明
に
対
す
る
外
面
的
文
明
の
不
均
衡
的
な
発
展
に
つ
い
て
も
、
是
認
的
な
態
度

を
と
っ
た
。
彼
の
晩
年
の
回
顧
は
、
日
本
の
近
代
的
発
展
の
目
ざ
ま
し
さ
、
そ
れ
に
対
す

る
己
れ
の
貢
献
に
つ
い
て
の
満
足
感
に
満
ち
て
ゐ
る
（
自
伝
〔
岩
波
文
庫
、
一
九
三
七
年
〕

三
〇
三
頁
以
下
、
全
集
緒
言
。

「
こ
れ
は
何
故
か
。
一
つ
に
は
福
沢
の
楽
天
的
な
性
格
に
も
よ
ら
う
。
し
か
し
ヨ
リ
根
本

的
に
は
、
福
沢
の
最
も
切
実
な
関
心
が
日
本
の
国
際
的
独
立
と
い
ふ
事
に
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
初
期
の
福
沢
の
著
書
に
一
貫
し
て
流
れ
て
ゐ
る
の
は
国
際
的
危
機
の
意
識
で
あ
る
。
い

か
に
し
て
日
本
を
印
度
、
支
那
、
ビ
ル
マ
、
安
南
の
運
命
か
ら
救
ふ
か
、
日
本
を
植
民
地
化

か
ら
防
止
す
る
か
、
こ
れ
が
一
刻
も
彼
の
脳
裏
を
去
ら
ぬ
問
題
で
あ
っ
た
。
日
本
の
近
代
化

の
必
要
も
、
そ
の
近
代
化
に
於
て
、
精
神
の
近
代
化
を
最
も
緊
要
と
考
へ
た
こ
と
も
、
ひ
た

す
ら
日
本
の
独
立
と
い
ふ
彼
に
と
っ
て
の
至
上
命
令
か
ら
キ
ソ
づ
け
ら
れ
た
。
一
身
独
立
し
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て
一
国
独
立
す
と
い
ふ
有
名
な
命
題
は
か
う
し
た
切
実
な
意
識
の
産
物
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。

「
彼
は
近
代
文
明
の
普
遍
性
、
近
代
化
の
歴
史
的
必
然
性
を
確
く
信
じ
た
。
若
し
日
本

が
、
ま
た
東
洋
諸
国
が
自
ら
の
手
で
自
ら
を
近
代
化
す
る
任
務
を
怠
っ
た
な
ら
ば
、
必
ず

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
に
よ
っ
て
そ
れ
は
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
も
自
主
独
立
の
精
神
を

以
て
文
明
の
根
本
要
素
と
見
た
福
沢
に
と
っ
て
、
他
力
に
よ
る
近
代
化
と
い
ふ
こ
と
は
そ

れ
自
体
矛
盾
で
あ
っ
た
。

今
我
日
本
の
諸
港
に
西
洋
各
国
の
船
艦
を
泊
し
陸
上
に
は
洪
大
な
る
商
館
を
建
て
其

有
様
は
殆
ど
西
洋
諸
国
の
港
に
異
な
ら
ず
…
…
事
理
に
暗
き
愚
人
は
此
盛
な
る
有
様

を
目
撃
し
て
…
…
我
貿
易
の
日
に
盛
に
し
て
我
文
明
の
月
に
進
む
は
諸
港
の
有
様
を

一
見
し
て
知
る
可
し
な
ど
と
て
得
色
を
為
す
者
な
き
に
非
ず
大
な
る
誤
解
な
ら
ず

や
、
外
国
人
は
皇
国
に
輻
湊
し
た
る
に
非
ず
其
皇
国
の
茶
と
絹
絲
と
に
輻
湊
し
た
る

な
り
諸
港
の
盛
な
る
は
文
明
の
物
に
相
違
な
し
と
雖
ど
も
港
の
船
は
外
国
の
船
な
り

陸
の
商
館
は
外
国
人
の
住
居
な
り
、
我
が
独
立
文
明
に
は
少
し
も
関
係
す
る
も
の
に

非
ず
…
…
我
日
本
は
文
明
の
生
国
に
非
ず
し
て
其
寄
留
地
と
云
ふ
可
き
の
み
（〔『
文

明
論
之
概
略
』〕
巻
之
六

P.232））

従
っ
て
彼
は
文
明
の
超
国
家
性
と
普
遍
性
を
誰
よ
り
も
よ
く
理
解
し
、
か
つ
意
義
を
認

め
つ
ゝ
、
し
か
も
敢
て
、「
国
の
独
立
は
目
的
な
り
国
民
の
文
明
は
此
目
的
に
達
す
る
の
術

な
り
」〔
二
二
九
頁
〕
と
し
て
、
文
明
を
手
段
視
し
、

目
下
日
本
の
景
況
を
察
す
れ
ば
益
々
事
の
急
な
る
を
覚
え
又
他
を
顧
る
に
遑
あ
ら
ず

先
づ
日
本
の
国
と
日
本
の
人
民
と
を
存
し
て
こ
そ
然
る
後
に
爰
に
文
明
の
事
を
も
語

る
可
け
れ
〔
二
三
〇
頁
〕

と
い
は
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
様
な
せ
っ
ぱ
づ
ま
っ
た
危
機
意
識

の
下
に
於
て
一
た
び
近
代
化
が
国
家
的
独
立
の
手
段
〈
視
〉
さ
れ
る
や
、
そ
こ
に
い
つ
し
か

一
種
の
意
識
の
倒
錯
を
生
じ
、
国
家
的
独
立
が
保
持
さ
れ
益
々
強
固
に
な
り
行
く
事
実
を

以
て
逆
に
日
本
が
着
々
近
代
化
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
こ
と
の
証
示
と
考
へ
る
傾
向
が
発
生
す
る

の
は
き
は
め
て
自
然
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
に
至
る
ま
で
の
日
本
国
家
の
上
昇
的
発
展

は
、
福
沢
の
心
理
に
於
け
る
危
機
意
識
か
ら
の
漸
次
的
解
脱
と
し
て
現
は
れ
、
こ
れ
が
福

沢
を
し
て
終
始
、
日
本
の
近
代
化
に
つ
い
て
楽
観
的
展
望
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

福
沢
の
原
則
的
立
場
か
ら
日
本
の
近
代
化
過
程
を
見
る
と
き
、
こ
の
楽
観
と
満
足
が
当

を
得
て
ゐ
な
い
事
は
明
白
で
あ
る
。
彼
が
あ
れ
ほ
ど
力
説
し
た
自
由
独
立
の
精
神
に
つ
い

て
は
い
は
ず
も
が
な
、
例
へ
ば
市
民
社
会
（
国
力
）
の
平
均
的
発
展
と
い
ふ
問
題
を
と
り
あ

げ
て
見
よ
う
。
文
明
論
の
概
略
巻
之
六
に
か
う
い
っ
て
ゐ
る
。

一
種
の
憂
国
者
は
…
…
外
国
交
際
の
困
難
を
見
て
其
源
因
を
唯
兵
力
の
不
足
に
帰
し

我
に
兵
備
を
さ
へ
盛
に
す
れ
ば
対
立
の
勢
を
得
べ
し
と
て
、
…
…
英
に
千
艘
の
軍
艦

あ
り
我
に
も
千
艘
の
軍
艦
あ
れ
ば
必
ず
之
に
対
敵
す
べ
き
も
の
と
思
ふ
が
如
し
必
竟

事
物
の
割
合
を
知
ら
ざ
る
者
の
考
な
り

英
に
千
艘
の
軍
艦
あ
る
は
唯
軍
艦
の
み
千

艘
を
所
持
す
る
に
非
ず
、
千
の
軍
艦
あ
れ
ば
万
の
商
売
船
も
あ
ら
ん
、
万
の
商
売
船

あ
れ
ば
十
万
人
の
航
海
者
も
あ
ら
ん
、
航
海
者
を
作
る
に
は
学
問
も
な
か
る
可
ら
ず
、

学
者
も
多
く
商
人
も
多
く
法
律
も
整
ひ
商
売
も
繁
昌
し
人
間
交
際
の
事
物
具
足
し
て

恰
も
千
艘
の
軍
艦
に
相
応
す
可
き
有
様
に
至
て
始
て
千
艘
の
軍
艦
あ
る
可
き
な
り
、

…
…
割
合
に
適
せ
ざ
れ
ば
利
器
も
用
を
為
さ
ず
、
譬
へ
ば
裏
表
に
戸
締
り
も
な
く
し

て
家
内
狼
藉
な
る
其
家
の
門
前
に
二
十
イ
ン
チ
の
大
砲
一
坐
を
備
る
も
盗
賊
の
防
禦

に
適
す
可
ら
さ
る
が
如
し
、
武
力
偏
重
な
る
国
に
於
て
は
動
も
す
れ
ば
前
後
の
勘
弁

も
な
く
し
て
妄
に
兵
備
に
銭
を
費
し
借
金
の
た
め
に
自
か
ら
国
を
倒
す
も
の
な
き
に

非
ず
…
…
故
に
今
の
外
国
交
際
は
兵
力
を
足
し
て
以
て
維
持
す
可
き
も
の
に
非
ざ
る

な
り
。〔
二
二
八
―
九
頁
〕

（
国
力
の
発
展
を
い
う
場
合
、
軍
事
力
が
不
均
衡
の
発
展
を
い
ま
し
め
、
市
民
社
会
の
生
産

力
の
発
展
を
キ
ソ
に
お
い
た
。）

福
沢
は
か
う
し
た
立
場
か
ら
、
国
防
の
キ
ソ
と
し
て
の
生
産
力
の
均
衡
的
発
展
を
重
視

し
た
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
日
本
資
本
主
義
の
辿
っ
た
道
は
ま
さ
に
福
沢
の
警
告
し
た

「
家
内
狼
藉
な
る
其
家
の
門
前
に
二
十
イ
ン
チ
の
大
砲
を
備
へ
る
」
方
向
で
は
な
か
っ
た

か
。
も
っ
と
も
「
文
明
」
が
国
家
的
独
立
の
手
段
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
が
い
つ

し
か
前
者
と
の
相
関
性
を
離
れ
て
自
己
目
的
と
な
る
こ
と
の
危
険
性
に
つ
い
て
は
福
沢
は

意
識
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
、
彼
は
、

此
議
論
は
今
の
世
界
の
有
様
を
察
し
て
今
の
日
本
の
た
め
を
謀
り
今
の
日
本
の
急
に

応
じ
て
説
き
出
し
た
る
も
の
な
れ
ば
（
固
よ
り
永
遠
微
妙
の
奥
蘊
に
非
ず
）
学
者
遽

に
之
を
見
て
文
明
の
本
旨
を
誤
解
し
之
を
軽
蔑
視
し
て
其
字
義
の
面
目
を
辱
む
る
勿

れ
（
P230）
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と
態
々
断
っ
た
の
で
あ
り
、
又
後
に
「
通
俗
国
権
論

[

マ

マ

]

」
に
於
て
国
権
拡
張
を
最
急
務
と
な
す

時
に
も天

然
の
自
由
民
権
論
は
正
道
に
し
て
、
人
為
の
国
権
論
は
権
道
な
り
、
或
は
甲
は
公

に
し
て
乙
は
私
と
言
ふ
も
不
可
な
し
〔『
時
事
小
言
』『
福
沢
全
集
』
第
五
巻
、
国
民
図

書
、
一
九
二
六
年
、
二
四
九
頁
〕

と
明
言
し
つ
ゝ
、
敢
て
、〔「
〕
我
輩
は
権
道
に
従
ふ
者
な
り
」〔
二
五
六
頁
〕
と
論
じ
た
の

で
あ
る
。
彼
を
し
て
こ
の
危
険
性
を
知
り
つ
ゝ
「
権
道
」
に
つ
か
し
め
〈
た
〉
も
の
は
、
漸

く
帝
国
主
義
段
階
に
入
り
つ
ゝ
あ
る
世
界
情
勢
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
彼
の
危
機
意
識
で

あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
の
救
ひ
の
歓
喜
は
現
実
に
対
す
る
彼
の
見
透
し
を
い
つ
し

か
安
易
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
権
道
は
つ
ひ
に
権
道
で
す
ら
あ
り
え
ず
、

人
民
の
自
由
の
し
か
も
彼
の
楽
観
論
の
根
據
と
な
っ
た
人
民
の
自
由
〈
独
立
〉
の
気
象
に

よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
ざ
る
〈
精
神
な
き
〉
国
家
的
独
立
は
つ
ひ
に
空
虚
で
〈
あ
る
〉
こ
と
は

（
が
い
か
に
空
し
い
も
の
で
あ
る
か
は
）
今
日
我
々
が
身
を
以
て
知
ら
さ
れ
た
。
彼
の
死

後
、
殆
ん
ど
五
十
年
に
し
て
、
歴
史
は
福
沢
の
楽
観
を
見
事
に
覆
す
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ

て
彼
の
問
題
提
出
の
根
本
的
正
当
性
を
立
証
し
た
の
で
あ
る
。

福
沢
の
哲
学
的
キ
ソ

福
沢
は
も
と
よ
り
哲
学
者
で
は
な
く
、
自
己
の
思
想
の
哲
学
的
立
場
に
つ
い
て
何
も
表

明
し
て
ゐ
な
い
。
に
も
拘
ら
ず
、
彼
の
論
述
及
批
判
の
底
に
は
や
は
り
一
つ
の
共
通
し
た

思
惟
方
法
が
流
れ
て
ゐ
る
。
彼
の
所
論
が
そ
の
対
象
の
驚
く
べ
き
広
汎
性
に
も
拘
ら
ず
、

読
者
に
決
し
て
雑
ぱ
く
な
感
を
抱
か
せ
な
い
で
、
ひ
し
ひ
し
と
論
理
的
迫
力
を
も
っ
て

迫
っ
て
来
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
普
通
彼
の
思
想
的
立
場
は
英
仏
流
の
功
利
主
義
、

実
証
主
義
、
合
理
主
義
だ
と
い
は
れ
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
間
違
ひ
で
は
な
い
が
、
か
う
い

ふ
一
般
的
な
表
現
で
は
、
福
沢
は
他
の
啓
蒙
思
想
家
と
す
こ
し
も
異
ら
ず
、
彼
の
特
異
の

論
理
が
見
失
は
れ
て
し
ま
ふ
。
福
沢
の
方
法
論
は
彼
の
問
題
意
識
と
密
接
に
関
聯
し
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
関
聯
を
み
き
は
め
る
事
が
こ
ゝ
で
の
問
題
な
の
で
あ
る
。

か
う
い
ふ
観
点
か
ら
見
て
、
若
し
彼
の
哲
学
の
特
色
を
し
ひ
て
概
括
的
に
表
現
す
る
な

ら
ば
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
い
ふ
の
が
一
般[カ

]適
確
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
根
本
に
於
て
実
体

的
よ
り
は
機
能
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
づ
価
値
の
相
対
性
の
認
識
よ
り
出
発
す
る
。
文
明

論
之
概
略
の
劈
頭
は
、」
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〔
第
五
章

復
古
的
潮
流
と
反
民
権
論
〕

第
二
節

民
権
運
動
に
対
す
る
対
抗
的
思
潮

明
治
十
年
代
に
お
け
る
民
権
運
動
の
華
々
し
い
展
開
と
、
そ
れ
に
伴
う
自
由
主

義
思
潮
の
蔓
延
は
、
単
に
政
府
の
権
力
的
強
圧
を
よ
び
起
し
た
に
と
ゞ
ま
ら
ず
、

当
然
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
面
に
お
い
て
も
強
力
な
反
対
に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
こ
の
期
に
お
け
る
民
権
思
潮
と
そ
れ
に
対
す
る
反
動
思
潮
と
の
抗
争

は
、
決
し
て
、
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
見
た
如
き
、
維
新
直
後
の
文
明
開
化
思
潮
と

反
動
思
潮
と
の
間
に
お
け
る
対
抗
関
係
の
単
な
る
継
続
乃
至
延
長
で
は
な
い
。
な

に
よ
り
ま
づ
こ
の
抗
争
に
お
い
て
政
府
権
力
の
地
位
は
ま
さ
に
転
倒
し
た
。
か
つ

て
は
、
啓
蒙
思
潮
の
先
頭
に
立
っ
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
維
新
政
府
自
体
で
あ
り
、

之
に
対
し
て
、
伝
統
主
義
＝
保
守
主
義
の
立
場
は
反
政
府
運
動
に
よ
っ
て
代
表
さ

れ
て
い
た
。
政
府
が
維
新
直
後
に
お
い
て
旧
習
打
破
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
に
ば
く
進
す

る
様
は
、
福
沢
の
ご
と
き
新
時
代
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
す
ら
、
た
ゞ
瞠
目
す
る
ば
か

り
の
勢
で
あ
っ
た
。﹇
福
沢
は
尊
王
攘
夷
の
張
本
人
と
思
い
込
ん
で
い
た
新
政
府

の
こ
の
め
ざ
ま
し
い
開
明
性
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
と
き
の
驚
喜
の
情
の
い
か
に
大

き
か
っ
た
か
を
後
年
し
ば
し
ば
告
白
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

明
治
政
府
の
発
論
は
攘
夷
論
に
し
て
大
事
成
る
に
及
ん
で
開
国
主
義
に
変
化

し
、
俗
に
云
ふ
悪
に
強
き
は
善
に
も
強
し
の
諺
に
洩
れ
ず
、
昨
日
ま
で
の
殺

人
暴
客
は
今
日
の
文
明
士
人
と
な
り
、
青
雲
に
飛
翔
し
て
活
溌
磊
落
、
言
ふ

と
し
て
実
行
せ
ざ
る
は
な
く
、
実
行
し
て
効
を
奏
せ
ざ
る
は
な
し
。
傍
観
の

吾
れ
吾
れ
に
於
い
て
も
拍
手
、
快
と
称
す
、
況
し
て
当
局
の
本
人
に
於
い
て

は
愉
快
極
ま
り
得
意
極
ま
る
（
全
集
緒
言
）

と
い
い
、
ま
た
、

当
時
洋
学
者
流
の
心
事
を
形
容
す
れ
ば
恰
も
自
分
に
綴
り
た
る
筋
書
を
芝
居

に
演
じ
て
其
芝
居
を
見
物
す
る
に
異
な
ら
ず
固
よ
り
役
者
と
作
者
と
直
接
の

打
合
せ
も
な
け
れ
ば
双
方
共
に
隔
靴
の
憾
は
あ
る
可
き
な
れ
ど
も
大
体
の
筋

に
不
平
を
見
た
る
こ
と
な
し
（
福
翁
百
余
話
、
禍
福
の
発
動
機
）

し
か
る
に
、
明
治
十
年
代
の
思
想
的
対
抗
に
お
い
て
は
守
旧
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

背
後
に
は
い
ま
や
ま
ぎ
れ
も
な
く
明
治
政
府
が
立
っ
て
い
る
。
一
切
の
伝
統
的
教

義
―
―
一
時
は
文
明
開
化
の
怒
濤
の
な
か
に
呑
み
込
ま
れ
て
、
た
ゞ
汲
々
と
し
て

お
の
れ
の
新
時
代
え
の
適
応
性
を
証
示
し
よ
う
と
し
て
い
た
一
切
の
伝
統
的
教
義

は
、
こ
う
し
た
国
家
権
力
の
強
力
な
ひ
護
を
見
出
し
て
、
た
ち
ま
ち
そ
の
開
明
性

の
こ
ろ
も
を
か
な
ぐ
り
す
て
、
満
々
の
自
信
を
以
て
、
ふ
た
ゝ
び
そ
の
本
姿
を
思

想
界
に
現
わ
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
現
実
の
事
態
は
一
が
進
歩
主
義
、
他

が
反
動
主
義
と
分
け
う
る
よ
う
な
、
簡
単
な
も
の
で
は
な
い
。
一
方
民
権
論
者
の

な
か
に
古
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
強
力
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
他
方
、

条
約
改
正
と
い
う
大
事
を
前
に
ひ
か
え
て
、
と
も
か
く
世
界
の
前
に
否
応
な
く
日

本
の
近
代
化
を
証
示
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
置
か
れ
た
明
治
政
府
に
と
っ
て
も
封

建
的
或
は
前
近
代
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
鼓
吹
に
は
自
か
ら
限
度
が
あ
っ
た
。
の
み

な
ら
ず
、
そ
う
し
た
体
裁
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
日
本
を
急
速
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

対
抗
し
う
る
実
力
を
持
っ
た
資
本
主
義
国
に
引
上
げ
る
た
め
に
、
ミ
ニ
マ
ム
に
必
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要
な
近
代
化
―
―
制
度
上
だ
け
で
な
く
思
想
上
の
―
―
は
現
実
の
の
っ
ぴ
き
な
ら

ぬ
要
請
で
も
あ
っ
た
。
さ
て
こ
そ
右
手
に
欧
化
主
義
、
左
手
に
復
古
主
義
と
い
う

明
治
政
府
の
き
わ
ど
い
芸
当
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
期
の
思
想
的
対
抗
を
文
明
開
化
時
代
と
区
別
す
る
第
二
の
ポ
イ

ン
ト
は
、
―
―
い
ま
の
べ
た
こ
と
と
関
聯
す
る
事
で
あ
る
が
―
―
こ
こ
で
は
、
民

権
思
想
に
対
す
る
反
対
が
単
に
、
儒
教
と
か
神
道
と
か
い
う
よ
う
な
伝
統
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
の
動
員
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
反
動
思
想
の
系
譜
を
援
用
し
、
或
は
、
直
接
反
動
思
想
で
な
く
と
も
、
自
由

民
権
論
の
思
想
的
根
據
を
く
つ
が
え
す
に
都
合
の
い
ゝ
と
考
え
ら
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
哲
学
を
利
用
す
る
様
に
な
っ
た
事
で
あ
る
。
近
代
化
に
対
す
る
抵
抗
の
論
理
が

従
来
の
よ
う
に
西
洋
に
対
す
る
東
洋
（
或
は
日
本
）
と
い
う
立
場
で
な
さ
れ
て
い

た
時
は
そ
の
主
張
者
自
身
に
も
な
に
か
時
代
遅
れ
と
い
っ
た
ひ
け
目
が
感
じ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
の
地
盤
の
上
で
も
自
己

の
立
場
の
ジ
ャ
ス
テ
ィ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
見
出
し
え
た
こ
と
は
甚
だ
し
く
反
民

権
主
義
者
の
自
信
を
強
め
た
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
。
藩
閥
政
府
が
、
き
わ
め
て

絶
対
主
義
的
色
彩
の
強
い
プ
ロ
シ
ヤ
憲
法
の
存
在
に
い
か
に
心
を
強
く
し
、
シ
ュ

タ
イ
ン
、
グ
ナ
イ
ス
ト
の
様
な
半
官
的
学
者
の
言
辞
を
い
か
に
喜
び
迎
え
た
か
は

す
で
に
周
知
の
事
に
属
す
る
が
、
政
府
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
は
単
に
具
体
的
な

制
度
の
上
だ
け
で
な
く
、
思
想
や
哲
学
の
上
で
も
、
民
権
主
義
に
対
抗
す
る
理
論

を
け
ん
め
い
に
探
し
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
明
治
十
四
年
、
当
時
の
元
老
院
権
少

書
記
官
金
子
堅
太
郎
が
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク
の
（
Reflections
on
the

Revolution
in
France,1790）
の
内
容
を
要
約
し
、
こ
れ
に
他
の
二
、
三
の
所

論
を
加
え
て
「
政
治
論
略
」
と
し
て
元
老
院
よ
り
出
版
し
（
地
方
官
か
ら
郡
長
に

配
布
、
訓
示
資
料
と
す
。
陛
下
に
奉
呈
、
皇
族
・
華
族
に
金
子
が
講
義
す
。
明
治

十
五
、
三
、
七
、
以
下
土
陽
新
聞
、
ボ
ル
ク
を
殺
す
）、
さ
ら
に
、
明
治
十
七
年
、

ホ
ッ
ブ
ス
の
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
一
部
が
、
英
国
学
士
払
波
士
著
「
主
権
論
」
と

し
て
文
部
省
に
よ
っ
て
訳
出
さ
れ
た
ご
と
き
は
ま
さ
に
か
ゝ
る
傾
向
の
産
物
に
ほ

か
な
ら
ぬ
。
こ
の
様
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
に
依
據
せ
る
民
権
論
と
の
思
想
的
抗

争
に
お
い
て
、
最
も
巨
大
な
役
割
を
演
じ
た
の
が
外
な
ら
ぬ
か
つ
て
の
天
賦
人
権

論
者
加
藤
弘
之
で
あ
っ
た
。

以
下
、
順
序
と
し
て
、
ま
づ
最
初
の
伝
統
的
思
潮
の
復
活
の
状
況
を
見
、
次
に
、

第
二
の
類
型
の
反
動
思
想
に
及
ぼ
う
。

政
府
の
復
古
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の
転
回
は
な
に
よ
り
も
ま
づ
そ
の
教
育
政
策
に

現
わ
れ
た
。
そ
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
二
年
三
月
、
明
治
天
皇
が
侍
講

の
元
田
永
孚
を
通
し
て
下
さ
れ
た
「
教
学
大
旨
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
次
の
様
に

い
わ
れ
て
い
る
。

教
学
ノ
要
仁
義
忠
孝
ヲ
明
カ
ニ
シ
テ
、
知
識
才
芸
ヲ
究
メ
、
以
テ
人
道
ヲ
尽

ス
ハ
、
我
祖
訓
国
典
ノ
大
旨
、
上
下
一
般
ノ
教
ト
ス
ル
所
ナ
リ
（
以
下
、
稲

富
栄
次
郎
、
明
治
初
期
教
育
思
想
の
研
究
〔
創
元
社
、
一
九
四
四
年
〕、
三
九

三
頁
）

こ
れ
は
明
治
五
年
の
学
制
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
教
育
思
潮
が
圧
倒
的
な
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
を
と
っ
て
い
た
教
育
界
に
対
す
る
い
わ
ゞ
爆
弾
的
な
教
示
で
あ
り
、
そ
れ

が
儒
学
し
か
も
朱
子
学
の
正
統
を
守
る
元
田
永
孚
ら
宮
中
の
保
守
勢
力
か
ら
発
せ
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ら
れ
た
こ
と
は
す
こ
ぶ
る
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
に
は
じ
ま
っ
た
教
育
に
お
け
る

伝
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
広
義
）
の
復
活
は
、
十
四
年
五
月
「
小
学
校
教
則
綱
領
」

に
お
け
る
「
尊
王
愛
国
ノ
志
気
ヲ
養
成
セ
ン
コ
ト
」
を
目
的
と
す
る
国
史
教
育
の

重
視
、
同
年
六
月
「
小
学
教
員
心
得
」
の
発
布
を
経
て
、
や
が
て
、
明
治
十
五
年
、

有
名
な
「
幼
学
綱
要
」
の
発
布
に
至
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
元
田
永
孚
の
手
に
な

り
、
孝
行
を
第
一
、
以
下
二
十
徳
目
を
、
こ
と
ご
と
く
儒
教
経
典
に
依
據
し
つ
ゝ

解
説
し
、
徹
底
的
な
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
貫
か
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
、
全
国

の
学
校
に
配
布
さ
れ
て
修
身
教
科
書
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
広
く
全
国
民
に
頒

布
さ
れ
た
か
ら
そ
の
影
響
は
測
り
知
る
事
が
出
来
な
い
。
こ
れ
を
、
明
治
初
年
代

修
身
教
科
書
と
し
て
最
も
広
く
行
わ
れ
た
、
た
と
え
ば
福
沢
諭
吉
の
「
童
蒙
教
草
」

の
内
容
と
比
較
す
れ
ば
、
何
人
も
教
育
思
潮
の
あ
ま
り
に
急
激
な
推
移
に
一
驚
し

な
い
も
の
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
教
育
方
針
の
転
換
は
か
の
明
治
十
四
年
の
政
変
を

機
と
し
て
、
公
然
た
る
政
治
的
意
味
を
帯
び
る
に
至
っ
た
。
政
変
後
ま
も
な
く
、

文
部
卿
福
岡
孝
悌
は
、
府
県
学
務
官
を
召
集
し
、

教
育
に
は
碩
学
醇
儒
に
し
て
徳
望
あ
る
も
の
を
選
用
し
、
生
徒
を
し
て
益
々

恭
敬
整
粛
な
ら
し
む
べ
く
、
修
身
を
教
授
す
る
に
は
必
ず
皇
国
固
有
の
道
徳

に
基
き
て
儒
教
の
主
義
に
依
ら
ん
こ
と
を
要
す

と
訓
示
し
、
な
を
学
校
教
員
の
民
権
運
動
参
加
を
厳
禁
し
、
教
科
書
全
体
に
厳
密

な
検
閲
制
を
施
行
し
た
。
明
治
十
五
年
九
月
二
日
発
行
の
頴
才
新
誌
第
二
百
七
十

四
号
は
次
の
様
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
て
い
る
（
尾
佐
竹
〔
猛
『
日
本
憲
政
史
大

綱
』〕、
下
〔
日
本
評
論
社
、
一
九
三
九
年
〕、
六
二
〇
頁
）

政
府
が
儒
教
復
活
に
対
し
、い
か
に
細
心
な
政
治
的
考
慮
を
以
て
臨
ん
だ
か
は
、

当
時
教
科
書
と
し
て
儒
教
経
典
が
殆
ど
洩
れ
な
く
採
用
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
孟
子
の

数
篇
の
み
は
民
権
的
臭
味
あ
り
と
の
理
由
で
削
除
さ
れ
た
と
い
う
様
な
と
こ
ろ
に

も
窺
わ
れ
る
。
か
ね
て
復
古
主
義
教
育
に
対
し
て
最
も
猛
烈
な
攻
撃
を
加
え
て
い

た
福
沢
の
時
事
新
報
は
、
早
速
に
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
と
ら
え
て
、
孟
子
が
地
下

か
ら
プ
ロ
テ
ス
ト
し
た
訴
状
を
掲
載
し
て
痛
烈
な
諷
刺

[
カ
]

を
浴
せ
た
。

こ
う
し
た
復
古
的
潮
流
は
宗
教
界
に
も
現
わ
れ
た
。
神
道
と
仏
教
は
好
機
来
れ

り
と
ば
か
り
に
勢
を
得
て
、
そ
の
攻
撃
の
鉾
先
を
キ
リ
ス
ト
教
会
に
向
け
た
。
我

国
の
近
代
思
想
史
に
お
い
て
、
社
会
的
反
動
の
抬
頭
は
必
ず
反
キ
リ
ス
ト
教
運
動

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
の
享
受
し
う
る
宗
教
的

自
由
は
、
そ
こ
で
の
社
会
的
、
政
治
的
自
由
一
般
を
測
定
す
る
最
も
正
確
敏
感
な

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で
あ
る
。
竹
越
三
叉
の
新
日
本
史
は
、
明
治
十
三
、
四
年
頃
か
ら

と
く
に
表
面
化
し
て
来
た
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
社
会
的
迫
害
の
模
様
を
次
の
様

に
伝
え
て
居
る
。

明
治
十
三
、
四
年
以
後
、
神
仏
二
教
の
基
督
教
に
対
す
る
、
迫
害
を
以
て
唯

一
の
武
器
と
な
せ
り
。
此
に
於
て
か
党
類
を
組
み
て
基
督
教
会
堂
に
乱
入
し

て
教
徒
を
傷
る
も
の
あ
り
、
或
は
基
督
教
徒
た
る
の
故
を
以
て
、
数
十
年
来

住
み
慣
れ
た
る
土
地
家
屋
を
取
り
返
さ
る
ゝ
も
の
あ
り
、
市
邑
同
盟
し
て
基

督
教
徒
と
交
を
絶
つ
あ
り
、
村
落
の
少
年
を
教
唆
し
て
神
輿
を
基
督
教
徒
の

屋
前
に
立
て
ゝ
、
出
入
を
妨
ぐ
る
あ
り
。（
讒
謗
百
方
、
私
行
を
公
会
に
述
ぶ

る
あ
り
、）
…
…
志
を
当
世
に
得
さ
る
不
平
投
機
家
は
、
ま
た
此
の
争
を
奇
貨

と
し
て
、
耶
蘇
退
治
の
演
説
を
為
し
て
讒
謗
罵
言
す
る
も
の
あ
り
、
夜
忍
び

て
教
会
の
執
事
を
殺
す
も
の
あ
り
、
兵
営
に
あ
る
兵
士
は
聖
書
を
携
帯
し
た
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る
の
故
を
以
て
、
五
日
十
日
の
間
営
倉
に
投
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
り
、
小
学

中
学
の
教
師
、
基
督
信
徒
た
る
の
故
を
以
て
、
突
然
そ
の
職
を
免
せ
ら
る
ゝ

あ
り
、
当
時
の
基
督
教
徒
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
以
て
苦
し
め
ら
れ
た

り
。（
新
日
本
史
中
〔
二
八
五
頁
〕）

し
か
も
一
見
奇
怪
に
見
え
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
え
の
迫
害
が
自

由
民
権
運
動
に
対
す
る
反
動
思
潮
の
抬
頭
と
密
接
に
関
聯
し
て
い
る
に
も
拘
ら

ず
、
民
権
運
動
者
乃
至
は
民
権
運
動
の
言
論
機
関
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
そ

れ
ほ
ど
真
剣
に
と
り
あ
げ
ず
、多
く
こ
れ
を
黙
過
し
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば（
こ

れ
も
竹
越
の
あ
げ
て
い
る
例
を
か
り
れ
ば
）
当
時
最
も
代
表
的
な
民
権
派
新
聞
の

郵
便
報
知
が
、
岡
崎
地
方
に
起
っ
た
真
宗
教
徒
と
ギ
リ
シ
ヤ
教
徒
と
の
紛
争
を
機[カ

]

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
問
題
を
論
じ
て
い
る
（
明
一
四
、
五
）
所
を
見
れ
ば
、
キ
リ

ス
ト
教
の
蔓
延
に
よ
っ
て
、
我
国
に
久
し
く
行
わ
れ
て
習
慣
の
一
部
を
な
し
て
い

る
伝
統
的
宗
教
と
の
衝
突
が
甚
し
く
な
る
の
を
憂
へ
、
習
慣
に
激
変
を
生
ず
る
の

を
ひ
た
す
ら
恐
れ
て
居
る
。
政
治
問
題
で
は
政
府
を
守
旧
反
動
と
罵
倒
し
て
止
ま

ぬ
新
聞
が
こ
こ
で
は
我
国
の
習
慣
風
俗
を
重
ん
ず
る
ま
ぎ
れ
も
な
き
伝
統
主
義
者

と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
色
々
の
事
情
も
考
え
ら
れ
る
。
民

権
論
者
と
し
て
人
民
の
大
多
数
の
信
仰
を
把
握
し
て
い
る
神
仏
宗
派
え
の
遠
慮
も

あ
ろ
う
し
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
会
が
、
殆
ど
外
国
人
に
実
権
を
に
ぎ
ら
れ
、
恰

も
我
国
に
お
け
る
欧
米
勢
力
の
象
徴
の
如
き
感
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
、
民
権
論

者
の
国
権
論
的
側
面
に
反
撥
し
た
こ
と
も
無
視
出
来
な
い
。
し
か
し
、
信
仰
の
自

由
と
い
う
こ
と
の
意
味
を
実
感
と
し
て
持
つ
こ
と
の
出
来
な
い
自
由
民
権
運
動
が

か
か
る
も
の
と
し
て
い
か
に
無
□
で
あ
り
不
具
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
到
底
否

定
す
る
こ
と
が
出
来
ぬ
。
我
国
の
自
由
主
義
が
早
く
か
ら
国
家
主
義
の
な
か
に
吸

収
し
尽
さ
れ
た
所
以
の
少
く
も
重
要
な
要
因
は
こ
の
あ
た
り
に
伏
在
し
て
い
る
と

い
っ
て
い
ゝ
。

し
か
し
以
上
の
様
な
伝
統
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
復
活
は
、
こ
の
時
代
に
お
い
て

は
い
ま
だ
社
会
的
に
一
般
化
す
る
に
は
到
ら
な
か
っ
た
。
教
育
方
針
の
転
換
な
ど

と
い
う
こ
と
は
そ
の
効
果
が
社
会
的
に
現
わ
れ
て
来
る
の
は
少
く
も
十
年
を
要
す

る
。
明
治
十
年
代
を
通
じ
て
思
想
界
に
支
配
的
だ
っ
た
の
は
何
と
い
っ
て
も
民
権

思
想
で
あ
っ
た
。
思
想
的
反
動
は
明
治
二
十
三
、
四
年
頃
か
ら
漸
次
本
格
的
と
な

る
。
こ
の
時
代
に
播
か
れ
た
芽
が
や
が
て
、
二
十
年
代
に
お
い
て
、
教
育
勅
語
の

発
布
、
国
家
主
義
教
育
の
確
立
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
国
体
と
の
真
正
面
か
ら

の
対
決
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
う
ち
し
を
れ
て
い
た
神
官
、
僧
侶
、
儒

者
が
経
書
古
典
の
塵
を
払
ひ
つ
ゝ
古
装
束
で
登
場
し
て
来
る
さ
ま
は
、
ま
だ
目
下

の
時
代
に
あ
っ
て
は
新
聞
雑
誌
に
よ
っ
て
、
カ
リ
カ
チ
ュ
ア
の
好
個
の
対
象
と
さ

れ
て
い
た
。

さ
て
、
次
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
思
想
に
依
據
せ
る
反
民
権
思
潮
で
あ
る
。
政
府
は

一
方
で
は
伝
統
的
教
義
の
振
興
を
以
て
民
権
思
潮
に
対
抗
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で

は
す
で
に
文
明
開
化
の
洗
礼
を
一
応
浴
び
た
国
民
に
は
説
得
力
が
乏
し
い
の
で
、

極
力
自
己
の
立
場
の
根
據
づ
け
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
献
の
な
か
に
探
し
求
め
、
そ
の

結
果
、
政
府
官
僚
の
手
に
よ
る
バ
ー
ク
や
ホ
ッ
ブ
ス
の
飜
訳
と
な
っ
た
こ
と
前
述

の
如
く
で
あ
る
。
儒
教
教
育
復
興
の
場
合
と
同
じ
く
、
こ
う
し
た
飜
訳
の
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ヴ
も
宮
中
勢
力
か
ら
出
た
如
く
で
あ
る
。
元
田
永
孚
と
共
に
明
治
天
皇
の
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側
近
に
あ
っ
て
重
き
を
な
し
た
佐
々
木
高
行
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
四
年
一

月
十
一
日
、
佐
々
木
高
行
は
、
有
栖
川
宮
邸
に
伺
候
し
、
熾
仁
親
王
に
対
し
、
民

権
運
動
に
対
し
て
、
明
八
年
の
聖
詔
に
則
る
国
是
確
立
の
必
要
を
論
じ
、

千
七
百
三
十
年
に
生
れ
た
る
英
国
の
エ
ド
マ
ン
ド
・
ボ
ル
ク
が
仏
国
革
命
の

弊
害
を
見
て
大
に
政
治
の
主
義
を
論
じ
た
る
を
見
る
に
、
我
国
今
日
の
国
是

一
定
に
は
、
参
考
と
し
て
読
む
に
有
益
の
も
の
と
認
め
、
元
老
院
に
て
金
子

堅
太
郎
に
命
じ
て
飜
訳
さ
せ
て
居
り
ま
す
。
殿
下
に
は
此
の
書
を
御
一
覧
あ

り
、
政
府
の
方
針
を
立
て
〔
さ
せ
〕
給
は
ん
事
を
希
望
仕
り
ま
す
る
（
侍
補

を
経
て
（
宮
内
省
御
用
掛
）、〔
津
田
茂
麿
『
明
治
聖
上
と
〕
臣
高
行
〔
』
自

笑
会
、
一
九
二
八
年
〕、
四
九
三
頁
）

と
言
上
し
て
い
る
（
な
お
高
行
は
立
憲
帝
政
党
を
援
助
し
、
東
京
日
々
や
明
治
日

報
等
の
政
府
系
統
の
新
聞
に
補
助
金
を
支
給
す
る
た
め
に
尽
力
し
た
）。
そ
の
結

果
、〔
以
下
間
原
稿
欠
〕

か
く
し
て
、
金
子
堅
太
郎
は
、
有
栖
川
宮
（
熾
仁
、
威
仁
）、
伏
見
宮
、
東
伏
見

宮
、
北
白
川
宮
に
こ
の
書
を
隔
習
一

[マ
マ
]

回
進
講
し
、
や
が
て
、
之
が
「
政
治
論
略
」

と
し
て
出
版
さ
れ
る
や
、
内
務
卿
山
田
顕
義
は
、
地
方
官
を
し
て
之
を
任
地
に
数

十
部
づ
ゝ
持
帰
ら
し
め
、
県
官
郡
長
に
頒
布
し
た
。
こ
の
書
が
民
権
論
者
の
間
に

一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
起
し
、
つ
い
に
植
木
枝
盛
を
し
て
反
駁
文
を
も
の
さ
せ

た
事
情
は
、
土
陽
新
聞
小
歴
史
が
次
の
様
に
伝
え
て
い
る
（
土
陽
新
聞
、
明
三
二
、

七
月
―
―
十
二
月
）。

斯
の
如
く
政
論
の
旺
盛
に
し
て
自
由
主
義
の
ま
さ
に
天
下
を
風
靡
せ
ん
と
す

る
や
、
千
七
百
年
代
に
在
て
欧
洲
全
土
に
其
名
を
轟
か
し
た
る
英
国
保
守
党

の
名
士
エ
ド
モ
ン
ド

ボ
ル
ク
が
仏
国
革
命
の
弊
を
論
じ
、
保
守
主
義
の
長

所
を
称
揚
し
た
る
論
文
を
訳
述
し
之
を
朝
野
の
論
客
に
配
布
し

[マ
マ
]

た
る
も
の
あ

り
。
其
何
人
の
手
に
成
り
し
を
知
ら
ず
と
雖
ど
も
論
鋒
鋭
利
、
引
証
該
博
に

し
て
当
時
在
朝
の
政
治
家
並
に
政
府
に
応
援
を
与
へ
た
る
人
々
は
之
を
以
て

民
権
党
を
防
ぐ
唯
一
の
武
器
と
為
し
、
之
を
祖
述
し
敷
衍
し
て
以
て
自
由
主

義
者
を
悩
懊
せ
し
め
、
民
間
の
自
由
主
義
者
は
競
ふ
て
之
を
論
駁
し
た
る
も

未
だ
能
く
之
を
挫
き
得
る
も
の
あ
ら
ざ
り
し
が
、
植
木
枝
盛
氏
は
之
に
激
し

「
勃
爾
咢
を
殺
す
」
と
題
す
る
一
大
長
篇
を
高
知
新
聞
に
掲
げ
た
る
が
其
論

理
明
晰
に
し
て
、
深
く
排
難

[マ
マ
]

攻
撃
の
体
を
得
単
刀
直
ち
に
敵
の
心
竅
を
刺
す

が
如
く
な
り
し
か
ば
、
こ
れ
よ
り
ボ
ル
ク
の
崇
拝
者
も
亦
来
り
て
撃
つ
こ
と

能
は
ず
〔
鈴
木
安
蔵
編
『
自
由
民
権
運
動
史
』
高
山
書
院
、
一
九
四
二
年
、

二
九
頁
〕

な
を
ホ
ッ
ブ
ス
の
レ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
の
飜
訳
も
出
た
が
、
こ
の
方
は
バ
ー
ク
ほ

ど
の
反
響
を
起
さ
な
か
っ
た
ら
し
い
。
と
も
か
く
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
こ
の
頃

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
十
九
世
紀
後
半
、
す
で
に
二
月
革
命
以
後
、
封
建
的
反
動
に

対
す
る
自
由
主
義
の
国
際
的
勝
利
が
確
実
と
な
り
、
進
ん
で
社
会
主
義
思
想
が
漸

く
隆
盛
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
時
代
で
あ
り
、
哲
学
と
し
て
は
実
証
主
義
と
自
然

科
学
的
唯
物
論
が
支
配
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
の
ア
ブ
ソ
ル
ー
テ
ィ
ズ
ム
に

と
っ
て
都
合
の
い
ゝ
基
礎
づ
け
に
な
る
様
な
洋
書
は
あ
ま
り
入
っ
て
来
な
か
っ

た
。
東
京
日
々
新
聞
の
主
筆
で
、
立
憲
帝
政
党
を
組
織
し
て
言
論
に
行
動
に
民
権

派
と
抗
争
こ
れ
つ
と
め
た
福
地
源
一
郎
が
、
こ
の
時
代
の
話
題
を
に
ぎ
わ
せ
た
主

権
在
君
（
欽
定
憲
法
）
対
、
主
権
在
民
（
民
約
憲
法
）
乃
至
主
権
在
国
家
（
国
約
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憲
法
）
の
論
争
に
お
い
て
苦
戦
し
た
次
第
を
回
顧
し
て
次
の
様
に
い
っ
て
い
る
の

は
、
当
時
の
状
況
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

余
は
漸
進
の
主
義
を
則
と
り
て
時
事
を
論
ぜ
し
が
其
中
に
も
尤
も
苦
戦
の
思
を

成
た
る
は
主
権
論
の
問
題
に
て
あ
り
き
。
…
…
余
は
此
主
権
在
君
主
説
に
於
て

は
初
よ
り
深
く
心
に
信
し
、
斯
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
我
帝
国
の
安
全
を
不
窮
に

謀
る
可
か
ら
ず
と
思
ひ
込
た
る
が
故
に
巍
然
と
し
て
論
難
の
衝
に
当
り
し
が
扨

外
邦
政
治
学
者
の
所
説
如
何
と
諸
書
を
閲
し
て
以
て
我
説
の
応
援
を
覓
め
た
る

に
残
念
な
る
か
な
余
が
平
素
敬
服
の
心
を
置
た
る
英
米
諸
大
家
の
説
は
概
皆
余

の
所
説
に
異
な
り
て
却
て
反
対
の
論
趣
の
み
な
れ
ば
…
…
余
も
是
に
至
り
て
頗

る
落
胆
し
て
色
を
失
ひ
た
り
…
…
あ
は
れ
余
が
独
逸
文
を
読
得
た
ら
ん
に
は
彼

国
大
家
の
議
論
に
余
と
同
説
の
名
論
を
も
見
出
し
て
敵
を
論
倒
す
る
の
材
料
に

も
為
さ
ん
も
の
を
と
思
ひ
た
れ
ど
も
其
詮
な
し（
福
地
源
一
郎「
新
聞
紙
実
歴
」）

か
く
し
て
、
福
地
の
歎
声
を
恰
も
裏
書
す
る
ご
と
く
、
こ
の
時
代
の
思
想
界
に

お
け
る
民
権
論
え
の
最
大
の
抵
抗
は
我
国
ド
イ
ツ
学
の
祖
加
藤
弘
之
に
よ
っ
て
行

わ
れ
た
。
弘
之
は
ま
さ
に
こ
の
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
的
思
潮
で
あ
り
、
本

来
政
治
的
に
は
む
し
ろ
自
由
主
義
と
結
び
つ
い
て
い
る
進
化
論
的
実
証
主
義
を
逆

用
し
て
民
権
派
に
立
向
っ
た
の
で
あ
る
。」

ひ
と
り
弘
之
の
み
な
ら
ず
我
が
思
想
界
の
一
般
的
傾
向
は
ほ
ゞ
十
年
代
を
境
と

し
て
ミ
ル
、
ベ
ン
サ
ム
、
ル
ソ
ー
等
の
啓
蒙
主
義
乃
至
功
利
主
義
思
想

[
カ
]

か
ら
バ
ッ

ク
ル
や
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
進
化
論
的
実
証
主
義
へ
と
移
り
つ
ゝ
あ
っ
た
。
バ
ッ
ク

ル
の
英
国
開
化
史
（
T
hom
asBuckle,H
.ofCiv.in
England）
は
す
で
に
明
治

八
年
大
島
貞
益
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
て
い
る
が
、と
く
に
顕
著
な
意
味
を
持
つ
の
は
、

ス
ペ
ン
サ
ー
及
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
の
移
入
で
あ
る
。
ス
ペ
ン
サ
ー
哲
学
の
紹
介
に
あ
づ

か
っ
て
力
あ
っ
た
の
は
、
東
京
文
科
大
学
教
授
の
外
山
正
一
で
あ
っ
た
。
彼
は
と

く
に
彼
の
進
化
哲
学
の
紹
介
に
力
を
尽
し
た
。
明
治
十
四
年
に
、
松
島
剛
の
訳
に

よ
っ
て
「
社
会
平
権
論
」（
SocialStatics）
が
出
て
、
社
会
平
権
と
い
う
言
葉
が

一
種
の
流
行
と
な
り
、
な
に
か
社
会
主
義
的
な
意
味
を
帯
び
る
も
の
の
如
く
考
え

ら
れ
た
。
他
方
ダ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
紹
介
し
た
の
は
、
同
じ
く
東
京
大
学
の
動
物

学
教
授
と
し
て
明
治
十
年
来
朝
し
た
米
人
モ
ー
ル
ス
で
あ
り
（
Edw
ard
S.

M
orse
動
物
学

Japan
day
by
day）、
彼
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
矢
田

部
良
吉
も
ま
た
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
の
学
説
に
つ
と
め
た
。
ま
た
モ
ー
ル
ス
の
輓
挽

[
カ
]

に

よ
っ
て
、明
治
十
二
年
来
朝
し
た
フ
ェ
ノ
ロ
ッ
サ（
ErnestFenollosa）が
、ダ
ー

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
を
適
用
し
て
キ
リ
ス
ト
教
を
批
判
し
た
り
し
た
の
で
、
漸
次
ダ
ー

ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
が
い
わ
ゆ
る
社
会
ダ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
と
し
て
普
及
す
る
様
に
な
っ

た
。こ

う
し
た
一
般
思
潮
の
背
景
の
下
に
、
弘
之
は
ヘ
ッ
ケ
ル
（
E.H
aeckel）
の
自

然
科
学
的
一
元
論
や
ダ
ー
ヴ
ィ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
自
然
淘
汰
と
優
勝

劣
敗
の
原
理
を
大
胆
に
政
治
原
理
に
適
用
し
て
、
あ
の
き
わ
め
て
挑
戦
的
な
人
権

新
説
の
所
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
っ
た
。

「
人
権
新
説
」
は
ま
づ
近
代
自
然
科
学
の
実
験
的
方
法
の
発
展
に
よ
っ
て
自
然

現
象
の
領
域
で
は
巨
大
な
進
歩
が
見
ら
れ
た
に
対
し
、「
心
理
に
係
れ
る
学
」
即
ち

精
神
科
学
の
領
域
で
は
依
然
と
し
て
実
理
に
非
ざ
る
妄
想
主
義
の
ば
っ
こ
せ
る
実

状
を
歎
き
、
天
賦
人
権
主
義
を
以
て
か
ゝ
る
科
学
的
実
理
に
裏
づ
け
ら
れ
ざ
る
妄

想
の
典
型
と
な
す
。
と
く
に
、「
古
来
未
曾
有
ノ
妄
想
論
者
ト
ハ
誰
ソ
。
即
彼
有
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名
ナ
ル
蘆
騒
氏
是
ナ
リ
」〔『
人
権
新
説
』
第
三
版
、『
明
治
文
化
全
集
』
自
由
民
権

篇
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
七
年
、
三
五
八
頁
〕
と
し
て
、
ル
ソ
ー
の
民
約
論
の

妄
想
が
遂
に
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
の
惨
事
を
生
ん
だ
所
以
を
述
べ
、
つ
い
で
、

余
ハ
物
理
ノ
学
科
ニ
係
レ
ル
彼
進
化
主
義
ヲ
以
テ
天
賦
人
権
主
義
ヲ
駁
撃
セ

ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
進
化
主
義
ヲ
以
テ
天
賦
人
権
主
義
ヲ
駁
撃
ス
ル
ハ
是
実

理
ヲ
以
テ
妄
想
ヲ
駁
撃
ス
ル
ナ
リ
。
之
ヲ
一
撃
ノ
下
ニ
粉
砕
ス
ル
、
何
ノ
難

キ
コ
ト
カ
コ
レ
ア
ラ
ン
〔
三
五
九
頁
〕

と
い
う
弘
之
に
ふ
さ
わ
し
い
激
し
い
闘
志
と
満
々
た
る
自
信
を
以
て
、
本
題
を
展

開
す
る
。
彼
は
ダ
ー
ヴ
ィ
ン
に
よ
っ
て
動
植
物
界
に
お
け
る
進
化
を
説
明
し
て
、

そ
こ
か
ら
し
て
、

宇
宙
ハ
宛
カ
モ
一
大
修
羅
場
ナ
リ
。
万
物
各
自
己
ノ
生
存
ヲ
保
チ
自
己
ノ
長

育
ヲ
遂
ケ
ン
カ
為
メ
ニ
、
常
ニ
此
一
大
修
羅
場
ニ
競
争
シ
テ
互
ニ
勝
敗
ヲ
決

セ
ン
コ
ト
ヲ
是
勉
ム
ル
ナ
リ
。
而
テ
其
結
果
タ
ル
ヤ
、
常
ニ
必
ス
優
勝
劣
敗

ノ
定
規
ニ
合
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
絶
エ
テ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
〔
三
六
二
頁
〕

と
い
う
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
永
世
不
易
ノ
自
然
規
律
」
を
導
き
出
す
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
こ
の
優
勝
劣
敗
の
定
規
は
人
間
世
界
に
お
い
て
も
動
か
す
可
ら
ざ
る
実

理
で
あ
り
、
従
っ
て
、「
吾
人
々
類
体
質
心
性
ニ
於
テ
各
優
劣
ノ
等
差
ア
ル
」
を
無

視
す
る
天
賦
人
権
の
如
き
は
宇
宙
法
則
に
決
定
的
に
矛
盾
す
る
と
こ
ろ
の
妄
想
で

あ
り
、
恰
も
蜃
気
楼
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
著
書
の
口

絵
に
は
、
荒
ぼ
う
た
る
大
海
を
航
す
る
帆
前
船
を
描
き
、
そ
の
上
空
に
も
う
ろ
う

と
し
て
浮
ぶ
古
城
の
蜃
気
楼
に
、
天
賦
人
権
の
四
字
を
記
し
て
い
る
。
け
だ
し
、

こ
の
蜃
気
楼
を
実
在
す
る
目
的
地
と
錯
覚
し
て
航
海
す
る
船
の
危
険
性
を
警
告
し

た
つ
も
り
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
弘
之
の
旺
盛
な
攻
撃
精
神
が
遺
憾
な
く
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
権
利
は
保
有
権
利
で
あ
り
、
国
家
組
織
が
形
成
さ
れ
て
後
に
発
生
し
た

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
集
団
に
協
力
の
必
要
が
切
実
に
な
っ
た
と
き
に
、

そ
の
な
か
の
最
大
優
者
が
、
集
団
の
統
一
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
社
会
に
お
け

る
優
勝
劣
敗
を
自
然
的
に
放
任
せ
ず
し
て
、
優
者
の
行
使
す
る
圧
力
か
ら
弱
者
を

保
護
す
る
た
め
に
若
干
の
基
本
的
権
利
を
与
え
た
の
が
、
そ
の
始
源
で
あ
る
。

だ
か
ら
弘
之
に
よ
れ
ば
優
勝
劣
敗
か
ら
生
ず
る
弊
害
を
抑
制
す
る
手
段
も
ま
た

優
勝
劣
敗
法
則
の
発
現
と
し
て
生
れ
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
。
単
に
権
利
発
生
の

と
き
だ
け
で
な
く
、

今
日
文
明
ノ
世
ニ
ア
リ
テ
モ
国
家
ノ
大
権
ヲ
以
テ
各
個
人
ノ
権
利
ヲ
保
護
シ

以
テ
互
ニ
凌
辱
妨
碍
ス
ル
ヲ
得
サ
ラ
シ
ム
ル
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
、
蓋
シ
全
ク
大

優
勝
劣
敗
ノ
作
用
ヲ
用
ヒ
テ
以
テ
小
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
ヲ
防
遏
ス
ル
ニ
外
ナ

ラ
サ
ル
ナ
リ
〔
三
七
六
頁
〕

さ
ら
に
進
ん
で
権
利
が
漸
次
進
歩
し
た
所
以
も
ま
た
優
勝
劣
敗
の
闘
争
に
あ
り
と

し
、

縦
令
人
民
カ
治
者
ノ
保
護
ニ
由
テ
権
利
ヲ
得
ル
モ
人
民
カ
能
ク
之
レ
ヲ
保
有

シ
テ
妄
リ
ニ
他
ノ
為
メ
ニ
毀
損
妨
碍
セ
ラ
ル
ヽ
ヲ
防
禦
シ
幷
ニ
其
足
ラ
サ
ル

モ
ノ
ハ
更
ニ
之
レ
ヲ
得
有
セ
ン
ト
欲
ス
ル
気
力
ト
幷
ニ
此
権
利
ヲ
保
有
若
ク

ハ
得
有
ス
ル
ニ
耐
フ
ヘ
キ
知
識
ア
ル
ニ
非
サ
ル
ヨ
リ
ハ
其
権
利
ハ
殆
ト
有
名

無
実
ニ
シ
テ
…
…
欧
米
人
民
カ
政
府
貴
族
〔
等
〕
ノ
圧
抑
ヲ
防
キ
テ
漸
次
自

己
ノ
権
利
ヲ
鞏
固
ニ
ス
ル
ヲ
得
及
ヒ
愈
之
レ
ヲ
増
大
ス
ル
ヲ
得
タ
ル
ハ
全
ク
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右
云
フ
所
ノ
気
力
知
識
等
〔
即
〕
精
神
力
ノ
優
大
ナ
リ
シ
カ
為
メ
ナ
リ
〔
三

七
六
頁
〕

（
権
利
の
た
め
の
闘
争
を

[カ
]励

す
る
）

そ
う
し
て
こ
の
命
題
を
さ
ら
に
実
証
す
る
た
め
に
、
弘
之
は
、
原
始
社
会
に
お
い

て
自
然
法
論
者
の
想
定
す
る
ご
と
き
自
由
平
等
の
社
会
と
い
か
に
異
っ
た
苛
烈
な

優
者
に
よ
る
劣
者
の
苛
烈
な
圧
迫
と
抑
圧
が
行
わ
れ
て
い
た
か
を
詳
述
す
る
。
そ

う
し
て
、
弘
之
に
よ
れ
ば
、
こ
の
優
勝
劣
敗
適
者
生
存
の
闘
争
は
単
に
野
蛮
な
時

代
の
事
実
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
野
蛮
よ
り
文
明
え
の
進﹅

化﹅

の
原
動
力
も

ま
た
こ
の
闘
争
に
あ
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
国
体
新
論
に
お
い
て
激
越
な
口
調
で
述
べ
ら
れ
た
天
賦
人
権
論
の
印

象
が
未
だ
消
え
や
ら
ぬ
う
ち
に
、
こ
の
人
権
新
説
で
示
さ
れ
た
弘
之
の
百
パ
ー
セ

ン
ト
の
転
向
ぶ
り
は
世
人
を
唖
然
た
ら
し
め
た
。
そ
う
し
て
、
さ
き
に
国
体
真[新

]

論
・「
真
政
大
意
」
が
当
局
の
問
題
化
し
、
弘
之
自
ら
こ
の
二
著
を
絶
版
に
附
し
、

や
が
て
、
明﹅

治﹅

十﹅

四﹅

年﹅

十
一
月
内
務
省
達
に
よ
っ
て
発
売
禁
止
に
な
っ
た
後
に
、

こ
の
人
権
新
説
が
現
わ
れ
た
と
い
う
様
な
事
情
の
た
め
に
、
恰
も
こ
の
書
は
弘
之

の
転
向
証
明
書
の
如
き
感
を
与
え
、
弘
之
は
学
問
的
節
操
を
欠
い
だ
御
用
学
者
と

し
て
嘲
弄
さ
れ
攻
撃
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
し
か
し
前
節
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
弘

之
の
転
向
を
単
に
そ
う
し
た
外
面
的
観
点
か
ら
の
み
理
解
す
る
の
は
皮
相
を
ま
ぬ

が
れ
な
い
。

も
し
彼
が
保
身
主
義
者
だ
っ
た
ら
、
も
っ
と
う
ま
い
や
り
方
が
あ
る
。
急
角

度
の
論
理
の
転
回
は
む
し
ろ
論
理
主
義
の
徹
底
性[カ

]を
示
す
。

弘
之
の
天
賦
人
権
論
に
対
す
る
疑
惑
は
か
な
り
早
く
か
ら
萌
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
そ
れ
が
進
化
論
を
知
る
に
及
ん
で
決
定
的
に
な
っ
た
の
も
、
す
で
に
明
治
十

二
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

彼
は
明
治
十
二
年
十
一
月
、
東
京
愛
宕
下
青
松
寺
に
お
い
て
、
ま
た
翌
十
三
年

両
国
中
村
楼
に
お
い
て
開
い
た
講
演
会
で
、
進
化
論
に
依
っ
て
天
賦
人
権
論
を
批

判
し
た
。
そ
の
後
、
Carneri,Sittlichkeitund
D
arw
inism
us,1871.,H
enne

am
Rhyn,A
llgem
eine
K
ulturgeschichte,1878.,Jhering,D
erZw
eck
im

Recht,1877.,同
、
D
erK
am
pfum
sRecht,1877.,H
ellw
ald,K
ulturgeschichte

in
ihrer
natürlichen
Entw
icklung,1877.,Schäffle,Bau
und
Leben
des

sozialen
K
örpers,1881.等
を
読
ん
で
漸
次
彼
の
思
想
を
成
熟
せ
し
め
て
行
っ

た
の
で
あ
る
。
人
権
新
説
は
そ
う
し
た
彼
の
内
的
発
展
の
一
応
の
総
決
算
と
し
て

現
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

弘
之
の
後
年
の
主
著
、例
え
ば「
道
徳
法
律
進
化
の
理
」「
強
者
の
権
利
の
競
争
」

「
自
然
と
倫
理
」「
自
然
界
の
矛
盾
と
進
化
」
が
こ
と
ご
と
く
こ
の
人
権
新
説
の
所

論
の
発
展
深
化
で
あ
る
の
を
見
て
も
、
こ
れ
を
以
て
単
に
一
時
の
風
潮
や
便
宜
か

ら
生
れ
た
時
局
物
に
帰
す
る
事
は
出
来
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
こ
の
著
書
に
含
ま
れ
た
思
想
を
少
し
く
些
細
に
検
討
す
る
と
、

一
層
こ
の
書
と
国
体
新
論
と
の
立
場
と
の
連
続
性
が
明
か
に
な
る
。

彼
は
こ
こ
で
天
賦
人
権
の
非
科
学
性
を
あ
ば
き
、
一
切
の
権
利
が
優
勝
劣
敗
に

よ
る
闘
争
の
産
物
な
る
事
を
説
き
、
自
然
科
学
的
一
元
論
に
徹
底
し
た
様
に
見
え

る
。
た
し
か
に
弘
之
に
お
い
て
、
優
勝
劣
敗
は
単
な
る
自
然
的
事
実
で
あ
っ
て
、

正
邪
善
悪
の
価
値
で
は
な
い
。
け
だ
し

優
劣
ノ
別
ハ
、
体
力
精
神
力
等
総
テ
力
ノ
等
差
ヲ
云
ヒ
、
正
邪
善
悪
ハ
専
ラ
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心
術
徳
義
ノ
反
対
ヲ
指
ス
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
固
ヨ
リ
異
物
ナ
レ
バ
、
正
必
ス
シ

モ
優
ナ
ラ
ス
、
優
必
ス
シ
モ
正
ナ
ラ
ス
〔
三
八
四
頁
〕

し
か
し
同
時
に
弘
之
は
人
類
進
化
の
過
程
を
、
邪
悪
な
る
優
勝
劣
敗
よ
り
漸
次
良

正
な
る
優
勝
劣
敗
の
妥
当
す
る
過
程
へ
の
進
歩
と
し
て
理
解
す
る
。
と
す
れ
ば
、

弘
之
の
論
理[カ

]に
は
そ
の
邪
悪
と
良
正
と
を
区
別
す
る
価
値
規
準
の
存
在
が
暗
々
裡

に
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
は
何
か
と
い
え
ば
即
ち
市
民
社
会
の

進
歩
観
で
あ
っ
た
。

彼
は
、
近
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
上
等
平
民
」
が
貴
族
僧
侶
の
特
権
を
排

し
て
勃
興
せ
る
状
況
を
述
べ
、之
を
以
て
下
剋
上
の
不
祥
事
と
す
る
論
を
一
蹴
し
、

上
等
平
民
こ
そ
は
「
智
識
才
能
徳
義
品
行
学
芸
財
産
農
工
商
業
等
ノ
淵
叢
ト
モ
云

フ
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
国﹅

家﹅

ノ﹅

元﹅

気﹅

ハ﹅

専﹅

ラ﹅

此﹅

種﹅

族﹅

ニ﹅

存﹅

」〔
三
六
八
頁
〕
す
る
と

し
て
之
を
讃
美
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
欧
米
〈
諸
国
の
〉
世
界
的
優
越
は
か
ゝ
っ
て

こ
の
上
等
平
民
の
勃
興
に
あ
り
、
之
に
対
し
て
、「
古
来
擅
制
政
治
ノ
ミ
行
ハ
レ
テ

自
由
ノ
平
民
ト
称
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」〔
三
六
九
頁
〕
な
き
他
洲
は
長
く
未
開
の
う
ち
に

沈
倫[淪

]せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
良
正
な
る
優
勝
劣
敗
と
邪
悪
な
る

そ
れ
と
の
間
の
相
異
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

か
く
て
、
弘
之
は
、
こ
の
歴
史
の
教
訓
に
則
り
、
吾
邦
に
お
い
て
も
、「
漸
次
欧

米
の
上
等
平
民
に
均
し
き
者
起
リ
テ
社
会
ノ
優
者
ト
ナ
リ
、
以
テ
社
会
共
存
上
ノ

大
権
力
ヲ
占
有
シ
、
更
ニ
此
権
力
ヲ
以
テ
政
権
ニ
参
与
ス
ル
ヲ
得
ル
ニ
至
」〔
三
八

五
頁
〕
る
を
期
待
し
、「
今
日
ノ
民
権
者
流
カ
務
メ
テ
急
躁
過
激
ヲ
避
ケ
、
専
ラ
着

実
敦
厚
ノ
風
ヲ
養
ヒ
、
真
ニ
社
会
ノ
優
者
ト
ナ
リ
テ
永
ク
皇
室
ノ
羽
翼
タ
ラ
ン
コ

ト
ヲ
希
望
」
し
つ
ゝ
、
此
書
を
閉
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
が
見
出
す
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
初
期
の
弘
之
に
見
ら
れ
た
あ

の
「
上
流
の
民
権
説
」
の
継
続
で
あ
り
発
展
で
あ
る
。
事
実
、
彼
の
ロ
ゴ
ス
の
転

回
に
も
拘
ら
ず
彼
の
エ
ト
ス
は
殆
ん
ど
変
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
初
期
に
お
け

る
天
賦
人
権
論
も
生
命
財
産
思
想
言
論
等
、
彼
の
い
わ
ゆ
る
「
私
権
」
に
つ
い
て

の
み
認
め
、
人
民
の
参
政
権
に
つ
い
て
は
歴
史
的
状
況
に
よ
る
差
異
を
容
認
し
て

い
た
。
人
権
新
説
に
お
け
る
弘
之
も
決
し
て
封
建
主
義
の
立
場
に
帰
っ
た
の
で
は

な
い
（
そ
の
国
権
主
義
も
初
期
と
同
じ
く
、
人
権
新
説
に
お
い
て
も
世
界
国
家
へ

の
将
来
の
発
展
を
予
想
し
祝
福
す
る
程
度
の
開
放
性
を
依
然
と
し
て
失
っ
て
い
な

い
）。
彼
の
基
底
に
は
、
権
利
の
進
歩
も
畢
竟
人
間
の
安
全
幸
福
を
は
か
る
た
め

だ
と
い
う
功
利
主
義
的
観
点
が
横
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
民
権
論
者
と
共
通

す
る
。
た
ゞ
彼
が
「
妄
想
論
者
ナ
ル
天
賦
人
権
者
流
」
を
最
も
は
げ
し
く
攻
撃
す

る
点
は
、

欧
米
人
民
カ
数
十
百
ノ
星
霜
ヲ
積
ミ
、
漸
次
ニ
得
有
セ
ル
諸
権
利
ヲ
挙
ゲ
テ

一
朝
ニ
シ
テ
之
レ
ヲ
東
洋
ニ
移
サ
ン
ト
欲
ス
ル
ハ
今
日
我
邦
ノ
妄
想
論
者
カ

本
旨
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
凡
ソ
吾
人
モ
亦
動
植
物
ト
同
シ
ク
全
ク
漸
々
徐
々
ノ

道
ヲ
履
ン
テ
次
第
ニ
進
歩
ス
ル
ハ
万
物
法
ノ
一
大
定
規
ナ
レ
ハ
、
縦
令
人
智

ヲ
用
ヒ
テ
進
歩
ヲ
謀
ル
モ
纔
ニ
之
レ
ヲ
促
ス
ニ
過
キ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ニ
、
妄

想
論
者
カ
一
朝
ニ
シ
テ
之
レ
ヲ
速
成
セ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
如
キ
ハ
実
ニ
万
物
法

ノ
定
規
ヲ
知
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
〔
三
八
一
頁
〕

（
権
利
ノ
進
歩
モ
吾
人
ノ
「
安
全
幸
福
」
ノ
タ
メ
）

と
い
う
よ
う
に
、社
会
進
化
を
無
視
す
る
民
権
論
の
機
械
的
適
用
で
あ
っ
た
。「
保

守
ト
漸
進
ト
ハ
社
会
邦
国
ヲ
興
ス
ノ
道
ナ
リ
、
急﹅

進﹅

ト﹅

守﹅

旧﹅

ト
ハ
社
会
邦
国
ヲ
倒
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ス
ノ
術
ナ
リ
」〔
三
八
三
頁
〕
と
い
う
言
葉
が
典
型
的
に
示
す
様
に
、
彼
の
基
本
的

立
場
は
こ
こ
で
も
依
然
と
し
て
漸﹅

進﹅

主﹅

義﹅

で
あ
り
、
た
ゞ
彼
の
敵
は
い
つ
で
も
そ

の
当
時
に
お
け
る
急
進
或
は
守
旧
の
ラ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
（
論
理
的
ラ
ヂ
カ

リ
ズ
ム
で
社
会
的
ラ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
に
敵
対
す
）。
こ
の
ラ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
は
か
つ
て

は
武
士
階
級
の
反
革
命
的
動
向
の
な
か
に
見
ら
れ
た
が
ゆ
え
に
、
弘
之
は
そ
の
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
的
背
景
を
な
し
た
儒
学
国
学
に
最
大
の
批
判
を
向
け
た
の
で
あ
り
、

い
ま
や
ほ
う
は
い
た
る
自
由
民
権
論
の
な
か
に
社
会
党
虚
無
党
に
も
通
ず
る
急
進

主
義
の
動
向
を
よ
み
取
っ
た
故
に
か
つ
て
と
同
じ
闘
志
を
以
て
之
に
立
向
っ
た
の

で
あ
る
。
攻
撃
対
象
の
推
移
は
そ
の
ま
ゝ
明
治
国
家
の
成
熟
状
況
を
反
映
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
う
し
て
彼
の
国
体
新
論
な
り
真
政
大
意
な
り
が
現
実
以
上
に
ラ
ヂ
カ
ル
な
自

由
民
権
論
の
主
張
と
映
じ
た
よ
う
に
、彼
の
人
権
新
説
は
そ
の
現
わ
れ
た
時
代
と
、

そ
の
挑
戦
的
な
筆
致
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
た
事
実
以
上
に
保
守
的
反
動
の
主
張
と

し
て
受
取
ら
れ
る
運
命
を
も
っ
た
。

果
し
て
、
是
を
見
て
自
由
党
乃
至
改
進
党
系
の
言
論
機
関
は
一
せ
い
に
湧
き

立
っ
た
。「
人
権
新
説
」
は
明
治
十
五
年
十
月
に
出
て
、
早
く
も
そ
の
年
十
二
月
に

再
版
、
翌
年
一
月
一
日
に
増
補
し
て
三
版
を
発
行
し
た
が
、
そ
の
緒
言
で
弘
之
は
、

此
書
初
版
刊
行
以
来
今
日
ニ
至
ル
迄
未
タ
僅
ニ
七
十
日
ヲ
出
テ
サ
ル
ニ
論
者

ノ
之
ヲ
駁
撃
ス
ル
コ
ト
頗
ル
盛
ニ
シ
テ
、既
ニ
人
権
新
説
駁
撃
新
論

石
川
正
美

氏

纂

輯

、

人
権
新
説
駁
論
集

梶
木
甚
三

郎

氏

編
輯

、
人
権
新
説
駁
論
集

中
村
尚
樹

氏

編

纂

、
人
権
新
説
駁
論

矢
野
文
雄

氏

著

述

、
天
賦
人
権
辨

植
木
枝
盛

氏

著

述

等
陸
続
刊
行
ス
ル
ニ
至
レ
リ
〔
三
五
六
頁
〕

と
い
っ
て
反
駁
の
盛
況
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
な
ほ
馬
場
辰
猪
の
「
天
賦
人

権
論
」
も
も
っ
ぱ
ら
弘
之
の
反
駁
で
あ
り
、
ま
た
必
ず
し
も
民
権
論
の
立
場
で
な

い
が
東
大
教
授
外
山
正
一
も
、
弘
之
の
新
説
に
示
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
界
に
対

す
る
智
識
の
づ
さ
ん
さ
を
指
摘
し
た
（
註
）。

こ
れ
ら
の
批
判
を
通
覧
す
る
に
、
む
ろ
ん
な
か
に
は
単
に
感
情
的
な
反
駁
乃
至

は
、
政
治
的
立
場
の
相
異
を
示
す
に
と
ゞ
ま
る
も
の
も
あ
る
が
、
流
石
に
、
矢
野

文
雄
、
馬
場
辰
猪
、
植
木
枝
盛
と
い
う
ご
と
き
民
権
派
の
一
流
論
客
の
反
駁
は
外

山
正
一
の
そ
れ
と
並
ぶ
理
論
的
水
準
を
持
ち
、よ
く
弘
之
の
矛
盾
を
衝
い
て
い
る
。

公
平
に
見
て
弘
之
は
少
か
ら
ざ
る
創
夷

[
カ
]

を
蒙
っ
た
。
弘
之
が
前
記
第
三
版
緒
言

で
、
こ
れ
ら
批
判
に
対
す
る
反
批
判
を
約
束
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
遂
に
そ
の

約
束
は
直
ち
に
果
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
、
一
つ
に
は
彼
自
身
こ
れ
ら
の
反
駁
に

よ
っ
て
自
己
の
思
想
の
脆
弱
性
―
―
少
く
も
欠
け
て
い
る
点
―
―
を
意
識
す
る
こ

と
少
く
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
人
権
新
説
の
ヨ
リ
一
層
の

発
展
で
あ
り
、
深
化
で
あ
る
「
強
者
の
権
利
の
競
争
」（
日
独
両
文
）
が
出
る
ま
で

に
は
弘
之
は
十
年
余
の
思
索
を
要
し
た
の
で
あ
る
。

註
矢
野
文
雄
（
郵
便
報
知
）

法
権
は
理
権
よ
り
生
じ
、
理
権
は
道
理
よ
り
生
ず
る
。

道
理
は
物
類
天
然
の
態
勢
と
異
る
。
こ
れ
を
混
同
し
た
の
が
加
藤
氏
の
誤

り
。一

、
前
者
は
人
類
多
数
の
最
大
幸
福
と
な
る
べ
き
事
柄
で
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
動
植
物
も
含
め
て
物
類
の
態
勢
と
相
反
す
る
場
合
が
あ
る
。
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二
、
道
理
は
共
同
の
利
益
を
目
的
と
し
、
物
類
自
然
の
態
勢
は
単
独
（
最

強
者
）
の
利
益
を
目
的
と
す
。

優
勝
劣
敗
は
た
ゞ
天
地
間
の
現
象
に
す
ぎ
ぬ
。

最
優
者
と
い
え
ど
も
随
意
勝
手
に
権
利
を
変
更
出
来
ぬ
の
は
、
権
利
の

究
極
の
根
據
に
、
人
類
天
賦
の
性
形
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

権
利
は
権
力
か
ら
生
じ
、
国
家
あ
っ
て
は
じ
め
て
権
利
あ
り
と
い
う
の

は
、
実
行
と
実
存
を
混
同
し
、
実
行
さ
れ
な
く
て
も
権
利
が
実
存
す
る

事
を
忘
却
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
gelten
と
w
irken）。

東
京
横
浜
毎
日
の
評

弘
之
が
一
方
に
お
い
て
自
由
な
る
平
民
の
出
現
を
以
て
良
正
な
る
優
勝
劣
敗

と
な
し
な
が
ら
、
他
方
我
国
の
民
権
家
を
粗
暴
過
激
と
罵
倒
す
る
の
は
、
専

制
治
下
に
自
由
な
る
上
等
平
民
の
出
現
を
求
む
る
の
矛
盾
を
冒
し
て
い
る
。

外
山
正
一
「
人
権
新
説
の
著
者
に
質
し
併
せ
て
新
聞
記
者
の
無
学
を
賀
す
」

○
加
藤
（
外
山
大
先
生
の
駁
撃
を
復
駁
す
）

「
再
び
人
権
新
説
著
者
に
質
し
併
せ
て
ス
ペ
ン
セ
ル
氏
の
為
に
冤
を

解
く
」（
学
芸
雑
誌
）

天
賦
人
権
に
反
対
し
た
説
を
さ
も
新
奇
の
様
に
、
カ
ル
ネ
リ
や
イ
ェ
ー
リ
ン

グ
に
の
み
探
し
求
め
て
い
る
の
は
博
学
高
識
の
士
と
し
て
驚
愕
に
堪
え
ぬ
。

「
兎
て
も
穿
鑿
せ
ら
る
る
位
な
ら
ば
序
の
こ
と
に
東
京
大
学
図
書
館
に
備
へ

置
か
る
る
ボ
ル
ク
、
ベ
ン
サ
ム
、
レ
ウ
ヰ
ス
、
ウ
ル
ゼ
ー
、
エ
モ
ス
等
の
書

を
も
少
し
見
ら
れ
た
ら
ば
、
ま
さ
か
に
斯
か
る
過
は
せ
ら
れ
ざ
り
き
も
の
を

最
と
惜
し
む
べ
し
」〔
四
二
八
頁
〕。

優
勝
劣
敗
是
天
理
矣
と
い
い
な
か
ら
、
過
激
民
権
者
の
行
動
に
罵
言
を
浴
せ

て
い
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
（
恣
に
、
四
度
／
妄
り
に
、
十
一
度
／
妄
想
論

者
、
二
十
九
度
）。
と
く
に
社
会
党
、
共
有
党
の
猖
獗
を
き
わ
め
て
い
る
欧
洲

の
事
情
を
恐
怖
の
眼
を
も
っ
て
な
が
め
て
い
る
の
は
、
そ
う
い
う
勢
力
が
優

者
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
事
を
前
提
と
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。

馬
場
辰
猪
「
天
賦
人
権
論
」（
明
一
六
）

D
roits
D
e
l’H
om
m
e
を
D
roits
d’lH
om
m
e、
D
roits
H
um
ains
を

D
roits
-

[マ
マ
]H

um
ainsな
ど
と
書
い
て
い
る
。

１
、
民
権
論
が
過
激
に
な
る
の
は
、
頑
迷
な
保
守
派
が
圧
迫
す
る
か
ら
だ
。

２
、
欧
洲
で
立
憲
政
治
発
展
の
た
め
に
踏
ん
だ
段
階
を
後
進
国
は
一
々
踏
む

必
要
な
し
。
過
誤
は
避
け
て
い
ゝ
。
欧
洲
と
同
じ
手
数
を
要
す
る
と
い
う

な
ら
、
欧
洲
と
同
じ
凄
惨
な
闘
争
を
繰
返
す
事
を
希
望
す
る
の
か
。

３
、
ル
ソ
ー
が
大
革
命
の
原
因
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
顛
倒
し
て
い
る
。

４
、
自
然
法
と
実
定
法
の
混
同

植
木
枝
盛
「
天
賦
人
権
辨
」（
明
一
六
）

一
、
自
然
法
と
実
定
法
の
混
同
を
排
す
。
天
賦
人
権
は
国
法
に
非
ず
。

二
、
権
利
の
本
然
と
権
利
の
保
安
（
w
ir

[
カ
]

）
と
の
区
別
。

三
、
元
来
進
歩
的
変
革
に
適
用
さ
る
べ
き
進
化
主
義
を
以
て
保
守
主
義
を
キ
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ソ
づ
け
る
の
は
奇
怪
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
己
レ
ノ
城
ニ
向
ヒ
テ
銃
ヲ
放
タ

ン
ト
ス
ル
ノ
兵
卒
ヲ
採
用
シ
テ
敵
軍
ヲ
攻
メ
ン
ト
ス
ル
ニ
比
フ
ヘ
キ
所

以
」〔
四
八
二
頁
〕
だ
。

第
六
章

平
民
主
義
と
日
本
主
義

第
一
節

総
説

近
代
日
本
の
形
成
過
程
に
お
い
て
、
維
新
か
ら
明
治
十
年
ま
で
を
混
乱
期
、
二

十
年
ま
で
を
準
備
期
と
す
る
な
ら
ば
明
治
国
家
が
本
格
的
な
ス
タ
ー
ト
を
あ
ら
ゆ

る
領
域
で
開
始
し
た
の
は
ま
さ
に
二
十
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
差
支
な

い
。
維
新
革
命
が
内
包
し
て
い
る
社
会
的
な
編
成
替
え
が
ほ
ゞ
か
た
が
つ
い
た
の

は
、
そ
れ
よ
り
早
く
も
遅
く
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
意
味
は
、
む
ろ
ん
こ
の
頃
ま

で
に
封
建
的
社
会
体
制
が
市
民
社
会
の
新
た
な
る
形
成
に
よ
っ
て
終
局
的
に
解
体

し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
封
建
的
な
遺
産
の
う
ち
何
が
後
者
の
な
か
に

引
続
き
持
ち
込
ま
る
べ
き
運
命
を
も
ち
、
何
が
廃
棄
さ
る
べ
き
運
命
を
も
っ
た
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
見
極
め
が
は
っ
き
り
と
つ
い
た
の
が
大
体
明
治
二
十
年

前
後
の
頃
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
い
ま
や
封
建
日
本
よ
り
近
代
日

本
え
の
舞
台
の
暗
転
が
漸
く
終
っ
て
、
新
た
な
場
面
が
展
開
し
よ
う
と
す
る
徴
候

を
政
治
・
経
済
・
文
化
等
す
べ
て
の
領
域
で
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
づ
社
会
構
造
と
し
て
、
廃
藩
置
県
よ
り
秩
禄
處
分
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
封

建
的
身
分
制
と
大
土
地
領
有
が
一
応
廃
止
さ
れ
、
藩
的
勢
力
の
独
立
性
が
西
南
戦

争
に
よ
っ
て
実
質
的
に
覆
滅
し
て
後
、
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
の
原
始
的
蓄
積

が
十
年
代
に
精
力
的
に
遂
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
な

す
の
が
、
明
治
十
四
年
以
後
、
松
方
正
義
に
よ
る
幣
制
整
理
と
そ
れ
に
伴
う
十
六
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年
―
―
十
八
年
に
か
け
て
の
農
業
恐
慌
で
あ
る
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
一
方
、

国
立
銀
行
を
媒
介
と
し
て
貨
幣
資
本
の
蓄
積
が
な
さ
れ
、
他
方
、
中
小
自
小
作
農

の
広
汎
な
没
落
と
つ
と
に
秩
禄
公
債
を
手
放
し
て
無
産
化
し
た
一
般
士
族
層
に

よ
っ
て
自
由
な
る
労
働
力
が
創
出
さ
れ
、
こ
の
苛
烈
を
き
わ
め
た
デ
フ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
底
か
ら
し
て
、
資
本
主
義
的
生
産
が
主
と
し
て
綿
糸
・
紡
績
等
衣
料
部
門
を

枢
軸
と
し
て
二
十
年
代
に
た
く
ま
し
く
勃
興
し
て
来
る
の
で
あ
る
。

イ
、
繰
綿
輸
入
額
は
、
明
治
二
十
年
に
、
内
地
産
額
の
一
四
％
し
か
な
か
っ

た
も
の
が
、
二
十
三
年
に
は
一
一
七
％
と
な
る
。
棉
花
輸
入
税
の
撤
廃
さ

れ
た
の
は
明
治
二
十
九
年
。

ロ
、
か
く
し
て
、
綿
糸
の
内
地
生
産
高
は
、
明
二
十
三
年
に
至
っ
て
早
く
も

輸
入
高
を
突
破
し
た
。
そ
の
後
の
勃
興
に
速
度
は
驚
く
べ
き
も
の
で
明
治

二
十
九
年
に
至
っ
て
、
綿
絲[カ

]輸
出
高
は
輸
入
高
を
突
破
す
。

ハ
、
ま
た
同
じ
く
綿
布
の
内
地
産
額
は
、
明
治
十
八
年
に
す
で
に
輸
入
額
を

オ
ー
ヴ
ァ
ー
し
て
い
る
。

ニ
、

[
カ
]

な
を
、
明
治
十
七
、
八
年
頃
か
ら
、
政
府
が
従
来
の
官
営
工
場
を
か
な
り
の

程
度
民
間
へ
払
下
げ
は
じ
め
た
（
註
）
こ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の
模
範
工
場
的
段
階

か
ら
一
応
自
立
的
な
工
業
生
産
の
段
階
へ
の
転
化
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

明
治
二
十
四
年
「
国
民
の
友
」
に
、

此
頃
ま
で
切
歯
扼
腕
ス
テ
ッ
キ
を
振
り
舞
は
し
、
高
屐
を
着
け
た
る
世
の
所

謂
壮
士
〔
等
〕
す
ら
手
提
革
嚢
を
提
げ
、
新
形
の
背
広
を
穿
ち
実
業
家
に
な

れ
り
と
吹
聴
し
歩
る
く
を
見
れ
ば
、
亦
以
て
実
業
風
の
社
会
を
吹
き
渡
る
を

見
る
べ
し
〔「
虚
業
家
」（『
国
民
之
友
』
第
一
三
一
号
）〕

と
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
市
民
社
会
の
急
速
な
成
熟
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
そ
う

し
て
、
か
く
の
如
き
社
会
的
経
済
的
地
盤
の
上
に
、
二
十
二
年
憲
法
発
布
、
二
十

三
年
第
一
回
帝
国
議
会
開
会
と
な
り
、
き
わ
め
て
顕
著
な
絶
対
主
義
的
実
質
を
帯

び
な
が
ら
、
し
か
も
一
応
近
代
的
な
形
態
を
と
ゝ
と
の
え
た
日
本
的
立
憲
政
治
も

ス
タ
ー
ト
を
切
る
の
で
あ
る
。
自
由
民
権
派
の
錚
々
た
る
人
々
が
、
昨
日
ま
で
の

殺
気
立
っ
た
対
立
感
情
を
打
忘
れ
た
か
の
如
く
、明
治
憲
法
発
布
を
寿
い
だ
の
も
、

あ
の
悲
惨
な
弾
圧
と
暴
動
の
時
代
は
す
ぎ
て
な
に
か
政
治
生
活
の
う
え
に
も
新
ら

し
い
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
が
開
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
漠
然
た
る
国
民
的
期

待
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

註
１

明
治
十
八
年
日
銀
正
貨
準
備

四
千
五
百
万
円

明
治
十
七
年
五
月
、
最
初
の
兌
換
銀
行
券
発
行
、
通
貨
安
定

十
六
年
七
月
―
―
十
八
年
十
二
月
、
日
銀
紙
幣
償
却
高

百
六
十
万
円

註
２

深
川
工
作
分
局
（
セ
メ
ン
ト
、
人
造
石
等
）
を
、
十
七
年
浅
野
へ
払
下
げ

長
崎
造
船
所
―
↓
十
七
年
三
菱
に
貸
与
、
二
十
年
払
下

兵
庫

〃

―
↓
十
八
年
川
崎
へ

十
八
年
、
模
範
鉱
山
官
行
の
制
廃
止
、
三
池
（
炭
山
）、
生
島
、
佐
渡
の
外
悉

く
払
下

明
治
十
九
年
、
愛
知
紡
績
所
を
篠
田
へ
、
新
町
屑
絲
紡
績
所
を
三
井
へ

な
ほ
、
明
治
三
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
殖
産
興
業
の
花
形
だ
っ
た
工
部
省

が
明
治
十
八
年
廃
止
さ
れ
、
逓
信
、
農
商
務
、
文
部
に
分
割
さ
れ
た
こ
と
も

意
味
深
い
。
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他
方
一
転
し
て
、
文
学
の
世
界
を
見
る
と
、
こ
こ
で
も
こ
の
時
代
に
同
じ
よ
う

な
本
格
的
な
近
代
化
へ
の
動
向
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
維
新
直
後
に
は
戯
作

や
読[カ

]本
と
い
う
様
な
徳
川
時
代
の
形
式
を
大
体
そ
の
ま
ゝ
踏
し
う
し
、
た
ゞ
そ
れ

に
文
明
開
化
的
内
容
を
も
っ
た
文
学
が
行
わ
れ
た
（
成
島
柳
北
の
柳
橋
新
誌
や
仮

名
垣
魯
文
の
戯
作
、
黙
阿
弥
の
ざ
ん
ぎ
り
物
、
魯
文
の
は
、「
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」

「
安
愚
楽
鍋
」）。
そ
う
し
て
、
こ
う
し
た
戯
作
の
内
容
を
な
す
も
の
は
、
感
覚
の

野
ば
な
し
の
解
放
を
反
映
し
た
エ
ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
や
嗜
虐
的
傾
向
で
あ
っ
た
。
つ

い
で
十
年
代
に
支
配
的
に
な
っ
た
の
が
、
自
由
民
権
運
動
を
反
映
し
た
政
治
小
説

で
あ
る
（
そ
れ
は
、
ま
づ
飜
訳
小
説
と
し
て
現
わ
れ
、
例
え
ば
、
デ
ュ
マ
の
バ
ー

ス
チ
ー
ユ
占
據
が「
仏
蘭
西
革
命
記

自
由
之
凱
歌
」、レ
ウ
ロ
ッ
プ
・
ス
テ
プ
ニ
ャ

ク
の
地
下
の
ロ
シ
ア
が
「
虚
無
党
実
話
記
鬼
啾
々
」
と
し
て
、
シ
ェ
イ
〔
ク
〕
ス

ピ
ア
の
ヂ
ュ
リ
ア
ス
シ
ー
ザ
ー
が
「
自
由
太
刀
余
波
鋭
鋒

な
ご
り
の
き
れ
あ
じ

」（
坪
内
雄
蔵
訳
）
と
し

て
出
た
。
つ
い
で
創
作
の
政
治
小
説
が
試
み
ら
れ
た
が
、
最
も
広
く
愛
読
さ
れ
、

民
権
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
矢
野
文
雄
（
龍
渓
）
の
「
経
国
美
談
」

で
あ
り
、
ま
た
末
広
鉄
腸
の
「
雪
中
梅
」（
十
九
年
）、
東
海
散
士
の
「
佳
人
之
奇

遇
」
等
で
あ
る
）。
そ
う
し
た
政
治
小
説
は
、
む
ろ
ん
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
強

調
が
先
に
立
ち
、
文
体
も
漢
文
調
で
、
そ
の
形
式
外
貌
ほ
ど
に
新
ら
し
い
文
学
と

は
い
え
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
明
治
十
八
年
に
至
っ
て
、
坪
内
逍
遥
の
「
小
説
神
髄
」
が
出
て
、

は
じ
め
て
勧
善
懲
悪
的
乃
至
戯
作
的
傾
向
か
ら
解
放
さ
れ
た
リ
ア
リ
ズ
ム
の
芸
術

方
法
論
を
う
ち
た
て
、
自
ら
、
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
当
世
書
生
気
質
（
春
廼
屋
朧

著
）
を
書
い
た
。
他
方
同
じ
年
に
尾
崎
紅
葉
と
山
田
美
妙
に
よ
っ
て
、
硯
友
社
が

造
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
日
本
に
お
け
る
真
の
近
代
小
説
の
先
駆
と
な
り
、
逍
遥

の
理
論
を
驚
く
べ
き
高
さ
に
お
い
て
実
践
し
た
二
葉
亭
四
迷
の
「
浮
雲
」
は
実
に

明
治
二
十
年
に
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
、
政
治
経
済
文
化
の
す
べ
て
の
領
域
に
わ
た
っ
て
、
過
渡
期
よ
り
建

設
期
え
の
一
大
転
換
の
兆
候
が
見
出
さ
れ
る
と
き
、
思
想
界
に
お
い
て
も
ま
た
、

之
に
呼
応
す
る
か
の
ご
と
く
二
つ
の
有
力
な
る
動
向
が
現
わ
れ
た
。
こ
の
二
つ
の

動
向
は
表
面
の
傾
向
と
し
て
は
ま
さ
に
対
蹠
的
地
位
に
立
ち
な
が
ら
、
し
か
も
そ

の
置
か
れ
た
歴
史
的
地
位
に
よ
っ
て
微
妙
に
相
通
ず
る
も
の
を
持
ち
、
両
々
相

き
っ
こ
う
し
て
、
思
想
界
に
一
大
潮
流
を
形
成
し
た
。
そ
の
一
が
即
ち
白
面
の
一

青
年
徳
富
蘇
峰
に
よ
っ
て
率
ゐ
ら
れ
た
民
友
社
に
よ
る
平
民
主
義
で
あ
り
、
他
の

一
が
陸
羯
南
、
三
宅
雪
嶺
、
志
賀
重
昂
ら
に
よ
る
日
本
主
義
運
動
で
あ
る
。
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第
二
節

蘇
峰
と
平
民
主
義

「
国
民
の
友
」
出
版
ま
で
の
徳
富
蘇
峰
の
歩
ん
だ
道

文
久
三
年
、
肥
後
水
俣

み
な
ま
た

に
生
る
。
父
一
敬
は
横
井
小
楠
の
高
弟
。
熊
本
洋
学
校

に
学
ぶ
。
明
九
、
上
京
。
東
京
英
語
学
校
入
学
（
時
に
十
四
才
）。
い
く
ば
く
も
な

く
（
二
ヶ
月
た
ら
ず
）、
京
都
同
志
社
に
転
じ
た
。
新
島
襄
よ
り
絶
大
の
感
化
に
よ

り
、
洗
礼
を
受
く
。
ク
リ
ス
ト
教
を
信
じ
た
と
い
う
よ
り
、
新
島
襄
を
信
じ
た
た

め
だ
と
蘇
峰
は
自
伝
で
語
っ
て
い
る
。
明
治
十
三
年
、
同
志
社
を
退
学
、
東
京
に

数
ヶ
月
滞
留
後
、
帰
郷
。
こ
こ
で
マ
コ
ー
レ
ー
の
「
ミ
ル
ト
ン
」
論
を
読
み
、
新

天
地
を
発
見
す
。
民
権
的
結
社
相
愛
社
と
近
づ
く
。
相
愛
社
で
新
聞「
東
肥
新
報
」

を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
に
社
説
を
書
き
、
ま
た
マ
コ
ー
レ
ー
の
エ
ッ
セ

イ
な
ど
を
飜
訳
し
て
載
せ
た
。
田
口
鼎
軒
の「
東
京
経
済
雑
誌
」、中
江
兆
民
の「
政

理
叢
談
」（
矢
野
龍
渓
「
経
国
美
談
」）
等
を
愛
読
。

や
が
て
大
江
義
塾
を
創
立（
明
治
十
五
年
、二
〇
才
）。
数
学
を
除
い
て
、歴
史
、

経
済
、
漢
学
、
英
学
、
あ
ら
ゆ
る
学
科
を
教
う
。
英
語
な
ど
、
わ
か
ら
ぬ
時
は
、

大
声
で
怒
鳴
る
様
に
講
義
し
て
ご
ま
か
し
た
。
当
時
の
蘇
峰
は
む
ろ
ん
民
権
論
者

で
あ
っ
た
が
、
他
の
民
権
論
者
の
よ
う
に
征
韓
論
乃
至
武
断
主
義
で
は
な
く
、
徹

底
し
た
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
、
相
愛
社
と
す
で
に
全
く
離
れ
て
い
た
。

十
五
年
夏
上
京
し
て
板
垣
と
会
見
、
さ
ら
に
、
中
江
兆
民
、
田
口
卯
吉
、
馬
場
辰

猪
ら
と
交
遊
。
馬
場
辰
猪
よ
り
、
モ
ー
レ
ー
の
「
コ
ブ
テ
ン
伝
」
を
す
ゝ
め
ら
れ

「
天
啓
」
の
ご
と
き
暗
示
を
受
く
。
明
一
七
年
、
土
佐
を
訪
れ
、
自
由
党
の
連
中

と
交
る
。
大
江
義
塾
で
、
マ
コ
レ
ー
の
「
英
国
経
済
史
」、
ト
ク
ヴ
ィ
ル
の
「
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
を
読
み
大
に
影
響
を
受
く
。
な
を
、
米
国
の
進

歩
的
雑
誌
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
愛
読
。

明
治
十
七
年
、「
自
由
、
道
徳
、
及
儒
教
主
義
」
を
著
す
。
こ
れ
が
後
に
、「〔
第
〕

十
九
世
紀
日
本
の
青
年
及
〔
其
〕
教
育
」
を
経
て
明
治
二
十
年
の
「
新
日
本
の
青

年
」
え
と
発
展
し
た
も
の
で
、
同
年
出
版
の
「
将
来
の
日
本
」
と
並
ん
で
一
躍
蘇

峰
の
文
名
を
決
定
的
に
し
た
。

ま
づ
明
治
十
八
年
、
二
十
三
才
に
し
て
「〔
第
〕
十
九
世
紀
日
本
の
青
年
及
其
教

育
」
を
三
百
部
ば
か
り
自
費
出
版
し
た
が
、
之
が
田
口
卯
吉
の
東
京
経
済
雑
誌
に

連
載
さ
れ
、
本
人
も
意
外
の
ほ
ど
の
好
評
を
博
し
た
。
之
に
勢
を
得
て
、
蘇
峰
が

「
予
の
当
時
有
す
る
総
て
の
思
想
、
一
切
の
知
識
、
凡
有
る
学
問
を
傾
倒
し
尽
」

し
、
心
血
を
そ
ゝ
い
で
書
き
上
げ
た
の
が
、「
将
来
の
日
本
」
で
あ
る
。
田
口
卯
吉

の
激
賞
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
彼
の
「
経
済
雑
誌
社
」
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
そ
う

し
て
、
之
に
よ
っ
て
名
声
帝
都
に
あ
ま
ね
く
な
っ
た
の
で
、
蘇
峰
は
東
京
に
本
據

を
据
え
ん
と
決
心
し
、
郷
里
の
大
江
義
塾
を
閉
じ
て
、
明
治
十
九
年
十
二
月
一
日
、

一
家
を
挙
げ
て
、
熊
本
を
去
り
、
東
京
に
移
っ
た
（
冒
険
！
）。

か
く
て
か
ね
て
の
計
画
に
従
っ
て
雑
誌
創
刊
に
乗
出
し
、
姉
婿
湯
浅
治
郎
を
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
民
友
社
を
造
り
、
明
治
二
十
年
二
月
、「
国
民
の
友
」
第
一
号

を
発
行
し
た
。
当
時
雑
誌
の
発
行
部
数
は
、（
自
伝
に
よ
れ
ば
）
千
部
以
下
が
普
通

だ
っ
た
が
、
第
一
号
は
驚
く
べ
き
売
行
を
見
せ
、
再
刊
、
三
刊
、
遂
に
万
を
超
え

た
。
国
民
の
友
と
い
う
名
は
米
国
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
、「〔
第
〕
十
九
世
紀
…
」
を
増
補
し
て
、「
新
日
本
の
青
年
」
と
し
て
出

し
た
が
、
之
ま
た
「
将
来
の
日
本
」
と
共
に
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
ズ
と
な
っ
た
（
ス
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タ
イ
ル
）。
こ
う
し
て
蘇
峰
の
平
民
主
義
は
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
明
治
二
十
三

年
か
ら
は
「
国
民
新
聞
」
が
、「
国
民
之
友
」
と
共
に
そ
の
機
関
紙
と
な
っ
た
。

蘇
峰
は
、
そ
の
「
国
民
之
友
」
第
一
号
に
掲
げ
た
「
嗚
呼
国
民
之
友
生
れ
た
り
」

（
名
文
！
）
に
お
い
て
、
彼
の
平
民
主
義
が
何
故
時
代
の
要
請
と
し
て
生
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
か
を
最
も
簡
明
に
説
い
て
い
る
。
彼
は
そ
こ
で
、
維
新
よ
り
今
日
ま
で
の

二
十
年
間
の
あ
わ
た
ゞ
し
い
変
遷
を
回
顧
し
、
維
新
変
革
を
担
当
し
た
る
人
々
が

或
は
既
に
黄
泉
の
彼
方
に
永
眠
し
、
或
は
内
閣
、
元
老
院
の
高
官
と
な
り
、
或
は

華
族
に
列
し
、
夫
々
残
年
を
楽
し
み
安
息
す
る
に
至
っ
た
が
、
之
を
以
て
維
新
の

変
革
の
断
じ
て
安
息
す
べ
か
ら
ざ
る
所
以
を
説
く
。

然
ら
ば
即
ち
改
革
彼
自
身
も
亦
た
安
息
す
る
事
を
得
可
き
乎
、
曰
く
否
、
改

革
よ
改
革
よ
、汝
は
決
し
て
安
息
す
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。〔『
蘇
峰
文
選
』

民
友
社
、
一
九
一
五
年
、
八
頁
〕

何
が
故
に
、
維
新
変
革
の
目
的
は
今
日
な
を
成
就
し
な
い
と
い
う
か
。
彼
は
な
に

よ
り
所
謂
日
本
の
近
代
化
を
貫
く
貴
族
的
性
格
を
挙
げ
る
の
で
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
平
民
的
で
あ
り
、
其
文
明
も
亦
た
平
民
的
必
要
か
ら
生
れ

た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
が
我
国
に
入
り
来
る
や
、
そ
れ
は
ご
く
上
層
部
に
滲
透
し
た

の
み
で
、
大
多
数
の
国
民
生
活
は
全
く
そ
れ
と
無
関
係
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。
見

よ
、
衣
服
、
食
物
、
建
築
の
欧
化
が
、
茅
屋
に
住
む
人
民
生
活
に
い
か
な
る
変
革

を
与
え
た
か
、
商
業
、
製
造
等
経
済
的
生
産
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
武
断
社
会

の
典
型
を
脱
せ
ず
、
人
民
は
自
由
競
争
の
何
物
た
る
を
知
ら
な
い
。

◎
蘇
峰
、「
欧
化
」
の
貴
族
性

衣
服
の
改
良
何
か
あ
る
、
食
物
の
改
良
何
か
あ
る
、
家
屋
の
改
良
何
か
あ
る
、

金
モ
ー
ル
の
大
礼
服
は
馬
上
の
武
士
を
装
う
て
意
気
揚
々
た
れ
ど
も
、
普
通

の
人
民
は
「
ス
コ
ッ
ト
」
地
の
洋
服
す
ら
穿
つ
こ
と
能
は
ず
。
貴
紳
の
踏
舞

に
は
柳
絮
の
春
風
に
舞
ふ
か
如
く
、
胡
蝶
の
花
間
に
飛
ふ
が
如
く
、
得
意
の

才
子
佳
人
達
は
冬
夜
の
曉
け
易
き
を
憾
む
可
し
と
雖
も
、
普
通
の
人
民
は
日

曜
日
に
於
て
す
ら
、
妻
子
と
笑
ひ
語
り
て
其
の
楽
を
共
に
す
る
能
は
ず
。
煉

瓦
の
高
楼
は
雲
に
聳
え
、
暖
炉
の
蒸
気
体
に
快
く
し
て
、
骨
を
刺
す
の
苦
寒

な
ほ
春
か
と
疑
は
れ
、
電
気
灯
の
光
は
晃
々
と
し
て
、
暗
夜
尚
ほ
昼
を
欺
き
、

羊
肉
肥
て
案
に
堆
く
、
葡
萄
酒
酌
ん
て
杯
に
凸
き
の
時
に
於
て
は
、
亦
た
人

生
憂
苦
の
何
物
た
る
か
を
忘
却
す
可
し
と
雖
も
、
我
か
普
通
の
人
民
は
、
寂

寥
た
る
孤
村
茅
屋
の
裡
、
破
窓
の
下
、
紙
灯
影
薄
く
、
炉
火
炭
冷
か
に
、
二

三
の
父
老
相
対
し
て
濁
酒
を
傾
る
に
過
ぎ
ず
。
…
…

且
つ
商
業
、
製
造
、
工
芸
其
の
他
一
切
生
産
的
の
事
に
関
し
て
は
、
依
然
と

し
て
旧
来
武
断
社
会
の
典
型
を
脱
す
る
能
は
ず
、
社
会
の
弊
習
は
我
か
人
民

を
放
っ
て
、
未
だ
随
意
に
自﹅

由﹅

競﹅

争﹅

の
戦
場
に
立
つ
を
許
さ
ず
…
…
未
だ
知

ら
ず
何
の
日
か
、
経
済
世
界
か
超
然
高
挙
、
以
て
自
由
の
世
界
た
る
を
得
る

乎
。（「
嗚
呼
国
民
の
友
生
れ
た
り
」〔『
蘇
峰
文
選
』
一
一
―
二
頁
〕）。

官
尊
民
卑
の
弊
風
は
社
会
を
蔽
う
て
い
る
。
し
か
も
他
方
、
日
本
の
婦
人
は
こ
う

し
た
日
本
社
会
の
階
級
的
抑
圧
を
一
身
に
背
負
っ
て
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
境
遇
に
沈
り

ん
し
て
い
る
（
例
〔
不
明
〕）。
智
識
の
分
布
ま
た
甚
し
く
均
衡
を
失
し
、
一
方
、

顔
色
蒼
白
の
学
者
先
生
が
カ
ン
ト
、
ス
ペ
ン
セ
ル
、
ダ
ル
ヴ
ヰ
ン
等
の
精
緻
博
大

な
る
哲
学
を
講
ず
る
他
面
に
は
、
大
多
数
の
人
民
は
無
智
と
迷
信
と
タ
ブ
ー
の
世
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界
を
脱
す
る
事
が
出
来
な
い
。
立
憲
政
治
の
開
設
は
目
前
に
迫
り
な
が
ら
人
民
は

自
由
人
民
が
普
通
有
す
る
程
度
の
言
論
、
出
版
、
集
会
の
自
由
さ
え
満
足
に
享
有

し
て
い
な
い
。
し
か
も
こ
う
し
た
不
均
衡
と
矛
盾
が
社
会
的
に
存
在
す
る
だ
け
で

な
く
、
個
人
の
な
か
に
も
住
み
、
思
想
は
新
に
し
て
行
為
は
旧
な
る
者
あ
り
、
行

為
新
に
し
て
思
想
旧
な
る
者
あ
り
、
達
徳
の
君
子
に
醜
行
あ
り
、
民
権
論
者
に
し

て
武
断
政
治
を
悦
ぶ
。
天
下
こ
の
様
な
鵺
然
た
る
社
会
が
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ミ

ル
ト
ン
の
失
楽
園
に
う
た
う
ご
と
き
、
ケ
イ
オ
ス
と
Eternalanarchy
の
社
会

で
あ
る
。
―
―
か
く
蘇
峰
は
、
過
去
の
日
本
を
診
断
し
た
後
に
、
し
か
し
、
い
ま

や
漸
く
一
転
機
を
劃
す
べ
き
兆
候
が
見
え
来
っ
た
。
二
十
年
の
歳
月
は
個
人
に

と
っ
て
こ
そ
長
い
が
、
国
家
に
と
っ
て
は
一
瞬
時
に
す
ぎ
ぬ
。
◎
「
実
に
明
治
二

十
年
の
今
日
は
我
が
社
会
か
冥
々
の
裏
に
一
変
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
と
云
わ
ざ

る
可
ら
ず
、
来
れ
来
れ
改
革
の
健
児
」〔『
蘇
峰
文
選
』
二
〇
頁
〕
と
し
て
、
新
日

本
の
建
設
を
青
年
層
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

◎
こ
こ
に
明
ら
か
な
る
ご
と
く
、
蘇
峰
の
国
（
平
）
民
主
義
は
、
ま
さ
に
日
本

の
上
か
ら
の
欧
化
政
策
の
も
た
ら
し
た
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
お
け
る
矛
盾
と
不
均
衡

に
対
す
る
プ
ロ
テ
ス
ト
を
通
じ
て
い
わ
ゞ
下
か
ら
の
欧
化
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
維
新
直
後
、
福
沢
の
指
摘
し
た
権
力
の
偏
重
と
い
う
課
題
え
の

対
決
を
ま
さ
し
く
継
承
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
も
文
明
論
之
概

略
時
代
に
お
い
て
未
だ
将
来
え
の
テ
ー
ゼ
と
し
て
抽
象
的
に
の
べ
ら
れ
た
日
本
近

代
化
の
諸
テ
ー
ゼ
は
、
そ
の
後
十
数
年
の
日
本
社
会
の
歴
史
的
変
貌
―
―
そ
れ
が

い
か
に
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
変
貌
で
あ
る
か
は
い
う
ま
で
も
な
い
―
―
の
経
験

に
よ
っ
て
鍛
え
ら
れ
て
、
こ
こ
に
著
し
い
具
体
性
を
帯
び
来
っ
た
（
抽
象
的
―
―

士
族
）。
蘇
峰
の
平
民
主
義
は
そ
の
政
治
的
主
張
に
お
い
て
は
む
ろ
ん
自
由
民
権

論
で
あ
る
。
し
か
し
な
に
よ
り
そ
の
テ
ー
ゼ
の
具
体
的
現
実
性
と
い
う
点
で
は
彼

は
自
ら
を
自
由
民
権
論
の
段
階
か
ら
区
別
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

抽
象
的
の
政
論
天
下
に
雷
鳴
す
る
間
は
士
族
即
ち
政
治
世
界
の
主
人
公
た
り

し
な
る
べ
し
、
然
れ
ど
も
実
際
的
の
政
論
、
社
会
を
風
靡
す
る
の
日
に
お
い

て
は
、
平
民
、
即
ち
政
治
世
界
の
主
人
公
と
な
ら
ん
と
す
る
の
前
兆
と
云
は

ざ
る
可
ら
ず
（
将
来
之
日
本

[

マ

マ

]

〔「
隠
密
な
る
政
治
上
の
変
遷
」『
蘇
峰
文
選
』

六
五
―
六
頁
〕）

す
な
わ
ち
彼
は
い
わ
ゆ
る
従
来
の
自
由
民
権
運
動
が
多
く
士
族
を
担
い
手
と
し
て

来
っ
た
事
か
ら
来
る
諸
制
約
を
指
摘
し
つ
ゝ
、
自
ら
の
平
民
主
義
の
社
会
的
地
盤

を
ば
、
ま
さ
に
我
国
に
勃
興
し
つ
ゝ
あ
る
と
彼
が
見
た
と
こ
ろ
の
厳
密
な
意
味
で

の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
―
―
中
産
的
生
産
者
層
―
―
に
求
め
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

我
邦
に
於
て
従
来
中
等
民
族
無
し
、
而
し
て
是
れ
あ
る
は
実
に
今
日
に
始
ま

る
、
吾
人
は
実
に
此
の
民
族
の
社
会
に
生
せ
ん
と
す
る
を
見
て
、
我
邦
の
為

め
に
祝
せ
さ
る
を
得
ず
、
何
と
な
れ
ば
、
此
民
族
の
生
す
る
は
、
我
邦
が
漸

く
平
民
社
会
に
入
る
の
兆
候
に
し
て
此
民
族
が
愈
よ
勢
力
を
得
る
は
、
我
邦

に
於
て
平
民
主
義
が
愈
よ
勝
を
制
す
る
の
兆
候
な
れ
ば
な
り
。
夫
れ
中
等
民

族
と
は
何
物
ぞ
や
、
独
立
自
治
の
平
民
な
り
。
故
に
彼
等
は
自
治
自
活
の
社

会
に
非
さ
れ
ば
決
し
て
生
長
す
る
能
は
ず
、
若
し
社
会
の
制
度
に
し
て
唯
だ

主
人
と
奴
隷
と
の
二
階
級
を
以
て
組
織
す
る
の
時
に
於
て
は
、
中
等
民
族
な

る
者
は
決
し
て
存
在
す
る
こ
と
能
は
ず
…
…
我
邦
従
来
の
制
度
実
に
斯
く
の

如
く
あ
り
し
な
り
、
…
…
而
し
て
現
今
に
於
て
中
等
民
族
の
生
長
せ
ん
と
す
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る
は
、
即
ち
新
日
本
の
生
長
す
る
所
以
に
し
て
、
吾
人
は
実
に
此
の
民
族
の

成
長
を
以
て
、
我
日
本
の
新
た
に
蘇
生
し
た
る
を
認
む
（
隠
密
な
る
政
治
上

の
変
遷
、
明
二
一
、
二[四

]、
国
民
之
友
、
十
五[九

]号
〔『
蘇
峰
文
選
』
六
一
頁
〕）

そ
う
し
て
、
こ
の
ミ
ド
ル
・
ク
ラ
ス
を
現
実
的
地
盤
と
す
る
平
民
主
義
の
抬
頭
の

必
然
性
を
歴
史
哲
学
的
に
根
據
づ
け
た
の
が
、「
将
来
の
日
本
」
で
あ
っ
た
。」
彼

は
そ
こ
で
、
武
備
機
関
を
中
心
と
す
る
社
会
と
生
産
機
関
を
中
心
と
す
る
社
会
と

を
対
比
せ
し
め
、」
そ
の
対
立
を
ほ
ゞ
次
の
様
に
図
式
化
す
る
。

武
備
機
関
中
心

生
産
機
関
中
心

全
般
的
特
徴

貴
族
的

平
民
的

社
会
的
価
値

武
力
（
生
産
は
武
備

富
（
武
備
は
生
産
の

の
た
め
に
存
す
）

た
め
に
存
す
）

政
権
の
所
在

少
数
貴
族

多
数
人
民

社
会
結
合
様
式

強
迫
の
結
合
（
命
令

自
由
の
結
合
（
契
約

或
は
不
平
等
主
義
）

或
は
平
等
主
義
）

そ
の
典
型

軍
隊
組
織

経
済
世
界

国
際
関
係
の
常
態

戦
争

平
和
通
商
貿
易

そ
の
原
則

威
力
是
レ
権
理

権
理
是
レ
威
力

富
の
生
産
と
配
分

富
の
人
為
的
配
分

労
働
価
値
に
よ
る
自

の
様
式

然
的
配
分

生
産
階
級
と
消
費
階
級
の
分
離

生
産
者
即
消
費
者

◎
そ
う
し
て
蘇
峰
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
封
建
社
会
の
崩
壊
よ
り
産
業
革
命
に
至
る

歴
史
を
辿
っ
て
、
そ
れ
が
ひ
た
す
ら
武
断
社
会
よ
り
生
産
社
会
え
の
進
化
の
過
程

な
る
事
を
検
証
し
、
そ
の
過
程
を
ふ
ま
ず
し
て
政
治
権
力
が
依
然
と
し
て
経
済
的

富
を
独
占
し
て
い
る
事
実
こ
そ
東
洋
社
会
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
に
圧
倒
せ
ら
れ
た

所
以
な
る
こ
と
を
力
を
こ
め
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
彼
の
描
く
「
将
来

の
日
本
」
の
構
図
も
い
ま
や
明
白
と
な
る
。
曰
く
、

吾
国
の

[マ
マ
]

将
来
は
如
何
に
な
る
可
き
乎
。
吾
人
は
之
を
断
言
す

生
産
国
と
な

る
可
し
。
生
産
機
関
の
発
達
す
る
必
然
の
理
に
従
ひ
、
自
然
の
結
果
に
よ
り

て
平
民
社
会
と
な
る
可
し
と
。
吾
人
は
縦
令
我
人
民
が
一
挙
手
、
一
投
足
の

労
を
取
ら
ざ
る
も
現
今
の
洪
水
は
我
邦
を
駆
り
て
此
所
に
赴
か
し
む
可
し
と

信
ず
る
也
。〔
又
〕
縦
令
剣
を
挺
し
、
戈
を
揮
う
て
之
に
抗
敵
す
る
も
又
必
ら

す
現
今
の
洪
水
は
一
層
の
猛
勢
を
激
し
て
此
所
に
赴
か
し
む
可
し
と
信
ず
る

な
り
（
同
上
）

す
な
わ
ち
、
蘇
峰
は
、
こ
こ
で
ま
さ
に
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ご
と
き
典
型
的
な

市
民
社
会
の
形
成
の
途
を
我
国
家
が
辿
る
こ
と
を
予
想
し
か
つ
そ
れ
を
希
望
し
た

の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
下
か
ら
の
欧
化
主
義
は
我
国
が
現
実
に
向
っ
て
い
た
近

代
化
の
方
向
を
一
寸

[マ
マ
]

百
八
十
度
逆
に
し
た
も
の
と
考
え
て
ほ
ゞ
誤
り
な
い
。
例
え

ば
貴
族
的
欧
化
主
義
が
、
制
度
文
物
等
の
い
わ
ゆ
る
物
質
文
明
を
中
心
と
し
た
の

に
対
し
、
彼
は
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
社
会
の
精
神
的
動
力
に
着
目
し
た
。
彼

は
「
新
日
本
の
青
年
」
に
お
い
て
、「
そ
れ
泰
西
外
形
の
文
明
は
或
は
金
を
以
て
之

を
購
ふ
可
し
、
然
れ
ど
も
其
の
内
部
の
文
明
に
到
り
て
は
涙
を
以
て
之
を
購
は
ざ

る
可
ら
す
」〔『
蘇
峰
文
選
』
四
八
頁
〕
と
し
て
皮
相
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
模
倣
を
排
し
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て
苦
難
に
み
ち
た
精
神
革
命
を
ば
、
平
民
社
会
の
成
長
の
た
め
の
必
須
の
前
提
と

考
え
、
ま
さ
に
こ
の
見
地
か
ら
封
建
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
核
と
し
て
の
儒
教
主
義

に
最
大
の
攻
撃
を
集
中
し
た
。
ま
た
彼
は
と
く
に
軍
事
部
門
に
於
い
て
顕
著
に
見

ら
れ
る
様
な
、
封
建
絶
対
主
義
権
力
と
近
代
技
術
と
の
奇
怪
な
癒
着
に
対
し
て
、

徹
底
し
た
平
和
主
義
を
対
置
し
、
国
権
拡
張
的
傾
向
と
の
い
か
な
る
妥
協
を
も
許

さ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
で
は
彼
は
政
府
だ
け
で
な
く
多
く
の
自
由
民
権
論
者
と
も

は
っ
き
り
歩
み
を
異
に
し
た
。
彼
は
自
伝

[マ
マ
]

で
こ
の
こ
と
を
次
の
様
に
語
っ
て
い

る
。

世
の
軍
隊
政
治
の
可
否
を
知
ら
ん
と
欲
す
る
人
は
願
く
は
我
が
封
建
社
会
を

見
よ
…
…
嗟
呼
我
が
封
建
社
会
は
吾
人
の
父
祖
が
其
苦
痛
と
怨
恨
と
を
以
て

吾
人
に
向
つ
て
軍
隊
政
治
の
利
害
を
判
せ
し
む
る
の
一
の
鉄
案
な
り
。
吾
人

豈
軽
々
看
過
し
て
可
な
ら
ん
や
（
同
上
〔『
将
来
之
日
本
』〕）

我
国
に
お
け
る
生
産
機
関
の
発
展
は
不
可
避
的
に
我
国
を
平
和
的
な
平
民
社
会

に
導
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
蘇
峰
の
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
は
単
に
彼
の
十
九
世
紀
自
由

主
義
の
教
養
か
ら
生
れ
た
だ
け
で
な
く
、
ま
た
同
時
に
、
苛
烈
な
試
練
期
を
経
て

ま
さ
に
門
出
と
う
と
す
る
我
国
資
本
主
義
的
生
産
の
若
々
し
い
息
吹
き
を
反
映
し

た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
資
本
主
義
は
そ
の
内
部
的
構
成
と
そ
の
置

か
れ
た
世
界
史
的
地
位
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に
ち
ょ
う
ど
軍
事
的
寡
頭
的
な
そ
れ

と
し
て
発
展
し
て
行
っ
た
が
、
こ
の
方
向
が
決
定
的
に
打
ち
出
さ
れ
た
日
清
戦
争

直
後
に
、
蘇
峰
も
ま
た
大
き
く
転
向
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
果
し
て
彼
は
こ
の

方
向
が
究
極
的
に
は
い
か
な
る
途
に
通
じ
て
い
る
か
を
予
知
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
か
。
い
な
、「
将
来
の
日
本
」
は
実
に
次
の
ご
と
き
予
言
を
以
て
結
ば
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。

吾
人
は
之
を
恐
る
、
若
し
我
国
人
に
し
て
天
下
の
大
勢
に
従
う
こ
と
を
遅
疑

せ
ば
（
即
ち
平
和
的
生
産
社
会
の
方
向
を
と
る
こ
と
を
躊
躇
せ
ば
の
意
―
―

丸
山
）、
彼
の
碧
眼
紅
髯
の
人
種
は
波
濤
の
如
く
我
邦
に
浸
入
し
、
遂
に
我
邦

人
を
海
島
に
駆
逐
し
、
吾
人
が
故
郷
に
は
ア
リ
ア
ン
人
種
の
赫
々
た
る
一
大

商
業
国
の
平
民
社
会
を
見
る
に
到
ら
ん
こ
と
を
。
苟
も
之
れ
を
恐
れ
ば
、
願

く
は
神
速
雄
断
、
維
新
大
改
革
の
猛
勢
を
ば
、
百
尺
竿
頭
の
外
に
一
転
せ
よ
。

吾
人
若
し
泰
西
人
の
為
す
所
を
為
す
能
は
ず
ん
ば
、
彼
の
泰
西
人
は
吾
人
に

代
り
て
其
為
す
所
を
為
さ
ん
と
欲
す
。
此
時
に
及
ん
で
苦
言
痛
語
の
洛
陽
少

年
を
追
想
す
る
も
、
豈
亦
た
晩
か
ら
ず
や

彼
の
先
駆
者
的
言
辞
は
こ
れ
に
と
ゞ
ま
ら
な
い
。
蘇
峰
の
平
民
主
義
は
具
体
期

に
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
典
型
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
を
意
味
し
た
。
し
か
し
彼

は
同
時
に
、
そ
れ
が
そ
の
論
理
的
及
び
歴
史
的
帰
結
と
し
て
、
そ
の
胎
内
か
ら
社

会
主
義
を
生
み
出
し
て
行
く
こ
と
を
当
時
と
し
て
驚
く
べ
き
炯
眼
を
以
て
洞
察
し

た
の
で
あ
っ
た
。

富
を
以
て
武
力
を
制
し
た
る
は
平
民
主
義
か
世
界
に
於
け
る
第
一
着
の
勝

利
な
り
。
労
作
を
以
て
富
を
制
せ
ん
と
す
る
は
、
平
民
主
義
が
世
界
に
於
け

る
第
二
着
の
勝
利
な
る
可
し
。
第
一
着
の
勝
利
は
既
に
十
九
世
紀
に
於
て
半

ば
其
効
果
を
収
め
た
り
。
第
二
着
の
勝
利
に
至
り
て
は
、
其
効
果
の
見
る
べ

き
も
の
未
だ
多
か
ら
ず
と
雖
も
、
亦
将
に
漸
く
其
の
徴
を
現
は
さ
ん
と
す
。

思
ふ
に
是
れ
十
九
世
紀
の
尾
、
二
十
世
紀
の
頭
に
於
け
る
社
会
の
一
大
変
と

云
ふ
可
き
乎
（
国
民
之
友
第
百
三
十
九
号
、
明
二
四
、
十
二
、
平
民
主
義
第
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二
着
の
勝
利
〔『
蘇
峰
文
選
』
一
六
〇
―
一
頁
〕）

既
に
蘇
峰
は
明
治
二
十
三
年
、
国
民
の
友
第
八[九

]五
号
に
お
い
て
「
労
働
者
の
声
」

と
題
す
る
社
説
を
掲
げ
、労
働
者
の
窮
状
に
対
す
る
人
道
主
義
者
の
奮
起
を
促
し
、

ま
た
労
働
者
の
組
織
化
（
同
業
組
合
）
を
援
助
す
べ
き
を
説
き
、「
所
謂
我
邦
に
於

け
る
セ
ン
ト
・
シ
モ
ン
た
る
べ
き

[マ
マ
]

人
は
安
く
に
在
る
、
嗟
呼
安
く
に
あ
る
」
と
進

歩
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
に
呼
び
か
け
た
。
む
ろ
ん
蘇
峰
は
一
度
も
社
会
主
義
者

に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
た
ゞ
社
会
問
題
と
労
働
者
運
動
の
勃
興
の
必
然
性
を
認

識
し
て
之
に
対
す
る
早
期
の
対
策
の
樹
立
を
主
張
し
た
に
と
ゞ
ま
る
。
し
か
し
、

彼
の
主
宰
す
る
「
国
民
之
友
」
が
我
国
に
社
会
主
義
と
労
働
運
動
を
紹
介
す
る
の

に
寄
与
し
た
こ
と
は
尋
常
で
な
か
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
か
ら
四
年
に
わ
た
っ

て
、
同
誌
は
酒
井
雄
三
郎
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
送
っ
た
労
働
運
動
に
関
す
る
通
信

を
連
載
し
、
ま
た
二
六
年
に
は
、
進
歩
的
工
場
主
、
佐
久
間
貞
一
の
労
働
組
合
論

を
掲
げ
た
。
ま
た
、
民
友
社
は
、
明
治
廿
六
年
、
平
民
叢
書
の
一
冊
と
し
て
「
現

時
之
社
会
主
義
」
と
題
す
る
小
冊
子
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
内
容
は
、
キ
リ
ス
ト

教
よ
り
始
ま
っ
て
、
ト
マ
ス
・
モ
ア
を
経
て
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
や
ル
イ
・
ブ
ラ
ン

に
至
る
社
会
主
義
の
思
想
史
を
述
べ
て
、
ラ
ッ
サ
ー
ル
と
マ
ル
ク
ス
に
及
び
、
つ

い
で
独
逸
社
会
民
主
党
、
ロ
シ
ア
虚
無
党
の
実
情
を
紹
介
し
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会

主
義
と
社
会
政
策
の
実
際
を
対
照
せ
し
め
、
終
り
に
社
会
主
義
の
前
途
を
論
じ
て

結
ん
で
い
る
。
啓
蒙
的
で
し
か
も
か
な
り
高
い
水
準
を
も
っ
た
社
会
主
義
解
説
書

で
、本
書
は
後
の
三
十
年
代
の
社
会
主
義
者
に
深
甚
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
蘇
峰
の
平
民
主
義
が
い
か
に
当
時
に
お
け
る
最
も
進
歩
的
な
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ヤ
分
子
を
吸
収
し
た
運
動
で
あ
っ
た
こ
と
の
な
に
よ
り
の
証
左
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

な
を
国
民
の
友
は
文
学
の
面
で
も
少
か
ら
ざ
る
足
跡
を
の
こ
し
た
。
二
葉
亭
四

迷
の
名
訳
と
し
て
名
高
い
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
「
あ
ひ
び
き
」
は
明
二
一
年
の
国
民

之
友
誌
上
に
、
同
じ
く
有
名
な
鴎
外
の
「
舞
姫
」
は
明
二
三
年
の
同
誌
に
連
載
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
前
述
し
た
文
学
に
お
け
る
革
新
的
動

向
と
、
平
民
主
義
の
勃
興
と
の
間
の
内
的
な
聯
関
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
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一
九
四
五
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原
稿

〔
序
言
〕

（
昭
二
〇
、
一
一
、
一
、
／
（
１
））

〔『
講
義
録
』
第
二
冊
一
八
一
―
四
頁
〕
的
鎖
国
を
打
破
し
、
燃
え
上
る
希
望
を

以
て
新
し
き
世
界
的
日
本
の
門
出
を
し
た
。
世
界
の
凡
そ
思
想
す
る
限
り
の
も
の

は
こ
と
ご
と
く
そ
の
門
出
を
祝
福
し
た
。
近
代
国
家
と
し
て
の
日
本
の
成
長
に
対

し
て
い
か
に
世
界
が
好
意
を
以
て
見
守
り
、
ま
た
そ
の
前
途
を
楽
観
し
た
か
は
、

い
は
ゆ
る
外
人
の
日
本
学
者
の
著
に
露
は
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
Ｂ
・
Ｈ
・

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は
そ
の
有
名
な
〝
T
hingsJapanese〞
の
な
か
に
か
う
い
っ
て
ゐ

る
。

我
が
国
（
即
ち
英
国
）
の
探
さ
く
好
き
な
人
々
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
王
朝
と

か
フ
ラ
ン
ス
王
党
派
と
か
、
ド
ン
・
カ
ル
ロ
ス
な
ど
の
こ
と
を
覚
え
て
ゐ
る

た
め
に
、
時
々
か
う
い
ふ
質
問
を
す
る
―
―
日
本
に
も
封
建
主
義
〔
以
下
欠
〕

か
う
し
た
言
葉
は
今
日
只
今
の
如
き
環
境
に
置
か
れ
て
ゐ
る
わ
れ
わ
れ
に
ど
ん

な
に
痛
烈
な
皮
肉
と
し
て
響
く
こ
と
だ
ら
う
か
。
さ
ら
に
づ
っ
と
下
っ
て
一
九
二

九
年
、
日
本
資
本
主
義
が
世
界
恐
慌
の
怒
涛
に
よ
っ
て
ま
さ
に
危
殆
に
瀕
し
、
そ

の
体
制
的
な
矛
盾
の
打
開
の
方
向
を
支
那
大
陸
市
場
の
強
制
的
確
保
に
求
め
ん
と

苦
闘
し
つ
ゝ
あ
っ
た
時
に
於
て
す
ら
、
日
本
に
滞
在
し
た
Ｅ
・
レ
ー
デ
ラ
ー
教
授

は
そ
の
著
、
Japan-Europa
を
次
の
様
な
言
葉
で
結
ん
で
ゐ
る
。〔
以
下
欠
〕

序
章

明
治
思
想
史
の
歴
史
的
前
提

（
Ⅱ
）

現
代
日
本
の
政
治
的
な
精
神
構
造
を
明
に
す
べ
く
我
々
は
叙
述
を
明
治
維
新
よ

り
起
す
。
そ
れ
は
正
し
い
意
味
で
の
近
代
精
神
が
明
治
維
新
を
起
点
と
し
て
居

り
、
こ
の
「
我
国
未
曾
有
の
変
革
」
の
前
と
後
と
は
深
い
断
層
を
以
て
相
隔
て
ら

れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
が
啓
示
で
は
な
く
し
て
、
一
つ
の
時
間

的
な
発
展
で
あ
る
限
り
、
明
治
思
想
史
も
ま
た
徳
川
時
代
の
思
想
の
継
承
た
る
性

格
を
担
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い
。
近
代
が
如
何
に
過
去
よ
り
の
断﹅

絶﹅

を

志
向
し
、
ま
た
事
実
し
か
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
恣
意
的
な
無
よ
り
の
創
造
で

は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
過﹅

去﹅

よ﹅

り﹅

の﹅

断
絶
と
し
て
そ
れ
に
直
接
連
な
る
歴
史
的
過

去
―
―
即
ち
徳
川
時
代
―
―
に
よ
る
被
規
定
性
を
免
れ
る
こ
と
は
出
来
ぬ
の
で
あ

る
。
革
新
が
つ
ね
に
何
物
か
か﹅

ら﹅

の﹅

反
逆
と
し
て
の
み
存
在
し
う
る
。
故
に
我
々

は
単
に
明
治
思
想
に
於
け
る
伝
統
的
契
機
の
存
続
を
知
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
明

治
思
想
の
革
新
性
が
何
を
歴
史
的
課
題
と
し
て
背
負
っ
て
ゐ
る
か
を
知
る
た
め
に

も
、
徳
川
封
建
制
と
そ
こ
で
の
思
惟
構
造
に
つ
い
て
一
応
の
検
討
を
迫
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

〈〈
第
一
〉
序
章

徳
川
封
建
制
概
説
〉

（
Ⅲ[カ

]）
一
、
徳
川
封
建
制
は
政
治
的
に
は
、
絶
対
主
義
的
警
察
国
家
と
分
権
的
封
建
国
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家
と
の
両
面
を
具
へ
た
世
界
史
上
き
は
め
て
特
殊
な
体
制
で
あ
る
。〔『
講
義
録
』

第
一
冊
二
六
頁
七
行
―
二
七
頁
一
二
行
〕（
居
城
／
軍
馬
／
軍
役
義
務
＋
私
費
／

ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
／
家
光
□
の
定
め
た
軍
役
表（
旗
本
）、一
千
石
に
つ
き
二
一
人
、

弓
一
張
、
鉄
砲
一
挺
、
槍
二
本
）

（
政
治
）
か
く
の
如
き
封
建
国
家
的
要
素
と
統
一
国
家
的

ア
ブ
ソ
ル
ー
テ
ィ
ズ
ム

要
素
と
の
共
存
は
畢

竟
、
あ
ら
ゆ
る
封
建
制
の
基
底
を
な
す
と
こ
ろ
の
土
地
所
有
形
態
の
特
質
に
根
ざ

す
も
の
で
あ
る
（
「
逃
散
」

チ
ョ
ウ
サ
ン

／
経
済
外
的
強
制
／
土
地
永
代
売
買
□
止
、
欠
落
、

逃
散
の
禁
止
）。〔『
講
義
録
』
第
一
冊
二
五
頁
四
―
七
行
、
二
五
頁
一
三
行
―
二
六

頁
五
行
〕
さ
う
し
て
、
中
世
鎌
倉
期
封
建
制
よ
り
、
こ
の
様
な
集
中
的
な
封
建
制

へ
の
展
開
の
背
後
に
は
、
貨
幣
＝
商
品
経
済
の
著
し
い
発
展
が
横
は
っ
て
ゐ
た
こ

と
い
ふ
を
俟
た
な
い
。
そ
れ
は
徳
川
幕
府
が
成
立
と
同
時
に
全
国
の
貨
幣
鋳
造
権

を
独
占
し
た
事
実
の
裡
に
充
分
表
明
さ
れ
て
ゐ
た
。
こ
の
貨
幣
経
済
の
浸
潤
は
武

士
の
城
下
町
集
中
に
よ
っ
て
急
速
な
テ
ン
ポ
で
進
行
し
た
。〔『
講
義
録
』
第
一
冊

二
八
頁
一
一
―
五
行
、
三
三
頁
一
―
一
七
行
〕

徳
川
封
建
社
会
の
歴
史
的
力
学

ダ
ィ
ナ
ミ
ー
ク

は
こ
の
様
に
し
て
、
純
封
建
的
分
権
的
な
原
理

と
近
世
統
一
国
家
的
原
理
と
の
、
よ
り
単
純
化
し
て
い
へ
ば
分
散
的
契
機
と
集
中

的
契
機
と
の
矛
盾
衝
突
の
う
ち
に
存
し
た
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
幕
末
に
近
づ

く
に
つ
れ
表
面
化
し
て
行
っ
た
支
配
層
相
互
間
に
於
け
る
政
治
的
諸
対
立
、
例
へ

ば
朝
幕
関
係
、
幕
府
対
諸
藩
と
く
に
外
様
雄
藩
と
の
関
係
、
更
に
武
士
階
級
内
部

に
於
け
る
上
士
対
下
士
の
関
係
等
は
い
づ
れ
も
こ
こ
に
胚
胎
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
さ
う
し
て
、
被
支
配
層
の
歴
史
的
未
成
熟
の
結
果
、
武
士
対
庶
民
（
農
・
工
・

商
）
の
社
会
的
対
立
は
自
ら
を
積
極
的
に
政
治
的
対
立
に
ま
で
高
め
る
力
を
欠
ぐ

こ
と
と
な
り
、
自
か
ら
上
記
の
支
配
層
内
部
の
諸
対
立
の
な
か
に
吸
収
乃
至
代
表

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
庶
民
の
社
会
的
反
抗
形
態
と
し
て
の
都
市
に
於
け
る

打
毀
、
農
村
に
於
け
る
一
揆
（
逃
散
強
訴
）
は
か
く
て
い
づ
れ
も
自
ら
階
級
運
動

と
い
ふ
よ
り
も
む
し
ろ
、
自
ら
の
オ
リ
エ
ン
テ
ィ
ー
ル
ン
グ
を
持
た
ざ
る
社
会
的

不
満
の
絶
望
的
非
合
理
的
爆
発
で
あ
り
、
た
ゞ
そ
の
尨
大
な
し
か
し
盲
目
な
社
会

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
政
治
的
諸
対
立
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
る
に
と
ゞ
ま
っ
た
（
一
揆

の
封
建
社
会
に
対
す
る
能
動
的
革
命
性
存
否
の
議
論
、
二
つ
と
も
正
し
い
）。
さ

う
し
て
こ
の
庶
民
の
社
会
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
背
景
と
し
こ
れ
に
方
向
を
賦
与
し

つ
ゝ
、
徳
川
封
建
社
会
倒
壊
の
指
導
勢
力
と
な
っ
た
の
は
支
配
層
中
の
下
層
部
分

た
る
い
は
ゆ
る
下
級
武
士
の
一
団
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
下
級
武
士
は
形
態
的
に
は

支
配
層
に
所
属
し
つ
ゝ
、
数
十
に
及
ぶ
固
定
的
な
封
建
位
階
制
の
重
圧
下
社
会
的

昇
進
の
途
を
ふ
さ
が
れ
、
一
方
藩
主
の
半
知
以
上
に
も
及
ぶ
「
借
知
」
政
策
に
、

他
方
貨
幣
経
済
の
進
展
に
挟
撃
さ
れ
て
甚
だ
し
き
窮
乏
に
つ
き
落
さ
れ
、
僅
に
細

工
物
筆
耕
等
の
内
職
に
よ
っ
て
生
活
の
資
を
え
て
ゐ
た
と
こ
ろ
の
、
都
市
イ
ン
テ

リ
ゲ
ン
チ
ャ
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
（
薩
・
長
両
藩
は
借
知
が
最
も
早
く
か
ら
行

は
れ
た
）。
周
知
の
ご
と
く
明
治
維
新
は
彼
等
の
う
ち
に
そ
の
実
践
的
担
当
者
を

見
出
し
た
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
「
維
新
」
の
変
革
性
と
同
時
に
そ
の
限
界
が
存
し

た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
封
建
家
臣
団
の
漸
次
的
解
体
の
過
程
に
於
て
支
配
体
制
に

対
す
る
批
判
的
意
識
を
学
び
と
り
、
外
国
勢
力
の
渡
来
を
期
と
す
る
社
会
的
動
揺

の
さ
中
に
、
藩
内
部
で
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
掌
握
し
、
外
国
勢
力
に
直
面
し
て
急
速

に
増
大
し
た
政
治
的
集
中
の
方
向
を
「
尊
王
攘
夷
」
に
結
び
つ
け
る
事
に
よ
っ
て

幕
藩
体
制
を
打
破
し
、
中
央
集
権
的
統
一
国
家
の
樹
立
に
成
功
し
た
（
福
沢
／
羽
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仁
〔
五
郎
『
幕
末
に
於
け
る
社
会
経
済
状
態
、
階
級
関
係
及
び
階
級
闘
争
』（『
日

本
資
本
主
義
発
達
史
講
座
』
第
一
部
明
治
維
新
史
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
）〕

後
篇
七
八
頁
）。
明
治
政
府
は
か
く
て
徳
川
政
権
に
内
在
せ
る
封
建
的
＝
分
権
的

性
格
と
集
中
的
統
一
国
家
的
性
格
と
の
矛
盾
を
ば
、
後
者
の
方
向
へ
の
徹
底
に

よ
っ
て
打
開
し
た
と
こ
ろ
の
王
朝
的
絶
対
主
義
国
家
と
し
て
歴
史
の
舞
台
に
登
場

し
来
っ
た
の
で
あ
る
。

（
Ⅳ
）

二
、
身
分
社
会
Ständegesellschaftの
構
成
原
理
は
支
配
的
身
分
の
う
ち
に

あ
る
。
支
配
的
身
分
た
る
〈
貴
族
・[カ

]武
士
〉
が
あ
ら
ゆ
る
身
分
の
原
型
で
あ
り
、

そ
れ
を
雛
型
と
し
て
身
分
的
形
成
が
下
層
へ
と
滲
透ト

ウ

す
る
（
貴
族

[
カ
]

＝
部
分
）。
そ

れ
は
恰
も
近
代
社
会
に
於
て
典
型
的
な
階
級
が
被
支
配
層
即
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
で
あ
り
、
階
級
的
形
成
は
下
層
よ
り
上
層
へ
と
進
行
す
る
（「
国
民
」
よ
り
「
市

民
階
級
」
へ
の
展
開
）
の
と
対
蹠
的
方
向
を
も
っ
て
ゐ
る
（
近
代
的
市
民
＝
全
）。

文
化
的
形
成
も
ま
た
そ
れ
に
照
応
し
て
ゐ
る
。
近
代
市
民
社
会
の
文
化
が
ま
づ

〈
国
民
的
文
化
〉
乃
至
庶
民
文
化
と
し
て
存
在
し
、
漸
次
そ
れ
が
階
級
的
色
彩
を

身
に
つ
け
る
の
に
反
し
て
、
封
建
的
身
分
社
会
の
典
型
的
文
化
は
、
な
に
よ
り
も

支
配
層
の
文
化
た
ら
う
と
し
、
そ
れ
が
漸
次
に
下
層
身
分
に
伝
播
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
文
化
形
成
は
完
結
す
る
。
従
っ
て
身
分
社
会
の
崩
壊
原
理
も
ま
た
近
代
社

会
の
そ
れ
と
恰
度
逆
の
関
係
に
立
つ
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
抽
象
的
国
民
な
ら

ざ
る
部
分
と
し
て
自
ら
（
階
級
）
を
意
識
し
、
一
切
の
文
化
形
象
に
階
級
的
刻
印

を
押
す
と
き
が
近
代
社
会
の
終
末
段
階
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
身
分
社
会
の
崩
壊
は

ま
さ
に
逆
に
、
被
支
配
身
分
が
「
部
分
」
に
甘
ん
ぜ
ず
に
全
体
た
る
こ
と
を
意
識

し
、
支
配
身
分
よ
り
の
文
化
的
形
象
の
下
降
を
拒
否
し
て
、
国﹅

民﹅

文
化
の
形
成
に

立
向
ふ
と
き
に
決
定
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

（
Ⅴ
）

三
、
徳
川
期
政
治
思
想
の
一
般
的
性
格
は
か
く
し
て
、
治
者
に
よ
る
治
者
の
た

め
の
教
説
た
る
こ
と
に
尽
き
て
ゐ
る
。
封
建
的
社
会
秩
序
は
そ
れ
ら
に
と
っ
て
論

議
の
対
象
た
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
根
本
前
提
で
あ
っ
た
。
た
ゞ
宝
暦
年
間
、

秋
田
に
生
れ
た
安
藤
昌
益
は
武
士
・
神
官
・
僧
侶
其
他
一
切
の
「
不
耕
貪
食
」
階

級
と
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
真
向
か
ら
否
定
し
、
平
等
な
る
民
衆
の
「
直
耕
」
に

よ
る
理
想
社
会
の
建
設
を
説
い
た
点
に
於
て
殆
ど
唯
一
の
例
外
を
な
し
て
ゐ
る
。

し
か
も
昌
益
に
お
け
る
封
建
社
会
の
否
定
が
商
品
生
産
社
会
の
方
向
に
で
は
な

く
、
む
し
ろ
自
給
自
足
の
原
始
的
農
業
社
会
の
方
向
へ
と
志
向
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る

と
こ
ろ
に
、
徳
川
封
建
制
下
に
於
け
る
近
代
的
要
素
の
未
熟
性
が
遺
憾

[
カ
]

な
く
露
呈

さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
兵
農
分
離
に
よ
っ
て
、
武
士
階
級
が
不
生

産
的
存
在
に
化
し
た
こ
と
は
早
く
よ
り
思
想
家
の
眼
に
も
映
ぜ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
さ
う
し
て
こ
れ
を
キ
ソ
づ
け
る
理
論
は
、「
士
以
上
は
心
を
労
し
、
士
以
下
は

力
を
労
す
」
と
い
ふ
儒
教
的
職
分
観
念
に
求
め
ら
れ
た
。
武
士
は
道
即
ち
宇
宙
的

真
理
と
人
倫
の
把
持
者
で
あ
り
、
か
ゝ
る
も
の
と
し
て
本
来
非
社
会
的
遠
心
的
存

在
た
る
農
工
商
の
民
衆
を
秩
序
と
道
義
の
世
界
に
組
み
入
れ
る
べ
き
使
命
を
与
へ

ら
れ
た
（
bellum
om
nium
contra
om
nes）。
一
方
の
極
に
於
け
る
真
理
と
道

徳
の
集
中
、
他
方
の
極
に
於
け
る
暗
愚
と
私
欲
の
集
積
―
―
そ
れ
が
武
士
的
支
配
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を
合
理
化
す
る
根
本
前
提
で
あ
っ
た
。〔『
講
義
録
』第
一
冊
七
八
頁
一
五
―
七
行
、

七
九
頁
二
―
一
〇
行
〕

（
結
論
）

〔『
講
義
録
』
第
一
冊
二
六
〇
―
四
頁
〕
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻

近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生

（
一
九
五
〇
年
講
演
・
速
記
稿
）

丸
山
眞
男

解

説

松
沢
弘
陽

講
演
の
主
催
者
、
行
わ
れ
た
日
時
、
場
所
な
ど
お
よ
び
こ
の
速
記
稿
の
性
質
に

つ
い
て
は
、
別
項
「
丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
の
福
沢
諭
吉
に
関
す
る
草
稿
・
速
記
稿

類
の
概
況
」
中
の
説
明
を
参
照
。
速
記
の
質
は
あ
ま
り
良
く
な
く
、
単
語
の
誤
記

は
か
な
り
多
く
、
ま
た
終
り
の
方
で
は
、
速
記
の
文
に
は
意
味
を
な
さ
な
い
ほ
ど

に
混
乱
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ
に
復
刻
す
る
に
当
っ
て
は
、
明
瞭
な
誤
記

は
断
り
な
く
訂
正
し
、
必
要
な
こ
と
が
ら
を
〔

〕
で
括
っ
て
補
っ
た
。
単
語
の

誤
記
と
文
章
の
乱
れ
を
は
じ
め
、
全
体
の
不
備
に
つ
い
て
は
丸
山
の
以
下
の
講
義

と
論
文
を
参
照
し
て
た
だ
し
た
。

ま
た
八
か
所
に
わ
た
る
、
丸
山
が
史
料
の
引
用
を
し
た
部
分
を
空
白
に
し
た
箇

所
が
あ
り
、
引
用
の
長
さ
に
応
じ
る
行
数
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
毎
日
新

聞
社
の
罫
紙
に
記
さ
れ
た
速
記
の
行
数
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
空
白
の
う
ち
丸
山
が

引
く
福
沢
の
文
章
が
確
実
に
推
定
で
き
る
箇
所
は
、『
福
沢
諭
吉
全
集
』
に
当
っ
て

復
元
し
た
。
ま
た
丸
山
が
、
本
文
中
に
出
典
を
示
さ
ず
に
福
沢
の
文
を
引
用
し
て

い
る
場
合
に
つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
を
し
た
。

こ
の
講
演
に
関
連
す
る
丸
山
の
文
章
と
し
て
、
前
年
一
九
四
九
年
の
東
洋
政
治

思
想
史
講
義
（『
丸
山
眞
男
講
義
録
﹇
第
二
冊
﹈
日
本
政
治
思
想
史
一
九
四
九
』（
東

京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
）
の
第
二
章
「
近
代
的
国
民
主
義
の
古
典
的
形
成

二

福
沢
諭
吉
」
お
よ
び
序
説
「
国
民

ネ
ー
シ
ヨ
ンお

よ
び
国
民
主
義

ナ
シ
ヨ
ナ
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
の
若
干
の
予

備
的
考
察

五

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
類
型
」
の
う
ち
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
型
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
ア
ジ
ア
型
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
歴
史
的
類
型
の
相
違
」
と
併
行
す
る

面
が
あ
り
、
こ
の
講
義
の
福
沢
に
関
連
す
る
部
分
に
つ
い
て
の
草
稿
断
片
（
資
料

番
号
四
〇
五
―
六
）
が
あ
る
。
同
じ
一
九
四
九
年
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
講
義
に
先
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立
っ
て
発
表
さ
れ
た
「
近
代
日
本
思
想
史
に
お
け
る
国
家
理
性
の
問
題
」（
１
・
未

完
）（『
丸
山
眞
男
集
』
第
四
巻
所
収
）
の
一
部
も
本
講
演
と
併
行
す
る
。
さ
ら
に

遡
れ
ば
、
本
号
に
発
表
さ
れ
る
「
一
九
四
七
年
度
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
原

稿
」
の
う
ち
第
三
章
第
三
節
「
福
沢
諭
吉
」
も
福
沢
を
扱
う
。
ま
た
、
こ
の
講
演

の
二
年
後
、
一
九
五
二
年
七
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
四
巻
（
岩

波
書
店
）
の
「
解
題
」
の
一
部
は
、
こ
の
講
演
を
承
け
て
発
展
す
る
面
を
も
つ
。

本
稿
の
校
訂
に
当
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。

丸
山
眞
男
は
『
世
界
』
一
九
四
六
年
五
月
号
に
発
表
し
た
、「
超
国
家
主
義
の
論

理
と
心
理
」
に
よ
っ
て
広
く
世
に
知
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
他
方
、「
福
沢
諭
吉
の

儒
教
批
判
」（『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観
』
一
九
四
二
年
）、「
福
沢
に
於
け
る
秩

序
と
人
間
」（『
三
田
新
聞
』
一
九
四
三
年
一
一
月
）、「
福
沢
諭
吉
の
哲
学
―
―
と

く
に
そ
の
時
事
批
判
と
の
関
連
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
一
九
四
七
年
九
月
）
と
続

く
一
連
の
福
沢
研
究
は
、『
三
田
新
聞
』
に
載
っ
た
短
文
を
別
と
す
れ
ば
、
い
ず
れ

も
東
京
帝
国
大
学
の
学
術
刊
行
物
と
法
学
部
の
紀
要
に
発
表
さ
れ
て
、
そ
の
読
者

も
自
か
ら
主
に
大
学
内
と
大
学
関
係
者
に
限
ら
れ
た
。
交
詢
社
福
沢
文
庫
開
設
記

念
講
演
、
慶
応
義
塾
大
学
福
沢
先
生
研
究
会
が
創
設
し
た
石
河
賞
の
受
賞
、
そ
れ

に
答
え
る
同
研
究
会
主
催
の
講
演
、
さ
ら
に
大
阪
で
の
慶
応
義
塾
の
福
沢
諭
吉
五

十
回
忌
記
念
行
事
と
し
て
行
わ
れ
た
講
演
は
、
慶
応
義
塾
が
、
ま
だ
三
十
代
半
ば

で
、
そ
れ
ま
で
慶
応
義
塾
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
丸
山
の
福
沢
研
究
に
注
目

し
、
そ
れ
を
世
に
押
出
し
て
ゆ
く
動
き
を
現
し
て
お
り
、
こ
の
動
き
は
、
慶
応
義

塾
に
よ
る
『
福
沢
諭
吉
選
集
』
第
四
巻
の
「
解
題
」
執
筆
へ
連
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
慶
応
義
塾
と
の
交
渉
、
慶
応
義
塾
の
後
押
し
は
、
丸
山
の
福
沢
研
究

に
推
進
力
を
与
え
、
そ
れ
を
生
涯
を
通
じ
る
重
要
な
研
究
テ
ー
マ
に
発
展
さ
せ
る

上
で
、
大
き
な
役
割
を
果
し
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生

（
一
九
五
〇
年
講
演
・
速
記
稿
）

丸
山
眞
男

私
は
福
沢
先
生
に
関
す
る
専
門
の
研
究
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
ゞ
明
治
以
後

の
政
治
思
想
史
に
関
し
、
先
生
に
特
に
注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す
関
係
上
、
そ
う

い
う
勉
強
を
や
っ
て
い
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。
で
あ
り
ま
す
か
ら
福
沢
先
生
の
思

想
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
専
門
的
に
論
ず
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
題
名
の
「
近

代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
福
沢
先
生
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
暫
く
お
話

申
上
げ
ま
す
。

今
日
き
わ
め
て
多
面
的
な
福
沢
先
生
の
思
想
の
う
ち
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
一
面

を
な
ぜ
取
上
げ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
私
の
最
後
の
話
で
よ
く
お
わ
か
り
に
な
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
と
い
う
こ
と
を
き
わ
め
て
簡

単
に
問
題
と
し
て
提
供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
は
実
に
訳
し
難
い
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
只
今
田

畑
〔
忍
〕
先
生
が
「
国
家
主
義
」
と
い
う
風
に
い
わ
れ
ま
し
た
。
国
家
主
義
も
一

つ
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
民
族
主
義
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
い
う
言
葉
は
暗
黒
の
面
と
光
明
の
面
、
い
わ
ば
両
刃
の
刃
と
い
え
る
の
で
あ
り
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ま
す
。
私
が
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
近
代
的
と
い
う
形
容
詞
を
使
う
ゆ
え
ん

は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。
近
代
民
族
国
家
の
勃
興
期
に
お
い
て
近
代
民
族
国
家
を
支

え
る
と
こ
ろ
の
推
進
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
最
も
健
康
な
精
神
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
と
い
う
も
の
を
問
題
に
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
近
代
民
族
国
家
の
最
大

の
精
神
的
支
柱
で
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
き
ま
し
て
は
御
承

知
の
よ
う
に
十
五
、
六
世
紀
、
中
世
の
カ
ト
リ
ッ
ク
社
会
の
解
体
に
よ
り
、
ロ
ー

マ
法
王
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
い
う
二
つ
の
単
一
の
秩
序
が
形
成
さ
れ
て
お
っ
た
と
こ

ろ
が
、
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
、
宗
教
改
革
に
よ
り
普
遍
的
な
中
世
秩
序
が
解
体
し
ま
し

て
、
今
日
の
よ
う
な
民
族
を
単
位
と
す
る
絶
対
主
義
国
家
と
い
う
も
の
が
近
世
の

は
じ
め
に
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
の
思
想
の

誕
生
す
る
出
発
点
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
に
は
一
つ
の
大
き
な
共
通
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
欧
州
民
族
国

家
と
い
う
も
の
を
調
整
し
て
い
る
精
神
的
な
伝
統
、
相
互
に
近
い
と
い
う
意
識
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
一
つ
の
統
一
地
帯
が
今
日
ま
で
区
々
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
共
同
体
を
な
し
て
い
る
、
そ
の
共

同
体
の
な
か
で
各
民
族
の
国
家
が
構
成
を
な
し
民
族
国
家
を
意
識
し
合
う
。
こ
う

い
う
形
態
を
と
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
発
展
し
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま
し
て
、

元
来
一
つ
の
世
界
で
あ
っ
た
も
の
が
分
裂
し
て
幾
多
の
国
家
が
生
れ
て
お
互
に
意

識
し
合
う
、
こ
う
い
う
民
族
意
識
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
生
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
と
こ
ろ
が
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
と
い
う
も
の
は
こ
れ

と
は
非
常
に
違
っ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

元
来
一
つ
の
世
界
が
分
裂
し
て
そ
の
な
か
で
お
互
に
個
性
を
意
識
し
合
う
と
い

う
こ
と
で
な
く
、
こ
こ
で
は
外
か
ら
迫
っ
て
く
る
力
、
外
か
ら
国
際
社
会
に
引
入

れ
る
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
、
こ
こ
に
非
常
な
素
朴
な
形
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
発

生
し
た
。
つ
ま
り
世
界
の
な
か
に
お
け
る
自
分
、
世
界
に
お
け
る
自
国
と
い
う
も

の
を
意
識
す
る
の
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
世
界
の
な
か
に
引
入
れ
る
外
か
ら
の

力
に
対
す
る
、
セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
素
朴
な
感
情
が
起
っ
て
き

た
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
共
通
の
特
色
で
あ
っ
て
、
外
国
勢
力
の
な
か
に
引

入
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
国
際
社
会
の
な
か
に
引
入
れ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
に
対
す
る

セ
ク
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
は
御
承
知
の
よ
う
に
幕
末
の
攘
夷
論
と
い
う
形
を
と
っ
て

現
れ
た
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
ら
れ
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
特
徴
と
、
そ

こ
に
お
い
て
い
ろ
〳
〵
な
困
難
と
い
う
も
の
が
自
ら
ま
つ
わ
っ
て
く
る
。
こ
の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
近
代
国
家
観
を
理
解
し
な
い
で
は
日
本
や
中
国
の
い
ろ
〳
〵
の
主

張
と
い
う
も
の
の
十
分
な
理
解
は
可
能
で
な
い
。
つ
ま
り
ま
ず
第
一
は
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
の
調
和
性
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は

一
つ
の
秩
序
が
あ
っ
て
民
族
国
家
が
形
成
さ
れ
て
い
る
、
一
つ
の
世
界
の
分
裂
か

ら
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
自
分
と
い
う
も
の
自
国
と
い
う
も
の

を
意
識
す
る
。
こ
う
い
う
過
程
を
と
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
ア
ジ
ア
に
お
い
て

は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
調
和
は
き
わ
め
て
困
難

で
あ
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
し
ば
〳
〵
孤
立
化
、
排
外
主
義
と
な
っ
て
現
れ
る

わ
け
で
あ
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
は
旧
来
今
ま
で
の
ア
ジ
ア
の
国
を
支
配
し
て
い
た

と
こ
ろ
の
支
配
層
の
中
に
ま
ず
現
れ
て
く
る
。

幕
末
に
お
け
る
攘
夷
論
は
支
配
階
級
の
間
か
ら
生
れ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
て
、

非
常
に
素
朴
な
形
で
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
端
緒
的
な
形
態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
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い
え
る
。
こ
れ
は
い
わ
ば
島
国
の
孤
立
意
識
で
決
し
て
こ
れ
を
近
代
的
国
民
的
自

覚
と
い
う
も
の
と
同
視
し
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま
り
世
界
に
引
入
れ
る
こ
と
に
対

す
る
旧
来
の
世
界
を
守
ろ
う
と
す
る
、
国
際
社
会
に
引
入
れ
る
こ
と
に
対
す
る
引

入
れ
ら
れ
ま
い
と
す
る
一
つ
の
抵
抗
、
こ
う
い
う
形
を
攘
夷
論
と
い
う
も
の
が
と

る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
異
質
な
外
来
に
対
し
て
本
能
的
な
自
己
防
衛
と
い

う
も
の
が
こ
こ
に
起
る
。
そ
こ
で
主
と
し
て
今
ま
で
の
古
い
世
界
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と

に
最
大
の
脅
威
を
感
ず
る
と
こ
ろ
の
、
そ
の
当
時
の
支
配
階
級
に
よ
っ
て
こ
う
い

う
感
情
が
担
わ
れ
、
ま
た
リ
ー
ド
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
そ
う

い
っ
た
攘
夷
論
、
外
国
勢
力
が
入
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
勢
力
に
直
面
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
封
建
的
な
旧
秩
序
が
脅
威
さ
れ
、
古
い
社
会
が
解
体

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
支
配
的
な
特
権
と
い
う
も
の
が
動
揺
す
る
。
こ
れ

を
防
衛
し
よ
う
と
す
る
本
能
、
こ
れ
が
ま
ず
攘
夷
論
の
形
と
な
っ
て
現
れ
て
く
る

わ
け
で
、
従
っ
て
こ
れ
は
決
し
て
一
般
民
衆
の
主
体
的
能
動
的
な
感
情
に
よ
っ
て

担
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
一
般
民
衆
に
支
え
ら
れ
た
愛
国
心
と
い
っ
た
も
の
と

は
非
常
に
質
が
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
新
し
く
迫
っ
て
く
る
外
国
勢
力
に
対
し
て
古
い
世
界
を
守
ろ
う
と
す
る
わ

け
で
、
守
ろ
う
と
す
る
古
い
世
界
の
構
造
が
身
分
的
に
地
域
的
に
分
裂
し
て
、
き

わ
め
て
厳
重
な
身
分
的
な
秩
序
が
で
き
て
お
互
に
隔
離
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ

う
い
う
身
分
的
な
分
裂
に
よ
り
古
い
世
界
が
対
外
防
衛
能
力
を
も
た
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

も
う
一
つ
は
外
か
ら
迫
っ
て
く
る
と
こ
ろ
の
新
し
い
勢
力
は
、
決
し
て
単
に
新

し
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
は
ま
さ
に
産
業
革
命
が
産
み
出
し
た
高
度
の
技

術
文
明
、
高
度
の
近
代
文
明
が
現
実
に
迫
っ
て
く
る
、
新
し
い
力
が
今
の
古
い
世

界
に
圧
倒
的
に
迫
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
今
ま
で
の
古
い
世
界
、
日
本
、
中
国
の
古

い
勢
力
を
防
衛
す
る
た
め
に
は
、
古
い
世
界
を
変
革
し
な
け
れ
ば
自
己
防
衛
が
で

き
な
い
。
新
し
い
世
界
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
の
脅
威
を
取
除
く
た
め
に
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
式
を
取
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
矛
盾
に
立
た
さ
れ
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
ア
ジ
ア
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
共
通
の
特
色
で
あ
る
。

こ
う
い
う
困
難
な
な
か
に
福
沢
諭
吉
と
い
う
非
常
に
偉
大
な
思
想
家
が
現
れ
、
そ

し
て
日
本
の
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
、
あ
る
意
味
で
は
最
後
の
担
い

手
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

福
沢
諭
吉
先
生
が
日
本
の
近
代
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
明
瞭
に
定
式
化
し
た

最
初
で
あ
る
。
維
新
前
後
啓
蒙
思
想
家
は
輩
出
し
ま
し
た
が
福
沢
先
生
ほ
ど
日
本

の
国
民
的
独
立
と
い
う
命
題
に
自
覚
的
に
終
始
し
た
思
想
家
は
な
か
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
ど
ん
な
微
細
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
も
消
化
し
て
い
る
。
幕
末
以

来
、
国
際
的
重
圧
か
ら
日
本
を
救
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
拮
抗
す
る
だ
け
の
高
い

地
位
を
も
っ
た
近
代
的
国
家
に
し
た
い
、
こ
う
い
う
目
標
に
作
り
上
げ
て
ゆ
く
。

し
か
も
方
法
的
に
一
貫
し
て
ほ
と
ん
ど
執
拗
な
ま
で
に
こ
の
命
題
を
繰
返
し
て
い

く
と
い
う
点
で
他
の
思
想
家
に
類
を
見
な
い
と
い
っ
て
も
い
い
。
の
み
な
ら
ず
福

沢
先
生
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
日
本
と
い
う
も
の
を
直
接
に
対
決
さ
せ
た
わ
け
で

は
な
く
、何
よ
り
も
ま
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
進
歩
に
対
す
る
東
洋
的
な
停
滞
、ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
の
め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
対
し
て
日
本
を
近
代
化
す
る
と
い
う
こ
と
と

東
洋
全
体
の
近
代
化
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
不
可
分
に
考
え
る
。
東
洋
世
界
の
近

代
化
を
度
外
視
し
て
日
本
の
独
立
問
題
は
考
え
ら
れ
な
い
、
こ
う
い
う
考
え
方
。
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東
洋
世
界
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
植
民
地
的
な
位
置
に
陥
り
、
植
民
地
的
な
隷
従

の
地
位
に
陥
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
を
打
破
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
日
本
と
い
う

国
家
の
窮
極
の
安
全
と
独
立
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
逆
に
日
本
が
近

代
国
家
と
し
て
形
成
さ
れ
、
健
全
に
発
達
し
て
い
く
こ
と
な
く
し
て
は
東
洋
諸
民

族
の
解
放
は
あ
り
得
な
い
、
東
洋
諸
民
族
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義
か
ら
解
放
す

る
方
法
は
な
い
。
こ
う
い
う
二
つ
の
命
題
が
一
つ
に
な
る
、
こ
れ
が
他
の
思
想
家

に
比
し
て
も
っ
と
も
先
生
を
き
わ
立
た
せ
る
特
色
で
あ
る
ゆ
え
ん
で
あ
り
ま
す
。

（
中
国
分
割
予
言
に
つ
い
て
約
五
行
）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
か
ら
東
洋
世
界
を
守
る
た
め
に
東
洋
世
界
に
お
け
る
古
い
秩
序

を
打
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
外
か
ら
の
新
し
い
世
界
に
対
し
て
自
己
防
衛
の

た
め
新
し
い
原
理
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
生
は
国
内
の
封
建
的
な
抑
圧

の
打
破
と
い
う
こ
と
と
国
際
的
な
隷
従
関
係
の
打
破
、
こ
れ
は
二
つ
の
問
題
で
な

く
一
つ
の
問
題
で
あ
る
、
国
内
の
解
放
、
国
際
的
な
独
立
と
い
う
こ
と
を
一
本
の

線
で
結
ん
で
い
る
。
こ
れ
が
古
典
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
福
沢
先
生
を
特

色
付
け
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
条
約
改
正
、
東
洋
植
民
地
化
の
問
題
約
七
行
）

こ
れ
は
私
は
単
な
る
ヤ
ユ
で
は
な
い
と
思
う
。
国
内
の
解
放
、
国
際
的
な
独
立
と

い
う
も
の
が
、
こ
れ
は
二
つ
の
問
題
で
な
く
し
て
一
つ
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
理
解
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
さ
ら
に
ま
た
こ
こ
に
非
常

に
困
難
な
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
に
お
き
ま
し
て
は
元
来
一
つ
の

世
界
の
な
か
で
自
国
の
独
立
性
を
意
識
す
る
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
。
一
方
に
お

い
て
封
建
的
な
支
配
階
級
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
攘
夷
論
と
い
う
き
わ
め
て
猛
烈
な

主
張
と
な
っ
て
国
内
で
あ
え
ぐ
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
封
建
的
な
攘
夷
論
、
島
国

根
性
と
い
う
も
の
の
打
破
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
世
界
の
な
か
に
お
け
る
日
本
、
世
界
の
外
に
お
け

る
日
本
で
な
く
し
て
世
界
の
な
か
に
お
け
る
日
本
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る
。
こ

う
い
う
過
程
を
と
ら
な
い
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
猛
烈
な
排
外
主
義
、
島
国
根
性

[マ
マ
]

か
ら
、
世
界
の
な
か
に
お
け
る
日
本
の
意
識
を
植
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
い
う
過
程
を
経
な
い
で
は
本
当
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
本
当
の
愛
国
心
が
出
て

こ
な
い
。
そ
こ
で
第
一
に
世
界
の
な
か
の
日
本
と
い
う
意
識
を
植
付
け
る
と
い
う

こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

福
沢
先
生
の
い
う
意
味
で
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
傾
向
を
強
く
お
び
て
い
る
。
国
内
に
盛
上
る
盲
目
的
な
攘
夷
論
、
こ
の
盲
目

的
な
攘
夷
論
を
打
破
す
る
こ
と
が
い
わ
ゆ
る
開
国
論
と
な
っ
た
。
福
沢
先
生
が
開

国
論
と
い
う
も
の
を
、
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
成
立
を
前
提
と
し
て
開
国
論

を
と
り
あ
げ
る
と
い
う
一
つ
の
自
覚
を
も
っ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
例
え

ば
慶
応
二
年
に
島
津
祐
太
郎
宛
の
文
に
こ
う
い
う
風
に
い
わ
れ
て
い
る
。

「
人
は
旅
行
し
て
初
て
自
分
の
生
国
を
他
国
と
比
較
し
、
随
て
人
の
欲
に
て

本
国
の
事
を
自
慢
す
る
心
も
生
ず
る
も
の
な
り
。
今
の
日
本
人
も
欧
羅
巴
辺

に
旅
を
さ
し
て
ヨ
ク
〳
〵
諸
外
国
と
我
本
国
と
を
見
較
べ
な
ば
、
日
本
国
の

威
を
落
さ
ず
世
界
中
に
対
し
て
外
聞
を
張
る
の
本
趣
意
を
解
す
可
き
乎
。」

（「
或
云
随
筆
」）

つ
ま
り
人
々
は
他
国
に
旅
行
し
て
自
分
の
生
れ
た
国
と
比
較
し
て
見
て
は
じ
め
て

そ
こ
に
本
当
の
自
分
の
国
に
対
す
る
自
覚
と
い
う
も
の
が
生
れ
て
く
る
。
つ
ま
り

― 145 ―



自
分
が
世
界
の
中
に
い
る
と
い
う
自
覚
を
与
え
、
今
ま
で
の
自
国
中
心
を
打
破
さ

せ
る
こ
と
な
く
し
て
は
本
当
の
近
代
的
愛
国
心
と
い
う
も
の
が
生
れ
て
こ
な
い
。

世
界
の
な
か
に
あ
る
と
い
う
自
覚
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
論
理
が
は
っ

き
り
浮
び
出
て
く
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
風
に
維
新
前
か
ら
福
沢
先
生

の
近
代
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
は
、
未
だ
理
論
的
に
は
形
成
し
て
お
ら
な

か
っ
た
が
、
内
部
的
に
成
熟
を
遂
げ
て
お
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

維
新
前
後
の
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
は
御
承
知
の
よ
う
に
、
廃
藩
置
県
あ
る
い
は

身
分
的
な
制
度
の
解
放
、
穢
多
非
人
の
解
放
、
廃
刀
令
な
ど
は
近
代
的
な
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
を
形
成
さ
せ
る
客
観
的
な
条
件
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
変
革
を
し
な
け
れ
ば
国
際
社
会
に
お
い
て
と
う
て
い
日
本
の
独
立
を
保
ち
得
な

い
。
そ
の
こ
と
が
い
か
に
明
治
維
新
後
に
お
け
る
め
ま
ぐ
る
し
い
変
革
を
遂
行
さ

せ
る
一
つ
の
大
き
な
心
理
的
な
推
進
力
に
な
っ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
詳
し

く
申
し
ま
せ
ん
が
、
非
常
に
我
々
の
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
具
体
的
な
傾
向
と
い
う
も
の
は
明
治
維
新
以
後
に
お
け
る
、
と
に
か
く

あ
の
当
時
に
お
い
て
は
我
国
は
未
曽
有
の
変
化
と
い
わ
れ
た
改
革
を
遂
行
し
た
。

福
沢
先
生
を
し
て
近
代
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論
的
形
成
を
さ
せ
る
一
つ
の
社

会
的
基
盤
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
り
ま
す
。
他
方
こ
こ
に
お
い

て
福
沢
先
生
の
典
型
的
な
非
常
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
理
論

が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
維
新
直
後
に
お
け
る
い
わ
ば
思
想
的
な
真

空
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
い
社
会
を
根
本
的
に
変
革
し
な

け
れ
ば
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
独
立
は
確
保
し
て
ゆ
け
な
い
。
日
本
の
独
立

を
国
際
社
会
に
確
保
す
る
た
め
に
し
ょ
う
が
な
い
。
今
日
考
え
ら
れ
な
い
不
公
平

な
日
本
国
内
体
制
の
変
化
を
期
さ
な
け
れ
ば
、
日
本
が
独
立
で
き
な
い
。
こ
う
い

う
可
能
性
の
幅
が
明
治
二
十
年
以
後
に
お
い
て
は
狭
く
な
っ
た
。
明
治
初
期
に
お

き
ま
し
て
は
そ
の
可
能
性
の
幅
が
広
く
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に
も
変
化
で
き
る
よ

う
、
そ
こ
に
真
空
状
態
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
当
時
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
先
生

の
理
論
と
い
う
も
の
が
形
成
さ
れ
た
、
こ
う
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
う
現
実
の
情
勢
を
背
景
に
し
ま
し
て
福
沢
先
生
は
理
論
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
定
式
化
さ
れ
た
。
先
生
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
基
礎
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

の
国
民
的
特
性
と
い
う
こ
と
を
「
国
体
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
国
体
と
は
何
か
。
民
族
が
相
集
ま
っ
て
独
立
国
家
を
形
成
し
外
国
の
支
配
を

受
け
な
い
、
外
国
人
に
政
権
を
奪
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
先
生
の
国

体
を
維
持
す
る
と
い
う
こ
と
は
皇
統
連
綿
と
し
て
続
く
こ
と
で
も
な
け
れ
ば
、
政

治
様
式
で
も
な
け
れ
ば
、
言
語
、
宗
教
が
変
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
も
な
か
っ
た
。

「
国
体
を
保
つ
と
は
自
国
の
政
権
を
失
わ
ざ
る
こ
と
な
り
」（『
文
明
論
之
概
略
』

巻
之
一
）、
つ
ま
り
我
国
は
古
今
以
来
金
甌
無
欠
で
あ
る
と
い
う
の
は
、「
開
闢
以

来
国
体
を
全
う
し
て
、
外
人
に
政
権
を
奪
わ
れ
た
事
な
き
の
一
事
に
在
る
の
み
」

（
同
前
）。
外
国
人
の
支
配
を
受
け
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
金
甌
無
欠
の
国
体
と
い

う
ゆ
え
ん
が
あ
る
。
自
国
の
政
権
に
他
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
る
と
国
体
の

断
絶
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
先
生
は
全
日
本
人
が
死
力
を
つ
く
し
て
他
国
人
よ
り

の
侵
害
か
ら
守
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
。
往
事
政
権
は
王
政
か
ら
武
家
政
へ
と
し

ば
〳
〵
移
動
し
た
が
、
そ
れ
は
国
内
の
移
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
政
権
が
日
本
を

去
る
こ
と
は
王
室
よ
り
政
権
が
去
る
と
い
う
こ
と
よ
り
は
る
か
に
重
大
で
あ
る
。

王
室
を
去
る
こ
と
は
ま
た
復
帰
す
る
機
会
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
日
本
国
を
去
っ
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た
と
こ
ろ
の
政
権
は
永
久
に
日
本
国
に
帰
っ
て
こ
な
い
。
こ
う
い
う
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
福
沢
先
生
の
脳
裏
を
去
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。

先
生
は
東
洋
諸
国
の
近
代
化
は
、
日
本
を
含
め
て
自
力
で
近
代
化
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
自
力
で
封
建
思
想
を
打
破
し
て
自
分
の
力
で
東
洋
の
近
代
化
を

遂
行
し
な
け
れ
ば
外
国
人
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
強
く
主
張
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

今
我
日
本
の
諸
港
に
西
洋
各
国
の
船
艦
を
泊
し
、
陸
上
に
は
洪
大
な
る
商
館

を
建
て
、
其
有
様
は
殆
ど
西
洋
諸
国
の
港
に
異
な
ら
ず
、
盛
な
り
と
云
ふ
可

し
。
然
る
に
事
理
に
暗
き
愚
人
は
、
此
盛
な
る
有
様
を
目
撃
し
て
、
今
や
五

洲
の
人
民
、
我
国
法
の
寛
大
な
る
を
慕
い
、
争
て
皇
国
に
輻
湊
せ
ざ
る
は
な

し
、
我
貿
易
の
日
に
盛
に
し
て
我
文
明
の
月
に
進
む
は
、
諸
港
の
有
様
を
一

見
し
て
知
る
可
し
な
ど
ゝ
て
、
得
色
を
為
す
者
な
き
に
非
ず
。
大
な
る
誤
解

な
ら
ず
や
。
外
国
人
は
皇
国
に
輻
湊
し
た
る
に
非
ず
、
其
皇
国
の
茶
と
絹
絲

と
に
輻
湊
し
た
る
な
り
。
諸
港
の
盛
な
る
は
文
明
の
物
に
相
違
な
し
と
雖
ど

も
、
港
の
船
は
外
国
の
船
な
り
、
陸
の
商
館
は
外
国
人
の
住
居
な
り
、
我
独

立
文
明
に
は
少
し
も
関
係
す
る
も
の
に
非
ず
。
或
は
又
無
産
の
山
師
が
外
国

人
の
元
金
を
用
ひ
て
国
中
に
取
引
を
広
く
し
、
其
所
得
を
ば
悉
皆
金
主
の
利

益
に
帰
し
て
商
売
繁
昌
の
景
気
を
示
す
も
の
あ
り
。
或
は
外
国
に
金
を
借
用

し
て
其
金
を
以
て
外
国
よ
り
物
を
買
入
れ
、
其
物
を
国
内
に
排
列
し
て
文
明

の
観
を
為
す
も
の
あ
り
。
石
室
鉄
橋
船
艦
銃
砲
の
類
、
是
れ
な
り
。
我
日
本

は
文
明
の
生
国
に
非
ず
し
て
、
其
寄
留
地
と
云
ふ
可
き
の
み
。」（『
文
明
論
之

概
略
』
巻
之
六
）

「
国
中
の
人
民
に
独
立
の
気
力
な
き
と
き
は
一
国
独
立
の
権
義
を
伸
る
こ
と

能
は
ず
。
…
…
或
人
云
く
、
民
は
こ
れ
に
由
ら
し
む
可
し
こ
れ
を
知
ら
し
む

可
か
ら
ず
、
世
の
中
は
目
く
ら
千
人
目
あ
き
千
人
な
れ
ば
、
智
者
上
に
在
て

諸
民
を
支
配
し
上
の
意
に
従
は
し
め
て
可
な
り
と
。
此
議
論
は
孔
子
様
の
流

儀
な
れ
ど
も
、
其
実
は
大
に
非
な
り
。
…
…
も
と
此
国
の
人
民
、
主
客
の
二

様
に
分
れ
、
主
人
た
る
者
は
千
人
の
智
者
に
て
、
よ
き
や
う
に
国
を
支
配
し
、

其
余
の
者
は
悉
皆
何
も
知
ら
ざ
る
客
分
な
り
。
既
に
客
分
と
あ
れ
ば
固
よ
り

心
配
も
少
な
く
、
唯
主
人
に
の
み
依
り
す
が
り
て
身
に
引
受
く
る
こ
と
な
き

ゆ
ゑ
、
国
を
患
ふ
る
こ
と
も
主
人
の
如
く
な
ら
ざ
る
は
必
然
、
実
に
水
く
さ

き
有
様
な
り
。
国
内
の
事
な
れ
ば
兎
も
角
も
な
れ
ど
も
、
一
旦
外
国
と
戦
争

な
ど
の
事
あ
ら
ば
其
不
都
合
な
る
こ
と
思
ひ
見
る
べ
し
。
…
…
右
の
次
第
に

付
、
外
国
に
対
し
て
我
国
を
守
ら
ん
に
は
、
自
由
独
立
の
気
風
を
全
国
に
充

満
せ
し
め
、
国
中
の
人
々
貴
賤
上
下
の
別
な
く
、
其
国
を
自
分
の
身
の
上
に

引
受
け
、
智
者
も
愚
者
も
目
く
ら
も
目
あ
き
も
、
各
其
の
国
人
た
る
の
分
を

尽
さ
ゞ
る
可
ら
ず
。」（『
学
問
の
す
ゝ
め
』
三
編
）

こ
こ
に
お
い
て
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
結
合
し
て
い
る
。
こ
こ

に
お
い
て
は
じ
め
て
政
府
に
対
す
る
依
頼
心
を
一
掃
し
、
政
治
権
力
に
対
す
る
、

人
民
の
政
府
で
あ
る
、
我
々
の
政
府
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
植
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
政
府
は
、我
々
の「
会
社
」で
あ
る
と
い
う
言
葉
を
使
っ

た
。
政
府
は
我
々
の
政
府
で
あ
る
と
い
う
自
覚
を
植
付
け
る
た
め
に
は
、
こ
う
い

う
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
従
来
国
家
権
力
に
依

存
し
て
い
た
人
民
を
人
民
主
権
国
の
主
体
に
引
上
げ
る
た
め
に
、
先
生
は
封
建
的
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な
権
力
へ
の
卑
屈
に
対
し
て
抗
争
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
こ
う
い
う

封
建
的
な
抑
圧
に
対
す
る
個
人
の
自
由
を
解
放
す
る
と
い
う
こ
と
と
、
国
際
社
会

に
お
い
て
独
立
す
る
と
い
う
こ
と
の
関
係
が
当
然
問
題
に
な
っ
て
く
る
。
こ
こ
に

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
国
民
主
義
と
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
・
個
人
主
義
と
が
矛
盾
し
な
い

一
本
の
線
に
繋
が
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
矛
盾

し
な
い
同
じ
一
つ
の
線
で
繋
が
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
個
人
と
国
家
、

国
際
社
会
と
い
う
こ
の
三
つ
は
一
つ
の
同
じ
原
理
の
関
係
に
あ
る
。
先
生
の
基
本

的
な
も
の
の
考
え
は
、
い
わ
ゆ
る
啓
蒙
的
自
然
法
を
一
歩
も
出
な
い
。
先
生
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の
は
結
局
近
代
国
家
一
般
の
図
式
的
な
考
え
方
に
過
ぎ

な
い
。
特
に
日
本
の
状
況
に
相
応
し
た
具
体
性
を
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が
先
生
は
明
治
八
年
『
文
明
論
之
概
略
』
に
お
い
て
こ
う
い
う
考
え

方
か
ら
一
歩
抜
け
出
し
、
つ
ま
り
国
際
的
関
係
に
つ
い
て
は
予
定
調
和
的
な
楽
観

論
を
排
し
て
明
白
に
一
つ
の
理
論
、
国
家
の
政
治
的
実
存
の
独
自
性
と
い
う
問
題

に
着
目
し
て
い
る
。

（
個
人
と
国
家
の
関
係
約
八
行
）

か
か
る
非
合
理
的
な
世
界
状
況
の
現
実
の
真
っ
只
中
に
お
い
て
日
本
の
独
立
を
確

保
し
て
ゆ
く
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
は
我
々
の
感
情
で
あ
る
、
こ
う
い
う
こ
と
を
非

常
に
痛
切
に
い
わ
れ
て
い
る
。
先
生
の
国
際
関
係
論
は
明
治
十
一
年
の
『
通
俗
国

権
論
』
に
お
い
て
「
百
巻
の
万
国
公
法
は
数
門
の
大
砲
に
若し

か
ず
、
幾
冊
の
和
親

条
約
は
一
筐
の
弾
薬
に
若
か
ず
」
と
言
い
切
る
と
こ
ろ
ま
で
来
た
。
先
生
は
我
国

の
外
交
上
の
不
利
を
除
く
た
め
条
約
の
改
正
を
強
調
さ
れ
た
が
、
一
方
で
は
条
約

は
一
片
の
紙
き
れ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

福
沢
先
生
が
「
唐
人
往
来
」
の
万
国
公
法
思
想
論
で
万
国
の
同
等
の
地
位
を
強

調
し
て
か
ら
我
国
の
万
国
公
法
思
想
は
ま
さ
に
百
八
十
度
の
大
転
換
を
遂
げ
た
か

の
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
国
家
を
存
立
さ
せ
て
ゆ

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
こ
う
い
う
こ
と
が
明
治
十
四
、
五
年
頃
か
ら
日
清
戦
争

に
い
た
る
間
に
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
か
か
る
国
権
論
が
福
沢
先
生

の
古
典
的
な
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
ど
の
程
度
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

化
し
た
か
。

私
の
強
調
し
た
い
の
は
こ
う
い
う
国
権
論
が
、
福
沢
先
生
の
大
陸
発
展
、
中
国

お
よ
び
朝
鮮
に
対
す
る
一
貫
し
た
非
常
に
強
硬
な
態
度
、こ
う
い
う
も
の
が
、後
々

の
日
本
の
国
際
的
な
発
展
の
仕
方
、
あ
る
い
は
超
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
も
の

と
一
体
ど
こ
が
違
う
か
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
な
け
れ
ば
福
沢
先
生
の
国
権
論
の

全
体
が
理
解
で
き
な
い
。
ま
ず
根
本
的
な
違
い
は
、
東
洋
世
界
に
対
す
る
政
策
の

根
本
に
近
代
化
を
不
可
欠
と
し
た
の
が
福
沢
先
生
の
命
題
で
あ
る
。
東
洋
世
界
の

近
代
化
と
い
う
も
の
は
不
可
欠
の
存
在
で
あ
っ
た
。
東
洋
の
近
代
化
は
東
洋
人
自

ら
の
手
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
よ
り
近
代
化
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
こ
に
お
い
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
技
術
文
化
も
入
っ
て
く
れ
ば
東
洋
世

界
は
植
民
地
に
な
る
と
い
う
、
こ
う
い
う
状
態
を
打
破
し
て
自
ら
の
手
で
近
代
化

す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。
満
清
政
府
は
幕
府
に
も
ま
し
て
猛
烈
な
排
外
主
義
、
孤
立

主
義
で
固
ま
っ
て
い
て
一
切
近
代
化
を
寄
せ
つ
け
な
い
。
こ
の
満
清
政
府
と
い
う

も
の
が
現
存
す
る
限
り
東
洋
の
近
代
化
は
望
め
な
い
。
満
清
政
府
を
打
倒
す
る
こ

と
な
く
し
て
東
洋
世
界
は
近
代
化
さ
れ
な
い
、
東
洋
世
界
を
改
革
し
て
立
派
な
国

家
群
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
に
先
生
は
中
国
お
よ
び
朝
鮮
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に
対
し
て
非
常
に
強
硬
論
を
と
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

に
東
洋
世
界
の
近
代
化
の
根
本
問
題
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

点
で
先
生
の
大
陸
膨
張
論
は
、
帝
国
主
義
的
な
膨
張
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

日
本
が
東
洋
世
界
で
一
応
立
派
な
独
立
国
と
な
っ
た
以
上
は
自
分
の
国
だ
け
を

思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
東
洋
の
イ
ン
ド
、
支
那
、
朝
鮮
、
あ
る
い
は
植
民
地
的
な

諸
国
に
も
お
よ
ぼ
し
て
、
日
本
を
立
派
な
独
立
国
に
仕
立
る
と
と
も
に
ア
ジ
ア
諸

国
に
近
代
的
改
革
を
施
し
て
、
ア
ジ
ア
諸
国
が
連
繋
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
帝
国
主
義

勢
力
よ
り
守
っ
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
が
先
生
の
窮
極
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に

お
い
て
後
の
日
本
の
帝
国
主
義
的
な
超
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
違
う
の
で
あ
り
ま

す
。
つ
ぎ
に
違
う
点
は
大
陸
に
対
す
る
積
極
政
策
、
国
家
論
を
強
調
し
て
い
る
間

に
も
国
内
を
近
代
化
す
る
こ
と
を
全
く
放
擲
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
。
明

治
十
五
年
十
二
月
七
日
か
ら
十
二
日
に
わ
た
っ
て
『
時
事
新
報
』
に
「
東
洋
の
政

略
果
し
て
如
何
せ
ん
」
と
い
う
有
名
な
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て

先
生
は
官
民
調
和
の
必
要
を
力
説
せ
ら
れ
、
内
に
あ
っ
て
は
民
権
伸
張
を
主
張
し

外
に
対
し
て
軍
備
を
拡
充
し
て
国
権
の
伸
張
を
主
張
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
在

野
の
官
権
新
聞
で
藩
閥
政
権
を
擁
護
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
自
分
の
説
と
が
根
本

に
お
い
て
違
う
こ
と
も
主
張
し
そ
れ
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
て
い
ま

す
。先

生
は
国
内
の
近
代
化
を
ま
す
〳
〵
進
め
な
い
で
は
東
洋
の
啓
蒙
と
い
っ
た
大

き
な
仕
事
は
と
て
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
ら
れ
た
。
国
内
近
代
化
と
国

権
伸
張
は
並
行
し
て
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
国
権
拡
張
論

は
文
明
の
進
歩
と
い
う
部
門
に
制
限
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
国
権
拡
張
に
対
し
て

先
生
は
大
陸
に
対
す
る
帝
国
主
義
的
な
発
展
を
肯
定
す
る
に
い
た
っ
た
か
の
よ
う

な
言
辞
を
さ
れ
た
際
に
お
い
て
も
、
先
生
は
一
向
反
動
の
排
外
主
義
は
肯
定
し
な

か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
の
国
権
論
と
い
う
も
の
は
い
わ
ゆ
る
玄
洋
社
的
な

国
権
論
と
は
根
本
を
分
つ
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
十
四
年
の
政
変
を
契

機
に
政
府
は
民
権
運
動
を
弾
圧
す
る
た
め
教
育
方
針
を
一
変
し
、
反
動
的
な
教
育

を
行
っ
た
。
こ
の
と
き
の
先
生
の
怒
り
は
大
変
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

（
文
引
用
）〔
他
の
場
合
と
異
な
り
、
引
用
の
主
題
や
長
さ
の
説
明
は
な
い
〕

先
生
は
官
民
調
和
を
説
き
大
陸
発
展
を
説
く
真
只
中
に
お
い
て
、
こ
う
い
う
こ
と

を
い
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
軍
備
拡
張
と
い
う
こ
と

を
唱
え
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
先
生
の
国
権
拡
張
の
根
本
の
考
え
方

は
い
わ
ゆ
る
武
を
優
位
に
す
る
こ
と
に
な
か
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
先

生
の
一
番
恐
れ
ら
れ
た
の
は
武
断
政
治
の
到
来
で
あ
り
ま
し
た
。
先
生
は
国
権
論

と
と
も
に
分
権
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
我
々
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。
従
っ
て
国
力
の
発
展
に
つ
い
て
も
総
て
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
軍
備
だ
け
が
異
常
な
発
展
を
な
し
、
経
済
な
ど
各
種
の
も
の

が
相
伴
わ
な
い
不
均
衡
な
発
展
を
も
っ
と
も
心
配
し
て
お
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま

す
。

（
経
済
、
教
育
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
発
達
し
て
先
生
の
主
張
が
は
じ
め
て
生
れ

る
約
十
行
）

丁
度
一
八
八
〇
年
来
世
界
は
い
わ
ゆ
る
帝
国
主
義
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
列
国
が
中
国
に
向
っ
て
帝
国
主
義
の
鉾
先
を
集
中
し
た
。
こ
う
い
う
時
代

に
お
い
て
日
本
の
独
立
を
確
保
し
て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
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あ
り
ま
し
て
、
福
沢
先
生
は
し
ば
〳
〵
国
際
関
係
に
お
い
て
行
過
ぎ
る
言
辞
を
弄

し
た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
と
い
う
も
の
を
我
々
は
よ
く

理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
今
申
し
ま
し
た
後
の
超
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
と
い
う
も
の
と
は
非
常
に
違
う
の
で
あ
り
ま
す
。
先
生
が
中
国
分
割
論
を
唱
え

た
こ
と
は
、
も
っ
と
も
極
端
な
形
で
先
生
の
根
本
の
原
則
を
逸
脱
し
て
い
る
。
し

か
し
そ
の
場
合
で
も
、
先
生
の
も
の
の
考
え
方
に
は
後
の
い
わ
ゆ
る
東
亜
新
秩
序

論
に
移
行
し
た
時
代
と
非
常
に
違
う
点
が
あ
り
ま
す
。
先
生
は
現
実
認
識
の
問
題

と
彼
自
身
の
価
値
判
断
と
を
絶
え
ず
区
別
し
て
い
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
戦
争
は

国
家
間
の
抗
争
で
権
謀
術
策
、
権
力
の
闘
争
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
正
義
と
い

う
こ
と
は
あ
く
ま
で
高
遠
な
理
想
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
後
の
大
東
亜
新
秩
序
、

東
洋
平
和
の
た
め
と
い
う
美
辞
麗
句
は
、
実
は
日
本
帝
国
主
義
の
進
出
を
道
徳
的

に
美
化
す
る
権
謀
術
策
の
産
物
で
あ
る
。

我
々
は
戦
争
か
ら
学
ぶ
べ
き
二
つ
の
問
題
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
一
つ
は
単

に
抽
象
的
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
、
こ
れ
は
お
坊
ち
ゃ
ん
的
な
議
論
で
現
実
に
根
を

下
さ
ず
、
美
し
い
夢
の
よ
う
な
理
想
を
語
っ
て
い
る
。
他
の
一
つ
は
苛
烈
な
国
際

的
な
政
治
的
対
立
と
い
う
悪
し
き
現
実
の
認
識
が
そ
の
肯
定
に
な
っ
て
し
ま
う
。

一
方
の
抽
象
的
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
、
ア
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
と
反
対
で
、
国
際
正
義

と
か
平
和
の
理
想
は
権
謀
術
策
の
仮
面
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。

（
以
下
終
り
ま
で
国
家
の
独
立
と
個
人
の
自
由
に
つ
い
て
先
生
の
考
え
方
約

十
五
行
）
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解

説

平
石
直
昭

本
誌
第
十
号
に
は
、
近
藤
邦
康
氏
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
「
一
九
八
九
年
三
月

二
〇
日

丸
山
眞
男
・
李
沢
厚
対
談
」
の
記
録
が
「
特
別
寄
稿
」
と
し
て
載
っ
て

い
る
。
以
下
に
翻
刻
す
る
の
は
、
こ
の
対
談
用
に
丸
山
が
準
備
し
た
メ
モ
（
及
び

対
談
中
の
筆
記
）
と
推
定
さ
れ
る
資
料
で
あ
る
。
翻
刻
は
川
口
雄
一
・
金
子
元
両

氏
に
よ
る
。
近
藤
氏
に
よ
る
記
録
を
裏
づ
け
る
自
筆
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
り
、

ま
た
メ
モ
と
記
録
と
を
比
較
す
る
と
興
味
深
い
点
が
う
か
び
あ
が
る
の
で
、
本
号

に
載
せ
る
こ
と
に
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
内
容
に
即
し
て
編
者
が
付
し
た
。
こ
の

「
解
説
」
で
は
、
ま
ず
周
辺
的
な
事
柄
と
し
て
、
①
対
談
が
行
わ
れ
た
「
岩
波
書

店
旧
館
丸
山
研
究
室
」
と
、
②
対
談
実
現
ま
で
の
背
景
事
情
の
二
点
に
つ
い
て
説

明
し
、
つ
い
で
内
容
に
関
し
て
幾
つ
か
興
味
深
い
点
を
取
り
あ
げ
る
。

①
「
特
別
寄
稿
」
の
冒
頭
に
は
、
対
談
が
「
岩
波
書
店
旧
館
丸
山
研
究
室
」
で

行
わ
れ
た
と
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
部
屋
が
岩
波
書
店
に
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た

そ
の
設
置
時
期
や
性
格
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
は
、ほ
と
ん
ど
な
い
と
思
わ
れ
る
。

幸
い
に
筆
者
は
伊
藤
修
氏
か
ら
、
こ
の
点
に
関
し
て
詳
し
い
ご
教
示
を
得
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

伊
藤
氏
は
岩
波
「
日
本
思
想
大
系
」
の
編
集
者
の
一
人
と
し
て
、
担
当
巻
の
仕

事
以
外
に
、
編
集
委
員
だ
っ
た
丸
山
の
補
助
業
務
に
当
た
り
、
ま
た
書
店
の
若
手

編
集
者
に
呼
び
か
け
て
、
丸
山
の
指
導
下
に
『
文
明
論
之
概
略
』
の
読
書
会
を
組
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織
し
た（
一
九
七
八
年
〜
）。
そ
の
折
の
テ
ー
プ
起
し
原
稿
が
後
に
岩
波
新
書『「
文

明
論
之
概
略
」
を
読
む
』（
上
中
下
）
の
素
材
に
な
っ
た
（
一
九
八
六
年
公
刊
）。

さ
ら
に
氏
は
丸
山
の
最
晩
年
に
『
丸
山
眞
男
集
』
の
企
画
・
編
集
に
従
い
、
ま
た

後
年
『
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
務
も
担
当
さ

れ
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
丸
山
に
も
っ
と
も

親
炙
し
た
編
集
者
の
一
人
で
あ
る
。
原
文
は
私
信
の
形
を
と
っ
て
い
る
が
、
東
大

退
職
前
後
か
ら
の
丸
山
の
動
向
を
う
か
が
う
上
で
も
貴
重
な
の
で
、
氏
の
許
可
を

得
て
、
関
連
す
る
箇
所
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
（「
／
」
は
改
行
箇
所
を
示
す
）。

「
一
九
七
〇
年
、
岩
波
書
店
は
、
三
階
建
の
本
館
（
旧
商
大
校
舎
）
だ
け
を
残
し
、

そ
の
北
側
に
付
属
す
る
社
有
地
に
七
階
建
の
今
の
本
社
ビ
ル
を
建
て
ま
し
た
。
そ

の
際
、
新
し
い
本
社
ビ
ル
に
移
っ
て
空
い
た
旧
本
館
二
階
の
旧
役
員
室
を
二
つ
の

小
部
屋
に
区
切
り
、
そ
の
一
室
を
、
日
本
思
想
大
系
編
集
部
の
別
室
と
し
て
丸
山

先
生
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。
／
当
時
、
丸
山
先
生
は
、
東
大

紛
争
の
な
か
で
健
康
悪
化
。
七
〇
年
五
月
東
大
病
院
退
院
後
、
翌
年
三
月
初
め
東

大
辞
職
す
る
頃
ま
で
、
熱
海
の
惜
櫟
荘
に
長
期
滞
在
さ
れ
、
静
養
を
兼
ね
て
、
五

月
に
刊
行
開
始
し
た
日
本
思
想
大
系
の
編
集
委
員
と
し
て
の
作
業
や
、
執
筆
準
備

も
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
時
期
に
先
生
に
お
願
い
し
て
ご

承
諾
い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い
ま
す
。（
中
略
）
部
屋
の
大
き
さ
は
二
間
×
四
間

く
ら
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
南
側
と
西
側
が
窓
、
北
側
が
隣
室
と
の
仕
切
り
で

書
棚
。（
中
略
）
置
い
て
あ
る
デ
ス
ク
や
数
人
が
囲
め
る
応
接
セ
ッ
ト
は
、
旧
役
員

室
で
使
っ
て
い
た
お
古
で
し
た
。
／
来
室
日
は
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
先
生
の
お
仕

事
の
都
合
で
、
予
め
ご
連
絡
が
あ
っ
た
り
、
突
然
見
え
ら
れ
た
り
、
私
が
直
接
か

か
わ
っ
て
い
た
二
年
余
の
時
期
は
、
平
均
す
る
と
週
に
一
度
か
ら
二
度
く
ら
い

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
在
室
時
間
も
ま
ち
ま
ち
で
し
た
。
／
社
内
の
こ
う
い
う
研

究
室
的
な
部
屋
は
、
丸
山
先
生
以
前
に
も
、
辞
典
の
河
野
与
一
先
生
の
部
屋
、
大

航
海
時
代
叢
書
の
増
田
義
郎
先
生
の
部
屋
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
」。

そ
し
て
伊
藤
氏
が
「
講
座
日
本
歴
史
」
や
「
新
書
」
の
職
場
に
移
っ
た
後
も
、

こ
の
部
屋
で
し
ば
し
ば
丸
山
と
面
談
し
、そ
の
中
か
ら
上
記
の『「
文
明
論
之
概
略
」

を
読
む
』
や
、「
日
本
思
想
大
系
」
が
完
結
し
た
後
の
「
近
代
日
本
思
想
大
系
」
の

企
画
な
ど
も
う
ま
れ
た
と
い
う
。
や
が
て
「
一
九
八
九
年
に
は
、
先
生
の
部
屋
の

あ
っ
た
旧
本
館
は
老
朽
化
が
進
み
、
と
り
こ
わ
す
こ
と
に
な
り
…
…
丸
山
先
生
の

部
屋
は
、
旧
本
館
か
ら
本
社
ビ
ル
七
階
の
旧
会
長
室
に
移
転
し
ま
す
。
先
生
は
旧

本
館
の
部
屋
に
た
い
へ
ん
愛
着
を
も
っ
て
お
ら
れ
、
本
社
ビ
ル
に
移
る
こ
と
に
は

乗
り
気
で
は
な
く
、
交
渉
に
あ
た
っ
た
緑
川
社
長
は
先
生
の
同
意
を
い
た
だ
く
の

に
か
な
り
苦
労
し
た
ら
し
い
。
先
生
と
し
て
は
、
取
り
壊
す
の
は
残
念
だ
け
れ
ど

自
分
の
部
屋
を
別
に
新
し
く
用
意
し
て
く
れ
る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
こ
の
と
き
、
先
生
の
部
屋
は
も
う
思
想
大
系
別
室
で
は
な
く
て
丸
山

著
作
集
準
備
室
な
の
だ
と
い
う
の
が
緑
川
社
長
の
意
向
で
、
私
に
も
「
そ
の
つ
も

り
で
い
て
く
れ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
」。
そ
し
て
実
際
に
一
九
九
四
年
三
月
に

『
丸
山
眞
男
集
』
の
刊
行
が
決
ま
る
と
、
こ
の
本
社
ビ
ル
の
七
階
の
部
屋
が
そ
の

作
業
場
に
な
り
、
編
集
を
手
伝
っ
た
若
手
研
究
者
の
「
出
勤
」、
編
集
・
製
作
・
校

正
担
当
者
の
出
入
り
な
ど
、「
社
内
で
も
話
題
に
な
る
ほ
ど
人
の
出
入
り
の
多
い

部
屋
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
な
お
伊
藤
氏
に
よ
れ
ば
、「
丸
山
先
生
は
、
岩
波
書
店

の
こ
の
部
屋
に
つ
い
て
は
、「
丸
山
研
究
室
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
る
の
を
嫌
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が
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は
そ
の
お
気
持
ち
が
わ
か
り
ま
す
の
で
、
秘
密

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
外
部
で
は
、
あ
ま
り
話
題
に
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
せ
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

以
上
が
伊
藤
氏
の
ご
教
示
の
概
略
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
書
店
内
で
は
「
丸
山
先

生
の
お
部
屋
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
「
丸
山
研
究
室
」
が
、
一
九
七
〇
年
に

旧
本
館
に
設
置
さ
れ
、
八
九
年
に
本
社
ビ
ル
に
移
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て

近
藤
氏
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
李
沢
厚
氏
と
の
対
談
は
八
九
年
三
月
二
〇
日
に
旧
本

館
で
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
は
本
社
ビ
ル
に
移
る
直
前
の
時
期
だ
っ
た
こ
と

に
な
る
わ
け
で
あ
る
（
対
談
時
の
記
念
写
真
が
残
っ
て
お
り
、
部
屋
の
様
子
も
窺

う
こ
と
が
で
き
る
）。

②
対
談
は
訪
日
中
の
李
氏
の
希
望
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
背
景
事
情
に
つ
い
て

は
、
近
藤
氏
が
東
大
社
会
科
学
研
究
所
を
退
職
さ
れ
る
さ
い
の
座
談
会
「
中
国
近

代
思
想
史
と
私
」
に
言
及
が
あ
る
（『
社
会
科
学
研
究
』
第
四
六
巻
第
五
号
、
一
九

九
五
年
二
月
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
近
藤
氏
は
、
一
九
八
二
年

に
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
中
国
に
長
期
滞
在
し
、
多
く
の
学
術
交
流
の
機
会

を
え
た
。
な
か
で
も
「
北
京
で
は
、
哲
学
の
李
沢
厚
と
共
産
党
史
・
マ
ル
ク
ス
主

義
思
想
の
丁
守
和
、
上
海
で
は
、
経
学
史
の
湯
志
鈞
、
こ
の
三
人
か
ら
吸
収
す
る

も
の
が
多
か
っ
た
」。
そ
し
て
こ
の
三
人
を
順
に
日
本
に
招
く
こ
と
を
企
画
し
、

ま
ず
湯
氏
を
半
年
招
き
、
次
に
丁
氏
を
呼
ぼ
う
と
し
た
が
時
間
が
か
か
り
（
実
現

は
九
一
年
）、国
際
交
流
基
金
に
よ
る
李
沢
厚
氏
の
招
聘（
八
九
年
）が
先
行
し
た
。

そ
し
て
「
李
氏
の
希
望
で
、
私
が
世
話
し
て
丸
山
眞
男
・
李
沢
厚
対
談
を
設
定
し
、

私
が
四
時
間
ほ
ど
司
会
と
通
訳
を
つ
と
め
ま
し
た
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
対
談
が

実
現
し
た
わ
け
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
メ
モ
の
内
容
に
関
し
て
、
幾
つ
か
興
味
深
い
点
を
あ
げ
る
。
編
者
が

〔
Ⅰ
〕
と
し
た
部
分
は
、
対
談
に
先
だ
っ
て
丸
山
が
用
意
し
た
メ
モ
で
あ
り
、
彼

が
対
談
で
何
を
話
す
つ
も
り
で
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
〔
Ⅱ
〕

は
、
李
の
質
問
を
丸
山
が
書
き
と
め
、
あ
る
い
は
応
答
す
る
た
め
に
そ
の
要
点
を

記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
近
藤
氏
作
成
の
対
談
記
録
と
照
合
す
る
と
、〔
Ⅰ
〕
の
な
か
で
、『
日

本
政
治
思
想
史
研
究
』
の
内
容
や
執
筆
の
超
学
問
的
動
機
に
関
す
る
項
目
（
2.

戦
中
の
「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て
）
や
、
徳
川
日
本
に
お

け
る
諸
子
百
家
研
究
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（

⑵
諸
子
百
家
の
受
容
と
注
釈
）
な

3.

ど
は
、
対
談
で
は
ほ
と
ん
ど
話
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
項
目
の
う

ち
、
対
談
で
は
李
氏
の
質
問
に
答
え
る
な
か
で
、
適
宜
、
順
序
を
か
え
て
語
ら
れ

て
い
る
も
の
も
あ
る
反
面
で
、
メ
モ
で
の
順
序
と
対
談
で
の
そ
れ
と
が
一
致
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と
え
ば
冒
頭
の
旧
制
中
学
・
高
校
時
代
の
漢
文
・
中
文
の

学
習
に
つ
い
て
語
っ
た
箇
所
は
後
者
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
管
見
の
か
ぎ
り
で

は
、
既
刊
の
回
顧
談
の
類
で
丸
山
が
中
学
時
代
に
『
論
語
』『
孟
子
』
を
全
巻
読
ん

だ
こ
と
、
あ
る
い
は
一
高
で
長
沢
規
矩
也
か
ら
『
韓
非
子
』
や
現
代
中
国
文
を
学

ん
だ
こ
と
に
ふ
れ
た
も
の
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
部
分
は
、
貴
重
な
伝
記
的

情
報
と
い
え
る
。
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ま
た
対
談
で
は
十
分
語
ら
れ
る
こ
と
な
し
に
終
わ
り
、
用
意
し
た
メ
モ
の
方
が

丸
山
の
考
え
を
よ
く
伝
え
て
い
る
項
目
も
あ
る
。
ド
バ
リ
ー
の
朱
子
学
評
価
に
対

す
る
批
判
は
そ
の
例
で
あ
る
。
こ
こ
で
丸
山
の
念
頭
に
あ
る
の
は
、
W
m
.

T
heodore
de
Bary,T
he
LiberalT
radition
in
China,1983,Colum
bia

U
niversity
Pressを
邦
訳
し
た
『
朱
子
学
と
自
由
の
伝
統
』
で
あ
ろ
う
（
山
口
久

和
訳
、一
九
八
七
年
、平
凡
社
、丸
山
文
庫
登
録
番
号
0188253）。
実
は
ド
バ
リ
ー

自
身
は
本
書
で
、
丸
山
の
名
を
あ
げ
て
批
判
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し

本
書
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
通
じ
る
よ
う
な
「
自
由
」
の
伝
統
を
朱
子
学
に
見
い
だ

し
、
そ
の
思
想
史
的
意
義
の
再
評
価
を
試
み
て
い
る
点
で
、
丸
山
は
自
分
の
学
説
が

批
判
さ
れ
た
と
受
け
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
既
刊
の
著
述
類
に
は
、

丸
山
が
ド
バ
リ
ー
説
を
批
判
し
た
文
章
は
な
い
の
で
、
メ
モ
で
の
こ
の
部
分
は
貴
重

で
あ
る
。

右
の
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
、
丸
山
が
用
意
し
た
メ
モ
に
は
該
当
項
目
が
な
く
（
あ

る
い
は
あ
っ
て
も
意
味
連
関
が
異
な
る
）、
李
の
質
問
に
触
発
さ
れ
て
丸
山
が
展

開
し
た
議
論
が
か
な
り
あ
る
。
日
本
と
中
国
に
お
け
る
家
族
・
社
会
の
あ
り
方
や

そ
れ
と
関
連
す
る
価
値
意
識
の
違
い
に
関
す
る
議
論
、
あ
る
い
は
福
澤
諭
吉
評
価

に
関
す
る
議
論
（
変
法
自
強
運
動
が
も
っ
と
早
く
に
行
わ
れ
て
い
れ
ば
、
福
澤
は

彼
ら
と
握
手
し
た
で
あ
ろ
う
）
な
ど
で
あ
る
。
他
方
で
記
録
か
ら
判
断
す
る
限
り

で
は
、
経
験
主
義
と
神
秘
主
義
と
が
宣
長
に
お
い
て
い
か
に
関
連
し
て
い
る
か
と

い
う
李
の
質
問
に
、
丸
山
は
十
分
に
は
答
え
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

丸
山
発
言
の
な
か
で
、既
刊
の
著
述
類
で
の
そ
れ
と
重
な
る
も
の
は
当
然
多
い
。

ア
ジ
ア
は
一
つ
で
は
な
い
と
の
主
張
（
日
中
同
文
同
種
観
へ
の
反
対
）、
発
生
論
と

本
質
論
の
区
別
、
外
来
思
想
を
変
形
さ
せ
る
日
本
の
思
想
的
要
因
論
（
い
わ
ゆ
る

「
古
層
」
論
）、
徳
川
時
代
に
お
け
る
日
本
儒
学
の
特
徴
論
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
他
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
丸
山
の
議
論
と
し
て
以
下
の
三
点
を
あ
げ

て
お
く
。
①
形
而
上
学
・
宇
宙
哲
学
を
探
究
し
た
例
外
的
思
想
家
と
し
て
の
三
浦

梅
園
に
対
す
る
評
価
、
②
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
う
普
遍
主
義
的
世
界
観
に
よ
っ
て

中
国
の
伝
統
を
相
対
化
し
た
と
い
う
毛
沢
東
に
対
す
る
評
価
（
中
国
独
立
の
道
具

と
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
を
使
っ
た
と
い
う
見
方
へ
の
批
判
を
含
意
す
る
）、
③
「
乱

暴
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
、
ギ
リ
シ
ア
・
中
国
・
日
本
に
、
真
・
善
・

美
を
配
当
す
る
見
解
の
提
示
、
で
あ
る
。

文
献
解
題

川
口
雄
一
・
金
子
元

底
本
は
、
丸
山
文
庫
所
蔵
の
草
稿
類
資
料
「「

李
沢
厚
」
会
談
・

M
arch.20’89

会
合
の
た
め
の
メ
モ
」（
資
料
番
号

）。
レ
ポ
ー
ト
用
紙（
茶
罫
・
Ａ
４
判
）

879-6-3
五
枚
。「
近
代
日
本
に
つ
い
て
（
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
で
の
発
言
）」
と
自
書
さ
れ
た

フ
ァ
イ
ル
に
収
め
ら
れ
て
い
た
。

近
藤
邦
康
「
一
九
八
九
年
三
月
二
〇
日

丸
山
眞
男
・
李
沢
厚
対
談
」（
本
『
報

告
』
前
号
掲
載
）
と
突
き
合
わ
せ
る
と
、
本
資
料
中
(ａ
)(ｂ
)(ｃ
)等
と
立
項
・
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整
理
さ
れ
て
い
る
後
半
三
枚
の
メ
モ
は
、
対
談
冒
頭
の
丸
山
の
自
己
紹
介
等
の
発

言
と
対
応
し
、
事
前
に
用
意
さ
れ
た
も
の
、
そ
れ
に
た
い
し
て
最
初
の
二
枚
は
、

李
沢
厚
の
発
言
な
い
し
李
発
言
へ
の
丸
山
の
応
答
と
対
応
し
て
お
り
、
対
談
の
な

か
で
書
き
と
ら
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
に
も
と
づ
き
、本
稿
で
は
、

作
成
さ
れ
た
順
序
に
並
び
替
え
翻
刻
し
た
。

な
お
、
本
資
料
の
当
初
の
並
び
及
び
そ
の
内
容
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男

文
庫
草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://m

aruyam
abunko.tw

cu.ac.

）
で
確
認
で
き
る
。

jp/archives

凡

例

一

本
文
は
原
則
と
し
て
新
字
体
・
通
用
し
て
い
る
字
体
で
統
一
し
た
。

一

句
読
点
は
原
則
と
し
て
原
資
料
を
元
に
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て

加
除
・
変
更
し
た
場
合
が
あ
る
。

一

明
ら
か
な
誤
り
は
断
り
な
く
直
し
た
場
合
が
あ
る
。

一

判
読
不
能
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一

書
名
・
史
料
名
等
に
は
断
り
な
く
引
用
符
（「

」『

』
等
）
を
付
し
た
。

欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
と
し
た
。

一
﹇

﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
丸
山
が
欄
外
に
記
入
し
た
注

記
や
補
足
等
で
あ
る
。

一
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
編
者
が
付
し
た
注
記
で
あ
る
。

た
だ
し
、
●
頁
下
段
一
二
行
の
「〔
名
家
（
公
孫
龍
な
ど
）
が
殆
ど
紹
介
さ
れ
な

い
〕」
は
、
丸
山
に
よ
る
。

一

丸
山
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
考
え
を
知
る
上
で
重
要
と
思
わ

れ
る
部
分
は
〈

〉
内
に
復
元
し
た
。

丸
山
眞
男
・
李
沢
厚
対
談
メ
モ

〔
Ⅰ
〕

私
の
戦
前
・
戦
中
の
中
国
思
想
勉
強

1.

中
学

四
年
「
論
語
」
五
年
「
孟
子
」
全[カ

]部

訓
読

白
文
練
習

a)

高
等
学
校

長
沢
規
矩
也
先
生

イ
、
韓
非
子
（
中
国
か
ら
と
り
よ
せ
た
出
版
）

ロ
、
現
代
中
国
文
の
解
釈
（
発
音
ヌ
キ
、
意
味
だ
け
）→

「
人
民
日
報
」

⎩―⎨―⎧
を
読
む
の
に
役
立
っ
た
。

大
学
助
手
時
代

b)
イ
、
日
本

江
戸
時
代
の
儒
教
研
究
の
前
提
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
中
国
古

典
及
び
書
誌
学
（
今
文
尚
書
・
古
今[文

]尚
書
等
）
を
勉
強
す
る
。
諸
子
百
家

を
中
心
と
し
、中
国
の
そ
の
後
の
儒
教
史
は
、馮
友
蘭『
中
国
哲
学
史
』（
二

冊
〔
上
巻
（
再
版
）、
神
州
国
光
社
、一
九
三
一
年
、登
録
番
号
0188493。
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下
冊
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
四
年
、
登
録
番
号
0188494〕）
等
々
の
概

説
を
よ
ん
だ
に
と
ど
ま
る
。
辛
亥
革
命
以
後
は
『
孫
文
全
集
』
を
外
務
省

翻
訳
〔
外
務
省
調
査
部
訳
編
『
孫
文
全
集
』
全
七
巻
、
第
一
公
論
社
、
一

九
三
九
―
四
〇
年
、登
録
番
号
0188359、0188360、0188361、0188362、

0188363〕
で
読
ん
だ
だ
け
。
中
国
共
産
党
関
係
は
入
手
不
可
能
。

に
感
激
。

Edger
Snow

,R
ed

Star
over

China

戦
後
は
社
会
科
学
の
分
野
で
も
中
国
研
究
者
が
続
々
出
た
の
で
「
東
洋
政
治

c)
思
想
史
」
の
講
座
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
中
心
の
研
究
。

∴
中
国
近
・
現
代
思
想
史
に
つ
い
て
語
る
資
格
は
な
い
。

戦
中
の
「
日
本
政
治
思
想
史
研
究
」
へ
の
批
判
に
つ
い
て

2.

時
代
状
況
の
産
物
で
あ
り
、
当
時
の
支
配
的
思
潮
に
た
い
す
る
抗
議

イ
、
日
本
主
義
＋
東
亜
新
秩
序
（
大
東
亜
共
栄
圏
）

＝
儒
教
（
実
は
日
本
化
さ
れ
た
儒
教
、
国
体
論
的
儒
教
﹇「
皇
道
」﹈）
の

強
調津

田
左
右
吉
へ
の
迫
害

ロ
、
東
洋
精
神
・
日
本
精
神
の
超
歴
史
性

思
想
の
歴
史
的
変
遷
・
堆
積

a.

あ
る

[
カ
]

思
想
（
世
界
観
）
の
内
在
的
矛
盾
に
よ
る
崩
壊―

→

日
本

⎩―⎨―⎧
b.

朱
子
学
（
＝
儒
教
）
に
適
用
し
よ
う
と
し
た

ハ
、
モ
ラ
リ
ズ
ム
（
西
洋
＝
物
質
文
明
）
の
強
調
へ
の
反
感

程
朱
学
、
朱
子
学
の
見
方

3.
⑴

日
本
化
さ
れ
た
儒
学
（
朱
子
学
）
と
中
国
朱
子
学
﹇
儒
学
﹈
と
の
ち
が
い
。

宇
宙
哲
学
（
形
而
上
学
）
の
欠
如
又
は
稀
薄

a)

朱
子
学
に
お
い
て
も
っ
と
も
鮮
明
。「
太
極
図
説
」

朝
鮮
儒
教
（
李
退
渓
）
の
媒
介

b)

→

闇
斎
学
派

と
関
連
し
、
理
よ
り
気
の
重
視
。
早
く
か
ら
気
一
元
論
の
登
場
。

c)

a)
経
験
主
義
的
傾
向
﹇

国
学
﹈

cf.

忠
の
孝
へ
の
優
越

﹇
領
主

[
カ
]

﹈

（
法
家
で
は
な
い
！
）

d)
日
常
身
辺
倫
理
の
重
視
﹇
善
悪
論←

→

「
国
家
」﹈

徳
治

⑵

諸
子
百
家
の
受
容
と
注
釈〔
名
家（
公
孫
龍
な
ど
）が
殆
ど
紹
介
さ
れ
な
い
〕

⑵

D
e
Bary
の
『
朱
子
学
と
自
由
〔
の
伝
統
〕』
の
批
判
。

〔ママ〕

「
自
由
」
の
多
義
性

⎩⎨⎧
a)

近
代
的
自
由
は
「
人
権
」
と
不
可
分
。
人
権
概
念
が
あ
る
か
？

b)

ア
メ
リ
カ
革
命

フ
ラ
ン
ス
革
命

の
人
権
宣
言→

世
界
人
権
宣
言

⎭⎬⎫

個
人
の
人
権
で
あ
っ
て
集
合
人
権
（
民
権
）
と
は
区
別
さ
れ
る
。

多
数
者
対
個
人
（
少
数
者
）
の
問
題
（
多
数
の
専
制
）

a)

国
家
（
社
会
）
権
力
か
ら
の
自
由
。
不
可
侵
の
人
権
。

b)

←
→

参
政
権

永
遠
な
も
の
（
古

典

い
に
し
え
の
ふ
み

＝
模
範
）
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→
⑶
「
批
林
批
孔
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
意
味
！

→

中
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
類
似日

本
は
歴
史
主
義
的
！

〔
Ⅱ
〕

李
沢
厚

M
arch.20

’89

日
本
文
化
に
つ
い
て

中
国
に
お
け
る
文
化
論

→

中
国
文
化
と
日
本
文
化
が
近
い
と
い
う
見
方
が
か
な
り
あ
る
。

根
本
に
あ
っ
た
も
の
を
仏
教
も
儒
教
も
変
え
て
い
な
い
。

禅
と
武
士
道

非
理
性
的
な
も
の
。

〈
知
〉

真
〈
理
〉

〈
情
〉

善

道み
ち

⎩―⎨―⎧
◯美

姜
沆

李
退
渓

natura

〈
Eidos〉

×
本
然
之
性

自
然

人
間
論

O
nozukara

⎩―⎨―⎧

気
質
之
性

空
海

真
言
密
教

即
身
成
仏
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻

「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
報
告
原
稿

丸

山

眞

男

解
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�

�

�

�

�

�
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�109

凡

例
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�110

Ⅲ

当
初
の
基
本
的
視
点
／
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�111

編
者
注
⑤
「「「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ

れ
わ
れ
の
O
rthodoxy
に
す
る
こ
と
。」
メ
モ
」
111

編
者
注
⑪
「
正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
」

・「
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
対
象
」
112

編
者
注
⑳
「「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件
」

資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
113

編
者
注
㉑
「「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
113

編
者
注
㉒
「「
異
端
狩
り

レ
ー
ニ
ン

＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
赤
い
清

教
徒
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
114

編
者
注
㉓
「「
経
典
と
正
統
･異
端
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
115

編
者
注
㉕
「「
諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置

W
eber」
資
料
抜
粋

・
メ
モ
」
116

編
者
注
㉖
「「
真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―

そ
の
理
由

W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
116

編
者
注
㉗
「「
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自

の
教
権
組
織
を
も
つ
こ
と
で
異
端
と
な
る
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
117

編
者
注
㉘
「「Gustav

M
ensching

:Soziologie
der

grossen

」

Religionen,Ludw
ig

Röhrscheid
V
erlag,Bonn,1966

資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
118

編
者
注
㉙
「「Bryan

W
ilson,Religious

Sects,M
cGraw

-H
ill,N

.Y
.,

」
読
書
メ
モ
」

1970.

119

編
者
注
㉚
「「B.R.W

ilson,A
T
ypology

ofSects
in“

Sociology」
読

ofReligion”,1963,
ed.Ronald

Robertson,1969.

書
メ
モ
」
121

編
者
注
33
「「
正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
メ
モ
」
123

Ⅳ

政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�124

編
者
注
③
「「
政
事
の
構
造
」
メ
モ
」（
一
部
）
124
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Ⅴ

闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�131

編
者
注
②
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い

て

二
、
崎
門
の
絶
交
」（
一
部
）・「「「
異
学
の
禁
」
を
境
と

し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い
」
メ
モ
」
131

編
者
注
⑤
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い

て

二
、
崎
門
の
絶
交
」（
一
部
）
133

編
者
注
⑦
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

イ

敬
義
内
外
論
を
め

ぐ
る
異
義
」
134

編
者
注
⑧
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

ロ

儒
学
と
神
道
―
―

思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
」
137

編
者
注
⑩
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

ハ
門
人
間
の
人
間
関
係
」
141

編
者
注
⑪
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様

相
」（
一
部
）
147

編
者
注
⑭
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様

相
」（
一
部
）
148

編
者
注
⑮
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

む
す
び
―
―
「
崎
門
の

絶
交
」
の
意
味
」
150

Ⅵ

江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
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�

�

�

�

�

�

�

�152

編
者
注
①
「「「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と

「
対
自
的
」
正
統
。（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
）」
メ
モ
」

・「「
は
じ
め
に
異
端
（
ヘ
レ
ジ
ー
）
あ
り
き
（
要
約
、
結
論
）」

草
稿
」
152

編
者
注
②
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
」
に
関

す
る
メ
モ
」・「「
江
戸
期
の
儒
教
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け

る
）
意
義
と
役
割
」
メ
モ
」・「「
儒
学
」
と
「
儒
教
」
の
区
別

に
つ
い
て
の
メ
モ
」
153

編
者
注
③
「「
異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

・「「
異
学
の
禁
の
直
接
的
推
進
者
と
裏
面
」
メ
モ
」・「「「
異

学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

・「「「
吾
儒
中
の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機
」
メ

モ
」・「「「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
」
メ
モ
」・「「「
寛
政

異
学
の
禁
」
の
示
達
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
155

編
者
注
④
「「
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「
松
平
定
信

関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「
柴
野
栗
山
関
係
史
料
抜
粋
・
メ

モ
」・「「
松
平
定
信
、
大
学
経
文
講
義
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
162

編
者
注
⑤
「「
各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ

モ
」（
一
部
）・「「
禁
以
後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
の

学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
反

応
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
状
況
」

史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
寛
政
異
学
の
禁
、
各
藩
の
状
況
」
史

料
抜
粋
・
メ
モ
」
165

編
者
注
⑥
「「
異
端
と
異
教
」
メ
モ
」・「「
言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）」

・「
聖
書
の
な
か
で
た
ん
に
「
派
sect」
の
意
味
で
使
わ
れ
た

例
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
漢
語
と
し
て
の
「
異
端
」
の
語
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原
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
171

編
者
注
⑦
「「
吾
儒
中
の
異
端
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
174

編
者
注
⑧
「「
論
学
弊
（
異
端
の
発
生
と
類
型
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

・「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論

学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
一
部
）
176

編
者
注
⑨
「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学

弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
一
部
）
177

編
者
注
⑩
「『
弘
道
館
記
述
義
』
の
抄
録
及
び
コ
メ
ン
ト
」・「
史
料
ノ
ー

ト
（
引
出
し
⑦
後
期
水
戸
学
ほ
か
）」（
一
部
）・「「
後
期
水
戸

学
に
お
け
る
異
端
の
分
類
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
178

Ⅶ

国
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�184

編
者
注
②
「「
篤
胤
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
184

編
者
注
③
「「
古
道
と
歌
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」・「「
真
淵
「
万
葉
大

考
」」
史
料
抜
粋
」・「
新
古
今
主
義
の
系
譜
に
関
す
る
メ
モ
」
185

編
者
注
⑤
「「
真
淵
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
186

編
者
注
⑥
「「
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」」
メ
モ
」・「「「
ま

こ
と
」
の
前
史
（
歌
論
に
お
け
る
）」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」
188

編
者
注
⑦
「
歌
学
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
190

編
者
注
⑧
「「
宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
191

編
者
注
⑨
「「
宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機
」
史
料
抜

粋
・
メ
モ
」・「「
宣
長
に
お
け
る
古
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

・「「
宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
192

編
者
注
⑩
「
香
川
景
樹
／
木
下
幸
文
／
業
合
大
枝
に
関
す
る
史
料
抜
粋

・
メ
モ
」・「
本
居
大
平
／
伴
信
友
／
中
島
広
足
／
大
隈
言
道

に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」
194
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解

題

黒
沢
文
貴
・
山
辺
春
彦
・
川
口
雄
一

丸
山
眞
男
は
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
、
筑
摩
書
房
よ
り
刊
行

さ
れ
る
計
画
で
あ
っ
た
『
近
代
日
本
思
想
史
講
座
第
二
巻

正
統
と
異
端
』
執
筆

の
た
め
、石
田
雄
ら
と
と
も
に
研
究
会
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た（
い
わ
ゆ
る「
正

統
と
異
端
」
研
究
会
）。
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
で
は
、
音
声
記
録
と
し
て

残
さ
れ
て
い
た
同
研
究
会
の
記
録
を
翻
刻
し
、
編
集
・
刊
行
す
る
予
定
に
し
て
い

る
（『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
・
第
五
巻
、
岩
波
書
店
。
同
研
究
会
に
つ
い
て

も
、
詳
し
く
は
両
巻
の
「
解
説
」
を
参
照
）。

本
稿
は
、
こ
の
う
ち
同
集
第
四
巻
に
収
録
予
定
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の

各
回
に
お
い
て
、
丸
山
が
報
告
の
た
め
に
用
い
た
自
筆
原
稿
等
を
翻
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
併
せ
て
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
集
第
四
巻
の
理
解
も
よ

り
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(一
)
「
政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
」
の
原
稿
は
、
一
九
八
四
年
一
一
月
七
日
に

丸
山
が
新
日
本
奨
学
会
主
催
の
百
華
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
っ
た
講
演
「
日
本
思

想
史
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
本
講
演

の
記
録
は
「
政
事
の
構
造
」
と
改
題
の
上
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
二
巻
（
岩
波
書

店
、
一
九
九
六
年
）
に
収
録
）。
そ
の
後
、
一
九
八
五
年
九
月
二
七
日
の
「
正
統
と

異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
の
た
め
に
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
た

と
え
ば
本
稿
所
収
の
第
一
表
と
前
記
論
文
「
政
事
の
構
造
」
の
図
表
Ａ
と
の
間
に

は
異
な
る
箇
所
が
あ
る
。

(二
)
「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
に
つ
い
て
丸
山
が
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会

で
報
告
を
行
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
三
月
一
日
と
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
一
日

の
二
回
で
あ
る（『
丸
山
眞
男
集
別
集
』第
四
巻
に
は
後
者
の
記
録
を
収
録
予
定
）。

ま
た
、
そ
れ
に
先
立
つ
一
九
八
〇
年
一
月
一
二
日
に
、
日
本
学
士
院
で
も
同
名
の

論
文
報
告
を
行
っ
て
い
る
（
そ
の
音
声
記
録
の
一
部
が
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
に

含
ま
れ
て
お
り
（
資
料
番
号
1466）、
丸
山
眞
男
手
帖
の
会
編
『
丸
山
眞
男
話
文

集
』
第
三
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
）
で
活
字
化
さ
れ
て
い
る
）。
本
稿
で

翻
刻
し
た
「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
の
原
稿
は
、
ま
ず
日
本
学
士
院
で
の
論
文

報
告
の
た
め
に
作
成
さ
れ
、
二
度
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
準
備
の

際
に
加
筆
修
正
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(三
)
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
」
の
原
稿
は
、
一
九
八
七

年
七
月
二
九
日
の
「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
と

推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
同
年
九
月
一
四
日
に
丸
山
は
、
日
本
学
士
院
で
「
江
戸

時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
と
題
す
る
論
文
報
告
を
行
っ
て
お
り
、
本

原
稿
を
再
び
使
用
し
て
い
る
（
そ
の
音
声
記
録
は
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
1469・

1473。『
丸
山
眞
男
話
文
集
続
』
第
一
巻
（
み
す
ず
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
で
活
字

化
）。
し
た
が
っ
て
、
本
原
稿
に
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
で
の
報
告
後
に
加

筆
修
正
が
な
さ
れ
た
部
分
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
特
定
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
原
資
料
通
り
翻
刻
を
行
っ
た
。

な
お
、
そ
の
他
の
回
の
原
稿
に
つ
い
て
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
以
外
の
機

会
に
作
成
・
使
用
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
確
認
し
え
な
い
。
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凡

例

一

本
稿
は
、「
正
統
と
異
端
」研
究
会
で
用
い
ら
れ
た
丸
山
眞
男
自
筆
原
稿
等（
丸

山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
（
研
究
会
の
記
録
は
、

東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
編『
丸
山
眞
男
集
別
集
』第
四
巻（
岩
波
書
店
）

に
収
録
さ
れ
る
予
定
）。

一
『
丸
山
眞
男
集
別
集
』
第
四
巻
で
は
、「
正
統
と
異
端
」
研
究
会
の
各
回
の
記

録
に
、
丸
山
が
自
筆
原
稿
等
を
用
い
て
い
る
部
分
に
編
者
注
を
付
し
、
該
当
す

る
丸
山
文
庫
所
蔵
草
稿
類
資
料
名
と
資
料
番
号
を
紹
介
し
て
い
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
編
者
注
ご
と
に
、
自
筆
原
稿
等
の
本
文
を
翻
刻
し
た
。

一

本
文
は
原
則
と
し
て
新
字
体
・
通
用
し
て
い
る
字
体
・
新
仮
名
遣
い
で
統
一

し
た
。

一

難
読
と
思
わ
れ
る
漢
字
に
は
、
振
り
仮
名
を
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
内
に
適
宜

付
し
た
。
そ
の
際
、
各
作
品
の
初
出
に
付
す
こ
と
を
原
則
と
し
た
。

一

句
読
点
は
原
則
と
し
て
底
本
を
元
に
し
た
が
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
加

除
・
変
更
し
た
場
合
が
あ
る
。

一

拗
音
・
促
音
の
小
書
き
は
編
者
の
判
断
で
整
え
た
場
合
が
あ
る
。

一

明
ら
か
な
誤
り
は
断
り
な
く
直
し
た
場
合
が
あ
る
。

一

読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
適
宜
改
行
を
施
し
た
。

一

判
読
不
能
な
箇
所
は
□
で
示
し
た
。

一

引
用
文
は
丸
山
が
参
照
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
文
献
は
そ
れ
に
も
と
づ
い

て
、
そ
れ
以
外
は
丸
山
が
参
照
し
た
と
思
わ
れ
る
文
献
で
校
訂
し
た
。
新
字

体
・
通
用
し
て
い
る
字
体
で
統
一
し
た
が
、
仮
名
遣
い
は
原
典
ど
お
り
と
し
、

丸
山
が
付
し
た
も
の
以
外
の
圏
点
・
傍
点
等
は
省
略
し
た
。
返
り
点
、
送
り
仮

名
、
句
読
点
、
濁
点
、
振
り
仮
名
、
括
弧
は
、
丸
山
が
原
稿
に
付
し
た
も
の
が

あ
る
場
合
、
そ
れ
を
採
用
し
た
。

一

書
名
・
史
料
名
等
に
は
断
り
な
く
引
用
符
（「

」『

』
な
ど
）
を
付
し
た
。

欧
文
書
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
と
し
た
。

一

本
文
中
﹇

﹈（
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
丸
山
が
原
稿
の
欄
外

に
記
入
し
た
注
記
や
補
足
等
で
あ
る
。

一

本
文
中
〔

〕（
亀
甲
括
弧
）
で
表
示
し
た
も
の
は
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
、

本
稿
編
集
に
あ
た
っ
て
編
者
が
付
し
た
注
記
で
あ
る
。
た
だ
し
、
以
下
の
〔

〕

お
よ
び
そ
の
中
の
文
章
等
は
丸
山
に
よ
る
も
の
。

一
一
二
頁
下
段
六
―
七
行
、
一
一
五
頁
上
段
一
七
行
、
一
二
五
頁
上
段
八

行
、
一
二
六
頁
下
段
一
二
行
、
一
三
三
頁
上
段
八
行
、
一
三
三
頁
下
段
四

行
、
一
三
四
頁
上
段
一
七
―
一
八
行
、
一
五
三
頁
下
段
一
三
行
、
一
五
四

頁
下
段
一
九
行
、
一
五
九
頁
上
段
二
〇
行
、
一
六
四
頁
上
段
二
行
、
一
六

七
頁
下
段
一
七
行
、
一
七
一
頁
下
段
一
二
―
一
三
行
、
一
七
三
頁
上
段
七

行
、
一
八
二
頁
下
段
三
行
（
ル
ビ
）、
一
八
八
頁
下
段
九
・
一
一
・
一
四
・

一
七
行
、
一
九
〇
頁
下
段
五
行
、
一
九
一
頁
上
段
八
―
九
行
（
亀
甲
括
弧

の
み
）、
一
九
五
頁
下
段
六
行
。

一

本
稿
に
収
録
し
た
草
稿
類
資
料
の
一
部
は
、
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫

草
稿
類
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（http://m

aruyam
abunko.tw

cu.ac.

）
に
よ
っ
て
、
検
索
・
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

jp/archives/

― 110 ―



Ⅲ

当
初
の
基
本
的
視
点
／
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
（
一
九
八
九
年
五

月
一
日
）

編
者
注
⑤
「「「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ

れ
の
O
rthodoxy
に
す
る
こ
と
。」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー

677-2

ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

「
文
明
の
精
神
」
を
今
日
的
に
読
み
か
え
て
、
そ
れ
を
わ
れ
わ
れ
の
O
rthodoxy

に
す
る
こ
と
。
↓
Legitim
acy
と
し
て
は
日
本
国
憲
法
の
精
神

聖
徳
太
子
・
慈
円
（
道
理
と
自
然
法
学
）・
親
鸞
・
道
元
・



マ
ル
ゴ
ト

で
は
な
い
！

↑
親
房
・
内
村
・
福
沢
・
中
江
〔
兆
民
〕・
自
由
民
権
運
動
・

維
新
当
初
の
指
導
者
・
マ
ル
ク
ス
主
義
運
動

選
択

（「
道
統
の
伝
」
を
人
間
又
は
宗
派
・
学
派
の
系
列
で
も
と

め
て
は
な
ら
な
い
。）

イ
、
開
い
た
、
ま
た
開
く
精
神
で
あ
る
こ
と
（
開
化
物
の
よ
う

[
カ

]に
レ
デ
ィ
メ
ー
ド

の
輸
入
で
あ
る
「
開
け
た
」
精
神
で
は
な
く
）

ロ
、
見
え
ざ
る
普
遍
的
真
理
と
正
義
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

鎖
国
性
の
打
破

特
定
歴
史
的
宗
教
と
の
合
一
化
の
拒
否

（
歴
史
的
宗
教
も
し
く
は
普
遍
主
義
的
な
歴
史
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
へ
の

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
を
要
せ
ず
）

ハ
、
人
類
の
歴
史
が
経
験
へ
の
意
味
付
与
の
歴
史
で
あ
り
、
歴
史
か
ら
「
学
ぶ
」

能
力
を
人
類
（
わ
れ
わ
れ
）
が
も
っ
て
い
る
こ
と
を
信
ず
る
と
い
う
意
味
に
お

い
て
、
歴
史
の
「
進
歩
」
を
信
ず
る
こ
と
（
終
末
観
的
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
も
含

め
て
）

ニ
、
物
質
的
お
よ
び
精
神
的
生
産
の
主
体
的
担
い
手
と
し
て
の
「
人
民
」
コ
モ
ン
・

マ
ン
観
に
立
つ
こ
と

無
誤
謬
信
仰
で
は
な
く
て
、「
誤
り
を
お
か
す
権
利
」
を
人
民
が
も
っ
て
い

る
と
い
う
信
仰

ホ
、「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
」（「
一
国
」
は
必
ず
し
も
歴
史
的
な
「
主
権
国

家
」
に
限
ら
な
い
）

個
人
個
人
の
独
立
の
精
神
が
、
社
会
集
団
の
創
造
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
究
極

の
源
泉
で
あ
る
こ
と
の
承
認

←
そ
の
た
め
に

へ
、
個
人
の
基
本
的
人
権
の
永
久
革
命
的
性
格
、
そ
の
制
度
的
保
障

人
権
と
は
い
か
な
る
public
な
名
に
お
い
て
も
否
定
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ず
、
逆
に
あ
ら
ゆ
る
統
治
形
態
、
社
会
体
制
は
そ
の
前
に
相
対
化
さ
れ

る
↓
い
わ
ゆ
る「
個
人
主
義
」に
あ
ら
ず
、個
人
単
位
。
超
個
人
的
イ
デ
ー

へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
個
人
が
自
立
す
る
、
と
〔
い
〕
う
構
造

自
立
的
個
人
の
社
会
的
連
帯
へ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
の
承
認

ト
、
イ
デ
ー
が
組
織
と
な
る
と
き
、
不
純
に
な
る
。‘
文
明
’
の
イ
デ
ー
も
同
じ
。

純
粋
な
ら
ざ
る
も
の
の
な
か
で
耐
え
る
純
粋
な
精
神
、
incarnation
受
肉
＝

妥
協
の
必
要
と
意
味
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↓
純
粋
主
義
は
、
出
発
点
の
正
反
対
の
帰
結
に
陥
る
。
異
端
（
カ
タ
リ
派
）

の
宿
命
、
禁
欲
↓
放
縦

Ｏ
正
統
の
「
受
肉
」
と
し
て
Ｌ
正
統
が
成
立
す
る
（
政
治
権
力
の
問
題
）。

そ
の
場
合
の
両
極
↓
異
端

テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
信
仰

と

共
同
体
（
人
間
）
主
義
（
両
極
）

制
度
信
仰

と

政
治
的
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
＝
反
政
治
主
義

↓
（
オ
ー
ル

政
治
主
義

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
主
義

と

現
実
主
義
、
日
常
主
義
、
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
、

世
間
主
義

⎩―――――――⎨―――――――⎧
学
問
芸
術
至
上
主
義
、（
文
化
）
主
義

と

政
治
的
＝
社
会
的
実
用
主
義

異
端
好
み

と

特
定
集
団
の
正
統
化

外
な
る
世
界
主
義
、
国
際
主
義

と

内
（
身
内
、
う
ち
で
は
）
な
る
日

本
主
義

細
い
途
だ
！

編
者
注
⑪
「
正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件
」（
資

料
番
号

、
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
（
Ｂ
５
版
）
一
枚
）・「
Ｏ
正
統
を
語
り

677-1-1

う
る
対
象
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

677-1-2

正
統
（
Ｏ
）・
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
の
発
生
条
件

一
、
純
粋
な
経
験
的
認
識
命
題
に
関
し
て
は
、
正
統
・
異
端
の
区
別
は
成
り
立
た

な
い
（
ま
ず
消
去
法
的
に
考
え
て
行
く
）。

二
、
超
経
験
的
、
形
而
上
学
的
認
識
命
題
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
が
認
識
の
領
域
に

と
ど
ま
る
限
り
、
真
偽
の
別
以
外
に
、
正
統
・
異
端
と
い
う
問
題
は
起
ら
な
い
。

た
だ
、
形
而
上
学
的
、
あ
る
い
は
宇
宙
論
的
認
識
は
、
歴
史
的
に
み
て
も
、
た

ん
な
る
対
象
認
識
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
対
象
へ
の
働
き
か
け
―
―
広
義
の

実
践
―
―
と
価
値
判
断
を
含
む
教
義
（
Lehre,doctrine）〔
ド
グ
マ
を
含
ま
ぬ

教
義
も
あ
り
う
る
〕
と
の
な
か
に
含
ま
れ
、
そ
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
と
な
っ

て
い
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
一
定
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
問
題
は
学

問
的
な
真
偽
の
区
別
で
は
お
さ
ま
ら
な
く
な
り
、
倫
理
的
な
是
非
、
社
会
的
な

効
果
の
当
不
当
、
と
い
う
判
断
の
次
元
が
介
入
し
て
来
る
。
俗
に
い
え
ば
「
怪﹅

し﹅

か﹅

ら﹅

ぬ﹅

」
と
い
う
コ
ト
バ
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
評
価
を
浴
び
る
こ
と
に
な

る
。「
世
界
観
」
は
ど
ん
な
反
既
成
宗
教
的
世
界
観
で
あ
ろ
う
と
も
、
正
統
・
異

端
の
問
題
を
は
ら
む
必
然
性
が
あ
る
。

三
、
そ
の
教
義
を
め
ぐ
っ
て
社
会
的
集
団
化
（
V
ergesellschaftung）
が
お
こ

り
、
ま
た
そ
の
現
象
が
持
続
化
し
て
、「
伝
統
」
が
形
成
さ
れ
、
も
し
く
は
形
成

し
よ
う
と
い
う
志
向
が
存
在
す
る
こ
と
が
、
正
統
・
異
端
発
生
の
条
件
で
あ
る
。

Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
対
象

１
、
宗
教

形
而
上
学
（
宇
宙
論
―
―
多
く
の
場
合
、
神
学
と
結
び
つ
く
。

２
、
此
岸
的
世
界
観

↓
マ
ル
ク
ス
主
義
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３
、
経
験
的
挙
証
に
よ
っ
て
真
理
性
・
正
義[カ

]性
を
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
政

治
社
会
に
つ
い
て
の
諸
理
念

○
○
主
義
﹇

﹈
と
な
づ
け
ら
れ
る
よ
う
な
思
想
。
自
由
主
義
、
民
主
主
義
、

“
ism

”

立
憲
主
義
、
社
会
主
義
、
個
人
主
義
、
国
家
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
。

∴
さ
ま
ざ
ま
の
レ
ヴ
ェ
ル
（
次
元
）
で
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
。

キ
リ
ス
ト
教

日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
（
内
村
）
↓
無
教
会
の
な
か
の
正
統
争
い
。

「
国
体
」
は
日
本
の
政
治
体
制
に
お
け
る
Ｌ
正
統
だ
っ
た
。

し
か
し
、
国
体
論
に
つ
い
て
は
Ｏ
正
統
を
語
り
う
る
。
い
か
に
particularis-

tic
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
Ｏ
正
統
の
問
題
は
生
ず
る
。
し
か
し
、
そ
の
問
題

の
妥
領[当

]領
域
は
、
そ
の
特
殊
集
団
を
こ
え
な
い
。
つ
ま
り
思
想
的
な
普
遍
性
の

程
度
は
弱
い
（
神
道
は
そ
の
典
型
）。

編
者
注
⑳
「
「マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件
」

資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一

681-4-3

枚
）

マ
ル
ク
ス
主
義
と
弁
証
法
に
お
け
る
‘
正
統
性
’
の
要
件

◎
「
マ
ル
ク
ス
以
前
の
「
社
会
学
」
と
歴
史
記
述
と
は
、
せ
い
ぜ
い
よ
い
場
合
で

も
、
断
片
的
に
集
め
て
き
た
生な

ま

の
事
実
の
集
積
や
歴
史
的
過
程
の
個
々
の
側
面
の

描
写
を
提
供
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
は
、
あ
ら
ゆ
る
た
が
い
に

矛
盾
す
る
傾
向
の
総﹅

体﹅

を
考
察
し
、
そ
れ
ら
を
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
階﹅

級﹅

の
、
正

確
に
規
定
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
生
活
と
生
産
と
の
諸
条
件
に
帰
着
さ
せ
、
個
々

の
「
支
配
的
」
な
思
想
を
選
び
だ
し
た
り
（
H
eresy
!丸
山
）、
そ
れ
ら
を
解
釈
し

た
り
す
る
場
合
の
主
観
主
義
や
恣
意
を
排
し
、
例
外
な
し
に
あ
ら
ゆ
る
思
想
、
あ

ら
ゆ
る
さ
ま
ざ
ま
な
傾
向
の
根
が
物
質
的
生
産
諸
力
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
、
経
済
的
社
会
構
成
体
の
発
生
、
発
展
、
衰
退
の
過
程
の
す
べ
て
を
包

括
す
る
、
全
面
的
な
研
究
の
道
を
示
し
た
」
レ
ー
ニ
ン
「
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
」

一
九
一
四
（
岩
波
文
庫
、
粟
田
〔
賢
三
〕
訳
〔『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
他
十
八
編
』、

一
九
七
一
年
、
登
録
番
号

〕、
二
四
頁
）

0189292

「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
は
、
世
界
文
明
の
発
展
の
大
道
か
ら
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
発

生
し
た
、
な
に
か
閉
鎖
的
で
硬
化
し
た
学
説
と
い
う
意
味
で
の
「
宗
派

セ
ク
ト

主
義
」
に

似
た
と
こ
ろ
は
な
に
一
つ
な
い
の
で
あ
る
」
レ
ー
ニ
ン
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
三
つ

の
源
泉
と
三
つ
の
構
成
部
分
」
一
九
一
三
、
同
上
、
九
七
頁
）

◎
「
マ
ル
ク
ス
の
学
説
は
、
真
実
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
全
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
完

全
で
整
合
的
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
迷
信
と
も
、
ど
の
よ
う
な
反
動
と
も
、
ま
た

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
抑
圧
の
ど
の
よ
う
な
擁
護
と
も
相
容
れ
な
い
全
一
的
な
世
界
観
を

わ
れ
わ
れ
に
提
供
し
て
い
る
。
そ
れ
は
人
類
が
十
九
世
紀
に
ド
イ
ツ
哲
学
、
イ
ギ

リ
ス
経
済
学
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
主
義
と
い
う
形
で
つ
く
り
だ
し
た
最
良
の
も
の
の

正
統
な
継
承
者
な
の
で
あ
る
」
同
上
論[カ

]文
、p.98.

﹇
人
類
思
想
史
の
正
統
﹈

編
者
注
㉑
「
「マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

681-4-4
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マ
ル
ク
ス
主
義
の
正
統
的
要
件

「
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
…
…
い
つ
で
も
無
政
府
主
義
と
日
和
見
主
義
と
の
あ
い
だ

の
境
界
線
（
こ
の
境
界
線
は
相
対
的
、
可
動
的
、
可
変
的
で
は
あ
る
が
、
し
か
し

あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
）
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

無
政
府
主
義
者
の
抽
象
的
な
、
口
先
き
だ
け
で
、
実
際
は
空
虚
な
「
革
命
主
義
」

に
も
、
ま
た
宗
教
と
の
闘
争
に
尻
込
み
し
、
こ
う
し
た
自
分
の
任
務
の
こ
と
を
忘

れ
、
…
…
ち
っ
ぽ
け
な
、
み
じ
め
な
打
算
に
よ
っ
て
、「
世
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
」

と
い
う
す
こ
ぶ
る
賢
明
な
処
世
方
針
〔
…
…
〕
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア

や
自
由
主
義
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ヤ
の
俗
物
的
態
度
や
日
和
見
主
義
に
も
、
お
ち

い
ら
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
レ
ー
ニ
ン
「
宗
教
に
対
す

る
労
働
者
党
の
態
度
に
つ
い
て
」
一
九
〇
九
、『
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
他
〔
十
八

編
〕』〔
岩
波
〕
文
庫
、
一
九
一
〜
一
九
二
頁

﹇
異
端
の
特
徴
、
反
対
側
面
へ
の
飛
躍
、
一
面
性
の
誇
張
﹈

「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
た
ち
、
自
由
主
義
者
や
民
主
主
義
者
は
、
マ
ル

ク
ス
主
義
を
理
解
せ
ず
、
現
代
の
労
働
運
動
を
理
解
せ
ず
、
無
力
な
一
方
の
極
端

か
ら
他
方
の
極
端
へ
と
た
え
ず
飛
び
う
つ
っ
て
い
る
。
…
…
そ
れ
ら
（
ア
ナ
ル

コ
・
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ズ
ム
や
改
良
主
義
）
は
労
働
運
動
の
一﹅

つ﹅

の﹅

側
面
を
つ
か
ま

え
て
、
一
面
性
を
理
論
に
ま
で
高
め
て
し
ま
い
、
…
…
労
働
運
動
の
い
ろ
い
ろ
な

傾
向
や
特
色
を
相
互
に
あ
い
容
れ
な
い
も
の
と
宣
言
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
の
生
活
、
現
実
の
歴
史
は
、
こ
れ
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
傾
向
を
含﹅

ん﹅

で﹅

い﹅

る﹅

」

レ
ー
ニ
ン
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
労
働
運
動
に
お
け
る
意
見
の
相
違
」
一
九
一
〇
、
同

上
訳
、
二
〇
四
頁

「
弁
証
法
に
つ
い
て
の
思
考
。
ヘ
ー
ゲ
ル
を
よ
ん
で
（
En
lisantH
egel）
…
…

諸
概
念
の
全
面
的
・
普
遍
的
な
Elastizität（
弾
力
性
）、
そ
の
Elastizitätた
る

Gesperrt

や
、
諸
対
立
の
一
致
に
ま
で
行
く
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
本
質
的
な
も

の
が
あ
る
。
こ
の
Elastizität
を
主
観
的
に
使
用
す
る
と
＝
折
衷
主
義

（
Eklektik）
と
ソ
フ
ィ
ス
ト
主
義
（
Sophistik）。
／
こ
の
Elastizitätが
客
観

的
に
適
用
さ
れ
れ
ば
、
―
―
つ
ま
り
、
そ
れ
が
物
質
的
過
程
の
全
側
面
性
と
そ
の

過
程
の
統
一
性
を
反
映
す
る
な
ら
ば
、
―
―
そ
の
と
き
は
Elastizitätは
弁
証
法

で
あ
り
、
世
界
の
永
遠
の
発
展
の
正
当
な
反
映
と
な
る
」（
欄
外
の
注
記
、
レ
ー
ニ

ン
、Friedrich

H
eer,〔

E
uropa

:〕
M

utterderR
evolutionen〔

Stuttgart:

登
録
番
号

〕

よ
り
）

W
.K

ohlham
m
er,1964,

0197854
p.797

編
者
注
㉒「
「異
端
狩
り

レ
ー
ニ
ン

＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、赤
い
清
教
徒
」

資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一

681-4-5

枚
）

異
端
狩
り

レ
ー
ニ
ン

＝
赤
い
カ
ル
ヴ
ァ
ン
、
赤
い
清
教
徒

ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
が
「
お
そ
ら
く
私
達
は
誤
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
私
達
は
探
求
し
て
い
る
の
だ
」
と
い
っ
た
と
き
（『
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
要

論
集
』）、
レ
ー
ニ
ン
は
〔「
〕
こ
の
文
句
の
前
半
は
絶
対
的
真
理
を
、
後
半
は
相
対

的
真
理
を
含
ん
で
い
る
」
と
い
っ
て
、「
私
に
つ
い
て
い
え
ば
、
私
も
ま
た
哲
学
に

お
い
て
探
求
す
る
者
（
ein
Suchender）
の
一
人
な
の
だ
。
即
ち
、
以
下
の
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A
ufzeichnungen〔
手
記
〕に
お
い
て
私
が
自
分
に
任
務
と
し
て
課
し
た
も
の
は
、

こ
の
連
中
が
気
ま
ぐ
れ
を
信
じ
こ
ん
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
外
観
の
下
に
、
信
ず

べ
か
ら
ざ
る
ほ
ど
混
乱
し
、
ね
じ
ま
が
っ
た
反
動
的
な
駄
弁
を
私
達
に
供
し
て
い

る
次
第
を
探
し
出
す
こ
と
な
の
だ
」（『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』第
一
版
序
文〔
一

九
〇
八
年
〕）

﹇
逸
脱
の
探
求
！
﹈

Friedrich
H
eerは
こ
の
個
所
を
ひ
い
て
、「
レ
ー
ニ
ン
は
自
ら
を
‘
探
し
求
め

る
者
’と
し
て
理
解
し
た
。
ち
ょ
う
ど
一
三
世
紀
に
お
い
て
、ア
ル
ビ
ジ
ョ
ワ〔
カ

タ
リ
派
〕
に
対
す
る
教
皇
の
野
戦
行
進
に
お
け
る
Explorator、
異
端
探
索
者
、

異
端
摘
発
者
の
よ
う
に
…
…
」
と
い
っ
て
い
る
。E
uropa

:
M

utter
der

R
evolutionen,

S.793.

‘
寛
容
’﹇
T
oleranz﹈
へ
の
い
ら
だ
ち

レ
ー
ニ
ン
「
こ
こ
か
ら
し
て
不
可
知
論
者
に
よ
る
客
観
的
真
理
の
否
定
と
、

W
aldteufeln〔
木
霊
〕
や
H
ausgeistern〔
家
霊
〕、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
物
及
び

そ
れ
に
似
た
色
々
の
も
の
に
た
い
す
る
寛
容
、
素
町
人
的
﹇
spießerhafte﹈、
俗

物
的
、
卑
屈
な
寛
容
と
が
生
れ
る
」（『
唯
物
論
と
経
験
批
判
論
』
第
二
章
、
岩
波

文
庫
、
上
巻
、

〔
訳
は
異
る
〕

p.200.

「
自
然
科
学
者
マ
ッ
ハ
の
哲
学
が
自
然
科
学
に
た
い
し
て
も
つ
関
係
は
、
ち
ょ
う

ど
ク
リ
ス
ト
者
ユ
ダ
の
接
吻
の
、
ク
リ
ス
ト
に
た
い
す
る
如
き
も
の
で
あ
る
」

Friedrich
H
eer,op.cit.794.

編
者
注
㉓「「
経
典
と
正
統
･異
端
」資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、

682-3-1

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

経
典
と
正
統
･異
端

カ
ノ
ン
（
canones

[

マ

マ

]）
正
典
、
経
典
、
及
び
、
そ
れ
に
基
い
た
戒
律
、
な
い
し
教
会

法
、
と
は
規
準
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
場
合
、
コ
リ
ン
ト
の
D
yonisios（

）、
ヘ
ゲ
シ
ッ
プ

ca.170

ス
（

）
に
続
い
て
、
特
に
リ
ヨ
ン
の
Irenaeus（
Irenäus）
な
ど
が
と

ca.180

く
に
カ
ノ
ン
の
制
定
に
力
が
あ
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
。

口
承
か
ら
文
書
化
へ

使
徒
の
追
想
録
＝
「
福
音
」
と
い
う
名
称
が
転
用
さ
れ
る

○
は
じ
め
に
聖
典
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
‘
生
成
’
し
た
も
の
だ
。

○
異
端
の
発
生
が
聖
典
の
確
定
を
促
す
（
後
述
W
eber〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料

「「
異
端
の
発
生
が
経
典
化
を
促
進
す
る
条
件
と
な
る
。」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」

（
資
料
番
号

）
を
指
す
か
〕）。

682-3-2

そ
れ
ま
で
は
流
動
的
だ
。

「
一
世
紀
の
末
に
す
で
に
わ
れ
わ
れ
の
正
典
が
教
会
の
普
遍
的
な
規
範
と
し
て
大

体
完
成
し
て
い
た
と
考
え
る
の
も
、〔
…
…
〕
行
き
過
ぎ
で
あ
る
。
使
徒
後
教
父
た

ち
が
正
典
◯外
文
書
を
自
由
に
使
用
し
て
い
た
事
実
や
、
新
し
い
預
言
に
生
き
よ
う

と
し
た
モ
ン
タ
ヌ
ス
主
義
の
全
運
動
な
ど
は
、
正
典
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と

し
た
な
ら
ば
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
」（
Schubert、
訳
〔
ハ
ン
ス
・
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フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
『
教
会
史
綱
要
』
井
上
良
雄
訳
、
新
教
出
版
社
、
一
九

六
三
年
、
登
録
番
号

〕、

0197836
p.56～

57.

﹇
は
じ
め
に
「
正
統
」
が
あ
っ
た
の
で
な
い
﹈

マ
ル
キ
オ
ン
（「
グ
ノ
ー
シ
ス
化
し
た
パ
ウ
ロ
主
義
者
」）﹇
↓
旧
約
を
斥
く
﹈
は

〔
…
…
〕
帝
国
全
土
に
及
ん
で
い
た
そ
の
結
社
の
た
め
に
、
パ
ウ
ロ
的
に
偏
し
た

正
典
を
携
え
て
い
た
。
こ
の
マ
ル
キ
オ
ン
の
正
典
は
、
パ
ウ
ロ
的
色
彩
を
多
少

持
っ
て
い
る
ル
カ
伝
福
音
書
と
パ
ウ
ロ
書
簡（
そ
れ
ら
は
み
な
刪
修
さ
れ
て
い
る
）

と
マ
ル
キ
オ
ン
自
身
の
「
反
対
論
」（
A
ntithesen!）
か
ら
成
っ
て
い
た
。（
同
上
、

）

p.57

編
者
注
㉕
「「
諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置

W
eber」
資
料
抜
粋
・

メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

682-5-4

諸
宗
教
に
お
け
る
ド
グ
マ
の
位
置

W
eber

「
イ
ン
ド
で
は
、
宇
宙
論
的
お
よ
び
そ
の
他
の
形
而
上
学
的
思
弁
は
、（
僧
職
で
な
く

て
）
哲
学
上
の
学
派
の
仕
事
で
あ
り
、
O
rthodoxieに
関
し
て
は
、
彼
等
に
、
無
制

限
で
は
な
い
に
し
て
も
、
き
わ
め
て
広
い
Latitüdeが
許
さ
れ
て
い
た
」（RS.〔

M
ax

み
す
ず
書
房

W
eber,W

irtschaftund
G
esellschaft,

H
albb.1,

3.
A
ufl.,

,

登
録
番
号

1955,
0182073〕§

6.
S.264.〔

M
ax

W
eber,T

he
Sociology

of

登
録
番
号

〕

）

R
eligion,Boston

:Beacon
Press,1963,

0182519
p.72

古
代
ユ
ダ
ア[ヤ

]教
や
イ
ス
ラ
ム
の
場
合
に
は
、
僧
職
と
教
団
が
宗
教
の
荷
い
手

に
な
っ
た
た
め
に
、
実
践
的
に
も
理
論
的
に
も
ド
グ
マ
の
区
別
の
範
囲
が
広

く
な
る
わ
け
だ
が
、
Glaubenslehre〔
信
仰
論
〕
が
簡
単
な
た
め
に
、
ド
グ

マ
的
論
議
は
例
外
的
に
し
か
起
ら
な
か
っ
た
。
起
る
の
は
Gnadenlehre

〔
恩
寵
説
〕
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
に
は
、
実
践
的
＝
道
徳
的
、
儀
礼
的
、

法
的
な
問
題
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
が
多
い
。

「
中
国
で
は
、
儒
教
倫
理
は
形
而
上
学
的
ド
グ
マ
へ
の
結
び
つ
き
を
ま
っ
た
く
拒

否
し
た
。
そ
れ
は
も
っ
ぱ
ら
、
家
産
官
僚
的
O
bödienz〔
服
従
〕
の
基
礎
と
な
っ

て
い
る
祖
先
崇
拝
を
維
持
す
る
た
め
に
、
呪
術
と
精
霊
信
仰
に
つ
い
に
手
を
触
れ

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
」（

）

S.264.
p.72

こ
う
し
て
、

「
こ
れ
に
反
し
て
、
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
は
、
成
員
区
別
の
標
識
と
し
て
の

D
ogm
atik
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
い
」（

）

S.264

編
者
注
㉖
「「
真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―
そ

の
理
由

W
eber」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト

682-5-7

用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

真
の
意
味
の
ド
グ
マ
は
ク
リ
ス
ト
教
の
み
に
あ
る
。
―
―
そ
の
理
由

W
eber

ⅰ
「
ク
リ
ス
ト
者
に
お
い
て
の
み
、
あ
る
部
分
は
宇
宙
論
的
な
事
柄
に
つ
い
て
、

あ
る
部
分
は
救
丞
論
的
ミ
ュ
ト
ス
（
Christologie）
に
つ
い
て
、
あ
る
部
分
は
僧

職
的
権
力
（
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
）
に
つ
い
て
の
D
ogm
atik
が
、
―
―
理
論
的
性
格
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を
も
ち
、
包
括
的
で
、
厳
格
な
拘
束
力
が
あ
り
、
ま
た
体
系
的
合
理
性
を
具
え
た

D
ogm
atik
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
最
初
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
な
か
の
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
世
界
に
、
中
世
に
お
い
て
は
逆
に
、
オ
リ
エ
ン
ト
教
会
に
お
け
る
よ
り
は
は

る
か
に
強
く
西
洋
に
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
両
者
の
場
合
に
共
通
し
て
い
え
る
こ

と
は
、
僧
職
制
の
強
固
な
組
織
が
、
政﹅

治﹅

権﹅

力﹅

に﹅

対﹅

し﹅

て﹅

最
大
程
度
の
独﹅

立﹅

性﹅

を

具
備
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
D
ogm
atik
も
ま
た
も
っ
と
も
強
固
に
形
成
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

ⅱ
「
け
れ
ど
も
、
古
代
に
お
い
て
強
烈
な
ド
グ
マ
発
展
の
こ
の
よ
う
な
程
度
と
傾

向
を
挑
発
し
た
根
拠
は
、

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
教
養
に
由
来
す
る
主
知
主
義

ク

a)

b)

リ
ス
ト
礼
拝
の
も
た
ら
し
た
特
に
形
而
上
学
的
な
諸
前
提
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
緊

張
（
三
位
一
体
論
な
ど
―
―
丸
山
）
お
よ
び

一
方
で
は
、
最
初
ク
リ
ス
ト
教
団

c)

に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
教
養
層
に
た
い
す
る
論
争
、
対
決
を
必
要
と
し
な
が
ら
、

他
方
で
は
、
小
市
民
的
平
信
徒
の
Gem
eindereligiosität〔
教
団
宗
教
性
〕
に
あ

ら
わ
れ
た
よ
う
な
古
教
会
の
態
度
が
、
純﹅

粋﹅

の﹅

主﹅

知﹅

主﹅

義﹅

に
た
い
し
て
は
不
信
の

念
を
も
っ
て
拒
否
的
で
あ
り
、
―
―
こ
れ
が
ア
ジ
ア
の
宗
教
と
対
蹠
的
な
点
で
あ

る
―
―
そ
う
し
た
小
市
民
の
社
会
的
地
位
に
制
約
さ
れ
た
、
反
主
知
主
義
的
態
度

を
、
司
教
た
ち
は
顧
慮
に
入
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
に
由
来
し
て
い
る
」

（

）

RS.
§

6.
S.264.

p.73

◎
ⅲ
「
そ
れ
と
と
も
に
、
ド
グ
マ
の
形
成
に
は
、
宗
教
共
同
体
の
（
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ッ

シ
ュ
な
）
組
織
形
態
が
作
用
し
て
い
る
」

原
始
仏
教
は
、
こ
う
し
た
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
組
織
が
欠
け
て
お
り
、
ま
た
意
図
的
に

そ
れ
を
つ
く
ら
な
か
っ
た
の
で
ク
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
合
理
的
教
義
学
に
つ
い
て

の
一
致
を
さ
ま
た
げ
た
。

正
統
教
義
の
判
定
権
の
問
題
、
次
頁

編
者
注
㉗
「「
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自
の
教

権
組
織
を
も
つ
こ
と
で
異
端
と
な
る
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

683-1-1

◎
異
端
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
峻
別
し
が
た
く
と
も
、
独
自
の
教
権
組
織
を
も

つ
こ
と
で
異
端
と
な
る

こ
の
よ
う
に
、
中
国
で
、
正
統
と
異
端
が
、
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
に
基
く
無
為
と

か
、‘
道
’
の
観
念
と
か
社
会
的
＝
宇
宙
的
調
和
と
結
び
つ
い
た
一
種
の
レ
ッ
セ
・

フ
ェ
ー
ル
思
想
と
か
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
起
源
を
同
じ
く
し
て
い
た
の
で
、

「
中
世
の
教
会
の
立
場
に
と
っ
て
、
神
秘
家
が
依
然
と
し
て
正
統
で
あ
る
か

ど
う
か
を
確
定
す
る
こ
と
が
困
難
で
疑
わ
し
か
っ
た
と
同
様
に
、
儒
教
に

と
っ
て
は
、
そ
れ
に
相
応
す
る
確
定
は
困
難
で
zw
eifelhaft〔
疑
わ
し
い
も

の
〕
で
あ
っ
た
」（W

eber,K
.
u.

T
ao.〔

M
ax

W
eber,G

esam
m

elte

A
ufsatze

zur
R
eligionssoziologie,5.,photom

echanisch
gedruckte

登
録
番
号

〕

）

A
ufl,1963?,

0182053
S.498

だ
か
ら

・
グ
ロ
ー
ト
〔
Groot〕
が
道
教
を
儒
教
と
ち
が
っ
た
独
自
の
宗
教
と
す

de

る
通
例
の
扱
い
方
を
拒
否
し
た
の
も
む
り
は
な
い
。
け
れ
ど
も

「
社
会
学
者
は
そ
の
見
解
と
反
対
に
、
教
権
的
な
Sonderorganisation〔
専
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門
組
織
〕
の
事
実
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」（

）

S.498

独
自
の
恩
寵
権
を
も
つ
！

編
者
注
㉘
「「G

ustav
M
ensching

:
Soziologie

der
grossen

」
資
料
抜

R
eligionen,Ludw

ig
R
öhrscheid

V
erlag,B

onn,1966

粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

683-6

Gustav
M

ensching
:Soziologie

der
grossen

R
eligionen,Ludw

ig
〔
登
録
番
号

Röhrscheid
V
erlag,Bonn,1966

0197734].

定
義
﹇

﹈

a)

S.258

Sekten：「
セ
ク
ト
の
本
質
に
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
属
し
て
い
る
。
そ
れ
は
自
由

意
思
的
な
決
断
に
基
く
共
同
体
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て“

W
ahlgem

einschaft”

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
W
ahlgem
einschaftに
は
一
定
の
―
―
必
ず
し
も
す

べ
て
の
で
な
く
、
ま
た
し
ば
し
ば
最
も
重
要
で
さ
え
な
い
―
―
当
該
宗
教
の
諸
理

想
が
事
実
上
、
実
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
ゆ
え
に
、
あ
る
宗
教
的
組
織
に
た
ん
に

外
面
的
に
所
属
し
て
い
る
と
か
、外
面
的
に
充
足
で
き
る
義
務
を
実
行
す
る
と
か
、

い
う
だ
け
で
は
十
分
と
さ
れ
な
い
」

原
始
キ
リ
ス
ト
教

b)
原
始
キ
リ
ス
ト
教
（
U
rchristentum
）
は
ま
さ
に
か
か
る
セ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、『
使
徒
行
伝
』第
二
四
章
五

に
い
う
よ
う
に
、“hairesistôn

N
azôraiôn”

（
ナ
ザ
レ
人び

と

の
異
端
の
首か

し
ら

」
※
で
あ
っ
た
。

※
パ
ウ
ロ
が
訴
え
ら
れ
て
、
総
督
に
呼
び
出
さ
れ
た
と
き
、
大
祭
司
そ
の
他

の
訴
人
が
言
っ
た
コ
ト
バ
。
パ
ウ
ロ
は
弁
明
と
し
て
〔『
使
徒
行
伝
』
第
二
四

章
〕
一
四

「
…
…
我わ

れ

、
た
だ
此こ

の
一
事
を
汝な

ん
ぢ

に
言い

ひ
あ
ら
は
さ
ん
。
即す

な
は

ち
我わ

れ

は
彼か

れ

ら
が
異
端

い
た
ん

﹇
hairesis﹈
と
称と

な

ふ
る
道み

ち

（
secta,
quam
dicunt

分
派

haeresim
―
―
ヴ
ル
ガ
ー
タ
訳
）﹇
新
訳[マ

マ
]で

も
「
道
」
と
訳
す
﹈
に
循し

た
が

ひ

て
、
我わ

が
先せ

ん

祖ぞ

た
ち
の
神か

み

に
つ
か
へ
、
律
法

お
き
て

と
、
予よ

言げ
ん

者し
や

の
書ふ

み

と
に
録し

る

し
た

る
事こ

と

を
こ
と
ご
と
く
信し

ん

じ
、
か
れ
ら
自み

づ
か

ら
も
、
待ま

て
る
ご
と
く
、
義ぎ

者し
や

と
不ふ

義ぎ

者し
や

と
の
復
活

よ
み
が
へ
り

あ
る
べ
し
と
、
神か

み

を
仰あ

ふ

ぎ
て
望の

ぞ
み

を
懐い

だ

く
な
り
」〔『
我
ら
の

主
な
る
救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
：
改
訳
』
聖
書
協
会
連
盟
、

一
九
四
六
年
、
登
録
番
号

、
三
七
四
頁
〕

0199550

教
会
と
ゼ
ク
テ
ン
﹇

﹈

c)

S.258

「
我
々
が
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
時
の
経
過
と
と
も
に
、
セ
ク
ト
か
ら
教
会
が

生
れ
、
そ
れ
は
セ
ク
ト
と
異
っ
て
、
A
nstaltcharakterを
も
ち
、
出
生
共
同
体

で
あ
っ
た
」

と
こ
ろ
が
教
会
の
中
か
ら
、
セ
ク
ト
の
純
粋
理
想
と
、
大
衆
の
現
実
的
な
倫

理
的
＝
宗
教
的
態
度
と
の
間
に
緊
張
が
増
大
し
、
新
ら
し
く
セ
ク
ト
形
成
へ

の
傾
向
が
生
れ
る
。
初
期
教
会
の
場
合
は
、
モ
ン
タ
ニ
ズ
ム
﹇
M
ontanus

派
（
二
世
紀
終
）、
熱
狂
的
聖
霊
派
、
終
末
論
者
﹈、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
﹇
主
知

派
（
ギ
リ
シ
ャ
思
想
の
影
響
）、
パ
ウ
ロ
斥
く
﹈、
ド
ナ
テ
ィ
ス
ム
（
四
、
五

世
紀
）﹇
迫
害
に
よ
っ
て
棄
教
し
た
司
教
の
行
う
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
は
無
効
と

主
張
、
D
onatusが
た
て
た
一
派
﹈
ら
が
そ
れ
で
あ
る
。

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
と
セ
ク
ト
﹇

﹈

d)

S.259
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「
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
主
義
も
そ
れ
自
体
、
は
じ
め
は
純
粋
に
一
つ
の
Sekte
で

あ
っ
た
。
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
の
帝
国
議
会
議
決（
一
五
三
〇
）も
、こ
れ
を“secta”

と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
セ
ク
ト
構
造
か
ら
発
展
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

は
、
本
質
的
に
自
由
な
決
断
と
個
人
的
確
信
の
原
則
の
上
に
建
て
ら
れ
た
の
で
、

の
ち
に
A
nstaltと
し
て
の
性
格
を
帯
び
は
し
て
も
、
原
理
的
に
は
福
音
主
義
の

原
イ
デ
ー
に
よ
っ
て
自
れ
を
測
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
、
結
果
と
し
て
、
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
内
部
で
、
多
く
の
サ
ー
ク
ル
あ
る
い
は
セ
ク
ト
形
成
が
行

わ
れ
、
人
々
は
、
大
教
会
で
は
見
失
わ
れ
て
い
た
も
の
、
す
な
わ
ち
、
個
々
の
成

員
が
努
力
す
る
個
人
的
﹇
persönlich﹈
な
神
聖
性
（
救
済
性
）
を
現
実
に
そ
う
し

た
セ
ク
ト
の
中
で
貫
徹
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
お
こ
り
え
な
い
。
一
切
の
セ
ク
ト
は
そ
れ
自

cf.
体
異
端
！
）

…
…
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
お
い
て
の
み
、
Landeskirche
の
内
部
で
、
あ

る
い
は
そ
の
外
で
、
Sekten
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
Sekten
は
あ
る
点
で
は
、

教
会
の
良
心
を
な
し
て
い
る
。（vgl.

K
.
H
utten,

Seher,
G
rübler,

）

E
nthusiasten,5.

A
ufl.1958.

セ
ク
ト
の
特
徴
的
欠
陥
﹇

﹈

e)

S.259

…
…
し
か
し
大
教
会
で
忘
れ
ら
れ
、看
過
さ
れ
て
い
た
伝
承
を
一
方
的
に
強
調
し
、

ク
リ
ス
ト
教
の
規
準
と
す
る
こ
と
か
ら
し
て
、「
セ
ク
ト
は
、
倫
理
的
な
排
他
性

﹇
Exklusivitätsanspruch﹈
の
要
請
と
結
び
つ
き
、
し
ば
し
ば
世
間
人
に
た
い

す
る
パ
リ
サ
イ
的
な
高
慢
さ
が
セ
ク
ト
に
固
有
の
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
い
か
な

る
客
観
的
な
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
的
倫
理
性
﹇
Sittlichkeit﹈
を
も
拒
否
し
、
人
格
的

に
謙
虚
﹇
from
m
e﹈
な
生
活
を
要
求
す
る
が
、
そ
の
生
活
た
る
や
む
ろ
ん
大
低[抵

]の

場
合
、
陰
う
つ
な
狭
隘
さ
と
喜
び
の
欠
如
﹇
Freudlosigkeit﹈
を
伴
い
、
福
音
の

理
想
と
相
渉
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
」

つ
づ
く「
し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
セ
ク
ト
を
形
成
す
る
の
は
必
然
的
に
小
さ
な
サ
ー

ク
ル
﹇
K
reise﹈
で
あ
り
、
し
か
も
主
と
し
て
、
下
層
の
無
教
養
の
人
民
か
ら
構
成

さ
れ
た
〔
」〕

編
者
注
㉙
「「B

ryan
W
ilson,R

eligious
Sects,M

cG
raw
-H
ill,N

.

」
読
書
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）

Y
.,1970.

683-7

三
枚
）

Bryan
W

ilson,R
eligious

Sects―
a
sociologicalstudy―

,M
cGraw

-

登
録
番
号

H
ill,N

.Y
.,1970〔

London
:W

eidenfeld
&

N
icolson,1970,

〕

0197850

「
セ
ク
ト
」
Ｅ
・
ト
レ
ル
チ
の
古
典
的
定
義
↑
↓
「
教
会
」

﹇
欠
陥

﹈

p.22～
25

１
、
ク
リ
ス
ト
再
臨
思
想
お
よ
び
千
年
王
国
思
想
に
と
も
な
っ
て
現
わ
れ
た

sectsが
モ
デ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
せ
ま
す
ぎ
る
。
セ
ク
ト
は
「
愛
の
仲
間
共
同

体
」
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
小
さ
な
集
団
で
な
く
、
今
日
で
は
大
き
な
組
織

を
も
ち
、「
司
令
部
」
の
観
念
も
共
有
し
て
い
る
。
地
方
的
な
兄
弟
の
グ
ル
ー
プ

か
ら
非
常
に
離
れ
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
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「
他
方
、
教
会
も
超
自
然
的
な
も
の
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
独
占
し
て
い
る
中
心
的

存
在
で
は
な
く
な
っ
た
。

２
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
キ
リ
ス
ト
教
に
妥
当
す
る
が
、
英
米
、
と
く
に
ア
メ
リ

カ
に
は
教
会
と
セ
ク
ト
の
dichotom
y
が
な
い
。
寛
容
の
発
展
に
よ
っ
て
宗

教
的
多
元
性
が
ヨ
リ
顕
著
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
的
規
模
で
の
教
会

が
な
い
の
で
、
現
実
に
は
組
織
的
形
態
は
denom
ination
で
あ
る
。
い
く
つ

か
の
重
要
な
denom
inationsが
併
存
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
sect主
義
も

異
っ
た
様
相
を
帯
び
る
。

３
、
ト
レ
ル
チ
の
あ
げ
た
sectsで
は
、
メ
ン
バ
ー
は
下
層
階
級
で
あ
っ
た
が
、
階

級
構
造
が
多
様
化
す
る
に
つ
れ
て
、
sectsの
そ
れ
も
変
化
し
た
。
た
ん
に
人

種
・
階
級
だ
け
で
な
く
、
報
道
（
情
報
）
の
多
様
化
、
世
俗
的
世
界
観
か
ら
の

挑
戦
の
影
響
等
に
よ
る
新
ら
し
い
situation
が
生
じ
た
。

４
、
非
ク
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
け
る
セ
ク
ト
運
動
。

セ
ク
ト
の
ス
タ
イ
ル
と
発
展
形
態
の
多
様
性
。

異
っ
た
culturesを
横
断
す
る
真
の
sectを
定
義
で
き
る
か
。

Idealtypusと
し
て
い
え
ば

１
、
自
発
的
団
体
﹇
bodies﹈
だ
。
し
た
が
っ
て
sectの
概
念
自
身
が
一
定
の
社

会
に
お
け
る
宗
教
的
信
仰
の
分
裂
、
少
く
も
多
様
化
を
前
提
と
す
る
。

２
、
成
員
の
資
格
は
あ
る
種
の
m
eritを
必
要
と
す
る
。
そ
こ
で
個
人
の
側
に
加

入
の
選
択
が
あ
る
と
同
じ
く
、
sectの
側
で
も
個
人
を
選
別
す
る
﹇

﹈。

p.26

choice
は
m
utualだ
。
こ
の
選
別
に
よ
っ
て
セ
ク
ト
に
は
、
強
い
self-

identity
の
sense
が
あ
る
（「
我
々
の
一
人
だ
」。

「
我
々
」
対
「
ほ
か
の
も
の
」
の
区
別
。

超
自
然
的
真
理
（
＝
日
本
で
は
経
験
的
テ
ス
ト
を
こ
え
た
真
理
）
へ
の
特

殊
で
排
他
的
な
accessを
要
求
す
る
sectほ
ど
、
こ
の
「
我
々
」
意
識
は

強
い
。
成
員
か
ら
の
全
面
的
忠
誠
の
要
求
。

３
、
２
と
関
連
し
て
、
sectの
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自
己
意
識
が
あ
る
。

↓
他
の
セ
ク
ト
や
宗
教
団
体
に
た
い
す
る
距
離
感

敵
意
。

or

４
、
自
己
意
識
は
当
然
リ
ゴ
リ
ズ
ム
を
伴
う
。
カ
ー
ス
ト
や
部
族
の
よ
う
な
無
意

識
的
entity
で
な
く
、
自
然
的
単
位
で
な
い
﹇

﹈。
ユ
ダ
ヤ
人
の
ユ
ダ
ヤ

p.27

教
や
ラ
テ
ン
民
族
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
見
方
と
異
る
（
後
者
は
ヨ
リ
伝
統
的
）。

５
、
し
た
が
っ
て
自
発
性
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
は
personalな

com
m
itm
entを
も
た
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
忠
誠
の
自
発

性
も
m
eritの
testも
可
能
に
な
る
。

self-control

consciousness

⎩――⎨――⎧

→
←

conscience

６
、「
正
統
」
と
異
っ
た
教
義
、
異
っ
た
com
m
itm
ents、
異
っ
た
実
践
を
主
張
す

る
が
、「
そ
の
alternativeは
け
っ
し
て
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
の
伝
統
の
あ
ら
ゆ
る
要

素
を
全
面
的
に
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
」。
む
し
ろ
、
正
統
の
あ
る
要
素
を
削

除
し
、
あ
る
要
素
を
追
加
す
る
と
い
っ
た
、
一
組
の
強
調
点
の
相
異
で
あ
る
。

７
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
orthodox
の
伝
統
と
何
か
ち
が
っ
た
権
威
あ
る
原
則

を
主
張
し
、
そ
れ
が
、
orthodoxy
に
ま
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
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の
権
威
と
は
、
あ
る
い
は
charism
atic
leaderの
優
越
し
た
啓
示
で
あ
り
、

「
聖
典
」
の
再
解
釈
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
真
の
信
仰
者
の
み
に
啓
示
が
与
え

ら
れ
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
。

idealtype
だ
か
ら
、
現
実
に
は
状
況
に
よ
っ
て
上
の
特
徴
の
あ
る
側
面
が
前
面

に
出
、
あ
る
側
面
が
後
退
す
る
。

V
oluntariness
↓
西
欧
と
同
じ
sectに
入
る
ケ
ー
ス

Exclusivity
↓
と
く
に
ク
リ
ス
ト
教
セ
ク
ト
、
し
か
し
は
じ
め
は
セ
ク
ト

主
義
を
否
定
し
て
い
た
ケ
ー
ス
が
多
い
。
他
か
ら
敵
意
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
、
信
頼
で
き
る
仲
間
は
誰
か
を
仲
間
が

知
る
必
要
に
応
じ
て
、
無
条
件
com
m
itm
entが
要
求
さ

れ
た
。

M
erit
↓
ク
エ
ー
カ
ー
は
次
第
に
こ
の
テ
ス
ト
（
面
接
等
）
を
不
要
と
し

⎩―――――――――――――⎨―――――――――――――⎧

た
ケ
ー
ス
。

Self-identification
↓

の
ア
イ
マ
イ
化
（
tribe
と
に
て
く
る
。

“
us”

p.

）。

30

Elitestatus
↓
ク
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
選
良
」
観
念
。
↓
ア
イ
マ
イ
化
。

Expulsion
↓
既
成
員
の
継
続
性
が
強
く
な
る
。
test
ofm
eritの
ゆ
る

む
の
と
併
行
。

Conscience
↓
エ
リ
ー
ト
意
識
が
あ
ま
り
強
く
な
る
と
、
道
徳
的
行
為
に

関
係
な
く
、
選
良
と
み
な
さ
れ
る
↓
変
質
の
一
形
態
。

Legitim
ation

Ａ

指
導
者
の
charism
a
自
身
が
、
legitim
ation
に
な
る

ケ
ー
ス
。

Ｂ

通
常
は
神
と
自
分
た
ち
と
の
媒
介
者
の
否
定
、‘
組
織
’
の

⎩―――⎨―――⎧

否
定
。

ク
エ
ー
カ
ー
の
‘
権
威
’
否
定
、
反
聖
職
者

Ｃ

イ
ス
ラ
ム
も
今
日
の
ユ
ダ
ヤ
教
も
聖
職
者
が
な
い
か
ら
、

反
聖
職
者
意
識
も
な
い
。
ク
リ
ス
ト
教
に
は
強
い
（
万
人

司
祭
主
義
）。
ア
フ
リ
カ
の
ク
リ
ス
ト
教
セ
ク
ト
は
、
彼
等

特
有
の
権
威
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
を
も
つ
。

編
者
注
㉚
「「B

.R
.W
ilson,A

Typology
ofSects

in“
Sociology

」読
書
メ
モ
」（
資

ofR
eligion”,1963,ed.R

onald
R
obertson,1969.

料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

683-9

B.R.W
ilson,A
T
ypology
ofSects
in
Sociology
ofR
eligion,

収
録

1963,ed.Ronald
Robertson,1969〔

H
arm

ondsw
orth

:

Penguin,登
録
番
号

〕.

0197723
←
も
と
は
、A

rchives
de

Sociologie
des

R
eligions,vol.16

の
英
訳

(1963)
pp.49-63

世
間
の
対
応
の
仕
方
に
応
じ
て
七
つ
の
分
類
。
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１
、
T
heconversionistsect
回
心
主
義
者
た
ち

自
我
の
変
革
、
再
生
に
よ
る
救
済
、「
心
」
の
経
験
。

Fundam
entalistは
大[多

]く
こ
の
型
。

世
間
は
腐
敗
し
て
い
る
の
は
人
間
が
腐
敗
し
て
い
る
か
ら
だ
、
と
い
う
。
だ
か

ら
社
会
改
良
や
政
治
的
解
決
に
は
興
味
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
敵
対
的
だ
。
道
徳

主
義
的
で
、
悪
に
つ
い
て
一
切
の
外
的
環
境
か
ら
の
因
果
的
説
明
を
排
す
る
。

大
衆
集
会
に
お
け
る
説
教
に
よ
る
参
加
者
の
回
心
を
め
ざ
す
。

霊
的
体
験
を
ひ
ろ
め
る

em
otionalだ
が
、
ecstaticで
は
な
い
。
教
義
の
全
体
の
理
解
よ
り
は
、
個
人

的
な（
救
世
主
と
の
）関
係
の
深
い
感
情
を
い
だ
く
こ
と
。
救
世
主
は
慈
悲
深
い
、

し
か
も
受
難
の
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
初
期
の
段
階
に
お
け
る
救
世
軍
と
か

A
ssem
bliesofGod
と
か
、聖
霊
降
臨﹇
pentecostal﹈派
の
運
動﹇

﹈。

p.364f

２
、
T
he
revolutionary
type

終
末
観
と
結
び
つ
き
、必
要
な
ら
暴
力
に
訴
え
て
も
現
存
社
会
秩
序
を
打
倒
し
よ

う
と
す
る
。い
ま
や
そ
の
時
は
熟
し
て
い
る
。社
会
改
良
に
も
、瞬
間
的
な
回
心
に

も
否
定
的
。因
果
的
決
定
論
的
説
明
に
も
あ
え
て
反
対
は
し
な
い﹇

﹈。
p.365

◎
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
過
激
派
（
再
洗
礼
派
）
↓
制
度
化
さ
れ
る
と
、
教
義
の

純
粋
性
を
強
権
に
よ
っ
て
ま
も
る
独
裁
国
家
と
な
る
。

神
と
直
接
の
関
係
は
持
た
な
い
。
む
し
ろ
己
を
神
の
道
具
と
み
な
す
。
エ
ホ

ヴ
ァ
の
W
itnesses、
第
五
王
朝
の
人
々
Fifth
M
onarchy
M
en（
一
七
世
紀

の
イ
ギ
リ
ス
）、
太
平
天
国
運
動
。

待
望
の
時
が
来
ず
↓
永
続
困
難
↓
introversionistsに
転
化
す
る
。
分
裂
↓

ク
エ
ー
カ
ー
の
転
向
は
典
型
。

３
、
T
he
introvertist〔
introversionist〕
type

ピ
エ
テ
ィ
ズ
ム

↓

修
道
院
主
義
（
M
onasticism
）

世
間
か
ら
の[マ

マ
]隠

遁
し
て
、
心
の
平
安
を

う
る
。
霊
的
体
験
を
人
に
広
め
る
（
con-

versionist）
よ
り
、
む
し
ろ
自
分
の
中
で

深
め
よ
う
と
す
る
﹇

﹈。

p.366

‘
救
わ
れ
た
者
の
集
い
’
と
い
わ
れ
る
運
動
形
態
。
人
格
よ
り
も
精
霊
の
型
で

神
性
を
考
え
る
。
自
ら
は
道
具
で
は
な
く
て
容
器
で
あ
る
。「
ホ
ー
リ
ネ
ス
運

動
」
及
び
Pietist運
動
（
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）。

４
、
M
anipulationisttype（
前
に
著
者
が
gnostic
sectと
称
し
た
も
の
）

「
特
殊
な
知
識
」
に
基
き
、
健
康
・
富
・
幸
福
・
社
会
的
威
信
を
か
ち
う
る
と

説
く
。
世
間
的
活
動
の
再
解
釈
。
彼
岸
的
救
済
と
か
超
越
的
救
済
よ
り
も
、
外

の
世
界
へ
向
く
傾
向
が
非
常
に
強
い
。
超
自
然
的
、
し
ば
し
ば
秘
教
的
、
オ
カ

ル
ト
的
手
段
を
つ
か
っ
て
、
こ
の
世
を
、
利
益
（
benefit）
の
た
め
に
、
m
a-

nipulate
す
べ
き
だ
と
い
う
。
終
末
論
か
ら
も
っ
と
も
遠
い
。
現
世
利
益
の
追

求
（
折
衷
的
教
義
）。
Christian
Scientists,
U
nitarians,
Scientology,

Rosicrucians等
が
代
表
﹇

﹈。

p.367

５
、
T
haum
aturgicalsects
奇
蹟
を
行
ず
る
、
魔
術
的
セ
ク
ト
（
他
の
宗
教
に

も
あ
る
）

Spiritualists
霊
か
ら
の
個
人
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
て
奇
蹟
を
行
う
。
老

化
と
死
の
生
理
的
経
過
を
承
認
す
る
こ
と
を
拒
み
、
日
常
生
活
か
ら
の
「
例
外
」

を
確
認
し
合
う
。
来
世
に
お
け
る
永
遠
の
福
祉
、
さ
し
当
り
現
世
で
は
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m
iracle
を
行
う
こ
と
で
直
接
的
利
益
を
う
る
。
m
anipulationists
と
似
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
普
遍
性
が
す
く
な
く
、
ヨ
リ
個
別
的
で
あ
り
、
ま
た

「
特
殊
な
知
識
」
を
必
要
と
し
な
い
。
聖
書
の
奇
蹟
に
重
き
を
お
く
。
と
く
に

聖
マ
ル
コ
の
福
音
が
彼
等
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
N
ational
Spiritualist

Church,Progressive
SpiritualistChurch

６
、
T
he
reform
istsects

革
命
型
↓
内
向
型
ヘ
の
変
化

ク
エ
ー
カ
ー
が
典
型
↓
一
八
世
紀

社
会
的
良
心
の
役
割
を
課
す
る
。

hum
anitarian〔
人
道
主
義
者
〕
で
あ
り
、
reform
ist

構
造
は
変
ら
ず
、
外
的
世
界
へ
の
対
応
だ
け
が
変
化
す
る
場
合
、
と
く
に
注
目

に
値
す
る
タ
イ
プ

７
、
T
he
utopian
sects
も
っ
と
も
複
雑

一
方
で
は
世
間
か
ら
の
引
退
を
内
包
す
る
。他
方
で
世
界
を
改
造
し
よ
う
と
す
る
。

T
olstoyans,T
he
Com
m
unity
ofO
neida,Brüderhof,あ
る
種
の
ク
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
者
。

時
に
、
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
が
、
そ
の
共
同
生
活
は
外
界
か
ら
の
防
禦
の
姿
勢

で
あ
る
。cf.p.40.R

eligious
Sects.

編
者
注
33
「「
正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ

677-5-1

ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

正
統
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

「
受
肉
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

↓
そ
の
上
に
三
位
一
体
の
教
義
が
成
立
す
る
。

教
会

エ
ク
レ
シ
ア

が
「
肉
」
に
な
り
き
る
こ
と
の
危
険

↓
キ
リ
ス
ト
は
た
ん
な
る
歴
史
的
人
格
、
こ
の
世
の
救
世
主

教
会
が
肉
を
全
的
に
拒
否
す
る
危
険
性

↓
spiritualism

「
前
エ[衛

]」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

前
衛
が
多
く
の
政
党
（
革
命
的
政
党
も
含
む
）
の
う
ち
の
一
つ
に
な
る
危
険

〃

政
治
運
動
者

前
衛
が
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
既
成
の
「
体
現
」
に
な
る
危
険
性

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
↓
党
の
独
裁
↓
だ
れ
そ
れ[カ

]の
個
人
（
又
は

群
）
の
独
裁

N
ote:コ
ン
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
場
合
、「
外
国
」
の
間
接
侵
略
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
加
わ
る

H
eresy

Y
es,

Conspiracy
N
o.

(Sidney
H
ook〔

John
D
ay,

1953.〕)

「
国
体
」
の
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

天
皇
制
と
い
う
国
家
機
構
に
な
る
危
険
性

「
調
整
」・「
統
一
」
の
原
理
（
調
整
主
義
）

「
い
の
ち
」・「
ま
ご
こ
ろ
」
の
凝
集
性
に
な
る
危
険
性

「
帰
一
」
の
原
理
（
内
面
主
義
）

ド
グ
マ
の
欠
如
、
未
発
達
か
ら
来
る
A
nstaltsgnade
の
優
越
す
る
傾
向
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Ⅳ

政
事
の
構
造
を
め
ぐ
っ
て
（
一
九
八
五
年
九
月
二
七
日
）

編
者
注
③
「「
政
事
の
構
造
」
メ
モ
」（
資
料
番
号

）
の
一
部
（
Ａ
４
用

246

紙
一
枚
、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
）
一
三
枚
・
Ａ
４
用
紙
一
枚
）

Paradigm
の
補
注

１
、
律
令
体
制
の
確
立
（
七
世
紀
後
半
）
を
前
提
と
し
、
そ
の
変
質
の
パ
タ
ー

ン
の
な
か
に
、
日
本
の
政
治
意
識
の
basso
ostinato
を
見
よ
う
と
す
る
（
大
規

模
な
唐
制
の
摂
取
が
あ
っ
た
か
ら
、
か
え
っ
て
日
本
的
特
質
を
見
易
い
）。

２
、
古
代
日
本
語

や
ま
と
こ
と
ば

及
び
そ
れ
に
宛
て
ら
れ
た
漢
字
・
漢
語
（
ideographic表
意

↑
↓
phonetic〔
表
音
〕）
は
記
紀
・『
続
日
本
紀
』（
宣
命
）・『
風
土
記
』・『
古
語

拾
遺
』・『
延
喜
式
』（
祝
詞
）
等
に
よ
る
。
訓
読
の
仕
方
は
必
ず
し
も
一
定
し
て
い

な
い
が
、『
書
記
』
の
場
合
は
伝
統
的
訓
、『
古
事
記
』
の
場
合
は
宣
長
を
基
礎
と

し
、
現
代
専
門
家
の
「
通
説
」
を
参
照
す
る
﹇「
言
は
事
な
り
」〔「
言コ

ト

は
【
借
字
】

事
に
て
」（『
古
事
記
伝
』
十
三
之
巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
年
、登
録
番
号

、四
七
頁
）〕
ideographicな
使
用
法
に「
文

0182354

化
変
容
」
が
す
る
ど
く
現
わ
れ
る
﹈。

３
、
第
一
表
の
Paradigm
に
お
い
て
、「
天
津
日
継
し
ろ
し
め
す
」
は
皇
太
子

ひ
つ
ぎ
の
み
こ

が
即
位
し
た
場
合
の
特
殊
的
表
現
で
あ
り
﹇
ひ
＝
霊
・
日
﹈、
ヨ
リ
一
般
的
な
、
統

治
を
正
統
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
表
現
す
る
場
合
は
天
下

あ
め
の
し
た

し
ろ
し
め
す
（
治
天
下
）
又

は
、
ま
つ
り
ご
と
｛
き
こ
し
め
す
／
し
ろ
し
め
す
／
し
ら
す
と
い
う
。「
天
下

あ
め
の
し
た

」

は
起
源
的
に
は
中
国
の
表
現
で[カ

]あ
る
が
、「
治
天
下
」
と
い
う
表
現
は
す
で
に
五
世

紀
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
﹇

熊
本
県
江
田
船
山
古
墳
出
土
の
大
刀
銘
文
「
治
天

cf.

下
獲
□
□
□
鹵
大
王
世
…
…
」
但
し
「
天
下
」
は
神
代
紀
に
は
現
わ
れ
ず
、
神
武

反
正ぜ

い

天
皇
？

天
皇
以
後
で
あ
る
﹈、
古
日
本
語
と
し
て
扱
う

天
つ
神

国
つ
神
（
大
祓
の
儀
式
）
ア
メ
↑
↓
ク
ニ
（
宣
長
）
＝
限
定
性
が
強
い

cf.
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a

b
Dicision-
making
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e
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cf. 

〔第一表〕政事の図式〔論文「政事の構造」の「図表Ａ 政事の図式」（『丸山
眞男集』第12巻217頁）にあたる〕



ツ
チ
＝
天
地

ク
ネ
＝
垣
根
（
真
淵
）

４
、
第
一
表
は
古
代
大
和
政
権
に
お
け
る
政
事
の
サ
イ
ク
ル
を
示
し
、
そ
こ
で
、

正
統
性
の
レ
ヴ
ェ
ル
と
実
権
（
政
策
決
定
）
レ
ヴ
ェ
ル
が
確
然
と
区
別
さ
れ
て
い

た
こ
と
（
中
華
帝
国
と
の
最
大
の
ち
が
い
）、「
政
事
」
の
上
向
性
（
中
国
・
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
絶
対
君
主
制
と
の
最
大
の
ち
が
い
）
お
よ
び
、
媒
介
者
と
し
て
の
政
治
の

機
能
、
等
の
特
徴
を
示
す
に
あ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
、
い
わ
ば
同
心
円
的
に
、

摂
関
制
・
院
政
・
幕
府
制
等
、
後
続
す
る
変
質
し
た
政
事
組
織
に
お
い
て
く
り
か

え
さ
れ
る
（
basso
ostinato）。〔
↓
コ
ト
バ
関
係
＝
社
会
的
実
体
関
係
〕

５
、
政
事
＝
祭
事
と
い
う
解
釈
の
言
語
的
関
連
誤
り
に
つ
い
て
は
、
今
日
は
ふ

れ
な
い
。

ま
つ
る

＝
献
上
す
る

↓
つ
か
へ
ま
つ
る
（
仕
奉
）
↓
「
奉
仕
」
を
献
上
す
る

豊
御
酒
ま
つ
る

↓
奉
仕
す
る

「
秋
つ
葉
に
に
ほ
へ
る
衣
わ
れ
は
着
じ
、
君
に
奉ま

つ

ら
ば
夜
も
着
る
が

ね

（
だ
ろ
う
か
ら
）

」

（『
万
葉
〔
集
〕』
二
三
〇
四
）

斎
奉
イ
ツ
キ
ま
つ
る

↓

イ
ハ
ヒ
ま
つ
る

忌

イ
ミ

ま
つ
る

『〔
古
事
〕
記
』
初
出
は
イ
ザ
ナ
キ
の
み
そ
ぎ
か
ら
生
れ

た
三
柱
の
「
綿
津
見
の
神
は
阿
雲

あ
づ
み

の
連む

ら
じ

ら
の
祖お

や

神か
み

と

伊
都
久
神
也
」（
伊
都
久
は
音
で
読
め
）〔『
古
事
記
』
岩

波
文
庫
、
一
九
六
三
年
、
登
録
番
号

、
二
二

〇
頁
〕。

ま
つ
る
神
で
は
な
い
！

0197499

「
祭
」
の
一
字
だ
け
で
も
古
訓
は
「
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
」
と
よ
む
。「
祭
事
」
は
イ
ハ

ヒ
コ
ト
・
イ
ミ
コ
ト
で
あ
っ
て
、
マ
ツ
リ
コ
ト
で
は
な
い

天
照
の
ニ
ニ
ギ
へ
の
詔

此れ

之
鏡は

者
、
専ら

為
二
我
御
魂

み
た
ま
と
し
て

一
而
、
如
レ
拝い

つ
く
が
ご
と
く

二

吾
前
一
、
伊
都
岐
奉れ

。
次に

思
金

神は

者
、
取
二

持

み
ま
へ
の
こ

前
事
一、

と
を
と
り
も
ち
て
、

為
レ
政

ま
を
し
た
ま
へ

〔『
古
事
記
』
二
三
七
頁
〕

斎
主

イ
ハ
ヒ
ヌ
シ

・
神
主

×
祭
主

お
さ
め
ま
つ
る

＝
治
奉
（
！
）

文
武
天
皇
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
一
）

「
是
以
百
官
人
等
、

こ
こ
を
も
ち
て
も
も
の
つ
か
さ
[の
]ひ
と
ど
も
、

四
方
食
国

よ
も
の
お
す
く
に
を
、乎

治
奉

を
さ
め
ま
つ
れ
と
、

止

任
賜

ま
け
た
ま
へ
る

幣
留

…
」〔『
新
訂

増
補
国
史
大
系

続
日
本
紀
前
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登
録

番
号

、
一
頁
〕

0182888

イ
、
四
方
の
食
国
を
治
め
る
主
体
は
、
天
皇
か
ら
任
命
さ
れ
、
委
任
さ
れ
た

諸
国
の
司
で
あ
る
。

ロ
、「
治
奉
」
は
治
め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
皇
室
に
奉
仕
す
る
関
係
を
示
す
。

ハ
、
も
っ
と
も
「
治
め
る
」
こ
と
は
人
民
を
統
治
す
る
場
合
に
限
ら
な
い
。

神
々
を
「
治
め
る
」
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
ニ
ニ
ギ
へ
の
詔
の
「
治
我

前
」
は
「
イ
ツ
キ
マ
ツ
ル
」
と
同
じ
。
霊
を
鎮
め
る
↓
呪
術
的
思
考

ま
を
す

「
食
国
の
政
を
申
す
大
夫

マ
ヘ
ツ
キ
ミ

と
な
り
…
…
」（『〔
先
代
〕
旧
事
本
紀
』〔
巻
五

平
安
初
期
）
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（『
新
訂
増
補
国
史
大
系

古
事
記
・
先
代
旧
事
本
紀
・
神
道
五
部
書
』
吉
川
弘

文
館
、
一
九
六
六
年
）
五
九
頁
〕）

〔「
〕
其
の
食
国
ノ
政
を
申
す
者[大

夫
]は

今
の
大
連

お
ほ
む
ら
じ

な
り
」〔『
先
代
旧
事
本
紀
』〕
巻

七
〔
九
三
―
九
四
頁
〕

ロ
、
◎
光
仁
天
皇
、
宝
亀
二
年
二
月
の
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
第
三
一
）

「
今
日
よ
り
は
大
臣

お
ほ
お
み

の
ま
を
し
し
政
は
き
こ
し
め
さ
ず
や
な
ら
む
」〔『
新

訂
増
補
国
史
大
系

続
日
本
紀
後
篇
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登

録
番
号

、
三
八
九
頁
〕

0182889

左
大
臣
藤
原
永
手
薨
去
に
際
し
て
の
天
皇
の
弔
辞

イ
、
聖
武
天
皇
即
位
宣
命
（『
続
〔
日
本
〕
紀
』
巻
九
）

「
故

親
王
等
始
而
王
臣
、
汝
等
、
…
…
皇
朝
乎

[…
…
〕
扶
奉
而

か
れ
、
み
こ
た
ち
を
は
じ
め
て
、
お
ほ
き
み
お
み
、
い
ま
し
た
ち
、
す
め
ら
が
み
か
ど
を
た
す
け
ま
つ
り
て

天
下
公
民
奏
乎

賜
詔
止

…
…
」〔『
続
日
本
紀
前
篇
』
九
九
頁
〕

あ
め
の
し
た
の
お
ほ
み
た
か
ら
を
、
ま
を
し
た
ま
へ
と
、
の
る
。

に
た
い
す
る
政
事
を
と
り
お
こ
な
へ
。

と
り
も
つ

「
大
君
の
命み

こ
と

畏
み

食
国
の
事

と
り
も
ち
て
…
…
」

『
万
葉
〔
集
〕』
四
〇
〇
八
、
巻
一
七

「
大
君
の

任ま
け

の
ま
に
ま
に
執
り
持
ち
て
仕
ふ
る
国
…
…
」

『
万
葉
〔
集
〕』
四
一
一
六

○
と
も
に
と
り
も
つ
主
体
は
大
伴
家
持
で
あ
る
。

『〔
古
事
〕
記
』
中
巻
、
応
神
天
皇

「
大
雀
命
、
執
二
食
国
之
政
一
以
白
賜
」〔『
古
事
記
』
二
七
四
頁
〕

お
ほ
さ
ざ
き
の
み
こ
と
は
、
お
す
く
に
の
ま
つ
り
ご
と
を
と
り
も
ち
て

ま
を
し
た
ま
へ

の
ち
の
仁
徳
天
皇

応
神
天
皇
の
詔

『〔
日
本
書
〕
紀
』
舒
明
即
位
前
紀

お
ほ
き
ま
へ
つ
き
み
の
つ
か
は
せ
る
ま
へ
つ
き
み
た
ち
は
、
も
と
よ
り
、
い
か
し
ほ
こ
の
〔
…
…
〕
な
か
と
り
も
て
る
こ
と
の
ご
と
く
に
し
て
、

「
亦
大
臣
所
レ
遣
群
卿
者
、

従
来
如
二
厳
矛
〔
…
…
〕
取
レ
中
事
一

a.
而
奏
請
人
等
也

も
の
ま
う
す
ひ
と
ど
も
な
り

」〔『
日
本
古
典
文
学
大
系

日
本
書
紀
下
』岩
波
書
店
、

68

一
九
六
五
年
、
登
録
番
号

、
二
二
三
頁
〕（
群
卿
の
役
割
に
つ
い

0185229

て
、
山
背
大
兄
王
が
、
ま
へ
つ
き
み
た
ち
に
告
げ
る
言
葉
）

↓
非
宗
教
的
用
法

「
中
臣
寿
詞
」（『
台た

い

記き

』
＝
〔
左
大
臣
藤
原
頼
長
の
日
記
〕
別
記
）

b.

「
…
…
本
末
傾か

た
ぶ

か
ず
、
茂
槍

い
か
し
ほ
こ

の
中
執り

持
て

仕
へ
ま
つ
る
中
臣
の
祭
主

い
は
ひ
ぬ
し

」

枕
詞

宗教的行事の用法
⎩――――⎨――――⎧

〔『
日
本
古
典
文
学
大
系
１

古
事
記
・
祝
詞
』岩
波
書
店
、一
九
五
八
年
、

登
録
番
号

、四
六
二
頁
〕（
近
衛
天
皇
の
大
嘗
祭
に
お
け
る
祝
詞
）

0185143

「
斎

い
つ
き
の

内
親
王

ひ
め
み
こ
を

奉り

入る
る

時
（
の
祝
詞

い
は
ひ
ご
と

）」
＝
伊
勢
神
宮
に
斎
宮
を
た
て
ま
つ

c.
る
際
の
祝
詞

「
…
…
御
命

お
ほ
み
こ
と

を

大
中
臣
、
茂
し
桙
の

い
か
し
ほ
こ
の

中
取
持
ち
て
、
恐
み
恐
み
も
申

し
た
ま
は
く
」〔『
古
事
記
・
祝
詞
』
四
四
六
頁
〕
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ｂ
、
ｃ
は
「
天
皇
と
神
と
の
中
を
仲
介
す
る
媒
介
者
と
し
て
」

ａ
は
「
皇
室
と
臣
・
民
と
の
間
の
仲
介
者
と
し
て
、
天
皇
に
奏
上
す
る
」

こ
と
む
け
＝
お
も
む
け

「
ま
つ
ろ
は
ぬ
人
〔
等
〕
を
こ
と
む
け
や
は
す

言

向

和

平

」〔『
古
事
記
』
一
二
二
頁
〕

麻
都
漏
波
奴
﹇
phonetic﹈
人

＝
不
伏
人
（
神
武
東
征
）
不
順
者

『〔
古
事
〕
記
』
景
行
天
皇
、
倭
建
命
の
東
征

ま
つ
ろ
う

(

帰

順

)者

荒
ぶ
る
神
ど
も
を
言
趣
和
〔『
古
事
記
』
二
三
三
頁
〕

『〔
古
事
〕
記
』
葦
原
中
国
の
平
定

お
も
む
け
に
し
た
か
は
ず
（
不
従
風
化
）
↓
『
常
陸
国
風
土
記
』

教
化

お
も
む
け

↓
崇
神
紀
一
三[二

]年
〔『
日
本
古
典
文
学

大
系

日
本
書
紀
上
』
岩
波
書
店
、
一
九

六
七
年
、
登
録
番
号

、
二
四
八
頁
〕

67

0185228

面
向
け

こ
と
む
け
と
同
じ

言
は
仮
字
、
事
依ヨ

サ
ス

、
事
避サ

ル

。「
ム
ケ
は
ム
カ
セ
に
て
〔
」〕

「
背ソ

ム

け
る
者モ

ノ

を
、
此
方

コ
ナ
タ

へ
令シ

ム
ルレ

向ム
カ

意
の
言
な
り
」（『〔
古
事
〕
記
伝
』〔
十
三
之

巻
、『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
〇
巻
四
七
頁
〕）

同
じ
方
向
を
向
か
せ
る
、
同
方
向
性
の
意
で
、
風
化
・
教
化
の
倫
理
的

規
範
性
は
弱
い
。

背
く
は
背
を
向
け
る
。
反
対
方
向
性

「
政
既
に
平
訖

こ
と
む
け

参
上り

て

侍は
べ
る

之
」（『〔
古
事
〕
記
』
履
中
天
皇
〔
二
八
九
頁
〕）

「
政

マ
ツ
リ
ゴ
ト

を
和
平

コ
ト
ム
ク

と
云
は
、
何ナ

ニ

と
か
や
穏

オ
ダ
ヤ
カ

な
ら
ぬ
如
く
聞
ゆ
れ
ど
も
、

〔
…
…
〕（
履
中
天
皇
の
条
に
、
水
齒
別
命
（
の
ち
の
反は

ん

正ぜ
い

）
が
、
弟
の
墨
江の

中つ

王み
こ

の
反
逆
を
討
伐
し
て
、
履
中
に
奏
上
し
た
こ
と
を
政
と
い
う
の
で
、
古

語
に
は
、
こ
の
よ
う
に
）
政
を
行オ

コ
ナ

ひ
た
る
を
、
和
平

コ
ト
ム
ケ

と
は
云
る
な
り
」（『〔
古

事
〕
記
伝
』〔
二
十
三
之
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
一
一
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
九
年
、
登
録
番
号

、
五
八
頁
〕）

0182355

か
へ
り
ご
と
ま
を
す

こ
れ
で
ま
つ
り
ご
と
の
サ
イ
ク
ル
が
完
了
す
る
。『
古
事
記
』
の
な
か
で

「
奏ま

を
す

」
字
の
用
例
二
三
の
う
ち
一
四
例
が
、
復
奏
・
覆
奏
で
あ
る
。
と
く
に

上
・
中
巻
で
は
、奏
の
一
四
例
中
、一
二
例
が
覆
奏
！
（
朝
日
古
典
全
書『
古

事
記
』
の
校
注
者
神
田
秀
夫
・
太
田
善
麿
氏
に
よ
る
〔
神
田
秀
夫
・
太
田
善

麿
校
註『
古
事
記
』上
、朝
日
新
聞
社
、一
九
六
二
年
、登
録
番
号

、

0185085

三
〇
七
頁
〕）。
し
か
し
あ
る
意
味
で
は
、
サ
イ
ク
ル
は
完
了
し
な
い
。
イ
ザ

ナ
キ
が
三
貴
子
を
生
み
、
ス
サ
ノ
オ
を
根
ノ
国
に
追
放
し
、
使
命
を
終
え
て
、

幽
宮

カ
ク
レ
ノ
ミ
ヤ

に
永
眠
し
た
、
と
い
う
『〔
日
本
〕
書
記
』
の
記
事
に
つ
づ
け
て
、「
亦

曰
く
、
伊
弉
諾
尊
、
功コ

ト

既
に
至
り
ぬ
。
徳

イ
キ
ホ
ヒ

亦
大
な
り
。
是
に
天
に
登
り
ま

し
て
報

命

か
へ
り
ご
と
ま
を

し
た
ま
ふ
」〔『
日
本
書
紀
上
』
一
〇
三
頁
〕。

大
八
州
国
（
日
本
）
を
生
み
、
そ
の
統
治
者
を
生
ん
だ
イ
サ
ナ
キ
も
ま
た
天

に
登
っ
て
か
へ
り
こ
と
ま
を
し
て
い
る
！

誰
に
か
？
「
天
つ
神
」
に
も
究

極
者
が
な
く
無
限
に
上
に
、
古
に
遡
及
す
る
こ
と
を
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
。

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
ス
の
重
要
性
を
も
示
す
。
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の
補
注

Paradigm
2

１
、
太
上
天
皇
と
は
譲
位
し
た
前
帝
、
つ
ま
り
上
皇
（
法
皇
）
を
指
す
。
中
国

の
皇
帝
と
ち
が
っ
て
「
天
皇
」
の
名
称
は
単
一
者
で
は
な
い
。
中
国
で
は
皇
太
子

も
皇
帝
の
面
前
で
は
「
臣
〜
」
と
い
う
。
が
、
日
本
で
は
君
臣
の
別
は
、
皇
室

（
Im
perialFam
ily）
と
、
そ
れ
以
外
の
大
臣
以
下
群
卿
の
間
に
あ
る
。

↓
統
治
の
多
元
性
及
び
、「
み
う
ち
」
化
の
背
景
と
な
る
。

２
、
正
統
性
の
所
在
と
実
権
者
と
の
関
係
は
一
般
的
に
「
後
見
」
の
語
で
表
現

さ
れ
る
。
上
皇
（
法
皇
）
は
天
皇
の
「
後
見
」
で
あ
り
、
摂
関
も
天
皇
の
「
後
見
」

で
あ
り
、
さ
ら
に
幕
府
成
立
後
は
、
武
家
（
将
軍
）
は
公
家
の
（
後
見
）
と
よ
ば

れ
た
（
慈
円
『
愚
管
抄
』）。

↓
実
権
者
の
リ
モ
コ
ン
と
い
う
パ
タ
ー
ン
。
病
理
的
に
な
る
と
、
正
統
性
の
所

在
と
決
定
権
者
と
の
分
離
の
原
則
と
相
俟
っ
て
、
無
責
任
体
制
に
な
る
。
そ

の
楯
の
反
面
と
し
て
独
裁
（
m
ono-archia）
の
成
立
は
困
難
と
な
る
。

３
、
Inform
alization
は
一
つ
に
は
摂
関
制
・
蔵
人
所
と
い
っ
た
「
令
外
官
」

参
議
・
権
大
納
言
・
検
非
違
使

の
増
加
と
そ
の
重
要
性
の
増
加
と
し
て
現
わ
れ
（
こ
れ
は
一
応
公
の
官
制
で
あ

る
）、
他
方
に
は
、「
み
う
ち
化
」（
privatization）
と
し
て
現
わ
れ
る
。
院
司
は

院
（
上
皇
）
の
、
家
司
は
摂
関
家
の
、
家
政
を
司
る
私
的
性
格
を
も
つ
。
幕
府
に

お
け
る
御
内
方
も
同
じ
。
従
属
者
・
奉
仕
者
と
い
う
性
格
と
、
私
的
な
配
下
（
側

近
）
と
い
う
性
格
と
い
う
二
重
な
性
格
に
お
い
て
政
事
の
実
権
を
に
ぎ
る
傾
向
が

あ
る
。「
夜
の
関
白
」
と
い
う
の
は
白
河
院
の
院
司
の
別
称
・
通
称
。「
政
所
」
と

い
う
名
称
も
元
来
、
摂
関
家
の
家
政
機
関
の
名
称
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
鎌
倉
幕
府

に
も
ち
こ
さ
れ
る
。
摂
関
制
に
お
い
て
政
所
下
文
は
院
宣
と
同
じ
効
力
を
も
っ

た
。「
政
」
の
sem
anticsを
象
徴
し
て
い
る
。

４
、
律
令
制
下
に
お
い
て
、
宮
中
・
府
中
の
別
が
唐
制
に
な
ら
っ
て
定
め
ら
れ

た
が
、
は
や
く
も
持
統
天
皇
の
時
代
に
、「
お
ほ
う
ち
」（
内
裏
・
禁
中
・
禁
裏
）
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が
決
定
権
を
も
つ
例
が
出
現
し
て
い
る
（
Inform
alization）。

天
武
紀
、
一
一
年
一
一
月
の
詔

「
凡
そ
法の

り

を
犯お

か

す
者も

の

を
糺た

弾だ

さ
む
と
き
は
、
或
は
禁お

省ほ

之う

中ち

に
も
、
或
は

朝
廷
之
中

ま
つ
り
ご
と
ど
こ
ろ

に
も
、
…
…
匿か

弊く

す
こ
と
無な

く
し
て
糺た

弾だ

せ
」〔『
日
本
書
紀
下
』

四
五
五
頁
〕

持
統
記[紀

]（
最
後
の
巻
の
最
後
の
文
章
）
一
一
年
八
月

天
皇
定
二
策
禁
中
一
、禅
二
天
皇
位
於
皇
太
子
一〔『
日
本
書
紀
下
』五
三
五
頁
〕

み
は
か
り
ご
と
を
、
お
ほ
う
ち
に
定
め
て
、
ひ
つ
ぎ
の
み
こ
（
文
武
）

に
、
禅
天
皇
位

く
に
さ
り
た
ま
ふ

５
、﹇「
公
方
」
の
名
称
の
下
降
﹈「
公
方
」
は
元
来
、
朝
廷
を
意
味
し
た
が
、
鎌

倉
幕
府
の
執
権
時
宗
の
と
き
、
守
護
（
と
く
に
得
宗
守
護
の
場
合
）
あ
て
の
将
軍

家
御
教
書
を
「
関
東
公
方
御み

教
書
」
と
呼
ん
だ
。
鎌
倉
殿
（
将
軍
）
が
一
段
レ
ヴ
ェ

ル
が
上
っ
て
公
方
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
伝
統
が
室
町
幕
府
に
う
け
つ
が

れ
て
、
将
軍
＝
公
方
と
な
っ
た
。
し
か
も
尊
氏
の
子
足
利
基
氏
は
京
都
の
公
方
に

将
軍

た
い
し
、
関
東
公
方
と
呼
ば
れ
た
。
こ
の
関
東
公
方
の
下
で
、
上
杉
憲
顕
は
〔
関

東
〕
管
領
、
高
師
冬
は
「〔
関
東
〕
執
事
」
と
な
っ
て
関
東
公
方
の
政
事
を
執
り
（
執

権
に
当
る
）、
の
ち
、
執
事
は
レ
ヴ
ェ
ル
が
上
っ
て
関
東
管
領
と
な
っ
た
。

６
、
得
宗
家
の
「
内う

ち

管か
ん

領れ
い

」

北
条
泰
時
が
被
官
の
尾
藤
景
綱
を
家
務
執
行
の
後
見
と
し
て
任
命
し
た
の
が
は

じ
ま
り
。
す
で
に
泰
時
の
時
代
か
ら
、
た
ん
な
る
家
政
機
関
で
な
く
、
幕
府
の
政

治
的
決
定
分
野
（
将
軍
の
京
都
へ
の
使
者
、
御
家
人
の
鎮
圧
等
）
に
関
与
し
て
い

た
﹇
得
宗
被
官
↓
得
宗
私
邸
の
御
内
｛「
寄
合
」
の
メ
ン
バ
ー
／
「
公
文
所
」
の
家

令
﹈。時

頼
は
執
権
及
び
得
宗
の
地
位
を
長
時
・
時
宗
に
譲
っ
た
の
ち
も
、「
後
見
」
役

嫡[カ
]子

を
つ
と
め
た
（
院
政
に
あ
た
る
）
が
、
他
方
、
尾
藤
景
綱
の
内
管
領
辞
任
の
あ
と

を
う
け
て
、
家
令
と
な
っ
た
平
盛
綱
が
時
頼
の
側
近
と
し
て
政
治
に
参
与
し
た
。

そ
う
し
て
、
時
宗
の
代
に
な
る
と
、
盛
綱
の
子
、
平
頼
綱
が
内う

ち

管
領
と
し
て
絶
大

な
権
力
を
ふ
る
っ
た
。

執
権
か
ら
「
得
宗
専
制
へ
の
転
化
」
と
い
わ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
の
実
体
は
、
得
宗

の
専
制
と
い
う
よ
り
、
内う

ち

管
領
の
決
定
過
程
へ
の
侵
蝕
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ
た
。

高
時
の
内
管
領
、
長
崎
高た

か

資す
け

の
専
横
は
有
名
で
あ
る
。

『
増
鏡
』
第
一
五
巻
「
こ
の
頃
（
高
時
執
権
の
こ
ろ
）、
わ
た
く
し
の
後
見

う
し
ろ
み

に
、

cf.
長
崎
入
道
円ゑ

ん

基き
（
高
資
の
父
）と
か
や
い
ふ
物
あ
り
。
世
の
中
の
大
小
事
、た
ゞ

み
な
こ
の
円ゑ

ん

基き

が
心
の
ま
ゝ
な
れ
ば
、
宮
こ
の
大
事
、
か
ば
か
り
に
な
り
ぬ
る

を
も
、
か
の
入
道
の
み
ぞ
と
り
も
ち
て
、
お
き
て
計 は

か

ら
い
け
る
」（
元
弘
の
乱
の

叙
述
）〔『
日
本
古
典
文
学
大
系

神
皇
正
統
記
・
増
鏡
』
岩
波
書
店
、
一
九

87

六
五
年
、
登
録
番
号

、
四
五
〇
頁
〕

0185233
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中
納
言

令
外
官
↓

権
大
納
言
・
権
中
納
言

関
白

○
内
大
臣
・
参
議
・
蔵
人
所
・
検
非
違
使

摂
政

（
諮
問
機
関
と
し
て
の
三
省
）

尚
書
省
（
行
政
）

天

皇
帝

中
書
省
（
起
草
）

門
下
省
（
覆
奏
）

〔
大
日
本
〕
帝
国
憲
法
第
五
条

１
、
原
案

天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
テ
立
法
権
ヲ
施
行
ス

２
、
第
一
審
会
議
第
二
読
会

天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
翼
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
施

行
ス

３
、
第
二
審
（
未
決
）
〃

⎩―――⎨―――⎧
４
、
第
三
審

天
皇
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
以
テ
立
法
権
ヲ
行
フ

最
終
審
議
で
第
五
条
議
決
。

第
三
十
七
条

１
、
原
案

凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス

２
、
第
一
審
会
議

凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
承
諾
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス

３
、
第
二
審

同
上

⎩――⎨――⎧
４
、
第
三
審

凡
テ
法
律
ハ
帝
国
議
会
ノ
協
賛
ヲ
経
ル
ヲ
要
ス

イ
、「
贊
襄
」
ロ
、
承
認
「
抹
消
」
＝
新
造
語

ハ
、「
協
同
」
ニ
、「
議
決
」

ホ
、「
議
ヲ
経
テ
」

「
議
会
ノ
承
認
ヲ
経
ス
シ
テ
国
政
ヲ
施
行
ス
ル
ハ
立
憲
政
体
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ

リ
」（
伊
藤
〔
博
文
（
清
水
伸
『
帝
国
憲
法
制
定
会
議
』
岩
波
書
店
、
一
九
四

〇
年
、
登
録
番
号

、
一
五
九
頁
〕）

0193251

第
三
審
、
一
旦
は
「
輔
翼
及
び
協
賛
〔
」〕
と
し
た
が
、「
advice
and
con-

sent…
…
advice
は
虚
飾
で
あ
り
、
consentか
主
で
あ
る
。
故
に
単
ニ
協

賛
と
す
る
」（
伊
藤
〔「「
ア
ド
バ
イ
ス
、
エ
ン
ド
、
コ
ン
セ
ン
ト
」
…
…
「
ア

ド
バ
イ
ス
」
ナ
ル
字
ハ
外
国
ノ
憲
法
ニ
於
テ
モ
寧
ロ
虚
飾
ニ
属
シ
、「
コ
ン
セ

ン
ト
」
ノ
意
即
チ
主
ナ
リ
。
依
テ
更
ニ
協
賛
ト
ノ
ミ
セ
リ
」『
帝
国
憲
法
制
定

会
議
』
四
六
六
頁
〕）

中
国
に
お
け
る
「
政
事
」

「
在
レ
君
為
レ
政
、
在
レ
臣
為
レ
事
」（『
春
秋
左
氏
伝
』
昭
公
二
十
五
年
「
為
政
事
」

に
つ
い
て
の
杜と

預よ

（
二
二
二
―
二
八
四
、
晋
の
将
軍
で
学
者
）
の
注
）

「
夫
政ハ

自リ
レ
上
下ル

者
也
。
上
作
レ
政
而
下
行ヘ

バレ
之
、
不
レ
逆ナ

ラ

。
故
上
下
無
レ
怨
」

（『
国
語
』「
周
語
」
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長
官

次
官

⎫
｜
⎬
｜
⎭

神
祇
官

卿
・
大
輔

た
ゆ
う

・
少
輔

し

う

天
皇

官　政　太

（
則
闕
官
）（
長
官
）（
次
官
）

太
政
大
臣
―

左
大
臣

右
大
臣

―
―
大
納
言

省　務　中

宮
内
省

大
蔵
省

刑
部
省

以
下
す
べ
て

八
省



Ⅴ

闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
―
―
Ｏ
正
統
と
異
端
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の

ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
―
―
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
）

編
者
注
②
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て

二
、
崎
門
の
絶
交
」（
登
録
番
号

）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４

697-8

版
）四
枚
）・「「
異
学
の
禁
」を
境
と
し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

670-3

一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て

闇
斎
学
派
、
敬
義
学
派
と
も
い
わ
れ
る
。

近
世
儒
学
の
二
大
源
泉

イ
、
京
師
朱
子
学
﹇
京
学
﹈
―
―
藤
原
惺
窩
・
林
羅
山
・
木
下
順
庵

ロ
、
海
南
朱
子
学
﹇
南
学
﹈
―
―
(南
村
梅
軒
）

谷
時
中
・
小
倉
三
省
・
野
中
兼
山

（
桂
庵
―
―
薩
摩
儒
学
（
朝
鮮
戦
争
で
書
籍
を
得
た
）

（
貝
原
益
軒

黒
田
藩
）

（
中
江
藤
樹
）
―
―
〔
熊
沢
〕
蕃
山

闇
斎
は
系
統
か
ら
い
え
ば
、
南
学
で
谷
時
中
、
野
中
兼
山
に
学
ん
で
、
仏
を
棄

て
儒
に
帰
し
た
﹇
比
叡
山
↓
妙
心
寺
↓
吸
江
寺
﹈。
し
か
し
、
南
学
の
一
分
派
と
い

う
に
は
あ
ま
り
に
顕
著
な
特
色
が
あ
る
。
学
統
図
で
も
程
朱
学
派
あ
る
い
は
朱
子

学
派
と
別
項
目
に
闇
斎
学
派
、
敬
義
学
派
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
。
自
己
認
識

と
し
て
も
そ
う
だ
し
、
他
の
儒
学
派
か
ら
も
特
別
視
さ
れ
て
い
た
。
量
的
に
近
世

初
頭
の
最
大
学
派
で
あ
っ
た
（
次
頁
）
だ
け
で
な
い
。
稲
葉
黙
斎
の
『
学
話
』
に

「
朱
子
学
ト
云
（
ヘ
）
バ
、
新
助
殿
〔
室
鳩
巣
〕
モ
貝
原
モ
コ
ノ
内
ヘ
入
ル
。
道

学
ト
云
ト
此
二
人
モ
入
ル
コ
ト
ハ
ナ
ラ
ヌ
」
と
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
道
学
」
を

自
任
し
た
〔『
黙
斎
先
生
学
話
』
巻
之
七
。
論
文
「
闇
斎
学
と
闇
斎
学
派
」
で
は
、

本
書
の
「
東
大
図
書
館
蔵
」
本
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
（『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
一

巻
二
三
一
頁
）、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
で
は
、
本
書
は
宇
井
黙
斎
の
著
書
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
〕。「
道
学
」
は
む
ろ
ん
中
国
の
程
朱
学
の
自
称
で
あ
り
、
闇
斎

学
の
発
明
し
た
コ
ト
バ
で
な
い
が
、
崎
門
の
場
合
、
と
く
に
朱
子
学
者
と
区
別
し

た
。「
世
界
観
の
学
」
の
意
味
で
あ
る
。
理
論
と
実
践
の
統
一
。
君
臣
大
義
名
分

論
と
一
身
の
出
処
進
退
と
を
き
び
し
く
追
究
し
た
。

門
弟
六
千
人
と
い
わ
れ
た
。
藩
校
は
〔
江
戸
〕
中
期
以
後
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ

が
多
い
が
、
闇
斎
学
を
藩
学
と
し
た
と
こ
ろ
は
、
全
国
で
五
十
藩
を
こ
え
る
（
新

発
田
﹇
＝
溝
口
﹈・
小
浜
﹇
＝
酒
井
﹈・
鶴
田

[た
づ
た
]・

広
島
等
は
と
く
に
名
高
い
）。

（
孔
子
の
弟
子
、三
千
人
、六
芸
に
達
し
た
も
の
七
十
余
氏
〔「
孔
子
…
…
、
弟

子
蓋シ

三
千ア

リ

焉
、
身
通ズ

ル二
六
芸ニ
一
者
、
七
十
有
二
人ア

リ

」（『
史
記
国
字
解
』第
四

巻
、早
稲
田
大
学
出
版
部
、一
九
一
九
年
、登
録
番
号

、二
四
六
頁
〕）

0188498

孔
門
で
さ
え
、
三
千
人
、
通
じ
た
者
は
七
十
人
余
と
い
う
の
に
、
こ
の
数
字
は

多
す
ぎ
な
い
か
、と
い
う
疑
問
は
江
戸
時
代
に
す
で
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
た
い
し
、

稲
葉
黙
斎
は
『
先
達
遺
事

[
墨
水
一
滴
]

』
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
説
明
を
加
え
て
い
る
。

「
闇
斎
門
六
千
人
。
恐ラ

ク
ハ

不ラ
ン
トレ

至ラ
レ
此ニ

。
余
云
、
不
レ
然ラ

。
当
時
以テ
レ
礼ヲ

相
見

者
、
門
人
籍
二
-記ス

ル

(登
録
）
之ヲ
一
、
其
員
、
自カ

ラ

有リ
二
六
千
人
一
。
何ゾ

必シ
モ

在ラ
ン二

弟
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子
之
列ニ
一
。
闇
斎
師
道
至ツ

テ

厳ナ
リ

。
初
見ノ

者ハ

皆
厚ク

シ
テレ

礼ヲ

以テ

見ユ

。
不シ

カ
ラ

則ザ
レ
バ

不
レ
得
レ

見ユ
ル
ヲ

。
一タ

ビ

面シ
テ

後
、
不ル
二
相
見エ
一
者
、
蓋シ

亦
多カ

ラ
ン

。
其ノ

在リ
テレ

洛ニ

下ス
ヤレ

帷ヲ

、
天
下ノ

書

生
、
輻
二
-輳ス

京
師ニ
一
。
恐ラ

ク
ハ

無カ
ラ
ン

二

不ル
レ
見マ

ミ
エ

者
一
。
況ン

ヤ

又
如キ
二
会
津
藩
中ノ
一
（
保

科
正
之
）、
時
勢
豈
有ラ

ン
ヤ

下

不ル
レ
見エ
二
闇
斎ニ
一
者
上
乎
。
一タ

ビ

見エ
テ

記
籍セ

ラ
ル

、
其
員
、

六
千
人
、
何ゾ

又
疑ノ

之レ

有ラ
ン
ヤ

」〔
稲
葉
黙
斎『
墨
水
一
滴
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』第

三
巻
、鳳
出
版
、一
九
七
一
年
、登
録
番
号

）一
四
―
一
五
頁
〕

0183661

少
数
の
原
典
、
そ
の
特
定
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
の
徹
底
的
な
学
習
と
精
読

『
小
学
』・『
近
思
録
』・『
大
学
』・『
論
〔
語
〕』・『
孟
〔
子
〕』・『
中
庸
』・『
易
』
↓

⎧
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
︸
｜
｜
｜
｜
｜
｜
｜
⎩

四
書

朱
子
の
『
集
註
』・『
語
類
』・『
文
集
』
に
基
き
、
元
明
の
末
流
を
『
大
全
』

と
か
『
蒙
引
』
と
か
い
っ
た
権
威
的
註
釈
書
を
ふ
く
め
て
原
則
的
に
否
定
し

た
。
朱
子
の
精
神
に
帰
れ
。
記
誦
詞
章
の
排
撃
、詩
文
へ
の
耽
溺
を
戒
め
る
。

林
家
の
「
博
﹇
識
﹈
学
」
の
学
問
的
態
度
と
対
蹠
的
。

他
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
、
古
学
派
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
朱
子
学
者
か
ら
も
、
偏
狭
・

排
他
的
・
閉
鎖
的
と
し
て
悪
口
を
い
わ
れ
た
。

那
波
魯
堂
﹇
↓
寛
政
元
〔
一
七
八
九
〕
年
没
﹈『
学
問
源
流
』（
寛
政
六
年
門
人
序
、

十
一
年
版
）
学
風

「
凡
読ヨ

ム
所
ノ
書
、
数
種
ニ
止
マ
リ
、
歴
史
子
書
ノ
類
ハ
、
一
切
ニ
読ヨ

ム

ニ
益

ナ
シ
ト
テ
禁ス
レ
之ヲ

、
玩
物
喪
志
ノ
義
ナ
リ
ト
テ
、
文
章
ニ
力チ

カ

ラ
ヲ
用
ヒ
ズ
、

（
中
略
）
其
少
シ
ニ
テ
モ
敬
義
ノ
説
ニ
不ル
レ
合
者
ハ
、
邪
説
ト
シ
テ
退ク
レ
之
、

（
中
略
）
其
師
説
ニ
至
テ
ハ
、
講
義
・
講
録
ト
テ
、
其
辞コ

ト
バ

ヲ
一
一
、
国
字
ヲ

以テ

、
記シ
レ
之ヲ

、
互
ニ
写
シ
取
テ
秘
本
ノ
如
ク
蔵メ
レ
之
、
其
説
ヲ
信
ゼ
ザ
ル
者
ニ

ハ
、
猥ミ

ダ

リ
ニ
是
レ
ヲ
示
サ
ズ
、（
中
略
）
敬
義
ノ
説
ニ
従
フ
人
ハ
、
十
人
ハ
十

人
、
百
人
ハ
百
人
、
幾
誰

イ
ク
タ
リ

ニ
聞
テ
モ
、
印イ

ン

シ
出
セ
ル
書
画
ノ
如
ク
（
ハ
ン
コ

で
押
し
た
よ
う
に
）
一
様
ナ
リ
」〔
那
波
魯
堂
『
学
問
源
流
』（
内
藤
耻
叟
校

訂
『
少
年
必
読
日
本
文
庫
』
第
六
編
、
博
文
館
、
一
八
九
一
年
、
登
録
番
号

）
一
三
―
一
四
頁
〕﹇
註
釈
書
を
刊
行
し
な
い
、「
述
而
不
作
」﹈。

0197554コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ

「
門
下
幾
千
人
に
及
び
、
流
伝
二
百
年
に
亘
る
と
い
へ
ど
も
、
甲
乙
相
等
し

く
、
前
後
趣
を
同
じ
う
す
る
、
ま
こ
と
に
壮
観
と
い
ふ
の
外
は
な
い
」
平
泉

澄
博
士
〔
編
〕『
闇
斎
先
生
と
日
本
精
神
』（
昭
七
〔
至
文
堂
、
登
録
番
号

、
三
三
頁
〕）

0181853

内
部
を
窺
う
と
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
ど
こ
ろ
か
、
或
は
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ

の
メ
ダ
ル
の
裏
と
い
う
べ
き
か
、
無﹅

限﹅

の﹅

異﹅

化﹅

傾﹅

向﹅

が
あ
っ
た
。

稲
葉
黙
斎
の
崎
門
学
自
己
批
判
。

「
吾
党
学
者
、
不
レ
能ハ
下
智
以
観テ
二
諸
先
輩ノ

大ニ

同ジ
ク
ス
ル

処ヲ
一
信ズ

ル上
レ
之ヲ

、
故ニ

論ジ
二
其ノ

小シ
ク

異ル

処ヲ
一
、
最モ

刻
薄ナ

リ

(不
寛
容
）。
所
二
-以
同
門
異
戸ナ

ル
一
。
気
象
尤モ

不ル
レ
好マ

也
」（『
孤
松
全
稿
』）〔
渡
辺
予
斎
『
吾
学
源
流
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三

巻
）
七
頁
〕。

「
林
家﹇〔
林
〕道
春
―
―
大
学
頭〔
林
〕信
篤
﹈の
阿
世
、崎
門
の
絶
交
」﹇
↓
明
和
・

安
永
・
天
明
頃
の
イ
メ
ー
ジ
﹈（『
幸
田（
誠の

ぶ

之ゆ
き﹇

享
保
五〔
一
七
二
〇
〕年
―
寛
政
四

（
一
七
九
三[二

]年
﹈）先
生
語
録
』〔
正
・
続
、登
録
番
号

〕）

0197402・
0197403
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「
異
学
の
禁
」
を
境
と
し
て
の
全
国
藩
学
の
学
派
別
の
ち
が
い

七
一
年

⎫
｜
｜
｜
⎬
｜
｜
｜
⎭

享
保
―
天
明
期
（
一
七
一
六
―
一
七
八
八
）
の
藩
学
儒
官
の
学
派
別
（
石
川
謙
『
日
本

学
校
史
の
研
究
』〔
小
学
館
、
一
九
六
〇
年
、
登
録
番
号

〕

及

0183223
P192

）

P.257～
8

朱
子
学
派

朱
子
学
派

林
・
昌
平
系

闇
斎
派

人

京
学
そ
の
他

（
◎
闇
斎
派
を
加
え
る
と

人
）

陽
明
学
派

６146938 715

395

132

847

165

320

仁
斎
学
派

〔
ポ

ス
ト
仁
斎
・
徂
徠
学
〕

徂
來
学
派

古
注
派

＋

折
衷
派

↓
計

編
者
注
⑤
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

一
、
闇
斎
学
派
に
つ
い
て

二
、
崎
門
の
絶
交
」（
登
録
番
号

）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４

697-8

版
）
二
枚
）

二
、
崎
門
の
絶
交
の
原
型

プ
ロ
ト
タ
イ
プ

を
な
す
の
が
、
佐
藤
直
方
と
浅
見
絅
斎
の
「
絶

門
」
事
件

も
っ
と
も
絅
斎
の
場
合
は
、
直
方
と
ち
が
っ
て
、
明
確
に
絶
門
さ
れ
た
の
で
は

な
い
、
と
絅
斎
の
高
弟
、
若
林
強
斎
は
い
う
。
あ
と
で
の
べ
る
種
々
の
経
緯

い
き
さ
つ

か
ら

考
え
て
も
、
師
闇
斎
の
学
説
・
思
想
に
た
い
す
る
批
判
で
主
導
的
役
割
を
演
じ
た

の
は
―
―
つ
ま
り
植
田
艮
背
の
よ
う
な
師
に
絶
対
忠
実
な
門
弟
か
ら
見
て
問
題
の

「
主
犯
」
は
―
―
直
方
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、（
そ
の
強
斎
自
身
も
「（
絅
斎
に

つ
い
て
）
絶
門
ト
云
フ
事
ハ
無
カ
リ
シ
カ
ド
モ
、
何
ト
ナ
ク
師
弟
ノ
情
合
宜
シ
カ

ラ
ズ
（
中
略
）
誠
ニ
、
外﹅

様﹅

会
釈

ア
シ
ラ
ヒ

ノ﹅

様﹅

ニ﹅

ナ﹅

リ﹅

テ﹅

ア
リ
シ
ト
見
エ
タ
リ
」
と
い
う
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△
林
家

○
闇
斎
（
崎
門
）
派

55

121人

昌
平
坂
学
問
所
（
聖
堂
）
系
５

60人2963

〔
別
格
朱
子
学
〕

京
学
系
（
惺
窩
―
松
永
尺
五

―
木
下
順
庵

152人

闇
斎
派
を
加
え
る
と

そ
の
他

懐
徳
堂
な
ど

273
人

陽
明
学
派

６49

12

27

39

118

○○
仁
斎
（
堀
河
）
学
派

164人
〔167〕

三
派
鼎
立

徂
來
（
蘐
園
）
学
派

古
注
派

＋

折
衷
派

計

寛
政
―
文
政
期
（
一
七
八
九
―
一
八
二
九
）

七
八
年
間

天
保
―
慶
応
期
（
一
八
三
〇
―
一
八
六
七
﹇
一
七
八
九
﹈）



よ
う
な
疎
遠
な
関
係
に
な
っ
た
こ
と
は
認
め
て
い
る〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』（
一

九
三
七
年
刊
行
本
）
巻
三
、
登
録
番
号

、
一
六
丁
ウ
〕。）
二
人
と
も
師

0181868

闇
斎
の
葬
儀
に
参
列
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
は「
寵
異
最
至
」

（『
日
本
道
学
淵
源
録
』〔
大
塚
観
瀾
・
千
手
旭
山
編
校
、
岡
次
郎
、
一
九
三
四
年
、

巻
之
二
、
登
録
番
号

、
四
丁
オ
〕）
と
い
わ
れ
た
ほ
ど
闇
斎
に
愛
さ
れ
、

0181878

そ
れ
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
『
先
達
遺
事
』
は
色
々
伝
え
て
い
る
。

世
に
崎
門
三
傑
と
い
う
が
、
三
宅
尚
斎
が
入
門
し
た
の
は
闇
斎
の
最
晩
年
の
延

宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
で
、
と
き
に
尚
斎
は
十
九
才
、
し
か
も
そ
れ
か
ら
足
か
け

三
年
で
、
闇
斎
は
没
し
て
い
る
。
他
の
二
傑
と
は
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
む

し
ろ
、
絅
斎
・
直
方
が
没
し
て
の
ち
、
二
人
の
門
弟
は
多
く
尚
斎
に
つ
い
た
の
で
、

自
然
に
尚
斎
を
中
心
と
し
て
学
派
が
発
展
し
た
格
好
に
な
っ
た
と
も
い
え
る
。
つ

ま
り
、
絶
門
事
件
が
起
っ
た
段
階
で
い
え
ば
、
崎
門
の
最
俊
英
の
二
傑
が
と
も
に

破
門
も
し
く
は
準
破
門
の
状
態
に
追
い
や
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
瞠
目
に
値
す

る
事
件
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

編
者
注
⑦
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

イ

敬
義
内
外
論
を
め
ぐ
る

異
義
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
七
枚
）

697-9

（
イ
）
敬
義
内
外
論
を
め
ぐ
る
異
義
﹇
経
典
解
釈
の
次
元
〔
ド
ク
ト
リ
ン
の

レ
ヴ
ェ
ル
〕﹈

出
典
、『
易
経
』
坤
の
「
文
言

も
ん
ご
ん
／
ブ
ン
ゲ
ン

伝
」

↓（
孔
子
の
作
と
い
わ
れ
る
）十
翼
の
一
、乾
と
坤
の
二
卦﹇｛
卦
辞
＝
彖
辞（
全

体
）
／
爻
辞
（
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン

[

カ

]

）﹈
を
と
く
に
説
明
し
た
も
の
（
他
の
卦

は
彖タ

ン

伝
（
上
下
）・
象
伝
（
上
下
）
の
み
・
繋
辞
伝
（
上
下
）・
説
卦
伝
・
序

卦
伝
・
雑
卦
伝
）

↓

﹇
六
二
、
直
方
大
な
り
（
爻
辞
）﹈
＝
坤
の
卦
の
爻こ

う

辞
の
説
明
。

「
君
子
敬
以
直
レ
内
、
義
以
方ニ

スレ
外ホ

カ
ヲ

敬
義
立
而
徳
不
レ
孤
…
…
」

「
君
子
主ト

シ
テレ

敬ヲ

以
直
レ
内
、
守リ

テレ
義ヲ

以
方ニ

ス二
其
外ホ

カ
ヲ一

、
敬
立チ

テ

而
内
直ク

、
義
形レ

テ

而

外ホ
カ

方ナ
リ

、
義
形ハ

ル二
於
外ニ
一
、
非ザ

ルレ
在ル

ニレ
外ニ

也
…
…
」〔『
近
思
録
』
岩
波
文
庫
、
一
九

四
〇
年
、
登
録
番
号

、
五
六
頁
〕

0197544

﹇
周
二
程
子
・
張
横
渠
（
朱
子
／
呂
東
萊
『
近
思
録
』
巻
二
「
為
学
」﹈

闇
斎
の
解
釈

○
「
朱
書
抄
略
跋
」（『
垂
加
文
集
』
中
ノ
三
）

◎
「
記ス
二
朱
書
抄
略ノ

後ニ
一
」﹇
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
成
。
前
年
、

同
文

﹇
朱
子
、
呂
東
萊
共
編
﹈『
近
思
録
』
の
巻
之
二
「
為
学
」
を
講

⎩―――⎨―――⎧

ず
﹈（『
垂
加
草
』
第
十
一
﹇『〔
山
崎
闇
斎
〕
全
集
』
上
〔
日
本

古
典
学
会
、一
九
三
六
年
、登
録
番
号

〕、九
〇
頁
﹈）。

0181830

「「
敬
以
直ク

シレ
内ヲ

、
義
以
方ニ

スレ
外ヲ

、
八
箇ノ

字
、
一
生
用ヒ

テレ
之ヲ

不
レ
窮ラ

」（
以
上
『
朱

子
語
類
』
巻
六
十
九
、
易
五
〔『
朱
子
語
類
大
全
』
五
、
中
文
出
版
社
、
一
九

七
三
年
、
登
録
番
号

、
三
六
五
五
頁
〕）。
朱
子
豈
欺カ

ンレ
我ヲ
哉
。
論
語ニ

0180043

﹇
子
路
問
二
君
子
一
、
子
曰
（
憲
問
編
）
↓
の
み
、
吉
川
、
中
〔
吉
川
幸
次
郎

『
中
国
古
典
選
４

論
語
（
中
）』、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
、
登
録
番
号

〕

﹈、
君
子
「
修ム

ル
ニレ

己ヲ
以テ

ス
ト
ハレ

敬ヲ
」
者
、
敬
以
直ク

ス
ルレ

内ヲ
也
。

0197566
p.193
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「
修テ
レ
己ヲ

以
安ン

ジレ
人ヲ

、（
修
レ
己
）
以
安ン

ズ二
百
姓ヲ
一
」
者
、
義
以
方ニ

ス
ルレ

外ヲ

也
。
孟
子
、

「
守ル

ハレ
身ヲ

守
之
本ナ

リ
ト
ハ

」﹇
離
婁
上
篇
﹈者
、
敬
以
直ク

ス
ルレ

内ヲ

也
、
君
子
之
守ハ

修メ
テ二

其

身ヲ
一
而
天
下
平ナ

ル

者
、
義
以
方ニ

ス
ルレ

外ヲ

也
。
大
学
、
修
身
以
上ハ

、
直ク

ス
ル
ノレ

内ヲ

之
節

目ナ
リ

、
斉
家
以
下ハ

、
方ニ

ス
ルレ

外ヲ

之
規
模ナ

リ

(八
条
目
（
古
之
欲
明ニ

セ
ン
ト

二

明
徳
於
天

下
一
者
、
先
治ム
二
其
国ヲ
一
…
…
以
下
…
…
致
レ
知
在
レ
格
レ
物
）
格
物
・
致
知
・
誠

意
・
正
心
・
修
身
﹈・﹇
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
）。
明
命
赫
然ト

シ
テ

、
無シ
レ
有ル
二
内

外
一
。
故ニ

欲ス
ルレ

明ニ
セ
ン
ト

二

明
徳ヲ

於
天
下ニ
一
也
。
中
庸ノ

九
経
、
修ム

ルレ
身ヲ

也
、
尊ブ
レ
賢ヲ

也
、

此レ

直ク
ス
ルレ

内ヲ

之
事ナ

リ﹇

『
中
庸
』〔
第
二
十
章
〕
第
十
一
節
「
凡
為オ

サ
ム
ル
ニ

二

天
下
国

cf.

家ヲ
一
有リ
二
九
経
一
。
曰
、
修
レ
身
也
。
尊ブ
レ
賢ヲ

也

親シ
ムレ

親ヲ

也
。
敬ス

ル二
大
臣ヲ
一
也
。

体
（
そ
の
身
に
な
っ
て
思
う
)二
群
臣
一
也
。
子ト

ス
ル

二

庶
民ヲ
一
也
。
来キ

タ
ス二

百
工ヲ
一
也
。

柔グ
ル二

遠
人ヲ
一
也
﹇
遠
方
か
ら
来
る
人
に
暖
か
い
思
い
や
り
を
そ
そ
ぐ
﹈。
懐ナ

ツ
ク
ル

[悦
服
さ
せ
る
]二
諸
侯ヲ
一
也〔
」〕﹈。
其
余ハ

則チ

方ニ
ス
ルレ

外ヲ

之
事
也
。「
誠ハ

者
、
非ザ

ル二

自ミ
ズ
カ
ラ

成ス
ノ
ミ
ニレ

己ヲ

而
已
一
也
。
所
二
以
成ス
一
レ
物ヲ

也
。
成ス

ハレ
己ヲ

仁
也
。
成ス

ハレ
物ヲ

知
也
。

性
之
徳
也
。
合ス

ル二
外
内ヲ
一
之
道
也
。
故ニ

時ニ

措キ
テ

[措
置
す
る
]レ
之ヲ

宜シ
キ

也
」（『
中

庸
』
第
二
十
五
章
）。
夫
、
成ス

ハレ
己ヲ

内
也
。
成ス

ハレ
物ヲ

外
也
。
是
故ニ

程
子ノ

曰
、「
敬

以
直シ
レ
内ヲ

、
義
以
方ニ

スレ
外ヲ

、
合ス

ル二
内
外ヲ
一
之
道
也
」。
又
曰
、「
敬
義
夾
持シ

、
直
上シ

テ

達ス
ト二

天
徳ニ
一
」
自リ
レ
此
夫カ

ノ

八
字
之
用
不ル

コ
トレ

窮
（
前
述
、『
朱
子
語
類
』）
如シ
レ
此
。

朱
子
不
二
我ヲ

欺カ
一
矣
」（
全
集
下
〔
日
本
古
典
学
会
編
『
山
崎
闇
斎
全
集
』
下

巻
、
日
本
古
典
学
会
、
一
九
三
七
年
、
登
録
番
号

〕
七
四
二
頁

0181839

浅
見
絅
斎
『
敬
義
内
外
説
』
宝
永
四
年
、『
儒
林
叢
書
』
第
六
巻

「
或ヒ

ト

問フ
二
敬
以
内
レ
直
、
義
以
方ニ

ス
ル
ノレ

外
之
説ヲ
一
、
曰
、
内ト

ハ

謂フ
レ
心ヲ

也
。
外ト

ハ

謂フ
二
事
物ヲ
一
也
。敬ハ

則
守ル

ノレ
心ヲ

之
道ニ

シ
テ

、而
義ハ

則
心
之
制
、事
之
宜
也
。直ク

ス
ル
ト
ハレ

内
者
、
正シ

ク
ス
ルレ

心ヲ

之
本
体ニ

シ
テ

而
無キ
二
邪
曲
一
也
。
方ニ

ス
ル
ト
ハレ

外ヲ

者
、
処シ
レ
事ニ

接シ
レ
物ニ

各
㽁

制シ
テ二

其
宜ヲ
一
而
截
然ト

シ
テ

方
整ナ

ル

也
。（
中
略
）
敬
義
夾
持シ

、
内
外
交
㽁

養ヘ
バ

、

為ス
ノレ

学ヲ

之
道
尽セ

リ

矣
。
此レ

程
朱
之
説
、
聖
学
之
実
也
」〔『
敬
義
内
外
説
』（『
日

本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
、
鳳
出
版
、
一
九
七
一
年
、
登
録
番
号

）

0183664

一
頁
〕

cf.
唐
、
孔
頴
達
『
十
三
経
註
疏
周
易
疏
』（
平
重
道
〔『
近
世
日
本
思
想
史
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号

〕

に
よ
る
）

0183210
p157

「
君
子
用ヒ

テレ
敬ヲ

以テ

直
レ
内
。
内ト

ハ

謂フ
レ
心ヲ

也
。
用テ
二
此ノ

恭
敬
一
以テ

直ク
ス二

内
心[理

]ヲ一
、
義

以
方ニ

ス
ル
ト
ハレ

外
者
、
用テ
二
此
義
事
一
以
方
二
-正ニ

ス

外
物
一
、
言ラ

[フ
]

下

君
子
法リ

テ二
地ノ

正

直ニ
一
而
生ズ

ル二
万
物ヲ
一
、
皆
得ル

ヲ上
レ
宜シ

キ
ヲ

」

朱
子「

敬ハ

者
一
心
之
主
宰
、
而
万
事
之
本
根ナ

リ

」（
『
朱
子
語
類
』
巻
十
二

[

マ

マ

]

）

朱
子
『
周
易
本
義
』

「
正ト

ハ

謂
二
本
体ヲ
一
、
義ト

ハ

謂フ
二
裁
制ヲ
一
、
敬ト

ハ

則
本
体
之
守
也
」

←
虚
霊
自
是
心
之
本
体
、
非ザ

ル三
我ガ

所ニ
二
能ク

虚ニ
ス
ル

一

也
（『
朱
子
語
類
』
巻

五
〔『
朱
子
語
類
大
全
』
一
、
中
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
、
登

録
番
号

、
三
一
八
頁
〕）

0180039
「
敬
以
直
レ
内
、
是
無
二
纖
毫
私
意
一
、
胸
中
洞
然
、
微
上
微
下
表
裏
如
レ
一
」

（『
朱
子
語
類
』
巻
六
十
九
（『
朱
子
語
類
大
全
』
五
、
三
六
五
五
頁
〕）
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佐
藤
直
方
「
敬
義
内
外
論
考

[
考
論
]」（

友
部
安ヤ

ス

崇タ
カ

「
敬
義
内
外
考
」（
正
徳
二
年

一
七

一
二
）
へ
の
反
駁
『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
）
〔『
韞

cf.

蔵
録
』〕
巻
之
九
﹇

絅
斎
は
正
徳
元
年
没
﹈

cf.

（
あ
と
か
ら
の
回
想

正
徳
四
年

一
七
一
四
）

経
伝
で
内
外
と
い
う
コ
ト
バ
を
ど
う
い
う
場
合
に
用
い
て
い
る
か
を
例
示
し
、

イ
、
己
と
人

ロ
、
本
と
末

ハ
、
志
と
気

◎
ニ
、
心
と
身

ホ
、
中
国
と
夷
狄
（
華
夷
内
外
）

「
易ノ

文
言
、
敬
義
内
﹇
↓
直
﹈
外
﹇
↓
方
﹈、
此
乃チ

以テ
二
心ト

与
一
レ
身ト

ヲ

言フ

者ニ
シ
テ

而

程
朱
明
説
不
レ
可
二
移シ

易フ
一
矣
。
往
年
敬も

り

義よ
し

先
生
、
講ジ
二
近
思
録
為
学
、
敬
義
内

外
一
﹇
延
宝
七
年
（
一
六
七
九
年
）﹈、
有
二
身ヲ

為シ
レ
内ト

家
国
天
下ヲ

為ス
レ
外ト

之
説
一
、

当
時
門
人
或ハ

信ジ

或ハ

疑ヒ

、
信
疑
相
半シ

、
弁
論
紛
然ト

シ
テ

至ル
レ
為ル

ニ二
学
友
之
争
論ト
一
焉
。

予
時ニ

偶
㽁

有
レ
疾
、
不
レ
侍ラ
二
于
講
席ニ
一
、
日
久シ

ク
シ
テ

同
友
之
徒
日
㽁

来リ

問フ
二
内
外
之

説ヲ
一
者
衆シ

。
予モ

亦﹅

以テ
二
先﹅

生﹅

之﹅

説ヲ
一
為﹅
レ
非ト

、
弁ジ

テレ
之ヲ

不
レ
止マ

、
由リ

テレ
是ニ

遂ニ

得タ
リ二

罪ヲ

於
先
生ニ
一
。
不ル
レ
出
二
-入セ

於
師
門ニ
一
者
、
幾ン

ド

二
年ナ

リ

。
浅
見
安
正
（
絅
斎
）

不シ
テレ

得
レ
已ム

ヲ

而
著シ
二
敬
義
内
外
説ヲ
一
以テ

発
二
-明シ

テ

程
朱
之
正
意ヲ
一
而
解
二
-釈セ

シ

学

者
之
疑
惑ヲ
一
也
。
今
読ン

デ二
孔
孟
程
朱
之
書ヲ
一
而
曉ル
二
其
文
義ヲ
一
者
、
一タ

ビ

観レ
バレ

之ヲ

則

不シ
テレ

待タ
二
弁
詰ヲ
一
而
可シ
三
以テ

自ラ

識ル
二
其
旨ヲ
一
。
何ノ

疑カ

之レ

有ラ
ン

乎
。
…
…
」〔
佐
藤
直

方
「
敬
義
内
外
考
論
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、

一
九
七
九
年
、
ぺ
り
か
ん
社
、
登
録
番
号

、
五
九
―
六
〇
頁
）〕

0180137

右
に
、
闇
斎
の
敬
義
内
外
の
解
釈
が
門
人
の
間
で
論
議
の
種
に
な
っ
た
こ
ろ
、

自
分
は
講
席
に
出
て
い
な
か
っ
た
、
と
直
方
が
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
間
の
事
情

を
直
方
は
「
学
談
」
で
も
さ
ら
に
詳
細
に
語
っ
て
い
る
（『
韞
蔵
録
』
巻
之
九
）。

「
敬
義
内
外
ノ
コ
ト
ヲ
世
間
デ
、
ワ
レ
ラ
ト
嘉
右
エ
門
殿
ト
論
ジ
タ
ト
云
説

ア
レ
ド
モ
、
ワ
レ
ラ
ハ
ツ
イ
ニ
ジ
キ
ニ
論
ジ
タ
コ
ト
ハ
ナ
イ
ゾ
。
シ
タ
ガ
根

ノ
発
端
ハ
私
ガ
シ
タ
コ
ト
ゾ
。
嘉
右
エ
門
殿
ノ
、敬
ハ
内
デ
身
心
ヲ
云（
フ
）、

義
ハ
外ホ

カ

デ
身
ヨ
リ
外ホ

カ

ノ
コ
ト
ト
云
（
ハ
）
レ
、
大
学
ノ
修
身
迠
（
格
物
致
知

誠
意
正
心
修
身
）
ヲ
内
ト
云
テ
、
斉
家
カ
ラ
ヲ
外ホ

カ

ト
云
（
ハ
）
レ
シ
ゾ
。『
近

思
録
』
ヲ
講
ゼ
ラ
レ
シ
時
（
延
宝
七
年
）、
コ
レ
ヲ
イ
ハ
レ
タ
ニ
ヨ
リ
、
合
点

ノ
ユ
カ
ヌ
コ
ト
ト
思
フ
テ
居
タ
ゾ
。
其
後
ワ
レ
ラ
（
直
方
）
病
気
ニ
テ
イ
タ

時
、
此
コ
ト
ヲ
弥

イ
ヨ
〳
〵

云
（
ハ
）
レ
シ
ヲ
聞
タ
ゾ
。
浅
見
十
次
郎
（
絅
斎
）
ヤ

（
永
田
）
養
庵
ガ
キ
（
来
）
テ
云
故
ニ
、「
夫ソ

レ

ハ
ワ
ル
イ
。
敬
ハ
内
デ
心
ノ
コ

ト
、
義
ハ
外
デ
身
ヨ
リ
外ホ

カ

ノ
コ
ト
ジ
ヤ
」
ト
云
。
夫ソ

レ

ヲ
嘉
右
エ
門
殿
ニ
（
他

の
門
人
が
）「
五
郎
左
エ
門
（
直
方
）
ガ
カ
フ
申
ス
」
ト
云
ヘ
バ
、（
闇
斎
が
）

「
イ
ヤ
サ
フ
デ
ナ
イ
。
内
ヲ
心
ト
計
リ
云
ヘ
バ
仏
見
ニ
ナ
ル
」
ト
イ
ハ
ル
ル

ト
テ
﹇『
闢
異
』﹈、（
永
田
が
直
方
の
と
こ
ろ
へ
）
又
キ
テ
云
（
フ
）、（
直
方
）

「
ナ
ン
ボ
ソ
フ
云
（
ハ
）
レ
テ
モ
、
論
語
ナ
ド
ニ
モ
内
ト
ア
ル
ハ
皆
心
ノ
コ

ト
ニ
云
テ
ア
ル
処
多
（
シ
）」
ト
引
合
（
セ
）
テ
云
テ
キ
カ
ス
ル
故
ニ
、「
又

（
直
方
が
）
カ
ヤ
フ
ニ
申
ス
」
ト
云
ヘ
バ
、（
闇
斎
が
）「
イ
ヤ
ソ
フ
デ
ナ
イ
」

ト
キ
ツ
フ
気
ニ
ア
ハ
ナ
ン
ダ
ゾ
。
歴
々
ノ
（
明
ら
か
な
）
ク
ジ
（
公
事
）
ニ

成
タ
ゾ
。
遂
ニ
ジ
キ
ニ
ハ
論
ゼ
ナ
ン
ダ
ゾ
。
後
ニ
ハ
、
嘉
右
エ
門
殿
モ
合
点

セ
ラ
レ
タ
様
子
デ
ア
ツ
タ
ゾ
」
云
々
〔『
韞
蔵
録
』
巻
之
九
、
無
窮
会
所
蔵
本

の
複
製
、
登
録
番
号

、
二
七
丁
ウ
―
二
八
丁
オ
〕

0197395
闇
斎
も
、
程
朱
の
『
易
』「
文
言
伝
」
解
釈
が
自
説
に
必
ず
し
も
有
利
で
な
い
こ

と
を
知
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
が
、
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「
程
朱
専ラ

指シ
テレ

心ヲ

為
レ
内ト

之
説
有
レ
之
、
為ス
二
喫
緊キ

ン

切
要ト
一
。
但
非ザ

ル二
易
之
本
指ニ
一

也
。
朱
子
或ハ

以テ
二
窮
理ヲ
一
説ク

モ二
義
方ヲ
一
亦
非ザ

ル二
本
指ニ
一
也
」（『
文
会
筆
録
』
巻
七
の

三
〔『
山
崎
闇
斎
全
集
』
上
巻
三
四
一
頁
〕）

と
『
易
』
の
本
旨
か
ら
い
え
ば
、
あ
く
ま
で
も
自
説
が
正
し
い
と
し
て
程
朱
の
解

を
も
斥
け
た
。

経
典
解
釈
の
問
題
と
し
て
で
な
く
、
闇
斎
の
思﹅

想﹅

と
し
て
み
る
と
、
こ
の
理
解

に
も
全
く
根
拠
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
闇
斎
に
よ
れ
ば
、『
易
』
の
本
質
と
日
本

の
神
道
と
の
間
に
は
暗
々
裡
に
符
合
す
る
の
で
あ
る
が
、『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に

お
け
る
宇
宙
発
生
論
に
お
い
て
、
闇
斎
の
垂
加
神
道
は
、「
土
金
の
伝
」
が
説
か
れ

て
い
る
と
解
し
、
敬
の
和
訓
を
も
っ
て
こ
れ
を
説
明
し
た
。

﹇
火
↓
土
（
カ
グ
ツ
チ
﹇
火
神
﹈
を
イ
ザ
ナ
キ
が
斬
っ
た
（
一
書
））
／
土
↓

金
／
金
↓
水
﹈

ツ
ツ
シ
ム
↓
ツ
チ
シ
マ
ル
↓
金

土
の
中
に
お
け
る
金
の
発
生
（
五
行
説
）

⎩―⎨―⎧
ツ
ツ
シ
ミ
↓
土
地
之
味

ツ
ツ
シ
ム
↓
土
地
之
務

神
道
系
の
闇
斎
門
人
、
伴
部
安ヤ

ス

崇タ
カ

が
「
敬
義
内
外
考
跋
」（
正
徳
甲
午
﹇
四
年
﹈

の
識
語
あ
り
）
で
、
師
説
を
擁
護
し
、
浅
見
絅
斎
の
『
敬
義
内
外
説
』
を
駁
し
て

い
る
が
、
そ
こ
で
、

「
…
…
然レ

ド
モ

先
生
之
門
人
、
浅
見
安
正
、
悖リ
二
師
説ニ
一
、
著ス
二
敬
義
内
外
説ヲ
一
、

予
（
安
崇
）
亦
初メ

従フ
二
其
説
一
。
近
歳
受ク
二
先
生
神
道
之
伝ヲ

於
源ノ

光
海
﹇
跡
部

光
海
（
名
、
良
顕
）﹈
翁ニ
一
。
翁
﹇
跡
部
﹈
謂
レ
僕ニ

曰
、
垂
加
先
生
敬
義
内
外
説
、

確
然ト

シ
テ

不
レ
可
レ
移ス

。
実ニ

契カ
ナ
フ二

神
道
磤
馭
盧
島

オ
ノ
コ
ロ
ジ
マ

﹇
オ
ノ
ヅ
カ
ラ
、
コ
ル

島
＝

シ
マ
ル

ツ
チ
シ
マ
ル
―
ツ
ツ
シ
ミ
﹈之
妙
旨ニ
一
。
宜シ

ク
キ
レ
致ス
レ
思ヲ

也
…
…
」〔
友[マ

マ
]

部
安
崇
『
敬
義
内
外
考
』（『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
六
巻
）
一
七
頁
〕

と
い
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
敬
義
内
外
説
の
理
解
が
、
現
象
的
に
は
『
易
経
』

の
、
広
く
は
儒
教
古
典
の
解
釈
学
の
形
で
展
開
さ
れ
な
が
ら
、
実
は
半
ば
は
闇
斎

の
垂
加
神
道
と
関
係
し
、
そ
こ
か
ら
独
特
の
解
釈
を
導
き
出
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

参
考
ま
で
に
い
え
ば
、
垂
加
神
道
の
猿
田
彦
信
仰
や
土
金
の
伝
な
ど
を
典
型
的

な
か
ら
ご
こ
ろ
に
よ
る
日
本
古
伝
の
付
会
と
し
て
斥
け
た
本
居
宣
長
が
、（『
古
事

記
伝
』（
六
之
巻
）
に
お
い
て
）
イ
サ
ナ
キ
が
黄
泉

ヨ

ミ

国
か
ら
逃
げ
か
え
っ
て
行
う
ミ

ソ
ギ
の
段
の
説
明
で
、「
凡
て
禊
祓

ミ
ソ
ギ
ハ
ラ
ヒ

は
、身
の
汚
垢

ケ
ガ
レ

を
清
む
る
わ
ざ
に
こ
そ
あ
れ
、

心
を
祓
ひ
清
む
と
云
は
、
外ト

ツ

国
の
意コ

ヽ
ロ

に
し
て
、
御
国
の
古ヘ

さ
ら
に
さ
る
こ
と
な

し
」
と
の
べ
て
い
る
の
が
注
意
さ
れ
る
〔『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
年
、
登
録
番
号

、
二
七
四
頁
〕。
も
ち
ろ
ん
宣
長
の
よ
う
な
記

0182353

紀
の
言
語
学
的
研
究
と
方
法
的
徹
底
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
闇
斎
は
神
代
巻
か

ら
い
わ
ば
本
能
的
に
、
古
代
日
本
の
思
考
に
お
い
て
身
心
が
分
離
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
を
直
観
し
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。

編
者
注
⑧
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

ロ

儒
学
と
神
道
―
―
思

想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ

697-10

４
版
）
九
枚
）

（
ロ
）
儒
学
と
神
道
―
―
思
想
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元

「
垂
加
」
の
コ
ト
バ
は
伊
勢
神
道
の
根
本
経
典
『
神
道
五
部
書
』﹇
の
ち
、

cf.
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吉
見
幸ゆ

き

和か
ず

に
よ
っ
て
偽
書
で
あ
る
こ
と
が
考
証
さ
れ
た
﹈
の
「
宝
基
本
義
」

の
な
か
の
「
神
垂○

﹇
カ
ミ
ノ
シ
デ
﹈
以
二
祈
祷
一
為
レ
先
、
冥
加○

﹇
ク
ラ
キ
ノ
マ

ス
﹈
以
二
正
直
一
為
レ
本
」
に
よ
る
〔「
造
伊
勢
二
所
太
神
宮
宝
基
本
記
」『
神
道

五
部
書
』（『
新
訂
増
補
国
史
大
系

古
事
記
・
先
代
旧
事
本
紀
・
神
道
五
部

書
』吉
川
弘
文
館
、一
九
六
六
年
）三
一
頁
〕。
吉
田
神
道
の
吉キ

ッ

川カ
ワ

惟
足
か
ら
、

神
道
を
学
び
、
寛
文
十
一
（
一
六
七
一
）
年
、
垂し

で

加ま
す

と
い
う
霊
社
号
を
授
与

さ
れ
、
秘
伝
を
受
け
た
﹇
保
科
正
之
（
土
津
霊
神
）﹈。

「
宇
宙
一
理
」
の
強
調

闇
斎
自
身
の
立
場
で
あ
り
、
彼
は
主
観
的
に
は
神
仏
習
合
は
も
と
よ
り
神
儒
の

習
合
を
き
び
し
く
排
し
た
。「
異
国
の
道
を
以
て

[
マ

マ

]
習
合
付
会
仕ル

間
敷
候
事
」（
神
道

門
人
の
誓
書
〔
小
林
健
三
「
垂
加
神
道
の
根
本
思
想
」（
伝
記
学
会
編
『
山
崎
闇
斎

と
其
門
流
』
増
補
版
、
明
治
書
房
、
一
九
四
三
年
、
登
録
番
号

、
七
三

0283693

頁
）〕）。河

図
﹇
伏
羲
の
と
き
、
黄
河
か
ら
出
た
龍
馬
の
背
に
あ
っ
た
図
で
、
伏
羲
は

之
に
基
き
八
卦
を
つ
く
っ
た
と
い
う
説
話
﹈
洛
書
﹇
夏
の
禹
王
の
と
き
、
洛

水
か
ら
神
亀
が
出
て
、
そ
の
背
に
現
わ
れ
た
図
。
禹
が
そ
れ
に
基
い
て
九
時

の
文
を
作
り
、
天
地
の
大
法
を
示
し
た
。
周
の
武
王
は
天
下
を
得
て
か
ら
、

殷
の
箕
子
か
ら
、
こ
の
禹
の
洪
範
の
教
を
受
け
た
﹈

『
洪
範
全
書
』
序
で
、

「
斯ノ

道
﹇
易
﹈
也
、
朝
鮮
之
所ニ

シ
テレ

宜シ
ク

キ
レ
伝フ
（
殷
の
箕
子
が
周
の
武
王
に
よ
っ
て

封
ぜ
ら
れ
た
か
ら
）
而
李
退
渓
嘆キ

シレ
失ヘ

ル
ヲ

二

其
伝ヲ
一
也
。〔
…
…
〕
倭
開
国
之
古
、

伊
弉
諾

イ
ザ
ナ
キ
ノ

尊
、
伊
弉
冊

イ
ザ
ナ
ミ
ノ

尊
、
奉ジ
二

天
神

ア
マ
ツ
カ
ミ

卜
合
﹇
ふ
と
ま
に
﹈
之
教ヲ
一（『〔
日
本
書
〕

紀
』
一
書
）、
順ヒ
二
陰
陽
之
理ニ
一
（
女
が
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
）、
正ス
二
彝
倫

[い
り
ん
]之

始ヲ
一
。蓋
宇
宙
唯タ

ダ

一
理ナ

レ
バ

、則
神
聖
ノ
生ル

ル
ヤ

雖モ
二
日﹅

出ル

処﹅

、日﹅

没﹅

処﹅

之﹅

異ナ
ル
ト

一

然レ
ド
モ

其ノ

道
自カ

ラ

有リ
テ二

妙
契ス

ル

者
一
存ス

焉
。
是
我レ

人
所
レ
当ニキ
二
敬シ

テ

以
致ス
一
レ
思ヲ

也
」

（
寛
文
十[七

]年
の
識
語
）〔『
垂
加
草
』
第
十
（『
山
崎
闇
斎
全
集
』
上
巻
七
三
―

七
四
頁
）〕

闇
斎
没
後
に
、
垂
加
神
道
の
教
義
は
は
じ
め
て
組
織
化
さ
れ
た
が
、
神
儒
兼
学

派
は
み
な
こ
の
「
妙
契
論
」
に
よ
っ
て
宇
宙
一
理
と
神
儒
兼
学
と
を
調
和
さ
せ
た
。

た
だ
、
闇
斎
は
、
門
人
に
は
、
神
道
を
押
し
つ
け
な
か
っ
た
。
神
道
を
修
め
ん

と
す
る
者
は
必
ず
程
朱
学
を
学
ば
せ
、
儒
学
を
修
め
た
者
に
は
、
と
く
に
神
道
の

修
得
を
希
望
し
、
又
闇
斎
が
見
て
神
道
に
適
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
門
人
に
限
っ

て
（
そ
れ
も
晩
年
に
）、
垂
加
神
道
の
秘
伝
を
授
け
た
。
崎
門
三
傑
が
い
ず
れ
も
師

の
神
道
の
側
面
を
学
ば
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
も
闇
斎
の
根
本
態
度
が
見
ら
れ
る
。

け
れ
ど
も
闇
斎
の
土
金
の
伝
・
猿
田
彦
大
神
の
信
仰
な
ど
が
晩
年
に
前
面
に
押
し

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
儒
学
派
は
否
応
な
く
神
道
に
た
い
す
る
態
度
を
表
明

せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

も
っ
と
も
ハ
ッ
キ
リ
と
程
朱
学
の
立
場
か
ら
神
道
を
全
面
的
に
否
認
し
た
の
が

直
方
で
あ
っ
た
。「
討
論
筆
記
」﹇
元
禄
一
三
年
﹈（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
）

「
字
宙
之
間
一
理
而
已
。
固ヨ

リ

不
レ
容レ
レ
有
二
二
道
一
矣
。
儒
道
正
則
神
道
邪ナ

リ

、

神
道
正
則
儒
道
邪
、
従ヘ

バ二
於
正ニ
一
則
離レ
レ
邪ヲ

、
従
二
於
邪
一
則
離ル
レ
正ヲ

、
豈
有ラ

ン二
両

従
之
理
一
乎
。
先
生
之
雑
信
、
吾
不
レ
識
二
其
義ヲ
一
也
〔
」（『
増
訂
佐
藤
直
方
全

集
』
巻
一
、
四
四
―
四
五
頁
）〕

…
…
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（
先
生
が
あ
れ
ほ
ど
儒
仏
の
一
致
を
妄
論
と
し
て
斥
け
る
の
に
、
ど
う
し
て
神
儒

一
致
に
与
す
る
の
か
）
し
か
も

「
非ズ
三
惟ニ

不ル
ノ
ミ
ニ

二

以
異
視セ
一
而
、
至ル
丁
於
謂フ

ニ丙
我

国
之
道
、
尤モ

当ニ
ベ
ク
三
深ク

尊
二
-信ス

之ヲ
一
、
不レ

バレ
知ラ
レ
従フ

ヲレ
此ニ

則チ

実ニ

異
邦
人
之
子ニ

シ
テ

、
而
非ズ

ト乙
其
父
母
之
子
甲
焉
。
此レ

学

者ノ

所
下
以ナ

リ

大ニ

疑
難シ

テ

而
不ル
上
レ
止マ

也
」〔
四
五
頁
〕

も
し
、
日
本
に
は
日
本
の
道
が
あ
る
と
い
う
の
な
ら
、

「
所
謂
、
道ナ

ル

者ハ

多
端ニ

シ
テ

而
庶
邦
各
㽁

有ル
二
其
教
一
也
。
然ラ

バ

則
、
天
竺
、
南
蛮
、

韃
靼
、
月
氏
之
夷
俗
亦
皆
謂ヒ

テ二
之ヲ

道ト
一
可ナ

ル

乎
」〔
四
六
頁
〕（
た﹅

ん﹅

に﹅

国﹅

ご﹅

と﹅

の﹅

相﹅

対﹅

主﹅

義﹅

に﹅

陥﹅

す﹅

る﹅

）

直
方
と
ち
が
っ
て
絅
斎
は
、
師
闇
斎
の
晩
年
に
神
道
に
関
心
を
示
し
、
現
に
神

道
入
門
の
段
階
に
あ
た
る
『
神
代
巻
講
義
』
を
絅
斎
が
筆
記
し
た
も
の
が
残
っ
て

い
る
が
、
つ
い
に
本
格
的
に
神
道
の
奥
義
に
は
入
ら
な
か
っ
た
。
朱
子
の
哲
学
を

本
格
的
に
修
め
た
も
の
が
垂
加
神
道
の
土
金
の
伝
、
ツ
ツ
シ
ミ
、
ツ
ツ
シ
ム
な
ど

の
語
呂
合
せ
に
は
つ
い
て
行
け
な
か
っ
た
の
も
尤
も
で
あ
る
﹇‘
一
子
相
伝
’
猿

田
彦
の
教
（
庚
申
信
仰
）﹈。「
経
学
ニ
精
ヲ
出
サ
レ
候
故
、（
神
道
ニ
）
余
力
（
ナ

カ
リ
シ
）
ナ
リ
」
と
高
弟
で
神
道
に
著
し
く
傾
斜
し
た
若
林
強
斎
は
惜
ん
で
い
る

〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
一
、
一
二
丁
ウ
〕。

「
神
明
之
道
ハ
…
…
異
国
人
ノ
専
ニ
ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
、
日
本
ノ
我
ヒ
ト
リ

ス
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
。
天
地
一
統
、古
今
一
貫
」絅
斎（『
答
跡
部
良
顕〔
問
目
〕』

〔
第
二
（『
近
世
社
会
経
済
学
説
大
系

浅
見
絅
斎
集
』
誠
文
堂
新
光
社
、
一

九
三
七
年
、
登
録
番
号

、
二
八
一
頁
）〕

0193555

日
本
の
上
古
の
道
も
中
国
の
古
の
『
易
』
も
同
じ
だ
っ
た
が
、
た
だ
中
国
と[で

]は

聖
人
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
現
わ
れ
て
、
上﹅

古﹅

の﹅

素﹅

朴﹅

な﹅

道﹅

を﹅

洗﹅

練﹅

し﹅

、
道
義
人
倫
の
道

を
確
立
し
ヨ﹅

リ﹅

高﹅

度﹅

の﹅

も﹅

の﹅

に﹅

し﹅

た﹅

が﹅

、
日
本
は
不
幸
に
し
て
、
こ
う
し
た
聖
人

が
出
な
か
っ
た
の
で
、
奇
怪
浅
陋
に
流
れ
、
末﹅

流﹅

に﹅

至﹅

っ﹅

て﹅

は﹅

、
祢﹅

宜﹅

・
山﹅

伏﹅

の﹅

行﹅

事﹅

に﹅

な
り
、
火
を
忌
む
と
か
願
を
か
け
る
と
か
、
祈﹅

祷﹅

師﹅

や﹅

巫﹅

女﹅

の﹅

道﹅

に﹅

堕﹅

し﹅

、

「
山
崎
先
生
ト
イ
ヘ
ド
モ
、此
弊
ヲ
免
レ
ズ
」〔
二
八
三
頁
〕。
皇
室
中
心
主
義（
君

臣
の
義
の
絶
対
性
、
湯
武
放
伐
否
定
）
と
日
本
中
国
論
を
強
く
押
し
出
し
た
絅
斎

も
、
つ
い
に
師
の
神
道
に
は
与
し
え
な
か
っ
た
。

神
道
論
の
絶
門
原
因
説
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
絅
斎
の
高
弟
、
若
林

強
斎
（
京
都
、
望
南[楠

]軒
主
）
の
伝
え
る
絶
門
事
件
の
経
緯
は
あ
ら
ま
し
次
の
よ
う

で
あ
る
。

（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三

山
口
春
水
筆
記
続
録
一

『
同
筆
記
』

巻
六

当
舎
修
斎
筆
記

京
都
賀
茂
神
社
の
神
官
で
あ
っ
た
一
老
人
を
闇
斎
が
崇
敬
し
、
講
義
の
前
に
老

人
が
訪
れ
る
と
、
長
話
に
な
っ
て
、
弟
子
が
待
ち
く
た
び
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ

た
。
そ
こ
で
絅
斎
と
直
方
と
が
話
し
合
っ
て
、

「
毎
度
、あ
の
老
人
が
先
生
の
講
書
を
邪
魔
す
る
の
は
奇
怪
で
あ
る
。「
ダ
ヽ

イ
神
道
ト
云
フ
コ
ト
呑
込
ミ
難
キ
事
ナ
リ
」〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
、

一
六
丁
オ
〕。
ひ
と
つ
二
人
で
あ
の
老
人
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
議
論
し
て
来

よ
う
」
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と
い
う
こ
と
に
な
り
、
二
日
二
夜
、
老
人
と
神
道
に
つ
い
て
討
論
し
た
。

「
一
人
ニ
テ
サ
ヘ
通
例
ノ
相
手
ニ
テ
無
レ
之
ニ
、
二
人
マ
デ
カ
ヽ
カ
リ
、
コ

ナ
タ
ハ
年
若
ニ
ハ
ア
リ
、
遠
慮
ナ
ク
弁
ゼ
ラ
レ
タ
レ
バ
、
彼
老
人
ト
ン
ト
屈

服
シ
テ
、「
御
両
人
ノ
論
ジ
諭
サ
ル
ヽ
所
至
極
致
シ
タ
」〔
」（
一
六
丁
オ
）〕

と
い
う
の
で
帰
っ
て
来
た
。
そ
の
う
ち
に
日
が
経
っ
て
、
老
人
が
垂
加
翁
の
と
こ

ろ
へ
来
て
こ
の
話
を
し
た
。

「
お
二
人
は
門
人
と
の
こ
と
だ
が
、
先
日
議
論
し
た
と
こ
ろ
、
お
二
人
の
弁

論
の
趣
は
も
っ
と
も
で
自
分
は
屈
伏
し
た
。
さ
て
〳
〵
両
生
ノ
英
明
驚
キ
入

リ
候
」

闇
斎
は
こ
れ
を
き
い
て
驚
き
か
つ
怒
っ
た
。

「
あ
の
老
人
を
屈
服
さ
せ
て
よ
い
こ
と
な
ら
、
其そ

方ち

な
ど
（
絅
斎
・
直
方
）

を
俟
つ
こ
と
で
は
な
い
。
自
分
（
吾
）
は
所
存
が
あ
っ
て
崇
敬
し
て
話
を
き

い
て
い
る
の
に
、
自
分
に
断
り
も
せ
ず
推
参
す
る
と
は
沙
汰
の
限
り
」

と
、
不
興
を
蒙
っ
た
。
し
か
し
直
方
は
「
何
ト
御
心
ニ
叶
ハ
ヌ
ト
テ
モ
、
神
道
ノ

事
ハ
呑
込
ミ
難
シ
」と
頑
張
り〔
一
六
丁
ウ
〕、そ
こ
へ
敬
義
内
外
の
問
題
も
出
て
、

と
う
と
う
絶
門
に
な
っ
た
。

絅
斎
の
方
は
、
直
方
ほ
ど
神
道
否
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
絶
門
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、「
何
ト
ナ
ク
師
弟
ノ
情
合
宜
シ
カ
ラ
ズ
、
御
対
面
ナ
ド
モ
ナ

シ
」、
ご
機
嫌
伺
い
に
出
向
い
て
も
、
取
次
い
で
く
れ
る
門
人
も
な
い
よ
う
な
有
様

で
、「
外
様
会ア

シ

釈ラ
ヒ

ノ
様
ニ
」
な
っ
た
〔
一
六
丁
ウ
〕。

強
斎
は
先
生
の
絅
斎
よ
り
も
も
っ
と
神
道
に
傾
斜
し
て
い
る
の
で
、
絅
斎
が
そ

の
後
も
引
つ
づ
い
て
謹
慎
し
、
闇
斎
先
生
の
御
機
嫌
の
直
る
よ
う
努
力
し
た
ら
、

き
っ
と
準
破
門
も
解
け
た
で
あ
ろ
う
に
、
と
残
念
が
っ
て
い
る
。

絅
斎
に
垂
加
神
道
の
伝
授
が
な
か
っ
た
の
で
、
垂
加
翁
没
し
て
の
ち
は
神
道
の

道
統
を
つ
ぐ
よ
う
な
神
道
派
門
人
が
出
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
が
強
斎
の
い
い
た

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

強
斎
は
、
以
上
の
よ
う
な
神
道
者
論
破
事
件
が
直
接
の
原
因
で
、
敬
義
内
外
論

が
さ
ら
に
亀
裂
を
大
き
く
し
た
、
と
み
る
。
た
だ
敬
義
内
外
に
つ
い
て
、
直
方
が

先
生
（
闇
斎
）
の
面
前
で
議
論
し
た
事
は
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、

強
斎
談
で
は
、「
其
ノ
座
デ
、
佐
藤
ガ
云
ハ
レ
様
ニ
ハ
、〝
御
前
ノ
ド
ウ
被
レ
仰
テ

モ
、
程
朱
ノ
説
ガ
動
キ
マ
セ
ヌ
〞」
と
い
い
〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
六
、
登

録
番
号

、
八
丁
ウ
〕、
闇
斎
先
生
は
、

0181871

「「
程
朱
ノ
説
ノ
動
カ
ヌ
ハ
我
等
ガ
云
フ
マ
デ
モ
ナ
シ
。
知
レ
タ
コ
ト
デ
、

以
後
手
前
ニ
出
入
無
用
」
ト
ア
リ
テ
、
ソ
コ
デ
勘
当
セ
ラ
レ
タ
。
絅
斎
モ
其

ノ
場
ニ
連
レ
タ
ユ
ヱ
、
佐
藤
ノ
ソ
バ
杖
ニ
ア
ハ
レ
タ
モ
ノ
ゾ
」〔
八
丁
ウ
―
九

丁
オ
〕

と
、
決
定
的
な
破
局
に
際
し
て
、
主
動
者
は
直
方
で
、
絅
斎
は
ま
き
こ
ま
れ
た
、

と
い
う
説
で
あ
る
。
こ
の
点
、
二
人
の
ど
ち
ら
が
主
役
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
ち

が
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
は
あ
る
が
、
後
述
す
る
植
田
艮
背
の
語
る
「
真
相
」
と
一

致
し
て
い
る
。

神
道
へ
の
態
度
が
事
件
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
研
究
者
は
、
そ
の
根

拠
と
し
て
、
直
方
が
闇
斎
に
入
門
し
た
寛
文ブ

ン

十
一
〔
一
六
七
一
―
七
二
〕
年
（
十

二
〔
一
六
七
二
―
七
三
〕
年
説
も
あ
る
）
に
は
、
す
で
に
闇
斎
は
、
吉キ

ッ

川
惟
足
か

ら
吉
田
神
道
の
秘
伝
を
受
け
、
垂
加
霊
社
と
い
う
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
事
実
を
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あ
げ
る
。
闇
斎
の
神
道
信
仰
を
知
ら
な
か
っ
た
筈
は
な
い
。
知
っ
て
入
門
し
て
い

る
の
で
、
晩
年
に
、
に
わ
か
に
師
の
神
道
に
疑
問
を
持
っ
た
、
と
い
う
説
明
は
説

得
力
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

立
入
る
余
裕
は
な
い
が
、

イ
、
右
の
事
実
は
あ
っ
て
も
、
闇
斎
の
垂
加
神
道
の
教
義
が
熟
し
た
の
は
最
晩
年

で
あ
る
こ
と
、
崎
門
の
内
部
か
ら
の
記
述
を
み
て
も
、「
先
生
晩
年
神
道
を
信
じ

…
…
」
と
い
う
よ
う
に
、
少
く
も
儒
学
派
系
統
の
門
弟
の
間
に
は
共
通
に
、
闇

斎
が
最
晩
年
に
至
っ
て
急
速
に
神
道
へ
の
傾
斜
を
強
め
た
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
共
有
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
直
方
も
絅
斎
も
師
の
神
道
信
仰
は
知
っ

て
い
た
に
し
て
も
、
そ
れ
が
土
金
の
伝
、
猿
田
彦
神
（
庚
申
）
信
仰
と
い
う
よ

う
に
、
具
体
的
な
教
義
と
し
て
前
面
に
出
て
来
る
よ
う
に
な
っ
て
漸
く
、「
宇
宙

一
理
」
と
い
う
立
場
か
ら
儒
学
＝
程
朱
学
と
の
間
の
ソ
ゴ
を
強
く
意
識
す
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ロ
、
闇
斎
自
身
の
講
義
で
、
晩
年
に
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
神
道
派
の
門
人
が
師

の
傍
に
な
ら
び
、
非
神
道
派
（
純
儒
派
）
の
門
人
及
び
、
す
で
に
伝
授
を
終
え

た
門
人
は
遠
く
の
席
で
き
く
よ
う
に
な
っ
た
、
と
直
方
が
あ
る
談
話
の
中
で

語
っ
て
い
る
の
も
〔「
山
崎
先
生
、
神
道
ガ
盛
ニ
ナ
リ
テ
、
神
道
ノ
弟
子
ハ
上
座

ニ
ヲ
イ
テ
、
神
道
伝
授
得
タ
人
ハ
末
座
ニ
ヲ
レ
リ
。
直
方
先
生
云
、
今
日
モ
ア

ホ
ウ
ナ
モ
ノ
ガ
大
分
上
座
シ
テ
イ
タ
ト
」（『
浜
見
録
』
巻
之
一
、
東
北
大
学
狩

野
文
庫
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号

）〕、
聖
人
の
道
と
神
道
と
の
闇

0181875

斎
に
お
け
る
比
重
が
晩
年
に
変
化
し
た
こ
と
を
暗
示
し
て
お
り
、
こ
れ
が
、
二

人
、
と
く
に
直
方
に
と
っ
て
あ
き
た
り
な
い
思
い
を
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
い
う
背
景
の
下
で
、
強
斎
の
語
る
神
道
老
人
を
論
破
し

た
事
件
や
、
敬
義
内
外
論
に
つ
い
て
、
師
説
を
批
判
し
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ

て
破
局
が
来
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

絶
門
或
は
準
絶
門
の
後

直
方
・
絅
斎
の
二
人
と
も
師
の
葬
儀
に
参
列
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
絅
斎
は

後
々
ま
で
、
先
生
へ
の
敬
慕
が
深
く
、
香
を
た
い
て
罪
を
謝
し
た
と
い
う
（『
強
斎

雑
話
』）。
直
方
の
方
は
も
っ
と
割
り
切
っ
て
い
て
、
絅
斎
が
香
を
た
い
た
、
と
い

う
話
を
き
い
た
と
き
、「
余
之
心
、
先
生
明
ら
か
に
之
を
知
る
。
何
ぞ
更
に
香
を
炷

い
て
罪
を
謝
す
る
こ
と
を
こ
れ
為
さ
ん
」
と
語
っ
た
（『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之

三
〔
登
録
番
号

〕、
四
丁
オ
）。
そ
こ
で
、
神
道
派
は
も
ち
ろ
ん
、
強
斎

0181878

以
下
望
楠
軒
系
統
も
と
か
く
こ
の
二
人
の
態
度
を
対
照
さ
せ
て
、
直
方
を
悪
く
い

う
が
、
直
方
に
し
て
も
、
闇
斎
の
神
道
の
話
が
出
る
と
、「
コ
ノ
コ
ト
夢
ニ
ナ
レ
カ

シ
」（『
稲
葉
迂
斎
先
生
学
話
』〔
巻
之
一
、『
先
考
遺
書
』、
登
録
番
号

〕）

0197131

と
歎
息
し
た
、
と
い
う
話
が
あ
り
、
直
方
に
も
胸
を
裂
か
れ
る
思
い
が
あ
っ
た
、

と
想
像
す
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

編
者
注
⑩
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿

ハ

門
人
間
の
人
間
関
係
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
〇
枚
）

697-11
（
ハ
）
門
人
間
の
人
間
関
係
（
の
レ
ヴ
ェ
ル
）

こ
う
し
た
学
説
あ
る
い
は
思
想
の
ち
が
い
が
破
門
の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
を
真
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向
か
ら
否
定
し
て
、
こ
の
事
件
を
極
力
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
方
向
に
も
っ
て
行
っ
て

説
明
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
彼
等
（
二
人
）
と
同
じ
直
門
の
植
田
玄
節
で
あ
る
。

植
田
玄
節
﹇
慶
安
四
〔
一
六
五
一
〕
―
享
保
二
十
〔
一
七
三
五
〕
年
（
八
五
才
）﹈

が
『
叛
門
論
』﹇
享
保
二
〔
一
七
一
七
〕
年
六
月
の
日
付
の
あ
る
識
語
あ
り
〔
植
田

成
章
『
叛
門
論
』
無
窮
会
所
蔵
本
の
複
製
、
登
録
番
号

〕﹈
で
弟
子
に
語

0197206

る
破
門
事
情
は
人
的
関
係
が
こ
み
入
っ
て
い
る
が
、
大
体
を
要
約
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。

佐
藤
直
方
が
あ
る
と
き
、
郷
里
の
福
山
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
そ
の
直
前
に
同
門

（
但
し
神
道
派
）
の
民
部
大
輔
信の

ぶ

直な
お

﹇
出
雲
路
（

板
垣
）
信
直
（
姓
、
春
原
）

or

と
も
い
い
、
八
塩
道

や
し
お
ぢ

霊れ
い

社し
ゃ

と
号
し
た
。
京
都
の
下
御
霊

し
も
み
た
ま

神
社
の
社
司
。「
垂
加
門

下
神
学
第
一
」（『〔
日
本
〕
道
学
淵
源
〔
続
〕
録
』〔
岡
次
郎
、
一
九
三
四
年
、
巻

之
一
、
登
録
番
号

、
一
九
丁
ウ
〕）
と
い
わ
れ
た
﹈
に
別
れ
を
つ
げ
る
際

0181877

に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
語
っ
た
。

﹇
直
方
の
言
葉
﹈「
先
日
、
楢
崎
正ま

さ

員か
ず

（
忠
左[右

カ
]衛

門
と
称
す
、
安
芸
﹇
備
後
？
﹈

三
原
の
薬
商
家
出
身
）
が
、
自
分
（
直
方
）
の
京
都
の
旅
宿
に
来
て
、
こ
う
い
っ

た
。

「
同
門
の
遊
佐
好
生
（
諱
）（
号
、
木ボ

ク

斎
、
幼
名
、
次
郎
助
、
藩
命
に
よ
り
束

髪
し
て
次
郎
左
衛
門
、
仙
台
伊
達
侯
の
家
臣
で
儒
員
）
の
こ
と
だ
が
、（
楢
崎

が
直
方
に
語
っ
た
コ
ト
バ
）「
湯[マ

マ
]佐

次
郎
助
ハ
其
心
術
甚
不
レ
宜シ

カ
ラ

者
也
。

老
翁
（
闇
斎
）
出
入
ヲ
禁
ジ
玉
フ
ベ
キ
也
。
其
故
ハ
、
私
カ
ニ
、
老
翁
ヲ
謗ボ

ウ

義
ス
ル
コ
ト
甚
シ
。
老
翁
是
ヲ
不
レ
知
シ
テ
、
渠カ

レ

ヲ
親
炙
シ
玉
フ
可
レ
歎
事

也
」（
こ
れ
が
楢
崎
正
員
が
佐
藤
直
方
に
語
っ
た
話
）。
と
こ
ろ
が
、自
分（
直

方
）
は
間
も
な
く
郷
里
に
帰
る
の
で
、
い
つ
か
、
君
（
子
）
か
ら
先
生
に
こ

の
話
を
し
て
も
ら
い
た
い
」

そ
こ
で
出
雲
路
信
直
は
、植
田
成
章
に
、「
先
生
に
告
げ
て
よ
い
も
の
だ
ろ
う
か
」

と
相
談
に
来
た
。
植
田
（
自
分
）
は
、「
是
何
ゾ
遅
滞
セ
ル
、
可シ
二
速カ

ニ

告グ
一
レ
之ヲ

」
と

答
え
て
、
民
部
と
つ
れ
立
っ
て
闇
斎
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
そ
の
話
を
し
た
。

す
る
と
先
生
（
老
翁
）
は
、

「
次
郎
助（
遊
佐
好
生﹇
木
斎
﹈）能（
ク
）勤
ム
。其
志
称
ス
ベ
シ
。又
非ザ

ル下
可
レ
有
二

後
言
一
者ニ
上
也
（
か
げ
口
を
き
く
よ
う
な
男
で
は
な
い
）。
仮
使
レ
有
レ
之
ト
モ
、

予
何
ゾ
与
カ
ラ
ン
。
豈
遽
ニ
絶
レ
之
乎
」

と
い
っ
て
顔
色
自
若
と
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
引
下
っ
た
。
自
分
（
植
田
）

は
民
部
に
改
め
て
こ
う
語
っ
た
。

「
次
郎
助
（
遊
佐
）
ガ
罪
ハ
固
ヨ
リ
也
。（
け
れ
ど
も
）
楢
崎
正
員
も
懦
弱
で

は
な
い
か
。
ど
う
し
て
こ
れ
を
先
生
に
直
接
告
げ
な
い
の
か
。
或
ハ
、
成
章

（
自
分
）
ニ
告
ル
コ
ト
ヲ
セ
ズ
シ
テ
、
何
ゾ
遠
キ
ニ
趣
ク
ノ
直
方
ニ
告
ル
コ

ト
ヲ
ス
ル
ヤ
。
是
モ
亦
不
レ
為サ
レ
無シ

トレ
罪
。
足
下
以テ
レ
此
、
正
員
ヲ
責
ヨ
」（
事

も
あ
ろ
う
に
直
方
に
、
し
か
も
こ
れ
か
ら
郷
里
に
帰
る
直
方
に
話
し
て
自
分

に
話
さ
な
い
と
は
何
事
か
、
と
い
う
植
田
玄
節
の
反
直
方
感
情
が
語
る
に
落

ち
て
現
わ
れ
て
い
る
）

そ
こ
で
、
民
部
（
出
雲
路
信
直
）
は
、
楢
崎
正ま

さ

員か
ず

に
会
っ
て
難
詰
し
た
。
す
る

と
（
意
外
な
こ
と
に
）
正
員
の
答
え
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
不
レ
然
。
自
分
が
直
方
に
し
た
話
と
い
う
の
は
、〝
遊
佐
次
郎
助
は
研
精
深

思
老
翁
ヲ
信
ズ
ル
コ
ト
篤
シ
〞
と
い
っ
た
だ
け
だ
。
次
郎
助
が
老
翁
を
謗
っ
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た
な
ど
と
い
う
話
は
し
な
い
。
そ
れ
は
直
方
の
誤
聞
だ
」（
楢
崎
正
員
↓
出

雲
路
）

そ
こ
で
ま
た
、
出
雲
路
信
直
は
先
生
の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
こ
の
話
を
告
げ
た
。

老
翁
怒
テ
曰

﹇
闇
斎
﹈「
直
方
ガ
不
義
甚
シ
。
次
郎
助
ガ
志
厚
ク
勤
ル
ヲ
（
直
方
が
）
忌
ミ

疾ヤ
ン

デ
、
予
（
闇
斎
）
ニ
親
炙
ス
ル
ヲ
羨
ミ
嫉
ム
。
其
邪
心
ヨ
リ
讒
ヲ
構
へ
テ
、

人
ノ
善
ヲ
ス
ル
ヲ
沮
（
マ
）
ン
ト
ス
。
是
ヲ
「
媢
疾

ケ
ン
シ
ツ
(い
み
に
く
む
)ノ

人
」
ト
云
テ
、

君
子
ノ
甚
ダ
悪
ム
所
也
。
学
者
亦
所
三
-以ノ

当ニキ
二
深
悪
一
者ナ

リ
ト

」

そ
れ
か
ら
、
直
方
が
老
翁
の
門
に
出
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

―

京
都
（
皇
都
）
の
書
肆
の
武
村
市
兵
衛
が
老
翁
の
所
に
請
願
に
来
た
。
市
兵
衛

が
い
う
に
は
、

「
直
方
の
父
が
こ
の
事
を
き
い
て
、
直
方
を
責
め
（
延
宝
八
﹇
一
六
八
〇
﹈

年
ご
ろ
、
直
方
三
十
一
才
、
絅
斎
二
十
九
才
）、

「
汝
身
ヲ
世
ニ
立
ン
ト
ス
ル
、
全
ク
老
翁
ノ
恩
沢
ニ
依
ル
、
然
レ
バ
則
、

罪
ヲ
老
翁
ニ
得
テ
ハ
、
何
処
ニ
身
ヲ
立
（
ツ
）
ベ
キ
。
何
如
ニ
モ
シ
テ

〔
…
…
〕
赦
免
ヲ
蒙
ル
ベ
シ
。
若
シ
然
ラ
ズ
ン
バ
、
我
モ
亦
父
子
ノ
義

絶
ス
」

と
い
っ
た
の
で
、
直
方
も
先
非
を
悔
い
て
、
先
生
の
お
許
し
を
願
っ
て
い
る
。

私
市
兵
衛
も
、
老
父
の
志
忍
び
難
い
の
で
、
一
緒
に
お
許
し
を
仰
ぎ
た
い
の

で
御
座
い
ま
す
」

こ
れ
に
対
し
、
老
翁
は
、

﹇
闇
斎
﹈「
直
方
の
父
の
言
葉
は
無
理
だ
。
直
方
の
志
が
学
者
の
道
に
背
く

故
に
絶
レ
之
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
べ
つ
に
直
方
の
父
に
対
し
て
直
方
が
罪
を

犯
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
来
通
り
、
父
子
親
む
べ
き
だ
」

と
答
え
た
の
で
、
そ
の
旨
を
市
兵
衛
は
直
方
の
父
に
告
げ
た
。
父
は
な
お
承
服
せ

ず
、﹇
直
方
の
父
、
市
兵
衛
に
、﹈「
老
翁
ノ
命
ニ
違
フ
者
、
何
ゾ
子
ト
セ
ン
ヤ
」
と

い
っ
て
き
か
な
い
。
そ
の
こ
と
を
市
兵
衛
か
ら
き
い
て
闇
斎
は
、

﹇
闇
斎
﹈「
父
の
言
分
は
理
に
当
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
父
子
の
義
絶
は
あ
ん
ま

り
（
甚
し
）
な
の
で
、
そ
れ
で
は
や
む
を
え
ず
、
直
方
に
「
平
常
ノ
出
入
ハ

赦
免
ス
。（
た
だ
）
我
学
術
ノ
席
ニ
入
ル
コ
ト
ヲ
不
レ
可
レ
許
」〔
」〕

と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
れ
以
後
は
、
直
方
は
平
常
の
安
否
を
問
う
訪
問
だ
け
で
、

門
下
の
列
は
離
絶
し
た
。
た
だ
、
赦
免
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
講
学
の
席
に
容
れ
ら

れ
な
い
の
で
は
、
先
生
の
門
に
出
入
し
て
も
無
益
な
の
で
、
結
局
、「
逐
日
、
漸
ク

疎
遠
也
」。

こ
れ
が
直
方
破
門
の
経
緯
と
し
て
植
田
玄
節
の
語
る
と
こ
ろ
。

で
は
浅
見
絅
斎
の
場
合
は
ど
う
か
、
玄
節
（
成
章
）
に
よ
る
と
、

「
浅
見
安
正
モ
老
翁
ノ
門
ニ
学
（
ン
）
デ
、
直
方
ト
其
交
リ
好
シ
。
安
正
ハ
、

其
質
固
ヨ
リ
愚
昧
ナ
ル
者
ナ
リ
。
終
ニ
直
方
ニ
党
シ
テ
、
老
翁
ノ
門
ニ
不
二

依
来
一
也
」

こ
れ
で
は
、
絅
斎
は
友
人
直
方
に
同
情
し
て
、
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
だ
け
で
闇
斎
先
生
の
絅
斎
に
た
い
す
る
態
度
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
が
今
一
つ

は
っ
き
り
し
な
い
。

た
だ
、
こ
こ
で
植
田
玄
節
が
口
を
き
わ
め
て
直
方
を
罵
倒
し
て
い
る
の
は
、
直﹅
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方﹅

が﹅

、「
経
義
内
外
説
で
先
生
と
合
わ
な
か
っ
た
の
が
、
破
門
の
原
因
だ
」
と
言
っ

て
い
る
点
に
関
し
て
で
あ
り
、
真
向
か
ら
、
こ
の
学
問
上
の
原
因
説
を
否
定
し
て

い
る
。
つ
ま
り
直
方
が
自
分
の
不
義
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
あ
う
人
ご
と
に
こ
の

デ
ッ
チ
上
げ
を
話
す
の
で
、
真
相
を
知
ら
ぬ
者
は
、
経
義
内
外
論
に
よ
っ
て
破
門

さ
れ
た
、
と
い
う
説
に
雷
同
し
て
い
る
。

﹇
N
ote:闇
斎
は
天
和
二
（
一
八
六
二
）
年
没
し
て
い
る
。
破
門
事
件
か
ら

わ
ず
か
二
年
ほ
ど
で
あ
り
、
闇
斎
自
身
何
も
語
っ
て
い
な
い
﹈

植
田
に
よ
れ
ば
、

「
朱
子
と
陸
象
山
と
あ
れ
ほ
ど
学
説
を
異
に
し
対
立
し
た
の
に
、
交
り
を
断

た
な
か
っ
た
。
況
や
老
翁
は
直
方
の
先
生
﹇
師
﹈
と
し
て
、
門
人
を
教
諭
す

る
の
が
職
で
あ
る
。
何
故
ゾ
其
交
リ
ヲ
私
ニ
シ
テ
己
ガ
説
ニ
不
レ
合
ヲ
以
テ

遽
ニ
怒
テ
是
ヲ
絶
ン
ヤ
」

植
田
玄
節
は
別
に
、『
批
、
水
足タ

リ

（
氏
）
安
直
（
屏
山
）﹇
徂
徠
学
﹈
撰
、
山
崎

先
生
行ぎ

ょ
う
／
コ
ウ

実
』（
享
保
十
二
〔
一
七
二
七
―
二
八
〕
年
）
に
お
い
て
も
、
こ
の
事

件
に
ふ
れ
て
、
敬
義
内
外
論
原
因
説
を
否
定
し
、「
以テ
三
文
義
不ル

ヲ二
相
合ヲ

[ハ
]

一

如
何ニ

シ
テ

棄
二
-絶セ

ン
ヤ

師
友
之
交ヲ
一
耶
」
」[マ

マ
]と

い
い
〔『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
一
、
登
録
番

号

、
一
三
丁
オ
〕、
つ
づ
け
て
、（
原
漢
文
）

0181876

「
其
実
は
、
佐
藤
五
郎
左
衛
門
な
る
者
あ
り
、
先
生
に
学
ぶ
こ
と
数
年
。
罪

有
り
（
そ
の
内
実
に
は
こ
こ
で
は
触
れ
て
い
な
い
）
先
生
擯
斥
す
。
五
郎
左

衛
門
固
よ
り
姦
佞

[か
ん
ね
い
]。（

中
略
）
五
郎
左
右
衛
門
、（
浅
見
）
安
正
に
謂
い
て
曰

く
、〝
敬
義
内
外
、
先
生
誤
れ
り
、
吾
輩
こ
れ
に
従
う
は
快
な
ら
ず
。
従
わ
ざ

れ
ば
そ
の
意
に
背
く
。
其
の
意
に
背
く
と
雖
も
、如
何
ぞ
曲
従
せ
ん
。
爾
後
、

我
出
入
せ
ず
。
足
下
如
何
〞
と
（
つ
ま
り
絅
斎
を
煽
動
教
唆
し
た
と
い
う
わ

け
で
あ
る
）。
是
れ
悪
を
蔵
し
罪
を
蔽
う
。
佞
姦
此
の
如
し
。
こ
れ
に
依
て
、

安
正
師
に
背
け
り
。（
中
略
）
五
郎
左
右
衛
門
の
姦
言
に
誘
わ
れ
、
乍
ち
に
し

て
恩
を
忘
れ
、義
に
背
く
。
そ
の
昏
愚
か
く
の
如
し
。〔
…
…
〕一
人
は
姦
佞
、

一
人
は
愚
騃 げ

ん

な
り
」（
原
漢
文
〔
一
三
丁
オ
―
ウ
〕）

植
田
は
『
叛
門
論
』
に
お
い
て
も
、
水
足
安
直
の
書
い
た
闇
斎
行
実
の
批
判
に

お
い
て
も
、
彼
の
の
べ
る
真
相
な
る
も
の
に
、

「
此
ノ
事
、
松
雲
﹇
桑
名
松
雲
﹈、
民
部
﹇
出
雲
路
信
直
﹈、
正
員
﹇
楢
崎
﹈、

及
門
人
不
レ
知ラ

モ
ノ
ナ
シ
。
今
世
（
享
保
二
年
）
ニ
存
ス
ル
ニ
ハ
正
親
町
公キ

ン

通ミ
チ

卿
（
従
一
位
大
納
言
）、
梨ノ

木
三
位
祐ス

ケ

之ユ
キ（

下
加
茂

社

司

）湯
佐
、
次
郎
助
﹇
木
斎
﹈、

浅
井
、
万
右
衛
門
重
遠
﹇
近
江
人
、
号
、
琳
庵
、
丹
波
園
部
侯
儒
員
﹈、
磯
部

勘
助（

稲
葉
丹
後
守

正
知
ノ
学
士

）等
也
」〔『
叛
門
論
』〕

と
証
人
ま
で
あ
げ
て
い
る
（『
批
〔
水
足
安
直
撰
〕
山
崎
先
生
行
実
』
で
は
、
右
の

う
ち
出
雲
路
信
直
、
楢
崎
正
員
、
遊
佐
木
斎
の
三
人
）。

『
遊
佐
木
斎
紀
年
録
』（
人
間
関
係

の
裏
）

cf.

p1

人
間
関
係
を
主
原
因
と
す
る
原
史
料
の
一
つ
に
、『
遊
佐
木ボ

ク

斎
紀
年
録
』（『
仙
台

叢
書
』第
四
巻〔
仙
台
双
書
刊
行
会
、一
九
二
三
年
、丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料「「
木

斎
紀
年
録
」（『
仙
台
叢
書
』
四
）
の
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号

）〕
所
収
）

625-3-1
が
あ
る
（
と
く
に
延
宝
七
年
、
八
年
条
〔
四
一
―
四
五
頁
〕）。
植
田
玄
節
の
『
叛

門
論
』
と
重
複
が
多
い
が
、
次
の
点
は
『
紀
年
録
』
の
み
の
誌
す
と
こ
ろ
。

イ
、
木
斎
は
も
と
直
方
の
手
引
で
闇
斎
に
入
門
し
た
（
延
宝
六
〔
一
六
七
八
〕

― 144 ―



年
三
月
、
絅
斎
同
座
）。

◎
ロ
、
延
宝
七
年
五
月
頃
か
ら
、
闇﹅

斎﹅

は﹅

病
と
称
し
て
木
斎
と
面
接
し
な
く
な
っ

た
（
こ
れ
は
『
叛
門
論
』
に
は
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
）。

ハ
、
同
七
年
八
月
、
木
斎
、
藩
命
に
よ
り
帰
国
の
際
、
闇
斎
先
生
へ
の
と
り
な

し
を
直
方
と
板
垣
（
出
雲
路
）
信
直
に
依
頼
し
た
。

ニ
、
延
宝
八
年
八
月
、
楢
崎
正ま

さ

員か
ず

よ
り
、
木
斎
宛
書
簡
あ
り
、
そ
こ
で
は
じ
め

て
、
直
方
の
讒
言
が
、
闇
斎
の
不
興
を
買
っ
た
原
因
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ホ
、
翌
天
和
元
〔
一
六
八
一
〕
年
四
月
、
桑
名
松
雲
が
京
か
ら
江
戸
に
来
て
、

木
斎
の
師
門
出
入
差
止
め
が
直
方
の
（
木
斎
、
師
を
信
ぜ
ず
と
い
う
）
誹
謗

に
よ
る
こ
と
が
明
に
な
っ
た
。

ヘ
、
正
員
上
京
、
闇
斎
先
生
と
会
っ
た
結
果
、
闇
斎
は
、
事
が
直
方
の
讒
言
に

出
た
こ
と
を
知
っ
た
。

ト
、
植
田
玄
節
は
先﹅

生﹅

か﹅

ら﹅

、
直
方
の
讒
言
を
き
か
さ
れ
、
直
方
、
絅
斎
と
絶

交
し
た
（
闇
斎
に
よ
る
二
人
の
破
門
の
前﹅

ら﹅

し﹅

い﹅

！
）。

◎
チ
、
永
田
養
庵
が
先
生
に
直
方
・
絅
斎
の
赦
罪
を
請
い
、
よ
う
や
く
出
入
の
禁

は
解
か
れ
た
が
、
門
人
と
し
て
講
席
に
連
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
、
右
の
う
ち
、
三
人
は
植
田
の
「
真
相
」
に
お
け
る
利
害
関
係
者
で

あ
り
、
ま
た
す
べ
て
神
道
派
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
道

派
の
反
感
は
直
方
に
集
中
し
て
い
た
。

時
代
は
下
る
が
、
稲
葉
黙
斎
（
正
信
、
迂
斎
﹇
正
義
﹈
の
子
）
は
、
玄
節
の
行

実
批
判
に
お
け
る
こ
の
個
所
に
ふ
れ
て
、

「
嗚
呼
、
玄
節
な
る
者
は
亦
先
生
の
忠
臣
也
。
然
れ
ど
も
玄
節
の
此
の
弁
を

主
張
す
る
、
未
だ
そ
の
心
中
の
由
る
所
を
知
ら
ず
。
果
し
て
こ
れ
誠
意
に
出

る
や
否
や
」〔『
評
植
田
玄
節
批
水
足
氏
所
著
山
崎
先
生
行
実
』（『
日
本
道
学

淵
源
録
』
巻
之
一
、
一
七
丁
ウ
）〕

と
疑
問
を
呈
し
、
跡
部
光
海
（
良
顕
）
が
闇
斎
文
集
の
編
纂
を
し
た
と
き
、
植
田

が
大
に
怒
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
あ
げ
、「
実
に
猜
疑
妬ト

疾シ
ツ

の
人
な
り
」
と
、
植
田
の

性
格
か
ら
し
て
、
こ
の
「
真
相
」
に
た
い
し
て
否
定
的
で
あ
る
〔
一
八
丁
オ
〕。
概

し
て
儒
学
派
の
系
統
で
は
、
こ
の
真
相
は
信
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
直
方
の
神
道
否

定
や
、
皇
統
一
系
へ
の
批
判
、
湯
武
放
伐
の
肯
定
な
ど
に
た
い
し
激
し
い
批
判
を

い
だ
い
て
い
た
若
林
強
斎
（
絅
斎
の
弟
子
）
が
破
門
事
件
に
関
連
し
て
ま
っ
た
く
、

こ
こ
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
言
及
せ
ず
、
か
え
っ
て
、

前
述
し
た
よ
う
な
、
絅
斎
と
直
方
と
が
神
道
家
を
や
り
こ
め
た
話
を
破
門
原
因
と

し
て
あ
げ
て
い
る
の
は
、
い
よ
い
よ
こ
の
植
田
の
の
べ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
真
実

性
を
疑
わ
せ
る
。

し
か
も
敬
義
内
外
論
は
関
係
な
い
、そ
れ
は
直
方
が
自
分
の
非
を
蔽
う
口
実
だ
、

と
い
う
口
の
下
か
ら
、
植
田
は
『
叛
門
論
』
で
、「
安
正
（
絅
斎
）
又
、『
敬
義
内

外
之
説
』
ヲ
作
リ
テ
、
共
ニ
私
見
ヲ
逞
フ
ス
」
と
い
い
、『
批
〔
水
足
安
直
撰
〕
山

崎
先
生
行コ

ウ

実
』
で
も
、
絅
斎
が
直
方
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
敬
義
内
外
説
で
先
生
に

背
い
た
、
と
い
っ
て
、
少
く
も
絅
斎
に
つ
い
て
は
、
敬
義
内
外
説
が
関
係
が
あ
っ

た
こ
と
を
認
め
て
い
る
（
次
頁
、
尚
斎
説
〔
後
出
の
三
宅
尚
斎
『
黙
識
録
』
巻
三

か
ら
の
引
用
を
指
す
〕。

若
林
強
斎
も
直
方
主
犯
説
で
は
あ
る
が
、
絅
斎
（
強
斎
の
先
生
）
は
先
生
か
ら
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遠
ざ
け
ら
れ
た
の
ち
も
、
病
気
見
舞
な
ど
に
行
っ
た
が
、「
姦
邪
ノ
者
ガ
ア
リ
テ
、

忌
ミ
サ
ケ
タ
」（『
強
斎
先
生
雑
話
〔
筆
記
〕』〔
巻
六
、
九
丁
オ
〕）
と
語
っ
て
い
る

よ
う
に
、
い
わ
ば
「
君
側
の
姦
」
に
よ
っ
て
絅
斎
と
先
生
と
の
仲
が
さ
か
れ
た
、

少
く
も
一﹅

層﹅

師
門
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
、
と
語
り
、
三
宅
尚
斎
も
こ
の
事
件
﹇
破

門
﹈
に
つ
い
て
、
直
方
・
絅
斎
を
二
人
と
も
批
判
し
な
が
ら
も
（
次
頁
〔
後
出
の

『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』
坤
か
ら
の
引
用
（「
敬
義
内
外
ノ
事
ハ
」
以
下
）
を
指
す
〕）

「
サ
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
植
田
元[マ

マ
]節

ヤ
桑
名
松
雲
、
出
雲
路
民
部
ナ
ド
ヽ
云
モ
ノ
ガ

ヨ
ホ
ド
讒
ヲ
云
タ
」、
と
神
道
派
門
人
の
中
傷
の
契
機
を
重
く
み
て
い
る
〔
三
宅
尚

斎
『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』
坤
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本
の
複
製
、
享
保
七
（
一
七
二

二
―
二
三
）
年
、
登
録
番
号

〕。

0197389

三
宅
尚
斎
『
黙
識
録
』
巻
三

「
敬
義
先
生
、
絶ツ

ハ二
絅
斎
先
生
直
方
先
生ヲ
一
自リ
三
劇
二
-論セ

シ

敬
義
内
外
之
義ヲ
一
而

漸
々
如
レ
是
」〔『
日
本
倫
理
彙
編
』
巻
之
七
、
金
尾
文
淵
堂
、
一
九
〇
二
年
、

登
録
番
号

、
五
一
八
頁
〕

0193460

崎
門
三
傑
の
一
で
、
当
事
者
に
三
人
と
も
最
も
近
い
尚
斎
の
言
だ
け
に
信
が
置

け
る
。

伴
部
安
崇
が
前
述
の
よ
う
に
、「
敬
義
内
外
考
跋
」
を
著
し
て
、
絅
斎
の
『
敬
義

内
外
説
』（
宝
永
四
年
）
を
駁
し
、
師
説
を
擁
護
し
た
の
は
、
正
徳
二
〔
一
七
一
二

―
一
三
〕
年
（
刊
行
は
四
年
）
の
こ
と
で
闇
斎
没
（
天
和
二
年
）
後
、
ち
ょ
う
ど

三
十
年
も
経
て
お
り
、直
方
が
、絅
斎
に
賛
し
、安
崇
を
駁
し
た「
敬
義
内
外
論
考

[
考
論
]」

は
さ
ら
に
二
年
後
の
正
徳
四
年
に
出
て
い
る
。

そ
う
し
て
植
田
成
章
が
『
叛
門
論
』
を
門
弟
に
書
か
せ
た
の
は
、
享
保
二
年
（
没

後
三
十
五
年
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
に
稲
葉
黙
斎
が
、

『
弁
叛
門
論
』
を
、
唐
崎
彦
明
が
、『
読
叛
門
論
』
を
書
い
て
、
植
田
の
議
論
を
反

駁
し
て
い
る
。
つ
ま
り
発
端
は
た
し
か
に
師
弟
間
に
起
っ
た
が
、
こ
れ
が
拡
大
さ

れ
て
激
し
い
論
議
を
呼
ん
だ
の
は
、
闇
斎
没
後
年
を
経
て
か
ら
、
改
め
て
崎
門
の

門
人
相
互
の
思
想
的
闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

「
敬
義
内
外
ノ
コ
ト
ハ
、
佐
藤
浅
見
両
先
輩
ト
モ
ニ
、
殊
ノ
外
、
誤
ゾ
。
サ

レ
ド
モ
山
崎
先
生
モ
、
晩
年
仰
セ
ラ
レ
タ
通
リ
、
ヱ
セ
笑
テ
、「
ア
レ
ラ
ガ
合

点
イ
カ
ヌ
カ
ラ
ジ
ヤ
」
ト
云
テ
ス
ム
コ
ト
、
ハ
リ
ヤ
ハ
ル
ヽ
（
張
合
う
）
コ

ト
デ
ハ
ナ
イ
筈
、
サ
レ
ド
モ
コ
レ
ハ
、
植
田
元[マ

マ
]節

ヤ
桑
名
松
雲
、
出
雲
路
民

部
（
い
ず
れ
も
神
道
派
）
ナ
ド
ヽ
云
モ
ノ
ガ
、
ヨ
ホ
ド
讒
ヲ
云
タ
〔
」〕（『（
三

宅
）
尚
斎
先
生
雑
話[談

]録
』
坤
）

そ
う
し
て
、
唐
崎
彦
明
と
、
植
田
玄
節
の
養
子
、
伊
助
と
の
間
の
つ
ぎ
の
よ
う

な
や
り
と
り
は
、
問
題
の
所
在
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
唐
彦
明
、
嘗
て
玄
節
が
義
男
、
伊
助
を
見
る
。
伊
助
云
ふ
「
聞
く
、
子
は

三
宅
丹
治
（
尚
斎
）
な
る
者
に
従
っ
て
学
ぶ
と
、
丹
治
素
と
、
浅
見
佐
藤
と

友
と
し
善
し
。
直
方
姦
、
安
正
愚
に
し
て
（﹇
注
﹈
植
田
の
言
と
同
じ
）、
丹

治
も
亦
恐
ら
く
は
之
が
た
め
に
誤
ら
れ
し
な
ら
ん
。
子
、
蓋
ぞ
早
く
改
め
図

り
て
、
闇
斎
の
正
統
（
Ｏ
）
を
学
ば
ざ
る
や
」
と
。
彦
明
、
色
を
正
し
て
云

ふ
、「
闇
斎
の
正
統
（
Ｏ
）
は
、
学
規
﹇『
白
鹿
洞
書
院[マ

マ
]学

規
集
註
』﹈、
文
会

筆
録
（
二
十
巻
）
之
を
詳
に
す
れ
ば
足
る
。
豈
に
子
の
贅
を
待
た
ん
や
」
と
。

遂
に
復
た
相
見
ず
（
唐
崎
彦
明
と
伊
助
」（〔
稲
葉
黙
斎
〕『
先
達
遺
事
』〔（『
日

本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
）
七
頁
〕）
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「
崎
門
の
絶
交
」
が
こ
う
し
て
再
生
産
さ
れ
た
。

正

統

オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー

を
め
ぐ
る
争
が
核
心
に
あ
っ
た
。
直
門
間
の
神
道
派
と
儒
学
派

の
間
で
、
闇
斎
学
の
正
統
と
は
何
か
を
め
ぐ
る
争
が
激
化
し
た
の
は
、
闇
斎

の
生
前
の
段
階
で
は
、
程
朱
学
＝
道
学
と
、
垂
加
神
道
と
の
関
係
が
、
後
者

の
未
成
熟
の
ゆ
え
に
、
ま
だ
共
存
関
係
に
あ
っ
た
が
、
神﹅

道﹅

が﹅

闇﹅

斎﹅

没﹅

後﹅

、

正
親
町
公
通

[き
ん
み
ち
]、

玉
木
葦
斎

[い
さ
い
]等

に
よ
っ
て
「
神﹅

学﹅

」
と﹅

し﹅

て﹅

組﹅

織﹅

化﹅

さ﹅

れ﹅

る﹅

に

つ
れ
て
、
唯
一
の
世
界
観
と
し
て
程
朱
学
を
受
容
す
る
立
場
と
正
面
か
ら
対

決
し
、
し
か
も
い
ず
れ
も
闇
斎
学
の
「
道
統
」
を
つ
ぐ
者
を
以
て
任
じ
た
か

ら
で
あ
る
。

編
者
注
⑪
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」

（
資
料
番
号

）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

697-12

三
、「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相

「
崎
門
の
絶
交
」の
原
型
を
な
し
た
の
が
、直
方
・
絅
斎
の
破
門
事
件
で
あ
る
が
、

そ
の
後
、
同
門
間
の
「
絶
交
」
が
相
つ
ぐ
の
で
あ
る
。

当
の
直
方
・
絅
斎
の
相
互
関
係
。

〔
イ
〕
浅
見
絅
斎
と
佐
藤
直
方
と
の
絶
交
（
主﹅

と﹅

し﹅

て﹅

Ｌ
正
統
論
を
め
ぐ
っ

て
）

絅
斎
の
側
か
ら
の
絶
交

相
前
後
し
て
闇
斎
門
に
入
り
、
最
も
す
ぐ
れ
た
門
人
で
あ
り
、
其
交
り
兄
弟
の

如
し
と
い
わ
れ
、
右
に
の
べ
た
よ
う
に
、
晩
年
と
も
に
師
か
ら
学
説
・
思
想
を
異

に
し
た
た
め
に
、
絶
門
さ
れ
た
よ
う
な
、
同
志
関
係
で
あ
っ
た
の
が
、
闇
斎
没
後
、

元
禄
―
宝
永
に
か
け
て
疎
遠
に
な
り
、
つ
い
に
絅
斎
側
か
ら
絶
交
し
た
。

遠
因
は
、
も
と
も
と
肌
合
が
か
な
り
対
蹠
的
で
、
し
か
も
思
想
的
立
場
の
ち
が

い
が
色
々
あ
っ
て
そ
れ
が
重
複
し
、
し
か
も
一
方
は
京
都
、
一
方
は
江
戸
で
、
意

思
が
疎
隔
し
出
す
と
、
ど
う
に
も
回
復
で
き
な
か
っ
た
。

経﹅

学﹅

上
の
問
題
の
意
見
の
相
違
も
あ
っ
た
が
（『
中
庸
』
の
語
句
の
解
釈
）、
そ

れ
は
文
通
で
友
好
的
に
論
争
を
交
し
て
い
た
。
む
し
ろ
思﹅

想﹅

上
の
く
い
ち
が
い
が

大
き
い
。

イ
、
中
国
論
『
靖
献
遺
言
』
の
著
者
の
日
本
主
義
と
直
方
の
儒
教
的
普
遍
主

義

ロ
、
皇
統
一
系
論
（
律
気
！
）
と
天
命
・
徳
治
主
義
的
正
統
性
と
の
対
立

⎩―――⎨―――⎧
ハ
、
具
体
的
事
件
の
評
価

赤
穂
「
義
士
﹇
浪
士
﹈」
復
讐
論

ニ
、
仕
官
の
是
非
（
出
処
進
退
）

絅
斎
は
京
を
一
歩
も
出
ず
、
処
士
と
し
て
終
始
し
た
。
直
方
が
、
ど
ん
な
場
合

に
も
仕
え
な
い
の
は
お
か
し
い
、
と
（
孔
孟
の
例
を
あ
げ
て
）
批
判
し
た
の
に
た

い
し
、「
仕
ふ
べ
く
し
て
仕
へ
、
仕
ふ
べ
か
ら
ず
し
て
仕
え
な
い
の
が
道
で
あ
る
」

と
つ
っ
ぱ
ね
た
﹇「
天
下
道
な
け
れ
ば
隠
る
」〔「
天
下
道
あ
れ
ば
則
ち
見あ

ら
わ

れ
、
道

無
け
れ
ば
則
ち
隠
る
」（『
論
語
』「
泰
伯
」）〕﹈。
直
方
も
「
至
る
処
禄
仕
、
仕
官
の

病
な
り
」
と
い
っ
て
歎
い
て
い
る
の
で
、
出
処
に
つ
い
て
の
原
則
は
同
じ
で
あ
っ

た
が
、
具
体
的
行
動
で
は
ち
が
っ
て
い
た
。

直
接
の
決
定
的
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
直
方
が
、
父
の
喪
の
あ
け
な
い
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う
ち
に
（
宝
永
元
〔
一
七
〇
四
〕
年
正
月
に
父
、
休
意
没
す
）、
宝
永
二
年
四
月
、

酒
井
雅
楽
頭
忠
挙タ

カ

が
将
軍
の
上
使
（
世
子
、
綱
豊
が
仕
官
し
た
謝
恩
使
）
と
し
て

上
京
し
た
と
き
、
直
方
こ
れ
に
随
行
し
た
（
忠
挙
は
直
方
を
賓
師
と
し
て
厚
遇
し

て
い
た
）。
絅
斎
は
三
年
の
喪
の
あ
け
ぬ
う
ち
に
祝
儀
の
使
節
に
随
行
す
る
と
は

何
事
か
、
家
臣
な
ら
ば
そ
れ
も
止
む
を
え
な
い
だ
ろ
う
が
、
殿
の
賓
師
な
の
だ
か

ら
、
殿
に
随
行
す
る
義
ム[務

]は
な
い
筈
、
と
い
っ
て
爾
後
、
交
を
絶
っ
た
。

そ
の
後
も
経
学
上
で
論
争
し
て
い
る
が
、
仲
介
者
を
介
し
て
い
る
。

『
日
本
道
学
淵
源
録
』
の
編
者
の
一
人
、
千
手じ

ゅ

興
成
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
日

本
の
武
家
の
典
礼
で
は
、親
の
服
喪
は
五
十
日
で
終
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

学
者
の
場
合
で
も
一
年
余
く
ら
い
は
病
と
称
し
て
出
仕
し
な
い
こ
と
も
よ
い

だ
ろ
う
。
直
方
の
随
行
は
、
父
の
死
か
ら
一
年
半
を
経
て
か
ら
だ
。「
以
レ
是

絶
二
旧
交
一
、
亦
太
甚
哉

ハ
ナ
ハ
ダ
シ
キ
カ
ナ

。
不
レ
若カ
二
管
（
仲
）
鮑
（
叔
）
之
交ニ
一
遠
矣
」〔『
日
本

道
学
淵
源
録
』
巻
之
三
、
五
丁
オ
〕。

直
方
の
方
で
は
旧
交
を
復
そ
う
と
し
た
が
、絅
斎
は
応
じ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

絶
交
後
も
、
学
問
や
文
章
に
つ
い
て
は
互
に
相
許
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

編
者
注
⑭
「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」
原
稿
「
崎
門
の
絶
交
」
の
様
相
」

（
資
料
番
号

）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

697-12

〔
ロ
〕
三
宅
尚
斎
と
若
林
強
斎
の
絶
交

『
洪
範
』
は
、
周
の
武
王
が
殷
の
紂
王
を
討
伐
し
て
の
ち
、
箕
子
﹇
殷
の

紂
王
の
叔
父
。
紂
を
諌
め
た
が
、
き
か
れ
な
い
の
で
、
狂
人
の
ふ
り
を
し

た
。
殷
の
三
仁
の
一
人
﹈
に
会
っ
て
天
下
を
治
め
る
道
を
き
い
た
。
箕
子

が
、
禹
に
天
が
洪
範
九
疇
を
与
え
た
次
第
を
の
べ
た
。

前
漢
、
讖
緯
説
と
結
ぶ
。

河
図 と

﹇
伏
羲
の
と
き
、
黄
河
か
ら
出
た
龍
馬
の
背
に
あ
っ
た
図
↓
伏
羲
は

之
に
基
い
て
八
卦
を
つ
く
っ
た
﹈
洛
書
﹇
夏
の
禹
王
の
と
き
、
洛
水
か
ら

神
亀
が
出
て
、
そ
の
背
に
現
わ
れ
た
図
。
そ
れ
に
基
い
た
九
章
の
文
。
天

﹇
地
の
大
法
﹈
下
を
統
治
す
る
範
疇
﹈（『
書
経
』
洪
範
﹇
周
書
﹈）

「
源
氏
の
共
喰
い
」
と
崎
門
の
内
部
抗
争
を
自
己
批
判
し
た
若
林
強
斎
自
身
が
、

三
傑
の
一
人
で
最
年
少
の
三
宅
尚
斎
と
「
絶
交
」
に
立
到
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

は
、
細
部
で
は
文
献
﹇
史
料
﹈
に
よ
っ
て
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
き
っ

か
け
は
、
尚
斎
の
『
洪
範
全
書
及[マ

マ
]続

録
』
に
つ
い
て
強
斎
が
批
判
し
、
両
者
の
間

に
論
争
数
次
に
及
ん
だ
こ
と
に
あ
る
。

イ
、『
日
本
道
学
淵
源
録
』
巻
之
四
、
三
宅
尚
斎
の
項
に
載
っ
て
い
る
経
緯
〔
登

録
番
号

、
三
丁
ウ
〕。
姫
路
儒
者
、
近
藤
士
進
の
伝
え
る
話
（
強
斎

0181878

側
か
ら
の
絶
交
）。

強
斎
が
尚
斎
の
『
洪
範
全
書
及[マ

マ
]続

録
』
を
四
度
に
わ
た
っ
て
批
判
し
、
尚
斎

が
こ
れ
を
一
々
反
駁
し
た
が
、
一
つ
も
強
斎
は
尚
斎
の
反
駁
を
受
け
入
れ
な

い
。
そ
こ
で
尚
斎
は
門
人
に
語
っ
て
、「
百
度
、
弁
じ
て
も
強
斎
は
承
服
し
な

い
だ
ろ
う
。
強
斎
の
門
人
は
怒
る
ば
か
り
だ
。
し
か
も
強
際
は
長
幼
の
序
を

知
ら
な
い
（
こ
の
と
き
三
宅
尚
斎
五
八
才
、
強
斎
は
四
三
才
）。
況
ん
や
洪
範

が
分
る
筈
が
な
い
」
と
い
っ
て
、
反
論
す
る
の
を
や
め
た
。
こ
れ
を
き
い
て

強
斎
は
一
層
怒
っ
て
つ
い
に
書
を
贈
っ
て
絶
交
し
た
。
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ロ
、
同
じ
『
淵
源
録
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
上
原
正
福
説
〔
四
丁
オ
〕。

「
洪
範
」の
論
争
に
つ
い
て
は
右
と
同
じ
だ
が
、絶
交
状
は
、尚
斎
の
方
が
送
っ

た
、
と
す
る
。
強
斎
の
批
判
は
、
言
葉
は
謙
遜
だ
っ
た
が
、
議
論
の
内
容
は

峻
烈
を
き
わ
め
、
こ
れ
が
尚
斎
を
怒
ら
せ
た
、
と
い
う
。

ハ
、『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』山
口
春
水
筆
記

巻
三
の
伝
え
る
経
緯（
当
事
者
）。

尚
斎
の
洪
範
説
に
つ
い
て
遠
慮
な
く
批
判
せ
よ
と
い
わ
れ
た
の
で
、
強
斎
が

色
々
と
批
判
し
た
が
、
そ
の
批
判
の
中
で
、
尚
斎
説
だ
と
、
洪
範
の
真
中
の

五
（
五
行
）
の
数
が
動
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
で
は
北
極
星
の
わ
き
に
箒
星

が
出
た
よ
う
な
も
の
だ
、
と
い
っ
た
の
が
、
尚
斎
の
カ
ン
に
さ
わ
っ
て
、
尚

斎
か
ら
絶
交
状
が
来
た
。
そ
こ
で
山
口
春
水
が
「
ひ
と
つ
自
分
が
尚
斎
の
と

こ
ろ
へ
行
っ
て
、
先
生
（
強
斎
）
の
お
考
え
を
の
べ
、
そ
れ
で
尚
斎
が
聴
入

れ
た
ら
、
今
迄
通
り
交
際
さ
れ
た
ら
い
か
が
で
す
」
と
い
う
と
、
強
斎
は

「
御
心
付
ハ
余
儀
ナ
キ
事
ナ
レ
ド
モ
、
御
無
用
ノ
事
ナ
リ
。
ナ
ゼ
ナ
ラ

バ
、
手
前
友
喰
（
源
氏
の
友
喰
の
例
を
ひ
い
て
い
う
）
ヲ
イ
ヤ
ガ
ル
モ
、

学
術
義
理
ノ
為
ナ
リ
。
三
宅
氏
ト
見
ル
所
ノ
義
理
、
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
所

ア
ル
ニ
ヨ
リ
、
右
ノ
始
末
也
。
然
ル
ニ
其
義
理
ノ
所
レ
不
レ
合
ハ
除
イ
テ

置
イ
テ
、
只
睦
ジ
ク
交
リ
タ
レ
バ
ト
テ
、
ソ
レ
ハ
俗
人
ノ
交
リ
ト
同
ジ

事
、
何
ノ
詮
モ
ナ
キ
事
也
」〔『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
、
二
〇
丁

ウ
―
二
一
丁
オ
〕

と
い
わ
れ
た
の
で
、
春
水
も
そ
れ
以
上
い
う
言
葉
も
な
く
、
自
分
も
そ
の
後

尚
斎
の
と
こ
ろ
に
は
出
入
し
な
く
な
っ
た
。

『
洪
範
皇
極
内
篇
』
朱
子
門
人
、
蔡
沈
（
九
峯
）
著

闇
斎
が
、「
久
し
く
そ
の
書
が
亡
は
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
憾
み
、
諸
書
の
中
に

散
見
す
る
も
の
を
集
め
」（『〔
浅
見
〕
絅
斎
の
研
究
』〔
近
藤
啓
吾
著
、
神
道

史
学
会
、
一
九
七
〇
年
、
登
録
番
号

〕
二
五
〇
頁
）『
洪
範
皇
極
内

0183689

篇
』
を
再
編
、
己
の
説
を
付
し
て
刊
行
。
◎
↓
『
洪
範
全
書
』

尚
斎
は
、
闇
斎
の
編
集
に
錯
簡
が
あ
る
と
し
て
、『
洪
範
全
書
続
録
』（
稿
本
）

を
著
し
た
。『
―
―
続
録
講
義
』（
戊
戌
―
―
享
保
三
〔
一
七
一
八
〕
年
―
―
秋
八

月
七
日
の
味
池
直
固[好

]筆
記
の
識
語
あ
り
﹇
尚
斎
自
序
﹈。

プ
ラ
ス
、
庚
子
（
享
保
五
年
）
二
月
二
十
二
日
付
、
強
斎
問
目
二
十
三
条

同
年
五
月
二
十
九
日
付
、
尚
斎
答
書

⎩――⎨――⎧

六
月
朔
日
付
、
強
斎
返
書

享
保
五
年
庚
子
六
月
付
、
尚
斎
の
、
問
目
へ
の
逐
条
弁
駁

（
無
窮
会
所
蔵
）

強
斎
の
意
見

師
説
を
自
己
の
考
で
勝
手
に
改
変
し
て
よ
い
か
。
も
っ
と
慎
重
で
あ
る
べ
き

だ
。
と
く
に
「
垂
加
翁
ノ
学
ヲ
唱
フ
ル
コ
ト
衰
替
寂
寞
莫
レ
甚
二
此
時
一
」
尊
丈
（
絅

斎
）
の
よ
う
な
人
の
責
任
は
重
大
だ
、
と
い
う
の
が
強
斎
の
意
見
〔『
浅
見
絅
斎
の

研
究
』
二
五
二
頁
〕。

「
内
外
ノ
説
、
別
シ
テ
ハ
神
道
ノ
事
、
大
学
、
作
新
民
ノ
点
（
中
略
）、
如

レ
此
類
ソ
レ
ナ
リ
ニ
其
許
ニ
ハ
、
是
等
モ
伝
来
ノ
通
リ
ニ
、
ミ
ヂ
ン
手
ヲ
付

玉
ハ
ズ
ヤ
、
重
固
〔
三
宅
尚
斎
〕
ハ
ソ
ノ
通
リ
ニ
ハ
不
二
仕
置
一
候
」（
尚
斎
答

書
〔
二
五
二
頁
〕
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編
者
注
⑮「「
闇
斎
学
派
の
内
部
抗
争
」原
稿

む
す
び
―
―「
崎
門
の
絶
交
」

の
意
味
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

697-13
む
す
び
―
―
「
崎
門
の
絶
交
」
の
意
味

直
方
は
、
峻
厳
、
促
迫
と
い
わ
れ
る
崎
門
の
な
か
で
は
む
し
ろ
異
色
な
リ
ベ
ラ

ル
派
で
あ
り
、
師
弟
関
係
も
厳
格
で
な
く
、
寛
容
で
洒
脱
な
風
が
あ
っ
た
が
、
交

友
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
吾
党
諸
生
、
有
二
以
レ
学
交
者
一
焉
、
有
二
以
レ
故
交
者
一
焉
。〔
…
…
〕
以
レ
故

而
交
者
則
雖モ
二
日ニ

講
会シ

テ

而
読ム

ト一
レ
書
、非
二
同
志
之
学
友
一
矣
」〔
佐
藤
直
方「
示

二
三
子
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、
六
二
頁
）〕

「
道
に
よ
る
交
」
り
と
、
直
接
の
人
間
関
係
に
基
く
交
り
と
を
ハ
ッ
キ
リ
と
別
け

る
。
道
に
よ
る
交
り
で
あ
る
以
上
、
そ
う
し
て
真
理
は
一
つ
で
あ
る
以
上
、
道
を

異
に
し
な
が
ら
、
た
だ
従
来
か
ら
の
縁
故
で
堕[惰

]性
的
に
つ
き
合
う
の
は
同
志
の
学

友
と
い
え
な
い
、
と
い
う
考
え
方
。
師
弟
関
係
に
つ
い
て
も
、
直
方
は
、
あ
く
ま

で
道
＝
真
理
へ
の
尊
敬
を
、
師
の
上
に
置
き
、
神
道
問
題
に
つ
い
て
、
前
述
の
よ

う
に
、
儒
道
と
神
道
と
「
豈
有
二
両
従
之
理
一
乎
」
と
し
、「
先
生
之
雑
信
、
吾
不

レ
識
二
其
義ヲ
一
也
」
と
い
い
、
絶
門
の
の
ち
も
、「
自
分
の
志
は
先
生
は
本
当
は
知
っ

て
い
る
」
と
し
て
、
敢
て
進
ん
で
先
生
に
罪
を
謝
そ
う
と
し
な
か
っ
た
。「
此
固
天

下
之
公
論ニ

シ
テ

、
而
非ズ
二
一
人
之
私
議
一
矣
。
何
得ン

ヤ下
阿オ

モ
ネ
リ

二

私ニ

其ノ
（
先
生
の
）
所ニ
一
レ
好ム

、

避ク
ル
ヲ

中

議ス
ル二

師
門ヲ
一
之
嫌ヲ
上
哉
」
と
き
っ
ぱ
り
云
い
き
っ
て
い
る
﹇
道
学
↓
出
処
進
退
﹈

〔
佐
藤
直
方
「
討
論
筆
記
」（『
韞
蔵
録
』
巻
之
二
、『
増
訂
佐
藤
直
方
全
集
』
巻
一
、

四
五
―
四
六
頁
）〕。

若
林
強
斎
が
先
輩
、
三
宅
尚
斎
と
絶
交
に
つ
い
て
仲
介
の
労
を
と
ろ
う
と
し
て

い
た
山
口
春
水
に
た
い
し
て
、

「
三
宅
氏
ト
見
ル
所
ノ
義
理
同
ジ
カ
ラ
ザ
ル
所
ア
ル
ニ
ヨ
リ
、右
ノ
始
末
也
。

然
ル
ニ
其
義
理
ノ
所
レ
不
レ
合
ハ
除
イ
テ
置
イ
テ
、
只
睦
ジ
ク
交
リ
タ
レ
バ
ト

テ
、
ソ
レ
ハ
俗
人
ノ
交
リ
ト
同
ジ
事
、
何
ノ
詮
モ
ナ
キ
事
也
」

と
断
っ
て
い
る
（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
巻
三
〔
二
〇
丁
ウ
―
二
一
丁
オ
〕）

相
手
の
尚
斎
も
、
直
接
に
強
斎
と
の
絶
門
に
つ
い
て
で
な
く
、
一
般
論
と
し
て
、

「
門
友
ヲ
義
絶
ス
ル
コ
ト
、
ナ
ル
ホ
ド
ア
ル
ベ
キ
コ
ト
也
。
道
ヲ
以
テ
合
モ

ノ
ナ
レ
バ
、
カ
ウ
ナ
ク
テ
カ
ナ
ハ
ヌ
コ
ト
也
。
朱
子
モ
一
両
人
モ
義
絶
ナ
サ

レ
シ
也
。
世
間
ノ
者
ガ
「
山
崎
先
生
ガ
イ
ラ
ヌ
義
絶
メ
サ
レ
タ
故
、
絅
斎
ヤ

直
方
ナ
ド
ガ
義
絶
〳
〵
ト
ヤ
カ
マ
シ
イ
」
ト
俗
人
ハ
シ
カ
ル
（
叱
）
ケ
レ
ド

モ
、
自
然
ニ
ア
ル
ハ
ヅ
」（『
尚
斎
先
生
雑
談
録
』〔
乾
、
国
会
図
書
館
所
蔵
本

の
複
製
、
登
録
番
号

〕、
享
保
七
〔
一
七
二
二
〕
年
三
月
頃
）

0197389

と
、「
崎
門
の
絶
交
」
の
傾
向
へ
の
世
間
の
批
難
の
声
を
逆
に
斥
け
て
い
る
。

や
や
降
っ
て
、
稲
葉
黙
斎
も
、
敬
義
学
の
伝
統
を
回
顧
し
な
が
ら

「
垂
加
佐
藤
不ル

ハ二
相
合
一
、
出ヅ
二
於
敬
義
内
外
一
。
而レ

ド
モ

其
実ハ
（
神
儒
）
習
合
之

事
也
。
浅
見
佐
藤
絶ツ

ハレ
交
者
、
乃チ

所
二
崇
尚ス

ル一
異ニ

ス
ルレ

趣
也
。
可キ
下
就テ
二
二
家
編
集

書ニ
一
而
知
上
レ
之ヲ

也
。
尚
（
斎
）
翁
与
二
若
林
一
絶
レ
交
、
雖
レ
出
二
於
洪
範
之
説
一
、

畢
竟
亦
是
左
二
-袒ス

ル

神
学
一
故
也
。
此ノ

五
君
子
、
皆
学
脈
上
之
事
也
。
後
来ノ

学

者
、
多ク

以テ
二
私
怨ヲ
一
不
二
相
容レ
一
亦
可キ
レ
醜ト

ス

也
」（〔「
雪
梅
草
」〕『
孤
松
全
稿
』
第

三
十
三
巻
〔『
品
林
録
』（『
強
斎
先
生
雑
話
筆
記
』
登
録
番
号

）
九

0181873

丁
ウ
〕）
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と
の
べ
て
、
後
世
学
者
の
私
怨
に
よ
る
分
裂
と
崎
門
の
「
学
脈
」
に
よ
る
分
裂
と

を
対
立
的
に
見
る
。
こ
う
し
た
見
方
に
は
自
分
の
学
派
の
美
化
が
な
い
と
は
い
え

な
い
。
右
に
見
た
限
り
で
も
、
門
人
間
の
感
情
的
反
目
、
性
格
的
、
気
質
的
な
ち

が
い
か
ら
来
る
相
互
反
感
が
作
用
し
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
現
に
同
じ

黙
斎
が
、
絅
斎
と
直
方
と
の
絶
交
に
つ
い
て
、
双
方
の
門
人
が
と
く
に
相
手
の
先

生
と
直
接
未
見
の
門
人
が
放
っ
た
誹
謗
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
を
み
と
め
て

い
る
。
こ﹅

こ﹅

に﹅

も﹅

そ
う
し
た
い
わ
ば
生
臭
い
人
間
関
係
が
働
い
て
い
た
、
の
は
い

わ
ば
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、相
対
的
に
、「
崎
門
の
絶
交
」に
は
、道
統
・

学
脈
「
学
術
義
理
」
と
い
う
よ
う
な
世
界
観
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
争
が
大
き
な
比

重
を
も
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
は
や
は
り
注
目
に
値
す
る
。
そ
れ
は
、
正
面
か

ら
の
思
想
的
対
決
を
回
避
し
マ
ア
マ
ア
的
な
「
和
」﹇
俗
人
の
交
り
﹈
を
尊
ぶ
日
本

の
精
神
的
風
土
の
中
で
は
よ
か
れ
悪
か
れ
、
異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
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Ⅵ
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
若
干
例
」（
一
九
八
七
年
七
月
二

九
日
）

編
者
注
①
「「「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と
「
対
自

的
」正
統
。（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
）」メ
モ
」（
資
料
番
号

）

670-9-1

の
一
部（
レ
ポ
ー
ト
用
紙（
Ａ
４
版
）一
枚
）・「「
は
じ
め
に
異
端（
ヘ
レ
ジ
ー
）

あ
り
き
（
要
約
、
結
論
）」
草
稿
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙

709-1-2

（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

「
即
自
的
」、
直
接
的
な
自
己
同
一
性
に
お
け
る
正
統
と
「
対
自
的
」
正
統

（
後
者
が
厳
密
な
意
味
の
正
統
﹇

＝
自
己
の
疎
外
態
｛
alineation〔
ali-

enation
カ
〕
/
Entfrem
dung
を
意
識
し
、
そ
れ
を
「
否
定
の
否
定
」
に

よ
っ
て
再
構
築
し
た
「
正
統
」﹈）。

前
者
は
後
者
の
出
現
以
後
に
、
歴
史
的
に
遡
及
さ
れ
、
系
譜
（
道
統
の
伝
・
血

脈
）
と
し
て
自
覚
化
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
‘
無
か
ら
の
創
造
’
で
は
な
く
、

い
く
つ
か
の
中
心
的
な
核
な
い
し
星
雲
が
―
―
必
ず
し
も
事
実
と
し
て
で
な
く
、

事
実
の
信
仰
、あ
る
い
は
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
歴
史
的
に
実
在
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、

後
世
か
ら
の
系
譜
化
も
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
an
sich
の

「
正
統
」
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
。

Catholicity
は
‘
即
自
的
’
及
‘
対
自
的
’
両
正
統
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る

が
、
即
自
的
正
統
に
あ
っ
て
は
、
ま
さ
に
概
念
的
、
政
治
形
態
的
、
祭
儀
的
、
神

学
的
◯未
確
定
性
―
―
そ
の
意
味
で
の
‘
星
雲
’
状
態
が
catholicity
の
徴
表
で
あ

る
（
初
期
教
父
﹇
↓
古
代
ギ
リ
シ
ヤ
又
は
ユ
ダ
ア[ヤ

]教
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
﹈

た
ち
及
十
二
世
紀
頃
の
カ
ト
リ
ッ
ク
﹇
↓
ギ
リ
シ
ヤ
的
、
東
方
的
、
イ
ス
ラ
ム
的

な
も
の
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
﹈）。

と
こ
ろ
が
、
厳
密
な
意
味
で
の
、
つ
ま
り
異
端
を
意
識
し
た
正
統
に
あ
っ
て
は
、

ま
さ
に
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
を
排
し
、
右
の
修
正
主
義
と
左
の
教
条
主
義
を
排
す

る
形
で
catholicity
が
主
張
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
左
右
の
偏
向
が
部
分
的
と
考
え

ら
れ
、
そ
れ
に
た
い
し
て
、
自
ら
を
全
体
的
と
定
義
す
る
。

し
か
し
、
異
端
と
の
鋭
い
対
決
意
識
が
減
衰
し
、
正
統
が
儀
礼
化
す
る
に
し
た

が
っ
て
、
正
統
は
ふ
た
た
び
ル
ー
テ
ィ
ン
意
識
の
な
か
に
埋
没
し
て
、「
即
自
的

ア
ン
・
ジ
ヒ

」

正
統
に
変
質
し
、
次
の
危
機
の
到
来
ま
で
、
正
統
意
識
は
い
わ
〻[ば

]眠
り
つ
づ
け
る
。

○
「
は
じ
め
に
異
端

ヘ
レ
ジ
ー

あ
り
き
」﹇
要
約
、
結
論
﹈

↓
後
世
に
教
義
化
さ
れ
た
正
統
を
遡
及
さ
せ
る
傾
向
、
正
統
↓
異
端

さ
き
に
「
寛
政
異
学
の
禁
」
に
お
い
て
、「
異
学
の
禁
」
が
「
朱﹅

学﹅

之﹅

儀﹅

は
慶
長

以
来
、
御
代
々
御
信
用
之
御
事
」
ニ
而
、
と
の
べ
て
、「
急
度
門
人
共
、
異﹅

学﹅

相

禁
レ
之(ジ

、
猶
又
不
レ
限
二
自
門
他
門
に
一
、
申
合
正
学
講
究
い
た
し
」
云
々
と
い
う
林

大
学
頭
信
敬た

か

へ
の
達
し
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
の
意
味
・
限
界
な
ど
を
の
べ
、
恰

も
家
康
以
来
、
朱
子
学
が
幕
府
に
よ
っ
て
正
統
化
さ
れ
た
よ
う
に
受
取
れ
る
こ
の

表
現
も
、
実
は
、
寛
政
の
「
禁
令
」
を
江
戸
開
府
時
代
に
ま
で
遡
及
さ
せ
た
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
の
べ
た
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
正
統
の
立
場
か
ら
の
時
代
的
遡

及
の
傾
向
は
、
比
較
思
想
史
的
に
い
う
と
、
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
教
義
に
つ
い
て
み
ら
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れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
通
常
は
正
統
が
あ
っ
て
、
そ
れ
に
た
い
し
て
の
ち
に
異
端

が
発
生
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
正
統
―
異
端
の
対
立
項
を
時
代
的
順
序
と
し
て
も

理
解
し
が
ち
で
あ
る
が
、
歴
史
的
に
見
る
と
、
た
と
え
ば
ク
リ
ス
ト
教
の
場
合
で

も
、
教
義
の
多
様
な
解
釈
（
初
期
に
は
ク
リ
ス
ト
論
、
三
位
一
体
論
な
ど
を
め
ぐ

り
、
の
ち
に
は
自
由
心
霊
派
の
よ
う
な
純
粋
内
面
主
義
の
考
え
方
―
―
良
心
に
の

み
信
仰
を
根
拠
づ
け
る
考
え
方
―
―
が
出
て
来
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
権
威
と

支
配
を
ゆ
る
が
す
事
態
が
出
現
し
て
は﹅

じ﹅

め﹅

て﹅

、
正
統
教
義
の
確
定
と
そ
れ
に
も

と
づ
く
、
異
端
の
定
義
が
明
確
化
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
て
い
る
。「
は
じ

め
に
異
端
あ
り
き
」
と
い
う
の
は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。「
寛
政
異
学
の
禁
」
も

そ
う
い
う
正
統
・
異
端
の
「
一
般
法
則
」
の
現
れ
と
い
う
側
面
で﹅

も﹅

観
察
で
き
る
の

で
、
あ
な
が
ち
「
正
学
」
の
慶
長
へ
の
遡
及
的
説
明
を
不
可
解
と
は
い
え
な
い
。

む
ろ
ん
、
明
白
な
異
端
が
突
如
と
し
て
「
無
」
か
ら
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
、
あ
る
時
期
ま
で
は
、
正
統
・
異
端
と
い
う
教
義
の
峻
別
が
そ
れ
ほ
ど
前
面

に
現
わ
れ
な
か
っ
た
、
と
い
う
ま
で
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
便
宜
上
、
明
白
に
「
異

端
」（
ヘ
レ
ジ
ー
）
が
排
除
さ
れ
る
（「
排
除
」
が
ど
こ
ま
で
法
的
拘
束
力
を
も
っ

て
い
る
か
、又
実
際
に
社
会
的
実
効
性
を
も
っ
た
か
は
、各
教
義
の
文
化
圏
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
…
…
）
に
い
た
る
ま
で
、
い
わ
ば
星
雲
状
態
の
よ
う
な
漠

然
と
し
た
か
た
ま
り
と
し
て
あ
っ
た
正
統
を
、
即
自
的

ア
ン
ジ
ヒ

正
統
と
し
、
異
端
の
権
力

に
よ
る
排
除
が
前
面
に
出
た
の
ち
の
正
統
を
対
自
的

フ
ユ
ア
・
ジ
ヒ

正
統
と
し
て
区
別
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
慶
長
以
来
、
林
家
や
闇
斎
門
を
中
心
と
し
た

朱
子
学
を
即
自
的
正
統
と
し
、「
異
学
の
禁
」
を
楯
と
す
る
後
期
朱
子
学
派
を
即
自

対
自
的
正
統
と
み
な
す
こ
と
は
歴
史
的
に
も
さ
し
て
不
当
で
は
な
い
﹇
正
統
の
精

密
化
﹈。
そ
う
い
う
限
定
付
で
江
戸
時
代
の
場
合
も
「
は
じ
め
に
異
端
あ
り
き
」
と

い
う
命
題
が
通
用
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
﹇
異
端
の
類
型
づ
け
﹈。
前
々

回
に
報
告
し
た
〔（
一
九
八
二
年
六
月
一
五
日
の
学
士
院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に

お
け
る
「
異
端
」
の
意
味
論
」（
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
1467、
丸
山
眞
男
手
帖

の
会
編
『
丸
山
眞
男
話
文
集
』
第
三
巻
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
八
年
））「
〕
異

端
を
攻
む
る
は
斯
れ
害
の
み
」
の
『
論
語
』
の
注
釈
に
お
い
て
、
朱
注
（『
論
語
集

注
』）
を
非
と
す
る
立
場
が
、
多
く
、
孔
子
の
時
代
に
は
ま
だ
後
世
の
よ
う
な
「
異

端
」
が
、
な
か
っ
た
で
は
な
い
か
、
楊
・
墨
も
戦
国
の
諸
子
百
家
時
代
に
は
じ
め

て
出
現
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
論
拠
に
し
て
、
朱
子
の
「
異
端
＝
聖
人
の

道
に
反
し
て
別
に
一
つ
の
道
を
立
て
る
も
の
を
指
す
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
排
す

る
の
も
、
こ
の
点
と
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
（
一
見
、
字﹅

義﹅

の
解
釈
の
よ
う
で
も
、

思
想
的
対
立
が
含
ま
れ
て
い
る
）。

〔
他
の
学
派
、
他
の
解
釈
に
た
い
す
る
寛
容
の
問
題
〕

編
者
注
②
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
」
に
関
す
る

メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
部
分
）
一
枚
）・「「
江
戸

670-9-2

期
の
儒
教
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）
の
意
義
と
役
割
」
メ
モ
」（
資
料

番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
儒
学
」
と
「
儒
教
」

670-9-3

の
区
別
に
つ
い
て
の
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４

670-9-4
版
）
二
枚
）

江
戸
時
代
に
お
け
る
儒
教
・
儒
学
の
位
置
と
役
割
と
い
う
一
般
問
題
に
一
言
、
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論
及
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

第
一
段
階
、
過
大
評
価
。
国
体
論
と
結
合
し
た
日
本
儒
教
の
意
味
の
重
大
視
。

∴
江
戸
時
代

第
二
段
階
、
そ
の
反
動
と
し
て
の
過
少[小

]評
価
。

⎩―――⎨―――⎧

先
駆
↓
津
田
左
右
吉
博
士
。

現
代
に
お
い
て
、
そ
の
系
譜
に
つ
ら
な
る
過
少[小

]評
価
。

江
戸
期
の
儒
教
﹇
↓
（
い
な
日
本
思
想
史
に
お
け
る
）﹈
の
意
義
と
役
割

一
、
明
治
以
後
は
ほ
と
ん
ど
疑
問
を
真
正
面
か
ら
投
じ
る
も
の
が
な
か
っ
た
﹇（
問

題
意
識
が
出
て
来
な
か
っ
た
）﹈。
一
つ
に
は
近
代
の
儒
教
を
説
く
も
の
は
、
多

少
と
も
「
国
体
論
」
と
結
合
し
、
伝
統
的
な
倫
理
綱
常
の
学
の
典
型
と
し
て
す

で
に
日
本
化
さ
れ
た
儒
教
を
前
提
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

湯
武
放
伐
（
革
命
）
を
正
面
か
ら
肯
定
す
る
経
学
者
は
明
治
以
後
に
は
ま
ず
い

な
か
っ
た
（
倫
理
綱
常
の
教
）。

○
正
面
敵
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
で
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
明
白
な
例
外

は
津
田
左
右
吉
博
士
で
、
博
士
に
よ
る
と
、
儒
教
（
だ
け
で
な
く
中
国
渡
来
の

思
想
）
は
学
者
・
知
識
人
が
書
斎
で
勉
強
し
い
ろ
い
ろ
論
争
し
て
い
た
だ
け
で
、

国
民
生
活（「
実
生
活
」）に
は
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
ほ
と
ん
ど
影
響
が
な
か
っ

た
、
と
強
調
し
た
。
知
識
人
の
思
想
的
遊
戯
を
出
な
か
っ
た
。

早
く
は
『
文
学
に
現
わ[は

]れ
た
る
（
我
が
）
国
民
思
想
の
研
究
』〔
全
四
巻
、
洛

陽
堂
、
一
九
一
六
―
二
一
年
〕

『儒
教
の
研
究
』〔
全
三
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇
―
五
六
年
〕

◎
『
支
那
思
想
と
日
本
』（
岩
波
新
書
）

一
九
三
八
（
昭
一
三
）
↓
津
田
事
件

（
日
本
古
代
史
の
批
判
的
研
究
と
と
も
に
）

一
、
戦
後
に
な
っ
て
、
こ
の
津
田
の
、
儒
教
の
役
割
に
た
い
す
る
低
評
価
が
あ
ら

た
め
て
学
界
で
も
継
承
す
る
研
究
者
が
あ
り
、
現
在
で
も
基
本
的
に
は
津
田
説

と
あ
ま
り
変
ら
ぬ
説
を
主
張
す
る
学
者
が
い
る
。

立
入
る
時
間
も
な
い
し
、
本
日
の
直
接
の
テ
ー
マ
で
も
な
い
。
が
、
寛
政
異
学

の
禁
が
も
っ
ぱ
ら
儒
教
の
学
派
を
対
象
と
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
こ
の
問
題
も
関
係

が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
一
言
し
て
お
く
。

左
の
区
別

一
、
儒
学

↓
儒
教
（「
聖
人
の
道
」
と
堯
舜
の
道
の
基
本
的
経
典
）
に
つ

い
て
の
学
問
的
側
面
（
教
学
だ
け
で
な
く
、
文
献
学
的
言

語
学
的
考
察
を
ふ
く
む
）

「
学
問
と
し
て
の
経
学
」

⎩―――⎨―――⎧
二
、
儒
教

↓
倫
理
的

｢
五

倫

｣
政
治
的

｢
仁

政

｣
側
面
、
政
治
的
社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と

し
て
の
側
面
。
湯
武
革
命
論
を
除
い
た
形
で
（
国
体
論
の

倫
理
的
補
強
）、
近
代
日
本
で
「
儒
教﹅

」
と
い
わ
れ
た
も
の

は
主
と
し
て
こ
の
側
面

教
義

ド
ク
ト
リ
ン

元
田
永
孚

伊
藤
博
文
〔
教
育
議
〕

（
吉
川
幸
次
郎
博
士
）
＝
儒
者

⎩⎨⎧

○
三
、
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
教
義
、
と
い
う
よ
り
は
、
個﹅

々﹅

の﹅

徳﹅

目﹅

に
分
解

さ
れ
た
形
で
の
儒
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
忠
、
孝
、
仁
、
義
、
長
幼
の
序
、
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夫
婦
（
男
女
）
の
別
）

◎
四

↓
概
念
枠
組

パ
ラ
ダ
イ
ム

（
天
道
・
五
倫
の
よ
う
な
社
会
倫
理
、
世﹅

間﹅

倫
理
）

＝
一
つ
の
教 ﹅

義 ﹅

と
い
う
意
識
は
な
い
。

メ
ガ
ネ
＝
下
意
識
の
世
界
の
レ
ヴ
ェ
ル
↓
文
楽
・
歌
舞
伎
の
台
本
！

✓
五
、
儒
◯者
の
社
会
的
地
位
と
役
割
（
科
挙
制
の
存
否
）

儒
者
と
い
う
、
特
別
の
職
業
に
従
事
す
る
知
識
人
（
在
官
、
在
野
を
問

わ
ず
）
は
中
国
に
も
李
氏
朝
鮮
に
も
見
ら
れ
な
い
、
日
本
江
戸
期
独﹅

特﹅

の﹅

存
在
。

﹇
五
の
問
題
と
一
〜
四
、
と
く
に
三
、
四
の
問
題
と
の
混
同
﹈

△
中
国
で
、
在
野
と
い
う
こ
と
は
世
に
容
れ
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
道

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
止
む
を
え
ず
野
に
い
る
学
者
で
、
い
わ
ば

潜
在
的
な
士
丈
夫
。
仕
官
が
本
来
。
朱
子
・
陽
明
等
進
士
と
な
っ
て

官
僚
制
の
階
層
を
昇
進
し
た
人

仁
斎
の
よ
う
に
、
意
識
的
に
仕
え
な
い
大
儒
の
存
在
。

儒﹅

者﹅

の
社
会
的
地
位
・
禄
高
の
低
い
こ
と
。

必
ず
し
も
士
庶
の
間
の
尊
敬
度
が
高
く
な
い
こ
と
。

⎩⎨⎧
『
甲
子
夜
話
』、宝
暦
年
間
の
話
。
大
儒
者
が
□
戸
衆
に
か
ら
か
わ
れ
た
。

「
孔
子
の
奥
方
は
美
人
だ
っ
た
か
」。「
先
生
と
い
は
れ
る
ほ
ど
の
馬
鹿

で
な
し
」
の
川
柳
に
該
当
す
る
よ
う
な
風
刺
は
、
中
国
・
李
氏
朝
鮮
で

は
お
そ
ら
く
生
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
直﹅

ち﹅

に﹅

一
の
意
味
は
勿
論
、
二
、
三
の
意
味
で
の
儒
教
が

社
会
的
力
を
も
た
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

さ
も
な
け
れ
ば
「
か
ら
ご
こ
ろ
を
清
く

[
カ
]

除
く
」
と
い
う
こ
と
も
あ
れ
ほ
ど
に
は

国
学
に
よ
っ
て
力
説
さ
れ
な
か
っ
た
ろ
う
。

と
く
に
概
念
枠
組
、
社
会
と
人
間
関
係
を
見
る
メ﹅

ガ﹅

ネ﹅

を
提
供
し
た
。
の
は
、

神
道
で
も
、仏
教
で
も
な
く「
孔
孟
の
教
」又
は
そ
こ
か
ら
流
出
し
た
徳
目
で
あ
っ

た
。
神
道
も
仏
教
も
社
会
倫
理
と
し
て
は
儒
教
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

﹇「
建
て
前
」﹈

編
者
注
③
「「
異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資

料

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
六
枚
）・「「
異
学
の
禁
の
直
接
的

670-1-1

推
進
者
と
裏
面
」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）

670-1-2

一
枚
）・「「「
異
学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「「
吾
儒
中

670-1-3

の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機
」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、

670-1-4

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
」
メ

モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
部
分
）
一
枚
）・「「「
寛
政
異

670-1-5

学
の
禁
」
の
示
達
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト

670-1-6

用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

異
学
の
禁
前
後
の
聖
堂
（
学
問
所
）

◎
天
明
六

(一
七
八
六
)

、
将
軍
家
治
卒
し
、
家
斉
、
一
ツ
橋
よ
り
入
り
、
七
年
、
十
一
代
将
軍
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職
を
つ
い
だ
。
年
十
五

[
カ
]

。
白
河
城
主
、
松
平
定
信
、
老
中
上
座
と
な
る
。

天
明
の
最
後
の
年

天
明
八
＝
柴
野
栗
山
（
彦
輔

ゲ
ン
ス
ケ

）

任
聖
堂
儒
官

△
次
頁

寛
政翌

元
＝
岡
田
寒
泉
（
清
助ス

ケ

）
闇
斎
学
派

〃

⎩⎨⎧

⎭―⎬―⎫

○
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）、
五

林
大
学
頭
に
異
学
の
禁
を
令
す

（
信の

ぶ

敬た
か

）
↓
錦
峯
。（
養
子
）

闇
斎
派
古
賀
精
里
が
佐
賀
藩
学
。
弘
道
学
で
す
で
に
行
っ
て
い
た
。

寛
政
三
年

●
学
舎
増
築

△
尾
藤
二
洲
（
良
佐ス

ケ

）、
任
儒
官

●
四
年

学
問
所
増
築

↓
毎
年
開
講
日
に
「
白
鹿ろ

く

洞
書
院
掲
示
」
の
講
義
。

朱
子
が
白
鹿
洞
書
院
に
掲
げ
た
学
規

五
年

信
敬
卒
。
美
濃
よ
り
岩
村
城
主
松
平
乗
薀

の
り
む
ら
[の
り
も
り
]の

三
男
熊
蔵
入

り
、
羅
山
の
血
統
は
た
え
た
。
衡た

い
ら
(た
か
ら
)と

い
い
林
家
の
後
を
つ

ぐ
。
号
述
斎
。
○
次
頁

八
年

△
古
賀
弥
助（
精
里
）、儒
官
と
な
る
。
家
斉
、聖
廟
に
詣
で
る﹇
↓

家
宣
以
後
中
絶
﹈。

◎
寛
政
九
年
十
二
月

聖
堂
学
舎
を
「
学
問
所
」
と
公
称
（
次
々
頁
）。
林
家
に
三

千？

石
を
家
禄
と
し
て
与
え
、
別
に
学
問
料
、
家
塾
料
を
付
し
、
収

支
を
勘
定
奉
行
の
所
管
と
し
た
。
こ
こ
で
は
じ
め
て
（
次
々
頁
）

昌
平
坂
学
問
所
は
旗
本
・
御
家
人
の
教
育
機
関
と
し
て
幕
府
の
官

学
と
な
っ
た
（
昌
平
黌
の
名
称
も
こ
の
こ
ろ
）。

•
寛
政
十
一

(
一
七
九
九
)年

大
成
殿
改
築
、
廟
域
広
く
な
る
。
講
堂
・
学
舎
・
教
官
住
宅

増
築
。

〃
十
二
年

新
廟
で
釈
奠
を
挙
げ
た
。

⎩―⎨―⎧

儒
者
は
四
、
五
人
で
禄
二
百
俵
﹇
↓
次
頁
﹈、
十
五
人
扶
持

N
ote.天
保
十
四
年

昌
平
坂
学
問
所
を
世
人
「
聖
堂
」
と
称
す
る
を
改
め
る
。





聖
堂（
大
成
殿
）は
学
問
所
の﹅

中﹅

の﹅

付
属
施
設
で
あ
る
。

林
錦
峰

名
は
信
敬

天
明
七
、
林
学
頭
信
徴
の
養
子
と
な
り
、
家
を
つ
ぐ
。

大
学
頭
叙
任
。

寛
政
二
年
五
月
、
奥
詰
と
な
り
、
家
斉
の
命
に
よ
っ
て
聖
堂
の
法
則
を
定
め
る
。

寛
政
五
年
四
月

逝
去
。
二
七
才

謚
し
て
簡
順
と
い
う
。

林
述
斎

名
は
衡
、
字
は
徳
詮
、
述
斎
と
号
す
。

林
門
の
高
足
、
渋
井
太
室
に
師
事
、
ま
た
細
井
平
洲
に
も
学
ぶ
。
林
錦
峰
が

卒
し
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
幕
府
か
ら
後
を
嗣
ぐ
よ
う
命
ぜ
ら
れ
、
固
辞
し
た

が
、
つ
い
に
受
け
た
。
時
に
年
二
十
六
才
。

昌
平
坂
は
こ
れ
ま
で
林
氏
の
別
邸
で
あ
り
、そ
こ
に
聖
廟
が
あ
っ
た（
私
設
）。

述
斎
は
地
と
廟
と
を
併
せ
、
区
域
を
ひ
ろ
げ
て
、
聖
廟
を
改
築
し
、
黌
館
寮
を

建
て
て
上
下
を
区
す
（
学
制
改
革
）。
白
河
翁
と
親
交
四
十
年
。

宋
学
を
主
と
す
。

「
三
助
に
六
百
俵
は
高
い
も
の
」（
二
〇
〇
×
三
＝
六
〇
〇
）

﹇
三
助
↓
式
亭
三
馬
﹈

― 156 ―



寛
政
三
博
士

寛
政
六
年
、
常
陸
代
官
に
転
ず
。

柴
野
栗
山
（
彦
輔
）、
岡
田
寒
泉
（
清
助
）、
尾
藤
二
州
（
良
佐ス

ケ

）
三
助
！

寛
政
六
、
常
陸
代
官
に
転
じ
、
八
年
、
古
賀
精

里
（
弥
助○

）
儒
官
と
な
る
。

聖
堂

昌
平
黌
の
由
来

○
石
川
謙『
日
本
学
校
史
の
研
究
』（
昭
三
五〔
小
学
館
、

⎩⎨⎧

登
録
番
号

〕）

0183223
犬
塚
遜
『
昌
平
志
（
写
本
）』
五
巻
、
寛
政
六
年

cf.

○
聖
堂

寛
永
七
年
（
三﹅

代﹅

家﹅

光﹅

）
冬

林
道
春
（
羅
山
）、
上
野
忍
岡
に
五
千
三
百
五
十

三
坪
を
与
え
ら
れ
、
学
寮
建
設
用
と
し
て
黄
金
二
百
両
を
賜
わ
っ
た
（『
大

猷
院
殿
御
実
記
』
巻
十
六
）

寛
永
九
年
「
儒
役
林
道
春
信
勝
、
か
ね
て
学
校
（
塾
舎
・
書
庫
）
建
つ
べ
し
と

て
た
ま
は
り
し
忍
岡
の
宅
地
に
文﹅

廟﹅

を﹅

い﹅

と﹅

な﹅

む﹅

」（
同
右
、
巻
二
十
一
）

↓つ
ま
り

こ
の
「
文
廟
」
は
羅
山
が
学
校
付
属
施
設
と
し
て
私
に
建
て
た
も
の
。
た

だ
し
、
尾
張
公
、
徳
川
義
正
は
こ
こ
に
孔
子
像
や
祭
器
を
寄
贈
し
、
ま
た

「
先
聖
殿
」
と
自
書
し
て
、
こ
れ
を
扁
額
と
さ
せ
た
。

○
万
治
二

(一
六
五
九
)年

羅
山
の
三
男
の
林
春
勝
の
ち
、（
春
斎
）（
鵞
峰
）が
、聖
廟
で
釈
奠

せ
き
て
ん

を
行
い
、
こ
れ
以
後
、
春
秋
二
回
、
定
期
的
に
行
わ
れ
た
。
が
こ
れ
も
あ

く
ま
で
林﹅

家﹅

が﹅

主﹅

体﹅

で
あ
り
、
幕
府
の
公
式
行
事
で
は
な
い
。
翌
、
万
治

三
年
に
幕
府
（
四
代
家
綱
）
は
鵞
峰
に
五
百
両
を
与
え
て
、
聖
廟
を
改
修

さ
せ
た
（
寛
文
元
年
完
了
）
の
で
、
こ
の
改
修
が
林
家
で
な
く
、
幕
府
の

発
意
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
、
羅
山
以
来
、
編
集
す

る
『
本
朝
編
年
録
』
の
修
史
事
業
は
幕
府
の
事
業
で
あ
り
、
そ
れ
が
、
聖

廟
に
近
接
し
た
文
庫
、
史
料
館
（
弘
文
館
）
で
行
わ
れ
た
た
め
に
、
聖
廟

そ
の
も
の
と
幕
府
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
た
と
い
う
事
情
も
あ
る
。

○
元
禄
元
年
十
一
月
、
五
代
綱
吉
自
ら
、
公
式
に
聖
廟
に
謁
し
（
爾
後
、
毎
年

の
例
と
な
る
）、
林
鳳
岡
の
書
院
で
、
堯
典
・
舜
典
を
講
じ
さ
せ
た
。

◎
元
禄
三
年
―
四
年
、
昌
平
坂
に
新
廟
及
新
学
問
所
が
出
来
た
（
綱
吉
の
直
命

⎩―⎨―⎧

に
基
く
）。
こ
れ
が
「
昌
平
坂
聖
堂
」（
通
称
湯
島
聖
堂
）
と
昌
平
坂
学
問

所
﹇
↓
ま
だ
通
称
に
す
ぎ
ず
﹈
で
あ
る
。

◎
元
禄
四
年
、
林
信
篤
（
鳳
岡
）
蓄
髪
、
従
五
位
下
に
叙[カ

]、
大
学

頭
と
改
称
。

元
禄
十
六
年

江
戸
大
地
震
、
大
火
、
孔
子
像
を
除
い
て
焼
失
。
幕
府
は
宝
永

元
年
三
月
に
再
築
を
命
じ
、
同
年
末
再
興
。
し
か
し
こ
の
段
階
で
も
、
聖

堂
は
林
家
の
聖
堂
で
、
幕
府
は
寄
進
者
、
保
護
者
で
あ
っ
た
。

忍
岡
の
旧
廟
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
が
、
元
禄
十
一
年
の
火
事
で
林
氏
荘 [カ

]

宅
と
と
も
に
焼
失
し
、
再
建
さ
れ
ず
、
林
家
に
は
牛
込
に
換
地
が
与
え
ら

れ
た
﹇
↑
吉
宗
、
享
保
二
年
庶
民
に
も
聴
講
を
許
し
、
荻
生
観
（
北
渓
）

﹇
徂
徠
の
弟
﹈
も
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
た
﹈。
そ
れ
だ
け
、
林
家
と
聖
廟
と
の

歴
史
的
関
係
は
希
薄
化
し
た
わ
け
で
あ
る
（
綱
吉
、
聖
廟
に
謁
す
る
こ
と

十
六
回
）。
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◎

し
か
し
聖
堂
が
公
式
に
幕
府
の
官
学
と
な
っ
た
の
は
、「
異
学
の
禁
」
後
の
、


寛
政
九
年
十
二
月
の
学
制
改
革
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。

犬
塚
遜
『
昌
平
志
』（
写
本
五
巻
）、
寛
政
六
、
自
序
、
尾
藤
孝
肇
の
序
﹇
漢
文
﹈

cf.
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
九
月

第
一
回
学
問
吟
味
、
以
後
三
年
ご
と
。
↓
旗
本
・
御
家
人
の
一
五
才
以
上
の

も
の
。

林
錦
峰
、
柴
野
栗
山
、
岡
田
寒
泉
、
尾
藤
二
洲
が
試
験
官
。

朱
注
一
辺
倒
。

寛
政
五
年

豊
島
豊
洲
・
山
本
北
山
（
二
鬼
）
の
門
人
の
受
験
を
認
め
ず
。

宇
佐
美
灊
水

[し
ん
す
い
]門

折
衷
派
で
、
む
し
ろ
徂
徠
学
に
批
判
的
だ
っ
た

が
、
異
学
五
鬼
の
一
人
と
い
わ
れ
た
。

の
ち
折
衷
派
。

ほ
か
に
豊
洲
・
市
川
鶴
鳴
・
塚[冢

]田
大
峯
・

亀
田
鵬
斎

寛
政
九
年
十
一
月

素
読
吟
味

↓
一
七
才
―
―
一
九
才
の
墓
臣

（
寛
政
五
〔
年
〕
に
一
五
才
以
下
の
も
の
に
行
っ
た
「
童
科
」

を
「
句
読
科
〔
」〕
と
改
称
）

◎
寛
政
九
年
十
二
月
「
聖
堂
之
儀
、
学
問
所
と
相
唱
へ
候
事
」

孔
子
廟
が
従
で
、
昌
平
坂
学
問
所
が
主
に
な
っ
た
。

異
学
の
禁
の
直
接
的
推
進
者
と
裏
面

「
禁
」
の
正
面
・
舞
台
裏
に
お
け
る
主
要
登
場
人
物

△
は
寛
政
三
博
士
（
の
ち
尾
藤
）

○
古
賀
・
頼
・
岡
田
は
純
粋
な
闇
斎
派

○
林
信
敬た

か

は
、
栗
山
・
寒
泉
に
不
信
感
を
も
っ
て
い
た
。

松
平
定
信

天
明
三
年
、
定
信
白
河
城
主

と
な
っ
た
と
き
、
学
政
に
つ

い
て
書
を
送
る

柴
野
栗
山
△

○

(彦
輔
）

片
山
北
海

天
明
八
年
儒
官

「
混
沌
社
」
○

岡
田
寒
泉
△
○
(清
助
）

同
門

翌
寛
政
元
年
儒
官

○
頼
春
水

広
島
藩
儒
（
天
明
元
年
）

義
兄
弟

と
し
て
五
年
、
藩
学
統
一

西
山
拙
斎
（
処
士
）

（
大
阪
で

親
交
あ
り
）

尾
藤
二
洲
▽

○
(良
佐
）

鳩
巣
系
（
転
向
者
）

寛
政
三
年
儒
官

○
古
賀
精
里
△

（
弥
助
）

寛
政
八
年
儒
官

西
依
成
斎
門
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佐
賀
藩
校
弘
道
館
設
立
（
天
明
元
年
）
と
と
も
に
教
授
と
な

り
、
朱
子
学
を
も
っ
て
藩
学
を
統
一
（
幕
府
の
禁
に
先
立
つ

九
年
）、「
白
鹿
洞
書
院
掲
示
」
で
開
講
。（
寛
政
八
年
、
昌
平

校
教
官
と
な
っ
た
が
、
白
鹿
洞
書
院
掲
示
を
昌
平
校
で
も
用

い
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
精
里
と
寒
泉
が
崎
門
だ
っ
た
か

ら
。〔
）〕

▲
異
学
の
五
鬼

冢
田
大
峰
（
尾
張
侍
講
）

（
赤
松
滄
洲
）（
赤
穂
儒
員
）

亀
田
鵬
斎
（
処
士
）

豊
島
豊
洲
（
処
士
）

⎩――――⎨――――⎧
山
本
北
山

×
（
旗
本
職
に
つ
か
ず
）

市
川
鶴
鳴
（
高
崎
藩
儒
﹇
↓
寛
政
三
年
よ
り
、
在
江
戸
侍
講
、
寛
政
七

年
没
﹈）

「
異
学
の
禁
」
に
お
け
る
昌
平
校
の
内
紛

高
瀬
代
次
郎『
冢
田
大
峰
』（
大
正
八
年〔
光
風
館
書
店
、

登
録
番
号

〕）
付
録

0180807

（
非
常
な
長
文
）

御
内ウ

チ

々
奉
二
申
上
一
候

（
末
尾
に
寛
政
辛
亥
（
三
年
）
九
月

〔
上
申
書
〕

林
大
学
頭
信
敬た

か

と
署
す
）

こ
れ
は
あ
ま
り
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
信
敬
自
身
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
は

な
く
、黒
幕
が
い
る
。
そ
れ
は
尾
張
藩
邸
に
在
勤
し
て
い
た
藩
儒
、冢
田
多
門

通

称
（
大

峰
）
が
代
作
し
た
、
と
い
う
説
が
あ
る
が
恐
ら
く
そ
れ
は
事
実
だ
ろ
う
。
冢
田
の

松
平
定
信
へ
の
上
書
と
相
対
応
し
て
い
る
形
跡
が
見
え
る
―
―
内
田
周
平
翁
所
説

（
高
瀬
代
次
郎
『
冢
田
大
峰
』
大
正
八
年
、
付
録
〔
第
一
、
一
頁
〕）

「
私
家
之
義
は
乍
レ
恐
東
照
宮
様
御
寛
政
之
余
沢
に
依
而

、
初
而

程
朱
之
注
を

我
東
方
に
弘
め
申
候
処
、
却
而

其
学
に
擁
拠
仕
候
而

偏
屈
な
る
義
を
唱
申
候

者(ハ
)、

効
尤

(コ
ウ
ユ
ウ
)

之
誹
り
免
が
た
が
た

[
マ
マ
]

く
、
元
祖
道
春
古
注
を
不
捨
、
旦

五
科
十
等
を
定
め

(

次

頁

)

、
門
弟
子
を
教
導
仕
候
に
、
今
廃
絶
仕
、
講
釈
を
の
み
第

一
に
仕
候
事
者(ハ

)、
闇
斎
流
義
に
て
、（
中
略
）
祖
先
に
対
し
不
二
相
済
一
、
闇
斎

学
流
人
物
、
鳩
巣
等
之
語
を
以(テ

)相
考
候

而テ

も
、
学
者
之
法
則
と
可キ
レ
仕ル

義
と

も
不
レ
奉ラ
レ
存ジ

（
中
略
）
小
学
近
思
録
﹇
テ
キ
ス
ト
↑
↓
道
春
、

経
学
、
史
学
、
文
章
、
詩
賦
、
和
学

五

科

﹈而
已

(ノ
ミ
)

修
し
候

而
者

テ

ハ

、
御
上
之
御
用
に
立
不
レ

申
﹇
↓
別
個
所
に
、「
経
史
子
集
に
博
渉
不
仕
候

而
者

テ

ハ

古
今
之
時
勢
に
暗
く
」

〔
三
頁
〕﹈（
中
略
）
釈
菜
日
限
等
﹇
釈
奠
等
行
事
﹈、
彦
助
（
柴
野
栗
山
）
申

条
を
執
し
候
而

、
是
非
を
聞
分
不
レ
仕
、
御
旗
本
学
問
吟
味
之
義
に
付
而

指
上

候
書
付
、
私﹅

に﹅

談じ

茂も

不﹅
レ
仕ラ

、（
そ
れ
を
い
か
に
も
大
学
頭
に
も
話
し
た
か
の

よ
う
に
）
談
候
様
申
上
、
御
上
を
奉リ
二
誣
罔シ
一
候
義
、（
一
体
彼
は
）如
何
之
心

中
に
御
座
候
哉
。（
中
略
）＝（
会
津
藩
へ
の
や
り
口
の
こ
と
が
こ
こ
に
再
登
場
）

聊カ

以テ

存
知
不ル
レ
申
義
を
も
私
、
承
知
之
趣
を
以(テ

)彦
助
奉ル
レ
伺ヒ

之
事
を
以テ

、

相
考
候
に
﹇
栗
山
の
学
政
の
や
り
方
﹈、
時﹅

時﹅

御﹅

内﹅

存﹅

与(ト
)申﹅

聞ク

義﹅

も﹅

、
御
役
御

名
宛
を
以(テ

)申
聞
候
事
も
難シ
レ
計リ

与ト

不
レ
奉
二
安
心
一
（
中
略
）、
重
々
乍
レ
憚
以
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来
御
直じ

き

に
私
え
茂モ

御
下
知
被
二
仰
渡サ

レ一
、
被
二
下シ

置サ
レ一

度ク

奉
レ
願
候
云
々
〔
一
九

―
二
〇
頁
〕（
以
上
は
終
り
の
方
）

老
成
之
両
人
﹇｛
柴
野
栗
山
／
岡
田
寒
泉
﹈
仰
付
被
二
下
置カ

レ一
候
義
、
難
レ
有

奉
レ
存
候
、
如
何
様
之
難キ
レ
堪ヘ

義
も
忍
び
候
而

、
従
ひ
罷
在リ

候
得
共
、
事
々
相
考

見
候
に
、筋
に
違
候
事
共
多
く
御
座
候
故
、其
内
、
十
之
五
六
事
之
実
を
挙ゲ

而テ

申
上
候
〔
一
六
頁
〕

彦
助
申
聞
候
事﹅

故﹅

﹇
柴
野
栗
山
が
岡
田
寒
泉（
清
助
）を
推
薦
し
た
﹈、定メ

而テ

学
問
筋
等
、
私
家
之
弟
子
に
者ハ

無
二
御
座
一
候
と
も
、
左
迄
相
違
之
学
流
と
も

不
レ
奉ラ
レ
存ジ
〔
…
…
〕
候
処
、
其
後
之
様
子
を
相
考
候
得エ

者バ

、
清
助
義
は
山
崎

流
之
学
者
、
彦
助
義
も
只
今
は
右
之
学
流
を
第
一
に
仕
候
事
に
奉
レ
察
候
。

（
中
略
）
彦
助
申
条
を
一
筋
に
信
用
仕
、
前
後
吟
味
も
不
レ
仕ラ

申
上
候
段
、
今

日
之
上
、
奉リ
二
後
悔シ
一
、
不
調
法
之
至
、
恐
入リ

奉リ
レ
存ジ

候
義
に
御
座
候
〔
三
―
四

頁
〕

「
吾
儒
中
の
異
端
」
の
思
想
的
問
題
と
し
て
の
転
機

﹇
こ
こ
で
は
、
禁
そ
れ
自
体
よ
り
も
、「
正
統
―
異
端
と
い
う
思
考
パ
タ
ー
ン
」
に

着
目
し
て
光
を
あ
て
る
だ
け
﹈

「
寛
政
﹇
二
年
（
一
七
九
〇
年
）﹈
異
学
の
禁
」
の
研
究
と
史
料

研
究

西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
明
四
二
〔
梁
江
堂
書
店
・
杉
本
梁
江
堂
、
登

録
番
号

〕

0183714

○
「
史
料
」
の
若
干
を
付
載
と
し
て
収
録

冢
田
大
峰
上
書
『
儒
学
弁
』
抄
録

名
著
！

赤
松
滄
洲
『
与
柴
野
栗
山
書
』

『
与
二
滄
洲
先
生
一
書
』（
西
山
拙
斎
）

（
写
本
或
は
『
先
哲
叢
談
続
篇
』﹇
東
条
一
堂

[琴
台
カ
]﹈

の
転
載
）

斯
文
会
編
『
近
世
日
本
の
儒
学
』
昭
一
四
〔
岩
波
書
店
、
登
録
番
号

〕
所
収
（
徳
川
家
達
公
の
継
宗
七
十
年
記
念
出
版
）

0183713

諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」

時
代
が
か
な
り
国
体
論
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
傾
斜
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
客
観
的
叙
述
。

戦
後

和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』〔
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
二
年
、
登
録

番
号

〕

0183679

笠
井
助ス

ケ

治ハ
ル

『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
下
〔
吉
川
弘
文

館
、
一
九
六
九
―
七
〇
年
、
登
録
番
号

〕

0199853・
0199854

昭
四
五

二
〇
〇
〇
頁
以
上

下
巻
に
一
項
目
を
立
て
て
い
る
。

そ
の
他
、
個
別
論
文
。

史
料
『
日
本
儒
林
叢
書
』﹇
↓
昭
二
―
昭
一
三
、
全
十
四
巻
、
関
儀
一
郎
編
﹈
第

三
巻
『
寛
政
異
学
禁
意
見
書

[関
係
文
書
]

』
―
―
必
ず
し
も
網
羅
的
で
な
い
。
と
く
に

藩
関
係
は
一
つ
も
な
い
。

各
藩
学
ご
と
の
史
料
・
研
究
は
未
だ
し
。

「
異
学
の
禁
」
の
意
味
と
役
割
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﹇「
吾
儒
中
の
異
端
」（
ペ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
で
な
く
て
ヘ
レ
ジ
ー
の
強
調
）、正
統
、「
異

端
」
意
味
論
の
転
機
と
し
て
の
「
寛
政
異
学
の
禁
」﹈

ま
ず
既
に
研
究
者
に
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
「
禁
」
は
、

幕
府
（
老
中
、
松
平
定
信
）
か
ら
林
大
学
頭
（
当
時
は
林
信
敬た

か

（
錦
峰
）〔
）〕
に

宛
て
た
諭
達
で
あ
っ
て
、
直
接
的
に
は
そ
の
効
力
は
林
家
一
門
（
湯
島
学
問
所
）

に
た
い
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

イ
、
朱
子
学
以
外
の
儒
教
の
立
場
を
権
力
的
に
弾
圧
し
た
の
で
は
な
い
。

ロ
、
諸
藩
の
藩
学(校

)に
た
い
し
て
、
直
接
的
に
正

統

オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー

を
命
じ
た
も
の
で
な
い
。

⎩―⎨―⎧
ハ
、
そ
も
そ
も
、
儒
教
＝
孔
孟
の
道
、
聖
人
の
道
が
政
治
権
力
に
よ
っ
て
正
統

化
さ
れ
て
い
た
、
と
い
う
中
国
（
宋
元
明
清
）
や
李
氏
朝
鮮
の
状
況
に
お
い

て
、
異
学
を
禁
止
し
た
場
合
と
は
、
社
会
的
＝
政
治
的
意
味
が
甚
し
く
異
る

（
科
挙
制
度
の
欠
如
）。

そ
う
い
う
限﹅

定﹅

付
で
問
題
を
論
ず
る
。

「
寛
政
異
学
の
禁
」
の
示
達

﹇「
吾
儒
中
の
異
端
」、
そ
れ
も
「
正
統
―
異
端
」
の
思
考
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
の

大
き
な
思
想
的
転
機
と
し
て
の
―
―
﹈

寛
政
二
（
一
七
九
〇
）、
五
、
二
四
、
老
中
、
松
平
定
信

↓
大
学
頭
信
敬た

か
（
林
錦

峰
）
へ
の
諭
達

林
大
学
頭
江エ

○
朱
学
之
儀
は
慶
長
以
来
、御
代
々
御
信
用
之
御
事
ニ
而
、已
に
其
方
家
代
々

右
学
風
維
持
之
事
被レ
二
仰
付ケ

置カ
一
候
儀
ニ
候
得
ば
、
無
二
油
断
一
正﹅

学﹅

相
励メ

、
門

人
共
取
立
可
レ
申
筈
ニ
候
、
其
方
門
人
共
之
内
ニ
も
、
右
体
、
学
術
純
正
な
ら

ざ
る
も
折
節ふ

し

は
有
レ
之
候
様
に
も
相
聞エ

、
如
何ガ

ニ
候
。
此
度
、
聖
堂
御
取
締

厳
重
ニ
被
二
仰
付
一
、
柴
野
彦
助

(
栗
山
)・

岡
田
清
助

(
寒
泉
)も

右
、
御
用
被
二
仰
付
一
候
事
ニ

候
得
ば
、能
々

ヨ
ク
ヨ
ク

此
旨
申
談
し

（
渡
）

、急
度
、
門﹅

人﹅

共﹅

、
異﹅

学﹅

相
禁
之
、

（
ジ
）

猶﹅

又﹅

、
不
レ

限ラ
二
自﹅

門﹅

他﹅

門﹅

にニ
一
申シ

合セ

正
学
講
究
い
た
し
、
人
才
取
立
候
様
、
相
心
掛
可
レ

申
候
事
、

寛
政
二
庚
戌

か
の
え
い
ぬ
／
コ
ウ
ジ
ュ
ツ

年
五
月
二
十
四
日
〔『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
三

四
一
頁
〕

﹇
○
栗
山
、
○
寒
泉
、
○
精
里
↓
寒
泉
の
代
り
に
尾
藤
二
洲
]

林
信
敬た

か

か
ら
門
下
へ
の
示
諭

○
御
当
家
開
国
之
初
、
宋
学
御
取
立
被
レ
成
、
続
而
、
聖
堂
御
建
立
有
レ
之
候

儀
、
全
く
風
俗
正
敷
相
成
、
人
材
致
二
成
就
一
候
様
に
と
の
御
算
意
有
レ
之
候
、

然
る
処
、
近
来
種
々
之
新
規
之
学
流
行
、
我
等
門
人
に
も
右
体テ

イ

之
学
致
候
者
、

有
レ
之
候
様
に
相
聞エ

、
此
度
蒙リ
二
御
察
度ヲ
一
候
段
、
於
二
我
等
一
も
恐
入
、
失
二
面

目
一
候
仕
合
に
候
、
此
後
は
門
人
一
統
正
学
致シ

、
正
精ノ

人
柄
相
慎ミ

候
様
、
急
度

相
心
得
可
レ
申
候
と
存
候
、（
具
体
的
な
）
修
行
方
之
儀
、
追
々
可
二
申
聞
一
候
、

戌
五
月

林
大
学
頭
〔
三
四
二
頁
〕

「
寛
政
異
学
の
禁
」
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
主
要
史
料
は
、
関
儀
一
郎
編
『
日

本
儒
林
叢
書
』（
昭
和
二
年
以
降
―
―
戦
後
復
刊
）
の
第
三
巻
「
史
伝
書
簡
部
」
に
、

『
寛
政
異
学
禁
関
係
文
書
』
と
し
て
、
立
役
者
で
あ
っ
た
、
柴
野
栗
山
、
頼
春
水
、

西
山
拙
斎
ら
の
論
・
書
簡
だ
け
で
な
く
、
代
表
的
な
反
対
論
者
と
し
て
の
塚[冢

]田
大
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峯
、
赤
松
滄
洲
ら
の
書
も
あ
げ
て
お
り
、
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
い
が
、
主
要

な
根
本
史
料
は
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
直
接
に
こ
れ
を
対
象
と
し
た
研
究
―
―
し
か
も
比
較
的
公
正
な
研
究
も

﹇

次
頁
﹈、
早
く
は
明
〔
治
〕、
四
二
年
刊
の
西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
や
斯

cf.
文
会
（
会
長
、
徳
川
家
達
公
、
継
宗
七
十
年
記
念
出
版
）『
近
世
日
本
の
儒
学
』
昭

〔
和
〕
一
四
刊
、
所
収
の
諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」
等
に
よ
っ
て
詳
論
さ
れ
、

戦
後
も
和
島
芳
男
『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
等
で
ひ
き
つ
づ
き
論
じ
ら
れ
、
史
実

と
し
て
こ
れ
ら
先
行
業
績
に
加
う
べ
き
も
の
は
な
い
。

編
者
注
④
「「
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

、

670-4-1

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）・「
松
平
定
信
関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「
柴
野
栗
山

670-4-2

関
係
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）

670-4-3

一
枚
）・「「
松
平
定
信
、大
学
経
文
講
義
」史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

、

670-4-4

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

松
平
定
信
の
学
問
観

宝
暦
八

(一
七
五
八
)年

―
文
政
十
二

(
一
八
二
九
)年

、
田
安
宗
武
の
七
男
、
八
代
吉
宗
は[カ

]祖
父
に
あ
た
る
。

安
永
三
年
、
奥
州
白
河
城
主
、
松
平
定
邦
の
養
子
と
な
り
、

天
明
三
年
、
襲
封
し
て
城
主
と
な
っ
た
。

天
明
七
﹇（
一
七
八
七
）﹈
年
、
三
〇
才
で
老
中
（
将
軍
家
斉
、
家
治
の
あ
と
を
つ

ぐ
。「
寛
政
改
革
は
じ
ま
る
。」

八
年
（
最
後
）、
柴
野
栗
山
を
起
用
。

寛
政
二
年
、「
異
学
の
禁
」

寛
政
五
年
、
老
中
を
辞
め
﹇
↓
こ
れ
以
後
は
、
栗
山
等
三
博
士
が
学
政
推
進
﹈
帰

藩
。

﹇
若
年
﹈「
ま
た
文
学
の
流
義
何
に
て
も
宜
敷
候
。
馬
鹿
の
せ
ん
さ
く
は
す
可
ら

ざ
る
事
な
り
。
朱
子
の
流
を
汲
む
者
は
偏
屈
に
陥
り
、
理
が
過
ぎ
申
候
。
徂

徠
の
学
は
文
過
ぎ
て
惰
弱
に
候
。
ま
た
何
の
流
義
に
て
も
い
ろ
〳
〵
あ
る
が

宜
し
き
事
に
て
候
が
平マ

マ

一
面
に
学
文
の
み
致
さ
せ
候
て
は
却
て
宜
し
か
ら
ず

候
」（『
修
身
録
』﹇
↓
天
明
六
、
自
、
奥
書
﹈、
横
山
達
三
〔『
日
本
近
世
教
育

史
』
同
文
館
、
一
九
〇
四
年
、
登
録
番
号

〕
五
七
六
頁
）

0183466

﹇
晩
年
﹈「
小
子
も
と
林
家
に
学
び
侍
る
と
は
い
え
、
た
と
ひ
浮
屠
、
老
壮
の
説

と
い
へ
ど
も
、
取
る
べ
き
事
は
取
り
侍
る
の
心
に
て
、
ま
し
て
同
じ
孔
子
の

流
を
汲
む
徠
翁
の
学
い
か
で
拒
ぎ
侍
ら
ん
」（『
説
得
秘
書
』〔『
日
本
近
世
教

育
史
』
五
七
七
頁
〕﹇
↓
晩
年
﹈）

し
か
し
、
ま
さ
に
禁
の
直
後
に
成
っ
た
『
責
善
集
』
に
は
こ
う
あ
る
（
次
々
頁
）。

そ
う
し
て
隠
退
後
の
も
っ
と
も
著
名
な
著
、『
花
月
草
紙
』﹇
↓
文
政
以
後
﹈
に

は
、
四
六
節
に
「
学
問
の
こ
と
」
と
題
し
て
、
断
を
下
し
た
思
想
的
動
機
を
ヨ
リ

鮮
明
に
う
か
が
わ
せ
る
一
文
が
あ
る
。
あ
る
人
の
説
を
ま
ず
紹
介
し
、
―
―
「
程

朱
の
説
い
た
こ
と
だ
け
を
、
と
う
と
ぶ
人
が
い
る
が
、
程
朱
の
説
で
も
疑
う
べ
き

こ
と
が
少
く
な
い
。
学
は
聖
の
道
だ
か
ら
、古
今
に
通
じ
て
折
衷
す
る
の
が
よ
い
」

と
い
う
問
い
に
た
い
し
て
、
次
の
よ
う
な
答
を
の
べ
て
い
る
。

程
朱
ほ
ど
の
大
才
絶
倫
で
さ
え
、
疑
問
の
点
が
あ
る
と
あ
な
た
は
い
う
。
中
国
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は
国
も
大
き
く
人
も
多
い
、
そ
の
中
国
の
文
字
を
学
ん
で
、
わ
が
国
の
人
は
及
ぶ

べ
き
で
な
い
の
が
当
然
で
な
い
か
。
ま
し
て
、
宋
・
元
・
明
・
清
の
大
儒
た
ち
が
、

み
な
朱
子
の
説
を
尊
信
し
て
い
る
の
に
、あ
な
た
が
、そ
う
い
う
大
儒
の
上
に
立
っ

て
、
そ
の
説
を
批
判
し
、
直
接
に
聖
人
の
旨
を
得
る
こ
と
が
ど
う
し
て
で
き
よ
う
。

…
…

「
た
が
ひ
に
こ
れ
ぞ
聖
の
む
ね
な
り
と
い
ふ
と
も
、
た
れ
か
一
定
す
べ
き
。

さ
あ
ら
ば
、
甲
の
説
を
乙
は
そ
し
り
、
東
の
論
を
ば
西
に
て
や
ぶ
り
て
、（
中

略
）
さ
ま
〴
〵
の
説
を
い
ひ
の
ゝ
し
り
、
湯
の
沸(く

)が
ご
と
く
、
い
と

(
糸

)の
乱
れ

た
る
が
ご
と
く
に
な
り
た
ら
ば
、
た
れ
か
こ
の
学
を
維
持
す
べ
き
。
そ
れ
が

故
に
（
江
戸
時
代
の
初
期
に
話
を
も
っ
て
ゆ
く
）、
み
だ
れ
た
る
世
の
い
ま
だ

お
さ
ま
ら
ざ
る
う
ち
に
、
は
や

御
神
（
東
照
大
権
現
）
の
か
ゝ
る
事
を
は

か
ら
せ
給
ひ
け
れ
ば
、
道
春
と
い
ふ
人
を
あ
げ
給
ひ
て
、
代
々
の
学
の
め﹅

あ﹅

て﹅

し﹅

る﹅

し﹅

を
た
て
置
給
ひ
に
け
れ
ば
、
藤
樹
・
蕃
山
・
伊
・
物
の
徒
、
出
た

れ
ど
も
、
お
ほ
や
け
の
学
の
道
は
か
は
る
事
な
し
﹇
↓
禁
の
達
し
と
同
じ
考

え
方
﹈。
も
し
、
ひ
と
の
心
の
ま
に
〳
〵
、
を
の
が
さ
ま
〴
〵
論
説
を
経け

い

文
に

加
へ
な
ば
、
代
々
の

大
君

タ
ン
ク
ン

の
御
説
よ
り
し
て
﹇
学
統
／
治
統
﹈、
諸
侯
・
大
夫
を
は
じ
め
、
お
も

ひ
よ
る
こ
と
い
ひ
た
ら
ば
、
何
を
も
て
後
の
よ(世

[)]を
救
ひ
な
ん
」〔
松
平
定
信

『
花
月
草
紙
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
、
登
録
番
号

、
六
〇
―

0199894

六
一
頁
〕

↓
異
学
の
禁
の
達
し
文
の
思
想
的
根
拠
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
代
々
、
公
の
学
問

が
朱
子
学
だ
っ
た
、
と
い
う
解
釈
も
同
じ
。

○
実
際
政
治
家
と
し
て
の
教
学
統
一
と
刷
新
の
必
要

⎩⎨⎧
○
個
人
の
心
構
え
と
し
て
の
特
定
の
学
派
へ
の
偏
執
を
さ
け
る
（
前
者
）

「
今
の
世
、
学
問
す
る
も
の
、
経
書
に
新
意
加
へ
て
様
々
に
吾
説
を
て
ら
ふ

ぞ
歎
げ
か
は
し
き
（
中
略
）
た
と
へ
ば
程
朱
を
そ
し
る
ほ
ど
の
器
量
な
ら
ば
、

先
づ
程
朱
一
代
の
書
に
て
も
善
く
見
、
善
く
味
ひ
、
言
行
著
述
の
才
ま
で
も
、

程
朱
の
半
（
ば
）
に
も
至
る
と
な
ら
ば
、
又
も
許
す
べ
し
。
誠
に
乳
臭
黄
口

の
見
、
燕
雀
の
輩
、
い
に
し
へ
の
賢
儒
大
儒
を
論
ず
る
ぞ
、
心
風

シ
ン
プ
ウ

わ
づ
ら
ふ

人
と
や
い
ふ
べ
き
（
中
略
）
徂
徠
仁
斎
な
ど
い
ふ
者
、
い
か
に
も
豪
雄
の
気

象
と
も
い
ふ
べ
き
が
、
其
徒
（
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
）
ま
た
弊
を
生
じ
て
聖
人
の

学
に
禍
す
る
こ
と
少
か
ら
ず
」（『
責
善
集
』﹇
↓
寛
政
三
年
成

（

三

巻

）

﹈〔『
日
本
近
世

教
育
史
』
六
六
一
―
六
六
二
頁
〕）

柴
野
栗
山
『
国
字
上
書
』

「
人
別
帳
、
道
切
手
は
（
中
略
）
唯
今
の
通
に
て
は
何
の
用
に
も
相
立
不
レ
申

候
、
此
致
方
は
荻
生
惣
右
衛
門
と
申ス

者
の
「
政
談
」
と
申ス

書
に
書
記
御
座
候
。

大
抵
、惣
右
衛
門
申
候
通
に
て
宜
く
可ク
レ
有
二
御
座
一
候
と
奉
レ
存
候
…
…
」〔
西

村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
三
四
六
頁
〕

吉
宗
が
、
徂
來
へ
大
明
律
の
和
解
を
仰
付
け
ら
れ
た
…
…

人
君
の
本
道
の
御
学
文
と
申
は
（
吉
宗
、
水
戸
義
公
、
保
科
正
之
、
池
田

光
政
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
）

「
下
に
学
者
は
大
勢
御
座
候
得
共
、
此
筋
を
よ
く
呑
込
候
者
は
余
り
多
く
は

無
之
者
に
て
御
座
候
。
先
づ
新
井
筑
後
守
、
室
新
助
、
熊
沢
次
郎
八

(
蕃

山

)（
備
前
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新
太
郎
家
来
に
て
御
座
候
）、
山
崎
嘉
右
衛
門
（
保
科
肥
後
守
家
来
に
て
御
座

候
）、
伊
藤
源
助
、
同
源
蔵
〔
仁
斎
父
子
〕（
両
人
と
も
京
都
浪
人
に
御
座
候
）、

中
江
与
左
衛
門

(

藤

樹

)（
近
江
の
浪
人
に
て
居
申
候
、
熊
沢
次
郎
八
師
匠
に
て
御
座

候
）
杯
、
申
様
の
者
に
て
御
座
候

西
村
天
囚
『
日
本
宋
学
史
』
付
録
〔
三
四
六
―
三
四
七
頁
〕

松
平
定
信
『
大
学
経
文
講
義
』（
横
山
達
三
『
近
世
日
本

[
日
本
近
世
]

教
育
史
』
六
五
三
頁

﹇
江
間
政
発
編
『
楽
翁
公
遺
書
』﹈）

敬
を
説
い
て
、

「
敬
は
一
心
の
主
と
な
り
て
心
の
縦

ほ
し
い
ま
ゝ

に
と
り
は
な
れ
ぬ
や
う
な
る
を
言

ふ
こ
と
也
。
さ
れ
ば
と
て
か
た
く
な
に
な
る
に
心
得
て
石
に
て
手
を
つ
め
し

や
う
に
取
る
は
窮
屈
に
し
て
死
物
に
な
る
こ
と
也
。
卵﹅

を﹅

と﹅

る﹅

に﹅

強﹅

く﹅

握﹅

れ﹅

ば﹅

つ﹅

ぶ﹅

れ﹅

、
手﹅

を﹅

ゆ﹅

る﹅

せ﹅

ば﹅

、
お﹅

ち﹅

て﹅

し﹅

ま﹅

ふ﹅

べ﹅

し﹅

。
に
ぎ
ら
ず
ゆ
る
さ
ず

の
間
、
念
々
そ
の
卵
を
わ
す
れ
ぬ
や
う
に
す
る
こ
と
也
」〔『
日
本
近
世
教
育

史
』
六
五
二
―
六
五
三
頁
〕

と
い
っ
て
い
る
の
は
、
正
統
を
維
持
す
る
こ
と
の
デ
リ
カ
シ
イ
を
表
現
し
た
も
の

と
解
す
れ
ば
、
き
わ
め
て
た
く
み
な
比
喩
と
い
え
よ
う
﹇
Chesterton﹈。

ま
た
彼
は
、
倫
理
・
教
育
・
政
治
の
関
係
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
（『
花
月
亭
筆

記
』）。「

か
く
あ
る
べ﹅

き﹅

と
い
ふ
は
理
也
。
さ﹅

れ﹅

ば﹅

か
く
有
べ﹅

け﹅

れ﹅

ば
教
也
。
さ﹅

れ﹅

ど﹅

も﹅

か
く
あ﹅

る﹅

と
い
ふ
は
人
情
也
。
さ
れ
ど
も
か﹅

く﹅

あ﹅

れ﹅

ば﹅

、
か﹅

ゝ﹅

れ﹅

よ﹅

と

い
ふ
は
政
也
。
理
を
以
て
教
を
立
て
、
人
情
を
以
て
政
を
な
す
な
り
け
り
。

而
し
て
政
教
の
源
泉
、
情
理
の
根
本
た
る
は
学
校
な
り
」〔
六
六
〇
頁
。
最
後

の
一
文
は
松
平
定
信
の
文
章
で
は
な
い
〕

定
信
は
、
学
問
的
研
究
態
度
に
お
い
て
は
偏
執
な
く
天
下
の
書
を
師
と
せ
よ
と

い
っ
た
。

「
わ
が
国
の
ひ
ろ
き
教
の
道
な
れ
ば
、
仏
の
の
り
も
あ
る
に
ま
か
せ
つ
」（
文

化
二
年
〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
六
三
頁
〕）

「
凡
そ
天
下
に
全
く
是
な
る
書
は
稀
に
し
て
全
く
非
な
る
書
も
な
し
。
聖
人

一
等
を
降く

だ

る
時
は
必
ら
ず
一
短
一
長
あ
り
。
其
長
す
る
所
は
必
ら
ず
淡
く
し

て
味
な
き
が
如
き
も
の
な
り
。
悦
ぶ
べ
く
好
む
べ
き
も
の
は
必
ら
ず
其
短
き

所
な
り
。
其
短
き
所
を
捨
て
長
き
所
を
取
ら
ば
天
下
の
書
皆
な
吾
師
に
あ
ら

ず
と
云
ふ
事
な
し
。
是
を
見
分
く
る
も
の
は
則
ち
論
孟
の
二
書
に
熟
し
て
聖

人
の
意
味
血
脈
を
得
る
に
あ
ら
ず
し
て
叶
は
ざ
る
こ
と
也
」（『
燈
前
漫
筆
』

〔
同
前
〕）

保
守
的
実
際
政
治
家
と
し
て
の
定
信
は
、
教﹅

学﹅

に
お
い
て
、「
慶
長
以
来
御
代
々

御
信
用
」（「
学
禁
」
達
書
）
の
朱
子
学
の
権
威
が
ゆ
ら
ぐ
こ
と
を
お
そ
れ
た
の
で

あ
る
。

『
責
善
集
』
に
い
う
、

「
今
の
世
学
問
す
る
も
の
経
書
に
新
意
加
へ
て
様
々
に
吾
説
を
て
ら
ふ
ぞ
歎

げ
か
は
し
き
。
…
…
た
と
へ
ば
程
朱
を
そ
し
る
ほ
ど
の
器
量
な
ら
ば
先
づ
程

朱
一
代
の
書
に
て
も
善
く
見
よ
く
味
ひ
、
言
行
著
述
の
才
ま
で
も
程
朱
の
半

に
も
至
る
と
な
ら
ば
又
も
許
す
べ
し
。
誠
に
乳
臭
黄
口
の
見
、
燕
雀
の
輩
い

に
し
へ
の
賢
儒
大
儒
を
論
ず
る
ぞ
心
風
わ
づ
ら
ふ
人
と
や
い
ふ
べ
き
。
誠
に
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は
づ
べ
き
の
甚
し
き
事
な
り
。
徂﹅

徠﹅

仁﹅

斎﹅

な﹅

ど﹅

い﹅

ふ﹅

者﹅

い﹅

か﹅

に﹅

も﹅

豪﹅

雄﹅

の﹅

気﹅

象﹅

と﹅

も﹅

い﹅

ふ﹅

べ﹅

き﹅

が﹅

、
其
徒
ま
た
弊
を
生
じ
て
聖
人
の
学
に
禍
す
る
こ
と
少

か
ら
ず
」〔『
日
本
近
世
教
育
史
』
六
六
一
―
六
六
二
頁
〕

学
風
の
傾﹅

向﹅

性﹅

の
重
視
と
社
会
的
効﹅

果﹅

の
重
視
（
林
子
平
処
罰
！
）
が
異
学
の

禁
の
動
機
で
あ
っ
た
。

寛
政
二
年
六
月
（
示
達
の
翌
月
）、
白
河
藩
で
、

「
努
め
て
守
る
べ
き
は
程
朱
の
学
に
て
候
、
斯
様
に
申
し
候
て
は
狭
き
こ
と

と
存
じ
候
へ
ど
も
、
見
る
所
是
有
り
候
間
申
入
れ
候
」

と
布
告
し
、
藩
校
を
立
教
館
と
名
づ
け
、
そ
の
令
条
に
も
、

「
経
義
に
於
て
は
自﹅

己﹅

の﹅

見﹅

を﹅

為﹅

す﹅

べ﹅

か﹅

ら﹅

ず﹅

、
愈﹅

﹅〻

永﹅

永﹅

程
朱
の
説
を
守

る
べ
き
事
」

を
命
じ
た
（
諸
橋
「
寛
政
異
学
の
禁
」『
近
世
日
本
の
儒
学
』〔
一
五
九
頁
〕
所
収
）

編
者
注
⑤
「「
各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

（
資
料

）
の
一
部
（
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「
禁
以

670-2-1

後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
の
学
問
観
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「「
異
学
の
禁
後
、
各
藩
の

670-2-2

反
応
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）

670-2-3

一
枚
）

各
藩
に
お
け
る
異
学
の
禁
の
先
行
状
況

﹇
異
学
の
禁
の
気
運
が
す
で
に
兆
し
て
い
た
。﹈

姫
路
藩

藩
校
、
好
古
堂
、
元
禄
四
年
創
立
（
藩
主
、
酒
井
忠タ

ダ

挙タ
カ

﹇
↓
元
禄
七
年
、
佐
藤

直
方
を
賓
師
と
す
﹈）

元
禄
六
年
、
好
古
堂
掲
示
条
目
第
一
項

「
学
問
は
正
実
に
朱
子
を
学
む
へ
し
、
外
の
学
流
は
堅
く
禁
制
之
事
」〔『
近
世

[✓
]仁

斎
の
古
義
学

[？
]素

行
の
経
学（『
聖
教
要
録
』）

藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻
一
〇
一
四
頁
〕

小
浜
（
若
狭
）
藩

藩
校
、
順
堂[造

]館
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
創
立
（
藩
主
、
酒
井
忠
貫ヌ

キ

﹇〔
藩
〕

祖
↓
酒
井
忠
勝
﹈
―
―
寛
永
以
来
所
替
﹇
移
封
﹈
な
し
）

藩
士
、
山
口
春
水
は
若
林
強
斎
の
望
楠
軒
門
で
、
西
依
成
斎
と
同
門
。
成

斎
の
養
嗣
子
、
西
依
墨
山
は
明
和
七
年
に
、
小
浜
の
家
中
教
授
職
を
つ
ぐ
。

藩
主
、
忠
貫ヌ

キ

は
崎
門
信
者
で
、
こ
の
西
依
墨
山
を
尊
信
し
、
藩
校
創
立
に


先﹅

立﹅

っ﹅

て﹅

、
仁
斎
学
派
の
御
家
中
教
授
役
、
中
村
彦
六

(
竜
州
)を

解
任
し
た
。

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
正
月
、
藩
、
老
中
は
順
造
館
壁
書
に
「
学
館
中
は

程
朱
之
学
以
外
、
異﹅

学﹅

相
唱
候
儀
、
尤
有
レ
之
間
敷
事
」〔『
近
世
藩
校
に
於
け

る
学
統
学
派
の
研
究
』
上
巻
五
五
三
頁
〕（
寛
政
異
学
の
禁
に
先
立
つ
八
年
）

寛
政
三
博
士
の
一
人
、
古
賀
精
里
は
西
依
墨
斎[山

]と
同
門
。
柴
野
栗
山
は
、
狭

cf.
義
の
崎
門
で
は
な
い
が
、
西
依
成
斎
の
親
友
。

杉
田
玄
白
は
小
浜
藩
医
だ
が
、
江
戸
で
開
業
、
国
の
藩
校
と
無
関
係
。
伴
信

cf.
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友
も
藩
士
だ
っ
た
が
、藩
校
で
国
学
が
こ
の
後
も
講
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

新
発
田
藩

八
代
藩
主
、
溝
口
直な

お

養や
す

（
稲
葉
迂
斎
・
野
田
剛
斎
に
学
ぶ
）

道
学
堂

安
永
八
﹇
一
七
七
九
﹈
年
五
月
、
直
養
親
書
「
示
二
入
学
之
徒
一
」（
学
規
で
あ
る
）

全
三
条
中
、
第
二
条
に

「
堯
舜
以
来
、
孔
・
曾
・
思
・
孟
･
周
・
程
・
張

（
横
渠
）

・
朱
、
吾
邦
に
て
山
崎

―

先
生
以
来
の
学
筋き

ん

を
学
ひ
、
其
他
の
学﹅

筋﹅

を﹅

雑﹅

ゆ﹅

へ﹅

か﹅

ら﹅

す﹅

」（
幕
府
の
禁
に

先
立
つ
十
一
年
）

古
注
学

十
一
代
、
直な

ほ

諒あ
き

は
藩
学
停
滞
を
刷
新
す
る
た
め
、
江
戸
の
松
崎
慊
堂
門
の

丹
羽
思
亭
（
元
来
藩
儒
）
を
教
授
に
任
命
し
よ
う
と
し
た
が
、
時
の
藩
儒
、

渡
辺
予
斎
（
一
八
〇
六
―
一
八
五
九
）
は
、

「
学
堂
の
制
は
先
公
（
直
養や

す

公
）
の
定
む
る
所
、
今
に
し
て
変
ず
可
か

ら
ず
。
楊
朱
﹇
↓
墨
翟
と
と
も
に
孟
子
排
斥
す
﹈
の
漸
、
聖
人
之
を
畏

る
。
異﹅

端﹅

一﹅

た﹅

び﹅

学﹅

堂﹅

に﹅

入﹅

ら﹅

ば﹅

、
臣
唯
だ
一
死
あ
る
の
み
」（『
北
越

詩
話
』上〔『
近
世
藩
校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』上
巻
四
一
九
頁
〕）

と
、
他
の
教
授
ら
を
ひ
き
い
て
猛
反
対
し
、
つ
い
に
事
は
取
止
め
に
な
っ
た
。

薩
摩
藩

『
薩
藩
士
風
沿
革
』

cf.

造
士
館
、
安
永
二
年
設
立
（
藩
主
、
島
津
重
豪
）

設
立
当
初
か
ら
、
教
授
職
を
め
ぐ
っ
て
、
徂
徠
派
（
川
上
嘉
善
ら
）
と
鳩
巣

派
朱
子
学
者
（
山
本
秋
水
）
と
の
間
に
激
し
い
党
争
が
あ
り
、
藩
主
の
裁
定[カ

]

で
、
秋
水
が
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
学
規
七
ヶ
条
の
第
一
条
に

「
講
書
は
四
書
・
五
経
・
小
学
・
近
思
録
等
の
書
を
用
い
、
注
解
は
程

朱
の
説
を
主
と
し
、
妄
り
に
異
説
を
雑
へ
論
ず
べ
か
ら
ず
」〔『
近
世
藩

校
に
於
け
る
学
統
学
派
の
研
究
』
下
巻
一
九
二
一
頁
〕

と
定
め
た
（

「
古
学
崩
れ
」
以
来
の
学
閥
党
争
は
幕
末
ま
で
つ
づ
く
）。

cf.

◎
広
島
藩
の
ケ
ー
ス

学
問
所
﹇
↓
の
ち
「
修
道
館
」﹈、
天
明
二
年
建
営
（
と
き
の
藩
主
、
浅
野
重

晟あ
き
ら

、
元
和
以
来
移
封
な
し
）

東
堂
（
松
舎
）
香
川
南
浜
（
徂
派[徠

]派
古
学
）

⎩⎨⎧

↓
抗
争

西
堂
（
竹
舎
）
頼
春
水
（
闇
斎
派
朱
子
学
）

元
和
期
に
植
田
艮
脊

[
艮
背
]（

コ
ン
セ
キ

[
こ
ん
ぱ
い
]

）﹇
成
章
﹈
に
よ
っ
て
崎
門
学

が
導
入
さ
れ
た
。

○
頼
春
水
﹇
↓
天
明
五
年
、『
学
統
弁
』
を
著
す
﹈
建
議

学
制
を
定
め
、
朱
子

学
に
統
一
。
寛
政
二
年
、
つ
い
に
、
南
浜
及
徂
徠
学
派
は
一
斉
に
藩
校
を
退
き
、

南
浜
は
自
宅
に
「
修
業
堂
」
と
い
う
家
塾
を
開
い
た
。
藩
校
は
闇
斎
派
朱
子
学
に

統
一
さ
れ
た
が
、
藩
主
重
晟あ

き
ら

は「
修
業
堂
」に
資
金
援
助
を
し
、
南
浜
没
後
も
援

助
を
つ
づ
け
、
教
授[カ

]を
さ
え
贈
っ
た
！
（
当
局
の
政
治
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
）

頼
杏
坪
（
春
水
弟
）『
原
古
編
』（
天
明
六
年
、
完
成
は
寛
政
二
年
）
藩
儒
。

寛
政
九
年
江
戸
邸
の
世
子
斉な

り

賢か
た

の
侍
講
と
な
る
。
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禁
以
後
の
諸
藩
の
反
応
―
―
松
平
定
信
﹇
↓
経
歴
次
頁
﹈
の
学
問
観

白
河
藩
（
定
信
の
自
藩
）

さ
き
に
頼
春
水
は
藩
学
異
学
の
禁
を
藩
主
定
信
に
す
ゝ
め
る
書
を
お
く
っ
て
い

た
。「
異
学
の
禁
」
の
達
し
の
あ
っ
た
、
寛
政
二
年
五
月
の
翌
月
の
六
月
に
早
く

も

「
努
め
て
守
る
べ
き
は
程
朱
の
学
に
て
候
、
斯
様
に
申
し
候
て
は
狭﹅

き﹅

こ﹅

と﹅

と﹅

存﹅

じ﹅

候﹅

へ﹅

ど﹅

も﹅

、
見
る
所
是こ

れ

有
り
候
間
、
申
入
れ
候
」

と
全
藩
に
布
告
を
発
し
、
藩
学
を
「
立
教
館
」
と
命
名
し
た
。

そ
の
令
条
に
も

「
経
義
に
於
て
は
自﹅

己﹅

の﹅

見﹅

（
↓
ヘ
レ
ジ
ー
（
ハ
イ
レ
シ
ス
）
＝
選
び
と

る
こ
と
）
を
為
す
べ
か
ら
ず
、
愈〻
永
永
程
朱
の
説
を
守
る
べ
き
事
」

と
朱
子
学
の
正
統
性
を
公
認
し
た
。

（
諸
橋
轍
次
「
寛
政
異
学
の
禁
」
―
―
『
近
世
日

本
の
儒
学
』〔
一
五
九
頁
〕
所
収
。
定
信
直
筆
の
謄

写
版
が
青
淵
子
爵
〔
渋
沢
栄
一
〕
に
よ
っ
て
世
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
）

文
政
六
年
、﹇
一
〇
代
﹈
松
平
定
永
（
定
信
の
子
）
の
と
き
、
ふ
た
た
び
（
八

代
〔
松
平
〕
定
賢
の
と
き
白
河
に
移
っ
た
）
桑
名
に
移
封
さ
れ
た
。
立
教
館
も

移
り
、
右
の
「
立
教
館
令
条
」
は
、
こ
の
桑
名
の
藩
学
で
正
式
に
刊
行
さ
れ
て

い
る
（
文
政
六
年
）。

（
定
信
が
白
河
に
立
教
館
を
建
て
た
と
き
、
参
画
し
た
の
は
、
明
和
八
年
に
白

河
に
来
り
、
定
信
の
師
と
な
っ
た
本
田
東
陵
で
、
東
陵
は
、
も
と
、
秋
山
玉
川[山

]

に
仕
え
た
徂
來
学
者
だ
っ
た
（
＝
転
向
者
！
）。
寛
政
八
年
没
し
た
。
定
信
の

任
命
で
、
二
代
教
授
に
な
っ
た
広
瀬
蒙
斎
は
、
柴
野
栗
山
・
尾
藤
二
洲
を
師
と

し
た
純
粋
の
昌
平
校
出
身
儒
で
、
本
当
に
立
教
館
が
程
朱
学
で
固
め
ら
れ
た
の

は
、
蒙
斎
以
後
で
あ
る
。）

紀
伊
、
和
歌
山
藩
（
親
藩
、
御
三
家
の
一
人
）

﹇
◯二
﹈
藩
学
は
吉
宗

（
五
代
藩
主
）

藩
主
の
と
き
創
設
し
た
（
講
釈
所
↓
講
堂
）
が
儒
官
は
、

必
ず
し
も
学
派
を
限
定
し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
綱
吉
流
の
半
強
制
的
な
講
釈

に
は
む
し
ろ
批
判
的
で
あ
っ
た
。

「
凡
そ
学
問
な
る
者
は
、
威
命
に
よ
り
て
為
す
時
は
、
其
末
遂
げ
ぬ
者
な

り
。
常
憲
院
様
御
代
、
深
く
儒
学
を
好
ま
せ
給
ひ
、
群
臣
に
命
じ
て
学
問

を
仰
付
け
ら
れ
た
る
為
め
、
一
同
殊
の
外
、
難
儀
致
し
、
今
に
至
る
ま
で

懲
り
居
る
次
第
な
り
。
兎
角
上
よ
り
押
し
て
命
ず
る
に
及
ば
ず
、
人
々
の

心
よ
り
向
ふ
様
に
な
し
給
は
ん
」、
と
の
盛
慮
な
り

林
鳳
岡
が
、「
学
問
所
の
入
学
を
上
か
ら
奨
励
し
て
く
れ
、
聖
堂
講
釈
も

上
か
ら
命
令
し
て
く
れ
」、
と
願
っ
た
の
に
対
し
、
吉
宗
の
意
見
と
し
て

〔
木
下
菊
潭
（
順
庵
門
〕﹇
正
統
「
遡
及
論
」
の
も
う
一
つ
の
典
型
﹈

小
納
戸
役
、
浦
上
直
方
の
伝
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
﹇（
次
頁
へ
）﹈。

実
際
、吉
宗
は
室
鳩
巣
と
と
も
に
、鳩
巣
の
も
っ
と
も
悪
む
異
学
の
徂
來
に『
六
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諭
衍
義
』
の
訓
点
を
命
じ
、
ま
た
陪
臣
で
あ
っ
た
徂[カ

]來
を
享
保
十
二
年
四
月
に

謁
見
し
て
い
る
（『
政
談
』・『
太
平
策
』）。

﹇
◯一
﹈
十
代
藩
主
、
治
宝

ハ
ル
タ
カ
ラ
[マ
マ
]は

、
異
学
の
禁
直
後
の
寛
政
三
年
、
聖
堂
を
新

築
す
る
と
と
も
に
従
来
の
「
講
堂
」
を
「
学
習
館
」
と
命
名
し
た
。
山
本
東
籬

（
惟
恭
）
が
寛
政
五
年
つ
く
っ
た
「
学
習
館
規
則
並
序
」
に
、

「
本
邦
古
昔
、学
校
之
教
、一ニ

襲ヒ
二
漢
唐
之
旧ヲ
一
、迨デ
二
乎
昭
代ニ﹇
徳
川
氏
﹈一
、

逎チ

尊
二
-信シ

宋
学ヲ
一
、
以テ

為ス
二
功
令ト
一
。
吾﹅

藩﹅

亦﹅

列﹅

世﹅

遵﹅

守シ

、
弗ズ
二
之ヲ

或
改メ
一
」

〔
下
巻
九
一
八
頁
〕﹇
紀
州
藩
（『
和
歌
山
史
要
』）﹈

学
習
館
規
則
第
一
条

「
学ハ

所
三
以
明ニ

ス
ル

二

人
倫ヲ
一
也
、
修
己
治
人
之
外
、
無シ
二
復マ

タ

他
道
一
、
二
者
宋
学

尽セ
リレ

之ヲ

矣
、
故ニ

封
初
以
来
、
遵
二
-守シ

テ

公
制ヲ
一
学
官
所
レ
講ズ

ル

以テ
二
宋
学ヲ
一
為シ
レ

主ト

不
レ
許サ
二
雑
他ノ

説ヲ
一
、
歴
世
奉ジ

テ

以
周
旋シ

、
不
二
敢テ

失
墜セ
一
、
今
因テ

以テ

為ス
二
永

規ト
一
」
云
々
〔
同
前
〕﹇
前
頁
へ
﹈

﹇
◯三
実
は
、﹈
那
波
活
所
父
子
、
林
梅
渓
、
祇
園
南
海
ら
朱
子
学
派
と
と
も
に
、

荒
川
天
散
、
伊
藤
蘭
嵎
﹇
↓
仁
斎
第
五
子
﹈
父
子
、
木
村
鳳
梧
の
よ
う
な
仁
斎

学
派
、
金
谷
玉
川
、
菊
池
衡
岳
の
よ
う
な
蘐
園
学
派
も
藩
儒
に
な
っ
て
い
た
。

﹇
◯四
﹈
文
化
年
間
、
以
後
ま
た
、
折
衷
学
や
徂
徠
学
の
学
者
も
登
用
さ
れ
た
。

天
保
十
二
年
、
公
式
に
古
注
に
よ
る
講
究
を
許
し
た
。

異
学
の
禁
後[カ

]、
各
藩
の
反
応

沼
田
藩
（
三
万
五
千
石
）（
上
野
）
土
岐
頼
稔
、
高
槻
か
ら
沼
田
に
移
封
）

沼
田
学
舎

寛
保
二
年
創
設

寛
政
以
後
（
年
代
不
詳
）、
藩
主
諭
達

「
…
…
経
義
に
お
ゐ
て
は
、
容﹅

易﹅

に﹅

自﹅

己﹅

の﹅

見﹅

を﹅

立﹅

へ﹅

か﹅

ら﹅

ず﹅

。
専
ら
程
朱

の
説
を
相
守
可
申
候
」〔
上
巻
二
九
二
頁
〕

前
橋
藩

松
平
氏
、
結
城
秀
康
（
家
康
次
男
）
の
四[五

]男
、
直
基
を
祖
と
す
。

明
和
四
年
、
武
蔵
川
越
に
移
封
。

こ
の
の
ち
、
文
政
十
年
、
八
代
藩
主
、
斉な

り

典つ
ね

が
、
藩
校
博
喩
堂
を
創
設
。
斉な

り

典つ
ね

は
松
平
定
信
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

「
斉な

り

典つ
ね

の
条
目
」
斉
典
は
、〔
頼
〕
山
陽
の
『
日
本
外
史
』
を
藩
で
刊
行
し

て
い
る
。

「
学
術
は
孔
孟
程﹅

朱﹅

の﹅

正﹅

脈﹅

を
崇
ひ
守
る
べ
し
。（
中
略
）
必
ず
異
説
を
唱

へ
正
学
を
妨
る
事
有
る
べ
か
ら
ず
。
右
之
条
々
固
く
相
守
り
可
申
者
也
」〔
上

巻
二
九
五
頁
〕

異
学
の
禁
後
、
各
藩
の
状
況

中
津
藩
（
奥
平
氏
）

寛
政
二
年
、
藩
校
、
進
修
館
設
立

も
と
も
と
仁
斎
学
派
の
伝
統
が
あ
る
。
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寛
政
八
年
、「
進
修
館
草
創
紀
律
及
学
規
」

「
経
義
、朱
注
を
宗む

ね

と
し
、兼
て
古
注
を
可
レ
用
、異﹅

説﹅

を﹅

以﹅

不﹅
レ
可﹅
二
紛﹅

乱﹅
一
」

〔
下
巻
一
七
七
六
頁
〕

「
学
風
は
公﹅

儀﹅

、
聖
堂
の
御﹅

風﹅

相﹅

守﹅

」
云
々
〔
同
前
〕

し
か
し
、
教
官
に
は
依
然
と
し
て
家
塾
で
仁
斎
学
を
講
ず
る
も
の
多
く
、
日

出じ

藩
の
帆
足
万
里
の
影
響
も
あ
っ
た
（
白
石
常 [照

カ
]山

も
万
里
に
師
事
す
）。

皆
川
淇
園
門
だ
が
、「
諸
子
百
家
学
」
と
い
っ
て
も
い
い
。

使
い
分
け
の
ケ
ー
ス

○
膳ぜ

所ぜ

藩
（
本
多
氏
）
近
江
国

皆
川
淇
園
系
の
藩
儒
が
多
い
（
藩
主
も
然
り
）。
徂
徠
学
派
も
い
た
。

淇
円[園

]の
文
化
四
年
没
後
、
碑
文
の
字
は

藩
主
親
書
、
文
は
平
戸
藩
主
（
松
浦
）

遵
義
堂
（
徂
徠
学
蔵
書
多
し
）

享
和
四
年
﹇
↓
二
月
、
文
化
に
改
元
（
享
和
は
寛
政
に
つ
づ
く
）﹈
達
↓
「
公
儀

に
て
も
御
代
々
朱
学
御
信
用
之
事
に
付
、
朱
学
御
取
用(ヒ

)有
レ
之
候
へ
は
、
初

学
之
分
は
程
朱
之
主
意
を
守
り
勤
学
可ク
レ
有
レ
之
候
」〔
下
巻
八
二
四
頁
〕

つ
づ
い
て
文
化
六
年
覚
書
（
旧
膳ぜ

所ぜ

藩
学
制
）

一
、
…
…
然
る
処
、
近
来
遵
義
堂
、
朱
子
学
を
以
相
講
候
様
、
被ル

ル
モ

二

仰
出
一
も

有
レ
之
、
御
張
紙
に
も
右
之
趣
有
レ
之
候
へ
共
、
皆
川
文
字
之
儀
は
（
皆
川
淇

園
学
は
）、
御
先
代
様
（
本
多
康や

す

完さ
だ

）
勿
論
、
当
御
代
（
本
多
康や

す

禎つ
ぐ

）
に
も
御

招
、
殊
に
文
蔵
（
淇
園
）
儀
は
、
是
迄
も
講
釈
被
二
仰
付
一
、
遵
義
堂
御
造
立

之
儀
も
、
御
先
代
様
御
目も

く

論
見
之
御
相
談
も
被
レ
成
候
、
段
々
の
御
義
理
合

も
無
レ
拠キ

筋
に
付
（
中
略
）
右
之
通
に
付
、
朱
子
学
に
限
り
候
而
は
却
て
差
支

も
有
レ
之
、
元
来
、御
上
様
始
奉
り
、御
家
中
末
々
之
面
々
、学
問
修
業
有
レ
之

様
之
御
主
意
に
付
、
此
旨
一
統
相
心
得
（
怠
り
な
く
講
義
を
き
く
べ
し
）、

〔
…
…
〕
尤
、皆
川
学
修
業
格
別
出
精
之
向
へ
は
、右
注
書
之
類
、拝
借
可
レ

被
二
仰
付
一
候
事
〔
下
巻
八
二
三
頁
〕

寛
政
異
学
の
禁
、
各
藩
の
状
況

○
福
岡
藩
（
黒
田
氏
）

天
明
四
﹇
一
七
八
四
﹈
年
二
月
、
九
代
藩
主
、
黒
田
斉
隆
の
と
き
、

修
猷
館
（
東
学
）
竹
田
梅
盧
（
貝
原
益
軒
学
統
）
―
―
竹
田
復
斎
（
闇
斎
系
）

東
学
問
稽
古
所

⎩―⎨―⎧
甘
棠
館
（
西
学
）
亀
井
南
溟[冥

]

↓
先
行
の
故
に
寛
政
四
年
禄
を
奪
わ
れ
、

徂
來
学
、
む
し
ろ
亀
井
学

昭
陽
が
後
を
つ
ぐ

↓
寛
政
十
年
、
西
学
延
焼
を
期
に
廃
さ
れ
、
修
猷
館
に
合
併
さ
る
。

南
溟
門
の
儒
員
罷
免
さ
る
。
文
化
十
一
年
、
南
冥
、
自
宅
に
火
を
放
っ
て
死
。

江
上
苓
洲
父
子
、
後
藤
緑
陰
、
青
木
興
勝
、
山
口
白
賁

支
藩
、
秋
月
藩
主
が
昭
陽
を
ヒ[庇

]護
し
た
（
亀
陽
文
庫
あ
り
）。

秋
月
藩
の
稽
古
館
で
は
異
学
の
禁
、
後
、
闇
斎
派
の
小
川
晋
斎
を
京
都
か
ら
招

き
、
ま
た
宗
藩
の
修
猷
館
か
ら
朱
子
学
者
を
呼
ん
で
講
義
さ
せ
た
。
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（
た
て
ま
え
！
）

南
冥
『
論
語
語
由
』
は
、
文
化
三
年
、
稽
古
館
蔵
版
！

文
政
二
年
、
九
代
藩
主
、
長
韶
の
諭
達
に

「
学
問
の
儀
は
近
年
存
寄
を
以
、福
岡
表
え
申
入
、同
所
の
学
風
引
移
」云
々

と
あ
る
〔
下
巻
一
五
七
五
頁
〕。

○
富
山
藩
（
金
沢
、
前
田
の
支
藩
）

安
永
二
年
、
藩
校
、
広
徳
館
（
六
代
藩
主
、
前
田
利と

し

与と
も

）

○
三
浦
瓶
山
﹇
名
、
淳
夫
、
山
県
周
南
門
﹈、
学
頭
と
な
る
。
佐
伯
比
溟
（
教

官
）
と
も
に
徂
徠
派
。

寛
政
三
年
、
九
代
藩
主
、
利
幹

市
川
世
寧
（
号
、
寛
斎
、
昌
平
校
﹇
で
は
員
長
に
な
っ
た
﹈
出
身
）
を
招
い

て
、
広
徳
館
で
釈
奠
を
行
わ
せ
、
学
則
を
改
む
。

在
職
二
十
余
年
で
、
朱
子
学
風
が
確
立
し
た
（
爾[カ

]後
、
藩
学
教
官
は
ほ
と
ん

ど
昌
平
校
出
身
）。

△
例
え
ば
、
岡
田
栗
園
は
、
広
徳
館
訓
導
と
し
て
、
文
化
九
年
昌
平
校
に
学
び
、

帰
藩
後
、
広
徳
館
教
授
に
な
っ
た
。
一
旦
、
致
仕
し
た
の
ち
、
ふ
た
た
び
任
ぜ

ら
れ
、
学
頭
と
な
っ
た
（
元
治
元
年
没
、
七
九
才
）。

「
学
蘐
園
を
宗
と
す
。
然
れ
ど
も
講
説
概
ね
、
程
朱
に
由
り
少
し
も
異
を
立

て
ず
」（『〔
新
版
〕
大
日
本
人
名
辞
書
』〔
上
巻
、
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
、

一
九
二
六
年
、
登
録
番
号

、
四
五
三
頁
〕）

0199849

宗
藩
の
金
沢
藩
（
木
下
順
庵
・
室
鳩
巣
を
出
し
た
）
は
幕
府
と
の
関
係
も
あ

cf.り
、
寛
政
四
年
創
立
の
明
倫
堂
（
初
代
学
頭
、
新
井
白
蛾
）
で
は
藩
主
、
前
田

治は
る

修な
か

自
身
が
深
く
朱
子
学
に
傾
倒
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
代
々
、
朱
子
学
者
、

そ
れ
も
昌
平
校
出
身
者
が
教
授
に
な
っ
た
。

◎
不
破
浚
明
﹇
号
、
南
台
﹈
明
倫
堂
の
教
授
に
な
る
や
、
仁
斎
学
か
ら
急
転
、

朱
子
学
（
！
）

（
太
田
錦
城
﹇
折
衷
派
﹈
が
文
政
五
年
儒
員
と
な
っ
て
い
る
！
）

×
会
津
藩

保
科
正
之
（
藩
祖
）
闇
斎
を
賓
師
と
す
。

老
中
と
し
て
、
山
鹿
素
行
を
異
学
の
ゆ
え
に
罰
す
。

稽
古
堂

↓
「
日
新
館
」（
寛
政
十
一
年
）

宝
永
五
〔
年
〕、
一
〔
月
〕、
二
三
〔
日
〕、
教
令
﹇
布
告
﹈、「
孔
孟
程
朱
の
学

風
を
講
習
し
、
他
の
教
法
は
講
す
べ
か
ら
す
」〔
小
川
渉
『
会
津
藩
教
育
考
』

会
津
藩
教
育
考
発
行
会
、
一
九
三
一
年
、
登
録
番
号

、
八
六
頁
〕

0183677

天
明
三
年
、
熊
本
藩
儒
の
古
屋
鬲
（
昔
陽
）
を
招
こ
う
と
し
た
が
、
家
老
（
田

中
玄
宰さ

い

）
の
再
三
の
要
請
に
も
拘
ら
ず
、
五
代
藩
主
、
松
平
容
頌
が
ど
う
し

て
も
許
さ
な
か
っ
た
。
「
鬲
は
古
学
家
な
れ
ば
、
藩
祖
以
来
の
学
風
に
対
し

拒
み
給
ひ
し
に
や
」（『
会
津
藩
教
育
考
』

）

P
97

○
寛
政
三
年
、
古
屋
鬲
（
昔
陽
）﹇
↓
「
今
徂
來
」「
今
南
郭
」
と
称
せ
ら
れ
た
﹈

つ
い
に
、
寛
政
二
年
に
招
か
れ
、
こ
の
年
藩
主
の
侍
講
と
な
り
、
子
弟
に
も

教
授
し
た
（
一
ヶ
月
滞
在
の
の
ち
、
熊
本
に
か
え
る
）。
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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

寛
政
三
年
、
昌
平
校
の
岡
田
寒
泉
か
ら
古
屋
の
登
用
に
異
議
が
出
た
。
そ
こ
で

直
接
老
中
の
松
平
定
信
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、定
信
は「
古
屋
昔
陽
の
人
物
・

学
風
は
知
ら
な
い
。
藩
祖
（
保
科
）
正
之
公
の
遺
法
に
基
く
人
選
な
ら
差
支

な
か
ろ
う
、「
此
度
之
学
校
モ

御
復
古
之
由
ニ
候
上
は
、
程
朱
之
学
を
以
被ラ

レ
レ

復セ

候
事
と
存
候
」〔『
日
本
宋
学
史
の
研
究
』
三
五
三
頁
〕
と
間
接
に
（
逃
げ

な
が
ら
）
程
朱
学
＝
正
学
を
暗
示
し
た
。

こ
の
間
接
的
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
き
い
た
。
た
と
え
ば
﹇
会
津
藩
﹈
藩
儒
、

安
部
井
﹇
名
は
褧け

い

﹈
帽
山ざ

ん
﹇（
号
）
又
＝
芝
浦
﹈
は
古ふ

る

屋や

昔
陽
の
影
響
で
徂
來

学
を
信
じ
て
い
た
が
、
江
戸
に
出
て
林
述
斎
、
古
賀
精
里
に
学
ぶ
こ
と
四
年
、

帰
藩
し
て
建
議
し
て
、
日
新
館
の
学
規
を
改
め
、
朱
子
学
に
復
帰
さ
せ
た
。

「
文
化
八
年
、
命
を
受
け
て
江
戸
に
出
づ
。
初
め
元
文
の
間
、
徂
学
流

行
し
天
下
皆
こ
れ
に
染
み
し
が
、
褧ケ

イ

も
そ
の
間
に
生
成
し
朱
学
を
擯し

り
ぞ

け
て
そ
の
書
は
手
に
触
る
ゝ
も
汚
は
し
と
せ
し
が
、
林
衡
〔
…
…
〕、
古

賀
樸
〔
…
…
〕
の
門
に
入
り
、
初
め
て
朱
学
を
修
め
大
に
得
る
所
あ
り
、

留
学
四
年
、
帰
り
て
後
、
建
議
し
て
学
規
を
改
革
し
朱
学
に
復
せ
ら
る
、

皆
褧ケ

イ

の
力
な
り
（
小
川
渉
『
会
津
藩
教
育
考
』
昭
六
、
非
売
品
、

）
P
506

高
津
淄
川

し
す
ん

（
藩
儒
）

徂
徠
学
↓
江
戸
留
学
↓
朱
子
学

⇒

編
者
注
⑥
「「
異
端
と
異
教
」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用

670-9-5

紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）」・「
聖
書
の
な
か

で
た
ん
に
「
派
sect」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
」
資
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

番
号

、レ
ポ
ー
ト
用
紙（
Ａ
４
版
）三
枚
）・「「
漢
語
と
し
て
の「
異

670-9-6

端
」
の
語
原
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙

670-9-7

（
部
分
）
一
枚
）

○
異
端
と
異
教

heresy
;heterodoxy

hairesis（
ギ
リ
シ
ャ
）
語
）
ⅰ
取
る
、
奪
う

◎
ⅱ
選
び
と
る
（
choose

αίρεσις

↓
多
数
派
も
し
く
は
一
般
に
承
認
さ
れ
た

考
え
方
と
ち
が
う
立
場
を
え
ら
び
と
る
。

『
新
約
聖
書
』
で
は
、
必
ず
し
も
非
難
の
意
を
こ
め
ず
に
﹇
↓
（『
コ
リ
ン
ト
前
書
』

第
一
一
章
一
八
〜
一
九
）
必
ず
し
も
悪
く
な
い
。
次
頁
１
﹈、
あ
る
宗
派
sectを

指
し
て
用
い
る
例
も
あ
る
が〔『
使
徒
行
伝
』V:17

X
V

:5
X
X
IV

:5
X
X
V
III：

な
ど
﹇
↓
次
頁
３

中
立
﹈〕、

22

パ
リ
サ
イ
派
↓
hairesis
Pharisaerum

[

カ

]

非
難
の
意
あ
る
か
？

サ
ド
カ
イ
派

⎩⎨⎧

⎭⎬⎫

使
徒
が
、
非
難
の
意
味
で
も
っ
て
、
自
分
ら
の
教
説
に
反
す
る
偽
予
言
者
・
偽
教

師
の
説
又
は
分
派
を
さ
す
（『
ペ
テ
ロ
後
書
』
第
二
章
一
／
『
ガ
ラ
テ
ヤ
書
』
第
五

章
一
八
〜
一
九
〜
二
一
﹇
↓
徒
党
（
党
派
心
）
や
分
裂
と
な
ら
ん
で
分
派
﹈
／
『
テ
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ト
ス
書
』
第
三
章
一
〇
『
使
徒
行
伝
』

。

X
X
IV

:14
悪
い

次
頁
２

paganism

↓
pagam
us(L)＝
rustic,village,地
方
の

キ
リ
ス
ト
教
が
主
と
し
て
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市
を
中
心
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
ち
に
、
地
方
・
辺
境
で
、
偶
像
崇
拝
等
の
慣
行
が
な
お
残
存
し
て
い
た

の
で
、
そ
こ
か
ら
、
非
キ
リ
ス
ト
教
（
徒
）﹇
pagan﹈
を
指
す
コ
ト
バ
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
O
rthodoxy―
heresy(H
eterodoxy)が
同
じ
ク
リ
ス
ト
教
の

内
部
の
対
立
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
paganism
は
ク
リ
ス
ト
教
か
ら
見
て
、
そ

の
外
部
に
あ
る
宗
教
・
教
義
（
イ
ス
ラ
ム
・
仏
教
等
）
を
意
味
す
る
。
し
か
し
初

期
に
は
heresy
と
そ
の
両
者
の
境
界
は
必
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど
明
白
で
な
か
っ

た
。

言
語
と
し
て
の
異
端
﹇
H
aereses/H
eresy﹈（
聖
書
）、
異
端
者
﹇
H
aere-

ticum
/
H
eretics﹈

聖
書
の
出
典

大
祭
司
ア
ナ
ニ
ヤ
が
、
数
人
の
長
老
及
び
テ
ル
ト
ロ
と
と
も
に
パ

ウ
ロ
を
訴
え
た
。

Ⅰ

パ
ウ
ロ
が
異
端
と
さ
れ
、
ペ
リ
ク
ス
総
督
に
呼
び
出
さ
れ
た
。
テ
ル
ト
ロ

（
弁
護
士
で
あ
る
）
訴
へ
出
で
て
言
ふ
、「
…
…
我わ

れ

等ら

こ
の
人
を
見み

る
に
恰あ

た
か

も
疫え

き

病び
や
う

の
ご
と
く
に
て
、
全ぜ

ん

世せ

界か
い

の
ユ
ダ
ヤ
人び

と

の
あ
ひ
だ
に
騒
擾

さ
わ
ぎ

を
お
こ
し
、
且か

つ

ナ
ザ

レ
人び

と

﹇
と
い
う
一
派
の
首
領
（
新
訳
）﹈
の
異
端

い
た
ん

の
首か

し
ら

に
し
て
、
宮み

や

を
さ
へ
瀆け

が

さ

ん
と
為し

た
れ
ば
之こ

れ

を
捕と

ら

へ
た
り
」（『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
五
〔『
我
ら
の
主
な
る

救
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
新
約
聖
書
：
改
訳
』
聖
書
協
会
連
盟
、
一
九
四
六
年
、

登
録
番
号

、
三
七
三
頁
〕）

0199550

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

パ
ウ
ロ
の
答
え
、
弁
明

◎
「
…
…
我わ

れ

た
だ
此こ

の
一い

ち

事じ

を
汝な

ん
ぢ

に
言い

ひ
あ
ら
は
さ
ん
。
即す

な
は

ち
我わ

れ

は
彼
人
々

[マ
マ
]

ら

が
異
端

い
た
ん

と
称と

な

ふ
る
道み

ち
﹇
＝
分
派
﹈﹇
↓
（
secta,quam
dicunthaeresim

＝
ヴ

ル
ガ
ー
タ
訳
）
新
訳
「
彼
ら
が
異
端
と
呼
ん
で
い
る
こ
の
道
に
し
た
が
っ
て
」﹈

に
循し

た
が

ひ
て
、
我わ

が
先せ

ん

祖ぞ

た
ち
の
神か

み

に
つ
か
へ
、
律
法

お
き
て

と
予よ

言げ
ん

者し
ゃ

の
書ふ

み

と
に
録し

る

し
た

る
事こ

と

を
こ
と
ご
と
く
信し

ん

じ
…
…
」（『
使
徒
行
伝
』
第
二
四
章
一
四
〔
三
七
四
頁
〕）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

◯Ⅱ
﹇
◯◎
﹈「
先ま

づ
汝な

ん
ぢ

ら
が
教け

う

会く
わ
い

に
集あ

つ
ま

る
と
き
分
争

あ
ら
そ
ひ

あ
り
と
聞き

く
、
わ
れ
略ほ

ぼ

こ
れ
を
信し

ん

ず
。
そ
れ
は
汝
等

な
ん
ぢ
ら

の
う
ち
に
是ぜ

と
せ
ら
る
べ
き
者も

の

の
現あ

ら

は
れ
ん
た
め
に

党た
う

派は

も
必か

な
ら

ず
起お

こ

る
べ
け
れ
ば
な
り
〔
四
四
五
頁
〕（
あ
な
た
が
た
の
な
か
で
ほ
ん

と
う
の
者
が
明
か
に
さ
れ
る
た
め
に
は
、
分
派
も
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）。

O
portet
et
haereses
esse,ut
et
quiprobatisunt,m
anifestifiant
in

vobis.

（『
コ
リ
ン
ト
前
書
』
第
一
一
章
一
八
〜
一
九
)

N
ote
悪
い
、
非
難
の
意
味
が
な
い
！

言
語
と
し
て
の
異
端
（
聖
書
）
Ⅱ

Ⅲ
一
八

汝
等

な
ん
ぢ
ら

も
し
御み

霊た
ま

に
導み

ち
び

か
れ
な
ば
、
律
法

お
き
て

の
下し

た

に
あ
ら
じ
、
一
九

そ
れ
肉に

く

の

行
為

お
こ
な
い

は
あ
ら
は
な
り
、
即す

な
は

ち
淫
行

い
ん
か
う

・
汚
穢

け
が
れ

・
好
色

か
う
し
よ
く

・二
〇

偶
像

ぐ
う
ざ
う

崇
拝

そ
う
は
い

・
呪
術

ま
じ
わ
ざ

・
怨
恨

う
ら
み

・
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紛
争

あ
ら
そ
ひ

・
嫉
妬

ね
た
み

・
憤
恚

い
き
ど
お
り

・
徒
党

と
と
う

﹇（
新
訳
）
党
派
心
﹈・
分
離

ぶ
ん
り

﹇
分
裂
﹈・
異
端

い
た
ん

﹇
分

派
﹈・
二
一

猜
忌

そ
ね
み

・
酔
酒

す
ゐ
し
ゅ

・
宴
楽

え
ん
ら
く

な
ど
の
如ご

と

し
。
…
…
斯か

ゝ

る
こ
と
を
行お

こ
な

ふ
者も

の

は
神か

み

の

国く
に

を
嗣つ

ぐ
こ
と
な
し
。

『
ガ
ラ
テ
ヤ
書
』
第
五
章
一
八
〜
二
一
〔
四
九
四
―
四
九
五
頁
〕

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ⅳ
﹇
◯◎
﹈九
さ
れ
ど
愚お

ろ
か

な
る
議
論
・
系け

い

図づ

・
争そ

う

闘と
う

、
ま
た
律
法

お
き
て

に
就つ

き
て
の
分
争

あ
ら
そ
ひ

を
避さ

け
よ
。
こ
れ
ら
は
益え

き

な
く
し
て
空む

な

し
き
も
の
な
り
。
一
〇

異
端

い
た
ん

の
者も

の

を
ば
﹇
↓

「
新
訳

分
派
を
起
す
者
は
」﹈
一
度

ひ
と
た
び

も
し
く
は
二
度

ふ
た
た
び

、
訓
戒

く
ん
か
い

し
て
後の

ち

、
こ
れ
を
棄す

て
よ
﹇
↓
H
aereticum
hom
inem
postunam
〔
etsecundam
〕
correptio-

nem
devita
(heresiesorsects,factions,parties)﹈。
一
一

斯か
ゝ

る
者も

の

は
汝な

ん
ぢ

の
知し

る
ご
と
く
、
邪よ

こ

曲し
ま

に
し
て
自み

づ
か

ら
罪つ

み

を
認
め
つ
つ
尚な

ほ

こ
れ
を
犯を

か

す
な
り
。

『
テ
ト
ス
書へ

の

手
紙
』第
三
章
一
〇〔
五
五
九
頁
〕

（
ギ
リ
シ
ャ
語

選
ぶ
こ
と
、
選
び
と
る
こ
と

↓
哲
学
的
原
理

αίρεσις

或
は
宗
教
的
学
派
・
セ
ク
ト
）

◯Ⅴ
「
彼か

れ

ら
（
偽
予
言
者
、
偽に

せ

教
師
）
は
滅
亡

ほ
ろ
び

に
い
た
る
異
端

い
た
ん

﹇

﹈
を

αίρεσις

持も

ち
入い

れ
、
己お

の
れ

ら
を
買か

ひ
給た

ま

ひ
し
主し

ゆ

を
さ
へ
否い

な

み
て
、
速す

み
や

か
な
る
滅
亡

ほ
ろ
び

を
自み

づ
か

ら

招ま
ね

く
な
り
」

『
ペ
テ
ロ
後

書

（
の
手
紙
第
二
）

』第
二
章
一〔
六
一
〇
頁
〕

○
聖
書
の
な
か
で
た
ん
に
「
派
﹇
sect﹈」
の
意
味
で
使
わ
れ
た
例
（
上
述
Ⅱ
）

◯Ⅵ
「
爰こ

ゝ

に
大だ

い

祭さ
い

司し

お
よ
び
之こ

れ

と
偕と

も

な
る
者も

の

、
即す

な
は

ち
サ
ド
カ
イ
派は

﹇
＝
ヴ
ル
ガ
ー

タ
訳

haeresisSadducaeorum
﹈
の
人ひ

と

々び
と

、
み
な
嫉ね

た
み

に
満み

た

た
さ
れ
て
立た

ち
、

使し

徒と

た
ち
に
手て

を
か
け
て
之こ

れ

を
留と

め

置お
き

場ば

に
入い

る
」

（『
使
徒
行
伝
』
第
五
章
の
一
七
〔
三
一
二
頁
〕）

◯Ⅶ
「
信し

ん

者じ
や

と
な
り
た
る
パ
リ
サ
イ
派は

﹇
＝
haeresisPharisaeorum
﹈
の
或あ

る

人ひ
と

々び
と

立た

ち
て
、「
異い

邦は
う

人じ
ん

に
も
割か

つ

礼れ
い

を
施ほ

ど
こ

し
、
モ
ー
セ
の
律
法

お
き
て

を
守ま

も

る
こ
と
を
命め

い

ぜ
ざ
る
可べ

か
ら
ず
」
と
言い

ふ
」（『
使
徒
行
伝
』
第
十
五
章
の
五
〔
三
四
四
頁
〕）

◯Ⅷ
「
た
だ
我わ

れ

ら
は
汝な

ん
ぢ

（
パ
ウ
ロ
）
の
思お

も

ふ
と
こ
ろ
を
聞き

か
ん
と
欲ほ

つ

す
る
な
り
。

そ
れ
は
此こ

の
宗
旨

し
ゆ
う
し

の
到い

た

る
処と

こ
ろ

に
て
非ひ

難な
ん

せ
ら
る
る
を
知し

れ
ば
な
り
」

（『
使
徒
行
伝
』
第
二
八
章
の
二
二
〔
三
八
六
頁
〕）

漢
語
と
し
て
の
「
異
端
」
の
語
原
（
初
出
）
は
左
の
如
く
『
論
語
』
に
あ
る
。

そ
う
し
て
、
こ
の
「
為
政
篇
」
の
孔
子
の
言
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
、
多
岐
の
説
が

生
れ
た
こ
と
は
、
前
々
回
に
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
〔
一
九
八
二
年
六
月
一
五
日

の
学
士
院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
「
異
端
」
の
意
味
論
」〕。
た
だ
、
そ

れ
は
『
論
語
』
に
出
て
来
る
「
異
端
」
の
字﹅

義﹅

を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
っ
て
、
必
ず

し
も
実
質
的
に
ヘ
レ
ジ
ー
（
次
の
綴
）
の
意
味
に
お
け
る
異
端
と
対
応
し
な
い

（「
攻
」
を
ど
う
解
す
る
か
、
も
こ
れ
に
関
連
す
る
。
そ
れ
が
、
ヘ
レ
ジ
ー
の
意
味

と
近
似
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
、
朱
注
に
由
来
し
て
い
る
。

子
曰
、
攻﹅
二
乎
異
端
一
、
斯
害
也
已
（
為
政
第
二
）

朱
注
（『
論
語
集
注
』〔（
朱
熹
『
四
書
集
注
』
芸
文
印
書
舘
、
一
九
六
九
年
、

登
録
番
号

）
巻
一
、
一
二
丁
ウ
〕）

0180032

非ズ
シ
テ

二

聖
人
之
道ニ
一
而
、
別ニ

為
二
一
端ヲ
一
、如キ
二
楊
墨ノ
一
是
也
。
其ノ

率イ
テ二

天
下ヲ
一

至ラ
シ
ム

二

於
無
父
無
君ニ
一
、
…
…
程
子
曰
、
仏
氏
之
言
、
比ス
二
之ヲ

楊
墨
一
。
尤モ

為ス
レ
近シ

トレ
理ニ

、
所
三
-以ナ

リ

其
害
為ス
二
尤
甚シ

ト一
。
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編
者
注
⑦
「「
吾
儒
中
の
異
端
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、

670-9-8
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
五
枚
）

「
吾
儒
中
の
異
端
」

『
異
端
弁
正
』（
次
頁
参
照
）
詹
陵
（
艮
卿
）

日
本
で
は
寛
文
三
、
刊
本
／
同
、
四
年
、
昌
平
校
翻
刻

○
『
学
蔀ほ

う

通
弁
』
一
二
巻
（
明
、
陳
建
―
清
瀾
）、『
困
知
記
』（
羅
整
庵
）
と
と
も

に
、
羅
山
青
年
時
代
の
愛
読
書
。

嘉
靖
四
年
成
、
二
十
七
年
刊
↓
一
五
四
八
↓
（
寛
政
四
年
昌
平
校
刊
）

﹇
↓
禅
学
、
陽
明
学
の
排
撃
﹈

朝
鮮
本
、
三
冊

明
、
嘉
靖
三
十
年
（
一
五
五
一
）

嘉
靖
三
十
年
六
月
（
表
紙
裏
）
↓
鵞
峯
手
沢
本

羅
山
手
写
本
（
お
そ
ら
く
二
二
才
以
前
↓
「
既
見
書
目
」
中
に
見
ら
れ
る
か
ら
）

（
内
閣
文
庫
蔵
）

惺
窩
は
、
慶
長
九
年
（
甲
辰
）
十
二
月
に
、
こ
れ
を
羅
山
か
ら
借
り
て
い
る

（『
惺
窩
文
集
』
巻
三
所
収
、
書
簡
）

○
鵞
峯
は
、
羅
山
点
本
と
朝
鮮
本
と
を
校
合
し
て
、
朱
点
を
加
え
た
。

○
『
四
庫
全
書
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
我
国
で
は
、
早
く
か
ら
刊
本
が

出
て
（
寛
永
二
十
一
年
）
広
く
普
及
し
た
。

朝
鮮
本
の
輸
入
は
、
す
で
に
室
町
時
代
か
ら
あ
る
が
、
何
と
い
っ
て
も

cf.

エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
の
は
文
禄
慶
長
役
で
、
多
数
の
図
書
を
も
ち

か
え
っ
た
だ
け
で
な
く
、
銅
版
活
字
が
移
入
さ
れ
、
銅
版
ま
た
は
こ
れ
を

模
し
た
木
版
活
字
本
印
刷
が
江
戸
初
期
に
盛
行
し
た
﹇
姜
沆
（
捕
虜
）
↓

藤
原
惺
窩
﹈。
朱
子
学
系
統
の
大
半
は
朝
鮮
本
で
、
こ
れ
を
底
本
に
し
て

日
本
版
が
出
た
（
訓
点
を
付
す
）。

駿
河
文
庫
を
羅
山
が
管
理
し
た
の
で
、
羅
山
の
朱
子
学
学
習
は
朝
鮮
本

に
大[多

]く
を
依
存
し
て
い
る
。
異
端
排
撃
の
筆
鋒
が
、
惺
窩
よ
り
羅
山
に
於

て
ヨ
リ
前
面
に
出
て
い
る
の
は
、
朝
鮮
朱
子
学
の
影
響
を
思
わ
せ
る
。
李

退
渓
↓
闇
斎
学

林
鵞
峯
﹇
↓
春
斎
（
羅
山
の
三
子
）﹈
手
沢
の
朝
鮮
本
『
異
端
弁
正
』

◎
第
三
冊
の
末
尾
に
鵞
峯
は
跋
を
書
き
（
延
宝
九
年
）、

「
排
二
邪
説
一
反ス

ノ二
之ヲ

正ニ
一
之
功
。
可
レ
謂
二
多
多
益〻
弁ズ

ト一
也
。
実
是
寸
鉄
之
利

刃ジ
ン

、
雖
レ
当ル

ト二
百
万
之
貔
貅ニ
一
、
何ノ

懼レ
カ

之
有
〔
」（
阿
部
吉
雄
『
日
本
朱
子
学
と

朝
鮮
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
、
登
録
番
号

、
一
九
一

0183463

頁
）〕

「
排
仏
の
文
は
韓
退
之
（
唐
）
の
『
原
道
』、
孫
明
復
（
泰
山
）
の
『
儒
辱
』、

石
徂
来
（
延
年
、
字
、
曼
卿ケ

イ
﹇
石
介
、
字
は
守
道
﹈）
の
『
怪
説
』﹇「
恠
説
」﹈、

欧
陽
（
宋
）、
永
叔
﹇
↓
字
﹈（
脩
）
の
『
本
論
』、
皆
一
代
の
好
文
章
に
て
、

道
理
の
至
極
を
得
た
り
…
…
諸
名
公
の
文
は
、
明
人
の
『
異
端
弁
正
』
に
載

せ
た
り
」（
次
頁
参
照
）
＝
太
田
錦
城
（
一
七
六
五
―
一
八
三
五
）
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『
梧
窓
漫
筆
』〔
後
編
巻
下
（『
随
筆
集
』
国
民
文
庫
刊
行
会
、
一

九
一
二
年
、
登
録
番
号

、
六
一
三
頁
）〕（
考
証
学
・

0193430

折
衷
学
）
加
賀
（
金
沢
）
藩
に
仕
う
。
皆
川
淇
園
・
山
本
北
山

に
学
ぶ
。
文
政
五
年
、
加
賀
藩
儒
、
文
政
八
年
卒
。
六
一
才
。

と
あ
る
の
で
、
後
期
ま
で
広
く
儒
者
の
間
に
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
但
し

次
頁
の
太
田
錦
城
の
批
判
を
見
よ
。

詹
陵
『
異
端
弁
正
』
が
広
く
よ
ま
れ
て
い
る
こ
と
。

太
田
錦
城
﹇
↓
文
政
八
年
没
﹈『
疑
問
録
』
巻
下
﹇
寛
政
七
年
秋
九
月
、
文
政
十
三

年
刊
（
門
人
の
序
）〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
大
田
錦
城
『
疑
問
録
』
巻
下

コ

ピ
ー
」（
資
料
番
号

）〕﹈

710-15

〔「
〕
朱
子
の
仏
理
と
吾
儒
と
の
異
を
争
れ
し
こ
と
、「
語
類
」
に
見
へ
た
り
。

畢
竟
の
説
は
、
仏
の
云
、
性
は
知
覚
に
て
、
聖
人
の
性
は
理
を
云
ふ
と
云
こ

と
也
。
後
世
、
明
の
陳
建
な
ど
、
此
説
を
主
張
し
て
『
学
蔀ほ

う

通
弁
』
に
詳
弁

せ
り
。
詹
陵
が
『
異
端
弁
正
』
な
ど
も
同
意
也
。
是
は
後
世
、
朱
学
を
奉
ず

る
も
の
の
口
実
な
り
〔
」〕

釈
氏
も
〔「
〕
理
、
法
身
。
智
法
身
。
と
云
て
、
理
知
の
二
つ
を
棄
〔
」〕
て

て
い
な
い
。〔「
〕
要
レ
之
、
其
実
は
多
分
仏
老
に
本(ヅ

イ
)て

、
他
人
に
（
そ
の
事

を
）
窺
れ
ん
こ
と
を
恐
て
、
陽
に
は
抗
言
し
て
（
仏
を
）
排
せ
ら
る
ゝ
こ
と

故
、
堅
白
同
異
の
弁
の
如
き
こ
と
多
し
〔
」〕

戦
国
時
代
、
公
孫
龍
等
、
詭
弁
家

「
吾
儒（
道
）
中
の
異
端
」
と
い
う
表
現
『
異
端
弁
正
』

自
序夫

道ハ

一
而
已
矣
、
二ニ

ス
ル
ハレ

之ヲ

則
不
レ
是ナ

ラ

。

正
道
↓
堯
、
舜
、
禹
、
湯
、
文
、
武
、
周
公
、
孔
子
、
孟
子
、
及
、
…
…

周
（
濂
渓
）、〔
…
…
〕
張
（
横
渠
）、
朱
之
相
伝ル

者
是
也
。
＝
道
統
之

伝

異
端
↓
老
子
・
楊
・
墨
・
荘
・
列
・
釈
氏

如キ
ハレ

称ス
ル二

教
外
別
伝
之
禅ト
一
則チ

又
異
端
中
之
異
端
。

こ
れ
と
対
応
し
て
、

後
世ノ

儒
者
陥
二
-溺ス

ル

於
禅
学ニ
一
、
又
吾ガ

道
中
之
異
端
也
」〔『
異
端
弁
正
』
婦
屋

仁
兵
衛
、
登
録
番
号

、「
自
序
」
又
四
丁
オ
〕

0197029

○
つ
ま
り
「
異
端
」
の
漢
語
は
三
変
し
た
わ
け
で
、
朱
子
学
（
宋
学
）
が
『
論
語

集
注
』
に
お
い
て
、『
論﹅

語﹅

』
に﹅

初﹅

出﹅

す﹅

る﹅

「
異
端
」
を
も
っ
て
、
聖
人
の
道
以
外

の
道
を
指
す
、と
い
っ
て
、ヘ
レ
ジ
ー
プ
ラ
ス
ペ
ー
ガ
ニ
ズ
ム
に
近
い
意
味
に「
異

端
」
の
語
を
解
釈
し
、
教
義
上
も
力
を
つ
と
め
て
仏
教
を
異
端
と
し
て
排
撃
し
た
。

（
＝
宋
学
の
立
場
で
は
、
楊
・
墨
等
上
代
の
異
端
は
す
で
に
孟
子
が
闢
い
た
。
い

ま
や
最
大
の
異
端
は
「
釈
氏
」
で
あ
る
（
釈
・
老
荘
）。）
釈
老
䂊
「
道
統
の
伝
」

そ
う
し
て
、
こ
の
熾
烈
な
聖
人
の
道
の
正
統
意
識
は
明
に
至
っ
て
最
高
潮
に

た
っ
し
、
つ
い
に
、
こ
こ
に
見
る
よ
う
に
「
吾
道
中
の
異
端
」﹇
䂊
「
聖
人
の
道
に

非
ず
し
て
別
に
一
端
を
な
す
も
の
」﹈
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
異
端
の
概
念
は
ヘ
レ
ジ
ー
に
近
接
し
た
わ
け
で
あ
る
。
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き
わ
め
て
逆
説
的
だ
が
、
聖
人
の
道
を
護
持
す
る
と
い
う
正
統
意
識
の
宋
代
に

お
け
る
強
調
が
、
朱
陸
の
論
争
（
鵝

〔
が
い
〕

湖
の
争
﹇
↓
江
西
省
、
鵝
湖
寺
で
両
雄
会

し
、
三
日
、
論
争
す
る
も
合
わ
ず
﹈）（『
大
学
』
の
、『
中
庸
』
の
解
釈
）
を
呼
ん

だ
。
が
そ
の
際
狭
義
の
吾
道
中
の
異
端
―
―
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
は
な
い
が
―
―

つ
ま
り
ヘ
レ
ジ
ー
と
し
て
論
敵
を
攻
撃
し
た
の
は
、
朱
子
の
側
よ
り
も
陸
象
山
の

側
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
の
側
は
「
異
端
」
の
名
に
お
い
て
意

味
し
た
の
は
む
し
ろ
仏
教
―
―
華
厳
哲
学
で
武
装
さ
れ
た
禅
学
―
―
で
あ
り
﹇
次

頁
参
照
﹈、
そ
こ
で
触
発
さ
れ
た
「
道
統
」
意
識
が
、
陸
象
山
に
お
い
て
、
論
敵
、

朱
子
学
派
に
た
い
し
牙
を
逆
に
し
て
む
け
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

「
吾
が
儒
中 [マ

マ
]に

も
自
か
ら
異
端
あ
り
。
お
よ
そ
本
緒
に
循
は
ず
、
外ほ

か

に
求

め
ん
と
欲
す
る
者
は
み
な
異
端
な
り
」（
陸
象
山
)

（『
竜
渓
王
先
生
全
集
』
巻
十
七
〔「
三
教
堂
記
」〕
の
引
用
)

王
龍
渓
（
一
四
九
八
―
一
五
八
三
）
は
王
陽
明
の
高
弟
で
、

し
た
が
っ
て
明
の
人
で
あ
る
。

王
陽
明
の
『
伝
習
録
』
巻
下
に
は
、

「
与
二
愚
夫
愚
婦
一
同
的
、
是
謂
二
同
徳
一
、
与
二
愚
夫
愚
婦
一
異
的
、
是
謂
二
異

端
一
」

同
徳
䂊
異
端
（
朱
子
学
と
ち
が
っ
た
定
義
。
吾
儒
中
の
異
端
も
当
然
ふ
く
ま
れ
る
）

説
明

「
心
の
良
知
を
聖
と
い
う
。
こ
れ
（
良
知
）
を
同
じ
う
す
る
を
同
徳
と
い
い
、
こ

れ
と
異
る
を
異
端
と
い
う
」（
陽
明
↓
『
王
龍
渓
全
集
』
巻
八
「
孟
子
・
告
子
之
学
」

か
ら
の
孫
引
）

﹇
朱
子
も
「
偽
学
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
は
ら
れ
た
﹈

編
者
注
⑧
「「
論
学
弊
（
異
端
の
発
生
と
類
型
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
栗
山
の
異
端
論

670-6-4

―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の
続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）
の
一
部

670-6-3

『
論
二
学
弊
一
』（
異
端
の
発
生
と
類
型
）

刊
本

柴
野
栗
山
（『
栗
山
文
集
』
巻
一
〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
柴

野
栗
山
『
論
学
弊
』
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号

）〕）

699-1-1

﹇『
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
巻
『
寛
政
異
学
禁
関
係
文
書
』﹈

○
原
白﹅

文﹅

返
点
の
み
付
す

⎩⎨⎧

近
世
立ツ

ル二
新
説ヲ
一
凡ソ

有リ
二
数
途
一
焉
。

其
上ナ

ル

者ハ

資
質
聡
明
、
ａ

厭フ
二
旧
学
之
固
陋
纏
縛ヲ
一

其
次ハ
ｂ

局
量
卑
狭
、
苦ム
二
古
説
之
有ル

ニ一
レ
所
二
窒
礙ガ

イ
ス
ル

[通
じ
な
い
]一

其
次ハ
ｃ

驕
傲
僭
越
、
尊
大
自ラ

拠ル

最
下ナ

ル

者
ｄ

怠
惰
自ラ

便ト
ス

。

﹇
ａ
自
由
派

リ
ベ
ル
タ
ン

＝
反
教
条
異
端
﹈

其
厭フ
二
固
陋
纏
縛ヲ
一
者ハ

不
レ
能ハ
二
通
観
周
覧シ

テ

以テ

救ヒ
レ
弊ヲ

誘フ
コ
ト

一
レ
正ヲ

、
欲シ
下
幷セ

テ二
大
中
、

至
正
之
道ヲ
一
廃
上
レ
之ヲ

、
別ニ

立テ
テ二

平
俗
鄙
近
之
説ヲ
一
。
以テ

為シ
二
孔
孟
之
血
脈ト
一
、
以
自ラ

喜ブ
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﹇
仁
斎
学
﹈。
是レ

猶ホ
下
悪ミ

テ二
周
末
曲
儒ノ

瑣
節
繁ハ

ン

文ヲ
一
幷セ

テ

廃シ
二
文
武
周﹇
公
﹈召﹇
召
伯
、

武
王
の
弟
﹈
之
大
典ヲ
一
、
以テ

従フ
ガ中

老
荘
申
﹇
不
害
﹈
韓
之
放
誕
名
実ニ
上
也
。
豈
可ナ

ラ
ン
ヤ

乎
。

﹇
ｂ
偏
狭
異
端

公
式
主
義
○

完
璧
主
義
異
端
﹈

or

其
局
量
卑
狭ナ

ル

者
不
レ
能ハ
下
開
二
-闊シ

眼
境ヲ
一
、放
二
-寛シ

胸
次ヲ
一
、平(ニ

シ
)レ

心(ヲ
)易(ク
シ
)レ

気(ヲ
)、

以テ

読ン
デレ

書ヲ

視ル
コ
ト

上
レ
理ヲ

。
欲シ
下
以テ
二
天
下
古
今ノ

事
理ヲ
一
必ズ

一
-律ニ

セ
ン
ト

上
レ

之ヲ

、
儻モ

シ

遇ヘ
バ二

滞
﹇
と
ど

こ
お
る
﹈
礙ガ

イ

不ル
ニ一

レ
通ゼ

則チ

謂ヒ
二
古
人
皆ナ

非ナ
リ
ト

一

矣
、
不
下
復タ

徐ロ
ニ

思ハ
中
古
人ノ

所
二
-以ノ

立ツ
ル一

レ

説
之
旨ヲ
上
欲シ

テレ
通ゼ

ン
ト

二

一
二
処
或ハ

窒ス
ル
ヲ

一

、而
遂ニ

窒(フ
サ
グ
)ス

二

百
千
之
所ニ

[ヲ
]

一
レ
通ズ

ル

。」（
以テ
二
朱
均ヲ
一

疑ヒ
二
性
善ヲ
一
以テ
二
朱
均ヲ
一
斥ク

ル
コ
ト

二

復
性ヲ
一
、
猶ホシ
下
以テ
二
夏
雹
冬
雷ヲ
一
疑フ

ガ中
陰
陽ヲ
上
焉
。）

﹇
ｃ
傲
慢
異
端

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
異
端
﹈

or

其
驕
傲ナ

ル

者ハ

見テ
丁
先
輩ノ

創メ
二
新
意ヲ
一
立テ

テ二
門
戸ヲ
一
、
被ル

ル
ヲ丙

小
児
輩ニ

謂ハ
乙
豪
傑ノ

士ト
甲
、
謂ヘ

ラ
ク

循
二
守ス

レ
バ

古
説ヲ
一
、
則
似テ
下
曲
陋
、
不シ

テレ
能ハ
レ
成ス
レ
家ヲ

而
出ズ

ル二
其
下ニ
一
者
上
。
是ヲ

以テ

欲ス
下
亦

別ニ

開キ
テ二

宗
派
一
祖
師
自ラ

作(ラ
ン
)

上

、
鑿
-空

サ
ッ
ク
ウ

﹇
穴
を
ほ
り
﹈
杜ズ

-撰サ
ン

、
務メ

テ

拗オ
ウ
シ
テ

二

﹇
ね
じ
ま
げ

ク
ス
ネ
／
次
の
「
送
二
長
子
玉
一
序
」
に
も
あ
る
﹈
古
説ヲ
一
、
叨ミ

ダ
リ
ニ

以テ
二
豪
傑ヲ
一
自ラ

喜ブ

焉
。

﹇
ｄ
怠
惰
異
端

次
頁
↓
﹈

栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
『
論
学
弊
』
の
続
き
）

﹇
文
人
＝
怠
け
者
異
端

↓
偽
原
典
主
義
？
﹈

其
怠
惰
自ラ

便ト
ス
ル

者
、
本ト

不ル
ニレ

能ハ
下
勤﹅

苦シ
テ

読ム
コ
ト

中

六﹅

経ノ

伝﹅

注ヲ
上
﹇
本
づ
く
﹈。
其
平
生

所ハ
レ
事ト

ス
ル

皆
召
歌
呼
酒
、
其ノ

所
二
縁
飾ス

ル一
皆ナ

詞
曲
小
説

易
(＝
ア
ナ
ド
ル
)

二

読
書ノ

ミ一
。
然レ

ド
モ

愧ジ
二
以テ

レ
此ヲ

自
処ル

ヲ一
而
亦タ

竊カ
ニ

倚リ
テ二

経
学ニ
一
以テ

立ツ
二
門
戸
一
。
而レ

ド
モ

士
子ノ

入
二
-学ス

ル

于
京ニ
一
者
、

於テ
二
六
経
伝
注ニ
一
固ヨ

リ

幼ナ
リ

。
習
熟シ

テ

復リ
レ
本ニ

欲ス
レ
ド
モ

下

以テ
三
其
所ヲ
二
凝
滞ス

ル一
就テ

質サ
ン
ト

上
レ
之ヲ

、
而

其ノ

先
生ナ

ル

者
、
乃
不
レ
能ハ
レ
当ル
レ
之ニ

、
一◎

-例ニ
（
お
し
な
べ
て
〔
）〕
抹
-却シ

、
以テ
二
白
本ヲ

一
従ヒ
レ
事ニ

、
以テ

縦ニ
ス
ル
ヲ

中

其
妄
臆ヲ
上
。
故ユ

エ
ニ
(コ
ト
サ
ラ
)謬リ
テ二

-忽ニ
シ

﹇
ゆ
る
が
せ
に
す
る
、
お
こ

た
る
﹈
其
説ヲ
一
、
令メ
二
人ヲ

シ
テ

不ラ
一
レ
得
二
詰
問ス

ル
ヲ

一

、
以テ

掩フ
二
其
短ヲ
一
。
亦
術
之
巧ナ

ル

者
也
。

〔「
縦ニ

ス
ル
ヲ

中

其
妄
臆ヲ
上
」
と
い
う
部
分
は
、
一
九
八
七
年
九
月
一
四
日
の
日
本
学
士

院
論
文
報
告
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
の
配
布
資
料
（
丸
山

文
庫
草
稿
類
資
料
「「
江
戸
時
代
に
お
け
る
異
端
類
型
化
の
試
み
」
学
士
院
報
告
配

布
資
料
」
資
料
番
号

）
で
は
、「
縦
二
其
妄
臆
一
」
と
な
っ
て
い
る
〕

670-8

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

近
世
之
弊
大
抵
不
レ
出デ
二
此
数﹅

端ヲ
一
、
而
展
転
反
復
、
日ニ

新ニ

月﹅

異リ

、
怪
妄
訛カ

誕タ
ン

、
論

語ノ

解
、
至ル
三
于
有ル

ニ二
二
十
余
家
一
。
道﹅

術﹅

無﹅
レ
紀﹅

之﹅

甚シ
キ

、
言ヘ

バレ
之
傷マ

シ
ムレ

心ヲ

。
善イ

哉
、

鳩
巣
室
氏ノ

曰フ
ヤ

、
如キ

ハ下
与ハ
二
酔
人
一
言
上
、
不ズ

ト
レ
可カ

ラ二
与ニ

弁ズ
一
レ
是ヲ

矣
。」

編
者
注
⑨
「「
栗
山
の
異
端
論
―
―
仁
斎
・
徂
徠
・
春
台
（
栗
山
、
論
学
弊
の

続
き
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ

670-6-3

４
版
）
二
枚
）
の
一
部

同
じ
く
『
栗
山
文
集
』
巻
二
「
送
二
長
子
玉
一
序
」〔
丸
山
文
庫
草
稿
類
資
料
「
柴

野
栗
山
「
送
長
子
玉
序
」
コ
ピ
ー
」（
資
料
番
号

）〕
に
、

699-1-2
慶
長
元
和
之
政
、
屢
㽁

垂レ
二
意ヲ

風
教ニ
一
推﹅
二
崇ス

正﹅

学ヲ
一
。
…
…
…
…

(そ
の
と
き
の
儒
者
は
）

経
説
皆
尊
二

信シ
テ

古
義ヲ
一
、
不
二
敢テ

有ラ
一
レ
所
レ
改ム

ル

焉
。
其
教フ

ル二
道
学ヲ
一
者ハ

、
雖
二
一
字ノ

訓
詁ト
一
皆
有リ
レ
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所
レ
拠ル

。
故
其
徒
業
成リ

テ

而
帰
者
所
下
以
表
二
-儀ト

ナ
リ
テ

一
邦ニ
一
而
講
中
説
黌
庠
上
、皆
随ヒ

テレ

才ニ

雅
飾
、
奉
二
-守シ

師
説ヲ
一
惴ズ

イ

惴
焉ト

シ
テ

惟
㽁

有テ
レ
所
レ
失フ

而
詭ク

ス
ル
ヲ

二

聖
人ヲ
一
是レ

懼ル

。
是ヲ

以テ

道
徳
一ニ

シ
テ

而
風
俗
美ナ

リ

。
…
…

…
…

﹇
仁
斎
＝
自
由
派
異
端
﹈

既
而
伊﹅

藤﹅

源﹅

助ナ
ル

者
出
。
始メ

テ

出シ
二
意﹅

見ヲ
一

駁シ
二
先﹅

儒ヲ
一
｜
議シ
二
聖﹅

経ヲ
一
｜
自ミ

[ズ
カ
]ラ

謂ヒ
レ

得タ
リ
ト

二

孔
孟ノ

血
脈ヲ
一
。
其
言
行
頗ル

足ル
レ
取ル

ニ
二
信ヲ

於
人ニ
一
。
学
者
於テ
レ
是
始メ

テ

惑フ

。

﹇
徂
徠
＝
傲
慢
異
端
﹈

継イ
デ

而
文
人
、
物
茂
卿ナ

ル

者
、
妬ミ
レ
被ル

ル
ヲ

二

源
助ニ

先
鞭セ
一
、
欲シ
三
超テ

而
出ン

ト二
其
右ニ
一
強ヒ

テ二
拗オ

ウ

-

戻レ
イ
ヲ一

、
穿
-鑿サ

ク

付
-会
、
肆ニ

シ二
其
怪
僻ヘ

キ

夸コ

誕
之
説ヲ
一
、
以
罔マ

ス二
一
時ヲ
一
。
而シ

テ

其
徒
、
太
宰

純ナ
ル

者
、
又
反
二
-噬シ

其
師ニ
一
自ラ

為ス
コ
トレ

説ヲ

尤モ

謬
妄
、
遂ニ

至ル
下
于
謂フ

ニ中
孟
子ハ

迂
闊ニ

シ
テ

不ト
上
レ

如カ
二
淳
于
髠コ

ン

之
徒ニ
一
[
経（

礼
）

・
権
]。
嗚
亦
甚シ

矣
。」﹇
斉
の
弁
士
。
…
…
男
女
授
受
不

親
＝
礼
、
嫂
溺
授
之
以
レ
手
＝
権

先
王
の
道

今
天
下
溺
、
夫
子
之
不ル

ハレ
援
何ゾ

ヤ

也
﹈

自リ
レ
此
、其
後ノ

学
者
無ク
三
復タ

所ノ
二
畏イ

-忌キ
ス
ル一

師ト
シ
テレ

心ヲ

妄
作シ

、
日ニ

新ニ

月ニ

変ズ

。
苟モ

異ナ
ル二

古
説ニ
一

者ハ

指シ
テ

為シ
二
豪
傑
一
、
才
弁
一ト

タ
ビ

経ル
二
先
輩ノ

口
舌ヲ
一
者ハ

、
為シ
二
腐﹅

陳ト
一
為シ
二
糟﹅

粕ト
一
、
為ス
三

甘ン
ジ
テ

為ル
ト二

之ガ

奴
隷ト
一
虚
驕
相
尚ビ

競ヒ
テ

欲シ
二
出シ
レ
奇ヲ

相
圧セ

ン
ト

一

、
日ニ

以テ

穿
二
-蠧ト

シ

六
経ヲ
一
、詆
二

-訶シ

先
儒ヲ
一
、
頽
瀾シ

テ

横
二
-被ス

ル
コ
ト

天
下ニ
一
如シ
レ
狂セ

ル
ガ

。
至ル
地
乃チ

新
進
黄
口
、
初メ

テ

開ケ
バレ

巻ヲ

輙チ

以テ
レ
欲ス

ル
ヲレ

決
二
摘ス

ル
ヲ

古
人ノ

瑕
類ヲ
一
為ス

ニ天
レ
心ト

。
奴﹅
二
-視シ

老﹅

成ヲ
一
軽
二
-蔑シ

聖
経ヲ
一
其
弊

至ル
下
于
以テ
二
経
語ヲ
一
為ス

ニ中
戯
慢
之
資ト
上
、
壊
二
-敗シ

風
俗ヲ
一
、
充
二
塞ス

ル

仁
義ヲ
一
。
其レ

謂ハ
ン二

之ヲ

何ト
カ一

、
竊カ

ニ

為メ
ニ二

天
下
一
懼ル

焉
…
…

栗
山
の
師
は
中
村
深
蔵
（
蘭
林
）
で
鳩
巣
の
門
人
で
あ
る
。
栗
山
が
鳩
巣
を
以

て
聖
学
の
正
伝
を
つ
た
え
た
も
の
と
深
く
賞
揚
し
て
い
る
の
は
理
由
の
な
い
こ
と

で
は
な
い
。
元
禄
、
享
保
の
こ
ろ
古
学
、
古
文
辞
学
の
圧
倒
的
な
流
れ
に
抗
し
て
、

朱
子
学
の
孤
塁
を
ま
も
っ
た
の
は
、
鳩
巣
そ
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
。

錦
里
―
―
鳩
巣
―
―
子
深
（
河
口
苧
山
）

編
者
注
⑩「『
弘
道
館
記
述
義
』の
抄
録
及
び
コ
メ
ン
ト
」（
資
料
番
号

、

713-3

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
四
枚
）・「
史
料
ノ
ー
ト
（
引
出
し
⑦
後
期
水
戸

学
ほ
か
）」（
資
料
番
号

）
の
一
部
（
ル
ー
ズ
リ
ー
フ
（
Ｂ
５
版
）
一

1158-7

枚
）・「「
後
期
水
戸
学
に
お
け
る
異
端
の
分
類
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料

番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

670-10-1

『
弘
道
館
記
述
義
』
藤
田
東
湖

弘
化
四
年
﹇
天
保
九
年
創
建
﹈

﹇
◎
異
端
蔓
延
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
―
次
頁
﹈

「
中
世
以
降
、
異
端
邪
説
、
民
を
誣
ひ
、
世
を
惑
は
す
」（『
弘
道
館
記
』
本
文
）

臣
彪た

け
き

、
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
異
端
邪
説
の
民
を
誣
ひ
世
を
惑
は
す
も
の
、
其

の
流
一
に
あ
ら
ず
。
而
し
て
西
戎
浮
屠
の
教
尤
も
甚
し
と
な
す
。（
西
北
洋

夷
の
教
、
其
害
又
仏
に
浮す

ぐ
、
而
れ
ど
も
祖
宗
明
断
、
一
切
駆
除
す
。
故
に

復
た
論
ぜ
ず
）
夫﹅

れ﹅

物﹅

は﹅

先﹅

づ﹅

腐﹅

り﹅

て﹅

然﹅

る﹅

後﹅

蟲﹅

生﹅

ず﹅

。
道﹅

先﹅

づ﹅

廃﹅

れ﹅

て﹅

然﹅

る﹅

後﹅

に﹅

異﹅

端﹅

入﹅

る﹅

。

[合結のとＬとＯ]

西
土
三
代
の
治
衰
へ
て
、
老
・
荘
・
揚
・
墨
の
説
起
り
、

壊
乱
の
極
嬴
政
帝
を
称
し
、
書
を
焚
き
儒
を
坑
に
す
。〔
…
…
〕
劉
邦
布
衣
よ

り
起
り
、
九
州
を
一
定
す
る
や
、
其
の
治
、
甚
だ
純
な
ら
ず
と
雖
も
、
而
も

寛
厚
に
し
て
人
を
愛
し
、
子
孫
相
承
け
、
亦
頗
る
儒
術
を
崇
む
。
…
…
王
莽
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簒
立
し
て
漢
祚
幾
ん
ど
絶
え
ん
と
し
、
劉
秀
（
後
漢
光
武
帝
）
崛
起
し
て
旧

業
を
恢
復
す
。
功
亦
偉
な
り
。
然﹅

れ﹅

ど﹅

も﹅

深﹅

く﹅

讖﹅

緯﹅

を﹅

崇﹅

信﹅

す﹅

。
当
時
の
学

者
、
皆
務
め
て
其
の
意
に
迎
合
す
。
苟
も
然
ら
ざ
る
者
は
、
往
々
擯
斥
せ
ら

る
。
儒
も
亦
窮
し
た
り
と
い
ふ
べ
し
。
其
の
子
荘
（
明
帝
）
に
至
っ
て
、
遂

に
始
め
て
仏
を
天
竺
に
迎
ふ
。
…
…
夫
れ
華﹅

夷﹅

内﹅

外﹅

は﹅

天﹅

下﹅

の﹅

大﹅

閑﹅

（
閑
は

門
の
横
木
）
詩
書
載
す
る
所
、
周
孔
言
ふ
所
、
丁
寧
反
覆
、
一
に
し
て
足
ら

ず
、
今
、
荘
（
後
漢
明
帝
）、
身
、
漢﹅

家﹅

の﹅

「
正﹅

統﹅

」
を﹅

受﹅

け﹅

、〔
…
…
〕
反﹅

っ﹅

て﹅

胡﹅

鬼﹅

を﹅

異﹅

域﹅

に﹅

迎﹅

ふ﹅

る
に
及
ぶ

[

マ

マ

]

。
而
も
群
臣
唯
唯
諾
諾
、
一
言
半
辞
も
其

⎩―⎨―⎧
の
非
を
匡
救
す
る
を
聞
か
ず
。
蓋
し
、
其﹅

の﹅

儒﹅

と﹅

い﹅

ひ﹅

、
学﹅

と﹅

い﹅

ふ﹅

者﹅

、
徒﹅

に﹅

章﹅

句﹅

訓﹅

詁﹅

を﹅

こ﹅

れ﹅

守﹅

り﹅

、
周﹅

孔﹅

の﹅

本﹅

意﹅

を﹅

闡﹅

明﹅

す﹅

る﹅

能﹅

は﹅

ず﹅

、〔
…
…
〕
讖

緯
符
命
の
説
、
亦
以
て
其
の
心
術
、
識
見
を
蠱
す
も
の
あ
る
が
故
な
り
〔『
弘

道
館
記
述
義
』
上
、
手
定
本
の
複
製
、
登
録
番
号

〕

0199433

学
問
の
堕
落
↓
華
夷
内
外
の
弁
の
失
墜
↓
異
端
（
異
教
）
の
流
入
。
そ
の
逆
で
は

な
い
。『

弘
道
館
記
述
義
』（
藤
田
東
湖
）

然
れ
ど
も
漢
魏
の
間
、
仏
法
猶
未
だ
世
に
遍
か
ら
ず
。
東
晋
の
末
、
清
談
熾

ん
に
行
わ
れ
、〔
…
…
〕
仏
法
亦
漸
く
蔓
延
せ
り
。
…
…

隋
氏
南
北
を
一
幷
し
て
民
間
の
仏
書
、
五
経
よ
り
も
多
き
こ
と
数
十
百
倍
、

其
の
盛
な
る
こ
と
推
し
て
知
る
べ
き
な
り
。
…
…
其
の
儒
を
称
す
る
も
の
、

皆
虚
無
を
以
て
宗
と
な
し
、
雕
琢
を
以
て
文
と
な
す
。
其
の
宗
を
挙
げ
て
、

諸
を
寂
滅
の
教
に
合
し
、
其
の
文
を
騁
せ
て
、
夸こ

誕た
ん

の
説
を
潤
飾
す
。
…
…

然
ら
ば
則
ち
、
仏
法
の
大
に
〔
…
…
〕
行
は
る
ゝ
所
以
の
者
、
文
人
学
士
与

り
て
大
に

[マ
マ
]

力
あ
り
、
其
の
罪
、
勝
げ
て
誅
す
べ
け
ん
や
〔
同
前
〕

次
に
日
本
の
例

◎
所
謂
道﹅

先﹅

づ﹅

廃﹅

れ﹅

て﹅

、
然﹅

る﹅

後﹅

異﹅

端﹅

入﹅

る﹅

者﹅

、
神
州
西
土
、
彼
此
一
轍

で
は
、
仏
教
の
よ
う
な
「
怪
妄
虚
誕
、
固
よ
り
道
う
に
足
ら
ざ
る
〔
」〕
説
が
何
故

こ
の
よ
う
に
熾﹅

ん﹅

に﹅

な﹅

る﹅

の
か
。

曰
く
、
イ
、
愚
冥
の
民
、
信﹅

じ﹅

て﹅

之﹅

を﹅

奉﹅

じ﹅

﹇
naiv

[naive]

な
信
奉
﹈、

富
貴
は
死
後
の
貧
賤
を
恐
れ
、患
難
は
身
後
安
楽
を
ね
が
ひ
、

⎩―⎨―⎧
善
を
な
す
者
は
彼
岸
に
い
た
ら
ん
と
し
、
悪
を
な
す
者
は
呵

責
を
の
が
れ
よ
う
と
す
る
。

ロ
、
智
巧
の
士
﹇
cleveropportunist﹈、
利﹅

し﹅

て﹅

之
を
使
ひ
（
次
頁
）、

ハ
、
純
明
剛
毅
の
人
﹇
puritan﹈、
悪﹅

ん﹅

で﹅

之
を
排
し
、

ニ
、
姦
詐さ

狡こ
う

黠き
つ

の
賊
﹇
w
icked
benefactor﹈、
資﹅

し﹅

て﹅

之
を
用
ふ
。

之
を
排
す
る
も
の
、
未
だ
必
ず
し
も
其
道
を
得
ず
、
之
を
用
う
る
も
の
或
は

能
く
其
の
私
を
な
す
。
仏
法
の
熾
な
る
職
と
し
て
是
れ
之
に
由
る
。

イ
、
前
出
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ロ
、
利
し
て
之
を
使
う

↓

「
衆
皆
仏
を
信
ず
、
我
独
り
之
に
違
う
は
不
智
な
り
」
と
い
う
処
世

(a)
上
の
オ
ポ
チ
ュ
ニ
ズ
ム
・
大
勢
順
応
主
義

及
び
、

ムズニュチポオ

統
治
上
の
功
利
主
義

⎩――⎨――⎧

(b)「
以
て
愚
俗
を
勧
懲
す
る
に
足
る
。
苟
も
我
が
治
に
補
ふ
あ
ら
ば
何

ぞ
夷
狄
の
法
を
嫌
は
ん
」
と
い
う
考
え
方
。

ハ
、
悪
ん
で
排
す
る
者
、
未
だ
必
ず
し
も
そ
の
道
を
え
ず
。

つ
ま
り
、
純
明
剛
毅

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン

の
人
の
政
治
的
、
戦
術
的
賢
明
さ
の
欠
如
。

﹇
心
情
主
義
的
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
﹈

「
異
端
の
民
に
害
あ
る
は
、
猶
疾
病
の
人
に
於
け
る
が
如
し
、
善
く
疾
病
を

治
む
る
者
は
、
先
づ
其
の
元
気
を
養
ひ
、
善
く
異
端
を
排
す
る
者
は
、
先

づ
其
の
大
道
を
修
む
。
若
し
、
徒
ら
に
攻
撃
し
駆
除
し
て
快
を
一
時
に
取

れ
ば
、〔
…
…
〕
禍﹅

変﹅

の﹅

激﹅

す﹅

る﹅

所﹅

、
将
に
勝
げ
て
救
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の

あ
ら
ん
と
す
﹇
↓
逆
効
果
﹈」

ニ
、
資
し
て
之
を
用
ふ
る
者
、
或
は
其
の
私
を
為
す
↓
状
況
を
く﹅

い﹅

も﹅

の﹅

に

す
る
。

「
今
我
れ
仏
を
奉
じ
て
〔
…
…
〕
之
を
率
ゐ
る
時
は

[マ
マ
]

、〔
…
…
〕
衆
の
我
を

尊
ぶ
こ
と
猶
仏
を
尊
ぶ
が
如
く
な
ら
ん
。〔
…
…
〕
然
る
後
、
彼
は
寧
ろ
其

の
君
父
に
背
く
と
も
、
仏
と
我
と
に
は
背
か
ず
、
我
れ
の
大
欲
こ
こ
に
於

て
か
逞
し
う
す
べ
き
な
り
」
と
い
う
考
え
方
﹇
姦
邪
の
利
用
者
﹈。

し
か
も
天
下
に
愚
冥
の
民
は
十
の
七
八
で
、
智
巧
の
士
又
そ
の
一
、
二
（
一
〇
―

二
〇
％
）
だ
。
純
明
剛
毅
の
人
に
至
っ
て
は
、
僅
か
に
十
、
一
を
千
、
百
に
存
す

（
一
％
﹇
一
パ
ー
セ
ン
ト
﹈）。

○
学
問
事
業
、
其
効
を
殊
に
せ
ず
。

…
…

学
問
事
業
の
一
に
し
難
き
は
其
の
故
多
端
な
り
。
而
も
大
弊
四
あ
り
、

曰
く
、
躬
行
を
忽

ゆ
る
が
せ

に
す
↓
身
に
本
づ
く
べ
き
教
な
の
に
、
礼
義
を
修
め
ず
、

私
行
を
け
が
す
。

曰
く
、
実
学
を
廃
す
↓
文
人
は
、
万
言
た
ち
ど
こ
ろ
に
な
り
、
さ
ま
つ
な
事
に

と
ら
は
れ
、
あ
る
い
は
風
流
に
な
る
。
武
人
は
兵
法
に

通
じ
て
い
る
だ
け
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
な
い
。

曰
く
、
経
に
泥
む
↓
教
条
主
義
、「
旧
典
を
墨
守
し
、
変
通
を
知
ら
ず
」（
木
偶
）

曰
く
、
権
に
流
る
↓
世
に
阿
り
己
を
枉
げ
て
人
に
従
ひ
、
以
て
権
に
通
ず
と
な

す
。〔『
弘
道
館
記
述
義
』
下
、
手
定
本
の
複
製
、
登
録
番

号

〕

0199434

『
弘
道
館
記
』
及
『〔
弘
道
館
記
〕
述
義
』
の
用
法
が
い
か
に
維
新
の
宣
詔
に

影
響
し
て
い
る
か
の
一
例

宣
布
大
教
詔（『
太
政
官
日
誌
』明
治
三
年
第
一
号
東
京
城
第
一﹇
正
月
三
日
庚
午
﹈）

会
沢
、
二
頁
前
｜
『〔
弘
道
館
記
〕
述
義
』〔（『
東
湖
全
集
』
博
文
館
、

cf.
一
九
〇
九
年
）
登
録
番
号

〕

0197749
p

142,
p

143,
p

146
「
朕
恭
惟
、
天
神
天
祖
、
△
立
レ
極
垂
レ
統
、
列
皇
相
承
、
継
レ
之
述
レ
之
、
祭
政

一
致
、
億
兆
同
心
、
治
教
明
二
于
上
一
、
風
俗
美ナ

リ二
于
下
一
、
而
中
世
以
降
、
時
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有
二
汙
隆
一

、
道
有
二
顕
晦
一
矣
（
治
教
之
不
レ
洽
也
久
矣
）、
今
也
天
運

［
p
146］

循
環
、
百
度
維
新
（
盛
徳[カ

]）、
宜
明
二
治
教
一
以
宣
二
揚
惟
神
之
大
道
一
也
、
因
新

命
二
宣
教
使
一
、
布
二
教ス

天
下
一
、
汝
群
臣
衆
庶
、
其レ

体
二
斯
旨
一
」〔『
国
民
思
想

叢
書
』
聖
徳
篇
、
大
東
出
版
社
、
一
九
三
二
年
、
登
録
番
号

、
二

0183481

〇
六
頁
〕

「
合
二
文
武
一
一
二
治
教
一
」（〔『
弘
道
館
記
述
義
』〕

）

p
176

△
立
極
は
、
建
極
と
も
い
い
、
道
徳
規
範
の
規
準
を
立
て
る
意
味

出
典
、『
中
庸
章
句
』
序
〔（
朱
熹
『
四
書
集
注
』
芸
文
印
書
舘
、
一
九
六
九

年
、
登
録
番
号

）
一
丁
オ
〕「
自
上
古
聖
神
、
継
レ
天
立
レ
極

0180032

而
道
統
之
伝
有
二
自
来
一
矣
」

﹇『
尚
書
』
洪
範
「
皇
建
二
其
有
極
一
」〔『
日
本
思
想
大
系

水
戸
学
』、
岩

53

波
書
店
、
一
九
七
三
年
、
登
録
番
号

、
二
三
〇
頁
頭
注
〕﹈

0203162

△
垂
統
は
（
帝
位
を
）﹇
？
（
業
を
）﹈
後
世
に
永
く
伝
え
る
こ
と
。

出
典
、『
孟
子
』「
君
子
創
レ
業
、
垂
レ
統
、
為
レ
可
レ
継
也
、
若
二
夫ノ

成
功
一
則
天

也
」（
梁
恵
王
下
）

『
史
記
』「
陛
下
﹇
孝
武
帝
﹈
奉
二
-承
天
統ヲ
一
、
明
開
二
聖
緒
一
、
尊
レ
賢

顕ハ
シレ

功ヲ

…
…
而ル

ニ

家ト
シ二

皇
子
一
（
王
に
封
じ
な
い
で
）、
為サ

バ二
列
侯ト
一
則
、

尊
卑
相
踰エ

、
列
位
失ハ

ンレ
序ヲ
〔
不
レ
可
三
以
〕
垂
二
統
于
万
世
一
」（
三
王
世

家
﹇
亡
失
古
篇
の
一
﹈
第
三
十
）

﹇
柳
宗
元
「
立
極
垂
統
、
貽
二
于
後
裔
一
」（
塗
山
銘
〔『
日
本
思
想
大
系
53

水
戸
学
』
二
三
〇
頁
頭
注
〕）﹈

後
期
水
戸
学
に
お
け
る
異
端
の
分
類

会
沢
〔
正
志
斎
〕『
退
食
間
話
』（
天
保
十
三
年
﹇
壬じ

ん

寅い
ん

↓
み
ず
の
え
、
と
ら
﹈
十
二
月
序
、
弘
道
館
蔵

（『
弘
道
館
記
』
の
）
解
説
﹇
藤
田
東
湖
『
弘
道
館
記
述
義
』（

「
尊
王
攘

cf.

夷
」
と
い
う
成
語
は
『
弘
道
館
記
』
に
は
じ
め
て
登
場
す
る
）﹈

問
「
中
世
以
降
、
異﹅

端﹅

邪﹅

説﹅

誣
レ
民
惑
レ
世
、
俗
儒
曲
学
舎
レ
此
従
レ
彼
」
と
あ
る

は
、
い
か
な
る
事
に
候
哉
。〔『
退
食
間
話
』（『
日
本
思
想
大
系

水
戸
学
』

53

二
四
二
頁
）〕

曰

…
イ
、
仏
教

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

日
本
国
夷
人
物
茂
卿

「
蓋
中
華
聖
人
之
邦
孔
子
没
而
垂
二
二
千
年
一
、
猶
レ
且
レ
[莫
レ
]有
乎
爾
、

迺
以
二
東
夷
之
人
一
、
而
得
二
聖
人
之
道
於
遺
経
一
者
亦
、
李
王
二
先
生
之

賜
也
」（『
徂
來
集
』
巻
二
十
二
「
与
二
富
春
山
人
一
書
」〔『
日
本
思
想
大

系

水
戸
学
』
二
四
三
頁
頭
注
〕）

53

ⓐ
◎
ロ
、
近
世
に
至
り
て
は
、
荻
生
翁
の
徒
の
如
く
、
唐
土
を
ば
中
華
・
中
国

な
ど
ゝ
称
し
、
自
ら
東
夷
・
日
東
な
ど
称
す
る
類
に
し
て
、
神
州
の
臣
民
、

敢
て
云
ふ
べ
き
所
に
非あ

ら
ず

。
又
新
井
氏
な
ど
の
、
関
東
を
王
（
日
本
国
王
）
と

称
し
、
天
朝
を
寓
公
の
如
く
に
申
奉
ん
も
、
西
土
の
名
号
に
泥な

ず

み
て
、
東
照
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宮
の
皇
朝
を
尊
崇
し
給
へ
る
深
意
に
悖も

と

る
な
り
。
荻
・
新
二
氏
、
何
れ
も
豪

傑
の
士
に
し
て
、
其
著
す
所
の
書
も
世
に
益
あ
る
も
の
多
し
と
い
へ
共
、「
舎

レ
此
従
レ
彼
」
の
病
は
遁の

が

る
べ
か
ら
ず
〔『
退
食
間
話
』
二
四
三
頁
〕

﹇
華
夷
内
外
の
分
が
異
端
論
の
前
面
に
出
る
。（
崎
門
の
系
譜
）
浅
見
絅
斎

「
異
国
ノ
ヒ
イ
キ
ス
ル
ハ
大
キ
ナ
異
端
」〔『
浅
見
先
生
学
談
』
登
録
番
号

〕
↓
李
氏
朝
鮮
と
の
対
比
﹈

0181857

そ
の
あ
と
国
学
批
判
。

ⓑ
又
、
文
墨
の
芸
の
如
き
も
、
教
学
中
の
一
事
な
れ
ど
も
、
神
聖
の
大
道
を
高

閣
に
束つ

か
ね

て
、
浮
華
の
虚
文
を
玩

も
て
あ
そ

び
、
風
流
に
身
を
委
ね
、
世
を
嘲
り
、
自み

ず
か

ら
縦

ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
、
漫
遊
逸
楽
の
み
に
身
を
終
る
の
徒
に
至
て
は
、
荘﹅

（
子
）

周﹅

の﹅

流﹅

に﹅

陥﹅

り﹅

、
人
倫
の
道
を
害
す
る
も
の
に
し
て
、
仁
人
・
君
子
の
道
に

非
ず
〔『
退
食
間
話
』
二
四
四
頁
〕﹇
文
人
的
シ
ニ
シ
ズ
ム
と
デ
カ
ダ
ン
ス
﹈

ⓒ
又
経
済
の
学
と
称
す
る
も
の
も
、
国
家
の
事
功
に
益
あ
り
と
い
へ
ど
も
其
末

流
は
近
効
小
利
に
趨は

し

り
て
、
一
己
の
私
智
を
恃
み
、
聖
賢
の
大
道
に
本
づ
か

ざ
れ
ば
、利
を
先
に
し
て
義
を
後
に
す
る
の
害
な
き
に
非
ず﹇「
功
利
」異
端
﹈

ⓓ
又
、
自
己
の
修
身
の
み
説
て
、
報
レ
国
愛
レ
人
の
誠
も
な
く
、
民
人
・
社
稷
を

余よ

所そ

に
す
る
類
も
、
身
に
本
づ
く
る
の
意
は
善
な
れ
ど
も
、
楊﹅

朱﹅

の﹅

道﹅

に﹅

近﹅

く﹅

、
庶
人
の
行
に
し
て
士
大
夫
の
道
に
非
ず
。

（
水
戸
学
も
ポ
ー
ス
ト
徂
徠
学
た
る
こ
と
を
示
す
）
＝
修
己
異
端

﹇「
自
分
の
生
き
方
」
中
心
主
義
↓
政
治
的
社
会
的
無
関
心
﹈

ⓔ
﹇
↓
ス
コ
ラ
主
義
↓
末
梢
的
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
﹈

考
証
の
学
と
い
ふ
も
、
古
を
稽

か
ん
が
え

て
後
世
の
惑
を
弁
じ
、
古
訓
に
拠
て
、
経

義
を
説
く
は
、
学
者
に
益
あ
れ
ど
も
、
其
弊
を
い
ふ
時
は
、
務
て
新
奇
繊
巧

を
競
ひ
、
…
…
帰
す
る
所
は
堅
白[石

]同
異
の
説
に
斉ひ

と

し
く
し
て
実
事
に
益
な
し

（
公
孫
龍
）。

堅
い
＝
触
覚
で
分
る

同
時
に
成
立
し
な
い
「
堅
く
白
い
石
」

白
い
＝
視
覚
で
分
る

ⓕ
蘭
学
↓
異
学
・
異
教

結
論
「
雖ド

モ二
小
道ト
一
必ズ

有リ
二
可キ
レ
観ル

者
一
焉
、
致セ

バレ
遠キ

ヲ

恐ラ
ク
ハ

泥マ
ン

、
是ヲ

以テ

君
子
不ル
レ
為サ

也
」（『
論
語
』
子
張
篇
）
と
い
へ
る
も
、
斯
の
ご
と
く
、
大
道
基
づ
か
ず
し

て
偏
見
私
説
を
な
す
も
の
は
、
皆
小
道
な
れ
ば
、
遠
き
を
致
せ
ば
必

か
な
ら
ず

泥な
ず

む
。

是こ
れ

即
ち
曲
学
な
り
。
さ
れ
ば
、
異
端
邪
説
、
俗
儒
曲
学
、
其
流
弊
の
害
も
頗

る
多
き
に
依
て
、
義
公
（〔
水
戸
〕
光
圀
）
の
御
詞
に
も
、
一
偏
に
固
執
す
る

も
の
を
、「
儒
中
の
異
端
也
」﹇
↓

光
圀
『
西
山
随
筆
』﹈
と
は
仰
ら
れ
し
な

cf.

り
。﹇（
配
付
資
料
こ
こ
ま
で
）﹈
…
…
尤

も
つ
と
も

、
小
道
と
い
ふ
も
、
大
道
中
の
小

道
な
れ
ば
、
其
本
を
失
ふ
事
な
か
ら
ん
に
は
、
大
・
小
の
道
並
（
び
）
行お

こ
な

は

れ
て
、
相あ

い

悖も
と

ら
ざ
る
べ
き
也
〔『
退
食
間
話
』
二
四
五
頁
〕

「
儒
者
の
異
端
あ
り
（『
異
端
弁
正
』
の
表
現
に
き
わ
め
て
似
て
い
る
）
…
…

日
蓮
宗
三
大
部
に
固
滞
し
て
一
句
半
言
に
か
た
よ
り
偏
見
を
な
す
や
う
に
、

儒
者
も
偏
見
を
挟
み
中
和
の
道
を
失
ふ
徒
、
皆
、
儒
中
の
異
端
と
云
べ
し
」

〔『
西
山
随
筆
』（『
日
本
思
想
大
系

水
戸
学
』
二
四
五
頁
頭
注
）〕（
ペ
ー

53

ガ
ン
で
な
く
、
ヘ
レ
テ
ィ
ッ
ク
ス
だ
）

『
弘
道
館
記
』
の
解
説
注
釈
と
し
て
も
っ
と
も
著
名
な
の
は
、
藤
田
東
湖
の
『
弘
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道
館
記
述
義
』
で
あ
る
。『
述
義
』
に
も
本
文
の
「
異
端
邪
説
」
に
つ
い
て
詳
し
い

説
明
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
異
端
の
分
類
、
類
型
化
は
提
示
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
、

異
端
の
発
生
原
因
と
そ
の
蔓
延
の
い
わ
ば
社
会
学
的
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
こ
れ
で
興
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
ヨ
リ
有
名
で
な
い
会
沢
の
解
説
を

と
っ
た
。『
弘
道
館
記
』
は
徳
川
斉
昭
の
文
章
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
藤
田
東

湖
が
原
文
を
書
き
、
そ
れ
を
会
沢
・
青
山
延
于
・
佐
藤
一
斎
に
回
覧
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
意
見
を
参
酌
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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Ⅶ

国
学
に
お
け
る
正
統
と
異
端
（
一
九
八
九
年
七
月
二
七
日
）

編
者
注
②
「「
篤
胤
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー

689-2-2

ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

篤
胤

荷
田
春
満
を
始
祖
と
す
る
。
↓
や
が
て
そ
の
門
か
ら
国
学
四
大
人
説
が
出
て
、

明
治
以
後
﹇
↓
例
外
、
村
岡
典
嗣
﹈
戦
中
ま
で
国
学
の
「
正
統
」
と
な
る

…
…
然
は
有
れ
ど
。
其ノ

徒
と
も
が
ら

（
江
戸
に
梨
木[本

]茂
睡
、
浪
速
に
下
河
辺
長
流
、

契
沖
法
師
）
お
ほ
く
は
、
歌
学
の
古
意
を
発
明
せ
る
耳の

み

に
て
、（
中
略
）
古
道

の
大
義
の
旨
を
明ア

カ

さ
む
事
を
ば
、
心
及
ば
て
在リ

け
る
を
。
身
は
下
な
が
ら
、

然サ

る
大
義
に
深フ

カ

く
心
を
入レ

た
る
は
、
荷
田
東
麻
呂
大
人
ぞ
始メ

に
は
有
け
る

（『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻
、
全
〔『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
、
名
著
出

版
、
一
九
七
七
年
、
登
録
番
号
0183539〕
P.481）

以
下
伝
記
。「
恋コ

ヒ

の
題
を
ふ
つ
に
詠ヨ

ま
ず
」〔
四
八
五
頁
〕

「
恋
歌
を
詠
れ
ざ
る
方
正
、
も
と
も
賞
す
べ
し
と
云
へ
り
」

〔
四
八
六
頁
〕

春
満
の
「
創
造
国
学
校
啓

[

創

学

校

啓

]」

国
家
之
学

詠
歌
之
道

の
廃
絶
な
い
し
は
ダ
ラ
ク

cf.

⎩⎨⎧

臣
自リ
レ
少
無
レ
寝
無
レ
食
、
以
レ
排
二
撃
異
端
一
為
レ
念
。
以
学ビ

以
思ヒ

、
不レ

バレ
興
二
復

古
道ヲ
一
無
レ
止
〔『
日
本
思
想
大
系

近
世
神
道
論
・
前
期
国
学
』
岩
波
書

39

店
、
一
九
七
二
年
、
登
録
番
号

、
三
三
五
頁
〕（「
邪
説
暴
行
」
の

0203148

表
現
も
あ
る…

…

◎
古
語
不レ

バレ
通
則
古
義
不
レ
明
焉
。
古
義
不
レ
明
則
古
学
不
レ
復
焉
〔
三
三
七
頁
〕

篤
胤
は
道
統
を
正
そ
う
と
し
た
（
以
下
『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻
〔『
新
修
平
田
篤
胤

全
集
』
第
六
巻
〕

割
注
）。

P.488

「
今
の
世
に
古
学
と
称
し
て
歌
道
を
立
る
徒
、
蟻ア

リ

の
如
く
多
か
る
に
、
其ノ

先

生
た
ち
の
伝
を
物
す
る
に
、
契
沖
、
県
居
、
鈴ノ

屋
を
し
、
三
哲
な
ど
称
し
て
、

此ノ

大
人
の
事
を
ば
、
都フ

ツ

に
称
す
る
者
な
き
は
、
其ノ

徒
み
な
歌
作
者

ウ
タ
ツ
ク
リ

に
て
、
道

の
本
義
を
知ラ

ざ
る
故
に（
中
略
）契
沖
は
仏
者
に
し
有
れ
ば
然サ

て
も
有リ

な
む
。

県
居
、
鈴ノ

屋
の
二
翁
を
し
、
歌
も
て
称
せ
む
は
、
其ノ

本
意
に
違タ

ガ

ふ
こ
と
な
り
。

我
が
党ト

モ

の
小コ

子ラ

、
よ
く
此
旨
を
思
ひ
て
、
荷
田ノ

大
人
の
御ミ

蔭カ
ゲ

を
も
、
常
忘

ツ
ネ
ワ
ス

る

ま
じ
き
事
な
り
」

逆
説
↓「

是
を
思
へ
ば
、
県
居ノ

翁オ
キ
ナ

の
歌
の
面
白
き
は
、
此ノ

翁
の
不
幸
と
云
べ
く
、
鈴

屋ノ

翁
の
〔
歌
の
〕
面
白
か
ら
ぬ
は
、
此
翁
の
幸
と
も
云
べ
く
や
」（『
玉
だ
す

き
』
九
の
巻
〔
五
一
三
頁
〕）

篤
胤

歌
学
、
歌
人
の
「
道
」
批
判
（「
ま
こ
と
」「
ま
ご
ゝ
ろ
」）

近チ
カ

き
世ヨ

の
歌ウ

タ

作ツ
ク

り
ら
、
真ま

こ
と

の
古ヘ

学
す
る
徒と

も

に
「
益
荒
男

マ
ス
ラ
オ

の
な
す
べ
き
わ
ざ
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を
知
ら
で
有
れ
や
。
手タ

弱わ
や

女メ

も
す
る
歌ウ

タ

よ
み
は
な
ぞ
」
な
ど
笑ワ

ラ

は
る
ゝ
を
。

（
中
略
）
古ヘ

の
道
の
奥オ

ク

所カ

に
わ
け
入
り
て
、
物
の
哀ア

ハ
レ

を
知
る
こ
と
は
、
歌ウ

タ

を

よ
く
詠ヨ

み
得エ

て
こ
そ
、
と
言イ

ふ
な
ど
も
信う

け

ら
れ
ず
。
そ
は
歌
聖
と
聞キ

コ

え
し

彼
卿

か
の
き
み

等タ
チ

す
ら
。
君
臣
の
道
の
大
義
に
闇く

ら

く
、
物モ

ノ

の
哀ア

ハ

れ
に
疎ウ

ト

か
る
を
、
俗ヨ

の

歌
作

ウ
タ
ツ
ク

り
ら
、
よ
し
歌
を
ば
尤
々

ウ
ベ
〴
〵

し
く
作ツ

ク

り
出イ

ヅ

と
も
、
豈ア

ニ

道
の
真マ

コ
ト

の
哀ア

ハ

れ
を
知リ

な
む
や
（『
玉
た
す
き
』
一
之
巻
、
全
集
六
、
三
九
頁
）

↓
つ
づ
い
て
、
宣
長
の
『
う
ひ
山
踏
』『
玉
勝
間
』
な
ど
に
、
定
家
や
家
隆
の
歌
を

激
賞
し
て
、こ
の
卿
た
ち
の
歌
の
み
や
び
を
感
じ
な
い
人
は
、真
の
み
や
び（
宮

比
）
も
知
ら
な
い
、
と
言
っ
て
い
る
の
は
、〔「
〕
唯タ

ヾ

に
其ノ

詠よ
み

口く
ち

の
巧タ

ク
ミ

に
面オ

モ

白シ
ロ

き

を
云ハ

れ
し
に
て
。
其ノ

真
心

マ
ゴ
ヽ
ロ

を
感メ

デ

ら
れ
し
に
は
非ア

ラ

ざ
る
な
り
」
と
不
満
げ
に
註
釈

し
て
い
る
〔
四
〇
頁
〕。

篤
胤

↓
「
古
道
」
一
辺
倒
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
強
化

真
淵「

抑
ソ
モ
〳
〵

大
人
の
御
い
さ
を
し
の
事
は
、
師
の
玉
勝
間
な
る
、『
県
居
の
大
人
は

古
学
の
祖
な
る
事
』
と
い
ふ
条
に
。
漢
意
を
清キ

ヨ

く
離ハ

ナ

れ
て
、
も
は
ら
古ヘ

の

意コ
ヽ
ロ

詞コ
ト
バ

を
尋タ

ヅ

ぬ
る
学
問
は
、
わ
が
県
居ノ

大
人
よ
り
ぞ
始
ま
り
け
る
…
…
』
と

言
は
れ
た
る
が
如
し
」（『
玉
だ
す
き
』
九
之
巻

）

P.501-502

松
坂
の
一
夜
の
紹
介

古
意
↓の

た
め

古
言
↓
万
葉

村
田
春
海
ら
の
真
淵
「
誤
解
」
批
判

「
然
る
に
春
海
が
徒

と
も
が
ら

、
か
ゝ
る
誓
詞
を
さ
へ
に
進

タ
テ
マ
ツ
リ

り
つ
ゝ
、（
門
人
は

真
淵
に
誓
詞
を
奉
じ
た
。
宣
長
だ
け
で
な
く
、
加
藤
千
蔭
、
村
田
春
郷
、
村

田
春
海
な
ど
、と
右
の
上
文
に
あ
る
）生イ

キ

の
か
ぎ
り
上ツ

世
の
道
な
ど
云
ふ
は
、

県
居ノ

大
人
の
意コ

ヽ
ロ

な
ら
ず
、
漢カ

ラ

国ク
ニ

聖
人
の
道
を
お
き
て
、
真マ

コ
ト

の
道
は
あ
る
事

な
し
と
、
罵ノ

ヽ
シ

り
立タ

テ

て
ぞ
終ハ

テ

た
り
け
る
。（
以
下
割
注
）
是コ

ヽ

を
も
て
其
門
人
ど

も
、
皆
そ
の
漢
意
を
心
と
し
て
、
中
に
は
県
居
の
道
統
な
ど
称
す
る
倫
ひ
も

有ル

な
れ
ど
、
一
人
も
彼ノ

大
人
の
真
旨
を
得
た
る
は
有ル

こ
と
な
し
」〔
五
一
二

頁
〕

「
偖サ

テ

、
県
居ノ

大
人
の
教
子

ヲ
シ
ヘ
ゴ

も
、
百
を
も
て
計カ

ゾ

ふ
る
ば
か
り
、
多
か
り
し
と
聞

ゆ
る
中
に
、
我
が
師
の
大
人
（
宣
長
の
こ
と
）
の
み
ぞ
抜
出

ヌ
ケ
イ
デ

て
、
そ
の
古
道

学
の
大
義
を
貫ツ

ラ

ぬ
き
得
ら
れ
し
を
、
余ア

マ

り
は
大
か
た
歌
作
り
と
ぞ
成リ

た
り
け

る
」（
同
右
）P.512

編
者
注
③
「「
古
道
と
歌
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、

689-3-1

レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
真
淵
「
万
葉
大
考
」」
史
料
抜
粋
」

（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「
新
古
今
主

689-3-2

義
の
系
譜
に
関
す
る
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４

689-3-3

版
）
一
枚
）

古
道
と
歌
道

篤
胤

↓
荷
田
春
満
を
国
学
創
始
者
と
し
て
称
揚
し
、
道
統
の
基
と
し
た
。

「
今
の
世
に
古
学
と
称
し
て
、
歌
道
を
立
る
徒
、
蟻ア

リ

の
如
く
多
か
る
に
、
其ノ

先
生
た
ち
の
伝
を
物
す
る
に
、
契
沖
、
県
居
、
鈴
屋
を
し
。
三
哲
な
ど
称
し
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て
、
此ノ

大
人
﹇
↓
荷
田
春
満
の
こ
と
﹈
の
事
を
ば
。
都フ

ツ

に
称
す
る
者
な
き
は
、

其ノ

徒
み
な
歌ウ

タ

作
者

ツ
ク
リ

に
て
、
道
の
本
義
を
知ラ

ざ
る
故
に
、
歌
学
の
方
よ
り
然サ

は

思
ふ
に
ぞ
有
け
る
。
契
沖
は
仏
者
に
し
有
れ
ば
、
然サ

て
も
有リ

な
む
、
県
居
、

鈴
屋ノ

の
二
翁
を
し
歌
も
て
称
せ
む
は
、
其ノ

本
意
に
違
ふ
こ
と
な
り
。
我
が
党ト

モ

の
小コ

子ラ

、
よ
く
此
旨
を
思
ひ
て
、
荷
田ノ

大
人
の
御ミ

蔭カ
ゲ

を
も
常ツ

ネ

忘ワ
ス

る
ま
じ
き
事

な
り
」（『
玉
襷
第
九
』〔『
新
修
平
田
篤
胤
全
集
』
第
六
巻
四
八
八
頁
〕）

春
満
の
蔵
書
の
中
に
は
契
沖
の『
万
葉
代
匠
記
』（
初
稿
本
）、『
難
後
拾
遺
』（〔
源

cf.
経
信
著
〕
春
満
書
写
本
）
な
ど
が
あ
り
、
契
沖
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
、
契
沖
・
春
満
の
間
に
直
接
の
師
弟
関
係
が
あ
っ
た
、
と
い
う
確
証
は

今
日
ま
で
な
い
（
契
沖
没
の
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
は
、
春
満
、
三
十
四

才
の
と
き
。
在
江
戸
）。

「
い
に
し
へ
の
世
の
歌
は
真
ご
ゝ
ろ
也
。
後
の
よ
の
う
た
は
人
の
し
わ
ざ

也
」
真
淵
『
万
葉
大
考
』

新
古
今
主
義

↓
在
満
・
宣
長
・〔
藤
井
〕
高
尚
・〔
長
野
〕
義
言

『
国
歌
八
論
』

編
者
注
⑤
「「
真
淵
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト

689-5

用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

真
淵

『
国
意
考
』
も
『
歌
意
考
』
も
同
じ
根
か
ら
発
し
て
い
て
、
け
っ
し
て
前
者
が
政

治
思
想
を
の
べ
、
後
者
が
歌
道
論
を
の
べ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。

『
国
意
考
』
の
冒
頭
は
「
あ
る
人
」
の
言
と
し
て
、
自
分
は
歌
の
よ
う
な
小
さ
な

こ
と
に
は
関
心
を
も
た
な
い
、「
か
ら
国
の
道
を
こ
そ
」〔『
日
本
思
想
大
系

近

39

世
神
道
論
・
前
期
国
学
』
三
七
四
頁
〕
―
―
つ
ま
り
聖
人
の
道
の
治
国
平
天
下
の

大
道
に
就
く
の
だ
、
と
い
う
議
論
の
紹
介
か
ら
は
じ
ま
り
、
一
問
一
答
を
通
じ
て

の
反
駁
が
そ
れ
に
つ
づ
い
て
い
る
。

聖
人
の
道
に
お
け
る
堯
の
舜
へ
の
禅
譲
、
禹
湯
の
桀
紂
に
た
い
す
る
放
伐
の
問

題
性
が
こ
こ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
の
ち
に
宣
長
に
よ
っ
て
詳
細
に

展
開
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
皇
国

す
め
ら
み
く
に

の
伝
統
と
か
ら
国
の
儒
心
の
思
想
と
の
相
容

れ
な
い
対
決
の
イ
ッ
シ
ュ
が
す
で
に
真
淵
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り

歌
学
を
ふ
く
ん
だ
国
学
思
想
は
、
一
見
非
政
治
的
な
芸
術
の
審
美
観
を
中
核
と
し

な
が
ら
、
む
し
ろ
、
と
い
う
よ
り
は
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
発
点

か
ら
自
ら
を
一
個
の
政
治
思
想
と
し
て
逆
説
的
に
提
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
に
よ
り
儒
教
の
政﹅

治﹅

思﹅

想﹅

と﹅

し﹅

て﹅

の﹅

破﹅

た﹅

ん﹅

の
指
摘
が
そ
の
批
判
の
指
導
動

機
で
あ
っ
て
、「
い
と
ち
ひ
さ
く
」「
理コ

ト
ワ

り
め
き
」
た
る
合
理
主
義
的
思
考
へ
の
批

判
は
そ
の
政
治
思
想
の
よ
っ
て
来
る
根
拠
づ
け
に
ま
で
、
批
判
を
深
化
し
押
し
す

す
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
﹇
立
論
の
順
序
﹈。

け
っ
し
て
詩
歌
、
ひ
ろ
く
い
え
ば
文
学
の
解
釈
﹇
創
造
﹈
と
鑑
賞
に
儒
学
を
適

用
し
て
も
成
功
し
な
い
、
と
い
う
、
狭
義
の
文
学
論
に
「
か
ら
ご
こ
ろ
批
判
」
が
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根
ざ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。
必
然
的
結
果
と
し
て
文
学
の
創
造
・
鑑
賞
へ
の
障

害
に
な
る
、
と
い
う
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

統
治
の
思
想
と
し
て
失
格
だ
！

儒
教
は
文
学
論
と
し
て
は
む
ろ
ん
、
倫
理
思
想
で
さ
え
第
一
義
的
な
も
の
で
な

く
、
す
ぐ
れ
て
政
治
思
想
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。

国
学
思
想
が
、
儒
教
に
代
表
さ
れ
る
「
道
」
と
い
う
抽
象
的
規
範
的
思
考
へ
の

ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
を
中
核
と
し
な
が
ら
、
い
わ
ば
自
ら
の
意
図
に
反
し
て
、
そ
の
発

展
の
内
部
か
ら
正
統
・
異
端
の
分
岐
と
対
立
を
う
み
出
し
た
所
以
は
こ
こ
に
あ
っ

た
。思

想
・
世
界
観
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
学
問
の
方
法
（
文
献
学
、
歴
史
的
理
解
の

方
法
、
解
釈
学
）
と
い
う
二
項
対
立
の
様
相
を
呈
し
な
が
ら
、
そ
の
根
底
に
は
一

つ
の
世
界
観
に
た
い
す
る
他
の
世
界
観
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
ひ
そ
ん

で
い
た
。
そ
れ
の
漸
次
的
露
呈
の
過
程
が
国
学
思
想
の
歴
史
的
発
展
と
い
っ
て
も

過
言
で
な
い
。
そ
う
し
て
そ
の
行
詰
り
か
ら
「
ふ
り
出
し
」
に
も
ど
り
、「
学
問
」

と
し
て
の
国
学
が
高
唱
さ
れ
（
柳
田
﹇
＝
新
国
学
﹈）
て
は
、
ふ
た
た
び
同
じ
過
程

を
く
り
か
え
し
て
い
る
（
柳
田
学
の
正
統
性
争
い
）。

国
意
考

引
用

「
こ
ゝ
の
国
は
、
天
地
の
心
の
ま
に
く
治
め
た
ま
ひ
て
、
さ
る
ち
ひ
さ
き
、

理
り
め
き
た
る
こ
と
の
な
き
ま
ゝ
」
が
元
来
の
皇
国
の
統
治
の
伝
統
で
あ
っ

た
〔
三
七
六
―
三
七
七
頁
〕。

儒
教
が
わ
た
っ
て
間
も
な
く
、「
天
武
の
御
時
、
大
な
る
乱
（
壬
申
の
乱
）
出

来
て
」、
奈
良
朝
時
代
に
「
衣
冠
調
度
な
ど
唐
め
き
て
、
万よ

ろ
ず

う
は
べ
の
み
、

み
や
び
か
に
な
り
つ
ゝ
、
よ
こ
し
ま
の
心
ど
も
多
く
な
り
ぬ
。
凡お

よ
そ

儒
は
、
人

の
心
の
さ
が
し

(
マ

マ

)
く
成
行
ば
、
君
を
ば
あ
が
む
る
や
う
に
て
、
尊
き
に
過ス

ギ

さ
し

め
て
、
天
が
下
は
、
臣
の
心
に
な
り
つ
」〔
三
七
七
頁
〕。

天
皇
を
た
て
ま
つ
っ
て
た
な
あ
げ
し
て
、
世
の
中
は
臣
下
が
自
由
勝
手

に
ふ
る
ま
う
よ
う
に
な
っ
た
（
！
）

（
君
主
を
絶
対
的
に
尊
崇
す
る
の
は
よ
く
な
い
―
―
中
国
皇
帝
尊
崇
の
批

判
）

そ
れ
か
ら
か
た
じ
け
な
く
も
、
す
べ
ら
ぎ
を
島
に
配
流
す
る
よ
う
な
こ
と
が

お
こ
っ
た
。「
是
み
な
、か
の
か
ら
こ
と
の
わ
た
り
て
よ
り
、な
す
こ
と
な
り
」

〔
三
七
七
頁
〕。

﹇
明
治
以
後
の
欧
化
へ
の
批
判
＝
制
度
の
発
達
↓
人
心
の
軽
兆[佻

]浮
ハ
ク

[
薄

]化
と

い
う
批
判
図
式
の
元[マ

マ
]型

﹈

一
般
命
題

「
か
し
こ
に
、
も
の
し
れ
る
人
の
、
作
り
し
て
ふ
を
み
る
に
、
天
地
の
心
に

か
な
は
ね
ば
、
其
道
、
用
ひ
侍
る
世
は
な
か
り
し
也
。
よ
り
て
、
老
子
て
ふ

人
の
、
天
地
の
ま
に
〳
〵
、
い
は
れ
し
こ
と
こ
そ
、
天
が
下
の
道
に
は
叶
ひ
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侍
る
め
れ
。（
中
略
）
古
へ
は
只
詞
も
少
く
、
こ
と
も
少
し
。
こ
と
少
く
、
心

直
き
時
は
、
む
つ
か
し
き
教
は
用
な
き
こ
と
な
り
。
教
へ
ね
ど
も
、
直
け
れ

ば
こ
と
ゆ
く
也
」〔
三
八
二
頁
〕。

終
言
「
た
ゞ
何
事
も
、
も
と
つ
心
の
な
ほ
き
に
か
へ
り
み
よ
」〔
三
九
三
頁
〕。

編
者
注
⑥
「「
キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」」
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「「
ま
こ
と
」
の
前
史
（
歌

689-4-1

論
に
お
け
る
）」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用

689-4-2

紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）

キ
イ
・
ワ
ー
ド
と
し
て
の
「
ま
こ
と
」

倫
理
的
側
面

神
道（
古
道
）

⎩⎨⎧
文
芸
的
側
面
↓
そ
の
特
殊
相
と
し
て
の
歌
論
に
お
け
る
「
ま
こ
と
」

歌
道

（
丸
）
哲
学
的
側
面

＝
「
真
実
」

浄き
よ
き

心
・
清き

よ
き

心
・
清き

よ
き

白あ
か
き

心
・
明
心
・
清
明
心
・
善
心

「
浄
き
直
き
誠
の
心
」（
宣
命
）

○
「
ま
こ
と
」
と
中
国
古
典
語
に
お
け
る
「
誠
」（『
中
庸
』（
太
極
図
説
））
と
の

異
同
の
問
題

昭
五
二
の
調
査

一
〇
〇
字
の
な
か
か
ら
「
あ
な
た
の
好
き
な
文
字
」
↓
一
位

「
愛
」、
二
位
「
誠
」
↓
男
性
は
一
位
「
誠
」（
相
良
享
『
誠
実

と
日
本
人
』〔
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
〇
年
、
登
録
番
号

〕）

0183032

「
ま
こ
と
」を
中
核
と
し
た
歌
論
は
通
例「
万
葉
主
義
」の
名
で
よ
ば
れ
る
が[カ

]、

実
は

素
朴
性

写
実
性

実
方
清
、

『
日
本
歌
学[論

]』〔
昭
森
社
、
一
九
四
四

⎩――⎨――⎧

P.54

年
、
登
録
番
号

〕

0197629

優
美
性

イ
、
素
朴
性
と
「
あ
り
の
ま
ま
」（
自
然
）
の
表
現

技
巧
性
〔
真
淵
〕

ロ
、
現
実
性
と
写
実
性

あ
り
の
ま
ま

「
ま
こ
と
」

虚﹅

構﹅

性﹅

〔
為
兼
・
蘆
庵
・（
明
治
以
後
）
赤
彦
〕

⎩―――――――⎨―――――――⎧
ハ
、優
美
性
「
う
る
は
し
」「
や
さ
し
」
↓「
雅み

や
び

」

野
暮
、

↔

ひ﹅

な﹅

び﹅

、
非
洗
錬[練

]性
、
卑
俗
、
ヴ
ァ
ル
ガ
ー

〔
景
樹
＝
『
古
今
』
序
に
根
拠
〕

ニ
、
倫
理
性
「
た
だ
し
」「
な﹅

お﹅

し﹅

」「
き
よ
し
」「
よ
し
」

よ﹅

こ﹅

し
ま
（
邪
）、
あ
し
、
き
た
な
き
、
□

〔
宗
武

近
世
堂
上
歌
論
〕

歌
論
と
実
際
の
作
歌
と
の
混
同
に
注
意

cf.
歌
論
が
彼
の
作
品
に
必
ず
し
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
以
て
、
歌
論
そ

の
も
の
の
意
義
を
低
く
見
て
は
な
ら
ぬ
（
宣
長
！
）。
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「
ま
こ
と
」
の
前
史
（
歌
論
に
お
け
る
）

『
古
今
集
』
序
に
お
け
る
「
ま
こ
と
」

こ
ゝ
ろ

お
も
ひ
（
外
物
に
ふ
れ
）
喜
怒
哀
楽

↓
詞

⎩――⎨――⎧
ま
こ
と

さ
ま
（
こ
れ
は
表
現
形
式
の
問
題
）

「
ま
こ
と
」
は
「
こ
ゝ
ろ
」
と
殆
ど
同
義

↓
香
川
景
樹
の
歌
論
は
「
古
今
集

序
」
の
理
解
の
上
に
立
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
近
い
。

「
六
歌
仙
評
」
↓
「
ま﹅

こ﹅

と﹅

少
な
き
歌
」
＝
実
感
の
乏
し
い
歌
。

遍
昭
を
評
し
て
「
歌
の
さ
ま
﹇
↓
表
現
形
式
﹈
は
得
た

れ
ど
も
ま
こ
と
す
く
な
し
」〔『
日
本
歌
論
』
六
二
頁
〕

「
真
名
序
」
↓
「
実
」
＝
実
情
・
実
感

上
記
の
四
要
素
の
未
分
化
状
態
（
実
方
清
〔『
日
本
歌
論
』〕

）。

P.63

中
世
歌
論
は
幽
玄
・
有
心
・
優
艶
が
中
心
。

壬み

生ぶ

忠
岑み

ね

「
十
体
説
」、
藤
原
公き

ん

任と
う

「
余
情
説
」

〔
藤
原
〕
俊
成
・
定
家
の
歌
論
書
に
も
「
ま
こ
と
」
と
い
う
こ
と
ば
は
歌
論

の
中
核
概
念
と
し
て
は
殆
ど
登
場
し
な
い
。

中
世
後﹅

期﹅

に
い
た
っ
て
、
藤
原
為
兼
「
為
兼
卿
和
歌
抄
」（
実
方
、

）

P.69

「
近
世
歌
論
は
『
ま
こ
と
』
の
歌
論
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
る
」（
実
方
清
『
日

本
歌
論
』

）

P.72～
73

堂
上
派
四
家
の
う
ち
三
家

烏
丸
・
中
院
・
三
条
西
﹇
↓
こ
れ
か
ら
分
れ
た
の
が
武
者
小
路
家
﹈・
冷
泉

一
、
烏
丸
家

●
烏
丸
光
雄
（
光
広
の
孫
、
資
慶
の
子
）『
光
雄
卿
口
伝
』

「
歌
は
も
と
心
を
清
浄
に
し
て
無
一
物
に
て
よ
む
べ
し
」（
収
、〔
則
栄
〕

『
詠
歌
金
玉
論
』〔
安
永
八
年
（『
日
本
歌
論
』
七
三
頁
））

◎
烏
丸
光ミ

ツ

栄ヒ
デ

『
聴
玉
集
』『
内
裏
進
上
之
一
巻
』

「
凡
そ
詠
み
方
の
教
唯
一
つ
な
り
。
一﹅

は﹅

心﹅

の﹅

真﹅

実﹅

な﹅

り﹅

。
思
ふ
所
の

ま﹅

こ﹅

と﹅

を﹅

云
ひ
述
ぶ
る
よ
り
外
の
こ
と
な
し
。
意
を
の
ぶ
る
は
実
意
、

景
を
い
ひ
の
ぶ
る
は
実
景
に
し
て
、
毫
末
も
実
に
背
け
ば
歌
整
は
ず
」

〔『
詠
歌
金
玉
論
』（『
日
本
歌
論
』
七
五
頁
）〕
↓
「
富
士
谷
御
杖
」
へ

「
歌
は
心﹅

に﹅

誠﹅

さ﹅

へ﹅

あ﹅

れ﹅

ば﹅

、
そ
の
心
の
誠
が
外
に
現
れ
て
歌
は
出
で

来
る
な
り
」（
光
栄〔

カ
〕

、
収
『
詠
歌
金
玉
論
』〔『
日
本
歌
論
』
七
六
頁
〕）

光
栄
に
と
っ
て
「
ま
こ
と
」
は
作
歌
の
必
要
条
件
で
あ
る
が
、
十
分
条
件

で
は
な
い
。

「
花
実
相
応
」
説

花
﹇
＝
詞
﹈
と
実
﹇
＝
情
﹈
は
五
分
五
分
で
な
く
、

花
三
分
、
実
七
分
を
相
応
と
い
う
。

二
、
武
者
小
路
家

と
く
に
実
陰

↓
神
儒
釈
合
一

『
初
学
考
鑑
』、『
詞
林
拾
葉
』（
門
人
、
似
雲
の
聞
書
）
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「
歌
は
実
情
な
く
て
は
、
中
々
詠
み
が
た
し
。
随
分
信
心
に
な
ら
る
べ
し
」

（『
詞
林
拾
葉
』〔『
日
本
歌
論
』
七
八
頁
〕）

三
、
冷
泉
家

◎
と
く
に
ま
こ
と
の
説
は
冷
泉
為タ

メ

村ム
ラ

◎
『
樵
夫
問
答
一
巻

[マ
マ
]

』

『
義
正
聞
書
一
巻

[マ
マ
]

』

門
人
、
宮
部
義
正
聞
書

「
五﹅

の﹅

常﹅

を
離
れ
ず
時
の
間
も
神
代
の
道
を
忘
れ
ず
」（『
樵
夫
問
答
』〔『
日

本
歌
論
』
七
九
頁
〕）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

「
己
が
心
よ
り
観
念
し
出
だ
し
て
実﹅

意﹅

実﹅

景﹅

よ
り
風
情
を
得
て
言
葉
つ
づ

き
優
美
に
心
新
ら
し
く
た
け
も
あ
る
歌
の
直
に
聞
ゆ
る
を
正
風
と
申
す
に

て
候
」（『
義
正
聞
書
』〔『
日
本
歌
論
』
七
九
頁
〕）

「
心
の
も
と
は
誠
に
し
て
誠
の
本
は
心
な
り
。
万
の
道
誠
に
も
れ
た
る
は

な
し
。
中
に
も
此
道
は
神
代
の
す
ぐ
な
る
を
つ
ぎ
て
誠
あ
る
代
々
の
教
か

し
こ
し
。
今
い
ふ
は
愚
か
な
り
。
恋﹅

の﹅

道﹅

も﹅

ま﹅

た﹅

此﹅

道﹅

の﹅

外﹅

な﹅

ら﹅

ず﹅

」

（『
樵
夫
問
答
』〔『
日
本
歌
論
』
八
〇
頁
〕）﹇
恋
！
﹈

編
者
注
⑦「
歌
学
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、レ
ポ
ー

689-7

ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

真
淵
の
万
葉
主
義

↓
村
田
春
海

加
藤
枝
直
﹇
↓
天
明
五
没
（
九
四
才
）﹈
の
古
今
主
義

と
も
に
「
ま
こ
と
」
を
中
核
と
し
つ
つ
、
前
者
の
素
朴
性
・
強
烈
性
に
た
い
し
、

後
者
の
優
雅
性
。
や
が
て
こ
の
後
者
は
〔
加
藤
〕
千
蔭
・
春
海
の
「
み
や
び
」

論
と
し
て
展
開
さ
れ
る
。

村
田
春
海
〔
延
享
三

一
七
四
六

―
文
化
八

一
八
一
一

年
没（
六
六
）〕『
歌
が
た
り
』一
巻
、文
化
五
年
刊

心
の
「
ま
こ
と
」
が
「
み
や
び
」
の
情
﹇
雅
情
﹈
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
き
、

調し
ら
べ

が
感
得
さ
れ
る
の
が
歌
の
心
で
あ
る
。

ま
こ
と
の
洗
錬[練

]化
！

『
贈
稲
掛
太
平
書
』
寛
政
十
一
年
三
月
成

『
再
贈
稲
掛
太
平
書
』
寛
政
十
一
年
十
月
成

に
よ
れ
ば
、
真
淵
学
の
根
本
は
歌
学
で
、
真
淵
の
明
ら
か
に
し
た
歌
の
精
神
は

「
ま
ご
こ
ろ
」
で
あ
る

春
海
の
、
宣
長
の
古
体
、
今
体
の
使
い
分
け
説
の
批
判

こ
れ
は
心
を
二
つ
に
す
る
も
の
で
、
真
情
に
た
が
う
。

「
我
が
む
ね
と
た
て
た
る
方
は
な
く
て
、
一
歌
は
古
体
に
、
一
歌
は
今
体
に
詠

ま
む
事
は
、
た
は
れ
た
る
業
な
ら
ず
や
」（
佐
々
木
信
綱
『
日
本
歌
学
史
』〔
改

訂
版
、
博
文
館
、
一
九
四
二
年
、
登
録
番
号

〕

）

0182870
P.301

小
沢
蘆
庵
（
享
保
八

一
七
二
三

―
享
和
元

一
八
〇
一

）
「
真
情
説
」「
同﹅

情﹅

新﹅

情﹅

説
」「
た﹅

ゞ﹅

ご﹅

と﹅

論
」

（
古
今
主
義
で
あ
る
が
、
そ
の
「
ま
こ
と
」
説
は
、
枝
直
や
春
海
よ
り
真
淵
に

近
い
）。「
ち
り
ひ
ぢ
」
に
お
け
る
真
情
説
。

蘆
庵
門
（
の
ち
秋
成
門
）
の
桑ク

ワ

門カ
ド

昇
道
『
雅
俗
両
弁
』
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「
そ
れ
た
ゞ
こ
と
歌
と
い
ふ
は
歌
の
大
本
、
言
語
の
は
じ
め
な
り
。（
中
略
）

歌
よ
ま
む
と
思
は
ゞ
、
ま
づ
此
の
た
ゞ
こ
と
よ
り
入
り
て
、
中
に
動
く
情
を
、

さ
な
が
ら
言
葉
に
あ
ら
は
す
が
歌
な
る
こ
と
を
、
学
び
明
ら
む
べ
き
な
り
。

そ﹅

の﹅

情﹅

と﹅

は﹅

雅﹅

情﹅

な﹅

り﹅

」〔『
日
本
歌
学
史
』
三
一
九
頁
〕

「
清
輔
朝
臣
の
奥
義
抄
に
、
た
ゞ
こ
と
歌
を
釈
し
て
、
雅
は
ま
さ
し
き
な
り
、

た
ゞ
し
き
な
り
。
ま
さ
し
く
た
だ
し
け
れ
ば
、
あ
り
の
ま
ゝ
な
る
な
り
、
と

い
へ
り
。
然
れ
ば
た
ゞ
こ
と
の
た
ゞ
は
雅
正
の
義
な
り
。
直
の
字
を
た
ゞ
と

よ
む
も
、
正
直
の
義
を
も
と
と
す
。〔
唯
、
但
の
字
の
こ
ゝ
ろ
、
ま
た
無
価
の

義
、
ま
た
一
転
し
て
は
庸
俗
の
義
に
も
い
へ
ど
、〕
た
ゞ
こ
と
の
た
ゞ
、
は
正

直
の
本
義
に
つ
き
て
い
ふ
を
も
と
と
す
と
知
る
べ
し
。
詩
三
百
篇
も
、
思
無

レ
邪
の
三
字
に
出
で
ず
。
そ
の
無
レ
邪
は
雅
正
な
り
。
雅
正
は
言
葉
に
つ
き

て
い
ひ
、
無
レ
邪
は
心
に
つ
き
て
い
ふ
。
中
に
動
く
情
、
無
邪
な
れ
ば
、
外
に

発
す
る
言
語
、
必
ず
雅
正
な
り
」（
佐
々
木
信
綱
『
日
本
歌
学
史
』

）

P.319

自
然
的
心
情
＝
直
情
に
や
や
強
引
に
、
規
範
的
契
機
に
結
び
つ
け
て
い
る
！

編
者
注
⑧
「「
宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）

689-6-1

宣
長
の
「
ま
ご
こ
ろ
」

事
し
あ
れ
ば
う
れ
し
か
な
し
と
時
々
に
う
ご
く
こ
ゝ
ろ
ぞ
人
の
ま
ご
ゝ
ろ

（『
玉
鉾
百
首
』〔『
直
毘
霊
・
玉
鉾
百
首
・
同
解
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
、

登
録
番
号

、
九
九
頁
〕）

0197511

う
ご
く
こ
そ
人
の
真
心

マ
ゴ
ヽ
ロ

う
ご
か
ず
と
い
ひ
て
ほ
こ
ら
ふ
人
は
い
は
木
か
（
同

右
〔
一
〇
〇
頁
〕）

寂
然
不
動
＝
誠

「
人
の
心
の
、
い
づ
れ
の
国
も
こ﹅

と﹅

な﹅

る﹅

こ﹅

と﹅

な﹅

き﹅

は
、
本
の
ま
ご
ゝ
ろ
こ

そ
あ
れ
、
か
ら
ぶ
み
に
い
へ
る
お
も
む
き
は
、
皆
か
の
国
人び

と

の
こ
ち
た
き
さ

か
し
ら
心
も
て
、
い
つ
は
り
か
ざ
り
た
る
事
の
み
多
け
れ
ば
、
真
心
に
あ
ら

ず
。（
中
略
）
又
当
然
之
理
と
お
も
ひ
と
り
た
る
す
ぢ
も
、
漢
意
の
当
然
之
理

こ
そ
あ
れ
、
実ま

こ
と

の
当
然
之
理
に
は
あ
ら
ざ
る
こ
と
多
し
」（『
玉
か
つ
ま
』〔
一

の
巻
（『
玉
勝
間
』
上
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
、
登
録
番
号

、

0197538

三
四
頁
）﹇
共
通
性
﹈

「
真
心
〔
」〕
は
智
愚
巧
拙
、
さ
ま
ざ
ま
で
「
天
下
の
人
こ
と
〴
〵
く
同
じ
き

も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
神
代
の
神
た
ち
も
、
善﹅

事﹅

に﹅

ま﹅

れ﹅

、
悪﹅

事﹅

に﹅

ま﹅

れ﹅

、

お﹅

の﹅

〳﹅

〵﹅

そ﹅

の﹅

真
心
に
よ
り
て
行
ひ
給
へ
る
な
り
」（『
葛
花
』〔
上
つ
巻（『
本

居
宣
長
全
集
』第
十
三
冊
、岩
波
書
店
、一
九
四
四
年
、登
録
番
号

、

0193642

二
〇
二
頁
）〕）﹇
個
性
差
﹈

単
純
に
反
主
知
主
義
で
な
い
。
智
巧
の
人
は
智
巧
に
ふ
る
ま
う

cf.
の
が
真
心
！

「
智
巧
の
事
な
ど
は
、
真
心
の
行
ひ
に
あ
ら
ず
、
と
心
得
た
る
は
誤
れ
り
」

（『
葛
花
』〔
同
前
〕）
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単
純
な
尚
古
主
義
で
な
い
。
漢
意
・
仏
意
に
汚
染
し
た
の
ち
の
時
代
に
は
、
そ

れ
な
り
に
そ
の
ま
ま
の
「
こ
こ
ろ
」
を
表
現
す
る
の
が
真
心
で
あ
っ
て
、
し
い
て

古
風
の
素
朴
の
ふ
り
を
す
る
の
は
、
か
え
っ
て
こ
ち
た
き
か
ら
ご
こ
ろ
な
の
だ
！

編
者
注
⑨
「「
宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機
」
史
料
抜
粋
・

メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
宣

689-6-2

長
に
お
け
る
古
道
」
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト

689-6-3

用
紙
（
Ａ
４
版
）
一
枚
）・「「
宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）」
史
料
抜
粋
・

メ
モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
二
枚
）

689-6-4

宣
長
に
お
け
る
歌
道
の
内
包
す
る
矛
盾
的
契
機

一
般
命
題
と
し
て
の
尚
古

「
古
ハ
詞
モ
情
モ
ス﹅

ナ﹅

ホ﹅

ニ
ヤ﹅

サ﹅

シ﹅

ク﹅

雅○

ナ
リ
、
後
世
ニ
イ
タ
ル
ホ
ド
、
詞

モ
情
モ
キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
モ
テ
ユ
ク
也
」（『
排
蘆
小
船
』〔『
本
居
宣
長
全
集
』

第
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
八
年
、
登
録
番
号

、
四
〇
頁
〕）

0182346

「
ト
カ
ク
歌
ノ
本
分
ヲ
論
ス
ル
時
ハ
、
思﹅

ヒ﹅

ノ﹅

マ﹅

ヽ﹅

ニ﹅

ヨ﹅

ム﹅

ガ﹅

本﹅

意﹅

」（
同
上

〔
八
頁
〕）

「
ス
ベ
テ
此
道
ハ
風
雅
ヲ
ム
ネ
ト
シ
テ
、物
ノ
ア
ハ
レ
ヲ
感
ス
ル
処
ガ
第
一
」

〔
五
八
頁
〕

「
シ
カ
ル
ニ
世
ノ
ウ
ツ
リ
カ
ハ
ル
ニ
シ
タ
カ
フ
テ
、
ツ
ネ
ノ
言
語
ハ
ナ
ハ
ダ

カ
ハ
リ
、
キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
ユ
キ
、
人
情
モ
ヲ
ノ
ツ
カ
ラ
軽
薄
ニ
ナ
リ
タ
ル
」

〔
三
二
頁
〕

す
る
と
現
在
で
は
人
情
の
ま
ま
を
表
現
す
る
の
は
必
ず
し
も
作
歌
の
道
で
は
な
い

こ
と
に
な
る
。

「
今
ノ
世
ノ
歌
、
十
ニ
七
八
ハ
ミ
ナ
実
情
ニ
ア
ラ
ス
、
偽﹅

リ﹅

」〔
三
二
頁
〕
だ

が
「
和
歌
ノ
イ
ツ
ハ
リ
ハ
古ヘ

ノ
マ
コ
ト
ヲ
マ
ナ
ブ
偽リ

ナ
レ
ハ
、
イ
ヒ
マ
ハ
セ

ハ
、
マ﹅

コ﹅

ト﹅

ニ﹅

帰キ

ス﹅

ル﹅

」〔
五
五
頁
〕

↓
擬﹅

古﹅

が
「
人
情
ノ
マ
コ
ト
」
の
表
現
に
な
る
。

第
一
↓

◎
人
情
の
マ
コ
ト
の
二
面
性

イ
、
実
情
＝
そ
の
時
代
時
代
の
現
実
の
人
情

⎩⎨⎧
ロ
、
非
歴
史
的
な
本
来
の
人
情
（
規
範
的
契
機
が
介
入
す
る
が
、
そ
れ
は
「
底

流
」「
下
層
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
）

「
今﹅

ト﹅

テ﹅

モ﹅

人
ノ
実
情
ヲ
サ﹅

グ﹅

リ﹅

ミ﹅

レ﹅

ハ﹅

、
上﹅

代﹅

ニ﹅

カ﹅

ハ﹅

ラ﹅

ス﹅

、
ハ
カ
ナ

ク
、オ
ロ
カ
ナ
ル
モ
ノ
也
、サ
カ
シ
ク
男ヲ

ト
コ

ラ
シ
キ
ハ
実
情
ニ
ア
ラ
ズ
」〔
五

四
頁
〕

第
二◎

古
へ
と
は
具
体
的
に
何
か
。
歌
道
に
お
い
て
は
、「
上
代
ト
テ
万
葉
ノ
比
ヨ

リ
以
上
ハ
、
ア﹅

マ﹅

リ﹅

ニ﹅

古﹅

雅﹅

ナ﹅

ル﹅

ホ﹅

ト﹅

ニ
、
後
世
ノ
人
ノ
耳
ニ
可カ

ナ
ラ
ズ
、

反
テ
鄙
俗
ニ
オ
」
ち
る
（『
石
上
私
淑
言

[

マ

マ

]』〔『
排
蘆
小
船
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
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第
二
巻
、
四
〇
頁
）〕）。﹇

次
頁
左
﹈

cf.

古
今
―
―
新
古
今
（
中
古
主
義
）
↑
↓
古
道
（
記
紀
神
話
）
に
お
け
る
上
古
主
義

↓
の
ち
、
伴
林
光
平
に
お
い
て
は
古
道
＝
歌
道

宣
長
に
お
け
る
古
道

「
そ
も
〳
〵
道
は
、
も
と
学
問
を
し
て
知
る
こ
と
に
は
あ
ら
ず
、
生
れ
な
が

ら
の
真
心

マ
ゴ
ヽ
ロ

な
る
ぞ
、
道
に
は
有
り
け
る
」（『
玉
か
つ
ま
』〔
一
の
巻
（『
玉
勝

間
』
上
、
三
二
頁
）〕）

風
雅
、
ミ
ヤ
ビ
﹇
↓
宮
び
（
！
）
＝
宮
廷
的
世
界
﹈
と
い
う
価
値
規
準

で
詩コ

ト
バ

を
え
ら
ぶ
と
い
う
要
素
が
が[マ

マ
]加

わ
る
歌
道
と
の
ち
が
い
。

利
欲
は
人
情
の
大
な
る
も
の
だ
が
、
同
時
に
「
大
不
風
雅
」
だ
か
ら
、

利
欲
を
歌
に
す
る
も
の
は
な
い
。
↑
↓
「
人
欲
も
即チ

天
理
な
ら
ず
や
」

〔『
直
毘
霊
』（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
九
巻
、
六
〇
頁
）〕

宣
長
は
極
力
こ
の
古
道
と
歌
道
の
分
裂
を
防
ご
う
と
し
た
。

「
す
べ
て
神
の
道
は
、
儒
仏
な
ど
の
道
の
、
善
悪
是
非
を
こ
ち
た
く
さ
だ
せ

る
や
う
な
る
理
屈
は
露
ば
か
り
も
な
く
、
た
ゞ
ゆ
た
か
に
お
ほ
ら
か
に
雅ミ

ヤ
ビ

た
る
物
に
て
、
歌
の
お
も
む
き
ぞ
、
よ
く
こ
れ
に
か
な
へ
り
け
る
」（『
う
ひ

山
ぶ
み
』〔『
う
ひ
山
ふ
み

鈴
屋
答
問
録
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
四
年
、
登

録

、
四
五
頁
〕）﹇
㋑
﹈

0197503

し
か
し
こ
の
「
雅
び
」
は
、「
こ
ち
た
き
理
屈
」
に
た
い
す
る
対
立
要
素

で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
「
ア
ン
チ
漢
心
主
義
」
を
共
通
の
前
提
と
し
て

の
み
古
道
と
歌
道
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。

∴
「
い
に
し
へ
を
ま
ね
ぶ
と
い
ふ
中
に
も
、
万
葉
集
よ
り
あ
な
た
の
は
、
世
あ

が
り
、
事
と
ほ
く
し
て
、
そ
の
さ
ま
い
た
く
ふ
り
に
た
れ
ば
、
さ
し
お
き
て
、

お
ほ
か
た
古
今
集
よ
り
こ
な
た
を
ま
ね
ぶ
」（『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』〔『
本

居
宣
長
全
集
』
第
四
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
、
登
録
番
号

、

0182348

二
四
〇
頁
〕）﹇
前
頁
﹈

詠
み
分
け
説
﹇
◯ロ
﹈

「
古
と
後
と
の
差
別
を
だ
に
よ
く
わ
き
ま
ふ
る
と
き
は
、
後
世
風
（
中
古
風
）

を
よ
む
も
、害
あ
る
こ
と
な
し
。
に
く
む
べ
き
こ
と
に
あ
ら
ず
」（
同

右

〔
『
う
ひ
山
ぶ
み
』
〕

〔『
う
ひ
山
ふ
み

鈴
屋
答
問
録
』
五
九
頁
〕）

「
古
道
」
の
階
梯
と
し
て
の
古
風
の
歌
づ
く
り
」[マ

マ
]と

後
世
風
（
実
際
の

作
歌
は
大
部
分
こ
れ
﹇
一
／
二
九
が
古
風
﹈）

宣
長
に
お
け
る
「
真
心
」（
続
）

「
う
ま
き
物
く
は
ま
ほ
し
く
、
よ
き
ゝ
ぬ
き
ま
ほ
し
く
、
よ
き
家
に
す
ま
ゝ

ほ
し
く
、
た
か
ら
え
ま
ほ
し
く
、
人
に
た
ふ
と
ま
れ
ま
ほ
し
く
、
い
の
ち
な

が
ゝ
ら
ま
ほ
し
く
す
る
は
、
み
な
人
の
真
心

マ
ゴ
ヽ
ロ

也
。
然
る
に
こ
れ
ら
を
皆
よ
か

ら
ぬ
事
に
し
、
ね
が
は
ざ
る
を
い
み
し
き
こ
と
に
し
て
、
す
べ
て
ほ
し
か
ら

ず
、
ね
が
は
ぬ
か
ほ
す
る
も
の
ゝ
、
よ
に
お
ほ
か
る
は
、
例
の
う
る
さ
き
い

つ
は
り
な
り
」（『
玉
か
つ
ま
』〔『
玉
勝
間
』
上
、
一
七
六
頁
〕）

cf.「
足た

る

こ
と
を
し
る
と
い
ふ
事
」
は
「
ま
こ
と
に
い
と
よ
き
こ
と
」
で
あ
る
〔『
玉

勝
間
』
十
一
の
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
二
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
、
登
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録
番
号

、
八
五
頁
）〕。

0193640
と
い
う
常
識
的
倫
理
が
宣
長
に
は
あ
る
。
た
だ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
然シ

カ

は
あ

れ
ど
も
、
高
き
み
じ
か
き
、
ほ
ど
〳
〵
に
の
ぞ
み
ね
が
ふ
こ
と
の
つ
き
せ
ぬ
ぞ
、

世
の
人
の
真
情

マ
ゴ
コ
ロ

」な
の
だ〔
八
五
頁
〕。
身
分
に
応
じ
て「
の
ぞ
み
ね
が
ふ
」レ
ヴ
ェ

ル
の
差
は
あ
る
が
、
の
ぞ
み
ね
が
ふ
（
欲
求
）
の
無﹅

限﹅

性﹅

、
し
た
が
っ
て
「
足
る
」

こ
と
を
ふ
み
こ
す
可﹅

能﹅

性﹅

が
真
心
の
本
質
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
な
い
。

（
渡
辺
浩
と
ち
が
う
、〔
渡
辺
浩
「「
道
」
と
「
雅
び
」
―
―
宣
長
学
と
「
歌

学
」
派
国
学
の
政
治
思
想
史
的
研
究
」（『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
八
七
巻
第
九
・

一
〇
号
―
第
八
八
巻
第
五
・
六
号
、一
九
七
四
―
七
五
年
）〕（
一
）の

）

P.533

が
つ
が
つ
し
た
欲
望
追
求
を
正
当
化
し
て
い
る
の
で
な
い
。

？

「
み
や
び
」
に
よ
る
洗
錬[練

]と
、
一
種
の
「
性
善
説
」
と
世
間
的
常
識
に
よ
る
抑
制

が
あ
る
だ
け
で
、
倫
理
的
規
範
性
、
イ
デ
ア
性
は
き
わ
め
て
稀
薄
。

「
徳
」
は
本
来
あ
る
も
の
だ
。
徳
目
の
教
え
＝
イ
ン
ド
ク
ト
リ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は

不
要
有
害
だ
。

宣
長
に
お
け
る
「
マ
コ
ト
」
の
先
述
し
た
二
面
性
と
「
自
然
」
の
二
面
性
が
対

応
し
て
い
る
。

「
漢
心
の
さ
か
し
ら
」
を
日
本
の
上
代
の
「
お
の
ず
か
ら
」
治
ま
る
世
と
対
比
さ

せ
な
が
ら
、「
さ
か
し
ら
な
る
世
は
そ
の
さ
か
し
ら
の
ま
ゝ
に
て
あ
ら
ん
こ
そ
真

の
自
然
」（『
葛
花
』〔『
く
ず
花
』
下
つ
巻
（『
本
居
宣
長
全
集
』
第
十
三
冊
二
二
六

頁
）〕）。

編
者
注
⑩
「
香
川
景
樹
／
木
下
幸
文
／
業
合
大
枝
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ

モ
」（
資
料
番
号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
三
枚
）・「
本
居
大
平

689-8

／
伴
信
友
／
中
島
広
足
／
大
隈
言
道
に
関
す
る
史
料
抜
粋
・
メ
モ
」（
資
料
番

号

、
レ
ポ
ー
ト
用
紙
（
Ａ
４
版
）
四
枚
）

689-9

香
川
景
樹
（
一
七
六
八

明

和

五

―
一
八
四
三

天

保

十

四

）
の
「
真
心
」
＝
誠

↓
倫
理
的
側
面
の
弱
化
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
進
行

「
さ
て
、
真
心
と
云
ふ
は
、
た
と
へ
ば
心
慎
め
る
と
き
は
つ
ゝ
し
め
る
調し

ら
べ

に

よ
ま
る
ゝ
が
真
心
、
戯
れ
た
る
と
き
は
た
は
む
れ
た
る
が
真
心
、
隠
せ
る
と

き
は
隠
す
が
真
心
、
あ
ら
は
な
る
と
き
は
顕
れ
た
る
が
真
心
に
て
、
千﹅

条﹅

万﹅

条﹅

さ﹅

ら﹅

に﹅

一﹅

定﹅

す﹅

る﹅

も﹅

の﹅

に﹅

非﹅

ず﹅

」（『
随
処
師
説
』〔『
日
本
歌
論
』九
一
頁
〕）

「
誠
は
真
心
な
り
。
こ
の
真
心
の
真
心
な
る
を
知
れ
ば
ひ
と

り
お
も
む
く
こ
と
な
り
」〔
九
三
頁
〕
＝
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム

ま
こ
と
と
自
然
と
の
同
視

「
し
ら
べ
を
会
得
す
る
は
自
然
の
上
を
得
る
な
り
。
自﹅

然﹅

即﹅

ち﹅

誠﹅

実﹅

の﹅

み﹅

」

（『
桂
園
遺
文
』〔『
日
本
歌
論
』
九
二
頁
〕）

「
歌
は
実
情
を
の
ぶ
る
の
み
」（『
桂
園
遺
文
』〔
同
前
〕）

内
面
の
自
然
＝
事
実

し
か
し
景
樹
の
「
ま
こ
と
」
は
古
今
主
義
で
あ
る
か
ら
、
素
朴
性
や
自
然
性
に

と
ど
ま
ら
ず
、
優
美
・
優
雅
な
る
も
の
を
ふ
く
む
。

自
然
主
義
・
実
情
主
義
と
、
優
雅
と
い
う
美
的
基
準
と
の
関
係
は
？
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彼
の
歌
論
の
著
書

『
歌
学
提
要
』（
天
保
十
四
年
成
）、『
新
学
異
見
』（
文
化
八
年
成
）、『
随
処

師
説
』、『
桂
園
遺
文
』（
万
延
元
年
刊
）、『
古
今
集
正
義
総
論
』（
天
保
三
年

成
）

景
樹
の
真
淵
批
判

万
葉
に
わ
が
歌
を
似
せ
た
い
、
と
い
う
真
淵
（
新
学
）
に
た
い
し
て

「
こ
は
ゆ
ゝ
し
き
妄
論
な
り
。
歌
は
情
の
ゆ
く
ま
に
〳
〵
、
ひ
と
り
調
べ
な

り
て
、
思
慮
を
加
ふ
べ
き
も
の
な
ら
ね
ば
、
古
へ
に
擬
似
む
と
す
る
の
遑
あ

ら
む
や
。
若
し
こ
れ
を
似
せ
た
ら
む
は
、
や
が
て
飾
れ
る
偽
の
み
。（
中
略
）

若
し
か
の
〔
…
…
〕
た
を
や
め
風
の
国
な
ら
む
に
は
、
其
の
歌
も
た
を
や
め

風
な
ら
む
こ
そ
は
、や
が
て
天
地
の
真
実
の
姿
な
る
べ
け
れ
。
さ
ら
む
を
も
、

丈
夫
の
風
に
な
ら
へ
と
い
ひ
、
又
万
葉
に
似
ば
や
と
思
へ
な
ど
云
へ
る
は
、

偽
を
教
へ
て
、
誠◎

を
乱
す
も
の
な
り
」（『
新
学
異
見
』〔『
日
本
歌
学
史
』
三

二
四
―
三
二
五
頁
〕）
同
じ
論
法
で
、
宣
長
の
古
の
雅
言
も
否
定
。

誠
＝
真
心
＝
誠
実
（
汎
「
ま
こ
と
」
主
義
）

誠
実
よ
り
な
れ
る
歌
は
、
頓
て
天
地
の
調
べ
に
し
て
、（
中
略
）
そ
は
物
に
ふ

れ
、
事
に
つ
き
て
感
動
す
る
声
に
し
て
、
感
と
調
と
の
間
に
髪
を
容
る
ゝ
の

隙
な
く
、
一
偏
の
真
心
よ
り
出
づ
れ
ば
な
り
（
中
略
）
天
地
の
内
に
、
こ
の

誠
よ
り
真
精

ま
ぐ
は

し
き
も
の
な
く
、
こ
の
誠
よ
り
純
美

う
る
は

し
き
も
の
な
け
れ
ば
な
り

（『
歌
学
提
要
』〔『
日
本
歌
学
史
』
三
三
〇
―
三
三
一
頁
〕）

「
歌
は
い
つ
の
世
の
歌
を
み
な
ら
ひ
、
又
誰
が
歌
を
ま
ね
ぶ
と
云
事
ハ
更
に

有
ま
じ
き
事
也
。
己
が
調
、〔
…
…
〕
定
ま
る
べ
き
に
あ
ら
す
。（
中
略
）
書

を
捨
て
実﹅

物﹅

実﹅

景﹅

に
向
ひ
て
、
わ﹅

が﹅

調
に
て
、
今﹅

の﹅

詞
に
て
誠
を
の
べ
試
み

給
ふ
べ
し
」（『
随
処
師
説
』〔『
続
日
本
歌
学
全
書
第
五
編

香
川
景
樹
翁
全

集
下
巻
』
博
文
館
、
一
八
九
八
年
、
六
一
頁
〕）

木
下
幸た

か

文ぶ
み

（
安
永
八

一
七
七
九

―
文
政
四

一
八
二
一

）〔
景
樹
（
桂
園
）
門
下
〕
文
政
八[四

]年
没

『
亮
々
草
子
』
に
お
い
て
宣
長
の
古
今
雅
俗
の
別
の
批
判
。
真
情
説
に
基
く
。

「
歌
に
は
た
ゞ
古
へ
人
の
ご
と
、深
く
思
ふ
さ
ま
に
詠
め
と
言
は
れ
た
る
は
、

例
の
偽
を
教
へ
た
る
な
り
。
さ
る
は
、
情
あ
さ
き
が
情
ふ
か
き
に
劣
れ
る
こ

と
は
論
な
け
れ
ど
、
そ
れ
今
日
の
人
情
の
限
な
ら
ば
、
い
か
ゞ
は
せ
む
。
よ

し
浅
き
心
も
て
し
ひ
て
深
げ
に
思
は
ぬ
事
を
た
く
み
な
し
た
り
と
も
、
お
の

づ
か
ら
偽
は
ほ
こ
ろ
び
て
、
浅
き
心
の
ま
ゝ
な
ら
む
よ
り
は
、
中
々
あ
は
れ

浅
か
る
べ
し
」（『
亮
々
草
子
』
第
三
巻
「
櫛
の
あ
か
」〔『
日
本
歌
学
史
』
三

四
四
頁
〕

「
凡
て
歌
は
、
神
に
も
人
に
も
き
か
し
め
て
、
あ
は
れ
を
見
す
る
わ
ざ
に
し

あ
れ
ば
、
よ
く
詠
ま
む
と
構
ふ
る
も
、
も
と
よ
り
の
真
心
に
し
て
、
後
の
偽

に
は
あ
ら
ざ
る
を
」（
宣
長
〔
同
前
〕）
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業
合

な
り
あ
い

大お
お

枝え

（
寛
政
三

一
七
九
一

―
嘉
永
四

一
八
五
一

）（
篤
胤
門
）
古
道
主
義
に
立
つ
。

『
新
学
異
見
弁
』（
文
政
二
年
稿
、
十
二
年
刊
）
で
景
樹
を
駁
す
。

古
歌
を
学
ぶ
必
要
、
古
語
を
用
ひ
る
必
要
を
説
い
て
、
自
然
説
を
駁
す

「
よ
き
人
の
教
に
よ
り
て
よ
く
成
り
た
る
人
も
、
や
が
て
飾
れ
る
偽
と
い
ふ

べ
き
か
。
此
の
説
の
如
き
は
、〝
人
も
あ
し
き
人
は
あ
し
き
に
て
あ
る
が
や

が
て
よ
き
人
な
り
、
歌
も
生
れ
得
て
あ
し
き
歌
よ
む
も
の
は
、
悪
し
き
に
て

お
く
が
、
ま
こ
と
は
よ
き
歌
な
り
〞、
と
い
は
む
が
如
し
」〔『
日
本
歌
学
史
』

三
四
九
頁
〕

本
居
大
平
（
宝
暦
六

一
七
五
六

―
天
保
四

一
八
三
三

）
（
上
古
主
義
）

「
ま
こ
と
」
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
の
分
裂

「
う
は
べ
を
つ
く
ろ
ひ
か
ざ
ら
ざ
る
を
（
真
心
と
）
い
ふ
な
り
。
盗﹅

の﹅

心﹅

お﹅

こ﹅

り﹅

て﹅

物﹅

を﹅

ぬ﹅

す﹅

む﹅

は﹅

、
真﹅

心﹅

の﹅

行﹅

ひ﹅

な﹅

り﹅

。
盗
の
心
お
こ
り
て
も
、
お
こ

ら
ぬ
か
ほ
す
る
は
、
う
は
べ
の
つ
く
ろ
ひ
な
り
」
本
居
大お

お

平ひ
ら

「
藤ノ

垣カ
キ

内ツ

答
問

ト
ウ
モ
ン

録
」（
上
巻
は
、
伴
信
友
の
問
に
答
え
、
下
半
は

[巻
カ
]

、
村
田
春
海
の
問
に
答
う
）

ま
ご
こ
ろ
＝
心
情
の
自
然
の
動
き
で
、
規
範
性
が
な
い
。

盗
心
が
起
っ
て
盗
を
す﹅

る﹅

の
も
真
心
だ
し
、「
盗
の
心
お
こ
り
て
も
刑
せ
ら

れ
ん
事
を
恐
れ
て
つ
つ
し
む
も
又
真
心
な
り
｣

内
面
の
盗
心
を
お
さ
え

て
盗
み
を
し﹅

な﹅

い﹅

の
も
真
心
だ
。

た
だ
内
心
に
盗
心
が
お
こ
っ
た
の
に
お
こ
ら
ぬ
よ
う
に
う
わ
べ
を

つ
く
ら
う
の
が
真
心
を
失
っ
た
も
の
だ
。

「
学
問
せ
ぬ
者
も
す
べ
て
中
人
な
ど
よ
り
上
は
真
心
を
う
し
な
へ
る
ぞ
お
ほ

き
を
、
む
げ
に
い
や
し
き
わ
た
り
の
人
は
、
大
か
た
真
心
な
る
ぞ
お
ほ
か
り

け
る
」

「
或
は
、
ぬ
す
人
の
と
ら
は
れ
て
も
、
わ﹅

れ﹅

は﹅

も﹅

の﹅

盗﹅

ま﹅

ず﹅

と﹅

陳﹅

ず﹅

る﹅

も﹅

、

又
真
心
な
り
」
ま
ご
こ
ろ
に
お
け
る
規
範
性
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
！

宣
長

の
反
規
範
主
義
の
ゆ
き
つ
く
は
て
！

伴
信
友

本
居
大
平
に
、
真
心
に
つ
い
て
質
疑
し
て
い
る
（
前
掲
）。『
葛
花
』
に
お
け
る

真
心
論
だ
と
、盗
心
が
お
こ
っ
て
も
、く
さ
ぐ
さ
の
悪
事
を
し
て
も
、真
心
の
ま
ゝ

に
行
っ
て
よ
い
の
か
」
と

[マ
マ
]

た
ず
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
す
る
大
平
の
答
が
前

掲
。信

友
独
特
の
真
心
論
↓
直
毘
神
と
禍
津
日
神
の
は
た
ら
き

活

用

の
関
係
づ
け
に
よ
っ

て
、
自
然
主
義
と
規
範
主
義
を
調
和
し
よ
う
と
す
る
。

悪
事
を
行
う
の
は
、
禍
津
日
神
の
御
霊
が
作
用
し
、
そ
の
真
心
に
基
く
が
、
そ

の
場
合
に
も
、
直
毘
神
の
御
霊
に
添
え
ば
、
悪
事
を
悪
事
と
し
て
認
識
で
き
る
。

こ
れ
は
直
毘
神
の
真
心
の
第﹅

一﹅

段﹅

で
あ
る
。
そ
こ
で
進
ん
で
、直
毘
神
に
祈
っ
て
、
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み
そ
ぎ
な
ど
を
す
れ
ば
、
明
き
浄
き
直
き
真
心
に
立
還
る
こ
と
が
で
き
る
。

直
毘
神
の
真
心
と
禍
津
日
神
の
真
心
と
「
真
心
」
に
二
つ
あ
る
が
、
そ
れ
は
人

間
の
心
に
つ
い
て
の
善
心
と
悪
心
と
の
二
元
論
で
は
な
く
、
神
の
作
用
の
区
別
で

あ
る
。
直
毘
神
に
祈
る
の
が
顕
事
で
あ
り
、
幽
事
を
お
そ
れ
か
し
こ
ん
で
、
禍
津

日
神
を
和
め
る
よ
う
努
め
る
べ
き
だ
。
こ
れ
が
学
問
を
励
む
意
で
あ
る
。

『
出
雲
風
土
記
問
答
』

「
畢
竟
、
儒
意
ニ
率
合
セ
ル
ヤ
ウ
ニ
見
エ
侍
ラ
ン
カ
ト
、
イ
ト
ユ
ヽ
シ

ク
侍
ル
」〔
石
田
熊
三
郎
『
伴
信
友
』
春
陽
堂
、
一
九
四
四
年
、
登
録
番

号

、
一
三
七
頁
〕
と
自
己
批
判
し
て
い
る
。

0182817

中
島
広
足
（
武
士
）

天
の
下
に
あ
り
と
あ
る
も
の
ゝ
中
に
、
吾
君
、
吾
国
よ
り
た
ふ
と
き
物
、
何

か
は
あ
ら
む
。
其
の
、
上
も
な
き
吾
君
、
吾
国
に
忠
を
尽
さ
む
に
は
、
も
と

よ
り
深
く
尊
ま
む
こ
そ
、
誠
の
こ
と
わ
り
な
る
べ
け
れ
。（
中
略
）「
君
臣
有

義
」
な
ど
い
へ
る
を
真
の
道
の
如
く
思
ふ
め
れ
ど
、
君
臣
の
間
は
義﹅

な﹅

と﹅

い﹅

ふ﹅

べ﹅

き﹅

物﹅

に﹅

あ﹅

ら﹅

ず﹅

。
た
ゞ
よ
し
も
あ
し
も
ひ﹅

た﹅

ぶ﹅

る﹅

に﹅

真﹅

心﹅

よ﹅

り﹅

従
ひ
ま

つ
る
べ
き
も
の
に
て
、
義
を
考
へ
て
忠
を
尽
す
な
ど
は
、
猶
い
と
浅
き
情
な

り
け
り
『
山
跡
古
々
呂
』
文
政
二
年
二
月
成
〔
彌
富
破
摩
雄
『
中
島
広
足
』

厚
生
閣
、
一
九
四
四
年
、
登
録
番
号

、
二
六
一
頁
〕、
二
八
才

0182834

長
瀬
真
幸
﹇
＝
(宣
長
の
高
弟
）﹈
の
教
を
う
く
。

大
隈
言
道
（
寛
政
一
〇

一

七

九

八

―
慶
応
四

一
八
六
八

）
（
漢
学
の
師
は
広
瀬
淡
窓
）

「
歌
は
人
情
を
い
ひ
て
別
に
物
な
し
…
…
故
に
漢
意
な
り
と
て
己﹅

れ﹅

が﹅

真﹅

心﹅

な﹅

ら﹅

ば﹅

い
か
ゞ
は
せ
む
。
仏
意
な
り
と
て
己
が
心
な
ら
ば
避
く
べ
き
に
あ
ら

ず
。（
中
略
）
吾
国
昔
よ
り
儒
仏
を
用
ゐ
た
ま
ひ
、
今
、
世
人
そ
れ
に
そ
み
て

生
れ
た
る
民
な
れ
ば
、
そ
れ
を
除
く
と
い
ふ
事
か
た
し
。
亦
除
か
る
べ
き
事

に
も
あ
ら
ず
」（『
ひ
と
り
ご
ち
』『
日
本
歌
学
大
系
』
第
八
巻
〔
風
間
書
房
、

一
九
五
八
年
、
四
七
九
頁
〕）

↓
新
体
・
古
体
の
使
い
分
け
批
判
。

「
強
ひ
て
雅
び
を
か
ざ
り
偽
〔
」〕
る
こ
と
な
く
、〔「
〕
後
よ
り
顧
み
て
も
、

天﹅

保﹅

年﹅

間﹅

は﹅

如﹅

斯﹅

あ﹅

り﹅

し﹅

と
、
歌
の
趣
に
い
ち
じ
る
く
見
え
む
こ
そ
歌
の
正

道
」（
同
右
〔
四
七
三
頁
〕）
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丸山眞男文庫所蔵未発表資料翻刻

「正統と異端」研究会報告原稿(二)

丸山 眞男
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1988年10月11日「正統と異端」研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀94

1988年11月10日「正統と異端」研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀92

1989年10月23日「正統と異端」研究会㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀87

解 題
黒沢文貴・山辺春彦・川口雄一

1959年より刊行が開始された『近代日本思想史講座』（筑摩書房）の第２巻として予定さ

れていた『正統と異端』は、未刊行に終わったものの、編者の丸山眞男はその執筆のため、

石田雄らとともに30年以上にわたって研究会を行っていた（いわゆる「正統と異端」研究

会）。東京女子大学丸山眞男文庫に所蔵されている同研究会の膨大な関連資料は、いまだ

にその全貌が明らかになっていない丸山の思想史学の展開を知るために不可欠なものであ

る。丸山文庫は、音声記録として残されていた同研究会の記録を編集・刊行中である（『丸

山眞男集 別集』第４巻・第５巻、岩波書店。同研究会についても、詳しくは両巻の「解説」

を参照）。このうち、第４巻にその記録を収録する予定の「正統と異端」研究会の各回にお

いて、丸山が報告のために用いた自筆原稿等は、本『報告』第11号（2016年３月）で「「正

統と異端」研究会報告原稿」として翻刻した。本稿はこれにひきつづき、同集第５巻にそ

の記録を収録する予定の1988年10月11日、同年11月10日、1989年10月23日の「正統と異端」

研究会で、丸山が報告に用いた自筆原稿を翻刻したものである。

1988年10月11日と11月10日の研究会について、石田雄は以下のように述べている。

「一九八八年五月〔二六日〕に〔『正統と異端』の〕総論執筆要項を研究会で確認した

あと、編集部の提案もあり、二十年以上丸山、石田の二人でやってきた研究会に刺激

をあたえるために、若い世代の意見をきく機会を持つこととなった。若い世代といっ

ても、全く問題意識を異にする若い世代ではコミュニケーションが難しかろうという

編集部の配慮もあり、飯田泰三・杉山光信の二人に意見をきく会が一九八八年十月十
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一日に、続いて松沢弘陽との会が十一月十日に開かれた」（石田雄『丸山眞男との対話』

みすず書房、2005年、78-79頁、〔 〕内は編者）

まず初めの1988年10月11日の「正統と異端」研究会では、最初に石田が配付資料（「「正

統と異端」関係著作リスト（石田雄作成報告レジュメ）」資料番号681-2）をもとに戦後の

「正統と異端」研究史について報告した。次に丸山から『正統と異端』および研究会につい

ての説明があったのち、飯田・杉山よりのコメントと丸山からの応答がなされた（石田報

告と飯田・杉山コメントの丸山によるメモが、丸山文庫草稿類資料「「戦後正統と異端研究

史（飯田、杉山両氏を交えて）」研究会メモ」（資料番号672-6-1）に残されている）。その

後、これまで研究会で検討してきたことについて、以下の自筆資料（丸山文庫草稿類資料）

をもとに丸山が報告した。

・「「正統と異端」関係著作リスト（石田雄作成報告レジュメ）」（資料番号681-2、A4用紙

１枚）への書き入れ（本稿で翻刻）

・「「近代日本における L 正統と O 正統の問題」メモ」（資料番号676-5-1、レポート用紙

（A4版）１枚、本稿で翻刻）

・「「L 正統について」メモ」（資料番号676-5-2、レポート用紙（A4版）１枚、本稿で翻

刻）

・「「一、言葉の意味と用法」草稿」（資料番号672-2、『丸山眞男集 別集』第４巻収録予

定）

・「「日本思想史研究における問題の所在〔正統と異端〕」草稿」（資料番号672-3、『丸山

眞男集 別集』第４巻収録予定）。

本稿で翻刻した三点の資料は、筆記に使用されたインクが一色であるため、この日の報告

のために作成されたものと推定される。

次に1988年11月10日の「正統と異端」研究会では、冒頭で丸山が『正統と異端』の執筆

構想と「正統と異端」研究会での議論の変遷を説明し、「第三者の立場」からのコメントを

松沢に求めている。松沢のコメントとそれをめぐる応答がなされたのち、以下の自筆資料

（丸山文庫草稿類資料）をもとに丸山が報告を行った。

・「「O 正統を語りうる対象」メモ」（資料番号677-1-2、「「正統と異端」研究会報告原稿」

（本『報告』第11号）で翻刻）

・「「日本 O 正統と L 正統における即自的と対自的（日本思想史）」メモ」（資料番号

676-1、レポート用紙（A4版）３枚、本稿で翻刻）。

後者のメモについて丸山は、報告の際に「むかし書いたもの」だと述べているが、作成

された時期や、どの機会にこのメモを用いた報告がなされたのかは不明である。インクや

内容の連続性から見て、元来、丸山文庫草稿類資料「「「即自的」、直接的な自己同一性にお

ける正統と「対自的」正統。（後者が厳密な意味の正統）」メモ」（資料番号670-9-1）に続
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く部分として作成されたもののようである。なお、この資料番号670-9-1のメモは、「江戸

時代における異端類型化の若干例」（1987年７月29日の「正統と異端」研究会）で用いられ

た丸山自筆原稿の一部であり、前稿「「正統と異端」研究会報告原稿」ですでに翻刻してい

る（本『報告』第11号152頁。なお、前稿の解題で、資料番号670-9-1のメモを含む「江戸

時代における異端類型化の若干例」の原稿は、1987年７月29日の「正統と異端」研究会で

の報告のために作成されたと記したが、上記のように、このメモにかぎっては1987年７月

29日の研究会より以前に書かれたものと推定されるため、この場を借りて訂正する）。

本稿で翻刻した資料番号676-1のメモが、1988年11月10日の「正統と異端」研究会のため

に書き下ろされたものではなく、以前作成されたものの再使用であることは、この資料自

体からもうかがい知ることができる。メモの筆記に使用されたインクは複数あり、まず明

るいブルーのインクで書かれた後、黒インクによる書き込みがなされている。前者が当初

作成された際のインクであろう。後者は、当日の研究会で丸山が松沢コメントをメモした

資料である「「正統と異端」研究会における松沢弘陽コメントのメモ」（資料番号672-6-2）

のインクと同じもののようである。したがって、この黒インクによる書き込みは、この日

の報告で以前のメモを再使用するにあたってなされたものと推定される。ただし翻刻にあ

たっては、インクの区別は示していない。

三番目の1989年10月23日の「正統と異端」研究会は、以下の自筆原稿（丸山文庫草稿類

資料）を朗読する形で進められた。

・「「O 正統が L 正統の問題とからみ合う場合（O 正統を中心として）」草稿」（資料番号

714-2）

・「「L 正統における O 正統問題の内在」草稿」（資料番号714-1）

・「「現代の世界的状況」草稿」（資料番号714-5）

・「「近代日本における「国体」と「国体論」」草稿」（資料番号714-3）

・1987年10月21日の「正統と異端」研究会（『丸山眞男集 別集』第４巻第Ⅴ章）のテー

プ起こし稿への書き入れ（資料番号717-2「勝股君ワープロまとめ（Ⅱ）」の一部）

ただし、上記四番目の草稿を朗読する途中で、丸山は「「国体の正統論」メモ」（資料番

号717-1、カード１枚）をもとに報告している。そのため、この資料「「国体の正統論」メ

モ」のみを本稿で翻刻した。

凡 例

一 本稿は、「正統と異端」研究会で用いられた丸山眞男自筆原稿等（丸山文庫所蔵草稿類

資料）を翻刻したものである（これと対応する研究会の記録は、東京女子大学丸山眞男

文庫編『丸山眞男集 別集』第５巻（岩波書店）に収録される予定）。
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一 本文は原則として新字体・通用している字体・新仮名遣いで統一した。

一 句読点は原則として底本を元にしたが、読みやすさを考慮して加除・変更した場合が

ある。

一 明らかな誤りは断りなく直した場合がある。

一 書名には断りなく引用符（『 』）を付した。欧文書名はイタリックとした。

一 本文中〔 〕（亀甲括弧）で表示したものは、丸山自身によるものである。

一 編者による注記は、［ ］（ブラケット）で示した。

一 本稿に収録した草稿類資料は、東京女子大学丸山眞男文庫草稿類デジタルアーカイブ

（http://maruyamabunko.twcu.ac.jp/archives/）によって、検索・閲覧することができ

る。

1988年10月11日「正統と異端」研究会

「「正統と異端」関係著作リスト（石田雄作成報告レジュメ）」（資料番号681-2）
への丸山書き入れ部分
戦後の問題は念頭になかった。 戦後天皇制がは

outsider ＝異端 じまったばかりで、歴史の

対象にならない。

Legitimacy の変更は

自明。人民主権（［日本国憲法］第一条）

L 正統の方が早い。

『神皇「正統」記』 → 中国の宋学における正統論 Legitimität

オーソドクシー＝正統として通用していることへの問題性 との関係

コトバの問題 Oxford

異端審問

F. Heer : Europäische Geistesgeschichte.

→［The］Intellectual History of Europe.

⎧
｜
⎨
｜
⎩〃 〃 ［Europa :］Die

[ママ]

Mutter der Revolutionen.（未刊だった）

近代日本における L 正統と O 正統の問題（資料番号676-5-1）

近代天皇制の成立と展開

明22.2. 憲法発布
（1889）
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明23.10. 教育勅語発布

（Für sich としての）大日本帝国の L 正統の確立。「国体の精華」

「御一新」

の徹底として

の自由民権運動

「御一新」の精神

のオーソドクシーをめぐ

る多様な論議

△幕末から自由民権時代までは、近代国家としての日本の正

統性は星雲状態にあった。
（流動性）

井上哲次郎『勅語衍義』→オーソドックスな教義
明24.9. Doctrine

＝国体教（L についての O）

→キリスト教と日本の国体の問題化（明24.11. 井上の論文）

「神道は祭天の古俗」［久米邦武］（明25.1～3）

内村［鑑三］不敬問題（明24.1.）

国民道徳論・家族国家論・南北朝正閏論→一連の国体論

第一次天皇機関説［問題］・北一輝

対 →大逆事件→「国体」の自己意識化 社会主義を L 正統の問題

応 民本主義をめぐる問題
（上杉［慎吉］）

――マルクス主義 として提起した最初の

思想家。

→国体明徴 世界観としての社会主義 キリスト教との
� �類似性

「戦後民主主義」の

オーソドクシーを 従来の L 正統の問題の消滅

めぐる対立と →しかし「人権」・「自由」・「民主主義」と

論議 いう観念の正統性（O 正統）を争う問題は

のこっている。西側と東側、先進国対第三世界

国際社会における「平等」

自由主義・民主主義

社会主義などは政治・社会思想であって、それ自体が現実的な

体制の L 正統になりうるし、現になっているが、その思想の本質的

契機は何かをめぐって polemics がおこる。それはやはり、O 正統の

あらそいだ。第二次大戦の意義はファシズム打倒によって敵も味方も民主主義を自称

し、正面から民主主義を
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敵とする体制がなくなった。（どんな軍事政権も過渡期として自らを位置づける）

L 正統について（資料番号676-５-２）

戦後日本の L 正統は、「国体（大日本帝国憲法の廃止、

国家神道の廃止、教育勅語の廃止、

皇室典範の一般法

への変更）

の変革によって、

人民主権的正統性に変った。

象徴天皇制の規定も人民主権に基いている。

しかし、そこでの自由・権利・民主↔国益・公共の福祉

個人権⎧
⎨
⎩民権

⎧
｜
⎨
｜
⎩ 国民権

生存権

についての O 正統的な正統・異端の争いは残る。

多数決の問題、少数者の権利

∴ 思考パターンとして、過去の O と H の研究は実践的にも参考になる。

主権国家の国際社会における正統性の根拠の問題
存在理由

異端＝国連による制裁・［国連］からの追放

つまり対外的 L 正統性の問題は今後いよいよ urgent

になる。

1988年11月10日「正統と異端」研究会

日本 O 正統と L 正統における即自的と対自的（日本思想史）（資料番号676-1）

以上はほ〻
[ぼ]

O 正統についての叙述である。

Doctrine
L 正統については、まづ L 正統についての Dogma は O 正統次元に位するから、そのまま

以上のことがあてはまる。

（たとえば、国体論）
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国体論史

「蕃神」
１．仏教渡来 （Pagan 対 神国）

２．記紀段階における対自化

イ、１の記述。 a. 道鏡事件

ロ、皇位継承の 正
ショウ

統
トウ

性 b. 武烈―継体

⎧
｜
⎨
｜
⎩〔壬申の乱の危機〕 シャーマニズムによる天意の測定
� 有徳者君主思想

ハ、武士権力の抬頭による、

政治権力（統治）の正
セイ

統
トウ

性の問題の登場（名と実）

〔院政対幕府→承久の変〕

『愚管抄』の国体論は、

ロとハの二者をふくみ、

両者の矛盾を“末法”と“道理”で調和する。

ロ → 摂関による輔佐⎧
⎨
⎩ハ → 公家将軍

幕府権力の正統性の対自化

（『吾妻鏡』）
３．a. 幕府レヴェルにおける「天下創業」と有徳者君主思想（義時、『承久記』）

b. 王仏相依と王仏冥合（鎮護国家論）

〔蒙古来襲→日蓮→仏教内における O 正統の

問題と、日本における L 正

統の問題との同時的な提起）

c. 正
ショウ

統
トウ

性と正
セイ

統
トウ

性の統一化の第二のこころみ

〔南北朝内乱→『神皇正統記』〕

伊勢神道（神道内における O 正統の問題）
↓� から唯一神道へ 神道五部書 �本地垂跡説から、神本仏末説へ

４．キリシタンの渡来

“Pagan”の多様化→キリシタン信者から見れば、神・儒・仏が Pagan

である！ “うち”“よそ”意識との断絶。

↔“神国”
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L 正統における a 正
ショウ

統
トウ

論の衰微⎧
⎨
⎩ b 天道論と統一論（大一統）が前面に出る。

キリスト教内における O 正統問題が熟さぬうちに、キリスト教は禁圧さる。

キリシタンの彼岸性の強調が、仏教の彼岸性と世界宗教性をあらためて意識させ
超越 超越

（一向一揆の再考！

神儒合一の立場からの排仏論への契機となる。

→これは L 正統の問題にもなるが、必ずしも強く国体論の

次元における L 正統ではなくて、人倫・政治論一般の次元として

論じられた。（ただ林羅山・鵞峰における『本朝通鑑』とか神国論のように

多少とも国体論にわたっているが。）

５．江戸開府と、L 正統論としての儒教の優位

６．山鹿素行の『中朝事実』以下の国体論（中華夷狄論）

７．崎門派における国体論 正
ショウ

統
トウ

論と正統論との再結合

朱子学のつちかった O 正統意識がもっとも強烈で、それが

内容的に、L 正統のなかの 正
ショウ

統
トウ

論と正統論との分裂をおこす。（三傑）

O から L へ

崎門の絶交！

Heresy
８．儒学内における、本来の異端としての古学派、古文辞派の登場。

いまだ国体論にいたらず。

９．前期水戸学の国体論（多分に即自的 L 正統論）

→後期水戸学はこれが対自的になる。

10．国学の国体論

→ a. L 正統論における、日本の
［ カ ］

L 正統（ 正
ショウ

統
トウ

論）の純粋化を目的とする。

→◎「学統」と「治統」つまり正しい学問と正しい統治の結合という点で皮

肉にも儒学の伝統を継承する。

本居古学の方法的純粋化により、Pagan の範囲

がいちぢるしく拡大した。 （ 崎門も Pagan！）
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b）O と L との完全一致！ 日本国家の護持。あらゆる

からごころは思想
［ カ ］

の方法論であると同時に Paganism 排撃。

L のドグマ的基礎づけの排撃、L がそのまま O である。

（「道」を要しない）

b）
[ママ]

一致したがゆえに、国体論の政策学的側面はミニマムになるという

パラドックス。→統治（術）のプラグマティズムの極大化。

学問的不寛容（純粋性）の徹底と
（宣長）という二面性

⎧
⎨
⎩政治的「寛容」＝機会主義（包擁性）の徹底。

11．寛政異学の禁

儒学内における O 問題への権力の介入。儒学 O 正統（朱子学）の対自化。（
[ママ]

12．幕末尊攘的国体論（O ではなく、もっぱら L 次元の正統論の対自化。△

学問的及 水戸学系→吉田松陰⎧
⎨
⎩政治的不寛容→内ゲバ 平田国学 ◎大橋訥庵

皮肉なことに儒学の O 正

統に
[カ]

ついては「からごころ」

を純粋化した徂徠・春台を

もっとも評価する。

対自化）

△儒学における OL の癒着にたいする反動としての

方法論的に「敵」に酷似！

13．O 問題自体の排撃（西周・福沢） anti-dogmatism

国体論（L）の混沌状況→儒学・国学ともに権威失墜
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14．L の確定と、L のドグマ的キソずけ
［基礎づけ］

の排撃（［教育］勅語論争）
（国体）

国学の「近代化」

O の決定

国体論の正統化の排撃

その矛盾→

帝国憲法の矛盾

「教育勅語」　（信教の自由）

国民道徳論

15．国体論のきそづけをめぐる問題 北一輝（国体論の異端）

⎧
｜
｜
⎨
｜
｜
⎩

明治後半期 南北朝［正閏］問題（教科書）

天皇制国家の把握力の弱化 ［天皇］機関説問題

16．大正デモクラシー以後の L の動揺→コンミュニズム

（コンミュニズムとマルクス主義に

おける O 意識）

１．アナ・ボル論争

２．講座派まで

17．戦争末期における「国体」の最大限の膨張と、国体論の（無限分裂！）

のミニマムの縮少による「護持」＋法的制度として

の人民主権
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1989年10月23日「正統と異端」研究会

国体の正統論（資料番号717-1）

神勅原理（国学的）
ⅰ君臣、上下の分定まること→［藤田］幽谷『正名論』→身分的別の原理（儒学的）⎧

⎨
⎩ⅱ君臣（民）一体なること 情緒的同一性の原理及び大同原理

（国学的） （儒学的）

二要素のいずれが一方的に強調されてもならない。

天皇の神聖性、欽定憲法等々は、前者から。⎧
⎨
⎩立憲主義、皇室社会主義は後者から。

儒教的な“別”の原理に基く名分論の肥大→韓非的法治主義、プロシア・ロシア

（義を以て合すとい 絶対主義との等視は異端

う契機を含む）

対
立
の
統
一
（
Ｏ
正
統
と
し
て
の
国
体
論
） King in Parliament 一君万民主義の肥大→国民的天皇論

（北［一輝］）

は異端

天下者天下之天下の肥大

一体性

公共機能性の契機→

‘別’なものがいかにして結合するのか。別のキソに‘合意’がある。

一体なものがいかにして‘別’れるのか。一体のキソに、別がある。
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丸
山
眞
男
文
庫
所
蔵
未
発
表
資
料
翻
刻

吉
野
源
三
郎
書
簡

丸
山
眞
男
宛

補
遺
四
点

松
沢
弘
陽
・
川
口
雄
一
（
編
注
）

吉
野
源
三
郎
書
簡
補
遺
の
翻
刻
に
当
た
っ
て

丸
山
文
庫
が
所
蔵
し
て
い
る
書
簡
に
つ
い
て
、
丸
山
の
知
的
交
流
の
拡
が
り
を

示
す
と
共
に
、
丸
山
が
生
き
た
時
代
を
解
明
す
る
上
で
高
い
史
料
的
価
値
を
も
っ

て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
本
誌
第
九
号
で
は
、
丸
山
眞
男
宛
の
吉
野
源
三
郎
書

簡
三
六
点
を
翻
刻
・
刊
行
し
た
。
そ
の
後
、
丸
山
彰
氏
よ
り
新
た
に
丸
山
眞
男
宛

吉
野
書
簡
四
点
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
（
二
〇
一
四
年
三
月
）。
今
号
で
補
遺
と

し
て
翻
刻
す
る
の
は
、
こ
の
四
点
の
書
簡
で
あ
る
。

貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
丸
山
彰
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
と

共
に
、
こ
の
度
、
新
た
に
書
簡
四
点
の
掲
載
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
著
作
権
継
承

者
の
吉
野
源
太
郎
氏
に
深
く
感
謝
す
る
。

な
お
、
こ
の
吉
野
書
簡
四
点
の
翻
刻
作
業
は
、
第
九
号
で
吉
野
書
簡
三
六
点
の

翻
刻
に
あ
た
り
詳
し
い
校
注
を
付
し
て
下
さ
っ
た
、
竹
田
行
之
氏
に
お
願
い
し
て

い
た
。
と
こ
ろ
が
、
竹
田
氏
は
、
体
調
を
崩
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
に
他
界
さ
れ
、

こ
の
翻
刻
も
見
送
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
松
沢
弘
陽
氏
に
再
調
査
と
校
注
作
業

を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
、
今
号
で
の
掲
載
が
実
現
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、竹
田
行
之
氏
の
労
に
感
謝
し
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。

ま
た
、
校
注
作
業
を
引
き
継
い
で
下
さ
っ
た
松
沢
弘
陽
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
る
。

東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長

篠
目
清
美

凡

例

一
、
書
簡
の
配
列
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
配
列
順
に
三
桁
の
書
簡
番
号
を
付
し

た
。

一
、
か
な
づ
か
い
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
促
音
は
小
書
き
で
統
一
し
た
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
行
字
体
を
用
い
た
が
、
人
名
に
つ
い
て
は
こ
の
限
り

で
は
な
い
。

一
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
は
特
に
断
り
な
く
訂
正
し
、
句
読
点
を
適
宜
整
え
た
。

一
、
葉
書
の
表
な
ど
、
記
述
の
場
所
を
表
示
す
る
際
は
﹇

﹈
を
用
い
た
。
編
者

に
よ
る
補
足
は
〔

〕
で
示
し
た
。

一
、
各
書
簡
の
末
尾
に
タ
イ
ト
ル
を
一
覧
と
し
て
掲
げ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
編
者

が
付
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
項
の
要
領
に
従
い
表
示
し
た
。
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〇
〇
一

一
九
七
七
年
一
月
一
日

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
存
じ
ま
す

一
九
七
七
年
正
月

今
年
こ
そ
一
年
を
通
じ
て
御
健
康
で
お
す
ご
し
に
な
り
宿
題
の
お
仕
事
を
完
成

な
さ
い
ま
す
よ
う
。
老
眼
を
擦
っ
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

吉
野
源
三
郎

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
ノ
三
ノ
六

113

﹇
葉
書
表
﹈

武
蔵
野
市
吉
祥
寺
東
町
二
ノ
四
四
ノ
五

丸
山
眞
男
様

180

〔
賀
状
〕

〇
〇
二

一
九
七
九
年
一
月
一
日

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
存
じ
ま
す

御
無
沙
汰
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
恙
な
く
よ
き
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
。

一
九
七
九
年
正
月

吉
野
源
三
郎

〒

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
ノ
三
ノ
六

113

尚
、
一
昨
年
の
暮
、
喘
息
の
た
め
病
床
に
つ
き
ま
し
て
以
来
、
昨
年
は
全
く
療

病
の
中
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
が
、
幸
い
に
最
近
、
頓
に
回
復
し
、
本
年
か
ら
は
尋

常
の
生
活
に
戻
れ
る
見
込
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。
他
事
な
が
ら
御
休
神
下
さ
い
ま
す

よ
う
。
以
上

や
っ
と
こ
の
よ
う
な
御
挨
拶
が
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
立
直
り
ま
し
た
。
拝
眉
の

機
に
い
ろ
い
ろ
お
話
を
伺
う
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
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〇
〇
三

一
九
八
〇
年
一
月
一
日

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
存
じ
ま
す

一
九
八
〇
年
正
月

日
本
思
想
大
系
の
お
仕
事
、
無
理
が
重
な
り
旧
臘
御
入
院
と
の
こ
と
、
事
後
承

り
愕
き
ま
し
た
。
一
日
も
早
い
御
回
復
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
源
三
郎

〒

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
ノ
三
ノ
六
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な
お
、
私
の
方
は
一
昨
年
来
の
長
病
も
こ
の
ほ
ど
快
方
に
進
み
、
お
か
げ
さ
ま

で
全
快
ま
で
あ
と
数
歩
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
ま
い
り
ま
し
た
。
他
事
な
が
ら
御
休

神
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
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〔
賀
状
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○
「
日
本
思
想
大
系
」
は
、
丸
山
が
企
画
・
監
修
の
中
心
と
な
っ
て
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

全
六
七
巻
、
一
九
七
〇
年
五
月
―
一
九
八
二
年
五
月
。
こ
こ
で
「
日
本
思
想
大
系
の
お
仕
事
」
と

い
わ
れ
る
の
は
一
九
八
〇
年
三
月
に
丸
山
の
編
集
・
解
説
の
も
と
に
刊
行
さ
れ
た
同
大
系
『
山
31

崎
闇
斎
学
派
』
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
○
「
旧
臘
御
入
院
」
は
前
記
「
解
説
」
執
筆
中
に
急
性
腸

蠕
動
停
止
状
態
と
な
っ
て
国
立
療
養
所
中
野
病
院
に
緊
急
入
院
し
た
（
一
二
月
一
七
日
―
二
七
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日
）
こ
と
を
さ
す
。

〇
〇
四

一
九
八
一
年
一
月
一
日

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
存
じ
ま
す

御
無
沙
汰
に
打
過
ぎ
て
お
り
ま
す
が
、
年
頭
に
あ
た
り
、
多
年
の
御
厚
誼
を
改

め
て
想
い
起
こ
し
、
御
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す

療
病
の
生
活
が
と
う
と
う
満
三
年
を
越
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
生
活
が
自
分
の
行

手
に
待
っ
て
い
よ
う
と
は
若
い
時
考
え
て
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
運
命
に
対
す
る

従
順
と
反
抗
と
の
使
い
わ
け
は
戦
術
の
攻
勢
と
防
御
の
使
い
わ
け
に
似
て
い
る
な

ど
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
九
八
一
年
正
月

吉
野
源
三
郎

〒

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
ノ
三
ノ
六

113
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収録書簡一覧

１ 1977年１月１日 〔賀状〕
２ 1979年１月１日 〔賀状〕
３ 1980年１月１日 〔賀状〕
４ 1981年１月１日 〔賀状〕
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文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

「20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」 
 
 

第1回 公開研究会 

「正統と異端」研究会をめぐって 
講師：河野 有理氏 

（首都大学東京 准教授） 
 
 

2013年3月5日（火） 

時間：14:30～ 16:00 

会場：東京女子大学 24101 教室 

 
 

申 込 不 要・入 場 無 料 
 

 

問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 

tel. 03-5382-6817 fax. 03-5382-6120 

e-mail. marubun@lab.twcu.ac.jp 

東京都杉並区善福寺2-6-1 

 



 
 
○講演の概要 

 
「正統と異端」研究会は、『近代日本思想史講座』第二巻（筑摩書房）刊行のために組織された研究会です。

それは同講座が企画された直後の 1950 年代後半から、丸山の死の直前の 1990 年代の初頭まで、断続的に続

きました（同講座第二巻は結局刊行されませんでした）。そこでは何が問題となり、どんなことが話し合われ

たのでしょうか。そうしたことを、本文庫所蔵の資料も用いながら、考えていきます。その際、特に以下の

ような点に留意したいと思います。第一に、この研究会が共同研究だったことです。いわゆる「丸山思想史」

との関連でのみ、この研究会を考えるべきではないでしょう。参加者（丸山の他には石田雄や藤田省三がい

ました）同士が、どのような点で問題関心を共有し、またどういった点では意見を異にしていたのでしょう

か。第二に、研究会が続いた期間が長いことです。問題関心は持続しつつも、重点の移動は当然にあり得る

でしょう。それはどのようなものでしょうか。また、時代環境のどのような変化がそこには反映しているの

でしょうか。 
 
 
○講師プロフィール 

 
首都大学東京・都市教養学部法学系准教授。専攻は日本政治思想史。著書には『明六雑誌の政治思想 阪谷

素と「道理」の挑戦』（東京大学出版会、2011 年）がある。 
 
 
○丸山眞男文庫とは 

 
日本政治思想史の研究を中心に、政治思想家として世界に向けて発信し続けた丸山眞男は、戦後の日本を代

表する知識人でありましたが、その思索の跡を伝える約 2 万冊の蔵書と約 3 万頁の草稿類が 1998 年に東京

女子大学に寄贈されました。東京女子大学は、日本における丸山眞男研究の拠点となり、貴重な資料がひろ

く活用されることを願って丸山眞男文庫を設立し、調査と整理を進めるとともに講演会、公開研究会、公開

授業等を開催しています。 
 
 
○「20世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」事業とは 

 
東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料に基づいた研究プロジェクト「20 世紀日本における

知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始しました（文部科学省平成 24 年度

「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト）。このプロジェクトは 5 年間にわたって二つ

のテーマ（「20 世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材として―」および「丸山眞男文庫所蔵資料の調

査研究とデジタルアーカイブ構築」）を軸として、研究を進めてゆきます。 
 
 

 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅

行きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅

より西荻窪駅行バスで「東京女子大前」

下車。 



 

文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用― 

 
 
 
 

第２回 公開研究会 

 
 
 

講師： 黒沢 文貴氏（東京女子大学 教授） 

コメンテーター：茂木 敏夫氏（東京女子大学 教授）

  
 

2013年9月27日（金） 
時間：1 6 : 0 0 ～ 1 7 : 3 0 

会場：東京女子大学 24201教室 
 

 
申 込 不 要・入 場 無 料 

 

 

問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 

〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 

Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120 

E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 

HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama 

 



 
講演の概要  

本報告は、戦後史のなかで形成されてきた日本近代史認識、とりわけ太平洋戦争も

しくは昭和戦前期をめぐる歴史認識について検討しようとするものです。それによっ

て、戦後の歴史研究者たちの戦後認識の一端を考えることができればと思っています。

なお報告は、次の内容を予定しています。  
1 .  歴史認識の分裂か、多様な歴史認識の共存か  
2 .  政治性のまとわりついた歴史認識  
3 .  「歴史」の「政治化」と実証研究、そして「歴史」の「政治化」の「国際化」  
4 .  昭和期の戦争の複雑さ  
5 .  昭和期の「戦争の構造」をどのように理解するのか  
6 .  「歴史を忘れない」ことからくる対立と和解  
7 .  「戦争の構造」と「歴史の構造」  

 
 
講師プロフィール  

黒沢文貴  東京女子大学・現代教養学部教授。専攻は日本政治外交史。著書に、『歴史

と和解』（イアン・ニッシュ氏との共編、東京大学出版会、 2011 年）、『二

つの「開国」と日本』（東京大学出版会、 2013 年）、『大戦間期の宮中と政

治家』（みすず書房、 2013 年）など。  
 
茂木敏夫  東京女子大学・現代教養学部教授。専攻は中国近代思想史。著書に、『変容

する近代東アジアの国際秩序』（山川出版社、 1997 年）など。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
丸山眞男文庫とは  

日 本 政 治 思 想 史 の 研 究 を 中 心 に 、 政 治 思 想 家 と し て 世 界 に 向 け て 発 信 し 続 け た 丸 山 眞 男 は 、 戦

後 の 日 本 を 代表 す る 知識 人 で あ り まし た が 、そ の 思 索 の 跡を 伝 え る約 2 万 冊 の 蔵 書 と 約 3 万 頁 の

草 稿 類 が 1998 年 に 東 京女 子 大 学 に 寄贈 さ れ まし た 。東 京女 子 大 学 は、日 本 に お け る丸 山 眞 男研 究

の 拠 点 と な り 、 貴 重 な 資 料 が ひ ろ く 活 用 さ れ る こ と を 願 っ て 丸 山 眞 男 文 庫 を 設 立 し 、 調 査 と 整 理

を 進 め る と とも に 講 演会 、 公 開 研 究会 、 公 開授 業 等 を 開 催し て い ます 。  

 
「 20 世紀日本における知識人と教養」プロジェクトとは  

東 京 女 子 大 学は 、2012 年 度 よ り 、丸 山 眞男 文 庫の 資 料 に 基 づい た 研 究プ ロ ジ ェ ク ト「 20 世 紀 日

本 に お け る 知識 人 と 教養 ―丸 山 眞 男 文 庫 デ ジタル ア ー カ イ ブの 構 築 と活 用 ―」を 開 始 し ま した（ 文

部 科 学 省 平 成 24 年 度 「私 立 大 学 戦 略的 研 究 基盤 形 成 支 援 事業 」 採 択プ ロ ジ ェ ク ト ）。 こ の プロ ジ

ェ ク ト は 5 年 間 に わ たっ て 二 つ の テー マ（「 20 世 紀 知 識 人 の教 養 と 学問 ―丸 山 眞 男 文 庫 を 素材と し

て ―」 お よ び 「 丸 山 眞 男 文 庫 所 蔵 資 料 の 調 査 研 究 と デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 構 築 」） を 軸 と し て 、 研 究

を 進 め て い ます 。（ HP： http : / /www. twcu.ac . jp / fa c i l i t ies /maruyama/pro je c t）  

東京女子大学へのアクセス 

 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅行

きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅より西

荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車。 



 

文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用― 

 

 

 

 

第３回 公開研究会 

 

 

 

講師： 渡辺 浩氏（法政大学 教授） 

 

 

 

2014年9月22日（月） 
時間：1 5 : 0 0 ～ 1 6 : 3 0 

会場：東京女子大学 24202教室 
 

 

申 込 不 要・入 場 無 料 
 

 

問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 

〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 

Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120 

E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 

HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama 

 

 



講演の概要  

 「２０世紀日本における知識人」という時、思い浮かぶのは男性の姿ではないでし

ょうか。何故でしょうか。そういう人は、実際に男性が多かったから？  では、何故、

男性が多かったのでしょうか。  

 「女」とは何か。「男」とは何か。また、それぞれはいかにあるべきか。その答えは、

地域・時代・身分階層などによって、実に様々です。しかも、その答えが、社会・政

治の構造や状況と関連しています。この報告では、どのような男性が理想的と考えら

れ、感じられたのか（それは、女性の理想像と表裏をなしています）について、中国

や欧米と比較しつつ、江戸時代と明治の日本における類型と変化を、お話します。い

わゆる「明治維新」を敢行したのは主に男性でしたから、彼等の男性理想像は、彼等

の行動と深く関連しています。しかも、その結果としてできあがった新しい社会では、

別の男性理想像が登場し、古いものと衝突します。２０世紀、そして現在との連続と

差違とを考えながら、聴いていただければ、幸いです。  

 

 

講師プロフィール  

渡辺  浩   法政大学法学部教授。専攻は日本政治思想史。著書に、『日本政治思想史  

１７－１９世紀』（東京大学出版会、２０１０年）、『東アジアの王権と思

想』（東京大学出版会、１９９７年）、『近世日本社会と宋学』（東京大学

出版会、１９８５年。増補新装版、２０１０年）など。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山眞男文庫とは  

日本政治思想史の研究を中心に、政治思想家として世界に向けて発信し続けた丸山眞男は、戦

後の日本を代表する知識人でありましたが、その思索の跡を伝える約 2 万冊の蔵書と約 3 万頁の

草稿類が 1998 年に東京女子大学に寄贈されました。東京女子大学は、日本における丸山眞男研究

の拠点となり、貴重な資料がひろく活用されることを願って丸山眞男文庫を設立し、調査と整理

を進めるとともに講演会、公開研究会、公開授業等を開催しています。  

 

「 20 世紀日本における知識人と教養」プロジェクトとは  

東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料に基づいた研究プロジェクト「 20 世紀日

本における知識人と教養 ―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用 ―」を開始しました（文

部科学省平成 24 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト）。このプロジ

ェクトは 5 年間にわたって二つのテーマ（「 20 世紀知識人の教養と学問 ―丸山眞男文庫を素材とし

て ―」および「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」）を軸として、研究

を進めています。（ HP： http: / /www. twcu.ac . jp / fa c i l i t ies /maruyama/pro je c t）  

 

東京女子大学へのアクセス 

 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅行

きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅より西

荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車。 



文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用― 
 

 

第４回 公開研究会 

 

 

講師： 宮村 治雄氏 

（成蹊大学アジア太平洋研究センター客員研究員） 
 

 

日時：2016年 2月 19日(金) 

15:30～17:00 

会場：東京女子大学 24202教室 
 

 

第２部  丸山眞男文庫の現在 
バーチャル書庫と草稿類デジタルアーカイブの紹介  

※講演会終了後の 30分程度を予定しております。 

 

 

 

申 込 不 要・入 場 無 料 
 

問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 

〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 

Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120 

E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 

HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama 



講演の概要  

 『三酔人経綸問答』は、中江兆民の「主著」とされ、論じられることも多い。しか

し、そのテクストが成り立つ主体的な文脈に沿って解読されることは、必ずしも十分

に果たされてきているとはいえないように思われる。  

 兆民は、この作品に先だって、彼の「経綸」の基礎を形造るルソーの『社会契約論』

や『学問芸術論』の翻訳だけでなく、フランス革命史の叙述や、ルソー批判の紹介な

どをも試みていたし、彼が「理学」と呼ぶ <philosophie>に関連する翻訳や著作を行っ

ていた。それらの著訳書、および彼が主宰した仏学塾での塾生たちと共同して刊行し

た『政理叢談』雑誌その他の著訳書は、同時代日本での彼の特異な知的視野と位置と

を示している。  

 兆民の「主著」は、そうしたサブテクスト群の広がりと奥行きの中に置き直される

とき、どのような姿を開示するのか。できるだけ、新たな諸側面に即して素描してみ

たい。  

 

講師プロフィール  

成蹊大学アジア太平洋研究センター客員研究員。著書に、『戦後精神の政治学――  丸

山眞男・藤田省三・萩原延壽』（岩波書店、2009 年）、『新訂日本政治思想史――「自由」

の観念を軸にして』（放送大学教育振興会、 2005 年）、『開国経験の思想史―― 兆民と時

代精神』（東京大学出版会、1996 年）、『理学者兆民――  ある開国経験の思想史』（みすず

書房、 1989 年）など。  

 

第２部  丸山眞男文庫の現在  

 東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料にもとづいた研究プロジェクト「 20

世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始

しました（文部科学省平成 24 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェク

ト）。このプロジェクトは 5 年間にわたって 2 つのテーマを軸として研究を進めています。 

 この第 2 部では、テーマの 1 つ「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ

構築」の成果にあたる、バーチャル書庫（2015 年 3 月公開）と草稿類デジタルアーカイブ（同

年 6 月公開）について当文庫スタッフがご紹介いたします（HP：http://www.twcu.ac.jp/ 

facilities/maruyama/project/）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山眞男文庫とは  

日 本 政治 思想 史の 研究を 中 心に 、政 治思 想家と し て世 界に 向け て発信 し 続け た丸 山眞 男は、 戦

後の日本を代表する知識人でありましたが、その思索の跡を伝える約 2 万冊の蔵書と約 3 万頁の

草稿類が 1998 年に東京女子大学に寄贈されました。東京女子大学は、日本における丸山眞男研究

の 拠 点と なり 、貴 重な資 料 がひ ろく 活用 される こ とを 願っ て丸 山眞男 文 庫を 設立 し、 調査と 整 理

を進めるとともに講演会、公開研究会、公開授業等を開催しています。  

東京女子大学へのアクセス 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅行

きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅より西

荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車。 



文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
20世紀日本における知識人と教養 

―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用― 
 
 

第５回 公開研究会 

 

講師： 小檜山 ルイ氏（東京女子大学教授） 

 
 

2016年 6月 17日(金) 
時間：15:00～16:30 

会場：東京女子大学 24201教室 
 
 

第２部  丸山眞男文庫の現在 
バーチャル書庫と草稿類デジタルアーカイブの紹介  

※報告終了後の 30分程度を予定しております。 

 

 
申 込 不 要・入 場 無 料 

 

   問合せ先：東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 
〒167-8585 東京都杉並区善福寺 2－6－1 
Tel: 03－5382－6817 Fax: 03－5382－6120 
E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 
HP: http://office.twcu.ac.jp/univ/research/institute/maruyama-center/ 



○報告の概要  

 意外なことに、丸山眞男ほど広い視野を持った知識人に女性に関連する問題意識は

ほとんどないという。なぜなのだろうか、という疑問から本報告は出発している。  

 女性に関連する問題群は、1960 年代半ば以降の第２波フェミニズムの隆盛のなかで、

重要な知的探求の対象として浮上した。それは主に女性たちの自己主張に基盤を置い

て発展し、 GLBTQ の研究や男性学といった展開も生まれ、ジェンダーは、今では特に

人文社会科学において不可欠の観点となりつつある（はずだ）、というのが、一般的に

はもっとも理解しやすい図式である。  

 しかし、実は、明治維新以降の男性知識人の一部は、女性のあるべき生き方、男女

交際、結婚、家、家庭といった問題を盛んに論じていた。戦後の丸山眞男が研究上の

情熱を傾けた福沢諭吉は、その好例である。本報告では、ホーム（家庭）論を中心に

据えて、彼らの議論の系譜を整理することで、丸山眞男（の世代）の知的視野からな

ぜ女性をめぐる諸問題が欠落したのかを考えてみたい。  

 

○講師プロフィール  

東 京 女 子 大学 現 代 教養 学 部 国 際社 会 学 科国 際 関 係 専攻 教 授 。専 攻 は ア メリ カ 女性

史・ジェンダー史、アメリカ・キリスト教史、日米関係史。著書に『アメリカ女性宣

教師   来日の背景とその影響』（東京大学出版会、1992 年）、共編著書に『アメリカ・

ジェンダー史研究入門』（青木書店、 2010 年）、共著に『歴史のなかの政教分離』（彩

流社、 2007 年）、『帝国と学校』（昭和堂、 2010 年）、『モダンガールと植民地的近代』

（岩波書店、2010 年）、Competing Kingdoms: Women, Mission, Nation, and the American 

Protestant Empire, 1812-1960 (Duke University Press, 2010)、論文に「新渡戸稲

造再考   「帝国主義者」の輪郭」『思想』 1018 号（ 2009 年 2 月）など。  

 

第２部  丸山眞男文庫の現在  

 東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料にもとづいた研究プロジェクト「20

世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始

しました（文部科学省平成 24 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェク

ト）。このプロジェクトは５年間にわたって２つのテーマを軸として研究を進めています。 

 この第２部では、テーマの１つ「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ

構築」の成果にあたる、バーチャル書庫（2015 年３月公開）と草稿類デジタルアーカイブ（同

年６月公開）について当文庫スタッフがご紹介いたします（HP：http://office.twcu.ac.jp/ 

univ/research/project/maruyama-project/）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丸山眞男文庫とは  

日 本 政 治 思 想 史 の 研 究 を 中 心 に 、 政 治 思 想 家 と し て 世 界 に 向 け て 発 信 し 続 け た 丸 山 眞 男 は 、 戦

後 の 日 本 を 代 表 す る 知 識 人 で あ り ま し た が 、 そ の 思 索 の 跡 を 伝 え る 約 ２ 万 冊 の 蔵 書 と 約 ３ 万 頁 の

草 稿 類 が 1998 年 に 東 京 女 子 大 学 に 寄贈 さ れ まし た 。東 京 女 子大 学 は 、日 本 に お け る丸 山 眞 男研 究

の 拠 点 と な り 、 貴 重 な 資 料 が ひ ろ く 活 用 さ れ る こ と を 願 っ て 丸 山 眞 男 文 庫 を 設 立 し 、 調 査 と 整 理

を 進 め る と とも に 講 演会 、 公 開 研 究会 、 公 開授 業 等 を 開 催し て い ます 。  

東京女子大学へのアクセス 

ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12分。 

バスの場合は西荻窪駅北口より吉祥寺駅行

きバス／ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅より西

荻窪駅行バスで「東京女子大前」下車。 



日程：2012年７月５日（木） 
時間：16:30～18:00 
会場：東京女子大学 24202教室  
東京都杉並区善福寺2-6-1 
 
ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約12分。 
西荻窪駅北口より吉祥寺駅行きバス／ ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅北口より西荻窪駅行バスで 
「東京女子大前」下車。 

 
問合せ先：東京女子大学丸山眞男記念比較思想研究センター 
℡ 03-5382-6817  
marubun@lab.twcu.ac.jp 
 

        申込不要 入場無料 （講演は日本語で行われます） 

文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
東京女子大学丸山眞男記念比較思想研究センター 

第14回 丸山眞男文庫記念講演会 

講師：アンドルー・ゴードン氏 
    （ハーバード大学教授） 

Building a Digital Archive of the Great Eastern Japan Disaster:  
                Potential and Challenges of Crisis Archiving 



【講師プロフィール】  
アンドルー・ゴードン氏 Andrew Gordon  
1952年生まれ。ハーバード大学教授、同大学エドウィン・
O・ライシャワー日本研究所所長。日本近代史専攻。日本

語に訳されている『歴史としての戦後日本』（編著、みすず
書房、2001年、上・下2冊）、『日本の200年 徳川時代から
現代まで』（みすず書房、2006年、上・下2冊、新版近刊予

定）や『日本人が知らない松坂メジャー革命』（朝日新聞社、
2007年）は高い評価を受けている。その他に、Labor and 
Imperial Democracy in Prewar Japan (University of 
California Press, 1991、アメリカ歴史学会ジョン・K・フェアバ
ンク賞受賞)、The Wages of Affluence: Labor and 
Management in Postwar Japan (Harvard University Press, 
1998)などの名著がある。また、本講演に関連する文章と
して、「2011年東日本大震災デジタルアーカイブ」（共著、
『みすず』2012年6月号）がある。 

【講演の概要】 
東日本大震災の救援と復興に際しては、国内だけでなく、国外からも多くの支援の手が差しの
べられました。なかでも、アメリカの近代日本研究をリードするアンドルー・ゴードン教授を中心
とするハーバード大学のプロジェクト「2011年東日本大震災デジタルアーカイブ」
（http://jdarchive.org）は注目すべきものです。今回の震災と復興において飛び交った無数の

デジタル情報を収集し保存するこのプロジェクトは、震災の状況や復興の経験をトータルに把
握し、国際的に共有することで、将来に生かすとともに、被災者の方々にとっての心の癒しとな
ることをめざしています。 
これと時を同じくして、東京女子大学は2012年度より、丸山眞男文庫所蔵資料のデジタルアー
カイブ化事業を柱とする研究プロジェクト「２０世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫
デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始しました（文部科学省「私立大学戦略的研究基盤

形成支援事業」プロジェクト）。また、昨年より行ってきたボランティア活動をより積極的に展開
するため、東京女子大学ボランティア・ステーションを開設しました。そこで、今年度の丸山眞男
文庫記念講演会には、ゴードン教授をお招きし、「2011年東日本大震災デジタルアーカイブ」へ

の取り組みを通じて追求されている災害デジタルアーカイブの意義と課題についてお話しいた
だくことといたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【丸山眞男文庫とは】 

政治思想家として世界に向けて発信し続けた丸山眞男の膨大な蔵書と草稿類の寄贈を機に
東京女子大学は、丸山眞男記念比較思想研究センターのもとに丸山眞男文庫を設立し、資料
の調査と公開を進めるとともに、講演会、読書会、公開授業等も開催しています。 



問合せ先 
 東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター 
  〒167-8585 東京都杉並区善福寺2-6-1 
    Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120 
    E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp 
    HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama         

文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
 

「20世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用― 」 

第15回 丸山眞男文庫記念講演会 

日程  2013年12月6日（金）15:00～16:30 
会場  東京女子大学 24202教室 

    かとう  たかし  

講師 加藤 節氏 
  （成蹊大学名誉教授）

申込不要・入場無料 



【講師プロフィール】 
1944年長野県生まれ。東京大学法学部卒業。同大学院法学政

治学研究科博士課程修了。法学博士。成蹊大学法学部教授を

経て、現在は成蹊大学名誉教授。専門は政治哲学・政治学史。

ホッブス、スピノザ、ロックを中心とし、政治と宗教との関

係を問題関心として十七世紀政治思想史の研究を続けるとと

もに、特に東西冷戦終焉後の世界を政治哲学的に考察する仕

事を同時代認識の試みとして続けてきた。主な著書に、『近

代政治哲学と宗教』『ジョン・ロックの思想世界』（東京大

学出版会）、『政治と人間』『南原繁』『政治と知識人』

（岩波書店）、『政治学を問いなおす』（筑摩書房）、『同

時代史考』（未来社）、翻訳に、ジョン・ロック『全訳 統

治二論』（岩波文庫）等がある。 

 

【講演の概要】 

丸山眞男という人は、自分が何をしているかについて極めて自覚的な思想家でした。丸山が、自

分の仕事の意図や目的が何であったかについて言及することが多い事実がそれを示しています。

そうした自身による言及を手がかりにして整理すると、丸山の仕事は以下の三つの領域に大別す

ることができると言ってよいかと思います。すなわち、日本の「良き」思想的伝統を過去の歴史

のなかから取り出してくる作業、日本人の精神構造や行動様式の欠陥や病理を分析する作業、外

来思想との文化接触の型を規定する日本人の思惟構造の原型を探る作業がそれであります。しか

も、私が見る限り、丸山の仕事のこれら三つの領域はバラバラのものではなく、全体として一つ

の円環構造をなしておりました。私の報告では、丸山の仕事の三つの領域が織りなすその円環構

造をデモクラシー論に関連させて解明することによって、丸山の思想世界に関する一つの全体的

な見取り図を描くことを試みてみたいと思います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
  
丸山眞男文庫とは 
日本政治思想史の研究を中心に、政治思想家として世界に向けて発信し続けた丸山眞男は、戦後
の日本を代表する知識人でありましたが、その思索の跡を伝える約2万冊の蔵書と約3万頁の草稿
類が1998年に東京女子大学に寄贈されました。東京女子大学は、日本における丸山眞男研究の拠
点となり、貴重な資料がひろく活用されることを願って丸山眞男文庫を設立し、調査と整理を進

めるとともに講演会、公開研究会、公開授業等を開催しています。 

 
「20世紀日本における知識人と教養」プロジェクトとは 
東京女子大学は、2012年度より、丸山眞男文庫の資料に基づいた研究プロジェクト「20世紀日本
における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始しました（文
部科学省平成24年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト）。このプロ
ジェクトは5年間にわたって二つのテーマ（「20世紀知識人の教養と学問―丸山眞男文庫を素材
として―」および「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」）を軸として、
研究を進めています。 

 
 



文部科学省 平成24年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 
「20 世紀日本における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」 
 

第１６回 丸山眞男文庫記念講演会 
 

丸山眞男と「アメリカ問題」 

講師 古矢 旬氏   
（北海商科大学教授 北海道大学名誉教授） 

 

日程： 2015 年 11 月 27 日（金）15:00～16:30 

会場： 東京女子大学構内（教室は当日正門前に掲示） 
 

第２部  丸山眞男文庫の現在 

―バーチャル書庫と草稿類デジタルアーカイブの紹介― 
※講演会終了後の 30 分程度を予定しております。 

 

            申込不要・入場無料               

 
【問合せ先】東京女子大学 丸山眞男記念比較思想研究センター  

〒167-8585 東京都杉並区善福寺 2-6-1 Tel: 03-5382-6817 Fax: 03-5382-6120   
E-mail: marubun@lab.twcu.ac.jp  
HP: http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama 

 
●ＪＲ西荻窪駅北口より徒歩約 12 分 

●西荻窪駅北口より吉祥寺駅行きバス 

「東京女子大前」下車 

●ＪＲ・京王井の頭線吉祥寺駅北口より 

西荻窪駅行バス「東京女子大前」下車 

mailto:marubun@lab.twcu.ac.jp


講演の概要 

 丸山眞男とアメリカとの関わりについては、すでにこれまで入江昭、清水靖久、油井大三郎各氏をは

じめとする方々が、当センターの企画にかかる講演会や研究会等において、報告をされている。これら

の報告以外にも、丸山の直接、間接の、また個人的、学術的な「アメリカ経験」に多少とも言及する丸

山眞男研究は少なくない。そのことは、丸山の学究生活が、アメリカ合衆国を最大の一方当事国とする

太平洋戦争と冷戦という国際政治の大枠の内で展開されてきたことを思うならば当然といえるかもしれ

ない。政治学者としての、また知識人としての丸山が、主たる学究対象、批判対象としてきた日本政治

は、その間（そして今日もなお）まさに合衆国によって翻弄されてきたからである。 
 しかし他方で、このアメリカの影の濃さと大きさに比するとき、これまでの丸山眞男研究において論

じられてきた丸山の「アメリカ問題」認識は、やや断片的、あるいはエピソード的な印象を免れない。

それは、あるいは「アメリカは分からない」「アメリカは不可解である」という丸山自身のアメリカに対

する学術的、文化的な違和感に由来するのかもしれない。この点も含め、丸山は、その世界認識、歴史

認識において、「アメリカ」をどのような枠組みの内にとらえ、その存在意義を自らの政治思想史研究の

中にいかに位置づけていったのかを試論的に検討してみたい。 
 

講師プロフィール 

1947 年、東京都生まれ。現在、北海商科大学商学部教授、北海道大学名誉教

授。専攻はアメリカ政治外交史。著書に、『アメリカニズム――「普遍国家」

のナショナリズム』（東京大学出版会、2002 年）、『アメリカ 過去と現在の

間』（岩波新書、2004 年）、『ブッシュからオバマへ――アメリカ変革のゆく

え』（岩波書店、2009 年）、『アメリカ政治外交史 第二版』（斎藤眞との共著、

東京大学出版会、2012 年）などがある。近年の業績として、丸山眞男『超国

家主義の論理と心理 他八篇』（岩波文庫、2015 年）の編著がある。 
 
第 2部 丸山眞男文庫の現在 

 東京女子大学は、2012 年度より、丸山眞男文庫の資料にもとづいた研究プロジェクト「20 世紀日本

における知識人と教養―丸山眞男文庫デジタルアーカイブの構築と活用―」を開始しました（文部科学

省平成 24 年度「私立大学戦略的研究基盤形成支援事業」採択プロジェクト）。このプロジェクトは 5 年

間にわたって 2 つのテーマを軸として研究を進めています。 
 この第 2 部では、テーマの 1 つ「丸山眞男文庫所蔵資料の調査研究とデジタルアーカイブ構築」の成

果にあたる、バーチャル書庫（2015 年 3 月公開）と草稿類デジタルアーカイブ（同年 6 月公開）につ

いて当文庫スタッフがご紹介いたします（HP：http://www.twcu.ac.jp/facilities/maruyama/project/）。 
 

丸 山 眞 男 文 庫 と は  

日 本 政 治 思 想 史 の 研 究 を 中 心 に 、 政 治 思 想 家 と し て 世 界 に 向 け て 発 信 し 続 け た 丸 山 眞 男

は 、 戦 後 の 日 本 を 代 表 す る 知 識 人 で あ り ま し た が 、 そ の 思 索 の 跡 を 伝 え る 約 2 万 冊 の 蔵 書

と 約 3 万 頁 の 草 稿 類 が 1 9 9 8 年 に 東 京 女 子 大 学 に 寄 贈 さ れ ま し た 。 東 京 女 子 大 学 は 、 日 本

に お け る 丸 山 眞 男 研 究 の 拠 点 と な り 、 貴 重 な 資 料 が ひ ろ く 活 用 さ れ る こ と を 願 っ て 丸 山 眞

男 文 庫 を 設 立 し 、 調 査 と 整 理 を 進 め る と と も に 講 演 会 、 公 開 研 究 会 、 公 開 授 業 等 を 開 催 し

て い ま す 。  

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E5%87%BA%E7%89%88%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%8E%E8%97%A4%E7%9C%9E
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